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科目一覧［発行日：2024/5/1］最新版のシラバスは、法政大学Webシラバス（https://syllabus.hosei.ac.jp/）で確認してください。

凡例　その他属性

〈他〉：他学部公開科目 〈グ〉：グローバル・オープン科目
〈優〉：成績優秀者の他学部科目履修制度対象科目 〈実〉：実務経験のある教員による授業科目
〈Ｓ〉：サーティフィケートプログラム_SDGs 〈ア〉：サーティフィケートプログラム_アーバンデザイン
〈ダ〉：サーティフィケートプログラム_ダイバーシティ 〈未〉：サーティフィケートプログラム_未来教室
〈カ〉：サーティフィケートプログラム_カーボンニュートラル
——————————————————————————————————————————————————————
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語１

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認
し、学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レ
ジュメを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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分析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認
し、学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レ
ジュメを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語１

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認
し、学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レ
ジュメを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語２

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認
し、学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レ
ジュメを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.

— 4 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語２

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認
し、学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レ
ジュメを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語２

村田　晶子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。
様々なメディア作品（ドキュメンタリー番組、ドラマ、映画等）の内容理解、
要約の練習を行い、また、作品に表象される社会問題についてのディスカッ
ションを行います。加えてクラスではメディア作品をベースにしたミニドラ
マの動画作成を行い、登場人物の感情分析、ストーリーの創作、日本語での
演技の練習も行います。
【到達目標】
このコースを履修（りしゅう）することで、学生は以下の能力を高めること
ができます。
①日本語の聴解力、内容の要約力を高め、メディア作品の批評を書くことが
できるようになる。
②メディア作品の分析と発表を行うことができるようになる。
③動画作成により日本語の表現力を高めることができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業前にGoogle Classroomに登録して、そこに書いてある説明を読んでくだ
さい（Google ClassroomのコードはHoppiに書いてあります）。
授業の流れは以下の通り。
１．メディア作品のテーマについてディスカッション
２．メディア作品の内容理解、要約の練習
３．内容に関するディスカッション
４．課題提出
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目 オリエンテーション コースの概要について説明する。
2回目 視聴とディスカッショ

ン（１）
メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

3回目 視聴とディスカッショ
ン（２）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

4回目 視聴とディスカッショ
ン（３）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

5回目 視聴とディスカッショ
ン（４）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

6回目 視聴とディスカッショ
ン（５）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

7回目 視聴とディスカッショ
ン（６）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

8回目 視聴とディスカッショ
ン（７）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

9回目 視聴とディスカッショ
ン（８）

メディア作品の内容理解と社会文化
分析、ディスカッション

10回目 中間試験 コースの前半部分の習得状況を確認
し、学生にフィードバックを与える。

11回目 グループ発表の準備 グループ発表のテーマを決め、レ
ジュメを作成する

12回目 学生によるグループ発
表 (1)

メディア作品の分析結果の発表

13回目 学生によるグループ発
表 (2)

メディア作品の分析結果の発表

14回目 学生によるグループ発
表 (3)

メディア作品の分析結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
教員作成プリント
【参考書】
『日本の映画史-10のテーマ-』(2014)平野共余子　くろしお出版

【成績評価の方法と基準】
以下の点を総合的に評価します。
・平常点 20%
・課題 30%
・中間試験 25%
・期末発表 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
【学生の意見等からの気づき】
今年度クラスで扱った作品はおおむね好評であった。今後も社会的な問題を
取り上げたメディア作品を選び、学生達が現代日本社会について理解を深め
られるような作品を扱うようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会とメディアS」の名称でした。過去
に旧クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a two-credit course). The course introduces
various media (documentaries, dramas, movies, etc.) and discusses
the content and social and cultural issues surrounding these works.
Students are expected to use the dramas and films introduced in class
to create mini dramas and practice acting in Japanese.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students will be expected to have developed
the following: 1) language skills (listening comprehension, summarizing
skills, essay witting skills, discussion skills, the ability to express
opinions, the ability to create presentations, etc.); 2) analytical skills
with media works; and 3) the ability to express their feelings and
emotions in Japanese through acting presentations.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
・Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 20%
Assignments: 30%
Mid-term Exam: 25%
Final Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
・Students who are absent more than three times can not take the mid-
term exam.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Media S" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語３

村田　晶子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認
する

12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語３

村田　晶子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認
する

12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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その他属性：〈Ｓ〉
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行う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認
する

12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.

— 10 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語４

村田　晶子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認
する

12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANj100NA（日本語 / Japanese language education 100）

日本語４

村田　晶子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
このクラスはJLPTのＮ２以上の日本語力を持つ留学生を対象としたクラスで
す（クラス単位数は２単位）。クラスでは日本社会や文化をテーマとしたテキ
ストを読み、ディスカッション、プレゼンテーション、エッセイの作成を行
います。
【到達目標】
この授業を通じて、日本の社会や文化についての理解を深めることができま
す。そして、授業活動（速読、ディスカッション、情報収集、発表、エッセイ
の作成など）を通じて、日本語力を総合的に高めることができます。加えて、
社会問題を自分自身と結び付けて分析し、自分なりに何ができるかを考え、今
後に生かすことができるようになります。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連。
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業の流れは以下の通りです。
1. テキスト、資料を速読する　
2. クラスでのディスカッション　
3. 課題の準備
4. 発表
5. まとめの宿題
＊課題等の提出・フィードバックはGoogle Classroomを通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

社会文化テーマ①-1
コースの概要について説明する。

2 社会文化テーマ①-2 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

3 社会文化テーマ②-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

4 社会文化テーマ②-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

5 社会文化テーマ③-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

6 社会文化テーマ③-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

7 社会文化テーマ④-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

8 社会文化テーマ④-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

9 社会文化テーマ⑤-1 テキスト、資料に基づいて、グルー
プディスカッションを行う。

10 社会文化テーマ⑤-2 テキスト、資料に基づいて、発表を
行う。

11 確認テスト これまで扱ったテーマの理解を確認
する

12 発表準備 テーマに関連した発表を行なう
13 最終発表 (1) グループ発表（前半）
14 最終発表 (2) グループ発表（後半）
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
この科目は２単位科目なので授業外の準備時間は、授業１回につき基本４時
間です。
【テキスト（教科書）】
『食で考える日本社会　中～上級』（2023）くろしお出版（2,000円＋税）
【参考書】
学期が始まってから連絡する。
【成績評価の方法と基準】
以下の項目を総合的に評価します。
・平常点 25%
・課題・発表　25%
・試験 25%
・期末発表・レポート 25%
※欠席を4回以上すると単位は出ません。
＊欠席4回以上の学生は期末テストを受験することができません。

【学生の意見等からの気づき】
・グループワークで多様なメンバーと知り合いたいという要望があったため、
学期の前半と後半で異なるグループを作成した。グループを変えたことはお
おむね好評であったため、今後も続けたい。
【学生が準備すべき機器他】
・まずGoogle Classroomに登録してください。入り方は以下の通り。
　①https://classroom.google.comを開く
　②法政大学のメールアドレスを入れる
　③このクラスの授業コードを入力し、クラスに登録する
　（授業コードはJLE全体のGoogle Classroomに書いてあります。
　　またHoppiiにも書いてあります）
・Google Classroomとメールを毎週授業の１日前に必ずチェックすること。
・大学のメールアカウントをチェックしない人は、必ず大学のメールから自分
がいつも使っているメールアカウントに転送設定をしておくこと。
・締め切り日の後でメールで宿題を教員に提出しても受け取らない。
【その他の重要事項】
＊このクラスはJ６、J７レベルの学生を対象とします。
＊履修希望者は１週目と２週目の授業に出ること。３週目からの履修者は原
則として受け入れません。
＊履修希望者が多い場合は選考します。
＊このクラスは2023年度まで「日本社会と文化F」の名称でした。過去に旧
クラスの単位を取った学生は、再度このクラスを取ることはできません。
＊都市環境デザイン工学科　JABEEプログラム
　習得できる能力：コミュニケーション能力 100％
【Outline (in English)】
This class is for students who have JLPT N2 or equivalent proficiency
in the Japanese language (a 2-credit course) . The course introduces
contemporary Japanese social issues, and it aims to enhance students’
linguistic proficiency and socio-cultural analytical skills.
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to express their
opinions and show a deep understanding of various social issues.
【Learning Activities outside of Classroom】
Students will be given weekly assignments that they will be expected to
complete by the due dates set by the instructor. Your study time will be
about four hours for each class meeting.
【Grading Policy】
Grading will be decided on the basis of the following:
In-class Contribution: 25%
Assignments & Exams: 50%
Final Paper and Presentation: 25%
・No credit will be given to students who are absent more than three
times.
・Students who want to take the course must attend the first and second
class sessions. Those who fail to do so cannot take the course.
【Others】
※This class was called "Japanese Society and Culture F" until FY2023.
Students who have earned credits in the past will not be able to take
this class again.
※The selection will be held if the number of applicants exceeds the class
size limit.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文
法を学習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。
基本例文300文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭
応用英作文や会話練習を行うことで英語を立体的に理解する。同時
にTOEIC形式の演習を通じて語彙、聴解力、読解力をつけTOEIC
スコアを上げる。

【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎と
TOEICを担当する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter 1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit15/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくこと
は当然として、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行
うので、必ず覚えてくること。またそれ以外の課題が出題された場
合はそれをしてくることが次回授業を進める上での前提となるので
必ず行うこと。これらは成績に反映されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社とISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-
86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
平常点(授業参加度 40%、授業内小 test 30%) 70％、口頭試験 30％
の合計で評価。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level
students, the course is designed to enhance the ability to read
critically, discuss ideas effectively, present ideas in writing
and to develop students’ skill in making oral presentations.
For Elementary level students, review the basics of Grammar
being used in real life situations. Students are asked to
memorize 300 or more sentences to develop communication
skills that would help them cope with the demands of college
work and everyday life, shifting from language learning to
communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary
building to aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level
students are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and
advanced level students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required
assignments and submit them in time without fail, study for
vocabulary quizzes and review lessons. You are required to
study at least four hours for each class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class
contribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC
IP/term-end examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter1

2 TOEIC
All in One

Unit 1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit 2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit 1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit 2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit 3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit 4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit 3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit 4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit 5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit 6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit 5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit 6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN

1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter　1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter　2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter　2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter　2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter　3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter　3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter　4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter　5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter　5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter　6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter　6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter　7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter　7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in Onev

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて [1時間]を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて [1時間]を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN

1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)First Time Trainer for the TOEIC Test（Cengage 978-4-86312-293-2）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点(授業参加度 30%、授業内小 test 30%) 60％、考査点 (実力試験) 40％
の合計で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Reviw

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Pre-Test
Chapter 1

2 TOEIC
All in One

Unit1/Listening
Chapter2

3 TOEIC
All in One

Unit2/Listening
Chapter2

4 TOEIC
All in One

Unit1/Reading
Chapter2

5 TOEIC
All in One

Unit2/Reading
Chapter3

6 TOEIC
All in One

Unit3/Listening
Chapter3

7 TOEIC
All in One

Unit4/Listening
Chapter4

8 TOEIC
All in One

Unit3/Reading
Chapter5

9 TOEIC
All in One

Unit4/Reading
Chapter5

10 TOEIC
All in One

Unit5/Listening
Chapter6

11 TOEIC
All in One

Unit6/Listening
Chapter6

12 TOEIC
All in One

Unit5/Reading
Chapter7

13 TOEIC
All in One

Unit6/Reading
Chapter7

14 TOEIC
All in One

Pre-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Tset
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４（補講）

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300
文程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習
を行うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語
彙、聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを
担当する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 TOEIC

All in One
Post-Test
Chapter8

2 TOEIC
All in One

Unit7/Listening
Chapter9

3 TOEIC
All in One

Unit8/Listening
Chapter9

4 TOEIC
All in One

Unit7/Reading
Chapter10

5 TOEIC
All in One

Unit8/Reading
Chapter11

6 TOEIC
All in One

Unit9/Listening
Chapter12

7 TOEIC
All in One

Unit10/Listening
Chapter12

8 TOEIC
All in One

Unit9/Reading
Chapter13

9 TOEIC
All in One

Unit10/Reading
Chapter13

10 TOEIC
All in One

Unit11/Listening
Chapter14

11 TOEIC
All in One

Unit12/Listening
Chapter15

12 TOEIC
All in One

Unit11/Reading
Chapter16

13 TOEIC
All in One

Unit12/Reading
Chapter17

14 TOEIC
All in One

Post-Test
Review

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
【補講クラス】（）内：出版社と ISBN

1)Level-up Trainer for the TOEIC Test（Cengage ISBN 978-4-86312-
294-9）
2)All in One Basic Ver.2（Linkage 978-4-947747-25-9）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 40%、授業内 小 test 30%) 70％、口頭試験 30％の合計
で評価。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/概要
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Pre-Test (模試形式)
WE/Conversation/ Listening
“Geography, Climate & Food”

2 TOEIC/Unit 2：数量
を尋ねる
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Personal Experiences & Small
Talk”

3 TOEIC/Unit 1：予
定・動詞
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Listening
WE/Grammar：動詞・時制
Reading

4 TOEIC/Unit 2：名詞
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Reading
WE/Grammar：動詞・完了形
Reading

5 TOEIC/Unit 1： 5文型
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：E-mail

6 TOEIC/Unit 4：広告・
宣伝
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Opinions

7 TOEIC/Unit 3：命令・
依頼
WE/Unit 1：巻末
Review

TOEIC/Listening

8 TOEIC/Unit 4：
Phrase Reading
WE/Unit 2：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 3：形容
詞・副詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Conversation/Listening
“Your City or Town &
Neighborhood”

10 TOEIC/Unit 6：場所
を尋ねる
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Listening
WE/Conversation/Listening
“Health & Lifestyles”

11 TOEIC/Unit 5：時間
を尋ねる
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Listening
WE/Grammar：Will
Reading

12 TOEIC/Unit 6：To不
定詞
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Reading
WE/Grammar：比較
Reading

13 TOEIC/Unit 5：動名詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：Predictions

14 TOEIC/Pre-Test
WE/解説

TOEIC/Unit 4：The Body
WE/Video Journal
Writing：Excuse

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
　 (National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
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【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスではTOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/概要
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Pre-Test (模試形式)
WE/Conversation/ Listening
“Geography, Climate & Food”

2 TOEIC/Unit 2：数量
を尋ねる
WE/Unit 2：Express
Yourself"

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Personal Experiences & Small
Talk”

3 TOEIC/Unit 1：予
定・動詞
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Listening
WE/Grammar：動詞・時制
Reading

4 TOEIC/Unit 2：名詞
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Reading
WE/Grammar：動詞・完了形
Reading

5 TOEIC/Unit 1： 5文型
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：E-mail

6 TOEIC/Unit 4：広告・
宣伝
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Opinions

7 TOEIC/Unit 3：命令・
依頼
WE/Unit 1：巻末
Review

TOEIC/Listening

8 TOEIC/Unit 4：
Phrase Reading
WE/Unit 2：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 3：形容
詞・副詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Conversation/Listening
“Your City or Town &
Neighborhood”

10 TOEIC/Unit 6：場所
を尋ねる
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Listening
WE/Conversation/Listening
“Health & Lifestyles”

11 TOEIC/Unit 5：時間
を尋ねる
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Listening
WE/Grammar：Will
Reading

12 TOEIC/Unit 6：To不
定詞
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Reading
WE/Grammar：比較
Reading

13 TOEIC/Unit 5：動名詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：Predictions

14 TOEIC/Pre-Test
WE/解説

TOEIC/Unit 4：The Body
WE/Video Journal
Writing：Excuse

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
　 (National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点（授業参加度 20%、授業内小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
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【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語１

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスではTOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/概要
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Pre-Test (模試形式)
WE/Conversation/ Listening
“Geography, Climate & Food”

2 TOEIC/Unit 2：数量
を尋ねる
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Personal Experiences & Small
Talk”

3 TOEIC/Unit 1：予
定・動詞
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Listening
WE/Grammar：動詞・時制
Reading

4 TOEIC/Unit 2：名詞
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Reading
WE/Grammar：動詞・完了形
Reading

5 TOEIC/Unit 1： 5文型
WE/Unit 1：Food
from the Earth

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：E-mail

6 TOEIC/Unit 4：広告・
宣伝
WE/Unit 2：Express
Yourself

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Opinions

7 TOEIC/Unit 3：命令・
依頼
WE/Unit 1：巻末
Review

TOEIC/Listening

8 TOEIC/Unit 4：
Phrase Reading
WE/Unit 2：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 3：形容
詞・副詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Conversation/Listening
“Your City or Town &
Neighborhood”

10 TOEIC/Unit 6：場所
を尋ねる
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Listening
WE/Conversation/Listening
“Health & Lifestyles”

11 TOEIC/Unit 5：時間
を尋ねる
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Listening
WE/Grammar：Will
Reading

12 TOEIC/Unit 6：To不
定詞
WE/Unit 4：The Body

TOEIC/Reading
WE/Grammar：比較
Reading

13 TOEIC/Unit 5：動名詞
WE/Unit 3：Cities

TOEIC/Reading
WE/Video Journal
Writing：Predictions

14 TOEIC/Pre-Test
WE/解説

TOEIC/Unit 4：The Body
WE/Video Journal
Writing：Excuse

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ　　
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
（National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
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2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし。
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/A期の復習
WE/Unit 3：巻末
Review

TOEIC/Post-Test (模試形式)

2 TOEIC/Unit 8：留守電
WE/Unit 4：巻末
Review

TOEIC/Listening

3 TOEIC/Unit 7：確認
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Listening
WE/Presentation準備

4 TOEIC/Unit 8：
Scanning
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Reading
WE/Conversation/ Listening
“Milestones in Your Life”

5 TOEIC/Unit 7：分詞
WE/Presentation

TOEIC/Reading

6 TOEIC/Unit 10：誘い
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Listening
WE/Grammar：完了形・How
Reading

7 TOEIC/Unit 9：
Advice
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Challenges & Past
Accomplishments”

8 TOEIC/Unit 10：比較
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 9：受動態
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Reading
WE/Grammar：過去形
Reading

10 TOEIC/Unit 12：講演
者紹介
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Listening

11 TOEIC/Unit 11：申
し出
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Challenging Experience

12 TOEIC/Unit 12：
Skimming
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Reading
WE/Presentation準備

13 TOEIC/Unit 11：関
係詞
WE/Unit 5：巻末
Review

TOEIC/Reading

14 TOEIC/Post-Test
WE/Presentation

TOEIC/解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
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3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/A期の復習
WE/Unit 3：巻末
Review

TOEIC/Post-Test (模試形式)

2 TOEIC/Unit 8：留守電
WE/Unit 4：巻末
Review

TOEIC/Listening

3 TOEIC/Unit 7：確認
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Listening
WE/Presentation準備

4 TOEIC/Unit 8：
Scanning
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Reading
WE/Conversation/ Listening
“Milestones in Your Life”

5 TOEIC/Unit 7：分詞
WE/Presentation

TOEIC/Reading

6 TOEIC/Unit 10：誘い
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Listening
WE/Grammar：完了形・How
Reading

7 TOEIC/Unit 9：
Advice
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Challenges & Past
Accomplishments”

8 TOEIC/Unit 10：比較
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 9：受動態
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Reading
WE/Grammar：過去形
Reading

10 TOEIC/Unit 12：講演
者紹介
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Listening

11 TOEIC/Unit 11：申
し出
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Challenging Experience

12 TOEIC/Unit 12：
Skimming
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Reading
WE/Presentation準備

13 TOEIC/Unit 11：関
係詞
WE/Unit 5：巻末
Review

TOEIC/Reading

14 TOEIC/Post-Test
WE/Presentation

TOEIC/解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
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B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語２

デ工学部英語担当教員

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC/A期の復習
WE/Unit 3：巻末
Review

TOEIC/Post-Test (模試形式)

2 TOEIC/Unit 8：留守電
WE/Unit 4：巻末
Review

TOEIC/Listening

3 TOEIC/Unit 7：確認
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Listening
WE/Presentation準備

4 TOEIC/Unit 8：
Scanning
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Reading
WE/Conversation/ Listening
“Milestones in Your Life”

5 TOEIC/Unit 7：分詞
WE/Presentation

TOEIC/Reading

6 TOEIC/Unit 10：誘い
WE/Unit 6：
Transitions

TOEIC/Listening
WE/Grammar：完了形・How
Reading

7 TOEIC/Unit 9：
Advice
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Conversation/ Listening
“Challenges & Past
Accomplishments”

8 TOEIC/Unit 10：比較
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Reading

9 TOEIC/Unit 9：受動態
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Reading
WE/Grammar：過去形
Reading

10 TOEIC/Unit 12：講演
者紹介
WE/Unit 6：巻末
Review

TOEIC/Listening

11 TOEIC/Unit 11：申
し出
WE/Unit 5：
Challenges

TOEIC/Listening
WE/Video Journal
Writing：Challenging Experience

12 TOEIC/Unit 12：
Skimming
WE/TED Talks：
After You Watch

TOEIC/Reading
WE/Presentation準備

13 TOEIC/Unit 11：関
係詞
WE/Unit 5：巻末
Review

TOEIC/Reading

14 TOEIC/Post-Test
WE/Presentation

TOEIC/解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650 (Cengage 978-4-86312-274-1)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730) (語研 978-4-87615-
327-5)
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470 (Cengage 978-4-86312-260-4)
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 470（Cengage 978-4-86312-260-4）
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試1 [600点突破レベル]
（KADOKAWA 978-4-04-602205-9）
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
B期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、A期B期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
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【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC：模試形式
World English Unit 7

Pre-Test
Luxuries: Conversation &
Listening

2 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知る/ Listening
Nature / Conversation &
Listening

3 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Listening
Luxuries: Grammar / Reading

4 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知るReading
Nature / Grammar & Reading

5 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Reading
Luxuries / Writing

6 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Listening
Nature / Writing

7 TOEIC Unit 4
World English Unit 7

英文の基本構造を見抜くListening
Luxuries / Video Journal

8 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Reading
Nature / Video Journal

9 TOEIC Unit 4
World English Unit 9

英文の基本構造を見抜くReading
Life in the Past / Conversation &
Listening

10 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Listening
Travel / Conversation & Listening

11 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Listening
Life in the Past / Writing

12 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Reading
Travel / Grammar & Reading

13 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Reading
Life in the Past / Writing

14 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Listening
Travel / Writing

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC：模試形式
World English Unit 7

Pre-Test
Luxuries: Conversation &
Listening

2 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知る/ Listening
Nature / Conversation &
Listening

3 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Listening
Luxuries: Grammar / Reading

4 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知るReading
Nature / Grammar & Reading

5 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Reading
Luxuries / Writing

6 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Listening
Nature / Writing

7 TOEIC Unit 4
World English Unit 7

英文の基本構造を見抜くListening
Luxuries / Video Journal

8 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Reading
Nature / Video Journal

9 TOEIC Unit 4
World English Unit 9

英文の基本構造を見抜くReading
Life in the Past / Conversation &
Listening

10 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Listening
Travel / Conversation & Listening

11 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Listening
Life in the Past / Grammar &
Reading

12 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Reading
Travel / Grammar & Reading

13 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Reading
Life in the Past / Writing

14 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Listening
Travel / Writing

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて「1時間」を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語３

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC：模試形式
World English Unit 7

Pre-Test
Luxuries: Conversation &
Listening

2 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知る/ Listening
Nature / Conversation &
Listening

3 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Listening
Luxuries: Grammar / Reading

4 TOEIC Unit 1
World English Unit 8

テスト形式を知るReading
Nature / Grammar & Reading

5 TOEIC Unit 2
World English Unit 7

基本戦略1 Reading
Luxuries / Writing

6 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Listening
Nature / Writing

7 TOEIC Unit 4
World English Unit 7

英文の基本構造を見抜くListening
Luxuries / Video Journal

8 TOEIC Unit 3
World English Unit 8

基本戦略2 Reading
Nature / Video Journal

9 TOEIC Unit 4
World English Unit 9

英文の基本構造を見抜くReading
Life in the Past / Conversation &
Listening

10 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Listening
Travel / Conversation & Listening

11 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Listening
Life in the Past / Grammar &
Reading

12 TOEIC Unit 5
World English Unit 10

解答根拠の登場順 Reading
Travel / Grammar & Reading

13 TOEIC Unit 6
World English Unit 9

正解の言い換えパターンを知る
Reading
Life in the Past / Writing

14 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Listening
Travel / Writing

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (実力試験) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
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【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC Unit 8
World English Unit 9

Post-Test
動詞の時制を見極める　Listening
Life in the Past / Video Journal

2 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Reading
Travel / Video Journal

3 TOEIC Unit 8
World English Unit 11

動詞の時制を見極める Reading
Careers / Conversation &
Listening

4 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Listening
Celebrations / Conversation &
Listening

5 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

6 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

7 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Reading
Careers / Writing

8 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Listening
Celebrations / Writing

9 TOEIC Unit 12
World English Unit 11

NOT型設問のコツ Listening
Careers / Video Journal

10 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Reading
Celebrations / Video Journal

11 TOEIC Unit 12
World English

NOT型設問のコツ Reading
Review

12 TOEIC
World English

Post Test
Review

13 TOEIC
World English

Review
Presentation

14 TOEIC
World English

Post Test解説
Presentation

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級の一例

TOEIC Unit 8
World English Unit 9

Post-Test
動詞の時制を見極める　Listening
Life in the Past / Video Journal

2 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Reading
Travel / Video Journal

3 TOEIC Unit 8
World English Unit 11

動詞の時制を見極める Reading
Careers / Conversation &
Listening

4 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Listening　　
Celebrations / Conversation &
Listening

5 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

6 TOEIC Unit 9 World
English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Reading
Celebrations / Grammar &
Reading

7 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Reading
Careers / Writing

8 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Listening
Celebrations / Writing

9 TOEIC Unit 12
World English Unit 11

型設問のコツ Listening
Careers / Video Journal

10 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Reading
Celebrations / Video Journal

11 TOEIC Unit 12
World English

NOT型設問のコツ Reading
Review

12 TOEIC
World English

Post Test
Review

13 TOEIC
World English

Review
Presentation

14 TOEIC
World English

Post Test解説
Presentation

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
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【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LANe100NA（英語 / English language education 100）

英語４

デ工学部英語担当教員

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級レベルクラスでは、これまで理解が曖昧だった可能性のある英文法を学
習・確認し直すことで英語運用の将来への確実な基礎を作る。基本例文300文
程度を暗記暗唱し、更に例文に基づいた筆記・口頭応用英作文や会話練習を行
うことで英語を立体的に理解する。同時にTOEIC形式の演習を通じて語彙、
聴解力、読解力をつけTOEICスコアを上げる。準中級～上級レベルクラスで
はグローバルなテーマについて、Listening、Speaking、Reading、Writing
の力をつけ、TOEIC形式の演習を徹底して行い、より高い語彙、聴解力、読
解力をつけTOEICスコアを更に上げる。
【到達目標】
初級レベルクラスではTOEICスコア500点以上取得を目標にする。上級レベ
ルクラスでは TOEICスコア800点以上取得を目標にする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
[DP5」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
対面授業とする。初級レベルクラスでは邦人講師2人が文法基礎とTOEICを担
当する。準中級～中級レベルクラスでは邦人講師2人がListening、Speaking、
Reading、WritingとTOEICを担当する。英語に慣れ、英語を日本語を介せ
ず理解できる「英語脳」をつくるため、授業は基本的に解説箇所を除きわか
りやすい英語で行う。
上級レベルクラスでは ネイティブ講師が Listening、Speaking、邦人講
師が Reading、Writingと TOEIC対策を担当する。授業は英語で行われ、
Discussion、Presentationも行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ※準中級クラスの一例

TOEIC Unit 8
World English Unit 9

Post-Test
動詞の時制を見極める　Listening
Life in the Past / Video Journal .

2 TOEIC Unit 7
World English Unit 10

機能疑問文を聞き取る Reading
Travel / Video Journal

3 TOEIC Unit 8
World English Unit 11

動詞の時制を見極める Reading
Careers / Conversation &
Listening

4 TOEIC Unit 9
World English Unit
12:

接続詞 VS.前置詞 Listening
Celebrations / Conversation &
Listening

5 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Listening
Careers / Grammar & Reading

6 TOEIC Unit 9
World English Unit 12

接続詞 VS.前置詞 Reading
Celebrations / Grammar &
Reading

7 TOEIC Unit 10
World English Unit 11

複数のパッセージの攻略　Reading
Careers / Writing

8 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Listening
Celebrations / Writing

9 TOEIC Unit 12
World English Unit 11

NOT型設問のコツ Listening
Careers / Video Journal

10 TOEIC Unit 11
World English Unit 12

接続副詞に強くなる Reading
Celebrations / Video Journal

11 TOEIC Unit 12
World English

NOT型設問のコツ Reading
Review

12 TOEIC
World English

Post Test
Review

13 TOEIC
World English

Review
Presentation

14 TOEIC
World English

Post Test解説
Presentation

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
指定された暗記暗唱用例文の定着を授業外でも確実にしておくことは当然と
して、毎回、新出語彙が出題され次回授業で小テストを行うので、必ず覚え
てくること。またそれ以外の課題が出題された場合はそれをしてくることが
次回授業を進める上での前提となるので必ず行うこと。これらは成績に反映
されます。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
クラス名：上級PQ・中級RST・準中級UVW・初級XYZ
(　）内は出版社と ISBN
【PQクラス】
1)Pathways Listening Speaking and Critical Thinking 3 Second Edition
(National Geographic 978-1-33-756253-9）
2)Pathways Reading Writing and Critical Thinking Split 3A　 Second
Edition (National Geographic 978-1-33-762492-3)
3)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson　978- 0-13-498487-2)
【Rクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)TOEIC L & R Test究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
3)World English 3 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713026-
1)
【Sクラス】
1)Longman Preparation Series for the TOEIC Test Advanced Course
(Pearson 978- 0-13-498487-2)
2)World English 2 Third Edition(National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test 究極単語Advanced 2700 (730 ‒ 900) (語研 978-4-
87615-328-2)
【Tクラス】
1)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
2)世界一わかりやすいTOEIC L & R テスト総合模試2 [800点突破レベル]
（ISBN978-4-04-602206-6）
3)公式TOEIC Listening & Reading問題集 6（ISBN 978-4-906033-58-4）
4)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【Uクラス】
1)The TOEIC Test Trainer Target 650（Cengage ISBN 978-4-86312-274-
1）
2)World English 2 Third Edition (National Geographic 978-0-35-713021-
6)
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)(語研 978-4-87615-
327-5)
【VWクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN978-4-86312-294-
9
2)World English 2 Third Edition（National Geographic 978-0-35-
713021-6）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【XYZクラス】
1)Level-up Trainer for the TOEIC Test Cengage ISBN 978-4-86312-294-
9
2)All in One Basic Ver.2（ Linkage 978-4-947747-25-9）
3)TOEIC L & R Test究極単語Basic 2200 (500 ‒ 730)（語研 978-4-87615-
327-5）
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
平常点 (授業参加度 20%、授業内 小 tests 20%、 presentation 20%) 60％、
考査点 (TOEIC IP) 40％の合計で評価。
D期に行われるTOEIC IP 未受験の場合、C期D期の成績が判定不能となり
ます。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
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For Pre-Intermediate, Intermediate, and Advanced level students, the
course is designed to enhance the ability to read critically, discuss ideas
effectively, present ideas in writing and to develop students’ skill in
making oral presentations. For Elementary level students, review the
basics of Grammar being used in real life situations. Students are asked
to memorize 300 or more sentences to develop communication skills that
would help them cope with the demands of college work and everyday
life, shifting from language learning to communication building.
The course incorporates TOEIC exercises and vocabulary building to
aim for higher scores on the TOEIC test.
【Learning Objectives】
At the end of this course, elementary and intermediate level students
are expected to obtain a TOEIC score of over 500, and advanced level
students over 800.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
and submit them in time without fail, study for vocabulary quizzes and
review lessons. You are required to study at least four hours for each
class meeting.
【Grading Policies】
Grading will be decided based on class performance (in-class con-
tribution, mini-quiz, and presentation) 60% and TOEIC IP/term-end
examination (40%).
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LAW100NA（法学 / law 100）

知的財産権

加納　昌彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、知的財産権の基礎について学ぶ入門編です。近年の急速な技術
革新により、私たちは人間の知的活動による豊富な成果物を容易に享受する
恩恵を受けています。これにより、かつては一部の専門家やプロの道具だっ
た知的財産に関する知識について、一般の市民や学生も正確に理解すること
が求められています。また、こうした知的活動による成果物は無断で利用さ
れやすいという性質があり、法律により適切に保護することが必要です。授
業では、私たちの身近にあるコンテンツ（著作権）から、パテント（特許）、
デザイン（意匠）、ブランド（商標）に至る知的財産権の全体像を概観・検討
し、目標とする「総合的デザイン」と将来のモノ作り・創作活動のための基盤
を作ります。知的活動に関心のある方、現在デザイン・建築・美術・音楽・文
学など創作活動に関わっている方、将来これらの分野に就職を希望している
方に受講をおすすめします。
【到達目標】
・知的財産権を構成する基本的な内容を理解すること。
・知的財産権をめぐる発生している問題を正しく理解し、検討し、解決するた
めの基盤を作ること。
・知的財産権に関する基本的な文献の読解力を涵養すること。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
【授業の進め方と方法】
・この授業はzoomを用いたオンライン形式で開講します。
・毎回レジメを事前配布する講義形式を基本として、課題や復習の小テストも
行います。また、zoomの双方向性機能（チャットなど）を活用して受講者全
員参加によるリアルタイムでの演習も随時実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・導入 知的財産法の全体像の概説、アン

ケート
2 法律文の読み方 SNS利用規約を事例に法律文を読解

する
3 著作権法 (1) 著作物とは何か：著作権法の基本概

念の「著作物」を理解する
4 著作権法 (2) 著作者：著作物の創作者について理

解する
5 著作権法 (3) 著作権：著作者等に与えられる権利

の種類・構成・内容を理解する
6 著作権法 (4) 権利の例外・制限：「例外的な無断

利用」を理解する
7 著作権法 (5) 保護期間：権利の保護期間について

理解する
8 著作権法 (6) 著作物の利用：著作物等を正しく利

用する方法について理解する
9 中間まとめ 授業前半（著作権法）のまとめ
10 特許 特許制度（パテント）の概要を理解

する（演習を含む）
11 意匠 意匠制度（デザイン）の概要を理解

する
12 商標 商標制度（ブランド）の概要を理解

する（演習を含む）
13 不正競争防止法 行為規制型の法制度を理解する
14 まとめ 授業後半・全体のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・以下に掲げるテキスト（教科書）と参考書のほか、授業で使用する文献資料
等は都度指示します。事前に十分に読解しておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
・池村聡『はじめての著作権法』（日本経済新聞出版社、2018年）、990円（税込）
【参考書】
関係機関によりウェブサイト上で公開されている資料・ウェブサイト（PDF
ファイルは各自PCにダウンロードしていつでも参照できるように準備してお
くこと。文化庁と特許庁発行の資料は毎年夏頃までに更新されます。最新版
は授業にて改めてお知らせします）。
著作権テキスト～初めて学ぶ人のために（令和5年度）（文化庁著作権課、2023年）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/
93908401_01.pdf
はじめての著作権講座―著作権って何？（著作権情報センター、2023年）
https://www.cric.or.jp/publication/pamphlet/doc/hajimete1.pdf
2023年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁、2023年）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/document/
2023_nyumon/all.pdf
特許情報プラットフォーム (J-PlatPat)
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

【成績評価の方法と基準】
・平常点、授業中随時実施する課題・小テスト等（40％）、および期末に提出
するレポート（60%）を考慮して総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
・授業で検討する事項について、積極的な質問・コメントを歓迎します。
・授業中に自ら記したノートやメモは最も身近な、かつ、唯一の知的財産です。
授業中に記したご自身の記録を有力な手がかりとして予習・復習に役立てて
ください。
【学生が準備すべき機器他】
・授業の進展に応じて必要な場合、都度指示します。
【その他の重要事項】
・授業計画の内容は、初回に実施するアンケート結果や授業の進捗に応じて変
更する場合があります。
・教員は、電気通信事業者にて、研究所、知的財産、通信サービス開発部門な
どの部署に勤務しました。授業では、学術的観点を中心としつつ、実務的な
視点も含めた検討を行いたく予定しています。
【Outline (in English)】
This course is designed to provide students with the basic principles
of intellectual property rights, including copyright, patents, industrial
designs and trademarks as well as the protection of information. It
is recommended for those with a keen interest in human intellectual
activities ranging from architecture and product design to art,
literature, music, dance and film.
Students are required to spend two hours for a class and are expected
to complete assignments (short reports) after each class. The final mark
will be based on the term-end report (60%) and the short reports/class
contribution (40%).
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LAW100NA（法学 / law 100）

知的財産権

加納　昌彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、知的財産権の基礎について学ぶ入門編です。近年の急速な技術
革新により、私たちは人間の知的活動による豊富な成果物を容易に享受する
恩恵を受けています。これにより、かつては一部の専門家やプロの道具だっ
た知的財産に関する知識について、一般の市民や学生も正確に理解すること
が求められています。また、こうした知的活動による成果物は無断で利用さ
れやすいという性質があり、法律により適切に保護することが必要です。授
業では、私たちの身近にあるコンテンツ（著作権）から、パテント（特許）、
デザイン（意匠）、ブランド（商標）に至る知的財産権の全体像を概観・検討
し、目標とする「総合的デザイン」と将来のモノ作り・創作活動のための基盤
を作ります。知的活動に関心のある方、現在デザイン・建築・美術・音楽・文
学など創作活動に関わっている方、将来これらの分野に就職を希望している
方に受講をおすすめします。
【到達目標】
・知的財産権を構成する基本的な内容を理解すること。
・知的財産権をめぐる発生している問題を正しく理解し、検討し、解決するた
めの基盤を作ること。
・知的財産権に関する基本的な文献の読解力を涵養すること。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 5%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 10%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
【授業の進め方と方法】
・この授業はzoomを用いたオンライン形式で開講します。
・毎回レジメを事前配布する講義形式を基本として、課題や復習の小テストも
行います。また、zoomの双方向性機能（チャットなど）を活用して受講者全
員参加によるリアルタイムでの演習も随時実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・導入 知的財産法の全体像の概説、アン

ケート
2 法律文の読み方 SNS利用規約を事例に法律文を読解

する
3 著作権法 (1) 著作物とは何か：著作権法の基本概

念の「著作物」を理解する
4 著作権法 (2) 著作者：著作物の創作者について理

解する
5 著作権法 (3) 著作権：著作者等に与えられる権利

の種類・構成・内容を理解する
6 著作権法 (4) 権利の例外・制限：「例外的な無断

利用」を理解する
7 著作権法 (5) 保護期間：権利の保護期間について

理解する
8 著作権法 (6) 著作物の利用：著作物等を正しく利

用する方法について理解する
9 中間まとめ 授業前半（著作権法）のまとめ
10 特許 特許制度（パテント）の概要を理解

する（演習を含む）
11 意匠 意匠制度（デザイン）の概要を理解

する
12 商標 商標制度（ブランド）の概要を理解

する（演習を含む）
13 不正競争防止法 行為規制型の法制度を理解する
14 まとめ 授業後半・全体のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・以下に掲げるテキスト（教科書）と参考書のほか、授業で使用する文献資料
等は都度指示します。事前に十分に読解しておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・池村聡『はじめての著作権法』（日本経済新聞出版社、2018年）、990円（税込）
【参考書】
関係機関によりウェブサイト上で公開されている資料・ウェブサイト（PDF
ファイルは各自PCにダウンロードしていつでも参照できるように準備してお
くこと。文化庁と特許庁発行の資料は毎年夏頃までに更新されます。最新版
は授業にて改めてお知らせします）。
著作権テキスト～初めて学ぶ人のために（令和5年度）（文化庁著作権課、2023年）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/
93908401_01.pdf
はじめての著作権講座―著作権って何？（著作権情報センター、2023年）
https://www.cric.or.jp/publication/pamphlet/doc/hajimete1.pdf
2023年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁、2023年）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/document/
2023_nyumon/all.pdf
特許情報プラットフォーム (J-PlatPat)
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

【成績評価の方法と基準】
・平常点、授業中随時実施する課題・小テスト等（40％）、および期末に提出
するレポート（60%）を考慮して総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
・授業で検討する事項について、積極的な質問・コメントを歓迎します。
・授業中に自ら記したノートやメモは最も身近な、かつ、唯一の知的財産です。
授業中に記したご自身の記録を有力な手がかりとして予習・復習に役立てて
ください。
【学生が準備すべき機器他】
・授業の進展に応じて必要な場合、都度指示します。
【その他の重要事項】
・授業計画の内容は、初回に実施するアンケート結果や授業の進捗に応じて変
更する場合があります。
・教員は、電気通信事業者にて、研究所、知的財産、通信サービス開発部門な
どの部署に勤務しました。授業では、学術的観点を中心としつつ、実務的な
視点も含めた検討を行いたく予定しています。
【Outline (in English)】
This course is designed to provide students with the basic principles
of intellectual property rights, including copyright, patents, industrial
designs and trademarks as well as the protection of information. It
is recommended for those with a keen interest in human intellectual
activities ranging from architecture and product design to art,
literature, music, dance and film.
Students are required to spend two hours for a class and are expected
to complete assignments (short reports) after each class. The final mark
will be based on the term-end report (60%) and the short reports/class
contribution (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LAW100NA（法学 / law 100）

知的財産権

加納　昌彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、知的財産権の基礎について学ぶ入門編です。近年の急速な技術
革新により、私たちは人間の知的活動による豊富な成果物を容易に享受する
恩恵を受けています。これにより、かつては一部の専門家やプロの道具だっ
た知的財産に関する知識について、一般の市民や学生も正確に理解すること
が求められています。また、こうした知的活動による成果物は無断で利用さ
れやすいという性質があり、法律により適切に保護することが必要です。授
業では、私たちの身近にあるコンテンツ（著作権）から、パテント（特許）、
デザイン（意匠）、ブランド（商標）に至る知的財産権の全体像を概観・検討
し、目標とする「総合的デザイン」と将来のモノ作り・創作活動のための基盤
を作ります。知的活動に関心のある方、現在デザイン・建築・美術・音楽・文
学など創作活動に関わっている方、将来これらの分野に就職を希望している
方に受講をおすすめします。
【到達目標】
・知的財産権を構成する基本的な内容を理解すること。
・知的財産権をめぐる発生している問題を正しく理解し、検討し、解決するた
めの基盤を作ること。
・知的財産権に関する基本的な文献の読解力を涵養すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
【授業の進め方と方法】
・この授業はzoomを用いたオンライン形式で開講します。
・毎回レジメを事前配布する講義形式を基本として、課題や復習の小テストも
行います。また、zoomの双方向性機能（チャットなど）を活用して受講者全
員参加によるリアルタイムでの演習も随時実施します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・導入 知的財産法の全体像の概説、アン

ケート
2 法律文の読み方 SNS利用規約を事例に法律文を読解

する
3 著作権法 (1) 著作物とは何か：著作権法の基本概

念の「著作物」を理解する
4 著作権法 (2) 著作者：著作物の創作者について理

解する
5 著作権法 (3) 著作権：著作者等に与えられる権利

の種類・構成・内容を理解する
6 著作権法 (4) 権利の例外・制限：「例外的な無断

利用」を理解する
7 著作権法 (5) 保護期間：権利の保護期間について

理解する
8 著作権法 (6) 著作物の利用：著作物等を正しく利

用する方法について理解する
9 中間まとめ 授業前半（著作権法）のまとめ
10 特許 特許制度（パテント）の概要を理解

する（演習を含む）
11 意匠 意匠制度（デザイン）の概要を理解

する
12 商標 商標制度（ブランド）の概要を理解

する（演習を含む）
13 不正競争防止法 行為規制型の法制度を理解する
14 まとめ 授業後半・全体のまとめ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・以下に掲げるテキスト（教科書）と参考書のほか、授業で使用する文献資料
等は都度指示します。事前に十分に読解しておくこと。
・本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・池村聡『はじめての著作権法』（日本経済新聞出版社、2018年）、990円（税込）

【参考書】
関係機関によりウェブサイト上で公開されている資料・ウェブサイト（PDF
ファイルは各自PCにダウンロードしていつでも参照できるように準備してお
くこと。文化庁と特許庁発行の資料は毎年夏頃までに更新されます。最新版
は授業にて改めてお知らせします）。
著作権テキスト～初めて学ぶ人のために（令和5年度）（文化庁著作権課、2023年）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/pdf/
93908401_01.pdf
はじめての著作権講座―著作権って何？（著作権情報センター、2023年）
https://www.cric.or.jp/publication/pamphlet/doc/hajimete1.pdf
2023年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁、2023年）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/document/
2023_nyumon/all.pdf
特許情報プラットフォーム (J-PlatPat)
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/

【成績評価の方法と基準】
・平常点、授業中随時実施する課題・小テスト等（40％）、および期末に提出
するレポート（60%）を考慮して総合的に評価します。
【学生の意見等からの気づき】
・授業で検討する事項について、積極的な質問・コメントを歓迎します。
・授業中に自ら記したノートやメモは最も身近な、かつ、唯一の知的財産です。
授業中に記したご自身の記録を有力な手がかりとして予習・復習に役立てて
ください。
【学生が準備すべき機器他】
・授業の進展に応じて必要な場合、都度指示します。
【その他の重要事項】
・授業計画の内容は、初回に実施するアンケート結果や授業の進捗に応じて変
更する場合があります。
・教員は、電気通信事業者にて、研究所、知的財産、通信サービス開発部門な
どの部署に勤務しました。授業では、学術的観点を中心としつつ、実務的な
視点も含めた検討を行いたく予定しています。
【Outline (in English)】
This course is designed to provide students with the basic principles
of intellectual property rights, including copyright, patents, industrial
designs and trademarks as well as the protection of information. It
is recommended for those with a keen interest in human intellectual
activities ranging from architecture and product design to art,
literature, music, dance and film.
Students are required to spend two hours for a class and are expected
to complete assignments (short reports) after each class. The final mark
will be based on the term-end report (60%) and the short reports/class
contribution (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

POL100NA（政治学 / Politics 100）

開発と国際協力

浅川　英理子、小野澤　雅人、宮川　聖史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
我が国が開発途上国に対して実施している国際協力の現状と課題について、制
度・実例・生活体験・活動体験を紹介する。公的な国際協力（ODA)を中心と
して解説する。また、グループで国際協力機構 (JICA)が作成した報告書を調
査し、その調査結果を発表することにより、社会人基礎力を身に着けながら、
グローバルな視点を涵養する。
【到達目標】
１.開発途上国の現状と我国の政府開発援助(ODA)の実施機関である国際協力
機構 (JICA)の活動を理解すると共に、将来海外で仕事を行う場合のキャリア
形成について学ぶ。
２.海外留学の実態について理解する。
３.6～8人でグループを組み、JICA報告書を皆で調査してその内容及び内容
に対する意見を発表する。このグループワークを通じて、社会人の基礎力で
ある３つの力（前に踏み出す力・考え抜く力・チームで働く力）を養うととも
に、ODAについて理解を深めると共に、報告書作成能力・パワーポイント作
成能力・発表能力の向上を図る。
４.グループワーク後、国際協力に関する自らの考えを課題レポートにまとめ
ることにより、卒業後、広く海外にも目を向け、グローバルな視点に立って
学習の成果を活かせる能力を醸成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
主な授業内容は、開発途上国の現状と課題、JICAの活動、国際協力の事例、
MDGs、SDGs、海外での留学生活体験である。さらに、JICAの活動事例を
調査・討議し、各学生の国際協力のあり方に対する意見を発表する。
授業の実施方法は、後半でグループによりJICAの活動事例を調査し、その内
容・結果を取りまとめるので、早い時期からグループ分けを行い、グループ
毎に着席し、意思疎通を図り、討論しやすい体制にする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第一回 ガイダンスと我が国の

国際協力（1）
ガイダンスの他、世界と我が国の国
際協力について、現状・制度、課題・
問題点の概要を説明。また、発表事
業におけるグルー分けを行う。

第二回 我が国の国際協力 世界と我が国の国際協力の現状・制
度・課題の詳細を、ＭＤＧｓを参考
にしながら解説する。さらに、開発
途上国の現状と課題について考える。

第三回 事例による説明（1） 国際協力の実際のプロジェクトの事
例について解説し、現状・制度・課
題についての理解を深める。

第四回 事例による説明（2） ギリシャ・イギリスでの留学・生活
体験を説明。海外生活体験の意義を
考える。

第五回 事例による説明（3） ギリシャの文化遺産保護活動につい
て説明。文化遺産保護のあり方につ
いて考える。

第六回 国際協力の世界におけ
る課題

国際的に課題として認識されている
持続的開発と持続的開発目標
（SDGs)について解説し、我が国の取
り組みも紹介する。

第七回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎にJICA報告書の事例を
調査し、その結果をもとに、発表用
パワーポイントを作成する。

第八回 事例による説明（4） 国際協力の主要な担い手である、開
発コンサルタントの役割について、
技術協力・開発調査等の実例を通じ
て説明。

第九回 事例による説明（5） 第八回の説明をもとに、近年重要度
を増している参加型開発やキャパシ
ティ・デベロップメントについて考
える

第十回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎に作成したパワーポイン
トドラフトについて、講師がコメン
トし修正する。

第十一回 グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイン
トを用いて発表し、講師がそれを評
価する。

第十二回 グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイン
トを用いて発表し、講師がそれを評
価する。

第十三回 グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイン
トを用いて発表し、講師がそれを評
価する。

第十四回 授業のまとめと講評 各講師による授業のまとめと講評を
行うとともに、今後の国際協力分野
への参加や就職についても考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
JICA報告書の調査とパワーポイント・レポートの作成。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
授業中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点：20％。課題パワーポイント作成と発表課題50％、課題レポート：
30％。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
報告書の読み方、パワーポイントを使用した発表資料の書き方、発表の仕方
に関する指導を強化する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPowerpointを使用する。
【その他の重要事項】
講師は、海外における実際の国際協力プロジェクトの実施経験者と海外留学
経験者で構成し、理論より国際協力の実態についてより詳細に解説する。世
界の潮流である持続的開発と持続的開発目標（SDGs)についても、実務経験
からの解説とSDGs設定の背景の解説を主として行う。
【Outline (in English)】
This series of lectures presents the current state of Japan’s involvement
in international cooperation with developing countries. It introduces the
framework of international cooperation, examples and life experiences
by examining cultural differences. The focus is on official development
assistance (ODA) carried out by the Japanese government. A group
project that reviews and presents a professional report prepared by
the Japan International Cooperation Agency (JICA) of their choice
is required in addition to regular attendance. Through this group
preparation, students will attain the basic skills, knowledge, and
approach necessary for a professional career while strengthening
his/her global perspective.
1. Understand the current situation of developing countries and the
activities of the Japan International Cooperation Agency (JICA), which
is the implementing agency for Japan’s Official Development Assistance
(ODA), and learn about career development in the case of working
overseas in the future.
2. Understand the reality of studying abroad.
3. Form groups of 6 to 8 students to investigate the JICA report and
present its contents and opinions. Through this group work, students
will improve three basic abilities of working adults (the ability to step
forward, to think things through, and to work in a team), as well as
deepen our understanding of ODA, improve the ability to write reports,
create power points, and make presentations.
4. After group work, by summarising their thoughts on international
cooperation in the assigned report, students will develop the ability to
look abroad broadly and utilize the results of their studies from a global
perspective after graduation.
Investigation of JICA reports and preparation of PowerPoint and
reports.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
In class performance: 20%. The assignment PowerPoint and
presentation are 50%, and the assignment report is 30%.
Students absent four or more times will not be allowed to earn credits
(rating D).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

POL100NA（政治学 / Politics 100）

開発と国際協力

浅川　英理子、小野澤　雅人、宮川　聖史

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
我が国が開発途上国に対して実施している国際協力の現状と課題について、制
度・実例・生活体験・活動体験を紹介する。公的な国際協力（ODA)を中心と
して解説する。また、グループで国際協力機構 (JICA)が作成した報告書を調
査し、その調査結果を発表することにより、社会人基礎力を身に着けながら、
グローバルな視点を涵養する。
【到達目標】
１.開発途上国の現状と我国の政府開発援助(ODA)の実施機関である国際協力
機構 (JICA)の活動を理解すると共に、将来海外で仕事を行う場合のキャリア
形成について学ぶ。
２.海外留学の実態について理解する。
３.6～8人でグループを組み、JICA報告書を皆で調査してその内容及び内容
に対する意見を発表する。このグループワークを通じて、社会人の基礎力で
ある３つの力（前に踏み出す力・考え抜く力・チームで働く力）を養うととも
に、ODAについて理解を深めると共に、報告書作成能力・パワーポイント作
成能力・発表能力の向上を図る。
４.グループワーク後、国際協力に関する自らの考えを課題レポートにまとめ
ることにより、卒業後、広く海外にも目を向け、グローバルな視点に立って
学習の成果を活かせる能力を醸成する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
主な授業内容は、開発途上国の現状と課題、JICAの活動、国際協力の事例、
MDGs、SDGs、海外での留学生活体験である。さらに、JICAの活動事例を
調査・討議し、各学生の国際協力のあり方に対する意見を発表する。
授業の実施方法は、後半でグループによりJICAの活動事例を調査し、その内
容・結果を取りまとめるので、早い時期からグループ分けを行い、グループ
毎に着席し、意思疎通を図り、討論しやすい体制にする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第一回 ガイダンスと我が国の

国際協力（1）
ガイダンスの他、世界と我が国の国
際協力について、現状・制度、課題・
問題点の概要を説明。また、発表事
業におけるグルー分けを行う。

第二回 我が国の国際協力 世界と我が国の国際協力の現状・制
度・課題の詳細を、ＭＤＧｓを参考
にしながら解説する。さらに、開発
途上国の現状と課題について考える。

第三回 事例による説明（1） 国際協力の実際のプロジェクトの事
例について解説し、現状・制度・課
題についての理解を深める。

第四回 事例による説明（2） ギリシャ・イギリスでの留学・生活
体験を説明。海外生活体験の意義を
考える。

第五回 事例による説明（3） ギリシャの文化遺産保護活動につい
て説明。文化遺産保護のあり方につ
いて考える。

第六回 国際協力の世界におけ
る課題

国際的に課題として認識されている
持続的開発と持続的開発目標
（SDGs)について解説し、我が国の取
り組みも紹介する。

第七回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎にJICA報告書の事例を
調査し、その結果をもとに、発表用
パワーポイントを作成する。

第八回 事例による説明（4） 国際協力の主要な担い手である、開
発コンサルタントの役割について、
技術協力・開発調査等の実例を通じ
て説明。

第九回 事例による説明（5） 第八回の説明をもとに、近年重要度
を増している参加型開発やキャパシ
ティ・デベロップメントについて考
える

第十回 JICA報告書の事例研究
と発表資料の作成

グループ毎に作成したパワーポイン
トドラフトについて、講師がコメン
トし修正する。

第十一回 グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイン
トを用いて発表し、講師がそれを評
価する。

第十二回 グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイン
トを用いて発表し、講師がそれを評
価する。

第十三回 グループ発表 調査結果を全員の前でパワーポイン
トを用いて発表し、講師がそれを評
価する。

第十四回 授業のまとめと講評 各講師による授業のまとめと講評を
行うとともに、今後の国際協力分野
への参加や就職についても考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
JICA報告書の調査とパワーポイント・レポートの作成。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
資料を配布する。
【参考書】
授業中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
平常点：20％。課題パワーポイント作成と発表課題50％、課題レポート：
30％。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
報告書の読み方、パワーポイントを使用した発表資料の書き方、発表の仕方
に関する指導を強化する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPowerpointを使用する。
【その他の重要事項】
講師は、海外における実際の国際協力プロジェクトの実施経験者と海外留学
経験者で構成し、理論より国際協力の実態についてより詳細に解説する。世
界の潮流である持続的開発と持続的開発目標（SDGs)についても、実務経験
からの解説とSDGs設定の背景の解説を主として行う。
【Outline (in English)】
This series of lectures presents the current state of Japan’s involvement
in international cooperation with developing countries. It introduces the
framework of international cooperation, examples and life experiences
by examining cultural differences. The focus is on official development
assistance (ODA) carried out by the Japanese government. A group
project that reviews and presents a professional report prepared by
the Japan International Cooperation Agency (JICA) of their choice
is required in addition to regular attendance. Through this group
preparation, students will attain the basic skills, knowledge, and
approach necessary for a professional career while strengthening
his/her global perspective.
1. Understand the current situation of developing countries and the
activities of the Japan International Cooperation Agency (JICA), which
is the implementing agency for Japan’s Official Development Assistance
(ODA), and learn about career development in the case of working
overseas in the future.
2. Understand the reality of studying abroad.
3. Form groups of 6 to 8 students to investigate the JICA report and
present its contents and opinions. Through this group work, students
will improve three basic abilities of working adults (the ability to step
forward, to think things through, and to work in a team), as well as
deepen our understanding of ODA, improve the ability to write reports,
create power points, and make presentations.

— 53 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

4. After group work, by summarising their thoughts on international
cooperation in the assigned report, students will develop the ability to
look abroad broadly and utilize the results of their studies from a global
perspective after graduation.
Investigation of JICA reports and preparation of PowerPoint and
reports.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
In class performance: 20%. The assignment PowerPoint and
presentation are 50%, and the assignment report is 30%.
Students absent four or more times will not be allowed to earn credits
(rating D).
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ART100NA（芸術学 / Art studies 100）

文化と文明

小林　信也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得ら

れるのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を
理解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての
基礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変
容についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実

態を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知

る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解す

る。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化

過程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都

市空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての

解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。
【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.

Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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ART100NA（芸術学 / Art studies 100）

文化と文明

小林　信也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 15%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 5%
（Ｆ）総合デザイン能力 5%
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 5%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得ら

れるのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を
理解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての
基礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変
容についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実

態を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知

る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解す

る。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化

過程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都

市空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての

解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。

【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.
Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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ART100NA（芸術学 / Art studies 100）

文化と文明

小林　信也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な東京の都市社会を素材としてその歴史を学ぶ。それによって我々が生
きる現代都市文明・都市文化を相対化して把握するための視座を獲得する。
【到達目標】
現代都市東京のあり方を大きく規定する近世都市江戸の実態を知る。その知
識を前提にして、現代都市東京の特質を理解する。これらの学習によって、都
市再開発や歴史的街区の保全などの現状を批評するための基礎知識を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義形式で行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 都市を視る目 都市図を読解する。
第02回 都市景観論 都市景観を分析することで何が得ら

れるのかを考察する。
第03回 都市性とは 都市を定義する。

日本近世における都市の成立過程を
理解する。

第04回 江戸町方の空間構造 江戸の町人地の空間構造についての
基礎知識を得る。

第05回 江戸町方の社会構造 江戸町方の社会構造とその歴史的変
容についての基礎知識を得る。

第06回 江戸の民衆世界 江戸の民衆世界の特質について知る。
第07回 江戸の裏店層 江戸の裏長屋に暮らす民衆生活の実

態を知る。
第08回 江戸の広場 江戸の広場の利用実態を知る。
第09回 露店営業地 江戸の露店営業地の実態を知る。
第10回 民衆的市場 江戸の民衆的な市場社会の実態を知

る。
第11回 都市民衆の居場所 民衆的市場社会の存在意義を理解す

る。
第12回 江戸の広場の行方 明治東京における都市空間の近代化

過程について知る。
第13回 明治の新開町 明治東京において発生する新たな都

市空間の実態を知る。
第14回 まとめ 全授業の総括と試験問題についての

解説を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習として、資料プリントを熟読しておく。復習として、授業内容の要
旨を各自で文章化する。また、授業で取り上げた都内各地域へ実際に行って
みる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しません。
【参考書】
小林信也『江戸の民衆世界と近代化』(山川出版社、2002年)

【成績評価の方法と基準】
平常点10％と期末の論述試験90％。
なお、試験問題は前もって発表するので事前に答案の下書きを作成しておく
ことが望ましい。
【学生の意見等からの気づき】
授業時間外学習の指示をより具体的にする。
【Outline (in English)】
In this course we will learn about Japanese urban history closely
examining society in Tokyo.
Relative viewpoints encompassing urban culture will be discussed.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HUI100NA（人間情報学 / Human informatics 100）

認知科学　建築・他学部公開

SEONG YOUNG AH

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人の ‘こころ’と脳の仕組みや働き、関係性を科学的に理解すること。認知科学
的視点から人を観察することを学ぶ。
【到達目標】
人の認知のメカニズムや現象を科学的にとらえるようになることを目標とす
る。感覚、知覚、認知とは何か、人を生体と心理、社会との関係からとらえ
る。また科学的なレポートの書き方を学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」に
関連
【授業の進め方と方法】
認知科学は ‘こころ’を主たる学問領域とし、知覚、記憶、思考、創造性といっ
た、‘こころ’に影響を与えると考えられる脳の働きおよび両者の関係を解明す
る学問である。本講義では、様々な認知科学に関する実験結果とその考察を
紹介しながら授業を行う。これらの知見について理解を深め、日常生活に活
用していく方法について学ぶ。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う予定で
ある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス： 授業内容の説明、認知科学の歴史と

応用
2 五感： 味覚、嗅覚、聴覚、視覚、触覚
3 快適性とデザイン： 五感と快適性、快適性に影響する要

因、快適性の測定・評価、環境デザ
イン

4 知覚： 知覚の成立過程、表象、奥行き、残
像、盲点

5 錯覚： 錯覚研究小史、感覚の限界、遠近法、
順応、記憶の誤り、心の錯誤、認知
の歪み

6 錯覚を作る： 錯覚を生じさせる作品の製作
7 色彩： 色の見え方の様相、色を見る仕組み、

メイドの心理物理学、色空間の幾
何学、
生理的三原色、主観的現象

8 色と形： 色と形の時間と空間、色と形の深層
心理、現在における色と形

9 脳と認知： 心拍、血圧、脳波、発汗、アミラー
ゼ、ホルモン

10 顔と名前の認知、感情と
認知：

顔と名前の認識、認知と感情の関わり

11 対話行動の認知、対人認
知

発話の情報処理、ステレオタイプと
対人認知

12 記憶： 長期記憶、短期記憶、再生、再認、証
言の信頼性、カクテルパーティ効果

13 意識と無意識： フロイト、ユング、意識と無意識の
関係、無意識と行動、防衛機制

14 睡眠と夢： 睡眠のメカニズム、睡眠の機能、夢
の機能、夢の持つ意味

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回毎の授業の復習。レポートがある場合は、期限内に自分で資料等を調べ
て整理して、ポイントを押さえて、分かりやすい構成と文章で仕上げること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト　人を知る、人を測る　2010年5月　柴田昌和、寺田信幸、加藤千
恵子　インデックス社

【参考書】
A.ベネット、S.ハウスフェルド、R.A.リーブ、J.スミス著、西本武彦訳　1984
　認知心理学への招待　サイエンス社
岩井寛　1986　色と形の深層心理　NHKブックス
堀江洪　2004　錯覚の世界－古典からCG画像まで－　新曜社
【成績評価の方法と基準】
小レポート40%、平常点60%の合計で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業で扱うテーマについて、補足説明等でシラバスからかなり飛躍した話し
の内容になる可能性もあるが、シラバスに書かれた内容を重点的に説明する
ようにする。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
小レポートも重視する。
【Outline (in English)】
In this course students will learn how to scientifically comprehend
the organization, processes and relations of human feelings and the
brain, and observe humans from the perspective of cognitive science.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Your overall grade in the class
will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANi100NA（イタリア語 / Italian language education 100）

イタリア語・イタリア文化

押場　靖志

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　耳慣れない言葉の響きは両義的だ。不快感を持つこともあるだろう。魅力
的に聞こえたりもする。快と不快の感覚は、自分の言語世界の限界をマーク
している。いわば外と内との境界に立っていることなのだが、そこにこそ可
能性が開かれるはずだ。ある文学者は、そんな言葉の両義性を、ウナギをつ
かむことに例えていた。うなぎという「わけのわからないもの」は、格好を
つけていると手元からするりと逃れてしまう。ぶざまな姿をさらしながらも、
うなぎと滑稽に戯れ始めるところで、なにかが始まる。そう言うのだ。
　いわゆる「母語」、最近では第一言語というけれど、すでに安住の地になっ
ている場所から外にでて、不思議な響きの背後にあるものに接近するために
は、ウナギつかみの滑稽さを引き受けなければならないのだろう。「わけのわ
からない」言葉や「わけのわからない」習俗は、閉塞を開いてくれる可能性で
もある。
　そこでは謎が次から次へとあらわれてくる。想像力を働かせ、誤解の迷路
を彷徨おうではないか。「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能を磨くとは、
身体を迷路に置くことにほかならない。もちろん想像力は発揮され、さらな
る深い迷路と追い込むかもれないけれど、それでもかまわない。ジタバタと
「未知なるもの」に立ち向かってゆくことのが、「イタリア語」とか「イタリア
文化」のようなものに近づくことなのだから。外から見れば滑稽に歌い踊って
いるように見えるかもしれないけれど、ただ見ているよりも踊って歌うほう
がよい。踊って歌いながら、少しずつ未知への扉を開けてゆこうではないか。
【到達目標】
イタリア的なものの肌触りをつかみ、異文化理解の足がかりとする。その背
後に息づく人々の気配を感じながら、さらに想像力を働かせ、社会、文化、あ
るいは歴史と呼ばれるものへと、関心を広げながら、基本的なイタリア語に
よるコミュニケーションの足がかりをつかむ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
Zoomによるオンライン授業。音声や映像を用いながら、イタリア的な風景の
なかで繰り広げられる日常会話を紹介。そこに聞かれるフレーズに耳を傾け、
見慣れない事物に関心を向けながら、まずは人々の発するダイアローグを析出
し、その響きや決まりごとを学び取る。ブレイクアウトルームでのセッショ
ンや、オンラインでの小テストあり。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 1-1イタリア語に出会う

　
あいさつと自己紹介

2 1-2イタリアを知る “Buongiorno”と「こんにちは」の間
にあるもの

3 2-1イタリア語に出会う BARへ行き、注文する
4 2-2イタリアを知る BAR的な出会いを考える
5 3-1イタリア語に出会う 人称と距離について考える
6 3-2イタリアを知る 言葉と時代、そして歴史
7 4-1イタリア語に出会う 相手のことを知る　自分を伝える
8 4-2イタリアを知る カンパニリズモとイタリアの多様性
9 5-1イタリア語に出会う 家族について話す
10 5-2イタリアを知る 家族から見るイタリア的なもの
11 6-1イタリア語に出会う 道をたずねる
12 6-2イタリアを知る 「すべての道はローマに通ず」
13 7-1イタリア語に出会う 好きなものを伝える
14 7-2イタリアを知る イタリアの今
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
イタリアに関することに関心を向けておくこと。身近なところでは料理があ
るし、イタリアを題材にした小説や評論も数多くある。言葉の響きに触れて
おくなら映画や音楽を鑑賞してもよいだろう。各自工夫のこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書はありません。必要に応じて資料を配布します。
【参考書】
イタリア語辞書。紙媒体だと

１）『伊和中辞典』小学館：語彙数も多く、定番のイタリア語辞書。
２）『プリーモ伊和辞典』白水社：これは初学者用だが丁寧。
３）『ポケットプログレッシブ伊和・和伊辞典』小学館：小さくで便利、初学
者用。
それ以外にもあるが書店で確認のこと。
電子媒体では iPhone/iPad/Mac 用のアプリが物書堂から出ている。https:
//www.monokakido.jp/ja/old_product/foreign/italiano/

【成績評価の方法と基準】
平常点３０％、小テスト３０％、期末試験４０％により評価する。
【学生の意見等からの気づき】
「語学と文化論を平行して進めてきた授業だが、今回の学生アンケートのコメ
ントにおいて、イタリア語そのものへの関心の高さが示されたことを受け、今
後さらに発音や文法の解説の比重を高めてゆく」というのは、数年前に書い
たが、その後授業改善アンケートの結果がこちらにフィードバックされてい
ない。学生からの直接のフィードバックを期待する。
【学生が準備すべき機器他】
Zoom 授業用のパソコン。会話ができるマイク＆イヤホン（あるいはヘッド
セットなど）。
【Outline (in English)】
The sound of foreign languages can be ambiguous, at times feeling
awkward and other times charming. The awkwardness might keep us
closed off in the world of own language, but the charm might lead us
beyond such borders where we witness new possibilities about ourselves.
So let us be charmed by the strange sounds. Like struggling to catch a
slippery eel, it can something you aren’t familiar with handling; to catch
it you have to dance with it, which might seem ridiculous but comes with
all unknowns, in this case someone else’s language and culture.
I only hope the students may find something strange, unknown and
charming in the Italian language and culture offered in this course, so
as to start learning, through the elementary four abilities "listening,
speaking, reading, and writing".
Learning Objectives: getting to be familiar with the feel of Italian things
with listening / speaking, reading / writing activities, that would be
a stepping stone for cross-cultural understanding. While feeling the
presence of the people living behind it, use your imagination further,
and grasp the foothold of basic Italian communication while expanding
your interest to what is called society, culture, or history.
Learning activities outside of classroom: Keep an interest in things
related to Italy. You can find the Italian cuisine, novels and essays about
Italy. If you want to get familiar with how the language sounds like, you
can watch movies and hear Italian pops, maybe via internet. Just try as
you like. The preparation and restudy time would be 2 hours
Grade evaluation: 30% on normal score (attendance rate) , 30% on the
mini-exam/quiz, and 40% on the final exam.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANc100NA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語・中国文化

田村　広子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の文化についても学ぶ。
【到達目標】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の風土、文化、歴史、社会についても解説する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP5」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
まず、発音の表記であるピンインを習得する。初めにピンインをマスターし
ておけば、新しい単語でも自分で発音できるようになる。そして、自己紹介、
基本的な文法から始め、最後には簡単な会話ができるようになる。
中国文化については、衣・食・住といった生活に関わる諸文化についてその歴
史も交えながら紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本と中国の漢字の違いについて、

授業の進め方、学習方法、毎回の授
業の講義方法と学習方法を解説する。

2 発音の基礎1（母音） 母音の発音や表記方法を覚える。
3 発音の基礎2（子音） 子音の発音や表記方法を覚え、母音

との組み合わせについても学ぶ。こ
の時点でひとまず中国語に必要なす
べての発音が登場したことになる。

4 挨拶をする 自己紹介や時候の挨拶ができるよう
になる。
挨拶をとおして日中の文化の違いを
見つけ出そう。

5 買い物をする 数の数え方を覚えた上で、時間や値
段を聞けるようになる。

6 日本の外来語・中国の外
来語

外来語から日中双方の言葉の文化の
違いを知る。

7 中国の地名　 国・省・市・村といった行政単位の
呼び方を知る。広大な中国の地域ご
との特徴も紹介する。

8 中国の方位 前後左右、東西南北といった方向を
指示する単語を覚える。
同時に中国の方位観についても紹介
する。

9 中国の家族 家族の呼び方を知る。
呼称から中国の家族構成や家族観に
ついて考える。

10 中国の住宅　１ 窓、扉、屋根といった住宅各部の呼
称を覚える。

11 中国の住宅２ 中国の伝統的な住宅と現代の住宅事
情を紹介する。

12 中国の食卓 食にまつわる語彙やセンテンスを覚
える。地域で異なる中華料理につい
ても紹介する。

13 レストランで注文する レストランに入り中国語で注文でき
るようになる。

14 予備日 以上の内容が順調に終わっている場
合は、学生の希望を聞いて何をする
か決める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を目安とします。
【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。

【参考書】
『新版　中国語10課』白水社＊授業資料は配布しますので、必ずしも購入する
必要はありません。
【成績評価の方法と基準】
平常点：2割
中間・期末テスト：8割
【学生の意見等からの気づき】
旅行ができる程度の中国語を習得したという希望が多いので、それを実現で
きるようにします。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には対面授業を予定していますが、感染状況によってはオンライン・
ミーティング（ZOOM利用の予定）の形で授業を進めます。その場合、ミー
ティングにアクセスするためのURLは「授業のお知らせ」に掲載します。
【Outline (in English)】
While learning Chinese pinyin, basic grammar, vocabulary etc.,
students will develop language skills for everyday conversation. In
addition, China’s culture will be studied.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANc100NA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語・中国文化

田村　広子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の文化についても学ぶ。
【到達目標】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の風土、文化、歴史、社会についても解説する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 10%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 30%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
まず、発音の表記であるピンインを習得する。初めにピンインをマスターし
ておけば、新しい単語でも自分で発音できるようになる。そして、自己紹介、
基本的な文法から始め、最後には簡単な会話ができるようになる。
中国文化については、衣・食・住といった生活に関わる諸文化についてその歴
史も交えながら紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本と中国の漢字の違いについて、

授業の進め方、学習方法、毎回の授
業の講義方法と学習方法を解説する。

2 発音の基礎1（母音） 母音の発音や表記方法を覚える。
3 発音の基礎2（子音） 子音の発音や表記方法を覚え、母音

との組み合わせについても学ぶ。こ
の時点でひとまず中国語に必要なす
べての発音が登場したことになる。

4 挨拶をする 自己紹介や時候の挨拶ができるよう
になる。
挨拶をとおして日中の文化の違いを
見つけ出そう。

5 買い物をする 数の数え方を覚えた上で、時間や値
段を聞けるようになる。

6 日本の外来語・中国の外
来語

外来語から日中双方の言葉の文化の
違いを知る。

7 中国の地名　 国・省・市・村といった行政単位の
呼び方を知る。広大な中国の地域ご
との特徴も紹介する。

8 中国の方位 前後左右、東西南北といった方向を
指示する単語を覚える。
同時に中国の方位観についても紹介
する。

9 中国の家族 家族の呼び方を知る。
呼称から中国の家族構成や家族観に
ついて考える。

10 中国の住宅　１ 窓、扉、屋根といった住宅各部の呼
称を覚える。

11 中国の住宅２ 中国の伝統的な住宅と現代の住宅事
情を紹介する。

12 中国の食卓 食にまつわる語彙やセンテンスを覚
える。地域で異なる中華料理につい
ても紹介する。

13 レストランで注文する レストランに入り中国語で注文でき
るようになる。

14 予備日 以上の内容が順調に終わっている場
合は、学生の希望を聞いて何をする
か決める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を目安とします。

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
『新版　中国語10課』白水社＊授業資料は配布しますので、必ずしも購入する
必要はありません。
【成績評価の方法と基準】
平常点：約２割
中間・期末テスト：約8割
【学生の意見等からの気づき】
旅行ができる程度の中国語を習得したという希望が多いので、それを実現で
きるようにします。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には対面授業を予定していますが、感染状況によってはオンライン・
ミーティング（ZOOM利用の予定）の形で授業を進めます。その場合、ミー
ティングにアクセスするためのURLは「授業のお知らせ」に掲載します。
【Outline (in English)】
While learning Chinese pinyin, basic grammar, vocabulary etc.,
students will develop language skills for everyday conversation. In
addition, China’s culture will be studied.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANc100NA（中国語 / Chinese language education 100）

中国語・中国文化

田村　広子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の文化についても学ぶ。
【到達目標】
初級中国語のピンイン、基本的文法、語彙などを学び、日常会話ができる語
学力を習得する。中国の風土、文化、歴史、社会についても解説する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
まず、発音の表記であるピンインを習得する。初めにピンインをマスターし
ておけば、新しい単語でも自分で発音できるようになる。そして、自己紹介、
基本的な文法から始め、最後には簡単な会話ができるようになる。
中国文化については、衣・食・住といった生活に関わる諸文化についてその歴
史も交えながら紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 日本と中国の漢字の違いについて、

授業の進め方、学習方法、毎回の授
業の講義方法と学習方法を解説する。

2 発音の基礎1（母音） 母音の発音や表記方法を覚える。
3 発音の基礎2（子音） 子音の発音や表記方法を覚え、母音

との組み合わせについても学ぶ。こ
の時点でひとまず中国語に必要なす
べての発音が登場したことになる。

4 挨拶をする 自己紹介や時候の挨拶ができるよう
になる。
挨拶をとおして日中の文化の違いを
見つけ出そう。

5 買い物をする 数の数え方を覚えた上で、時間や値
段を聞けるようになる。

6 日本の外来語・中国の外
来語

外来語から日中双方の言葉の文化の
違いを知る。

7 中国の地名　 国・省・市・村といった行政単位の
呼び方を知る。広大な中国の地域ご
との特徴も紹介する。

8 中国の方位 前後左右、東西南北といった方向を
指示する単語を覚える。
同時に中国の方位観についても紹介
する。

9 中国の家族 家族の呼び方を知る。
呼称から中国の家族構成や家族観に
ついて考える。

10 中国の住宅　１ 窓、扉、屋根といった住宅各部の呼
称を覚える。

11 中国の住宅２ 中国の伝統的な住宅と現代の住宅事
情を紹介する。

12 中国の食卓 食にまつわる語彙やセンテンスを覚
える。地域で異なる中華料理につい
ても紹介する。

13 レストランで注文する レストランに入り中国語で注文でき
るようになる。

14 予備日 以上の内容が順調に終わっている場
合は、学生の希望を聞いて何をする
か決める。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を目安とします。
【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
『新版　中国語10課』白水社＊授業資料は配布しますので、必ずしも購入する
必要はありません。
【成績評価の方法と基準】
平常点：約２割
中間・期末テスト：約8割

【学生の意見等からの気づき】
旅行ができる程度の中国語を習得したという希望が多いので、それを実現で
きるようにします。
【学生が準備すべき機器他】
基本的には対面授業を予定していますが、感染状況によってはオンライン・
ミーティング（ZOOM利用の予定）の形で授業を進めます。その場合、ミー
ティングにアクセスするためのURLは「授業のお知らせ」に掲載します。
【Outline (in English)】
While learning Chinese pinyin, basic grammar, vocabulary etc.,
students will develop language skills for everyday conversation. In
addition, China’s culture will be studied.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

SES100NA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development 100）

環境とエネルギー

下田　昭郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球が新たな地質学的時代に向かっていることを意味するために「人新世」と
いう言葉が提案されている。人間が「地球規模での変化」のおおきな駆動力の
一つであるとの認識に由来する。産業革命に始まる人間活動 (人口を含む、経
済、資源利用、輸送、情報通信などの活動)は、特に20世紀後半以降、急速に
増加・進展し、この現象は21世紀にはいっても継続している。人間活動を特
徴づけるエネルギー・物質フローはグローバルに増加し続け、その環境への
影響 (大気環境変化、気候変化、生物多様性の変化など)は地球規模で顕現し、
人類の持続可能性に問題を提起しています。
この授業では、エネルギー・環境に関する基礎的知識を学び、資源・エネル
ギー利用を核とする人間活動と環境との関わりの歴史的経緯を展望し、人間
活動の環境インパクトを技術・豊かさ・文化の視点から分析し、エネルギー・
環境問題を考える枠組み習得することを目的とします。
【到達目標】
人間活動とエネルギー・環境とに関わる問題に、自ら気づき、その背景/本質
を理解し、解決策を考えるスキームを学ぶことを目指します。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
〇原則対面授業。ただし、必要に応じてリモート授業も実施。
〇資料の提供は、時間割表に沿った授業予定日（火曜日）の前日までに学習
支援システムの「課題」フォルダにアップロードを予定
〇授業に関する最新の情報は学習支援システムの「お知らせ」フォルダに提示
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事業方法等やスケジュールの説明
2 環境問題の変遷 地域環境問題から地球環境問題へ変

遷の解説
3 地球温暖化の科学 温暖化の仕組み等についての解説
4 地球温暖化への国内外

の対応
気候変動枠組み条約等の説明

5 世界のエネルギー事情 化石燃料への依存状態の説明
6 国内のエネルギー事情 東日本大震災以降の化石燃料への依

存度増加等の説明
7 原子力の科学 原子力の長所、短所、将来的な見通

し等の解説
8 温暖化防止のための技

術開発
二酸化炭素の排出削減を目指す革新
的技術等の紹介

9 温暖化防止のための政策 炭素税などの解説
10 温暖化防止のための企

業の取り組み
SDGsなどの解説

11 エネルギー、環境問題と
社会的受容性

リスクマネジメント等の重要性につ
いて

12 温暖化以外の地球環境
問題

水問題など

13 予備日 進捗状況に対応
14 総合確認、小論文 講義全体を通してこの先我々が目指

すべき方向性等を提案
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内外のエネルギー情勢及び環境変化の事象に興味を持つことを奨めます。例
として、NASA（米国航空宇宙局）、UNFCCC（国連気候変動枠組条約）及
びIEA(国際エネルギー機構)のWEBサイトでは、それぞれ最新の地球環境の
現状に関するビジュアルデータ、重要な地球環境問題の取組み、及び世界エ
ネルギー情勢に関する情報が提供されています。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回分の資料を提供します。

【参考書】
特にありません。授業の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
授業内容全般の総合的確認（８０％）及びテーマ/内容ごとの受講状況（２０％）
により評価します。
【学生の意見等からの気づき】
授業では毎回、主要点をまとめることで、授業内容を理解しやすくわかりや
すいものとします。
【その他の重要事項】
環境及びエネルギーに関する技術・問題の調査・研究の経験を活かし、環境及
びエネルギーに関わる幅広い講義をする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class, students will learn about global warming and other global
environmental issues from the perspective of human energy use. 　
Specifically, we will discuss the scientific background, countermeasure
technologies, policies, and other aspects of global environmental
problems.
(Learning Objectives)
The objective of this course is for students to become aware of problems
related to human activities, energy, and the environment, to understand
the background of these problems, and to learn schemes to think about
solutions.
(Learning activities outside of classroom)
None.
(Grading Criteria/Policy)
Submission of assignments and attendance in each class.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

SES100NA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development 100）

環境とエネルギー

下田　昭郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球が新たな地質学的時代に向かっていることを意味するために「人新世」と
いう言葉が提案されている。人間が「地球規模での変化」のおおきな駆動力の
一つであるとの認識に由来する。産業革命に始まる人間活動 (人口を含む、経
済、資源利用、輸送、情報通信などの活動)は、特に20世紀後半以降、急速に
増加・進展し、この現象は21世紀にはいっても継続している。人間活動を特
徴づけるエネルギー・物質フローはグローバルに増加し続け、その環境への
影響 (大気環境変化、気候変化、生物多様性の変化など)は地球規模で顕現し、
人類の持続可能性に問題を提起しています。
この授業では、エネルギー・環境に関する基礎的知識を学び、資源・エネル
ギー利用を核とする人間活動と環境との関わりの歴史的経緯を展望し、人間
活動の環境インパクトを技術・豊かさ・文化の視点から分析し、エネルギー・
環境問題を考える枠組み習得することを目的とします。
【到達目標】
人間活動とエネルギー・環境とに関わる問題に、自ら気づき、その背景/本質
を理解し、解決策を考えるスキームを学ぶことを目指します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
〇原則対面授業。ただし、必要に応じてリモート授業も実施。
〇資料の提供は、時間割表に沿った授業予定日（火曜日）の前日までに学習
支援システムの「課題」フォルダにアップロードを予定
〇授業に関する最新の情報は学習支援システムの「お知らせ」フォルダに提示
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事業方法等やスケジュールの説明
2 環境問題の変遷 地域環境問題から地球環境問題へ変

遷の解説
3 地球温暖化の科学 温暖化の仕組み等についての解説
4 地球温暖化への国内外

の対応
気候変動枠組み条約等の説明

5 世界のエネルギー事情 化石燃料への依存状態の説明
6 国内のエネルギー事情 東日本大震災以降の化石燃料への依

存度増加等の説明
7 原子力の科学 原子力の長所、短所、将来的な見通

し等の解説
8 温暖化防止のための技

術開発
二酸化炭素の排出削減を目指す革新
的技術等の紹介

9 温暖化防止のための政策 炭素税などの解説
10 温暖化防止のための企

業の取り組み
SDGsなどの解説

11 エネルギー、環境問題と
社会的受容性

リスクマネジメント等の重要性につ
いて

12 温暖化以外の地球環境
問題

水問題など

13 予備日 進捗状況に対応
14 総合確認、小論文 講義全体を通してこの先我々が目指

すべき方向性等を提案
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内外のエネルギー情勢及び環境変化の事象に興味を持つことを奨めます。例
として、NASA（米国航空宇宙局）、UNFCCC（国連気候変動枠組条約）及
びIEA(国際エネルギー機構)のWEBサイトでは、それぞれ最新の地球環境の
現状に関するビジュアルデータ、重要な地球環境問題の取組み、及び世界エ
ネルギー情勢に関する情報が提供されています。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回分の資料を提供します。
【参考書】
特にありません。授業の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
授業内容全般の総合的確認（８０％）及びテーマ/内容ごとの受講状況（２０％）
により評価します。

欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
授業では毎回、主要点をまとめることで、授業内容を理解しやすくわかりや
すいものとします。
【その他の重要事項】
環境及びエネルギーに関する技術・問題の調査・研究の経験を活かし、環境及
びエネルギーに関わる幅広い講義をする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class, students will learn about global warming and other global
environmental issues from the perspective of human energy use. 　
Specifically, we will discuss the scientific background, countermeasure
technologies, policies, and other aspects of global environmental
problems.
(Learning Objectives)
The objective of this course is for students to become aware of problems
related to human activities, energy, and the environment, to understand
the background of these problems, and to learn schemes to think about
solutions.
(Learning activities outside of classroom)
None.
(Grading Criteria/Policy)
Submission of assignments and attendance in each class.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

SES100NA（環境創成学 / Sustainable and environmental system development 100）

環境とエネルギー

下田　昭郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球が新たな地質学的時代に向かっていることを意味するために「人新世」と
いう言葉が提案されている。人間が「地球規模での変化」のおおきな駆動力の
一つであるとの認識に由来する。産業革命に始まる人間活動 (人口を含む、経
済、資源利用、輸送、情報通信などの活動)は、特に20世紀後半以降、急速に
増加・進展し、この現象は21世紀にはいっても継続している。人間活動を特
徴づけるエネルギー・物質フローはグローバルに増加し続け、その環境への
影響 (大気環境変化、気候変化、生物多様性の変化など)は地球規模で顕現し、
人類の持続可能性に問題を提起しています。
この授業では、エネルギー・環境に関する基礎的知識を学び、資源・エネル
ギー利用を核とする人間活動と環境との関わりの歴史的経緯を展望し、人間
活動の環境インパクトを技術・豊かさ・文化の視点から分析し、エネルギー・
環境問題を考える枠組み習得することを目的とします。
【到達目標】
人間活動とエネルギー・環境とに関わる問題に、自ら気づき、その背景/本質
を理解し、解決策を考えるスキームを学ぶことを目指します。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
〇原則対面授業。ただし、必要に応じてリモート授業も実施。
〇資料の提供は、時間割表に沿った授業予定日（火曜日）の前日までに学習
支援システムの「課題」フォルダにアップロードを予定
〇授業に関する最新の情報は学習支援システムの「お知らせ」フォルダに提示
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション 事業方法等やスケジュールの説明
2 環境問題の変遷 地域環境問題から地球環境問題へ変

遷の解説
3 地球温暖化の科学 温暖化の仕組み等についての解説
4 地球温暖化への国内外

の対応
気候変動枠組み条約等の説明

5 世界のエネルギー事情 化石燃料への依存状態の説明
6 国内のエネルギー事情 東日本大震災以降の化石燃料への依

存度増加等の説明
7 原子力の科学 原子力の長所、短所、将来的な見通

し等の解説
8 温暖化防止のための技

術開発
二酸化炭素の排出削減を目指す革新
的技術等の紹介

9 温暖化防止のための政策 炭素税などの解説
10 温暖化防止のための企

業の取り組み
SDGsなどの解説

11 エネルギー、環境問題と
社会的受容性

リスクマネジメント等の重要性につ
いて

12 温暖化以外の地球環境
問題

水問題など

13 予備日 進捗状況に対応
14 総合確認、小論文 講義全体を通してこの先我々が目指

すべき方向性等を提案

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
国内外のエネルギー情勢及び環境変化の事象に興味を持つことを奨めます。例
として、NASA（米国航空宇宙局）、UNFCCC（国連気候変動枠組条約）及
びIEA(国際エネルギー機構)のWEBサイトでは、それぞれ最新の地球環境の
現状に関するビジュアルデータ、重要な地球環境問題の取組み、及び世界エ
ネルギー情勢に関する情報が提供されています。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回分の資料を提供します。
【参考書】
特にありません。授業の中で適宜紹介します。
【成績評価の方法と基準】
授業内容全般の総合的確認（８０％）及びテーマ/内容ごとの受講状況（２０％）
により評価します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
授業では毎回、主要点をまとめることで、授業内容を理解しやすくわかりや
すいものとします。
【その他の重要事項】
環境及びエネルギーに関する技術・問題の調査・研究の経験を活かし、環境及
びエネルギーに関わる幅広い講義をする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class, students will learn about global warming and other global
environmental issues from the perspective of human energy use. 　
Specifically, we will discuss the scientific background, countermeasure
technologies, policies, and other aspects of global environmental
problems.
(Learning Objectives)
The objective of this course is for students to become aware of problems
related to human activities, energy, and the environment, to understand
the background of these problems, and to learn schemes to think about
solutions.
(Learning activities outside of classroom)
None.
(Grading Criteria/Policy)
Submission of assignments and attendance in each class.

— 65 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HUI100NA（人間情報学 / Human informatics 100）

認知科学　ＳＤ

SEONG YOUNG AH

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人の ‘こころ’と脳の仕組みや働き、関係性を科学的に理解すること。認知科学
的視点から人を観察することを学ぶ。
【到達目標】
人の認知のメカニズムや現象を科学的にとらえるようになることを目標とす
る。感覚、知覚、認知とは何か、人を生体と心理、社会との関係からとらえ
る。また科学的なレポートの書き方を学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」に
関連
【授業の進め方と方法】
認知科学は ‘こころ’を主たる学問領域とし、知覚、記憶、思考、創造性といっ
た、‘こころ’に影響を与えると考えられる脳の働きおよび両者の関係を解明す
る学問である。本講義では、様々な認知科学に関する実験結果とその考察を
紹介しながら授業を行う。これらの知見について理解を深め、日常生活に活
用していく方法について学ぶ。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う予定で
ある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス： 授業内容の説明、認知科学の歴史と

応用
2 五感： 味覚、嗅覚、聴覚、視覚、触覚
3 快適性とデザイン： 五感と快適性、快適性に影響する要

因、快適性の測定・評価、環境デザ
イン

4 知覚： 知覚の成立過程、表象、奥行き、残
像、盲点

5 錯覚： 錯覚研究小史、感覚の限界、遠近法、
順応、記憶の誤り、心の錯誤、認知
の歪み

6 錯覚を作る： 錯覚を生じさせる作品の製作
7 色彩： 色の見え方の様相、色を見る仕組み、

メイドの心理物理学、色空間の幾
何学、
生理的三原色、主観的現象

8 色と形： 色と形の時間と空間、色と形の深層
心理、現在における色と形

9 脳と認知： 心拍、血圧、脳波、発汗、アミラー
ゼ、ホルモン

10 顔と名前の認知、感情と
認知：

顔と名前の認識、認知と感情の関わり

11 対話行動の認知、対人認
知

発話の情報処理、ステレオタイプと
対人認知

12 記憶： 長期記憶、短期記憶、再生、再認、証
言の信頼性、カクテルパーティ効果

13 意識と無意識： フロイト、ユング、意識と無意識の
関係、無意識と行動、防衛機制

14 睡眠と夢： 睡眠のメカニズム、睡眠の機能、夢
の機能、夢の持つ意味

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回毎の授業の復習。レポートがある場合は、期限内に自分で資料等を調べ
て整理して、ポイントを押さえて、分かりやすい構成と文章で仕上げること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト　人を知る、人を測る　2010年5月　柴田昌和、寺田信幸、加藤千
恵子　インデックス社
【参考書】
A.ベネット、S.ハウスフェルド、R.A.リーブ、J.スミス著、西本武彦訳　1984
　認知心理学への招待　サイエンス社
岩井寛　1986　色と形の深層心理　NHKブックス
堀江洪　2004　錯覚の世界－古典からCG画像まで－　新曜社

【成績評価の方法と基準】
小レポート40%、平常点60%の合計で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業で扱うテーマについて、補足説明等でシラバスからかなり飛躍した話し
の内容になる可能性もあるが、シラバスに書かれた内容を重点的に説明する
ようにする。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
小レポートも重視する。
【Outline (in English)】
In this course students will learn how to scientifically comprehend
the organization, processes and relations of human feelings and the
brain, and observe humans from the perspective of cognitive science.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Your overall grade in the class
will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HUI100NA（人間情報学 / Human informatics 100）

認知科学　都市

SEONG YOUNG AH

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人の ‘こころ’と脳の仕組みや働き、関係性を科学的に理解すること。認知科学
的視点から人を観察することを学ぶ。
【到達目標】
人の認知のメカニズムや現象を科学的にとらえるようになることを目標とす
る。感覚、知覚、認知とは何か、人を生体と心理、社会との関係からとらえ
る。また科学的なレポートの書き方を学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」に
関連
【授業の進め方と方法】
認知科学は ‘こころ’を主たる学問領域とし、知覚、記憶、思考、創造性といっ
た、‘こころ’に影響を与えると考えられる脳の働きおよび両者の関係を解明す
る学問である。本講義では、様々な認知科学に関する実験結果とその考察を
紹介しながら授業を行う。これらの知見について理解を深め、日常生活に活
用していく方法について学ぶ。
課題等の提出・フィードバックは「学習支援システム」を通じて行う予定で
ある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス： 授業内容の説明、認知科学の歴史と

応用
2 五感： 味覚、嗅覚、聴覚、視覚、触覚
3 快適性とデザイン： 五感と快適性、快適性に影響する要

因、快適性の測定・評価、環境デザ
イン

4 知覚： 知覚の成立過程、表象、奥行き、残
像、盲点

5 錯覚： 錯覚研究小史、感覚の限界、遠近法、
順応、記憶の誤り、心の錯誤、認知
の歪み

6 錯覚を作る： 錯覚を生じさせる作品の製作
7 色彩： 色の見え方の様相、色を見る仕組み、

メイドの心理物理学、色空間の幾
何学、
生理的三原色、主観的現象

8 色と形： 色と形の時間と空間、色と形の深層
心理、現在における色と形

9 脳と認知： 心拍、血圧、脳波、発汗、アミラー
ゼ、ホルモン

10 顔と名前の認知、感情と
認知：

顔と名前の認識、認知と感情の関わり

11 対話行動の認知、対人認
知

発話の情報処理、ステレオタイプと
対人認知

12 記憶： 長期記憶、短期記憶、再生、再認、証
言の信頼性、カクテルパーティ効果

13 意識と無意識： フロイト、ユング、意識と無意識の
関係、無意識と行動、防衛機制

14 睡眠と夢： 睡眠のメカニズム、睡眠の機能、夢
の機能、夢の持つ意味

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回毎の授業の復習。レポートがある場合は、期限内に自分で資料等を調べ
て整理して、ポイントを押さえて、分かりやすい構成と文章で仕上げること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト　人を知る、人を測る　2010年5月　柴田昌和、寺田信幸、加藤千
恵子　インデックス社
【参考書】
A.ベネット、S.ハウスフェルド、R.A.リーブ、J.スミス著、西本武彦訳　1984
　認知心理学への招待　サイエンス社
岩井寛　1986　色と形の深層心理　NHKブックス
堀江洪　2004　錯覚の世界－古典からCG画像まで－　新曜社

【成績評価の方法と基準】
小レポート40%、平常点60%の合計で評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業で扱うテーマについて、補足説明等でシラバスからかなり飛躍した話し
の内容になる可能性もあるが、シラバスに書かれた内容を重点的に説明する
ようにする。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
小レポートも重視する。
【Outline (in English)】
In this course students will learn how to scientifically comprehend
the organization, processes and relations of human feelings and the
brain, and observe humans from the perspective of cognitive science.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Your overall grade in the class
will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%

— 67 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANi100NA（イタリア語 / Italian language education 100）

イタリア語・イタリア文化

京藤　好男

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は初めてイタリア語に触れる学生を対象に、オンラインでの授業を
行います。まず学生は、PDFテキストと音声ファイルに従って、基本のイタ
リア語表現を使い、発音と語彙に慣れてもらいます。これにより簡単な日常
会話が身につくでしょう。さらに学生は、文法にも踏み込んでイタリア語の
仕組みを理解してもらいます。このような言葉の理解を通して、学生は言葉
を使用する文化の背景や歴史にも意識を向けてください。まずは日常会話レ
ベルのイタリア語を身につけ、さらに異文化理解の大切な手がかりを見出す
ことを目的とします。
【到達目標】
イタリア的なものの肌触りをつかみ、異文化理解の足がかりとします。日常
会話の表現を身につけ、文法を理解することで、その背後に息づく人々の気
配を感じること。さらに想像力を働かせ、社会、文化、あるいは歴史と呼ば
れるものへと、関心を広げながら、基本的なイタリア語によるコミュニケー
ション力を身につけることが目標です。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 10%
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
開講日の初回からオンラインでの授業をします。PDFファイルで毎回のテキ
ストを公開し、連動する音声ファイルに従って、テキストを学んでもらいま
す。その後、確認テストを毎回行い、提出をしてもらいます。毎回の授業ごと
に、具体的な操作方法は指示しますでの、それに従って各自進めてください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 1-1イタリア語での挨拶

　
親しい挨拶 Ciaoなど

2 1-2イタリア語での挨拶 丁寧な挨拶 Buongiornoなど
3 2-1感謝の表現 お礼を言う Grazieなど
4 2-2自己紹介 (1) 名乗るときの表現
5 3-1日常の挨拶 相手の調子を聞く
6 3-2人に声をかける 他人を呼び止める、丁寧に断る
7 4-1注文をする レストランや喫茶店などで頼んでみ

る
8 4-2知らない言葉をたず

ねる
これは何といいますか？ など

9 5-1自己紹介 (2) 出身について話す
10 5-2相手の情報を得る 相手の出身を聞く
11 6-1文法を知ろう (1) 名詞の性と不定冠詞 (1)
12 6-2文法を知ろう (2) 名詞の性と不定冠詞 (2)
13 7-1文法を知ろう (3) 名詞の性と数
14 7-2イタリア語の数字 0~100とその応用
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
イタリアに関することに関心を向けておくこと。身近なところでは料理があ
ります。またイタリアを題材にした小説や評論も数多くあり、イタリア人の
メンタリティーを知るのに役立ちます。さらに、言葉の響きに触れておくな
ら映画や音楽を鑑賞するのも有効です。語学学習としては、まず本授業の準
備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。加えて中間期末の確認テスト
の前に範囲を伝えますので、それを機会に体系立てた復習をしてください。
【テキスト（教科書）】
特に購入する必要なし。
【参考書】
『Quaderno d’italiano』（2011年、DTP出版）
教室で紹介するダイアローグ音源や練習問題は、基本的にこのテキストから
のものです。

【成績評価の方法と基準】
授業ごとの課題 (またはレポート)40％、中間と期末に行う総合確認問題、各
30％により評価します。(いずれのテストもオンライン上で実施する予定)
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
語学と文化論を平行して進めてきた授業ですが、学生アンケートのコメント
において、イタリア語そのものへの関心の高さが示されたことを受け、今後
さらに発音や文法の解説の比重を高めてゆく方針です。ただし、文化論に関
わる部分を全くなくすわけではなく、効果的に取り入れて課題などに活用す
る方向です。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業を受けるための環境を整えておくこと。現状、PDFファイル
を開くことと、音声ファイルを聞けることが必要です。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this class students will learn Italian language and culture, the sound
of which can be at times awkward and other times charming. The
awkwardness might keep us closed off in the world of own language,
but the charm might lead us beyond such borders where we witness
new possibilities about ourselves.
So let us be charmed by the strange sounds. Like struggling to catch a
slippery eel, it can something you aren’t familiar with handling; to catch
it you have to dance with it, which might seem ridiculous but comes with
all unknowns, in this case someone else’s language and culture.
I only hope the students may find something strange, unknown and
charming in the Italian language and culture offered in this course, so
as to start learning, through the elementary four abilities "listening,
speaking, reading, and writing".
(Learning Objectives)
The goals of this course are to acquire expressions for daily conversation,
to understand elementary grammar, to expand your interest in
Italian society, culture and history, and finally acquire comprehensive
communication skills
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content
(Grading Criteria/Policy)
Your overall grade in the class will be decided based on 40% of
assignments for each class, and 30% of comprehensive confirmation
questions given at the end and midterm.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANi100NA（イタリア語 / Italian language education 100）

イタリア語・イタリア文化

朝比奈　佳尉

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
初歩的なイタリア語の文法と表現を学びます。
挨拶や食事など、イタリア人の日常生活に関するあれこれを知ることで、日
ごろ自分たちが接しているものとはことなる文化に触れる機会を得ることが
できます。
言語と文化、ふたつの側面から、異文化へと近づくひとつの方法を体験する
のが目標です。
【到達目標】
イタリア的なものの肌触りをつかみ、異文化理解の足がかりとする。教室で
はその背後に息づく人々の気配を感じながら、さらに想像力を働かせ、社会、
文化、あるいは歴史と呼ばれるものへと、関心を広げながら、基本的なイタ
リア語によるコミュニケーション力を身につける。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」に
関連
【授業の進め方と方法】
毎回の授業をおよそ半分に分け、それぞれを「イタリア語」と「イタリア文
化」にあてます。
「イタリア語」では、まず講師が基本的な文法事項を解説します。その後、皆
さんには練習問題をペアもしくはグループで解いた上で、それを実際に発音
する練習をしてもらいます。
「イタリア文化」では、まず講師がイタリア（人）の生活にまつわるあれこれ
を、写真や動画を使用しながら紹介します。その上で皆さんには、自分たち
が生まれ育ち、いま暮らしている場所との比較をしてもらい、それを授業の
最後にレポートとして提出してもらいます。
興味深い視点や意見などは次の授業で紹介します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 1-1イタリア語に出会う

　
あいさつと自己紹介

2 1-2イタリアを知る “Buongiorno”と「こんにちは」の間
にあるもの

3 2-1イタリア語に出会う BARへ行き、注文する
4 2-2イタリアを知る BAR的な出会いを考える
5 3-1イタリア語に出会う 人称と距離について考える
6 3-2イタリアを知る 言葉と時代、そして歴史
7 4-1イタリア語に出会う 相手のことを知る　自分を伝える
8 4-2イタリアを知る カンパニリズモとイタリアの多様性
9 5-1イタリア語に出会う 家族について話す
10 5-2イタリアを知る 家族から見るイタリア的なもの
11 6-1イタリア語に出会う 道をたずねる
12 6-2イタリアを知る 「すべての道はローマに通ず」
13 7-1イタリア語に出会う 好きなものを伝える
14 7-2イタリアを知る イタリアの今
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
イタリアに関することに関心を向けておくこと。身近なところでは料理があ
るし、イタリアを題材にした小説や評論も数多くある。言葉の響きに触れて
おくなら映画や音楽を鑑賞してもよいだろう。各自工夫のこと。
本授業に関しては予習は必要ない。授業で学んだことをしっかり定着させ、試
験前に一夜漬けで勉強することがないよう、毎週30分から1時間かけて復習
するのが望ましい。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて授業中にプリントを配布する。また、イタリア語専用のノート
を用意すること。
【参考書】
『Quaderno d’italiano』（2011年、DTP出版）
教室で紹介するダイアローグ音源や練習問題は、基本的にこのテキストから
のものである。
【成績評価の方法と基準】
平常の課題60%、最終課題40%で評価する予定
【学生の意見等からの気づき】
語学と文化論を平行して進めてきた授業だが、今回の学生アンケートのコメン
トにおいて、イタリア語そのものへの関心の高さが示されたことを受け、今
後さらに発音や文法の解説の比重を高めてゆく。

【Outline (in English)】
In this class you will learn the basics of Italian and aspects of Italian
culture starting reviewing both accurate and inaccurate images you
may have about the country much loved by Japanese people for various
reasons. For example, a menu of an Italian restaurant in Tokyo I
once found: You can choose SPAGHETTI or PASTA. As all Italians will
clamor: SPAGHETTI is one of many kinds of PASTA!!!
Although this is, I hope, only a rare misunderstanding, what you know
about Italy may be inaccurate at times, if not wrong, and it is a shame
to have only fragmentary knowledge a country which, as far as I have
come to know, is full of characteristics that can be very useful to objectify
ourselves. I hope I can share with you some of the things I have seen
and learned in Italy.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAN100NA（経営学 / Management 100）

マーケティング

林　奈生子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
優れた技術や新規のアイディアを備えていれば製品は必ずヒットし市場で売
れていくのでしょうか。斬新な技術やユニークなアイディアで開発された製
品が人々の関心を引くことなく市場から消えていくことは珍しくありません。
多くの人に支持される製品を開発するにはマーケティングの思考が欠かせま
せん。また、今日、マーケティングの概念や知識は既に日常に浸透し使われ
ています。例えば、大学の研究室での議論、友人との会話、就職活動の面接
やグループ討議、就職後の製品企画会議などでは頻繁に用いられます。さら
に、マーケティングの用語は世界共通でありこれらの用語を知ることでどこ
でも誰とでも議論が可能になります。
授業では、主に企業のマーケティング活動からその基本知識を学びます。加
えて、マーケティングでの優れたデザインとは何かを考えます。
【到達目標】
本授業では次の２つの到達目標を設定します。
１．企業のマーケティング活動を自身の生活に関連させて考える力の習得。そ
のために、①マーケティングの概念と基本用語　②企業活動　③企業から発
信される情報－を理解することに重点を置きます。２．マーケティングの実
践力の習得。そのために、研究課題やケーススタディを実施し、自身の考え
を　①まとめる力　②表現する力　③伝える力－の養成を目指します。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業目標を達成するために、講義、研究課題、ケーススタディ、レポート、事
例紹介により進めます。
＊オンライン授業の場合はzoomのURL・ID・パスコード、授業運営などに
かかわる情報を学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊授業で使用する教材などがある場合は学習支援システム【教材】に掲示し
ます。
＊授業に関する質問などは学習支援システムで行ってください。学習支援シス
テム【授業内掲示板】に受講生の質問などを掲示できるトピックを設けます。
＊なお、質問などの際には　①シラバス　②学習支援システムの【お知らせ】
【授業内掲示板】【教材】　③学校が発信する通知－などを確認し、それらと
重複しないよう注意してください。
＊本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問
などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できる
トピックを使用してください。
＊授業計画の回、日程は変更になる場合があります。また、授業計画の内容
は受講生の習得状況などにより変更する場合があります。その場合は、いず
れも学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業内容・進め方・ルール、到達目

標と成績評価基準などを説明する。
2 マーケティングの歴史 マーケティングの歴史を概観する。

あわせて、顧客志向の萌芽を説明す
る。

3 マーケティングと企業 企業活動におけるマーケティングの
重要性を事例から学ぶ。

4 マーケティング・ツール マーケティングの４Ｐ（製品、価格、
流通、販売促進）を学ぶ。

5 研究課題①　新製品・
サービスの発案

研究課題の取り組み方、発表につい
て説明する。新製品・サービスのア
イディアを出し概略を考える。

6 研究課題②　新製品・
サービスのアイディア
を深める

前回考えたアイディアを深め、わか
りやすい形にする。

7 研究課題③　新製品・
サービスの具体化

新製品・サービスのアイディアを具
体化する。また、プレゼンテーショ
ンの準備を行う。

8 新製品・サービスの発表
①

新製品・サービスのプレゼンテー
ションを行い意見交換をする。

9 新製品・サービスの発表
②

引き続き新製品・サービスのプレゼ
ンテーションを行う。前回と今回の
意見交換を参考に改めて自身のアイ
ディアを深める機会とする。

10 マーケティング・ミック
スと情報

マーケティング・ツールとマーケ
ティング・ミックスの関係について
学ぶ。また、情報の重要性と収集・
分析の留意事項について知る。（プレ
ゼンテーションが終わらない場合は
本回にもその場を設けます）

11 市場の細分化 ＳＴＰ（セグメンテーション、ター
ゲティング、ポジショニング）の基
本知識と事例を学ぶ。

12 消費者購買プロセス 消費者の購買行動と企業のマーケ
ティング戦略の関係性を考える。

13 顧客との関係の強化 顧客との関係維持の必要性を学ぶ。
あわせて、企業のマーケティング活
動が顧客に何をもたらすべきなのか
について考える。

14 企業の社会的責任と
マーケティング

企業の社会的責任とマーケティング、
およびマーケティング領域の拡大に
ついて学ぶ。あわせて、レポート提
出について説明する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身の得た情報をマーケティングの観点で考え、分析する努力をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。必要な場合は授業で紹介します。
【参考書】
石井淳蔵　廣田章光編著『１からのマーケティング』中央経済社
フィリップ・コトラー　ケビン・レーン・ケラー著『コトラー＆ケラーのマー
ケティング・マネジメント基本編』ピアソン・エデュケーション
Ｐ.Ｆ．ドラッガー著『エッセンシャル版マネジメント基本と原則』ダイヤモ
ンド社
そのほか、随時、授業で紹介します。
【成績評価の方法と基準】
成績評価はレポート提出（配点90％）、平常点（配点10％）とします。詳細
は次の通りです。
＜レポート提出＞
１．レポートのテーマ：学習支援システム【課題】に掲示します。
２．言語：日本語
３．字数、フォント、ポイント：400字以上600字以内、フォント指定なし、
ポイント10.5
４．提出期間：第14回授業日の午前10時30分から翌週水曜日の午前10時30
分まで。なお、変更がある場合は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
５．提出方法：学習支援システム【課題】に掲示される添付ファイルのフォー
マットを用いて学習支援システムを通して提出
６．留意事項
（１）レポート提出は、学習支援システムを用い指示された方法で行ってくだ
さい。例えば、「特別なアプリを使用するもの」「指示以外の方法で提出された
もの」「学内のシステムとの互換性がない機器を使用したもの」などを用い、
通常の学習支援システムの操作でレポートを開けないものについては評価対
象外になります。
（２）学習支援システム【課題】【レポート提出】で閲覧できないレポートは評
価対象外となります。
（３）本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。従っ
て、講師のメールアドレスにレポートをメールしてもレポート提出とはみな
しません。
（４）学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を
用いてのレポート提出はレポート提出とはみなしません。
（５）レポート提出は、提出期間内に提出が完了するように日程管理・機器管
理をしてください。
（６）なお、大学の設定している時間と自身の機器の設定時間が同一とは限ら
ないので充分に注意してください。
（７）テキストボックスでの提出（投稿）は、レポート提出とはみなしません。
必ず、添付ファイルの所定のフォーマットを用いて提出してください。
（８）レポート提出の際は、添付ファイルが添付されたことを示すクリップマー
クを確認してください。
（９）レポート提出後の誤記などによる修正・訂正の申し出は受け付けません。
レポート提出は十分に見直したうえで行ってください。
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＜平常点＞
意見発表などを積極的に行った学生に配点します。
【学生の意見等からの気づき】
研究課題において受講生から「価値観が違う人の意見を聞くことで新たなア
イディアが生まれた」「1つの提案が様々な方向へ進化することが勉強になっ
た」「最初は不安だったが勇気を出して発表していろんな意見を聞けたことが
よかった」などの感想が寄せられた。研究課題が受講生の積極性、気づき、潜
在能力の顕在化を促していることがわかる。今後もより効果的に研究課題を
授業に組み入れたい。
【学生が準備すべき機器他】
zoomを使用できる機器を用意してください。
【その他の重要事項】
＜講師について＞
修士（経営学）、博士（公共政策学）
金融機関系コンサルティング会社にて経営コンサルティング、人材育成コン
サルティングの経験をもつ教員が、企業のマーケティング活動において求め
られる創造力の育成に資する講義を行います。
＜禁止事項：講師へのメール送信＞
本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問な
どは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できるト
ピックを使用してください。
＜留意事項：レポート提出＞
本授業でのレポート提出については、シラバスの【成績評価の方法と基準】＜
レポート提出＞を確認し、特に６．留意事項を守って提出してください。講
師のメールアドレスを用いてのレポート提出、学習支援システムの【99_感染
症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を用いてのレポート提出などはレポー
ト提出とはみなしません。
＜休講や自習の連絡＞
休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＜本授業の履修について＞
本授業の履修については、禁止事項や留意事項も含めてシラバスの内容をよ
く確認し履修届を出してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This is an introductory lecture on marketing. Learn the theory of
traditional marketing and consider what good design is in marketing
through some examples of modern business units. This lecture focuses
on understanding marketing concepts and meanings of basic terms,
business activities, and information transmitted from companies. This
course promotes student learning through lectures, group discussions
and presentations, and writing reports.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand the basic concepts of marketing.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content.
【Grading Criteria/policy】
90% for report submission, 10% for normal scores (participation, opinion
presentation, etc.).
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

マーケティング

林　奈生子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
優れた技術や新規のアイディアを備えていれば製品は必ずヒットし市場で売
れていくのでしょうか。斬新な技術やユニークなアイディアで開発された製
品が人々の関心を引くことなく市場から消えていくことは珍しくありません。
多くの人に支持される製品を開発するにはマーケティングの思考が欠かせま
せん。また、今日、マーケティングの概念や知識は既に日常に浸透し使われ
ています。例えば、大学の研究室での議論、友人との会話、就職活動の面接
やグループ討議、就職後の製品企画会議などでは頻繁に用いられます。さら
に、マーケティングの用語は世界共通でありこれらの用語を知ることでどこ
でも誰とでも議論が可能になります。
授業では、主に企業のマーケティング活動からその基本知識を学びます。加
えて、マーケティングでの優れたデザインとは何かを考えます。
【到達目標】
本授業では次の２つの到達目標を設定します。
１．企業のマーケティング活動を自身の生活に関連させて考える力の習得。そ
のために、①マーケティングの概念と基本用語　②企業活動　③企業から発
信される情報－を理解することに重点を置きます。２．マーケティングの実
践力の習得。そのために、研究課題やケーススタディを実施し、自身の考え
を　①まとめる力　②表現する力　③伝える力－の養成を目指します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業目標を達成するために、講義、研究課題、ケーススタディ、レポート、事
例紹介により進めます。
＊オンライン授業の場合はzoomのURL・ID・パスコード、授業運営などに
かかわる情報を学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊授業で使用する教材などがある場合は学習支援システム【教材】に掲示し
ます。
＊授業に関する質問などは学習支援システムで行ってください。学習支援シス
テム【授業内掲示板】に受講生の質問などを掲示できるトピックを設けます。
＊なお、質問などの際には　①シラバス　②学習支援システムの【お知らせ】
【授業内掲示板】【教材】　③学校が発信する通知－などを確認し、それらと
重複しないよう注意してください。
＊本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問
などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できる
トピックを使用してください。
＊授業計画の回、日程は変更になる場合があります。また、授業計画の内容
は受講生の習得状況などにより変更する場合があります。その場合は、いず
れも学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業内容・進め方・ルール、到達目

標と成績評価基準などを説明する。
2 マーケティングの歴史 マーケティングの歴史を概観する。

あわせて、顧客志向の萌芽を説明す
る。

3 マーケティングと企業 企業活動におけるマーケティングの
重要性を事例から学ぶ。

4 マーケティング・ツール マーケティングの４Ｐ（製品、価格、
流通、販売促進）を学ぶ。

5 研究課題①　新製品・
サービスの発案

研究課題の取り組み方、発表につい
て説明する。新製品・サービスのア
イディアを出し概略を考える。

6 研究課題②　新製品・
サービスのアイディア
を深める

前回考えたアイディアを深め、わか
りやすい形にする。

7 研究課題③　新製品・
サービスの具体化

新製品・サービスのアイディアを具
体化する。また、プレゼンテーショ
ンの準備を行う。

8 新製品・サービスの発表
①

新製品・サービスのプレゼンテー
ションを行い意見交換をする。

9 新製品・サービスの発表
②

引き続き新製品・サービスのプレゼ
ンテーションを行う。前回と今回の
意見交換を参考に改めて自身のアイ
ディアを深める機会とする。

10 マーケティング・ミック
スと情報

マーケティング・ツールとマーケ
ティング・ミックスの関係について
学ぶ。また、情報の重要性と収集・
分析の留意事項について知る。（プレ
ゼンテーションが終わらない場合は
本回にもその場を設けます）

11 市場の細分化 ＳＴＰ（セグメンテーション、ター
ゲティング、ポジショニング）の基
本知識と事例を学ぶ。

12 消費者購買プロセス 消費者の購買行動と企業のマーケ
ティング戦略の関係性を考える。

13 顧客との関係の強化 顧客との関係維持の必要性を学ぶ。
あわせて、企業のマーケティング活
動が顧客に何をもたらすべきなのか
について考える。

14 企業の社会的責任と
マーケティング

企業の社会的責任とマーケティング、
およびマーケティング領域の拡大に
ついて学ぶ。あわせて、レポート提
出について説明する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身の得た情報をマーケティングの観点で考え、分析する努力をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。必要な場合は授業で紹介します。
【参考書】
石井淳蔵　廣田章光編著『１からのマーケティング』中央経済社
フィリップ・コトラー　ケビン・レーン・ケラー著『コトラー＆ケラーのマー
ケティング・マネジメント基本編』ピアソン・エデュケーション
Ｐ.Ｆ．ドラッガー著『エッセンシャル版マネジメント基本と原則』ダイヤモ
ンド社
そのほか、随時、授業で紹介します。
【成績評価の方法と基準】
成績評価はレポート提出（配点90％）、平常点（配点10％）とします。詳細
は次の通りです。
＜レポート提出＞
１．レポートのテーマ：学習支援システム【課題】に掲示します。
２．言語：日本語
３．字数、フォント、ポイント：400字以上600字以内、フォント指定なし、
ポイント10.5
４．提出期間：第14回授業日の午前10時30分から翌週水曜日の午前10時30
分まで。なお、変更がある場合は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
５．提出方法：学習支援システム【課題】に掲示される添付ファイルのフォー
マットを用いて学習支援システムを通して提出
６．留意事項
（１）レポート提出は、学習支援システムを用い指示された方法で行ってくだ
さい。例えば、「特別なアプリを使用するもの」「指示以外の方法で提出された
もの」「学内のシステムとの互換性がない機器を使用したもの」などを用い、
通常の学習支援システムの操作でレポートを開けないものについては評価対
象外になります。
（２）学習支援システム【課題】【レポート提出】で閲覧できないレポートは評
価対象外となります。
（３）本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。従っ
て、講師のメールアドレスにレポートをメールしてもレポート提出とはみな
しません。
（４）学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を
用いてのレポート提出はレポート提出とはみなしません。
（５）レポート提出は、提出期間内に提出が完了するように日程管理・機器管
理をしてください。
（６）なお、大学の設定している時間と自身の機器の設定時間が同一とは限ら
ないので充分に注意してください。
（７）テキストボックスでの提出（投稿）は、レポート提出とはみなしません。
必ず、添付ファイルの所定のフォーマットを用いて提出してください。
（８）レポート提出の際は、添付ファイルが添付されたことを示すクリップマー
クを確認してください。
（９）レポート提出後の誤記などによる修正・訂正の申し出は受け付けません。
レポート提出は十分に見直したうえで行ってください。
＜平常点＞
意見発表などを積極的に行った学生に配点します。
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【学生の意見等からの気づき】
研究課題において受講生から「価値観が違う人の意見を聞くことで新たなア
イディアが生まれた」「1つの提案が様々な方向へ進化することが勉強になっ
た」「最初は不安だったが勇気を出して発表していろんな意見を聞けたことが
よかった」などの感想が寄せられた。研究課題が受講生の積極性、気づき、潜
在能力の顕在化を促していることがわかる。今後もより効果的に研究課題を
授業に組み入れたい。
【学生が準備すべき機器他】
zoomを使用できる機器を用意してください。
【その他の重要事項】
＜講師について＞
修士（経営学）、博士（公共政策学）
金融機関系コンサルティング会社にて経営コンサルティング、人材育成コン
サルティングの経験をもつ教員が、企業のマーケティング活動において求め
られる創造力の育成に資する講義を行います。
＜禁止事項：講師へのメール送信＞
本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。質問な
どは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問などを掲示できるト
ピックを使用してください。
＜留意事項：レポート提出＞
本授業でのレポート提出については、シラバスの【成績評価の方法と基準】＜
レポート提出＞を確認し、特に６．留意事項を守って提出してください。講
師のメールアドレスを用いてのレポート提出、学習支援システムの【99_感染
症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】を用いてのレポート提出などはレポー
ト提出とはみなしません。
＜休講や自習の連絡＞
休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＜本授業の履修について＞
本授業の履修については、禁止事項や留意事項も含めてシラバスの内容をよ
く確認し履修届を出してください。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This is an introductory lecture on marketing. Learn the theory of
traditional marketing and consider what good design is in marketing
through some examples of modern business units. This lecture focuses
on understanding marketing concepts and meanings of basic terms,
business activities, and information transmitted from companies. This
course promotes student learning through lectures, group discussions
and presentations, and writing reports.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand the basic concepts of marketing.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content.
【Grading Criteria/policy】
90% for report submission, 10% for normal scores (participation, opinion
presentation, etc.).
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マーケティング

林　奈生子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
優れた技術や新規のアイディアを備えていれば製品は必ずヒットし
市場で売れていくのでしょうか。斬新な技術やユニークなアイディ
アで開発された製品が人々の関心を引くことなく市場から消えてい
くことは珍しくありません。多くの人に支持される製品を開発する
にはマーケティングの思考が欠かせません。また、今日、マーケティ
ングの概念や知識は既に日常に浸透し使われています。例えば、大
学の研究室での議論、友人との会話、就職活動の面接やグループ討
議、就職後の製品企画会議などでは頻繁に用いられます。さらに、
マーケティングの用語は世界共通でありこれらの用語を知ることで
どこでも誰とでも議論が可能になります。
授業では、主に企業のマーケティング活動からその基本知識を学び
ます。加えて、マーケティングでの優れたデザインとは何かを考え
ます。

【到達目標】
本授業では次の２つの到達目標を設定します。
１．企業のマーケティング活動を自身の生活に関連させて考える力
の習得。そのために、①マーケティングの概念と基本用語　②企業
活動　③企業から発信される情報－を理解することに重点を置きま
す。２．マーケティングの実践力の習得。そのために、研究課題や
ケーススタディを実施し、自身の考えを　①まとめる力　②表現す
る力　③伝える力－の養成を目指します。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力 25%
（Ｈ）継続的学習能力 25%
（Ｉ）業務遂行能力 25%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業目標を達成するために、講義、研究課題、ケーススタディ、レ
ポート、事例紹介により進めます。
＊オンライン授業の場合はzoomのURL・ID・パスコード、授業運営
などにかかわる情報を学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊授業で使用する教材などがある場合は学習支援システム【教材】に
掲示します。
＊授業に関する質問などは学習支援システムで行ってください。学
習支援システム【授業内掲示板】に受講生の質問などを掲示できる
トピックを設けます。
＊なお、質問などの際には　①シラバス　②学習支援システムの【お
知らせ】【授業内掲示板】【教材】　③学校が発信する通知－などを
確認し、それらと重複しないよう注意してください。
＊本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じま
す。質問などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問
などを掲示できるトピックを使用してください。
＊授業計画の回、日程は変更になる場合があります。また、授業計
画の内容は受講生の習得状況などにより変更する場合があります。
その場合は、いずれも学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＊休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業内容・進め方・ルール、到

達目標と成績評価基準などを説
明する。

2 マーケティングの歴
史

マーケティングの歴史を概観す
る。あわせて、顧客志向の萌芽
を説明する。

3 マーケティングと企
業

企業活動におけるマーケティン
グの重要性を事例から学ぶ。

4 マーケティング・
ツール

マーケティングの４Ｐ（製品、
価格、流通、販売促進）を学ぶ。

5 研究課題①　新製
品・サービスの発案

研究課題の取り組み方、発表に
ついて説明する。新製品・サー
ビスのアイディアを出し概略を
考える。

6 研究課題②　新製
品・サービスのアイ
ディアを深める

前回考えたアイディアを深め、
わかりやすい形にする。

7 研究課題③　新製品・
サービスの具体化

新製品・サービスのアイディア
を具体化する。また、プレゼン
テーションの準備を行う。

8 新製品・サービスの
発表①

新製品・サービスのプレゼン
テーションを行い意見交換をす
る。

9 新製品・サービスの
発表②

引き続き新製品・サービスのプ
レゼンテーションを行う。前回
と今回の意見交換を参考に改め
て自身のアイディアを深める機
会とする。

10 マーケティング・
ミックスと情報

マーケティング・ツールとマー
ケティング・ミックスの関係に
ついて学ぶ。また、情報の重要
性と収集・分析の留意事項につ
いて知る。（プレゼンテーション
が終わらない場合は本回にもそ
の場を設けます）

11 市場の細分化 ＳＴＰ（セグメンテーション、
ターゲティング、ポジショニン
グ）の基本知識と事例を学ぶ。

12 消費者購買プロセス 消費者の購買行動と企業のマー
ケティング戦略の関係性を考え
る。

13 顧客との関係の強化 顧客との関係維持の必要性を学
ぶ。あわせて、企業のマーケ
ティング活動が顧客に何をもた
らすべきなのかについて考える。

14 企業の社会的責任と
マーケティング

企業の社会的責任とマーケティ
ング、およびマーケティング領
域の拡大について学ぶ。あわせ
て、レポート提出について説明
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自身の得た情報をマーケティングの観点で考え、分析する努力をす
ること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
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【テキスト（教科書）】
特になし。必要な場合は授業で紹介します。

【参考書】
石井淳蔵　廣田章光編著『１からのマーケティング』中央経済社
フィリップ・コトラー　ケビン・レーン・ケラー著『コトラー＆ケ
ラーのマーケティング・マネジメント基本編』ピアソン・エデュケー
ション
Ｐ.Ｆ．ドラッガー著『エッセンシャル版マネジメント基本と原則』
ダイヤモンド社
そのほか、随時、授業で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
成績評価はレポート提出（配点90％）、平常点（配点10％）としま
す。詳細は次の通りです。
＜レポート提出＞
１．レポートのテーマ：学習支援システム【課題】に掲示します。
２．言語：日本語
３．字数、フォント、ポイント：400字以上600字以内、フォント
指定なし、ポイント10.5
４．提出期間：第14回授業日の午前10時30分から翌週水曜日の午
前10時30分まで。なお、変更がある場合は学習支援システム【お
知らせ】に掲示します。
５．提出方法：学習支援システム【課題】に掲示される添付ファイ
ルのフォーマットを用いて学習支援システムを通して提出
６．留意事項
（１）レポート提出は、学習支援システムを用い指示された方法で
行ってください。例えば、「特別なアプリを使用するもの」「指示以
外の方法で提出されたもの」「学内のシステムとの互換性がない機器
を使用したもの」などを用い、通常の学習支援システムの操作でレ
ポートを開けないものについては評価対象外になります。
（２）学習支援システム【課題】【レポート提出】で閲覧できないレ
ポートは評価対象外となります。
（３）本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じ
ます。従って、講師のメールアドレスにレポートをメールしてもレ
ポート提出とはみなしません。
（４）学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提
出箱】を用いてのレポート提出はレポート提出とはみなしません。
（５）レポート提出は、提出期間内に提出が完了するように日程管
理・機器管理をしてください。
（６）なお、大学の設定している時間と自身の機器の設定時間が同一
とは限らないので充分に注意してください。
（７）テキストボックスでの提出（投稿）は、レポート提出とはみな
しません。必ず、添付ファイルの所定のフォーマットを用いて提出
してください。
（８）レポート提出の際は、添付ファイルが添付されたことを示すク
リップマークを確認してください。
（９）レポート提出後の誤記などによる修正・訂正の申し出は受け付
けません。レポート提出は十分に見直したうえで行ってください。
＜平常点＞
意見発表などを積極的に行った学生に配点します。

【学生の意見等からの気づき】
研究課題において受講生から「価値観が違う人の意見を聞くことで
新たなアイディアが生まれた」「1つの提案が様々な方向へ進化する
ことが勉強になった」「最初は不安だったが勇気を出して発表してい
ろんな意見を聞けたことがよかった」などの感想が寄せられた。研
究課題が受講生の積極性、気づき、潜在能力の顕在化を促している
ことがわかる。今後もより効果的に研究課題を授業に組み入れたい。

【学生が準備すべき機器他】
zoomを使用できる機器を用意してください。

【その他の重要事項】
＜講師について＞
修士（経営学）、博士（公共政策学）
金融機関系コンサルティング会社にて経営コンサルティング、人材
育成コンサルティングの経験をもつ教員が、企業のマーケティング
活動において求められる創造力の育成に資する講義を行います。
＜禁止事項：講師へのメール送信＞
本授業では講師のメールアドレスに直接メールすることを禁じます。
質問などは学習支援システム【授業内掲示板】の受講生の質問など
を掲示できるトピックを使用してください。
＜留意事項：レポート提出＞

本授業でのレポート提出については、シラバスの【成績評価の方法
と基準】＜レポート提出＞を確認し、特に６．留意事項を守って提
出してください。講師のメールアドレスを用いてのレポート提出、
学習支援システムの【99_感染症に係る授業欠席等配慮願　提出箱】
を用いてのレポート提出などはレポート提出とはみなしません。
＜休講や自習の連絡＞
休講や自習の連絡は学習支援システム【お知らせ】に掲示します。
＜本授業の履修について＞
本授業の履修については、禁止事項や留意事項も含めてシラバスの
内容をよく確認し履修届を出してください。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This is an introductory lecture on marketing. Learn the
theory of traditional marketing and consider what good design
is in marketing through some examples of modern business
units. This lecture focuses on understanding marketing
concepts and meanings of basic terms, business activities,
and information transmitted from companies. This course
promotes student learning through lectures, group discussions
and presentations, and writing reports.
【Learning Objectives】
The goal of this course is to understand the basic concepts of
marketing.
【Learning activities outside of classroom】
After each class meeting, students will be expected to spend
two hours to understand the course content.
【Grading Criteria/policy】
90% for report submission, 10% for normal scores (participa-
tion, opinion presentation, etc.).
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

エコノミクス

李　江南

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この『エコノミクス』では、主にミクロ経済学とマクロ経済学に基
づいて、現代経済学の基本原理と考え方を理解し、効率的な資源配
分の方法を学び、経済学のレンズを通して人間の経済行動の考え方
を理解することができます。具体的に消費者行動、企業の生産行動、
市場のしくみ、ゲーム理論、マクロ経済政策などを取り上げます。
また、計量経済学的な事例も交えながら、因果関係の検証方法を理
解します。具体的にゲーム理論に焦点を当て、ゲーム理論の研究手
法を学ぶことを通じて、今後の人生や仕事に役立てたいと思います。
授業内容は授業で使用した資料をもとに、講義を進めます。試験の
評価は、出席評価、2つの課題、期末試験に分け、基準としています。

【到達目標】
本講義履修者が真摯な学習を通じて獲得しうるスキルは以下の２点
になります。
①経済学的に物事を考えるための経済理論の基礎を身につける。
　そのためには、皆さんが行うこと、日頃から経済の諸問題などに
対して、「なぜ、どうして」などの問題意識を持ち、仮説化し検証す
る習慣を身につけるための動機づけをおこなう。
②①を行うための基礎的な数学（あるいは数学的処理）方法や経済
　モデルを学ぶこと。
　
学習・教育到達目標との関連（アーキテクト・マインド）
教養力：◎
　

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体を通じて、経済理論を実際の経済あるいは社会問題に応用
することに主眼を置きます。授業の資料はプリント形式で行われ、
特に参考資料はありません。 2回の課題を課し、期末試験は選択式
の問題で行われます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学とはどんな学問か。現代

経済学の枠組み。
2 ゲーム理論基礎と

じゃんけんゲームの
勝利法

ゲーム理論の基礎と実例。じゃ
んけんゲームに勝つ方法。

3 静学ゲームの研究手
法と事例

「囚人のジレンマ」とは何か。テ
レビ局間の放送内容決定ゲーム。

4 じゃんけんゲームの
必勝法と混合戦略
ナッシュ均衡

混合戦略ナッシュ均衡とは何か。
ゼロサムゲームの解け方と事例。

5 動学ゲームの研究手
法と事例

数取りゲームの必勝法と立地
ゲームの考え方。

6 銀行破綻とコミット
メント

銀行破綻ゲームとコミットメン
トの意味と映画の応用例。

7 繰り返しゲーム 複数回ゲームする場合の戦略の
決め方。

8 ミクロ経済学ー消費
者理論

消費者はどのように自分の消費
計画を立てるのがベストなのか
を学ぶ。

9 ミクロ経済学ー生産
者理論

生産者はどのように生産計画を
作って利潤最大化を実現するの
かを学ぶ。

10 ミクロ経済学ー市場
均衡理論

多数の消費者と生産者が存在す
る市場のメカニズム

11 マクロ経済学の基礎
１

マクロ経済学の枠組み、GDP、
インフレ、失業率などを学ぶ。

12 マクロ経済学の基礎
２

価格指数、バブル、信用乗数に
ついて学ぶ。

13 マクロ経済学モデル、
IS-LMモデル

IS-LMモデルの導入、マクロ経
済学での金融政策と財政政策に
ついて学ぶ。

14 宿題の解説と期末試
験の説明

宿題1と２の解説と期末試験の
説明。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配信される資料の予習と復習が必要。配布資料を中心に進めるため、
講義に出席し、講義内で習ったことの復習を中心に学習すること。
なお、事前に配布されたプリント（資料）や演習問題には目を通し
ておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各1～2時間を標準と
します。

【テキスト（教科書）】
なし。講義ノートと適時に配布するプリント教材を中心に講義を進
めます。

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
出席評価：40％
宿題２回：30％
期末試験：30％
合計：100％

【学生の意見等からの気づき】
レポートの書き方、統計や数学の復習、経済学を超えた盛りだくさ
んの解説で役立ったとのコメントがありました。その一方で、内容
が広範なため消化不良を起こす学生もいます。消化不良を起こさな
いように、みなさんも講義の聞き流しではなく、学習したことを復
習してください。

【学生が準備すべき機器他】
なし。対面授業の場合、パワーポイントと黒板を利用する。コロナ
などの感染症の状況により、オンライン授業（zoom）となる場合は、
各自でPCまたはスマホなどIT環境を整えてください。

【その他の重要事項】
2024年度の授業も秋学期になりました。
シラバスの内容や講義の順番を変更する場合もあります。ご了承く
ださい。
対面授業で行う予定です。
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【Outline (in English)】
This "Economics" course, based primarily on microeconomics
and macroeconomics, will help students understand the basic
principles and concepts of modern economics, learn how to
allocate resources efficiently, and understand the concept of
human economic behavior through the lens of economics.
Specific topics covered include consumer behavior, production
behavior of firms, market mechanisms, game theory, and
macroeconomic policy. Students will also understand how
to examine causality with econometric examples. Focusing
specifically on game theory, we hope to make use of this
knowledge in our future life and work through learning the
research methods of game theory. Class content will be based
on the materials used in class. Examinations will be divided
into attendance evaluation, two assignments, and a final exam,
which will be used as the standard.
[Learning Activities outside of classroom]
Preparation and review of the materials to be distributed are
required. Students should attend the lectures and focus on
reviewing what they have learned in the lectures, since the
lectures will be mainly based on the distributed materials. In
addition, students are expected to read through the handouts
(materials) and exercises distributed in advance of the class.
The standard preparation and review time for this class is one
to two hours each.
[Grading Criteria / Policy]
Attendance evaluation: 40%
Two homework assignments: 30%.
Final exam: 30%.
Total: 100%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ECN100NA（経済学 / Economics 100）

エコノミクス

李　江南

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この『エコノミクス』では、主にミクロ経済学とマクロ経済学に基
づいて、現代経済学の基本原理と考え方を理解し、効率的な資源配
分の方法を学び、経済学のレンズを通して人間の経済行動の考え方
を理解することができます。具体的に消費者行動、企業の生産行動、
市場のしくみ、ゲーム理論、マクロ経済政策などを取り上げます。
また、計量経済学的な事例も交えながら、因果関係の検証方法を理
解します。具体的にゲーム理論に焦点を当て、ゲーム理論の研究手
法を学ぶことを通じて、今後の人生や仕事に役立てたいと思います。
授業内容は授業で使用した資料をもとに、講義を進めます。試験の
評価は、出席評価、2つの課題、期末試験に分け、基準としています。

【到達目標】
本講義履修者が真摯な学習を通じて獲得しうるスキルは以下の２点
になります。
①経済学的に物事を考えるための経済理論の基礎を身につける。
　そのためには、皆さんが行うこと、日頃から経済の諸問題などに
対して、「なぜ、どうして」などの問題意識を持ち、仮説化し検証す
る習慣を身につけるための動機づけをおこなう。
②①を行うための基礎的な数学（あるいは数学的処理）方法や経済
　モデルを学ぶこと。
　
学習・教育到達目標との関連（アーキテクト・マインド）
教養力：◎
　

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体を通じて、経済理論を実際の経済あるいは社会問題に応用
することに主眼を置きます。授業の資料はプリント形式で行われ、
特に参考資料はありません。 2回の課題を課し、期末試験は選択式
の問題で行われます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学とはどんな学問か。現代

経済学の枠組み。
2 ゲーム理論基礎と

じゃんけんゲームの
勝利法

ゲーム理論の基礎と実例。じゃ
んけんゲームに勝つ方法。

3 静学ゲームの研究手
法と事例

「囚人のジレンマ」とは何か。テ
レビ局間の放送内容決定ゲーム。

4 じゃんけんゲームの
必勝法と混合戦略
ナッシュ均衡

混合戦略ナッシュ均衡とは何か。
ゼロサムゲームの解け方と事例。

5 動学ゲームの研究手
法と事例

数取りゲームの必勝法と立地
ゲームの考え方。

6 銀行破綻とコミット
メント

銀行破綻ゲームとコミットメン
トの意味と映画の応用例。

7 繰り返しゲーム 複数回ゲームする場合の戦略の
決め方。

8 ミクロ経済学ー消費
者理論

消費者はどのように自分の消費
計画を立てるのがベストなのか
を学ぶ。

9 ミクロ経済学ー生産
者理論

生産者はどのように生産計画を
作って利潤最大化を実現するの
かを学ぶ。

10 ミクロ経済学ー市場
均衡理論

多数の消費者と生産者が存在す
る市場のメカニズム

11 マクロ経済学の基礎
１

マクロ経済学の枠組み、GDP、
インフレ、失業率などを学ぶ。

12 マクロ経済学の基礎
２

価格指数、バブル、信用乗数に
ついて学ぶ。

13 マクロ経済学モデル、
IS-LMモデル

IS-LMモデルの導入、マクロ経
済学での金融政策と財政政策に
ついて学ぶ。

14 宿題の解説と期末試
験の説明

宿題1と２の解説と期末試験の
説明。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配信される資料の予習と復習が必要。配布資料を中心に進めるため、
講義に出席し、講義内で習ったことの復習を中心に学習すること。
なお、事前に配布されたプリント（資料）や演習問題には目を通し
ておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各1～2時間を標準と
します。

【テキスト（教科書）】
なし。講義ノートと適時に配布するプリント教材を中心に講義を進
めます。

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
出席評価：40％
宿題２回：30％
期末試験：30％
合計：100％

【学生の意見等からの気づき】
レポートの書き方、統計や数学の復習、経済学を超えた盛りだくさ
んの解説で役立ったとのコメントがありました。その一方で、内容
が広範なため消化不良を起こす学生もいます。消化不良を起こさな
いように、みなさんも講義の聞き流しではなく、学習したことを復
習してください。

【学生が準備すべき機器他】
なし。対面授業の場合、パワーポイントと黒板を利用する。コロナ
などの感染症の状況により、オンライン授業（zoom）となる場合は、
各自でPCまたはスマホなどIT環境を整えてください。

【その他の重要事項】
2024年度の授業も秋学期になりました。
シラバスの内容や講義の順番を変更する場合もあります。ご了承く
ださい。
対面授業で行う予定です。
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

【Outline (in English)】
This "Economics" course, based primarily on microeconomics
and macroeconomics, will help students understand the basic
principles and concepts of modern economics, learn how to
allocate resources efficiently, and understand the concept of
human economic behavior through the lens of economics.
Specific topics covered include consumer behavior, production
behavior of firms, market mechanisms, game theory, and
macroeconomic policy. Students will also understand how
to examine causality with econometric examples. Focusing
specifically on game theory, we hope to make use of this
knowledge in our future life and work through learning the
research methods of game theory. Class content will be based
on the materials used in class. Examinations will be divided
into attendance evaluation, two assignments, and a final exam,
which will be used as the standard.
[Learning Activities outside of classroom]
Preparation and review of the materials to be distributed are
required. Students should attend the lectures and focus on
reviewing what they have learned in the lectures, since the
lectures will be mainly based on the distributed materials. In
addition, students are expected to read through the handouts
(materials) and exercises distributed in advance of the class.
The standard preparation and review time for this class is one
to two hours each.
[Grading Criteria / Policy]
Attendance evaluation: 40%
Two homework assignments: 30%.
Final exam: 30%.
Total: 100%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ECN100NA（経済学 / Economics 100）

エコノミクス

李　江南

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この『エコノミクス』では、主にミクロ経済学とマクロ経済学に基
づいて、現代経済学の基本原理と考え方を理解し、効率的な資源配
分の方法を学び、経済学のレンズを通して人間の経済行動の考え方
を理解することができます。具体的に消費者行動、企業の生産行動、
市場のしくみ、ゲーム理論、マクロ経済政策などを取り上げます。
また、計量経済学的な事例も交えながら、因果関係の検証方法を理
解します。具体的にゲーム理論に焦点を当て、ゲーム理論の研究手
法を学ぶことを通じて、今後の人生や仕事に役立てたいと思います。
授業内容は授業で使用した資料をもとに、講義を進めます。試験の
評価は、出席評価、2つの課題、期末試験に分け、基準としています。

【到達目標】
本講義履修者が真摯な学習を通じて獲得しうるスキルは以下の２点
になります。
①経済学的に物事を考えるための経済理論の基礎を身につける。
　そのためには、皆さんが行うこと、日頃から経済の諸問題などに
対して、「なぜ、どうして」などの問題意識を持ち、仮説化し検証す
る習慣を身につけるための動機づけをおこなう。
②①を行うための基礎的な数学（あるいは数学的処理）方法や経済
　モデルを学ぶこと。
　
学習・教育到達目標との関連（アーキテクト・マインド）
教養力：◎
　

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
講義全体を通じて、経済理論を実際の経済あるいは社会問題に応用
することに主眼を置きます。授業の資料はプリント形式で行われ、
特に参考資料はありません。 2回の課題を課し、期末試験は選択式
の問題で行われます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 経済学とはどんな学問か。現代

経済学の枠組み。
2 ゲーム理論基礎と

じゃんけんゲームの
勝利法

ゲーム理論の基礎と実例。じゃ
んけんゲームに勝つ方法。

3 静学ゲームの研究手
法と事例

「囚人のジレンマ」とは何か。テ
レビ局間の放送内容決定ゲーム。

4 じゃんけんゲームの
必勝法と混合戦略
ナッシュ均衡

混合戦略ナッシュ均衡とは何か。
ゼロサムゲームの解け方と事例。

5 動学ゲームの研究手
法と事例

数取りゲームの必勝法と立地
ゲームの考え方。

6 銀行破綻とコミット
メント

銀行破綻ゲームとコミットメン
トの意味と映画の応用例。

7 繰り返しゲーム 複数回ゲームする場合の戦略の
決め方。

8 ミクロ経済学ー消費
者理論

消費者はどのように自分の消費
計画を立てるのがベストなのか
を学ぶ。

9 ミクロ経済学ー生産
者理論

生産者はどのように生産計画を
作って利潤最大化を実現するの
かを学ぶ。

10 ミクロ経済学ー市場
均衡理論

多数の消費者と生産者が存在す
る市場のメカニズム

11 マクロ経済学の基礎
１

マクロ経済学の枠組み、GDP、
インフレ、失業率などを学ぶ。

12 マクロ経済学の基礎
２

価格指数、バブル、信用乗数に
ついて学ぶ。

13 マクロ経済学モデル、
IS-LMモデル

IS-LMモデルの導入、マクロ経
済学での金融政策と財政政策に
ついて学ぶ。

14 宿題の解説と期末試
験の説明

宿題1と２の解説と期末試験の
説明。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配信される資料の予習と復習が必要。配布資料を中心に進めるため、
講義に出席し、講義内で習ったことの復習を中心に学習すること。
なお、事前に配布されたプリント（資料）や演習問題には目を通し
ておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各1～2時間を標準と
します。

【テキスト（教科書）】
なし。講義ノートと適時に配布するプリント教材を中心に講義を進
めます。

【参考書】
特にありません。

【成績評価の方法と基準】
出席評価：40％
宿題２回：30％
期末試験：30％
合計：100％

【学生の意見等からの気づき】
レポートの書き方、統計や数学の復習、経済学を超えた盛りだくさ
んの解説で役立ったとのコメントがありました。その一方で、内容
が広範なため消化不良を起こす学生もいます。消化不良を起こさな
いように、みなさんも講義の聞き流しではなく、学習したことを復
習してください。

【学生が準備すべき機器他】
なし。対面授業の場合、パワーポイントと黒板を利用する。コロナ
などの感染症の状況により、オンライン授業（zoom）となる場合は、
各自でPCまたはスマホなどIT環境を整えてください。

【その他の重要事項】
2024年度の授業も秋学期になりました。
シラバスの内容や講義の順番を変更する場合もあります。ご了承く
ださい。
対面授業で行う予定です。
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

【Outline (in English)】
This "Economics" course, based primarily on microeconomics
and macroeconomics, will help students understand the basic
principles and concepts of modern economics, learn how to
allocate resources efficiently, and understand the concept of
human economic behavior through the lens of economics.
Specific topics covered include consumer behavior, production
behavior of firms, market mechanisms, game theory, and
macroeconomic policy. Students will also understand how
to examine causality with econometric examples. Focusing
specifically on game theory, we hope to make use of this
knowledge in our future life and work through learning the
research methods of game theory. Class content will be based
on the materials used in class. Examinations will be divided
into attendance evaluation, two assignments, and a final exam,
which will be used as the standard.
[Learning Activities outside of classroom]
Preparation and review of the materials to be distributed are
required. Students should attend the lectures and focus on
reviewing what they have learned in the lectures, since the
lectures will be mainly based on the distributed materials. In
addition, students are expected to read through the handouts
(materials) and exercises distributed in advance of the class.
The standard preparation and review time for this class is one
to two hours each.
[Grading Criteria / Policy]
Attendance evaluation: 40%
Two homework assignments: 30%.
Final exam: 30%.
Total: 100%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

竹内　洋輔

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め、生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は、履修希望者が履修可能定員を超えた科目については、事前のガ
イダンスにおいて抽選で履修可能者をする。
授業は数種目のスポーツ・身体活動を教材とした演習や講義等で構成され、授
業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験やレポート等の評価
を総合的に判定して単位を授与する。
毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や感想をいくつか取り上
げ、全体に対してフィードバックを行う。
基本的に対面での実施をするため、大学の感染症対策を守って対面で参加で
きる学生が受講することが望ましい。
コロナ禍の影響により大学側の感染対策によってオンライン・オンデマンド
授業等授業実施方法が変更になった場合には授業支援システム（Hoppii）を
通して告知する。
その他、授業に関わる連絡事項については、市ヶ谷総合体育館の掲示板や、授
業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告知する。
その他、スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説
明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（講義） 授業ガイダンスによって、授業の概

要を理解する。
2 体力測定（講義および実

習)
体力測定の意義を理解して実施する。
自らの体力測定結果を評価し、考察
する。

3 健康と体力（講義） 様々な健康関連・医学的情報を理解
し、体力測定の結果を踏まえ、自ら
の健康の維持・改善に必要な情報を
適切に選択できる能力の修得をする
（講義）

4 トレーニング演習（講義
及び実習）

トレーニングの理論及び実践方法を
理解する

5 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅠ

対戦形式（ネット型）を通じた協同
活動の理解、バドミントンの基礎技
術のトレーニングおよび、ミニゲー
ムを行う

6 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅡ (講義
および実習)

バトミントンの基礎技術を応用し、
実践を行う

7 ウォーキング (講義およ
び実習)

有酸素運動としてウォーキングを校
外にて実施し、人間のエネルギーの
消費系統に関する理解を深める

8 得点形式スポーツを学
ぶⅠ (講義および実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、バ
スケットボールの競技特性を理解し
たうえで、対戦相手に応じてルール
を工夫し、安全に配慮してゲームを
行う

9 得点形式スポーツを学
ぶⅡ (講義および実習)

バスケットボールの基礎技術を応用
し、安全に配慮してゲームを行う

10 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅢ (理論
と実習)

対戦形式（ネット型）を通じた協同
活動の理解、ネットスポーツとして
卓球の基礎技術のトレーニングおよ
び、シングルスのゲームを行う

11 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅣ (理論
と実習)

卓球の応用技術を習得し、ダブルス
のゲームを行う

12 得点形式スポーツを学
ぶⅢ (理論と実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、フッ
トサルについて、基礎技術のトレー
ニングおよび、ミニゲームを行う

13 得点形式スポーツを学
ぶⅣ (理論と実習)

フットサルについて、応用技術の習
得し、ゲームを行う

14 総括（講義） これまで授業で行った内容やその関
連項目について理論を含め講義し、
質問や意見交換を行い総括とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習するにあたっては、授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自
が体調を整えた上で授業に臨むこと。
また授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当教員
の指示に従って実践すること。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
1)授業中の活動に対する参画状況・授業態度を60%　2)授業に対する理解度
や課題・レポートを40％の配分として総合評価する。またこの成績評価方法
は原則的なものであり、病弱者、見学者、特別な身体的理由により通常の活
動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価する。
【学生の意見等からの気づき】
大学で体育を行う意味や、健康の維持・増進に運動がどう関わるのか、また
そのための運動についてや、他者とのコミュニケートの重要性について良く
理解をできた等の意見を頂きました。
今後も受講生との対話や授業改善アンケートをもとに、より良い授業内容を
実施できるよう努めます。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツウェア・室内履き等
その他必要なものは、適宜お知らせする。
【その他の重要事項】
新型コロナウィルス感染症による影響により、授業の実施方法や計画が変更
になることがある。授業に関する連絡は授業支援システムを利用して告知を
するため、必ずお知らせメールを受診できるようにしておくこと。
対面実技授業においては、運動着の着用および室内運動靴が必要となる。
教場の関係により、授業計画の順序等が変更になることがある。
初回授業に関しては、ガイダンスの為、運動着への着替えを必要としない。
授業当日、実技実施前後において、自身の身体で体調・障害等気になる点が
有った際には、必ず担当教員に申告し、対応の指示を受けること。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course will make students deeply understand
the significance and the effect of physical activity. Therefore, students
who take this course can improve properly learning and attitude about
physical, mental, and social health necessary throughout the students’
future of life.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Understand more about the meaning and role of physical activity
from various perspectives.
2. Use sports and physical activities to establish a prosperous and
healthy student life and social life.
3. Develop essential knowledge and attitudes that contribute to self-
management．
4. Develop the ability to demonstrate leadership and solve problems
through communication with others.
5. Acquire various skills related to the development of employability.
【Learning activities outside of classroom】Students are expected to
follow the lecture’s instructions in charge of the class regarding the
assignments to be done after class and preparations for the next class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
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【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the contents
of experiments, investigations, and presentations (60 %) and the class
participation (not attendance) (40%).
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HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

西村　一帆

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深める。
生涯を通じて身体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な
知識の習得や態度を講義および実習を通して育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考えられる
他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能
力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々のスキル
の獲得を図る。
　
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力 30%
（Ｉ）業務遂行能力 30%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避するため体育
施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定のため、授業に関わる連
絡事項については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告
知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意すること。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいくつか取り
上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目授業
　

ガイダンス 授業概要についての説明

2回目授業
　

体力測定 ・自分の健康状態の把握
・生活状況を考える

3回目授業
　

体作り運動 ・体を使った動き
・徒手
・バランスボール
・大縄跳び

4回目授業 筋力アップ運動 ・筋力トレーニングの理論と実践
5回目授業
　

ネット種目 (ニュース
ポーツ)
・インディアカ
・ソフトバレー
・バレーボール

・ニュースポーツ理論と実践

6回目授業 ネットラケット種目
・バドミントン

・シングルス/ダブルス理論と実践

7回目授業
　

ボールゴール型種目
・バスケットボール

・バスケットボール理論と実践

8回目授業
　

有酸素運動
・ウォーキング

・有酸素運動の理論と実践

9回目授業
　

ニュースポーツ (室内
競技)
・ユニホック

・ユニホック理論と実践

10 回目授
業　

ネット種目
・バレーボール (変則
ルール)

・バレーボール理論と実践

11 回目授
業　

ネット種目
・バレーボール

・バレーボール理論と実践

12 回目授
業　

ネットラケット種目
・卓球シングルス

・シングルスゲーム理論と実践

13 回目授
業　

ネットラケット種目
・卓球ダブルス

・ダブルスゲーム理論と実践

14 回目授
業　

ボールゴール型種目
・フットサル

・フットサル理論と実践

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自が体調を整えたうえで
授業に臨むこと。
　また、授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当
教員の指示に従って実践すること。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布する。
【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
　毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レポート
など）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の配分で評価する。
　なお欠席および課題の提出が期限をすぎた場合は評価が低下する。出席が
授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履修時間を下回ると
判断されるためE評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
社会情勢や使用教場の状況により、授業計画を変更して授業を展開すること
もあるので、柔軟に対応すること。
【学生が準備すべき機器他】
オンデマンド型の授業にも対応できるよう準備をすること
【その他の重要事項】
問い合わせ教員連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要 (Course outline)】This class involves a variety of sports.
Develop an understanding of the significance and role of physical
activity.
Develop through lectures and practical training the acquisition of
basic knowledge and attitudes that contribute to the maintenance
and promotion of physical and social health and self-management
throughout life.
【到達目標 (Learning Objectives)】
To experience the joy of physical exercise, and
To build smooth relationships with other people, and
the observance of rules and discipline; and
Helping each other.
【成績評価の方法と基準(Grading Criteria /Policy)】Active participation in
class and submission of reports are comprehensively evaluated.
【授業時間外の学習 (Learning activities outside of classroom)】Students
must be in good physical condition before attending class to ensure that
they are physically and mentally fit during physical activities in class.
　In addition, students should follow the instructions of their respective
class instructor regarding any assignments to be done after class and
preparations for the next class.
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HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

佐藤　優希

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は必修科目で，原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜
日・時限が指定され，週1回，半期にわたって開講される。授業は数種目のス
ポーツ実践や講義等から構成され，授業中の活動に対する参画状況や授業態
度等に加え，試験及びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授
与する。授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーから
いくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。スポーツ総合演習
の詳細については、ガイダンス動画で説明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともにスポー

ツ活動への取り組みに対する動機づ
けを図る。

2 体力測定 体力測定（50m走、シャトルランを
除く）を通じて、現状の体力レベル
を知る（講義および実習）

3 体力測定フィードバック 体力測定データのフィードバックか
ら健康を維持するための方法を考え
る（講義）

4 トレーニングと健康 レーニングセンターの利用方法およ
び安全講習を行い、「トレーニング」
という観点から健康を維持するため
の方法を学ぶ（講義及び実習）

5 グループワーク 他己紹介を用いたグループワークに
取り組む。また、スポーツ経験を受
講者間で共有する。実技種目はドッ
ジビーを用いる（グループワークお
よび実習）

6 集団スポーツを学ぶ1 バレーボールを通じた相互理解の促
進（講義及び実習）

7 集団スポーツを学ぶ2 バレーボールを通じた対人スキルの
促進（講義及び実習）

8 個人スポーツを学ぶ1 バドミントンを通じた共同活動の理
解と実践（講義および実習）

9 個人スポーツを学ぶ2 バドミントンを通じた対人スキルの
促進（講義及び実習）

10 スポーツとコーピング スポーツの観点からストレスへの対
処（コーピング）について学ぶ（講
義）

11 個人スポーツを学ぶ3 卓球を通じた対人スキルの促進（講
義及び実習）

12 集団スポーツを学ぶ3 バスケットボールを通じた相互理解
の促進（講義及び実習）

13 集団スポーツを学ぶ4 バスケットボールを通じた共同活動
の理解と実践（講義および実習）

14 総括、レポート 授業の総括およびレポートに取り組
む。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間以上です。本授業は
講義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対人関係の促進に
資することについて理解することを目的としています。そのため、日々の身
体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録し、その内容を振り返り、
その効果と今後の課題を記録してください。また、テレビ、新聞、Web等か
ら発信される種々のスポーツ関連の情報に目を向ける習慣をつけてください。
その作業により、本講義内容の理解が深まります。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・レポー
ト40％の配分として総合評価します。なお、この成績評価方法は原則的なも
のであり、通常の活動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記述がされ
ているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述できている
かについて評価します。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出してくだ
さい。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、ディ
スカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象とするとい
う意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から20分以
内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。やむを得な
い理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員に報告して
ください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠席する場合、出席可
能となった授業時にその旨について担当教員に報告してください。なお、病
気や怪我による通院などによる欠席の場合、そのことを証明できる資料を担
当教員に提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ましい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授業を展開
します。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポーツウェ
アや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、実習中は
外すことが望ましい。
【その他の重要事項】
1.原則として対面授業を実施する予定です。学習支援システムから授業に関
する情報を配信します。そのため、都度、学習支援システムをチェックする
ようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席してください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁とし、その行
為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合もあります。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity, and to foster the
acquisition of essential knowledge and attitudes that contribute to
the maintenance and promotion of physical, mental, and social health
and self-management throughout life through lectures and practical
training.
Students are expected to be in good physical condition before attending
the class so that they will not have any physical or mental problems
during the physical activities in the class. In addition, students are
expected to follow the lecture’s instructions in charge of the class
regarding assignments to be done after class and preparations for the
next class. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are sick or
weak, observers, or have special physical reasons that make normal
activities difficult will be evaluated individually.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

竹内　洋輔

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め、生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は、履修希望者が履修可能定員を超えた科目については、事前のガ
イダンスにおいて抽選で履修可能者をする。
授業は数種目のスポーツ・身体活動を教材とした演習や講義等で構成され、授
業中の活動に対する参画状況や授業態度等に加え、試験やレポート等の評価
を総合的に判定して単位を授与する。
毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や感想をいくつか取り上
げ、全体に対してフィードバックを行う。
基本的に対面での実施をするため、大学の感染症対策を守って対面で参加で
きる学生が受講することが望ましい。
コロナ禍の影響により大学側の感染対策によってオンライン・オンデマンド
授業等授業実施方法が変更になった場合には授業支援システム（Hoppii）を
通して告知する。
その他、授業に関わる連絡事項については、市ヶ谷総合体育館の掲示板や、授
業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告知する。
その他、スポーツ総合演習の詳細については、各学部のガイダンスの際に説
明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（講義） 授業ガイダンスによって、授業の概

要を理解する。
2 体力測定（講義および実

習)
体力測定の意義を理解して実施する。
自らの体力測定結果を評価し、考察
する。

3 健康と体力（講義） 様々な健康関連・医学的情報を理解
し、体力測定の結果を踏まえ、自ら
の健康の維持・改善に必要な情報を
適切に選択できる能力の修得をする
（講義）

4 トレーニング演習（講義
及び実習）

トレーニングの理論及び実践方法を
理解する

5 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅠ

対戦形式（ネット型）を通じた協同
活動の理解、バドミントンの基礎技
術のトレーニングおよび、ミニゲー
ムを行う

6 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅡ (講義
および実習)

バトミントンの基礎技術を応用し、
実践を行う

7 ウォーキング (講義およ
び実習)

有酸素運動としてウォーキングを校
外にて実施し、人間のエネルギーの
消費系統に関する理解を深める

8 得点形式スポーツを学
ぶⅠ (講義および実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、バ
スケットボールの競技特性を理解し
たうえで、対戦相手に応じてルール
を工夫し、安全に配慮してゲームを
行う

9 得点形式スポーツを学
ぶⅡ (講義および実習)

バスケットボールの基礎技術を応用
し、安全に配慮してゲームを行う

10 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅢ (理論
と実習)

対戦形式（ネット型）を通じた協同
活動の理解、ネットスポーツとして
卓球の基礎技術のトレーニングおよ
び、シングルスのゲームを行う

11 対戦形式（ネット型）の
スポーツを学ぶⅣ (理論
と実習)

卓球の応用技術を習得し、ダブルス
のゲームを行う

12 得点形式スポーツを学
ぶⅢ (理論と実習)

得点形式スポーツの特徴の理解、フッ
トサルについて、基礎技術のトレー
ニングおよび、ミニゲームを行う

13 得点形式スポーツを学
ぶⅣ (理論と実習)

フットサルについて、応用技術の習
得し、ゲームを行う

14 総括（講義） これまで授業で行った内容やその関
連項目について理論を含め講義し、
質問や意見交換を行い総括とする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実習するにあたっては、授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自
が体調を整えた上で授業に臨むこと。
また授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当教員
の指示に従って実践すること。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて配布する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
1)授業中の活動に対する参画状況・授業態度を60%　2)授業に対する理解度
や課題・レポートを40％の配分として総合評価する。またこの成績評価方法
は原則的なものであり、病弱者、見学者、特別な身体的理由により通常の活
動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価する。
【学生の意見等からの気づき】
大学で体育を行う意味や、健康の維持・増進に運動がどう関わるのか、また
そのための運動についてや、他者とのコミュニケートの重要性について良く
理解をできた等の意見を頂きました。
今後も受講生との対話や授業改善アンケートをもとに、より良い授業内容を
実施できるよう努めます。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツウェア・室内履き等
その他必要なものがあった場合は、適宜お知らせする。
【その他の重要事項】
新型コロナウィルス感染症による影響により、授業の実施方法や計画が変更
になることがある。授業に関する連絡は授業支援システムを利用して告知を
するため、必ずお知らせメールを受診できるようにしておくこと。
対面実技授業においては、運動着の着用および室内運動靴が必要となる。
教場の関係により、授業計画の順序等が変更になることがある。
初回授業に関しては、ガイダンスの為、運動着への着替えを必要としない。
授業当日、実技実施前後において、自身の身体で体調・障害等気になる点が
有った際には、必ず担当教員に申告し、対応の指示を受けること。
【Outline (in English)】
【Course outline】This course will make students deeply understand
the significance and the effect of physical activity. Therefore, students
who take this course can improve properly learning and attitude about
physical, mental, and social health necessary throughout the students’
future of life.
【Learning Objectives】By the end of the course, students should be able
to:
1. Understand more about the meaning and role of physical activity
from various perspectives.
2. Use sports and physical activities to establish a prosperous and
healthy student life and social life.
3. Develop essential knowledge and attitudes that contribute to self-
management．
4. Develop the ability to demonstrate leadership and solve problems
through communication with others.
5. Acquire various skills related to the development of employability.
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【Learning activities outside of classroom】Students are expected to
follow the lecture’s instructions in charge of the class regarding the
assignments to be done after class and preparations for the next class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】Grading will be decided based on the contents
of experiments, investigations, and presentations (60 %) and the class
participation (not attendance) (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

西村　一帆

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割についての理解を深める。
生涯を通じて身体的・社会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な
知識の習得や態度を講義および実習を通して育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍するうえで、極めて重要であると考えられる
他者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能
力を身につける。
⑤就業力 (信頼関係構築力や共同行動力など)の育成につながる種々のスキル
の獲得を図る。
　
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力 30%
（Ｉ）業務遂行能力 30%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業は、感染対策を十分に実施したうえで、対面による実技を中心に授
業を展開する。感染の状況によっては実技が講義やオンライン授業に変更が
ある可能性もある。また、状況により動画配信オンデマンド型も組み合わせ
て実施する。
　初回授業では、履修希望者多数の場合、密接した環境を回避するため体育
施設使用人数制限に合わせ抽選を行う予定。
　全授業は、基本的に、対面形式での授業実施予定。授業に関わる連絡事項
については、授業前日までに授業支援システム（Hoppii）を通して告知する。
　体育施設を利用する場合は、室内用靴が必要となるので用意すること。
　毎回の授業の初めに、前回の授業で提出された意見や課題をいくつか取り
上げ、全体に対してフィードバックを行う予定。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回目授業
　

ガイダンス 授業概要についての説明

2回目授業
　

体力測定 ・自分の健康状態の把握
・生活状況を考える

3回目授業
　

体作り運動 ・体を使った動き
・徒手
・バランスボール
・大縄跳び

4回目授業 筋力アップ運動 ・筋力トレーニングの理論と実践
5回目授業
　

ネット種目 (ニュース
ポーツ)
・インディアカ
・ソフトバレー
・バレーボール

・ニュースポーツ理論と実践

6回目授業 ネットラケット種目
・バドミントン

・シングルス/ダブルス理論と実践

7回目授業
　

ボールゴール型種目
・バスケットボール

・バスケットボール理論と実践

8回目授業
　

有酸素運動
・ウォーキング

・有酸素運動の理論と実践

9回目授業
　

ニュースポーツ (室内
競技)
・ユニホック

・ユニホック理論と実践

10 回目授
業　

ネット種目
・バレーボール (変則
ルール)

・バレーボール理論と実践

11 回目授
業　

ネット種目
・バレーボール

・バレーボール理論と実践

12 回目授
業　

ネットラケット種目
・卓球シングルス

・シングルスゲーム理論と実践

13 回目授
業　

ネットラケット種目
・卓球ダブルス

・ダブルスゲーム理論と実践

14 回目授
業　

ボールゴール型種目
・フットサル

・フットサル理論と実践

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業での身体活動時に心身の不備が無いよう、各自が体調を整えたうえで
授業に臨むこと。
　また、授業後に行うべき課題や次の授業に向けての準備等は、各授業担当
教員の指示に従って実践すること。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しない。資料は必要に応じて担当教員が配布する。
【参考書】
授業担当教員が必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
　毎回の授業時に取り組む課題（リアクションペーパー、小テスト、レポート
など）60％、期末レポート20％、授業への参画状況20％の配分で評価する。
　なお欠席および課題の提出が期限をすぎた場合は評価が低下する。出席が
授業実施回数の2/3に満たない場合は，単位取得のための履修時間を下回ると
判断されるためE評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
社会情勢や使用教場の状況により、授業計画を変更して授業を展開すること
もあるので、柔軟に対応すること。
【学生が準備すべき機器他】
オンデマンド型の授業にも対応できるよう準備をすること
【その他の重要事項】
教員問い合わせ連絡先：kazuho.nishimura.yn@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【授業の概要 (Course outline)】This class involves a variety of sports.
Develop an understanding of the significance and role of physical
activity.
Develop through lectures and practical training the acquisition of
basic knowledge and attitudes that contribute to the maintenance
and promotion of physical and social health and self-management
throughout life.
【到達目標 (Learning Objectives)】
To experience the joy of physical exercise, and
To build smooth relationships with other people, and
the observance of rules and discipline; and
Helping each other.
【成績評価の方法と基準(Grading Criteria /Policy)】Active participation in
class and submission of reports are comprehensively evaluated.
【授業時間外の学習 (Learning activities outside of classroom)】Students
must be in good physical condition before attending class to ensure that
they are physically and mentally fit during physical activities in class.
　In addition, students should follow the instructions of their respective
class instructor regarding any assignments to be done after class and
preparations for the next class.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HSS100NA（健康・スポーツ科学 / Health/Sports science 100）

スポーツ総合演習

佐藤　優希

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身体活動の意義や役割について理解を深め，生涯を通じて身体的・精神的・社
会的な健康の維持増進や自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度を講義
及び実習を通じて育成する。
【到達目標】
①身体活動の意義や役割について様々な視点から理解を深める。
②豊かで健康的な学生生活や社会生活を確立する手段としてスポーツ活動を
利用する能力を獲得する。
③自己管理に資する基礎的な知識の習得や態度の育成を図る。
④卒業後の実社会において活躍する上で、極めて重要であると考えられる他
者とのコミュニケートを通して、リーダーシップの発揮、問題解決等の能力
を身につける。
⑤就業力（信頼関係構築力や共同行動力など）の育成につながる種々のスキ
ルの獲得を図る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業は必修科目で，原則学部・所属クラスごとに履修する授業の学期・曜
日・時限が指定され，週1回，半期にわたって開講される。授業は数種目のス
ポーツ実践や講義等から構成され，授業中の活動に対する参画状況や授業態
度等に加え，試験及びレポート等の課題の評価を総合的に判定して単位を授
与する。授業の初めに、前回の授業で提出されたリアクションペーパーから
いくつか取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。スポーツ総合演習
の詳細については、ガイダンス動画で説明する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業内容を理解するとともにスポー

ツ活動への取り組みに対する動機づ
けを図る。

2 体力測定 体力測定（50m走、シャトルランを
除く）を通じて、現状の体力レベル
を知る（講義および実習）

3 体力測定フィードバック 体力測定データのフィードバックか
ら健康を維持するための方法を考え
る（講義）

4 トレーニングと健康 レーニングセンターの利用方法およ
び安全講習を行い、「トレーニング」
という観点から健康を維持するため
の方法を学ぶ（講義及び実習）

5 グループワーク 他己紹介を用いたグループワークに
取り組む。また、スポーツ経験を受
講者間で共有する。実技種目はドッ
ジビーを用いる（グループワークお
よび実習）

6 集団スポーツを学ぶ1 バレーボールを通じた相互理解の促
進（講義及び実習）

7 集団スポーツを学ぶ2 バレーボールを通じた対人スキルの
促進（講義及び実習）

8 個人スポーツを学ぶ1 バドミントンを通じた共同活動の理
解と実践（講義および実習）

9 個人スポーツを学ぶ2 バドミントンを通じた対人スキルの
促進（講義及び実習）

10 スポーツとコーピング スポーツの観点からストレスへの対
処（コーピング）について学ぶ（講
義）

11 個人スポーツを学ぶ3 卓球を通じた対人スキルの促進（講
義及び実習）

12 集団スポーツを学ぶ3 バスケットボールを通じた相互理解
の促進（講義及び実習）

13 集団スポーツを学ぶ4 バスケットボールを通じた共同活動
の理解と実践（講義および実習）

14 総括、レポート 授業の総括およびレポートに取り組
む。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本演習の準備・復習時間の目安は1回の授業につき2時間以上です。本授業は
講義および実習を通じてスポーツ活動が心身の健康および対人関係の促進に
資することについて理解することを目的としています。そのため、日々の身
体活動に費やした時間、食事、睡眠時間などを記録し、その内容を振り返り、
その効果と今後の課題を記録してください。また、テレビ、新聞、Web等か
ら発信される種々のスポーツ関連の情報に目を向ける習慣をつけてください。
その作業により、本講義内容の理解が深まります。
【テキスト（教科書）】
特定のテキストは使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【参考書】
特定の参考書は使用しません。必要に応じて資料等を配布します。
【成績評価の方法と基準】
授業中の活動に対する参画状況・リアクションペーパー60％、課題・レポー
ト40％の配分として総合評価します。なお、この成績評価方法は原則的なも
のであり、通常の活動が困難な受講者に対しては、個別に対応・評価します。
1.レポート課題では、授業のテーマや内容を踏まえた上で適切な記述がされ
ているかについて評価します。
2.リアクションペーパーでは、授業で習得した内容が適切に記述できている
かについて評価します。
3.リアクションペーパー、レポート等の提出物は、必ず本人が提出してくだ
さい。
4.授業への参画状況とは、単に出席していることを意味するのではなく、ディ
スカッションや各種授業運営に主体的に関わることを評価の対象とするとい
う意味です。
5.原則として欠席3回までを評価対象とします。また、授業開始から20分以
内までの入室を遅刻とし、それ以降の入室は欠席とします。
6.やむを得ない理由がない限り全ての授業に出席してください。やむを得な
い理由とは、病気、ケガ等による欠席となります。
7.前述の理由により欠席する場合、事前にその旨について担当教員に報告して
ください。また病気や怪我といった急性疾患等により欠席する場合、出席可
能となった授業時にその旨について担当教員に報告してください。なお、病
気や怪我による通院などによる欠席の場合、そのことを証明できる資料を担
当教員に提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
1.食事、休養、睡眠等の生活習慣について日々記録することが望ましい。
2.多様な体験型実習やグループワークを取り入れ、より実践的な授業を展開
します。
【学生が準備すべき機器他】
スポーツに適した服装と室内用シューズを準備してください。スポーツウェ
アや室内用シューズ等の貸出はありません。忘れた場合は見学になります。
ネイルやアクセサリーの着用は事故およびケガの原因になるため、実習中は
外すことが望ましい。
【その他の重要事項】
1.原則として対面授業を実施する予定です。学習支援システムから授業に関
する情報を配信します。そのため、都度、学習支援システムをチェックする
ようにしてください。
2.授業内容に関する説明を実施するため、必ず初回授業に出席してください。
3.授業とは関係のない行為（携帯使用、居眠り、会話等）は厳禁とし、その行
為をした受講生は単位認定の評価外とします。
4.上記の授業計画は、受講者の人数や要望に応じて変更する場合もあります。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to deepen students’ understanding
of the significance and role of physical activity, and to foster the
acquisition of essential knowledge and attitudes that contribute to
the maintenance and promotion of physical, mental, and social health
and self-management throughout life through lectures and practical
training.
Students are expected to be in good physical condition before attending
the class so that they will not have any physical or mental problems
during the physical activities in the class. In addition, students are
expected to follow the lecture’s instructions in charge of the class
regarding assignments to be done after class and preparations for the
next class. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading will be based on two points.
(1) Participation in class activities and class attitude: 40%.
(2) Report on the lecture: 60%.
This grading method is a general rule, and students who are sick or
weak, observers, or have special physical reasons that make normal
activities difficult will be evaluated individually.
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SOC100NA（社会学 / Sociology 100）

日本文化論

尾形　太郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、現代日本における安楽死（の是非）と障害者差別の問題を
取り上げます。2つの問題に関連は認められないように思われるか
もしれませんが、そうではないこと（強く関連すること）を授業を
通して理解することが目的のひとつです。授業では、例えば、「（積
極的）安楽死の是非」「そもそも「障害」とは何か」といった問いに
ついて議論し、文献を読み（ドキュメンタリーを視聴することも考
えています）、更に議論を含めることで、現代日本社会が直面する具
体的な問題への認識を深めます。
授業で扱う問題に関する知識がなくとも授業に参加することは可能
です。授業を通して基本的な知識を身に付けること、また、問題へ
の関心を深めることが授業の目的の一つです。（扱う問題は、参加者
の関心に応じて変更する場合があります。）
また、ディスカッションを通して様々な意見に触れ、視野を広げる
こと、複眼的に問題を考える姿勢を身に付けることもこの授業の目
的です。

【到達目標】
１．問題について基本的な知識を身に付けること、問題への関心を
深め探求すること。
２．異なる意見に触れ、自らとは異なる視点から問題を考える態度
を身に付けること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、
システムデザイン研究科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
①トピックに関する議論を行う。（グループ・ディスカッション）
②トピッックに関連する文献紹介を行う／聞く
③②を踏まえ、再度議論を行う。
②を学生が担当することもあります。
各回の課題へのフィードバックは、授業中に口頭で行うか、Hoppi
を用いて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① オリエンテーション

安楽死・尊厳死につ
いて現段階にどう考
えるか意見を共有す
る

授業の進め方を説明する。安楽
死・尊厳死に関するそれぞれの
考え方や興味関心を共有する。

② 安楽死の分類、歴史
的背景、安楽死と尊
厳死との違い

安楽死・尊厳死についての基本
的な知識を学ぶ

③ 「安楽死＝よい死」
「延命治療→悪い死」
というイメージにつ
いて

「よい死」「悪い死」とは？
「延命治療」は悪いもの？

④ 死の自己決定につい
て

死の「自己決定」にもとづく安
楽死肯定論について考える

⑤ 「権利」としての安楽
死（学生による文献
紹介を含む）

「権利」概念から安楽死を肯定す
る議論を検討する

⑥ 「尊厳死法案」とその
批判

「尊厳死法案」とその批判と批判
に対する反論に関する資料を読
み、「尊厳死」の法制化の是非に
ついて考える

⑦ 社会的弱者にとって
の安楽死（学生によ
る文献紹介を含む）

社会的弱者へのリスクという観
点から安楽死の法制化に反対す
る議論への反論を考える

⑧ ここまでの授業内容
の振り返り／障害者
差別について事例か
ら考える

障害者に対する「乗車拒否？」
の事例について考える

⑨ 障害の個人モデル
（医療モデル）と社会
モデル

「障害」とは？ 　「個人モデル
（医療モデル）」と「社会モデル」
について考える

⑩ 障害者差別解消法と
合理的配慮

障害者差別解消法と合理的配慮
の基本理念について理解を深め
る

⑪ みえない特権とは
何か
（学生の文献紹介を含
む）

「健常者」は「特権」を持ってい
る？ 　「みえない特権」論を考
える

⑫ マジョリティ／マイ
ノリティの非対称
性・交差性
（学生の文献紹介を含
む）

マイノリティとはどのような存
在か、「非対称性」「交差性」概
念から考える

⑬ 「心のバリアフリー」
概念の批判的検討
（学生の文献紹介を含
む）

「思いやり」による「差別解消」
アプローチを批判的に検討する

⑭ 自由発表（文献紹介
またはレポートの構
想発表）

安楽死または障害者差別に関す
る文献紹介またはレポートの構
想を発表する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布する。

【参考書】
（以下の資料を通読する、ということではなく、その一部を授業内で
紹介するということなのでご安心ください。）
有馬斉（2019)『死ぬ権利はあるか―安楽死、尊厳死、自殺幇助の
是非と命の価値』春風社
安藤泰至（2019）『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』
岩波書店
荒井祐樹（2020）『障害者差別を問いなおす』筑摩書房
飯野由里子・星加良司・西倉実季（2022）『「社会」を扱う新たなモー
ド』生活書院
川島聡他（2016）『合理的配慮』有斐閣
竹内章郎（2020）『いのちと平等をめぐる13章優生思想の克服のた
めに』生活思想社
立岩真也（2001）『弱くある自由へ　自己決定・介護・生死の技術』
青土社
西原和久他（2021）『マイノリティ問題から考える社会学・入門』有
斐閣
松田純（2018）『安楽死・尊厳死の現在-最終段階の医療と自己決定』
中央公論社
宮下洋一（2017）『安楽死を遂げるまで』小学館
その他、雑誌や新聞の記事

【成績評価の方法と基準】
各回の課題：30%
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発表（文献紹介）：20％
期末レポート：50%

【学生の意見等からの気づき】
「今まで考えたこともなかった問題について考えるきっかけを得るこ
とができた」「議論の中で、自分の考えを言語化することで、今まで
ぼんやりと考えていたことが整理できた」といったコメントを読み、
とてもうれしく思います。
今後も、この授業から少しでも多くの学生の皆さんが「気づき」「興
味」「問題意識」を得る、あるいは深めることができるよう努力した
いと思っています。
また、グループ討論で異文化交流ができるという点が好評なので、多
国籍のグループ構成ができるように努めます。

【その他の重要事項】
この授業は、留学生と日本人学生が議論し、交流を深める貴重な機
会となっています。
日本人学生と意見を交換したい留学生のみなさん、普段あまり留学
生と話す機会がない日本人学生のみなさん、どちらもぜひこの機会
を利用してもらえたらと思います。

【Outline (in English)】
The class will treat some actual problems we are confronting
in Japanese society. We will discuss them from different
viewpoints; international students’ and Japanese students’
ones. The class will provide students with opportunities to
approach the problems through reading papers, presentations,
and discussions with those who have different cultural and
social backgrounds.
Goal:(1) Learn basic knowledge about the topics and inquire
the issues with deep interest (2)Acquire an attitude to think
about issues from different viewpoints by being exposed to
different opinions.
Work to be done outside of class (preparation, etc.): Two hours
Grading criteria : Assignments(30%), Presentation(20%), Final
report(50%)
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SOC100NA（社会学 / Sociology 100）

日本文化論

尾形　太郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、現代日本における安楽死（の是非）と障害者差別の問題を
取り上げます。2つの問題に関連は認められないように思われるか
もしれませんが、そうではないこと（強く関連すること）を授業を
通して理解することが目的のひとつです。授業では、例えば、「（積
極的）安楽死の是非」「そもそも「障害」とは何か」といった問いに
ついて議論し、文献を読み（ドキュメンタリーを視聴することも考
えています）、更に議論を含めることで、現代日本社会が直面する具
体的な問題への認識を深めます。
授業で扱う問題に関する知識がなくとも授業に参加することは可能
です。授業を通して基本的な知識を身に付けること、また、問題へ
の関心を深めることが授業の目的の一つです。（扱う問題は、参加者
の関心に応じて変更する場合があります。）
また、ディスカッションを通して様々な意見に触れ、視野を広げる
こと、複眼的に問題を考える姿勢を身に付けることもこの授業の目
的です。

【到達目標】
１．問題について基本的な知識を身に付けること、問題への関心を
深め探求すること。
２．異なる意見に触れ、自らとは異なる視点から問題を考える態度
を身に付けること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、
システムデザイン研究科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
①トピックに関する議論を行う。（グループ・ディスカッション）
②トピッックに関連する文献紹介を行う／聞く
③②を踏まえ、再度議論を行う。
②を学生が担当することもあります。
各回の課題へのフィードバックは、授業中に口頭で行うか、Hoppi
を用いて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① オリエンテーション

安楽死・尊厳死につ
いて現段階にどう考
えるか意見を共有す
る

授業の進め方を説明する。安楽
死・尊厳死に関するそれぞれの
考え方や興味関心を共有する。

② 安楽死の分類、歴史
的背景、安楽死と尊
厳死との違い

安楽死・尊厳死についての基本
的な知識を学ぶ

③ 「安楽死＝よい死」
「延命治療→悪い死」
というイメージにつ
いて

「よい死」「悪い死」とは？
「延命治療」は悪いもの？

④ 死の自己決定につい
て

死の「自己決定」にもとづく安
楽死肯定論について考える

⑤ 「権利」としての安楽
死（学生による文献
紹介を含む）

「権利」概念から安楽死を肯定す
る議論を検討する

⑥ 「尊厳死法案」とその
批判

「尊厳死法案」とその批判と批判
に対する反論に関する資料を読
み、「尊厳死」の法制化の是非に
ついて考える

⑦ 社会的弱者にとって
の安楽死（学生によ
る文献紹介を含む）

社会的弱者へのリスクという観
点から安楽死の法制化に反対す
る議論への反論を考える

⑧ ここまでの授業内容
の振り返り／障害者
差別について事例か
ら考える

障害者に対する「乗車拒否？」
の事例について考える

⑨ 障害の個人モデル
（医療モデル）と社会
モデル

「障害」とは？ 　「個人モデル
（医療モデル）」と「社会モデル」
について考える

⑩ 障害者差別解消法と
合理的配慮

障害者差別解消法と合理的配慮
の基本理念について理解を深め
る

⑪ みえない特権とは
何か
（学生の文献紹介を含
む）

「健常者」は「特権」を持ってい
る？ 　「みえない特権」論を考
える

⑫ マジョリティ／マイ
ノリティの非対称
性・交差性
（学生の文献紹介を含
む）

マイノリティとはどのような存
在か、「非対称性」「交差性」概
念から考える

⑬ 「心のバリアフリー」
概念の批判的検討
（学生の文献紹介を含
む）

「思いやり」による「差別解消」
アプローチを批判的に検討する

⑭ 自由発表（文献紹介
またはレポートの構
想発表）

安楽死または障害者差別に関す
る文献紹介またはレポートの構
想を発表する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布する。

【参考書】
（以下の資料を通読する、ということではなく、その一部を授業内で
紹介するということなのでご安心ください。）
有馬斉（2019)『死ぬ権利はあるか―安楽死、尊厳死、自殺幇助の
是非と命の価値』春風社
安藤泰至（2019）『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』
岩波書店
荒井祐樹（2020）『障害者差別を問いなおす』筑摩書房
飯野由里子・星加良司・西倉実季（2022）『「社会」を扱う新たなモー
ド』生活書院
川島聡他（2016）『合理的配慮』有斐閣
竹内章郎（2020）『いのちと平等をめぐる13章優生思想の克服のた
めに』生活思想社
立岩真也（2001）『弱くある自由へ　自己決定・介護・生死の技術』
青土社
西原和久他（2021）『マイノリティ問題から考える社会学・入門』有
斐閣
松田純（2018）『安楽死・尊厳死の現在-最終段階の医療と自己決定』
中央公論社
宮下洋一（2017）『安楽死を遂げるまで』小学館
その他、雑誌や新聞の記事

【成績評価の方法と基準】
各回の課題：30%
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発表（文献紹介）：20％
期末レポート：50%

【学生の意見等からの気づき】
「今まで考えたこともなかった問題について考えるきっかけを得るこ
とができた」「議論の中で、自分の考えを言語化することで、今まで
ぼんやりと考えていたことが整理できた」といったコメントを読み、
とてもうれしく思います。
今後も、この授業から少しでも多くの学生の皆さんが「気づき」「興
味」「問題意識」を得る、あるいは深めることができるよう努力した
いと思っています。
また、グループ討論で異文化交流ができるという点が好評なので、多
国籍のグループ構成ができるように努めます。

【その他の重要事項】
この授業は、留学生と日本人学生が議論し、交流を深める貴重な機
会となっています。
日本人学生と意見を交換したい留学生のみなさん、普段あまり留学
生と話す機会がない日本人学生のみなさん、どちらもぜひこの機会
を利用してもらえたらと思います。

【Outline (in English)】
The class will treat some actual problems we are confronting
in Japanese society. We will discuss them from different
viewpoints; international students’ and Japanese students’
ones. The class will provide students with opportunities to
approach the problems through reading papers, presentations,
and discussions with those who have different cultural and
social backgrounds.
Goal:(1) Learn basic knowledge about the topics and inquire
the issues with deep interest (2)Acquire an attitude to think
about issues from different viewpoints by being exposed to
different opinions.
Work to be done outside of class (preparation, etc.): Two hours
Grading criteria : Assignments(30%), Presentation(20%), Final
report(50%)
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SOC100NA（社会学 / Sociology 100）

日本文化論

尾形　太郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は、現代日本における安楽死（の是非）と障害者差別の問題を
取り上げます。2つの問題に関連は認められないように思われるか
もしれませんが、そうではないこと（強く関連すること）を授業を
通して理解することが目的のひとつです。授業では、例えば、「（積
極的）安楽死の是非」「そもそも「障害」とは何か」といった問いに
ついて議論し、文献を読み（ドキュメンタリーを視聴することも考
えています）、更に議論を含めることで、現代日本社会が直面する具
体的な問題への認識を深めます。
授業で扱う問題に関する知識がなくとも授業に参加することは可能
です。授業を通して基本的な知識を身に付けること、また、問題へ
の関心を深めることが授業の目的の一つです。（扱う問題は、参加者
の関心に応じて変更する場合があります。）
また、ディスカッションを通して様々な意見に触れ、視野を広げる
こと、複眼的に問題を考える姿勢を身に付けることもこの授業の目
的です。

【到達目標】
１．問題について基本的な知識を身に付けること、問題への関心を
深め探求すること。
２．異なる意見に触れ、自らとは異なる視点から問題を考える態度
を身に付けること。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、
システムデザイン研究科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
①トピックに関する議論を行う。（グループ・ディスカッション）
②トピッックに関連する文献紹介を行う／聞く
③②を踏まえ、再度議論を行う。
②を学生が担当することもあります。
各回の課題へのフィードバックは、授業中に口頭で行うか、Hoppi
を用いて行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① オリエンテーション

安楽死・尊厳死につ
いて現段階にどう考
えるか意見を共有す
る

授業の進め方を説明する。安楽
死・尊厳死に関するそれぞれの
考え方や興味関心を共有する。

② 安楽死の分類、歴史
的背景、安楽死と尊
厳死との違い

安楽死・尊厳死についての基本
的な知識を学ぶ

③ 「安楽死＝よい死」
「延命治療→悪い死」
というイメージにつ
いて

「よい死」「悪い死」とは？
「延命治療」は悪いもの？

④ 死の自己決定につい
て

死の「自己決定」にもとづく安
楽死肯定論について考える

⑤ 「権利」としての安楽
死（学生による文献
紹介を含む）

「権利」概念から安楽死を肯定す
る議論を検討する

⑥ 「尊厳死法案」とその
批判

「尊厳死法案」とその批判と批判
に対する反論に関する資料を読
み、「尊厳死」の法制化の是非に
ついて考える

⑦ 社会的弱者にとって
の安楽死（学生によ
る文献紹介を含む）

社会的弱者へのリスクという観
点から安楽死の法制化に反対す
る議論への反論を考える

⑧ ここまでの授業内容
の振り返り／障害者
差別について事例か
ら考える

障害者に対する「乗車拒否？」
の事例について考える

⑨ 障害の個人モデル
（医療モデル）と社会
モデル

「障害」とは？ 　「個人モデル
（医療モデル）」と「社会モデル」
について考える

⑩ 障害者差別解消法と
合理的配慮

障害者差別解消法と合理的配慮
の基本理念について理解を深め
る

⑪ みえない特権とは
何か
（学生の文献紹介を含
む）

「健常者」は「特権」を持ってい
る？ 　「みえない特権」論を考
える

⑫ マジョリティ／マイ
ノリティの非対称
性・交差性
（学生の文献紹介を含
む）

マイノリティとはどのような存
在か、「非対称性」「交差性」概
念から考える

⑬ 「心のバリアフリー」
概念の批判的検討
（学生の文献紹介を含
む）

「思いやり」による「差別解消」
アプローチを批判的に検討する

⑭ 自由発表（文献紹介
またはレポートの構
想発表）

安楽死または障害者差別に関す
る文献紹介またはレポートの構
想を発表する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各回資料を配布する。

【参考書】
（以下の資料を通読する、ということではなく、その一部を授業内で
紹介するということなのでご安心ください。）
有馬斉（2019)『死ぬ権利はあるか―安楽死、尊厳死、自殺幇助の
是非と命の価値』春風社
安藤泰至（2019）『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』
岩波書店
荒井祐樹（2020）『障害者差別を問いなおす』筑摩書房
飯野由里子・星加良司・西倉実季（2022）『「社会」を扱う新たなモー
ド』生活書院
川島聡他（2016）『合理的配慮』有斐閣
竹内章郎（2020）『いのちと平等をめぐる13章優生思想の克服のた
めに』生活思想社
立岩真也（2001）『弱くある自由へ　自己決定・介護・生死の技術』
青土社
西原和久他（2021）『マイノリティ問題から考える社会学・入門』有
斐閣
松田純（2018）『安楽死・尊厳死の現在-最終段階の医療と自己決定』
中央公論社
宮下洋一（2017）『安楽死を遂げるまで』小学館
その他、雑誌や新聞の記事
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【成績評価の方法と基準】
各回の課題：30%
発表（文献紹介）：20％
期末レポート：50%

【学生の意見等からの気づき】
「今まで考えたこともなかった問題について考えるきっかけを得るこ
とができた」「議論の中で、自分の考えを言語化することで、今まで
ぼんやりと考えていたことが整理できた」といったコメントを読み、
とてもうれしく思います。
今後も、この授業から少しでも多くの学生の皆さんが「気づき」「興
味」「問題意識」を得る、あるいは深めることができるよう努力した
いと思っています。
また、グループ討論で異文化交流ができるという点が好評なので、多
国籍のグループ構成ができるように努めます。

【その他の重要事項】
この授業は、留学生と日本人学生が議論し、交流を深める貴重な機
会となっています。
日本人学生と意見を交換したい留学生のみなさん、普段あまり留学
生と話す機会がない日本人学生のみなさん、どちらもぜひこの機会
を利用してもらえたらと思います。

【Outline (in English)】
The class will treat some actual problems we are confronting
in Japanese society. We will discuss them from different
viewpoints; international students’ and Japanese students’
ones. The class will provide students with opportunities to
approach the problems through reading papers, presentations,
and discussions with those who have different cultural and
social backgrounds.
Goal:(1) Learn basic knowledge about the topics and inquire
the issues with deep interest (2)Acquire an attitude to think
about issues from different viewpoints by being exposed to
different opinions.
Work to be done outside of class (preparation, etc.): Two hours
Grading criteria : Assignments(30%), Presentation(20%), Final
report(50%)

— 95 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ECN100NA（経済学 / Economics 100）

日本の工業技術

田村　広子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座では、日本独自の文化的背景に依拠する日本の工業技術,とくに建築な
どのデザインについて解説する。また、各国留学生に「その国らしさ」と「そ
の国独自のデザイン」との関係について考察させる。
【到達目標】
日本の工業技術、とくに建築とデザインについて基本的な理解をする。
　
出身国におけるデザインと文化の関係について調査し発表する。さらに日本
との比較をした上で小論文にまとめる。
Gain a basic understanding of Japanese industrial technology, especially
architecture and design.
　
Research and present the relationship between design and culture in
your country of origin. Furthermore, they will make a comparison with
Japan and summarize it in an essay.
　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、システムデザイ
ン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
画像や映像を使い、学生と会話しながら講義をおこなう。
日本語での発表とディスカッションをとおして、自身の考えをまとめる作業
を習得する。
Use images and videos to conduct lectures while having conversations
with students.
Through presentations and discussions in Japanese, students will learn
how to summarize their own ideas.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方、課題の提出方法など

について説明します。
2 日本語に見る異文化受

容の態度
外来の文化を受容し、自文化と融合さ
せてきた日本独特の技術発展の背景

3 「日本らしい」建築とは 日本建築の要素を解説
4 大陸からやってきた文

化の受容
6～7世紀に朝鮮半島、中国から導入
した文化や技術

5 日本文化・技術の開花 鎌倉・室町期から江戸期にかけて発
達した日本独特の技術と美

6 日本の現代建築に見ら
れる「日本らしさ」

講義中にディスカッションしましょ
う。

7 レポート課題の決定
例）「台所に見られる伝
統～出身国と日本の比
較」

レポートで扱う対象を決定します
例）台所
以下の内容は台所を例としています。

8 １）出身国の伝統的な台
所について調査（ネット
など利用）・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

9 ２）出身国の現代の台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

10 １）２）のまとめレポー
ト提出
1) 2)

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

11 ３）日本の伝統的な台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

12 ４）日本の現代の台所に
ついて調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

13 ３）４）のまとめレポー
ト提出

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

14 レポート提出 13までに提出した内容を小論文形式
にまとめて提出してもらいます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
随時、日本語の専門用語についての質問を受け付けるので、前回わからなかっ
た単語をチェックしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
I accept questions about Japanese terminology on time, so be sure to
check any words you didn’t understand last time.

The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
Goog

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
講義中に必要があれば紹介します。
【成績評価の方法と基準】
レポート80%
講義中の質疑応答20%
Report 80%
Q&A during the lecture 20%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし
Nothing in particular

【Outline (in English)】
This course will explore the relations between historical Japanese
architecture and culture, and make students think about relations the
design and culture in own country.
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ECN100NA（経済学 / Economics 100）

日本の工業技術

田村　広子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座では、日本独自の文化的背景に依拠する日本の工業技術,とくに建築な
どのデザインについて解説する。また、各国留学生に「その国らしさ」と「そ
の国独自のデザイン」との関係について考察させる。
【到達目標】
日本の工業技術、とくに建築とデザインについて基本的な理解をする。
　
出身国におけるデザインと文化の関係について調査し発表する。さらに日本
との比較をした上で小論文にまとめる。
Gain a basic understanding of Japanese industrial technology, especially
architecture and design.
　
Research and present the relationship between design and culture in
your country of origin. Furthermore, they will make a comparison with
Japan and summarize it in an essay.
　
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 5%
（Ｆ）総合デザイン能力 5%
（Ｇ）コミュニケーション能力 30%
（Ｈ）継続的学習能力 5%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、システムデザイ
ン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
画像や映像を使い、学生と会話しながら講義をおこなう。
日本語での発表とディスカッションをとおして、自身の考えをまとめる作業
を習得する。
Use images and videos to conduct lectures while having conversations
with students.
Through presentations and discussions in Japanese, students will learn
how to summarize their own ideas.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方、課題の提出方法など

について説明します。
2 日本語に見る異文化受

容の態度
外来の文化を受容し、自文化と融合さ
せてきた日本独特の技術発展の背景

3 「日本らしい」建築とは 日本建築の要素を解説
4 大陸からやってきた文

化の受容
6～7世紀に朝鮮半島、中国から導入
した文化や技術

5 日本文化・技術の開花 鎌倉・室町期から江戸期にかけて発
達した日本独特の技術と美

6 日本の現代建築に見ら
れる「日本らしさ」

講義中にディスカッションしましょ
う。

7 レポート課題の決定
例）「台所に見られる伝
統～出身国と日本の比
較」

レポートで扱う対象を決定します
例）台所
以下の内容は台所を例としています。

8 １）出身国の伝統的な台
所について調査（ネット
など利用）・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

9 ２）出身国の現代の台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

10 １）２）のまとめレポー
ト提出
1) 2)

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

11 ３）日本の伝統的な台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

12 ４）日本の現代の台所に
ついて調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

13 ３）４）のまとめレポー
ト提出

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

14 レポート提出 13までに提出した内容を小論文形式
にまとめて提出してもらいます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
随時、日本語の専門用語についての質問を受け付けるので、前回わからなかっ
た単語をチェックしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
I accept questions about Japanese terminology on time, so be sure to
check any words you didn’t understand last time.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
Goog

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
講義中に必要があれば紹介します。
【成績評価の方法と基準】
レポート80%
講義中の質疑応答20%
Report 80%
Q&A during the lecture 20%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし
Nothing in particular

【Outline (in English)】
This course will explore the relations between historical Japanese
architecture and culture, and make students think about relations the
design and culture in own country.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ECN100NA（経済学 / Economics 100）

日本の工業技術

田村　広子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講座では、日本独自の文化的背景に依拠する日本の工業技術,とくに建築な
どのデザインについて解説する。また、各国留学生に「その国らしさ」と「そ
の国独自のデザイン」との関係について考察させる。
【到達目標】
日本の工業技術、とくに建築とデザインについて基本的な理解をする。
　
出身国におけるデザインと文化の関係について調査し発表する。さらに日本
との比較をした上で小論文にまとめる。
Gain a basic understanding of Japanese industrial technology, especially
architecture and design.
　
Research and present the relationship between design and culture in
your country of origin. Furthermore, they will make a comparison with
Japan and summarize it in an essay.
　
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP4」、システムデザイ
ン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」に関連。
【授業の進め方と方法】
画像や映像を使い、学生と会話しながら講義をおこなう。
日本語での発表とディスカッションをとおして、自身の考えをまとめる作業
を習得する。
Use images and videos to conduct lectures while having conversations
with students.
Through presentations and discussions in Japanese, students will learn
how to summarize their own ideas.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の進め方、課題の提出方法など

について説明します。
2 日本語に見る異文化受

容の態度
外来の文化を受容し、自文化と融合さ
せてきた日本独特の技術発展の背景

3 「日本らしい」建築とは 日本建築の要素を解説
4 大陸からやってきた文

化の受容
6～7世紀に朝鮮半島、中国から導入
した文化や技術

5 日本文化・技術の開花 鎌倉・室町期から江戸期にかけて発
達した日本独特の技術と美

6 日本の現代建築に見ら
れる「日本らしさ」

講義中にディスカッションしましょ
う。

7 レポート課題の決定
例）「台所に見られる伝
統～出身国と日本の比
較」

レポートで扱う対象を決定します
例）台所
以下の内容は台所を例としています。

8 １）出身国の伝統的な台
所について調査（ネット
など利用）・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

9 ２）出身国の現代の台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

10 １）２）のまとめレポー
ト提出
1) 2)

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

11 ３）日本の伝統的な台所
について調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

12 ４）日本の現代の台所に
ついて調査・報告

パワーポイントなどを用いて説明し
てもらい、質疑応答します。

13 ３）４）のまとめレポー
ト提出

提出されたレポートを添削し、レポー
トの書き方を学習してもらいます。

14 レポート提出 13までに提出した内容を小論文形式
にまとめて提出してもらいます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
随時、日本語の専門用語についての質問を受け付けるので、前回わからなかっ
た単語をチェックしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
I accept questions about Japanese terminology on time, so be sure to
check any words you didn’t understand last time.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
Goog

【テキスト（教科書）】
基本的にはパワーポイントを利用して授業を進めます。授業に使用したパワー
ポイントはシステムを通じて配布します。
【参考書】
講義中に必要があれば紹介します。
【成績評価の方法と基準】
レポート80%
講義中の質疑応答20%
Report 80%
Q&A during the lecture 20%

【学生の意見等からの気づき】
とくになし
Nothing in particular

【Outline (in English)】
This course will explore the relations between historical Japanese
architecture and culture, and make students think about relations the
design and culture in own country.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

一般数学

細川　聖理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これから工学を学ぶうえで必須の微積分学と線形代数の基礎事項を
学び、徹底的に身に着けます。演習を重視した学習を行うことによ
り、計算力の強化を図ります。

【到達目標】
専門科目の修得に必要な数学的な基礎学力の養成を目標にします。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリ
シーのうち「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのう
ち「DP2」「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
基本の考え方の理解と、それに基づく問題が出来るように演習に重
点をおきます。準備学習、復習を欠かさず行ってください。準備学
習がされていることを前提に授業を行います。復習では、授業内容
の整理と補足そして問題演習を行ってください。授業の前半は、講
義を主とし、後半は、その日の内容を確認する演習問題をします。理
解できないところは、積極的に質問してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 初等関数 三角関数、指数関数、対数関数
2 初等関数の微分 三角関数、逆三角関数、1変数関

数の微分、初等関数の導関数
3 微分の応用 平均値の定理、増減、極大極小、

グラフ
4 初等関数の積分 不定積分、定積分
5 2変数関数と偏微分 2変数関数、偏導関数
6 重積分 (累次積分） 2変数関数の積分、累次積分
7 重積分の応用 重積分と応用例（全微分と近似

式）
8 微分方程式 微分方程式の定義、一般解、特

殊解、初期条件、応用例
9 行列 行列の演算、階数、逆行列
10 連立1次方程式 解の個数、基本変形による解法、

応用例
11 行列式 行列式の定義と性質（ベクトル

の外積,三重積の話）
12 ベクトル空間 空間ベクトル、ベクトル空間の

基底と次元
13 線形写像 線形写像の行列表現、射影
14 固有値 固有値・固有ベクトルの計算

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習ではあらかじめ教科書の該当部分を読み授業の予習を行い
ます。毎回演習を行うので、次回までに必ず復習をします。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
（１）やさしく学べる微分積分　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01633-0
（２）やさしく学べる線形代数　石村園子著　共立出版　

　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01660-6

【参考書】
特になし。各学科の数学の教科書を適宜参考にします。

【成績評価の方法と基準】
学習支援システムを使い、プリントなど配布します。
準備学習および授業、復習における練習課題（75%）と期末試験レ
ポートの成績（25%）を総合して評価します。練習課題は毎回出題
され、必ず提出することが要求されます。
成績評価：90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～
80点をＡ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、
69～67点をＣ＋、66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤ
とする｡

【学生の意見等からの気づき】
少人数につき、アンケートを実施していません。

【Outline (in English)】
Through the study differential and integral calculus with
an emphasis on practice exercises, students will reinforce
their understanding of fundamental concepts and abilities.
This course will focus on furthering understanding through
examples of engineering applications rather than abstract
arguments.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

一般数学

細川　聖理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これから工学を学ぶうえで必須の微積分学と線形代数の基礎事項を
学び、徹底的に身に着けます。演習を重視した学習を行うことによ
り、計算力の強化を図ります。

【到達目標】
専門科目の修得に必要な数学的な基礎学力の養成を目標にします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリ
シーのうち「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのう
ち「DP2」「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
基本の考え方の理解と、それに基づく問題が出来るように演習に重
点をおきます。準備学習、復習を欠かさず行ってください。準備学
習がされていることを前提に授業を行います。復習では、授業内容
の整理と補足そして問題演習を行ってください。授業の前半は、講
義を主とし、後半は、その日の内容を確認する演習問題をします。理
解できないところは、積極的に質問してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 初等関数 三角関数、指数関数、対数関数
2 初等関数の微分 三角関数、逆三角関数、1変数関

数の微分、初等関数の導関数
3 微分の応用 平均値の定理、増減、極大極小、

グラフ
4 初等関数の積分 不定積分、定積分
5 2変数関数と偏微分 2変数関数、偏導関数
6 重積分 (累次積分） 2変数関数の積分、累次積分
7 重積分の応用 重積分と応用例（全微分と近似

式）
8 微分方程式 微分方程式の定義、一般解、特

殊解、初期条件、応用例
9 行列 行列の演算、階数、逆行列
10 連立1次方程式 解の個数、基本変形による解法、

応用例
11 行列式 行列式の定義と性質（ベクトル

の外積,三重積の話）
12 ベクトル空間 空間ベクトル、ベクトル空間の

基底と次元
13 線形写像 線形写像の行列表現、射影
14 固有値 固有値・固有ベクトルの計算

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習ではあらかじめ教科書の該当部分を読み授業の予習を行い
ます。毎回演習を行うので、次回までに必ず復習をします。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
（１）やさしく学べる微分積分　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01633-0
（２）やさしく学べる線形代数　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01660-6

【参考書】
特になし。各学科の数学の教科書を適宜参考にします。

【成績評価の方法と基準】
学習支援システムを使い、プリントなど配布します。
準備学習および授業、復習における練習課題（75%）と期末試験レ
ポートの成績（25%）を総合して評価します。練習課題は毎回出題
され、必ず提出することが要求されます。
成績評価：90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～
80点をＡ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、
69～67点をＣ＋、66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤ
とする｡

【学生の意見等からの気づき】
少人数につき、アンケートを実施していません。

【Outline (in English)】
Through the study differential and integral calculus with
an emphasis on practice exercises, students will reinforce
their understanding of fundamental concepts and abilities.
This course will focus on furthering understanding through
examples of engineering applications rather than abstract
arguments.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

一般数学

細川　聖理

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これから工学を学ぶうえで必須の微積分学と線形代数の基礎事項を
学び、徹底的に身に着けます。演習を重視した学習を行うことによ
り、計算力の強化を図ります。

【到達目標】
専門科目の修得に必要な数学的な基礎学力の養成を目標にします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリ
シーのうち「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのう
ち「DP2」「DP5」に関連。

【授業の進め方と方法】
基本の考え方の理解と、それに基づく問題が出来るように演習に重
点をおきます。準備学習、復習を欠かさず行ってください。準備学
習がされていることを前提に授業を行います。復習では、授業内容
の整理と補足そして問題演習を行ってください。授業の前半は、講
義を主とし、後半は、その日の内容を確認する演習問題をします。理
解できないところは、積極的に質問してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 初等関数 三角関数、指数関数、対数関数
2 初等関数の微分 三角関数、逆三角関数、1変数関

数の微分、初等関数の導関数
3 微分の応用 平均値の定理、増減、極大極小、

グラフ
4 初等関数の積分 不定積分、定積分
5 2変数関数と偏微分 2変数関数、偏導関数
6 重積分 (累次積分） 2変数関数の積分、累次積分
7 重積分の応用 重積分と応用例（全微分と近似

式）
8 微分方程式 微分方程式の定義、一般解、特

殊解、初期条件、応用例
9 行列 行列の演算、階数、逆行列
10 連立1次方程式 解の個数、基本変形による解法、

応用例
11 行列式 行列式の定義と性質（ベクトル

の外積,三重積の話）
12 ベクトル空間 空間ベクトル、ベクトル空間の

基底と次元
13 線形写像 線形写像の行列表現、射影
14 固有値 固有値・固有ベクトルの計算

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習ではあらかじめ教科書の該当部分を読み授業の予習を行い
ます。毎回演習を行うので、次回までに必ず復習をします。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
（１）やさしく学べる微分積分　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01633-0
（２）やさしく学べる線形代数　石村園子著　共立出版　
　　　　　　　　　　ISBN 978-4-320-01660-6

【参考書】
特になし。各学科の数学の教科書を適宜参考にします。

【成績評価の方法と基準】
学習支援システムを使い、プリントなど配布します。
準備学習および授業、復習における練習課題（75%）と期末試験レ
ポートの成績（25%）を総合して評価します。練習課題は毎回出題
され、必ず提出することが要求されます。
成績評価：90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～
80点をＡ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、
69～67点をＣ＋、66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤ
とする｡

【学生の意見等からの気づき】
少人数につき、アンケートを実施していません。

【Outline (in English)】
Through the study differential and integral calculus with
an emphasis on practice exercises, students will reinforce
their understanding of fundamental concepts and abilities.
This course will focus on furthering understanding through
examples of engineering applications rather than abstract
arguments.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

SEE200NB（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 200）

技術者倫理

南後　由和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、主に建築界を対象として、高度に複雑化した現代社会
および情報社会において技術がもたらす可能性と限界、ポジティヴ
な側面とネガティヴな側面について学ぶ。技術が社会や人間の行為
のなかで、どのような位置を占めているかについての知見を深める。

【到達目標】
・技術が社会や環境に与える正と負の影響についてのリテラシーを
体得する。
・利害関係者の意思が相反する都市および公共空間のあり方を多角
的に理解する。
・建築士／建築家の社会的位置の変遷とその現在地を把握する。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、技術者の

リテラシー
第2回 落書き／グラフィ

ティ（１）
犯罪／芸術、ストリート／ギャ
ラリー、監視、AI解析

第3回 落書き／グラフィ
ティ（２）

表現の自由、匿名性、都市空間
の読み取りと書き替え、環境情
報の圧縮

第4回 公共空間 渋谷スクランブル交差点、ハロ
ウィン、排除アート

第5回 職能 建物と建築、建築士と建築家、
建築界、クリエイティビティ

第6回 有名性 スター建築家、メディアにおけ
る表象、有名性と無名性

第7回 事件・炎上 耐震偽装問題、新国立競技場コ
ンペ、大阪万博、明治神宮外苑

第8回 失敗学 デザインの成功と失敗、近代建
築の幻想、客観性・データの罠

第9回 技術と政治 戦争、航空写真、地図、イン
ターネット

第10回 建築情報学 物理空間と情報空間、ビッグ
データ、VR、メタバース

第11回 参加 住民説明会、ワークショップ、
社会実験、ファシリテーション

第12回 省察的実践 技術的合理性の限界、行為の中
の省察、専門家とクライアント

第13回 社会性 技術と社会、建築と社会
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・ピーター・ブレイク, 1979, 『近代建築の失敗』星野郁美訳, 鹿島
出版会.
・マイク・ライドン,アンソニー・ガルシア, 2023,『タクティカル・
アーバニズム・ガイド――市民が考える都市デザインの戦術』大野
千鶴訳,泉山塁威・ソトノバ監修,晶文社.
・大山エンリコイサム, 2015,『アゲインスト・リテラシー――グラ
フィティ文化論』LIXIL出版.
・ヘンリ・ペトロスキ, 2007,『失敗学――デザイン工学のパラドク
ス』北村美都穂訳,青土社.
・ドナルド・A・ショーン2007,『省察的実践とは何か――プロフェッ
ショナルの行為と思考』柳沢昌一・三輪建二監訳,鳳書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・期末レポート提出などのために、
「学習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
In this course, students explore the potentials and constraints,
as well as the favorable and unfavorable facets of technology
within the context of contemporary intricate societal and
informational realms, primarily focusing on the architectural
world. Students are expected to augment their understanding
of the role of technology in society and human conduct.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NB（数学 / Mathematics 100）

数学１

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学の様々な問題を考える上で登場する微分法および積分法について学び，技
術者としてそれらを応用できるだけの教養を身につけることを目的とする。
【到達目標】
初等関数の導関数や不定積分を理解した上で，関数の展開法，微分方程式の
意味と解法，2変数関数についての微分と積分の概念について把握することを
目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業では微積分に関する非常に幅広い内容を扱っており，高校数学の微
積分の知識は必須である。そのため，まずは高校数学の内容を簡単に復習し
ながら，次第に大学で扱うより高度な微積分につなげていく。
積み上げ式の授業であり，常に授業内容を復習してもらうため，毎回演習課
題が課される。基本的な1回の授業は，前回演習課題の解説→講義→小テス
ト→演習課題発表→自宅での演習→次回授業での演習課題提出という流れ
である。小テストの解答では，数名をその場で指名し解答を板書してもらう。
授業進度はかなり速いが，予習復習をして，しっかりついてきてもらいたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 関数

高校学校の関数の復習
基本的な関数
三角関数、指数関数、対数関数、逆
関数

2 微分法
高等学校の微分の復讐

基本的な微分

3 微分法
微分係数と導関数
導関数の性質
関数の導関数

微分係数と導関数、積と商の導関数、
三角関数・逆三角関数・指数関数・
対数関数の導関数、高次導関数

4 微分法
平均値の定理
微分法の応用

平均値の定理、ロピタルの定理、極
大・極小

5 積分法
高校学校の積分の復習

不定積分、不定積分の公式、定積分
と不定積分の関係

6 積分法
置換積分法
部分積分法

置換積分法、部分積分法

7 積分法
いろいろな不定積分積
分法の応用

有利関数、無理関数、三角関数の不
定積分、面積・体積・曲線の長さ・
面積分

8 関数の展開 １次近似式、高次の近似式、テイ
ラー展開、マクローリン展開、テイ
ラーの定理

9 微分方程式-1階微分方
程式

微分方程式と解、変数分離形、同次
形、１階線形

10 微分方程式-2階微分方
程式

２階線形、斉次２階線形、非斉次２
階線形

11 偏微分 ２変数関数と偏導関数、全微分と合
成関数の微分、高次導関数

12 偏微分
偏微分の応用

極大・極小、条件付き極値問題

13 重積分 ２重積分の定義、２重積分の計算、
２重積分と累次積分

14 重積分
２重積分の応用

極座標と２重積分、積分変数の変換、
２重積分の広義積分と応用

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各授業内容に応じて作成された演習問題に解答し提出する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
理科系の基礎　微分積分（高遠節夫・石村隆一他共著、培風館）

【参考書】
やさしく学べる微分積分（石村園子著、共立出版）
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：50％（各100点満点）
定期試験：50％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
ただし，定期試験で85点以上の者は，演習30%試験70%での評価とも比較し
て，よい方を評価素点とする。
また，連続3回欠席，通算で5回以上欠席したものは成績評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
授業内で扱えない定理やその証明等はあとで確認できるように，プリントを
配布する。
【学生が準備すべき機器他】
特に必要としない
【その他の重要事項】
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
Learn about differential and integral calculus, which appear in
the consideration of various engineering problems, and acquire the
education necessary to apply them as engineers.
Learning Objectives:
The goal of this course is to grasp the derivatives and indefinite
integrals of elementary functions, the expansion method of functions,
the meaning and solution method of differential equations, and the
concepts of differentiation and integration for two-variable functions.
Learning activities outside of classroom:
Students will answer and submit the exercises prepared for each class
content.The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NB（数学 / Mathematics 100）

数学２

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
線形代数は微積分と並んで工学において必須の基礎学問である。そこで本講
義では、線形代数の学習を通して専門科目の修得に必要な数学的な基礎力を
養う。まず、講義の前半では、ベクトル、行列、および行列式等の基礎的概念
の理解を図る。講義の後半では、ベクトル空間、線形写像、固有値、固有ベク
トル、行列の対角化など、線形代数の重要な概念と具体的な計算方法を習得
する。
【到達目標】
・活用事例等の紹介を通して線形代数を学ぶ意義を理解する
・線形代数学の基礎を習得する
・演習を通して数学的な基礎力を養う
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
黒板または電子ノートに板書する形で講義を展開する。講義内容や課題に対
する質問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の設置目的、到達目標、概要の

紹介
2 ベクトル（1） n次元ベクトル、幾何ベクトル、内

積、正規化
3 ベクトル（2） ベクトルと空間座標における直線と

平面
4 行列（１） 行列、行列の演算
5 行列（２） 転置行列、正則行列、逆行列
6 基本変形と階数（１） 行列の基本変形、連立１次方程式の

解法
7 基本変換と階数（２） １次独立と階数、階数の意味
8 行列式（１） 順列と置換、行列式とその基本的性質
9 行列式（２） 行列式の展開と逆行列、クラメルの

公式
10 ベクトル空間（１） ベクトル空間、基底と次元
11 ベクトル空間（２） 正規直交基底、直交変換
12 ベクトル空間（３） 線形写像、線形写像の行列表現、線

形写像と階数
13 固有値と行列の対角化

（１）
固有値と固有ベクトル

14 固有値と行列の対角化
（２）

行列の対角化

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。特に授業終了時点で
理解が十分でない部分については次回授業までに理解を深めておくこと。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
１）『理工系ための線形代数』長坂建二、駒木悠二（裳華房）
２）『線形代数入門』中岡稔、服部晶夫（紀伊国屋書店）
【成績評価の方法と基準】
講義終了後の期末試験（100%）によって判断する。なお、試験未受験の者の
成績評価は実施しない。
【学生の意見等からの気づき】
オンライン講義ではなく、対面講義を希望する声の方が大きいため、基本的
には対面形式で講義を展開する予定である。ただし、新型コロナウィルスの
流行状況によってはオンライン形式と併用する可能性があるため、定期的に
Hoppii上のアナウンスを確認すること。

【Outline (in English)】
Linear algebra is an essential fundamental subject in engineering as
well as calculus. This course teaches students the basic mathematical
skills necessary to master specialized topics through linear algebra. In
the first half of the lecture, students try to understand fundamental
concepts such as vectors, matrices, and determinants. In the latter
half of the course, students learn essential concepts of linear algebra
and concrete calculation methods such as vector space, linear mapping,
eigenvalues, eigenvectors, and matrix diagonalization.
Through this course, students will be able to:
1) Understand the significance of learning linear algebra by introducing
application examples, etc.
2) Acquire the basics of linear algebra
3) Develop basic mathematical skills through exercises
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each. Students are expected to deepen their understanding before the
next lecture if they need a sufficient understanding at the end of the
course. The final exam will be given at the end of the lecture (100%).
Grades will not be given to students who have not taken the exam.
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PHY100NB（物理学 / Physics 100）

物理１

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学を実践するための基礎となるニュートン力学を学ぶ。物体の運動の記述
方法，力学の基本法則を理解し，運動方程式を解く。建築の力学を理解する
ためために重要な，力の図示方法，力のつり合い，質点，剛体といった概念に
ついても説明する。
【到達目標】
専門科目の中の構造系科目を履修するための基礎学力を養う。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・講義では数式等を板書して解説を行います。
・演習問題を出題するので，その解答を作成して期限内に提出すること。
・理解度を確認するため，中間テストを３回行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 序論

運動の記述
古典力学，仮説と検証質点，座標系
と位置，運動の記述，微分と積分

2 運動のベクトル表示お
よび相対性

ベクトルとスカラー，運動のベクト
ル表示，運動の相対性，Galilei変
換，慣性系

3 力学の基礎法則 Ⅰ:慣性の法則，Ⅱ:運動方程式，Ⅲ:
作用・反作用の法則

4 運動方程式を解く 放物運動，空気抵抗と落下運動
5 中間テスト① 物体の運動に関するテスト，及びそ

の解説
6 いろいろな力 垂直抗力と摩擦力，張力
7 万有引力の法則 Keplerの法則＋Newtonの法則
8 加速度運動する座標系

における運動方程式
慣性力，遠心力，Coliolisの力，
Foucaultの振り子

9 質点系の保存量 運動量保存則
10 中間テスト② 力のつり合い，運動量保存則に関す

るテスト，及びその解説
11 角運動量とトルク てこの原理，トルク（力のモーメン

ト），ベクトルの外積，角運動量，角
運動量保存則，単振り子

12 剛体の力学 (1) 剛体の運動方程式，慣性モーメント
13 剛体の力学 (2) 剛体の力学的エネルギー保存則
14 中間テスト③ 力のモーメント，剛体に関するテス

ト，及びその解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回までの講義板書内容を復習し，演習問題に取り組む。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
・市村宗武、狩野　覚：物理学入門Ⅰ　力学（東京化学同人）
・授業支援システムからのダウンロード資料
【参考書】
特に指定しない。
【成績評価の方法と基準】
演習問題25%，中間テスト１回目25%，中間テスト２回目25%，中間テスト
３回目25%の配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓
【Outline (in English)】
【Course outline】

To study Newtonian mechanics, which is the basis for practicing
engineering. Students will understand how to describe the motion of
objects, the basic laws of mechanics, and solve the equations of motion.
Concepts such as force diagramming, equilibrium of forces, masses, and
rigid bodies, which are important for understanding the mechanics of
construction, will also be explained.
【Learning Objectives】
Develop basic academic skills to take structural courses in specialized
subjects.
【Learning activities outside of classroom】
Students will review the content of the previous lectures on the board
and work on exercises.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be based on the following distribution: 25% for exercises,
25% for the first mid-term exam, 25% for the second mid-term exam,
and 25% for the third mid-term exam.
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MAT100NB（数学 / Mathematics 100）

数理演習１

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線

分の長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】

Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】
Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.
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SEE200NC（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 200）

技術者倫理

伊東　賢

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　技術者として仕事を行う上で必須である倫理課題に適切に対処できる素養
を養う。目的は以下の3項目。
①技術に関する意思決定が社会や環境に大きな影響を与えることを学ぶ
②技術者としての倫理的対処に際し、直面する問題と対処方法を学ぶ
③倫理的対処に欠かせない当事者意識と実践力を養う
【到達目標】
①技術者が担う責任の範囲が理解できる
②科学技術の不確実性とリスクの違いが理解できる
③技術者倫理の必要性が理解できる
④技術者倫理規定が理解できる
⑤倫理課題「持続可能性」の背景と取組概要が理解できる
⑥技術者倫理問題に対処するための考え方と阻害要因が理解できる
⑦当事者として技術者倫理問題が意識できる
⑧技術者倫理問題に対処する実践力が発揮できる
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 25%
（Ｂ）技術者倫理 75%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
　全14回（各100分）は原則対面授業とする。必要な連絡は学習支援システ
ムで行う。前半（第１～１２回）は、技術者の責任範囲、科学技術の本質、技
術者倫理が求められる社会的状況、倫理問題の考え方や阻害要因、事例によ
る取組み方などの講義を聞く。第１３回は、これらをもとに技術者倫理が問
われる事案について、技術者倫理上の問題点とその対処方法を検討し、技術
者倫理の実践力を養う。また、第14回では、検討結果を発表する。第1回を
除き第2回から13回まで、次回の内容に沿った事前課題を各回の授業の最後
に提示するので、次回の準備としてその都度、各自ネット上などで調べ回答
案を作成し、その回の授業の冒頭に提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバス

・職業と仕事
・技術者の資格制度

第2回 技術者と倫理 ・安全確保の潮流
・技術者倫理の特徴
・倫理規定

第3回 組織と個人の役割 ・事例研究
・個人と法人
・組織の倫理問題
・個人尊重も倫理

第4回 モラル上の人間関係 ・倫理の作用する限界
・コミュニテｲ
・私的な人間関係
・業務上の人間関係
・利益相反と公衆

第5回 科学技術と技術者の位
置づけ

・科学技術とは何か
・科学技術を担う人
・技術者の位置づけ
・科学技術のガバナンス

第6回 倫理実行の方法 ・事実関係の争点
・概念上の争点
・適用上の争点
・モラルに基づく判断の方法
・決疑論の利用

第7回 事故責任の法の仕組み ・注意・過失・欠陥
・職務と注意義務
・品質管理
・事故責任の法

第8回 法的責任とモラル責任 ・カネミ油症事件
・法的責任
・法とモラルの境界域の責任
・合成化学物質の脅威

第9回 コンプライアンスと法
規制

・正直性・真実性・信頼性
・三菱自動車リコール欠陥隠　し
・規制法令
・コンプライアンス

第10回 説明責任 ・遺伝子組換え作物
・説明責任と信頼関係
・立証責任
・情報開示

第11回 警笛鳴らし（内部告発） ・実例（冨里病院医師解雇）
・コミュニティー内部の人間関係
・法による救済の方法
・技術者の通報対策

第12回 環境と技術者 ・SDGｓは何を目指す。
・環境問題
・地球規模の環境問題
・環境と倫理

第13回 事例研究 (グループワー
ク)

実課題：グループごとに設定
・倫理問題と対処案の検討

第14回 総合研究 (グループワー
ク)

・第13回検討結果の発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前課題：次回の内容に沿った事前課題について、ネットなどで調べ答案を作
成し、当日の授業開始時に提出する。第1回から第12回まで12回提出する。
日頃の思考訓練：自らが遭遇した事案や、新聞等で報じられている事案など
について、技術者倫理上、どのように対処すべきか考える習慣を身に着ける。
本授業の準備学習・復習に各4時間あてる。
【テキスト（教科書）】
・各回のテキスト（パワーポイント資料）はその回の直前に学習支援システム
上の教材にアップするので、各自プリントを用意する。
【参考書】
・「土木技術者倫理問題」（土木学会技術推進機構　1,500円税別）
・「技術者倫理とリスクマネジメント」（中村　オーム社　2,000円税別）
・「技術者の倫理　入門」（杉本ほか　丸善　1,700円税別）
・「 卒 業 生 と し て の 知 識・能 力 と 専 門 職 と し て の 知 識・能 力 」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu7/siryo/__icsFiles/
afieldfile/2012/12/08/1328590_7.pdf

【成績評価の方法と基準】
最終レポート　50％
事前課題　40％（全12回）
平常点　10％
　・意見発表
　・授業への協力など。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
・技術者倫理という技術者に必須の素養を養うこの科目の特性を踏まえ、授業
に取り組む心構えの説明が肝要。そこで、第1回の講義の冒頭と第13回のグ
ループワークについて技術者倫理の基本として科目に取り組む心構えについ
て解説する。
【学生が準備すべき機器他】
・第13回のグループワークは、進行役・書記・発表者・タイムキーパーを決
め検討を進める。第14回ではグループの検討結果発表を全員で聞いて議論を
行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】
To cultivate the ability to appropriately deal with the ethical issues that
are essential for working as an engineer. The purpose is the following
three items. ① Learn that technology decision-making has a great
impact on society and the environment (2) Learn the problems faced
and how to deal with them when dealing with ethics as an engineer. ③
Develop a sense of ownership and practical skills that are indispensable
for ethical coping
【Learning Objectives】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
① Understand the scope of responsibility of engineers
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② Understand the difference between scientific and technological
uncertainty and risk
③ Understand the need for engineer ethics
④ Understand the Code of Ethics for Engineers
⑤ Understand the background of ethical issues “sustainability” and the
outline of efforts
⑥ Understand the way of thinking and obstacles to dealing with
engineer ethics issues
⑦ Be aware of engineer ethics issues as a party
⑧ Can demonstrate practical ability to deal with ethical issues of
engineers
【Learning activities outside of classroom】
Pre-assignment: For the pre-assignment according to the next content,
check on the internet etc., create an answer, and submit it at the
beginning of the class on the day. Submit all 13 times from the 2nd
time except the 1st time.
Daily thinking training: Get into the habit of thinking about how to
deal with the cases that you have encountered and the cases reported in
newspapers, etc. in terms of engineer ethics.
Allocate 4 hours each for preparatory study and review of this class.
【Grading Criteria /Policies】
例 1 ： Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 50%、Short reports : 40%、in class contribution:
10%
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CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

工業力学及演習 X

網谷　岳夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　実際に模型を作成することにより力学的センスを養うとともに、断面2次
モーメントなどの断面諸量と材料力学の基礎を学ぶことにより、主として工
学基礎学力と専門基礎学力を養う。
【到達目標】
力の流れ、断面諸量、応力ひずみ関係、力と変形の基礎について、基本的な問
題を解ける、またその内容を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 50%
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
　構造物のデザインや建設を担うため、構造物の強度や作用する力を求める
必要がある。工業力学及演習では2年次以降の本格的なデザインや建設の科
目を履修するために基礎となる断面の性質や材料の力学の基礎について学習
する．第1回～第5回の授業は構造模型の製作と載荷試験の実施を通じて力学
的センスを身に付ける．第6回以降の授業は教科書、配布資料、PPTを用い、
講義の前半にその回の授業内容を説明する。後半には、授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じて各自の理解を促す。演習課題のフィード
バックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 材料の変形について理解する

学習内容と学習上の注意および形状
の異なる棒部材を用いて曲げ荷重を
作用させ形状と曲がりやすさの関係
を実感する。橋の模型製作、耐荷力
試験のガイダンス

2 グループ毎の模型設計製
作についての検討と製作

構造模型の設計・製作・試験の実施、
結果の取りまとめ
力学的センスを身に付ける

3 模型の製作（1） 構造模型の設計・製作・試験の実施、
結果の取りまとめ
力学的センスを身に付ける

4 模型の製作（2） 構造模型の設計・製作・試験の実施、
結果の取りまとめ
力学的センスを身に付ける

5 構造の載荷試験 耐荷力試験の実施、結果のとりまと
め、所定の期日までにレポートとし
てまとめる。

6 断面諸量（1）
断面1次モーメント、図
心

断面諸量とは何か、2次元物体の重
心、断面と線分の図心、断面1次モー
メント、合成断面や不等式で表され
る領域の図心についての講義と演習

7 断面諸量（2）
断面2次モーメント、断
面2次極モーメント、断
面2次半径

断面2次モーメント、断面2次極モー
メント、断面2次半径の求め方の講
義と演習

8 断面諸量（3）
断面2次モーメント、断
面係数

平行軸の定理を用いた合成断面の断
面2次モーメントの求め方と断面係
数に関する講義と演習

9 弾性体の変形（1）
材料力学の基礎

構造物を構成する部材に作用する力、
応力、ひずみ、フックの法則、棒部
材の荷重と変形の関係についての講
義と演習

10 弾性体の変形（2）
材料力学の基礎

変断面棒部材の変形、温度応力につ
いての講義と演習

11 弾性体の変形（3）
材料力学の基礎

組み合わせ部材の荷重と変形の関係
についての講義と演習

12 弾性体の変形（4）
材料力学の基礎

はりに生じる曲げ応力とたわみにつ
いての講義と演習

13 弾性体の変形（5）
材料力学の基礎

せん断応力，ねじり，継手について
の講義と演習

14 弾性体の変形（6）
材料力学の基礎

傾いた面に作用する応力，一般的な
応力とひずみの関係についての講義
と演習，

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1～5回：設計製作についての予習とその復習
6～14回：教科書を用いた予習と演習問題を用いた復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
基礎から学べる材料力学（伊藤勝悦著・森北出版）
【参考書】
プリントを配布する
【成績評価の方法と基準】
模型製作（20％）、毎回の演習問題（10％）、期末試験（70％）による。欠席
4回以上は単位取得を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
特にない
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓を持参すること.
レポート作成時には貸与PCを使用してもよい．
【その他の重要事項】
橋梁メーカーに勤務した経験を有する教員が，力学の基礎を講義する．
【Outline (in English)】
This course is intended to introduce basic engineering and principal
mechanics. Basic property of structural members such as moment of
inertia and stress-strain relation are presented. Students can learn
basic idea of structure design through making bridge model and testing
its load carrying capacity.
・Learning Objectives
To be able to solve and explain basic problems related to members that
receive external force.
・Learning activities outside of classroom
1st to 5th classes ： Preparation and review of model design and
production
6th to 14th classes： Prepare with a textbook and review lessons.
Standard study time is two hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 70%，Model making practice：20%，Each class
exercises :10%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

工業力学及演習 Y

内田　大介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　実際に模型を作成することにより力学的センスを養うとともに、断面2次
モーメントなどの断面諸量と材料力学の基礎を学ぶことにより、主として工
学基礎学力と専門基礎学力を養う。
【到達目標】
力の流れ、断面諸量、応力ひずみ関係、力と変形の基礎について、基本的な問
題を解ける、またその内容を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 50%
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
　構造物のデザインや建設を担うため、構造物の強度や作用する力を求める
必要がある。工業力学及演習では2年次以降の本格的なデザインや建設の科
目を履修するために基礎となる断面の性質や材料の力学の基礎について学習
する．第1回～第5回の授業は構造模型の製作と載荷試験の実施を通じて力学
的センスを身に付ける．第6回以降の授業は教科書、配布資料、PPTを用い、
講義の前半にその回の授業内容を説明する。後半には、授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じて各自の理解を促す。演習課題のフィード
バックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 材料の変形について理解する

学習内容と学習上の注意および形状
の異なる棒部材を用いて曲げ荷重を
作用させ形状と曲がりやすさの関係
を実感する。橋の模型製作、耐荷力
試験のガイダンス

2 グループ毎の模型設計製
作についての検討と製作

構造模型の設計・製作・試験の実施、
結果の取りまとめ
力学的センスを身に付ける

3 模型の製作（1） 構造模型の設計・製作・試験の実施、
結果の取りまとめ
力学的センスを身に付ける

4 模型の製作（2） 構造模型の設計・製作・試験の実施、
結果の取りまとめ
力学的センスを身に付ける

5 構造の載荷試験 耐荷力試験の実施、結果のとりまと
め、所定の期日までにレポートとし
てまとめる。

6 断面諸量（1）
断面1次モーメント、図
心

断面諸量とは何か、2次元物体の重
心、断面と線分の図心、断面1次モー
メント、合成断面や不等式で表され
る領域の図心についての講義と演習

7 断面諸量（2）
断面2次モーメント、断
面2次極モーメント、断
面2次半径

断面2次モーメント、断面2次極モー
メント、断面2次半径の求め方の講
義と演習

8 断面諸量（3）
断面2次モーメント、断
面係数

平行軸の定理を用いた合成断面の断
面2次モーメントの求め方と断面係
数に関する講義と演習

9 弾性体の変形（1）
材料力学の基礎

構造物を構成する部材に作用する力、
応力、ひずみ、フックの法則、棒部
材の荷重と変形の関係についての講
義と演習

10 弾性体の変形（2）
材料力学の基礎

変断面棒部材の変形、温度応力につ
いての講義と演習

11 弾性体の変形（3）
材料力学の基礎

組み合わせ部材の荷重と変形の関係
についての講義と演習

12 弾性体の変形（4）
材料力学の基礎

はりに生じる曲げ応力とたわみにつ
いての講義と演習

13 弾性体の変形（5）
材料力学の基礎

せん断応力，ねじり，継手について
の講義と演習

14 弾性体の変形（6）
材料力学の基礎

傾いた面に作用する応力，一般的な
応力とひずみの関係についての講義
と演習，

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1～5回：設計製作についての予習とその復習
6～14回：教科書を用いた予習と演習問題を用いた復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
基礎から学べる材料力学（伊藤勝悦著・森北出版）
【参考書】
プリントを配布する
【成績評価の方法と基準】
模型製作（20％）、毎回の演習問題（10％）、期末試験（70％）による。欠席
4回以上は単位取得を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
特にない
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓を持参すること.
レポート作成時には貸与PCを使用してもよい．
【その他の重要事項】
橋梁メーカーに勤務した経験を有する教員が，力学の基礎を講義する．
【Outline (in English)】
This course is intended to introduce basic engineering and principal
mechanics. Basic property of structural members such as moment of
inertia and stress-strain relation are presented. Students can learn
basic idea of structure design through making bridge model and testing
its load carrying capacity.
・Learning Objectives
To be able to solve and explain basic problems related to members that
receive external force.
・Learning activities outside of classroom
1st to 5th classes ： Preparation and review of model design and
production
6th to 14th classes： Prepare with a textbook and review lessons.
Standard study time is two hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 70%，Model making practice：20%，Each class
exercises :10%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

図学及演習

山田　裕貴、福井　恒明、金城　正紀、今井　裕久

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
前半は、物体や空間を表現する手段としての図学の基礎的知識を都市環境デ
ザインにおける具体的な活用法を踏まえて学習する。また、図的表現の基礎
的手法について学び、課題の作図によって作図技術を習得する。後半は、コ
ンピュータを用いたＣＡＤやドローイングソフトによるさまざまな図面の作
成について学ぶ。
【到達目標】
[前半]図的表現の基礎的手法について学び、課題の作図によって作図技術を習
得する。
[後半]CADソフトの習得。ドローイングソフトの習得。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
前半は手書きによる作図を基本として、図法の説明とその作図課題により授
業を進める。後半は、パソコンを活用した作図システムについて操作の基本
を習得するとともに、情報の共有化、送受信など、電子化された図面の新た
な機能・効果についても学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 技術者の言語としての図面

都市環境デザイン分野の図面
作図用具とその使用法

2 作図法の基礎
正投影法

図面表現の基本
平面図・立面図の表現と作図

3 読図の基礎
透視図法 (1)

図面情報の読み取り
投影図・透視図の体系

4 透視図法 (2) 透視図作図の原理
1点透視図の表現と作図

5 透視図法 (3) 2点透視図の表現と作図
点景の表現

6 前半まとめ (1) 1点透視図による空間イメージの表現
7 前半まとめ (2) 1点透視図作品の相互講評と評価
8 描画ソフト利用ガイダ

ンス
システムの起動・操作・入力・出力・
データ保管・終了

9 CADソフト (1) 基本機能/支援機能の活用
10 CADソフト（2） 作図/出力の基礎
11 CADソフト（3） 作図/出力の習得
12 ドローイングソフト (1) 基本機能/支援機能の活用

土地利用現況図のトレース
13 ドローイングソフト (2) 地区開発イメージ図の制作
14 ドローイングソフト (3) 地域の略図の制作
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要に応じて指示する
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
必要に応じて紹介する
【成績評価の方法と基準】
各回の作図課題により評価する（100％）。なお、4回以上の欠席，または1つ
以上の未提出課題ある者は単位取得を認めない (D判定)。

【学生の意見等からの気づき】
指示事項を一度で理解しにくい学生のために，動画による説明を作成し，必
要に応じて複数回視聴できるようにした．
【学生が準備すべき機器他】
［前半］作図のための製図用具が必要となる。最小限必要な用具セットは年度
始めに案内する。
［後半］ドローイングソフトの演習には貸与パソコンを使用する。CADソフト
の演習には情報教室を使用する。
【その他の重要事項】
都市環境デザイン分野における実務経験を持つ教員がその経験を活かして、設
計における作図技術につながる内容を指導する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
The aim of this course is to learn the fundamental knowledge and skills
of drawing for expressing objects and spaces in the field of civil and
environmental engineering design. Students will learn basic methods
of graphical representation and plotting skills through several exercises
in handwriting and CAD.
【Learning Objectives】
[First half] Learn the basic techniques of graphic expression. Learn
drawing techniques with drawing challenges.
[Second half] Learn how to use CAD software and drafting software.
【Learning activities outside the classroom】
Instruct if necessary. The standard preparation and review time for this
class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policies】
Final grade will be each submission and task as grade (100%). If you
are absent 4 or more times or do not submit your assignments, you will
not be granted credit (D grade).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

ジオロジカルエンジニアリング

中谷　匡志

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ジオロジカルエンジニアリングは、地質学と工学の境界領域の学問と位置づけ
られる。本講座では、主として土木構造物に分類されるダムやトンネル・橋
梁などの建設といった、とくに社会基盤事業にかかわる技術者に必要な地盤
工学（あるいは地質工学）の基礎と、それを応用する知識を養うことを目的
としている。
【到達目標】
1.土木構造物の基礎となる地盤について、その見方・考え方を習得する。
2.調査・設計・施工の各プロセスにおける地盤評価の重要性とその方法・内容
を理解する。
3.地盤に起因するトラブルについて、評論家の立場ではなく、一技術者とし
て倫理感や問題意識を持てるような思考力を培う。
4.基礎岩盤の支持力や斜面の安定対策の見識を深め、簡易な安定計算ができ
るようにする。
5.講義中に行う演習などによって、技術者としての文章表現力の基礎を習得
する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
地質情報概論（0.5回）は、学問領域における位置づけと、社会基盤事業との
かかわりを考える。
地質の基礎知識（1.5回)は、岩盤の種類と成因、地質年代と特徴、岩種から
の問題点のイメージを通じて、地質に対する理解を深める。
特別講義（2回）では、「地球の動き／地震」「原子力発電所の地震・津波対策」
を通じて、ジオロジカルエンジニアリングの最近の動向・トピックを紹介する。
地質調査・試験（1回）では、ボーリング、弾性波探査、原位置岩盤試験、地
盤の分類（1回）では岩盤の工学的分類法について理解を深める。
ダムと地質情報（2回）、トンネルと地質情報（2回）、構造物基礎と地質情報
（1回)では、重要な社会基盤事業であるダム、トンネル、橋梁の種類や施工方
法、地質情報との関係を講義するとともに、貴重な実際の建設記録をＤＶＤ
などで紹介し、理解を深める。
のり面と地質情報（2回）では、のり面の基本、設計方法、安定対策について
理解を深めるとともに、実際に安定計算を試行する。
地すべりと地質情報（1回）では、近年、ゲリラ豪雨や台風などによる災害が
多発している地すべり地形の特徴と見方について理解を深めるとともに、実
際に安定計算を試行する。
最終の講義では、上記14回の講義内容、演習、小論文に対する講評、解説も
行う。
授業形態は、原則スライドショーで行い、毎回演習を実施する。なお、演習
解答の提出を出欠の確認とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地質情報概論、地質の基

礎知識 (1)
社会基盤事業とジオロジ
カルエンジニアリングと
の関わりの理解と地質
の基礎知識を習得する。

ジオロジカルエンジニアリングの講
義内容、社会基盤事業とジオロジカ
ルエンジニアリングとの関係。岩盤
の種類と成因、年代と特徴、岩種か
らの問題点のイメージ。

2 地質の基礎知識 (2)
地質の基礎知識を習得
する。

岩盤の風化・変質、地質構造。

3 特別講義 (1)
「地球の動き／地震」の
解釈の歴史的変遷、現状
を理解する。

地震・活断層、津波、プレートテク
ニクス、地震予知。

4 地質調査・試験
代表的な地質調査・試験
方法について知識を深
める。

ボーリング、弾性波探査、原位置岩
盤試験。

5 地盤の分類（岩盤分類）
岩盤を定量的に区分する
方法について理解する。

岩盤分類法、海外の岩盤分類。

6 ダムと地質情報 (1)
ダムの設計と施工方法
を理解する。

ダムの種類、ダムの基礎処理。日本
で最も大きい黒部ダム施工事例。

7 ダムと地質情報 (2)
ダムの設計と施工方法
を理解する。

ダムの歴史的発展、ダムの安定計算
方法。

8 特別講義 (2)
「原子力発電所の地震・
津波対策について」最新
の現状を理解する。

原子力発電所の地震対策、津波対策、
再稼働方法。

9 トンネルと地質情報 (1)
トンネル・地下空洞の種
類と施工方法を理解す
る。

トンネル・地下空洞の種類、施工方
法、切羽前方探査。

10 トンネルと地質情報 (2)
トンネル・地下空洞の種
類と施工方法を理解す
る。

日本で最も長い青函トンネルと大規
模地下空洞である小丸川地下発電所
の施工事例。

11 構造物基礎と地質情報
橋梁の歴史的変遷と橋
梁基礎の安定性に関す
る考え方を理解する。

橋梁の種類と発展、橋梁基礎の安定
性に関わる施工事例。

12 のり面と地質情報 (1)
掘削のり面の基本と岩
盤の異方性を通じて安
定性を理解する。

掘削のり面の基本、岩盤の異方性と
のり面の安定性との関係。

13 のり面と地質情報 (2)
のり面の安定対策方法
と設計方法を習得する。

掘削のり面の安定対策、直線すべり
の安定計算。

14 地すべりと地質情報
地すべり地形の見方と安
定計算方法を習得する。
講義全般をまとめる。

地すべり地形の特徴と見方、円弧す
べりの安定計算。講義全般のキー
ワードの確認。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 教科書全体の通読、教科書1章地盤の地質の予習・復習
2. 教科書1章地盤の地質の予習・復習
3. 新聞や関連雑誌・ホームページなどの情報収集
4. 教科書2章地盤の調査と試験・分類の予習・復習
5. 教科書2章地盤の調査と試験・分類の予習・復習
6. 教科書3章ダムと地質調査の予習・復習
7. 教科書3章ダムと地質調査の予習・復習
8. 新聞や関連雑誌・ホームページなどの情報収集
9. 教科書4章トンネル・地下空洞と地盤地質の予習・復習
10.教科書4章トンネル・地下空洞と地盤地質の予習・復習
11.教科書6章基礎と地盤地質の予習・復習
12.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
13.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
14.教科書7章法面と地盤地質の予習・復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
改訂新版「建設工事と地盤地質」著者：古部浩・武藤　光・山本浩之・宇津
木慎司、発行所：古今書院を使用する。
【参考書】
必要に応じて指示する。
【成績評価の方法と基準】
毎回の講義で実施する演習問題(記述・作図・計算など)の提出により習得度を
評価し、その合計から評価点 (100点満点)を算出する。
合否の基準は、100-90点をS、89-87点をA+、86-83点をA、82-80点をA-、
79-77点をB+、76-73点をB、72-70点をB-、69-67点をC+、66-63点をC、
62-60点をC-とし合格とする。59-0点または欠席4回以上をD、未受講、採
点不能をEとし不合格とする。
期末試験は実施しないが、演習の習得度によりレポート提出を求める場合が
ある。
【学生の意見等からの気づき】
演習については、十分な時間を確保する。
【学生が準備すべき機器他】
三角関数付き電卓、目盛り付き三角定規、分度器を必携とする。
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【その他の重要事項】
現役の建設会社に勤務する博士（学術）、技術士（応用理学）の資格を有する
教員が、その経験と知識に則した地形・地質の観点から建設工事の着目点を
講義する。
【Outline (in English)】
Geological engineering is a discipline combining geology and civil
engineering. In this course, we will introduce the basic of geotechnics (or
geotechnical engineering) necessary for engineers involved in projects of
social infrastructure, such as construction of dams, tunnels and bridges,
which are mainly classified as civil engineering structures, and the
knowledge to apply them.
At the end of the course, students are expected that understand the
importance of ground evaluation in each process of survey, design and
construction, and its method and contents.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading will be decided based on evaluating by submitting exercises to
be conducted in each lecture. No final exam will be held.
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COT100NC（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング及演習

鈴木　善晴、北條　幸雄

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業では，プログラミングの基本を修得することを目的とし，プ
ログラミングの考え方を学んだ上で，初心者の学習に適したプログ
ラミング言語である「Basic」と科学技術計算用の代表的なプログラ
ミング言語である「Fortran」を用いて，プログラミングの基礎に関
する講義および問題演習を行う．分岐構造や繰り返し処理などの基
本的な仕組みや使用方法を学習することで，都市環境デザイン工学
科で必要となるデータ処理プログラムを実際に作成するために必要
な基礎知識の修得を目指す．また同時に，本授業における問題演習
を通じて論理的思考力・プログラミング的思考力の向上を図る．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育到達目標（JABEE）」に
おける割合は，C（工学基礎学力）：60％，D（専門基礎学力）：
40％である．具体的には，①プログラミングに関する基礎知識を習
得するとともに，目的に応じた適切なアルゴリズムを自ら考えて各
種プログラムを作成することができる(C)，②問題演習を繰り返すこ
とで，専門分野の学習の際にも必要となる論理的思考・プログラミ
ング的思考の基礎を身に付ける(D)，などが本授業における到達目標
となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　配付資料を用いた講義および貸与ノートPCを用いた問題演習を
行う．前半は，Basic用の統合環境を使用して，Basicの基本例題や
演習課題について実際にプログラムの作成・実行を行うことで，プ
ログラミングの基本スキルについて学習するとともにアルゴリズム
の考え方を身に付ける．後半は，Fortran用の統合環境を使用して，
Fortranの基本例題や演習課題について実際にプログラムの作成・
実行を行うことで，少し高度なプログラミングスキルを修得する．
　講義の合間に適宜プログラムを作成する時間を設け，受講者全体
の進捗状況や理解度を確認しながら授業を進める．講義中の受講者
からの質問に対しては担当教員およびTA（ティーチングアシスタン
ト）が対応し，受講者のサポートを行う．また，前週の講義内容に
関する質問対応や各課題に対するフィードバックは1コマ目の講義
時に適宜実施する．
　例題・課題について作成したプログラムの本体とその実行結果を
ワードファイルに貼り付けて，各回の授業終了後に学習支援システ
ムより提出する．また，本授業の前半および後半の内容に対して課
されるレポート課題①および②（各種プログラムの作成）に取り組
み，同様の形式で提出する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① プログラミングの基

礎・考え方
「情報と科学」を理解する，アル
ゴリズムとフローチャートにつ
いて

② プログラミングの基
礎・考え方　Basic
プログラミング (1)

プログラムの基本を理解する，
Basic言語（Tbasic）の使用方法

③ Basicプログラミン
グ (2)

Tbasicの構成要素，関数につい
て (1)

④ Basicプログラミン
グ (3)

関数について (2)，コマンドと文
の使い方

⑤ Basicプログラミン
グ (4)

制御文を理解する，配列につい
て (1)

⑥ Basicプログラミン
グ (5)

配列について (2)，print制御の
方法，read data文の使い方，
副プログラムを理解する

⑦ Basicプログラミン
グ (6)

外部データの入出力を行う
（データのインポート，エクス
ポート），グラフィックを使う

⑧ Basicプログラミン
グ (7)

実際のデータを処理するプログ
ラム（Tbasic）を作成する

⑨ Fortranプログラミ
ング (1)

プログラミング言語Fortranを
理解する，Fortran builderの使
い方

⑩ Fortranプログラミ
ング (2)

構成要素と基本的な組み込み関
数について

⑪ Fortranプログラミ
ング (3)

コマンドと文を理解する，制御
構造を理解する，配列について
(1)，data文について

⑫ Fortranプログラミ
ング (4)

配列について (2)，入出力の制御
（format文）(1)，外部ファイル
の入出力

⑬ Fortranプログラミ
ング (5)

入出力の制御（format文）(2)，
サブ・プログラム（副プログラ
ム）

⑭ Fortranプログラミ
ング (6)

ディレクトリ構造（MS-DOS），
OS（DOS，Windows）を意識
したプログラミング

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本授業の前半および後半の内容に対して課されるレポート課題①
および②（各種プログラムの作成）に取り組み，期限までに提出す
ること．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで授業時（後半）に必ず持参すること．
○「FORTRAN77とFortran90」，竹内則雄・平野広和，森北出版．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　演習課題（毎回の演習課題への取り組み状況）50％，レポート課
題（各種プログラムの作成）50％として，その合計点により評価を
行う．原則として，合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含
む），70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満
はA（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマの講義のうち欠席回数が6コマを超えた場合，
あるいはレポート課題①および②が提出されていない場合は単位取
得を認めない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席
1コマの扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　毎回の授業で例題・課題に取り組む際に「貸与ノートPC」を使用
するため必ず持参すること（持参し忘れにより課題を提出できなく
ても配慮はしない）．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to learn basic skills of computer
programming through a combination of lectures and exercises
using "Basic language" suitable for beginners’ study and
"Fortran language" typically employed for scientific computing.
The students are expected to acquire fundamental knowledge
that is necessary for creating various programs including basic
schemes of branched structure, iteration processing and so on.
It is also aimed in this course to improve the ability of logical
thinking as well as computational thinking. Before/after each
class meeting, students will be expected to spend four hours to
understand the course content. Grading will be decided based
on in-class exercises (50%), and homework reports (50%).
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MAT100NC（数学 / Mathematics 100）

確率・統計

牧野　倫子

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多変量解析について、基礎的な考え方を理解する。線形回帰、重回帰分析、主
成分分析などについて、実践的な運用力を身につけることを目的とした演習
を行う。
【到達目標】
本科目では、理工系のさまざまな分野において必要性の高い、基礎的な確率・
統計手法の習得をめざす。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を交互に行い、理論の数学的な厳密性よりも実践的な運用力を身
に着けるように説明する。しかし、線形代数と微積分の知識がないと理論を
理解することは、かなり困難であり、AB期とCD期の内容が該当する講義は
出来るだけ受講すること。演習では、ノートパソコン（または関数電卓）を
使用する。遅刻、私語は厳禁である。疑問点を持ち越さないように、積極的
に質問すること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 確率・統計学の基礎 分散・不偏分散、標準偏差などの基本

統計量の意味と扱い方、推定、検定
2 第1回の演習 与えられたデータを用い、平均、分

散、標準偏差、相関係数等を求める。
さらに推定、検定を行う。

3 重回帰分析 説明変数と目的変数、線形独立の仮
定、最小自乗法、偏差積和、偏回帰
係数

4 第3回の演習 与えられたデータを用い、平均、分
散、共分散、偏差積和等を求める。

5 重回帰式の有意性の検定 回帰変動と残差変動、F分布による
有意性の検定、重相関係数

6 第5回の演習 与えられたデータを用いて、重回帰
式、重相関係数、偏相関係数を求め
る。

7 主成分分析（１） 分散最大条件と未定乗数法、固有値
と固有ベクトル

8 第7回の演習 与えられたデータおよび標準化した
データの主成分を求める。

9 主成分分析（２） 累積寄与率と因子負荷量
10 第9回の演習 与えられたデータの主成分、累積寄

与率、因子負荷量等を求める。
11 数量化理論Ⅰ類とクラ

スター分析
量的データと質的データ、アイテム
とカテゴリー、ユ－クリッド距離、
マハラノビス距離、最短距離法、重
心法、デンドログラム

12 第11回の演習 与えられたデータをアイテム、カテ
ゴリを基にダミー変数を用いて数量
化し、カテゴリーウエイト等を求め
る。また与えられたデータをユーク
リッド距離を用い最短距離法で分析
を行う。

13 総合演習（１） 重回帰分析に関する総合演習
14 総合演習（２） 主成分分析に関する総合演習
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に配布する資料を用いて予習および復習を欠かさず行うこと。演習の前
にはエクセルまたは電卓でその回の例題を、自分で計算して確認をする。本
授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義資料を配布する。教科書は指定しないが、下記の参考書を購入しておく
ことが望ましい。
【参考書】
宮崎直・勝野恵子・酒井祐貴子（共著）初めて学ぶ線形代数、培風館。
永田靖・棟近雅彦（共著）：多変量解析法入門、サイエンス社。
河口至商（著）：多変量解析入門Ⅰ、Ⅱ、森北出版。

【成績評価の方法と基準】
練習レポート等の平常点40%と、期末試験60%の成績を総合して評価する。
欠席4回以上は単位の取得を認めない（評価D）。
成績評価： 90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～80点を
Ａ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、69～67点をＣ＋、
66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤとする｡
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
演習ではExcelを使用する。
【Outline (in English)】
Course outline:
This is a course on multivariate analysis, with subjects on linear
regression, multiple regression analysis, principal component analysis
and more. Students will learn analysis methods through practice and
training for use in practical situations.
Learning Objectives:
At the end of the course, students are expected to A and B.
Learning activities outside of classroom:
Before and after each class meeting, students will be expected to spend
two hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports and in class contribution:
40%.
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SEE100ND（科学教育・（教育工学） / Science education/ Educational technology 100）

技術者倫理

北原　義典

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザイン工学技術者は、個人としての倫理こそ身につけているはず
であるが、専門家としての倫理も身につけることが求められる。本
講義は、科学技術に関わる倫理問題にはどんなものがあるか、また、
技術者がもつべき倫理についてケーススタディを交えながら体系的
に学ぶことを目的とする。特に、自分のデザインや技術が将来、社
会や環境に及ぼす影響を推察することの重要性を認識する。

【到達目標】
（１）デザイン工学の技術者がもつべき倫理の概念と重要事項を体系
的に理解する
（２）過去に起こった実事例から、内在する倫理問題を摘出する能力
を身につける
（３）技術者倫理に基づき情報デザイン、システムデザイン、環境デ
ザイン、安全建築設計等各分野の研究開発を推進できる技術を習得
する

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
デザイン工学系技術者がもつべき倫理事項を、文化や歴史、政治や
経済、科学技術、自然環境など多角的な観点から、様々なケースス
タディを織り込みながら、学習していく。倫理に関する意識づけの
みならず、安全に関する具体的なスキルも併せて習得する。教科書
を軸に、質問を投げかけながら答えてもらう問答法的なアプローチ
で講義を進める。また、各回事前課題を課し、授業の初めに、課題
に対する解答例を示しフィードバックを行う。また、良い回答やコ
メントは授業内で紹介する。本年度については、対面講義を基本と
するが、大学の通達に従う。対面講義の場合は感染防止対策を施し
た教室で、オンライン講義の場合はZoomにより行う。詳細は学習
支援システムにアクセスし確認のこと。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究者・技術者の社

会的責任と倫理
研究者・技術者にとっての倫理
とは何かについて、どういう歴
史的経緯があるのか、技術者の
行動規範などについて学ぶ。さ
らに、倫理と法の関係について
も考える。

2 リスクマネジメント リスクとは何か、その大きさは
どうやって測るのか、スクマネ
ジメントはどう進めたらいいの
かなどについて学ぶ。

3 ヒューマンエラー ヒューマンエラーを知覚、認知、
社会行動等、ユーザ側要因の観
点から学び、精神論ではなく、
工学的・科学的観点に基づく
ヒューマンエラーの予防的・対
処的対策について考える。

4 説明責任・製造物責
任

社会に対して技術者の果たすべ
き説明責任について考える。ま
た、製品を開発する側に生じる
製造物責任の特徴や使う側との
関係などについて考える。

5 技術情報と知的財産
の保護

まず、技術情報とは何かを知る。
創出したアイデアや技術、デザ
インを守る知財権保護制度につ
いて学ぶ。さらに、特許の対象
についても学習する。

6 化学倫理 化学物質、化学技術、ナノテク
ノロジーへの期待とリスク、お
よびその倫理について考える。
さらに、放射性物質のリスクと
取り扱いについても学ぶ。

7 生命倫理 ゲノム解析・遺伝子操作、ク
ローン技術等における倫理を通
し、生命や生死に対しどう関わ
るべきかについて考える。

8 ユニバーサルデザイ
ン

バリアフリーからユニバーサル
デザインへの流れについて知る。
さらに、ユーザエクスペリエン
ス設計について学ぶ。

9 情報ネットワーク社
会と倫理

個人情報漏えい、ネットワーク
犯罪、ソーシャルメディアでの
トラブル等、情報化社会におけ
る様々な倫理問題について学ぶ。

10 ロボット・人工知能
等新技術と倫理

ロボット、人工知能、ビッグデー
タ、個人認証、AR等、情報新技
術に関わる倫理について考える。

11 環境保全と倫理 環境・資源問題、エネルギー問
題、さらに、環境保全に対する
技術者取り組みについて考える。

12 デザイン工学におけ
る倫理

デザイン工学専攻学生が就き得
る職業とその倫理について考え
る。

13 多様性社会と技術者
倫理

科学技術の進展によりクローズ
アップされてきた人権問題、社
会のグローバル化、科学的と見
せかけて実は科学論理的根拠が
ないいわゆる疑似科学等につい
て、倫理の側面から考える。

14 技術者倫理の諸課題 ユニバーサルデザインにおいて
生じるコンフリクトなど倫理に
関して残されている諸課題につ
いて考える。また、各人の理解
度測定も行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容を事前に確認し、教科者掲載ケーススタディを読んで
おくこと。毎回の講義についての予習・復習時間は4時間ずつを標
準とする。
Review the syllabus contents and read the case studies
published by the subject in advance. The standard preparation
and review time for each lecture is 4 hours each.

【テキスト（教科書）】
北原義典「はじめての技術者倫理」講談社　を使用。その章立てに
したがって進めるので、毎回持参のこと。その他、学習支援システ
ムにアップされた資料を書き込み用に持参してもらうもしくはpdf
参照してもらう場合もある。
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【参考書】
中村昌允「技術者倫理とリスクマネジメント」　オーム社
林真理、宮澤健二、小野幸子「技術者の倫理」　コロナ社　　など

【成績評価の方法と基準】
技術者倫理の習得度に関する期末試験点数（80点）と平常の講義取
り組み姿勢（20点）の合計をもって評価点とする。授業の取り組み
姿勢とは、主に授業中の発言の活発さを指す。合計評価点60点以上
を合格とする。ただし、出席率が70％以上であることを評価前提条
件とする。
The evaluation points will be the sum of the final exam score
(80 points) on the mastery level of ethics for engineers and the
usual attitude toward the lecture (20 points). Attitude toward
the class mainly refers to the degree to which students are
active in speaking up during class. A total of 60 points or more
is required to pass the course. Attendance rate of 70% or more
is a prerequisite for evaluation.

【学生の意見等からの気づき】
ケーススタディについては、「具体的な事例を知ることができてよ
い」「非常に考えさせられる」など好評であり、今後も、引き続き、
各回ケーススタディを採り上げつつ講義を進める。

【学生が準備すべき機器他】
本年度、基本は対面授業ですが、全学的にオンライン講義実施との
通達があった場合には、Zoomを利用するため、PCもしくはスマー
トフォンを準備し、開講日時にアクセス、入室してください。また、
連絡事項や資料は学習支援システムにアクセスし確認のこと。

【その他の重要事項】
討論を重視するため、必ず出席し、積極的発言をすることが大切。な
お、本講義の担当教員は、33年にわたる企業での実務経験をもち、
その経験からの倫理問題も紹介する。

【Outline (in English)】
Every design engineer must acquire ethics that reflects not
only their position as an individual but also as an expert in
the field. In this course, we study ethical issues concerning
technology with case studies, understanding ethical attitudes
that engineers should come to systematically incorporate in
their workflow.
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DES100NA（デザイン学 / Design science 100）

デザイン文化論

辻村　亮子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「手つかずの自然」とはよく聞く言葉ですが、実はその言葉は幻想に近く、現
在地球上にはそのようなものはほとんど残されていません。我々人類は、自
然と向きあい、土地を耕し、人間がつくったもっとも大きな人工物といわれ
る「都市」を地球上に生み出しました。
　地球上の人間の半分以上、日本に至ってはいたっては9割の人が都市で生活
してるという現在、私たちの目にふれるものはすべて人間が「デザインされ
たもの」といってよいでしょう。
　この授業では、そうした自分たちの身のまわりの世界を、デザインという
観点から見ていきます。
　また「見る」だけではなく、「描く」と「書く」ということも授業で体験し、
発表してもらう予定です。
【到達目標】
１）「創造したい」という気持ちを育む。
２）「創造」のために何が必要かということが認識でき、その方法を自分で探
究することができる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 5%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 5%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 5%
（Ｉ）業務遂行能力 5%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義。課題提出。各自のプレゼンテーション。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
4月10日 イントロダクション この授業のねらいについて。授業登

録人数の確認、授業の進め方と注意
事項など。

4月17日 教員の経歴と自己紹介 美術大学、AA Schoolでの教育と、
デザイン誌編集とはどんな仕事なの
かを紹介する。

4月24日 レオナルド・ダ・ヴィン
チとは何か

現在のレオナルド・ダ・ヴィンチを
目指すというのはどういうことか？
彼の功績と現代に及ぼす影響を考察
する。

5月8日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介1

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

5月15日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介2

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

5月22日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介3

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

5月29日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介4

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

6月5日 予備日 自分の作品をプレゼンテーション
する。
もしくは、今年上半期のデザイン界
の動きについて紹介する。

6月12日 千田勝フランスからの
レクチャー

法政大学を卒業し、現在ブルター
ニュで設計事務所を主宰している千
田勝氏。「フランスの都会と田舎の暮
らし」をテーマにしたフランスから
リモート講義。

6月19日 西洋文化の源流ギリシ
アの神殿とその美術

ヨーロッパ文化の二大源流のひとつ、
ギリシア文明を見る。パルテノン神
殿が現代建築家に与えた影響。

6月26日 都市の観察1ヤンゴン ミャンマー、ヤンゴンというアジア
の一都市の発展と停滞の観察からか
ら、都市化が進むということはどう
いうことかを考察する。

7月3日 都市の観察2フィンラン
ド

首都ヘルシンキを例に、ひとつの都
市が持つ歴史的建造物から現代の建
築家の作品、都市交通の現在までを
みる。

7月10日 都市の観察3台湾 台湾における芸術祭の役割と、その
街づくり。ハイテクの最先端といわ
れる国での遺産への恭敬について考
える。

7月17日 都市の観察3　地下鉄と
鉄道

都市の不可欠な要素である交通につ
いて。地下鉄や鉄道をデザインの面
から捉えてみる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自画像製作 6時間程度
Student are required to make self-portraits that takes around 6 hours
to produce.

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業内で紹介
【成績評価の方法と基準】
リポート40%、一部授業後の提出物30%、平常点30%
End of semester reports 40％　
The drawings to be submitted 30％
Attitude toward class participation　30％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
課題作成のときには、各自自分に合った画材を用意すること。また提出の際
は、画像をスキャンする必要がある。
【その他の重要事項】
履修希望者多数の場合は、抽選でクラスの人数を120名ほどに限定する可能
性がある。
人数が多いためオンライン授業としているが、アクティブな授業である。画
面に顔を出して意見を発表したり、教員や受講者から質問することもあるの
で、聴講するだけのリモート授業とはならないことに留意すること。
最新事例を授業で紹介することがよくあるので、講義内容はシラバス通りに
なるとは限らない。また場合によっては、テーマが前後することもある。
授業の録画は禁止とする。暗記が必要な授業ではない。自分の手を動かすこ
とが必要な授業である。記録は自分の手で書いて残すこと。
【Outline (in English)】
We often use the word ”Wild Nature". But that word is an illusion.
We, humans have been cultivating nature and created the greatest
artifact, the city on the earth.
In a sense, nowadays everything we see is "designed" by some human　
beings.
We will see such the world around us from the perspective of design.
And not only “see”, we will also experience “drawing”“writing" and
presentation in this class.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100NA（デザイン学 / Design science 100）

デザイン文化論

辻村　亮子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「手つかずの自然」とはよく聞く言葉ですが、実はその言葉は幻想に近く、現
在地球上にはそのようなものはほとんど残されていません。我々人類は、自
然と向きあい、土地を耕し、人間がつくったもっとも大きな人工物といわれ
る「都市」を地球上に生み出しました。
　地球上の人間の半分以上、日本に至ってはいたっては9割の人が都市で生活
してるという現在、私たちの目にふれるものはすべて人間が「デザインされ
たもの」といってよいでしょう。
　この授業では、そうした自分たちの身のまわりの世界を、デザインという
観点から見ていきます。
　また「見る」だけではなく、「描く」と「書く」ということも授業で体験し、
発表してもらう予定です。
【到達目標】
１）「創造したい」という気持ちを育む。
２）「創造」のために何が必要かということが認識でき、その方法を自分で探
究することができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義。課題提出。各自のプレゼンテーション。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
4月10日 イントロダクション この授業のねらいについて。授業登

録人数の確認、授業の進め方と注意
事項など。

4月17日 教員の経歴と自己紹介 美術大学、AA Schoolでの教育と、
デザイン誌編集とはどんな仕事なの
かを紹介する。

4月24日 レオナルド・ダ・ヴィン
チとは何か

現在のレオナルド・ダ・ヴィンチを
目指すというのはどういうことか？
彼の功績と現代に及ぼす影響を考察
する。

5月8日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介1

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

5月15日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介2

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

5月22日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介3

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

5月29日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介4

自分の作品をプレゼンテーションす
る。

6月5日 予備日 自分の作品をプレゼンテーション
する。
もしくは、今年上半期のデザイン界
の動きについて紹介する。

6月12日 千田勝フランスからの
レクチャー

法政大学を卒業し、現在ブルター
ニュで設計事務所を主宰している千
田勝氏。「フランスの都会と田舎の暮
らし」をテーマにしたフランスから
リモート講義。

6月19日 西洋文化の源流ギリシ
アの神殿とその美術

ヨーロッパ文化の二大源流のひとつ、
ギリシア文明を見る。パルテノン神
殿が現代建築家に与えた影響。

6月26日 都市の観察1ヤンゴン ミャンマー、ヤンゴンというアジア
の一都市の発展と停滞の観察からか
ら、都市化が進むということはどう
いうことかを考察する。

7月3日 都市の観察2フィンラン
ド

首都ヘルシンキを例に、ひとつの都
市が持つ歴史的建造物から現代の建
築家の作品、都市交通の現在までを
みる。

7月10日 都市の観察3台湾 台湾における芸術祭の役割と、その
街づくり。ハイテクの最先端といわ
れる国での遺産への恭敬について考
える。

7月17日 都市の観察3　地下鉄と
鉄道

都市の不可欠な要素である交通につ
いて。地下鉄や鉄道をデザインの面
から捉えてみる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自画像製作 6時間程度
Student are required to make self-portraits that takes around 6 hours
to produce.

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業内で紹介
【成績評価の方法と基準】
リポート40%、一部授業後の提出物30%、平常点30%
End of semester reports 40％　
The drawings to be submitted 30％
Attitude toward class participation　30％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
課題作成のときには、各自自分に合った画材を用意すること。また提出の際
は、画像をスキャンする必要がある。
【その他の重要事項】
履修希望者多数の場合は、抽選でクラスの人数を120名ほどに限定する可能
性がある。
人数が多いためオンライン授業としているが、アクティブな授業である。画
面に顔を出して意見を発表したり、教員や受講者から質問することもあるの
で、聴講するだけのリモート授業とはならないことに留意すること。
最新事例を授業で紹介することがよくあるので、講義内容はシラバス通りに
なるとは限らない。また場合によっては、テーマが前後することもある。
授業の録画は禁止とする。暗記が必要な授業ではない。自分の手を動かすこ
とが必要な授業である。記録は自分の手で書いて残すこと。
【Outline (in English)】
We often use the word ”Wild Nature". But that word is an illusion.
We, humans have been cultivating nature and created the greatest
artifact, the city on the earth.
In a sense, nowadays everything we see is "designed" by some human　
beings.
We will see such the world around us from the perspective of design.
And not only “see”, we will also experience “drawing”“writing" and
presentation in this class.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100NA（デザイン学 / Design science 100）

デザイン文化論

辻村　亮子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「手つかずの自然」とはよく聞く言葉です。しかし実はその言葉は幻想に近く、
現在地球上にはそのようなものはほとんど残されていません。我々人類は、自
然と向きあい、土地を耕し農業を興し、人間がつくったもっとも大きな人工
物といわれる「都市」を地球上に生み出してきたのです。
　地球上の人間の半分以上、日本に至っては9割の人が都市で生活してるとい
う現在、私たちの目にふれるものはすべて人間によって「デザインされたも
の」と言ってよいでしょう。
　この授業では、こうした自分たちの身のまわりの世界を、デザインという
観点から見ていきます。
また3学科が集まる人数の多い授業となりますが、「見る」だけではなく、「描
く」と「書く」ということも授業で体験してもらう予定です。
【到達目標】
１）「創造したい」という気持ちを育む。
２）「創造」のための目を養う。
３）「創造」のための方法を自分で探究することができる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
講義。課題提出。各自のプレゼンテーション。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
4月12日 ガイダンス 授業登録人数の確認（120名を超え

る場合は抽選方式）、授業の進め方と
注意事項など。

4月19日 イントロダクション 教員の経歴
4月26日 自宅制作のスタディ・課

題
自画像と似顔絵
人はなぜ自画像を描くのか？

5月10日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介1

自分の作品をプレゼンテーション
する。
人の作品を鑑賞する。

5月17日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介2

自分の作品をプレゼンテーション
する。
人の作品を鑑賞する。

5月24日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介3

自分の作品をプレゼンテーション
する。
人の作品を鑑賞する。

5月31日 課題のプレゼンテー
ションと自己紹介4

自分の作品をプレゼンテーション
する。
人の作品を鑑賞する。

6月7日 レオナルド・ダ・ヴィン
チとは何か?

現在のレオナルド・ダ・ヴィンチを
目指すというのはどういうことなの
か？ ダ・ヴィンチの功績をみる。

6月14日 千田勝フランスからの
レクチャー

法政大を卒業してブルタ－ニュで設
計事務所を主宰する千田勝氏。本年
度は「都市をアップデイトする」を
リモート講義する。

6月21日 西洋文化の源流ギリシ
アの神殿とその美術

ヨーロッパ文化の二大源流のひとつ、
ギリシア文明を見る。パルテノン神
殿が現代建築家に与えた影響。

6月28日 都市の観察1ヤンゴン 都市化が進むということはどういう
ことか。
アジアの一都市の発展を政治・文化・
宗教的側面とともに考える。

7月5日 都市の観察2ヘルシンキ フィンランドの首都ヘルシンキを例
に、ひとつの首都の、過去と現代の
建築及び都市施設と交通を考察する。

7月12日 都市の観察３）東京 高輪築堤という産業遺産から、鉄道・
地下鉄といった都市施設を通して我
が国のデザインを振り返り展望する。

7月14日 都市の観察４）または予
備日

東京以外の都市の交通、
または、図書館など今の都市施設の
デザインの潮流を観察する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題作成5時間、レポート作成8時間
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
授業内で紹介
【成績評価の方法と基準】
リポート40%、一部授業後の提出物30%、平常点30%

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
課題作成のときには、各自自分に合った画材を用意すること。また画像の提
出については、スマートフォンの写真ではなくきちんとスキャンして提出す
ること。
【その他の重要事項】
履修希望者多数の場合は、抽選でクラスの人数を120名ほどに限定する可能
性がある。
最新情報を授業で紹介することが多いので、講義内容はテーマと同じになる
とは限らない。また履修人数によっても、講義内容に変更や、前後する可能
性がある。
フランスからリモートで千田勝氏、また場合によってはもう一人ゲスト講師
を招待した講義を行う。
【Outline (in English)】
We often use the word ”Wild Nature". But that word is an illusion.
We humans have been cultivating nature and created the greatest
artifact, the city on the earth.
In a sense, nowadays everything we see is "designed" by human　beings.
We will see such the world around us from the perspective of design.
And not only “see”, we will also experience “drawing” and “writing"　 in
this class.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

色彩論

大高　知子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人が受け取る情報の８割以上が五感の「視覚」に頼っている。人が
１日に触れる色の数は１０００万色とも言われる。
光・場所・メディア・材質など、様々な要因で変化する「モノや色
が見えるしくみ」から、色がもたらす意味・効果・色彩情報・色彩
計画表現に不可欠な「色彩の基礎」を学ぶ。

【到達目標】
講義から多角的な視点で色彩の概念・本質・知識を理解する。
講義をもとに課題制作を通して、微妙な色の識別判断や色の認知、色
彩表現技術を体験し、習得する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
色彩の知識があることと色彩が使えることは異なるため、段階的に
幅広く両者を習得できる手法で進める。
・各回のテーマに沿った講義形式を軸にした授業を行う。
・微妙な色彩の識別判断や色彩表現を学習しながら手作業による課
題制作を実施する。
・各回のテーマにかかわる様々な色彩の現物サンプルを提示する。
・提出された課題の中からいくつかを取り上げ、全体に対して講評
する。
・提出された発想練習、リアクションペーパー、アンケート等を集計
し、全体に対してフィードバックする。
・随時、発想練習、リアクションペーパー、アンケート等を実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の概要と目的、進め方と方

法についての説明と確認
2 色彩の始まりと色彩

学の基本
自然から学ぶ色彩と古代の色彩
光の干渉・回析などの光学研究
の分野を切り開いたニュートン
の光学
色彩感情・心理を最初に論した
ゲーテの色彩論

3 色の成り立ちとHVC
表現

光と色の三原色
色の三属性HVC（色相・明度・
彩度）
色相環

4 色彩の尺度 様々なカラーオーダーシステム
と様々な業界のカラーチャート
による色の数値化表現

5 色の見え・1 色の認知と行動
色覚説モデル
様々な順応・対比
補色・残像
明るさ・色の対比

6 色の見え・2 光源による色の見え
色覚特性
安全と色彩

7 色彩文化・1 西洋文化におけるカラーコミュ
ニケーションの歴史

8 色彩文化・2 日本文化におけるカラーコニュ
ニケーションの歴史

9 情報と色彩 色彩心理
色彩戦略

10 風土と都市と色彩 環境色彩
スーパーグラフィック
景観法の色彩

11 モノとコトと色彩 流行色
イロモノ家電
色の常識
色の可能性

12 イメージの色彩・1 イメージからの色彩配色コンポ
ジション・1

13 イメージの色彩・2 イメージからの色彩配色コンポ
ジション・2

14 今期まとめ 全講義内容、課題の再確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・身の周りの色彩観察
・各回ごとの授業の復習
・手作業による課題制作
・発想練習、リアクションペーパー、アンケート等の作成
本授業の復習、課題制作時間、発想練習等の作成は各1時間を標準
とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。
講義時に必要に応じて別途指示を行う。

【参考書】
特になし。
講義時に必要に応じて別途指示を行う。

【成績評価の方法と基準】
積極的な授業参加と取り組みによる平常点（40％）、および各課題
の完成度（60％）を考慮し総合的に評価する。
課題の内容、数に応じて配分を割り振る。
※未提出物がある学生、4回以上欠席した学生は評価の対象としな
い（D評価）。遅刻・早退は2回で欠席1回と換算する。（ただし正当
な理由がある場合は遅刻・早退、欠席ともその限りではない）

【学生の意見等からの気づき】
講義では色彩の基礎のほか、学生に身近な話題についても多角的な
視点から毎年豊富に導入・改善を試みている。
課題を通して色彩認識が深まるため、学生が興味を持ち達成感を得
られる内容としている。

【学生が準備すべき機器他】
・課題制作は手作業のためハサミやカッター、定規、ノリなど紙を切
り貼りするための道具を使用。
・提出物は学習支援システムを利用する。
・提出物の内容によりスキャンすることがある。

【その他の重要事項】
・初回ガイダンスで発想練習、アンケートを実施する。
・授業の進捗、学生の理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更
することがある。
・プロダクトデザイナーとしてのメーカー勤務経験、デザインディ
レクターとしての現在の経験を活かし、多角的に幅広く色彩に関す
る講義を行う。

【Outline (in English)】
Over 80 percent of the information which humans receive rely
on the perception known as "sight". It is said that everyday we
encounter 10 million different colors.
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From the sources of changing light and objects such as
light, places, media and materials, students will learn
the fundamental principles indispensible for describing the
implications, effect, information and design of color.
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than 1 hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
assignment :60%、in class contribution: 40%
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

現代企業論

境　新一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界は2020年以来，未曾有のパンデミック／コロナ禍のなかで，大
転換，新たな社会観と事業，価値創造の手法が模索されています。本
講義は，企業（法人）を典型とする現代組織を対象とした経営の理
論（基本概念）と事業の価値創造の技法について事例を通して検証
します。まず，経営学の基礎理論について，周辺領域（経済学，社
会学，法学など）との関係に言及し，企業・事業・経営の一体的な
理解と今日の展開についてマクロの視点で整理します。次に，経営
の個別テーマを経営資源（人，物，金，情報，技術など）別にミク
ロの視点から事例で紹介します。また，アートとビジネスが相互浸
透する今日の状況を踏まえ，創造（プロデュース）と経営（マネジ
メント）を対比して，起業を前提とした事業計画書の作成，新たな
事業創造，その基盤となる新たな価値創造の技法，発想法を利用し
演習に活かします。

【到達目標】
本講義では，学生諸君が現代企業を総合的に理解し，経営者，起業
家，クリエーター，職人などによる価値創造の技法を修得し，受講生
自身の知の技法を育むことにより，思考力と実践力を獲得できます。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
パンデミック／コロナ禍のなかで新たな価値創造が模索されるなか
で，本講義では企業・事業・経営を一体的に理解するために，経営学
を中心に経済学，社会学，法学との関係に言及します。次に，経営
の個別テーマについて事例を加えながら講義します。その際，アー
トとビジネスが相互浸透する今日の状況を踏まえて，アート，ビジ
ネスの世界における経営者，クリエーター，プロデューサー，デザ
イナー，アーティストなどの専門分野と技法，ネットワークと独創
性・独自性をもって時代を創り，かつ，変えていく行為と作品，能力
開発と後継者育成などを多角的に検証します。とりあげる主な事例
として，先端の情報技術産業，人文・社会科学の複合領域，美術・音
楽・演劇など芸術・アートの分野，生活産業やエンタテインメント
産業，展覧会・ファッションショーなどイベント事業の仕組み，商
品・サービスに関わるビジネスモデルの構築です。アイデア発想法
の練習やゲスト講話（インタビュー取材，録画）なども交えます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに，パンデ

ミック／コロナ禍の
影響，現代企業の要
件

現代企業の役割，経営学と周辺
領域，社会的責任／CSR・公益
の実現，企業・事業・経営の一
体的理解，プロデュース＆マネ
ジメントの役割，アートとデザ
インの関係，新事業創造と価値
創造の技法

第2回 農商工連携，総合産
業

農商工連携，６次産業化，総合
産業，生活産業とエンタテイン
メント産業，世界貿易とTPP／
EPA

第3回 企業・事業・経営 起業（会社設立）の手順，企業・
事業・経営の一体理解，経営と
理念，CSR，ビジョナリ―カン
パニー

第4回 PDCAとBSC 経営管理の方法：マネジメント・
サイクル／PDCA，評価方法：
バランス・スコアカード／BSC

第5回 経営と戦略，人材育
成，マーケティング

経営戦略，人材育成，マーケ
ティング／価値と価格／生産と
流通／顧客創造／感動創造

第6回 経営と財務１ 財務諸表の相互関係，貸借対照
表・損益計算書・キャッシュフ
ロー計算書の特徴

第7回 経営と財務２ 財務諸表の事例比較／製造業・
非製造業・ベンチャー

第8回 経営と情報技術 情報技術によるイノベーション，
IoT，ICT，AIの役割，ビッグ・
データの活用

第9回 経営と法律，知財 ビジネス法務，知的財産，地域
ブランドの創造

第10回 アートとデザイン
発想と実行／実装

アートとデザイン／課題提起と
課題解決，アート・デザイン・
サイエンス・テクノロジーの関
係，アート・プロデュース，デ
ザイン思考，作品と商品

第11回 新事業創造と事業計
画，物語構築と価値
創造のための発想法
の意義

事業創造のための物語構築，新
事業創造と事業計画，6W2Hの
内容，社会ネットワークの活用，
ビジネスモデル，素人発想・玄
人実行，発想法／ブレインマッ
プの特徴

第12回 価値創造　演習１，
ブレインマップを活
用した素人発想

経営者，起業家による事業創造
と経営創造

第13回 価値創造　演習２，
ブレインマップを活
用した玄人実行

クリエーター，プロデューサー，
職人（匠）による商品・サービ
スの開発，アーティストによる
創作

第14回 まとめ 物語構築と新事業創造の要諦，
企業および事業の価値，価値算
定，EVA／MVA，リスクマネ
ジメント，発想法を活かした価
値創造

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習・復習とも教科書，資料を各自で十分に読み込んで下さい。実
際に企業・事業・経営の一体理解，事業計画書について演習する場合
があります。理論と事例を相互参照して理解していただきたい。各
回については，以下のとおりです。
（１）パンデミック／コロナ禍の影響，現代企業の要件について教科
書・資料での予習（90分）。
（２）農商工連携，総合産業について教科書・資料での予習（90分）。
（３）企業・事業・経営について教科書・資料での予習（90分）。
（４）PDCAとBSCについて教科書・資料での予習（90分）。
（５）経営と戦略，人材育成，マーケティングについて教科書・資料
での予習（90分）。
（６）経営と財務１について教科書・資料での予習（90分）。
（７）経営と財務２について教科書・資料での予習（90分）。
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（８）経営と情報技術について教科書・資料での予習（90分）。
（９）経営と法律，知財について教科書・資料での予習（90分）。
（10）アートとデザインについて教科書・資料での予習（90分）。
（11）新事業創造と事業計画について教科書・資料での予習（90分）。
（12）価値創造　事例１について教科書・資料での予習（90分）。
（13）価値創造　事例２について教科書・資料での予習（90分）。
（14）まとめ　教科書・資料での総括・復習（90分）。

【テキスト（教科書）】
境 新一『アート・プロデュース概論－経営と芸術の融合　第２刷』
中央経済社，2021年。

【参考書】
境新一『現代企業論－経営と法律の視点（第５版）』文眞堂，2018年。
境 新一・谷 真哉・榎本 正『新事業創造のための発想法』文眞堂，
2022年。
境新一（編著）、齋藤保男、加藤寛昭、丸幸弘、塚田周平，臼井
真美 (著)
『アグリ・アート　感動を与える農業ビジネス』中央経済社，2020年。
『日経　業界地図２０２２年版』日本経済新聞社，2021年。

【成績評価の方法と基準】
講義に対する参加度（演習を含む）２０％　期中レポート４０％　期
末試験または期末レポート４０％　の総合評価とします。なお，期
末試験／期末レポートの決定は講義折り返しの７、８回時点で公表
します。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。

【その他の重要事項】
講義内容はテキスト『アート・プロデュース概論』を基本として，各
テーマに関連する資料を適宜別途掲載します。
講義を中心として進めますが，期中レポート（小課題２回），期末レ
ポート，演習も交えて行います。毎回，学習支援システムに講義資
料を掲載しますので，受講生諸君は各自で資料ファイル（PDF）を
ダウンローまたは印刷して講義に臨んでください。

【Outline (in English)】
This course examines management theory targeting corporate
industry as a model for modern organizations and methods
of business value creation through real-world examples.
Beginning with fundamental theory of management, with
reference to related fields (economics, sociology, law etc.) a
unified understanding of industry, enterprise and management
and current developments is reviewed through a macro point
of view. Next, individual topics in resource management
(human, physical, financial, data, technological etc.) will be
introduced with real-world examples through a micro point of
view. In addition, based on today’s state of interpenetration
between art and business, through comparisons of production
and management, new methods of value creation related to
start-up business planning, base products and services for
business will be studied.
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

現代企業論

境　新一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界は2020年以来，未曾有のパンデミック／コロナ禍のなかで，大
転換，新たな社会観と事業，価値創造の手法が模索されています。本
講義は，企業（法人）を典型とする現代組織を対象とした経営の理
論（基本概念）と事業の価値創造の技法について事例を通して検証
します。まず，経営学の基礎理論について，周辺領域（経済学，社
会学，法学など）との関係に言及し，企業・事業・経営の一体的な
理解と今日の展開についてマクロの視点で整理します。次に，経営
の個別テーマを経営資源（人，物，金，情報，技術など）別にミク
ロの視点から事例で紹介します。また，アートとビジネスが相互浸
透する今日の状況を踏まえ，創造（プロデュース）と経営（マネジ
メント）を対比して，起業を前提とした事業計画書の作成，新たな
事業創造，その基盤となる新たな価値創造の技法，発想法を利用し
演習に活かします。

【到達目標】
本講義では，学生諸君が現代企業を総合的に理解し，経営者，起業
家，クリエーター，職人などによる価値創造の技法を修得し，受講生
自身の知の技法を育むことにより，思考力と実践力を獲得できます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
パンデミック／コロナ禍のなかで新たな価値創造が模索されるなか
で，本講義では企業・事業・経営を一体的に理解するために，経営学
を中心に経済学，社会学，法学との関係に言及します。次に，経営
の個別テーマについて事例を加えながら講義します。その際，アー
トとビジネスが相互浸透する今日の状況を踏まえて，アート，ビジ
ネスの世界における経営者，クリエーター，プロデューサー，デザ
イナー，アーティストなどの専門分野と技法，ネットワークと独創
性・独自性をもって時代を創り，かつ，変えていく行為と作品，能力
開発と後継者育成などを多角的に検証します。とりあげる主な事例
として，先端の情報技術産業，人文・社会科学の複合領域，美術・音
楽・演劇など芸術・アートの分野，生活産業やエンタテインメント
産業，展覧会・ファッションショーなどイベント事業の仕組み，商
品・サービスに関わるビジネスモデルの構築です。アイデア発想法
の練習やゲスト講話（インタビュー取材，録画）なども交えます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに，パンデ

ミック／コロナ禍の
影響，現代企業の要
件

現代企業の役割，経営学と周辺
領域，社会的責任／CSR・公益
の実現，企業・事業・経営の一
体的理解，プロデュース＆マネ
ジメントの役割，アートとデザ
インの関係，新事業創造と価値
創造の技法

第2回 農商工連携，総合産
業

農商工連携，６次産業化，総合
産業，生活産業とエンタテイン
メント産業，世界貿易とTPP／
EPA

第3回 企業・事業・経営 起業（会社設立）の手順，企業・
事業・経営の一体理解，経営と
理念，CSR，ビジョナリ―カン
パニー

第4回 PDCAとBSC 経営管理の方法：マネジメント・
サイクル／PDCA，評価方法：
バランス・スコアカード／BSC

第5回 経営と戦略，人材育
成，マーケティング

経営戦略，人材育成，マーケ
ティング／価値と価格／生産と
流通／顧客創造／感動創造

第6回 経営と財務１ 財務諸表の相互関係，貸借対照
表・損益計算書・キャッシュフ
ロー計算書の特徴

第7回 経営と財務２ 財務諸表の事例比較／製造業・
非製造業・ベンチャー

第8回 経営と情報技術 情報技術によるイノベーション，
IoT，ICT，AIの役割，ビッグ・
データの活用

第9回 経営と法律，知財 ビジネス法務，知的財産，地域
ブランドの創造

第10回 アートとデザイン
発想と実行／実装

アートとデザイン／課題提起と
課題解決，アート・デザイン・
サイエンス・テクノロジーの関
係，アート・プロデュース，デ
ザイン思考，作品と商品

第11回 新事業創造と事業計
画，物語構築と価値
創造のための発想法
の意義

事業創造のための物語構築，新
事業創造と事業計画，6W2Hの
内容，社会ネットワークの活用，
ビジネスモデル，素人発想・玄
人実行，発想法／ブレインマッ
プの特徴

第12回 価値創造　演習１，
ブレインマップを活
用した素人発想

経営者，起業家による事業創造
と経営創造

第13回 価値創造　演習２，
ブレインマップを活
用した玄人実行

クリエーター，プロデューサー，
職人（匠）による商品・サービ
スの開発，アーティストによる
創作

第14回 まとめ 物語構築と新事業創造の要諦，
企業および事業の価値，価値算
定，EVA／MVA，リスクマネ
ジメント，発想法を活かした価
値創造

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習・復習とも教科書，資料を各自で十分に読み込んで下さい。実
際に企業・事業・経営の一体理解，事業計画書について演習する場合
があります。理論と事例を相互参照して理解していただきたい。各
回については，以下のとおりです。
（１）パンデミック／コロナ禍の影響，現代企業の要件について教科
書・資料での予習（90分）。
（２）農商工連携，総合産業について教科書・資料での予習（90分）。
（３）企業・事業・経営について教科書・資料での予習（90分）。
（４）PDCAとBSCについて教科書・資料での予習（90分）。
（５）経営と戦略，人材育成，マーケティングについて教科書・資料
での予習（90分）。
（６）経営と財務１について教科書・資料での予習（90分）。
（７）経営と財務２について教科書・資料での予習（90分）。
（８）経営と情報技術について教科書・資料での予習（90分）。
（９）経営と法律，知財について教科書・資料での予習（90分）。
（10）アートとデザインについて教科書・資料での予習（90分）。
（11）新事業創造と事業計画について教科書・資料での予習（90分）。
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（12）価値創造　事例１について教科書・資料での予習（90分）。
（13）価値創造　事例２について教科書・資料での予習（90分）。
（14）まとめ　教科書・資料での総括・復習（90分）。

【テキスト（教科書）】
境 新一『アート・プロデュース概論－経営と芸術の融合　第２刷』
中央経済社，2021年。

【参考書】
境新一『現代企業論－経営と法律の視点（第５版）』文眞堂，2018年。
境 新一・谷 真哉・榎本 正『新事業創造のための発想法』文眞堂，
2022年。
境新一（編著）、齋藤保男、加藤寛昭、丸幸弘、塚田周平，臼井
真美 (著)
『アグリ・アート　感動を与える農業ビジネス』中央経済社，2020年。
『日経　業界地図２０２２年版』日本経済新聞社，2021年。

【成績評価の方法と基準】
講義に対する参加度（演習を含む）２０％　期中レポート４０％　期
末試験または期末レポート４０％　の総合評価とします。なお，期
末試験／期末レポートの決定は講義折り返しの７、８回時点で公表
します。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。

【その他の重要事項】
講義内容はテキスト『アート・プロデュース概論』を基本として，各
テーマに関連する資料を適宜別途掲載します。
講義を中心として進めますが，期中レポート（小課題２回），期末レ
ポート，演習も交えて行います。毎回，学習支援システムに講義資
料を掲載しますので，受講生諸君は各自で資料ファイル（PDF）を
ダウンローまたは印刷して講義に臨んでください。

【Outline (in English)】
This course examines management theory targeting corporate
industry as a model for modern organizations and methods
of business value creation through real-world examples.
Beginning with fundamental theory of management, with
reference to related fields (economics, sociology, law etc.) a
unified understanding of industry, enterprise and management
and current developments is reviewed through a macro point
of view. Next, individual topics in resource management
(human, physical, financial, data, technological etc.) will be
introduced with real-world examples through a micro point of
view. In addition, based on today’s state of interpenetration
between art and business, through comparisons of production
and management, new methods of value creation related to
start-up business planning, base products and services for
business will be studied.
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

現代企業論

境　新一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
世界は2020年以来，未曾有のパンデミック／コロナ禍のなかで，大
転換，新たな社会観と事業，価値創造の手法が模索されています。本
講義は，企業（法人）を典型とする現代組織を対象とした経営の理
論（基本概念）と事業の価値創造の技法について事例を通して検証
します。まず，経営学の基礎理論について，周辺領域（経済学，社
会学，法学など）との関係に言及し，企業・事業・経営の一体的な
理解と今日の展開についてマクロの視点で整理します。次に，経営
の個別テーマを経営資源（人，物，金，情報，技術など）別にミク
ロの視点から事例で紹介します。また，アートとビジネスが相互浸
透する今日の状況を踏まえ，創造（プロデュース）と経営（マネジ
メント）を対比して，起業を前提とした事業計画書の作成，新たな
事業創造，その基盤となる新たな価値創造の技法，発想法を利用し
演習に活かします。

【到達目標】
本講義では，学生諸君が現代企業を総合的に理解し，経営者，起業
家，クリエーター，職人などによる価値創造の技法を修得し，受講生
自身の知の技法を育むことにより，思考力と実践力を獲得できます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
パンデミック／コロナ禍のなかで新たな価値創造が模索されるなか
で，本講義では企業・事業・経営を一体的に理解するために，経営学
を中心に経済学，社会学，法学との関係に言及します。次に，経営
の個別テーマについて事例を加えながら講義します。その際，アー
トとビジネスが相互浸透する今日の状況を踏まえて，アート，ビジ
ネスの世界における経営者，クリエーター，プロデューサー，デザ
イナー，アーティストなどの専門分野と技法，ネットワークと独創
性・独自性をもって時代を創り，かつ，変えていく行為と作品，能力
開発と後継者育成などを多角的に検証します。とりあげる主な事例
として，先端の情報技術産業，人文・社会科学の複合領域，美術・音
楽・演劇など芸術・アートの分野，生活産業やエンタテインメント
産業，展覧会・ファッションショーなどイベント事業の仕組み，商
品・サービスに関わるビジネスモデルの構築です。アイデア発想法
の練習やゲスト講話（インタビュー取材，録画）なども交えます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに，パンデ

ミック／コロナ禍の
影響，現代企業の要
件

現代企業の役割，経営学と周辺
領域，社会的責任／CSR・公益
の実現，企業・事業・経営の一
体的理解，プロデュース＆マネ
ジメントの役割，アートとデザ
インの関係，新事業創造と価値
創造の技法

第2回 農商工連携，総合産
業

農商工連携，６次産業化，総合
産業，生活産業とエンタテイン
メント産業，世界貿易とTPP／
EPA

第3回 企業・事業・経営 起業（会社設立）の手順，企業・
事業・経営の一体理解，経営と
理念，CSR，ビジョナリ―カン
パニー

第4回 PDCAとBSC 経営管理の方法：マネジメント・
サイクル／PDCA，評価方法：
バランス・スコアカード／BSC

第5回 経営と戦略，人材育
成，マーケティング

経営戦略，人材育成，マーケ
ティング／価値と価格／生産と
流通／顧客創造／感動創造

第6回 経営と財務１ 財務諸表の相互関係，貸借対照
表・損益計算書・キャッシュフ
ロー計算書の特徴

第7回 経営と財務２ 財務諸表の事例比較／製造業・
非製造業・ベンチャー

第8回 経営と情報技術 情報技術によるイノベーション，
IoT，ICT，AIの役割，ビッグ・
データの活用

第9回 経営と法律，知財 ビジネス法務，知的財産，地域
ブランドの創造

第10回 アートとデザイン
発想と実行／実装

アートとデザイン／課題提起と
課題解決，アート・デザイン・
サイエンス・テクノロジーの関
係，アート・プロデュース，デ
ザイン思考，作品と商品

第11回 新事業創造と事業計
画，物語構築と価値
創造のための発想法
の意義

事業創造のための物語構築，新
事業創造と事業計画，6W2Hの
内容，社会ネットワークの活用，
ビジネスモデル，素人発想・玄
人実行，発想法／ブレインマッ
プの特徴

第12回 価値創造　演習１，
ブレインマップを活
用した素人発想

経営者，起業家による事業創造
と経営創造

第13回 価値創造　演習２，
ブレインマップを活
用した玄人実行

クリエーター，プロデューサー，
職人（匠）による商品・サービ
スの開発，アーティストによる
創作

第14回 まとめ 物語構築と新事業創造の要諦，
企業および事業の価値，価値算
定，EVA／MVA，リスクマネ
ジメント，発想法を活かした価
値創造

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習・復習とも教科書，資料を各自で十分に読み込んで下さい。実
際に企業・事業・経営の一体理解，事業計画書について演習する場合
があります。理論と事例を相互参照して理解していただきたい。各
回については，以下のとおりです。
（１）パンデミック／コロナ禍の影響，現代企業の要件について教科
書・資料での予習（90分）。
（２）農商工連携，総合産業について教科書・資料での予習（90分）。
（３）企業・事業・経営について教科書・資料での予習（90分）。
（４）PDCAとBSCについて教科書・資料での予習（90分）。
（５）経営と戦略，人材育成，マーケティングについて教科書・資料
での予習（90分）。
（６）経営と財務１について教科書・資料での予習（90分）。
（７）経営と財務２について教科書・資料での予習（90分）。
（８）経営と情報技術について教科書・資料での予習（90分）。
（９）経営と法律，知財について教科書・資料での予習（90分）。
（10）アートとデザインについて教科書・資料での予習（90分）。
（11）新事業創造と事業計画について教科書・資料での予習（90分）。
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（12）価値創造　事例１について教科書・資料での予習（90分）。
（13）価値創造　事例２について教科書・資料での予習（90分）。
（14）まとめ　教科書・資料での総括・復習（90分）。

【テキスト（教科書）】
境 新一『アート・プロデュース概論－経営と芸術の融合　第２刷』
中央経済社，2021年。

【参考書】
境新一『現代企業論－経営と法律の視点（第５版）』文眞堂，2018年。
境 新一・谷 真哉・榎本 正『新事業創造のための発想法』文眞堂，
2022年。
境新一（編著）、齋藤保男、加藤寛昭、丸幸弘、塚田周平，臼井
真美 (著)
『アグリ・アート　感動を与える農業ビジネス』中央経済社，2020年。
『日経　業界地図２０２２年版』日本経済新聞社，2021年。

【成績評価の方法と基準】
講義に対する参加度（演習を含む）２０％　期中レポート４０％　期
末試験または期末レポート４０％　の総合評価とします。なお，期
末試験／期末レポートの決定は講義折り返しの７、８回時点で公表
します。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。

【その他の重要事項】
講義内容はテキスト『アート・プロデュース概論』を基本として，各
テーマに関連する資料を適宜別途掲載します。
講義を中心として進めますが，期中レポート（小課題２回），期末レ
ポート，演習も交えて行います。毎回，学習支援システムに講義資
料を掲載しますので，受講生諸君は各自で資料ファイル（PDF）を
ダウンローまたは印刷して講義に臨んでください。

【Outline (in English)】
This course examines management theory targeting corporate
industry as a model for modern organizations and methods
of business value creation through real-world examples.
Beginning with fundamental theory of management, with
reference to related fields (economics, sociology, law etc.) a
unified understanding of industry, enterprise and management
and current developments is reviewed through a macro point
of view. Next, individual topics in resource management
(human, physical, financial, data, technological etc.) will be
introduced with real-world examples through a micro point of
view. In addition, based on today’s state of interpenetration
between art and business, through comparisons of production
and management, new methods of value creation related to
start-up business planning, base products and services for
business will be studied.
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PHL100NA（哲学 / Philosophy 100）

哲学

大西　悟、横山　奈那

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学を学ぶ上で，環境をどのようにとらえ，どのように向き合うかを哲学的に
思索することは，とても重要である．本授業では，そのための素養を習得する
ことを目指す．また，後半７回では，デザイン，環境，戦後社会のかかわりを
考えるための具体的事例として，1960年代以降の「環境芸術」を取りあげる．
【到達目標】
1)人間と環境の関係および工学の影響について，自分の言葉で思索し，言語
化できること．
2)環境哲学に関する用語を正しく理解できること．
3)環境芸術と呼ばれる作品群について，自ら考えることで論理的に思考する
力を養うこと．
4)環境芸術に関する基礎知識を習得すること．
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
前半７回は，授業時間（100分）を2,3のテーマに分けて，講義し，それを受
けて授業中に小レポートを作成してもらう．加えて，最後に，レポートを課
す．後半７回は，講義形式ではあるが，毎回小課題を通じて，意見を募る．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 環境を哲学する意義 ガイダンスとして，パリ協定やサス

テイナビリティなどの環境に関する
時流の解説を行いながら，環境を哲
学する意義を問いかける。

第02回 工学と環境 工学は，環境から便宜を得るための
学問である。人間は，工学を活用す
ることで豊かさを享受できるが，同
時に負の影響ももたらす。公害から
気候変動，生物多様性の喪失などの
事例から，工学が環境に及ぼす影響
を問いかける。

第03回 西洋の倫理と東洋の知恵 人間がもたらす環境への負の影響に
対し，先人たちがどのように対峙し
たのかを講義する。西洋（特に北米）
で発展した環境倫理と足るを知るや
もったいないといった東洋の知恵を
対比的に提示し，環境について自身
の立ち位置を問いかける。

第04回 循環と共生という戦略
(1)

工学を基盤とした都市と産業は，環
境への悪影響を最小限にしながら，
人間の豊かさを確保していく必要が
ある。そのための戦略として循環と
共生を基盤とした考え方，取り組み
を解説し，自身が大学生活で身に着
けておきたいスキルを問いかける。

第05回 循環と共生という戦略
(2)

工学を基盤とした都市と産業は，環
境への悪影響を最小限にしながら，
人間の豊かさを確保していく必要が
ある。そのための戦略として循環と
共生を基盤とした考え方，取り組み
を解説し，自身が大学生活で身に着
けておきたいスキルを問いかける。

第06回 地域が主体 気候変動，生物多様性喪失などグ
ローバルな課題に対して，地域が主
体となり，環境との関係性を再構築
しようとする取り組みを解説する。
自身が地域の環境を改善するために
何ができるかを問いかける。

第07回 実践知としての環境哲学 工学的な視点から離れ，生活者の視
点で暮らしから見直すことから，よ
り複層的なものの見方を学習する。
そのうえで，最終的な問い（レポー
ト）を課題として提示する。

第08回 哲学から環境芸術へ 環境芸術は「自然」と関連する「芸
術」のように思われるが，果たして
そうなのかを，自然や芸術という概
念を哲学的に概観したうえで，考察
する．

第09回 環境芸術の動向とその
射程

「環境芸術」と呼ばれる芸術にはどの
ようなものがあるのか．具体例に即
しながら，その射程を学ぶ．

第10回 アメリカの環境芸術 アメリカで展開された初期の環境芸
術を取り上げ，重機を使用した大掛
かりな作品が果たしてエコなのかを
考える．

第11回 ヨーロッパの環境芸術 ヨーロッパの環境芸術を取り上げ，
芸術の創作活動と自然環境を保つこ
とが共存可能かを考える．

第12回 日本の美意識と環境芸術 日本には多様な美意識があるが，そ
れらを踏まえたうえで，日本におけ
る環境と芸術の関連について，具体
例を参照しつつ考える．

第13回 大阪万博から考える環
境と芸術

大阪万博（1970）では当時の最先端
のテクノロジーを取り入れた芸術が
紹介されている．そこで，大阪万博を
取り上げ，「技術」，「開発」，「環境」，
「芸術」のかかわりについて考える．

第14回 試験及び総括 試験および総括を行う.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業後に紹介した参考図書等を通じて復習を行う．復習として毎回の授業を
見直し，参考文献を読むこと。レポ－トを課すことがある．
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
なし．
【参考書】
適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
授業中の小レポートと随時出される授業時間外のレポート（50％）と毎回の
小課題と試験（50％）により評価する．
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
（環境哲学）小レポートの出し方を工夫し，より言語化しやすくするように工
夫しようと思います．
（環境芸術）伝統的な哲学の概念などをより詳しく紹介しつつ，論理的に思考
する方法を提示していきます．
【その他の重要事項】
NPO，国立研究所で環境・サステイナビリティ教育に従事した経験を活かし，
多文化的な視点で環境哲学をともに考えていきます．
【Outline (in English)】
[Course outline]
Philosophical thinking can be particularly significant for engineers
when grasping and facing various “environments”. This lecture
provides participants with knowledge and opportunities to consider
“environments” deeply. Topics include: 1) Meaning of environmental
philosophy, 2) Engineering and environment, 3) Western ethics and
Oriental wisdom, 4) Power of locality, 5) Circulation and symbiosis
part 1, 6) Circulation and symbiosis part 2, 7) Practical application of
environmental philosophy.
The latter seven lectures (No.8～14) will focus on "environmental
art" since the 1960s to consider the relationship between design,
environment, and postwar society.
[Learning Objectives]
The goals of this course are to develop philosophical thinking skills, and
to learn fundamentals of environmental philosophy and environmental
art.
[Learning activities outside of classroom]
Before/after each Class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
[Grading Criteria /Policies]
(No.1～7) Two or three small reports during each lecture and a final
report will be submitted. (50 %)

— 130 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

(No.8～14) Final grade will be calculated according to following process
Reaction paper 20 %, Term-end examination 30 %, and in-class
contribution.
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PHL100NA（哲学 / Philosophy 100）

哲学

大西　悟、横山　奈那

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学を学ぶ上で，環境をどのようにとらえ，どのように向き合うかを哲学的に
思索することは，とても重要である．本授業では，そのための素養を習得する
ことを目指す．また，後半７回では，デザイン，環境，戦後社会のかかわりを
考えるための具体的事例として，1960年代以降の「環境芸術」を取りあげる．
【到達目標】
1)人間と環境の関係および工学の影響について，自分の言葉で思索し，言語
化できること．
2)環境哲学に関する用語を正しく理解できること．
3)環境芸術と呼ばれる作品群について，自ら考えることで論理的に思考する
力を養うこと．
4)環境芸術に関する基礎知識を習得すること．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
前半７回は，授業時間（100分）を2,3のテーマに分けて，講義し，それを受
けて授業中に小レポートを作成してもらう．加えて，最後に，レポートを課
す．後半７回は，講義形式ではあるが，毎回小課題を通じて，意見を募る．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 環境を哲学する意義 ガイダンスとして，パリ協定やサス

テイナビリティなどの環境に関する
時流の解説を行いながら，環境を哲
学する意義を問いかける。

第02回 工学と環境 工学は，環境から便宜を得るための
学問である。人間は，工学を活用す
ることで豊かさを享受できるが，同
時に負の影響ももたらす。公害から
気候変動，生物多様性の喪失などの
事例から，工学が環境に及ぼす影響
を問いかける。

第03回 西洋の倫理と東洋の知恵 人間がもたらす環境への負の影響に
対し，先人たちがどのように対峙し
たのかを講義する。西洋（特に北米）
で発展した環境倫理と足るを知るや
もったいないといった東洋の知恵を
対比的に提示し，環境について自身
の立ち位置を問いかける。

第04回 循環と共生という戦略
(1)

工学を基盤とした都市と産業は，環
境への悪影響を最小限にしながら，
人間の豊かさを確保していく必要が
ある。そのための戦略として循環と
共生を基盤とした考え方，取り組み
を解説し，自身が大学生活で身に着
けておきたいスキルを問いかける。

第05回 循環と共生という戦略
(2)

工学を基盤とした都市と産業は，環
境への悪影響を最小限にしながら，
人間の豊かさを確保していく必要が
ある。そのための戦略として循環と
共生を基盤とした考え方，取り組み
を解説し，自身が大学生活で身に着
けておきたいスキルを問いかける。

第06回 地域が主体 気候変動，生物多様性喪失などグ
ローバルな課題に対して，地域が主
体となり，環境との関係性を再構築
しようとする取り組みを解説する。
自身が地域の環境を改善するために
何ができるかを問いかける。

第07回 実践知としての環境哲学 工学的な視点から離れ，生活者の視
点で暮らしから見直すことから，よ
り複層的なものの見方を学習する。
そのうえで，最終的な問い（レポー
ト）を課題として提示する。

第08回 哲学から環境芸術へ 環境芸術は「自然」と関連する「芸
術」のように思われるが，果たして
そうなのかを，自然や芸術という概
念を哲学的に概観したうえで，考察
する．

第09回 環境芸術の動向とその
射程

「環境芸術」と呼ばれる芸術にはどの
ようなものがあるのか．具体例に即
しながら，その射程を学ぶ．

第10回 アメリカの環境芸術 アメリカで展開された初期の環境芸
術を取り上げ，重機を使用した大掛
かりな作品が果たしてエコなのかを
考える．

第11回 ヨーロッパの環境芸術 ヨーロッパの環境芸術を取り上げ，
芸術の創作活動と自然環境を保つこ
とが共存可能かを考える．

第12回 日本の美意識と環境芸術 日本には多様な美意識があるが，そ
れらを踏まえたうえで，日本におけ
る環境と芸術の関連について，具体
例を参照しつつ考える．

第13回 大阪万博から考える環
境と芸術

大阪万博（1970）では当時の最先端
のテクノロジーを取り入れた芸術が
紹介されている．そこで，大阪万博を
取り上げ，「技術」，「開発」，「環境」，
「芸術」のかかわりについて考える．

第14回 試験及び総括 試験および総括を行う.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業後に紹介した参考図書等を通じて復習を行う．復習として毎回の授業を
見直し，参考文献を読むこと。レポ－トを課すことがある．
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
なし．
【参考書】
適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
授業中の小レポートと随時出される授業時間外のレポート（50％）と毎回の
小課題と試験（50％）により評価する．
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
（環境哲学）小レポートの出し方を工夫し，より言語化しやすくするように工
夫しようと思います．
（環境芸術）伝統的な哲学の概念などをより詳しく紹介しつつ，論理的に思考
する方法を提示していきます．
【その他の重要事項】
NPO，国立研究所で環境・サステイナビリティ教育に従事した経験を活かし，
多文化的な視点で環境哲学をともに考えていきます．
【Outline (in English)】
[Course outline]
Philosophical thinking can be particularly significant for engineers
when grasping and facing various “environments”. This lecture
provides participants with knowledge and opportunities to consider
“environments” deeply. Topics include: 1) Meaning of environmental
philosophy, 2) Engineering and environment, 3) Western ethics and
Oriental wisdom, 4) Power of locality, 5) Circulation and symbiosis
part 1, 6) Circulation and symbiosis part 2, 7) Practical application of
environmental philosophy.
The latter seven lectures (No.8～14) will focus on "environmental
art" since the 1960s to consider the relationship between design,
environment, and postwar society.
[Learning Objectives]
The goals of this course are to develop philosophical thinking skills, and
to learn fundamentals of environmental philosophy and environmental
art.
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[Learning activities outside of classroom]
Before/after each Class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
[Grading Criteria /Policies]
(No.1～7) Two or three small reports during each lecture and a final
report will be submitted. (50 %)
(No.8～14) Final grade will be calculated according to following process
Reaction paper 20 %, Term-end examination 30 %, and in-class
contribution.
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PHL100NA（哲学 / Philosophy 100）

哲学

大西　悟、横山　奈那

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学を学ぶ上で，環境をどのようにとらえ，どのように向き合うかを哲学的に
思索することは，とても重要である．本授業では，そのための素養を習得する
ことを目指す．また，後半７回では，デザイン，環境，戦後社会のかかわりを
考えるための具体的事例として，1960年代以降の「環境芸術」を取りあげる．
【到達目標】
1)人間と環境の関係および工学の影響について，自分の言葉で思索し，言語
化できること．
2)環境哲学に関する用語を正しく理解できること．
3)環境芸術と呼ばれる作品群について，自ら考えることで論理的に思考する
力を養うこと．
4)環境芸術に関する基礎知識を習得すること．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
前半７回は，授業時間（100分）を2,3のテーマに分けて，講義し，それを受
けて授業中に小レポートを作成してもらう．加えて，最後に，レポートを課
す．後半７回は，講義形式ではあるが，毎回小課題を通じて，意見を募る．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第01回 環境を哲学する意義 ガイダンスとして，パリ協定やサス

テイナビリティなどの環境に関する
時流の解説を行いながら，環境を哲
学する意義を問いかける。

第02回 工学と環境 工学は，環境から便宜を得るための
学問である。人間は，工学を活用す
ることで豊かさを享受できるが，同
時に負の影響ももたらす。公害から
気候変動，生物多様性の喪失などの
事例から，工学が環境に及ぼす影響
を問いかける。

第03回 西洋の倫理と東洋の知恵 人間がもたらす環境への負の影響に
対し，先人たちがどのように対峙し
たのかを講義する。西洋（特に北米）
で発展した環境倫理と足るを知るや
もったいないといった東洋の知恵を
対比的に提示し，環境について自身
の立ち位置を問いかける。

第04回 循環と共生という戦略
(1)

工学を基盤とした都市と産業は，環
境への悪影響を最小限にしながら，
人間の豊かさを確保していく必要が
ある。そのための戦略として循環と
共生を基盤とした考え方，取り組み
を解説し，自身が大学生活で身に着
けておきたいスキルを問いかける。

第05回 循環と共生という戦略
(2)

工学を基盤とした都市と産業は，環
境への悪影響を最小限にしながら，
人間の豊かさを確保していく必要が
ある。そのための戦略として循環と
共生を基盤とした考え方，取り組み
を解説し，自身が大学生活で身に着
けておきたいスキルを問いかける。

第06回 地域が主体 気候変動，生物多様性喪失などグ
ローバルな課題に対して，地域が主
体となり，環境との関係性を再構築
しようとする取り組みを解説する。
自身が地域の環境を改善するために
何ができるかを問いかける。

第07回 実践知としての環境哲学 工学的な視点から離れ，生活者の視
点で暮らしから見直すことから，よ
り複層的なものの見方を学習する。
そのうえで，最終的な問い（レポー
ト）を課題として提示する。

第08回 哲学から環境芸術へ 環境芸術は「自然」と関連する「芸
術」のように思われるが，果たして
そうなのかを，自然や芸術という概
念を哲学的に概観したうえで，考察
する．

第09回 環境芸術の動向とその
射程

「環境芸術」と呼ばれる芸術にはどの
ようなものがあるのか．具体例に即
しながら，その射程を学ぶ．

第10回 アメリカの環境芸術 アメリカで展開された初期の環境芸
術を取り上げ，重機を使用した大掛
かりな作品が果たしてエコなのかを
考える．

第11回 ヨーロッパの環境芸術 ヨーロッパの環境芸術を取り上げ，
芸術の創作活動と自然環境を保つこ
とが共存可能かを考える．

第12回 日本の美意識と環境芸術 日本には多様な美意識があるが，そ
れらを踏まえたうえで，日本におけ
る環境と芸術の関連について，具体
例を参照しつつ考える．

第13回 大阪万博から考える環
境と芸術

大阪万博（1970）では当時の最先端
のテクノロジーを取り入れた芸術が
紹介されている．そこで，大阪万博を
取り上げ，「技術」，「開発」，「環境」，
「芸術」のかかわりについて考える．

第14回 試験及び総括 試験および総括を行う.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業後に紹介した参考図書等を通じて復習を行う．復習として毎回の授業を
見直し，参考文献を読むこと。レポ－トを課すことがある．
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
なし．
【参考書】
適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
授業中の小レポートと随時出される授業時間外のレポート（50％）と毎回の
小課題と試験（50％）により評価する．
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
（環境哲学）小レポートの出し方を工夫し，より言語化しやすくするように工
夫しようと思います．
（環境芸術）伝統的な哲学の概念などをより詳しく紹介しつつ，論理的に思考
する方法を提示していきます．
【その他の重要事項】
NPO，国立研究所で環境・サステイナビリティ教育に従事した経験を活かし，
多文化的な視点で環境哲学をともに考えていきます．
【Outline (in English)】
[Course outline]
Philosophical thinking can be particularly significant for engineers
when grasping and facing various “environments”. This lecture
provides participants with knowledge and opportunities to consider
“environments” deeply. Topics include: 1) Meaning of environmental
philosophy, 2) Engineering and environment, 3) Western ethics and
Oriental wisdom, 4) Power of locality, 5) Circulation and symbiosis
part 1, 6) Circulation and symbiosis part 2, 7) Practical application of
environmental philosophy.
The latter seven lectures (No.8～14) will focus on "environmental
art" since the 1960s to consider the relationship between design,
environment, and postwar society.
[Learning Objectives]
The goals of this course are to develop philosophical thinking skills, and
to learn fundamentals of environmental philosophy and environmental
art.
[Learning activities outside of classroom]
Before/after each Class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
[Grading Criteria /Policies]
(No.1～7) Two or three small reports during each lecture and a final
report will be submitted. (50 %)
(No.8～14) Final grade will be calculated according to following process
Reaction paper 20 %, Term-end examination 30 %, and in-class
contribution.
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文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の

方法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時

代ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問
領域との方法論的な特徴の差異を確
認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、そ
れに適応して暮らす人々の生活の多
様性を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知
り、その役割を考える。また、われ
われの身の回りにある儀礼的行為と
のつながりを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、
宗教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医
療との関係を学び、人が癒されると
はどういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にま
つわる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつ
わる現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さ
まざまな社会関係を包括して理解す
る視座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる
今日的な状況における「文化」とは
何かを考える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを
深く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの
説明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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文化人類学

思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の

方法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時

代ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問
領域との方法論的な特徴の差異を確
認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、そ
れに適応して暮らす人々の生活の多
様性を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知
り、その役割を考える。また、われ
われの身の回りにある儀礼的行為と
のつながりを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、
宗教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医
療との関係を学び、人が癒されると
はどういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にま
つわる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつ
わる現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さ
まざまな社会関係を包括して理解す
る視座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる
今日的な状況における「文化」とは
何かを考える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを
深く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの
説明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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思　沁夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
異文化への理解を深めることを通じて、ものの考え方や暮らし方が多様であ
ることを知る。自分にとって当たり前だった発想や価値観を相対化し、見つ
めなおす契機を探る。それはこれからの時代を生きるために役立つ訓練にな
るだけでなく、それ自体がこのうえなく楽しいことでもある。この授業では、
世界各地の具体的な事例と、これまでに文化人類学の領域で培われてきた方
法論を参照しながら、そのための糸口をできるだけ多くつくることを目指す。
【到達目標】
テーマごとに文化人類学の基礎的な考え方を知り、併せてフィールドワーク
にもとづく良質な民族誌に触れることで、異文化を深く理解するための方法
を学ぶ。また、身の回りで生じる出来事やメディアを通じて知る世界各地の
記事について、その背景へと一歩踏み込んで理解するための粘り強い思考を
身に付けることを目指す。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
2024年度の授業はオンライン開催（11回）および対面形式での開催（3回）
を予定している。
各回授業は、パワーポイントおよびレジュメ資料にもとづく講義形式で実施
する。各回授業ごとにテーマを設定し、必要に応じて映像資料なども交えな
がら関連する方法論と事例を解説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業のねらいと進め方、成績評価の

方法について説明する。
2 文化人類学のなりたち 文化人類学という学問の歴史と、時

代ごとに果たしてきた意義を学ぶ。
3 フィールドワークと民

族誌
人類学と社会科学における他の学問
領域との方法論的な特徴の差異を確
認する。

4 環境と生業 世界のさまざまな地域の環境と、そ
れに適応して暮らす人々の生活の多
様性を知る。

5 贈与と経済 貨幣を介さない交換の意味を学び、経
済合理的な思考の有効性を捉え直す。

6 儀礼と宗教 さまざまな世界観に即した儀礼を知
り、その役割を考える。また、われ
われの身の回りにある儀礼的行為と
のつながりを考える。

7 儀礼と宗教 宗教と世俗の境界について整理し、
宗教とは何かを考える。

8 病（やまい） 各地の伝統医療・民族医療と近代医
療との関係を学び、人が癒されると
はどういったことなのかを考える。

9 家族・親族・婚姻 家族と親族の範囲と役割、婚姻にま
つわる規則の多様性について学ぶ。

10 エスニシティ 「人種」「民族」「先住民」などにまつ
わる現象を考えるための方法を学ぶ。

11 コミュニティ 地縁、血縁にもとづく関係からイン
ターネットで結びつく関係まで、さ
まざまな社会関係を包括して理解す
る視座を学ぶ。

12 移動と文化 ヒト、モノ、情報の流動性が高まる
今日的な状況における「文化」とは
何かを考える。

13 まとめ１ 学生から反響が大きかったテーマを
深く掘り下げる

14 まとめ２ 授業内容の総括及び期末レポートの
説明を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
新聞や雑誌のニュースに関心を払い、遠くの国や地域で生じた出来事であって
も少しの時間を割いて考えてみること。また、身の回りで生じるさまざまな出
来事について、異なる立場にある人の見方を想像してみること。その際、文
化人類学の考え方を応用するとどのような発見があるのかを意識してほしい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキストは特に指定しない。ただし、毎回の授業で関連する文献を紹介する
ので、各自の関心に合わせて読み進めてほしい。
【参考書】
随時授業で関連する基礎文献や資料を紹介、配布する。
【成績評価の方法と基準】
授業への出席率および積極性を表す平常点 (30パーセント)、授業への理解度
を図る小レポート課題（30パーセント）、学期末レポート（40パーセント）に
より評価する。
【学生の意見等からの気づき】
オンデマンド方式の動画配信について、公開時期や要望への対応の遅れが生
じたほか、音声の強弱のむらや動画が冗長になるなどの課題が多々浮かび上
がった。このほかにも、対面できないため伝えられない要望もあったかと思
う。これらを踏まえ、今学期は機器の取り扱いに習熟する、授業時間外に寄
せられる連絡にも柔軟に対応する、各回授業には過剰な内容を詰め込みすぎ
ないよう配慮するなど、オンライン環境に適した授業づくりに努めたい。
また、オンライン化に伴って例年になく課題に追われるなど困難な状況に置
かれた受講生も少なくないようだった。課題要求についても過大にならない
よう配慮したい。
【学生が準備すべき機器他】
授業配信ではGoogle Classroom、リアルタイム相談窓口ではZoomミーティ
ングの利用を予定している。このため、インターネット環境を整えたうえで
受講の望んでほしい。
【その他の重要事項】
学生の関心や理解度に応じて、授業計画の内容や順序を変更する場合がある。
【Outline (in English)】
Armed with the knowledge that people’s way of thinking and way of
life diversifies through deepened understanding of different cultures, we
explore opportunities to relativize common ideas and values and look
back on them. In this course, we will learn useful points and concrete
examples in this area by referring to methodologies developed in the
field of cultural anthropology.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LAW100NA（法学 / law 100）

法学概論

蓼沼　佳孝

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、わが国の最高法規である憲法を中心に、日本における基
本的な法律である六法（憲法、民法、商法、刑法、民事訴訟法及び
刑事訴訟法）等を横断的に学習します。
憲法については、歴史的な成立過程を踏まえた上で、事例を通じて、
日本国憲法が定める基本的人権と統治機構の概要について理解を深
めます。
また、憲法以外の六法については、実社会生活を送る上で有用とな
る基本的かつ重要な法律の知識や考え方を身に付けます。

【到達目標】
日本国憲法については、わが国の法の基本原理・原則を学習します
が、裁判例や時事問題などを多く取り上げることで、様々な問題に
対する法的な考え方の指針を身に付けることができます。
また、憲法以外の六法については、社会生活上、直面し得る法的問
題のケーススタディを通じて、社会人として必要となる基礎的な法
律知識を習得することができます。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義で形式で行いますが、受講生には全講義期間を通じて、３
回程度、授業に関連する質問、意見及び感想等を担当講師へ送って
いただくことをお願いしています。これにより、受講生の疑問点等
を授業に取り入れて、双方向の授業を実現することを目指します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 憲法（１） 立憲主義、明治憲法、日本国憲

法の制定、日本国憲法の原理、
平和主義

2 憲法（２） 基本的人権の原理・内容
3 憲法（３） 基本的人権の限界
4 憲法（４） 包括的基本権、法の下の平等
5 憲法（５） 思想・良心の自由
6 憲法（６） 信教の自由、学問の自由
7 憲法（７） 表現の自由
8 憲法（８） 集会・結社の自由、通信の秘密
9 憲法（９） 経済的自由権、人身の自由
10 憲法（１０） 受益権と参政権、社会権
11 憲法（１１） 権力分立、国会、内閣、裁判所
12 憲法（１２） 地方自治、憲法の保障
13 身近な法律問題（１）裁判員制度、公法と私法の区別
14 身近な法律問題（２）インターネット上の表現の自由

の問題等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業については、基本的に、予習よりも復習に重点を置くことを
お勧めします。授業で使用したレジュメは、授業後にその都度公開
する予定ですので、受講生は、レジュメを読み返して、六法を使用
して条文を確認することや、参考書の関連箇所を読むことが期待さ
れます。併せて、授業の内容に関連して、質問や意見等がある場合
には、担当講師までお送りください。
本授業の準備学習・復習時間は、復習時間を中心にして、各回２時
間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義において条文を確認する機会が多いので、小型の携帯用の六法
をご準備ください。
例えば、ポケット六法 (有斐閣）や、デイリー六法 (三省堂）があり
ます。
なお、期末に試験を行う場合には、これらの六法を持ち込み可とす
る予定です (但し電子式のものを除きます）。

【参考書】
芦部信喜｢憲法（第７版）」(岩波書店）を薦めます。

【成績評価の方法と基準】
レポート又は期末試験（記述式）を８０パーセント、授業について
の質問及び意見等の提出を２０パーセントとして評価します。
レポートと試験のいずれを実施するかについては、社会状況等に鑑
みて、適宜、判断いたします。
また、授業ついての質問及び意見等の提出は、平常点として、普段
の学習状況や授業への参加度を評価するものです。その詳細につい
ては、初回の授業で説明します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
法律の用語や概念は、受講生にとって馴染みのないものが少なくな
いため、分かりやすさを重視して、授業を進めたいと思っています。
また、その時々の時事問題を憲法の視点から解説して、できるだけ
具体的なイメージを持てるように工夫したいと考えています。

【学生が準備すべき機器他】
とくに使用しません。

【Outline (in English)】
Course outline
This lecture will focus on Constitution of Japan, and will
study the six basic laws in Japan( Constitution, Civil Law,
Commercial Law, Criminal Law, Civil Procedure Law and
Criminal Procedure Act).
Learning Objectives
With regard to the Constitution, based on the historical
process of enactment, we will deepen our understanding of the
outline of the basic human rights and governance mechanisms
established by the Constitution of Japan through examples.
In addition, with regard to the six laws other than the
Constitution, students acquire basic and important legal
knowledge
and ideas that are useful for living a real life.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Reports : 80%、in class contribution: 20%

— 138 —
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法学概論

蓼沼　佳孝

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、わが国の最高法規である憲法を中心に、日本における基
本的な法律である六法（憲法、民法、商法、刑法、民事訴訟法及び
刑事訴訟法）等を横断的に学習します。
憲法については、歴史的な成立過程を踏まえた上で、事例を通じて、
日本国憲法が定める基本的人権と統治機構の概要について理解を深
めます。
また、憲法以外の六法については、実社会生活を送る上で有用とな
る基本的かつ重要な法律の知識や考え方を身に付けます。

【到達目標】
日本国憲法については、わが国の法の基本原理・原則を学習します
が、裁判例や時事問題などを多く取り上げることで、様々な問題に
対する法的な考え方の指針を身に付けることができます。
また、憲法以外の六法については、社会生活上、直面し得る法的問
題のケーススタディを通じて、社会人として必要となる基礎的な法
律知識を習得することができます。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 45%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 25%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義で形式で行いますが、受講生には全講義期間を通じて、３
回程度、授業に関連する質問、意見及び感想等を担当講師へ送って
いただくことをお願いしています。これにより、受講生の疑問点等
を授業に取り入れて、双方向の授業を実現することを目指します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 憲法（１） 立憲主義、明治憲法、日本国憲

法の制定、日本国憲法の原理、
平和主義

2 憲法（２） 基本的人権の原理・内容
3 憲法（３） 基本的人権の限界
4 憲法（４） 包括的基本権、法の下の平等
5 憲法（５） 思想・良心の自由
6 憲法（６） 信教の自由、学問の自由
7 憲法（７） 表現の自由
8 憲法（８） 集会・結社の自由、通信の秘密
9 憲法（９） 経済的自由権、人身の自由
10 憲法（１０） 受益権と参政権、社会権
11 憲法（１１） 権力分立、国会、内閣、裁判所
12 憲法（１２） 地方自治、憲法の保障

13 身近な法律問題（１）裁判員制度、公法と私法の区別
14 身近な法律問題（２）インターネット上の表現の自由

の問題等
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業については、基本的に、予習よりも復習に重点を置くことを
お勧めします。授業で使用したレジュメは、授業後にその都度公開
する予定ですので、受講生は、レジュメを読み返して、六法を使用
して条文を確認することや、参考書の関連箇所を読むことが期待さ
れます。併せて、授業の内容に関連して、質問や意見等がある場合
には、担当講師までお送りください。
本授業の準備学習・復習時間は、復習時間を中心にして、各回２時
間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義において条文を確認する機会が多いので、小型の携帯用の六法
をご準備ください。
例えば、ポケット六法 (有斐閣）や、デイリー六法 (三省堂）があり
ます。
なお、期末に試験を行う場合には、これらの六法を持ち込み可とす
る予定です (但し電子式のものを除きます）。

【参考書】
芦部信喜｢憲法（第７版）」(岩波書店）を薦めます。

【成績評価の方法と基準】
レポート又は期末試験（記述式）を８０パーセント、授業について
の質問及び意見等の提出を２０パーセントとして評価します。
レポートと試験のいずれを実施するかについては、社会状況等に鑑
みて、適宜、判断いたします。
また、授業ついての質問及び意見等の提出は、平常点として、普段
の学習状況や授業への参加度を評価するものです。その詳細につい
ては、初回の授業で説明します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
法律の用語や概念は、受講生にとって馴染みのないものが少なくな
いため、分かりやすさを重視して、授業を進めたいと思っています。
また、その時々の時事問題を憲法の視点から解説して、できるだけ
具体的なイメージを持てるように工夫したいと考えています。

【学生が準備すべき機器他】
とくに使用しません。

【Outline (in English)】
Course outline
This lecture will focus on Constitution of Japan, and will
study the six basic laws in Japan( Constitution, Civil Law,
Commercial Law, Criminal Law, Civil Procedure Law and
Criminal Procedure Act).
Learning Objectives
With regard to the Constitution, based on the historical
process of enactment, we will deepen our understanding of the
outline of the basic human rights and governance mechanisms
established by the Constitution of Japan through examples.
In addition, with regard to the six laws other than the
Constitution, students acquire basic and important legal
knowledge
and ideas that are useful for living a real life.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Reports : 80%、in class contribution: 20%
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は、わが国の最高法規である憲法を中心に、日本における基
本的な法律である六法（憲法、民法、商法、刑法、民事訴訟法及び
刑事訴訟法）等を横断的に学習します。
憲法については、歴史的な成立過程を踏まえた上で、事例を通じて、
日本国憲法が定める基本的人権と統治機構の概要について理解を深
めます。
また、憲法以外の六法については、実社会生活を送る上で有用とな
る基本的かつ重要な法律の知識や考え方を身に付けます。

【到達目標】
日本国憲法については、わが国の法の基本原理・原則を学習します
が、裁判例や時事問題などを多く取り上げることで、様々な問題に
対する法的な考え方の指針を身に付けることができます。
また、憲法以外の六法については、社会生活上、直面し得る法的問
題のケーススタディを通じて、社会人として必要となる基礎的な法
律知識を習得することができます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」に関連
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP4」に関連
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義で形式で行いますが、受講生には全講義期間を通じて、３
回程度、授業に関連する質問、意見及び感想等を担当講師へ送って
いただくことをお願いしています。これにより、受講生の疑問点等
を授業に取り入れて、双方向の授業を実現することを目指します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 憲法（１） 立憲主義、明治憲法、日本国憲

法の制定、日本国憲法の原理、
平和主義

2 憲法（２） 基本的人権の原理・内容
3 憲法（３） 基本的人権の限界
4 憲法（４） 包括的基本権、法の下の平等
5 憲法（５） 思想・良心の自由
6 憲法（６） 信教の自由、学問の自由
7 憲法（７） 表現の自由
8 憲法（８） 集会・結社の自由、通信の秘密
9 憲法（９） 経済的自由権、人身の自由
10 憲法（１０） 受益権と参政権、社会権
11 憲法（１１） 権力分立、国会、内閣、裁判所
12 憲法（１２） 地方自治、憲法の保障
13 身近な法律問題（１）裁判員制度、公法と私法の区別
14 身近な法律問題（２）インターネット上の表現の自由

の問題等
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業については、基本的に、予習よりも復習に重点を置くことを
お勧めします。授業で使用したレジュメは、授業後にその都度公開
する予定ですので、受講生は、レジュメを読み返して、六法を使用
して条文を確認することや、参考書の関連箇所を読むことが期待さ
れます。併せて、授業の内容に関連して、質問や意見等がある場合
には、担当講師までお送りください。

本授業の準備学習・復習時間は、復習時間を中心にして、各回２時
間程度を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義において条文を確認する機会が多いので、小型の携帯用の六法
をご準備ください。
例えば、ポケット六法 (有斐閣）や、デイリー六法 (三省堂）があり
ます。
なお、期末に試験を行う場合には、これらの六法を持ち込み可とす
る予定です (但し電子式のものを除きます）。

【参考書】
芦部信喜｢憲法（第７版）」(岩波書店）を薦めます。

【成績評価の方法と基準】
レポート又は期末試験（記述式）を８０パーセント、授業について
の質問及び意見等の提出を２０パーセントとして評価します。
レポートと試験のいずれを実施するかについては、社会状況等に鑑
みて、適宜、判断いたします。
また、授業ついての質問及び意見等の提出は、平常点として、普段
の学習状況や授業への参加度を評価するものです。その詳細につい
ては、初回の授業で説明します。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
法律の用語や概念は、受講生にとって馴染みのないものが少なくな
いため、分かりやすさを重視して、授業を進めたいと思っています。
また、その時々の時事問題を憲法の視点から解説して、できるだけ
具体的なイメージを持てるように工夫したいと考えています。

【学生が準備すべき機器他】
とくに使用しません。

【Outline (in English)】
Course outline
This lecture will focus on Constitution of Japan, and will
study the six basic laws in Japan( Constitution, Civil Law,
Commercial Law, Criminal Law, Civil Procedure Law and
Criminal Procedure Act).
Learning Objectives
With regard to the Constitution, based on the historical
process of enactment, we will deepen our understanding of the
outline of the basic human rights and governance mechanisms
established by the Constitution of Japan through examples.
In addition, with regard to the six laws other than the
Constitution, students acquire basic and important legal
knowledge
and ideas that are useful for living a real life.
Learning activities outside of classroom
After each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policy
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Reports : 80%、in class contribution: 20%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、
都市デザインの対象領域、分野、内容
をどのように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都
市デザインを進める上での課題につ
いて、対象を類型化しつつ、事例を
交えて紹介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組み
を見ていく。一つ目は国内で進めら
れた創造型ともいうべき類型につい
て、方法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用など
を基軸にした取り組みについて、方
向と成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知っ
ておくべき事柄、事例等を整理分類
して紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味
を持つ事業手法の観点から、手法説
明と都市デザインとの相関について
講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え
方について考え、課題に応じてそれ
を図化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる
計画技法を学ぶとともに、景観誘導
の内容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地にお
ける都市デザインの可能性や役割を
考え、課題に応じてその展開方向を
図化する技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実
の空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められ
る拠点整備における都市デザインに
ついて、課題に応じて図をもって提
案する技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのい
ずれかをPCを用いてデジタル化す
る。イラストレーターの使い方を学
ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチを
デジタル化するとともに、PC上で一
層の書き込みを行いフィニッシュさ
せる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デ
ザインの歴史、課題、状況そして今
後の展望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、
都市デザインの対象領域、分野、内容
をどのように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都
市デザインを進める上での課題につ
いて、対象を類型化しつつ、事例を
交えて紹介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組み
を見ていく。一つ目は国内で進めら
れた創造型ともいうべき類型につい
て、方法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用など
を基軸にした取り組みについて、方
向と成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知っ
ておくべき事柄、事例等を整理分類
して紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味
を持つ事業手法の観点から、手法説
明と都市デザインとの相関について
講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え
方について考え、課題に応じてそれ
を図化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる
計画技法を学ぶとともに、景観誘導
の内容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地にお
ける都市デザインの可能性や役割を
考え、課題に応じてその展開方向を
図化する技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実
の空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められ
る拠点整備における都市デザインに
ついて、課題に応じて図をもって提
案する技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのい
ずれかをPCを用いてデジタル化す
る。イラストレーターの使い方を学
ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチを
デジタル化するとともに、PC上で一
層の書き込みを行いフィニッシュさ
せる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デ
ザインの歴史、課題、状況そして今
後の展望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市デザイン

高見　公雄

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代から市街地集約の時代に向かう中、都市の質の充実が求められて
いる。都心居住への回帰、中心市街地の衰退、生活の質の変化など、都市に
求められる機能や役割は多様化している。今後、既成市街地の質向上を図っ
ていく場合、都市や空間のデザインは重要なキーワードとなる。人々の生き
甲斐の充実、多様な魅力享受への欲求等に応え、魅力的な都市を造っていく
ための都市機能、都市基盤の適正なあり方、また気候風土や地勢を活かした
快適空間の拡大や良好な都市景観形成など、都市のあるべき姿を探り、それ
をデザインし、実現していくための方法の総体を都市デザイン（アーバンデ
ザイン）と捉え、その基礎的な考え方を総合的に学習する。
【到達目標】
都市デザインとは何か、その対象と判断の切り口を理解する。
都市デザインの歴史の概略を知る。
テーマに応じた都市デザインの視点を自ら整理し、形として表現する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
第1回から第6回は都市デザインの切り口ごとに状況や考え方を講義し、各回
ミニテストにより理解度を確認する。第7回以降は前半の講義を受け、都市デ
ザインのテーマに沿った演習形式とし作図作業を行う。最終的にはスケッチ
のデジタル化としてドローソフトの使い方を学ぶ。第10回以降に1回程度の
現地見学を折り込む。
作図作業に際しては、色鉛筆・マーカー・直定規・三角定規・コンパス・各種
テンプレートなどを持参すること。第11回、第12回には貸与PCを持参する
こと。他学部の学生についてはPCを貸し出す予定としている。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス/都市デザイ

ンの仕事場
街づくり課題が変化していく中で、
都市デザインの対象領域、分野、内容
をどのように捉えるべきか講義する。

2 都市デザインの課題 多様化する街づくり課題に応える都
市デザインを進める上での課題につ
いて、対象を類型化しつつ、事例を
交えて紹介する。

3 代表的事例と着目点・そ
の1/創造型都市デザイン

これまでの都市デザインの取り組み
を見ていく。一つ目は国内で進めら
れた創造型ともいうべき類型につい
て、方法と成果を紹介する。

4 代表的事例と着目点・そ
の2/誘導型都市デザイン

同様に既存の環境の保全、活用など
を基軸にした取り組みについて、方
向と成果を紹介する。

5 代表的事例と着目点・そ
の3/歴史、常識集

都市デザインの系譜と常識的に知っ
ておくべき事柄、事例等を整理分類
して紹介する。

6 代表的事例と着目点・そ
の4/実行のための事業
手法

都市デザインの実行に決定的な意味
を持つ事業手法の観点から、手法説
明と都市デザインとの相関について
講義する。

7 都市デザインの演習・そ
の1/都市または都市圏
の概念図

都市や都市圏の構造や将来像の考え
方について考え、課題に応じてそれ
を図化する技術を習得する。

8 都市デザインの演習・そ
の2/空間、景観の解析

主として景観計画などで用いられる
計画技法を学ぶとともに、景観誘導
の内容とその図示の技術を習得する。

9 都市デザインの演習・そ
の3/中心市街地のデザ
イン

全国的な課題である中心市街地にお
ける都市デザインの可能性や役割を
考え、課題に応じてその展開方向を
図化する技術を習得する。

10 フィールドワーク/都市
再生の都市デザイン

都市デザインに関する留意点を現実
の空間で確認するため、街に出る。

11 都市デザインの演習・そ
の4/都市拠点の小空間

都市の枢要な地区において進められ
る拠点整備における都市デザインに
ついて、課題に応じて図をもって提
案する技術を習得する

12 スケッチのデジタル化 演習その1～4で描いたスケッチのい
ずれかをPCを用いてデジタル化す
る。イラストレーターの使い方を学
ぶ。

13 スケッチのデジタル化、
完成

ドロー系ソフトを用いてスケッチを
デジタル化するとともに、PC上で一
層の書き込みを行いフィニッシュさ
せる。

14 都市デザインの作法 都市デザインの作法として、都市デ
ザインの歴史、課題、状況そして今
後の展望について講義する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の投影資料は、Hoppiiにアップされる。前回分をHoppiiよりダウンロー
ドし、確認して次回に望むことで理解が深まる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
【参考書】
学芸出版社「日本の都市を美しくする」土田旭＋都市景観研究会編著
鹿島出版会「北のセントラルステーション-アーバンデザインの四半世紀」加
藤源＋高見公雄＋篠原修編著
【成績評価の方法と基準】
各回のミニテスト (50％)並びに作図課題 (50％)による。欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
第7回以降の作図課題について、定規や色鉛筆といった製図用器材が必要と
なる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of two components. Lectures will be given
on examples of urban design of Japan, accompanied by a test on
students’ understanding. In addition, training will be held on regarding
illustrations of urban problems.
[learning goal]
Understand what urban design is, its targets, and how it is judged.
Get an overview of the history of urban design.
Organize the perspective of urban design according to the theme and
express it in a form.
[Learning activities outside the classroom]
Lecture projection materials will be uploaded to Hoppii. You can deepen
your understanding by downloading the previous version from Hoppii,
checking it, and asking for it next time.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
[Evaluation Criteria/Policy]
Based on the mini-test (50%) and drawing task (50%) each time.
Students who are absent 4 or more times will not receive credits (grade
D).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

GEO200NA（地理学 / Geography 200）

地図とＧＩＳ

丸山　智康、石田　恵一、今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域・都市・地区などを計画するには、それぞれの空間のスケールに応じた
各種の情報表現が不可欠である。これら空間情報の表現に必要なデータの種
類にはどのようなものがあり、分析処理を通じてどのようなことが把握でき、
結果をどのように用いることができるのか、地図および地理情報システムを
通して学習する。
【到達目標】
空間情報の視覚表現を通したコミュニケーションの方法・基本技術を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
地図およびGIS（空間（地理）情報システム）について簡単な演習を含み概要
を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、さまざまな空間表現
2 物的国土とデジタル国土 デジタル国土の特徴、社会基盤整備

と情報基盤整備
3 計画と情報 空間スケールと情報、国土・地域・

都市の計画、主題図、オーバーレイ、
地図情報のデジタル化

4 地理情報システム 空間情報科学、基本機能、データ、
システム

5 国土・都市空間に関する
データの種類

紙地図類、デジタルデータ、国土空
間データ基盤、データ検索とクリア
リングハウス

6 空間情報の基本構造 空間データの構造化、空間の分節化、
図形データ、属性データ、点・線・
面の次元の相違、位相構造

7 データの取得・変換・蓄
積

データ入力、データ変換、標準化、
データベース

8 空間分析 空間関係、空間演算子、分析操作、
ネットワーク分析、空間分割

9 データの視覚化 記号表現、視覚変数、階級区分と段
階記号の設計

10 空間表現 地形モデル、主題図、空間コミュニ
ケーション

11 国土の表現 調査・報告
12 地域・都市の表現 調査・報告
13 地区の表現 調査・報告
14 まとめ　 総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で適宜指示。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
貸与PCを使用
【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。

【Outline (in English)】
To plan a district, city, or area, various kinds of data representation
according to the scale of each space are indispensable. This course
allows students to learn national spatial data, types and uses of maps,
location reference systems, and geographic information systems.
Term end examination: 70％, Short reports: 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
To understand the methods and basic techniques of communication
through visual representation of spatial information.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

GEO200NA（地理学 / Geography 200）

地図とＧＩＳ

丸山　智康、石田　恵一、今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域・都市・地区などを計画するには、それぞれの空間のスケールに応じた
各種の情報表現が不可欠である。これら空間情報の表現に必要なデータの種
類にはどのようなものがあり、分析処理を通じてどのようなことが把握でき、
結果をどのように用いることができるのか、地図および地理情報システムを
通して学習する。
【到達目標】
空間情報の視覚表現を通したコミュニケーションの方法・基本技術を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
地図およびGIS（空間（地理）情報システム）について簡単な演習を含み概要
を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、さまざまな空間表現
2 物的国土とデジタル国土 デジタル国土の特徴、社会基盤整備

と情報基盤整備
3 計画と情報 空間スケールと情報、国土・地域・

都市の計画、主題図、オーバーレイ、
地図情報のデジタル化

4 地理情報システム 空間情報科学、基本機能、データ、
システム

5 国土・都市空間に関する
データの種類

紙地図類、デジタルデータ、国土空
間データ基盤、データ検索とクリア
リングハウス

6 空間情報の基本構造 空間データの構造化、空間の分節化、
図形データ、属性データ、点・線・
面の次元の相違、位相構造

7 データの取得・変換・蓄
積

データ入力、データ変換、標準化、
データベース

8 空間分析 空間関係、空間演算子、分析操作、
ネットワーク分析、空間分割

9 データの視覚化 記号表現、視覚変数、階級区分と段
階記号の設計

10 空間表現 地形モデル、主題図、空間コミュニ
ケーション

11 国土の表現 調査・報告
12 地域・都市の表現 調査・報告
13 地区の表現 調査・報告
14 まとめ　 総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で適宜指示。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
貸与PCを使用

【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
To plan a district, city, or area, various kinds of data representation
according to the scale of each space are indispensable. This course
allows students to learn national spatial data, types and uses of maps,
location reference systems, and geographic information systems.
Term end examination: 70％, Short reports: 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
To understand the methods and basic techniques of communication
through visual representation of spatial information.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

GEO200NA（地理学 / Geography 200）

地図とＧＩＳ

丸山　智康、石田　恵一、今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地域・都市・地区などを計画するには、それぞれの空間のスケールに応じた
各種の情報表現が不可欠である。これら空間情報の表現に必要なデータの種
類にはどのようなものがあり、分析処理を通じてどのようなことが把握でき、
結果をどのように用いることができるのか、地図および地理情報システムを
通して学習する。
【到達目標】
空間情報の視覚表現を通したコミュニケーションの方法・基本技術を理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
地図およびGIS（空間（地理）情報システム）について簡単な演習を含み概要
を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、さまざまな空間表現
2 物的国土とデジタル国土 デジタル国土の特徴、社会基盤整備

と情報基盤整備
3 計画と情報 空間スケールと情報、国土・地域・

都市の計画、主題図、オーバーレイ、
地図情報のデジタル化

4 地理情報システム 空間情報科学、基本機能、データ、
システム

5 国土・都市空間に関する
データの種類

紙地図類、デジタルデータ、国土空
間データ基盤、データ検索とクリア
リングハウス

6 空間情報の基本構造 空間データの構造化、空間の分節化、
図形データ、属性データ、点・線・
面の次元の相違、位相構造

7 データの取得・変換・蓄
積

データ入力、データ変換、標準化、
データベース

8 空間分析 空間関係、空間演算子、分析操作、
ネットワーク分析、空間分割

9 データの視覚化 記号表現、視覚変数、階級区分と段
階記号の設計

10 空間表現 地形モデル、主題図、空間コミュニ
ケーション

11 国土の表現 調査・報告
12 地域・都市の表現 調査・報告
13 地区の表現 調査・報告
14 まとめ　 総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で適宜指示。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与PCを使用
【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
To plan a district, city, or area, various kinds of data representation
according to the scale of each space are indispensable. This course
allows students to learn national spatial data, types and uses of maps,
location reference systems, and geographic information systems.
Term end examination: 70％, Short reports: 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
To understand the methods and basic techniques of communication
through visual representation of spatial information.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NA（土木工学 / Civil engineering 200）

都市・地域政策

土屋　愛自

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の有効性について学ぶことを
ねらいとする。そのために、都市を取り巻く社会状況の変化、全国で展開し
ている様々なまちづくりの施策（諸外国の施策の比較を含む）について理解
を深めつつその課題や評価手法を学ぶ。また、演習を通じて具体的な政策立
案方法についても取り組む。詳しくは授業計画参照。
【到達目標】
政策の評価をどのように行うのか学ぶことは、社会人になってからも有用で
あると考える。本講義の到達目標は知識の習得はもちろんであるが、政策課
題に対する関心を深め、政策判断の思考力・企画力を養うことである。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち
「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
本講義は基本的に講義方式で行う。また、段階的な３つの課題に取り組むこ
と中で都市政策手法の基礎的な内容と流れについて学ぶ。実社会では、プレ
ゼン力、説得力が強く求められているため、各３回の課題については、個別
にプレゼンを実施し、コメントする。なお、課題の提出・フィードバックは、
「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション、都

市を取り巻く環境の変
化等

授業計画、授業の進め方、課題レ
ポートの説明、成績評価、少子高齢
化、インフラの老朽化により何が問
題となるか

2 国と地方の関係（地方分
権の視点）

国と地方の関係（政令市、特別区、
中核市）：地方分権の到達点と課題、
平成の市町村合併の課題と評価

3 求められる都市の構造
（コンパクトシティ政策）

コンパクトシティ政策とその具体的
な内容・都市再生特別措置法の改正
（立地適正化計画の概要）

4 中心市街地の再生方策
（中心市街地活性化法）
（１）

中心市街地活性化にかかる法律の変
遷と施策の評価（静岡市、富山市他）

5 演習課題（１）検討地区
の設定

検討地区の設定と理由、地区の現況
分析

6 中心市街地の再生方策
（構造改革特区制度等）
（２）

構造改革特区、地域活性化総合特区
の具体的な取り組み（柏市、神戸市、
船橋市、さいたま市他）

7 中心市街地の再生方策
（エリアマネジメント）
（３）

エリアマネジメントの必要性と先進
事例の評価（大阪市、鎌ヶ谷市、高
松市、飯田市他）

8 地方中心都市の再生方策 新潟県長岡市の取り組みと評価
9 まちづくりの新たな潮

流（健康・医療・福祉の
まちづくり）

高齢化社会に向けた健康・医療・福
祉に配慮したまちづくりの必要性と
具体的な取り組み（岩手県紫波町の
事例）

10 演習課題（２） 演習（１）で設定した地区の定量的
な分析

11 都市計画制度の変遷 我が国の都市計画制度の変遷と課題
解決の方法（長期未着手の基盤整備、
都市施設等）

12 演習課題（２）について
の中間発表

課題解決地区の定量評価についての
発表

13 諸外国の都市政策（欧
米・アジア）

諸外国の都市計画制度の特徴と具体
事例（ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾎﾞｽﾄﾝ）、ドイツ、中
国、韓国の都市計画制度の特徴

14 演習課題（３）持続可能
な都市づくりに向けて
の課題レポート

持続可能の都市づくりにおける政策
提言レポートの発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修登録前にシラバスの確認をすること。授業内で示される課題については、
発表するためプレゼンの準備をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
コンパクトシティ実現のための都市計画制度～平成２６年改正都市再生法・都
市計画法の解説～（ぎょうせい）都市計画法制度研究会編集、まちづくり三
法の見直し～改正都市計画法・中心市街地活性化法等の解説Q＆A(ぎょうせ
い)都市計画・中心市街地活性化法制研究会編集、都市のクオリティ・ストッ
ク～土地利用・緑地・交通の総合戦略～（鹿島出版会）林良嗣・土井健司・加
藤博和
【成績評価の方法と基準】
成績評価方法は、下記のとおりとする。
①課題レポート（１）：調査地区の設定と現状分析：３０％
②課題レポート（２）：調査地区の定量評価：　　　３０％
③課題レポート（３）：調査地区での政策提案：　　３０％
④授業内演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
出来るだけ受講生の発言の機会をもつ。
【学生が準備すべき機器他】
成果物についての提出は、学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から地方自治体の抱えるまちづくりの課題等について講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study the effectiveness
of policy for the creation of sustainable cities. This course deals with
basic concepts of change in social conditions surrounding the city, a
concern and evaluation problem for domestic town planning policy (a
comparative study on oversea cases will be made). It also aims to
enhance existing methods of policy making. Please refer to the schedule
for detailed information.
【Leaning Objectives】
The goal of this class is not only knowledge acquisition,
but also cultivating policy issues and feeding logical thinking
and planning ability for policy judgment.
【Learning activities outside of classroom】
Confirm a syllabus before an entry of this class.
Presentation of the result of exercises need in this class.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated as below;
report01 ; Setting model area and analyzing. 30%
report02 ; Quantitative evaluation of model area. 30%
report03 ; Policy proposal for model area. 40%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NA（土木工学 / Civil engineering 200）

都市・地域政策

土屋　愛自

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の有効性について学ぶことを
ねらいとする。そのために、都市を取り巻く社会状況の変化、全国で展開し
ている様々なまちづくりの施策（諸外国の施策の比較を含む）について理解
を深めつつその課題や評価手法を学ぶ。また、演習を通じて具体的な政策立
案方法についても取り組む。詳しくは授業計画参照。
【到達目標】
政策の評価をどのように行うのか学ぶことは、社会人になってからも有用で
あると考える。本講義の到達目標は知識の習得はもちろんであるが、政策課
題に対する関心を深め、政策判断の思考力・企画力を養うことである。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち
「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
本講義は基本的に講義方式で行う。また、段階的な３つの課題に取り組むこ
と中で都市政策手法の基礎的な内容と流れについて学ぶ。実社会では、プレ
ゼン力、説得力が強く求められているため、各３回の課題については、個別
にプレゼンを実施し、コメントする。なお、課題の提出・フィードバックは、
「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション、都

市を取り巻く環境の変
化等

授業計画、授業の進め方、課題レ
ポートの説明、成績評価、少子高齢
化、インフラの老朽化により何が問
題となるか

2 国と地方の関係（地方分
権の視点）

国と地方の関係（政令市、特別区、
中核市）：地方分権の到達点と課題、
平成の市町村合併の課題と評価

3 求められる都市の構造
（コンパクトシティ政策）

コンパクトシティ政策とその具体的
な内容・都市再生特別措置法の改正
（立地適正化計画の概要）

4 中心市街地の再生方策
（中心市街地活性化法）
（１）

中心市街地活性化にかかる法律の変
遷と施策の評価（静岡市、富山市他）

5 演習課題（１）検討地区
の設定

検討地区の設定と理由、地区の現況
分析

6 中心市街地の再生方策
（構造改革特区制度等）
（２）

構造改革特区、地域活性化総合特区
の具体的な取り組み（柏市、神戸市、
船橋市、さいたま市他）

7 中心市街地の再生方策
（エリアマネジメント）
（３）

エリアマネジメントの必要性と先進
事例の評価（大阪市、鎌ヶ谷市、高
松市、飯田市他）

8 地方中心都市の再生方策 新潟県長岡市の取り組みと評価
9 まちづくりの新たな潮

流（健康・医療・福祉の
まちづくり）

高齢化社会に向けた健康・医療・福
祉に配慮したまちづくりの必要性と
具体的な取り組み（岩手県紫波町の
事例）

10 演習課題（２） 演習（１）で設定した地区の定量的
な分析

11 都市計画制度の変遷 我が国の都市計画制度の変遷と課題
解決の方法（長期未着手の基盤整備、
都市施設等）

12 演習課題（２）について
の中間発表

課題解決地区の定量評価についての
発表

13 諸外国の都市政策（欧
米・アジア）

諸外国の都市計画制度の特徴と具体
事例（ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾎﾞｽﾄﾝ）、ドイツ、中
国、韓国の都市計画制度の特徴

14 演習課題（３）持続可能
な都市づくりに向けて
の課題レポート

持続可能の都市づくりにおける政策
提言レポートの発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修登録前にシラバスの確認をすること。授業内で示される課題については、
発表するためプレゼンの準備をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
コンパクトシティ実現のための都市計画制度～平成２６年改正都市再生法・都
市計画法の解説～（ぎょうせい）都市計画法制度研究会編集、まちづくり三
法の見直し～改正都市計画法・中心市街地活性化法等の解説Q＆A(ぎょうせ
い)都市計画・中心市街地活性化法制研究会編集、都市のクオリティ・ストッ
ク～土地利用・緑地・交通の総合戦略～（鹿島出版会）林良嗣・土井健司・加
藤博和
【成績評価の方法と基準】
成績評価方法は、下記のとおりとする。
①課題レポート（１）：調査地区の設定と現状分析：３０％
②課題レポート（２）：調査地区の定量評価：　　　３０％
③課題レポート（３）：調査地区での政策提案：　　３０％
④授業内演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
出来るだけ受講生の発言の機会をもつ。
【学生が準備すべき機器他】
成果物についての提出は、学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から地方自治体の抱えるまちづくりの課題等について講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study the effectiveness
of policy for the creation of sustainable cities. This course deals with
basic concepts of change in social conditions surrounding the city, a
concern and evaluation problem for domestic town planning policy (a
comparative study on oversea cases will be made). It also aims to
enhance existing methods of policy making. Please refer to the schedule
for detailed information.
【Leaning Objectives】
The goal of this class is not only knowledge acquisition,
but also cultivating policy issues and feeding logical thinking
and planning ability for policy judgment.
【Learning activities outside of classroom】
Confirm a syllabus before an entry of this class.
Presentation of the result of exercises need in this class.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated as below;
report01 ; Setting model area and analyzing. 30%
report02 ; Quantitative evaluation of model area. 30%
report03 ; Policy proposal for model area. 40%
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CST200NA（土木工学 / Civil engineering 200）

都市・地域政策

土屋　愛自

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の有効性について学ぶことを
ねらいとする。そのために、都市を取り巻く社会状況の変化、全国で展開し
ている様々なまちづくりの施策（諸外国の施策の比較を含む）について理解
を深めつつその課題や評価手法を学ぶ。また、演習を通じて具体的な政策立
案方法についても取り組む。詳しくは授業計画参照。
【到達目標】
政策の評価をどのように行うのか学ぶことは、社会人になってからも有用で
あると考える。本講義の到達目標は知識の習得はもちろんであるが、政策課
題に対する関心を深め、政策判断の思考力・企画力を養うことである。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科、都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち
「DP4」、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
本講義は基本的に講義方式で行う。また、段階的な３つの課題に取り組むこ
と中で都市政策手法の基礎的な内容と流れについて学ぶ。実社会では、プレ
ゼン力、説得力が強く求められているため、各３回の課題については、個別
にプレゼンを実施し、コメントする。なお、課題の提出・フィードバックは、
「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション、都

市を取り巻く環境の変
化等

授業計画、授業の進め方、課題レ
ポートの説明、成績評価、少子高齢
化、インフラの老朽化により何が問
題となるか

2 国と地方の関係（地方分
権の視点）

国と地方の関係（政令市、特別区、
中核市）：地方分権の到達点と課題、
平成の市町村合併の課題と評価

3 求められる都市の構造
（コンパクトシティ政策）

コンパクトシティ政策とその具体的
な内容・都市再生特別措置法の改正
（立地適正化計画の概要）

4 中心市街地の再生方策
（中心市街地活性化法）
（１）

中心市街地活性化にかかる法律の変
遷と施策の評価（静岡市、富山市他）

5 演習課題（１）検討地区
の設定

検討地区の設定と理由、地区の現況
分析

6 中心市街地の再生方策
（構造改革特区制度等）
（２）

構造改革特区、地域活性化総合特区
の具体的な取り組み（柏市、神戸市、
船橋市、さいたま市他）

7 中心市街地の再生方策
（エリアマネジメント）
（３）

エリアマネジメントの必要性と先進
事例の評価（大阪市、鎌ヶ谷市、高
松市、飯田市他）

8 地方中心都市の再生方策 新潟県長岡市の取り組みと評価
9 まちづくりの新たな潮

流（健康・医療・福祉の
まちづくり）

高齢化社会に向けた健康・医療・福
祉に配慮したまちづくりの必要性と
具体的な取り組み（岩手県紫波町の
事例）

10 演習課題（２） 演習（１）で設定した地区の定量的
な分析

11 都市計画制度の変遷 我が国の都市計画制度の変遷と課題
解決の方法（長期未着手の基盤整備、
都市施設等）

12 演習課題（２）について
の中間発表

課題解決地区の定量評価についての
発表

13 諸外国の都市政策（欧
米・アジア）

諸外国の都市計画制度の特徴と具体
事例（ﾆｭｰﾖｰｸ､ﾎﾞｽﾄﾝ）、ドイツ、中
国、韓国の都市計画制度の特徴

14 演習課題（３）持続可能
な都市づくりに向けて
の課題レポート

持続可能の都市づくりにおける政策
提言レポートの発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修登録前にシラバスの確認をすること。授業内で示される課題については、
発表するためプレゼンの準備をすること。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。

【参考書】
コンパクトシティ実現のための都市計画制度～平成２６年改正都市再生法・都
市計画法の解説～（ぎょうせい）都市計画法制度研究会編集、まちづくり三
法の見直し～改正都市計画法・中心市街地活性化法等の解説Q＆A(ぎょうせ
い)都市計画・中心市街地活性化法制研究会編集、都市のクオリティ・ストッ
ク～土地利用・緑地・交通の総合戦略～（鹿島出版会）林良嗣・土井健司・加
藤博和
【成績評価の方法と基準】
成績評価方法は、下記のとおりとする。
①課題レポート（１）：調査地区の設定と現状分析：３０％
②課題レポート（２）：調査地区の定量評価：　　　３０％
③課題レポート（３）：調査地区での政策提案：　　３０％
④授業内演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
出来るだけ受講生の発言の機会をもつ。
【学生が準備すべき機器他】
成果物についての提出は、学習支援システムを使用する。
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から地方自治体の抱えるまちづくりの課題等について講義する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study the effectiveness
of policy for the creation of sustainable cities. This course deals with
basic concepts of change in social conditions surrounding the city, a
concern and evaluation problem for domestic town planning policy (a
comparative study on oversea cases will be made). It also aims to
enhance existing methods of policy making. Please refer to the schedule
for detailed information.
【Leaning Objectives】
The goal of this class is not only knowledge acquisition,
but also cultivating policy issues and feeding logical thinking
and planning ability for policy judgment.
【Learning activities outside of classroom】
Confirm a syllabus before an entry of this class.
Presentation of the result of exercises need in this class.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated as below;
report01 ; Setting model area and analyzing. 30%
report02 ; Quantitative evaluation of model area. 30%
report03 ; Policy proposal for model area. 40%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多

数で選抜が必要な場合小課題を課し、
その結果をもって受講継続の可否を
判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその
内部空間の計画・設計とし、各自で
行う。これに向けた視点等を教員よ
り説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設
計の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階
まで進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につ
いて発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱う
ものとし、地区再編の考え方整理か
ら具体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の
役割などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエス
キスを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指

導を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により

指導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を

受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多

数で選抜が必要な場合小課題を課し、
その結果をもって受講継続の可否を
判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその
内部空間の計画・設計とし、各自で
行う。これに向けた視点等を教員よ
り説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設
計の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階
まで進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につ
いて発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱う
ものとし、地区再編の考え方整理か
ら具体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の
役割などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエス
キスを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指

導を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により

指導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を

受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

公共空間デザイン及演習

竹内　豪、下吹越　武人、高見　公雄、杉浦　榮、伊藤　登、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３学科共通の学部科目であり、３学科の学生が協力して都市空間の計画・設
計を行う。都市はその広域的位置づけやその場の特性に応じて、都市基盤施
設、建築物、様々な機器により構成されている。この科目ではこれらを総合
的に計画、設計するための考え方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を読み、科学的、社会的背景に応じた街づくりの解答
を得る。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
教員は基盤施設計画・土木デザイン、環境設計・ランドスケープデザイン、都
市設計・まちづくり、建築設計、プロダクトデザインと多様な構成としてお
り、都市空間の大から小までを対象に、計画設計を学ぶ。実践的経験を積む
ことを狙いとして、公益財団法人等が実施する計画コンペを題材に、参加登
録し当授業の成果を当該コンペに提出する予定としている。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業として実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の進め方、小課題 授業内容、進め方の説明。希望者多

数で選抜が必要な場合小課題を課し、
その結果をもって受講継続の可否を
判断する。

2 第一課題の説明、検討の
視点、事例等の説明

第一課題は、公共空間単体かつその
内部空間の計画・設計とし、各自で
行う。これに向けた視点等を教員よ
り説明する。

3 第一課題エスキス 第一課題のエスキスを基に、計画・設
計の考え方について検討、議論する。

4 第一課題仕上げ 第一課題を仕上げ、提出直前の段階
まで進める。

5 第一課題提出、講評 第一課題の提出を受け、優秀作につ
いて発表、講評を行う。

6 第二課題説明、グループ
編成

第二課題は地区レベルの空間を扱う
ものとし、地区再編の考え方整理か
ら具体的な小空間の設計までを行う。

7 グループ検討 方針検討、計画の全体企画、各者の
役割などを検討する。

8 方針に関するエスキス 対象地区の再編方針についてのエス
キスを持ち寄り指導を受ける。

9 グループ作業 次の段階の作業を行う。
10 計画レベルのエスキス 計画レベルのエスキスを持ち寄り指

導を受ける。
11 各者作業 仕上げに向けた作業を行う。
12 仕上げレベルのエスキス 最終形が見えるレベルの図面により

指導を受ける。
13 作品の仕上げ作業 仕上げ作業を行う。
14 発表、講評 完成品を持って発表を行い、講評を

受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まちを歩きながら、対象となる公共空間を観察する。まちに興味を持つ。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。
【参考書】
建築資料研究社『日本の都市環境デザイン1・2・3』都市環境デザイン会議著
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しい町並み事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）など

【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）。欠席４回以上は単
位取得を認めない (評価Ｄ)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が
必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn the concepts and techniques for
comprehensive planning and designing of cities.
Intermediate deliverables, Esquisse correspondence (30%), Final
deliverables (70%). Students who are absent 4 or more times will not
be allowed to acquire credits (grade D).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

デザイン思想史概論

高橋　美礼

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近代および現代デザインを主軸に、デザイン史における様々な思想を俯瞰す
る講義です。モダンデザインへ至るまでに近代社会が獲得してきた技術力や
社会制度にも触れつつ、アートとの関わりなど文化的な背景にも広く目を向
けて解説します。
国内外のデザイン思想を遡ることで、デザインには思想が不可欠であること
を学び、将来へ役立つデザインリテラシーを身につける一助としてください。
【到達目標】
・さまざまなデザイン・ムーヴメントの主要人物と作品を知り、その思想を学
び、さらにそれぞれのムーヴメントの関連性についての知識を高めることで、
今の自分の価値観や美意識を形成するルーツを再認識する。
・それぞれのデザイン・ムーブメントの時代背景を学ぶことから、今という時
代を考え、これからの時代におけるデザインの役割について、幅広い価値観
を構築する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
オンライン（遠隔授業）で講義を実施します。
講義を聴講して、毎回ミニレポートを提出してください。
ミニレポートで取り上げるテーマや課題は、授業中に発表しますので、聞き
逃さないように注意しながら授業に集中してください。
授業の無断録画、無断スクリーンショットを禁止します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 モダンデザイン前史 産業革命までの社会と近代都市のは

じまりを知る。ルネサンス時代以降、
デザインという新しい概念が芽生え
た時代背景まで遡る。

2 産業革命からアーツ・ア
ンド・クラフツ-1

蒸気機関の発明による近代社会の変
化と、その後数十年をかけて変化し
た欧州の人々の生活と思想を探る。

3 産業革命からアーツ・ア
ンド・クラフツ-2

アーツ・アンド・クラフツ運動に見
る、イギリスのゴシックリバイバル
と、同時代の日本やアメリカについ
て考える。

4 モダンデザインの成立
と19世紀末-1

消費という概念の誕生とモダンデザ
インの成立。アール・ヌーボーに代
表される新表現への希求を各国の様
相から知る。

5 モダンデザインの成立
と19世紀末-2

ウィーン分離派の影響力と日本への
波及。ブルジョアジーの台頭による
社会構造の変化を知る。

6 工業化と量産化へ向か
う社会-1

ユーゲントシュティール、AEG社、
バウハウスを実例に、芸術と産業の
統合というモダンデザインの理念を
読み解く。

7 工業化と量産化へ向か
う社会-2

バウハウスと同時代の各国の動きを
総覧しながら、2つの世界大戦間で揺
らぎ、または登場した新興勢力につ
いて考える。

8 高度大量消費時代のは
じまり

インダストリアルデザイナーが職業
として成立したマシンエイジを中心
に、大量消費時代の背景を読み解く。

9 工業デザインの確立-1 第二次世界大戦後のシャカ主義、
ファシズム、デモクラシーといった
価値観を通じてイデオロギーの時代
に焦点を当てる。

10 工業デザインの確立-2 ミッドセンチュリーに代表される、
科学技術とデザインの結びつきから
興った動きを振り返る。

11 機能主義への傾倒 人間工学とデザインの結びつき、ラ
ディカルデザインが強まる時代とア
メリカの様式原理について。

12 ポストモダニズムへの
動き

多元主義であり折衷主義、装飾性、
多様性を取り戻した時代へ至る動き
を知る。

13 ポストモダニズム 建築や装飾芸術分野におけるモダニ
ズムの終焉と、その社会背景を探る。

14 ゼロ年代のデザイン
キーワード

1990年代から現在までのデザイン思
想と潮流を、国内外の重要なキー
ワードとともに振り返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
一般的な世界史と日本史の知識を反復し、デザインの歴史について書かれた
本（参考書参照）を読んでください。
本授業の準備学習・復習時間は、各１時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教材はパワーポイントで用意します。
指定の教科書はありませんが、各講義内容に応じた資料がある場合は講義中
に示します。
【参考書】
「日本デザイン史」　監修：竹原あき子＋森山明子　美術出版社
「世界デザイン史」　監修：阿部公正　美術出版社
「ヨーロッパ思想入門」　岩田靖夫　岩波書店
「デザインの歴史」暮沢剛巳、伊藤潤、山本政幸、天内大樹、高橋裕行　学芸
出版社
その他の参考書は講義中に示します。
【成績評価の方法と基準】
授業は毎回必ず参加してください。
最も重視するのは、毎回の授業後に提出してもらうミニレポート及び最終レ
ポート課題です。
レポート：80％
　—授業で取り上げたポイントへの理解度：80％のうちの２割
　—各事象のつながり（デザイン史の理解度）：80％のうちの７割
　—ミニレポートの読みやすさ、日本語の精度：80％のうちの１割
平常点：20％
　—授業への出席（オンライン講義の聴講）はここで加点します。
【学生の意見等からの気づき】
オンラン授業の場合、講義動画（zoomの録画データ）は、概ね授業後1週間
を目処に残しておきますので、必要に応じて速やかに再視聴してください。動
画の無断録音、保存、再配布等は禁止します。
【学生が準備すべき機器他】
講義のスケジュール連絡、ミニレポート提出には学習支援システムを利用し
ます。
ミニレポートはテキストデータでの提出を原則としますので、それに必要な
機材・アプリ（主にMicrosoft WordまたはPDFで提出）を準備しておいて
ください。
【Outline (in English)】
This lecture provides an overview of various ideas in the history of
design, with a focus on modern and contemporary design. While
touching on the technical skills and social systems that modern society
has acquired on the way to modern design, the lecture also looks broadly
at the cultural background of design, including its relationship to art.
By tracing back to domestic and international design philosophy,
students will learn that philosophy is essential to design, and this will
help them to acquire design literacy that will be useful to them in the
future.
Attendance in every class is required.
Lectures will be conducted online.
Students are required to attend the lectures and submit a mini-report
each time.
Themes and issues to be covered in the mini-reports will be presented
during the class, so please pay attention and concentrate on the class.
Unauthorized recording or screenshots of the class is prohibited.
The greatest emphasis will be placed on the mini-report and final report
assignment to be submitted after each class.
Report: 80%.
　—Comprehension of points covered in class: 20% of 80
　—Connectedness of each event (understanding of design history): 70%
of 80%.
　—Readability of the mini-report, accuracy of Japanese: 10% of 80
Ordinary score: 20% of 80%.
　— Attendance in class (listening to online lectures) will be scored here.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

デザイン思想史概論

高橋　美礼

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近代および現代デザインを主軸に、デザイン史における様々な思想を俯瞰す
る講義です。モダンデザインへ至るまでに近代社会が獲得してきた技術力や
社会制度にも触れつつ、アートとの関わりなど文化的な背景にも広く目を向
けて解説します。
国内外のデザイン思想を遡ることで、デザインには思想が不可欠であること
を学び、将来へ役立つデザインリテラシーを身につける一助としてください。
【到達目標】
・さまざまなデザイン・ムーヴメントの主要人物と作品を知り、その思想を学
び、さらにそれぞれのムーヴメントの関連性についての知識を高めることで、
今の自分の価値観や美意識を形成するルーツを再認識する。
・それぞれのデザイン・ムーブメントの時代背景を学ぶことから、今という時
代を考え、これからの時代におけるデザインの役割について、幅広い価値観
を構築する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
オンライン（遠隔授業）で講義を実施します。
講義を聴講して、毎回ミニレポートを提出してください。
ミニレポートで取り上げるテーマや課題は、授業中に発表しますので、聞き
逃さないように注意しながら授業に集中してください。
授業の無断録画、無断スクリーンショットを禁止します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 モダンデザイン前史 産業革命までの社会と近代都市のは

じまりを知る。ルネサンス時代以降、
デザインという新しい概念が芽生え
た時代背景まで遡る。

2 産業革命からアーツ・ア
ンド・クラフツ-1

蒸気機関の発明による近代社会の変
化と、その後数十年をかけて変化し
た欧州の人々の生活と思想を探る。

3 産業革命からアーツ・ア
ンド・クラフツ-2

アーツ・アンド・クラフツ運動に見
る、イギリスのゴシックリバイバル
と、同時代の日本やアメリカについ
て考える。

4 モダンデザインの成立
と19世紀末-1

消費という概念の誕生とモダンデザ
インの成立。アール・ヌーボーに代
表される新表現への希求を各国の様
相から知る。

5 モダンデザインの成立
と19世紀末-2

ウィーン分離派の影響力と日本への
波及。ブルジョアジーの台頭による
社会構造の変化を知る。

6 工業化と量産化へ向か
う社会-1

ユーゲントシュティール、AEG社、
バウハウスを実例に、芸術と産業の
統合というモダンデザインの理念を
読み解く。

7 工業化と量産化へ向か
う社会-2

バウハウスと同時代の各国の動きを
総覧しながら、2つの世界大戦間で揺
らぎ、または登場した新興勢力につ
いて考える。

8 高度大量消費時代のは
じまり

インダストリアルデザイナーが職業
として成立したマシンエイジを中心
に、大量消費時代の背景を読み解く。

9 工業デザインの確立-1 第二次世界大戦後のシャカ主義、
ファシズム、デモクラシーといった
価値観を通じてイデオロギーの時代
に焦点を当てる。

10 工業デザインの確立-2 ミッドセンチュリーに代表される、
科学技術とデザインの結びつきから
興った動きを振り返る。

11 機能主義への傾倒 人間工学とデザインの結びつき、ラ
ディカルデザインが強まる時代とア
メリカの様式原理について。

12 ポストモダニズムへの
動き

多元主義であり折衷主義、装飾性、
多様性を取り戻した時代へ至る動き
を知る。

13 ポストモダニズム 建築や装飾芸術分野におけるモダニ
ズムの終焉と、その社会背景を探る。

14 ゼロ年代のデザイン
キーワード

1990年代から現在までのデザイン思
想と潮流を、国内外の重要なキー
ワードとともに振り返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
一般的な世界史と日本史の知識を反復し、デザインの歴史について書かれた
本（参考書参照）を読んでください。
本授業の準備学習・復習時間は、各１時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教材はパワーポイントで用意します。
指定の教科書はありませんが、各講義内容に応じた資料がある場合は講義中
に示します。
【参考書】
「日本デザイン史」　監修：竹原あき子＋森山明子　美術出版社
「世界デザイン史」　監修：阿部公正　美術出版社
「ヨーロッパ思想入門」　岩田靖夫　岩波書店
「デザインの歴史」暮沢剛巳、伊藤潤、山本政幸、天内大樹、高橋裕行　学芸
出版社
その他の参考書は講義中に示します。
【成績評価の方法と基準】
授業は毎回必ず参加してください。
最も重視するのは、毎回の授業後に提出してもらうミニレポート及び最終レ
ポート課題です。
レポート：80％
　—授業で取り上げたポイントへの理解度：80％のうちの２割
　—各事象のつながり（デザイン史の理解度）：80％のうちの７割
　—ミニレポートの読みやすさ、日本語の精度：80％のうちの１割
平常点：20％
　—授業への出席（オンライン講義の聴講）はここで加点します。
【学生の意見等からの気づき】
オンラン授業の場合、講義動画（zoomの録画データ）は、概ね授業後1週間
を目処に残しておきますので、必要に応じて速やかに再視聴してください。動
画の無断録音、保存、再配布等は禁止します。
【学生が準備すべき機器他】
講義のスケジュール連絡、ミニレポート提出には学習支援システムを利用し
ます。
ミニレポートはテキストデータでの提出を原則としますので、それに必要な
機材・アプリ（主にMicrosoft WordまたはPDFで提出）を準備しておいて
ください。
【Outline (in English)】
This lecture provides an overview of various ideas in the history of
design, with a focus on modern and contemporary design. While
touching on the technical skills and social systems that modern society
has acquired on the way to modern design, the lecture also looks broadly
at the cultural background of design, including its relationship to art.
By tracing back to domestic and international design philosophy,
students will learn that philosophy is essential to design, and this will
help them to acquire design literacy that will be useful to them in the
future.
Attendance in every class is required.
Lectures will be conducted online.
Students are required to attend the lectures and submit a mini-report
each time.
Themes and issues to be covered in the mini-reports will be presented
during the class, so please pay attention and concentrate on the class.
Unauthorized recording or screenshots of the class is prohibited.
The greatest emphasis will be placed on the mini-report and final report
assignment to be submitted after each class.
Report: 80%.
　—Comprehension of points covered in class: 20% of 80
　—Connectedness of each event (understanding of design history): 70%
of 80%.
　—Readability of the mini-report, accuracy of Japanese: 10% of 80
Ordinary score: 20% of 80%.
　— Attendance in class (listening to online lectures) will be scored here.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

デザイン思想史概論

高橋　美礼

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近代および現代デザインを主軸に、デザイン史における様々な思想を俯瞰す
る講義です。モダンデザインへ至るまでに近代社会が獲得してきた技術力や
社会制度にも触れつつ、アートとの関わりなど文化的な背景にも広く目を向
けて解説します。
国内外のデザイン思想を遡ることで、デザインには思想が不可欠であること
を学び、将来へ役立つデザインリテラシーを身につける一助としてください。
【到達目標】
・さまざまなデザイン・ムーヴメントの主要人物と作品を知り、その思想を学
び、さらにそれぞれのムーヴメントの関連性についての知識を高めることで、
今の自分の価値観や美意識を形成するルーツを再認識する。
・それぞれのデザイン・ムーブメントの時代背景を学ぶことから、今という時
代を考え、これからの時代におけるデザインの役割について、幅広い価値観
を構築する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP1」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
オンライン（遠隔授業）で講義を実施します。
講義を聴講して、毎回ミニレポートを提出してください。
ミニレポートで取り上げるテーマや課題は、授業中に発表しますので、聞き
逃さないように注意しながら授業に集中してください。
授業の無断録画、無断スクリーンショットを禁止します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 モダンデザイン前史 産業革命までの社会と近代都市のは

じまりを知る。ルネサンス時代以降、
デザインという新しい概念が芽生え
た時代背景まで遡る。

2 産業革命からアーツ・ア
ンド・クラフツ-1

蒸気機関の発明による近代社会の変
化と、その後数十年をかけて変化し
た欧州の人々の生活と思想を探る。

3 産業革命からアーツ・ア
ンド・クラフツ-2

アーツ・アンド・クラフツ運動に見
る、イギリスのゴシックリバイバル
と、同時代の日本やアメリカについ
て考える。

4 モダンデザインの成立
と19世紀末-1

消費という概念の誕生とモダンデザ
インの成立。アール・ヌーボーに代
表される新表現への希求を各国の様
相から知る。

5 モダンデザインの成立
と19世紀末-2

ウィーン分離派の影響力と日本への
波及。ブルジョアジーの台頭による
社会構造の変化を知る。

6 工業化と量産化へ向か
う社会-1

ユーゲントシュティール、AEG社、
バウハウスを実例に、芸術と産業の
統合というモダンデザインの理念を
読み解く。

7 工業化と量産化へ向か
う社会-2

バウハウスと同時代の各国の動きを
総覧しながら、2つの世界大戦間で揺
らぎ、または登場した新興勢力につ
いて考える。

8 高度大量消費時代のは
じまり

インダストリアルデザイナーが職業
として成立したマシンエイジを中心
に、大量消費時代の背景を読み解く。

9 工業デザインの確立-1 第二次世界大戦後のシャカ主義、
ファシズム、デモクラシーといった
価値観を通じてイデオロギーの時代
に焦点を当てる。

10 工業デザインの確立-2 ミッドセンチュリーに代表される、
科学技術とデザインの結びつきから
興った動きを振り返る。

11 機能主義への傾倒 人間工学とデザインの結びつき、ラ
ディカルデザインが強まる時代とア
メリカの様式原理について。

12 ポストモダニズムへの
動き

多元主義であり折衷主義、装飾性、
多様性を取り戻した時代へ至る動き
を知る。

13 ポストモダニズム 建築や装飾芸術分野におけるモダニ
ズムの終焉と、その社会背景を探る。

14 ゼロ年代のデザイン
キーワード

1990年代から現在までのデザイン思
想と潮流を、国内外の重要なキー
ワードとともに振り返る。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
一般的な世界史と日本史の知識を反復し、デザインの歴史について書かれた
本（参考書参照）を読んでください。
本授業の準備学習・復習時間は、各１時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教材はパワーポイントで用意します。
指定の教科書はありませんが、各講義内容に応じた資料がある場合は講義中
に示します。
【参考書】
「日本デザイン史」　監修：竹原あき子＋森山明子　美術出版社
「世界デザイン史」　監修：阿部公正　美術出版社
「ヨーロッパ思想入門」　岩田靖夫　岩波書店
「デザインの歴史」暮沢剛巳、伊藤潤、山本政幸、天内大樹、高橋裕行　学芸
出版社
その他の参考書は講義中に示します。
【成績評価の方法と基準】
授業は毎回必ず参加してください。
最も重視するのは、毎回の授業後に提出してもらうミニレポート及び最終レ
ポート課題です。
レポート：80％
　—授業で取り上げたポイントへの理解度：80％のうちの２割
　—各事象のつながり（デザイン史の理解度）：80％のうちの７割
　—ミニレポートの読みやすさ、日本語の精度：80％のうちの１割
平常点：20％
　—授業への出席（オンライン講義の聴講）はここで加点します。
【学生の意見等からの気づき】
オンラン授業の場合、講義動画（zoomの録画データ）は、概ね授業後1週間
を目処に残しておきますので、必要に応じて速やかに再視聴してください。動
画の無断録音、保存、再配布等は禁止します。
【学生が準備すべき機器他】
講義のスケジュール連絡、ミニレポート提出には学習支援システムを利用し
ます。
ミニレポートはテキストデータでの提出を原則としますので、それに必要な
機材・アプリ（主にMicrosoft WordまたはPDFで提出）を準備しておいて
ください。
【Outline (in English)】
This lecture provides an overview of various ideas in the history of
design, with a focus on modern and contemporary design. While
touching on the technical skills and social systems that modern society
has acquired on the way to modern design, the lecture also looks broadly
at the cultural background of design, including its relationship to art.
By tracing back to domestic and international design philosophy,
students will learn that philosophy is essential to design, and this will
help them to acquire design literacy that will be useful to them in the
future.
Attendance in every class is required.
Lectures will be conducted online.
Students are required to attend the lectures and submit a mini-report
each time.
Themes and issues to be covered in the mini-reports will be presented
during the class, so please pay attention and concentrate on the class.
Unauthorized recording or screenshots of the class is prohibited.
The greatest emphasis will be placed on the mini-report and final report
assignment to be submitted after each class.
Report: 80%.
　—Comprehension of points covered in class: 20% of 80
　—Connectedness of each event (understanding of design history): 70%
of 80%.
　—Readability of the mini-report, accuracy of Japanese: 10% of 80
Ordinary score: 20% of 80%.
　— Attendance in class (listening to online lectures) will be scored here.
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

図形の技術Z

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
パソコンを使いながら，図形や画像を用いて建築を構想し表現する
方法を学びます。
この授業は「オンデマンド併用型」です。学習内容の説明と課題の
提示をオンデマンドで，課題の講評と補足説明をオンライン授業で
行います。
授業のスケジュールとアクセス方法はhoppii（学習支援システム）
でお知らせします。

【到達目標】
【目的】私たちは3次元の形態（建築）を2次元の図形（図面）とし
て見ています。この授業では，コンピュータを用いて3次元の形態
を構成し，2次元の図形として表現します。コンピュータ上に３次
元形態を構成し，それを画像・アニメーション・図面などとして表
現する図形処理と画像処理の技術の習得が目標です。
授業では，CG（Computer Graphics），BIM（Building Information
Modeling），CAD（Computer Aided Design）などを学びます。近
年では，手描きによる製図に代わってコンピュータを用いた図の製
作が一般的になっています。しかし，手描きであるかCG/BIM/CAD
であるかは手法の違いに過ぎません。自分のスタイルに合った手法
を見つければいいのですが，学習としては両者を習得する必要があ
ります。そのため，この授業は「デザインスタジオ１（建築）」と連
動しています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。オンデマン
ドで解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。教員の他
に，TA（Teaching Assistant＝教育補助員）も指導を担当します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。
解説をよく理解するように努め，疑問点があれば hoppii（学習支援
システム）で質問してください。質問への回答は，教員の他，TAも
対応します。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば
修正をしてください。そして，指定された時間内に完成するように
してください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返
し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようになる
はずです。
毎回の演習の評価は hoppii（学習支援システム）または IAE サー
バーに記録します。随時，hoppiiおよび IAEサーバーを参照し，学
習の進捗状況を確認してください。
授業では，SketchUp，Gimp，Revitなどのソフトウェアを使用し
ます。SketchUp（Trimble社）は手軽に立体を操作できるCGアプ
リケーションです。Gimpは高度な画像処理ができるオープンソフ
ト（フリーウェア）です。Revit（AutoDesk社）は実務でもよく使
われている BIMアプリケーションです。その他のCAD，画像処理，
動画編集などのソフトウェアについても解説します。
授業においては，コンピュータによる立体表現の概念と基本的な操
作を学びますが，コンピュータの操作を修得するためには自分で工
夫をしながら使っていくことが必須です。しかし，コンピュータの
修得を学習の目標としてはいけません。CG，BIM，CADは手段（方
法）であって目的ではありえないからです。「コンピュータに使われ
る」のではなく，「コンピュータを使う」ことが重要です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ●課題1（スケッチ

アップ／建築のカタ
チ）

【オンデマンド教材 (1)】，教科書
［1～4章］

2 ●課題2（住空間の
モデリング），課題1
の講評

【オンデマンド教材 (2)】，教科書
［5～6章］

3 ［オンデマンド］課題
2への取り組み

同上

4 ●課題3（BIMでつ
くる箱形建築），課題
2の講評

【オンデマンド教材 (3)】，教科書
［8章前半］

5 ［オンデマンド］課題
3への取り組み

同上

6 ●課題4（BIMと
CADによる図面の作
成），課題3の講評

【オンデマンド教材 (4)】，教科書
［8章後半］

7 ［オンデマンド］課題
4への取り組み

同上

8 ●課題5（画像処理に
よる透視図と図面の
表現），課題4の講評

【オンデマンド教材 (5)】，教科書
［6章8節～13節］

9 ●中間課題，課題5
の講評

同上

10 ［オンデマンド］中間
課題への取り組み

同上

11 ●課題6（動画によ
るプレゼンテーショ
ン），期末課題の提示

【オンデマンド教材 (6)】

12 ［オンデマンド］中間
課題の講評と解説／
期末課題の補足説明

同上

13 ●期末課題講評会 (1) クラス内講評会
14 ●期末課題講評会 (2) 総合講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題への取り組み，指定教材の予習と復習。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安藤
直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）

【参考書】
(1) 法政大学オンデマンドシステム： https://hosei-kyoiku.jp/
ondemand/
(2)学習支援システム（hoppii）：https://hoppii.hosei.ac.jp/
(3) IAEサーバー：https://iae.hosei.ac.jp/
(4) Edu2020 ユーザー支援 WEBサイト： https://kedu2020.k.
hosei.ac.jp/
(5) スケッチアップ（Trimble 社）オフィシャルサイト： http:
//sketchup.com/ja/
(6) Autodesk社オフィシャルサイト：http://www.autodesk.co.jp/
(7) GIMP／GNU Image Manipulation Program：https://www.
gimp.org/
(8) DaVinci Resolve ： https://www.blackmagicdesign.com/jp/
products/davinciresolve/
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【成績評価の方法と基準】
課題１～5（50％），中間課題（20%），期末課題（30％）

【学生の意見等からの気づき】
積極的に質問をしてください。学生のみなさん同士が教え合うこと
も重要です。

【学生が準備すべき機器他】
●大学が提供する貸与ノートパソコンまたは同等のスペックのパソ
コンが必要です。貸与ノートパソコンのスペックは以下です。
https://kedu2020.k.hosei.ac.jp/service/note-pc.shtml
・特に高機能のパソコンである必要はありませんが，「CPU：Core
i3以上，メモリ：8GB以上」のスペックを推奨します。
・iPadでの受講は不可能です。
●受講には以下のソフトウェアが必要です。
・【3Dモデリング】SketchUp Free※1，または，SketchUp 2017
Make※2（Trimble社）
・【BIMー建築設計】Revit※2※3（Autodesk社）
・【画像処理】GIMP※2（オープンソース）
・【動画編集】DaVinci Resolve※4（BlackmagicDesign社）
※1：WEBで使用できるフリーウェア
※2：貸与ノートパソコンにインストール済（個別にインストール可）
※3：AutoDesk社の学生ライセンス（無料）の取得が必要
※4：フリーウェア
●教科書が必要です。

【その他の重要事項】
３年次以降開講科目である「デジタルスタジオ」（秋学期，選択授業）
を履修するためには，この授業の十分な履修が必要です。
「デジタルスタジオ」の受講はこの「図形の技術」の履修を前提とし
ています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」を履
修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた表現を伴う作品
9点：優れた表現を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：軽微な間違いや修正するべき点を含むもの
6点：重大な間違いや修正するべき点を含むもの
5点以下：未完成など
0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）
8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に対
する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
While using a personal computer, In this course, we will
learn how to conceptualize and express architecture using
graphics and images. This is an "combination on-demand
class". On-demand explanations and assignments will be
presented, and critiques and supplementary explanations will
be given in-person classes or online classes.Class schedule and
access information will be posted on hoppii (learning support
system).
[Learning objectives]
We observe three-dimensional forms (architecture) as two-
dimensional figures (drawings). In this class, we will construct
three-dimensional forms on the computer and represent them
as two-dimensional figures. This course aims to master graphic
processing and image processing techniques for creating
three-dimensional forms on the computer and expressing them
as images, animations, and drawings.
In the course, students learn computer graphics (CG),
building information modeling (BIM), computer-aided design
(CAD), and other technologies. Computer-aided drawing has
recently become a popular alternative to hand-drawn figures.
However, hand-drawing or CG/BIM/CAD is only a difference in
technique. You may find the method that suits your style, but
it is necessary to learn both. Therefore, this course links to
"Design Studio 1.
[Learning activities outside of classroom]
Review of On-Demand explanation and Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]

1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-5: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

図形の技術X

浅古　陽介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
パソコンを使いながら，図形や画像を用いて建築を構想し表現する
方法を学びます。
この授業は「オンデマンド併用型」です。学習内容の説明と課題の
提示をオンデマンドで，課題の講評と補足説明をオンライン授業で
行います。
授業のスケジュールとアクセス方法はhoppii（学習支援システム）
でお知らせします。

【到達目標】
【目的】私たちは3次元の形態（建築）を2次元の図形（図面）とし
て見ています。この授業では，コンピュータを用いて3次元の形態
を構成し，2次元の図形として表現します。コンピュータ上に３次
元形態を構成し，それを画像・アニメーション・図面などとして表
現する図形処理と画像処理の技術の習得が目標です。
授業では，CG（Computer Graphics），BIM（Building Information
Modeling），CAD（Computer Aided Design）などを学びます。近
年では，手描きによる製図に代わってコンピュータを用いた図の製
作が一般的になっています。しかし，手描きであるかCG/BIM/CAD
であるかは手法の違いに過ぎません。自分のスタイルに合った手法
を見つければいいのですが，学習としては両者を習得する必要があ
ります。そのため，この授業は「デザインスタジオ１（建築）」と連
動しています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。オンデマン
ドで解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。教員の他
に，TA（Teaching Assistant＝教育補助員）も指導を担当します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。
解説をよく理解するように努め，疑問点があれば hoppii（学習支援
システム）で質問してください。質問への回答は，教員の他，TAも
対応します。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば
修正をしてください。そして，指定された時間内に完成するように
してください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返
し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようになる
はずです。
毎回の演習の評価は hoppii（学習支援システム）または IAE サー
バーに記録します。随時，hoppiiおよび IAEサーバーを参照し，学
習の進捗状況を確認してください。
授業では，SketchUp，Gimp，Revitなどのソフトウェアを使用し
ます。SketchUp（Trimble社）は手軽に立体を操作できるCGアプ
リケーションです。Gimpは高度な画像処理ができるオープンソフ
ト（フリーウェア）です。Revit（AutoDesk社）は実務でもよく使
われている BIMアプリケーションです。その他のCAD，画像処理，
動画編集などのソフトウェアについても解説します。
授業においては，コンピュータによる立体表現の概念と基本的な操
作を学びますが，コンピュータの操作を修得するためには自分で工
夫をしながら使っていくことが必須です。しかし，コンピュータの
修得を学習の目標としてはいけません。CG，BIM，CADは手段（方
法）であって目的ではありえないからです。「コンピュータに使われ
る」のではなく，「コンピュータを使う」ことが重要です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ●課題1（スケッチ

アップ／建築のカタ
チ）

【オンデマンド教材 (1)】，教科書
［1～4章］

2 ●課題2（住空間の
モデリング），課題1
の講評

【オンデマンド教材 (2)】，教科書
［5～6章］

3 ［オンデマンド］課題
2への取り組み

同上

4 ●課題3（BIMでつ
くる箱形建築），課題
2の講評

【オンデマンド教材 (3)】，教科書
［8章前半］

5 ［オンデマンド］課題
3への取り組み

同上

6 ●課題4（BIMと
CADによる図面の作
成），課題3の講評

【オンデマンド教材 (4)】，教科書
［8章後半］

7 ［オンデマンド］課題
4への取り組み

同上

8 ●課題5（画像処理に
よる透視図と図面の
表現），課題4の講評

【オンデマンド教材 (5)】，教科書
［6章8節～13節］

9 ●中間課題，課題5
の講評

同上

10 ［オンデマンド］中間
課題への取り組み

同上

11 ●課題6（動画によ
るプレゼンテーショ
ン），期末課題の提示

【オンデマンド教材 (6)】

12 ［オンデマンド］中間
課題の講評と解説／
期末課題の補足説明

同上

13 ●期末課題講評会 (1) クラス内講評会
14 ●期末課題講評会 (2) 総合講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題への取り組み，指定教材の予習と復習。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安藤
直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）

【参考書】
(1) 法政大学オンデマンドシステム： https://hosei-kyoiku.jp/
ondemand/
(2)学習支援システム（hoppii）：https://hoppii.hosei.ac.jp/
(3) IAEサーバー：https://iae.hosei.ac.jp/
(4) Edu2020 ユーザー支援 WEBサイト： https://kedu2020.k.
hosei.ac.jp/
(5) スケッチアップ（Trimble 社）オフィシャルサイト： http:
//sketchup.com/ja/
(6) Autodesk社オフィシャルサイト：http://www.autodesk.co.jp/
(7) GIMP／GNU Image Manipulation Program：https://www.
gimp.org/
(8) DaVinci Resolve ： https://www.blackmagicdesign.com/jp/
products/davinciresolve/
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【成績評価の方法と基準】
課題１～5（50％），中間課題（20%），期末課題（30％）

【学生の意見等からの気づき】
積極的に質問をしてください。学生のみなさん同士が教え合うこと
も重要です。

【学生が準備すべき機器他】
●大学が提供する貸与ノートパソコンまたは同等のスペックのパソ
コンが必要です。貸与ノートパソコンのスペックは以下です。
https://kedu2020.k.hosei.ac.jp/service/note-pc.shtml
・特に高機能のパソコンである必要はありませんが，「CPU：Core
i3以上，メモリ：8GB以上」のスペックを推奨します。
・iPadでの受講は不可能です。
●受講には以下のソフトウェアが必要です。
・【3Dモデリング】SketchUp Free※1，または，SketchUp 2017
Make※2（Trimble社）
・【BIMー建築設計】Revit※2※3（Autodesk社）
・【画像処理】GIMP※2（オープンソース）
・【動画編集】DaVinci Resolve※4（BlackmagicDesign社）
※1：WEBで使用できるフリーウェア
※2：貸与ノートパソコンにインストール済（個別にインストール可）
※3：AutoDesk社の学生ライセンス（無料）の取得が必要
※4：フリーウェア
●教科書が必要です。

【その他の重要事項】
３年次以降開講科目である「デジタルスタジオ」（秋学期，選択授業）
を履修するためには，この授業の十分な履修が必要です。
「デジタルスタジオ」の受講はこの「図形の技術」の履修を前提とし
ています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」を履
修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた表現を伴う作品
9点：優れた表現を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：軽微な間違いや修正するべき点を含むもの
6点：重大な間違いや修正するべき点を含むもの
5点以下：未完成など
0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）
8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に対
する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
While using a personal computer, In this course, we will
learn how to conceptualize and express architecture using
graphics and images. This is an "combination on-demand
class". On-demand explanations and assignments will be
presented, and critiques and supplementary explanations will
be given in-person classes or online classes.Class schedule and
access information will be posted on hoppii (learning support
system).
[Learning objectives]
We observe three-dimensional forms (architecture) as two-
dimensional figures (drawings). In this class, we will construct
three-dimensional forms on the computer and represent them
as two-dimensional figures. This course aims to master graphic
processing and image processing techniques for creating
three-dimensional forms on the computer and expressing them
as images, animations, and drawings.
In the course, students learn computer graphics (CG),
building information modeling (BIM), computer-aided design
(CAD), and other technologies. Computer-aided drawing has
recently become a popular alternative to hand-drawn figures.
However, hand-drawing or CG/BIM/CAD is only a difference in
technique. You may find the method that suits your style, but
it is necessary to learn both. Therefore, this course links to
"Design Studio 1.
[Learning activities outside of classroom]
Review of On-Demand explanation and Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]

1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-5: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

図形の技術Y

冨田　和弘

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
パソコンを使いながら，図形や画像を用いて建築を構想し表現する
方法を学びます。
この授業は「オンデマンド併用型」です。学習内容の説明と課題の
提示をオンデマンドで，課題の講評と補足説明をオンライン授業で
行います。
授業のスケジュールとアクセス方法はhoppii（学習支援システム）
でお知らせします。

【到達目標】
【目的】私たちは3次元の形態（建築）を2次元の図形（図面）とし
て見ています。この授業では，コンピュータを用いて3次元の形態
を構成し，2次元の図形として表現します。コンピュータ上に３次
元形態を構成し，それを画像・アニメーション・図面などとして表
現する図形処理と画像処理の技術の習得が目標です。
授業では，CG（Computer Graphics），BIM（Building Information
Modeling），CAD（Computer Aided Design）などを学びます。近
年では，手描きによる製図に代わってコンピュータを用いた図の製
作が一般的になっています。しかし，手描きであるかCG/BIM/CAD
であるかは手法の違いに過ぎません。自分のスタイルに合った手法
を見つければいいのですが，学習としては両者を習得する必要があ
ります。そのため，この授業は「デザインスタジオ１（建築）」と連
動しています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。オンデマン
ドで解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。教員の他
に，TA（Teaching Assistant＝教育補助員）も指導を担当します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。
解説をよく理解するように努め，疑問点があれば hoppii（学習支援
システム）で質問してください。質問への回答は，教員の他，TAも
対応します。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば
修正をしてください。そして，指定された時間内に完成するように
してください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返
し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようになる
はずです。
毎回の演習の評価は hoppii（学習支援システム）または IAE サー
バーに記録します。随時，hoppiiおよび IAEサーバーを参照し，学
習の進捗状況を確認してください。
授業では，SketchUp，Gimp，Revitなどのソフトウェアを使用し
ます。SketchUp（Trimble社）は手軽に立体を操作できるCGアプ
リケーションです。Gimpは高度な画像処理ができるオープンソフ
ト（フリーウェア）です。Revit（AutoDesk社）は実務でもよく使
われている BIMアプリケーションです。その他のCAD，画像処理，
動画編集などのソフトウェアについても解説します。
授業においては，コンピュータによる立体表現の概念と基本的な操
作を学びますが，コンピュータの操作を修得するためには自分で工
夫をしながら使っていくことが必須です。しかし，コンピュータの
修得を学習の目標としてはいけません。CG，BIM，CADは手段（方
法）であって目的ではありえないからです。「コンピュータに使われ
る」のではなく，「コンピュータを使う」ことが重要です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ●課題1（スケッチ

アップ／建築のカタ
チ）

【オンデマンド教材 (1)】，教科書
［1～4章］

2 ●課題2（住空間の
モデリング），課題1
の講評

【オンデマンド教材 (2)】，教科書
［5～6章］

3 ［オンデマンド］課題
2への取り組み

同上

4 ●課題3（BIMでつ
くる箱形建築），課題
2の講評

【オンデマンド教材 (3)】，教科書
［8章前半］

5 ［オンデマンド］課題
3への取り組み

同上

6 ●課題4（BIMと
CADによる図面の作
成），課題3の講評

【オンデマンド教材 (4)】，教科書
［8章後半］

7 ［オンデマンド］課題
4への取り組み

同上

8 ●課題5（画像処理に
よる透視図と図面の
表現），課題4の講評

【オンデマンド教材 (5)】，教科書
［6章8節～13節］

9 ●中間課題，課題5
の講評

同上

10 ［オンデマンド］中間
課題への取り組み

同上

11 ●課題6（動画によ
るプレゼンテーショ
ン），期末課題の提示

【オンデマンド教材 (6)】

12 ［オンデマンド］中間
課題の講評と解説／
期末課題の補足説明

同上

13 ●期末課題講評会 (1) クラス内講評会
14 ●期末課題講評会 (2) 総合講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題への取り組み，指定教材の予習と復習。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安藤
直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）

【参考書】
(1) 法政大学オンデマンドシステム： https://hosei-kyoiku.jp/
ondemand/
(2)学習支援システム（hoppii）：https://hoppii.hosei.ac.jp/
(3) IAEサーバー：https://iae.hosei.ac.jp/
(4) Edu2020 ユーザー支援 WEBサイト： https://kedu2020.k.
hosei.ac.jp/
(5) スケッチアップ（Trimble 社）オフィシャルサイト： http:
//sketchup.com/ja/
(6) Autodesk社オフィシャルサイト：http://www.autodesk.co.jp/
(7) GIMP／GNU Image Manipulation Program：https://www.
gimp.org/
(8) DaVinci Resolve ： https://www.blackmagicdesign.com/jp/
products/davinciresolve/
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【成績評価の方法と基準】
課題１～5（50％），中間課題（20%），期末課題（30％）

【学生の意見等からの気づき】
積極的に質問をしてください。学生のみなさん同士が教え合うこと
も重要です。

【学生が準備すべき機器他】
●大学が提供する貸与ノートパソコンまたは同等のスペックのパソ
コンが必要です。貸与ノートパソコンのスペックは以下です。
https://kedu2020.k.hosei.ac.jp/service/note-pc.shtml
・特に高機能のパソコンである必要はありませんが，「CPU：Core
i3以上，メモリ：8GB以上」のスペックを推奨します。
・iPadでの受講は不可能です。
●受講には以下のソフトウェアが必要です。
・【3Dモデリング】SketchUp Free※1，または，SketchUp 2017
Make※2（Trimble社）
・【BIMー建築設計】Revit※2※3（Autodesk社）
・【画像処理】GIMP※2（オープンソース）
・【動画編集】DaVinci Resolve※4（BlackmagicDesign社）
※1：WEBで使用できるフリーウェア
※2：貸与ノートパソコンにインストール済（個別にインストール可）
※3：AutoDesk社の学生ライセンス（無料）の取得が必要
※4：フリーウェア
●教科書が必要です。

【その他の重要事項】
３年次以降開講科目である「デジタルスタジオ」（秋学期，選択授業）
を履修するためには，この授業の十分な履修が必要です。
「デジタルスタジオ」の受講はこの「図形の技術」の履修を前提とし
ています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」を履
修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた表現を伴う作品
9点：優れた表現を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：軽微な間違いや修正するべき点を含むもの
6点：重大な間違いや修正するべき点を含むもの
5点以下：未完成など
0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）
8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に対
する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
While using a personal computer, In this course, we will
learn how to conceptualize and express architecture using
graphics and images. This is an "combination on-demand
class". On-demand explanations and assignments will be
presented, and critiques and supplementary explanations will
be given in-person classes or online classes.Class schedule and
access information will be posted on hoppii (learning support
system).
[Learning objectives]
We observe three-dimensional forms (architecture) as two-
dimensional figures (drawings). In this class, we will construct
three-dimensional forms on the computer and represent them
as two-dimensional figures. This course aims to master graphic
processing and image processing techniques for creating
three-dimensional forms on the computer and expressing them
as images, animations, and drawings.
In the course, students learn computer graphics (CG),
building information modeling (BIM), computer-aided design
(CAD), and other technologies. Computer-aided drawing has
recently become a popular alternative to hand-drawn figures.
However, hand-drawing or CG/BIM/CAD is only a difference in
technique. You may find the method that suits your style, but
it is necessary to learn both. Therefore, this course links to
"Design Studio 1.
[Learning activities outside of classroom]
Review of On-Demand explanation and Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]

1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-5: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）W

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説
明。建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課
題１の講評と次回課題３の説明
【型紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図
としての平面図と投影図として
の立面図。階段の配置。自室の
実測に基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面
図。切断面の向こうに見える投
象図としての姿図（階段，家具
など）の表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメ
トリック，透視図。次回課題７
の説明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コ
ンクリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート
住宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課
題の提示。住空間の設計に関す
る解説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタ
ディ模型
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11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講
評会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課
題（デザインスタジオ２）の提
示，課題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）W

小堀　哲夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両
方を通して体験しレポートにまと
める。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光
の効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどん
な光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレ
ゼンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作
品のコンセプト、図面、模型を提出
し、講評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のな
かに自分のための空間（自室）を設計
する。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてど
のような空間を作りたいかをイメー
ジする。
○5m立法の空間の大きさを把握す
る。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具
体的な空間を思考する。平面図に空
間を落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に
中間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映
しスタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作
する。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面
と模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーショ
ン（人に意図を伝える）方法につい
て学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型
写真・説明図・一般図面等を含んで
構成する。
プレゼンテーション：作品のコンセ
プト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで
行う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
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（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.

How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)
(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

建築のしくみ

安藤　直見

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業は建築を学び始める学生が建築のしくみ（物的構成）の基本
を知ることを目的としています。「巨匠たちの住宅」（国内および海
外の著名な建築）を題材として，その形態構成・空間構成と架構法・
ディテールとの関係を理解しながら，建築の主要な架構形式である
鉄筋コンクリート壁式構造，鉄筋コンクリートラーメン構造，木造
軸組構造，鉄骨構造の基本的なしくみについて学びます。
（以下，教科書の「はじめに」より）
本書の2章以降では，「住吉の長屋」，「サヴォワ邸」，「ファンズワー
ス邸」，「白の家」といった20世紀を代表する住宅を実例として取り
上げ，その形態・空間がどのような建築のしくみによって成立して
いるかを解説している。取り上げた住宅は，それぞれ，鉄筋コンク
リート壁構造，鉄筋コンクリートラーメン構造，鉄骨構造，木造軸
組構造という異なった構造形式でつくられている。それらは現代に
おいても（変更：現在の）建築の主要な構造形式であるから，これ
らの住宅を学ぶことで，建築の主要なしくみがどのように形態・空
間を構成しえるかを理解することができると思う。
さて，しかし，取り上げた住宅が，主要な建築のしくみを学ぶため
に適した実例であるかどうかという点には疑問の余地があるかもし
れない。これらの住宅が，後に続く建築に，決定的な影響を与えた
建築であることに間違いはないのだが，これらの住宅は，研ぎ澄ま
された形態と空間をもつがゆえに，建築の特殊解（変更：例）だと
いえなくもないからだ。街にあふれる多くの建築では，建築を物的
に構成する柱や壁が見えない部分に隠されていることが多いのだが，
これらの住宅は，そういった建築とはいささか異なっている。
しかし，建築のしくみという視点（変更：観点）でいえば，4つの住
宅が，街にあふれる多くの建築とまったく異なっているわけではな
い。現代の建築技術は，産業革命以降に発展した工業技術に根ざし
ているから，4つの住宅と街にあふれる多くの建築は同一の技術に
基づいて成立している。両者が異なっているのは，4つの住宅では，
建築のしくみが至高の形態と空間に昇華しているという点だけだ。
本書で取り上げる4つの住宅は，建築を架構する壁や柱の構成が建築
の形態・空間を決定づけているという意味において「裸の建築」と
呼ぶこともできると思う。これらの住宅は，「裸」であるからこそ美
しい。建築のしくみを形態・空間と関連づけ，すなわち，建築のし
くみを建築の美しさと関連づけて学んで欲しいことも本書のねらい
である。

【到達目標】
建築にしくみに関する以下の知識の習得が目標です。
1. 鉄筋とコンクリート
2. 壁構造とラーメン構造
3. 基礎・壁・床・屋根・開口部・その他の各部の構成
4. 鉄骨の形状と接合方法
5. ガラスの構成
6. 木造の基礎・床組・軸組・小屋組
（以下，教科書の「はじめに」より）
建築のしくみは建築の技術の一端である。一つの考え方として，建
築のしくみは先行したデザインの後からついていくものであり，し
くみの積み重ねによってデザインが生まれることはないという考え
方があると思う。その考え方に従えば，しくみを表す図面・模型よ
りも，細部の構成にはこだわらない1枚のスケッチこそが建築デザイ
ンにとってもっとも重要だということになる。そのことに間違いは
ないと思うのだが，だからといって，建築のしくみを学ばなくても
いいということにはならない。この先に描かれるであろう1枚のス
ケッチがどのようなしくみによって成立するかは未知のことであっ
ていいが，現在の建築が（現代に多大な影響を与えた建築が）どの
ようなしくみによって成立しているかを理解することは，建築を学
び始める学生にとって重要であるはずだ。

【修得できる能力】

総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
毎回の授業では，各回のテーマに関する解説に続いて，hoppii（学
習支援システム）の「テスト/アンケート」を利用して，授業内オン
ラインテストを実施します。解説は教科書に沿って進めるので，重
要なポイントにマークをするなどして，教科書に書かれていること
をよく理解してください。その上で，教科書を参照しながら，テス
トに解答し，重要なポイントを再確認してください。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 建築の主要な架構形

式
ガイダンス

2 住吉の長屋 (1)：
鉄筋コンクリート壁
構造による建築架構
の概要

教科書2章1節～2節（住吉の長
屋と壁構造の概要）

3 住吉の長屋 (2)：
コンクリート打放し
と壁仕上げ，断熱材，
建具の納まりなど

教科書2章3節（平面の構成）

4 住吉の長屋 (3)：
基礎，壁，床，天井，
屋根の架構法など

教科書2章4節～5節（断面と立
面の構成）

5 サヴォワ邸 (1)：
鉄筋コンクリート
ラーメン構造による
建築架構の概要

教科書3章1節～3節（サヴォワ
邸とラーメン構造の概要）

6 サヴォワ邸 (2)
構造壁と間仕切り壁
などについて学ぶ

教科書3章4節～6節（1階・2
階・屋上の構成）

7 サヴォワ邸 (3)：
鉄筋コンクリートに
よる造作（開口部な
ど）

教科書3章7節～9節（立面・断
面・窓の構成）

8 これまでのまとめ：
鉄筋コンクリート構
造による建築の工事
現場の事例

スライドレクチャー（予定）

9 ファンズワース邸 (1)
：
鉄骨構造による建築
架構の概要など

教科書4章1節～2節（ファンズ
ワース邸と鉄骨構造の概要）

10 ファンズワース邸 (2)
鉄骨フレームのしく
みなどについて学ぶ

教科書4章3節～4節（鉄のフ
レームと床・屋根）
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11 ファンズワース邸 (3)
：
ガラスのディテール。
カーテンウォールの
ディテールなど

教科書4章5節～7節（ガラスの
壁・階段・設備コア）

12 白の家 (1)：
木造軸組構造による
建築架構の概要。
ツーバイフォー構法，
パネル構法などの概
要

教科書5章1節～3節（白の家と
木造軸組構造の概要）

13 白の家 (2)：
軸組，床組，軸組部
材の名称と役割

教科書5章4節～5節（基礎と床
組）

14 白の家 (3)：
小屋組，軸組構造の
枠廻り，壁，床，天
井の仕上げ

教科書5章6節～8節（軸組・小
屋組・各部の構成）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書該当部分の予習と復習が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，白の
家」（安藤直見・柴田晃宏・比護結子著，丸善，2008年）※
※この教科書は1年次配当科目（必修科目）である「デザインスタ
ジオ１（建築）」でも使用します

【参考書】
●安藤忠雄，安藤忠雄のディテール／原図集／六甲の集合住宅・住
吉の長屋，彰国社，1984年
●GAディテール No.1／ミース・ファン・デル・ローエ／ファンズ
ワース邸／1945ー50，A.D.A. EDITA Tokyo Co., Ltd.，1976年
●篠原一男，白の家・上原通りの住宅，世界建築設計図集，同朋舎，
1984年
●篠原一男，住宅論，SD選書 No.49，鹿島出版会，1970年
(5)エドワード・R・フォード，巨匠たちのディテール，八木幸二監
訳，丸善，1999年
●安藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴，建築のカタチ: 3Dモ
デリングで学ぶ建築の構成と図面表現，丸善，2020年
●内田祥哉他，建築構法（第五版），市ヶ谷出版社，2007年
●建築構造ポケットブック（第4版），共立出版，2006年
●加藤道夫，建築における三次元空間の二次元表現／ショワジー『建
築史』における軸測図の使用について，図学研究，第32巻3号，日
本図学会，1998年9月
●佐々木睦朗，私のベストディテール／接合部の痕跡を消す，日経
アーキテクチュア No.709（2002年1月7日号）
●サヴォワ邸／1931／フランス／ル・コルビュジエ，バナナブック
ス，2007年
●Jacques Sbriglio, Le Corbusier: La Villa Savoye, Foundation
Le Corbusier, Birkhäuser, 1999
● Werner Blaser, Mies van der Rohe, Farnsworth House:
weekend house, Birkhäuser, 1999
▼参考ホームページ
○ファンズワース・ハウス（アメリカ・イリノイ州）
：http://www.farnsworthhouse.org/
○フランス国立モニュメントセンター：
http://www.monuments-nationaux.fr/
○ル・コルビュジエ財団（パリ）：
http://www.fondationlecorbusier.asso.fr/
○ル・コルビュジエ　アーカイブ（大成建設）：
http://www.taisei.co.jp/galerie/archive.html
▼教科書「建築のしくみ～」の中国語版
建筑构造–从��模型3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比
護結子・陶新中（�）・董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1
月）

【成績評価の方法と基準】
毎回の授業にて実施する授業内テストにより評価します（100％）。

【学生の意見等からの気づき】
授業評価アンケートに「眠くなる」という回答がありました。「眠く
ならないような演出」として，何か手を動かすような演習を交える
ようにします。なお，授業の前日には十分な睡眠をとってください。

【学生が準備すべき機器他】
毎回の授業で，学習支援システム（hoppii）を用いた「テスト」（演
習）を実施します。「テスト」を受けるには，ノートパソコンまたは
スマートフォンが必要となります。
また，授業時に，学習支援システムを通して，3DモデルのCGデー
タ（スケッチアップのファイル）などの資料を配布します。CGデー
タを参照すると，建築の構成がよくわかります。ノートパソコン等
を用意して，CGデータを参照してください。

【その他の重要事項】
この授業の題材とする4つの住宅のうちの「サヴォワ邸」（フランス・
パリ近郊）と「ファンズワース邸」（アメリカ・シカゴ近郊）は文化財
として一般に公開されているので，ぜひ実物を見に行ってください。
教科書では，4つの住宅の図面・模型・CG（Computer Graphics）
の製作方法について解説しています。ぜひ図面を描き，模型を作っ
てみてください。また，教室の中で建築の実物を工事することは不
可能ですが，コンピュータ上でなら組み立てることができます。CG
の制作にもチャレンジしてください。3年次以上秋学期配当科目（選
択科目）である「デジタルスタジオ」は，実在の建築のCGを制作
する演習を含んでいるので，ぜひ受講をしてください。

【Outline (in English)】
[Course outline]
This course aims to provide students, who have started
architectural studies, with knowledge of fundamental building
constructions.
[Learning objectives]
Through understanding the relationship between forms and
spacial compositions as well as framework and details in
construction, students will learn the basic structures, such as
reinforced concrete wall structure, reinforced concrete frame
structure, steel frame structure, and wooden frame structure.
[Learning activities outside of classroom]
Prepare and Review online tests
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of online tests (100%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NC（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（都市）

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　学科課程を円滑に開始できるように，基本的な学習ツールやシステムの活
用を支援・促進することを目的とする．具体的には，学科課程の学修から資
格取得，さらにキャリアアップへ向かうために，都市環境デザイン工学に関
するオリエンテーション，コンピュータリテラシー，図書館利用ガイダンス，
技術者を招いての講演・意見交換会を実施することにより，専門課程への効
果的な導入を図る．
【到達目標】
　在学期間の受講計画を策定し，自らの技術者としてのキャリアパスを設計す
る．授業内容を素材として学生間や教員と意見交換を通じ，都市環境デザイン
工学への理解を深める．自らが課題を設定し，かつ解決する能力を開発する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業で目指す目標に到達するために，座学，討議，現地視察など様々な
学習手段によって学生自らがスキルアップする素養を醸成することを重視す
る．大学での学習生活が円滑に開始し，キャリア形成への第1歩を順調に踏み
出すためにも，授業への出席は不可欠である．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 教員紹介＋系別の教育・

研究紹介
各教員が担当する授業の内容，研究
室で進める活動，就職等を紹介する
　

2 コンピュータリテラシー
～学内システム等～

インターネット・メール使用上の注
意，学習支援システムHoppiiの適正
な使用方法

3 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア～

授業で使用する基本アプリケーショ
ンの理解

4 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

基本アプリケーションを使用した課
題作成と演習

5 コンピュータリテラシー
～ソフトウェア演習～

レポート作成，プレゼンテーション
の基本

6 図書館ガイダンス 図書館利用と学術情報収集方法の理
解

7 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論

8 各系の概説とグループ
討議・発表

都市プランニング系概論を受けた討
議と発表

9 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論

10 各系の概説とグループ
討議・発表

環境システム系概論を受けた討議と
発表

11 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論

12 各系の概説とグループ
討議・発表

施設デザイン系概論を受けた討議と
発表

13 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

14 見学会（3～4時限連続） 都内で現在進められている都市基盤
施設整備の現場を見学する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの事前確認と学習準備，配布教材の講読・理解．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
ようこそドボク学科へ，佐々木葉編，学芸出版社，2015．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートと授業への参加状況に基づいて判定される．欠席4回
以上は単位の取得を認めない（D評価）．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
時間割上は，3時限と4時限であるが，見学会の回は交通事情等によって遅れ
る可能性があるため，該当時間に開講される他の授業科目を履修しないこと．
コンピュータリテラシーの回はノートPCを必ず持参すること．
【その他の重要事項】
土木構造物の計画，設計，製作現場に勤務した経験を有する教員が，学科の
基礎について解説する．
【Outline (in English)】
（Course outline）
The aim of this course is to help and support first-year students.
Students will learn how to use basic learning tools and systems to
start their studies smoothly. Specifically, students will obtain certain
licenses by studying featured subjects. In addition, this course will hold
an orientation about Civil and Environmental Engineering, computer
literacy, library use guidance, and lectures and public meetings with
invited engineers for career advice. This course will provide an effective
introduction for students to their major.
（Learning Objectives）
Objective of the class is to develop a course plan for students’ studies
and design their career path as an engineer. Additionally, students
should aim to deepen their understanding of urban environmental
design engineering by exchanging opinions with students and faculty
using class content as material.
（Learning activities outside of classroom）
Students should check the syllabus in advance, prepare for study, and
read and understand the distributed teaching materials. The standard
time for preparation and review for this class is two hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on reports (100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

国土・地域概論

高見　公雄、堀川　洋子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市環境デザイン工学科の学生が学ぶべき国土・地域・都市に係わる事項は多
い。当科目は1年生の必修科目として、国土から都市に係わる基本的な事柄、
技術の入口を学ぶ。
【到達目標】
わが国の国土が形成されてきた経緯とその概要を理解する。
国土・地域・都市に係わる常識、並びに関連する基礎知識を習得する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
国土・地域・都市に係わる基礎を学ぶ前半部 (1～7回)と、国土形成の歴史を
学ぶ後半部 (8～14回)から構成される。
新型感染症の状況を踏まえつつ対面方式を基本に実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、国土と都

市・地域の概々論
国土・地域・都市にまつわる多様な視
点と話題の提示。ディスカッション。

2 国土計画・地域計画総論 わが国の現行の国土計画から都市計
画、身近な環境づくりに関わる諸制
度のアウトライン。

3 計画立案のための統計
情報と演習

様々な計画作業の基本となる指定統
計を中心とした統計データの所在、
背景と、代表的指標を使った演習。

4 現下の課題 震災復興など現在問題となっている
国土形成、都市整備に関わる諸課題
整理とこれに対する所見。

5 道路構造基準と演習 市街地の根幹をなす都市施設である
道路の構造基準解説と構造基準に準
拠した道路の設計演習。

6 地域計画の視点、地域資
源

国土から地域レベルの計画を行う上
で知っておくべき関連する基礎知識
の学習。

7 国土・地域概論の確認 前半に学んだことの確認。
8 ガイダンス 社会的共有財（公共性）としての社

会基盤工学と開発・整備の意義。国
土整備・都市建設の特徴。国土・地
域・都市の地理・気候・風土的特性
に対する理解。

9 古代～中世日本の社会
基盤

様々な土木遺構などを通じて古代～
中世～戦国時代までの国土整備の実
態と地域社会発展の足跡を学ぶ。

10 近世日本の社会基盤 様々な土木遺構などを通じて近世の
国土、藩領と城下町の実態と地域社
会発展の足跡を学ぶ。

11 近代西欧の社会基盤 明治期の社会基盤工学
12 大正・昭和期～第二次世

界大戦後の社会基盤形
成と国土形成

日本の近代化の中で自立する社会基
盤の構築技術と国土整備事業を学ぶ。
戦後復興期の国土整備事業、エネル
ギーと水資源の確保。

13 高度経済成長期の国土
開発から持続可能な発
展／開発と保全の並立

高度経済成長期以降の全国総合開発
計画と交通網・都市基盤の整備を学
ぶ。リオの環境宣言（1992）～京都
議定書（1997）～IPCC（2021気候
変動に関する政府間パネル）に至る
経緯と持続的な発展。

14 まとめ リポートの提出、発表と質疑応答
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
配布資料の復習
レポートの作成
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて配布する。
【参考書】
共著、「都市および地方計画」、海山堂、高橋裕著、「現代日本土木史」、彰国
社、松浦茂樹、「明治の国土開発史」、鹿島出版会ほか多数
【成績評価の方法と基準】
1～7回は演習課題 (10％)、期末試験または期末レポート (40％)で評価。8～
14回は各回のレポート課題で評価 (50％)。また4回以上の欠席、演習課題の
未提出者はD判定とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
統計の演習時にはノートパソコンが必須となる。道路構造令の演習では製図
器具が必要となる。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いてい
た教員が、国土・地域に関する実務の現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This course consists of three sections. The first includes lectures about
engineering practices in Japan’s modern history. The second is an
introduction of land planning policy. The last includes lectures about
fundamental issues which are essential for students of the Department
of Civil and Environmental Engineering.
Term end examination: 50％, Short reports: 50%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量学

今井　龍一

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市とその要素を空間的に記述する（位置およびその属性を明らかにする）基
盤技術は地図である。地図・測量分野は、近年の急速な技術革新にともない
空間情報工学として、空間情報の取得からその利用までを一貫した流れの中
で扱う分野へと発展している。本講義では、地図作成と測量の基本原理、お
よびハイテク化した空間情報の計測・表現技術の可能性について学ぶ。
【到達目標】
測量分野の広がりおよび測量の基本原理を理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
地図・測量に関する基本的枠組みを概説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 測量の基本事項 歴史、法規、測量器械、地図・図面

の基礎
2 地球の形の表現方法 座標系、衛星測位（GNSS）
3 角測量 定義、器械、方法（単測、倍角、方位

角）
4 トラバース測量（1） 定義・種類、器械、方法（外業・内業）
5 トラバース測量（2） 内業の詳細
6 平板測量 定義、器械、方法（放射、道線、交会）
7 水準測量 定義、器械、方法（昇降、器高）
8 写真・レーザ測量 定義、器械、方法（地上、航空）
9 応用測量（1） 河川・道路、自動運転
10 応用測量（2） i-Construction、ICT施工、レポー

ト出題
11 移動体計測車両（MMS） 定義、器械、測量・データ処理・図

化方法
12 無人航空機（UAV） 定義、器械、測量・データ処理・図

化方法
13 測量成果の総合利用 地理情報システム、社会資本管理
14 総括と理解度の確認 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書の予習復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
小田部和司著「測量学」、技報堂出版
【参考書】
大杉・福島ら「First Stageシリーズ測量入門」実教出版
【成績評価の方法と基準】
期末試験70％、ミニレポート30％、欠席4回以上はD評価
【学生の意見等からの気づき】
・基礎的な統計解析は習得しておくこと。
・Microsoft Excelの基礎は学んでおくこと。
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓を持参すること。
【その他の重要事項】
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。

【Outline (in English)】
Surveying is a technology for creating various kinds of maps and
drawings by obtaining location, height etc. of particular points on
the surface of the earth. This course allows students to learn the
fundamental principles of surveying, creation of maps, measurement of
spatial data, and representation techniques.
The goal is to understand the basic principles of surveying.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Term end examination :70%, Short reports : 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

都市計画法と政策

福井　恒明

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市のありようや都市計画・設計の系譜を踏まえ、現代都市の諸課題とその
要因を理解し、対処の考え方や手段としての都市計画政策について学習する。
【到達目標】
都市計画における主要課題とその構造について理解する。都市計画制度の系
譜や考え方，具体的な手法について理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 20%
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 60%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
アクティブラーニング手法により授業を進める．授業時間（100 分）ごとに
テーマを定め，内容について実務上の実践内容を含めながら概論を解説する
（プロジェクター使用）．基本的に写したものは全て配布する．従って原則と
してノートは不要．解説後，ワークを出題する．ワークは教科書を参照しな
がら，学生間の協力（3-4名程度のグループ）で解く．授業の最後には，リア
クションペーパーを記入して提出する．リアクションペーパーに記載の質問
については次の週の冒頭に補足説明・解説を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・都市論 都市計画の対象である都市や都市的

地域の特性について説明し，日本に
おける都市や市街地の定義と実態に
ついて確認する．

2 都市計画論 日本の明治以降に近代化の一環とし
て取り組まれてきた都市計画の歴史
の概要について説明する．

3 都市基本計画／土地利
用計画

都市計画の基本となる総合的な計画
である都市基本計画（マスタープラ
ン）について，その内容と方法を説明
する．土地利用計画の内容や計画策
定の方法とともに，その実現手段で
ある地域地区制度について説明する．

4 公園・緑地・オープンス
ペースの計画

公園・緑地・オープンスペースの機
能，制度，計画の考え方について説
明する．

5 住宅・住環境の計画／都
市基盤施設の計画

都市内で最も多い土地利用を占める
住宅に関し，住宅問題，住宅需給計
画，住宅地計画，住環境計画につい
て説明する．都市を支える上下水道，
電気，情報通信施設，廃棄物処理施
設などについて説明する．

6 都市計画プロジェクト
（１）

具体的な都市計画・アーバンデザイ
ンプロジェクトに携わる実務者を招
き，その内容について紹介する．

7 都市計画プロジェクト
（２）

実務者によるプロジェクト紹介を踏
まえ，内容に関する質疑やグループ
ディスカッションを行う．

8 都市環境の計画 都市における環境問題や環境基準に
ついて概説し，都市計画的な対応の
あり方について説明する．

9 都市の防災計画 都市地域における災害の防止，軽減
及び災害復興推進のための都市防災
計画について，主に地震防災を中心
に説明する．

10 都市の景観設計 都市の景観設計のための基本的考え
方，歴史的変遷，手法などについて
説明する．

11 欧米諸国の計画制度 日本の都市計画制度導入の際に参考
としてきた欧米諸国の都市計画制度
について概観する．

12 日本の都市計画制度
（１）

日本の法定都市計画制度について仕
組み，実態，実績などを説明する．

13 日本の都市計画制度
（２）

日本の法定都市計画制度について仕
組み，実態，実績などを説明する．

14 まとめ 授業全体の振り返り
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1-5回，8-12回：授業後、配布資料にもとづく復習
6,7回，13回：レポートの作成
本授業の準備学習・復習時間は各２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
初回授業にて指示します．
【参考書】
前田英寿，遠藤新，野原卓，阿部大輔，黒瀬武史「アーバンデザイン講座」彰
国社（アーバンデザインの歴史的経緯，理念，技法，実践を整理）
東京大学 cSUR-SSD研究会「世界のSSD100―都市持続再生のツボ」（世界
の都市の持続再生の試みを100事例紹介）
【成績評価の方法と基準】
各回の提出物（40%）および2回のレポートの内容（60%）において評価する．
1回でもレポートの提出を行わない者及び欠席4回以上の者は単位取得を認め
ない (評価D)．
【学生の意見等からの気づき】
グループワーク（アクティブラーニング）については，あらかじめ時間配分
を明示することで作業時間を計画的に使えるように留意する．
【その他の重要事項】
具体的な都市プランニングに携わった実務経験を持つ教員が、その経験を活
かして都市プロジェクトや法制度の考え方について講義する。
【Outline (in English)】
Course Outline:
The aim of this course is to understand the problems and factors of
modern cities and to learn how urban planning policies deal with them.
Learning Objectives:
At the end of the course, students are expected to learn concepts and
approaches to grasp the actual conditions of cities, understand the
history of urban planning and design, and learn about various urban
planning policies.
Learning activities outside the classroom:
Students will be expected to have completed the required assignments.
Your study time will be more than two hours for a class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports for every class: 40%, Two assignments: 60%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

地盤力学及演習X

酒井　久和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然環境や生活環境に配慮した安全で快適な施設を計画・設計・施工する上
で不可欠となる地盤の力学的考え方の基礎事項を理解する．
【到達目標】
土の物理量，地下水流動，圧密，土の強度，土圧について講義と演習を通じて
学び，実務に応用できる基礎力を身に着ける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
人間の生活や経済活動の基盤となるインフラ施設はいずれも地盤によって支
えられている．授業では，まず始めにこれら施設の基礎となる地盤を力学的に
理解した上で実務に活用できる能力の必要性を説く．ついで，地盤の大半を占
める土を工学材料として扱うための共通の尺度としての幾つかの物理量とそ
の測定法を学ぶ．以後は，地盤と地下水の力学的・流体力学的関係，地盤の破
壊と作用力の関係等に関する基礎事項を講義する．さらに，講義で学んだ内
容を具体的な力学問題にどのようにして応用して行くかを，多くの例題を用
いて解説した後，学生自身が演習問題に取り組むことによって実践力を養う．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 建設と地盤

建設的観点からの地盤
地盤の理解の重要性，構造物の安定，
建設に関する諸問題

2 土の基本物理量とSI
単位
土の3相構成の理解と単
位の重要性

土の相構成と基本物理量の定義，各
物理量間の実用的関係式，SI単位の
基本事項と重要性，例題解説と演習

3 土の分類と工学的性質
土の分類と工学的性質
の理解

混合体としての地盤，粗粒土と細粒
土，土の構成成分と工学的性質の関
係，コンシステンシー，例題解説と
演習

4 土の透水性とその試験法
水頭の定義とダルシー
則の理解

水頭・動水勾配の定義，Darcy則と
透水係数の定義，透水試験と透水係
数の評価，例題解説と演習

5 地下水の流れ
理論と簡易法の理解

等ポテンシャル関数と流れ関数，フ
ローネットによる流量と間隙水圧分
布，例題解説と演習

6 有効応力と土被り圧
全応力と有効応力の関
係，土被り圧の理解

有効応力と全応力，間隙水圧の関係，
土被り圧の計算法，例題解説と演習

7 中間試験
1～6回までの理解度確
認と総復習

1～6回の授業内容全般に及ぶ理解度
の確認試験，模範解答による解説と
総合的復習

8 圧密現象
圧密沈下と即時沈下，圧
密沈下による社会問題，
一次元圧密理論の理解

圧密現象と力学モデル，先行圧密荷
重と正規圧密及び過圧密，圧縮指数
と圧密沈下量，例題解説と演習

9 圧密沈下量と時間
実用的な圧密計算の手
順を整理・理解

圧密沈下量と時間の計算，実際問題
への適用，例題解説と演習

10 土のせん断と破壊基準
土の破壊と構造物の安
定の関係を理解

Mohr-Coulombの破壊規準，例題解
説と演習

11 土の力学試験と物性値
土質試験結果の適用方
法の理解

各種試験とMohr-Coulombの破壊規
準，一軸圧縮試験の応力状態，３軸
圧縮試験の種類と適応性，例題解説
と演習

12 地盤内応力
地中部の応力状態と簡
易的算定法

地盤内応力の簡易計算法，
Boussinesqの式，長方形分割法，影
響円法，Osterberg法，圧力球根，
例題解説と演習

13 土圧論
壁体に作用する土の圧
力と計算法を理解

土圧と土圧係数の定義，主働状態と
受働状態，CoulombとRankineの土
圧論，地下水面の存在と土圧，例題
解説と演習

14 総復習 8回～13回の範囲の演習，解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習をかねた演習問題への取り組み
2. 同　上
3. 同　上
4. 同　上
5. 同　上
6. 同　上
7. 中間試験問題に沿って総復習
8. 復習をかねた演習問題への取り組み
9. 同　上
10. 同　上
11. 同　上
12. 同　上
13. 同　上
14. 期末試験問題に沿って総復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
石原研而：土質力学，丸善
【参考書】
地盤工学会：土質試験－基本と手引き－
【成績評価の方法と基準】
定期試験70％＋レポート30％＝100％
欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D).

【学生の意見等からの気づき】
理解状況を確認しながら講義を進め，そのことに対する肯定的な意見が複数
あった一方，難しすぎるとの意見もあった．
自己学習時間が少ないために理解が進んでいない学生も散見されることから，
100分授業で講義中に演習問題を複数解かせるとともに課題としての演習を課
したい．
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓またはPC

【その他の重要事項】
元建設会社の設計部で実務を担当した教員が設計経験を活かして講義を行う．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geomechanics and Exercise Program are
to acquire fundamental knowledge on geomechanics, which is crucial
for the ’planning, designing and constructing of safe and comfortable
infrastructure aimed at natural and social environments.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

地盤力学及演習Y

澤田　俊一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然環境や生活環境に配慮した安全で快適な施設を計画・設計・施工する上
で不可欠となる地盤の力学的考え方の基礎事項を理解する．
【到達目標】
土の物理量，地下水流動，圧密，土の強度，土圧について講義と演習を通じて
学び，実務に応用できる基礎力を身に着ける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
人間の生活や経済活動の基盤となるインフラ施設はいずれも地盤によって支
えられている．授業では，まず始めにこれら施設の基礎となる地盤を力学的に
理解した上で実務に活用できる能力の必要性を説く．ついで，地盤の大半を占
める土を工学材料として扱うための共通の尺度としての幾つかの物理量とそ
の測定法を学ぶ．以後は，地盤と地下水の力学的・流体力学的関係，地盤の破
壊と作用力の関係等に関する基礎事項を講義する．さらに，講義で学んだ内
容を具体的な力学問題にどのようにして応用して行くかを，多くの例題を用
いて解説した後，学生自身が演習問題に取り組むことによって実践力を養う．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 建設と地盤

建設的観点からの地盤
地盤の理解の重要性，構造物の安定，
建設に関する諸問題

2 土の基本物理量とSI
単位
土の3相構成の理解と単
位の重要性

土の相構成と基本物理量の定義，各
物理量間の実用的関係式，SI単位の
基本事項と重要性，例題解説と演習

3 土の分類と工学的性質
土の分類と工学的性質
の理解

混合体としての地盤，粗粒土と細粒
土，土の構成成分と工学的性質の関
係，コンシステンシー，例題解説と
演習

4 土の透水性とその試験法
水頭の定義とダルシー
則の理解

水頭・動水勾配の定義，Darcy則と
透水係数の定義，透水試験と透水係
数の評価，例題解説と演習

5 地下水の流れ
理論と簡易法の理解

等ポテンシャル関数と流れ関数，フ
ローネットによる流量と間隙水圧分
布，例題解説と演習

6 有効応力と土被り圧
全応力と有効応力の関
係，土被り圧の理解

有効応力と全応力，間隙水圧の関係，
土被り圧の計算法，例題解説と演習

7 中間試験
1～6回までの理解度確
認と総復習

1～6回の授業内容全般に及ぶ理解度
の確認試験，模範解答による解説と
総合的復習

8 圧密現象
圧密沈下と即時沈下，圧
密沈下による社会問題，
一次元圧密理論の理解

圧密現象と力学モデル，先行圧密荷
重と正規圧密及び過圧密，圧縮指数
と圧密沈下量，例題解説と演習

9 圧密沈下量と時間
実用的な圧密計算の手
順を整理・理解

圧密沈下量と時間の計算，実際問題
への適用，例題解説と演習

10 土のせん断と破壊基準
土の破壊と構造物の安
定の関係を理解

Mohr-Coulombの破壊規準，例題解
説と演習

11 土の力学試験と物性値
土質試験結果の適用方
法の理解

各種試験とMohr-Coulombの破壊規
準，一軸圧縮試験の応力状態，３軸
圧縮試験の種類と適応性，例題解説
と演習

12 地盤内応力
地中部の応力状態と簡
易的算定法

地盤内応力の簡易計算法，
Boussinesqの式，長方形分割法，影
響円法，Osterberg法，圧力球根，
例題解説と演習

13 土圧論
壁体に作用する土の圧
力と計算法を理解

土圧と土圧係数の定義，主働状態と
受働状態，CoulombとRankineの土
圧論，地下水面の存在と土圧，例題
解説と演習

14 総復習 8回～13回の範囲の演習，解説
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習をかねた演習問題への取り組み
2. 同　上
3. 同　上
4. 同　上
5. 同　上
6. 同　上
7. 中間試験問題に沿って総復習
8. 復習をかねた演習問題への取り組み
9. 同　上
10. 同　上
11. 同　上
12. 同　上
13. 同　上
14. 期末試験問題に沿って総復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
石原研而：土質力学，丸善
【参考書】
地盤工学会：土質試験－基本と手引き－
【成績評価の方法と基準】
定期試験70％＋レポート30％＝100％
欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D).

【学生の意見等からの気づき】
理解状況を確認しながら講義を進め，そのことに対する肯定的な意見が複数
あった一方，難しすぎるとの意見もあった．
自己学習時間が少ないために理解が進んでいない学生も散見されることから，
100分授業で講義中に演習問題を複数解かせるとともに課題としての演習を課
したい．
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓またはPC

【その他の重要事項】
元建設会社の設計部で実務を担当した教員が設計経験を活かして講義を行う．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geomechanics and Exercise Program are
to acquire fundamental knowledge on geomechanics, which is crucial
for the ’planning, designing and constructing of safe and comfortable
infrastructure aimed at natural and social environments.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.

— 181 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe200NC（英語 / English language education 200）

工業英語X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では，英語による取扱説明書，実験・生産工程の指示文・注意文等の，
技術に関する基本的な英文を読むことができ，かつ，英語で簡単な説明文・操
作指示文等が書ける能力を修得する．本科目の修得を基に，技術英検２級試
験合格を目指す．
【到達目標】
①技術系の専門用語を理解（和→英，英→和）できる．
②技術英語に適する英文構文を理解できる．
③技術に関する長文を読解できる．
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP４」、「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・技術英検２級検定試験用のテキスト「工業英検３級対策｣に沿って解説する．
・テキスト解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・課題文および演習問題について学生を指名し，音読・翻訳および回答を求
める．
・テキストに記載されていない事項については，随時補足する．
・毎回の授業では，技術英語に関する理解度の定着を図るための小テスト（技
術用語，英文構文，和訳・英訳等）を課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
・技術英検の過去問題における技術
英文の専門用語や構文の実際を理解
する．
・実例演習（小テスト）

2 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その１）～
動詞と文型，現在分詞

・技術英語構文としてよく用いられ
る動詞と文型，現在分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

3 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その２）～
現在分詞，過去分詞

・技術英語構文としてよく用いられ
る現在分詞と過去分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

4 Chapter-2　技術英語の
語法と文体（その１）～
専門用語の理解と運用

・技術英語に特有の専門用語・品詞の
転換形，接頭辞，接尾辞，類似語に
ついて学習する．
・実例演習（小テスト）

5 Chapter-2　技術英語
の語法と文体（その１）
～無生物主語の英文

・技術英語に特有の無生物主語を用
いた構文，その一般的表現方法の基
本ルールを学習する．
・実例演習（小テスト）

6 Chapter-3　試験問題
の検討

・技術英検問題の英文構文に慣れる
ため，英文和訳，和文英訳の基本
ルールを学習する．
・実例演習（小テスト）

7 中間試験 ・技術英検過去問の出題形式に沿っ
た中間試験により，第６回授業まで
に学習した内容の理解度を確認する．

8 中間試験の解答解説 ・中間試験問題の解答解説を踏まえ，
各自で間違った問題を中心に見直し
て理解度を確実にする．

9 Chapter-4　問題演習
（その１）～英文和訳，
選択肢問題

・技術英検問題の英文構文に慣れる
ため，過去問における英文和訳，選
択肢問題について学習する．
・実例演習（小テスト）

10 Chapter-4　問題演習
（その２）～完成問題，
和文英訳

・技術英検問題の英文構文に慣れる
ため，過去問における完成問題，和
文英訳問題について学習する．
・実例演習（小テスト）

11 Chapter-6　技術分野
の語彙（その１）～数
式，図形等

・技術英検問題の英文によく使われ
る技術用語のうち，数式，図形等に
関連する用語を学習する．
・実例演習（小テスト）

12 Chapter-6　技術分野
の語彙（その２）～建
設，エネルギー，コン
ピュータ等

・技術英検問題の英文によく使われ
る技術用語のうち，建設，エネル
ギー，コンピュータ等に関連する用
語を学習する．
・実例演習（小テスト）

13 技術英検過去問題によ
る模擬試験と解答解説

・技術英検の過去問題について制限
時間内で回答し，解答解説を踏まえ，
各自で間違った問題を中心に見直し
て理解度を確実にする．

14 まとめ ・期末試験により，技術英語に関する
理解度の定着を確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書の説明を読んで各回で学ぶ技術英語のポイントを
把握しておきましょう．
・教科書で取り上げている例文に使われている単語の意味を確認しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回で使われている技術分野の単語についてテキストの巻末リスト等を参考
にして暗記しましょう．
・教科書で取り上げている例文について，教科書を見ないで自分で和文英訳，
英文和訳してみましょう．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・公益社団法人日本工業英語協会 (著)：「工業英検３級対策」，1994年1月1
日初版，日本能率協会マネジメントセンター，定価1,760円＋税
【参考書】
随時紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術系の専門用語を理解できる．（和→英，英→和）できる．→平常点10
点＋期末試験16点＝小計26点
②技術英語に適する英文構文を理解できる．→平常点14点＋期末試験20点＝
小計34点
③技術に関する長文を読解できる．→平常点6点＋期末試験10点＝小計16点
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．→平常点 10
点＋期末試験14点＝小計24点
・平常点には，小テスト，中間試験，技術英検の模擬試験，質疑応答・発表等
が含まれる．
・期末試験とは，辞書やノートなどを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・小テストや質疑応答など，学生の興味を引く内容を工夫し，授業時にできる
だけ飽きさせず，学習効果を高める工夫をしていきたい．
・小テスト等の解答解説を提出直後に実施する等して履修学生の学習に役立て
たい．そのためには，学習支援システムによるテスト機能を使う予定なので
協力してもらいたい．
・授業改善アンケート調査結果より，授業理解度や感想については，大半から
肯定的な回答が得られた．また，その自由回答記述からは，理系専門用語を
知ることができた，英語学習の機会が持てた，などの意見が出された．これ
らを踏まえ，2024年度授業では，引き続き，学生がより一層技術英語につい
て興味・関心を持てるような授業運営を心がけていきたい．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分慣れておくこと．
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・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B2240）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化，時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to improve technical communication skills in English
for basic technical documents: manuals, instructions and notices for
experiments or industrial productions. Students will also be required
to develop simple technical compositions. Students to achieve this class
are encouraged to apply the Second Grade Technical English Proficiency,
thereby making them to pass the examination.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should read specified area in the textbook according to the class
schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should examine unknown words used in example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should practice English composition and Japanese translation for
example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 10%+final examination 16%= total 26%
2) Analysis of sentence structure for technical English: class
participation 14%+final examination 20%=total 34%
3) Evaluation of English sentences with technical expression: class
participation 6%+final examination 10%=total 16%
4) Organization of a short English sentence with technical terms and / or
sentence structure for technical English: class participation 10%+final
examination 14%=total 24%
# A mark in class participation includes small tests, simulated full size
tests and others.
# Final examination will be conducted without any references and/or
notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NC（英語 / English language education 200）

工業英語Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では，英語による取扱説明書，実験・生産工程の指示文・注意文等の，
技術に関する基本的な英文を読むことができ，かつ，英語で簡単な説明文・操
作指示文等が書ける能力を修得する．本科目の修得を基に，技術英検２級試
験合格を目指す．
【到達目標】
①技術系の専門用語を理解（和→英，英→和）できる．
②技術英語に適する英文構文を理解できる．
③技術に関する長文を読解できる．
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP４」、「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・技術英検２級検定試験用のテキスト「工業英検３級対策｣に沿って解説する．
・テキスト解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・課題文および演習問題について学生を指名し，音読・翻訳および回答を求
める．
・テキストに記載されていない事項については，随時補足する．
・毎回の授業では，技術英語に関する理解度の定着を図るための小テスト（技
術用語，英文構文，和訳・英訳等）を課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
・技術英検の過去問題における技術
英文の専門用語や構文の実際を理解
する．
・実例演習（小テスト）

2 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その１）～
動詞と文型，現在分詞

・技術英語構文としてよく用いられ
る動詞と文型，現在分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

3 Chapter-1　技術英語
の実践文法（その２）～
現在分詞，過去分詞

・技術英語構文としてよく用いられ
る現在分詞と過去分詞を学習する．
・実例演習（小テスト）

4 Chapter-2　技術英語の
語法と文体（その１）～
専門用語の理解と運用

・技術英語に特有の専門用語・品詞の
転換形，接頭辞，接尾辞，類似語に
ついて学習する．
・実例演習（小テスト）

5 Chapter-2　技術英語
の語法と文体（その１）
～無生物主語の英文

・技術英語に特有の無生物主語を用
いた構文，その一般的表現方法の基
本ルールを学習する．
・実例演習（小テスト）

6 Chapter-3　試験問題
の検討

・技術英検問題の英文構文に慣れる
ため，英文和訳，和文英訳の基本
ルールを学習する．
・実例演習（小テスト）

7 中間試験 ・技術英検過去問の出題形式に沿っ
た中間試験により，第６回授業まで
に学習した内容の理解度を確認する．

8 中間試験の解答解説 ・中間試験問題の解答解説を踏まえ，
各自で間違った問題を中心に見直し
て理解度を確実にする．

9 Chapter-4　問題演習
（その１）～英文和訳，
選択肢問題

・技術英検問題の英文構文に慣れる
ため，過去問における英文和訳，選
択肢問題について学習する．
・実例演習（小テスト）

10 Chapter-4　問題演習
（その２）～完成問題，
和文英訳

・技術英検問題の英文構文に慣れる
ため，過去問における完成問題，和
文英訳問題について学習する．
・実例演習（小テスト）

11 Chapter-6　技術分野
の語彙（その１）～数
式，図形等

・技術英検問題の英文によく使われ
る技術用語のうち，数式，図形等に
関連する用語を学習する．
・実例演習（小テスト）

12 Chapter-6　技術分野
の語彙（その２）～建
設，エネルギー，コン
ピュータ等

・技術英検問題の英文によく使われ
る技術用語のうち，建設，エネル
ギー，コンピュータ等に関連する用
語を学習する．
・実例演習（小テスト）

13 技術英検過去問題によ
る模擬試験と解答解説

・技術英検の過去問題について制限
時間内で回答し，解答解説を踏まえ，
各自で間違った問題を中心に見直し
て理解度を確実にする．

14 まとめ ・期末試験により，技術英語に関する
理解度の定着を確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書の説明を読んで各回で学ぶ技術英語のポイントを
把握しておきましょう．
・教科書で取り上げている例文に使われている単語の意味を確認しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回で使われている技術分野の単語についてテキストの巻末リスト等を参考
にして暗記しましょう．
・教科書で取り上げている例文について，教科書を見ないで自分で和文英訳，
英文和訳してみましょう．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・公益社団法人日本工業英語協会 (著)：「工業英検３級対策」，1994年1月1
日初版，日本能率協会マネジメントセンター，定価1,760円＋税
【参考書】
随時紹介する。
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術系の専門用語を理解できる．（和→英，英→和）できる．→平常点10
点＋期末試験16点＝小計26点
②技術英語に適する英文構文を理解できる．→平常点14点＋期末試験20点＝
小計34点
③技術に関する長文を読解できる．→平常点6点＋期末試験10点＝小計16点
④専門用語や技術英語構文を使って簡単な英文を作成できる．→平常点 10
点＋期末試験14点＝小計24点
・平常点には，小テスト，中間試験，技術英検の模擬試験，質疑応答・発表等
が含まれる．
・期末試験とは，辞書やノートなどを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・小テストや質疑応答など，学生の興味を引く内容を工夫し，授業時にできる
だけ飽きさせず，学習効果を高める工夫をしていきたい．
・小テスト等の解答解説を提出直後に実施する等して履修学生の学習に役立て
たい．そのためには，学習支援システムによるテスト機能を使う予定なので
協力してもらいたい．
・授業改善アンケート調査結果より，授業理解度や感想については，大半から
肯定的な回答が得られた．また，その自由回答記述からは，理系専門用語を
知ることができた，英語学習の機会が持てた，などの意見が出された．これ
らを踏まえ，2024年度授業では，引き続き，学生がより一層技術英語につい
て興味・関心を持てるような授業運営を心がけていきたい．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分慣れておくこと．
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・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B2240）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化，時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course aims to improve technical communication skills in English
for basic technical documents: manuals, instructions and notices for
experiments or industrial productions. Students will also be required
to develop simple technical compositions. Students to achieve this class
are encouraged to apply the Second Grade Technical English Proficiency,
thereby making them to pass the examination.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should read specified area in the textbook according to the class
schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should examine unknown words used in example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should practice English composition and Japanese translation for
example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 10%+final examination 16%= total 26%
2) Analysis of sentence structure for technical English: class
participation 14%+final examination 20%=total 34%
3) Evaluation of English sentences with technical expression: class
participation 6%+final examination 10%=total 16%
4) Organization of a short English sentence with technical terms and / or
sentence structure for technical English: class participation 10%+final
examination 14%=total 24%
# A mark in class participation includes small tests, simulated full size
tests and others.
# Final examination will be conducted without any references and/or
notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）X

西牟田　奈々

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説
明。建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課
題１の講評と次回課題３の説明
【型紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図
としての平面図と投影図として
の立面図。階段の配置。自室の
実測に基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面
図。切断面の向こうに見える投
象図としての姿図（階段，家具
など）の表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメ
トリック，透視図。次回課題７
の説明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コ
ンクリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート
住宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課
題の提示。住空間の設計に関す
る解説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタ
ディ模型

— 186 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講
評会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課
題（デザインスタジオ２）の提
示，課題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）X

小池　ひろの

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両
方を通して体験しレポートにまと
める。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光
の効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどん
な光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレ
ゼンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作
品のコンセプト、図面、模型を提出
し、講評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のな
かに自分のための空間（自室）を設計
する。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてど
のような空間を作りたいかをイメー
ジする。
○5m立法の空間の大きさを把握す
る。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具
体的な空間を思考する。平面図に空
間を落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に
中間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映
しスタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作
する。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面
と模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーショ
ン（人に意図を伝える）方法につい
て学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型
写真・説明図・一般図面等を含んで
構成する。
プレゼンテーション：作品のコンセ
プト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで
行う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
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（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.

How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)
(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)
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BSP100ND（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

導入ゼミナール（SD）

田中　豊

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大学における学修過程では，知識を受動的に記憶学習するという姿勢から脱却
し，自ら調査し，考え，学ぶという能動的な学習の姿勢が重要となる．特に
システムデザイン学科における専門教育では，自ら新たな課題を設定し，そ
の課題に対する仮説や解決策のアイディアを提案し，チームでそれらのアイ
ディアを改善して解決に結び付けるという，課題提案解決型の人材の育成を重
視されている．本授業の到達目標は，こうした大学の学修過程で必要となる
能動的な学習のため，データ調査の仕方や論理的な文章・レポートの書き方，
発表の仕方などのスキルを修得し，与えられた課題に対して，自ら論理的に思
考したり，議論したり，その結果をまとめたレポートを作成したり．自分の意
見を発表したりできるようになる経験を体感することができる．これは，シス
テムデザイン学科の全ての専門科目の学修態度に共通した基本テーマであり，
複合横断型教育を重視する本学科の教育の理念と目標に通じるものとなる．
【到達目標】
システムデザイン学科としての基礎的な学習方法、資料作成方法、プレゼン
テーション方法を習得し，システムデザイン学科の学生としてこれらの技法
を使いこなせること．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP13」に関連
【授業の進め方と方法】
到達目標を達成するため，システムデザイン学科の各専任教員が10人程度の
少人数の各クラスに対して，能動的な学習のためのスキルやヒントを提供す
る．こうしたスキルやヒントを活用し，学生自らが，論理的に思考したり，議
論したり，レポートを作成したり，自分の意見を発表したりする演習・実習
形式の授業を通し，大学における授業への取り組み方の基本的な姿勢への理
解を深めることができる．各回ごとに適宜，担当教員から課題やテーマが与
えられ，提出レポートや発表に対して教員から講評が行われる．授業を通し
て行われる解決策の提案やその積極的な取り組み方が個別に評価される．ま
た大学の学びや施設の利用法，学科の特徴や履修体系など，大学生活をより
充実したものとするための導入となる重要な内容が含まれている．なお授業
のうち1回は，神宮球場の六大学野球観戦に充てられる予定．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション

（授業の教育目標を理解
し，説明できるようにな
ること．また，大学にお
ける学びのはじまりを
体感すること．）

導入ゼミナールについて
大学における学び
デザイン工学部における学び
システムデザイン学科における学び

2 大学生活の基本
（大学の沿革と理念，大
学施設の活用方法をは
じめ大学生活で重要と
なる様々な基本事項を
理解すること．また，
SD学科の科目履修体系
を把握すること．）

大学の沿革と理念
施設の利用法
履修に関する基礎事項
ノートパソコンと基本ソフトウェア
の使い方と活かし方

3 学習、研究の進め方
（講義系科目や演習実習
系科目の特徴と履修方
法を理解すること．研
究倫理を理解すること）

SD学科の授業の特徴
能動的な学習と問題解決提案
人間中心設計の視点
研究倫理教育

4 大学と課外活動
（六大学野球の観戦と応
援）

法政大学の学生としての自覚や意義
を理解し，大学の理念と目的を確認
すること．

5 マナー講座
（良好な人間関係を築き
人としての信頼が得ら
れるビジネスマナーの
基本を体験的に理解す
ること．）

学外での調査や企業・社会との関わ
りで重要となる人との接し方を学習

6 データ調査の仕方１
（データを収集方法や調
査方法，その注意点など
を実習を通して理解す
ること．）

データ調査法の紹介
検索・データベース・引用と整理
調査課題

7 図書館の使い方
（図書館と情報システム
によるデータの調査方
法をスキルとして会得
すること．）

図書館の情報検索システム（OPAC）
の紹介と操作
与えられた課題の検索・調査

8 データ調査の仕方と論
理的文章の書き方
（自らデータを調査収集
し，整理できるようにな
ること，論理的な文章が
書けるようになること．）

データの収集と分析・評価
論理的文章の書き方
課題

9 レポートの書き方１
（技術系レポートを書く
ための基礎事項を理解
すること．）

4回～8回までの内容を踏まえ，工学
レポートを書くための基礎事項を解
説し，例題により論理的な文章を用
いたレポート書き方を修得する．

10 レポートの書き方２
（調査結果やデータに基
づき，工学レポートが書
けるようになること．）

与えられたテーマとデータに，各自
で項目やデータを追加調査士，論理
的な文章による工学レポートを作成
する．

11 プレゼンテーションの
仕方１
（自らの考えを発表する
ための基礎事項と注意
点を理解すること．）

自らの考えを相手に説明するために
重要となる基礎事項を説明する．
事例を通して，発表の仕方の具体例
を説明する．

12 プレゼンテーションの
仕方２
（与えられた課題に対し
て，自らの考えを発表で
きるようになること．）

自らの考えに沿って，どのようなプ
レゼンテーションを構成するかを検
討する．
発表のための素材と資料を作成する．

13 プレゼンテーションの
仕方３
（前回に引き続き，与え
られた課題に対して，自
らの考えを発表できる
ようになること．）

各自が決められた時間内で，自らの
考えを発表し，全員で質問や討論を
行ない，評価・修正を行う．

14 総括と春学期フォロー
アップ
（システムデザイン学科
にて，より豊かで実りあ
る大学生活をおくるた
めの準備ができている
こと．）

導入ゼミナールで学んだ内容を再確
認する．
大学，学部，学科の理念や目的を再
確認する．
春学期の大学生活の態度を振り返り，
秋学期への能動的な学習へつなげる．
授業アンケートを記入する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバスの内容を事前に確認する．
大学における学びとデザイン工学部やシステムデザイン学科における学びの
意味を各自で復習する．
履修に関する基礎事項を復習し，初年度の履修計画を策定する．
基本ソフトウェアを使用し，簡単な資料を作成する．
履修登録を行う．履修登録の確認と修正をする．
ロジカルライティング教材を各自で実施する.
検索エンジンを利用してデータ検索を行う．
色々なデータの収集・整理方法を復習する．
課題テーマに関連したデータを収集・分析・評価したレポートを作成し，提出
する．
プレゼンテーション課題発表のため，各自，パワーポイントを用いた発表素
材資料を作成し，発表の準備をする．
1年秋学期や2年次以降の履修計画を作成する．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
デザイン工学部「履修の手引き」
【参考書】
理科系の作文技術，中公新書，木下是雄　著
レポートの作り方，中公新書，江下雅之　著
【成績評価の方法と基準】
授業への参加と取り組み（40％）
積極的な授業への参加と取り組み，能動的な学修態度を評価対象とする．授
業終了時の提出課題の記入は必須である．
課題の提出（60％）
授業の進度に合わせ，各担当教員より，レポートやプレゼンテーションなど
の課題が宿題として課せられる．授業で学んだことを活かし，自らの能動的
な学習成果をレポートやプレゼンテーション資料にまとめ，発表や議論を行
い，その結果を評価する．自らの考えを，論理的な構成の文章で表現したり，
発表したりできるかどうかが評価の基準である．
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【学生の意見等からの気づき】
本授業は，システムデザイン学科の専任教員全員が分担して担当する科目で
ある．学生各自が課題に積極的に取り組むとともに，科目履修や大学生活全
般での疑問をそのままとせず，担当教員に質問することが，大学の授業や大
学生活に慣れる近道である．
【学生が準備すべき機器他】
配布されたノートPCとインストールソフトウェアを利用する．
【Outline (in English)】
During study at university, freeing oneself from a passive learning
approach, independent investigation and adoption of an active approach
to learning are important skills. Particularly for the engineering and
design course, the independent process of approaching new topics,
proposing in turn hypotheses and solutions, and though teamwork
improving those ideas to reach a solution is vital for raising new
talent. The aim of this course is to acquire necessary skills by learning
data investigation methods, logical write and presentation skills, and
applying independent reasoning, discussion and report summaries to
topics while gaining experience in presenting one’s point of view.
This theme of learning approaches is common to all courses in the
department of engineering and design. By the end of the course,
students should be able to do what and how to learn in our department.
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than four hours
for a class.
Final grade will be calculated according to the following process, Mid-
term report (60%), and in-class contribution (40%).
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

基礎デザイン制作X

早川　貴章、土屋　雅人、小日向　千秋、古小路　一歩

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数の課題を通して、素材の物理的性質や加工特性、およびそれら
を組み合わせた基礎的な構造体の特徴を体験的に学習しながら、物
理的な制作要件を満たし、且つ独創的で美しい立体物を創出する。

【到達目標】
本授業では、与えられた工学的条件（材料、寸法、荷重、加工方法
等）を制作要件として満たしながら、立体的で美しい形態を表現で
きる造形力を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では、「キネティクス」「ユニット」「折り曲げ」の３つのカテ
ゴリに分かれた課題を行う。それぞれ、課題の最初に対象物（テー
マの対象となる物体）の観察と分析を行い、立体を形づくる基本構
造と素材（糸、木の棒、ケント紙、スチレンボードなど）の特性を
学習する。次に、物理的与条件を満たし、且つ美しく独創的な形を
発想し、与えられた材料を用いて設計・制作する。最後にそのデザ
インコンセプトのプレゼンテーションと実験・検証を行い、教員か
らのそれぞれの作品への講評を得る。
授業の中では、アイデア展開の段階からプレゼンテーションに至る
まで、随時教員からのフィードバックを得ることができる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス・留

意点の解説。「キネ
ティクス」課題の解
説調査資料によるデ
ザイン調査

授業の進め方、授業課題、安全上
の注意点等のガイダンスを行う。
「キネティクス」課題の解説後、
書籍やインターネットで対象物
を観察しグループで調査する。

2 「キネティクス」課題
のアイデア検討

指示された材料（紙、布、木の
棒、針金等）をもとに、物理的
与条件を満たす形を検討する。

3 「キネティクス」課題
のデザイン展開

「キネティクス」課題のアイデア
展開を行う。

4 「キネマティクス」課
題２の制作

与えられた材料（紙、布、木の
棒、針金等）をもとに、物理的
与条件を満たす形を制作する。

5 「キネティクス」課題
のプレゼンテーショ
ン、および「ユニッ
ト」課題の解説・デ
ザイン展開

「キネティクス」課題の制作物、
およびデザインコンセプトの
Powerpointをグループでプレ
ゼンテーションする。その後、
「ユニット」課題のアイデア展開
を行う。

6 「ユニット」課題基礎
の制作

与えられた材料（スチレンボー
ド）をもとに、物理的与条件を
満たす形を制作する。

7 「ユニット」課題基礎
のプレゼンテーショ
ン、および「折り曲
げ」課題応用の解
説・デザイン展開

「ユニット」課題基礎の制作物を
個人でプレゼンテーションする。
その後、「ユニット」課題応用の
アイデア展開を行う。

8 「ユニット」課応用の
制作

与えられた材料（スチレンボー
ド）をもとに、物理的与条件を
満たす形を制作する。

9 「ユニット」課題応用
のプレゼンテーショ
ン、および「折り曲
げ」課題の解説・デ
ザイン展開

「ユニット」課題応用の制作物、
およびデザインコンセプトの
Powerpointを個人でプレゼン
テーションする。その後、「折り
曲げ」課題のアイデア展開を行
う。

10 「折り曲げ」課題基礎
の制作

与えられた材料（ケント紙）を
もとに、物理的与条件を満たす
形を制作する。

11 「折り曲げ」課題基礎
のプレゼンテーショ
ン、および課題応用
の解説・デザイン展
開

「折り曲げ」課題基礎の制作物を
個人でプレゼンテーションする。
その後、「折り曲げ」課題応用の
アイデア展開を行う。

12 「折り曲げ」課題応用
の制作

与えられた材料（ケント紙）を
もとに、物理的与条件を満たす
形を制作する。

13 「折り曲げ」課題応用
の制作

「折り曲げ」課題応用の制作物、
およびデザインコンセプトの
Powerpointを個人でプレゼン
テーション制作。

14 課題応用のプレゼン
テーション

作品のプレゼンテーションを
Powerpointを用いて行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各課題では、観察すべき対象物を指示するので、次回の授業の間に
各自で書籍やインターネットを用いて、その構造的特徴を事前に調
査・観察を行うこと。
授業時間中に作品が完成しない場合は、各自放課後等の空き時間を使っ
て指定の期日までに作品、およびプレゼンテーション用Powerpoint
を完成させること。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に必要としない。
課題説明シート等は授業中に配布する。

【参考書】
指定の参考書はないが、「キネティクス」「ユニット」「折り曲げ」の
参考となる製品を日頃観察する。

【成績評価の方法と基準】
授業への参加・平常点（４０％）
各課題の評価点合計（６０％）

【学生の意見等からの気づき】
課題制作時間が限られているので、授業時間中に集中力を高めて制
作すること。

【学生が準備すべき機器他】
プレゼンテーション資料作成のために適宜ノートパソコンを使用
する。

【その他の重要事項】
紙やスチレンボードの加工にあたり、カッターナイフやはさみを使
用するので、用方については教員の指示を守り、怪我がないよう特
に安全確保に留意すること。

【Outline (in English)】
Through several subjects and hands-on experience, we will
understand the characteristics of basic structure while learn-
ing the physical and manufacturing aspects of materials and
create beautiful objects satisfying the physical requirements
for production.
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After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to create objects following
each subject.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:40%, the quality of objects: 60%.
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

基礎デザイン制作Y

土屋　雅人、川見　充彦、臼井　英之、山上　礼子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
複数の課題を通して、素材の物理的性質や加工特性、およびそれら
を組み合わせた基礎的な構造体の特徴を体験的に学習しながら、物
理的な制作要件を満たし、且つ独創的で美しい立体物を創出する。

【到達目標】
本授業では、与えられた工学的条件（材料、寸法、荷重、加工方法
等）を制作要件として満たしながら、立体的で美しい形態を表現で
きる造形力を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では、「キネティクス」「ユニット」「折り曲げ」の３つのカテ
ゴリに分かれた課題を行う。それぞれ、課題の最初に対象物（テー
マの対象となる物体）の観察と分析を行い、立体を形づくる基本構
造と素材（糸、木の棒、ケント紙、スチレンボードなど）の特性を
学習する。次に、物理的与条件を満たし、且つ美しく独創的な形を
発想し、与えられた材料を用いて設計・制作する。最後にそのデザ
インコンセプトのプレゼンテーションと実験・検証を行い、教員か
らのそれぞれの作品への講評を得る。
授業の中では、アイデア展開の段階からプレゼンテーションに至る
まで、随時教員からのフィードバックを得ることができる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス・留

意点の解説。「キネ
ティクス」課題の解
説調査資料によるデ
ザイン調査

授業の進め方、授業課題、安全上
の注意点等のガイダンスを行う。
「キネティクス」課題の解説後、
書籍やインターネットで対象物
を観察しグループで調査する。

2 「キネティクス」課題
のアイデア検討

指示された材料（紙、布、木の
棒、針金等）をもとに、物理的
与条件を満たす形を検討する。

3 「キネティクス」課題
のデザイン展開

「キネティクス」課題のアイデア
展開を行う。

4 「キネマティクス」課
題２の制作

与えられた材料（紙、布、木の
棒、針金等）をもとに、物理的
与条件を満たす形を制作する。

5 「キネティクス」課題
のプレゼンテーショ
ン、および「ユニッ
ト」課題の解説・デ
ザイン展開

「キネティクス」課題の制作物、
およびデザインコンセプトの
Powerpointをグループでプレ
ゼンテーションする。その後、
「ユニット」課題のアイデア展開
を行う。

6 「ユニット」課題基礎
の制作

与えられた材料（スチレンボー
ド）をもとに、物理的与条件を
満たす形を制作する。

7 「ユニット」課題基礎
のプレゼンテーショ
ン、および「折り曲
げ」課題応用の解
説・デザイン展開

「ユニット」課題基礎の制作物を
個人でプレゼンテーションする。
その後、「ユニット」課題応用の
アイデア展開を行う。

8 「ユニット」課応用の
制作

与えられた材料（スチレンボー
ド）をもとに、物理的与条件を
満たす形を制作する。

9 「ユニット」課題応用
のプレゼンテーショ
ン、および「折り曲
げ」課題の解説・デ
ザイン展開

「ユニット」課題応用の制作物、
およびデザインコンセプトの
Powerpointを個人でプレゼン
テーションする。その後、「折り
曲げ」課題のアイデア展開を行
う。

10 「折り曲げ」課題基礎
の制作

与えられた材料（ケント紙）を
もとに、物理的与条件を満たす
形を制作する。

11 「折り曲げ」課題基礎
のプレゼンテーショ
ン、および課題応用
の解説・デザイン展
開

「折り曲げ」課題基礎の制作物を
個人でプレゼンテーションする。
その後、「折り曲げ」課題応用の
アイデア展開を行う。

12 「折り曲げ」課題応用
の制作

与えられた材料（ケント紙）を
もとに、物理的与条件を満たす
形を制作する。

13 「折り曲げ」課題応用
の制作

「折り曲げ」課題応用の制作物、
およびデザインコンセプトの
Powerpointを個人でプレゼン
テーション制作。

14 課題応用のプレゼン
テーション

作品のプレゼンテーションを
Powerpointを用いて行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各課題では、観察すべき対象物を指示するので、次回の授業の間に
各自で書籍やインターネットを用いて、その構造的特徴を事前に調
査・観察を行うこと。
授業時間中に作品が完成しない場合は、各自放課後等の空き時間を使っ
て指定の期日までに作品、およびプレゼンテーション用Powerpoint
を完成させること。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に必要としない。
課題説明シート等は授業中に配布する。

【参考書】
指定の参考書はないが、「キネティクス」「ユニット」「折り曲げ」の
参考となる製品を日頃観察する。

【成績評価の方法と基準】
授業への参加・平常点（４０％）
各課題の評価点合計（６０％）

【学生の意見等からの気づき】
課題制作時間が限られているので、授業時間中に集中力を高めて制
作すること。

【学生が準備すべき機器他】
プレゼンテーション資料作成のために適宜ノートパソコンを使用
する。

【その他の重要事項】
紙やスチレンボードの加工にあたり、カッターナイフやはさみを使
用するので、用方については教員の指示を守り、怪我がないよう特
に安全確保に留意すること。

【Outline (in English)】
Through several subjects and hands-on experience, we will
understand the characteristics of basic structure while learn-
ing the physical and manufacturing aspects of materials and
create beautiful objects satisfying the physical requirements
for production.
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After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to create objects following
each subject.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:40%, the quality of objects: 60%.
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BSP100ND（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

システムデザイン入門

田中　豊

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
“システムデザイン（SD）”という新しい分野をこれから学ぼうとす
る学生として、システムデザインとはいったいどのような学問分野
であり、何を学びそこから何が得られ、そして未来に向けてこれか
ら何をしなければならないかについて学ぶ。また、従来からある学
問領域と異なり、この“システムデザイン”という新しい分野は、常
に変化し進化し続けている。自分たちの意思で新たに“創る”という
意識を持つためにも、まず、システムデザインを全体的に理解する
ことを授業の到達目標とし、クリエーション系、テクノロジー系、マ
ネジメント系の各専門分野の概要を学ぶ。

【到達目標】
・システムデザインの概念を理解する。
・システムデザイン学科で行っている専門分野について、それぞれ
がシステムデザインという学問全体のどこに位置し、どのような関
係によって成り立っているかを理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
システムデザイン学科の全専任教員が担当する。クリエーション系、
テクノロジー系、マネジメント系の各専門分野の講義を聴き、各回、
与えられたテーマに沿って時限内に小論を記述し、提出する。
なお、講義の順番はゲストスピーカの都合等により入れ替わること
がある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

授業支援システム・
学習達成度自己評価
システムの説明

この講義の概要説明
各回の小論テーマの取組み方、
小論の記述の仕方、提出方法を
説明する。また、授業支援シス
テム、学習達成度自己評価シス
テムの利用方法について説明す
る。

2 高機能メカトロデザ
インとは（田中教授）

環境と調和した高機能なメカト
ロシステムをデザインするため
の、人とものとコンピュータの
間のメカニズムやインタフェー
スについて説明する。

3 インタフェースデザ
インとは（土屋教授）

操作の身体的・認知的負荷の軽
減はもとより、使う楽しさや操
作の魅力などの高度な感性価値
実現に向けたインタフェースデ
ザインについて説明する。

4 キャリアデザインガ
イダンス
（田中教授・キャリア
センター）

システムデザイン学科の学生が
将来、どのような職業につき
キャリアを積んで行くかについ
て実例をもとに説明する。

5 アントレプレナー
シップデザインとは
（姜教授）

社会に新しい価値や変革をもた
らすアントレプレナーシップ
（起業家精神）をコアとして、個
人の創造性がイノベーションに
変わるプロセス、イノベーショ
ンを実現する環境やマネジメン
トついて説明する。

6 ビジュアライゼー
ションデザインとは
（大西教授）

身の回りには五感で感じられる
情報をはじめ、大量な統計デー
タやものごとの仕組みなど、目
に見えない多様な情報が存在す
る。それらから伝えるべき価値
を発見し、何をどのように視覚
化するかについて説明する。

7 最適化マネジメント
デザインとは（野々
部教授）

「製品やサービスをつくり、顧客
に届ける。」この一連の活動に求
められる品質、費用、環境負荷、
顧客満足度などさまざまな指標
の最適化を実現する手法につい
て説明する。

8 情報マネジメントデ
ザインとは（西岡教
授）

モノづくりにおけるモノと人と
環境との総合的なデザインを生
かすためのマネジメントについ
て、情報ソフトウェアの視点か
ら講義を行う。

9 ヒューマニティデザ
インとは（安積教授）

生活・文化に関する考察分析を
起点とし、社会に新たな価値を
問うデザインについて説明する。

10 アフェクティブデザ
インとは（ソン教授）

人間の感情・情緒・感性に働き
かけるインタフェースをデザイ
ンするために、関連する最新テ
クノロジーについて説明すると
共に、複雑な人間感性を理解す
るための多面的な研究方法につ
いて紹介する。

11 スマートマシンデザ
インとは（岩月教授）

機械に外部環境を認識させるこ
とにより、実世界と融合した高
次の情報を提供するインタ
フェースや従来実現できなかっ
た機能をもつデバイスについて
説明する。

12 メカニズムデザイン
とは（山田准教授）

人間や周辺環境を含めたシステ
ム全体の調和、多様性やロバス
ト性を生み出すメカニズムデザ
インについて説明する。

13 外部講師による講演
１

外部からクリエーション・テク
ノロジー・マネジメントのプロ
フェッショナルをお招きし、話
を伺う。

14 外部講師による講演
２

外部からクリエーション・テク
ノロジー・マネジメントのプロ
フェッショナルをお招きし、話
を伺う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
クリエーション系、テクノロジー系、マネジメント系分野野関係を
よく理解し、ものづくりに関する様々な事柄について予備知識を身
につけておく。
小論へのまとめ方について、自分の考えを適切に伝達できるよう文
章力を高めること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
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【テキスト（教科書）】
各回、必要に応じて配布

【参考書】
なし。

【成績評価の方法と基準】
各回の小論テーマ記述：合計100点

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
In this course, students aspiring to study the new field known
as "system design (SD)" are encouraged to ask questions of
what exactly is system design, what as gained by studying it,
and what should be done to prepare for the future. As a new
subject different to previous academic fields, system design
is continually changing and progressing. For the purpose of
obtaining independents ideas of what it means to "create", in
this course students will first understand the overall concept of
system design, learning concepts from creative, technological
and management backgrounds.
Grading will be decided based on each lab reports.
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OTR100ND（その他 / Others 100）

デザインスタジオ１（SD)

田中　豊

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
クリエーション系：
様々な分野のデザインに必要な、コミュニケーション手段としてのスケッチ
の方法を学ぶことがこの授業の目的である。パースペクティブや光源と陰影
の概念を学び、様々なツールを用いて描く。アイデアスケッチやチームでの
アイデア共有、プレゼンテーションなどに活かすための基礎的なスケッチ能
力を養う。
　
テクノロジー系：
日々の現象は、自然界の法則に従っているということを体験することが、この
授業の目的である。私たちは、自然の法則を無視しては何もデザインするこ
とはできない。「デザイン」を考えるときは、常にそのデザイン対象の背景と
なる自然の法則を意識することが重要である。本講義では，自然界の人・物・
事やその現象に関する課題とその解決へ至るヒントを提示し，学生各自が手
と頭を動かしながら，具体的な体験やシミュレーションを通して対象や法則
を理解する．
　
マネジメント系：
システムデザインを実際に社会の中で人々の手によって実践するために必要
なマネジメントを学ぶにあたっての基礎知識を習得しながら、マネジメント
に対する興味・関心を培うことが本授業の目的である。企業経営と社会の関
わり、身近な企業と金融市場の関係、飲食業界の経営・競争戦略などを主題
に、講義とワーク、課題を通じて理解と習得を進める。
【到達目標】
クリエーション系：
クリエーションに必要な観察力を養うこと。
「コミュニケーションをとるための絵」を描く方法を身につけること。
　
テクノロジー系：
学生各自が手と頭を動かしながら，具体的な体験やシミュレーションを通し
て対象や法則を理解するための手法を身につけること。
　
マネジメント系：
授業で取り扱うマネジメントの基本用語、理論を理解し、企業の基本的なマ
ネジメント実例を自分の言葉で説明することができること。マネジメントへ
の関心と意欲を育み、システムデザインの中でそれを活かす基礎学力を持つ
こと。　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
本講義は，総合ガイダンスの後，3つのクラスに分かれ，それぞれのクラスが，
クリエーション系４回，テクノロジー系４回，マネジメント系４回，最後に
全体のまとめ１回の合計14回の実習授業を行う。各系の概要は以下のとおり
である。
　
クリエーション系：
スケッチパッド、鉛筆、ペン、マーカー、パステルなどを用い、パースペク
ティブや陰影の正しいスケッチ方法の基礎を学ぶ。
　
テクノロジー系：
身の周りの運動機構について，実例を通して解説するとともに，運動の変換機
構の例として，スライダ・クランクメカニズムの機械要素の運動現象を対象と
して，観察や数学ソフトウェア（Mathematica)を用いて数値シミュレーショ
ンを行う．回転運動から直線運動への変換メカニズムや，その仕組み，変位
や速度，加速度の変化などを観察・シミュレーションしながら理解する．ま
た学科から全員に配布する電子教材の簡単な使用方法についても学ぶ．
　
マネジメント系：
マネジメントを、企業という存在とその法的根拠・役割、社会との関係性、金
融市場とファイナンス、マーケティング、社内マネジメントの5つの視点から
学ぶことにより、経営管理の全体像を大まかに把握する。さまざまな企業の
実例を取り扱い、今後の学習に必要なマネジメントの基本理論と知識を習得
する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 総合ガイダンス クリエーション系（４回），テクノロ

ジー系（４回），マネジメント系（４
回）の内容の説明とグループ分け，
事前に準備するもの，電子教材の配
布や簡単な使い方などを解説する。

2 パースペクティブス
ケッチ基礎演習

クリエーション系の第1回として、
線描で立方体、円筒を描き、描くこ
とに慣れる。デザインスケッチ/透視
図法の概要について学ぶ。

3 マーカーを用いた描写
演習，講評

クリエーション系の第2回として、
グレーマーカーで線描に陰影をつけ
る。光源と影の関係について学ぶ。

4 様々な画材・モチーフに
よる描写演習，講評

クリエーション系の第3回として、
描き方のバリエーションを学ぶ。コ
ンテパステルで三次曲面を表現/黒い
紙に白鉛筆で描く．

5 説明スケッチ演習，講評 クリエーション系の第4回として、
既存のデザイン製品を分析し、ス
ケッチで説明する。講評を行う。

6 運動の観察とモデル化 テクノロジー系の第１回として，身
の周りの機械要素の運動機構を観察
する．次に，観察した機械要素の運
動をモデル化する（課題1）．

7 課題とレポートの作成，
発表，ソフトウェアツー
ルの準備と使用方法

テクノロジー系の第２回として，観
察した身の周りの運動機構の事例を
発表する．またシミュレーションソ
フトウェアについて実例を交えなが
ら解説し，その基本操作方法を実習
により学ぶ（課題2）．

8 リンク機構の運動シ
ミュレーション

テクノロジー系の第３回として，リ
ンク機構の運動の数値シミューレー
ションプログラムを作成し，その運
動の様子を解析する（課題3）．

9 入出力モデルと電子工作 テクノロジー系の第４回として，自
然界の対象を観察し、フローチャー
ト化して理解するとともに，配布し
た電子教材（M5Stack)を用いて，プ
ログラミングやセンサ・アクチュ
エータの原理と応用について調査・
実習を行う（課題4）．

10 マネジメントと企業と
社会の全体像

マネジメント系の第1回として，社
会と企業、マネジメントがどのよう
な関係性にあるのか、その関わりを
整理する。マネジメントに関する最
新情報を実際に入手する実習を行う
（課題1）．

11 企業と金融市場、ファイ
ナンス

マネジメント系の第2回として，株
式会社は金融市場から資金を調達し、
投資を行い、株主に還元している。
その仕組みを理解し、実際に大企業
の株主構成や株価の推移を調べてみ
る（課題2）．

12 企業と顧客、マーケット マネジメント系の第3回として，企
業は顧客といかに繋がり、どんな関
係性を築くのかを、基本的な経営戦
略と競争戦略の観点から学ぶ。学び
を元にコーヒーチェーン業界を分析
する（課題3）．

13 社員を燃えさせるマネ
ジメント

マネジメント系の第4回として，ど
んなにいい商品を開発しても、社員
がやる気を出して作って売ってくれ
ないと業績は上がらない。社員が燃
えてやる気になってくれるには、ど
んなマネジメントが必要か。基礎理
論を学び、自分を燃えさせるマネジ
メント案を作成する（課題4）．

14 まとめ 本実習授業のまとめを行う．
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前の確認
　
クリエーション系：
　必要となる画材、工具を準備する。
　課題のある場合は必ず行う事。
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テクノロジー系：
　課題で必要となる各種ソフトウェアや電子教材の事前の使用方法の理解と
実行
　課題の実行と発表の準備
　
マネジメント系：
　シラバス内容の事前の確認と課題の実行
　
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
クリエーション系
　教員が授業内で適宜指示する。
テクノロジー系
　教員が授業内で適宜指示する。
マネジメント系
　教員が授業内で適宜指示する。
【参考書】
クリエーション系
　How to Draw (スコット・ロバートソン: ボーンデジタル)
　プロダクトデザインのためのスケッチワーク (増成和敏：オーム社)
　
テクノロジー系
　特に指定しない．適宜，授業中にプリントを配布する．
　
マネジメント系
　特に指定しない．適宜，Hoppiに電子資料を配布する．
【成績評価の方法と基準】
クリエーション系：
授業内の作業態度と実習作品の提出による総合評価から、90点以上をS、87
点以上をA+,83点以上をA，80点以上をA-、77点以上をB+，73点以上をB，
70点以上をB-，67点以上をC+，63点以上をC，60点以上をC-とする．提
出を求められた作品が１点でも未提出の場合はDとする。
　
テクノロジー系：
授業内の実習作業態度および教員からの課題に対する提出されたレポートに
より総合的に評価する．90点以上をS、87点以上をA+,83点以上をA，80点
以上をA-、77点以上をB+，73点以上をB，70点以上をB-，67点以上をC+，
63点以上をC，60点以上をC-とする．レポートの未提出はDとする。
　
マネジメント系：
授業内の講義受講態度および教員からの課題に対する提出されたレポートに
より総合的に評価する．90点以上をS、87点以上をA+,83点以上をA，80点
以上をA-、77点以上をB+，73点以上をB，70点以上をB-，67点以上をC+，
63点以上をC，60点以上をC-とする．レポートの未提出はDとする。
　　
最後にクリエーション系，テクノロジー系，マネジメント系の評価結果を総
合し，最終評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
高校での履修状況により学生によってスキルが異なるため、各自のスキルに
応じたきめ細かい対応をできる限り行っていく。
【学生が準備すべき機器他】
クリエーション系：
指定のドローイング用画材を購入・準備すること。
毎回使用するする道具が異なるため、授業前に持参の必要なものが何かを確
認する事。
　
テクノロジー系：
データ処理などに大学から配布されたノートパソコンとインストールされた
専用ソフトウェア，配布した電子回路キット教材などを使用する．
　
マネジメント系：
大学から配布されたノートパソコンを使用する。
【Outline (in English)】
Term of creation course:
Students learn the concepts of perspective, light sources and shadows,
and draw with a variety of tools. Students develop basic sketching skills
that can be used for sketching ideas, sharing ideas in teams, and making
presentations.
Term of technology course:
The aim of this course is to experience how everyday phenomenon follow
the laws of nature. Without awareness of natural laws we would not be
able to design anything. When thinking about design, it is essential
to continuously consider underlying laws of nature. In this course,
students will receive hints from the supervisor in the technology field for
finding solutions to human, physical and phenomenal related problems,
thinking and learning hands-on about such laws through their concrete
experiences.
Term of management course:

The purpose of this course is to cultivate interest in management while
acquiring the basic knowledge necessary for learning management.
Management is necessary for actually putting system design into
practice in society. Through lectures, exercises, and assignments,
students advance their understanding and mastery of themes such
as the relationship between corporate management and society, the
relationship between familiar companies and the financial market,
and management and competitive strategies in the food and beverage
industry.
By the end of the courses, students should be able to get basic skill at
the department of engineering and design.
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than one hour for
a class.
The final grade will be decided according to the evaluation of three
courses.
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OTR100ND（その他 / Others 100）

デザインスタジオ２（SD)

相川　真実、山田　泰之、飯村　武志、西岡　靖之、安積　伸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　「デザインスタジオ２」は、【マネジメント系】【クリエーション系：対面】
【テクノロジー系」の三つの系を各4回づつ、３クラスに分けて授業をうける
事ができる。自分のクラスを間違わないように授業を受ること。クラス分け
は、A,B,Cクラスに最初のガイダンスで行う。
デザイン工学では、製品を製作するときのあらゆる場面で自分の制作しよう
としている不可視な状態（想像されている状態）の人工物を第三者に的確か
つスピーディーに可視化しその情報を視覚伝達技術の基礎が学べる。
マネジメント系では、身の回りにあるさまざまな “問題”とどう関わるかにつ
いて、まず、問題解決のための基本構造を学び理解する基礎が学べる。
クリエーション系では、手書きによるスケッチ技術の習得を基本としながら、
発案から実作まで活用可能な絵の描き方を学ぶ。またアイデアスケッチから
実制作を行い、手書きスケッチと立体造形の関係を実践的に学ぶ。
テクノロジー系講義では3次元物体や現象のコンピュータによる正確な表現方
法，「かたち」や「しくみ」に取り入れられている力学的な関係と，工学的見
地からデザインをとらえる基礎知識を身につけることが出来る。
【到達目標】
【マネジメント系】
身の回りにあるさまざまな “問題”の解決のための基本構造を学ぶ。意識して
行っていなかった “発想”および “問題発見”の方法を学び実践できるようにし
ます。問題解決のためのステップや、複数のメンバーによるプロジェクトの
設定方法と実施方法の基礎を習得する事を目標とする。
【クリエーション系】対面演習授業です。
手書きによるアイデアスケッチの基礎を学び、発案から実作までのプロセス
で活用できる絵の描き方を学ぶ。また後半ではアイデアスケッチを基に実作
を行い、絵と立体の差異を理解する。
【テクノロジー系】
3次元物体や現象のコンピュータによる正確な表現，物体の変形，流体の流れ
の関係，あるいは「ちから」と「かたち」や「しくみ」の基本的な関係を習得
する事を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
【マネジメント系】
マネジメント系では、身の回りにあるさまざまな “問題”とどう関わるかにつ
いて、まず、問題解決のための基本構造を理解できる。これまではおそらく
意識して行っていなかった“発想”および“問題発見”の方法を学び実践できる。
そして、さらに、問題解決のためのステップや、複数のメンバーによるプロ
ジェクトの設定方法と実施方法を学ぶ事が出来る。演習は、４～５名からな
るグループワークで実施できる。
【クリエーション系】対面演習授業です。
この授業は、AB期でのデザインスタジオ 1の継続に位置すると考えてくだ
さい。
手書きによるアイデアスケッチの基礎を学び、発案から実作までのプロセス
で活用できる絵の描き方を学びます。
前半ではアイデアスケッチの基礎的なトレーニングを行い、発案を素早く他
者と共有するするための絵の描き方を学びます。
後半ではテーマに沿い、実寸スケッチによる発案から、3面レンダリングを経
て、実物の制作を行います。また実物と絵を比較しその差異を理解します。
ここで得られる技術は各自の固有の技術となりますので予習、復習をしっか
り行ってください。また専門技術の基礎となりますので真剣に取り組む必要
があります。
【テクノロジー系】
2次元、3次元のモノの構造とそれらのつくり方を学ぶ。図学、構造力学、材
料力学、材料工学等の基礎を実習課題を通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 デザインスタジオ２総

合ガイダンス及びクリ
エーション系、テクノロ
ジー系、マネジメント
系、各系の対面、または
オンライン授業、対面の
場合のコロナ対策等の
説明を含む。

「デザインスタジオ２」授業概要の説
明。この授業で得られる知識につ
いて。
クラス別の説明、クラス別日程説明。
対面、またはオンライン授業の説明。
対面使用教室説明及びコロナ対策説
明。

2 クラス別①マネジメン
ト系ガイダンス
問題解決の基本形
発散的な思考法

授業概要、目標の説明
ブレーンストーミングを行う
KJ法により問題を深化させる

3 クラス別②問題解決の
基本形

ブレーンストーミングを行う
連関図法、系統図法による問題の整理

4 クラス別③
問題分析と構造化
問題解決の手段と実施

連関図法、系統図法による問題の整理

5 クラス別④
マネジメント系まとめ

グループ別プレゼンテーション

6 クラス別①クリエー
ション系
ガイダンス
アイデアスケッチの作成

授業概要、目標の説明
アイデアスケッチの基礎的手法を学
ぶ。発案したアイデアを絵と文字で
説明する。

7 クラス別②クリエー
ション系
アイデアスケッチから三
面レンダリングへの展開

アイデアスケッチを経て、原寸で3
面レンダリングを描く。製品制作の
ためのアイデアを実寸で検討する。

8 クラス別③クリエー
ション系
原寸で検討したアイデ
アスケッチを基に、実素
材で製品を制作する。

原寸三面レンダリングをもとに木材
を切削して、プロダクトを制作する。

9 クラス別④クリエー
ション系
具現化した形状と、事前
に制作した原寸図を比
較し、差異を理解する。

木切削によるプロダクトを完成させ
る。完成品をもとに３面レンダリン
グを修正する。

10 クラス別①テクノロ
ジー系
ガイダンス
図学
ものづくり実習

授業概要、目標の説明。ものづくり
に欠かせない図学の基礎を学ぶ。簡
単な立体構造の立体図面と展開図面
を作成する。
これらの図面をもとに、1つだけ作る
場合と、同じモノを複数個つくる場
合を対比したものづくり実習を実施
する。設計から大量生産を模擬的に
体験することで理解を深める。

11 クラス別②テクノロ
ジー系
材料力学入門

材料力学の基礎を学ぶ。応力ひずみ
曲線，断面二次モーメント等、材料
力学の基礎知識を学ぶ。
切り欠き効果や、両端支持梁の比較
実験を実施する。これらの実習を通
して材料力学への理解を深める。

12 クラス別③テクノロ
ジー系
構造力学入門

構造力学の基礎を学ぶ。部の拘束条
件、自由体図、ラーメン構造、トラス
構造等、構造力学の基礎知識を学ぶ。
トラス構造を用いた大小の橋を制作
する実習を実施する。これらの実習
を通して構造力学への理解を深める。

13 クラス別④テクノロ
ジー系
材料工学入門

金属材料について鉄系材料，非鉄系
材料を学ぶ。非金属材料では例えば
熱可塑性樹脂や熱硬化性樹脂などテ
クノロジにかかわる様々な材料を実
物を見ながら学ぶ。
これらの体験を通して材料工学への
理解を深める

14 デザインスタジオ２
総合評価

各系からの総合評価

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習、復習
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
クリエーション系は毎回宿題を課します。最終課題は完成に向けてかなりの
制作時間が必要となりますので、計画的に進めてください。
【テキスト（教科書）】
使用しない．
【参考書】
【マネジメント、クリエーション、テクノロジー系】
学習支援システム「教材」にアップロード。
必要に応じてプリントを配布する．
【成績評価の方法と基準】
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
■成績は，マネジメント系100点，クリエーション系100点、テクノロジ系
100点とし，合計平均で評価する．
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【学生の意見等からの気づき】
各系の基礎となる授業です．毎回必ず授業に出席する事。
うるさく制作に没頭できないという苦情が出ています。
クリエーション系制作実習中の私語は慎んでください。
教室が汚いという苦情が出ています。
授業終了時は必ず自席のテーブル、椅子、床周辺を掃除をしたのち退席して
ください。
この演習授業終了後、他の演習が始まります。お互いに整理整頓された教室
で演習できるよう努めましょう。
【学生が準備すべき機器他】
【クリエーション系】
デザインスタジオ１で使用したスケッチ道具セットを一式持参してください。
PMパッドやインクなどを使い果たした人は、各自で補充し準備してください。
【テクノロジー系】
ノートPCを持参すること。
【その他の重要事項】
【クリエーション系】
日本で第一線で活躍するプロダクトデザイナー、実務経験のある教員が、そ
の経験を生かしてプロダクトデザインの基礎知識・デザイン手法の基礎を演
習を通して指導が受けられる。
【Outline (in English)】
【Course outline】
This course comprises three different subjects in management, creation,
and technology, each held 4 times and divided into three classes.
【Learning Objectives】
The goals of each subject are the following:
- Management
Learn the basic structures for solving various "problems" that exist in
the world around us.
- Creation:
Learn the basics of hand-drawn idea sketching and the way to create
actual works based on the sketches.
- Technology:
Master the basic relationship between power, form, and structure.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class, students will be expected to spend one hour to
understand the course content. Homework will be assigned for each
Creation Class.
【Grading Criteria /Policy】
Grades will be assessed based on a total average of 100 points in
Management, 100 points in Creation, and 100 points in Technology.
Also, the attitudes of the participants in the classes are subject to
evaluation.
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

デザイン理論（SD）

秋元　淳

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は「デザインの現在地を知る基礎講座」です。デザインが
対象とする領域と事象の幅、デザインに対する解釈の幅、それぞれが
拡がっている現在における2つのデザインの理論を理解します。一
つは「デザインという営為の基礎を成す普遍としての考え方＝理論」
であり、もう一つは「様々なデザインのそれぞれを成り立たせてい
る個別解としての考え方＝理論」です。今日のデザインはそれら双
方の理論の上に、私たちの日常のあらゆる場面で機能していると考
えられます。
人間が誰でもより良く、希望をもって生きられる社会であるために
デザインが必要とされるいま、この授業では、「ものごとをデザイン
する」という姿勢で、受講者の皆さんがデザインと主体的に関われ
る姿勢を涵養することを目的としています。

【到達目標】
今日の社会におけるデザインの位置づけ、デザインが社会の中でど
のように機能しているかを理解します。
具体的なデザインの実践内容とその担い手の想いに触れ、デザイン
の意図や目指すところを理解します。
これからの自らの活動にデザインの方法論を反映させていくための
視野を養い、実践の素地をつくります。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
デザインがどのような目的意識のもとで、どのような「社会システ
ム」として構築され機能しているのか。社会において何が課題とさ
れ、それに対してデザインとしてどういった提案ができるのか。デ
ザインには何が期待されているのか。これらの考察を促すために、
多様なデザインの事例紹介を軸とした講義を実施します。
授業期間の前半では社会とデザインの関係を理解するための基礎的
な講義を実施、中盤での途中まとめを挟んで、後半に具体事例の紹
介・解説を実施して、最後の総括へと至る予定です。
事例は様々な分野のグッドデザイン賞の受賞事例を題材とします。
そこから読み取れる目的性、意義、特色、可能性などについて掘り
下げていきます。授業で取り上げるデザインの事例やテーマは、な
るべくその時々の社会の状況に則したものを選択していきます。な
お、事例の紹介においては、デザインの当事者を外部講師としてお
招きして講義を行う回も設ける想定です。
成績評定は期間中に1回課すレポートの成果を主体に行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス／グッド

デザイン賞の紹介
・講師自己紹介
・本授業の内容展開のベースと
なる「グッドデザイン賞」に関
する説明（歴史および概念など）

2 社会の変化とデザイ
ンの変化

社会の変化と、デザインの対象
及び目的の拡張との関係に関す
る考察

3 最新グッドデザイン
賞から見るデザイン
の諸相

最新グッドデザイン賞受賞対象
から見えてくること

4 デザインの対象 製造中心から情報化・サービス
化への移行に伴うデザインの展
開

5 デザインの本質 デザインに期待されることの本
質

6 デザインの本質 デザインに期待されることの本
質

7 中間まとめ 最新のグッドデザイン大賞候補
などを題材に、今日におけるデ
ザインの意義を確認

8 事例：社会課題とデ
ザイン

福祉のためのデザイン事例

9 事例：社会課題とデ
ザイン

地域社会活性のためのデザイン
事例

10 事例：社会課題とデ
ザイン

環境保全のためのデザイン事例

11 事例：社会課題とデ
ザイン

地方自治のためのデザイン事例

12 事例：社会課題とデ
ザイン

自律的社会づくりのためのデザ
イン事例

13 デザインへの批判的
省察

「人間中心」という今日のデザイ
ンにおける基礎的な考え方に対
する批判的考察

14 最終まとめ 総括およびレポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
つねに社会の動向、人々の関心、情報の流れを意識して、デザイン
がそれらとどのように関わっているかに目を向けるようにしてくだ
さい。「デザインは社会の変化と相関する」「誰に対しても・どのよ
うなことに対してもデザインが関わる」という認識のもと、自らが
関心のある事象に対して「デザインの対象として捉えてみる／そこ
にデザインがどのように関われるか探ってみる」という視点を持ち
続けてください。そうした関心へ応えられる授業内容を目指したい
と思います。
授業内で紹介したデザインの事例について、積極的に追加情報を得
て自らの関心事となるように心がけてください。
2024年11月に東京都内で開催する予定の、最新グッドデザイン賞
受賞作の紹介イベントを視察することを勧めます。様々な領域と分
野に広がっているデザインの最新の実践例に触れることができます。
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし（授業時間内で指示することがあります）

【参考書】
特になし（授業時間内で指示することがあります）

【成績評価の方法と基準】
授業の期間中を通じて1回課すレポートの成果を主体に、授業への
参加度も加えて総合的に判断して評定を実施します。レポートとし
て課す内容は、授業への参加度合いが著しく低い場合には対応が難
しいテーマを想定しています。なお、テストは行わない予定です。
出席度数が高くてもレポートの提出が行われなかったり、授業内容
の理解度・解釈度が希薄なレポート内容であるとみなした場合（一
度も授業に出席しなくても書けるような観念的な内容に終始してい
る場合など）は合格評価をしません。
評価の内訳：
レポート提出（100％）

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに務めてい
ます。
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【その他の重要事項】
担当講師がグッドデザイン賞の事業運営に携わっているため、本授
業で扱う内容は、基本的にグッドデザイン賞を通じたことがベース
になる点を、前提として予め承知しておいてください。なお、グッ
ドデザイン賞はデザインのあり方や価値を定める絶対的な正解や正
論ではありませんから、この授業で受講者の皆さんへ「正しいデザ
インを教える」といった意図はありません。あくまでも皆さんのデ
ザインの見方や考え方のサポートとなるべく、グッドデザイン賞と
いうフィルターを通じたケーススタディを提示していると理解して、
授業に臨んでもらえるのがよいでしょう。その上で、自分自身はデ
ザインのあり方に対してどのように考えるか、この授業を受講者自
らの思考を巡らせるきっかけとしてもらいたいと考えます。
グッドデザイン賞という制度に対する疑問や不信感を持っているよ
うな人だと、授業内容への関心が持てないことが予想されるため履
修は薦めません。
なお、この授業では実技習得目的での、描写や造形や編集行為など
に関する演習・ワークショップの類は実施しません。
レポートを課す際は、原則的に提出締め切り日の一ヶ月前には予告
を行います。またレポートは原則として授業支援システムを介して
のデータでの提出・受取とします。
当シラバスで記した「授業計画」に関して、取り上げる事例の順番
やテーマはその時々の社会情勢などを反映して、当初想定から変更
することがあります。

【Outline (in English)】
This course is provides a basic course in contemporary design.
Participants will learn about the concepts that form the basis of
design in this day and age, along with the individual principle
components of design̶ that is, the “theory of design,” through
various subjects of design, case studies, and more. In doing
so, the goal is not master design-technic, but to foster within
each participant the perspectives necessary to uncover social
challenges and link them to solutions, as well as an awareness
of design as a way to proactively build a more livable and
hopeful society for all.
< Learning activities outside of classroom>
Always be aware of social trends, people’s interests, and
information flows, and pay attention to how design is related
to them. Based on the recognition that "design correlates
with social changes" and "design is involved with everyone and
everything," please keep in mind the viewpoint that "design is
an object of study" and "design is an object of study" for the
events you are interested in. We aim to provide class content
that responds to such interests.
Please be sure to actively seek additional information about the
design examples introduced in class and make them your own
interests.
Students are encouraged to visit the event introducing the
latest Good Design Award winners, which is scheduled to be
held in Tokyo in November 2024. You will be exposed to the
latest examples of design practice spread across a variety of
domains and disciplines.
The standard preparation and review time for this class is 1
hour each.
< Grading Criteria /Policy>
Grading will be based mainly on the results of one report
assigned throughout the class period, as well as overall
judgment based on class participation. The content of the
report is intended to cover topics that would be difficult to deal
with if the level of participation in class is significantly low. No
tests will be given.
If a student does not submit a report even though his/her
attendance is high, or if the content of the report is deemed
to be of a low level of understanding and interpretation of the
class content (e.g., if the content is so conceptual that it could
be written without ever attending class), the student will not
receive a passing grade.
Breakdown of evaluation : Report submission (100%)
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図形科学基礎演習X

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の
役割、図面の必要性と図面の基礎概
念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達す
る

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達
する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面
様式の理解。図面の整合性、中心線
の定義、図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点
の理解。アプリケーションの起動及
びファイルの保存、図形描画ツール
の理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの
理解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基
本操作、演習課題1：三角法による
幾何形体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基
本操作、演習課題2：三角法による
幾何形体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理
解。演習課題3：三角法による幾何
形体の作図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（断面図、寸法記入、（定義づけ）
整合性の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting.
（Learning activities outside of classroom）
Be sure to review your lessons.
Self-directed learning of basic CAD operations.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
(Grading Criteria /Policy）
Attendance (deduction method)
Active class participation and class attitude will be evaluated.
Assignment submission (100%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図形科学基礎演習Y

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の
役割、図面の必要性と図面の基礎概
念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達す
る

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達
する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面
様式の理解。図面の整合性、中心線
の定義、図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点
の理解。アプリケーションの起動及
びファイルの保存、図形描画ツール
の理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの
理解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基
本操作、演習課題1：三角法による
幾何形体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基
本操作、演習課題2：三角法による
幾何形体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理
解。演習課題3：三角法による幾何
形体の作図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（断面図、寸法記入、（定義づけ）
整合性の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting .
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

COT100ND（計算基盤 / Computing technologies 100）

データ処理基礎演習

髙田　美樹

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大量のデータを比較的容易に収集・蓄積できるようになった現代においては，
膨大なデータの中から有益な情報をいかに抽出するかが重要になる．各種デー
タを統計的に処理する際に必要となる概念や手法の基礎について演習を通し
て学ぶ．
【到達目標】
・表計算ソフト（Microsoft Excel）の基本的な操作ができる．
・データを整理し分布をグラフで表現することができる．
・平均・分散などの代表値を用いて分布の特徴を把握することができる．
・2次元データをまとめ，2変数間の関係を調べることができる．
・確率や統計的推測（集団の一部分から得られたデータに基づいて集団全体の
特徴を推測する方法）の基礎知識を習得している．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
1次元および2次元データのまとめ方，統計的推測について演習を行いながら
学ぶ．
動画により予習を行い，講義の時間に演習もしくは小テストによって理解度
を確認・定着するということを繰り返す形式で授業を進める．
演習には Microsoft Excel を多用する．課題の提示やお知らせには授業支援
システムを用い，課題の回収や小テストの実施はClassroomを利用する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的・進め方についての説明

と授業で扱う内容の概説を行う．
2 Excelの基礎 Excelの基礎（基本操作・相対参照/絶

対参照・Excel関数）について学ぶ．
3 データの記述・グラフに

よる分布の把握（基本）
データの種類とデータのまとめ方の
基本的な方針について理解した後，
度数分布表・ヒストグラム・その他
のグラフについて，Excelによる作
成方法を含めて基本を学ぶ．

4 データの記述・グラフに
よる分布の把握（応用）

データの記述・グラフによる分布の
把握を応用して演習を行う．

5 数値による分布の把握
（基本）

分布の中心的位置を表す数値（平均
値・中央値・最頻値）と広がりを表
す数値（分散・標準偏差・四分位数）
について，その意味と活用方法につ
いて学ぶ．また，標準化について基
本を学ぶ．

6 数値による分布の把握
（応用）

数値による分布の把握を応用して演
習を行う．

7 前半の内容に関する演習 前半の内容に対し、自分で収集した
データを統計的に処理する演習を行
う．

8 2次元データの記述（質
的変数）

分割表・連関係数・カイ2乗値につ
いて理解し，2変数（質的変数）間の
関係を把握する方法を学ぶ．また，
カイ2乗検定（独立性の検定）につい
て学ぶ．

9 2次元データの記述（量
的変数）

散布図・相関係数について理解し，2
変数（量的変数）間の関係を把握す
る方法を学ぶ．また，回帰直線につ
いて学ぶ．

10 2次元データの記述（演
習）

2次元データの記述に関する演習を
行う．

11 確率・確率変数 統計的推測を学習するための準備と
して，確率と確率変数の基本事項
（確率分布・期待値・分散）や正規分
布について学ぶ．

12 統計的推測（母平均・母
比率の推定）

標本抽出・標本分布・中心極限定理
を理解し，統計的推測（点推定・区
間推定・仮説検定）の基礎について
学ぶ．統計的推測では，おもに母平
均の母推定と比率の推定を扱う．

13 統計的推測（母平均の差
の推定）

母平均の差の推定について学ぶ．

14 後半の内容に関する演習 後半の授業内容の復習を行い、自分で
収集したデータに関する分析を行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
オンデマンド動画により事前の予習をしてから講義に参加する．講義では、予
習の内容を定着させる演習を行う．その日の内容を復習して，演習を完成さ
せる．
　
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする．
【テキスト（教科書）】
指定しない．授業支援システム上にて講義資料を配布する．
【参考書】
適宜紹介する．
【成績評価の方法と基準】
講義中の小テスト55% 2回の演習課題45%，により評価する．
4回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・授業時間を有効活用するため，基礎的内容については授業前に理解・確認し
ておくよう事前にオンデマンド動画で予習をすることとする．
・実習用のデータの所在がわかりにくいという意見があり、所在を明確にする．
【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：演習等に利用する．毎回持参すること．
・授業支援システム：お知らせの配信，資料・スライドの配布，課題の提示等
に利用する．
・Classroom：課題の回収，授業内小テスト・課題の評価などに利用する。
【その他の重要事項】
法政大学のメールアドレスにメールを送ることがあるので，メールの確認を
怠らないこと．
【オフィスアワー】
メールで対応する。
miki.takata.43@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Learning Objectives】
In this course, through exercises in Microsoft Excel students will learn
fundamental concepts and techniques for describing and analyzing
statistical data.
【Learning activities outside of classroom】
Before each class meeting, students will be expected to spend two hours
to understand the course content
【Grading Criteria /Policy】
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 25%、Short reports : 20%、in class contribution:
55%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

COT100ND（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング基礎演習X

青山　翔吾

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業では「ものつくり」における工学シミュレーションや様々なデーター
処理にに対する，より高度な処理能力を身につけることを目的として，プログ
ラミング技術を学ぶ．プログラミング言語としては，表計算ソフトのアドイ
ン・プログラミング言語であるVBA(Visual Basic for Application)を用いる．
【到達目標】
　実習をとおして，以下の技能を身につける．
　１）VBAによるマクロプログラム作成能力
　２）一般的なプログラミング・スキルの基礎
また，アルゴリズムの検討をとおして，論理的思考を身につける，
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
　本講義２コマ続きで１つのテーマの学習を行う．はじめに，レジメを用いて
学ぶべき内容の解説を行い，その後，講義で学んだ知識をもとに演習を行う．
演習時にはヒントを出すものの，自ら演習課題を解くことで，問題を解決する
ためのスキルを身につける．演習課題の解答は，授業支援システムに掲載す
るが，学生の理解度に応じて，次回講義の最初に追加説明を行うことがある．
　前半の6回は，プロラムを書くための基礎的な規則（文法）を学び，基礎的
なスキルを身につける．次の6回は，少しまとまったプログラムを作成するこ
とで，実務的なレベルのスキルを身につける．最後の3回は，まとまったプロ
グラムを記述するためのスキルを身につけ，さらに具体的なな課題をとおし
てVBAを活用する能力を身につける．
　宿題となった課題については、次回の授業で解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 VBAプログラミング技

法概論（プログラム開発
環境）

表計算ソフト (Excel)におけるマク
ロプログラミングを行う際に必要で
あるVisual Basic Editor (VBE)の
機能を理解し，実際に VBEを用い
て簡単なプログラムをコーディング
できるようになる
　①Visual Basic Editor (VBE)の
使い方
　②Work SheetとCommand
Buttonの操作
　③Visual Basic for Application
(VBA)による簡単なプログラムの
コーディング

2 プログラミングの基礎
（１）

演算を行う上で最も基本的な文法の
うち，データの型について理解し，
実際に簡単なプログラミングを行え
るようになる
　①データの型と宣言
　②定数・変数
　③代入文
　④式と演算
　⑤数学関数

3 プログラミングの基礎
（２）

条件判断により演算の制御を行う最
も基本的な文法を理解し，実際に簡
単なプログラミングを行えるように
なる
　①関係演算子と関係式
　②論理演算子と論理式
　③条件判断

4 プログラミングの基礎
（３）

For文を用いた繰り返しによる演算
の制御に関する基本的な文法を理解
し，実際に簡単なプログラミングを
行えるようになる．
　① for文
　②ループ変数（初期値式，終値式，
増分式）
　③端末文（Next文）

5 プログラミングの基礎
（４）

配列の使い方について理解し，配列
を利用したプログラミングが行える
ようになる
　①配列の宣言
　②部分範囲指定配列

6 プログラミングの基礎
（５）

配列の使い方の応用と，配列を用い
た演算ができるようになる．
　①動的配列
　②配列の演算

7 プログラム単位（１） 関数プロシージャについて理解し，
関数プロシージャを用いて複数の処
理を整理してプログラミングが行え
るようになる
　①関数プロシージャの宣言
　②関数プロシージャの呼び出し
　③引数並び

8 プログラム単位（２） サブルーチンプロシージャについて
理解し，サブルーチンプロシージャ
を用いて複数の処理を整理してプロ
グラミングが行えるようになる
　①サブルーチンプロシージャの
宣言
　②サブルーチンプロシージャの呼
び出し
　③引数並び
課題実習５：サブルーチンプロシー
ジャを利用したプログラミング

9 図形処理（１） Excelシート上への描画技術の基礎
を理解し、簡単な作図ができるよう
になる。
　①座標系
　②直線の描画
　③オートシェイプ

10 図形処理（２） Excelシート上への描画技術を活用
して、具体的なグラフなどの作画が
できるようになる。
　①ポイント座標系とユーザー座
標系
　②折れ線グラフの描画
　③ラベルの表示

11 Excel操作マクロ（１） Excel操作マクロについて理解し，
Excelの機能を活用した簡単なプロ
グラミングを行えるようになる
　①ワークシートの操作
　②ウィンドウの操作

12 Excel操作マクロ（２） 前回に引き続き，Excel操作マクロ
について理解し，Excelの機能を活
用した簡単なプログラミングを行え
るようになる
　①セルの操作

13 応用プログラミング
（１）

理解度を確認するためのプログラム
の作成
総合課題：健康管理システムの作成
（入力システム）

14 応用プログラミング
（２）

理解度を確認するためのプログラム
の作成
総合課題：健康管理システムの作成
（グラフ描画）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　学習支援システムに登録しているテキスト (pdfファイル)にしたがって授業
を進めるので，予めダウンロードし目をとをしておくこと．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする．
【テキスト（教科書）】
　テキストをpdfファイルにしたものが学習支援システムに登録されているの
で必要に応じてダウンロード可能である．
【参考書】
１．森口：Excel/Basic基礎指南，日本規格協会
２．H.Steven：Visual Basic言語リファレンス，インプレ
３．臼田他：Excelで学ぶ理工系シミュレーション入門，CQ出版
など
【成績評価の方法と基準】
授業中の課題　（50%）　各テーマ毎に行う演習とその確認試験をとおして，
基礎的な理解度を評価する
総合課題　　　（30%）　全体を通して得た知識を活用して，応用問題を解
決できる能力を評価する．
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

実習状況　　　（20%）　決められた時間内に課題を処理する能力を評価する．
ただし、出席日数が全体の2/3に満たない学生は評価の対象外 (E)とする．な
お，1時限目に30分以上遅れて入室した学生に関しては，特別な理由が無い
限り，当日は欠席扱いとする．また，１5分以上遅れた場合は遅刻とし，2回
の遅刻で1回の欠席とする．
【評価基準】
履修の手引きに記載されているS～Eまでの12段階評価基準に基づく．
【学生の意見等からの気づき】
　プログラム画面と解説画面（テキスト）を表示するが、できるだけテキス
トは印刷して準備しておくと作業しやすい．
【学生が準備すべき機器他】
　毎回，大学から貸与されたノートPCとインストールされたソフトウェア
（Microsoft Excel）を使用する．
【その他の重要事項】
2024年度は対面での講義を基本とする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this program, students acquire programming skills for engineering
simulations and various types of data processing. The programming
language VBA (Visual Basic for Application), an add-on programming
language for spreadsheet software, is used.
(Learning Objectives)
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1)Macro programming skills with VBA
2)Basics of programming skills
3)Logical thinking
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
(Grading Criteria /Policy)
Grading will be decided based on short reports (50%), term end report
(30%), and in class contribution (20%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

COT100ND（計算基盤 / Computing technologies 100）

プログラミング基礎演習Y

SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業では「ものつくり」における工学シミュレーションや様々なデーター
処理にに対する，より高度な処理能力を身につけることを目的として，プログ
ラミング技術を学ぶ．プログラミング言語としては，表計算ソフトのアドイ
ン・プログラミング言語であるVBA(Visual Basic for Application)を用いる．
【到達目標】
　実習をとおして，以下の技能を身につける．
　１）VBAによるマクロプログラム作成能力
　２）一般的なプログラミング・スキルの基礎
また，アルゴリズムの検討をとおして，論理的思考を身につける，
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
　本講義２コマ続きで１つのテーマの学習を行う．はじめに，レジメを用いて
学ぶべき内容の解説を行い，その後，講義で学んだ知識をもとに演習を行う．
演習時にはヒントを出すものの，自ら演習課題を解くことで，問題を解決する
ためのスキルを身につける．演習課題の解答は，授業支援システムに掲載す
るが，学生の理解度に応じて，次回講義の最初に追加説明を行うことがある．
　前半の6回は，プロラムを書くための基礎的な規則（文法）を学び，基礎的
なスキルを身につける．次の6回は，少しまとまったプログラムを作成するこ
とで，実務的なレベルのスキルを身につける．最後の3回は，まとまったプロ
グラムを記述するためのスキルを身につけ，さらに具体的なな課題をとおし
てVBAを活用する能力を身につける．
　宿題となった課題については、次回の授業で解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 VBAプログラミング技

法概論（プログラム開発
環境）

表計算ソフト (Excel)におけるマク
ロプログラミングを行う際に必要で
あるVisual Basic Editor (VBE)の
機能を理解し，実際に VBEを用い
て簡単なプログラムをコーディング
できるようになる
　①Visual Basic Editor (VBE)の
使い方
　②Work SheetとCommand
Buttonの操作
　③Visual Basic for Application
(VBA)による簡単なプログラムの
コーディング

2 プログラミングの基礎
（１）

演算を行う上で最も基本的な文法の
うち，データの型について理解し，
実際に簡単なプログラミングを行え
るようになる
　①データの型と宣言
　②定数・変数
　③代入文
　④式と演算
　⑤数学関数

3 プログラミングの基礎
（２）

条件判断により演算の制御を行う最
も基本的な文法を理解し，実際に簡
単なプログラミングを行えるように
なる
　①関係演算子と関係式
　②論理演算子と論理式
　③条件判断

4 プログラミングの基礎
（３）

For文を用いた繰り返しによる演算
の制御に関する基本的な文法を理解
し，実際に簡単なプログラミングを
行えるようになる．
　① for文
　②ループ変数（初期値式，終値式，
増分式）
　③端末文（Next文）

5 プログラミングの基礎
（４）

配列の使い方について理解し，配列
を利用したプログラミングが行える
ようになる
　①配列の宣言
　②部分範囲指定配列

6 プログラミングの基礎
（５）

配列の使い方の応用と，配列を用い
た演算ができるようになる．
　①動的配列
　②配列の演算

7 プログラム単位（１） 関数プロシージャについて理解し，
関数プロシージャを用いて複数の処
理を整理してプログラミングが行え
るようになる
　①関数プロシージャの宣言
　②関数プロシージャの呼び出し
　③引数並び

8 プログラム単位（２） サブルーチンプロシージャについて
理解し，サブルーチンプロシージャ
を用いて複数の処理を整理してプロ
グラミングが行えるようになる
　①サブルーチンプロシージャの
宣言
　②サブルーチンプロシージャの呼
び出し
　③引数並び
課題実習５：サブルーチンプロシー
ジャを利用したプログラミング

9 図形処理（１） Excelシート上への描画技術の基礎
を理解し、簡単な作図ができるよう
になる。
　①座標系
　②直線の描画
　③オートシェイプ

10 図形処理（２） Excelシート上への描画技術を活用
して、具体的なグラフなどの作画が
できるようになる。
　①ポイント座標系とユーザー座
標系
　②折れ線グラフの描画
　③ラベルの表示

11 Excel操作マクロ（１） Excel操作マクロについて理解し，
Excelの機能を活用した簡単なプロ
グラミングを行えるようになる
　①ワークシートの操作
　②ウィンドウの操作

12 Excel操作マクロ（２） 前回に引き続き，Excel操作マクロ
について理解し，Excelの機能を活
用した簡単なプログラミングを行え
るようになる
　①セルの操作

13 応用プログラミング
（１）

理解度を確認するためのプログラム
の作成
総合課題：健康管理システムの作成
（入力システム）

14 応用プログラミング
（２）

理解度を確認するためのプログラム
の作成
総合課題：健康管理システムの作成
（グラフ描画）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　学習支援システムに登録しているテキスト (pdfファイル)にしたがって授業
を進めるので，予めダウンロードし目をとをしておくこと．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする．
【テキスト（教科書）】
　テキストをpdfファイルにしたものが学習支援システムに登録されているの
で必要に応じてダウンロード可能である．
【参考書】
１．森口：Excel/Basic基礎指南，日本規格協会
２．H.Steven：Visual Basic言語リファレンス，インプレ
３．臼田他：Excelで学ぶ理工系シミュレーション入門，CQ出版
など
【成績評価の方法と基準】
授業中の課題　（50%）　各テーマ毎に行う演習とその確認試験をとおして，
基礎的な理解度を評価する
総合課題　　　（30%）　全体を通して得た知識を活用して，応用問題を解
決できる能力を評価する．
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

実習状況　　　（20%）　決められた時間内に課題を処理する能力を評価する．
ただし、出席日数が全体の2/3に満たない学生は評価の対象外 (E)とする．な
お，1時限目に30分以上遅れて入室した学生に関しては，特別な理由が無い
限り，当日は欠席扱いとする．また，１5分以上遅れた場合は遅刻とし，2回
の遅刻で1回の欠席とする．
【評価基準】
履修の手引きに記載されているS～Eまでの12段階評価基準に基づく．
【学生の意見等からの気づき】
　プログラム画面と解説画面（テキスト）を表示するが、できるだけテキス
トは印刷して準備しておくと作業しやすい．
【学生が準備すべき機器他】
　毎回，大学から貸与されたノートPCとインストールされたソフトウェア
（Microsoft Excel）を使用する．
【その他の重要事項】
2024年度は対面での講義を基本とする。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this program, students acquire programming skills for engineering
simulations and various types of data processing. The programming
language VBA (Visual Basic for Application), an add-on programming
language for spreadsheet software, is used.
(Learning Objectives)
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1)Macro programming skills with VBA
2)Basics of programming skills
3)Logical thinking
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
(Grading Criteria /Policy)
Grading will be decided based on short reports (50%), term end report
(30%), and in class contribution (20%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

デジタルデザイン演習X

土屋　雅人

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ビジュアルプログラミング言語のソフトウェア（TouchDesigner）
を駆使して、効率的で効果的なインタラクティブグラフィックの制
作技術力と、独創的で美しいメディアアートの表現力を養うことで、
感性豊かなデジタルデザイン力を身につける。

【到達目標】
デジタルツール（TouchDesigner）を用いた複数の課題テーマの制
作を通して、時間軸を伴ったメディアアートの企画力、それを実現
するビジュアルプログラミング力、およびコンピュータグラフィッ
クのデジタルデザイン力を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
複数の課題テーマに沿って独創性あるデザインコンセプトを創出す
るプロセスを体験し、それをデジタルコンテンツとして表現する各
種ソフトウェアの利用技術を学習しながら作品を制作する。課題の
最後には、作品についてのプレゼンテーションを行う（各課題は授
業の中で解説する）。提出された作品の中で特徴的なものを抽出し、
授業の中で教員が講評する。
授業の内容に応じて、一部オンラインで実施することもある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス メディアアートの先端技術の解

説とデジタルデザインの表現の
可能性について解説し、授業で
使用するソフトウェアを紹介
する。
ソフトウェア（TouchDesigner）
のインストールとオペレーター、
ツールバー、各種ウィンドウ、
マウス操作などの基本的な操作
インタフェースを紹介する。

2 ネットワークの制作
（2Dオブジェクト）

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（COMP、TOP、
CHOP、SOP、MAT、DAT）
を説明する。

3 ネットワークの制作
（3Dオブジェクト）
１

練習課題による作品制作を行う。
3Dオブジェクトのオペレータを
説明する。

4 ネットワークの制作
（3Dオブジェクト）
１

練習課題による作品制作を行う。
3Dオブジェクトのオペレータを
説明する。

5 ネットワークの制作
（3Dオブジェクト）
２

練習課題による作品制作を行う。
3Dオブジェクトのオペレータを
説明する。

6 ネットワークの制作
（レンダリング）２

練習課題による作品制作を行う。
レンダリングに必要なオペレー
タ（Geometry COMP、Light
COMP、Camera COMP、
Render TOP）を説明する。

7 ネットワークの制作
（アニメーション）１

練習課題による作品制作を行う。
アニメーションに用いるオペ
レータ（Transform TOP、
LFO CHOP、Noise CHOP）
を説明する。

8 ネットワークの制作
（アニメーション）２

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（Trail CHOP、
Math CHOP）を説明する。

9 ネットワークの制作
（マウスによるインタ
ラクション）１

練習課題による作品制作を行う。
マウスインタラクションに必要
なオペレータ（Mouse In
CHOP、Slider COMP）を説明
する。

10 ネットワークの制作
（マウスによるインタ
ラクション）２

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（Switch SOP）を
説明する。

11 ネットワークの制作
（スマートフォンによ
るインタラクション）
１

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（OSC In CHOP）
を説明する。

12 ネットワークの制作
（スマートフォンによ
るインタラクション）
２

練習課題による作品制作を行う。

13 プレゼンテーション
１

課題作品を用いたプレゼンテー
ションを全員で相互鑑賞し、教
員が講評する。

14 プレゼンテーション
２

課題作品を用いたプレゼンテー
ションを全員で相互鑑賞し、教
員が講評する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内での課題制作がタイトであるため、空き時間を使って適
宜作品のブラッシュアップを行うこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じてテキストを配布する。

【参考書】
「Visual Thinking with TouchDesigner」、松山周平 (著)、松波直
秀 (著)、ベン・ヴォイト (監修)、サムワンズガーデン (編集)、ビー・
エヌ・エヌ新社、2017年

【成績評価の方法と基準】
各課題の完成度，および授業態度を総合して評価する。
授業の平常点（40％）、各課題評価点合計（60％）
課題の内容、数に応じて配分を割り振る。

【学生の意見等からの気づき】
単位取得のためには、必ずすべての課題作品を提出すること。ひと
つでも未提出の課題があれば単位は認められない。
課題制作上、著作権の侵害がないよう十分に留意すること。安易に
他者のホームページ等から図像や音楽を複製しないこと。

【学生が準備すべき機器他】
大学支給のノートパソコンを使用する。作品データをの保存、バッ
クアップ、受け渡しのために、４ＢＧ以上のサイズのＵＳＢメモリ
を各自準備すること。

【その他の重要事項】
作成データの保存場所のディレクトリが重要になる。
それを移動すると動作しなくなるので注意が必要である。
授業の最初に説明するので、気を付けること。
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【Outline (in English)】
By studying a software of the visual programming language
(TouchDesigner), we will develop efficient and effective
interactive graphic technology and creative media art, so that
you can create intuitive digital design skills.
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to create objects following
each subject.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:40%, the quality of objects: 60%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

デジタルデザイン演習Y

中本　和宏

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ビジュアルプログラミング言語のソフトウェア（TouchDesigner）
を駆使して、効率的で効果的なインタラクティブグラフィックの制
作技術力と、独創的で美しいメディアアートの表現力を養うことで、
感性豊かなデジタルデザイン力を身につける。

【到達目標】
デジタルツール（TouchDesigner）を用いた複数の課題テーマの制
作を通して、時間軸を伴ったメディアアートの企画力、それを実現
するビジュアルプログラミング力、およびコンピュータグラフィッ
クのデジタルデザイン力を身につけることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
複数の課題テーマに沿って独創性あるデザインコンセプトを創出す
るプロセスを体験し、それをデジタルコンテンツとして表現する各
種ソフトウェアの利用技術を学習しながら作品を制作する。課題の
最後には、作品についてのプレゼンテーションを行う（各課題は授
業の中で解説する）。提出された作品の中で特徴的なものを抽出し、
授業の中で教員が講評する。
授業の内容に応じて、一部オンラインで実施することもある。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス メディアアートの先端技術の解

説とデジタルデザインの表現の
可能性について解説し、授業で
使用するソフトウェアを紹介
する。
ソフトウェア（TouchDesigner）
のインストールとオペレーター、
ツールバー、各種ウィンドウ、
マウス操作などの基本的な操作
インタフェースを紹介する。

2 ネットワークの制作
（2Dオブジェクト）

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（COMP、TOP、
CHOP、SOP、MAT、DAT）
を説明する。

3 ネットワークの制作
（3Dオブジェクト）
１

練習課題による作品制作を行う。
3Dオブジェクトのオペレータを
説明する。

4 ネットワークの制作
（3Dオブジェクト）
１

練習課題による作品制作を行う。
3Dオブジェクトのオペレータを
説明する。

5 ネットワークの制作
（3Dオブジェクト）
２

練習課題による作品制作を行う。
3Dオブジェクトのオペレータを
説明する。

6 ネットワークの制作
（レンダリング）２

練習課題による作品制作を行う。
レンダリングに必要なオペレー
タ（Geometry COMP、Light
COMP、Camera COMP、
Render TOP）を説明する。

7 ネットワークの制作
（アニメーション）１

練習課題による作品制作を行う。
アニメーションに用いるオペ
レータ（Transform TOP、
LFO CHOP、Noise CHOP）
を説明する。

8 ネットワークの制作
（アニメーション）２

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（Trail CHOP、
Math CHOP）を説明する。

9 ネットワークの制作
（マウスによるインタ
ラクション）１

練習課題による作品制作を行う。
マウスインタラクションに必要
なオペレータ（Mouse In
CHOP、Slider COMP）を説明
する。

10 ネットワークの制作
（マウスによるインタ
ラクション）２

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（Switch SOP）を
説明する。

11 ネットワークの制作
（スマートフォンによ
るインタラクション）
１

練習課題による作品制作を行う。
オペレータ（OSC In CHOP）
を説明する。

12 ネットワークの制作
（スマートフォンによ
るインタラクション）
２

練習課題による作品制作を行う。

13 プレゼンテーション
１

課題作品を用いたプレゼンテー
ションを全員で相互鑑賞し、教
員が講評する。

14 プレゼンテーション
２

課題作品を用いたプレゼンテー
ションを全員で相互鑑賞し、教
員が講評する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内での課題制作がタイトであるため、空き時間を使って適
宜作品のブラッシュアップを行うこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じてテキストを配布する。

【参考書】
「Visual Thinking with TouchDesigner」、松山周平 (著)、松波直
秀 (著)、ベン・ヴォイト (監修)、サムワンズガーデン (編集)、ビー・
エヌ・エヌ新社、2017年

【成績評価の方法と基準】
各課題の完成度，および授業態度を総合して評価する。
授業の平常点（40％）、各課題評価点合計（60％）
課題の内容、数に応じて配分を割り振る。

【学生の意見等からの気づき】
単位取得のためには、必ずすべての課題作品を提出すること。ひと
つでも未提出の課題があれば単位は認められない。
課題制作上、著作権の侵害がないよう十分に留意すること。安易に
他者のホームページ等から図像や音楽を複製しないこと。

【学生が準備すべき機器他】
大学支給のノートパソコンを使用する。作品データをの保存、バッ
クアップ、受け渡しのために、４ＢＧ以上のサイズのＵＳＢメモリ
を各自準備すること。

【その他の重要事項】
作成データの保存場所のディレクトリが重要になる。
それを移動すると動作しなくなるので注意が必要である。
授業の最初に説明するので、気を付けること。
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【Outline (in English)】
By studying a software of the visual programming language
(TouchDesigner), we will develop efficient and effective
interactive graphic technology and creative media art, so that
you can create intuitive digital design skills.
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to create objects following
each subject.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:40%, the quality of objects: 60%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR200ND（その他 / Others 200）

テクノロジー基礎論

山田　泰之、田中　豊、SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
製品をデザインする際に、そこで利用可能な技術の基礎を学ぶ。
内容は次のとおりである。
(1)電気回路と制御（ソン） (2)機械設計の基礎（山田） (3)機械工
学の基礎（田中）

【到達目標】
現在の技術の基礎を学ぶ。
市場にある製品が、どのような技術を基盤として成立しているか認
識できるようにする。また、製品企画の際に、その製品を開発する
ためには、どのような専門知識をもちいて、どのようなプロセスを
経なければならないかを認識できるようにする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
この授業は、複数教員（ソン、山田、田中）によるオムニバス方式
形式とする。
各教員によるそれぞれの分野の講義が終了した時点または毎時、授
業内試験を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
ソン ガイダンス

教材解説
本講義のガイダンス及び配布教
材の解説と開発環境設定を行う。

ソン 電気回路の基礎1 電気回路の基礎、電流と電圧、
直流回路について学ぶ。

ソン 電気回路の基礎2 抵抗の測り方、電流と電力、交
流回路について学び、電気回路
シミュレーターを動かしてみる。

ソン プログラミング演習 センサーとアクチュエーターに
ついて学び、配布教材を用いた
プログラミング演習（PWM制
御）を行う。

ソン 理解度確認試験 対面試験を予定
山田 デジタルファブリ

ケーションの基礎
3Dプリンタ等のデジファブを活
用するために，3DCAD，中間
ファイル，スライサ等の基礎と
利用方法を説明する。

山田 機械設計の基礎 目的に合わせた機械を設計する
ために必要な機械設計の基礎を
学ぶ。

山田 機械要素の基礎 様々な効果・機能を有した代表
的な機械要素とその仕組みや利
用方法を学ぶ。

山田 人間工学の基礎 機械を設計する上で，機械を利
用する人間についても理解が必
要である．人間工学の基礎を学
ぶことで，人間中心設計の導入
を行う。

山田 理解度確認試験 対面試験を予定
田中 材料の特性と加工方

法
材料にはたらく力，材料の特性，
応力とひずみ，材料の種類，加
工法

田中 機械系の三要素と運
動方程式

ばね・質量・ダンパ，はたらく
力と運動方程式，剛体の運動

田中 1自由度の振動系 減衰のない自由振動，固有振動
数，減衰のある自由振動，強制
振動

田中 理解度確認試験 対面試験を予定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
高校の物理Ⅰ程度の知識および、基本的なコンピュータリテラシー
を仮定する。不足している学生は、復習しておくことが望ましい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
とくに指定しない。

【参考書】
各担当者毎に、参考となる資料等を指示する。

【成績評価の方法と基準】
3回の授業内小試験の総合計で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
気がついたことは、授業内に希望意見として述べることが望ましい。

【学生が準備すべき機器他】
ノートＰＣ（開発環境を統一させるために、大学で配布したノート
PCが望ましい）

【その他の重要事項】
学習支援システムのお知らせを確認すること。

【Outline (in English)】
In this course students will learn about the fundamentals of
potential technologies for use in design through the following
topics:
1) Electrical Circuit and Control (Prof. Seong) 2) Fundamental
mechanical design (Associate Prof. Yamada) 3) Fundamental
mechanical engineering (Prof. Tanaka)
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content. Your
overall grade in the class will be decided based on the following
Short reports : 40%、in class contribution: 60%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR200ND（その他 / Others 200）

マネジメント基礎論

西岡　靖之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マネジメント基礎論では、システムデザイン学科の学生にとって必
要とされるマネジメントの基礎知識と初歩的な手法を学ぶ。マネジ
メントは、人、組織、そして企業活動におけるさまざまな活動を、与
えられた目的のために効果的に行うための技術である。本講義では、
経営者に限らず、これから組織の中で活動するすべての学生にとっ
て必要な理論と手法を解説する。

【到達目標】
マネジメントに関する基礎的な理論と手法を理解し、現実のさまざ
まな問題に対して応用することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
講義および簡単な演習課題により各回の授業は構成される。講義は、
ものづくりを行う企業を想定し、そこで展開されるビジネスの実務
の中で利用されているさまざまな手法について解説し、問題解決の
ための技術を習得する。また、実在する企業を事例としたケースメ
ソッドもあわせて行う。毎回簡単な課題を出し、各学生の理解度を
把握する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 イントロサクション

「モノづくりの会社」
に就職したら

マネジメントとは、
会社のしくみ、組織構造
社員、株主、得意先、仕入先
人事考課（評価方法）数量化理論

2回 「マーケティング」部
門に配属されたら

分布の把握（正規分布、確率／
統計）
需要予測（時系列解析）
仮説検定、ビックデータ解析
データマイニング（回帰分析、
クラスタ分析）

3回 「商品設計」部門に配
属されたら

マテリアルフロー解析（ネット
ワーク理論）
製品開発プロセス／品質機能
展開
パラメータ設計（線形計画法）
シミュレーション（モンテカル
ロ法）
原価企画（原価構造）

4回 「生産計画」部門に配
属されたら

生産計画／ローリング計画
資材所要量計算（ＭＲＰ）
負荷山積み／山崩し

5回 ケースステディ：企
業事例１

デザイン系企業における商品企
画

6回 「購買調達」部門に配
属されたら

評価手法（ＡＨＰ）仕入先選定
発注方式
発注点管理

7回 「在庫管理」＆「物流」
部門に配属されたら

ＡＢＣ分析（パレート図の作成）
在庫理論（経済的発注量）
在庫理論（安全在庫）
ロジスティクス（輸送問題、配
送問題）
サプライチェーンマネジメント
セービング法
施設配置問題（ネットワーク理
論）

8回 「製造技術（生産技
術）」部門に配属され
たら

待ち行列理論
ラインバランシング
ＱＣ工程表
レイアウト問題（グループテク
ノロジー）

9回 ケースステディ：企
業事例２

調達系企業におけるマーケティ
ング

10回 「工程管理」部門に配
属されたら

作業分析（ワークサンプリン
グ法）
スケジューリング理論
フローショップスケジューリ
ング
ボトルネック解析
カンバン方式と制御モデル
人間工学、学習曲線

11回 「品質管理」＆「設備
保全」部門に配属さ
れたら

生産計画・能力計画
田口メソッド（水準）
抜き取り検査で品質を保証する
管理図、グラフの種類（ＱＣ７
つ道具）
層別分析（検定）
信頼性工学
総合設備効率（ＯＥＥ）
ＦＭＥＡ（故障モード影響解析）
ＭＴＢＦ（平均故障間隔）とＭ
ＴＴＦ（平均故障時間）

12回 「情報システム」部門
に配属されたら

オブジェクト指向
データモデルと正規化
状態遷移モデル
検索効率と組合せ爆発

13回 ケースステディ：企
業事例３

老舗系企業におけるファイナン
ス

14回 「経営企画」＆「タス
クフォースチーム」
に配属されたら

原価計算／原価管理、スルー
プット会計
バランスド・スコアカード、Ｋ
ＰＩ
企業会計（ＢＳ／ＰＬ）を計算
する
ファイナンス、株式とエクイ
ティ、リアルオプション
プロジェクトマネジメント
ＰＥＲＴ／ＣＰＭ
ＰＤＰＣ法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
基礎論であるため予備知識は不要である。ただし、論理的な思考、数
学的な思考ができることが望ましい。授業中に出された課題や、講
義内容の復習は十分におこなっておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。毎回、講義後に資料を配布する。

【参考書】
その都度指定する。
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【成績評価の方法と基準】
各回の授業時間内におこなう課題の提出内容、および定期試験の成
績により評価する。３分の１以上欠席した学生は、評価の対象とし
ない（Ｄ評価とする）遅刻は２回で欠席１回と換算する。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。

【Outline (in English)】
In fundamental management theory, students of system design
will learn necessary fundamental management knowledge and
basic methods. Management is the process of effectively
driving the activities of humans, organizations and industry
towards their respective goals. This course will teach theory
and methodology necessary for not only business students but
also for activities within all organizations.
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DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

クリエーション基礎論

土屋　雅人、大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
クリエーション基礎論は、講義形式の授業となります。
前半、後半各７回ずつで教員が変わります。
本授業では、海外の文化を柔軟に取り入れながら発展してきた日本
の美の要素に関る知識と、現代のものやサービスのデザインに必要
な普遍的な美の表現形式に関する知識を習得します

【到達目標】
ものやサービスのデザインに必要な美的表現に関する基礎知識が習
得できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
本講義は対面を基本に行います。
講義全体は二部構成となり、第一部は１回目より７回目までを大西
教授、第二部は８回目から１４回目までを土屋教授の講義となりま
す。１回目はガイダンスが含まれます。
それぞれの講義概要は次の通りです。
第１部は、日本美術史にみる古典表現と現代美術・デザインの関り
について
第２部は、視覚情報伝達と情報価値、認知工学について

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス、お

よび日本美術のクリ
エーション１

本講義の概要、注意点、および
縄文・弥生・古墳／飛鳥・奈良
時代の美について解説します。

2 日本美術のクリエー
ション２

平安時代の美について解説しま
す。

3 日本美術のクリエー
ション３

鎌倉・南北朝／室町時代の美に
ついて解説します。

4 日本美術のクリエー
ション４

桃山・江戸時代①の美について
解説します。

5 日本美術のクリエー
ション５

江戸②／明治時代の美について
解説します。

6 日本美術のクリエー
ション６

大正・戦前戦後の美について解
説します。

7 日本美術のクリエー
ション７、授業内試
験

現代の美について解説します。
授業内試験を行います。

8 ビジュアルシンキン
グ

思考のための視覚表現を学びま
す。

9 グラフィックデザイ
ン

印刷媒体とグラフィックデザイ
ンの働きを学びます。

10 情報伝達と認知 情報の分類と理解の仕組みを学
びます。

11 ピクトグラムデザイ
ン

情報の記号化とピクトグラムの
役割を学びます。

12 サイン計画 情報伝達とサイン計画を学びま
す。

13 ダイアグラムデザイ
ン

メディアの変遷とダイアグラム
の機能を学びます。

14 情報価値の創造 情報の構造化とメディア、情報
価値の創造を学びます。
授業内試験を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
日本の美や美の表現形式に関する多くの知識を学ぶので、講義ノー
トをしっかりと取ることが重要です。
予習復習を行い、授業内容の理解を促すための課題は指示通りに提
出してください。
本授業の準備学習・復習時間は、各２時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて・授業内で配布
学習支援システムの教材にテキストを掲示

【参考書】
「増補新装カラー版日本美術史」、辻惟雄 (監修）、美術出版社
「日本美術史 JAPANESE ART HISTORY」、山下裕二(監修)、美術
出版
「グラフィックデザイン基礎講座」、大里浩二 (監修)、美術出版
「情報デザインのワークショップ」、山崎和彦他 (著)、丸善出版

【成績評価の方法と基準】
課題、試験の他、学習態度を平常点として評価します。
各課題合計（30％）、試験（40％）、平常点（30％）
２名の教員の成績の平均より評価判定します。

【学生の意見等からの気づき】
授業評価アンケートの結果を反映する。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
特になし

【Outline (in English)】
In this class, we will study about the elements of Japanese
beauty which have been evolved while incorporating foreign
cultures, and knowledge about the beauty of expression
necessary for the design.
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to write reports.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
Quality of objects:30%, Term-end examination:40%, In class
contribution:30%.
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OTR200ND（その他 / Others 200）

プレゼンテーション技術X

豊島　純子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　コミュニケーション能力は日本のみならず欧米やアジア諸国でも技術
者教育において育成すべき重要な能力と位置づけられています。とりわ
け学会や専門的な会合で自分のアイディアを発表する機会の多い理工系
学生は、高いプレゼンテーション能力が要求されます。
　この授業の目的は、自分が伝えたいことを聴衆に正しく理解してもら
い、共感してもらえるようになるための効果的なスキルやテクニックを
学び、自分らしくのびやかに自己表現できるようになることです。授業
では受講者同士が助け合いながらプレゼンテーションの上達をめざす協
働学習を行います。

【到達目標】
　この授業の到達目標は、"Audience First"を常に意識しながら聴衆の
心に響くプレゼンテーションを企画し実演できるようになることです。
　具体的に言えば「どのように自己表現すれば聴衆に理解され、共感し
てもらえるか?」を聴衆の立場にたって考え、自分らしく、自分も楽しみ
ながら、自信をもってプレゼンテーションができるようになることです。
　第一回日本語プレゼンテーションは「自分の情報や意図を聴衆にわか
りやすく伝えられること」、第二回日本語プレゼンテーションは「問題
を発見し解決策を提示して検証し、その解決策が有効なことを説得力を
もって示せること」、英語プレゼンテーションは「シンプルな英語で正し
く情報伝達できるようになること」を目標に練習していきます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」
に関連

【授業の進め方と方法】
　授業は講義とプレゼンテーション実習（B2357、B2358は同一内容)
からなり、対面とオンラインで行います。Face to Faceの対面プレゼン
テーションとオンライン・プレゼンテーションを効果的に行うためのテ
クニックやスキルを学び、練習します。オンライン授業時のURLは学習
支援システムの「お知らせ」を通じて9月半ば以降に周知します。受講
者は忘れずにチェックしてください。
　授業では構造的なストーリー、明快なビジュアル、効果的なフィジカ
ルメッセージを学習後、三種類のプレゼンテーション（日本語二回、英
語一回）に取り組んでいただきます。
　オンライン・プレゼンテーション実習ではZoomとGoogle Formsで
相互評価を行い、発表者は教員、TAとほかの受講者の feedback（FB）
を受けます。発表者はFBを読み、プレゼン録画を自己点検し、自らのプ
レゼンテーションの改善をはかります。
　第一回日本語プレゼンテーションは自分の情報を聴衆にわかりやすく
伝える「情報伝達型プレゼンテーション」、第二回日本語プレゼンテー
ションは研究発表へとつながる「問題解決型プレゼンテーション」を行
います。英語発表実習では、英語プレゼンテーションの基本であるTell
Them Three Times Approachを使って原稿を作成する方法を学び、発
音とイント－ネーションを練習後に実演します。また学会発表等に備え、
発表後に質疑応答の練習やディスカッションも行います。
　協働学習の一環として相互評価を行い、その際発表者以外の受講者は
PCやスマホを使って発表者にFBします。発表者のプレゼンテーション
をよく観察し、的確なアドバイスや建設的なコメントができるように練
習してください。さらに自分を客観視できるようにプレゼンテーション
のビデオ撮影を行います。発表者は自分のビデオ録画を自己点検し、講
義で学習した内容、教員、TA、クラスメートからのFBを参考に自らの
プレゼンテーションを振り返って自己省察レポートを書きます。そして、
そこから得た学びを次回のプレゼンテーションに反映させ改善させてい
きます。
　
　また、受講者は実演するだけでなく、クラスメートのプレゼンテーショ
ンを観察し自らと比較することで、自分の「強み」と「課題」を客観視す
る訓練を積みます。ありのままの自分を直視することは苦しくも楽しい
作業で、そのチャレンジを乗り越えると飛躍的に進歩します。半期の授
業を受講後、受講者は自分の「強み」と「課題」を十分理解し、より高
度なプレゼンテーションを行うべく次のステージに進んでいきます。一
人では難しい省察も、共に学ぶ仲間がいれば実現しやすくなります。

　この授業は受講者同士が助け合いながら、それぞれの課題を乗り越え
ていきますので、自らのプレゼンテーションを向上させるだけでなく、仲
間のプレゼンテーションの上達をサポートできるように積極的かつ真摯
に授業に取り組んでください。
　尚、詳しい授業計画は初回授業で説明します。授業の進捗具合、受講
者数によって日程、内容を変更する場合があります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業方針と進め方を説明し、プレ

ゼンテーション概説を学びます。
2 プレゼンテーション概

説とプレゼンテーショ
ンの三要素（Story
Message）についての
講義

明快なストーリーを組立てる際に
有効なTell Them Three Times
Approachを学びます。

3 プレゼンテーションの
三要素 (Visual &
Physical　
Messages)についての
講義

PPTスライド等視覚的資料の作り
方、印象的なプレゼンテーション
を実演するために有効なフィジカ
ルメッセージを学びます。

4 第一回日本語プレゼン
テーション実習（1）

テーマにそって第一回日本語プレ
ゼンテーションを行います。発表
はビデオ撮影します。発表者以外
は発表の相互評価をします。発表
後、発表者はビデオ録画と相互評
価結果を参考に省察レポートを書
きます。

5 第一回日本語プレゼン
テーション実習（2）

第一回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って二日目を実
施します。

6 第一回日本語プレゼン
テーション実習（3）

第一回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って三日目を実
施します。

7 ・第一回日本語プレゼ
ンテーションの振り返
りと総括
・第二回日本語プレゼ
ンテーションの説明
・英語プレゼンテー
ションの準備 (1)

授業の前半は第一回日本語プレゼ
ンテーションの講評を行います。
次に第二回日本語プレゼンテー
ション (問題解決型プレゼンテー
シ）の趣旨と取り組み方を学習し
ます。
後半はわかりやすい英語プレゼン
テーション原稿の作り方
（Informative Speech）を学びま
す。

8 ・第二回日本語プレゼ
ンテーションの準備
（テーマ検討）
・英語プレゼンテー
ションの準備 (2)

授業の前半は各自が考えてきた第
二回日本語プレゼンテーションの
テーマを検討しあいます。
後半は各自作成してきた英語原稿
をpeer reviewしあい、その後英
語口頭発表時の発音やイントネー
ションの練習を行って英語プレゼ
ンテーションに備えます。

9 英語プレゼンテーショ
ン実習 (1)

オンライン・英語プレゼンテー
ションの初日です。発表者以外は
相互評価を行います。発表者はプ
レゼンテーションの録画ビデオを
視聴し、相互評価結果を参考に省
察レポートを書きます。

10 英語プレゼンテーショ
ン実習 (2)

オンライン・英語プレゼンテー
ションの初日の方針に従って二日
目を実施します。
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11 第二回日本語プレゼン
テーション実習 (1)

第二回日本語プレゼンテーション
の初日です。プレゼンテーション
はビデオ撮影します。発表者以外
は発表の相互評価をします。発表
者はビデオ録画と相互評価結果を
参考に省察レポートを書きます

12 第二回日本語プレゼン
テーション実習 (2)

第二回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って二日目を実
施します。

13 第二回日本語プレゼン
テーション実習 (3)

第二回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って三日目を実
施します。

14 まとめ よりよいプレゼンテーションをめ
ざし半期にわたって学んできたプ
レゼンテーション技術のまとめを
行います。授業後半は今学期の自
分の学びを振り返り、最終レポー
ト（Final Reflection)を授業内で
書きます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業では学期中に三種類のプレゼンテーション（日本語プレゼンテー
ション二回、英語プレゼンテーション一回）を練習します。受講者は各
自授業外でプレゼンテーションの準備を行い、実演します。そしてプレ
ゼンテーション・スキルの向上のため、自分のプレゼンテーション録画
と相互評価結果を点検し、自己省察のレポートを書きます。また模範的
な英語プレゼンテーションを視聴して分析するなど、プレゼンテーショ
ン・スキルの向上に役立つ課題を授業外で学習します。本授業の準備学
習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教材は教員が準備し配布します。

【参考書】
・Garr Reynolds「プレゼンテーションZEN -プレゼンのデザインと伝
え方に関するシンプルなアイデア」株式会社ピアソン・エデュケーション
・Harrington,D.,& LeBeau,D.(2009). Speaking of Speech -Basic Pre-
sentation Skills for Beginners (New Edition) , Tokyo: MacMillan
Languagehouse
・Jonathan Schwabish著、高橋佑磨・片山なつ監訳、小川浩一約、「で
きる研究者のプレゼン術」(2020)、講談社

【成績評価の方法と基準】
プレゼンテーション　50%、課題　40%、授業への取り組み（出席含む）
10%
・3種類のプレゼンテーションすべてを実演することが単位取得の要件
です。
・不可抗力によるプレゼンテーション欠席の際は事由を速やかに報告し
てください。欠席理由の説明がない場合は放棄とみなします。
・3分の1を超える授業を欠席の場合、単位は不可とします。
・課題レポート（主にプレゼンテーション録画とクラスメートによる相
互評価結果を参考に発表終了後に書く自己省察レポート）を重視します。
プレゼンテーション実習を消化するだけではなく「そこから何を学び、ど
のように修正し、次のプレゼンテーションにつなげていくか？」という
前向きな姿勢が重要です。
・プレゼンテーション実習をすべて完了しても省察レポート等の課題が未
提出の場合、単位取得が難しくなる場合があります。課題は〆切を守っ
て期限内に提出するようにしてください。
・発表者に対して的確な相互評価とフィードバックができているかを重
視します。

【学生の意見等からの気づき】
　「大変有意義な授業だと思います。SD学科は発表が多いですが、フィー
ドバックを得る機会があまりないです。自分の長所と課題が明確になり、
上達できた。」、「Tell Them Three Times Approachを実践したら、自
分でもプレゼンが組み立てやすく、聴いていてもわかりやすいプレゼン
ができるようになった」、「FBを読んでビデオで自己点検するのは効果が
あると思った」、「プレゼンにおける声の抑揚やアイコンタクトの重要性
がよくわかった」、「他の人の発表を見ることで勉強になった。また、ク
ラスメートのコメントを読んで、自分では気づいていなかった長所がわ
かって嬉しかったし自信になった」等のコメントをいただきました。ま
た、発表回数を増やす提案や発表順に関する要望なども頂きましたので
検討します。
受講者の皆さんがしっかり自分と向き合って、プレゼンだけでなく人間
としても大きく成長されているのがわかり、大変頼もしく感じました。
相互評価とビデオ録画の有用性に関するコメントをたくさんいただいた
ので、今後も大いに活用してアクティブな授業を行っていきたいと思い
ます。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業に対応できるデバイスを用意してください。

【その他の重要事項】
　外資系保険業界で様々なプレゼンテーションを実践後、ニューヨーク
州立大学（ＵＢ）で理工系学生（STEAM）向けのテクニカル・コミュ
ニケーションを修了した教員が、相互評価とビデオによる自己点検を組
み合わせた協働学修を通して、効果的なプレゼンテーションを行うため
のスキルとテクニックを指導します。

【Outline (in English)】
Communication skill is vital to thrive in the global community.
Above all, presentation skill is one of the greatest career boosters
for engineers. This presentation course offers students oppor-
tunities to improve their presentation skills and techniques by
integrating video self-reflection and peer evaluation. The 14-week
course consists of the instructor’s lectures and the students’
presentation sessions. The students deliver their speeches in
Japanese and English after learning to structure presentations
using compelling visuals and powerful body language. Their
presentations will be video-recorded, and they will receive
constructive feedback from the instructor, teaching assistants, and
classmates. After checking the peer evaluation results and the
recorded video, the students will reflect on their performances and
write a self-reflection report for each presentation, which enhances
their presentation skills.
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OTR200ND（その他 / Others 200）

プレゼンテーション技術Y

豊島　純子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　コミュニケーション能力は日本のみならず欧米やアジア諸国でも技術
者教育において育成すべき重要な能力と位置づけられています。とりわ
け学会や専門的な会合で自分のアイディアを発表する機会の多い理工系
学生は、高いプレゼンテーション能力が要求されます。
　この授業の目的は、自分が伝えたいことを聴衆に正しく理解してもら
い、共感してもらえるようになるための効果的なスキルやテクニックを
学び、自分らしくのびやかに自己表現できるようになることです。授業
では受講者同士が助け合いながらプレゼンテーションの上達をめざす協
働学習を行います。

【到達目標】
　この授業の到達目標は、"Audience First"を常に意識しながら聴衆の
心に響くプレゼンテーションを企画し実演できるようになることです。
　具体的に言えば「どのように自己表現すれば聴衆に理解され、共感し
てもらえるか?」を聴衆の立場にたって考え、自分らしく、自分も楽しみ
ながら、自信をもってプレゼンテーションができるようになることです。
　第一回日本語プレゼンテーションは「自分の情報や意図を聴衆にわか
りやすく伝えられること」、第二回日本語プレゼンテーションは「問題
を発見し解決策を提示して検証し、その解決策が有効なことを説得力を
もって示せること」、英語プレゼンテーションは「シンプルな英語で正し
く情報伝達できるようになること」を目標に練習していきます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP5」
に関連

【授業の進め方と方法】
　授業は講義とプレゼンテーション実習（B2357、B2358は同一内容)
からなり、対面とオンラインで行います。Face to Faceの対面プレゼン
テーションとオンライン・プレゼンテーションを効果的に行うためのテ
クニックやスキルを学び、練習します。オンライン授業時のURLは学習
支援システムの「お知らせ」を通じて9月半ば以降に周知します。受講
者は忘れずにチェックしてください。
　授業では構造的なストーリー、明快なビジュアル、効果的なフィジカ
ルメッセージを学習後、三種類のプレゼンテーション（日本語二回、英
語一回）に取り組んでいただきます。
　オンライン・プレゼンテーション実習ではZoomとGoogle Formsで
相互評価を行い、発表者は教員、TAとほかの受講者の feedback（FB）
を受けます。発表者はFBを読み、プレゼン録画を自己点検し、自らのプ
レゼンテーションの改善をはかります。
　第一回日本語プレゼンテーションは自分の情報を聴衆にわかりやすく
伝える「情報伝達型プレゼンテーション」、第二回日本語プレゼンテー
ションは研究発表へとつながる「問題解決型プレゼンテーション」を行
います。英語発表実習では、英語プレゼンテーションの基本であるTell
Them Three Times Approachを使って原稿を作成する方法を学び、発
音とイント－ネーションを練習後に実演します。また学会発表等に備え、
発表後に質疑応答の練習やディスカッションも行います。
　協働学習の一環として相互評価を行い、その際発表者以外の受講者は
PCやスマホを使って発表者にFBします。発表者のプレゼンテーション
をよく観察し、的確なアドバイスや建設的なコメントができるように練
習してください。さらに自分を客観視できるようにプレゼンテーション
のビデオ撮影を行います。発表者は自分のビデオ録画を自己点検し、講
義で学習した内容、教員、TA、クラスメートからのFBを参考に自らの
プレゼンテーションを振り返って自己省察レポートを書きます。そして、
そこから得た学びを次回のプレゼンテーションに反映させ改善させてい
きます。
　
　また、受講者は実演するだけでなく、クラスメートのプレゼンテーショ
ンを観察し自らと比較することで、自分の「強み」と「課題」を客観視す
る訓練を積みます。ありのままの自分を直視することは苦しくも楽しい
作業で、そのチャレンジを乗り越えると飛躍的に進歩します。半期の授
業を受講後、受講者は自分の「強み」と「課題」を十分理解し、より高
度なプレゼンテーションを行うべく次のステージに進んでいきます。一
人では難しい省察も、共に学ぶ仲間がいれば実現しやすくなります。

　この授業は受講者同士が助け合いながら、それぞれの課題を乗り越え
ていきますので、自らのプレゼンテーションを向上させるだけでなく、仲
間のプレゼンテーションの上達をサポートできるように積極的かつ真摯
に授業に取り組んでください。
　尚、詳しい授業計画は初回授業で説明します。授業の進捗具合、受講
者数によって日程、内容を変更する場合があります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業方針と進め方を説明し、プレ

ゼンテーション概説を学びます。
2 プレゼンテーション概

説とプレゼンテーショ
ンの三要素（Story
Message）についての
講義

明快なストーリーを組立てる際に
有効なTell Them Three Times
Approachを学びます。

3 プレゼンテーションの
三要素 (Visual &
Physical　
Messages)についての
講義

PPTスライド等視覚的資料の作り
方、印象的なプレゼンテーション
を実演するために有効なフィジカ
ルメッセージを学びます。

4 第一回日本語プレゼン
テーション実習（1）

テーマにそって第一回日本語プレ
ゼンテーションを行います。発表
はビデオ撮影します。発表者以外
は発表の相互評価をします。発表
後、発表者はビデオ録画と相互評
価結果を参考に省察レポートを書
きます。

5 第一回日本語プレゼン
テーション実習（2）

第一回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って二日目を実
施します。

6 第一回日本語プレゼン
テーション実習（3）

第一回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って三日目を実
施します。

7 ・第一回日本語プレゼ
ンテーションの振り返
りと総括
・第二回日本語プレゼ
ンテーションの説明
・英語プレゼンテー
ションの準備 (1)

授業の前半は第一回日本語プレゼ
ンテーションの講評を行います。
次に第二回日本語プレゼンテー
ション (問題解決型プレゼンテー
シ）の趣旨と取り組み方を学習し
ます。
後半はわかりやすい英語プレゼン
テーション原稿の作り方
（Informative Speech）を学びま
す。

8 ・第二回日本語プレゼ
ンテーションの準備
（テーマ検討）
・英語プレゼンテー
ションの準備 (2)

授業の前半は各自が考えてきた第
二回日本語プレゼンテーションの
テーマを検討しあいます。
後半は各自作成してきた英語原稿
をpeer reviewしあい、その後英
語口頭発表時の発音やイントネー
ションの練習を行って英語プレゼ
ンテーションに備えます。

9 英語プレゼンテーショ
ン実習 (1)

オンライン・英語プレゼンテー
ションの初日です。発表者以外は
相互評価を行います。発表者はプ
レゼンテーションの録画ビデオを
視聴し、相互評価結果を参考に省
察レポートを書きます。

10 英語プレゼンテーショ
ン実習 (2)

オンライン・英語プレゼンテー
ションの初日の方針に従って二日
目を実施します。
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11 第二回日本語プレゼン
テーション実習 (1)

第二回日本語プレゼンテーション
の初日です。プレゼンテーション
はビデオ撮影します。発表者以外
は発表の相互評価をします。発表
者はビデオ録画と相互評価結果を
参考に省察レポートを書きます

12 第二回日本語プレゼン
テーション実習 (2)

第二回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って二日目を実
施します。

13 第二回日本語プレゼン
テーション実習 (3)

第二回日本語プレゼンテーション
の初日の方針に従って三日目を実
施します。

14 まとめ よりよいプレゼンテーションをめ
ざし半期にわたって学んできたプ
レゼンテーション技術のまとめを
行います。授業後半は今学期の自
分の学びを振り返り、最終レポー
ト（Final Reflection)を授業内で
書きます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業では学期中に三種類のプレゼンテーション（日本語プレゼンテー
ション二回、英語プレゼンテーション一回）を練習します。受講者は各
自授業外でプレゼンテーションの準備を行い、実演します。そしてプレ
ゼンテーション・スキルの向上のため、自分のプレゼンテーション録画
と相互評価結果を点検し、自己省察のレポートを書きます。また模範的
な英語プレゼンテーションを視聴して分析するなど、プレゼンテーショ
ン・スキルの向上に役立つ課題を授業外で学習します。本授業の準備学
習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
教材は教員が準備し配布します。

【参考書】
・Garr Reynolds「プレゼンテーションZEN -プレゼンのデザインと伝
え方に関するシンプルなアイデア」株式会社ピアソン・エデュケーション
・Harrington,D.,& LeBeau,D.(2009). Speaking of Speech -Basic Pre-
sentation Skills for Beginners (New Edition) , Tokyo: MacMillan
Languagehouse
・Jonathan Schwabish著、高橋佑磨・片山なつ監訳、小川浩一約、「で
きる研究者のプレゼン術」(2020)、講談社

【成績評価の方法と基準】
プレゼンテーション　50%、課題　40%、授業への取り組み（出席含む）
10%
・3種類のプレゼンテーションすべてを実演することが単位取得の要件
です。
・不可抗力によるプレゼンテーション欠席の際は事由を速やかに報告し
てください。欠席理由の説明がない場合は放棄とみなします。
・3分の1を超える授業を欠席の場合、単位は不可とします。
・課題レポート（主にプレゼンテーション録画とクラスメートによる相
互評価結果を参考に発表終了後に書く自己省察レポート）を重視します。
プレゼンテーション実習を消化するだけではなく「そこから何を学び、ど
のように修正し、次のプレゼンテーションにつなげていくか？」という
前向きな姿勢が重要です。
・プレゼンテーション実習をすべて完了しても省察レポート等の課題が未
提出の場合、単位取得が難しくなる場合があります。課題は〆切を守っ
て期限内に提出するようにしてください。
・発表者に対して的確な相互評価とフィードバックができているかを重
視します。

【学生の意見等からの気づき】
　「大変有意義な授業だと思います。SD学科は発表が多いですが、フィー
ドバックを得る機会があまりないです。自分の長所と課題が明確になり、
上達できた。」、「Tell Them Three Times Approachを実践したら、自
分でもプレゼンが組み立てやすく、聴いていてもわかりやすいプレゼン
ができるようになった」、「FBを読んでビデオで自己点検するのは効果が
あると思った」、「プレゼンにおける声の抑揚やアイコンタクトの重要性
がよくわかった」、「他の人の発表を見ることで勉強になった。また、ク
ラスメートのコメントを読んで、自分では気づいていなかった長所がわ
かって嬉しかったし自信になった」等のコメントをいただきました。ま
た、発表回数を増やす提案や発表順に関する要望なども頂きましたので
検討します。
受講者の皆さんがしっかり自分と向き合って、プレゼンだけでなく人間
としても大きく成長されているのがわかり、大変頼もしく感じました。
相互評価とビデオ録画の有用性に関するコメントをたくさんいただいた
ので、今後も大いに活用してアクティブな授業を行っていきたいと思い
ます。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業に対応できるデバイスを用意してください。

【その他の重要事項】
　外資系保険業界で様々なプレゼンテーションを実践後、ニューヨーク
州立大学（ＵＢ）で理工系学生（STEAM）向けのテクニカル・コミュ
ニケーションを修了した教員が、相互評価とビデオによる自己点検を組
み合わせた協働学修を通して、効果的なプレゼンテーションを行うため
のスキルとテクニックを指導します。

【Outline (in English)】
Communication skill is vital to thrive in the global community.
Above all, presentation skill is one of the greatest career boosters
for engineers. This presentation course offers students oppor-
tunities to improve their presentation skills and techniques by
integrating video self-reflection and peer evaluation. The 14-week
course consists of the instructor’s lectures and the students’
presentation sessions. The students deliver their speeches in
Japanese and English after learning to structure presentations
using compelling visuals and powerful body language. Their
presentations will be video-recorded, and they will receive
constructive feedback from the instructor, teaching assistants, and
classmates. After checking the peer evaluation results and the
recorded video, the students will reflect on their performances and
write a self-reflection report for each presentation, which enhances
their presentation skills.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカトロニクス演習

岩月　正見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　メカトロニクスとは，機械と電子，あるいはそれらを結びつける制御技術
が一体化した総合デザイン技術である．本演習のテーマは，メカトロニクス
の講義内容などを踏まえ，メカトロニクスのシステムを構成する基本的な要
素であるセンサやアクチュエータをマイクロコンピュータを用いて、様々な
機能を実装する手法を実習を通して学ぶ。
【到達目標】
・メカトロニクスシステムを構成する様々なセンサやアクチュエータの実際の
動きと制御方法を理解すること。
・各種センサやアクチュエータを制御するためのマイクロコンピュータの特徴
と機能を実装するための開発スキルを身につけること。
・コンセプトを決め，決められた条件（仕様）により，自由な発想で，具体的
なメカトロニクスシステムの作品を構築できること．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
　実習用のメカトロニクス教材を用いて，具体的なメカトロシステムのデザ
イン例を参考にしながら，実際のものづくり・メカトロシステムづくりの実
習をとおして，その考え方を学ぶ．
　テクノロジー系の3名の教員（小林・岩月・田中）が、マイクロコンピュー
タのプログラミング開発環境および各種センサやアクチュエータの基本的な
実装方法とそのプログラムについて解説し、各課題ごとに各自演習をこなす。
　最終課題は各自で作品のコンセプトを立案し，そのコンセプトに沿った創
造的なメカトロニクスシステムをデザインし，その作品を制作して発表する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンスと例題1 ガイダンス

・教材配布と確認
・ESP32の特徴
・M5Atom Lite解説
・開発環境構築
・ブレッドボードの使い方
例題
　・LEDを点滅させる
　・スイッチでON/OFFする

第2回 演習１ 演習
・点滅の時間を変化させる
・複数のLEDを交互に点滅させる
・スイッチでLEDをON/OFFする

第3回 例題２
　表示系　センサ系１

例題
・LEDの明るさを変える
・圧電スピーカを鳴らす
・LCDに文字を表示する
・接触を検知する
・つまみの角度を検知する
・光を検知する
・音を検知する

第4回 演習２
　表示系　センサ系１

例題　表示系
LEDの明るさを変える
圧電スピーカを鳴らす
LCDに文字を表示する
演習
・音を検知するとLEDのONとOFF
が切り替わる
・つまみの角度でLEDの明るさを変
える
・暗くなると圧電スピーカが鳴る
・触ると音階が鳴る楽器を作る
・可変抵抗の可変電圧をLCDに表示
する

第5回 例題３
　センサ系２

例題
・白黒を判別する
・距離を計測する
・加速度と角加速度を計測する
・温度と湿度を計測する

第6回 演習３
　センサ系２

演習
・白い物をかざすとLEDが点滅する
・物が近づくと圧電スピーカが鳴る
・ブレッドボードを縦や横にすると
赤や青のLEDが光る
・温度と湿度を液晶ディスプレイに
表示する

第7回 例題４
　アクチュエータ系１

例題
・サーボモータで角度を制御する
・ステッピングモータで角度を制御
する

第8回 演習４
　アクチュエータ系１

演習
・つまみの角度でモータの回転角を
制御する
・物の距離に応じてモータの角度が
変化する

第9回 例題５
　アクチュエータ系２

例題
・DCモータの正逆回転を制御する
・DCモータで回転速度を制御する

第10回 演習５
　アクチュエータ系２

演習
・白黒に応じてモータの正逆回転を
制御する
・つまみの角度でモータの回転速度
を制御する

第11回 応用演習１ 進捗状況をみて課題設定
第12回 応用演習２ 最終課題に向けての自由研究
第13回 最終作品発表　前半 最終課題に対するコンセプトと最終

作品の動作の様子を発表する．
第14回 最終作品発表　後半 最終課題に対するコンセプトと最終

作品の動作の様子を発表する．
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・シラバス内容を事前に確認する。
・実習用教材を用いて基本コンセプトと課題に対する作品を制作する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
必要に応じて各自がWEB等から資料を収集すること。
【参考書】
関連するプリントを配布する。
【成績評価の方法と基準】
課題（60％）および最終課題に対する作品制作とその発表会での動作や説明
に対する評価（40％）を基に，総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
実習用教材の故障に対する苦情が多く寄せられたので，事前のメンテナンス
等を慎重に行い対応する。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン
【Outline (in English)】
The aim of this practical course is to learn methods for implementing
various functions of sensors and actuators, being the basic elements
of mechatronics systems, through use of microcomputers, drawing on
topics from mechatronics lectures.
Students are required to confirm the contents of the syllabus in
advance and create works for basic concepts and assignments using the
distributed practice materials.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Comprehensive evaluation will be made on the basis of the assignments
(60%) and the evaluation of the student’s work on the final project and
the achievemnt and explanations at the presentation (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAN200ND（経営学 / Management 200）

マーケティング演習

野々部　宏司、遊橋　裕泰

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
商品やサービスを生み出すには，その前提として市場を知ることが大切であ
る。そのために必要なマーケティングの基本知識・技能を，今後の専門的，総
合的な学習・実習を行うための基礎素養として身につける。
【到達目標】
・商品やサービスを企画する際のマーケティングの役割とプロセスを理解する
こと
・マーケティングにおける企画検討と市場調査の方法を理解し，実践できる
こと
・市場調査結果を踏まえたマーケティングプランの作成を行えること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
毎回2コマ連続で実施する。
第1回・第2回でマーケティングの基礎概念を学ぶ。
第3回以降は，マーケティングの一連のプロセスを講義とグループワーク演習
によって実践的に学ぶ。
途中，ゲストスピーカー講演聴講によって，マーケティングの実際を学ぶ（変
更の可能性あり）。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，マーケティ

ングの視点
授業の目的や進め方の説明の後，
「作った商品・サービスを売るのでは
なく，売れる商品・サービスを作る」
というマーケティングの基本的な考
え方やマーケティングの視点につい
て，事例を交えて学ぶ。

2 マーケティングの理論
と基本概念

マーケティングの基礎概念としての
STP（セグメンテーション・ターゲ
ティング・ポジショニング），4P
（Product：商品政策・Promotion：
プロモーション政策・Place：流通政
策・Price：価格政策），マーケティ
ングミックスについて学ぶ。

3 商品・サービスの企画検
討（アイデア創出）

アイデア創出の方法を学び，新たな
商品・サービスのアイデアの検討を
行う。

4 商品・サービスの企画検
討（バリュープロポジ
ション）

バリュープロポジションの考え方を
学び，前回検討した新たな商品・
サービスのアイデアをもとに，グ
ループワークでマーケティング戦略
の検討を行う。

5 企画書の作成 前回に引き続き，マーケティング戦
略の検討を行い，企画書を作成する。

6 市場調査の基礎，定性市
場調査の基礎

前半で市場調査（定性調査・定量調
査）の基礎について学ぶ。後半で定
性的な市場調査の目的や方法につい
て学習し，インタビューの質問内容
をグループワークで検討する。

7 定性市場調査の実践（イ
ンタビュー）

学生相互にインタビューを実施する。

8 定量市場調査の理論と
実践（アンケート設計）

定量的な市場調査の目的や方法につ
いて学習する。代表的な消費者行動
の理論やアンケート設計の手法を学
び，顧客ニーズを把握するためのア
ンケート設計をグループワークで行
う。また，アンケート調査結果分析
の方法や集団の特徴を捉えるための
統計的手法について学ぶ。

9 中間発表 グループワークで検討してきた企画
案の中間発表を行い，プレゼンテー
ションに対するフィードバックを行
う。

10 定量市場調査の実践（ア
ンケート結果分析

アンケート調査結果の集計と仮説に
対する分析をグループワークで行う。

11 マーケティングプラン
の再検討（ビジネスモデ
ルキャンバス）

ビジネスモデルキャンバスの活用方
法について学ぶ。また，定性および
定量市場調査の結果を踏まえて，こ
れまでに検討してきた新たな商品・
サービスの企画案・マーケティング
プランの見直しを行う。

12 ゲストスピーカー講演 マーケティングに携わる実務家を招
き，取り組みの実際を紹介していた
だく。（都合により日程が変更になる
場合がある。）

13 マーケティングプラン
の再検討，発表準備

マーケティングプランの再検討，プ
レゼンテーションの準備をグループ
ワークで行う。

14 マーケティングプラン
発表会，総括

グループワークで検討してきた企画
とマーケティングプランについての
プレゼンテーションをグループごと
に行う。プレゼンテーションに対す
るフィードバックを行い，授業全体
を総括する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業内容の復習と課題の実施。
第4回以降，グループ単位での演習が中心となる．授業時間外にも共同作業が
できるよう適宜グループ内で調整すること。　
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
・西川英彦・廣田章光（編著）：「１からの商品企画」，碩学舎，2012年
適宜，補足資料を配布する。
【参考書】
・石井淳蔵・廣田章光（編著）：「１からのマーケティング」，第3版，碩学
舎，2009年（流通過程においてマーケティングを実践するための理論と事例
が紹介されている）
【成績評価の方法と基準】
・個人課題（40%）：個人レポート（ゲストスピーカー講演に関するレポート，
最終レポート），授業内課題
・グループ課題（60%）：商品・サービスの企画書，アンケート調査票，イン
タビュー質問票，アンケートの結果と分析，インタビューの結果と分析，マー
ケティングプランのプレゼンテーション
4回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とする．30分以上の遅刻は，
特別な理由がない限り欠席とみなす。遅刻は減点対象とする。
【学生の意見等からの気づき】
・グループワーク演習において，演習の内容や目的，位置づけを全員が明確に
意識するよう繰り返しそれらについて説明するようにしたい。
【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：講義・小テスト・グループワーク等で使用す
る。とくに指示がない限り，毎回持参すること。
・授業支援システム：お知らせ・資料配布・課題回収等に利用する。受講者は
必ず自己登録すること。
【Outline (in English)】
This course deals with fundamental concepts and techniques in
marketing. The goal of this course is to acquire basic knowledge and
skills in marketing that will be useful for producing products and
services required by consumers. Students will be expected to have
completed the required assignments. after each class meeting. Your
study time will be two hours for a class.
Grading will be decided based on individual assignments (40%) and
group assignments (60%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築生理心理１

川久保　俊

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築物は我々にとって重要な生活基盤、社会インフラである。特に住宅建築
物は、我々の安全を守り、休息する場を提供し、子孫を育む重要な生活の場
である。建築に関わる全ての関係者は、建築物を利用する側の「人」の立場
から建物との関わりを捉え、建築物に「住まう」ために要求される各種条件
を本質的に理解しておくことが必要である。そこで、本授業では住環境の概
念、住居の備えるべき各種条件、居住者としての身体特性、身体の各部位の
役割などを紹介し、建築生理心理の基礎を学習する。
【到達目標】
・住居が備えるべき諸条件を学ぶ。
・我々の人体反応の基礎を習得する。
・住環境が様々な場面で人体に影響を及ぼすことを学ぶ。
・居住者の健康を維持増進する上で、住環境を適切に整備することが重要であ
ることを理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では建築環境工学のうち、生理心理に係る事項を学習する。講義は
Powerpoint等で作成した資料を利用して進める。講義内容や課題に対する質
問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 導入 講義の設置目的、到達目標、概要の

紹介
2 環境の分類、住環境の概

念
環境の分類と住環境の概念整理。住
環境の構成要素

3 都市・地域環境とその評
価

住宅を取り巻く周辺環境の整備の意
義。都市・地域環境の評価

4 住居の備えるべき条件
（0）

伝統的住居に施された生活の工夫。
住居が備えるべき各種要件の概要の
理解

5 住居の備えるべき条件
（1）－「安全性」

日常安全（防犯、交通安全、生活安
全など）

6 住居の備えるべき条件
（1）－「安全性（続）」

災害安全（火災、風水害、地震など）
公害防止、伝染病防止、自然環境の
担保（通風、採光など）

7 住居の備えるべき条件
（2）－「健康性」

WHOによる健康の定義、シックハ
ウス問題、アスベスト問題、ヒート
ショック問題

8 住居の備えるべき条件
（2）－「健康性（続）」

自宅の健康性評価。各種疾病の有病
割合。オッズ比

9 住居の備えるべき条件
（3）－「利便性」

日常生活利便性、施設利便性、交通
利便性、社会サービス利便性

10 住居の備えるべき条件
（4）－「快適性」

適切な環境制御。光環境、音環境、
空気環境、温熱環境

11 住居の備えるべき条件
（4）－「快適性（続）」

非定常汚染質濃度、非定常室内温度
の計算

12 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性」

環境／社会／経済のトリプルボトム
ライン、世代間倫理、持続可能性の
評価

13 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性
（続）」

環境配慮技術、サステナブルデザイン

14 住居の備えるべき条件
（5）－「持続可能性
（続）」

持続可能な開発目標（SDGs）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回講義の中で膨大な数のキーワードに触れるため、帰宅後その内容を頭の中
で整理、消化し、次回の講義までに復習をしてくること。また、講義中に重
要な部分については計算問題やレポートを課すので、期末テストに備えて十
分に応用能力を養っておくこと。なお、本授業の準備学習・復習時間は、各2
時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。
参考書を複数例示するので、自身に合う参考書を入手して適宜予習・復習す
ることをお勧めする。
【参考書】
「住環境-評価方法と理論」浅見泰司他（東京大学出版会）。
「建築環境工学」加藤信介、土田義郎、大岡龍三（彰国社）。
「しくみがわかる建築環境工学: 基礎から計画・制御まで」上野佳奈子、鍵直
樹、白石靖幸、高口洋人、中野淳太、望月悦子。
「からだの地図帳」高橋長雄（講談社）。
「形と比例」岩中徳次郎（美術出版）。
「驚異の小宇宙・人体Ⅱ，脳と心」NHK取材班（NHK出版）。
「見えない空間性能」荒木睦彦（彰国社）。
「やさしい美術解剖図」J・シェパード（マール社）。
「心理学雑学事典」渋谷昌三（日本実業出版社）。
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【Outline (in English)】
Course outline: Buildings are important infrastructure for us.
Residential buildings, in particular, are important places of life that
protect our safety, provide places to rest, and nurture our descendants.
It is necessary for all parties involved in the construction to understand
the relationship with the building from the standpoint of the people
who use the building, and to have an essential understanding of the
various conditions required to "live in" the building. Therefore, this class
introduces the concept of the living environment, various conditions
that a house should have, physical characteristics as a resident, roles of
each part of the body, etc., and learns the basis of building physiological
psychology.
Learning Objectives: 1) To study the conditions under which a dwelling
house should be equipped, 2) To learn the basics of how the human
body reacts to the environment, 3) To understand that the living
environment affects the human body in various ways, 4) To understand
the importance of an appropriate living environment in maintaining and
improving the health of the residents.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.

— 225 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

材料の力学

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築材料の物理的性質と建築の基本部材である梁の力学的基礎
【到達目標】
材料の基礎的な力学理論からいかにして簡潔で美しい線材理論が導かれるか
を学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
人類は，生活圏内で手に入れることのできる材料を用いて，雨風を凌ぐための
建築空間を作ってきた。遺構を含め今日までの建築空間はそれぞれ用いた材
料の性質に制約を受けながらも，その可能性を最大限に引き出したものと言え
る。そこには材料に対するあまたの経験と理解に基づく人類の創意工夫があ
る。これを物理学の視点から整理統合し，予測可能な技術として発展させた
設計のための経験科学が材料の力学である。本講では建築空間を構成する基
本的な構造部材である梁や柱などの1次元部材を対象に材料の力学を論じる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概説 授業ガイダンス

スケジュール
成績評価方法

2 応力度とひずみ度（1） 力のつり合いと応力
応力度と強度
ひずみ度
構成方程式

3 応力度とひずみ度（2） 構成方程式
ポアソン比
せん断ひずみ度
せん断弾性係数

4 はりの応力度（1） 曲げを受けるはり
はりの曲げ応力
中立軸
断面係数

5 はりの応力度（2） 曲げモーメントとせん断力の関係
せん断応力度の分布
せん断流理論
せん断中心とねじり

6 軸力と曲げモーメント
の組み合わせ

軸力と曲げの連成
重ね合わせの原理
偏心軸力
断面の核

7 総合演習（1）：応力度
とひずみ度

授業内演習

8 はりの基本式 はりの基本式の導出
はりの基本式の応用

9 断面の性質 断面1次モーメントと図心
断面2次モーメントと断面係数
断面相乗モーメントと断面の主軸

10 はりの変形
モールの定理

はりの変形の求め方
モールの定理

11 総合演習（2）：はり理
論

授業内演習

12 座屈（1） オイラー座屈
座屈応力度，許容圧縮応力度
初期たわみ

13 座屈（2） 有効座屈長さ
ラーメンの座屈

14 総合演習（3）：座屈 授業内演習
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回までの講義板書内容を復習，実施された演習プリントの反復。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
Stephen P. Timoshenko: History of Strength of Materials, Dover, 1983,
Paperback.

【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：50％（各100点満点）
定期試験：50％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
ただし，定期試験で85点以上の者は，演習30%試験70%での評価とも比較し
て，よい方を評価素点とする。
また，連続3回欠席，通算で5回以上欠席したものは成績評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓
【その他の重要事項】
この授業と，春学期に同時開講される「部材の力学」で学んだ知識をもとに，
秋学期必修科目として開講される「骨組の力学」は展開されるため，非常に
重要である。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
Learn about the physical properties of building materials and the
basic mechanical theory of beams, which are the basic members of
architecture.
Learning Objectives:
Learn how a concise and beautiful wire theory can be derived from the
fundamental mechanical theory of materials.
Learning activities outside of classroom:
Review of previous lecture board content and repetition of exercises
printed in the conducted exercises.The standard preparation and review
time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

部材の力学X

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機能的で安全な建築物を設計するには，地震などの外力に対して，骨
組に生じる力を把握することが重要です。この授業では，構造力学
の基礎である静定力学を学びます。力の概念と力の釣り合い，そし
て骨組に生じる力の流れを可視化するのに役立つ応力図の作成方法
を説明します。力学の勉強は、絵でいえばデッサンに相当するもの
で，原理を理解すると共に、自ら手を動かして数多くの演習問題を
解くことが重要です。

【到達目標】
静定力学は，力の釣合い式を解くことで、トラス、ラーメンなど骨
組に生じる力を求めます。構造力学を学ぶ上で，重要な基礎となる
ものです。演習問題に取り組むことで，具体的な計算方法，力の作
図方法を習得します。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
・授業開始前に教材テキストを配布します。
・各回の授業で演習問題を出題します。各自で演習問題に取り組み，
解答を作成して次回の講義前に提出すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 力および合力 力、力の3要素、モーメント、偶

力、合力、力の三角形
2 力の合成 数式解法、図式解法、示力図、

連力図
3 力の釣合 数式解法、図式解法、
4 構造物に作用する力 荷重、支持点、反力、静定と不

静定、静定構造物
5 静定構造物の反力

（1）
静定梁、静定梁の反力

6 静定構造物の反力
（2）

静定ラーメン、静定ラーメンの
反力

7 中間試験 試験・解説
8 静定梁の断面力（1） 荷重、断面力、せん断力、曲げ

モーメント
9 静定梁の断面力（2） 各種荷重を受ける片持梁の断面

力
10 静定梁の断面力（3） 各種荷重を受ける単純梁の断面

力
11 静定ラーメンの解法

（1）
片持型ラーメン、単純梁型ラー
メン

12 静定ラーメンの解法
（2）

3ヒンジ型ラーメン、3ローラー
型ラーメン

13 静定トラスの解法
（1）

トラスの基本原理、数式解法、
節点法

14 静定トラスの解法
（2）

図式解法、クレモナ図、切断法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業開始前に出題された演習問題に取り組み，次回の授業前
までに解答を作成して提出すること。
本授業は，演習問題の解法の自習に100分，そして演習問題解答と
復習の時間に各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。

【参考書】
とくになし

【成績評価の方法と基準】
中間試験（２０％）、期末試験（５０％）、演習提出物（３０％）

【学生の意見等からの気づき】
とくになし

【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to design functional and safe buildings, it is important
to understand the forces that occur in the framework in
response to external forces such as earthquakes. In this
course, students learn about static determinacy mechanics, the
foundation of structural mechanics. The course explains the
concept of force, the balance of forces, and how to create stress
diagrams to help visualize the flow of forces in a framework.
Studying mechanics is the equivalent of drawing in painting,
and it is important to understand the principles as well as to
do numerous exercises on your own with your hands.
【Learning Objectives】
Static determinacy mechanics solves the force balancing
equation to obtain the forces in a framework, such as a truss or
ramen. It is an important foundation for learning structural
mechanics. By working on exercises, students will learn
specific calculation methods and force drawing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to work on the exercises before the
beginning of each class, and to prepare and submit their
answers before the next class.
The standard class time is 100 minutes for self-study of how
to solve the exercises, and 2 hours each for answering the
exercises and reviewing.
【Grading Criteria /Policy】
Mid-term exam (20%), final exam (50%), and exercise
submissions (30%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

部材の力学Y

西薗　博美

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
機能的で安全な建築物を設計するには，地震などの外力に対して，骨
組に生じる力を把握することが重要です。この授業では，構造力学
の基礎である静定力学を学びます。力の概念と力の釣り合い，そし
て骨組に生じる力の流れを可視化するのに役立つ応力図の作成方法
を説明します。力学の勉強は、絵でいえばデッサンに相当するもの
で，原理を理解すると共に、自ら手を動かして数多くの演習問題を
解くことが重要です。

【到達目標】
静定力学は，力の釣合い式を解くことで、トラス、ラーメンなど骨
組に生じる力を求めます。構造力学を学ぶ上で，重要な基礎となる
ものです。演習問題に取り組むことで，具体的な計算方法，力の作
図方法を習得します。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
・授業開始前に教材テキストを配布します。
・各回の授業で演習問題を出題します。各自で演習問題に取り組み，
解答を作成して次回の講義前に提出すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 力および合力 力、力の3要素、モーメント、偶

力、合力、力の三角形
2 力の合成 数式解法、図式解法、示力図、

連力図
3 力の釣合 数式解法、図式解法、
4 構造物に作用する力 荷重、支持点、反力、静定と不

静定、静定構造物
5 静定構造物の反力

（1）
静定梁、静定梁の反力

6 静定構造物の反力
（2）

静定ラーメン、静定ラーメンの
反力

7 中間試験 試験・解説
8 静定梁の断面力（1） 荷重、断面力、せん断力、曲げ

モーメント
9 静定梁の断面力（2） 各種荷重を受ける片持梁の断面

力
10 静定梁の断面力（3） 各種荷重を受ける単純梁の断面

力
11 静定ラーメンの解法

（1）
片持型ラーメン、単純梁型ラー
メン

12 静定ラーメンの解法
（2）

3ヒンジ型ラーメン、3ローラー
型ラーメン

13 静定トラスの解法
（1）

トラスの基本原理、数式解法、
節点法

14 静定トラスの解法
（2）

図式解法、クレモナ図、切断法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業開始前に出題された演習問題に取り組み，次回の授業前
までに解答を作成して提出すること。
本授業は，演習問題の解法の自習に100分，そして演習問題解答と
復習の時間に各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。

【参考書】
とくになし

【成績評価の方法と基準】
中間試験（２０％）、期末試験（５０％）、演習提出物（３０％）

【学生の意見等からの気づき】
とくになし

【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to design functional and safe buildings, it is important
to understand the forces that occur in the framework in
response to external forces such as earthquakes. In this
course, students learn about static determinacy mechanics, the
foundation of structural mechanics. The course explains the
concept of force, the balance of forces, and how to create stress
diagrams to help visualize the flow of forces in a framework.
Studying mechanics is the equivalent of drawing in painting,
and it is important to understand the principles as well as to
do numerous exercises on your own with your hands.
【Learning Objectives】
Static determinacy mechanics solves the force balancing
equation to obtain the forces in a framework, such as a truss or
ramen. It is an important foundation for learning structural
mechanics. By working on exercises, students will learn
specific calculation methods and force drawing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to work on the exercises before the
beginning of each class, and to prepare and submit their
answers before the next class.
The standard class time is 100 minutes for self-study of how
to solve the exercises, and 2 hours each for answering the
exercises and reviewing.
【Grading Criteria /Policy】
Mid-term exam (20%), final exam (50%), and exercise
submissions (30%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

骨組の力学

浜田　英明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物理学の基本原理であるエネルギー原理を用いて，様々な構造物の応力状態
や変形状態を求める手法について学ぶ。
【到達目標】
様々な静定構造物の変形および不静定構造物の応力を求める解法の修得と基
本的な構造形式の力学性状の把握を目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
「部材の力学」では，力のつりあいについて学習し，静定構造物の応力を求め
た。また，「材料の力学」では，構造部材に働く応力度とひずみ度の関係，断
面の性質について学習した。
この授業では，物理学の基本原理であるエネルギー原理を用いて，様々な構
造物の応力状態や変形状態を求める手法を主に学習する。
理論や解析手法を修得するだけではなく，基本的な構造形式が持つ力学的特
性についても把握するため，数多くの演習問題に挑戦してもらう。
基本的な1回の授業は，前回演習課題の解説→講義→演習課題発表→自宅
での演習→次回授業での演習課題提出という流れである。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概説 授業概要

構造物の安定・不安定
2 静定構造物の応力（復

習）
片持ち梁
単純梁
静定ラーメン
静定トラス

3 直線部材の変形（復習） はりの基本式（弾性曲線方程式）
モールの定理

4 総合演習（1） 授業内試験
5 エネルギー原理 仕事とエネルギー

熱力学の基本法則
ひずみエネルギー
仕事の原理

6 仮想仕事の原理 仮想仕事の原理
重ね合わせの原理
相反定理
単位仮想荷重法

7 静定トラスの変位
静定はりの変位

軸力部材の変位
静定トラスの変位
強制変形による変位
はり部材の変位
片持梁の変位
単純梁の変位
変断面梁の変位

8 静定ラーメンの変位 ラーメン構造の変位
片持梁型ラーメンの変位
単純梁型ラーメンの変位
3ヒンジラーメンの変位

9 Castiglianoの定理 Castiglianoの定理の導出
Castiglianoの第2定理の応用
最小仕事の定理の応用

10 総合演習（2） 授業内試験
11 不静定構造物の応力 不静定構造物の解法

不静定構造物の例題1
不静定構造物の例題2

12 たわみ角法（1） たわみ角法とは
たわみ角法の基本式
不静定ラーメンの解法

13 たわみ角法（2） 剛度と剛比
層方程式

14 総合演習（3） 授業内試験

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書等による予習と授業後の復習，宿題の演習課題，これらに積極的に取
り組むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
授業内で適宜紹介する。
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：50％（A～Dの4段階評価で，未提出はD評価）
期末試験：50％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
ただし，定期試験で85点以上の者は，演習30%試験70%での評価とも比較し
て，よい方を評価素点とする。
なお，演習課題の提出率が80％未満のものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
学生の理解度に応じて，授業進度を調整することに心がける。
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
「材料の力学」および「部材の力学」で学んだ知識を用いるため，これらの授
業の復習は必ず行っておくこと。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
Learn how to determine the stress and deformation states of various
structures using the energy principle, a fundamental principle of
physics.
Learning Objectives:
The goal is to master solution methods for determining deformation of
various static structures and stresses in non-stationary structures, and
to understand the mechanical properties of basic structural forms.
Learning activities outside of classroom:
Students are expected to prepare for the class by using reference
books, review after class, and actively work on homework exercises and
assignments.The standard preparation and review time for this class is
2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The class will cover several fields of architecture, such as the reading
and description of spaces, architectural representation tools, and
analysis and conception. Students can explore the field of architecture
from multiple perspectives, case studies, and discussions. They can also
learn vocabulary from different domains of architecture.
学生は建築の分野について、多角的に学ぶことができる。また英語を聞き、話
す機会を増やすことで実践的な英語能力を身につけることができる。建築分
野の語彙の習得ができる。
【到達目標】
The goals of the class are to:
1.Improve students conversational abilities.
2.Provide students with vocabulary in various domains of architecture.
3.Provide students with the skills needed to make clear and effective
project presentations.
クラスの目標は以下の通りです：
1.学生の会話能力向上
2.様々な建築領域の語彙提供
3.学生に明確で効果的なプロジェクトプレゼンテーションを行うためのスキ
ルを提供します。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP5」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
For each of the 14 classes, the professor will introduce a subject related
to architecture or design. Students will gather in groups of 3 or
4 and discuss/debate the current subject based on visual documents
provided by the professor. The professor will join each group to facilitate
discussion and monitor the progress of the students. During the
semester, students will be required to prepare visual materials for 4
presentations and discussions with the class. All conversations must be
conducted in English, and all presentation materials must be submitted
in the form of a PPT or PDF binder.
14回のクラスごとに、講師は建築やデザインに関連するテーマを紹介します。
学生は3～4人のグループで集まり、講師が提供したビジュアルドキュメント
を基に、現在のテーマについて議論やディベートを行います。講師は各グルー
プに加わり、議論を促進し、学生の進捗状況を確認します。学期中、学生は
クラスとの4つのプレゼンテーションと議論のためにビジュアル資料を準備
する必要があります。すべての会話は英語で行われ、すべてのプレゼンテー
ション資料はPPTまたはPDFバインダーの形式で提出する必要があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Class 1 Place-site-origin Students will introduce

themselves to their group, give a
presentation of their hometown
and neighborhood. They will give
their impressions on a remarkable
building or space they remember.

Class 2 Graphic
Representations;
Tools of the Architect

Learn about the different graphic
representations used by
architects. The professor will
present the different drawings
and graphics which are commonly
used by architects. Students will
review in the group the different
visuals provided by the professor.
These visuals include sketches,
diagrams, axonometric views,
perspectives, site plans, floor
plans, sections, and details.

Class 3 Architectural
Movement through
20th and 21st
centuries.

The professor will introduce the
different main movements in
architecture throughout the 20th
and 21st centuries, and the
students will discuss in groups
based on visuals provided by the
professor, analyzing the
characteristics of each movement,
and discussing their influence on
contemporary architecture.

Class 4 Contemporary
Architecture; Art
facility

The professor will present some
examples of remarkable
architecture related to Art facility
(Museums, Art pavilions, etc.).
Students will discuss in groups
the different projects, analyzing
design features and exploring
architectural elements.

Class 5 Contemporary
Architecture; Art
facility; Presentation

Following the previous class,
students will give a presentation
of one building of their choice.
This presentation to be submitted
by PDF to the professor, prior to
the class.

Class 6 Contemporary
Architecture;
Transportation, sport
facilities, large scale
buildings

The professor will present some
examples of remarkable
architecture related to
transportation, sport facilities,
and large-scale buildings.
Students will discuss in groups
the different projects, analyzing
design principles and identifying
innovative features.

Class 7 Urban Design; City
planning, city scape

The professor will present
different examples of city
planning related to urban design.
Students will discuss in groups
the different plans, analyzing the
layout and examining how they
influence the physical form of the
city.

Class 8 Micro Architecture The professor will present a series
of very small buildings related to
different cities. Students will
review and discuss in groups the
examples given by the professor.

Class 9 Micro Architecture;
Presentation

The students will be asked to find
a micro building that has been
created in a leftover space within
the city. They will give a
presentation to the class, focusing
on the design process and any
challenges faced during its
construction. This presentation is
to be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

Class 10 Contemporary
Architecture; Habitat
(Human living spaces)

The professor will introduce
several case studies related to
habitat, and the students will
explore in groups the different
forms the habitat can take.
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Class 11 Contemporary
Architecture; Habitat;
Presentation

Students will look for examples of
housing that challenge traditional
ideas about houses. They need to
pick one housing project (either
individual or collective) and
explain how and why it rethinks
the idea of a home. Focus on
architectural features,
sustainability, and social impact.
Submit your presentation as a
PDF to the professor before the
class.

Class 12 Architecture in
Literature and
popular culture

The professor will give examples
of architecture models present in
art production such as novels,
movies, and paintings. The
students will discuss in groups
these examples.

Class 13 Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation

Students will review and discuss
a series of projects related to
remodeling and rehabilitation,
analyzing design transformations,
evaluating sustainability aspects,
and discussing the preservation of
cultural heritage.

Class 14 Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation;
Presentation

Students will present one
example related to remodeling
and rehabilitation, collecting the
different graphic representations
introduced in class 2, such as
sketches, diagrams, and
renderings. This presentation is
to be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
There is no preparation needed for most classes except for classes 5,
9, 11, and 14. For these classes, students will have to prepare visuals
and materials to present and discuss with the class. Therefore, it is
necessary to submit a PPT/PDF prior to the class. The presentation
should be within 5 to 10 minutes.
クラス 5、9、11、14回を除いて、ほとんどのクラスでは準備は必要ありま
せん。5、9、11、14回のクラスでは、学生はプレゼンテーションおよび議論
をするための視覚資料等を準備する必要があります。そのため、クラス前に
PPT/PDFを提出する必要があります。プレゼンテーションは約5～10分以
内を目安に行います。
【テキスト（教科書）】
No specific textbook is necessary.

【参考書】
None.

【成績評価の方法と基準】
50%: Participation in group discussion
50%: Preparation of presentation materials
50%：グループディスカッションへの参加
50%：プレゼンテーション資料の準備
【学生の意見等からの気づき】
During the 2023 semester, students expressed that discussions in
small groups were more comfortable and less intimidating than formal
presentations in front of the class. Consequently, this year, the emphasis
has shifted away from formal presentations, with more focus placed
on extended discussions on various topics. The class format with
group discussions proved to be successful, fostering better collaborative
learning and increased student involvement.
2023年度の学期中、学生たちから、少人数のグループでの議論の方が、クラ
ス全体の前での形式的なプレゼンテーションより圧迫感が少なく話しやすかっ
たとの意見がありました。その意見を考慮し、今年は形式的なプレゼンテー
ションよりもグループディスカッションに重点を置くことにしました。
【学生が準備すべき機器他】
None

【その他の重要事項】
The teacher is working in an international architectural practice.
国際的な建築設計事務所に携わる教員が、英語で建築分野を多角的に講義す
る。また、ディスカッションを通し、生徒が英語を話す機会を増やす。
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The class will cover several fields of architecture, such as the reading
and description of spaces, architectural representation tools, and
analysis and conception. Students can explore the field of architecture
from multiple perspectives, case studies, and discussions. They can also
learn vocabulary from different domains of architecture.
学生は建築の分野について、多角的に学ぶことができる。また英語を聞き、話
す機会を増やすことで実践的な英語能力を身につけることができる。建築分
野の語彙の習得ができる。
【到達目標】
The goals of the class are to:
1.Improve students conversational abilities.
2.Provide students with vocabulary in various domains of architecture.
3.Provide students with the skills needed to make clear and effective
project presentations.
クラスの目標は以下の通りです：
1.学生の会話能力向上
2.様々な建築領域の語彙提供
3.学生に明確で効果的なプロジェクトプレゼンテーションを行うためのスキ
ルを提供します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP5」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
For each of the 14 classes, the professor will introduce a subject related
to architecture or design. Students will gather in groups of 3 or
4 and discuss/debate the current subject based on visual documents
provided by the professor. The professor will join each group to facilitate
discussion and monitor the progress of the students. During the
semester, students will be required to prepare visual materials for 4
presentations and discussions with the class. All conversations must be
conducted in English, and all presentation materials must be submitted
in the form of a PPT or PDF binder.
14回のクラスごとに、講師は建築やデザインに関連するテーマを紹介します。
学生は3～4人のグループで集まり、講師が提供したビジュアルドキュメント
を基に、現在のテーマについて議論やディベートを行います。講師は各グルー
プに加わり、議論を促進し、学生の進捗状況を確認します。学期中、学生は
クラスとの4つのプレゼンテーションと議論のためにビジュアル資料を準備
する必要があります。すべての会話は英語で行われ、すべてのプレゼンテー
ション資料はPPTまたはPDFバインダーの形式で提出する必要があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Class 1 Place-site-origin Students will introduce

themselves to their group, give a
presentation of their hometown
and neighborhood. They will give
their impressions on a remarkable
building or space they remember.

Class 2 Graphic
Representations;
Tools of the Architect

Learn about the different graphic
representations used by
architects. The professor will
present the different drawings
and graphics which are commonly
used by architects. Students will
review in the group the different
visuals provided by the professor.
These visuals include sketches,
diagrams, axonometric views,
perspectives, site plans, floor
plans, sections, and details.

Class 3 Architectural
Movement through
20th and 21st
centuries.

The professor will introduce the
different main movements in
architecture throughout the 20th
and 21st centuries, and the
students will discuss in groups
based on visuals provided by the
professor, analyzing the
characteristics of each movement,
and discussing their influence on
contemporary architecture.

Class 4 Contemporary
Architecture; Art
facility

The professor will present some
examples of remarkable
architecture related to Art facility
(Museums, Art pavilions, etc.).
Students will discuss in groups
the different projects, analyzing
design features and exploring
architectural elements.

Class 5 Contemporary
Architecture; Art
facility; Presentation

Following the previous class,
students will give a presentation
of one building of their choice.
This presentation to be submitted
by PDF to the professor, prior to
the class.

Class 6 Contemporary
Architecture;
Transportation, sport
facilities, large scale
buildings

The professor will present some
examples of remarkable
architecture related to
transportation, sport facilities,
and large-scale buildings.
Students will discuss in groups
the different projects, analyzing
design principles and identifying
innovative features.

Class 7 Urban Design; City
planning, city scape

The professor will present
different examples of city
planning related to urban design.
Students will discuss in groups
the different plans, analyzing the
layout and examining how they
influence the physical form of the
city.

Class 8 Micro Architecture The professor will present a series
of very small buildings related to
different cities. Students will
review and discuss in groups the
examples given by the professor.

Class 9 Micro Architecture;
Presentation

The students will be asked to find
a micro building that has been
created in a leftover space within
the city. They will give a
presentation to the class, focusing
on the design process and any
challenges faced during its
construction. This presentation is
to be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

Class 10 Contemporary
Architecture; Habitat
(Human living spaces)

The professor will introduce
several case studies related to
habitat, and the students will
explore in groups the different
forms the habitat can take.

Class 11 Contemporary
Architecture; Habitat;
Presentation

Students will look for examples of
housing that challenge traditional
ideas about houses. They need to
pick one housing project (either
individual or collective) and
explain how and why it rethinks
the idea of a home. Focus on
architectural features,
sustainability, and social impact.
Submit your presentation as a
PDF to the professor before the
class.
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Class 12 Architecture in
Literature and
popular culture

The professor will give examples
of architecture models present in
art production such as novels,
movies, and paintings. The
students will discuss in groups
these examples.

Class 13 Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation

Students will review and discuss
a series of projects related to
remodeling and rehabilitation,
analyzing design transformations,
evaluating sustainability aspects,
and discussing the preservation of
cultural heritage.

Class 14 Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation;
Presentation

Students will present one
example related to remodeling
and rehabilitation, collecting the
different graphic representations
introduced in class 2, such as
sketches, diagrams, and
renderings. This presentation is
to be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
There is no preparation needed for most classes except for classes 5,
9, 11, and 14. For these classes, students will have to prepare visuals
and materials to present and discuss with the class. Therefore, it is
necessary to submit a PPT/PDF prior to the class. The presentation
should be within 5 to 10 minutes.
クラス 5、9、11、14回を除いて、ほとんどのクラスでは準備は必要ありま
せん。5、9、11、14回のクラスでは、学生はプレゼンテーションおよび議論
をするための視覚資料等を準備する必要があります。そのため、クラス前に
PPT/PDFを提出する必要があります。プレゼンテーションは約5～10分以
内を目安に行います。
【テキスト（教科書）】
No specific textbook is necessary.

【参考書】
None.

【成績評価の方法と基準】
50%: Participation in group discussion
50%: Preparation of presentation materials
50%：グループディスカッションへの参加
50%：プレゼンテーション資料の準備
【学生の意見等からの気づき】
During the 2023 semester, students expressed that discussions in
small groups were more comfortable and less intimidating than formal
presentations in front of the class. Consequently, this year, the emphasis
has shifted away from formal presentations, with more focus placed
on extended discussions on various topics. The class format with
group discussions proved to be successful, fostering better collaborative
learning and increased student involvement.
2023年度の学期中、学生たちから、少人数のグループでの議論の方が、クラ
ス全体の前での形式的なプレゼンテーションより圧迫感が少なく話しやすかっ
たとの意見がありました。その意見を考慮し、今年は形式的なプレゼンテー
ションよりもグループディスカッションに重点を置くことにしました。
【学生が準備すべき機器他】
None

【その他の重要事項】
The teacher is working in an international architectural practice.
国際的な建築設計事務所に携わる教員が、英語で建築分野を多角的に講義す
る。また、ディスカッションを通し、生徒が英語を話す機会を増やす。
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

Design Basics in English

ディン　ボリバン

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈グ〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
The class will cover several fields of architecture, such as the reading
and description of spaces, architectural representation tools, and
analysis and conception. Students can explore the field of architecture
from multiple perspectives, case studies, and discussions. They can also
learn vocabulary from different domains of architecture.
学生は建築の分野について、多角的に学ぶことができる。また英語を聞き、話
す機会を増やすことで実践的な英語能力を身につけることができる。建築分
野の語彙の習得ができる。
【到達目標】
The goals of the class are to:
1.Improve students conversational abilities.
2.Provide students with vocabulary in various domains of architecture.
3.Provide students with the skills needed to make clear and effective
project presentations.
クラスの目標は以下の通りです：
1.学生の会話能力向上
2.様々な建築領域の語彙提供
3.学生に明確で効果的なプロジェクトプレゼンテーションを行うためのスキ
ルを提供します。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP5」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
For each of the 14 classes, the professor will introduce a subject related
to architecture or design. Students will gather in groups of 3 or
4 and discuss/debate the current subject based on visual documents
provided by the professor. The professor will join each group to facilitate
discussion and monitor the progress of the students. During the
semester, students will be required to prepare visual materials for 4
presentations and discussions with the class. All conversations must be
conducted in English, and all presentation materials must be submitted
in the form of a PPT or PDF binder.
14回のクラスごとに、講師は建築やデザインに関連するテーマを紹介します。
学生は3～4人のグループで集まり、講師が提供したビジュアルドキュメント
を基に、現在のテーマについて議論やディベートを行います。講師は各グルー
プに加わり、議論を促進し、学生の進捗状況を確認します。学期中、学生は
クラスとの4つのプレゼンテーションと議論のためにビジュアル資料を準備
する必要があります。すべての会話は英語で行われ、すべてのプレゼンテー
ション資料はPPTまたはPDFバインダーの形式で提出する必要があります。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
Class 1 Place-site-origin Students will introduce

themselves to their group, give a
presentation of their hometown
and neighborhood. They will give
their impressions on a remarkable
building or space they remember.

Class 2 Graphic
Representations;
Tools of the Architect

Learn about the different graphic
representations used by
architects. The professor will
present the different drawings
and graphics which are commonly
used by architects. Students will
review in the group the different
visuals provided by the professor.
These visuals include sketches,
diagrams, axonometric views,
perspectives, site plans, floor
plans, sections, and details.

Class 3 Architectural
Movement through
20th and 21st
centuries.

The professor will introduce the
different main movements in
architecture throughout the 20th
and 21st centuries, and the
students will discuss in groups
based on visuals provided by the
professor, analyzing the
characteristics of each movement,
and discussing their influence on
contemporary architecture.

Class 4 Contemporary
Architecture; Art
facility

The professor will present some
examples of remarkable
architecture related to Art facility
(Museums, Art pavilions, etc.).
Students will discuss in groups
the different projects, analyzing
design features and exploring
architectural elements.

Class 5 Contemporary
Architecture; Art
facility; Presentation

Following the previous class,
students will give a presentation
of one building of their choice.
This presentation to be submitted
by PDF to the professor, prior to
the class.

Class 6 Contemporary
Architecture;
Transportation, sport
facilities, large scale
buildings

The professor will present some
examples of remarkable
architecture related to
transportation, sport facilities,
and large-scale buildings.
Students will discuss in groups
the different projects, analyzing
design principles and identifying
innovative features.

Class 7 Urban Design; City
planning, city scape

The professor will present
different examples of city
planning related to urban design.
Students will discuss in groups
the different plans, analyzing the
layout and examining how they
influence the physical form of the
city.

Class 8 Micro Architecture The professor will present a series
of very small buildings related to
different cities. Students will
review and discuss in groups the
examples given by the professor.

Class 9 Micro Architecture;
Presentation

The students will be asked to find
a micro building that has been
created in a leftover space within
the city. They will give a
presentation to the class, focusing
on the design process and any
challenges faced during its
construction. This presentation is
to be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

Class 10 Contemporary
Architecture; Habitat
(Human living spaces)

The professor will introduce
several case studies related to
habitat, and the students will
explore in groups the different
forms the habitat can take.

Class 11 Contemporary
Architecture; Habitat;
Presentation

Students will look for examples of
housing that challenge traditional
ideas about houses. They need to
pick one housing project (either
individual or collective) and
explain how and why it rethinks
the idea of a home. Focus on
architectural features,
sustainability, and social impact.
Submit your presentation as a
PDF to the professor before the
class.
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Class 12 Architecture in
Literature and
popular culture

The professor will give examples
of architecture models present in
art production such as novels,
movies, and paintings. The
students will discuss in groups
these examples.

Class 13 Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation

Students will review and discuss
a series of projects related to
remodeling and rehabilitation,
analyzing design transformations,
evaluating sustainability aspects,
and discussing the preservation of
cultural heritage.

Class 14 Contemporary
Architecture;
Remodeling,
rehabilitation;
Presentation

Students will present one
example related to remodeling
and rehabilitation, collecting the
different graphic representations
introduced in class 2, such as
sketches, diagrams, and
renderings. This presentation is
to be submitted as a PDF to the
professor prior to the class.

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
There is no preparation needed for most classes except for classes 5,
9, 11, and 14. For these classes, students will have to prepare visuals
and materials to present and discuss with the class. Therefore, it is
necessary to submit a PPT/PDF prior to the class. The presentation
should be within 5 to 10 minutes.
クラス 5、9、11、14回を除いて、ほとんどのクラスでは準備は必要ありま
せん。5、9、11、14回のクラスでは、学生はプレゼンテーションおよび議論
をするための視覚資料等を準備する必要があります。そのため、クラス前に
PPT/PDFを提出する必要があります。プレゼンテーションは約5～10分以
内を目安に行います。
【テキスト（教科書）】
No specific textbook is necessary.

【参考書】
None.

【成績評価の方法と基準】
50%: Participation in group discussion
50%: Preparation of presentation materials
50%：グループディスカッションへの参加
50%：プレゼンテーション資料の準備
【学生の意見等からの気づき】
During the 2023 semester, students expressed that discussions in
small groups were more comfortable and less intimidating than formal
presentations in front of the class. Consequently, this year, the emphasis
has shifted away from formal presentations, with more focus placed
on extended discussions on various topics. The class format with
group discussions proved to be successful, fostering better collaborative
learning and increased student involvement.
2023年度の学期中、学生たちから、少人数のグループでの議論の方が、クラ
ス全体の前での形式的なプレゼンテーションより圧迫感が少なく話しやすかっ
たとの意見がありました。その意見を考慮し、今年は形式的なプレゼンテー
ションよりもグループディスカッションに重点を置くことにしました。
【学生が準備すべき機器他】
None

【その他の重要事項】
The teacher is working in an international architectural practice.
国際的な建築設計事務所に携わる教員が、英語で建築分野を多角的に講義す
る。また、ディスカッションを通し、生徒が英語を話す機会を増やす。
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築法規（建築）

河野　泰治

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築物の設計・監理、運用・維持管理には、様々な建築法規を遵守しなければ
ならない。
この授業では、建築の計画に必要な法規に加え、実際の計画に活かせるよう
多くの実例や社会との関係を学ぶ。
【到達目標】
建築の計画に必要な法規を学び、その社会的な背景や問題を理解することが
できる。
建築物がクライアントのためだけではなく、文化や社会にとって重要な資産
であることがわかる。
また、建築物の社会に与える影響が、意匠に限らず安全性の確保、環境保全、
経済等に及ぶことを理解する。
レポート課題を通して法規の現状とその問題点を把握し、演習課題では計画
案の作成を通して実務につながるスキルを獲得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポロシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
建築基準法を中心とした講義だが、社会問題を取り上げるレポート課題や実
務につながる演習課題を行う。
建築法規はほぼ毎年改正されている。講義では最新の法規を説明するが、内
容により過去の法規の事例、地方自治体の条例を紹介し、法規が抱える社会
問題にも言及する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 建築法規概論 様々な建築物と建築関連法規の関係

を実例を通して紹介
2回 建築物とは何か 建築基準法上の建築物の法的な扱い

や社会との関係を考察
3回 建築法規　総則等 総則・用語の定義

建築確認申請等
4回 集団規定（１）

建築物の機能や形態
用途地域・敷地と道路
建ぺい率と容積率
斜線制限等

5回 集団規定（２）
防火地域等の地域・地区
による制限

防火地域・準防火地域
地区計画
仮設建築物等

6回 集団規定（３）
多様な設計制度

一団地建築物
連担建築物
総合設計制度等

7回 演習課題（１）
集団規定の演習

ボリュームスタディの演習

8回 単体規定（１） 採光・換気一般構造
屋根・外壁の制限
耐火建築物・準耐火建築物等

9回 単体規定（２） 防火区画・防火壁
内装制限等

10回 単体規定（３） 廊下・避難階段
排煙設備、消防法
設備、構造

11回 演習課題（２）
単体規定の演習

防火・避難規定を主とした
演習

12回 建築法規実例 建築物の実例を通して、建築法規を
学ぶ

13回 演習課題（３） 総合的な建築法規の演習
14回 総括 課題やレポートの講評
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回の授業の前後、他のデザインスタジオ等に際し、実際の建築物の見学や
設計資料を調べる時、建築法規まで意識するよう心がける。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
建築基準法および建築基準法施行令を用意すること。
参考Webページ、https://elaws.e-gov.go.jp

【参考書】
井上書院　基本建築関係法令集「法令編」令和〇〇年版
（受講する年の版を使用すること）
法、令、告示等のリンクがわかりやすく、建築士の資格試験に持ち込める。
その他の建築関連法規の法令集でも可。
【成績評価の方法と基準】
成績評価は課題等すべて提出が必須条件
レポート課題30％
設計課題50％
課題エスキス10％
平常点10％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
必要な場合は紙媒体による資料配付を行うが、特に法令の条文等の配付は行
わない。
各自、ネット掲載の法令を出力したもの、パソコンやスマートフォンに法令
を表示したものを用意すること。
【その他の重要事項】
建築士の受験資格要件
レポートや演習課題は図面やスケッチが必須
設計課題は構造や設備、ディテール等が必要な上、それらを図面として提出
する必要が
あります
さらに法チェック（各種計算や法令による作図）を求めますので、
配置図、平面詳細図・断面詳細図・立面図・各部位の納まりが書けるようする
こと
また、使用する材料、構造設計や設備設計の基本的な考え方がまとめられよ
うに準備してください
【Outline (in English)】
Outline
The planning, supervision, management and maintenance of buildings
require the compliance of various construction regulations. In this
course, in addition to regulations necessary for architectural planning,
students will learn about how they relate and contribute to real-world
examples and society.
Learning Objectives
Students Learn about the laws and regulations necessary for
architectural planning.
Students understand the current status of laws and regulations and
their problems through report assignments, and acquire practical skills
through the preparation of draft plans in exercises.
Learning activities outside of classroom
In other classes, students should be aware of building regulations when
visiting actual buildings and examining design documents.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy
All assignments must be submitted for grading.
Report Assignment　35%
Design Assignment 40%
Esquisse Assignment 15%
Normal Score 10%
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

フィールドワーク（建築）

高道　昌志、高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は原則、対面でおこないます。
変更がある場合は、その内容をHoppiiを利用して受講全員の大学メールに送
信するので確認してください。
以下に概要と目的を記述します。
まちや建築の見かた・調べ方を学ぶ。講義を通して、まちや建物の何が重要
か、それを示すためには何を示したら、つくったらいいかを考える。テーマ
は、担当教員の指導を受けながら、各自が数人のグループを形成し、みずか
ら設定する。
【到達目標】
実測の方法を身につけ、それを図面化・模型化する過程と技術を習得するこ
とが到達目標となる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
本講では、実際のフィールドを通して、都市や建築の歴史を考えていきたい。
具体的には、地図や様々な史料を使いながら歴史的なまちの分析、あるいは住
宅などの建物の実測調査と作図を行う。こうした作業を通じて、たんに分析
方法や実測の知識をえるだけでなく、都市や建築の歴史的価値を見出し、そ
の保存がいかに創造的な行為であるかを理解してもらいたい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

この授業では何を学ぶ
のかを理解する。

フィールドワークとは？

2 まちと建物の見かた調
べかた
まちと建物の見かたの
ポイントを知る。

講義

3 グループ分けおよびス
ケジュールの作成
何を対象とするか、グ
ループで議論する。

調査対象と4、5人からなるグループ
の登録。各グループによるスケ
ジュールの提出（まち；史料収集→
現地調査→プレゼンテーション、建
物；部材名など知識の習得→実測調
査→作図）

4 現地調査
まずはまちを歩いて対
象を見つける。

各グループによる対象選定のための
ディスカッション

5 事前審査
実際に可能かどうか、プ
レゼンテーションして
審査を受ける。

各グループによる事前研究の審査

6 事前研究
対象を実際に訪れ、その
特徴をつかむための知
識を文献などから身に
つける。

各グループによる資料の収集および
知識の習得

7 フィールド調査
現地におもむき、調査を
行う。

各グループは、それぞれが作成した
スケジュールにしたがって、調査、
分析、作図を行う。まちのフィール
ド調査、建築の実測は、各グループ
が自主的におこなう。

8 フィールド調査
そのまちや建築の特徴
を重点的に調査する。

現地調査

9 中間審査
中間報告を行って指示
を受ける。

合同中間審査

10 フィールド調査
現地調査を再び行って
資料を作成する。

現地調査

11 フィールド調査
現地調査を再び行って
資料の精度を高める。

現地調査

12 フィールド調査
現地調査を再び行って
補足を行う。

現地調査

13 作図・プレゼンテー
ション
現地調査を行って資料
を作成する。

最終審査に向けての作図、プレゼン
テーション作業

14 各グループの審査会
自分たちの視点を的確
に相手に伝える。

成果を各グループごとに報告し、審
査する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 配布プリントの意味を再読する。
2. 配布プリントの意味を再読する。
3. 配布プリントの意味を再読する。
4. 配布プリントの意味を再読する。
5. 現地対象のディスカッションをグループで行う。
6. 文献を調べる。
7. 実際に一度行って、その魅力を示すための作業を行う。
8. 実測等の現地調査を行う。
9. 実測等の現地調査を行う。
10. 中間報告のための準備をする。
11. 実測等の現地調査を行う。
12. 実測等の現地調査を行う。
13. 現地調査のデータをまとめる。
14. 模型・図面等の展示準備をする。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
『江戸東京のみかた調べかた』鹿島出版会、『中国の都市空間を読む』山川出
版社、『民家のみかた調べ方』第一法規。また、各グループに応じて、随時、
ふさわしい参考書を指示する。
【成績評価の方法と基準】
成果物とプレゼンテーションに対し、中間審査30％、最終審査70％で評価し
ます。
【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
適宜、各グループの問題点の解決に対しアドバイスを行う。
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
指定機器なし。
【その他の重要事項】
なし。
【Outline (in English)】
Course outline: In this course students will learn how to identify
and investigate cities and architecture. During lectures we will
consider what is essential to cities and architecture, what should
be done to express them and whether they should be built. Topics
will be independently chosen in groups while receiving guidance from
instructors.
Learning Objectives: The goals of this course are to learn a method of
the actual survey and a process and the technique that a drawing makes
it the model.
Learning activities outside of classroom: Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy: Your overall grade in the class will be decided
based on the following, for works and presentation, middle examination
: 30%, last examination : 70%.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

設備デザイン基礎

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　適切な建築設備を計画することは，居住者の快適性や健康性を確保する上
でも，省エネルギーを考慮することでも重要なことである。つまり，建築設
備の計画は人間の快適性と地球環境への配慮とも併せて学習することである。
建築設備の内容は，給排水衛生設備・換気設備・空気調和設備・電気設備の多
岐にわたり，与えられた条件に応じて適切な設備システム・機器を選定する
ことができるようになることを目標として授業中に演習を行う。
【到達目標】
１）建築設備が居住者の快適性・健康性に果たす役割を理解する。
２）電気，空気調和，給排水の各設備分野の果たす役割を理解する。
３）建築設備が住宅のエネルギー消費量に大きく関係していることを理解する。
４）住宅の設備図面を一通り読み書きできるようにする。
５）与えられた条件に応じて適切な設備システム・設備機器の選定ができる
ようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
　2階建ての住宅をサンプルとして設備を選定し、設備図を描く演習を行う。
設備図面等の関連資料は授業開始時に配布するので遅刻しないこと。また、講
義中の演習が非常に重要なので体調不良等のやむを得ない場合を除いて欠席
や遅刻をしないよう注意すること。
　毎回の終了時，教員あるいはＴＡに演習の進行状況をチェックしてもらう
こと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス 設備設計に用いる意匠図の書き方と

設備設計図の関係
2回 電気設備 (1) 電気設備の基礎、電気設備の記号
3回 電気設備 (2) 幹線計画、分電盤計画
4回 電気設備 (3) 照明計画、コンセント計画
5回 電気設備 (4) 電気設備図の作成
6回 給排水設備 (1) 排水設備の記号、排水方式、排水計

画、ビルの給排水設備
7回 給排水設備 (2) 給水配管計画、給湯配管計画、ガス

配管計画
8回 給排水設備 (3) 排水配管計画、下水菅、雨水管
9回 空調設備 (1) 冷暖房設備、ビルの空調設備
10回 空調設備 (2) 換気計画、全熱交換器の選定、ダク

ト計画
11回 空調設備 (3) 暖冷房設備の記号、床暖房の方式、

エアコン容量の選定
12回 設計図書作成 全ての設備仕様と設備図面を一式の

設計図書にまとめる
13回 住宅のエネルギー使用

特性
日本の住宅エネルギー事情、地域特
性、トップランナー基準

14回 プレゼンテーションと
講評

これまでの学習事項の総復習を行い，
各自の設備設計についてプレゼン
テーションを行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　本講義では身近な住宅設備を題材にしているため，予め自宅の設備やなじ
みのある建物の設備を調査するなど，積極的な予習を期待する。
　テキスト以外に必要な使用機器類（例えば電気照明設備計画では使用する
照明機器類）のカタログや仕様などの情報を主体的に入手するなどの準備が
必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
適宜、資料を配布する。
【参考書】
『建築家のための住宅設備設計ノート』知久昭夫（鹿島出版会）

『図解建築設備』武田仁（森北出版）
『建築設備第二版』大塚雅之他（市ヶ谷出版）
「住まいの屋内配線設計入門」遠藤雄次（オーム社）
「考え方・進め方建築設備設計」柿沼整三他（オーム社）
「建築設備設計図の描きかた」出和生他（彰国社）
「設備から考える住宅の設計」真鍋恒博他（彰国社）
「建築設備デザイン設計図の基礎と実際」高槻眞佐子他（技術書院）
「だれにもわかる空調・衛生設備図面の見方・かき方」戸崎重弘他（オーム社）
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、機器選定、図面演習等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30
～50%）とプレゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。時限
中の演習を行い，欠席と遅刻の合計回数が5回になった者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
紙図面製作のみでなく，ＰＣを用いた表現をも取り入れる。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC、タブレットPC等を持参すると設計に用いる機器類の情報を得る
のには便利である。
【Outline (in English)】
Planning appropriate building facilities is essential to ensure occupants’
comfort and health and consider energy conservation. The contents
of building facilities include water supply, drainage, sanitation,
ventilation, air-conditioning, and electrical equipment. Students will
practice selecting appropriate facility systems and equipment in class
according to given conditions.
Through this class, students will be able to:
(1) Understand building facilities’ role in occupant comfort and health.
(2) Understand the roles of electrical, air conditioning, and plumbing
systems.
(3) Understand that building equipment is significantly related to the
energy consumption of a house.
(4) Read and write a series of equipment drawings of a house.
(5) Select appropriate facility systems and equipment according to the
given conditions.
Students are expected to actively prepare for the lecture by investigat-
ing the facilities in their homes and familiar buildings in advance. In
addition to the textbook, you must prepare for the course by obtaining
information such as catalogs and specifications of essential equipment.
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
Drawing exercises will be conducted during the period and submitted
each time. The student will be judged comprehensively based on each
exercise (30-50%) and presentation (50-70%). Since exercises will be
performed during the period and assignments will not be taken home as
a rule, those whose total absences and tardies reach five times will not
be evaluated.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

デジタルスタジオ

安藤　直見、冨田　和弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンピュータを活用して今日的な形態をデザインし表現する課題に
取り組みながら，高度な3Dモデリングとレンダリング，動画による
訴求力のあるプレゼンテーション，地図データの活用，アルゴリズ
ムによる形態の生成などについて学びます。
【重要】本授業は2クラス制です。2023年度は，2クラスのうちの１
つを外国人客員教授（セルビア・ニシュ大学のソーニャ・クラシッ
ク先生）が担当します。外国人客員教授のクラスは英語クラスとな
ります。初回授業にて，クラス分けを行います。

【到達目標】
デジタルデザインの目標は，コンピュータを活用して「今日的な
美しく複雑で躍動感のあるおもしろいカタチ※」をデザインし，
美しく表現することにあります。デジタルデザインには，(1)CG
（ComputerGraphics）による正確で効率的な3Dモデリング，(2)訴
求力・説明力のあるリアリスティックな表現，(3)数値・数式による
形態の自動記述（アルゴリズミックデザイン）の可能性，というの
３つの利点があると考えられます。
(1)および(2)に関しては，建築形態の3Dモデリング，レンダリング
を通して，建築の架構（物的構成）とテクスチャー（素材感），パー
ス効果，ライティング（光環境と陰影）などの視覚効果の原理を習
得することを目標とします。地図データの活用による都市形態の分
析と記述も習得も目標とします。
(3)に関しては，アルゴリズム（コンピュータ言語）を用いて図形・
画像を生成する方法を習得することを目的とします。
1980年代以降，コンピュータはアートやデザインにも大きな影響を与
えました。フラクタルの概念の考案したマンデルブロ（1924-2010）
が提示したマンデルブロ集合（1982）はコンピュータでなければ実
現できないデジタル・オリエンテッドな表現の一例といえると思い
ます。その一方，製作の手段としてはコンピュータを用いつつも，デ
ジタルであることを創作のコンセプトとは位置づけないアナログ・
オリエンテッドな（実体志向の）アート／デザインも少なくありま
せん。
今日の映画には，実写であるかCGであるかが判別できない表現が
見られます。CGの技術が使われていることと，CGであることの表
現は別次元の問題です。建築においても，デザインの過程でCGを
用いることはあっても，最終的に建設される建築はデジタルではな
くアナログな（実体的な）ものです。そういった意味で，実際のデ
ザインは，デジタル・オリエンテッドとアナログ・オリエンテッド
の両者の間，あるいは，両者の関係の中に存在すると考えられます。
建築デザインにおいては，これまでの歴史性・場所性の中で展開し
てきた実体的な建築・都市空間とコンピュータが創作した情報空間
（インターネットを中心とした実体を伴わないコミュニケーション空
間）と関係を考慮しながら，情報空間を建築・都市の中にどのよう
に投影するか，また，実体としての建築・都市を，どのようにデジ
タルな表現に関係づけるかを意識していく必要があります。
本授業では，デジタルな表現の創作（演習）を通して，第１に，デ
ジタル・オリエンテッドなアート／デザインの作法について学びま
す。第２に，実体としての建築・都市をコンピュータを用いてデジ
タルに記述・操作する作法を学びます。そして，第３に，両者の関
係の上に成立する新たなデザインの提示を目指します。
※「複雑で躍動感のあるおもしろいカタチ」が望ましいデザインであ
るかどうかには異論の余地があるでしょう。デジタルデザイン（コ
ンピュータを活用したデザイン）は，むしろ，単に「おもしろい」レ
ベルにとどまらず，「何らかの合理性」をもったデザインを指向する
べきだろうと思います。しかし，デジタルデザインには，より多様
な形態を生成することができる可能性があると思いますので，デザ
インの可能性を広げるという意味で，「複雑で躍動感のあるおもしろ
いカタチ」ことを出発点にしてはどうかと思っています。学生のみ
なさんに，「何がおもしろい」のか，「おもしろいことを何かの応用
できないか」といったことを考えて欲しいと思っています。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
2クラス制の授業ですが，課題，中間課題，および，期末課題の形式
は共通です。2023年度は，英語クラスと日本語クラスの選択制にな
ります。
毎回の授業で演習に取り組んでもらうことが基本です。毎回の授業
の冒頭で解説を行い，その後に演習に取り組んでもらいます。
デジタルデザインでは，3Dモデリング，レンダリング，BIM（Building
Information Modeling），CAD（Computer Aided Design），GIS
（Geographical Information System），画像処理，動画編集，プロ
グラム言語等のソフトウェア（アプリケーション）を用います。本
授業では，実習室（情報教室）のパソコンにインストールされてい
る以下のソフトウェアなどを使用します。
Rhinoceros（Robert McNeel & Associates）←3Dモデリング
V-Ray（Chaos Group）←レンダリング
Revit（Autodesk）←BIM
VectorWorks（A&A）またはAutoCAD（Autodesk社）←CAD
Lumion 3D（Lumion）←動画レンダリング
TwinMotion←動画レンダリング
Photoshop（Adobe）←画像処理
Premiere（Adobe）←動画編集
Grasshopper←Rhinocerosプラグイン（プログラム言語）
Dynamo←Revitプラグイン（プログラム言語）
Python←プログラム言語
なお，本授業の履修は，「図形の技術」（1年次配当科目）の履修を前
提としています。詳しくは末尾の「その他」の記載を参照してくだ
さい。
教員の他に，TA（TeachingAssistant＝教育補助員）も指導を担当
します。
TAはみなさんの先輩にあたる大学院生です。TAにも積極的に指導
を受けてください。冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点
があれば質問して ください。演習への回答時には，教員の他，TA
も質問等に対応します。演習は，指定された時間内の完成するよう
にしてください。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り
返し練習をすれば，より早いスピードで製作が進められるようにな
るはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ◎ガイダンスと中間

課題の提示，クラス
分け

デジタルスタジオで学ぶことの
理解

2 ●課題1：
Rhinoceros(1)

幾何学的形態（パンテオン）の
モデリング

3 ●課題2：
Rhinoceros(2)

各種コマンドによるヴォリュー
ムの造形
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4 ●課題3：
Lumion(1)／
TwinMotion

3Dアニメーションの制作

5 ●課題4：
Rhinoceros(3)

建築形態のモデリングとレンダ
リング

6 ●課題5：QGIS＋
Rhinoceros(4)

地図（基盤地図情報等）とオー
プンストリートマップを用いた
造形

7 ●中間課題：発表講
評会

（中間課題）静止画と動画による
プレゼンテーション

8 ●課題6：
Grasshopper(1)／
Rhinoceros(5)＋
V-Ray(1)

(X)ビジュアルプログラミングに
よるモデリング／ (Y)3Dモデル
の表現

9 ●課題7：
Grasshopper(2)／
Lumion(2)

(X)分割による造形／ (Y)高度な
レンダリング

10 ●課題8：Revit＋
Dynamo／
Lumion(3)

(X)BIMによるモデリングとそ
の自動化／ (Y)高度な3Dアニ
メーション制作

11 ●課題9：
Grasshopper(3)／
Rhinoceros(6)＋
V-Ray(2)

(X)配列による造形／ (Y)ソフト
ウェアレンダリング

12 ●課題10：Python
／Rhinoceros(7)＋
V-Ray(3)＋
Photoshop

(X)Pythonによるプログラミン
グ／ (Y)パースのレタッチ

13 ●期末課題：発表講
評会

（期末課題）デジタルデザインを
活用した造形と表現

14 ◎アフターレビュー できたこと，できるようになっ
たことの確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布教材の予習と復習
課題の制作
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします

【テキスト（教科書）】
学習支援システム（hoppii）により，必要な教材を配布します

【参考書】
●「建築のカタチ／3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現」（安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著，丸善，2020年）
●「建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，白
の家」（安藤直見・柴田晃宏・比護結子著，丸善，2008年）
●「速習建築CGパースマスターブック－エクステリア編－」（冨
田和弘・平谷早苗著，ボーンデジタル，2010年）
●日本図学会デジタルモデリングコンテスト，http://www.
graphicscience.jp/contest/list.html
●法政大学デジタルコンテンツ・コンテスト，http://www.hosei.ac.
jp/campuslife/katsudo/digital/

【成績評価の方法と基準】
(1)中間課題 (20%）
(2)期末課題（30％）
(3)課題1～10（50％）

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
情報教室のパソコンを使用するためにUSBメモリーが必要

【その他の重要事項】
この授業の受講は「図形の技術」（１年次，選択科目）の履修を前提
としています。「図形の技術」を履修しないで「デジタルスタジオ」
を履修する場合，補習を課すことがあります。

【演習の評価基準】
10点：特に優れた造形を伴う作品
9点：優れた造形を伴う作品
8点：学習水準を十分に満足するもの
7点：一部に不十分な箇所を含むもの
6点：不十分な箇所を多く含むもの
5点以下：未完成，意味不明など

0点：未提出（遅刻提出は認めないので未提出として扱います）
8点が学習目標の達成の基準であり，9～10点は特別な創意工夫に
対する評価です。

【Outline (in English)】
[Course outline]
Challenging exercises to design and express relevant architec-
tural forms by utilizing computer 3D techniques, students will
learn appealing video presentations, high-quality renderings,
using map data, and generating forms with algorithms.
[IMPORTANT]
This coursework is open in two classes. In 2023, in the first and
second part of the Autumn Semester, Professor Sonja Krasic
from the Faculty of Civil Engineering and Architecture, Nis
University in Serbia, teaches one of the two classes. Class
placement will be made at the first class.
[Learning objectives]
This studio aims to design and express relevant complex and
dynamic architectural forms beautifully by utilizing computers
by learning the following:
Accurate and efficient computer 3D modeling.
Realistic expression with high-quality rendering and appealing
video presentation.
The possibility of automatic generation of forms using
numerical and mathematical methods.
[Learning activities outside of classroom]
Preparation and Review of Handout Materials
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
1. Mid-Term Assignment: 20%
2. Final Assignment: 30％
3. Exercise 1-10: 50％
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）Y

阿部　智樹

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説
明。建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課
題１の講評と次回課題３の説明
【型紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図
としての平面図と投影図として
の立面図。階段の配置。自室の
実測に基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面
図。切断面の向こうに見える投
象図としての姿図（階段，家具
など）の表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメ
トリック，透視図。次回課題７
の説明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コ
ンクリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート
住宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課
題の提示。住空間の設計に関す
る解説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタ
ディ模型

— 241 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講
評会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課
題（デザインスタジオ２）の提
示，課題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）Y

山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両
方を通して体験しレポートにまと
める。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光
の効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどん
な光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレ
ゼンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作
品のコンセプト、図面、模型を提出
し、講評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のな
かに自分のための空間（自室）を設計
する。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてど
のような空間を作りたいかをイメー
ジする。
○5m立法の空間の大きさを把握す
る。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具
体的な空間を思考する。平面図に空
間を落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に
中間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映
しスタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作
する。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面
と模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーショ
ン（人に意図を伝える）方法につい
て学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型
写真・説明図・一般図面等を含んで
構成する。
プレゼンテーション：作品のコンセ
プト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで
行う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
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（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.

How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)
(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)
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COS200NC（計算科学 / Computational science 200）

数値計算法

酒井　久和

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
工学の分野において，数学を用いる場面は多岐にわたる．また，簡易な計算
はプログラミングを習得することにより，計算ミス，作業時間の大幅な短縮
が可能である．本講義では，基礎的な数値解析手法を学習するとともに，実
務で必須となるExcelの高度利用として，マクロを利用したプログラミング技
法を習得する．
【到達目標】
授業で紹介した数値解析手法を道具として活用し，Excelの効率的な使用法と
プログラミング技術を習得することで，様々な工学問題が解けるようになる
とともに，研究や実務での効率向上可能な技術を得ることを目標とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
工学分野の基礎的な数値解析手法として，ベクトルと行列，連立一次方程式
の解法，非線形方程式の解法，補間，数値積分，数値微分を紹介する．１週講
義の後，翌週は前週の講義内容に関する演習を行うことにより，知識として
の定着を図る．解析ツールとしてExcelを使用する．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，Excelの基

本的な使い方，マクロ
講義内容の紹介．講義で使用する
Excelの基本的な使い方とマクロの
使用方法についての解説する．

第2回 数値解析の基礎 数値解析の基礎として，アナログと
デジタルの違い，有効数字について
解説する．

第3回 関数の近似と補間 テーラー展開，補間について解説す
る．

第4回 演習 第３回講義内容に関する演習問題を
解く．

第5回 微分 差分近似，3点差分公式，5点差分公
式について説明する．

第6回 演習 第５回講義内容に関する演習問題を
解く．

第7回 数値積分 長方形近似，台形近似，シンプソン
公式について解説する．

第8回 演習 第７回講義内容に関する演習問題を
解く．

第9回 非線形方程式 ニュートン－ラフソン法，２分法，
はさみうち法

第10回 演習 第９回講義内容に関する演習問題を
解く．

第11回 ベクトルと行列 ベクトルの演算，行列の演算
第12回 演習 第１１回講義内容に関する演習問題

を解く．
第13回 連立一次方程式 ガウスの消去法，非線形連立方程式

の解説
第14回 演習 第１３回講義内容に関する演習問題

を解く．
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中または講義後に演習課題の実施，数回の課題の提出を求める．
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
伊津野和行，酒井久和：Excelではじめる数値解析，森北出版

【参考書】
なし
【成績評価の方法と基準】
演習課題の提出による評価４０％，期末試験６０％で総合的に評価する．４
回以上欠席したものは単位の取得を認めない．
期末試験は，教科書，自分で行った演習課題を参照，PC持ち込み可．
【学生の意見等からの気づき】
学生の理解を確認しながら授業を進めているが，１週間ごとの授業では前回
の内容を忘れる学生がいる．そのため１週間に２コマの授業で１コマ目は講
義，２コマ目は演習を中心に授業を行う．
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを必ず持参すること．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Numerical Calculation Method Program are
the following:
1) Understanding of fundamental numerical calculation methods.
2) Utilization of Microsoft Excel.
3) Acquisition of skills for creating macros in Excel.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 60% + Report 40% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

交通計画

今井　龍一

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
交通計画の役割とその領域，関連分野を認識しつつ，人・物の動きとその特性
および各種交通手段の特性を把握する。また，それらの特性把握のためパー
ソントリップ調査等による交通需要予測を通じ，各種交通手段と交通施設の
相互関係を把握（土地利用形態，密度と交通ネットワーク，交通結節施設）す
るとともに，交通施設の構造基準，交通流特性，交通容量等について解説し，
交通網計画および交通管理計画の策定手法習得を目標とする。
【到達目標】
・交通の意義、交通の発展の歴史を理解する
・交通政策の変遷を理解する
・交通の性質、運用技術の基礎を理解する
・都市交通問題解決のための考え方を身につける
・交通量調査、交通実態調査および交通需要推計（段階推計法）を理解する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
基本的な交通計画の概念を把握するとともに、ネットワーク計画や解析、簡
単な交通需要予測計算が算定できるような能力を身につける。また、モビリ
ティマネージメントなどの新たな交通計画の概念を理解する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 交通計画の概論 交通の定義、日本の道路交通政策の

推移
2 交通調査（車両） 全般、交通・輸送調査
3 交通調査（PT） パーソントリップ調査
4 自動車交通流（QKV） 交通量、速度、密度
5 自動車交通流（容量等） 交通容量、サービス水準
6 自動車交通流（渋滞） 渋滞
7 理解度の確認 第1回～第6回の総括
8 都市交通計画（政策） 計画策定方法、都市経営方法
9 都市交通計画（需要） 交通需要予測の役割と手法の種類
10 都市交通計画（推計法） 四段階推計手法
11 都市交通計画の評価 ITSの役割、サービス内容
12 高度道路交通システム 分布交通量・機関分担交通量の算定
13 将来の都市交通計画 最新の都市交通分野の動向
14 総括と理解度の確認 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
随時プリントをwebにより配付する。
【参考書】
・交通工学研究会：交通工学ハンドブック，丸善出版，2014年
・交通工学研究会：道路交通技術必携2013，丸善出版，2018年
・久保田尚，大口敬，髙橋勝美：読んで学ぶ交通工学・交通計画，理工図書，
2010年
【成績評価の方法と基準】
欠席4回以上の物には単位の取得を認めない（評価D）。期末試験の成績60％、
レポート・授業時の課題発表40％。
【学生の意見等からの気づき】
基礎的な統計解析は習得しておくこと。
交通インフラは社会の要望および時機の政策に大きく影響される「社会工学」
である。「工学」としての普遍的な基本を習得するとともに、発展する社会の
発するサインに敏感になることにも意識すること。
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。

【その他の重要事項】
同分野での豊富な実務経験を有する教員が講義する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
This course allows students to learn the aims, roles, and formulation
methods of transportation plans. For this purpose, students will under-
stand motion characteristics of persons and objects, characteristics of
different means of transportation, transportation demand forecasting
using person trip surveys, structure standards of transportation
facilities, characteristics of traffic flow, and traffic capacity.
Understand the significance of transportation and the history of
transportation development
To understand the transition of transportation policy.
Understand the nature of transportation and the basics of operational
technology
To understand the nature of transportation and the basics of its
operation technology ・To learn how to solve urban transportation
problems
To understand the traffic volume survey, actual traffic condition survey
and traffic demand estimation (stepwise estimation method)
Understand the significance of transportation and the history of
transportation development
To understand the transition of transportation policy.
Understand the nature of transportation and the basics of operational
technology
To understand the nature of transportation and the basics of its
operation technology ・To learn how to solve urban transportation
problems
Term end examination : 60％, Short reports : 40%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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ADE300NC（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築設計基礎

瀬戸　健似、今井　裕久

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この科目は建築物等の建築工事を実施するために必要となる図面等の作成を
行うことができるようにするため、建築物等の形態、建築材料及び構造等を
決め、それを図面に表示する技術を講義及び演習を通して、修得することを
目標とする。建築士を目指す学生は必ず受講すること。
【到達目標】
二級建築士試験に出題される木造建物の製図技術の獲得を目標に、最新の建
築物等の動向や特徴を紹介しながら、建築物がどのように計画され、どのよ
うに図面化されていくのかを、実際の演習を通して学習する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
実際の建築士試験と同様に与えられた敷地条件や建築条件を満足する建築構
造物の設計・製図を行い、中間発表、最終評価を通じて他の受講生の評価・講
評を実施する。
毎回の講義を通じて設計・製図を実施することから、進捗に応じて時間外で
の作業が発生する可能性があるので、継続的・積極的に出席すること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 イントロダクション

建築物等の現在
製図の準備・基礎

設計製図の目的、講義スケジュール
、建築士の概要、建築士試験の概要
今日の建築物等の動向、特徴的・代
表的な建築物の分類
用具の確認、用具の使い方、線の練
習・その他ユニットの練習

2回 建築物等の形態
建築材料・構造・設備
木造建築物の製図基礎
（1）

建築の形態、条件の把握、行為の分
類、空間イメージ、スケール感
敷地条件・方位と建築、調査・法規・
計画の事例紹介
建築材料と構造種別（木造、Ｓ造、
ＳＲＣ造、ＲＣ造）、建築設備と役割
図面の表現（配置兼1階平面図と２
階平面図）その１

3回 木造建築物の製図基礎
（2）

図面の表現（配置兼1階平面図と２
階平面図）その２

4回 建築構造物の設計（1）
木造建築物の製図基礎
（3）

図面作成上のポイント（図面の構成
と関係性）
課題設計スケジュールの作成、条件
整理とエスキス
図面の表現（立面図、伏図、矩計図）

5回 建築構造物の設計（2） 設計コンセプト、エスキス（平面図）
6回 建築構造物の設計（3） 設計コンセプト、エスキス（平面図・

断面図）
7回 建築構造物の設計（4） 設計コンセプト、エスキス（平面図・

断面図・立面図）
8回 中間発表 エスキスの確認
9回 建築構造物の製図（1） 製図（配置図兼１階平面図、２階平

面図）
10回 建築構造物の製図（2） 製図（断面図・立面図）
11回 建築構造物の製図（3） 製図（その他）
12回 CAD製図（1） 配置図兼1階平面図及びプレゼ―

テーションその１
13回 CAD製図（2） 配置図兼1階平面図及びプレゼ―

テーションその２
14回 最終講評 優秀作品の選出と講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義において実施される演習は期限内に必ず仕上げて提出すること。
特に、講義後半に実施する課題分による作図演習については、講義時間内で
のエスキス作成ができない場合は、時間を確保し中間審査を経てから作図作
業に入る必要がある。
またCAD製図についても同様に、手書きによる平面図作成が終了している必
要がある。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
建築デザインの製図法から簡単な設計まで―建築設計演習基礎編,武者英二他
(著),彰国社
【参考書】
必要に応じて紹介します
【成績評価の方法と基準】
課題提出６０％、授業への参加４０％、欠席４回以上はＤ評価
演習が主体の授業であり、授業参加が単位取得の前提となります。授業時間
内での課題提出は必須となります。
【学生の意見等からの気づき】
同時期に演習が重なることもあるため、課題の提出期限などは柔軟に対応し、
総合的に評価を行うこととする。
【学生が準備すべき機器他】
Ａ２製図板以外の基本的な製図用具は各自で準備する必要がある。基本的に
は１年生の図学及演習で購入した製図用具セットで対応が可能である。初回
講義で必要なものを提示するので各自で準備すること。
【その他の重要事項】
一級建築士の資格を有し、建築設計事務所にて木造住宅から公共施設等、様々
な建築設計の経験を持つ教員が、実際の資格試験の概要、設計実務を踏まえ
た製図知識、実際の設計作業を通じたプレゼンテーション、CADを用いた図
面によるプレゼンテーションなどを指導する。
【Outline (in English)】
【Course outline】 Students will learn skills for the drawing of building
construction plans through lectures and exercises. Students will
determine the type, structure and material of buildings, and learn how
to indicate them in drawings.【Learning Objectives】Students aspiring
to become architects should attend this class.　【Learning activities
outside of classroom】 Students will be expected to have completed the
required assignments after every lecture. Your study time will be more
than two hours for a lecture. 【Grading Criteria /Policy】 Your overall
grade in the class will be decided based on the following　Short reports
or Exercise drawings: 60%、in class contribution: 40%(Grade D for 4 or
more absences)
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

工学実験１

溝渕　利明、細見　直史、山本　佳士、内田　大介、水上　明、小川　秀夫、田中　義久

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鋼材及びコンクリートに関する実験に実際に参加し，実験デ－タの整理と実
験結果の考察を含むレポ－トを作成することにより，これまで学習したこと
について実験を通して体験的に理解することを本授業のテーマとする。
【到達目標】
実験の流れ、結果をまとめる力、結果を考察する力を身につける。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 40%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 30%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」、「DP4」、「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は，構造実験及び建設材料実験からなる。実際に実験に参加し，実験
データの整理と実験結果の考察を含むレポートを作成し，提出することが不
可欠である。
構造実験においては，構造力学で学んだ各種解析方法や原理に対する理解を，
模型実験をとおして深めること，鋼材の機械的性質を体験的に理解すること
を目的とする。建設材料実験においては，主としてコンクリート用材料の試
験，コンクリートの配合設計，コンクリートの非破壊試験等を体験的に学習
することを目的とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス（施設デザイ

ン）
実験の方法の説明・レポートの作成
方法の説明・班分け

2 ガイダンス（施設デザイ
ン）

実験の方法の説明・レポートの作成
方法の説明・班分け

3 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第1回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第２グループ
・鉄筋の引張試験：第３グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第１グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
５グループ
・コンクリートの非破壊試験：第４
グループ

4 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第2回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第２グループ
・鉄筋の引張試験：第３グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第１グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
５グループ
・コンクリートの非破壊試験：第４
グループ

5 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第3回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第３グループ
・鉄筋の引張試験：第４グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第２グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
１グループ
・コンクリートの非破壊試験：第５
グループ

6 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第4回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第３グループ
・鉄筋の引張試験：第４グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第２グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
１グループ
・コンクリートの非破壊試験：第５
グループ

7 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第5回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第４グループ
・鉄筋の引張試験：第５グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第３グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
２グループ
・コンクリートの非破壊試験：第１
グループ
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8 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第6回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第４グループ
・鉄筋の引張試験：第５グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第３グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
２グループ
・コンクリートの非破壊試験：第１
グループ

9 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第7回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第５グループ
・鉄筋の引張試験：第１グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第４グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
３グループ
・コンクリートの非破壊試験：第２
グループ

10 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第8回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第５グループ
・鉄筋の引張試験：第１グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第４グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
３グループ
・コンクリートの非破壊試験：第２
グループ

11 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第9回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第１グループ
・鉄筋の引張試験：第２グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第５グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
４グループ
・コンクリートの非破壊試験：第３
グループ

12 実験・データ解析・レ
ポートの作成（第10回）

グループは複数の班により構成され、
班および回数により実施内容は異な
るが以下の項目の実験を行う
＜構造実験＞
・はりのひずみ測定と荷重推定
・鋼材の引張試験
・H断面梁の応力測定
・座屈強度試験
＜建設材料実験＞
・骨材の特性実験：第１グループ
・鉄筋の引張試験：第２グループ
・コンクリートの配合設計及び練混
ぜ：第５グループ
・強度試験（圧縮，曲げ，引張）：第
４グループ
・コンクリートの非破壊試験：第３
グループ

13 レポートの作成 これまで実施した実験内容のとりま
とめと総合報告書の作成

14 レポートの作成 これまで実施した実験内容のとりま
とめと総合報告書の作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
行った実験のデータ整理，レポートの作成
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
建設材料実験：土木学会編・土木材料実験指導書
構造工学実験：プリントを配布する。
【参考書】
コンクリート技術の要点
必要に応じて講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
構造実験及び建設材料実験において、各50点満点とし、実験ごとのレポート
とそれに対するヒアリングの結果および総合報告書により評価する。なお、総
得点が60点未満の場合には単位を与えない（D評価）。レポート100％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
なし
【Outline (in English)】
The main theme of this course is to understand through experiments
on acknowledge obtained so far by actually conducting experiments on
steel and concrete materials and preparing the reports including the
arrangement of experimental data and consideration of experimental
results.
・Learning Objectives
Acquire the flow of experiments, the ability to summarize the results
and the ability to consider the results.
・Learning activities outside of classroom
Organize the data of the conducted experiment and reporting.
Preparation and review for this class is 1 hour in total.
・Grading Criteria /Policy
The maximum score is 50 points for each of the structural class and the
construction material class.
Grading is based on reports for each experiment, the results of
interviews and comprehensive reports.
If the total score is less than 60 points, no credit will be given (grade D).

— 249 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

鋼構造デザイン実習

鈴木　泰之、山下　修平

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鋼構造デザイン実習では、鋼構造の設計方法について、「鋼構造学及び演習X」
で習得した知識を具体な橋の設計に応用する。鋼構造デザイン実習では、ま
ず、鋼構造設計法の基礎を講義ならびに演習を通して習得した後、これらの知
識を活用して鋼構造のデザインを行う。デザイン実習は、鋼橋（歩道橋）を
対象として個別に与えられた設計条件に基づき、設計計算、作図および数量
算出を行う。講義は、実務で行われている実際の橋梁設計の手順に沿って実
習形式で進められる。これにより学生は、構造力学の基礎と鋼構造設計との
関連について習得することができ、かつ、実務で行われている「橋梁設計」と
いう行為の手順やポイントを身に着けることができる。
【到達目標】
はじめに、鋼構造の主材料である鋼の性質や鋼構造の設計方法について演習
問題を通して習得する。次に、これらの知識を活用して鋼橋（歩道橋）の設
計計算を行い、その結果に基づき施工性を考慮した図面を作成することによ
り、鋼橋の設計計算法や図面の読み方を取得する。
この講義の受講後、学生が「設計という行為がどのようなものであるか」に
ついて、および、「１、２年次で学んだ構造力学が、実務の鋼構造設計におい
て、どのように使われているのか」について、理解することを目標とする。さ
らに、鋼橋の設計について、一通り手順を追って学習していることから、「学
生が実社会においても抵抗なく鋼橋の設計を理解する能力を身に着けること」
を到達目標とする。各講義で出題される演習問題の提出、設計計算書、設計
図面、数量計算書の成果を提出することにより、単位が与えられる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」、
「DP4」、「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
与えられた課題に対して各々が問題に対する解答の作成、与えられた設計条件
に対する設計計算書の作成、製図、数量の算出を行う。製図は手書き・CAD
いずれでもよい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鋼構造概論 鋼構造の特徴について、鋼橋を例に

取り説明する。
鋼橋の構成要素と要素の役割および
鋼橋設計に必要な基本事項について
説明する。

2 鋼構造演習（構造力学の
設計への応用　荷重）

既習得の構造力学の知識の鋼構造設
計への応用について、演習を通して
学習する。荷重と荷重強度に関する
演習課題を行う。

3 鋼構造演習（構造力学の
設計への応用　荷重強
度）

既習得の構造力学の知識の鋼構造設
計への応用について、演習を通して
学習する。荷重と荷重強度に関する
演習課題を行う。

4 鋼構造演習（作用・断面
力の算出）

既習得の構造力学の知識の鋼構造設
計への応用について、演習を通して
学習する。作用（断面力）の算出に
関する演習課題を行う。

5 鋼構造演習（断面諸元・
抵抗）

既習得の構造力学の知識の鋼構造設
計への応用について、演習を通して
学習する。断面諸元および抵抗の算
出に関する演習を行う。

6 鋼構造演習（添接・補剛
設計）

既習得の構造力学の知識の鋼構造設
計への応用について、演習を通して
学習する。添接の考え方、部材の補
剛方法、補剛材の設計方法について
演習を行う。

7 鋼橋設計計算書の作成
（設計条件・荷重・荷重
強度）

鋼単純桁（歩道橋他）を例に取り、
設計計算書を作成する。この実習で
は、荷重・荷重強度を取り纏める

8 鋼橋設計計算書の作成
（断面力・断面決定・添
接）

鋼単純桁（歩道橋他）を例に取り、
設計計算書を作成する。この実習で
は、断面力算出・断面計算・添接計
算を扱う

9 鋼橋設計計算書の作成
（補剛設計・横桁・支点
上補剛材）

鋼単純桁（歩道橋他）を例に取り、
設計計算書を作成する。この実習で
は、補剛設計・横桁・支点上補剛材
を扱う。

10 鋼橋の製図（構造一般
図）

設計計算書を基にした製作図面の作
成方法の説明を行う。設計計算書が
完成した学生は教員による確認を受
けた後、製図作業に着手する。製図
は手書き・ＣＡＤいずれでも可とす
る。この実習では、構造一般図の作
図を行う。

11 鋼橋の製図（主桁） 作成された設計計算結果を基に、鋼歩
道橋の製作図面を作成する。製図は
手書き・ＣＡＤいずれでも可とする。
この実習では、主桁の作図を行う

12 鋼橋の製図（構造詳細
図）

作成された設計計算結果を基に、鋼
歩道橋の製作図面を作成する。製図
は手書き・ＣＡＤいずれでも可とす
る。この実習では、構造詳細図の作
図を行う。

13 材料の算出 作成された製作図面を基に、鋼橋製
作に必要な材料を算出する。
算出結果は、数量計算書として取り
まとめる。

14 成果品の提出、講評 設計計算書、製作図面、数量計算書
を教員に提出し、講評を受ける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
１～６　　構造力学の復習
７～１３　進捗が遅い学生は、授業時間外で成果の作成進捗を補うこと。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて資料を配布
【参考書】
道路橋示方書・同解説　（公）日本道路協会　平成29年11月
合成桁の設計例と解説　（一）日本橋梁建設協会　平成30年2月
大倉一郎：鋼構造設計学の基礎、（株）東洋書籍
中井・北田・山口・事口・平城：例題で学ぶ橋梁工学、共立出版（株）
田島富男、徳山昭：絵とき鋼構造の設計、（株）オーム社
中井博、北田俊行：新編　橋梁工学、共立出版 (株)

【成績評価の方法と基準】
演習問題の提出および採点結果　　４０点
鋼歩道橋他の設計計算　　　　　　４０点
鋼歩道橋他の製図　　　　　　　　１５点
鋼歩道橋他の数量計算　　　　　　　５点
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
教える側が「当然理解しているであろう、あるいは、理解したであろう」と考
えている事項を質問にくる学生が多い。教える側にとって「当然」であるこ
とも、実は、「学生にとって、理解されていなかったこと」が多いことに、改
めて気づく。懇切丁寧に分かり易い説明に心がける。また、学生の理解を深
めるために、基礎演習に力を入れるとともに、個別指導に力を入れる。
【学生が準備すべき機器他】
ノートパソコン、電卓、定規
【その他の重要事項】
同分野での実務経験を有する教員が担当する。
橋梁設計の流れが理解され、歩道橋の設計ができるようになることを目指す。
設計計算に必要な表計算ソフト（EXCEL)、設計図面作成に必要なソフト（AUTO
CAD)の習得も同時に行う。
【Outline (in English)】
【授業の概要（Course outline)】
Learn how to design steel structures through practical training. In this
training, the basis of steel structure design will be studied through
lectures and exercises, after which students will perform designs of
practical steel structures utilizing this knowledge. In the design
training, design calculation, drawing and quantity calculation for steel
pedestrian bridges are carried out based on individually assigned design
conditions.
【到達目標（Learning Objectives）】
Students can learn how to design steel structures
【授業時間外の学習（Learning activities outside of classroom）】
Preparation and review each design step 1 hour
【成績評価の方法と基準（Grading Criteria /Policy）】
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Report in class 40points
Design Calculation 40points
Design Drawing 15points
Material Calculation Sheet 5points
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

RC構造デザイン実習

溝渕　利明、伊東　賢、山本　佳士、西田　尚人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鉄筋コンクリート構造物の設計計算を行い，施工を考慮した配筋及び製図作
成を行うこと及び作製した図面から縮尺鉄筋を用いて鉄筋模型を製作するこ
とで，立体視能力を養うことが本授業のテーマである。
【到達目標】
橋梁下部工の設計計算を行い，その結果を基に施工を考慮した配筋及び製図
作成を行い、設計手法・設計図の読み方を習得する。また，作成した図面を基
に鉄筋模型の製作を行い，完成させることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」、「DP4」、「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は実習科目である。与えられた設計条件に対する設計書の作成と製
図を行う。製図はCADで行う。
作成した図面を基に橋梁下部工（フーチング，橋脚，梁）の鉄筋模型を製作
する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・鉄筋コンク

リートの設計製図，製作
模型に関する概要

ガイダンス　構造物の建設プロセス，
CAD操作の基礎

2 鉄筋コンクリート構造
物の設計 (1)

対象構造物の説明，設計に必要な基
礎知識，設計計算のﾌﾛｰ，設計条件，
設計に考慮する荷重と荷重の組み合
わせ　橋脚の耐震設計法　レポート
1（設計条件）

3 鉄筋コンクリート構造
物の設計 (2)

設計計算の解説　設計計算ﾓﾃﾞﾙ（は
り、柱、），鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ断面設計（曲
げ、曲げと軸力、せん断力），レポー
ト2（はり・柱の設計計算）

4 鉄筋コンクリート構造
物の設計 (3)

設計計算の解説　，ﾌｰﾁﾝｸﾞ安定計算
と断面設計，設計計算書作成演習レ
ポート3（ﾌｰﾁﾝｸﾞの設計計算）

5 鉄筋コンクリート構造
物の設計 (4)

鉄筋の名称と役割，土木製図基準，
配筋方法の原則と配筋計画書の作成，
配筋計画（はり、柱、ﾌｰﾁﾝｸﾞ）の留意
点　CADの説明と実習 CAD課題1
（構造寸法図）

6 鉄筋コンクリート構造
物の設計 (5)

橋脚配筋図の説明（はり、柱、ﾌｰﾁﾝｸ
ﾞ），設計図作成・演習
CAD課題2（柱配筋図）←チーム内
で分担して作図する方法を予め教え
ておく。

7 鉄筋コンクリート構造
物の設計 (6)

設計に関する質疑・応答 CAD課題3
（柱配筋図，鉄筋加工図と鉄筋質量表）

8 鉄筋模型製作 縮尺鉄筋の紹介，模型作製事例紹介，
設計図提示と模型製作手順，作業計
画制作日誌1

9 縮尺鉄筋の加工 (1) 鉄筋加工図（原寸図）の作成および加
工のための治具の製作　制作日誌2

10 縮尺鉄筋の加工 (2) 鉄筋加工図の作成および加工のため
の治具の製作　制作日誌3

11 縮尺鉄筋の加工 (3) 加工図をもとに鉄筋の切断と曲げ加
工を行う　制作日誌4

12 縮尺鉄筋の組立 (1) 加工した縮尺鉄筋を用いて，鉄筋の
組立を行う　制作日誌5

13 縮尺鉄筋の組立 (2) 加工した縮尺鉄筋を用いて，鉄筋の
組立を行う　制作日誌6

14 作品評価及びレポート
作成

作品発表会と評価．総合レポートの
作成　総合レポート

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
鉄筋コンクリート工学に関する復習
コンクリート工学に関する復習
構造力学に関する復習
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
橋梁下部工の設計（テキスト配布）
設計図作成マニュアル（テキスト配布）
模型作製手順書（テキスト配布予定）
【参考書】
土木学会コンクリート標準示方書 [設計編]，[施工編]
日本道路協会：道路橋示方書（Ⅰ共通編・Ⅲコンクリート橋編）・同解説
日本道路協会：道路橋示方書（Ⅰ共通編・Ⅳ下部工編）・同解説
日本道路協会：道路橋示方書（Ⅴ耐震設計編）・同解説
基礎から学ぶ鉄筋コンクリート工学（宮澤ら，朝倉書店）
【成績評価の方法と基準】
設計計算書（レポート3回・個人）30％
製図（CAD課題3回・個人）30％
鉄筋模型（制作日誌7回・グループ）30％
総合レポート（総合レポート1回・個人）10％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
なし
【その他の重要事項】
鉄筋模型に必要な材料は，支給することを原則とする
模型製作に必要な工具は貸与する
【Outline (in English)】
The purpose of this subject is to cultivate capability of stereoscopic
vision by calculations of reinforced concrete structure, drafting
considering construction, and making models using reduced scale
reinforcing bars based on drawings.
The Learning Objectives is to perform design calculations for bridge
substructures. Based on the results, it is to perform reinforcement
arrangement and drafting in consideration of construction. Further-
more, the objective of this course is to learn design methods and to
understand the blueprints. In addition, the goal is to make and complete
a reinforcing bar model based on the created drawings.
Learning activities outside of classroom
Review on Reinforced Concrete Engineering
Review on Concrete engineering
Review on Structural mechanics
The standard time for preparation and review for this class is 1 hour in
total.
Grading Criteria /Policy
Design calculation sheet (3 reports/individual) 30%
Drafting (3 CAD assignments/individual) 30%
Reinforcement model (7 production diaries/group) 30%
Comprehensive report (1 comprehensive report/individual) 10%
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

検査技術

溝渕　利明、菅沼　久忠、小野　秀一、野嶋　潤一郎

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鋼構造物・コンクリート構造物の耐力・耐久性調査を中心に講義と演習を行う．
鋼構造物に関しては，実際の検査機器や検査技術の紹介を行う．また，簡単
な装置を用いた実習を行うことで，検査機器に慣れることを本授業のテーマ
とする．
コンクリート構造物については，構造物の診断に用いられる非破壊検査機器
の適用場所，適用方法について概説するとともに，実際に機器を用いて測定
を体感する．
【到達目標】
鋼構造物に関しては，構造物の検査に用いられる簡単な装置を用いた実習を
行うことで，検査機器に慣れることを目標とする．
コンクリート構造物については，構造物の診断に用いられる非破壊検査機器
の適用場所，適用方法について理解するとともに，実際に機器を用いて測定
を体感することを授業の目的とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
鋼構造物・コンクリート構造物の耐力・耐久性調査を中心に，講義で調査を行
う際の機器の測定原理，操作方法を学ぶとともに，実際にそれらの機器を使
用して構造物の調査を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (コンクリー

ト)
設備・機器デザインの講義内容
ＬＣＥ，ＬＣＣの考え方，メインテ
ナンスについて

2 ガイダンス (鋼構造) 設備・機器デザインの講義内容，鋼
橋をはじめとした土木構造物で使わ
れている測定機器・モニタリング機
器の概要を説明する．
鋼橋の種類，鋼橋のとりまく現状に
ついて説明する．

3 電磁波を用いた内部検
査の概要

電磁波を用いた内部の空洞や鉄筋位
置の測定原理を説明するとともに，
電磁波による塩分量の測定について
も紹介する．

4 電磁波を用いたかぶり
及び鉄筋探査の実習

電磁波測定装置を用いて実際に鉄筋
位置の探査を行う．

5 赤外線によるコンクリー
ト表面部検査の概要

赤外線を用いたコンクリート表面部
の劣化状況を判定するための測定原
理を説明する．

6 赤外線によるコンクリー
ト表面部検査の実習

実際に赤外線装置を用いてコンク
リート表面部の温度分布の測定を行
う．

7 高精度傾斜測定による
モニタリング評価

経年劣化が進行する土木設備におい
ては、モニタリングによる状況把握
による評価が肝要となる。本講義で
は、簡易に高精度傾斜測定が可能な
IoT端末を用いて、機器の仕組みや
傾斜角から変形図を求め、土木構造
物の評価方法について学習する。

8 高精度傾斜測定によるモ
ニタリング評価の実習

橋モデルに加速度センサを橋軸方向
に５個設置した実験橋梁を用意し，
センサの重力加速度の変化から発生
した傾斜角を算出（asin関数）する。
算出したそれぞれの傾斜角を最小二
乗法で２次関数でおきかえ，できた
２次関数を積分して変形図を出す実
習を行う。

9 ひずみ・応力・変位測定
についての概要

鋼橋におけるひずみ・応力・変位
個々の測定目的
個々の測定方法（ひずみゲージ，変
位計等）

10 実際にひずみゲージや
変位計を用いての測定
の実習

片持ち梁のひずみとたわみの測定の
実習
理論値との比較および考察

11 有限要素解析を用いた
測定結果の評価

構造物の応力・変形挙動をより正確
に推定・把握する方法に有限要素解
析がある．ここでは、簡単な有限要
素モデルを用いて構造物の評価手法
を学ぶ．

12 有限要素解析を用いた
測定結果の評価（実習）

簡単な有限要素モデルを用いて構造
物の評価手法を実習する．

13 鋼構造物の非破壊検査技
術の現状についての概要

鋼橋溶接継手の特徴と検査の必要性
を説明するとともに，非破壊検査技
術の現状について説明する．

14 非破壊検査試験の実習 欠陥を有す溶接試験片の検査を用い
た非破壊検査試験を実習する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義内容の復習
データ整理及びレポート作成
返却されたレポートの評価結果内容の確認と復習
シラバス内容の事前確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義資料を配信する
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
コンクリート：
レポートによる。指定した回数以上の欠席者については受験資格がないもの
とする。
レポート課題（100%)
鋼構造：
実習内容（50%）
－講義を聴講して実習を行う
レポート課題（50%）
－ガイダンスを除く各回の講義の理解度，および実施した実習に対して十分
な考察ができているかが評価基準
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
特になし
【その他の重要事項】
なし
【Outline (in English)】
Lectures and practices will be conducted on inspection methods for
evaluating load bearing capacity and durability of steel and concrete
structures. For steel structures, the main themes will be the
introduction of actual inspection equipment and inspection technology
and experience of inspection methods through practice using simple
devices. For concrete structures, the main themes will be application
methods of non-destructive testing equipment used for diagnosis
of concrete structures and experience of measurements with actual
equipment.
Learning Objectives
As for steel structures, the goal is to get used to inspection equipment
through practical training using simple equipment used for inspection
of structures.
For concrete structures, the purpose of the class is to understand
where and how to apply non-destructive inspection equipment used to
diagnose structures, and to experience the actual measurement using
the equipment.
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Learning activities outside of classroom
Review of lecture content
Data organization and reporting
Checking and reviewing the content of evaluation results in returned
reports
Advance confirmation of syllabus content
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Concrete structure:
Report assignment (100%)
Steel structure:
Practical content (50%)
Report assignment (50%)
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

工学実験２

鈴木　善晴、酒井　久和、鈴木　弘明、池田　勇司、道奥　康治、北條　幸雄

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　環境システム系の実験（水圏環境実験および土質環境実験）を実施して計
測技術を習得する．実験データを的確に図表化・分析し，実験値と理論値と
の整合性や違いの原因を考察する．以上の実験結果を反映したレポ－トをわ
かりやすく作成することにより，これまでの学習内容を実証的に理解すると
ともに実験で得た新たな発見を通して水圏・土質環境に発現する実現象への
理解を深めることを目的とする．
【到達目標】
　実験の目的と方法を正しく理解した上で，グループのメンバーと協力しなが
ら自ら実験作業に従事して業務遂行能力の向上を図る（G，I），実験結果をレ
ポートとしてわかりやすく明快にまとめる力を養うとともに，これまでに習得
した専門知識と関連づけながら実験結果を適切に考察できるように応用力や科
学的思考力を身につける（E，H），などが本授業の主な学習到達目標である．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 40%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 30%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　本授業は，水圏環境実験および土質環境実験の2つからなる．いずれにおい
ても自ら実験に参加して，実験データを取得して分析・整理し，実験結果に
対する深い考察を反映したレポートを作成・提出することが不可欠である．
　水圏環境実験では，水理現象の観察・測定，実験と理論との比較・検証を通
して，水理特性を理解することを目的とする．また，土質環境実験では，ふ
るい分けなどの実験を通して土と接することにより，その物理的・力学的性
質を体感し土質特性を理解すること，および水質に関する浄化・分析の手法
を理解することを目的とする．
　各実験はいずれもグループに分かれて実施するが，水圏環境実験は，グルー
プによって実験AとBの実施日が異なる．また，土質環境実験は，午前と午
後で実験AとBのグループを入れ替えて実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 実験概要・実験方法およびレポート

の作成・提出方法の説明
(2) 水圏環境実験A-1 変水位透水試験に関する講義および

演習：ダルシーの法則，変水位透水
試験と定水位透水試験の理論

(3) 水圏環境実験B-1 浮体の安定実験に関する講義および
演習：静水圧解析の復習，アルキメ
デスの原理，浮体の重心・浮心，浮
体の安定条件の基礎理論

(4) 水圏環境実験A-2 変水位透水試験の実施：土壌試料三
種類を鉛直カラムに充填して水位低
下量を計測，変水位透水試験の理論
式より飽和透水係数を算出

(5) 水圏環境実験A-3 変水位透水試験に関するデータ整理
とレポート作成

(6) 水圏環境実験B-2 浮体の安定実験の実施：浮体模型の
重量・重心・断面2次モーメントを変
化させながら浮体の安定性を観察・
考察，アルキメデスの原理の確認

(7) 水圏環境実験B-3 浮体の安定実験に関するデータ整理
とレポート作成

(8) 土質環境実験A-1 土の含水比試験と粒度分析の実施：
湿潤状態と乾燥状態の土の質量から
含水比を算出し，ふるい分け試験に
より土の粒度分布を把握

(9) 土質環境実験A-2 一軸圧縮試験の実施：土の円柱供試
体に対して鉛直力のみを載荷し，ひ
ずみと荷重との関係から土の一軸圧
縮強度，変形係数，鋭敏比等を算出

(10) 土質環境実験B-1 排水の浄化実験の実施：簡易廃液処
理装置を用いた，六価クロムを含む
原水の水処理

(11) 土質環境実験A-3 土の最大密度・最小密度試験の実施
：乾燥砂に対して最も密な状態とし
ての最大密度と最も疎な状態の最小
密度を測定し，土の相対密度を算出

(12) 土質環境実験B-2 原水・浄化水や環境水等の水質分析
の実施：簡易水質分析キットや分光
光度計を用いた水素イオン濃度指数，
電気伝導率，化学的酸素要求量，六
価クロム等の測定

(13) 土質環境実験A-5 地盤環境実験Aに関する質疑応答、
レポート作成

(14) 土質環境実験B-3 水質分析に関するデータ解析，解析
結果の口頭発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
実験データの取りまとめやレポートの作成に取り組み，指定された期限まで
にレポートを提出する．原則として期限後のレポート提出は認めない．
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて授業の際にプリントを配付する．
【参考書】
必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．
【成績評価の方法と基準】
水圏環境実験および土質環境実験をそれぞれ50点満点，合計100点満点とし，
各実験に対する取り組み状況，提出されたレポートの内容等により評価を行
う．60点以上を合格とする．ただし，提出すべきレポートのいずれか1件で
も未提出の場合（あるいは0点の場合）には不合格とする．また，全28コマ
の講義のうち欠席回数が6コマを超えた場合にも不合格（評価D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　実験結果の取りまとめやレポートの作成を行う際に「ノートパソコン」を
使用することがあるので，教員からの指示があった場合は忘れずに持参する
こと．
【その他の重要事項】
　実験データの整理等を行う際に「関数電卓」が必要となる場合があるので，
各自で忘れずに持参すること（持参し忘れた場合には貸与しない）．
建設コンサルタントおよび土質試験所において，水質，土質試験を行った経
験を有する教員が試験の指導を行う．
【Outline (in English)】
(Course outline)
The objective of this course is to learn measurement techniques that
are necessary in hydrospheric- and geo-environmental engineering.
By graphically displaying and analyzing experimental data based
on theoretical background, students will understand theories and
mechanisms involved in the phenomena. The results should be
briefly and properly reported in a paper so that students enrich
their understanding of environmental systems in the hydrosphere and
geosphere.
（Learning Objectives）
Having a correct understanding of the purpose and methods of
experiments, students extend and develop their ability to work on
experiments in cooperation with group members (Goals G and I).
Students also develop the ability to apply scientific thinking and
knowledge in properly summarizing the experimental results in reports
by appropriately relating the results to specialized knowledge that they
have acquired so far (Goals E and H).
（Learning activities outside of classroom）
Before/after each class meeting, students will be expected to spend one
hour to understand the course content.
（Grading Criteria /Policy）
Grading will be decided based on the students’ performance of
experiments and the quality of students’ reports in hydrospheric field
(50%) and geo-environmental field (50%).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

メンテナンス工学

溝渕　利明、臼井　則生

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
重要な社会資本である構造物（鋼構造、コンクリート構造）を適切に維持管
理して長期間安全に使用するための方策・技術についての基礎知識を身につ
ける。
【到達目標】
橋梁の維持管理方法に関する基礎知識を身につけることを本授業の到達目標
とする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 80%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
21世紀の建設業界は，新設の時代から維持管理の時代へと移行していくことと
なる。特に高度成長期に整備された社会資本は建設後50年近く経過しており，
その多くが老朽化してきており，早急に調査・点検を行っていく必要がある。
　本講義では，社会資本の一つである橋梁を中心に維持管理の基本的な考え
方，手法などについて概説していく。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 メンテナンスとは何か

維持管理の原則とメン
テナンスの重要性につ
いて理解する

維持管理の原則とメンテナンスの重
要性について概説

2 ライフサイクルを考える
ライフサイクルエンジニ
アリングやライフサイク
ルコスト，ライフサイク
ルマネジメントについ
てその内容を理解する

ライフサイクルエンジニアリングや
ライフサイクルコスト，ライフサイ
クルマネジメントについて概説

3 コンクリートの劣化
コンクリートの劣化の
代表的な塩害，中性化，
凍害，アルカリ骨材反応
についての劣化メカニ
ズムを理解する

コンクリートの劣化の代表的な塩害，
中性化，凍害，アルカリ骨材反応に
ついて概説

4 コンクリートの劣化予
測手法
コンクリートの劣化予
測手法の現状技術につ
いて理解する

コンクリートの劣化予測手法の現状
技術について概説

5 維持管理の方法
維持管理計画と診断方
法について理解する

維持管理計画と診断方法について概
説

6 点検について
点検の種類と点検方法
の概説，点検における調
査について理解する

点検の種類と点検方法の概説，点検
における調査について概説

7 評価・判定，対策
診断結果に基づく評価・
判定，対策の種類と選
定，補修・補強について
理解する

診断結果に基づく評価・判定，対策の
種類と選定，補修・補強について概説

8 鋼構造物の特徴とメン
テナンス
メンテナンスを行う上
での鋼構造物の特徴と
メンテナンスの基本的
な考え方を理解する．

鋼構造物の特徴とメンテナンスの基
本

9 鋼構造物の疲労損傷と
対策技術
鋼道路橋に発生する疲
労のメカニズムと対策
技術を理解する．

疲労の要因とメカニズム
疲労損傷の事例と対策
疲労部材の評価

10 鋼構造物の腐食損傷と
対策技術
鋼構造物に発生する腐
食のメカニズムと対策
技術を理解する．

腐食の要因とメカニズム
腐食損傷の事例と対策
腐食部材の評価

11 鋼構造物の点検と診断
技術
鋼構造物の点検・調査方
法と診断技術を理解す
る．

点検と診断の目的と実際
健全度評価，劣化予測手法

12 鋼構造物の補修・補強
技術
鋼構造物の補修・補強の
考え方および補修・補強
技術を理解する．

補修・補強方法の基本的な考え方
補修・補強技術
補修・補強の実例

13 鋼構造物のメンテナン
スマネジメント
鋼構造物メンテナンス
マネジメント手法を理
解する．

マネジメント導入の背景・効果・課題
マネジメントの事例，予防保全・事後
保全とライフサイクルコストの関係

14 過去から学ぶメンテナ
ンス技術
鋼構造物に関する過去
の重大事故からメンテ
ナンスの重要性とメン
テナンスエンジニアの
あり方について学ぶ.

過去の重大事故におけるメンテナン
ス上の問題
これからのメンテナンスエンジニア

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義内容の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義資料を配信する
【参考書】
社会基盤メインテナンス工学；東京大学出版会
コンクリート標準示方書 (維持管理編)；土木学会
必要に応じて講義中に配付する．
コンクリート崩壊：PHP新書
よくわかるコンクリート構造物のメンテナンス：日刊工業新聞社
朽ちるインフラ：日本経済新聞出版社
【成績評価の方法と基準】
レポートによる。指定した回数以上の欠席者については期末試験の受験資格
がないものとする。
レポート課題100％
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
なし
【その他の重要事項】
高速道路会社で長くメンテナンス部門に勤務した教員が、鋼構造物のメンテ
ナンスについて指導する。
【Outline (in English)】
The aim of this course is to acquire basic knowledge on measures
and techniques for long-term safe use of structures (steel, concrete
structures) and their appropriate maintenance and management vital
for social capital.
Learning Objectives
The goal of this class is to acquire basic knowledge about bridge
maintenance methods.
Learning activities outside of classroom
Review of lecture content
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Report assignment 100%
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ２（建築）Z

塩田　能也

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自分が構想する空間を模型やドローイングを通してプレゼンテーションし、人
に伝える方法を学びます。
【到達目標】
・模型などを用いて立体と平面を行き来しながらデザインする
・空間に対する分析力・考察力を養う
・日常や社会活動を捉え直す視点を養う
・各種構造の特性を理解する
・行動場面をイメージしながら設計する技術を身につける
・周辺環境との関係を理解し，敷地の特徴を活かす技術を身につける
●AB期の「デザインスタジオ1」を発展させる。
[建築研究]自分が選んだ建築空間や環境を調べた後、実際に空間を訪れ体験し、
レポートにまとめることで空間の分析力、考察力を養う。（事前研究レポート
と、空間体験レポートの2部構成での提出とする）
[ウォッチャー]普段目にしている風景や街中にある事物を、あるテーマを通し
てとらえなおし1枚の写真に表現することで、日常に対する新たな視点を持つ
力を養う。
[光の箱]建築空間にとって最も基本的であると同時に重要な要素である『光』
をテーマにした課題を通して、空間に於ける光の扱い方を習得する。
[一辺5m立方の空間の設計]一辺5mキューブの空間を設計する。ここでは、
三次元で考え、それを図面化することによって立体と図面との関係を理解す
る。また図面の理解のみでなく、「空間への夢」を形態としてデザインする。
デザインスタジオ3、4へのステップとして特に重要である。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
　目標を達成するために、まず建物研究を行う。どのような建物や環境に興
味をもったのか、そしてその建物を研究したあと、実際に空間を体験するこ
とで、図面や写真の分析から読み取れることと、体験しなければわからない
ことを考察する。また、この研究では、建築作品が気候・風土、風俗・習慣、
技術、経済性など、多くの条件の結果として優れた空間がつくりだされてい
ることを学ぶ。そして、『ウォッチャー』では、一つのテーマに沿った写真を
撮り提出する。全員の写真を並べてみることで同じテーマでも多様な視点が
あることを学ぶ。
　建築を取り巻く背景に触れた後に、初学年ではじめて設計を行う。夢をか
たちにするとはどのようなことか。建築空間を考えるとはどのようなことか。
そして、建築を構成する材料とはどのようなものか。条件に従ったうえでの
個性とは。そして美とは何か。などさまざまな問いかけを、手を動かしてス
ケッチし、模型を作り、エスキースを繰り替えすことから形を見出し、空間
を作り出し、表現する方法を学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・建築研究

『光の箱』
『ウォッチャー』の説明

○魅了される建築を研究と見学の両
方を通して体験しレポートにまと
める。
○課題の説明。

2 建築研究　発表
『光の箱』
『ウォッチャー』
　　　

○建築研究レポート
　発表
○光の箱　エスキース1
　開口と光の関係を探る
○ウォッチャー　発表と講評

3 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース2
　壁や開口部の素材、反射による光
の効果を探る。
○ウォッチャー　発表と講評

4 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース3
　さまざまなスタディによってどん
な光の状態ができるのかを把握する。
○ウォッチャー　発表と講評

5 『光の箱』
『ウォッチャー』

○光の箱　エスキース4
　写真やドローイングも含めたプレ
ゼンテーションの方法を学ぶ。
○ウォッチャー　発表と講評

6 『光の箱』
●講評会
『ウォッチャー』

○光の箱　プレゼンテーション：作
品のコンセプト、図面、模型を提出
し、講評会を行う。
○ウォッチャー　発表と講評
○『5m立法の空間』
ガイダンス：一辺5m立方の空間のな
かに自分のための空間（自室）を設計
する。他者を招くことも条件とする

7 『5m立法の空間』 ○自分自身が人を招く空間としてど
のような空間を作りたいかをイメー
ジする。
○5m立法の空間の大きさを把握す
る。

8 『5m立法の空間』 ○模型やスケッチをつくることで具
体的な空間を思考する。平面図に空
間を落とし込む。

9 『5m立法の空間』 ○平面図と模型を提出。クラス別に
中間講評会を行う。

10 『5m立法の空間』 ○中間講評で指摘された事柄を反映
しスタディを深める。

11 『5m立法の空間』 ○敷地や家具類を含めた模型を製作
する。

12 『5m立法の空間』 ○最終プレゼンテーション用の図面
と模型の製作を行う。

13 『5m立法の空間』
●スタジオ講評会

○模型の撮影法、プレゼンテーショ
ン（人に意図を伝える）方法につい
て学ぶ。
◇プレゼンテーションパネルは模型
写真・説明図・一般図面等を含んで
構成する。
プレゼンテーション：作品のコンセ
プト・図面を提示、
●発表および講評会を各スタジオで
行う。

14 『5m立法の空間』
●合同講評会

全スタジオ合同講評会

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　良い空間を体験することは、建築学習にとって何よりも学ぶことが多い。実
際に足を運び、優れた建築空間を体験する習慣をつけることが望ましい。そし
て、その空間がなぜ優れているのかを観察することが設計への第一歩となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『空間練習帳』小嶋一浩,小池ひろの,高安重一,伊藤香織（建築文化シナジー）
【参考書】
『住まいの空間　独立住居』武者英二・宮宇地一彦・永瀬克己著、日本建築学
会編（彰国社）
『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
『建築のしくみ』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
【成績評価の方法と基準】
課題ごとに採点し、全作品により評価する。
〈建築研究〉興味ある建築物の研究を行い、事前研究レポート、空間体験レポー
トの2部構成で提出する。
　○事前研究レポート：まず図面や写真、建築家の記述などから周辺環境と
の関係や建築の空間分析を行う。
　○空間体験レポート：実際にその建築空間を体験し、事前研究で行った分
析との比較、体験したからこそ得られた空間の印象などの考察を記述する。
どのような対象を取り上げるのか。建築家の思想、思考をどのように読み取
とったのか。実空間体験によりどのような考察を行ったのか。自分自身の思
考と言葉による分析などを評価する。
〈ウォッチャー〉週ごとに設定されるテーマに沿った1枚の写真を提出。テー
マのとらえ方、写真の表現力、構図・構成力、新しい視点の提示など総合的に
評価する。
〈光の箱〉一つの箱に対して、穴のあけ方、素材の選び方、使い方などから光
をどのように取り込み、空間化したか。授業におけるエスキースの取り組み
と、模型及び図面の表現力。プレゼンテーションパネルの構成力などにより
総合的に評価する。
〈5m立法の空間〉自分の夢をどのように空間化できたか。模型による表現。図
面や写真による平面構成、プレゼンテーションによって評価する。授業にお
けるエスキースの取り組み、および提出した課題作品により評価する。
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（評価配分：建築研究15％、ウォッチャー5%、光の箱30%、5m立法の空間
50%）
（ただし、1つでも未提出課題がある場合は単位取得できない可能性があります）
【学生の意見等からの気づき】
授業時間における作業だけでなく、日常的にスケッチを書いたり、スタディ模
型を作製したり、エスキースで指摘されたことをきちんと見直すなど、授業
以外の時間をいかに使うか。課題の最終成果物へ向けた作業予定を立て、計
画的に進めていくことが重要である。
【学生が準備すべき機器他】
製図用具：製図に必要な各種道具（各自）、模型用材・用具（各自）、カッター
マット（各自）、平行定規（各スタジオ）。
【その他の重要事項】
初めての設計では、既成概念に縛られがちである。「夢」が図面作成や模型制
作を元気づける。
現在も活躍している建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習を
指導する。
【Outline (in English)】
[Outline]
In this course students will learn how to create models and drawings
from planned designs for use in presentations in order to further their
communication communication skills.
[Learning Objectives]
Students will learn how to create models and drawings from planned
designs for use in presentations in order to further their communication
skills.
Cultivate the ability to analyze and think about space.
Cultivate the ability to rethink everyday life and social activities.
To understand the characteristics of various structures.
Acquire skills to design while imagining the scene of action.
To understand the relationship with the surrounding environment and
acquire techniques to make the most of the characteristics of the site
To develop "Design Studio 1" in AB.
[Architectural Research] After researching the architectural space and
environment of their choice, students will visit the space, experience
it, and summarize their findings in a report, thereby developing their
ability to analyze and consider the space. (The report will consist of two
parts: a preliminary research report and a report on the experience of
the space.)
[Watcher: Students will develop the ability to gain a new perspective on
everyday life by reexamining the scenery and things they see in the city
through a certain theme and expressing it in a single photograph.
[Light Box] Through assignments on the theme of "light," the most basic
and important element of architectural space, students will learn how
to handle light in a space.
[Design of a 5m cubic space] Design a 5m cubic space. Here, students
will think in three dimensions and draw them to understand the
relationship between three-dimensional objects and drawings. In
addition to understanding the drawings, students will also design their
"dream for space" as a form. This is especially important as a step
toward Design Studio 3 and 4.
[Learning activities outside of classroom]
　Experiencing a good space is the best way to learn about architecture.
It is desirable to develop the habit of actually visiting and experiencing
excellent architectural spaces. And observing why a space is excellent
is the first step to designing it.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Grades will be given for each assignment, and all works will be
evaluated.
The students are required to research architectural structures of
interest and submit a two-part report: a preliminary research report
and a report on their experience in the space.
　 Preliminary research report: First, students will analyze the
architectural space and its relationship to the surrounding environment
based on drawings, photographs, architects’ descriptions, etc.
　The report will include a comparison with the analysis conducted in
the pre-research and a discussion of the impressions gained from the
experience of the space.
What kind of subject will be taken up? How did you read and
understand the architect’s thoughts and ideas? What considerations
did you make based on your experience of the actual space? How did
you analyze the architect’s ideas and thoughts through the experience
of the actual space?
Watcher〉Submit a photograph in line with a theme set each week.
Comprehensive evaluation will be made on how the theme is perceived,
the expression of the photograph, composition and organization, and the
presentation of a new point of view.
(1) "Box of Light": How did the photographer capture and spatialize
light by making holes in a single box, selecting materials, and using
them in different ways? (2) The student’s work on his/her esquisse
in class and his/her ability to express himself/herself in the model
and drawings. Comprehensive evaluation will be made based on the
students’ skills in composing presentation panels and other factors.

How did you spatialize your dream? Expression by model. Evaluation
will be based on the plan composition using drawings and photographs,
and the presentation. Evaluation will be based on the work of the
student’s esquisse in class and the work submitted for the assignment.
(Assessment distribution: 15% architectural research, 5% watcher, 30%
light box, 50% space of 5m cubic feet)
(However, students who have not submitted even one assignment may
not receive credit.)
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HUI200ND（人間情報学 / Human informatics 200）

インタフェースデザイン

土屋　雅人

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年、各種電子機器の操作は複雑なヒューマンインタフェース（以下
インタフェース）を通して行なわれることが多いため、インタフェー
スデザインが製品の評価を決める重要な要素になっている。インタ
フェースデザインの各種事例を通して、デザインに必要なヒューマ
ンファクターを理解し、その体系的なデザイン手法を学習する。

【到達目標】
インタフェースデザインに必要なヒューマンファクターを理解する。
インタフェースの設計方法を理解する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
インタフェースデザインは、ひとつひとつの操作を積み重ねる時間
軸を持つことが特徴である。そのため、一連の操作を通して問題点
を把握し、新たなデザインを提案するプロセスの実体験が重要であ
る。本授業では、身近な機器を題材にして、インタフェース設計ガ
イドラインやユーザビリティ評価手法等を導入し、「身体的」「認知
的」「感性的」側面から、インタフェースデザイン方法論を体感的に
学習する。授業の中では、前半にインタフェースの問題抽出と解決
方法を事例を通して解説し、後半で自ら実製品のインタフェースデ
ザインを演習的に体験する。複数の演習課題に対して、その特徴的
なレポートを抽出し、授業の中で講評する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業ガイダンス 授業の進め方、授業評価につい

て説明する。
2 インタフェースデザ

インとは
インタフェースデザインの概論、
歴史、手法等について解説する。

3 身の回りのインタ
フェース

事例を通してインタフェースデ
ザインの重要性を解説する。

4 アンスロポメトリ インタフェースに係わる人間工
学的課題を解説する。

5 視覚・反応 視覚感覚の特性について解説す
る。

6 認知・判断１ 人の認知について解説する。
7 知覚・認知・判断２ 事例を通して人の情報処理の流

れを解説する。
8 記憶・意思決定 記憶の特性と意思決定の特徴に

ついて解説する。
9 インタフェースデザ

インプロセス
インタフェースデザインのプロ
セスを解説する。

10 ユーザビリティ評価 事例を通してユーザビリティ評
価を解説する。

11 ヒューマンエラー１ ヒューマンエラーの事例につい
て解説する。

12 ヒューマンエラー２ ヒューマンエラーの構造につい
て解説する。

13 インタフェースデザ
インの課題

課題の発表、評価を行う。

14 インタフェースデザ
インの将来

次世代の入出力ディバイス等今
後の方向性を解説する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
特別講義では、講師の指示する課題を授業時間外に対応すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じてテキストを配布する。

【参考書】
こんなデザインが使いやすさを生む、三菱電機デザイン研究所、工
業調査会
ユーザビリティテスティング、黒須正明、共立出版
デザインと感性、井上勝雄、土屋雅人他、海文堂出版
ユーザビリティハンドブック、共立出版

【成績評価の方法と基準】
各課題の達成度，および授業態度を総合して評価する。
授業の中でのインタフェースデザイン技術に関する課題を課し、そ
の内容を評価に加える。
平常点（20％）＋課題合計（40％）＋試験（40％）＝合計100％

【学生の意見等からの気づき】
指示した場合を除き、ノートパソコンによる講義録メモや、デジタ
ルカメラによる授業資料撮影を禁止する。

【学生が準備すべき機器他】
課題によってノートパソコンを使用する（授業の中で指示する）。

【Outline (in English)】
Electronic devices need complicated human interfaces to
perform high level functions in recent years, and interface
design is becoming more important for the evaluation of
products. Through various examples of interface design, we
will study the human factors which are necessary for the
design and learn systematic design methods.
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to write reports.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:20%, Short reports: 40%, Term-end
examination:40%.
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MEC300ND（機械工学 / Mechanical engineering 300）

熱と流れのデザイン

田中　豊

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　身のまわりの物体は，運動したり，変形したり，状態（温度，圧力，体積な
ど）が変化したりする．また製品をデザインするためには，こうした物体の
力学的な特性や状態変化を十分に理解しておくことが重要である．
　本授業のテーマは，まず最初に，このような物体の運動や変形，状態の変化
を，自然科学や技術の変遷の中で，「熱」や「流れ」の力学として考える．次
に，熱と流れに関する課題を取り上げ，シミュレーション等により自ら解決し
たり，その結果を可視化手法等により表現したりする．さらに，具体的な実習
課題を通して，熱や流れに関する性質を製品のデザインに活かすことを学ぶ．
【到達目標】
・物体の運動や変形，状態の変化を「熱」や「流れ」の力学として理解できる
こと．
・熱と流れに関する課題を計算やシミュレーション等により自ら解決したり，
その結果を可視化手法等により表現したり説明したりできること．
・熱や流れに関する性質を製品のデザインに活かすことができること．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
　到達目標を達成するため，授業の前半では，まず熱と流れの力学に関する自
然科学や技術の変遷を紹介し，物体の変形にともなう力学的な諸問題を「流
体」や「流れ」という概念でとらえ，流れの性質や数学的な表現を解説する．
　次に授業の後半では，物体の熱の出入りにともない生じる状態変化を「熱
学」という物体の巨視的な状態変化と仕事やエネルギーの概念でとらえ，熱
の特徴的な性質，熱力学の法則やパワーサイクルの考え方を概観する．
　講義授業回毎に与えられたリアクションペーパーや演習問題を記入・作成
し，提出する．また「流れ」と「熱」に関する理解度を確認するための2回の
試験を行ない，途中までの理解度を評価する．
　授業の最後では，熱と流れの可視化手法や測定手法を紹介し，数値シミュ
レーション結果の処理を行うための基礎事項を解説する．さらに具体的な実
習課題や例題演習を通して理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 物体の運動と状態の変化 物体の運動や変形，状態の変化を

「熱」や「流れ」の力学として理解す
る．熱や流れの力学を自然科学や技
術の変遷の中で理解する．単位系と
その考え方を理解する．
・力学の学問体系
・流れと熱の力学史
・流体力学と熱力学
・単位系とその考え方

2 流体の性質，静水力学 変形しながら運動する物体（流体）
に特徴的な性質を理解する
・圧力
・密度と比重
・粘性と圧縮性
・静水圧
・マノメータ
・パスカルの原理と力増幅装置
・浮力

3 流れの基礎事項 流れの数学的な表現の中で重要とな
る連続の式と運動量保存則について，
力学的な視点で理解する
・流速と流量
・連続の式（質量保存則）
・レイノルズ数
・オイラーの運動方程式

4 エネルギー保存則とベ
ルヌーイの式

前回に引き続き，流れの数学的な表
現の中で重要となるエネルギー保存
則を理解する．さらに圧力の測定方
法や流れの表現方法（可視化手法）
についても理解する）
・エネルギー保存則
・ベルヌーイの定理
・動圧と静圧
・ピトー管と圧力の測定法
・流れの可視化と表現法

5 流体の運動量・レイノル
ズの相似則

流体の運動量や特徴的な性質である
粘性と圧縮性について，その役割や
基礎事項について理解する
・流体の運動量と運動量理論
・粘性の役割
・非圧縮・粘性流れの基礎方程式
・流れの相似則とレイノルズ数
・層流と乱流
・圧縮性流れの基礎方程式

6 管路内流れと損失 工学的な流れの基本となる管路内流
れについて，その基礎事項を理解する
・管路内流れ
・管摩擦損失
・境界層

7 物体まわりの流れ 流体中に置かれた物体に働く力や流
れの様子についての基礎事項を理解
する
・物体周りの流れ
・抗力と揚力
・第1回～7回のまとめ
・理解度確認試験１

8 物質の熱力学的特性 物体の熱の出入りにともない生じる
状態変化を「熱学」という物体の巨
視的な状態変化と仕事やエネルギー
の概念として理解する
・物体の状態変化
・熱エネルギーと仕事
・圧力と体積と温度

9 熱エネルギーの利用と
伝熱

熱の移動に関する基礎事項を熱の利
用の観点から理解する
・伝熱の形態
・熱輻射
・熱伝導
・熱伝達
・断熱

10 理想気体の状態変化と
仕事

理想気体の状態変化と仕事に関する
基礎事項を熱と仕事の等価性の関係
で理解する
・理想気体の状態変化
・熱と仕事

11 熱エネルギーの状態変
化と仕事

熱と仕事とエントロピーに関する基
礎事項を理解する
・熱と仕事とエントロピー
・熱力学の第一法則
・準静的変化
・可逆変化と不可逆変化

12 熱力学の法則とパワー
サイクル

熱力学の法則と熱エネルギーを利用
したパワーサイクルの考え方につい
て理解する
・様々なプロセス
・熱力学の法則
・熱機関の動作原理とパワーサイクル

13 様々な熱機関のパワー
サイクル

身の周りの様々な熱機関をパワーサ
イクルの観点で理解する
・オットーサイクル
・ディーゼルサイクル
・スターリングサイクル
・ブレイトンサイクル
・ランキンサイクル
・ヒートポンプ

14 熱と流れの可視化・計測
手法・画像処理
まとめ

熱と流れの可視化や計測手法に関す
る基礎事項を例題と実習を通じて理
解する
・熱と流れの可視化と例題実習
・計測手法と例題実習
・画像処理と例題実習
・第8回～14回のまとめ
・理解度確認試験2
・授業改善アンケートの記入

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
返却されたリアクションペーパーの復習
課題レポートの作成と提出
提出した課題の見直しと復習
講義資料の内容の事前の確認と事後の復習
理解度確認試験の自己採点と評価結果の見直し・復習
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本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない．適宜，プリントや演習問題を配布する．
すべての教材や演習問題，リアクションペーパーは授業支援システムを用い
て電子媒体で配布する．
【参考書】
細井：教養・流れの力学，東京電機大学出版局
日本機械学会編・JSMEテキストシリーズ：流体力学
日本機械学会編・JSMEテキストシリーズ：熱力学
【成績評価の方法と基準】
・リアクションペーパーや演習問題（40％）
　授業中に配布されたリアクションペーパーや演習課題を，教員からの指示
に従い，記入・回収し，結果を確認して，次回に返却する．その提出状況と記
入結果を各回5点満点で評価する．各回の授業内容の理解と記入状況が評価の
基準である．
・理解度確認試験（60％）
　2回の理解度確認試験の結果を，それぞれ，100点満点で評価する．理解度
確認試験１では，第1回～7回で行われた授業内容の「流れ」に関する力学的
な理解が評価の基準である．理解度確認試験２では，第1回と第9回～13回
で行われた授業内容の「熱」に関する力学的な理解が評価の基準である．
・レポート課題（必要に応じて加点する）
　第1回～14回のレポートの提出状況と内容を各5点満点で評価する．実習
課題のレポートでは得られた知識を活用し，自ら計算やシミュレーションの
結果を理解表現できること，また得られた知見を製品のデザインに活かせる
ようになったかが評価の基準である．
・最終的な成績評価は，上記のすべての結果から総合的に判断評価する．
【学生の意見等からの気づき】
演習の解答例の詳細な解説を行ってほしい旨の意見があったので，時間の許
す限り解答例の解説を行う．
リアクションペーパーへの記入例は，講義終了後，授業支援システムを使っ
て電子的にアップする．
【学生が準備すべき機器他】
大学から配布されたノートPCを使用する．
【Outline (in English)】
This course introduces fluid dynamics and thermodynamics to students
taking this course. Liquids and gasses can both be classified as
fluids. The first half of the lecture deals with fluid properties, fluid
statics and fluid dynamics. The second half of the lecture deals
with thermodynamics. Thermodynamics is the study of a substance’s
energy-related properties. The properties of a substance and the
procedures used to determine those properties depends on the state and
the phase of the substance. By the end of the course, students learn to
utilize the properties related to fluid dynamics and thermodynamics to
product design through practical tasks.
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than two hours
for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
Term-end examination: 60%、Short reports: 20%、In class contribution:
20%.
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SSS200ND（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 200）

オペレーションズリサーチ

野々部　宏司

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オペレーションズリサーチ（Operations Research, OR）とは，「実社会にお
ける問題解決や意思決定を支援するための数理的・科学的な方法論や技法」を
対象とする研究分野である。ORの幾つかの代表的テーマについて基礎知識・
技能を学ぶ。
【到達目標】
・線形最適化問題，整数最適化問題，割当て問題，最短路問題などの代表的な
最適化問題を理解している。
・Microsoft Excelのソルバー機能（Excelソルバー）を用いて最適化問題を
解くことができる。
・安定マッチングを理解している。
・Excelを用いて簡単なシミュレーションを行うことができる。
・待ち行列理論の基礎を理解している。
・不確実性下での意思決定について，代表的な意思決定原理を理解している。
・リスクのもとでの多段階意思決定にディシジョンツリーを利用することがで
きる。
・AHPを利用した意思決定を行うことができる。
・ゲーム理論の基礎を理解している。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
具体的なテーマとして，「数理最適化」「グラフ・ネットワーク」「シミュレー
ション」「待ち行列」「不確実性下での意思決定」「階層化意思決定法（AHP）」
「ゲーム理論」を取り上げ，これらの基礎知識と代表的な手法について説明
する。
理解度確認のための演習（テーマによってはノートパソコンを使用）や小テ
ストを適宜授業時間内に行う。また，授業外に行うべき課題を各テーマごと
に課す。課題の回収や小テストの実施には学習支援システムを用いる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的・進め方について説明し

た後，例題を示しながら授業で扱う
内容の概説を行う。

2 数理最適化（線形最適化
問題）

数理最適化とその代表的な手法であ
る線形最適化について学ぶ。意思決
定問題を最適化問題として定式化し，
Excelソルバーを用いてその問題を
解く練習を行う。

3 数理最適化（感度分析） 線形最適化問題における感度分析に
ついて，潜在価格の活用方法を中心
に学ぶ。

4 数理最適化（整数最適化
問題）

線形最適化よりも適用範囲が広い整
数最適化について，バイナリ変数の
活用方法を含めて学ぶ。Excelソル
バーを用いた演習を行う。

5 割当て問題 数理最適化の応用例として割当て問
題を取り上げ，例題を用いた演習を
行う。また，安定マッチングついて
学ぶ。

6 グラフ・ネットワーク 代表的なグラフ・ネットワーク問題
である最短路問題と最小費用流問題
について，応用例とともに学ぶ。

7 シミュレーション（決定
論的シミュレーション）

問題解決や意思決定のためのシミュ
レーションについて学ぶ。決定論的
シミュレーションの演習をExcelを
用いて行う。

8 シミュレーション（確率
的シミュレーション）

確率的シミュレーションについて，モ
ンテカルロシミュレーションを中心
に学ぶ。Excelを用いた演習を行う。

9 待ち行列（シミュレー
ション）

数理モデルを通して混雑や待ちの現
象を解析し問題解決に役立てる手法
として，待ち行列理論の基礎を学ぶ。
とくにシミュレーションを用いた分
析を行う。

10 待ち行列（理論的解析） 待ち行列理論の基礎を学ぶ．とくに
M/M/1待ち行列システムを中心に理
論的解析について学ぶ。

11 不確実性下での意思決
定（意思決定原理）

不確実性やリスクのもとでの意思決
定原理について，代表的なもの（マ
クシミン原理，マクシマックス原理，
ミニマックス後悔原理，ラプラスの
原理，期待値原理，期待値・分散原
理，最尤未来原理，要求水準原理）
とそれらの性質について学ぶ。

12 不確実性下での意思決
定（ディシジョンツ
リー・効用）

リスクのもとでの意思決定（とくに
多段階の意思決定）に用いられる代
表的なツールであるディシジョンツ
リー（決定木），および人が感じる満
足度を数値によって表す概念である
効用について学ぶ。

13 AHP（階層的意思決定
法）

評価基準が複数存在する中で，複数
の代替案から1つ（もしくは幾つか）
を選択したり代替案を順位づけたり
するためのツールとしてAHP（階層
的意思決定法）について学ぶ。

14 ゲーム理論（非協力ゲー
ム）

ゲーム理論（複数の意思決定者が合
理的な行動をとる状況を論理的に取
り扱うための方法論）の基礎知識と
して，非協力ゲームの初歩について
学ぶ。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前学習（基礎知識の習得）
・授業内容の復習
・演習課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
指定しない。資料を配布する。
【参考書】
・藤澤克樹・後藤順哉・安井雄一郎：「Excelで学ぶOR」，オーム社，2011．
・今野浩・後藤順哉：「意思決定のための数理モデル入門」，シリーズ〈オペ
レーションズ・リサーチ〉5，朝倉書店，2011．
・森雅夫・松井知己：「オペレーションズ・リサーチ」，朝倉書店，2004．
・松井泰子・根本俊男・宇野毅明：「入門オペレーションズ・リサーチ」，東
海大学出版会，2008．
・高橋幸雄・森村英典：「混雑と待ち」，朝倉書店，2001．
・藤田忠・熊田聖：「意思決定科学」，第2版，泉文堂，2001．
・宮川公男：「意思決定論─基礎とアプローチ」，中央経済社，2005．
・渡辺隆裕：「図解雑学ゲーム理論」，ナツメ社，2004．
・逢沢明：「ゲーム理論トレーニング」，かんき出版，2003．
など。その他，授業内に適宜提示する。
【成績評価の方法と基準】
演習課題の提出物により，以下の割合で評価する。
・演習課題：70%
・最終課題：30%
ただし，授業を4回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とする。特別
な理由がない限り30分以上の遅刻は欠席とみなす。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：演習・小テスト等に利用する。毎回持参する
こと。
・学習支援システム：お知らせの配信・資料やスライドの配布・課題の提示や
回収・授業内小テスト等に利用する。
【Outline (in English)】
This course introduces several topics in Operations Research (OR). OR
provides mathematical tools for problem-solving and decision-making
in real-world situations. The goal of this course is to gain fundamental
knowledge and skills in OR.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content. Grading will be decided based
on assignments in each class (70%) and the final report (30%).
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ADE100NB（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザインスタジオ１（建築）Z

柴峯　一廣

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築はデザイン（設計）して建設されるものです。建築のデザイン
を学ぶことの最終的な目的は，建築を実現させるための技術の習得
だけではなく，建築のあり方，建築と社会・環境・歴史との関わりな
どを思考し，建築に関わる総合的な判断力・思考力を養うことにあ
るといえます。この授業では，そのための第一歩として，建築の構
成の基礎，および，図面と模型による建築の表現について学びます。

【到達目標】
本授業では，以下の4点を到達目標とします。
1.建築の基本的な構成を理解する
2.身体の寸法に関係する空間のスケールを理解する
3.立体と図面との関係を理解し，建築を表現するための図面と模型
の基本を習得する
4.設計に必要な道具の使い方を習得する
（以下，教科書『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズ
ワース邸，白の家』の「はじめに」より）
建築は，物理的に３次元の〈形態〉をもつと同時に，その内部あるい
は外部に何らかの〈空間〉を現象させる。空間という言葉は多様な
意味をもつが，建築の空間は，建築形態が生み出す場所の総称だと
考えることができる。たとえば，建築形態で囲まれた建築の内部に
は，生活・仕事などを行うための部屋や，設備の設置，物品の収納な
どのための空間が配置される。建築形態の外部には，入口へのアプ
ローチや庭などの空間が配置される。その他，場所や部屋を「開放
的な空間，美しい空間，詩的な空間」などという場合のように，空
間は，心理的な事象であることもある。形態と空間は一体となって
建築の特質を規定する概念に他ならない。
したがって，建築は必ず何らかの空間・形態をもつ。建築デザイン
の最終的な目的は，美しく調和した建築の空間・形態を実現するこ
とだといえるだろう。もちろん，過去の建築の歴史を眺めればわか
るように，一見，美しくないと思えたものが認識の変化により美しい
ものに変わることもあるし，調和していなかったことが次の時代の
調和であったりするから，美しさを固定的なものととらえることは
できない。概念的に過ぎる美しさという言葉を，使いやすさ・住み
やすさというやや身近な言葉に置き換えたとしても，やはり，建築
の使いやすさ・住みやすさを固定的に考えることは困難である。建
築のデザインは，このように一意には捉えられない問題に立ち向か
わなければならない難しさをもっている。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
本授業では建築設計製図の基本を学びます。
授業は10の課題より成ります。
【課題１：自室の実測】では，自室の実測から始まり，建築の部位や
家具のスケールを知り，その図面化を行うことによって，空間を表
現方法を学びます。
【課題２：線の練習】は，図面表現の基本である線の表現について学
ぶとともに，美しい図面を仕上げるための，図面構成（レイアウト）
について学びます。また，製図に必要な道具の使い方も学びます。

【課題３～６：箱形建築の模型／平面図／立面図／断面図／立体図】
では，建築の単純モデルを題材として，その空間を図面よって記述
し表現することを学びます。最初に，壁，床，開口部からなる模型
を製作し，その水平切断図としての平面図，垂直切断図としての断
面図の表現の原理を学びます。同時に，課題１「自室の実測」に基
づき，平面に階段，家具等を配置し，建築の平面構成，断面構成の
あり方と表現について学びます。
【演習７～8：住吉の長屋の模型と図面】では，実在の鉄筋コンクリー
ト構造の住宅を題材として，実際の建築の平面構成，断面構成，立
面構成について学ぶとともに，その平面図，断面図による記述・表
現の方法について学びます。ここでも，最初に模型を製作し，建築
の立体構成を理解した後に，その図面表現について学んでいきます。
【課題9～10：ギャラリーのある家】は，上記の学習の成果を踏まえ
て，建築を構想し，物理的に架構し，図面と模型写真により表現す
る演習に取り組みます。
毎回の課題は，正確であるだけではなく，美しい作品として製作さ
れなければなりません。
冒頭の解説をよく理解するように努め，疑問点があれば質問してく
ださい。演習への回答時には，教員の他，TAも質問等に対応しま
す。演習はまずはTAにチェックを受け，間違いがあれば修正をし
てください。そして，指定された時間内に完成するようにしてくだ
さい。作品の製作においてはスピードも重要です。繰り返し練習を
すれば，より早いスピードで製作が進められるようになるはずです。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

●課題１：自室の実
測

教科書・参考書，製図道具の説
明。建築を測る

2 ●課題２：線の練習 【要製図道具】点と線の表現。課
題１の講評と次回課題３の説明
【型紙の準備】

3 ●課題３：箱形建築
／模型

【要模型製作道具】模型の製作

4 ●課題４：箱形建築
／平面図と立面図

【要製図道具】立体の水平切断図
としての平面図と投影図として
の立面図。階段の配置。自室の
実測に基づく家具の配置

5 ●課題５：箱形建築
／断面図

【要製図道具】
立体の垂直切断図としての断面
図。切断面の向こうに見える投
象図としての姿図（階段，家具
など）の表現

6 ●課題６：箱形建築
／立体図

【要製図道具】
アイソメトリック，アクソノメ
トリック，透視図。次回課題７
の説明【型紙の準備】

7 ●課題７：住吉の長
屋／模型

【要模型製作道具】実際の鉄筋コ
ンクリート住宅の構成

8 ●課題８：住吉の長
屋／平面図・断面図

【要製図道具】鉄筋コンクリート
住宅の平面図と断面図

9 ●課題9：ギャラ
リーのある家 (1)

【課題説明】
これまでの課題の講評と期末課
題の提示。住空間の設計に関す
る解説

10 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

スケッチ（エスキス）とスタ
ディ模型

— 263 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

11 課題9：ギャラリー
のある家 (3)

スタディ模型，平面図，立面図

12 課題9：ギャラリー
のある家 (2)

断面図，立体図

13 【クラス内講評会】
ギャラリーのある家

図面と模型の提出，クラス内講
評会

14 【合同講評会】●課題
10：模型写真，アフ
ターレビュー

総合講評会，課題10と夏休み課
題（デザインスタジオ２）の提
示，課題9のフォローアップ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内で図面の理解に時間を要し，作業の時間がとれない傾向が見
受けられます。前もっての図面の理解（予習）と，次の課題に向け
てのこれまでに学んだことの自己チェック（復習）が必要です。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
１．『建築のしくみ／住吉の長屋，サヴォワ邸，ファンズワース邸，
白の家』安藤直見・柴田晃宏・比護結子著（丸善）
２．『住まいの空間　独立住居』日本建築学会編（彰国社）
３．『建築のカタチ: 3Dモデリングで学ぶ建築の構成と図面表現』安
藤直見・石井翔大・浅古陽介・種田元晴著（丸善）

【参考書】
１．『建築設計演習基礎編』武者英二・永瀬克己著（彰国社）
２．『建築設計演習応用編』独立住居から集合住居の設計まで、武者
英二・永瀬克己著（彰国社）。
３．（教科書「建築のしくみ～」の中国語訳）建筑构造–从��模型
3D�解世界四大名宅安藤直見・柴田晃宏・比護結子・陶新中（�）・
董新生（校），中国建筑工�出版社（2016年1月）

【成績評価の方法と基準】
課題の評価により成績評価をします（100％）。
以下が各課題の評価基準です。
課題1（自室の実測）：見落としなく実測図が作成できているか。実
測をもとに正確な平面図，室内立面図，天井見上図，家具図等が描
けているか。家具の寸法が把握できているかどうか。
課題2（線の練習）：線が正確に描かれ，図面が美しく構成されてい
るかどうか。
課題３と７（模型）：正確で美しい模型が完成しているかどうか。端
部の処理などの細部にも配慮されているかどうか。
課題４～６と８（図面）：建築の空間（立体構成）が正しく表現さ
れているかどうか（切断面と切断面の向こうに見えるものが正しく
表現されているかどうか）。図面が美しく仕上がっているかどうか。
課題９（設計課題）：総合的評価。
課題10（模型写真）：模型が正しく，美しく製作されているかどう
か。建築が正しく表現されているかどうか。

【学生の意見等からの気づき】
学生のみなさんの課題制作のスピードにかなりの個人差があります。
解説は冒頭に集約し，その後に演習に取り組んでもらいます。遅刻
をすると冒頭の解説の理解が遅れることになるので，遅刻をしない
ようにしてください。また，演習時間には積極的に質問をしてくだ
さい。学生のみなさん同士が教え合うことも重要です。

【学生が準備すべき機器他】
平行定規は各スタジオに用意されていますが，その他の製図道具は
各自が用意する必要があります。また，模型材料も各自で用意して
ください。
製図および模型製作に必要な各種道具（各自が用意する）：
●製図道具
1. 三角スケール（30cm，ポケット型）　※15cmのものもあると
よい。
2. 勾配三角定規（20cm）
3. 円定規
4. 字消板（メッシュステンレス）
5. 製図用ブラシ
6. ドラフティングテープ
7. 製図用シャープペン（0.3mm，0.7mm）　※0.5mmのものもあ
るといい
8. シャープペンの芯　※HBの他，HまたはBを使用してもいい
9. アジャストケース（図面収納筒）　※図面の持ち運びに使用
10. プロジェクトペーパー（A3版，5mm方眼）　※課題1で使用
その他，ロールトレペもあるとよい。
●模型製作道具

11. カッター
12. カッター替刃（30◦）　※替刃にはさまざまな種類がある
13. ステンレス直定規（30cm）　※カッターと併用するための定規
14. カッティングマット（620×450mm）　※カッターを使用する
際の作業用マット
15. スチのり
その他，金尺，木工用ボンドもあるとよい。
●パソコン
情報教室のパソコン，大学が貸与するノートパソコンも使用すると
よい。
●模型材料
スチレンボードなどの模型材料は各自で用意。

【その他の重要事項】
授業内容の解説にプレゼンテーション機器（液晶プロジェクターに
よる映像表現）を用います。

【Outline (in English)】
[Course outline]
In this course, students will learn the basics of architectural
design by working on assignments.
Architecture is constructed by design. The purpose of studying
architectural design is not only to learn skills but also to
consider the relationship between society/environment/history
and architecture and to develop comprehensive judgment. In
this course, as the first step, students will learn how to draw
plans and express design through models while understanding
the basic structure of architecture and learning how to conceive
architecture.
[Learning objectives]
At the end of the course, students are expected to understand
the followings:
1. The basic structure of architecture
2. The scale of space with the dimensions of the body
3. The relationship between three-dimensional structures and
drawings by mastering the basics of drawings and models to
express architectural design.
4. How to use the tools necessary for designing.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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OTR300ND（その他 / Others 300）

ゼミナール1

安積　伸、SEONG YOUNG AH、西岡　靖之、土屋　雅人、岩月　正見、田中　豊、野々部　宏司、山田　泰之、姜　理惠、
大西　景太
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
システムデザイン学科では、3年次秋学期開講の「ゼミナール2」において、
専任教員の研究室いずれか１つのゼミナールを受講（研究室配属）し、当該
専門分野に関する基礎知識と要素技術を学び、4年次の卒業研究・卒業制作に
向けた準備を進める。
本授業「ゼミナール１」では、「ゼミナール2」におけるゼミ選択の適正化の
ため、複数のプレゼミを受講することで、各研究室の扱うテーマやシステム
デザインにおける位置づけ、必要な知識や技術を理解し、さらに自身の希望・
適性を把握することを目的とする。また、学生、教員間の研究交流の活性化
を図り、4年次に卒業研究・卒業制作を実施する際の多分野融合研究の基礎を
つくることを目指す。
【到達目標】
・システムデザインの各専門分野のテーマや内容を理解すること
・ゼミ選択における自身の希望・適性を把握すること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
システムデザイン学科の教員によるプレゼミを３つ（A期1つ、B期2つ）受
講する。受講するプレゼミは、学生の希望を考慮して決定される。
授業は、教員ごとにゼミナール形式で行う。テーマや内容は教員によって異
なる。それぞれのゼミで行われた成果物に対してその授業の中で教員が講評
を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目的や概要、方法について理解

し、受講希望のプレゼミを決定する。
2 キャリアアップ講座１ 外部講師（クリエーション系）によ

る就職関連講座を行う。
3 キャリアアップ講座２ 外部講師（テクノロニー系）による

就職関連講座を行う。
4 キャリアアップ講座３ 外部講師（マネジメント系）による

就職関連マナー講座を行う。
5 プレゼミ1（導入） 専門分野の概要、プレゼミで扱う

テーマや課題の内容について学ぶ。
6 プレゼミ1（調査・演習） 与えられた課題について、調査・演

習を行う。
7 プレゼミ1（講評） 課題に対するレビューと学生の相互

評価を行う。
8 前半の振り返り キャリアアップ講座について、学習

内容の振り返りを行う。
9 プレゼミ2（導入） 専門分野の概要、プレゼミで扱う

テーマや課題の内容について学ぶ。
10 プレゼミ2（調査・演習） 与えられた課題について、調査・演

習を行う。
11 プレゼミ2（講評） 課題に対するレビューと学生の相互

評価を行う。
12 プレゼミ3（導入） 専門分野の概要、プレゼミで扱う

テーマや課題の内容について学ぶ。
13 プレゼミ3（調査・演習） 与えられた課題について、調査・演

習を行う。
14 プレゼミ3（講評） 課題に対するレビューと学生の相互

評価を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・シラバス内容の事前確認
・課題に対する調査・演習とレビューの準備
・学習内容の振り返り
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する
【参考書】
授業内で適宜指示する
【成績評価の方法と基準】
各ゼミ25%、およびキャリアアップ講座平常点25%の割合で評価する。各ゼ
ミにおける評価は、参加態度（発言、取り組み姿勢、授業外学習など）や課題
の内容評価により、担当教員が総合的に評価する。

なお、課題未提出や欠席過多等により、担当教員が不合格と判断する場合が
ある。３つの受講ゼミのうち１つでも不合格がある場合は、他の受講ゼミの
評価に関わらず、評価の対象外（E判定）とする。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
As part of the requirements for students in the Department of
Engineering and Design, in the third year autumn semester they
will participate in one lecture stream associated with their assigned
laboratories as part of the "Seminar 2" subject, in which they will learn
fundamental knowledge and underlying technologies relevant to the
field and prepare for their fourth year graduation research and projects.
The goal of this course is to facilitate students’ choice of lectures
during Seminar 2. By undertaking various pre-lectures students will
understand the themes and roles of system design in each laboratory,
study necessary knowledge and skills and understand their personal
objectives and approach. In addition, through feedback from the
exchange of research activities between students and instructors, the
course aims to generate the basis for multidisciplinary research themes
in fourth year graduation work. By the end of the course, students
should be able to select and study the research area that suits them
best.
Your study time will be more than two hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
Three seminar contribution: 25% each, Carrier seminar contribution:
25%.
If even one of the three seminars attended fails, regardless of the
evaluation of the other seminars attended, it will be excluded from the
evaluation (E judgment).
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ゼミナール2

安積　伸、SEONG YOUNG AH、西岡　靖之、土屋　雅人、岩月　正見、田中　豊、野々部　宏司、山田　泰之、姜　理惠、
大西　景太
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
これまでシステムデザイン学科で学んできた知識を活かし，システムデザイ
ンの各専門分野（クリエイティブ系・テクノロジー系・マネジメント系）とそ
れらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と目指すべき方
向性に関して，各専門分野の教員からの指導を通じて，システムデザインの
あり方をより深く分析・理解し，行動することを目標とする。本授業を履修
する過程で，就業力の最終である「発展」段階に必要な知識と手法（スキル）
を修得し，将来の社会での活動へとつなげることができる。．
【到達目標】
専門分野に関する基礎知識と要素技術を学ぶ事が出来る。
卒業研究の基礎が学べる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
初めに全専任教員が各自の専門分野に関連するテーマを学生に提示し，学生の
希望を考慮してクラス分けを行った後，各研究室による各教員ごとにゼミナー
ル形式で輪読，あるいは演習を行う．他の授業や演習科目には含まれない，や
や専門的なテーマや実践的なテーマを扱うことで，一つのテーマ内容に時間
をかけて取り組む姿勢を養う．テーマと内容は，研究室ごとに専任の担当教
員が指示する。レポートや発表に対しては授業内で適宜教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス１（テーマ

説明）
受講ゼミの配属希望届け

専門分野の専任教員からのテーマの
説明と配属希望調査

2 ガイダンス２（テーマ配
属）

希望調査結果に基づく配属決定と各
教員からのスケジュール説明

3 専門テーマの紹介と解説 専門分野からの専門分野の概要の
説明
次回までの調査項目の提示（調査、
研究課題１）

4 実践テーマの紹介と解説 調査課題１に対する報告
専門分野からの実践テーマの概要の
説明
次回までの調査項目の提示（調査課
題２）

5 専門分野事例研究・文献
調査１

調査課題1に対する報告
専門分野の実践課題1に対する参考
となる文献や事例の紹介
調査方法の紹介
（調査課題３）

6 専門分野事例研究・文献
調査２

専門分野の実践課題1に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題４）

7 専門分野事例研究・文献
調査３

専門分野の実践課題1に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題５）

8 専門分野事例研究・文献
調査４

専門分野の実践課題2に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題６）

9 専門分野事例研究・文献
調査５

専門分野の実践課題2に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題６）

10 専門分野事例研究・文献
調査６

専門分野の実践課題2に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題８）

11 専門分野事例研究・文献
調査７

専門分野の実践課題3に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題９）

12 専門分野事例研究・文献
調査８

専門分野の実践課題3に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題１０）

13 専門分野事例研究・文献
調査９

専門分野の実践課題3に対する参考
となる文献や事例、調査
（課題１１）

14 専門分野事例研究・文献
調査まとめ

専門分野、研究内容の研究分野につ
いてレポートをまとめる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
与えられた分野と内容に対する事例や文献の調査
事例や文献に対する理解と読み込み
テーマ課題に対する調査
テーマ課題に対する解決策の提示
テーマ課題に対するレビューの準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加態度（発表，意見，思考など）、提出された課題の内容評価と最
終レポートにより,担当教員が総合的に評価する．（100％）
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
By utilizing the knowledge obtained in the Seminar 1 studies so far,
students will consider views and approaches of how their respective
areas (creation/technology/management) intersect with the integrated
field of system design, deepening their analysis and understanding of
the state of system design under guidance from instructors in each area.
Through completing this course, students should develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in each
laboratory.
Your study time will be more than two hours for a class.
Grading will be decided based on lab reports 70%, and the quality of the
students’ experimental performance in the class (30%).
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プロジェクト実習・制作1

野々部　宏司、土屋　雅人、安積　伸、山田　泰之、SEONG YOUNG AH、岩月　正見、田中　豊、大西　景太、姜　理惠、
西岡　靖之
開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年次AB期の「プロジェクト実習・制作1」では、3年次CD期の「プロジェ
クト実習・制作2」で行う実践プロジェクトの基礎を身に付けるために、試行
プロジェクトを行う。
まず、すでに存在している製品を対象としてその製品の詳細をクリエーショ
ン、マネジメント、テクノロジーの観点から学び、それに新しい工夫を加え
る。つまり、製品を生み出す際に必要となるクリエイティブな部分も含めて、
デザイナーやエンジニアがその製品に対して行ったさまざまな知識や技術を
現存する製品から学び、さらにそれに改良を加える。
【到達目標】
「プロジェクト実習・制作1」では、ものづくりのために必要となる個々の要素
技術をひとつの流れとしてとらえ、それを統合的な製品開発の視点、あるい
は新商品のプロデューサーの視点から理解できることを到達目標とする。ま
た同時に、製品の企画から設計そして製造へ至るまでのプロセスの中で、も
のづくりに必要な設計情報や解析情報などを得るための手順を体得する。本
科目を通して、これまで個々の講義等で得られた知識を、実際にものをつく
るという実践的な視点から、より統合的な知識とすることができる。さらに、
工業デザイン、エンジニアリング、そしてマネジメントなどに関するさまざ
まなトピックスについて、具体的な事例を通して、より実践的な活用方法を
学ぶことができる。十分に対象事例に関する知見を習得した後は、それぞれ
の発想に基づいて、対象製品をベースに新しい製品のプロトタイプを開発す
る。この課程を通してものづくりの基本を学ぶことができる。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
各学生には、具体的な製品が各一台支給される。その製品を対象にして、ク
リエーション的課題、テクノロジー的課題、そしてマネジメント的課題を行
う。作業は基本的に個人で行うが、一部グループでも行う。それぞれの課題
提出物の中で特徴的なものを抽出して教員が講評し、すべての最終成果物に
ついては発表と講評を行う。
この基礎トレーニング終了後に、製品の改良案を作成し、実際に製作を行う。
この改良製品のプランニングおよび製作は各学生がそれぞれ行う。それぞれ
の課程では、それぞれの専門分野をもつ教員からアドバイスを受けることが
できる。
これらの課程を通して発想法とものづくりの基礎を身につける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 演習の進め方、ゼミ決定、プロジェ

クト実施方法等
2 コンセプトと形態の関

係（安積）
課題1

具体的な製品コンセプトの組み立て
方と形態の関係性を学ぶ

3 意匠図面の定義・外観実
施意匠図面作図（大西）
課題2

製品の外観デザインの全てを正確に
計測しなおし、その製品を開発する
にあたって必要となる外観実施意匠
図面を作図を学ぶ

4 機器のユーザビリティ
評価（土屋）
課題3

ものづくりにおいて、人間中心設計
のひとつの項目としてユーザビリ
ティは重要課題になっており、製造
企業では製品開発の中にユーザビリ
ティの評価プロセスを学ぶ

5 システム解析（ソン）
課題4

システム解析：リバースエンジニア
リングとしての本実習は、すでに既
存の製品を分解検証して、どのよう
な機能をもつ要素で構成されている
のかを学ぶ

6 品質機能展開による製
品機能の設計（西岡）
課題5

品質機能展開（Quality Function
Deployment）を用いて、要求、機
能、構造の関係を明らかにし、機能
設計について学ぶ

7 素材の製造方法の決定，
安全と力・形・仕組み
（田中）
課題6

製造物が通常有すべき安全性を確保
するための、「ちから」に抵抗するよ
うに「かたち」や「しくみ」につい
て学ぶ．また製品の安全性について
検討する。どこにどの程度の力が加
わるか、それに対応できるかたちは
どのようなものかについて考える。

8 センサとアクチュエー
タ技術（岩月）
課題7

センサ技術とアクチュエータ技術に
ついて学習し、どのような製品のど
の部分で利用されているかを理解す
る。また、そこで使われているセン
サ技術とアクチュエータ技術につい
て調査する

9 システム (プロダクト)開
発モデル（山田）
課題8

Verification（正しくプロダクトを
作っているか？）とValidation（正
しいプロダクトを作っているか？）
の双方視点を理解して、Vモデルで
のシステム（プロダクト）開発につ
いて学ぶ。

10 商品スペックの評価と
探索（野々部）
課題9

新商品を開発するにあたり，消費者
のニーズを探ること，消費者の商品
選択行動を把握することは，適切な
商品コンセプトやスペックを決定す
る上で非常に大切なことである
ここでは、コンジョイント分析の基
本的な考え方と分析法を学ぶ

11 新規事業の創造とビジ
ネスモデル（姜）
課題10

新たな製品デザインをどのように新
規の事業やビジネスモデルに展開し
ていくかをケーススタディーする

12 調査研究1（全教員） 調査研究のテーマは、グループまた
は対象とする製品によって、異なる
場合があるので、グループに直接、指
示する。個別指示がない場合の既定
の調査は下記の類似製品調査である。

13 調査研究2（全教員）
課題11

調査研究のテーマは、グループまた
は対象とする製品によって、異なる
場合があるので、グループに直接、指
示する。個別指示がない場合の既定
の調査は下記の類似製品調査である。

14 総合ディスカッション 製品開発のための事例研究を発表し、
討議する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
３年ＡＢ期の「プロジェクト実習・制作1」では、３年ＣＢ期の「プロジェク
ト実習・制作２」の基礎を身に付けるために、実践的な試行プロジェクトを
行います。SD学科でのクリエイティブ、テクノロジー、マネジメント各系に
つて復習をしておく事。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「プロジェクト実習・制作１テキスト」
ガイダンス時に配布
【参考書】
各課題に対応した参考書を必要に応じ伝える
【成績評価の方法と基準】
欠席は、一回減点２、遅刻一回減点１、グループ活動状況を評価対象とする。
教員ごとの課題は各自提出し、全ての課題を提出する事。
全て課題が提出されていない場合はD判定。
課題判定基準：各課題は10%（１０課題＝100%)

【学生の意見等からの気づき】
学生の能力・嗜好と本授業の内容がマッチングしない場合は、当該学生に不
満が生じます。なるべく多くの学生が含まれる平均的な母集団に対して適切
なように、内容を微調整します。
【その他の重要事項】
1チーム4～5人のチームを編成する。授業日程はグループ毎にことなるので、
詳細は「プロジェクト実習・制作１テキスト」を参照すること。
（１）実験・実習は、冷静に、神経を集中して行う。
（２）実験・実習は、正しい指定された服装で行う。
（３）実験・実習マニュアルをよく読み、教員の指示をよく聞いて守る。
（４）危険なことが起こったらどうするか予め考えておく。
（５）無理な実験は行わない。
（６）実験台および実験・実習場所の整理・整頓に心がける。
（７）実験・実習の後始末はきちんと行う。
（８）廃棄物は必ず指定された場所に廃棄する。
安全上の注意
（１）実験や実習で電気の充電部分に間違って触れたり、電気機械器具の絶縁
が不良のために漏電している部分に触れても感電します。感電で最も危険な
のは人体内に流れる電流による感電事故死です。死に至る電流の大きさは性
別、体重、体調などで異なるが、20(mA)を超えると一命を落とすこともあり
ます。もしも、肌が水や汗で湿っていると100(V)の電圧でも感電死するケー
スがあるので、肌を露出せず、スイッチの閉会には右手で操作します。
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（２）機械をただ漫然と軽率に扱うのは一番危険です。また、起動させるから
には停止の方法、必要な場合は緊急停止の方法についても知っておかなけれ
ばなりません。説明を聞くだけではなく、取り扱い説明書などで調べてよく
理解しておくようにしましょう。工作機械は材料試験機などに物をつけて動
かす場合は、完全に取り付けられているか、機械や試験機の能力を超えてい
ないか等をチェックして安全を確認するようにしてください。
【Outline (in English)】
The aim of this course in the third year AB semester is to
prepare for the practice project undertaken in CD semester’s "Project
Training/Production 2" by conducting a trial project.
Students will first learn about existing products and their specifications
through the views of creation, management and technology, and look
at ways they could be extended. In other words, they will learn about
the knowledge and skills of designers and engineers including creative
aspects necessary for production through study of existing products and
how to improve them. The goals of this course are to get basic skill for
CD semester’s "Project Training/Production 2".
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to each exercise (10%).
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OTR300ND（その他 / Others 300）

プロジェクト実習・制作2

野々部　宏司、土屋　雅人、安積　伸、山田　泰之、SEONG YOUNG AH、岩月　正見、田中　豊、大西　景太、姜　理惠、
西岡　靖之
開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ものづくりを行い、それを実際に不特定の相手に利用してもらうためには、単
なるアイデアや製作者の思いだけではなく、さまざまなデザインやエンジニ
アリングやマネジメントの知識によって、それを実現するための具体的な裏
づけを行う必要がある。プロジェクト実習・制作２では、それぞれのグルー
プが製品開発プロジェクトを実施し、それぞれの企画にもとづき製品開発を
行う。この演習では、製品開発のために解決すべきさまざまな課題に取り組
みながら、最終的な成果物である “製品開発仕様書”と”製品のプロトタイプ”
を完成させ、ものづくりを行う上で必要な知識と手法を学ぶことを目的とす
る。テーマはガイダンス時に発表する。
【到達目標】
プロジェクト形式の実習を通して、システムデザイン学科のめざずモノづく
り、仕組みづくりを体験し、そこで必要となる知識や能力を身に着けること
が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
学科専任教員全員で行う。各グループに１名ずつ主担当教員がつく。主担当
教員は、各グループのプロジェクト実施におけるアドバイザーとなり、進捗に
沿って改良点等を示唆する。担当教員は、主にプロジェクトの目標管理、進
捗管理、そして予算管理等のサポートをする。各グループは、定期的に進捗
報告を担当教員に対して行う必要がある。
プロジェクトで製作する内容についての個別の指示を期待してはいけない。製
作する作品の内容は、すべてプロジェクトメンバーに任されている。主担当
教員は、プロジェクトの実施にあたって解決すべきさまざまな問題について、
適切な指導を行うことができると思われる教員や外部のエキスパートの紹介
を行う。必要な場合には、専門家として指導をする場合もある。「プロジェク
ト実習・制作２履修の手引き」（配布資料）に記載されているスケジュール表
にしたがい、該当日に教員別課題についてのガイダンスおよび指導を受けるこ
と。各教員は、そこで課題についての説明および解決のヒント（手法等）を
説明した後に、共通課題または個別課題を設定する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

制作テーマの発表。
この授業の主たる目的を説明する。
また、「プロジェクト実習・制作Ⅰ履
修の手引き」を配布し、授業進捗で
の様々な学習内容を説明する。今年
度の制作テーマを発表します。
制作グループ分けをする。
各グループ、プロジェクトリーダー、
サブリーダーを決定する事。

2 製品企画１
製品コンセプト

製品開発の基本となるのは、製品の
「あり方」の方針決定にあります。こ
こでは、各グループの制作製品に対
応させる実製品開発を前提とした製
品コンセプトの立て方や製品コンセ
プト立案の背景となる調査方法を
様々な事例より学びます。
課題１が提示されます。

3 製品企画２
製品市場調査

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした市場調査方
法を学び、実際の市場にて調査を行い
ます。市場調査から得られた結果よ
り、制作物の製品の方向性を考察す
る方法を学び、実践に生かしていく。
課題２が提示されます。

4 基本設計１
外観意匠設計、スタ
ディーモックアップ。

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした製品デザイ
ンの外観意匠設計に至るまでの手法
を学びます。スタディーモックアッ
プの製品開発上の位置づけ活用方法
を学びます。
課題３が提示されます。

5 基本設計２
ユーザインタフェース

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした製品デザイ
ンのユーザーインターフェース設計
手法を学びます。様々な設計手法と
実験方法を学びます。
課題４が提示されます。

6 基本設計３
基本機能と品質マトリ
クス

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした開発製品の
基本機能設定手法、品質マトリック
ス作成手法を学びます。
課題５が提示されます。

7 詳細設計１
個別性能目標

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした個別性能目
標立案法を学びます。
課題６が提示されます。

8 詳細設計２
部品構成と機構図

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした部品構成の
仕方と検証方法、機構図作図法、構
成、伝達手法を学びます。
課題７が提示されます。

9 詳細設計３
電気回路図

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした電気回路図
作図法を学びます。
課題８が提示されます。

10 詳細設計４
画面の詳細仕様とデザ
イン

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提としたGUIの詳細
使用、デザインの決定法を学びます。
課題９が提示されます。

11 詳細設計５
プログラム仕様

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした制御等のプ
ログラム仕様の決定、設定方法を学
びます。
課題１０が提示されます。

12 製造および調達実施
計画１
生産工程フロー

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした生産工程フ
ローの設定方法を学びます。
課題１１が提示されます。

13 製造および調達実施
計画２
部品表と製造コスト分
析、購入先リスト

各グループの制作製品に対応させる
実製品開発を前提とした部品表と製
造コスト分析手法。購入先リスト作
成方法を学びます。
課題１２が提示されます。

14 プレゼンテーション 各チームのプレゼンテーションを行
います。各チームは、事前に指示し
たプレゼンテーションブースに、パ
ネル、実機を展示し、教員の質問に
答える事。また、各チームの制作成
果物の制作プロセス、実験結果等を
pptでプレゼンテーションを行いま
す。様々な質問に対し答えられるよ
う準備をしておく事。総合講評を行
い、同時に今年度の最優秀賞、優秀
賞、部門賞の発表を行います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各プロジェクトグループは、リーダーおよびサブリーダーを決定してくださ
い。また、各メンバーの役割をあらかじめ決定し、カルテに記入してくださ
い。カルテは、プロジェクト活動を記録するもので、演習日およびその他の
活動日に、事務室から受取り、終了後に必ず事務室まで返却してください。
各グループの実習・制作進捗にあわせ、各グループでスケジュール調整を行
い各グループで授業外での活動を決定すること。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「プロジェクト実習・制作２履修の手引き」：システムデザイン学科編
各課題に対して必要に応じ配布
【参考書】
各グループの実習・制作進捗にあわせ、必要と思われる参考書を紹介します。
【成績評価の方法と基準】
・各課題への取組（個人点）：36点
・主担当教員の個人評価（個人点）：10点
・課題提出（グループまたは個人点）：再提出の回数は評価には影響しない：
24点（2点×12）
・最終アウトプット（開発仕様書）（グループ点）：10点
・最終展示および配布物（グループ点）：10点
・最終プレゼンテーション（グループ点）：10点
・最終発表用提出物
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　　プレゼンテーション用パネル
　　プレゼンテーション用資料
　　小冊子、カタログ等
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【Outline (in English)】
In manufacturing, in order to create products which will be used by
a variety of unknown customers, it is necessary have not only the
producer’s ideas and vision but a concrete guarantee process facilitated
by the knowledge from fields such as engineering and management.
In this course, each group will conduct product development projects
according to well-considered plans. Throughout this training, by
tackling various problems along the path of product development,
students will aim to output a product development specification
document and product prototype, whilst learning essential knowledge
and techniques. Themes will be announced during the guidance period.
Your study time will be more than one hour for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
In class contribution: 36%, Evaluation of supervisor: 10%, Lab reports:
24%, Development specifications: 10%, Final prototype: 10%, Short
presentation: 10%.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

デザインケーススタディ

土屋　雅人、大西　景太、SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザインケーススタディは、一部演習を交えた講義形式の授業とな
ります。
授業は３部構成となり、３名の教員が交代で行います。
本授業では、複雑化するデザインの開発領域において、実際の製品
やサービスの事例を挙げながら、今日のデザインの社会的意義(デザ
インファンクション)、技術と社会との関係（デザインインターセク
ション）、および市場ニーズの分析手法(デザインマーケティング)を
学びます。
第一部:デザインファンクション
第二部:デザインインターセクション
第二部:デザインマーケティング

【到達目標】
デザインファンクションおよびデザインインターセクション、デザ
インマーケティングの開発手法、開発理念に関する知識と今後のデ
ザインのあり方を考察する能力を習得できる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」、「DP2」、「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
本講義は対面を基本に行います。
講義全体は三部構成となり、第一部は１回目より５回目、第二部は
６回目から９回目、第三部は10回目から14回目の講義となります。
1回目はガイダンスが含まれます。
それぞれの講義概要は次の通りです。
第一部:デザインファンクションでは、今日のデザインが社会に与え
る役割、働き、価値などを、様々なデザイン領域の事例を通して解
説し、その意義を学びます。
第二部：デザインインターセクションでは、技術変革と社会変動が
デザインの創作/活用/評価にどのような影響を与え、議論を起こしな
がら相互発展してきたかについて解説し、その意義や使い方につい
て学びます。
第三部:デザインマーケティングでは、デザイン開発に求められる
ユーザーニーズの分析手法として、多変量解析を用いた主観評価手
法を事例を通して学習し、マーケット分析方法とコンセプトプラン
ニングを学びます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

グラフィックデザ
イン１
大西景太

この授業の要点、注意事項の説
明をします。
広告、ブランディングなどのグ
ラフィックデザインの実例を解
説します。

2 グラフィックデザ
イン２
大西景太

新しいグラフィック表現の開発
とその活用例を解説します。

3 タイムベースドデザ
イン１
大西景太

CM、MV、TVコンテンツなど
映像デザインの事例を解説しま
す。

4 タイムベースドデザ
イン２
大西景太

AR、VR、MRに関するデザイ
ン事例を解説します。

5 タイムベースドデザ
イン３
大西景太

webやアプリ、展示空間などノ
ンリニア映像の事例を解説しま
す。

6 デザインとテクノロ
ジー１
ソンヨンア教授

AIが生成する創作物について最
新事例を解説します。

7 デザインとテクノロ
ジー２
ソンヨンア教授

インタフェースや分析ツールの
変革が影響を与えたデザイン史
について解説します。

8 デザインと社会１
ソンヨンア教授

Technocracyの概念を紹介し、
Speculative Designなど技術と
未来社会との関係を問うデザイ
ン分野について解説します。

9 デザインと社会２
ソンヨンア教授

持続可能性、共生社会に向けた
デザインの事例を解説します。

10 感性価値、ニーズ
分析１
土屋雅人教授

価値の多様性とユーザーニーズ
を学習します。

11 ニーズ分析２
土屋雅人教授

身近な商品を題材としたニーズ
分析、商品地図法を学びます。

12 ニーズ分析３
土屋雅人教授

多変量解析（クラスター分析）
を学びます。

13 ニーズ分析４
土屋雅人教授

多変量解析（主成分分析）を学
びます。

14 ニーズ分析５
土屋雅人教授

多変量解析（クラスター分析、
主成分分析）を組み合わせた
ニーズ分析を学びます。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
「デザインファンクション」「デザインインターセクション」「デザイ
ンマーケティング」の講義の中核は、デザイン活動が社会に与える
役割や創造活動への貢献であり、デザインシンキングの視点から多
面的な学習を行ってください。
授業内容の理解を促す課題（レポート等）には、指示に従って提出
してください。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示します。

【参考書】
授業内で適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。5回以上欠席お
よび連続3回欠席の受講生は成績評価対象外となります。
遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります（ただし正当な理由がある場
合は欠席・遅刻ともその限りではない）。
成績は平常点３０％、課題４０％、試験３０％です。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容をよく理解するためにも、参考図書、資料等の紹介を行う。

【学生が準備すべき機器他】
「第三部:デザインマーケティング」(担当土屋)ではノートPCを使い
ますので、必ず持参してください。
その他、ノートPC（Windows10）を用いる箇所がありますので、教
員の指示に従ってください。

【Outline (in English)】
In this class, we will study the social significance of design
(Design Function), the relationship between technology and
society (Design Intersection) and the analysis method of
market needs (Design Marketing), while giving examples
of actual products and services in the complicated design
development.
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Part 1: Design Function
Part 2: Design Intersection
Part 3: Design Marketing
After each class, students will be expected to spend two hours
to understand the course content and to write reports.
Your overall grade in the class will be decided based on the
following,
In class contribution:30%, Short report:40%, Term-end exami-
nation:30%.
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MAN300ND（経営学 / Management 300）

情報システムデザイン

田岡　賢輔

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業の概要
企業活動でIT利活用を推進して行くために、主として次のテーマについて考
え、具体的な手法を習得する。
1.情報システムを構成する要素とそれぞれの位置づけ、役割を理解する
2.企業の実際のビジネスにおいて情報システムがどのように適用されているか？
3.企業の実際の情報システムにおいてシステムデザインはどのように行われ
ているか？
4.効果的・効率的な情報システムの構築にはどのようにシステムデザインを
行えばよいか？
5.AI、IoT,ビッグデータ等の新しい考えを情報システムにどう組み入れてゆく
か？ また現在の社会の動向・課題にどう情報システムが応えてゆけるか？
【到達目標】
企業において情報システムデザインを行う一員として、企業の業務要件を正
確に表現できるモデルを作成する。さらに作成したモデルを最新のテクノロ
ジーを活用し、効率的・効果的な情報システムとして構築できる手法を習得
する。また常に変化するIT環境と社会のニーズに対して、課題を捉えて整理
し、どう対応すべきか自ら方針を策定出来るようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連。
【授業の進め方と方法】
情報システムデザインを推進する方法を事例紹介・ケース演習・ケーススタ
ディ等を通し、実務的な視点を加えながら検討する。また、DXの進展などIT
の最新動向について新聞などの最新情報を活用しながら常に変化する情報シ
ステムへの理解を深めてゆく。受け身の講義だけではなく、出来るだけ自分
で考えて双方向で議論し、演習やレポート提出は、個人単位とグループを組
み合わせて行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 情報システムデザイン

のための概念　業務を
モデル化して理解する

・授業の進め方
・情報システムデザインのための概
念：モデル化
・業務のデータモデルとプロセスモ
デルよる表現と理解

第2回 情報システムを構成す
る要素とその位置づけ
を理解する

情報システムを構成する要素と位置
づけ
・ハードウェア
・ソフトウェア
・ミドルウェア
・アプリケーションソフトウェア

第3回 企業におけるビジネス
活動と情報システムを
理解する (1)

企業における種々のビジネス活動と
そのための情報システムを下記題材
について理解する
・販売管理
・生産管理

第4回 企業におけるビジネス
活動と情報システムを
理解する (2)

企業における種々のビジネス活動と
そのための情報システムを下記題材
について理解する
・財務会計
・全銀ネット

第5回 情報システムデザイン
の概要

・要件定義
・基本設計
・詳細設計
それぞれについての概要を理解する

第6回 業務要件の理解と整理
(1)

営業活動支援を例にしてその業務要
件を理解して整理する

第7回 業務要件の理解と整理
(2)

生産管理に関しての業務要件を理解
して整理する

第8回 基本設計-機能編 (1) 整理した業務要件から必要となる機
能を洗い出して整理する

第9回 基本設計-機能編 (2) 機能を処理とデータの流れという形
で理解して整理する

第10回 基本設計-データ編 要件を満たし機能を実現するための
データを洗い出してデータベース設
計を行う

第11回 基本設計-UI編 要件を満たし機能を実現するための
ユーザーインターフェース設計を行
う

第12回 情報システムの開発手法 開発手法について新しい考えも含め
理解する
・ウォーターフォール型
・アジャイル開発
・プロトタイピング開発

第13回 AI等の活用等、情報シ
ステム技術の最前線に
ついて

新しい ITが情報システムにどのよう
にかかわるかを理解する
・AI（生成AIのシステム開発への適
用など）
・IoT
・ビッグデータ

第14回 今日の社会環境におけ
る情報システムの課題

今日の社会環境において情報システ
ムが抱える課題を理解する
・情報産業の現状と課題
・新技術対応へ向けての IT人材像
・社会のニーズと情報システムの役割

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
別途授業で指示
本授業の準備学習・課題への対応時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
下記の組み合わせを予定
　1.授業でプリントを配布
　2.授業支援システムより教材パワーポイントをダウンロード
【参考書】
「高校数学でわかるディープラーニングの仕組み」(ベレ出版 ISBN978-4-86064-
602-8)
「BAM～可視化経営の実践～」（日経BP社、ISBN-4: 86130-227-7）
【成績評価の方法と基準】
下記により総合的に評価する。
　1.平常点（授業中の参加の度合、貢献度）　50%
　2.期末レポート　50%

【学生の意見等からの気づき】
アンケートを実施、グループワークの実施方法等について、学生からの意見
等を活かすことに努めている。
【学生が準備すべき機器他】
パワーポイント、エクセル、その他インターネット上の
ツール等を活用するためノートＰＣ必須
情報共有と課題に授業支援システムを活用
生成AI（ChatGPT）の無料アカウントの取得
【その他の重要事項】
本講義の講師は情報システムやIT製品の設計・開発に長年従事しており、そ
こでの知見を活かして授業を行う。これにより、学生には情報システムデザ
インに関する知識・手法を理解するのみでなく、そこで実際に起きる問題・課
題は何か、そしてどのように対応するかを考えられる人材を目指してもらう。
また変化するIT環境に対応できるよう、生成ＡＩなども実際に使いながら情
報システムへの活用方法を考えて行く。
【Outline (in English)】
In this course students will learn about the following system design
methods, used to promote usage/effectiveness of information systems in
enterprises.
1. Elements of information systems and their roles.
2. How information systems are applied to actual businesses.
3. How design is practiced in information systems at enterprises.
4. What is effective and efficient design for information systems.
5. How new technologies like AI, IoT and Big Data are introduced in
information systems.　And how information system responds to current
social needs.
Learning activities outside of classroom
Instructions will be provided in a separate class.
The standard preparation and assignment response time for this course
is two hours each.
Grading Criteria /Policy
The evaluation will be based on the following criteria:
1. Regular points (degree of participation and contribution in class) 50%
2. Final report 50%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

田中　豊、久世　迅、宮武　久佳

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

安積　伸

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

姜　理惠

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

大西　景太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

久世　迅、宮武　久佳、田中　豊

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

土屋　雅人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

西岡　靖之、宮武　久佳、久世　迅

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

野々部　宏司

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作１

山田　泰之

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２で学んだ内容を踏まえ、システムデザインの各
専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン学」の考え方と
目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を通じて、さらに
より深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
専門知識と技法をベースとして、卒業研究・卒業制作のためのテーマを定め、
研究者の倫理観の下に、調査・分析・実験・制作等を進めることが出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各教員ごとにゼミナール形式での輪読や演習、あるいはより実践的な実習形式
で課題に取り組む。各授業でのレポート、発表に対して教員から講評を行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 卒業研究・卒業制作の

テーマ設定の準備
研究者倫理教育

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション１
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定の準備

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション２

3 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション３

4 卒業研究・卒業制作の
テーマ設定のための教
員との打合せ

テーマ設定のための文献調査とディ
スカッション４

5 卒業研究・卒業制作の
テーマの提案

テーマの提案とディスカッション

6 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

7 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

8 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

9 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン４

10 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン５

11 卒業研究・卒業制作の実
施

研究・制作の実施とディスカッショ
ン６

12 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ１

研究・制作の中間まとめとディス
カッション１

13 卒業研究・卒業制作の中
間まとめ２

研究・制作の中間まとめとディス
カッション２
研究者倫理の振り返り

14 中間発表 研究・制作の進捗状況の確認
卒業研究・卒業制作２のスケジュー
ル設定

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各自のテーマに関連する事例や文献の調査および理解
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
ディスカッションの準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業研究・卒業制作
への取り組み状況を総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。
【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

岩月　正見

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

安積　伸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

SEONG YOUNG AH

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

田中　豊

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

土屋　雅人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

西岡　靖之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

野々部　宏司

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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OTR400ND（その他 / Others 400）

卒業研究・卒業制作２

山田　泰之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ゼミナール１とゼミナール２および卒業研究１で学んだ内容を踏まえ、システ
ムデザインの各専門分野とそれらの横断的な融合による「システムデザイン
学」の考え方と目指すべき方向性に関して、各専門分野の教員からの指導を
通じて、さらにより深く分析・理解し、実践的に行動することが目標である。
他の授業や演習科目には含まれない、より一層専門的なテーマや実践的なテー
マを扱うことで、１つのテーマ内容に時間をかけて取り組む姿勢を養う。
本授業を履修する過程で，学生各自の就業力の最終である「発展」段階に必
要な知識と手法（スキル）を修得し，将来の社会での活動へとつなげる．
【到達目標】
具体的な研究成果や作品を示し、論文にまとめることができること
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
卒業研究・卒業制作１に引き続き研究・制作を実施し、卒業論文の執筆を行う。
卒業研究・卒業制作概要集の前刷り原稿を作成し、学科全員の原稿を電子冊子
としてまとめるとともに、指定されたスケジュールで最終審査会を行い、研
究内容についての質疑応答が行われる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 スケジュールの確認

研究者の倫理教育
スケジュールの設定、ディスカッ
ション
研究者の倫理の理解

2 卒業研究・卒業制作の実
施１

研究・制作の実施とディスカッショ
ン１

3 卒業研究・卒業制作の実
施２

研究・制作の実施とディスカッショ
ン２

4 卒業研究・卒業制作の実
施３

研究・制作の実施とディスカッショ
ン３

5 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー１

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション１

6 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー２

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション２

7 卒業研究・卒業制作の実
施と教員レビュー３

研究・制作の実施と指導教員との
ディスカッション３

8 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ１

研究・制作の実施と成果のまとめ１

9 卒業研究・卒業制作の実
施と最終成果のまとめ２

研究・制作の実施と成果のまとめ２

10 卒業研究・卒業制作のま
とめ１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

11 卒業研究・卒業制作のま
とめ２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
ディスカッション

12 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー１

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

13 卒業研究・卒業制作のま
とめと教員レビュー２

研究・制作のまとめ、論文の執筆、
指導教員とのディスカッション

14 審査会（最終レビュー） 研究・制作の最終発表と全教員のレ
ビュー

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
テーマ課題に対する調査、分析、実験、制作
卒業論文の執筆
ディスカッションの準備
審査会での発表の準備
スケジュール管理
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
授業内で適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
ゼミへの参加状況と参加態度（発表、意見、思考など）、卒業論文、作品、審
査会での発表・質疑応答を総合的に評価する。
【学生の意見等からの気づき】
個別指導科目のためアンケートを実施していない。

【Outline (in English)】
Using the knowledge gained in Seminar 1 and Seminar 2, students will
aim to broaden their analysis and understanding of the approach and
objectives of the integrated field of system design, through a practical
approach guided by instructors in each area.
By engaging in a more specialized, practical theme than available in
other lectures and training subjects, this subject will allow students to
use time to focus on a single topic.
Through completing this course, students will develop the knowledge
and skills necessary for entering the workforce and activities in society.
Your study time will be more than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the in-class contribution.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

特別講義（アフェクティブデザイン）

SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人間の意思決定や行動は感情によるものが多い。アフェクティブデ
ザイン（Affective Design）とは、人の心を動かす体験や価値をデザ
インすることである。人間の感情・感性に働きかけるインタフェー
スおよびサービスをデザインするために、最新テクノロジーと多面
的研究方法について実践的に学ぶ講義である。複雑な人間の感情を
理解するために、感覚的特性から高次認知までの原理、感情を測る
ための新たな物差しとしての最新テクノロジー、ワークショップ設
計など、事例を加えて紹介する。毎回ワークショップおよび実習を
合わせて進める事で、学生自ら人間感性に対する新たな視点を持ち、
実際にインタフェースやサービスを設計・考究できるようになるこ
とを目指す。

【到達目標】
-人間の基礎的な感覚・感情・認知について理解し、その特性を用い
た新たな仮説を自ら立て、検証できること。
-感情を測るためのテクノロジー全般を把握し、簡単な形でも必要に
応じて自ら提案するシステムに取り組める技能を身につけること。
- ワークショップなどで実践的に手を動かしながら自ら新たな発見
と理論を導くこと。
-人間の感情に働きかける新たなインタフェースやサービスを提案・
設計できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
本講義は、2限連続で200分間、計7回行われる。毎回講義とワーク
ショップ（または実習）の組み合わせで進めていく。対面授業を基本
とするが、新型コロナウィルス状況に応じてオンラインに変更する
可能性があり、その場合は学習支援システムで事前に告知する。講
義では、感情の原理と特性、最新テクノロジー、インタフェースや
サービスの事例、などを含めて幅広く紹介していく。ワークショッ
プでは、講義で紹介したテクノロジーを実際自ら扱えるように実習
を行ったり、グループを分けて該当するテーマについてディスカッ
ションを行ったり、モノつくりをしながら発見した内容をまとめる
など、多様な手法を用いて実践的に行っていく。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション

（前半）
Affective Computing /
Affective Mediaの事例紹介
（アカデミック研究から商品サー
ビス事例まで）

2 イントロダクション
（後半）

人間の感情を理解するための基
礎知識（Human Percep-
tion/Emotion/Cognitionのメカ
ニズム、認知科学、心理学）に
ついて説明

3 感情認識（前半） 人間の感情を分類する基準、感
情を認識するための手法、感情
認識を利用したサービスを紹介

4 感情認識（後半） 顔認識、テキスト分析、心拍測
定など、事前に用意された感情
認識ツールの中から1つ選び、
感情認識を使った作品を提案
（必要に応じて簡単なプログラミ
ングを行う）

5 身体と心のデザイン
（前半）

マルチモーダル、クロスモーダ
ルのような感覚刺激制御を使っ
た体験のデザインの紹介、身体
変容による心の変化について学
ぶ。

6 身体と心のデザイン
（後半）

自分の身体を他のものに置き換
えてみるWSを通じて身体変容
が体験や身体の認識をどのよう
に変化させるかについて議論す
る。（必要に応じて簡単なプログ
ラミングを行う）

7 生物模倣と心のデザ
イン（前半）

生物模倣のような物質や生物の
構造から学ぶデザインを紹介し、
その効果及び模倣から生まれる
創造について議論する。

8 人間らしさのデザイ
ン（後半）

擬人化、アニマシー、不気味の
谷、ソーシャルロボットのよう
に人間らしさを表現するデザイ
ンの可能性と限界について議論
する。

9 文脈と個人（前半） 感情や体験を作る大きな要因で
ある文脈や個人の主観について
考慮したデザインについて学ぶ
（コンテキストデザイン、内的価
値・外的価値など）。

10 愛着のデザイン（後
半）

「なぜか好き」な物を持参し、内
的価値を調査・定義する愛着分
析WS、所有物の内的価値を向
上させる愛着育成WSを行う。

11 AIと社会（前半） AIによる創作物（テキスト、イ
メージ、音楽など）を実際制作
してみて、創造とは何かを議論
し、デザイナーとしてAIとの関
わり方を考える。

12 AIと社会（後半） AIによる「心の自動化・意思決
定・評価」における倫理に関す
る現状と問題となっている事例
を学び、いくつかのテーマにつ
いて議論する。

13 他者との共存（前半）ウェルビーイングやwe-modeに
関する概念を学びつつ、異なる
他者と共存するための社会のデ
ザインについて議論する。

14 他者との共存（後半）自然界の生物の認知特性から学
び、生き物全体へと思想を広げ
るMore Than Humanの概念を
紹介し、「中動態」としてサステ
イナブルかつインクルーシブな
デザインの在り方について議論
する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
- Hoppiiからの知らせを確認する（次週の準備物や課題の案内が
出る）。
- 事例の調査、アイデア提案、ワークショップの結果をまとめたレ
ポートなど、毎回簡単な課題が出る。
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【テキスト（教科書）】
特に指定しない。

【参考書】
講義で紹介した研究及びサービスのレファレンスを毎回学生に共有
する。

【成績評価の方法と基準】
出席は確認するが、単位取得の前提条件とする。
成績は、授業中の課題遂行力（40％）授業後の提出課題内容（60％）
をもとに、総合的に評価する。

【学生の意見等からの気づき】
最初のイントロダクションで意見を伺い、希望に応じて、今後授業
で紹介する内容を少しずつ調整する。

【学生が準備すべき機器他】
講義内容によっては、ノートパソコンが必要であり、その場合は学
習試演システムで告知する。

【その他の重要事項】
- 心を扱うデザインの授業なので、自らの気付きを恐れずに話して
いくことが大事な講義である。
-受講者人数や進捗によって講義内容の調整が行われる可能性がある。

【Outline (in English)】
In this course, students learn practically the latest technologies
and multifaceted research methods to design interfaces and
services that affect human emotions. In order to understand
complex human emotions, examples of multifaceted research
methods such as principles from sensory characteristics to
higher cognition, the latest technology for measuring emotions,
workshop design, etc. Furthermore, by conducting workshops
and practical training every time, students will have a new
perspective on human emotions and will be able to actually
design interfaces and services that affect human emotions.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

プロダクトデザイン理論

安積　伸

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、プロダクトデザイン（以下PD）の創造性にとって重点な要件
の基礎理論を学ぶことが出来る。
人間の創造行為としてのPDの歴史認識、社会的意義、デザインと機能の関係、
PDと人間工学、PDに多く使用される素材と製造技術などを学習し、デザイ
ンと工学の関連性を理解することができる。
【到達目標】
インダストリアルデザインの近代～今日までの文化的文脈を理解する。
プロダクトデザイン開発プロセス概要の理解。PD企画の理解。PDの形状・
造形の理解。PDと素材、素材表面処理の理解。PDの量産、小ロット生産技
術概要の理解を目標とします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連。
【授業の進め方と方法】
AB期１４回（金曜日5限）
講義ノートを必ずとる事。
プロダクトデザインと基礎技術：
PD設計に必要な製品製造工法、素材、素材表面処理技術に関して学ぶ事が出
来ます。
プロダクトデザインの基礎歴史的文脈：
現代のプロダクデザインが成立するまでの近代デザインの歴史の文脈を学ぶ
ことが出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス プロダクトデザインとは何か
2 デザイン・建築・現代美

術史　概論
デザインの黎明から現在までを俯瞰
する

3 家具のデザイン　① 家具デザインの歴史
4 家具のデザイン　② 家具デザインを支える技術
5 生活機器のデザイン　① 生活のためのデザイン
6 生活機器のデザイン　② 地場産業・伝統技術とデザイン
7 工業製品のデザイン　① 工業デザインの歴史
8 工業製品のデザイン　② 工業生産の素材と技術
9 歴史文化の文脈とデザ

イン　①
地域のためのデザイン

10 歴史文化の文脈とデザ
イン　②

日本人のためのデザイン

11 人間とデザイン　① 人間のためのデザイン
12 人間とデザイン　② デザインの価値・デザインの意味
13 プロダクトデザインの

隣接領域　①
工芸とデザイン

14 プロダクトデザインの
隣接領域　②

現代美術とデザイン

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各講義ノートを取り、内容について復習する
2週に1回、課題レポートの提出を求める
課題に要する時間は2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
講義進捗に合わせ適宜授業参考資料を配布する。
【参考書】
「もの」はどのようにつくられているのか？、Chris Lefteri著、オライリー
ジャパン
心を動かすデザインの秘密、荷方邦夫著、実務教育出版
プロダクトデザイン101のアイデア、スン・ジャン　マシュー・フレデリッ
ク著、フィルムアート社
世界デザイン史、安倍公正監修、美術出版社
他
【成績評価の方法と基準】
講義全体で4回以上の欠席および連続3回欠席の受講生は成績評価対象外とな
ります。
遅刻は 2回で 1回の欠席扱いとなります。欠席一回につきー 4点、遅刻-2点
（ただし正当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。）
評価；　出席（40%）レポート課題（60%)  
【学生の意見等からの気づき】
説明をよりゆっくりと進める

【その他の重要事項】
英国、日本でプロダクトデザイン実務経験のある教員が、その経験を生かし
てプロダクトデザイン全般の文化的文脈基礎知識及び製造の基本技術を講義
する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, students will learn the basic theory behind fundamental
requirements in Product Design and creativity.
【Learning Objectives】
The aims of this course are the following:
- Understanding the cultural context of industrial design from modern
times to today.
- Understanding the overview of the product design development
process.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be required to submit an assignment report every two
weeks. The standard time required for the homework is approximately
two hours.
【Grading Criteria /Policy】
Grading Evaluation: Attendance (40%), Report assignment (60%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAN300ND（経営学 / Management 300）

ビジネスモデルデザイン

西岡　靖之

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
マネジメントとして、あたらしいビジネスのしくみをデザインするために重要
な知識を解説し、事業計画、あるいはビジネスモデルを新規に作り上げるた
めの手順を学ぶ。新規に起業するための会社の作り方なども簡単に解説する。
【到達目標】
新規の事業計画、ビジネスモデルを策定するための基本的な知識を身に付け
るとともに、実際にグループでアイデアを具体化し、事業計画を作成するこ
とを通してその実践の方法について学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」、
「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
３限は講義、４限は演習とする。演習は、２人から４人単位のグループで実施
し、与えられた課題を行いながら最終的に提案するビジネスモデルの事業計
画を作成する。課題の結果は、毎回指定期日までに授業支援システムにアッ
プロードすること。毎回、授業開始時に前回までの理解度確認のための小テ
ストを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス 【講義】

問題発見／問題解決
商品とサービス
KJ法、ブレスト
【グループワーク】
グループ分け
ドメイン決定、
事業の定義、事業ビジョン
社名、社是（行動規範）

2週 マーケティング 【講義】
マーケティング理論
市場調査／ニーズ調査
価格設定／売上規模
SWOT分析、エピソード
【グループワーク】
市場調査、定量／定性分析
技術動向、規制動向
価格／売上規模設定
対象顧客と販売チャネル

3週 経営戦略論／組織論 【講義】
経営戦略論／組織論
ライセンス／ブランド戦略
特許、商標／意匠
MOT（技術経営）
【グループワーク】
商品／サービスの設計
同業他社比較分析
参入シナリオ、差別化戦略
ライセンス／ブランド戦略

4週 モデルとシステム設計 【講義】
モデルとシステム設計手法
UML、機能と構造
サービスの定義
情報フローモデル
【グループワーク】
ポジショニング、競合定義
ステークホルダー分析
業務フローの定義

5週 ビジネスプラン作成１ 【講義】
コストマネジメント
固定費、変動費
貸借対照表
損益分岐点、C／F
【グループワーク】
サービス提供のしかた
課金方式、キャッシュフロー
利益とコスト、価格、客単価、

6週 ビジネスプラン作成２ 【講義】
会社法と会社設立手順
株式会社／その他の法人
会社設立手順
定款、ガバナンス
【グループワーク】
投資計画、収益計画
組織体制、人員計画
アクションプラン

7週 最終発表会 最終発表会
最終発表会（グループ単位）
ビジネスモデル
プレゼンテーション
ゲストあり

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の内容にしたがって課題を個人またはグループ単位で行う。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし
【参考書】
教科書：特に指定しない
参考書：①Ｐ．Ｆ．ドラッガー、マネジメント基本と原則（エッセンシャル
版）ダイヤモンド社、②松本英博、事業計画書の読み方と書き方がよくわか
る本、秀和システム、③広瀬幸泰、手を動かしながら考えるビジネスプラン、
翔泳社、④辻・本郷税理士法人、一番よくわかる会社の設立と運営
【成績評価の方法と基準】
評価方法：出席、提出課題、最終発表および授業中の小テスト結果を総合し
て評価する。
【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。
【Outline (in English)】
In this course students will understand management through knowl-
edge essential for the design of new business schemes, learning about
business planning and processes of setting up new business models. In
addition they will learn the basics of starting up a new business.

— 295 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

応用プロジェクト１

駒井　悠亮、土屋　雅人、大西　景太、岩月　正見、山田　泰之、西岡　靖之、姜　理惠、SEONG YOUNG AH

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
「プロダクト」「アプリケーション」「システム」あるいは「サービス」など、
各自がアイディアを創出し、それらのアイディアについて、顧客対象者、背
景、類似品などについて徹底的調査し、新規性、有用性、娯楽性、社会性のあ
る企画として最終提案を行う。
【到達目標】
下記の要件を満たすようなアイディア企画を各自1つ以上提案することを目標
とする。
１）B期に開講される「応用プロジェクト２」で実現可能なコンセプトである
こと。
２）デザイン、テクノロジー、マネジメントの３分野にまたがる提案である
こと。
ただし、「プロジェクト実習制作２」をブラッシュアップしたものでもよい。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各自が自由にアイディアを提案し、実現のための調査を行い、最終的な企画
を提案する。履修者を少数のグループに分けて、それらのグループに対して1
名以上の専任教員が指導する。また、ガイダンス、中間報告、最終企画発表
などは全教員の前でプレゼンテーションを行う。
優れたアイディア企画に対しては、B期に開講される「応用プロジェクト２」
のテーマとして採用する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の目標を示し、最終企画を提案

するまでの授業の進め方を解説する。
また、アイディア創出のヒントや
きっかけになるようなキーワードを
いくつｔか提示する。
グループ分けを行い、担当教員を決
める。

2 アイディア創出 各グループに分かれ、ブレインス
トーミングを行って、アイディアを
練っていく。

3 アイディア創出 各グループに分かれ、ブレインス
トーミングを行って、アイディアを
練っていく。

4 アイディア創出 各グループに分かれ、ブレインス
トーミングを行って、アイディアを
練っていく。

5 アイディア企画候補の
選定

各グループで練ってきたアイディア
から最終企画提案候補として有望な
ものを選定する。

6 アイディア提案と企画
候補の決定

最終企画候補として選定したアイ
ディアをまとめ、1人１つ以上の企画
案として発表する。

7 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品な
どの調査を行う。

8 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品な
どの調査を行う。

9 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品な
どの調査を行う。

10 アイディア企画の調査 採用されたアイディア企画に対して、
顧客となる対象者、背景や類似品な
どの調査を行う。

11 中間発表 アイディア企画の調査結果をまとめ
て、全教員の前で各自が中間発表を
行う。ここで指摘された改善点や修
正意見を整理しておく。

12 修正意見に基づく調査 中間発表で指摘された改善点や修正
意見を参考にして、アイディア企画
のさらなる調査を行う。

13 修正意見に基づく調査 中間発表で指摘された改善点や修正
意見を参考にして、アイディア企画
のさらなる調査を行う。

14 最終企画発表 これまでのそれらの企画案から優れ
たものを最終企画案として採用する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
アイディア企画の調査は、実際に外に出てマーケティング調査を行ったり、関
連機関にインタビューをしたりする必要がある。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
なし。
【成績評価の方法と基準】
出席、意欲、最終企画案などを総合的に評価するが、最終企画案の良し悪し
に最も重点を置く。
【学生の意見等からの気づき】
アイディア創出に苦労しているのでブレインストーミングの方法をさらに工
夫する必要がある。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC必須。
【Outline (in English)】
In this course, students will create ideas related to "products",
"applications" "systems" or "services," thoroughly investigating target
customers, background, similar products etc. In the final class, students
will make final presentations about their ideas, addressing their novelty,
usefulness and entertainment value as social products.
After each class, students will be expected to spend two hours to make
objects and presentation materials.
Your overall grade in the class will be decided based on the contribution
in class and the quality of the final proposal.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR400ND（その他 / Others 400）

応用プロジェクト2

土屋　雅人、安積　伸、山田　泰之、SEONG YOUNG AH、岩月　正見、田中　豊、大西　景太、姜　理惠、駒井　悠亮、西
岡　靖之、野々部　宏司
開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
春学期に開講される「応用プロジェクト１」の中で採用されたアイディア企
画を具体的に実現する。ただし、「応用プロジェクト１」を履修していなくて
も、チームの一員として履修することができる。
【到達目標】
システムデザイン学科のめざすモノづくり、しくみづくりを、本格的な形で
実現することを最終目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
チームごとにメンターとなる専任教員が１名ついて指導を行う。チームは履
修者の自由意思に基づいて編成する。ただし、チームは原則として、クリエー
ション系、エンジニアリング系、マネジメント系から１名以上の学生で構成
されていること。
各チームは、下記のよう成果物を提出すること。
１）企画書
２）仕様書
３）プロトタイプ（試作品）
４）プロモーション媒体（広告、イメージ図、ビデオなど）
５）初期ロット数や受注先などを組み入れた現実的な必要投資額算定
優秀な作品に対しては、実際のクラウドファンディングに掲載することを目
指して、学科が知識供与や予算などの面でバックアップする。
　　　　
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 「応用プロジェクト」で採択されたア

イディアを紹介し、発案者をリー
ダーとするチーム編成を行う。また、
メンターとなる教員候補を選定する。

2 計画発表 各チームごとに企画案を実現するた
めの計画を発表する。また、メン
ターとなる教員を決定する。

3 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。ま
た、各企画をを具体化するためのシ
ステムの設計を行い、プロトタイプ
を制作する。

4 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。ま
た、各企画をを具体化するためのシ
ステムの設計を行い、プロトタイプ
を制作する。

5 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。ま
た、各企画をを具体化するためのシ
ステムの設計を行い、プロトタイプ
を制作する。

6 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。ま
た、各企画をを具体化するためのシ
ステムの設計を行い、プロトタイプ
を制作する。

7 設計・制作 各企画のマーケティングを行う。ま
た、各企画をを具体化するためのシ
ステムの設計を行い、プロトタイプ
を制作する。

8 中間発表 これまでの各企画の進捗状況をまと
めて、全教員の前で各チームが中間
発表を行う。ここで指摘された改善
点や修正意見を整理しておく。

9 修正意見による設計・企
画・制作

中間発表で指摘された改善点や修正
意見を参考にして、企画を完成度の
高いものにする。

10 修正意見による設計・企
画・制作

中間発表で指摘された改善点や修正
意見を参考にして、企画を完成度の
高いものにする。

11 修正意見による設計・企
画・制作

中間発表で指摘された改善点や修正
意見を参考にして、企画を完成度の
高いものにする。

12 プロモーション媒体作成 企画公開に向けてプロモーション媒
体を作成する。

13 プロモーション媒体作成 企画公開に向けてプロモーション媒
体を作成する。

14 最終発表 各チームの最終発表を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業外でも、企画に対する討論や調査、プロトタイプ制作などに時間を割く
必要がある。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
なし。
【成績評価の方法と基準】
下記のような項目を考慮して総合的に評価する。
・出席状況（個人点）
・メンターの個人評価（個人点）
・成果物（グループ点）
・最終プレゼンテーション（グループ点）
【学生の意見等からの気づき】
「応用プロジェクト1」で採択されたアイディアをベースとして、実装する機
能を早めにプロトタイプに組み込むことが重要である。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course, students realize the ideas proposed in the previous course
"Applied Project Based Learning 1" as actual prototypes.
【Learning Objectives】
The goal of the class is to realize in the completed way the
manufacturing and mechanism development that our department aims
to achieve.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparation and review time for this class is approxi-
mately 2 hours each
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on the overall evaluation.
- Attendance (individual marks)
- Mentor’s evaluation (individual points)
- The final presentation (group points).
- Final presentation (group points)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

グラフィックデザイン X

大西　景太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、印刷物メディアを中心とする表現媒体における適切で効果的な
視覚情報伝達に必要なグラフィックデザインの基礎知識と表現スキルを、複
数の演習課題を通して学習する。
【到達目標】
・グラフィックデザインの基礎知識を得る
・色彩、レイアウト、タイポグラフィやイラスト、写真など
グラフィックデザインの諸要素を活用して魅力的でわかりやすい情報伝達が
できるようになる
・Adobe Illustrator、Photoshopを使えるようになる
・完成度の高い作品を制作できるようになる
・大判出力を用いたプレゼンテーションパネルが制作できるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
・PCを用いた授業内の演習と、自宅で進める制作を交互に行う。
・演習と並行してグラフィックデザインの基礎知識の講義を受ける。
・作品のブラッシュアップを繰り返し完成度を高める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ・授業ガイダンス

・教員のデザイン活動紹
介

授業の進め方、授業課題、履修上の
注意点、成績評価等のガイダンスを
行う。
教員のデザイン活動を事例を通して
解説する。

2 ・演習1(ツールの学習)
・課題1（企画・制作）

Adobe Illustratorの基本操作方法を
学習する。
ロゴタイプの企画を考案する。

3 ・課題１の発表 課題１の発表、講評を行う。
4 ・演習2（ロゴの応用）

・課題2の説明
ロゴを活用してモックアップを制作
する。

5 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
6 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
7 演習4（イラストレー

ション）
イラストレーションの演習を行う。

8 演習4（イラストレー
ション）

イラストレーションの演習を行う。

9 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
10 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
11 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を

行う
個別相談

12 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を
行う
個別相談

13 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、
評価を受ける。

14 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、
評価を受ける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回で、次回の授業までに制作してくるもの／調査してくること等を指示する。
情報教室PCでの制作も可能だが、自宅での制作のため
Adobe Creative Cloud学生ライセンスパックの契約を推奨する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。市販のグラフィックデザイン関連書籍、
および使用するソフトウェア
（Adobe Photoshop, Illustrator）の使用方法に関する
書籍やＷｅｂでの映像を参照する。
【参考書】
Youtubeに各種チュートリアルがあるので参照のこと。
特にAdobe公式チュートリアルを推奨する。
【成績評価の方法と基準】
授業への参加・平常点（2０％）
各課題の評価点合計（8０％）

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
作品のデータを保存するＵＳＢメモリ（８ＧＢ以上）を持参すること。
【その他の重要事項】
大学の情報教室PCにはAdobe系ソフトウェアがインストールされています。
しかし大学から貸与されるノートＰＣには同ソフトがインストールされてい
ません。
そのため、2023年度から「Adobe CC学生ライセンスパック」を導入し、大
学を通して安価で契約できるようにしています。個人で契約する「学生版」よ
りも安価で使用できるため、契約を推奨します。
【Outline (in English)】
In this lesson, we learn basic knowledge and expression skills of graphic
design necessary for visual information communication in various
expressive media such as printed materials, Web and digital media
through multiple exercises.
Students are expected to complete required assignments after each
class. A minimum of 4 hours of self-study per class is required.
The overall grade for the class will be determined based on the following
items.
Total grade points for each assignment (80%)
Attitude toward class participation (20%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

プロダクトデザイン１（２０１９～２０２２年度入学生用）

安積　伸、秋山　かおり、林　登志也

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　演習を通してプロダクトデザインの基礎となる考え方を学び、新鮮な視点
をもった企画の提案力、オリジナリティの高いデザインの創造力を養う。
　クリエイティブ・プロセスにおける試作と検証の重要性を学び、実践方法・
技術を習得する。
　
【到達目標】
　ものづくり、デザインに関わる基礎的かつ根本的な実践力、創造力を身に
つけることを目標とする。
　社会・文化のあらゆる側面に目を向け、理解し、真に快適なデザインとは
何かを考察しながら、独創性の高いデザインを追求する方法を学ぶ。
　造形・色彩・機能・人間工学・認知心理、といったプロダクトデザインに必
要な要素を実習を通して理解する。
　観察・実験・データ収集・分析、といった方法を通し、社会的視点をもった
デザインの提案方法を学ぶ。
　様々な素材・加工法での試作実験・検証を通し、根源的レベルからのデザイ
ン提案力、開発力を養成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　この授業は対面形式の実習です。
　「プロダクトデザイン1」の履修者は必ず「プロダクトデザイン2」も履修
しなければなりません。どちらか片方だけの履修はできません。
　「プロダクトデザイン1、２」の授業では、３～４人からなるグループワー
クと、個人制作の両方を行い、大きく５つの課題に取り組みます。それぞれ
に課題説明、初期案発表、開発中間報告、チュートリアル、最終発表、という
ステージで行います。
　また本授業では特に、アイデアを試作し、検証・発展させるプロセスが重
視されます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス

色彩と木工①
全プロセスの俯瞰と把握　課題説明

2週 色彩と木工②
蝋燭と鋳造と香り①

最終発表
課題説明

3週 蝋燭と鋳造と香り②
金属とアップサイクリ
ング①

最終発表
課題説明

4週 金属とアップサイクリ
ング②
メッシュを用いたデザ
イン①

最終発表
課題説明

5週 メッシュを用いたデザ
イン②
食とデザインとブラン
ディング①

最終発表
課題説明

6週 食とデザインとブラン
ディング②

ワークショップ
チュートリアル

7週 食とデザインとブラン
ディング①
無意識の行動①

最終発表
課題説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行います。
各課題の最終プレゼンテーション以外にも、毎回授業のはじめに進捗状況を
まとめた発表をします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
「誰のためのデザイン？」増補・改訂版　D. A.ノーマン (著)　新曜社
「考えなしの行動?」ジェーン・フルトン・スーリ (著)　太田出版
「心を動かすデザインの秘密」荷方邦夫 (著)　実務教育出版
「プロダクトデザイン 101のアイデア」　スン・ジャン他(著)　フィルムアー
ト社

【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
各課題の狙い、各プロセスで重要視する事柄を理解しやすく説明したい。
【学生が準備すべき機器他】
PC　必要なソフトウェアー（プレゼンテーション・CAD・グラフィック等）
を習熟しておいてください。
【その他の重要事項】
欧州・日本でプロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必
要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。
履修生には、日常を細かく観察し、問題点、改善可能な点などを常に考察す
ることを期待する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
　Students learn the basic concepts of product design through exercises
and develop the ability to propose fresh ideas and create original
designs.
　Students learn the importance of prototyping and verification in the
creative process and acquire practical methods and techniques.
【Learning Objectives】
The aim is to acquire basic practical and creative skills in manufactur-
ing and design.
　Students learn how to pursue highly original design by looking at and
understanding all aspects of society and culture and considering what
truly comfortable design is.
　 Students gain an understanding of the elements necessary for
product design, such as form, color, function, ergonomics, and cognitive
psychology, through practical training.
　 Learn how to propose designs from a social perspective through
methods such as observation, experimentation, data collection, and
analysis.
　 Cultivate the ability to propose and develop designs from a
fundamental level through experiments and verification of prototypes
using various materials and processing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately 3 hours,
however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

プロダクトデザイン２（２０１９～２０２２年度入学生用）

安積　伸、秋山　かおり、林　登志也

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　演習を通してプロダクトデザインの基礎となる考え方を学び、新鮮な視点
をもった企画の提案力、オリジナリティの高いデザインの創造力を養う。
　クリエイティブ・プロセスにおける試作と検証の重要性を学び、実践方法・
技術を習得する。
　
【到達目標】
　ものづくり、デザインに関わる基礎的かつ根本的な実践力、創造力を身に
つけることを目標とする。
　社会・文化のあらゆる側面に目を向け、理解し、真に快適なデザインとは
何かを考察しながら、独創性の高いデザインを追求する方法を学ぶ。
　造形・色彩・機能・人間工学・認知心理、といったプロダクトデザインに必
要な要素を実習を通して理解する。
　観察・実験・データ収集・分析、といった方法を通し、社会的視点をもった
デザインの提案方法を学ぶ。
　様々な素材・加工法での試作実験・検証を通し、根源的レベルからのデザイ
ン提案力、開発力を養成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　この授業は対面形式の実習です。
　「プロダクトデザイン1」の履修者は必ず「プロダクトデザイン2」も履修
しなければなりません。どちらか片方だけの履修はできません。
　「プロダクトデザイン1、２」の授業では、３～４人からなるグループワー
クと、個人制作の両方を行い、大きく５つの課題に取り組みます。それぞれ
に課題説明、初期案発表、開発中間報告、チュートリアル、最終発表、という
ステージで行います。
　また本授業では特に、アイデアを試作し、検証・発展させるプロセスが重
視されます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス

色彩と木工①
全プロセスの俯瞰と把握　課題説明

2週 色彩と木工②
蝋燭と鋳造と香り①

最終発表
課題説明

3週 蝋燭と鋳造と香り②
金属とアップサイクリ
ング①

最終発表
課題説明

4週 金属とアップサイクリ
ング②
メッシュを用いたデザ
イン①

最終発表
課題説明

5週 メッシュを用いたデザ
イン②
食とデザインとブラン
ディング①

最終発表
課題説明

6週 食とデザインとブラン
ディング②

ワークショップ
チュートリアル

7週 食とデザインとブラン
ディング①
無意識の行動①

最終発表
課題説明

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行います。
各課題の最終プレゼンテーション以外にも、毎回授業のはじめに進捗状況を
まとめた発表をします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
「誰のためのデザイン？」増補・改訂版　D. A.ノーマン (著)　新曜社
「考えなしの行動?」ジェーン・フルトン・スーリ (著)　太田出版
「心を動かすデザインの秘密」荷方邦夫 (著)　実務教育出版
「プロダクトデザイン 101のアイデア」　スン・ジャン他(著)　フィルムアー
ト社

【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
各課題の狙い、各プロセスで重要視する事柄を理解しやすく説明したい。
【学生が準備すべき機器他】
PC　必要なソフトウェアー（プレゼンテーション・CAD・グラフィック等）
を習熟しておいてください。
【その他の重要事項】
欧州・日本でプロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必
要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。
履修生には、日常を細かく観察し、問題点、改善可能な点などを常に考察す
ることを期待する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
　Students learn the basic concepts of product design through exercises
and develop the ability to propose fresh ideas and create original
designs.
　Students learn the importance of prototyping and verification in the
creative process and acquire practical methods and techniques.
【Learning Objectives】
The aim is to acquire basic practical and creative skills in manufactur-
ing and design.
　Students learn how to pursue highly original design by looking at and
understanding all aspects of society and culture and considering what
truly comfortable design is.
　 Students gain an understanding of the elements necessary for
product design, such as form, color, function, ergonomics, and cognitive
psychology, through practical training.
　 Learn how to propose designs from a social perspective through
methods such as observation, experimentation, data collection, and
analysis.
　 Cultivate the ability to propose and develop designs from a
fundamental level through experiments and verification of prototypes
using various materials and processing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately 3 hours,
however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

プロダクトデザイン３（２０１９～２０２２年度入学生用）

梶本　博司、宮沢　哲、谷口　武司、安積　伸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
インダストリアルデザイン (工業製品デザイン)の開発を実務に沿ったプロセ
スで体験します。
課題となる開発対象物がどの様に製造されているかを理解し、アイデアを反
映したデザインの考案とプロトタイプ制作を行います。
プロトタイプによる使用性や価値の検証、製品としての完成度を上げる方法
を学びます。
【到達目標】
インダストリアルデザインの実戦的な手法と知識を学びます。
コンセプトの立案やアイデアの展開方法、プロトタイプ制作を基にした価値
の検証方法を学びます。
また、工業的な製造プロセスを理解しながら、製品アイデアへと反映する方
法を学びます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は、インダストリアルデザイン (工業製品デザイン)開発プロセスの
実践的実習を通して学習します。
開発対象物がどの様に製造されているかを理解しその特徴や制限を理解する
事、また現在の製品にはどのような工夫がありどの様なユーザーが使用して
いるか、等のデザインが反映するべき現実的な側面を反映したアイデアの考
案を行います。
またアイデアを展開しながら試作を繰り返す事で提案を強化し、最終的には
製品に近いプロトタイプへとブラッシュアップしていきます。
最終試作では使用性や器物としての価値を検証し、評価を行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 １演習教室、教室分け、

座席確認、主担当教員
この演習授業概要説明
課題説明
この授業での制作プロセスをよく理
解し積極的にデザインする準備を行
います。

2 ガイダンス
PD3第1課題
課題１「テープカッター
デザイン」説明
構造体の調査方法
制作プロセス概要

演習授業概要説明
課題１説明
この授業での制作プロセスの説明。
テープカッター基本構造体の調査方
法がわかる。

3 「テープカッターデザイ
ン」基本構造体調査まと
め

基本構造体調査をスッケチで表現で
きるようになる。

4 モックアップ（模型）制
作材料スチレンボード
について　モックアッ
プ（模型）制作道具の使
い方

スチレンボードモックアップ制作事
例でスチレンボードの使い方がわか
るようになる。
スチレンボードで構造制作、カット
方法説明。基本デザインアイディア
スケッチについてわかるようになる。
必要な道具の使い方がわか流ように
なる。

5 機構モデル制作（スチレ
ンボード）

機構モデルの制作

6 機構モデル制作
各自制作物評価

スチレンボードで制作したテープ
カッターの基本構造体を説明し評価
をもらい指摘されたところを直し完
成度を高めることができます。

7 課題１提出、プレゼン、
評価

課題１提出、デザインプレゼンの仕
方がわかるようになる。評価基準が
わかるようになる。

8 課題１プレゼン、評価
課題２：制作材料２、ス
タイロモックアップ説明

評価の後の課題２の説明。
課題2：フィレット、カット面によ
る造形変化：ジグの使用方法、基本
制作造形の説明

9 課題２用材料の準備
（スタイロの切り出：各
自で行う）

ヒートカッターの使用方法がわかる
ようになる。

10 モデル制作治具について
フィレットC面での造
形制作

ジグの説明。
ジグを使った制作デモ、フィレット
C面取り方デモを見ることで制作方
法がわかる。

11 課題２提出 プロトタイプ２の制作進捗を見なが
ら随時個別に具体的な製作手法を学
ぶことができる。

12 課題３：テープカッ
ターデザイン2

スチレンボードとスタイロとで
「テープカッター」プロトタイプの制
作　アイデアスケッチから始める。

13 課題３デザインモック
アップ制作
プレゼンテーション

デザインモックアップ制作
プレゼンテーション

14 課題３
プレゼンテーション,講
評

プレゼンテーション,講評からプロト
タイプ（モックアップ）の制作まで
の考え方がわかるようよになる。評
価基準よりモックアップの完成度で
重要なことがわかる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行う事を基本とします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業支援システム「教材」にアップロードします。
【参考書】
「ものはどのようにつくられているのか？」
Chris Lefteri(著)　オライリージャパン
「プロダクトデザインのスタイリング入門」
ピーター・ダブズ (著)　ビー・エヌ・エヌ
【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
制作プロセスの説明強化。制作プロセスチャート作成の方法論指導 強化し
ます。
洞察、観察レベルの指導強化。
【その他の重要事項】
欧州、日本でプロダクトデザイン実務経験のある教員が、その経験を生かし
てプロダクトデザイン全般の基礎知識・手法を指導する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students will experience the way to develop industrial design through a
process that is consistent with actual practice.
Students understand how industrial product is manufactured, and
think an original design idea and create a prototype. Students will learn
how to evaluate usability and value of the design through prototypes
and improve the level of perfection as a product.
【Learning Objectives】
Through the experience of the course, students will learn the practical
skill and knowledge of industrial design stated as followings:
- The practical methods, skill and knowledge of industrial design.
- The way to develop from concepts ideas to prototyping, and evaluate
value with prototype.
- The knowledge of industrial manufacturing process and the way to
translate to product ideas.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately three
hours, however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

プロダクトデザイン４（２０１９～２０２２年度入学生用）

梶本　博司、安積　伸、宮沢　哲、谷口　武司

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
インダストリアルデザイン (工業製品デザイン)の開発を実務に沿ったプロセ
スで体験します。
課題となる開発対象物がどの様に製造されているかを理解し、アイデアを反
映したデザインの考案とプロトタイプ制作を行います。
プロトタイプによる使用性や価値の検証、製品としての完成度を上げる方法
を学びます。
【到達目標】
インダストリアルデザインの実戦的な手法と知識を学びます。
コンセプトの立案やアイデアの展開方法、プロトタイプ制作を基にした価値
の検証方法を学びます。
また、工業的な製造プロセスを理解しながら、製品アイデアへと反映する方
法を学びます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は、インダストリアルデザイン (工業製品デザイン)開発プロセスの
実践的実習を通して学習します。
開発対象物がどの様に製造されているかを理解しその特徴や制限を理解する
事、また現在の製品にはどのような工夫がありどの様なユーザーが使用して
いるか、等のデザインが反映するべき現実的な側面を反映したアイデアの考
案を行います。
またアイデアを展開しながら試作を繰り返す事で提案を強化し、最終的には
製品に近いプロトタイプへとブラッシュアップしていきます。
最終試作では使用性や器物としての価値を検証し、評価を行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 １演習教室、教室分け、

座席確認、主担当教員
この演習授業概要説明
課題説明
この授業での制作プロセスをよく理
解し積極的にデザインする準備を行
います。

2 ガイダンス
PD3第1課題
課題１「テープカッター
デザイン」説明
構造体の調査方法
制作プロセス概要

演習授業概要説明
課題１説明
この授業での制作プロセスの説明。
テープカッター基本構造体の調査方
法がわかる。

3 「テープカッターデザイ
ン」基本構造体調査まと
め

基本構造体調査をスッケチで表現で
きるようになる。

4 モックアップ（模型）制
作材料スチレンボード
について　モックアッ
プ（模型）制作道具の使
い方

スチレンボードモックアップ制作事
例でスチレンボードの使い方がわか
るようになる。
スチレンボードで構造制作、カット
方法説明。基本デザインアイディア
スケッチについてわかるようになる。
必要な道具の使い方がわか流ように
なる。

5 機構モデル制作（スチレ
ンボード）

機構モデルの制作

6 機構モデル制作
各自制作物評価

スチレンボードで制作したテープ
カッターの基本構造体を説明し評価
をもらい指摘されたところを直し完
成度を高めることができます。

7 課題１提出、プレゼン、
評価

課題１提出、デザインプレゼンの仕
方がわかるようになる。評価基準が
わかるようになる。

8 課題１プレゼン、評価
課題２：制作材料２、ス
タイロモックアップ説明

評価の後の課題２の説明。
課題2：フィレット、カット面によ
る造形変化：ジグの使用方法、基本
制作造形の説明

9 課題２用材料の準備
（スタイロの切り出：各
自で行う）

ヒートカッターの使用方法がわかる
ようになる。

10 モデル制作治具について
フィレットC面での造
形制作

ジグの説明。
ジグを使った制作デモ、フィレット
C面取り方デモを見ることで制作方
法がわかる。

11 課題２提出 プロトタイプ２の制作進捗を見なが
ら随時個別に具体的な製作手法を学
ぶことができる。

12 課題３：テープカッ
ターデザイン2

スチレンボードとスタイロとで
「テープカッター」プロトタイプの制
作　アイデアスケッチから始める。

13 課題３デザインモック
アップ制作
プレゼンテーション

デザインモックアップ制作
プレゼンテーション

14 課題３
プレゼンテーション,講
評

プレゼンテーション,講評からプロト
タイプ（モックアップ）の制作まで
の考え方がわかるようよになる。評
価基準よりモックアップの完成度で
重要なことがわかる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行う事を基本とします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業支援システム「教材」にアップロードします。
【参考書】
「ものはどのようにつくられているのか？」
Chris Lefteri(著)　オライリージャパン
「プロダクトデザインのスタイリング入門」
ピーター・ダブズ (著)　ビー・エヌ・エヌ
【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
制作プロセスの説明強化。制作プロセスチャート作成の方法論指導 強化し
ます。
洞察、観察レベルの指導強化。
【その他の重要事項】
欧州、日本でプロダクトデザイン実務経験のある教員が、その経験を生かし
てプロダクトデザイン全般の基礎知識・手法を指導する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students will experience the way to develop industrial design through a
process that is consistent with actual practice.
Students understand how industrial product is manufactured, and
think an original design idea and create a prototype. Students will learn
how to evaluate usability and value of the design through prototypes
and improve the level of perfection as a product.
【Learning Objectives】
Through the experience of the course, students will learn the practical
skill and knowledge of industrial design stated as followings:
- The practical methods, skill and knowledge of industrial design.
- The way to develop from concepts ideas to prototyping, and evaluate
value with prototype.
- The knowledge of industrial manufacturing process and the way to
translate to product ideas.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately three
hours, however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

３DCADデザインX

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
1年次グラフィックデザイン演習で得たスキルを基に、時間軸を有するメディ
ア（本、WEBページ、映像）のデザインを複数の演習を通して学ぶ。
【到達目標】
エディトリアルデザイン、モーショングラフィック、データビジュアライゼー
ション、Webページなど異なるメディア形式に対応したデザインスキルを得る。
さまざまなリサーチ手法を活用して伝えるべき価値を探求する。
ブラッシュアップを繰り返し、完成度の高い作品を制作する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業前半では、アナログメディアである冊子をデザインする。時間軸とペー
ジのフローを考慮し、情報を効果的に伝える演習を行う。企画、取材、編集、
レイアウトの力を養う。
授業後半では、プログラミング、モーショングラフィック、データビジュア
ライゼーションの手法を学習した上でWEBページをデザインする。インタラ
クションのあるデジタルメディアにおけるデザイン力を養う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 演習内容ガイダンス 授業の進め方、授業課題、履修上の

注意点、成績評価等のガイダンスを
行う。
教員のデザイン活動を事例を通して
解説する。

2 冊子-1 エディトリアルデザインの解説を行
う

3 冊子-2 エディトリアルデザインの制作を行
う。

4 冊子-3 エディトリアルデザインの制作を行
う。

5 冊子-4 エディトリアルデザインの制作を行
う。

6 冊子-5
発表、講評

エディトリアルデザイン課題の発表
と講評を行う

7 モーション-1 モーショングラフィックスについて
解説する
モーション系ソフトのスキルを学ぶ

8 モーション-2 モーション系ソフトのスキルを学ぶ
9 Web-1 Web表現について解説する
10 Web-2 Web課題の制作を行う
11 Web-3 Web課題の制作を行う
12 Web-4 Web課題の制作を行う
13 Web-5 Web課題の制作を行う
14 Web-6

発表、講評
Web課題の発表と講評を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Adobe Indesign、After Effectsなどのソフトを使用するため、
「Adobe CC学生ライセンスパック」の継続利用を推奨します。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
適宜プリントを配布する。
【参考書】
特に指定しない。授業中に適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品評価（80％）
制作プロセス評価（20％）
課題未提出はD

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
PC
USBメモリ
配布資料用クリアーファイル

【その他の重要事項】
エディトリアル、モーション、Webなどにおけるデザイン実務経験のある教
員が、その経験を生かして基礎知識・手法を指導する。
【Outline (in English)】
Based on the skills acquired in the first-year graphic design exercise,
students will learn to design media with a time axis (books, web pages,
videos) through multiple exercises.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

３DCADデザインY

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
1年次グラフィックデザイン演習で得たスキルを基に、時間軸を有するメディ
ア（本、WEBページ、映像）のデザインを複数の演習を通して学ぶ。
【到達目標】
エディトリアルデザイン、モーショングラフィック、データビジュアライゼー
ション、Webページなど異なるメディア形式に対応したデザインスキルを得る。
さまざまなリサーチ手法を活用して伝えるべき価値を探求する。
ブラッシュアップを繰り返し、完成度の高い作品を制作する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業前半では、アナログメディアである冊子をデザインする。時間軸とペー
ジのフローを考慮し、情報を効果的に伝える演習を行う。企画、取材、編集、
レイアウトの力を養う。
授業後半では、プログラミング、モーショングラフィック、データビジュア
ライゼーションの手法を学習した上でWEBページをデザインする。インタラ
クションのあるデジタルメディアにおけるデザイン力を養う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 演習内容ガイダンス 授業の進め方、授業課題、履修上の

注意点、成績評価等のガイダンスを
行う。
教員のデザイン活動を事例を通して
解説する。

2 冊子-1 エディトリアルデザインの解説を行
う

3 冊子-2 エディトリアルデザインの制作を行
う。

4 冊子-3 エディトリアルデザインの制作を行
う。

5 冊子-4 エディトリアルデザインの制作を行
う。

6 冊子-5
発表、講評

エディトリアルデザイン課題の発表
と講評を行う

7 モーション-1 モーショングラフィックスについて
解説する
モーション系ソフトのスキルを学ぶ

8 モーション-2 モーション系ソフトのスキルを学ぶ
9 Web-1 Web表現について解説する
10 Web-2 Web課題の制作を行う
11 Web-3 Web課題の制作を行う
12 Web-4 Web課題の制作を行う
13 Web-5 Web課題の制作を行う
14 Web-6

発表、講評
Web課題の発表と講評を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Adobe Indesign、After Effectsなどのソフトを使用するため、
「Adobe CC学生ライセンスパック」の継続利用を推奨します。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
適宜プリントを配布する。
【参考書】
特に指定しない。授業中に適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品評価（80％）
制作プロセス評価（20％）
課題未提出はD

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
PC
USBメモリ
配布資料用クリアーファイル

【その他の重要事項】
エディトリアル、モーション、Webなどにおけるデザイン実務経験のある教
員が、その経験を生かして基礎知識・手法を指導する。
【Outline (in English)】
Based on the skills acquired in the first-year graphic design exercise,
students will learn to design media with a time axis (books, web pages,
videos) through multiple exercises.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

デザインシンキング

吉見　奈々、金田　遼平

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ブランディングのデザインに必要な様々な要素をグループワークの演習
によって実践的に学びます。
提供するモノ、サービスの価値を的確に捉え深く掘り下げる力、想定す
るユーザーや顧客を理解する力、得られた情報から伝えるべき内容を精
査する力、新たな魅力を構築し最も効果的な方法で提示する力、そして
総合的に人の心を動かすデザインを創出する力を養います。

【到達目標】
ブランド・プロデュースのための一連のデザインプロセスを通じ、今日
デザイナーやアートディレクターに求められるブランディングデザイン
の能力獲得を目指します。
また構築的なクリエイティブ・プロセスを通じ、デザイン思考の方法論
も同時に学びます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」、
「DP2」、「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
デザインシンキングのプロセスを基本としながら、少人数のチームによ
るワークショップ形式で進めます。
参加学生には、積極的なディスカッションやプレゼンテーションへの参
加が求められます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体ガイダンス

第1テーマ
情報収集・情報整理・
発案に関するスキル習
得ワークショップ

全体概要説明
情報収集・情報整理・発案プロセ
スに関する有用なスキルをワーク
ショップ形式で習得する。

2 第2テーマ　課題説明
グループ分け
ワークショップ

課題概要説明
アイスブレイク
分析
要素の解体・抽出
インサイトの共有

3 第2テーマ
ワークショップ

企画テーマ設定
アイデア展開
プロトタイプ・プレゼンテーショ
ン制作

4 第2テーマ
最終プレゼンテーショ
ン

第2テーマ　最終案発表会
まとめ

5 第3テーマ　課題説明
グループ分け
定性調査予備調査
ワークショップ

課題概要説明
顧客の検討・選択
視察調査（個人）
観察まとめ
企画の検討

6 第3テーマ
フィールドワーク
現地調査
インタビュー

定性調査セッション（グループ）
情報共有・準備
インタビュー
定性調査結果・考察
プロトタイプ・最終プレゼンテー
ション準備

7 第3テーマ
最終プレゼンテー
ション
総評

第3テーマ　最終案発表会
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内にまとまりきらない作業は、時間外で自主的に行ってもらい
ます。
各課題の終了後は、企画提案書を美しくまとめ、レポートとして提出し
てもらいます。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
博報堂デザインのブランディング（永井一史：誠文堂新光社）
事例で学ぶブランディング（ランドーアソシエイツ：ビー・エヌ・エヌ
新社）
デザイン思考が世界を変える〔アップデート版〕( ティムブラウン : 早
川書房 )

【成績評価の方法と基準】
授業参加度の平常点評価を４０点、最終プレゼンテーション内容を５０
点、提出レポートを１０点、とする。
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
１コマ欠席- 10点、遅刻- 5点。ただし、５コマ以上欠席した者はDと
する。
病欠、忌引き、SSI大会、公式練習等は欠席対象から除外するが、当該
証明書を提出する事。

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
授業に必要なソフトウエアを各自のPCに入れておく。

【その他の重要事項】
ブランディングデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な
知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
Students learn the various methods required for branding design
in a practical way through group work workshop.
The course cultivates the ability to accurately target and deeply
understand the value of the products and services, to understand
the intended users and customers, to scrutinize the content to be
conveyed from the information obtained, to build new appeal and
present it in the most effective way, and to create designs that move
people’s hearts in a comprehensive manner.
・Grading criteria
The normal score for class participation is 40 points, the content of
the final presentation is 50 points, and the report is 10 points.
If the total score is 90 points or more, it will be graded S.
A+ for 89-87 points, A for 86-83 points, A- for 82-80 points.
B+ for 79-77 points, B for 76-73 points, B- for 72-70 points
C+ for 69-67 points, C for 66-63 points, C- for 62-60 points.
A score of less than 60 points is considered D.
10 points for being absent for 1 period, 5 points for being late.
However, those who are absent for 5 or more periods will be graded
D.
Sick leave, bereavement, SSI tournaments, official practice, etc. are
excluded from absence, but proof of the same must be submitted.
・Learning activities outside of classroom
If the work cannot be completed during class hours, students will
be asked to do it independently outside of class hours.
After completing each assignment, students will be asked to
compile a project proposal and submit it as a report.
Your study time for preparation and review will be more than
2hours for a class.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

３DモデリングX

黒田　克史

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ものづくり現場において必須のツールとなっている 3 次元 CAD の基本操作
を学ぶことで、物体の形状把握や表現法を習得する。
【到達目標】
1: 3次元 CADの基本操作を通じて、デジタルエンジニアリングにおける用
語や手法を理解できること。
2:自分のイメージを3次元データで具現化できること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
3 次元 CAD(SolidWorks)を用いて、課題を作図しながらモデリング手法 を
学ぶ。
※※※※※※※※
チュートリアル・課題は、大学の情報教室の PCで取り組むことを推奨する。
自宅で学習するには、貸与 PCで VPN接続を行うことで SOLIDWORKSを
使用することが可能である。その場合、貸与 PCの SOLIDWORKSを最新
版へバージョンアップすること、貸与 PC でSOLIDWORKSが起動する こ
とを確認すること、VPN接続の環境を整えること、の3点を行う必要がある。
(不具合がある場合はソフトウェアステーションに問い合わせ・対応してもら
うこと)
※貸与 PC以外の PCに、SOLIDWORKSをインストールすることは不可
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス イントロダクション、VPN接続方法

の確認。
SOLIDWORKSの立ち上げの確認。

第2回 基本操作① スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第3回 基本操作② スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第4回 基本操作③ スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第5回 課題１ 基本操作を用いた形態のモデリング
第6回 基本操作④ アセンブリ・レンダリングにおける

基本操作チュートリアルを各自実施
第7回 課題２ 課題の説明・時計のモデリング・ア

センブリ
第8回 課題２ 時計のモデリング・アセンブリ
第9回 総合演習　オーブントー

スターをデザインする-1
課題の説明、設計要件、機構の理解

第10回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-2

企画・構想

第11回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-3

企画・構想に基づく形状・機構の検討

第12回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-4

形状・機構のモデリング・アセンブリ

第13回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-5

形状・機構のモデリング・アセンブ
リ・レンダリング

第14回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-6

課題提出・講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
情報教室の PC で SOLIDWORKS で復習することが可能。また、貸与ノー
ト PCで作業することが可能。(学外での作業は VPN接続が必須)
本授業の準備学習・復習時間は、各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
使用しません
【参考書】
はじめての３ＤＣＡＤＳＯＬＩＤＷＯＲＫＳ入門
出版社：電気書院
ISBN：978-4-485-30093-0

【成績評価の方法と基準】
出席状況、授業内の演習、課題の提出状況や完成度により総合的に判断する。
実習科目のため、3つの課題の提出物が必ず必要となる。1つでも課題が未提
出の場合は D判定となる。

【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
貸与 PC内の SOLIDWORKSが動作するか授業前に確認すること。またバー
ジョンを最新にアップデートすること。不明点や問題がある場合はソフトウェ
アステーションに問い合わせて問題を解決すること。
【その他の重要事項】
N/A

【Outline (in English)】
-Course outline
In this course students will learn how to use 3D CAD software tools
which are indispensible for production, along with the skills to measure
objects and represent them. By learning about the usage of 3D data
along with examples, students will learn about the current state of
advanced industries.
-Learning Objectives
By learning the basic operations of 3D CAD, which is an indispensable
tool in manufacturing sites, students will learn how to grasp the shape
of objects and express them.
-Learning activities outside of classroom
Students can review in SOLIDWORKS on a PC in the information
classroom. It is also possible to work on a loaned laptop. (VPN
connection is required for off-campus work)
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
-Grading Criteria /Policy
Attendance, in-class exercises, and the submission status and quality
of assignments will be comprehensively evaluated. Since this is a
practical subject, submission of all three assignments is mandatory. If
any assignment is not submitted, it will result in a grade of D.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

３DモデリングY

駒井　悠亮

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ものづくり現場において必須のツールとなっている3次元CADの基本操作を
学ぶことで、物体の形状把握や表現法を習得する。
【到達目標】
１：3次元CADの基本操作を通じて、デジタルエンジニアリングにおける用
語や手法を理解できること。
２：自分のイメージを３次元データで具現化できること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
3次元CAD（SolidWorks）を用いて、課題を作図しながらモデリング手法を
学ぶ。
※※※※※※※※
チュートリアル・課題は、大学の情報教室のPCで取り組むことを推奨する。
自宅で学習するには、貸与PCでVPN接続を行うことでSOLIDWORKSを使
用することが可能である。その場合、貸与PCのSOLIDWORKSを最新版へ
バージョンアップすること、貸与PCでSOLIDWORKSが起動することを確
認すること、VPN接続の環境を整えること、の３点を行う必要がある。（不
具合がある場合はソフトウェアステーションに問い合わせ・対応してもらう
こと）
※貸与PC以外のPCに、SOLIDWORKSをインストールすることは不可
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス イントロダクション、VPN接続方法

の確認。
SOLIDWORKSの立ち上げの確認。

第2回 基本操作① スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第3回 基本操作② スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第4回 基本操作③ スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第5回 課題１ 基本操作を用いた形態のモデリング
第6回 基本操作④ アセンブリ・レンダリングにおける

基本操作チュートリアルを各自実施
第7回 課題２ 課題の説明・時計のモデリング・ア

センブリ
第8回 課題２ 時計のモデリング・アセンブリ
第9回 総合演習　オーブントー

スターをデザインする-1
課題の説明、設計要件、機構の理解

第10回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-2

企画・構想

第11回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-3

企画・構想に基づく形状・機構の検討

第12回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-4

形状・機構のモデリング・アセンブリ

第13回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-5

形状・機構のモデリング・アセンブ
リ・レンダリング

第14回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-6

課題提出・講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
情報教室のPCでSOLIDWORKSで復習することが可能。また、貸与ノート
PCで作業することが可能。（学外での作業はVPN接続が必須）
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
使用しません
【参考書】
はじめての３ＤＣＡＤＳＯＬＩＤＷＯＲＫＳ入門
出版社：電気書院
ISBN：978-4-485-30093-0

【成績評価の方法と基準】
出席状況、授業内の演習、課題の提出状況や完成度により総合的に判断する。
実習科目のため、３つの課題の提出物が必ず必要となる。１つでも課題が未
提出の場合はD判定となる。

【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
貸与PC内のSOLIDWORKSが動作するか授業前に確認すること。またバー
ジョンを最新にアップデートすること。不明点や問題がある場合はソフトウェ
アステーションに問い合わせて問題を解決すること。
【その他の重要事項】
N/A

【Outline (in English)】
-Course outline
In this course students will learn how to use 3D CAD software tools
which are indispensible for production, along with the skills to measure
objects and represent them. By learning about the usage of 3D data
along with examples, students will learn about the current state of
advanced industries.
-Learning Objectives
By learning the basic operations of 3D CAD, which is an indispensable
tool in manufacturing sites, students will learn how to grasp the shape
of objects and express them.
-Learning activities outside of classroom
Students can review in SOLIDWORKS on a PC in the information
classroom. It is also possible to work on a loaned laptop. (VPN
connection is required for off-campus work)
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
-Grading Criteria /Policy
Attendance, in-class exercises, and the submission status and quality
of assignments will be comprehensively evaluated. Since this is a
practical subject, submission of all three assignments is mandatory. If
any assignment is not submitted, it will result in a grade of D.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

COT200ND（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング演習X

佐藤　由子

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、インタラクションデザインを主体としたプログラミング基礎につ
いて学ぶ。Webの主要プログラミング言語であるJavaScriptおよびHTML5
を利用してインタラクションプログラミング技術やオブジェクト指向プログ
ラミングを学んでいく。
【到達目標】
演習を通じて「JavaScript言語の構文」や「オブジェクト指向プログラミン
グ」、「統合開発環境（IDE）」といったプログラミング言語の基礎的な技術、
また「インタラクションデザイン」や「メディアアート」を表現するために必
要な実現方法や設計方法を取得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各回の授業では、前半にその日のテーマを示し、演習にあたって理解する必
要があるプログラミング知識を学び、実現したい処理をロジックとして組み
立てる。後半は、実際にロジックを基にプログラムを制作する。与えられた
演習課題のプログラムを実装しデバッグ作業をすることで習熟度を高める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 JavaScript入門・開発

環境のインストール
開発のためのVisual Studio Codeの
環境設定、プログラムのデバッグ環
境の整備を行う

2 HTMLプログラミング
①

HTML文書の構造を学び、簡単な
HTMLプログラムを作成する

3 HTMLプログラミング
②

HTMLによる表の作成と画像の表示
を行う。また、CSSを使ったHTML
プログラミングを学ぶ

4 簡単な図形の描画 HTMLのcanvas要素にJavaScript
を使って簡単な図形を描画する

5 JavaScriptプログラミ
ング①

JavaScriptの文法の基本を学習し、
条件文と繰り返し処理について簡単
なプログラムを作成する

6 タイマーとイベント タイマーとイベント処理について学
び、簡単なJavaScriptプログラムを
作成する

7 JavaScriptプログラミ
ング②

DOMの概念と配列の基本的な使い
方を学習し、プログラムでの利用方
法を学ぶ

8 DOMと配列を使ったプ
ログラム

イベント処理、DOM、配列を使った
プログラムとして、もぐらたたき
ゲームを作成する

9 オブジェクト指向プロ
グラミング

JavaScriptにおけるインスタンスの
生成と関数定義を実際にコーディン
グする

10 アニメーション アニメーションの原理について学び、
JavaScriptを用いた簡単なアニメー
ションを作成する

11 マップゲームの作成 マップゲームの作成を例として、イ
ンタラクティブなプログラムを作成
するための基本的な考え方、プログ
ラム作成手順を学習する

12 作品プログラム制作 ゲームやメディアアート作品を作る
にあたり、構想や設計を考える。ま
た、検討した設計を基に必要なロ
ジックや素材を用意する

13 制作作品のプレゼン
テーションとデモンス
トレーション

これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンテーションする

14 作品の評価と総合討論 これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンテーションする
各自の作品について意見交換を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ノートPCの基本操作（ファイルとフォルダの管理操作、Zipファイルの作成・
解凍、PowerPointによる発表資料作成）を習得しておくこと。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。授業時に与えられた
演習課題についてプログラムを作成していくが、時間内で終了しない場合、指
定期日までに提出することとなる。
【テキスト（教科書）】
初回授業時にテキストを配布する。また、毎授業後に資料を配布する（学習
支援システムよりダウンロード）。
【参考書】
特に指定しない
【成績評価の方法と基準】
オリジナルのアイデアを盛り込んだメディアアート作品をプログラミングで
きることを達成目標とする。
成績評価は平常点（出席、講義内演習等での取り組み態度）（30％）、各授業
時の演習課題提出（30％）、最終作品と発表（40％）を基準として、総合的に
判断し評価する。
最終作品についてはプレゼンテーション形式の発表を実施する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の提出課題を精査し、また授業改善アンケートの回答を確認し、本年
度の授業に活かすことに努めている。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC（貸与PCもしくはWindowsパソコン使用を推奨）。各自のノート
PCにVisual Studio Codeをインストールして演習を行う。毎授業時にはノー
トPCを持参すること。資料配布、課題の提出などに学習支援システムを利用
する。
【その他の重要事項】
新型コロナ感染症等の対策として講義をオンライン（Zoom）で実施する可能
性がある。
その場合でも受講できるよう安定したインターネット環境を各自で確保する
こと。
【Outline (in English)】
【授業の概要と目的（何を学ぶか）/ Outline and objectives】
In this course, we will cover interactive programming using HTML5 and
JavaScript. We will learn the JavaScript programming language and
interactive programming techniques through creating games.
【到達目標 / Goal】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
・Learn basic programming language skills such as "JavaScript language
syntax", "object-oriented programming", and "integrated development
environment (IDE)"
・Programming of media art works incorporating original ideas
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）/ Work to be done outside of
class(preparation, etc.)】
・Students will expected to have learned the basics of how to use their
laptops.
・Before / after each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準 / Grading criteria】
Final grade will be calculated according to the following process in-class
contribution (30%), Submission of the required assignment for each
class (30%), term-end work and presentation (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

COT200ND（計算基盤 / Computing technologies 200）

プログラミング演習Y

馬場　祐人

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、インタラクションデザインを主体としたプログラミング基礎につ
いて学ぶ。Webの主要プログラミング言語であるJavaScriptおよびHTML5
を利用してインタラクションプログラミング技術やオブジェクト指向プログ
ラミングを学んでいく。
【到達目標】
演習を通じて「JavaScript言語の構文」や「オブジェクト指向プログラミン
グ」,「統合開発環境(IDE)」といったプログラミング言語の基礎的な技術、ま
た「インタラクションデザイン」や「メディアアート」を表現するために必要
な実現方法や設計方法を演習を通して習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各回の授業では、前半にその日のテーマを示し、演習に当たって理解する必
要があるプログラミング知識を学び、実現したい処理をロジックとして組み
立てる。後半は、実際にロジックをもとにプログラムを制作する。与えられ
た演習課題のプログラムを実装しデバッグ作業をすることで習熟度を高める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 JavaScript入門・開発

環境のインストール
開発のためのVisual Studio Codeの
環境設定，プログラムのデバック環
境の整備を行う．

2 HTMLプログラミング
①

HTML文書の構造を学び，簡単な
HTMLプログラムを作成する

3 HTMLプログラミング
②

HTMLによる表の作成と画像の表示
をお行う．また，CSSを使った
HTMLプログラミングを学ぶ

4 簡単な図形の描画 HTMLのcanvas要素にJavaScript
を使って簡単な図形の描画を行う．

5 JavaScriptプログラミ
ング①

JavaScriptの文法の基本を学習し，
条件文と繰り返し処理について簡単
なプログラムを作成する

6 タイマーとイベント タイマーとイベント処理について学
び，簡単なJavaScriptプログラムの
作成を行う

7 JavaScriptプログラミ
ング②

DOMの概念と配列の基本的な使い
方を学習し，プログラムでの利用方
法を学ぶ

8 DOMと配列を使ったプ
ログラム

イベント処理，DOM，配列を使った
プログラムとして，モグラ叩きゲー
ムを作成する

9 オブジェクト指向プロ
グラミング

JavaScriptにおけるインスタンスの
生成と関数定義を実際にコーディン
グする

10 アニメーション アニメーションの原理について学ぶ，
JavaScriptを使って簡単なアニメー
ションを作成する

11 マップゲームの作成 マップゲームの作成を例として，イ
タラクティブなプログラムを作成す
るための基本的な考え方，プログラ
ム作成手順を学習する

12 作品プログラム制作 ゲームやメディアアート作品を作る
に当たって構想，設計を考える。ま
た検討した設計を元に必要なロジッ
クや素材を用意する

13 制作作品のプレゼン
テーションとデモンス
トレーション

これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンテーションする

14 作品の評価と総合討論 これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンする．作品につい
て意見交換を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ノートPCの基本操作を習得しておくこと．
(基本操作とはファイルとフォルダの管理操作, Zipファイルの作成・展開,
PowerPoint等による発表スライド資料作成)

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする．授業時に与えられた
演習課題についてプログラムを作成するが，時間内で終了しない場合，指定
期日までに独習し提出することとなる．
【テキスト（教科書）】
初回授業時にテキストを配布．また，毎授業ごとに資料を配布（授業支援シ
ステムよりダウンロード）．
【参考書】
特に指定しない
【成績評価の方法と基準】
オリジナルのアイディアを盛り込んだメディアアート作品をプログラムでき
ることを達成目標とする．
成績評価は、平常点 (出席，講義内演習等での貢献・取り組み態度)(30%), 各
授業ごとの演習課題提出(30%)，最終作品と発表(40%)を基準として，総合的
に判断し評価する．
最終作品についてはプレゼンテーション形式の発表を実施する．
【学生の意見等からの気づき】
前年度の提出課題を精査し、また授業改善アンケートの回答を確認し、本年
度の授業に活かすことに努めている．
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC (貸与PCもしくはWindowsパソコン使用を推奨)．各自のノート
PCに，Visual Studio Codeをインストールして演習を行なう．毎授業ごと，
ノートPCを持参すること．資料配布，課題の提出などに，授業支援システム
を利用する．
【その他の重要事項】
急遽、講義をオンライン (Zoom)で実施する可能性がある．その場合受講のた
めの安定したインターネット環境を各自で確保すること．
【Outline (in English)】
In this course, we will cover interactive programming using HTML 5
and JavaScript. We will learn the JavaScript programming language
and interactive programming techniques through creating games.
Assessment will be made as follows: In-class contributions 30%,
in-class-hours practices 30%, final presentation 40%.
Before/after each class-hours, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカニカルデザイン

山田　泰之

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物体と物体の動きの関係性を定める機構（メカニズム）に焦点をあて、それ
らのメカニズムを利用したメカニカルシステムを、材料特性、加工、生産性
などの多角的視点により具体化させるための基礎的，応用的知識と実践方法
を学ぶ。
【到達目標】
1)基本的な機械の機構（メカニズム）が理解できる．
2)メカニカルデザインを具体化するために必要は材料，加工法等の実設計に
ついて理解できる．
3)1)と2)の学修を通じて、機械の機構を企画・設計（デザイン）する手法の
基礎を理解し、応用できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
動きをともなうあらゆる製品には「機構（メカニズム）」が存在する．機構は
製品を企画・設計（デザイン）するにあたり，エンジニアはもちろん、デザイ
ナも理解しておかなければならない重要な要素である．本講義では，リンク
機構，カム機構，伝動装置，歯車，流体駆動，ロボットなど，主なメカニズム
の基礎と，その具体化にかかわる材料や加工法の選定などを含めたメカニカ
ルデザイン全般について学ぶ．講義は対面を主体に実施するが，状況をみて
オンラインやコンテンツ配信なども併用する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 はじめに ・機械設計とは何か，身近な機械機

構，材料と加工法の事例紹介
第2回 設計基礎 図面とCADを用いた機械設計と設計

プロセス
第3回 機械要素 機械要素や規格品の活用（締結要素

や材料規格）
第4回 機械要素 構造と材料の選定について

機械要素：ギヤ
第5回 伝達機構 様々な伝達機構や，柔軟伝達機構に

ついて説明する．
第6回 カム機構

リンク機構
・カム機構
・リンク機構、緩衝装置

第7回 液体伝達機構 液体伝達要素を利用したメカニカル
デザイン

第8回 アクチュエータ
中間課題

アクチュエータのメカニカルデザイ
ンについて紹介する．
中間課題

第9回 材料 様々な材料を利用したメカニカルデ
ザイン

第10回 構造 機械の様々な構造
第11回 機械加工・工具 様々な部品の機械加工方法や道具の

紹介
第12回 移動機構 移動機構のメカニカルデザインにつ

いて紹介する．
第13回 応用的なメカニカルデ

ザイン
応用的なメカニカルデザインについ
て紹介する．

第14回 期末課題 期末課題
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1)シラバスの内容を事前に確認する
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
必要な教材，資料は随時で紹介する．
参考図書の機構学（ISBN-13: 978-4627668911）は，
学内あるいはVPN接続により，電子書籍で閲覧可能です．
https://kinoden.kinokuniya.co.jp/hosei_u/bookdetail/p/KP00031635/
参考図書の基礎機械材料は図書館にあります．
【参考書】
1)機構学　 ISBN-13: 978-4627668911
2）基礎機械材料　 ISBN-13: 978-4563069216

【成績評価の方法と基準】
平常点・確認小テスト（30％）
課題提出と期末テストにより（70％）

により総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
学習内容が，「実際にどのような商品や製品に応用され活用されているのかが，
イメージできない」との指摘があった．事例紹介を増やし，学習内容と実社
会で利用されている技術の関連付けを明確にしながら説明するよう心がける．
【Outline (in English)】
The theme of this course is to apply basic principles of geometry
and general mechanics to various mechanical problems. Students
will solve problems by modeling motion phenomena using simulation
software and visualization techniques. Through the above process, they
will understand the basics of methods for designing highly functional
mechanisms through lectures and practical training. Before/after
each class meeting, students will be expected to spend two hours to
understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

PRI200ND（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

モデリングとシミュレーション

日比野　浩典

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代の複雑なシステムを最適にデザインし、運用、改善することが
益々重要となりつつある。本講義では、システムを設計、構築、検証
するための手順、モデル化、シミュレーション手法を理解する。特
に、現代の複雑なシステムの代表の一つとして、生産システムを取
り上げる。工業的に生産されるものの仕組みや工場を設計し、管理
する場合に必要なモデル化，および，シミュレーションの知識を獲
得することを目的にする。
The purpose of this course is to learn modelling and simulation.
Especially manufacturing systems in relation to material and
information flow are focused on.

【到達目標】
１．システムを設計、構築、検証するための手順、モデル化、シミュ
レーション手法を理解する。
２．特に、工業的に生産されるものの仕組みや工場を設計し、管理
する場合に必要なモデル化，および，シミュレーションの知識を獲
得する
The goals of this course are to learn system design methods,
modeling methods, and simulation methods.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
本講義は、講義，および，演習により行う。演習は毎回実施する．
講義は、オンラインでZOOMを使用する同期講義で実施する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業の概要と目的、到達目標、

授業の進め方と方法、授業計画、
成績評価の方法と基準等を説明
する

2 システムとは　（事
例：通販企業等を例
に）

現代の複雑なシステムの最適化
デザイン、運用等について、通
販企業等を例に説明する

3 システムとは　（事
例：ファストフード
企業等を例に）

現代の複雑なシステムの最適化
デザイン、運用等について、
ファストフード企業等を例に説
明する

4 生産システムとは
（事例：自動車その
１）

自動車の製造について事例的に
学び、生産システムにおけるも
のの流れと情報の流れを理解す
る。また、生産システムの代表
的な要素技術について理解する。

5 生産システムとは
（事例：自動車その
２）

自動車の製造について事例的に
学び、生産システムにおけるも
のの流れと情報の流れを理解す
る。また、生産システムの代表
的な要素技術について理解する。

6 モデル化とシミュ
レーション

システムのモデル化、および、
シミュレーションについて、概
要を説明する。
シミュレーションの必要性につ
いて説明する。

7 シミュレーションに
よる流れの滞りの評
価

シミュレーションによるものの
流れの滞りとその対応評価方法
について説明する

8 シミュレーションの
分類

シミュレーションの分類につい
て説明する

9 シミュレーションの
目的に応じたモデル
化

概念モデルについて説明する。
計算機モデルについて説明する。

10 シミュレーション実
施の流れ

シミュレーション実施の流れに
ついて、説明する。

11 シミュレーションの
処理アルゴリズム

離散系シミュレーションの基本
要素であるトランザクション、
ストレージ、ファシリティにつ
いて説明する。
離散事象処理について説明する。

12 シミュレーションに
よる評価

シミュレーションの評価項目に
ついて説明する。
シミュレーションの入力変数に
ついて、説明する。
設備の代表的な状態について説
明する。
ボトルネックについて、説明す
る。

13 シミュレーションの
確率的処理について

乱数について、説明する。
離散系シミュレーションの確率
的モデルでの乱数の割り当てに
ついて説明する。
疑似乱数について、説明する。

14 シミュレーションの
実施例

2機械並列シミュレーションの
計算を説明する。
生産システムの最新シミュレー
ション例を説明する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Students will be expected to have completed the required
assignments after each class meeting. Your study time will be
more than two hours for a class.

【テキスト（教科書）】
教科書は使わない
授業に必要な資料は配布する。

【参考書】
・機械工学便覧「生産システム」　日本機械学会2005年

【成績評価の方法と基準】
小テスト（50%）、レポート（25%）、平常点（25%）をもとに総合
的に評価する。
９０点以上をA+,８０～８９点をB,７０～７９点をB,６０～６９点
をCで合格とする。５９点以下はDとし不合格とする。
Your overall grade in the class will be decided based on the
following
Term-end examination: 50%, short report:25%, in class
contribution: 25%

【学生の意見等からの気づき】
できる限り事例を多く紹介して、演習問題により理解を深めるよう
にする。

【学生が準備すべき機器他】
特になし

【その他の重要事項】
特になし

— 311 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

【Outline (in English)】
The purpose of this course is to learn modelling and simulation.
Especially manufacturing systems in relation to material and
information flow are focused on.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

インクルーシブデザイン（２０１９～２０２２年度入学生）

安積　伸、三浦　秀彦

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈ダ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、インクルーシブデザインの考え方と手法について実践演習を
通して学びます。
世の中に流通する量産品は、健常者青年男女といった、最大ボリュームゾー
ンのユーザーをターゲットとすることが多く、それ以外は少数ユーザーある
いは極端なユーザーとして量産品のターゲットから排除される傾向がありま
した。しかし、排除されるユーザーの中には、障がいを持つ人、高齢者、外国
人、妊婦、乳幼児とその親なども含まれ、そういった人々の抱える生きづら
さは、人生の上で誰の身にも起こりえる普遍的な問題といえるでしょう。
これまで極端なユーザーとして切り離されていた人々をリード・ユーザーと
してプロジェクトに招き、エスノグラフィカルな手法で生活で直面する不具
合を観察し、考察、提案、試作、改良、の全プロセスに協力を得ながら、その
ユーザーにとって最適な道具を開発します。
インクルーシブなデザイン・プロセスを実践的に経験し、デザインによって
人々の生活をより快適にすることを目指します。
【到達目標】
本授業では、日常生活に何らかの支障を抱える人をパートナーに招き、イン
クルーシブなデザインプロセスを行いながら、その人に最適化された日常生
活を支える機器を開発する。
また、開発プロセスをビデオ撮影し、プロジェクトの始動から完成までのド
キュメント映像作品を作成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」、
「DP2」、「DP3」に関連。
【授業の進め方と方法】
この授業は、３～４人のグループワークで行う。
各班、デザインを行う対象として具体的な人物を一名、プロジェクトのパー
トナー（リードユーザー）として招待し、そのパートナーの抱える日常的な
問題を観察・調査の中から精査し、問題解決を図るためのデザイン提案を試
作、パートナーにフィードバックをもらいながら改良を重ね、最終的なプロ
ダクトを制作する。
また一方で、この一連のプロセスをビデオに収め、調査 -問題定義 -解決方の
考案 -試作 -フィードバック -改良 -完成、という流れをもったビデオ作品と
して仕上げる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 課題説明

チーム分け
パートナー検討

2 パートナー調査報告発表
問題抽出

生活観察・インタビュー等
アイデア検討
チュートリアル

3 問題定義 初期アイデア発表
ビデオレポート
アイデア・コンセプトスケッチ制作
チュートリアル

4 第一試作テスト結果発表
問題定義の強化
改良案検討

第一試作　テスト・ビデオレポート
　発表
改良案検討
チュートリアル

5 第二試作テスト結果発表
改良案検討

第二試作　テスト・ビデオレポート
　発表
最終試作検討・制作
チュートリアル

6 最終試作テスト結果発表
改良案検討

最終試作　テスト・フィードバック　
ビデオレポート　発表
最終発表のための映像検討
チュートリアル

7 最終作品発表 ビデオ上映とデモンストレーション
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
履修生には、時間外での積極的な制作を期待します。
授業時間外に調査・試作・検証等を行い、翌週その様子を映像で発表してもら
います。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「インクルーシブデザイン」という発想　ジュリア・カセム (著),平井康之 (監
修)ホートン・秋穂 (翻訳)フィルムアート社

【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品６０点、制作プロセスの評価を２０点、出席を２０点とします。
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
最終作品が未提出な者は評価外とします。
【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。
【学生が準備すべき機器他】
履修学生は、パワーポイントやビデオ編集ソフトなど、事前に必要なソフト
を各自のPCに入れ、習熟しておくこと。
また、ビデオ映像を撮りためておく大容量の外付HDDを準備する事が望ま
しい。
【その他の重要事項】
この授業は主に対面形式で行う。
プロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な知識・経
験・考え方に関する指導を行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this class, students will learn about the concepts and methods of
inclusive design through practical exercises, and aim to make people’s
lives more comfortable through design.
【Learning Objectives】
In this class, we invite people who have some type of difficulty in
their daily lives as partners, and through the inclusive design process,
we develop devices that support daily life that are optimized for that
person.
In addition, we will create a documentary video of the development
process of the work.
【Learning activities outside of classroom】
We expect students to actively create work outside of working hours.
We will conduct research, prototype production, verification, etc. outside
of class hours, and have you present your findings on video the following
week.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be decided based on the final work (60%), process of
development (20%), and attendance (20%).
The students who have not submitted their final work will not be
evaluated.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

デザイン・バックキャスティング

松山　祥樹

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
問題解決や価値創造といった社会に対するデザインの役割は近年さ
らなる拡大を見せ、取り扱われるテーマや求められるアプローチも、
その複雑性を増しています。
本授業では、日常生活での課題や環境問題などに加え、ジェンダー
や人種に関する人権問題や、貧困や教育における社会格差など様々
な事例を取り扱いながら、より良い未来に向けた問題解決のための
デザインの在り方を学びます。
一律に何が正しいと定義できない複雑なテーマに対し、あらゆる人々
や物事に与える影響を考慮・検討しながら価値創出を模索する過程
を通し、多角的な視点から物事の本質を見極め、解決に導く力を養
います。

【到達目標】
本授業では、グループワークを通し、リサーチ、問題定義、解決提
案とその具体化までを行う。
それぞれの提案は、プロセスからアプトプットまでを１冊の本の形
式に美しくまとめることで、自身の考えや提案を正しく魅力的に伝
え、共感を導くツールにまで仕上げることを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
第一課題では、共通のテーマに対しグループワークでの提案を行い
ます。第二課題ではそれぞれのグループごとに課題選定を行い、そ
の解決提案を行います。
各課題のプレゼンテーションの後、講義時間内にて講評によるフィー
ドバックを行います。またディスカッションの時間を設けることで、
設定したテーマや提案に対しての考察を深めます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体ガイダンス

講義
グループ分け
第１課題説明　 (グ
ループワーク)

全体概要の説明
講義 (SDGsとは、関連するデザ
イン事例)
アイスブレイク
第1課題　概要説明
提案検討

2 第１課題
プレゼンテーション
ディスカッション
講義
第2課題　概要説明
(グループワーク)

第1課題　チームごとによる提
案発表
第1課題に関するディスカッ
ション
講義 (ジェンダー、人権に関連す
るデザイン事例)
第２課題　概要説明
テーマ決定
リサーチ計画検討

3 第２課題中間共有
リサーチまとめ、提
案内容検討
講義

テーマ及びリサーチ状況の共有
講義 (貧困、衛生に関連するデザ
イン事例)
第２課題　
リサーチ内容まとめ

4 第２課題　リサーチ
内容の中間プレゼン
テーション
ディスカッション
講義

第２課題　チームごとによる中
間発表
ディスカッション
講義 (環境、資源に関連するデザ
イン事例)

5 第２課題　
進捗共有とディス
カッション
試作やプロトの確認
講義

進捗共有とディスカッション
調査計画の立案（視察、インタ
ビュー、デスクリサーチ）
試作及び実験計画の確認
講義 (メッセージの訴求や発信に
関連するデザイン事例)

6 第２課題　
進捗共有とディス
カッション
試作やプロトの確認
講義

進捗共有（調査及び試作、実験
状況）
提案ブラッシュアップ作業
アウトプット計画の立案

7 第２課題
最終プレゼンテー
ション
総評

第２課題　
最終提案発表
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内にまとまりきらない作業は、時間外で自主的に行っても
らいます。
日常生活を注意深く観察し、暮らしの不便や困りごとを見出すこと
に加え、自身とは違う環境や価値観の人々、世界で起きている出来
事やニュースについても積極的に情報収集し、見識や考察を深めて
下さい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
「Design as an Attitude -姿勢としてのデザイン-」　アリス・ロー
ソーン (著),石原薫 (翻訳)フィルムアート社

【参考書】
授業内で必要に応じ適宜指示します。

【成績評価の方法と基準】
授業参加度の平常点評価を30点、課題プレゼンテーション内容を40
点、最終成果物を30点とした計100点満点で評価する。
総合点が９０点以上をA+、９０点未満８０点以上をA、８０点未満
７０点以上をB、７０点未満６０点以上をC、６０点未満をDとする。
ただし、１点でも提出レポートが欠けている者はDとする。
１コマ欠席- 10点、遅刻- 5点。ただし、５コマ以上欠席した者は
Dとする。
（なお、病欠、忌引き、SSI大会、公式練習等は欠席対象から除外、
ただし当該証明書を提出する事。）

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
提案作成及びプレゼンテーションに必要なソフトウエアを各自のPC
に入れておく。

【その他の重要事項】
プロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な
知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline and Learning Objectives】
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The role of design in society has been expanding further
in recent years, and the problems and approaches which
designers deal with have become complex.This course teaches
how design can be used to solve problems for a better future.
Various themes are used in this course that cannot be defined
as being right : daily-life problems, discrimination and human
rights related to gender and race, and social disparities in
poverty and education.
In Design Backcasting, you develop your ability of identifying
complex problems by design considering the impact on people
and societies from multiple perspectives.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be asked to work independently outside of class
time on tasks that cannot be completed within the class time.
The standard preparation time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
The evaluation is based on a total of 100 points, consisting of
30 points for the normal assessment of class participation, 40
points for the content of the assignment presentation and 30
points for the final product.
A+ for a total score of 90 or more points, A for 80 or more points
below 90, B for 70 or more points below 80, C for 60 or more
points below 70 and D for 60 or more points below 60.
Absence from one class - 10 points, tardiness - 5 points.
However, a D is given to students who are absent for more than
five sessions.
(Sickness, bereavement, SSI competitions, official practices,
etc. are excluded from absences, but the relevant certificate
must be submitted.)
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

サービスＵＸデザイン

平田　昌大

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人々の価値観の多様化、技術の発展などを背景に、製品・サービスに
求められる価値はより複雑多様化している。｢サービスデザイン｣と
は、そういった製品・サービス (または取り組み)を開発するために、
テクノロジー・クリエイティブ・ビジネスを包含した総合的な視点
でアプローチするデザイン領域である。本授業では、顧客体験(UX)
を重点とした新規サービスの企画を行い、調査からアイデア発想、プ
ロトタイプ、プレゼンテーションまでの一連の過程のなかで、サー
ビスデザインの基本的な視座を獲得する。
今年度は「Intrinsic Motivation(内発的動機)」をテーマに、自身の
興味関心のある領域を基軸としたサービスを企画し、投資家へのプ
レゼンテーションを想定した演習課題を行う。

【到達目標】
- テーマ課題を通して、基本的なサービスデザインプロセスを学び、
考案したサービスを第三者へ魅力的に伝えることを目標とする。
- 成果物として、考案したサービスのプレゼンテーション及びプロ
トタイプの制作を行う。なお、UI(アプリケーションやウェブサイ
トなど)は必須ではないが、授業内でUIデザインの基礎について触
れる

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」に関連

【授業の進め方と方法】
原則としてチーム制作（受講人数により1チーム3～5名程度）とす
る。課題制作とその指導を行う演習を中心とし、必要に応じて関連
する知識や方法を伝えるための講義を行う。課題制作の進捗に合わ
せて、プレゼンテーションや内容に対するフィードバックを行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体説明 ・全体概要の説明 (本授業の目

的・意義・スコープ)
・講義 (｢サービスデザイン・UX
デザイン｣とは)
・アイスブレイク (既存サービス
のリバースエンジニアリング)
・好き語りによるチームビル
ディング

2 テーマ探索
リサーチ計画・実施

・講義 (リサーチの目的・手法・
プロセスについて)
・個人/グループワーク(テーマの
探索・仮説立案)
・グループワーク (リサーチ計
画・リサーチ)

3 リサーチ結果の共
有・分析

・講義 (リサーチ分析・インサイ
ト発掘・アイディエーション)
・個人/グループワーク(リサーチ
結果共有・分析・インサイト発
掘)

4 アイディエーション）・個人/グループワーク(アイディ
エーション)
解説：ペルソナ、ジャーニー
マップづくりの紹介と実践

5 アイデア中間発表 ・アイデア全体発表 (リサーチ結
果にもとづくアイデアの発表)
・講義 (UX検討・ビジネスモデ
リング・フィジビリティ検証)

6 UX検討
ビジネスモデリング
フィジビリティ検証

・個人/グループワーク(アイデア
ブラッシュアップ・コンセプト
アップ)

7 プロトタイピング
ユーザーテスト (UX
課題点の抽出)

・講義 (プロトタイピング・ユー
ザーテスト)
・個人/グループワーク(プロトタ
イピング・ユーザーテスト)

8 サービスアイデアの
ブラッシュアップ

・グループワーク (アイデアブ
ラッシュアップ・ユーザーテス
ト)

9 UIデザイン
ユーザーテスト (UI
課題点の抽出)

・講義(UIデザイン・ユーザーテ
スト)
・個人/グループワーク (UIデザ
イン・ユーザーテスト)

10 サービス詳細化 ・グループワーク (UIデザイン・
サービス詳細化)

11 プレゼンテーション
作成

・講義 (サービス提案のプレゼン
テーション)
・個人/グループワーク(最終提案
骨子制作)

12 提案のブラッシュ
アップ

・グループワーク (最終提案資料
作成)

13 最終プレゼンテー
ション

・最終プレゼンテーション

14 最終プレゼンテー
ション
総評

・最終プレゼンテーション
・総評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、1回につき各2時間を標準とする。
日常生活で感じる課題や不満を内省的に観察すると共に、身辺の製
品・サービスの意図や構造を考察すること。

【テキスト（教科書）】
特になし。適宜、授業内で参考資料、文献、サイト等を紹介する。

【参考書】
1.「This is Service Design Thinking日本語版」マーク・スティッ
クドーンほか編著/ビー・エヌ・エヌ新社
2.「This is Service Design Doing サービスデザインの実践」マー
ク・スティックドーンほか編,ビー・エヌ・エヌ新社
3.「デザインリサーチの教科書」木浦幹雄著,ビー・エヌ・エヌ新社
4.「リーン・スタートアップ」伊藤穣一ほか著,日経BP
5.「起業の科学スタートアップサイエンス」田所雅之著,日経BP
6.「ビジネスモデル図鑑2.0」近藤哲郎著, KADOKAWA

【成績評価の方法と基準】
出席・授業態度（40点）
提出物（20点）
プレゼンテーション内容（40点）
総合点が90点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
5コマ欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外とする。な
お15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなる。(ただし正当な理
由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません
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【学生が準備すべき機器他】
PC（プレゼン資料作成）、必要に応じてプロトタイピングツール
（AdobeXDなど）や、オンラインホワイトボードツール（Miroな
ど）、授業内で紹介する無料のアプリなど。必要に応じてプロトタイ
プ制作用の素材（紙や画材など）や加工道具が必要となる。

【その他の重要事項】
サービスデザイナー/UIUXデザイナーとしての経験を有する教員が、
実務で必要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline】
Service design is a design field that approaches the devel-
opment of complex products and services from a holistic
perspective that encompasses technology, creativity, and
business. In this class, we will plan a new service with an
emphasis on user experience , and acquire a basic perspective
on service design through a series of processes from research to
idea generation, prototyping, and presentation.
This year’s theme is "Intrinsic motivation," and the students
will plan a service based on their own area of interest,
and conduct an exercise in preparation for a presentation to
investors.
【Learning Objectives】
The goal is to learn the basic service design process through
thematic assignments and to communicate the devised service
in an attractive manner.
Students will be required to make a presentation and a
prototype of their service. In addition, UI (applications,
websites, etc.) is not required, but the basics of UI design will
be covered in class.
【Learning activities outside of classroom】
The standard preparation and review time for this class is two
hours each.
Students should observe the frustrations they feel in their daily
lives and consider the intentions and structures of the products
and services around them.
【Grading Criteria /Policy）】
Attendance and class attitude (40 points)
Submission of work (20 points)
Presentation content (40 points)
A total score of 90 or higher is considered an S.
A+ for 89-87, A for 86-83, A- for 82-80
A+ for 89-87, A for 86-83, A- for 82-80, B+ for 79-77, B for 76-73,
B- for 72-70, C+ for 69-67, and C- for 69-67.
A score of 69 to 67 is C+, 66 to 63 is C, 62 to 60 is C-.
A score of less than 60 is considered a D.
Students who are absent for 5 classes or 3 consecutive days
will not be graded. Students who are tardy for more than 15
minutes will be counted as one absence. (However, if there is a
valid reason, both absences and tardies will not be counted as
one absence.)
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

コンテンツデザイン

稲舩　仁哉、山田　陽介

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年、あらゆるサービスは複雑・多様化しており、UI/UXの重要性
が高まっている。
本講座では、UI/UXを考える上での観点を増やし、実際にUIをデ
ザインする上での基礎的な考え方と可視化するスキルを習得する。
題材として私たちが普段から何気なく利用しているアプリケーショ
ンやwebサービスを、情報構造と画面表現の観点から観察,分析する。

【到達目標】
UIをデザインする上での基礎的な考え方を習得すること。
デザインを可視化するためのFigmaの基礎的な操作を習得すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
本講座では、講義と演習を中心に３つのステップで授業を進めていく。
１．身近なアプリを題材に構造,表現の調査
　製作者の意図を考えながら、UX設計への理解を深める
２．題材としたアプリをFigmaで模写
　Figmaの基本操作の習得と、より細部のデザインに気づく
３．模写を元に更なるデザインの分析
　更に踏み込んだデザインの効果に気づく

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

UI調査ガイダンス
UI基本原則

授業説明 (授業の進め方、成績評
価方法、授業の狙いなど)。UI
の基本的な考え方を学ぶ。

第2回 UI調査１ 既存アプリのUIを観察し気づき
を得る。

第3回 UI調査２
UI調査中間講評

既存アプリのUIを観察し気づき
を共有。

第4回 UI調査３ 既存アプリのUIについて、更に
調査を進める。

第5回 UI調査講評 UI調査の講評を行う。
第6回 ツールレクチャー UIデザインを行うツールである

Figmaの基本操作を学ぶ。
第7回 UI模写１ Figmaを体験する。
第8回 UI模写２ Figmaを使用したUI模写を通

して、情報構造と画面表現の関
係性を学ぶ。

第9回 UX分析１ UI模写を元にUXの観点からア
プリを分析し、より深い気付き
を得る。

第10回 UX分析２ UI模写を元にUXの観点からア
プリを分析し、より深い気付き
を得る。

第11回 UI改善１ UX分析から、より良い体験価
値を生む、改善案を考える。

第12回 UI改善２
まとめ

UX分析から、より良い体験価
値を生む、改善案を考える。

第13回 コンテンツデザイン
演習講評

これまでの観察・分析・改善を
通して得たコトなどについて講
評を行う。

第14回 コンテンツデザイン
演習講評
まとめ

これまでの観察・分析・改善を
通して得たコトなどについて講
評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要なソフトウェア (Figma)への登録を行い各自貸与パソコンで利
用可能な状態にし、各自で課題制作できるようにしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
指定しない

【参考書】
特に指定しないが、普段自分達が利用しているアプリケーションや
webサービスがそのまま参考となる。
新しいサービスやゲームを積極的に利用し、どのような考えでデザ
インが行われているのか考察することを推奨する。

【成績評価の方法と基準】
各課題の提出物、プレゼンテーションでの伝える力、および講義演
習への取り組み態度から総合的に判断して評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努める。

【学生が準備すべき機器他】
情報教室のパソコンを使用する。
また、課題作業や予習・復習のために各自の貸与パソコンで、Figma
（無料版でも可）を利用可能な状態にしておくこと。

【その他の重要事項】
特になし

【Outline (in English)】
In recent years, all services have become more complex and
diverse, and UI/UX has become increasingly important.
In this course, students will increase their perspectives on
UI/UX and learn basic concepts and visualization skills for
actually designing UI.
We will observe and analyze the applications and web services
that we use in our daily life from the viewpoint of information
architecture and interface design.
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DES300ND（デザイン学 / Design science 300）

映像制作演習

北村　拓司

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本演習では、プロモーション映像の制作を通し、プロダクトの“魅力
の伝え方”を学びます。
消費者が製品を知るきっかけは「映像（ビジュアル）」です。そのた
めビジネス/産業界では映像の重要性が高まり、質の高い映像による
情報提供が喫緊の課題のひとつとなっています。
本演習では、製品のプロモーション映像を制作します。ストーリー
構築・撮影・編集を各自で行い、1本の映像作品を完成させます。映
像のクオリティを高め、人に伝わる映像の完成を目指します。
最も大切なコアコンセプトを抽出し、言語化し、ストーリーに組み立
てます。ストーリーが完成した後は、それを元に映像化を行います。
また、撮影のクオリティを高めるための方法に関しても演習を行い
ます。映像クオリティの大切さを理解し、視覚のデザインに対する
意識を高めます。
※題材となるのは、各自が授業で創作した「目覚まし時計」のプロ
モーション映像となります。

【到達目標】
質の高いプロモーション映像を制作するために必要な、以下の力を
身につける事を目標とする。
①製品を魅力的に伝える映像制作技術を習得する。
②製品に込めた“想い”や“機能”を伝えるストーリーテリングの能力
を身につける。
③映像に関する知見を深め、映像のクオリティに対する意識を向上
する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
各自がこれまで制作した「目覚まし時計」を題材に、プロモーショ
ン映像を制作します。
ムービーは各自で制作を行い、授業ではアイデアを開発し発表し、そ
のレビューを行います。
授業はワークショップ形式で進行していきます。
「コンセプト開発」「ストーリー開発」「撮影」「編集」と、本講義は
４つのステージに区分されます。
最終制作物として１本のプロモーション映像作品を完成させ、講評
会を行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 プロモーション映像

とは
キャッチコピーの作
り方

プロモーション映像の役割につ
いて学び、キャッチコピーを開
発する。

2 ステートメント開発
コンセプトをストー
リー化する

自身のプロダクトのコアコンセ
プトを言語化する。
発表→講評→修正を行う。

3 企画コンテ（ストー
リー）について
ストーリーを可視化
する

ストーリーの構造解説（課題～
解決）。
プロモーション映像事例を見な
がら学ぶ。

4 企画コンテ開発 プロダクトのストーリーを、4
コマの絵コンテに描く。それを
８コマに増やし、発表、講評、
修正の工程で構築する。

5 演出コンテとは
ストーリーを表現に
落とし込む

演出コンテに関する解説。表現
に関して学ぶ。ストーリーを最
適な“表現”に落とし込んだ絵コ
ンテ（16コマ）を作成する。

6 演出コンテ実習
16コマのストーリー
作成

演出コンテを発表。講評、修正
を行いながら構築する。

7 撮影に関して
撮影に関する講義

撮影がどの様に行われるかを
解説。
現役カメラマンによる実践講義。

8 プロダクトの撮影に
ついて

撮影の方法論（静物描写）
プロダクトの表現方法、撮影技
術を学ぶ。
現役カメラマンによる実践講義

9 編集実習１ ナレーションを考案し、自身の
PCで編集を行う。
現役ディレクターによる、
Adobeプレミア講習

10 編集実習２ ナレーションを考案し、自身の
PCで編集を行う。
現役ディレクターによる、
Adobeプレミア講習

11 中間発表 自身で撮影した素材をもとに各
自で編集し、授業で発表を行う。

12 中間発表 自身で撮影した素材をもとに各
自で編集し、授業で発表を行う。

13 作品発表 最終作品の発表を行い、講評を
行う。

14 最終講評 最終作品に関する講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3（5回）欠席および連続3回欠席の受講生は成績対象
外となります。10分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。
（ただし正当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない）
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
授業参加・態度（35%）企画開発段階での評価（30%）映像作品の
評価（35%）

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
カメラ（自前のモノを使用/一眼でも携帯でも可） / PC（学校or自
身のPCを使用）。
自身のPCで編集を行う場合、事前に編集ソフト（各自が使いやす
い動画編集ソフトを使用して下さい。インストールしていない人は、
無料動画編集ソフト『iMovie』などをPCに入れて使用できる状態
にしておいて下さい）。
授業では、Adobeプレミアを使用して編集を行います。

【その他の重要事項】
CMディレクターとして豊かな経験を持つ教員が、実務で必要な知
識・経験・考え方に関する指導を行います。
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【Outline (in English)】
In this course, students will learn how to communicate and
appeal the character of product and the design through the
practical exercise of the making promotional video.
“Visual Image” is always the catalyst for consumers to know
about products.
Today, it is extremely important to communicate with high
quality visual message in business / industry, and it is a big
issue to improve it.
The story of the promotional video of each students’ will be
based on the concept of their own products. We extract the core
of the concept, and translate it into language and build it into
a story. The students will make their own video works based
on the story.
In this course, every student will produce their own promo-
tional video for their product. They will be responsible for the
planning, shooting and editing their storyline. Improving the
quality of the video works, student will produce a film that can
communicate with wide range of audience.
The course is also including the exercise of shooting photograph
/ cinematograph. The exercise will cultivate the mindset
to create high standard visual image and to improve the
awareness of the quality standard of visual design.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HUI300ND（人間情報学 / Human informatics 300）

スマートマシンデザイン

梅舘　拓也

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
IoTやロボットなどの先端工学を応用した次世代の機械であるスマートマシン
の実践的な設計方法を学ぶ．具体的には，各種マイコン（Arduino，M5Stack，
Mbedなど）でのさまざまなセンサやアクチュエータ扱い方を，ウェブ教材と
実際の電子部品を用いた実習形式で学ぶ．
【到達目標】
各種センサ，アクチュエータ，マイコンを使った電子回路設計，コーディン
グを習得し，生徒自らが今後の技術開発の展望を描けることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
解説と実習を交互に行う．また，解説の理解度をはかるために下記のものの
提出を要求する：講義を基に作った電子工作作品のコードや回路などをまと
めたレポート課題の提出（6回），本授業使った課題提出（1回）
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 授業の内容のご説明と

電気回路・マイコンシ
ミューレータTinkercad
の使い方の説明

本授業の大まかな流れを説明します．
また，電気回路・マイコンシミュー
レータTinkercadの使い方のログイ
ン方法，使い方を解説します．

2 Tinkercadを使った演習 Tinkercad上で，Arduino，N型の
MOSFET，抵抗，外部電源，豆電球
を使って，豆電球を5秒ごとに点滅
させてみる演習を行います．

3 Tinkercadとマイコン
実機使ったアクチュエー
タの駆動方法の解説

電気回路・マイコンシミューレータ
Tinkercadを使ってアクチュエータ
の使い方を解説します．

4 Tinkercadとマイコン
実機使ったアクチュ
エータの駆動する実習

電気回路・マイコンシミューレータ
Tinkercadを使ってモータの使い方
の実習を行います．

5 Arduinoでアクチュ
エータ（つづき）とセン
サの使い方の解説

マイコンアクチュエータの駆動方法
（前回の続き）とマイコンでのセンサ
値の読み取り方法を解説します．

6 Tinkercad上で可変抵
抗とスライドスイッチ
でモータの回転方向・速
度を制御する実習

スイッチの状態と可変抵抗の抵抗値
をマイコンで読み取り，その値を基
にモータが正転逆転，回転速度が変
わる回路をTinkercad上で作る実習
を行います．

7 Arudinoを使って割り
込みとエンコーダ読み
取り方法を解説

割り込みを使ってエンコーダの回転
角度を読み取る方法を解説します．

8 実機マイコンを用いたL
チカとシリアル通信を
行う実習

実機マイコンを使ってLチカとシリ
アル通信を行う実習を行います

9 Tinkercad,マイコン実
機でPD制御を実行の仕
方に関しての解説

古典制御の最大の成果であるPD制
御を，マイコン上でどのようにコー
ディングするかに関して学びます．

10 P制御をTinkercadで
行う実習

Tinkercad上で，エンコーダ付き
モータを使ってP制御を実行する演
習を行います．

11 対面授業「ソフトロボ
ティクスとはなにか？」

講師が今まで行ってきた研究をケー
ススタディとして，ソフトロボティ
クスという今急成長している研究分
野を紹介します．

12 最終課題「本授業を習っ
たことを使って作成す
る課題」の解説と，わか
らなかったことを聞く
質問タイム

マイコン実機に関して，動かない，
書き込みが上手く行かないなどのト
ラブルの相談にのります．

13 マイコンから出力され
た値をProcessingで描
画の方法とPCBボード
の作り方

マイコン実機からシリアル通信経由
で出力される値を基に，さまざまな
図形をPC上で描画する方法を学び
ます．

14 P制御をマイコン実機を
使って実践してみる実習

マイコン実機を使ってP制御を行っ
てみてもらいます．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
２，４，６，８，１０，１４回の実習として出題する課題のレポートを提
出すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。加えて， それぞ
れ独自に取り組む課題（自分でなにか作ってたものを解説する動画 or IF2以
上の論文/IROS/ICRA予稿を著者になったつもりで解説する動画など）の提
出を求めます．
【テキスト（教科書）】
毎回の授業スライドをPDFとして配布するので，特別テキストの購入の必要
はありません．
【参考書】
Prototyping Lab第2版―「作りながら考える」ためのArduino実践レシピ
(Make: PROJECTS)

【成績評価の方法と基準】
出席、課題提出に基づいて採点します．
【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努めている。
【学生が準備すべき機器他】
AtomLite，　モータドライバIC, LED，　可変抵抗など法政大学で配布した
ものを用います．また，これとは別にMbedマイコンも希望者に配布する予
定です．
【その他の重要事項】
本講義の履修に際しては線形代数と微積分に関する知識が必要。
　履修条件として、２年次に「メカトロニクス」、「メカトロニクス演習」、「ロ
ボットデザイン」、「機械の機構と設計」、「福祉工学」のうち少なくとも一つ
の科目を受講済みであること。
【Outline (in English)】
You can learn practical methods for designing and developing smart
machines. Smart machines are next-generation devices that advanced
engineering applies (e.g., IoT devices and robotics). Specifically,
students will learn how to handle various sensors and actuators on
microcontrollers (Arduino, M5Stack, Mbed, etc.). The lecture and
hands-on experiments are provided using a web-based microcomputer
and electric-circuit emulator (i.e., Tinkercad), and also hardwares.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

FRI300ND（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 300）

ゲームプログラミング

岩月　正見

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、３次元コンピュータグラフィックス（3DCG）の技術がどのよう
な原理によって実現され、いかにしてゲーム開発に応用されているかについ
て、ゲーム開発統合環境Unityを用いて、実際に3Dシーンを構築し、プログラ
ミングを行いながら具体的に理解していく。また、3Dオブジェクトに物理属
性を与えたり、インタラクティブな操作を行ったりする手法についても学ぶ。
【到達目標】
本授業は、3DCG技術を用いて自分のアイディアに基づくゲームや3Dコン
テンツを具体的に制作できるようになることを目標とする。特に、現在多く
の開発者に利用されているゲーム開発統合環境Unityを利用することにより、
3Dゲームやインタラクティブな3Dコンテンツが容易に開発できることを実
感する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連。
【授業の進め方と方法】
　チュートリアルビデオを見ながら、ゲーム開発統合環境Unityの操作方法を
学び、3DCGゲームを開発するための具体的に制作しながら学んでいく。ま
た、各チュートリアルの詳細な解説と補足説明も行い、使われている素材の
入手方法や作成方法についても詳しく解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ゲームプログラミング

とは
ゲーム制作の要素
1. グラフィクス
2. サウンド
3. UI
4. プログラミング

2 ゲーム開発統合環境
Unityの基礎

ゲーム開発統合環境Unityのインス
トールを行い、各パネルの役割や操
作方法の基本を学ぶ。

3 オブジェクトの物理属
性と衝突判定

オブジェクトを剛体として、質量や
反発係数などの物理特性を与える方
法を学ぶ。また、オブジェクト間の
衝突を判定する方法を学ぶ。

4 外部入力検出とプレハブ キーボード入力によってオブジェク
トを操作する手法を学ぶ。また、プ
レハブと呼ばれる使いまわしのでき
るプロトタイプオブジェクトを利用
する方法を学ぶ。

5 オブジェクトの生成と
消滅およびタイマー

スクリプトによってオブジェクトを
動的に生成・消滅させる方法を学ぶ。
また、ゲームに欠かせないタイマー
を利用する方法を学ぶ。

6 オブジェクトの基本的
な移動と力の与え方

オブジェクトの３次元的な移動方法
を学ぶ。また、オブジェクトに力を
与える方法を学ぶ。

7 演習 これまでの知識を総合してボーリン
グゲームを作成する。

8 マテリアル属性とオー
ディオの基礎

オブジェクトにテクスチャを貼る方
法を学ぶ。また、オーディオを生成
する方法を学ぶ。

9 ジョイントと矢印キー
による入力

複数のオブジェクトを結合したり、
関節でつなぎ合わせる方法を学ぶ。
また、矢印キーによる入力方法につ
いて学ぶ。

10 トリガー衝突判定と
GUIおよびカウンター

オブジェクトが衝突したことを通知
するトリガーを使う方法を学ぶ。グ
ラフィカルユーザインタフェース
(GUI)を作成する方法とカウンター
の使い方を学ぶ。

11 スクリプトによるコン
ポーネントの追加と
シーンの切り替え

スクリプトによって、オブジェクト
の属性を与えるコンポーネントを動
的に追加する方法を学ぶ。また、
ゲームの終了時などのためのシーン
の切り替え方法を学ぶ。

12 スクリプトによるコン
ポーネント属性の調整
およびローカル・グロー
バル座標

スクリプトによって、コンポーネン
ト属性の内容を調整する方法を学ぶ。
また、シーン中のローカル・グロー
バル座標について学ぶ。

13 オブジェクトへの視線
追跡と IF条件節

主オブジェクトを追跡するLookAt()
関数の使い方について学ぶ。また、
IF条件節について学ぶ。

14 最終作品発表 これまで学んだ知識を駆使して、各自
オリジナル作品を制作し、発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
プログラミング（C#, C++, Java等）の基礎を理解しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書はとくに指定しない．
講義資料を配布する。
【参考書】
特に指定しない。
【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み（20％）＋講義内での演習（40％）＋最終作品（40％）で
総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
学生の持ち込むＰＣによって動作に不具合や差が出るため、それらを配慮し
て演習を考える。
【学生が準備すべき機器他】
ＰＣ
【Outline (in English)】
The aim of this course is to understand how to create 3DCG game
applications by using Unity, a cross platform game engine. Students will
acquire game programming skills through exercises for creating various
game scenes with a physics engine and interactive user interface.
Students should have a basic understanding of programming (C#, C++,
Java, etc.).
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Comprehensive evaluation will be made on the basis of the assignments
(60%) and the evaluation of the student’s work on the final project and
the achievemnt and explanations at the presentation (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HUI300ND（人間情報学 / Human informatics 300）

AIプログラミング

我妻　幸長

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
人工知能（AI）技術を使いこなすために必要な、プログラミングス
キルの習得を目指す。
さまざまな人工知能のモデルを、自身で実装して使いこなせるよう
になることが目標。
また、人工知能全般や最新の技術についても紹介し、人工知能全般
に関する知識を深める。

【到達目標】
プログラミング言語Pythonを使って、様々な人工知能のモデルを
構築できるようになる。
人工知能を使って、現実世界の様々な問題を解決できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
教材は主にGoogle Colaboratoryのノートブックで配布する。
講義には、各自が課題に取り組む時間を設け、現実世界における問
題の解決力を育む。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 人工知能の概要 人工知能の分類、歴史、開発環境
第2回 Pythonプログラミン

グ
プログラミング言語Pythonの
基礎、およびNumPy、
matplotlib、Pandasの使い方

第3回 AIのための数学 AIに必要な、線形代数、微積
分、確率統計

第4回 シンプルなニューラ
ルネットワーク

ニューラルネットワークおよび
ディープラーニングの概要、フ
レームワークを使わないニュー
ラルネットワークの構築

第5回 ディープラーニング
の理論

ディープラーニングの理論的基
礎

第6回 フレームワークの扱
い方

tensorflow、Keras、PyTorch
などの紹介

第7回 畳み込みニューラル
ネットワーク
（CNN）

CNNの構築、CNNによる画像
分類

第8回 再帰型ニューラル
ネットワーク
（RNN）

RNNの構築、RNNによる時系
列データの処理

第9回 自然言語処理 Word2Vec、RNNなどによる自
然言語の処理

第10回 生成モデル（VAE） VAEによる画像生成、潜在変数
の可視化

第11回 生成モデル（GAN） GANによる画像生成、ナッシュ
均衡

第12回 強化学習 強化学習の原理、強化学習の実
装

第13回 転移学習 転移学習、ファインチューニン
グ、有名モデルの紹介、有名モ
デルの活用

第14回 人工知能の発展技術 最新の研究の紹介、最新の研究
のコードによる実装

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に講義資料に目を通し、講義終了後に復習することが望ましい。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配布する。

【参考書】
我妻幸長: 「はじめてのディープラーニング」 SBクリエイティブ
https://www.sbcr.jp/product/4797396812/
我妻幸長: 「はじめてのディープラーニング2」 SBクリエイティブ
https://www.sbcr.jp/product/4815605582/
我妻幸長: 「あたらしい数学の教科書」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798161174
我妻幸長: 「あたらしい脳科学と人工知能の教科書」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798164991
我妻幸長: 「Google Colaboratoryで学ぶ！ あたらしい人工知能技
術の教科書」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798167206
我妻幸長: 「BERT実践入門」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798177816
我妻幸長: 「生成AIプロンプトエンジニアリング入門」翔泳社
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798181981

【成績評価の方法と基準】
レポート点数の合計値により、0-100点で評価する。

【学生の意見等からの気づき】
プロンプトエンジニアリングについても扱うようにする。
プログラミングに関する難易度が高かったとの意見が多かったので、
Pythonの基礎をより丁寧に解説する。

【学生が準備すべき機器他】
インターネットに接続可能なパソコンが必要。
Google Colaboratoryを使用するため、Googleアカウントが必要。

【その他の重要事項】
基礎的な数学能力、プログラミング能力を有することが望ましい。

【Outline (in English)】
This course aims to provide students with the programming
skills necessary to master artificial intelligence (AI) technology.
The goal is to be able to implement and use various models of
artificial intelligence.
The course also introduces artificial intelligence in general and
the latest technologies to deepen the knowledge of artificial
intelligence.
It is advisable to study outside of class time by using reference
books and other materials. Grades will be based on the
performance of reports.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HUI300ND（人間情報学 / Human informatics 300）

ARプログラミング

岩月　正見

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
拡張現実感 (Augmented Reality: AR)と呼ばれる、現実世界とCGによる仮
想世界を融合できる最先端技術を利用することにより、インタラクティブで
直観的な3次元情報を提示したり、3D絵本やキャラクタなどをあたかも現実
の物体であるかのように提示することが可能になる、本授業では、このよう
なAR技術を利用したコンテンツを実現する方法を実際に制作しながら学ぶ。
【到達目標】
本授業では、ゲーム開発統合環境「Unity」とARライブラリ「EasyARSDK
for Unity」を用いて、AR技術を利用したコンテンツを、実際にプログラミ
ングしながら具体的に理解し、各自のアイディアに基づいてオリジナルのAR
作品を制作する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各自ノートPCを持参し、講義の中で、実際にプログラミングをしながら、拡
張現実感の世界を理解し、様々な機能を実装できるようにする．理解度を把
握するため、演習作品を提出し、最終成果物として各自のオリジナル作品を
披露してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 3D-CGと現実との融合 仮想現実感，複合現実感，拡張現実

感とは？ アニメから現実へ．
第2回 ゲーム開発統合環境

Unityの基礎
ゲーム開発統合環境Unityのインス
トールと操作方法について学ぶ。

第3回 Unity入門 (1) キューブ型の物理オブジェクトを積
み上げて、３次元ブロックを作成す
る。

第4回 Unity入門 (2) ボールに力を与えて、ブロックを崩
すプログラムを作成する。

第5回 Unity入門 (3) マウスクリックによりシューティン
グしてブロックを崩すプログラムを
作成する。

第6回 Unity入門 (4) マウスクリックによりボールをつぎ
つぎに出現させ,
カメラ（プレイヤー）視点からシュー
ティングするプログラムを作成する。

第7回 Unity入門 (5) スクリプトによりオブジェクトを動
的に生成して３次元ブロックを出現
させるプログラムを作成する。

第8回 作品発表 これまで学んだことを使ってオリジ
ナル作品を制作し、発表する。

第9回 EasyAR SDK for
Unity入門 (1)

Unity状でARコンテンツを作成でき
るEasyAR SDK for Unityについて
概説し、サンプロプログラムを動作
させてみる。

第10回 EasyAR SDK for
Unity入門 (2)

Unity入門で作成した３次元ブロッ
ク崩しをARコンテンツとして実装
する。

第11回 EasyAR SDK for
Unity入門 (3)

Unity入門で作成した３次元ブロッ
ク崩しをARコンテンツとして実装
する。

第12回 Mecanim入門 Unityのキャラクタアニメーション
作成ツール「Mecanim」の基礎につ
いて学ぶ。

第13回 MMD4MecanimのAR
コンテンツへの応用

MMD4Mecanimにより作成した
キャラクタアニメーションをARコ
ンテンツとして提示する方法を学ぶ。

第14回 最終作品発表 これまで学んだことの集大成として
最終作品を発表する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
3DCGプログラミングの基礎を理解しておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に使用しない。

【参考書】
Unity入門書全般
【成績評価の方法と基準】
演習の提出状況 (60%)と最終作品作品 (40%)により評価する．
【学生の意見等からの気づき】
各種開発環境のインストール作業やその意義についてわかりやすく解説する
必要がある。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPCを持参すること。Webカメラが必須である。また、操作性を向上の
ため、マウスを持参した方がよい。
【Outline (in English)】
Augmented Reality(AR) technology with its ability to fuse real and
virtual worlds through CG allows us to receive interactive and intuitive
three-dimensional information from virtual objects in front of our eyes.
In this class, students will understand how to create contents with AR
technology by using the cross platform engine Unity and the AR SDK.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC300ND（機械工学 / Mechanical engineering 300）

デジタルエンジニアリング

水野　操

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　 CAD(Computer Aided Design)/CAM(Computer Aided
Manu-facturing)/CAE(Computer Aided Engineering) の概要を理解
し，製品のモデリングやエンジニアリングシミュレーションなどの基礎的手
法を学ぶ．
【到達目標】
　汎用のCAD/CAM/CAE 統合ソフトウエアを使用して，与えられた基礎的
な課題に対するモデリングができる．また，そのモデルを用いたシミュレー
ション結果の評価ができる．さらに，総合課題をとおして，決められた時間
内に，自ら問題を解決できるとともに，新しいデザインを提案できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
　本授業では，CADソフト「Solid Works」を利用した実習をとおして工学
シミュレーションの技術を学ぶ．実習は，週２コマ（２時限）連続で実施し，
各回とも，はじめに操作方法や結果の評価方法を学び，その後，各自で課題
を解決し，指示に従って，授業支援システムに提出する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 力と変形のシミュレー

ション（１）
① SOLIDOWORKS Simulationに
よるシミュレーションの手順
② SOLIDWORKS Simulationの
操作
③シミュレーション結果の評価

2 力と変形のシミュレー
ション（２）

課題実習
課題１：集中荷重が作用する片持ち
ばりのたわみのシミュレーション

3 力と変形のシミュレー
ション（３）

課題実習：
課題２：断面形状の違いによる，応
力とたわみの評価

4 力と変形のシミュレー
ション（４）

課題実習１，課題実習２の講評

5 最適化シミュレーショ
ン（１）

①最適化の目的・設計変数・制約条件
②SOLIDWORKS Simulationによ
る寸法最適化シミュレーションの手
順

6 最適化シミュレーショ
ン（２）

課題実習
課題３：分布集中荷重が作用するＩ
型断面片持ちばりの最適形状のシ
ミュレーション

7 振動のシミュレーショ
ン（１）

①SDOLIDWORKS Simulationに
よる固有値解析の手順
②シミュレーション結果（アニメー
ション）の評価

8 振動のシミュレーショ
ン（２）

課題実習
課題４：拘束条件の相違による振動
特性の評価

9 熱伝導のシミュレー
ション（１）

① SolidWorks Simulationによる
熱伝導解析の手順
②シミュレーション結果の評価（温
度コンター図ほか

10 熱伝導のシミュレー
ション（２）

課題実習
課題５：丸棒の熱伝導シミュレー
ション

11 流れのシミュレーショ
ン（１）

①SOLIDWORKS Flow
Simulationの設定と操作
②シミュレーション結果の評価（コ
ンター、ベクトル図、流跡線）

12 流れのシミュレーショ
ン（２）

課題実習
課題６：空力特性を考慮した車のデ
ザイン

13 総合課題（１） 工学シミュレーションの確認課題
（車のデザイン）

14 総合課題（２） 工学シミュレーションの確認課題
（車のデザイン）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　配付資料を，学習支援システムにアップするので，各自，事前にダウンロー
ドし持参すること．事前に実習内容を確認し，配付資料に記載されている操
作方法に目をとしておくこと．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
　実習手順書，実習に必要なデータ，課題など，実習に必要なテキストなど，
全てを学習支援システムにアップする．
【参考書】
竹内・樫山・寺田：計算力学，森北出版
門脇・高瀬：SolidWorksによる３次元CAD，実教出版
金田：SolidWorksアドオン解析ツール利用入門，技術評論社
浅川他：３次元CAD・CAE・CAMを活用した創造的な機械設計，日刊工業
新聞社
アドライズ：SolidWorks練習帳，日刊工業新聞社
水野操：モノが壊れないしくみ、ジャムハウス
栗崎彰：設計技術者のための有限要素法はじめの一歩、講談社
【成績評価の方法と基準】
配点は以下のとおり．
授業中の課題　（50%）　与えられた課題に対するモデリングやシミュレー
ション能力を評価する
総合課題　　　（30%）　自ら問題を解決し、新しいデザインを提案する能
力を評価する
実習状況　　　（20%）　決められた時間内に課題を処理する能力を評価する．
ただし、出席日数が全体の2/3に満たない学生は評価の対象外 (E)とする．な
お，1時限目に30分以上遅れて入室した学生に関しては，特別な理由が無い
限り，当日は欠席扱いとする．また，１5分以上遅れた場合は遅刻とし，2回
の遅刻で1回の欠席とする．
< 評価基準>
履修の手引きに記載されているS～Eまでの12段階評価基準に基づく．
【学生の意見等からの気づき】
教室に設置されているPCは最新のSOLIDWORKSがインストールされてお
り，貸与ノートPCのバージョンとは異なる．最新バージョンに更新したい学
生は，担当教員に相談すること．
【学生が準備すべき機器他】
　貸与PCにインストールされているソフトウェア（SOLIDWORKS）を使
用する．なお，情報教室も確保するので，ネット環境や，PC環境が悪い学生
は，情報教室での受講も可能である．
対面授業は情報処理教室のPCにインストールされているSOLIDWORKSを
使用するが、自習やその教室のPCが使用できない場合は貸与PCを使用する
ので、授業には必ず貸与PCを持参すること。
【その他の重要事項】
2023年度は、対面授業を基本とする。自習については貸与PCにインストール
されているSOLIDWORKSを使用すること。貸与PC上のSOLIDWORKS
は最新バージョンにしておくことを推奨する。
【Outline (in English)】
(Course outline)
In this program, students acquire basic knowledge of CAD (Computer
Aided Design)/CAM (Computer Aided Manufacturing)/CAE (Computer
Aided Engineering) and skills such as product modeling and engineering
simulations. The latest version of the general-purpose CAD/CAM/CAE
integration software SolidWorks is used.
(Learning Objectives)
By the end of the course, students should be able to do the followings:
1)Modeling using CAD
2)Simulation using CAD model
3)Evaluation of simulation results
(Learning activities outside of classroom)
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
(Grading Criteria /Policy)
Grading will be decided based on short reports (50%), term end report
(30%), and in class contribution (20%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC300ND（機械工学 / Mechanical engineering 300）

プロトタイピング（２０１９～２０２２年度入学生）

片桐　勝利

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義の目標は、製品における機能とデザインを、簡単な素材、作業、加工機
械によってビジュアル化し、実際の製品が意図どおりの機能を果たすのかを
様々な観点から試作検証するプロセスを理解することである。
【到達目標】
１）プロトタイピングの手法や流れを理解する。
２）プロトタイピングの演習を通して、デザイン・設計における試作評価の
プロセスを理解する。
３）3Dプリンタを用いたモデル製作作業を実習・体感し、試作に対する理解
を深める。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
製品のデザインやインターフェイスのアイデアや機能を形にすることで、事前
に製品の特長を様々な観点から検証することは製品開発において必要不可欠
である。本講義では、現在製品開発に用いられている代表的な技法について
理解を深める。続いて、最適な製品の形状や機能、ユーザーインターフェイ
スをデザインするためのプロトタイピングを、グループ作業による実習を通
して学修を進める。製品やインラーフェイスのアイデア出しから3D形状モデ
ル、機能モデルの加工、作成、評価、ユーザビリティーテストと検証、フィー
ドバックなどを通じて5名程度のチーム作業による実際のプロトタイピング制
作作業を実習・体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 製品開発の流れと工業

製品の造形方法に関す
る基礎知識

１）授業のガイダンスで、日程の確
認と授業の進め方と達成目標などを
確認する。
２）工業製品がどのようにして企画
から最終商品になるのか、その流れ
を説明するとともに、その中で使用
される様々な造形方法について説明
する。

第2回 １）最近の造形技術や製
品開発における事例
２）製品開発におけるプ
ロトタイプの役割

最新のものづくりのあり方の事例の
紹介をするとともに、製品開発の中
におけるプロトタイピング（試作）
のあり方やそこで実践することを紹
介する。

第3回 製品開発演習とデジタル
プロトタイピング（１）
製品企画

与えられたテーマに応じて、開発し
たい製品を企画演習に取り組む。

第4回 製品開発演習とデジタル
プロトタイピング（２）
コンセプト設計

製品開発におけるコンセプト（概念
設計）のガイダンスを行い、それに
続いて演習を行う。

第5回 製品開発演習とデジタル
プロトタイピング（３）
詳細設計／デジタルプ
ロトタイピング

詳細設計のガイダンスを行い、必要
であればコンセプト設計の続きと、
3D CADによる設計に関する注意事
項等の説明。

第6回 製品開発演習とデジタル
プロトタイピング（４）
デジタルプロトタイピン
グと製品データの改善

産業界でも一般的になってきている
デジタルプロトタイピングについて
説明する。詳細設計から、一つの製
品データを完成させる。

第7回 3Dプリンタを利用した
モデル造形演習（１）

3Dプリンタ活用に必要な基礎知識や
注意点を説明し、3Dプリンタの基本
的な使用法を確認する。デジタルプ
ロトタイピングのフェーズで作成し
たデータを実際に出力してみる。

第8回 3Dプリンタを利用した
モデル造形演習（２）

3Dプリンタに必要なデータの品質の
確認方法や修正方法などを学ぶ。引
き続き、データを出力し、実際に出
力した結果を元に改善案を考える。

第9回 3Dプリンタを利用した
モデル造形演習（３）

デジタルデータと実際の加工品との
違いを理解し、加工を意識したデー
タの作成にトライする。3Dプリンタ
で使用する材料とその特徴について
も説明する。作成した造形物を元に
設計データを改善する。

第10回 3Dプリンタを利用した
モデル造形演習（４）

デジタルデータと実際の加工品との
違いを理解し、加工を意識したデー
タの作成にトライする。3Dプリンタ
で使用する材料とその特徴について
も説明する。作成した造形物を元に
設計データを改善する。

第11回 3Dプリンタを利用した
モデル造形演習（５）

設計したデータを、3Dプリンタを用
いて実習課題を出力し、プロトタイ
プを完成させることを目指す。また、
出力した物体の後加工などについて
も説明する。

第12回 3Dプリンタを利用した
モデル造形演習（６）

各自で作成したプロトタイプの確認
や仕上げを行い、最終プレゼンテー
ション向けの発表用資料を作成する。

第13回 最終プレゼンテーショ
ン（１）

3Dプリンタによる物理的なプロトタ
イプを行った結果の分析・評価結果
を報告する。履修者全員でディス
カッションを行ない、問題点や改善
点を抽出し評価する。（１）

第14回 最終プレゼンテーション
（２）

3Dプリンタによる物理的なプロトタ
イプを行った結果の分析・評価結果
を報告する。履修者全員でディス
カッションを行ない、問題点や改善
点を抽出し評価する。（２）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・シラバスの内容を事前に確認する。
・各自作業により実習課題についてディスカッション、調査，資料作成などを
行い提出する。
・３Dプリンターの仕様等、コミュニケーションの確立方法などを工夫し、効
率的でクリエイティブなコラボレーション方法を模索する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない．
【参考書】
特に指定しない．
【成績評価の方法と基準】
作業状況および課題演習への取り組み，中間発表，最終発表など，以下の割
合を基準として総合的に評価する．
・作業状況と取り組み内容（週次レポート）による平常点（30%)
・最終プレゼンテーションの発表内容（20%)
・課題に沿って試作したプロトタイプ（50％）
【学生の意見等からの気づき】
3Dプリンタ設備および時間的な制約から，代表グループのみ3Dプリンタに
よる造形出力を行なった．アンケートでは「全グループの作品を出力してほ
しい」といった要望が多くよせられたため，可能な限り多くのグループ作品
を出力できるよう課題内容やスケージュルを工夫する．
【学生が準備すべき機器他】
プレゼン、3D造形作業では大学から貸与されているノートPCおよび各種ソ
フトウエアを利用するので必ず持参する。
【その他の重要事項】
本講義は基本的に３Dプリンターを使用して、実際にプロトタイプを製作す
る。作業量は膨大であり，授業時間内だけではしばしば解決や達成が難しい場
合もある．各自でスケジュールを立て，効率よく作業を行うと共に，授業時
間外でも，他の履修者と話し合いの機会を持つなど，効率的でクリエイティ
ブなコラボレーションの確立に努めること．
【Outline (in English)】
In this class, students will aim to obtain skills for developing prototype
products, and realize their own product designs using mainly 3D
CAD and 3D printers as well as other manufacturing tools. Through
the prototyping processes, students will understand the purpose of
prototyping from various points of views to make their product work
as intended.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC300ND（機械工学 / Mechanical engineering 300）

ＩｏＴプログラミング

岩月　正見

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現在は多くの機器に小さなコンピュータが搭載され制御を行っている。このよ
うなハードウェア制御のためのプログラミングを学ぶことをこの授業のテー
マとする。
システムデザイン学科のプロジェクトや卒業研究の試作の際に、この演習で
学んだことが生かされるはずである。とくに、このような小さなマイクロコ
ンピュータもインターネットに接続することが可能となる。
【到達目標】
機械制御のためには情報を電気信号として扱う必要がある。授業の最初の目
標は、情報と電気信号（物理量）の対応関係を把握できるようにすることで
ある。第２の目標は制御はすべて実時間で行わう必要があるために、このリ
アルタイム性の概念を身につけることである。第3は開発環境について理解を
深めることである。第4は幾つかの演習を通して、仕様に沿ったプログラム開
発が可能となる基礎を得ることである。第５は対象となる機器をこのマイク
ロコンピュータを通して外部と接続する方法である。ここではWiFiを利用し
てマイコン同士で送受信する方法、インターネットにデータを送る方法、お
よびPCやスマホとのBluetooth接続について学ぶ。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
配布用マイコ教材を利用して、各種データのマイコン相互の送受信の方法
や、WiFiを利用してインターネットにデータを送る方法やPCやスマホとの
Bluetooth接続についての高度な IoTプログラミングの演習を行う。
実際に必要な周辺部品の配線を行い、各自が書いたプログラムをマイクロコ
ンピュータにインストールして実行するというサイクルを通して学ぶ。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1-1 IoTプログラミングとは IoTプログラミングとは何かについ

て説明し、最近の動向を開設する。
1-2 ガイダンス 全学生に配布しているマイコン教材

について解説する。
・ATOM Liteの開発環境構築
・ATOM Liteの仕様解説

2-1 マイコン教材の動作確
認１

配布マイコン教材の動作確認を行う。
・内蔵カラーLED、内蔵スイッチ、
ENVセンサなどのセンサ系

2-2 マイコン教材の動作確
認２

配布マイコン教材の動作確認を行う。
・サーボモータ、ステッピングモータ
などのアクチュエータ系

3-1 Peer-to-Peer通信
ESP-Now１

各種データをATOM Lite同士で送
受信する方法について解説する。

3-2 Peer-to-Peer通信
ESP-Now２

各種データをATOM Lite同士で送
受信する方法について演習を行う。

4-1 BLE通信 Dabble１ ATOM Liteとスマートフォン間の
Bluetooth通信
について解説する。

4-2 BLE通信 Dabble ATOM Liteとスマートフォン間の
Bluetooth通信について演習を行う。

5-1 WiFi接続 Blynk Wi-Fiルータ経由によるATOM Lite
とスマートフォン間の通信について
解説する。

5-2 WiFi接続 Blynk Wi-Fiルータ経由によるATOM Lite
とスマートフォン間の通信について
演習を行う。

6-1 LINE Notify LINE Notifyを用いて、ATOM Lite
からのLINE通知する方法を解説し、
演習を行う。

6-2 IoTデータ可視化サービ
スAmbient

IoTデータ可視化サービスAmbient
を用いて、ATOM Liteで取得したセ
ンサ信号などWeb公開する方法を解
説し、演習を行う。

6-3 自由課題演習 教員・TAのアドバイスに基づいて各
自がそれぞれの課題の開発を行う。

7 最終発表 各自が開発したシステムのハード
ウェア＋ソフトウェアについて発表
を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内で終わらなかった演習を必ず完成させておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし。
【参考書】
資料を配布する予定
【成績評価の方法と基準】
各時間での演習６０％
最終課題　　　４０％
【学生の意見等からの気づき】
学生の興味や嗜好は毎年変化し、その能力・資質も毎年変化する。一年遅れ
のアンケートはあまり参考にならない。説明の詳細度や講義速度については、
学生の意見や小試験の結果を見て調整する。授業中に遠慮無く意見を述べて
いただきたい。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC（授業には必ず持参すること）
テクノロジー系配布教材
【その他の重要事項】
2年生の時に、メカトロニクス演習を履修していることが望ましい。
【Outline (in English)】
Nowadays, microcomputers are installed for device control in many
different products. This course teaches students how to program these
microcomputers to achieve desired performance. Furthermore they will
learn how to connect microcomputers to the internet. Through the use
of so-called IoT technology, we will monitor and/or control products over
the Internet.
Students must be completed any exercises that were not completed in
class time.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Comprehensive evaluation will be made on the basis of the assignments
(60%) and the evaluation of the student’s work on the final project and
the achievemnt and explanations at the presentation (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

FRI300ND（情報学フロンティア / Frontiers of informatics 300）

サービス工学（２０１９～２０２２年度入学生）

野々部　宏司、原　辰徳

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
サービス工学とは、サービスの生産性向上やサービスによる価値共創に役立つ
方法論や技術に関する工学領域である。無論、ここでのサービスは対人接客
に限らず、製造業製品やソフトウェアを介した機能提供を含む。また近年で
は、社会経済のデジタル化が進み、サービスが互いにつながることで進化し
ている。本授業の目的は、サービス工学における様々な手法の理解を通じて、
人文社会学の周辺内容を含め、サービスとは何かを読み解こうとするサービ
スリテラシーを身につけることにある。
サービス工学のトピックとしては、工学設計を応用したサービスデザイン、
サービスへの様々な数理手法の応用、サービス現場の技術的支援、および製
造業のサービス化などが挙げられる。いずれの場合も、利用者の満足や体験
への注目が基本であるが、提供者の活動を支援してサービスをつくりこもう
とするだけでなく、利用者への積極的な支援を通じて共創を強化しようとす
るアプローチが存在する。本授業では、こうしたアプローチの違いをサービ
ス工学1.0／2.0として整理した上で、複数名の講師から各トピック（テーマ）
について講義を行ってもらう。そして、受講生同士でのディスカッションを
通じて、理解を深めていく形式をとる。
【到達目標】
・接客業、小売業、製造業、医療、観光など様々な分野に共通するサービスの
見方を習得する。
・他授業で学んだ工学的手法（設計方法、数理手法など）がサービスへと応用
される例とその注意点を理解する。
・サービス工学の2つのアプローチ（提供者の活動支援とサービスのつくりこ
み、利用者の活動支援と共創強化）を具体例とともに理解し、その両方で身
の回りのサービスを捉えられるようになる。
・周辺にある人文社会科学分野のサービスの知見や取り組みを大まかに理解
する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に
関連
【授業の進め方と方法】
本授業は各回2コマ連続で実施する。第2回以降、1コマ目は座学を中心とし
た講義であり、各テーマに対する簡単な事前課題の提出を行った上で臨んで
もらう。2コマ目は、各テーマに関するグループワークや個人演習を行うこと
で理解を深める。グループワークでは、授業の最後に簡単な報告発表を行っ
てもらう場合がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション

サービス工学概論
本講義の内容、進め方。
社会経済のサービス化などの他、
サービス工学1.0（提供者の支援）や
2.0（利用者の支援と共創強化）など
の考え方を学び、以降の各講義を位
置づけを知る。

第2回 サービスマーケティング 1970年代から発展してきたサービス
マーケティングを取りあげ、サービ
スに対する基礎的な見方、および近
年の見方（サービスドミナントロ
ジック等）を学ぶ。

第3回 サービス工学と数理最
適化

人間系を含むサービスを対象に、オ
ペレーションズ・リサーチや数理最
適化の手法を適用していく方法を、
理論と実践の両面から学ぶ。

第4回 現場起点のサービス工
学とその展開

産業技術総合研究所のサービス工学
チームの活動を紹介する。サービス
工学の研究開発と産学連携の取り組
みがどう変遷したかについて学ぶ。

第5回 メカニズムデザインに
よるサービス設計

経済学の応用分野であるメカニズム
デザインをもとに、サービスのプロ
セスにおける様々なレベルのルール
（サービスメカニズム）を設計する方
法を学ぶ。

第6回 製造業のサービス化 製品とサービスの組み合わせ（製品
サービスシステム）の類型からはじ
まり、製造業のサービス化、機能販
売の方法、必要な組織能力について
学ぶ。

第7回 サービス工学とデータ・
AI
サービスの標準化
サービソロジー（サービ
ス学）

データ・AIを用いた共創の推進方法
について学ぶ。
また、まとめ（リフレクション）を
行いながら、サービスに関する他分
野のトピックをを概観し、サービス
の標準化やサービソロジー（サービ
ス学）について触れる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前課題の提出
・授業内容の復習
・レポート課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特定の教科書は使用しない。各回の内容に応じた資料を都度配付する。
【参考書】
・サービス工学入門、東京大学出版会
・サービス工学―51の技術と実践―、朝倉書店
・サービソロジーへの招待、東京大学出版会
・サービス・マーケティング入門、法政大学出版局
【成績評価の方法と基準】
各授業開始前や授業途中に求める事前課題・リアクションペーパーの提出：
40%
各授業中に実施するグループワーク等における積極的な参加：40%
特定テーマについてのレポート課題の評価：20%

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
Service engineering is an engineering discipline concerned with
methodologies and technologies that are useful for improving service
productivity and value co-creation through services. Of course, services
here are not limited to in-person customer service, but also include the
provision of functions via products and software. In recent years, the
digitalization of the socio-economy has been progressing, and services
are evolving by connecting with each other.
The purpose of this class is to acquire service literacy that attempts
to comprehend what services are, including the peripheral contents
of humanities and sociology, through the understanding of various
methods in service engineering. The topics of service engineering
include service design by applying engineering design, application of
various mathematical methods to services, technical support for service
cites, and servitization of manufacturing industries. In all of these
cases, the basic focus is on the satisfaction and experience of the
user, but there are approaches that not only support the activities of
the provider to create the service, but also try to enhance co-creation
through active support for the user. In this class, after organizing the
differences in these approaches as Service Engineering 1.0/2.0, several
lecturers will give lectures on each topic (theme). Then, students will
deepen their understanding through discussions among themselves.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
Grading will be decided based on assignments and/or reaction papers in
each class (40%), contribution to group work (40%) and reports (20%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

PRI300ND（情報学基礎 / Principles of informatics 300）

データサイエンス

野々部　宏司

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
大量のデータを迅速に収集・蓄積できるようになった現代において，
合理的な意思決定を行うためにデータを活用することの重要性は以
前にも増して高まっている。この授業では，データ分析ツールを用
いた演習を通して，主に多変量解析の代表的な手法について，それ
らの基本的な考え方と活用方法について学ぶ。

【到達目標】
データに基づく意思決定を行うために，データの集計・視覚化がで
きること。さらに，分析目的に合った適切な多変量解析手法を適用
し，その結果を活用できること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は毎回2コマ連続で実施する。毎回，説明の後，理解度確認のた
めにRおよびRStudioを用いた演習を授業時間内に行う。また，授
業時間外に行うべき課題を各テーマごとに課す。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，Rと

RStudioの基礎
授業の目的や進め方について説
明した後，RやRStudioの基本
的な使い方を確認する。

2 Rによるデータの基
本的処理，データの
可視化と要約

Rを用いて，データの集計や分
析，可視化を行う方法について
学ぶ。

3 回帰分析 予測や要因分析を行うための手
法として用いられる線形回帰モ
デルについて学ぶ。

4 回帰分析（続き） 重回帰分析に関する話題として
変数変換や多重共線性などにつ
いて学ぶ。また，データを分類
するための手法として，ロジス
ティック回帰モデルについて学
ぶ。

5 主成分分析 少ない変数でデータの特徴を把
握する手法として主成分分析を
学ぶ。また，主成分分析を重回
帰分析と組み合わせて用いる方
法について学ぶ。

6 因子分析
クラスター分析

次元削減や構造モデルの仮説検
証・推定に用いられる因子分析
について学ぶ。また，データ間
の類似性に基づいてデータをグ
ループ化したり視覚化したりす
る手法であるクラスター分析に
ついて学び，因子分析とクラス
ター分析を組み合わせて用いる
方法を学ぶ。

7 決定木
演習課題（最終課題）

予測や要因分析に用いられる手
法のひとつである決定木につい
て学ぶ。また，授業内容の復習
を行い，各自で設定した問題に
対して，授業で扱った手法を適
用する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・（初回授業前）RとRStudioの事前インストール
・授業内容の復習
・演習課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
指定しない。資料を配布する。

【参考書】
・林賢一（著），下平英寿（編），「Rで学ぶ統計的データ解析（デー
タサイエンス入門シリーズ）」，講談社，2020．
・有賀友紀，大橋俊介，「RとPythonで学ぶ［実践的］データサイ
エンス＆機械学習【増補改訂版】」，技術評論社，2021．
・川端一光，岩間徳兼,鈴木雅之，「Rによる多変量解析入門データ
分析の実践と理論」，オーム社，2018．
・嶋田正和，阿部真人，「Rで学ぶ統計学入門」，東京化学同人，2017．
・兼子毅，「Rで学ぶ多変量解析」，日科技連出版社，2011．
・青木繁伸，「Rによる統計解析」，オーム社，2009．
など。その他，授業内に適宜提示する。

【成績評価の方法と基準】
演習課題の提出物により，以下の割合で評価する。
・演習課題：70%
・最終課題：30%
ただし，授業を3回以上欠席した場合は評価の対象外（E判定）とす
る。特別な理由がない限り30分以上の遅刻は欠席とみなす。

【学生の意見等からの気づき】
演習のためのまとまった時間を確保するため，説明→演習の流れを
基本としつつ，説明の途中で適宜練習問題を行う時間を設けるよう
にする。

【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン（個人所有のノートパソコンでも可）
：事前にRとRStudioをインストールし，問題なく起動することを
確認しておくこと。
・学習支援システム：お知らせの配信・資料やスライドの配布・課
題の提示や回収・授業内小テスト等に利用する。

【Outline (in English)】
This course introduces fundamentals of multivariate analysis
through exercises using the data analysis tool R. The goal of
this course is to learn some multivariate analysis techniques
and their application to decision-making.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content. Grading
will be decided based on assignments in each class (70%) and
the final report (30%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカニカルデザイン演習

山田　泰之

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
動きをともなうあらゆる製品には「機構（メカニズム）」が存在する．機構は
メカニカルな製品を企画・設計（デザイン）するにあたり，デザイナ，エンジ
ニアが理解しておかなければならない重要な要素である．本演習では，自動
車，家電，文房具，玩具など普段から身近にあるプロダクトのメカニカルデ
ザインを題材として、リンク機構やカム機構，伝動装置，歯車など主な機械
要素を用いた設計の基礎について学修する．実際に機構の分解組立てや，簡
単な設計課題の演習を通じて，メカニズムデザインしながら理解を深める.

【到達目標】
・基本的な機械の機構（メカニズム）やその運動を理解できる．
・小規模な機構（メカニズム）を含むシステムを企画・設計（デザイン）できる．
・小規模な機械設計の問題解決のプロセスが実践できる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
演習課授業のため，基本的に対面で実施する．ものづくり実践を行うため，安
全のため参加する際の服装についても指示を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 メカニカルデザイン入門 メカニカルデザイン（B期）の要点

を復習しつつ，本講義で特に重要な
減速機やリンク機構について詳細を
説明する．

第2回 機械の分解と図面 デザインから実物、実物からリバー
スエンジニアリングする際に重要は
計測技術として家電製品の分解と，
ノギス等を利用した計測演習を行う。

第3回 機械設計と動力学 機械設計における動力学の関係の説
明と，それを実践的に学ぶラピットプ
ロトタイピング演習課題を実施する．

第4回 機械設計と動力学 機械設計における動力学の関係の説
明と，それを実践的に学ぶラピットプ
ロトタイピング演習課題を実施する．

第5回 機械設計と運動の生成 機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．

第6回 機械設計と運動の生成 機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．

第7回 デジタルファブリケー
ション演習

3Dプリンタをはじめとしたデジタル
ファブリケーションについて実践的
に学ぶ

第8回 デジタルファブリケー
ション演習

3Dプリンタをはじめとしたデジタル
ファブリケーションについて実践的
に学ぶ

第9回 機械設計と運動の生成2
機構の制作

機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．機構を
身近な材料で試作する演習を行う．

第10回 機械設計と運動の生成2
機構の制作

機械を動かすために必要な，動力，
減速機，リンク機構等を簡易的な模
型実験により実践的に学ぶ．機構を
身近な材料で試作する演習を行う．

第11回 極限環境でのメカニカ
ルデザイン

宇宙，南極，火山，深海，レースな
ど様々な極限環境では特殊なメカニ
カルデザインがなされている．それ
らの第一線で活躍する研究者，エン
ジニア，デザイナによる講演

第12回 極限環境でのメカニカ
ルデザイン

宇宙，南極，火山，深海，レースな
ど様々な極限環境では特殊なメカニ
カルデザインがなされている．それ
らの第一線で活躍する研究者，エン
ジニア，デザイナによる講演

第13回 機構の創作 演習課題に対して各個人が制作した
成果物のメカニズムについてスライ
ドと動画を用いて発表審査を行う．

第14回 機構の創作 演習課題に対して各個人が制作した
成果物のメカニズムについてスライ
ドと動画を用いて発表審査を行う．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1)シラバスの内容を事前に確認する。
2)メカニカルデザインの基礎知識として，テクノロジ基礎論やメカニカルデ
ザインの内容を復習して活用する．
3）ソリッドワークスで簡単なモデリングが可能なように復習しておく．
本授業はCADオペレーティングを習う授業ではないので，基本的にCADソ
フトの使い方を指導しない．
3)要求仕様に沿った課題を設計する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な教材，資料は適宜紹介する．あるいは電子媒体で配信する．
【参考書】
1)機構学　　 ISBN-13: 978-4627668911

【成績評価の方法と基準】
平常時の課題への取り組み（30％）
課題の提出（70％）
により総合的に評価する．
【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
演習では適宜必要な道具や工具，材料の指示があるため持参する．
【Outline (in English)】
In this program, students acquire the fundamentals of designing high-
performance mechanisms using three-dimensional CAD/CAM software
with practical training. Before/after each class meeting, students will
be expected to spend two hours to understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100ND（数学 / Mathematics 100）

線形代数学X

野々部　宏司

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
線形代数は，工学だけでなく経営学などでも幅広く用いられる基礎
学問である。とくに，線形空間の理論は，局所的な個々の性質が全体
を形づくるという単純な構造をもっているため，自然科学の中で現
れる基本的な性質を説明できるだけでなく，いろいろなところでそ
の線形性が応用されている。ここでは，基本の考え方を理解し，そ
れに基づく問題を解くことができるようにする。

【到達目標】
線形代数の基礎について学び，専門科目の修得に必要な数学の基礎
力の養成を目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
数学的な厳密さよりも，基本の考え方の理解と，それに基づく問題
が解けるようになることを第一として詳しく解法を説明する。また，
授業時間内に理解できるよう演習に重点を置く。授業時間の前半は
講義を主とし，後半はその内容を確認する演習を行う。
遅刻，私語は厳禁とする。復習を欠かさず行い，前回までの内容を
完全に理解して授業に臨むこと。疑問点については，持ち越さない
よう積極的に質問することを勧める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 行列（1）：行列の定

義と演算方法の理解
行列とその演算

2 行列（2）：正方行列
と逆行列の定義と性
質の理解

正方行列，逆行列

3 連立1次方程式 (1)：
拡大係数行列と掃き
出し法

行基本変形による解法

4 連立1次方程式（2）
：行列の階数

行基本変形による連立方程式の
解法と行列の階数の関係の理解

5 逆行列 掃き出し法による逆行列の求め
方，基本行列

6 行列式（1）：行列式
の定義，行列式の簡
単な計算，行列式の
性質

行列式の定義，サラスの公式，
行列式の性質による行列式の求
め方

7 行列式（2）：余因子
展開と逆行列

余因子展開，余因子行列による
逆行列の求め方

8 行列式（3）：クラメ
ルの公式
前半のまとめ

クラメルの公式
前半のまとめと復習

9 線形空間（ベクトル
空間）（1）：部分空
間，ベクトルの1次
独立・1次従属の定
義と階数の関係

線形空間と部分空間，ベクトル
の1次独立・1次従属，1次独立
性と階数

10 線形空間（ベクトル
空間）（2）：線形空
間の基底と次元

線形空間の基底と次元

11 線形写像・線形変換
（1）：線形写像の定
義，核・像

線形写像の行列表現，線形写像
の核と像

12 線形写像・線形変換
（2）：合成写像，逆
写像

合成写像，逆写像，線形変換の例

13 固有値（1）：固有
値・固有ベクトルの
定義と幾何学的意味，
固有値・固有ベクト
ルの求め方

固有値・固有ベクトルの定義と
幾何学的意味，固有値・固有ベ
クトルの計算

14 固有値（2）：正方行
列の対角化
全体のまとめ

正方行列の対角化，固有値・固
有ベクトルの応用例
授業内容のまとめと復習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・授業内容の復習
・演習課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
宮崎直・勝野恵子・酒井祐貴子，「初めて学ぶ線形代数」，培風館．

【参考書】
石村園子，「やさしく学べる線形代数」，共立出版．
大橋常道・加藤末広・谷口哲也，「ミニマム線形代数」，コロナ社．

【成績評価の方法と基準】
演習（毎回）30%，小テスト（3～4回）30%，期末試験40%の成績
を総合して評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業中の私語は，他の学生の迷惑になるため厳禁とする。
ベクトル，行列，行列式，連立方程式の解法の間の関連を理解する
ためにも計算力が必要となる。線形代数の問題は，いろいろな工夫
をすることによって計算が簡単になったり，複数の解き方ができた
りするものが多いため，解き方の過程をしっかり考えて解くことで，
より良い理解が可能になる。

【Outline (in English)】
This course deals with basic principles of linear algebra. Linear
algebra is not limited to use in engineering but a fundamental
field with broad applications extending to economics etc. In
particular, as linear space theory has a simple structure which
gives form to different local properties, it not only underpins
fundamental properties in natural science but has applications
in linearity in various fields. The goal of this course is to gain
the ability to solve related problems.
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course content. Grading
will be decided based on assignments in each class (30%), short
exams in class (30%) and term-end exam (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100ND（数学 / Mathematics 100）

線形代数学Y

井沼　学

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
 線形代数は、工学ばかりでなく経営学などでも幅広く用いられる基礎学問
です。特に、線形空間の理論は、局所的な個々の性質が全体を形づくるとい
う単純な構造をもっているため、自然科学の中で現れる基本的な性質を説明
できるだけでなく、いろいろなところでその線形性が応用されています。こ
こでは、基本の考え方とその応用例を理解し、それに基づく問題を解くこと
ができるようにします。
【到達目標】
線形代数の基礎について学び、専門科目の修得に必要な数学の基礎力の養成
を目標にします。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
数学的な厳密さよりも、基本の考え方の理解と、それに基づく問題が解ける
ようになることを第一に詳しく解法を説明します。その時間内に理解できる
ように演習に重点をおきます。遅刻、私語は厳禁です。復習を欠かさず行っ
て、前回までの内容を完全に理解して授業に臨んでください。前半は、講義
を主とし、後半は、その日の内容を確認する演習問題をします。疑問点を持
ち越さないように、積極的に質問をしてください。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 行列（1）

行列の定義と演算方法
の理解

行列とその演算

2 行列（2）
正方行列と逆行列の定
義と性質の理解

正方行列、逆行列

3 連立1次方程式 (1)
拡大係数行列とはき出
し法

行基本変形による解法

4 連立1次方程式（2）
行列の階数と逆行列

基本変形による連立方程式の解法と
行列の階数の関係の理解、掃き出し
法による逆行列の求め方

5 行列式（1）
行列式の定義と行列式
の簡単な計算

行列式の定義、サラスの公式

6 行列式（2）
行列式の性質と余因子
展開

行列式の性質、余因子展開による行
列式の求め方

7 行列式（3）
余因子行列と逆行列、ク
ラーメルの公式

余因子行列による逆行列の求め方
クラーメルの公式、

8 連立1次方程式（3）
同次連立1次方程式、
最小2乗法と応用例

同次連立１次方程式の解法と疑似逆
行列、
最小自乗法、応用例

9 ベクトル
ベクトルの1次独立・1
次従属の定義と階数の
関係の理解

ベクトルの1次独立・1次従属、1次
独立性と階数

10 ベクトル空間（線形
空間）
ベクトル空間の定義と
基底と次元の理解

ベクトル空間の基底と次元

11 線形写像（1次変換）（1）
線形写像の定義と合成
写像等の理解

線形写像の行列表現、応用例、合成
写像

12 線形写像（1次変換）（2）
合成写像、逆写像と表現
行列の積、逆行列の関係
の理解

逆写像、線形写像と行列の階数、ア
ファイン変換

13 固有値（1）
固有値・固有ベクトルの
定義と幾何学的意味の
理解

固有値・固有ベクトルの定義と幾何
学的意味、応用例

14 固有値（2）
固有値・固有ベクトルの
求め方の理解

固有値・固有ベクトルの計算

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 教科書1.2の予習
2. 教科書1.3の予習
3. 前回の宿題と教科書2.1と2.2の予習
4. 教科書2.3の予習
5. 前回の宿題と教科書3.1の予習
6. 教科書3.2と3.3の前半の予習
7. 前回の宿題と教科書3.3と3.4の前半の予習
8. 教科書3.4とA.1の予習
9. 前回の宿題と教科書4.2の予習
10. 教科書4.1と4.3の予習
11. 前回の宿題と教科書4.4前半の予習
12. 行列の積、逆行列の計算の復習
13. 1次変換の復習と教科書5.1の予習
14. 教科書5.2の予習と今までの復習
【テキスト（教科書）】
初めて学ぶ線形代数（宮崎直、勝野恵子、酒井祐貴子共著、培風館）
【参考書】
やさしく学べる線形代数（著者：石村園子、　　共立出版）
ミニマム線形代数（大橋常道、加藤末広、谷口哲也共著、　コロナ社）
【成績評価の方法と基準】
練習課題、レポートによる平常点60%と、期末試験40%の成績を総合して評
価する。
成績評価：90点以上をA+、90点未満80点以上をA、80点未満70点以上を
B、70点未満60点以上をC、60点未満及び期末試験が未受験の場合はD

【学生の意見等からの気づき】
授業中の私語は、他の学生の迷惑になりますので厳禁です。ベクトル、行列、
行列式、連立方程式の解法の間の関連を理解するためにも計算力が必要です。
線形代数の問題は、いろいろな工夫をすることにより、計算が簡単になった
り、複数の解き方ができるものが多いので、解き方の過程をしっかり考えて
解くことで、より良い理解ができます。
【Outline (in English)】
Linear algebra is a basic study that is widely used not only in
engineering but also in business administration. The theory of
linear space has a simple structure in which individual property
forms the entire system. This property is applicable to explain basic
characteristics appeared in natural science. You will understand the
basic concept of linear algebra and its application examples, and even
solve problems based on it.
Final grade will be calculated according to the following process Term-
end examination (40%), and Short reports or in-class contribution (60%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100ND（数学 / Mathematics 100）

微分積分学X

倉田　俊彦

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な専門分野の背景をなす数学、特に微分積分学の理解に焦点をあてる。
微分積分学は数学のひとつの分野としてはもちろん、あらゆる自然科学を記
述するための道具としての側面を持つ。工学系を学ぶ学生にとって理解が不
可欠な学問分野のひとつである。また、様々な創作活動において、現象の理
解や具体化に活用可能である。さらに、曲線や形状を数学的に表す，設計す
る方法についても学ぶ．
【到達目標】
本講義は、微分積分学の入門として基礎的な事柄から応用まで広く扱い、計
算方法のみではなく背景にある考え方を理解するとともに、今後の各専門分
野の勉強、ひいては実務（デザイン，エンジニアリング双方）に役立つような
知識・考え方を身に付けることを目的としている。従って、その計算過程で
の論理的な説明や証明問題に対して筋道の通った答えを書く能力と、それを
活用する能力の双方の養成を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
微分積分学の諸概念について、数学的に厳密な定義を行うことはもちろん，ク
リエイティブ，テクノロジおよびマネジメントでの応用や，それらに必要な
問題の解法に関する演習を行う．講義は原則対面で実施を予定している．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 関数と極限 関数の連続性、極限
2 微分法の基礎１ 微分係数の定義と微分可能性

導関数の定義
初等関数の導関数
関数の和、差、積、商の導関数

3 微分法の基礎２
微分法の応用１

合成関数、逆関数の微分法
逆三角関数と双曲線関数
接線、法線の方程式
関数の増減とグラフ

4 微分法の基礎２
微分法の応用１

合成関数、逆関数の微分法
逆三角関数と双曲線関数
接線、法線の方程式
関数の増減とグラフ

5 微分法の応用２
不定積分

テイラー展開
原始関数と不定積分の定義
初等関数の不定積分
置換積分と部分積分

6 微分法の応用２
不定積分

テイラー展開
原始関数と不定積分の定義
初等関数の不定積分
置換積分と部分積分

7 定積分１ 定積分の定義
初等関数の定積分
面積と体積

8 定積分１ 定積分の定義
初等関数の定積分
面積と体積

9 定積分２ 広義積分
2変数関数の偏微分、全微分
2変数関数の合成関数の微分

10 偏微分 広義積分
2変数関数の偏微分、全微分
2変数関数の合成関数の微分

11 変数関数の極値 2変数関数の極値
条件付き極値

12 曲線１ 曲線
13 座標変換 累次積分

座標変換
14 曲線２ 曲線
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習課題解答作成．講義内容の復習と関連した演習問題は各自解いておくこと．
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする．
【テキスト（教科書）】
礒島伸他「コア講義微分積分」(裳華房)

【参考書】
N/A

【成績評価の方法と基準】
期末試験 (60％)
提出課題 (40％)
（授業内の演習課題の評価など）
出席回数の少ない学生は成績の評価をしないことがある．
【学生の意見等からの気づき】
高校時の履修科目により，本授業であつかう微分積分の基礎知識が異なる．初
学者のために，基礎的部分から指導する．
【学生が準備すべき機器他】
N/A

【Outline (in English)】
Calculus as a branch of mathematics is, of course, is on one hand a
tool to describe all natural science fields, and to engineering students
a vital to understand subject. This course provides the necessary
mathematical background for future studies in technical fields, focusing
on the understanding of differential and integral calculus.　Before/after
each class meeting, students will be expected to spend two hours to
understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100ND（数学 / Mathematics 100）

微分積分学Y

山田　泰之

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
様々な専門分野の背景をなす数学、特に微分積分学の理解に焦点をあてる。
微分積分学は数学のひとつの分野としてはもちろん、あらゆる自然科学を記
述するための道具としての側面を持つ。工学系を学ぶ学生にとって理解が不
可欠な学問分野のひとつである。また、様々な創作活動において、現象の理
解や具体化に活用可能である。さらに、曲線や形状を数学的に表す，設計す
る方法についても学ぶ．
【到達目標】
本講義は、微分積分学の入門として基礎的な事柄から応用まで広く扱い、計
算方法のみではなく背景にある考え方を理解するとともに、今後の各専門分
野の勉強、ひいては実務（デザイン，エンジニアリング双方）に役立つような
知識・考え方を身に付けることを目的としている。従って、その計算過程で
の論理的な説明や証明問題に対して筋道の通った答えを書く能力と、それを
活用する能力の双方の養成を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
微分積分学の諸概念について、数学的に厳密な定義を行うことはもちろん，ク
リエイティブ，テクノロジおよびマネジメントでの応用や，それらに必要な
問題の解法に関する演習を行う．講義は原則対面で実施を予定している．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 関数と極限 関数の連続性、極限
2 微分法の基礎１ 微分係数の定義と微分可能性

導関数の定義
初等関数の導関数
関数の和、差、積、商の導関数

3 微分法の基礎２
微分法の応用１

合成関数、逆関数の微分法
逆三角関数と双曲線関数
接線、法線の方程式
関数の増減とグラフ

4 微分法の基礎２
微分法の応用１

合成関数、逆関数の微分法
逆三角関数と双曲線関数
接線、法線の方程式
関数の増減とグラフ

5 微分法の応用２
不定積分

テイラー展開
原始関数と不定積分の定義
初等関数の不定積分
置換積分と部分積分

6 微分法の応用２
不定積分

テイラー展開
原始関数と不定積分の定義
初等関数の不定積分
置換積分と部分積分

7 定積分１ 定積分の定義
初等関数の定積分
面積と体積

8 定積分１ 定積分の定義
初等関数の定積分
面積と体積

9 定積分２
偏微分

広義積分
2変数関数の偏微分、全微分
2変数関数の合成関数の微分

10 定積分２
偏微分

広義積分
2変数関数の偏微分、全微分
2変数関数の合成関数の微分

11 変数関数の極値 2変数関数の極値
条件付き極値

12 曲線１ 曲線
13 座標変換 累次積分

座標変換
14 曲線２ 曲線
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習課題解答作成．講義内容の復習と関連した演習問題は各自解いておくこと．
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする．
【テキスト（教科書）】
礒島伸他「コア講義微分積分」(裳華房)

【参考書】
N/A

【成績評価の方法と基準】
期末試験 (60％)
提出課題 (40％)
（授業内の演習課題の評価など）
出席回数の少ない学生は成績の評価をしないことがある．
【学生の意見等からの気づき】
高校時の履修科目により，本授業であつかう微分積分の基礎知識が異なる．初
学者のために，基礎的部分から指導する．
【学生が準備すべき機器他】
N/A

【Outline (in English)】
Calculus as a branch of mathematics is, of course, is on one hand a
tool to describe all natural science fields, and to engineering students
a vital to understand subject. This course provides the necessary
mathematical background for future studies in technical fields, focusing
on the understanding of differential and integral calculus. Before/after
each class meeting, students will be expected to spend two hours to
understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

PHY100ND（物理学 / Physics 100）

工科系の力学基礎

田中　豊、竹内　則雄

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザイン工学は単なるデザインではない。確かなテクノロジーに基づく、人
間性と自然環境にやさしいデザインである。デザインとしていかに美しくて
も工学的に脆弱ならば構成物としての体をなさない。アイデアを競う紙工作
の中にも工学的な感性が求められるのである。感性を培うにはまずその土台
として力学の基礎知識は不可欠である。構成物の基本理念、工学的物理学的
全体像を正確に把握し、その上に設計（デザイン）がくるのである。本講義
は講義・演習を通して工科系の力学とテクノロジーを本質的に理解するため
の基礎を提供する。そして未知の問題、課題にも適切に対処し得る能力を養
うことを目的とする。
【到達目標】
力学はあらゆる科学技術の基礎であり土台である。力学の基礎知識である「静
力学」と「動力学」の基礎を理解できることが重要である。講義では物体を質
点として理想化し、質点の物理的、数学的な扱いに慣れることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行い，物理学の基本的な「物の見方・考え方」につ
いて理解を深めるとともに具体的な問題に適用できる能力を培う．
受講者には十分な予習・復習をし、実際に手を動かして練習問題を解くこと
で，より理解を深めていく態度が求められる．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 物理量と単位 力学の考え方，単位系，単位の換算，

次元，数値的正確さ，有効数字
2 数学的準備 ベクトル，内積・外積，三角関数，

微分・積分
3 力学の考え方 力の種類と伝達，つり合いと安定，力

の三要素，静力学の基本法則，摩擦
4 力の表現 力の表し方，直角座標系の成分，力

の合成と分解
5 力のモーメント 力のモーメント（トルク），モーメン

トの大きさと向き，合モーメント，
偶力

6 図心と重心 質量，密度，重力，分布した力，重
心，図心

7 静力学のまとめ 前半の静力学のまとめと理解度確認
試験１

8 運動学の基礎 運動を表す量（位置，速度，加速
度），直線運動，平面運動，円運動

9 質点の運動と運動方程式 質点，力と運動，ニュートンの運動
の法則，運動方程式，落体の運動

10 剛体の運動 剛体，剛体の運動，軸まわりの運動，
慣性モーメント

11 剛体の運動と慣性モー
メント

物体の慣性モーメント，様々な剛体
の運動

12 運動量と力積 運動量，力積，運動量保存則，
13 仕事とエネルギー 仕事，仕事率，運動エネルギーと位

置エネルギー，エネルギー保存則
14 動力学のまとめ 後半の動力学のまとめと理解度確認

試験２
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習復習は必ず行うこと.
準備や復習に要する時間は，週2時間程度を目安とする．
また毎回の課題実施時間は，週2時間程度を目安とする．
【テキスト（教科書）】
専門基礎ライブラリー　工学系の力学　実例でわかる基礎からはじめる工業
力学，金原・監修，実教出版
【参考書】
戸田盛和「力学」岩波書店
原島鮮「力学」裳華房
【成績評価の方法と基準】
２回の理解度確認試験（70％）を主とし、講義時間中に実施する演習や課題
レポート（時間外学習）（30％）と授業に取り組む心構え等によって総合的に
判断する．

【学生の意見等からの気づき】
力学の基礎的な内容を可能なかぎりやさしく説明する。ただし、ここでいう
「基礎」はより高い構造物を組み上げるための「土台」であって「初歩」や「入
門」ではない。学生諸君には真摯な態度が求められる。
本講義は2019年度より新たに専任教員の担当により開講される授業である。
2021年度～2023年度は能力別クラス編成を採用した。
【学生が準備すべき機器他】
配布PCを持参・利用すること。
【その他の重要事項】
2023年度の新カリキュラムより，科目名称が「工科系の力学基礎」から「工
科系力学基礎」に変更となった．
【Outline (in English)】
Design engineering encompasses not only the aesthetic aspect of design
but also emphasizes the integration of proven technology tailored
for both humans and the environment. Regardless of how visually
appealing a design may be, if it is not underpinned by sound engineering
principles, the structure will not endure. Even when conceptualizing
ideas on paper, a keen sense of engineering is indispensable. To cultivate
such a sensibility, a solid grasp of basic mechanics is imperative.
Design proficiency hinges on a precise comprehension of fundamental
structural concepts and overarching principles in engineering physics.
Throughout this course, students will engage in lectures and
exercises geared towards establishing a foundational understanding of
engineering mechanics and technology. Additionally, support will be
extended to aid students in addressing unforeseen challenges and topics
that may arise.
Students will be expected to have completed the requirements after each
class meeting. Your study time will be more than two hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
Term-end examination: 60%, Shor reports: 20%, in class contribution:
20%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

PHY100ND（物理学 / Physics 100）

電気と振動

岩月　正見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
いろいろなプロダクトをデザインする上でそのエレクトロニクス系の物理現
象とその理論背景を理解することは極めて重要である。本授業では、基本的
なエレクトロニクスを学ぶための数学的基礎とその応用について、さらには
その歴史的背景と現在の技術動向について解説する。
【到達目標】
到達目標は下記の５点である。
１．電気回路を学ぶ上で重要となる数学的基礎について、その歴史的背景と
とも理解する。
２．電気回路を解析する上で重要なフェーザ表示の意義とその応用について
理解する。
３．デジタル回路の仕組みを学ぶ上で重要となる数学的基礎と、その歴史的
背景とについて理解する。
４．デジタル回路を構成する上で重要な論理回路や順序回路などの原理を理
解し、PCやスマホの動作原理の大枠を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行い，エレクトロニクスの基本的な「物の見方・考
え方」について理解を深め、様々な事例や実際のデバイスに触れることで、身
近にあるシステムがいかなる原理で動作しているかを体感できるように授業
を進める。
受講者には十分な予習・復習をし、実際に手を動かして練習することでより
理解を深めていく態度が求められる．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 発電と送電 発送電の歴史と交流電力の意義につ

いて解説する。
2 数の歴史 ネイピア数誕生の歴史とその数学的

意味と意義について解説する。
3 指数関数 指数関数誕生の歴史とその数学的意

味と意義について解説する。
4 テイラー級数展開 テイラー級数展開の導出とその意義

について解説する。
5 オイラーの公式とオイ

ラーの等式
オイラーの公式の導出とその意義に
ついて解説する。さらに、アイラ―
の等式が「人類の至宝」と呼ばれる
所以を開設する。

6 直流回路 直流回路の解析において重要なオー
ムの法則とキルヒホッフの法則につ
いて解説し、解析例を示す。

7 電力と電力量 デバイスを設計する上で重要となる
電力と電力量について解説する。

8 交流回路 オイラーの公式に基づいた正弦波の
フェーザ表示について解説し、これ
を用いた交流回路の解析例を示す。

9 ２進数と論理回路 デジタル回路の仕組みを理解する上
で重要な２進数と論理回路について
解説する。

10 加算器と乗算器 ２進数表記と論理回路を組み合わせ
ることで加算器と乗算器を構成でき
ることを示す。

11 半導体とトランジスタ 半導体の原理とその意義について歴
史的背景とともに解説する。さらに
トランジスタの動作原理についても
解説する。

12 トランジスタによるス
イッチング回路の実装

単体のトランジスタと抵抗などを配
布して、デジタル回路の最小構成要素
となるスイッチング回路を実装する。

13 コンピュータの動作原理 スイッチング回路の組み合わせによ
りコンピュータが構成できることを
開設する。

14 まとめ 授業のまとめを行い、授業内で取り
上げることができなかった話題につ
いて述べる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習復習を必ず行うこと
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
数多くの電気系教科書や、機械系の教科書で各学生の好むもの学ぶことが望
ましい。
この授業の内容は普遍的なものであるので、どのような教科書にも掲載され
ている。
【参考書】
戸田盛和著「力学」岩波書店
原島鮮著　「力学」裳華房
今井功著　「流体力学」岩波書店
【成績評価の方法と基準】
学期末の定期試験は行わない。　各授業中に小テストを行いその結果で理解
度を判定する。
成績は小テストの得点、演習等によって総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
学生の興味や嗜好は毎年変化し、その能力・資質も毎年変化する。一年遅れ
のアンケートはあまり参考にならない。説明の詳細度や講義速度については、
学生の意見や小試験の結果を見て調整する。授業中に遠慮無く意見を述べて
頂きたい。
【学生が準備すべき機器他】
必ず、配布されたノートパソコンを持参すること。
【Outline (in English)】
In designing various products, it is extremely important to understand
the physical phenomena of electronics and their theoretical background.
This class will explain the mathematical basis for studying basic
electronics and its applications, as well as its historical background and
current technological trends.
Students are required to prepare and review for the course.
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
No periodic examinations will be given at the end of the semester.　
Quizzes will be given during each class, and the results will be used to
determine the level of understanding.
Grades will be determined comprehensively based on quiz scores,
exercises, etc.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

グラフィックデザイン Y

大西　景太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、印刷物メディアを中心とする表現媒体における適切で効果的な
視覚情報伝達に必要なグラフィックデザインの基礎知識と表現スキルを、複
数の演習課題を通して学習する。
【到達目標】
・グラフィックデザインの基礎知識を得る
・色彩、レイアウト、タイポグラフィやイラスト、写真など
グラフィックデザインの諸要素を活用して魅力的でわかりやすい情報伝達が
できるようになる
・Adobe Illustrator、Photoshopのスキルを獲得する
・完成度の高い作品を制作できるようになる
・大判出力を用いたプレゼンテーションパネルが制作できるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
・PCを用いた授業内の演習と、自宅で進める制作を交互に行う
・演習と並行してグラフィックデザインの基礎知識の講義を受ける
・作品のブラッシュアップを繰り返し完成度を高める
・作品を発表し講評を受ける
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ・授業ガイダンス

・教員のデザイン活動紹
介

授業の進め方、授業課題、履修上の
注意点、成績評価等のガイダンスを
行う。
教員のデザイン活動を事例を通して
解説する。

2 ・演習1(ツールの学習)
・課題1（企画・制作）

Adobe Illustratorの基本操作方法を
学習する。
ロゴタイプの企画を考案する。

3 ・課題１の発表 課題１の発表、講評を行う。
4 ・演習2（ロゴの応用） ロゴを活用してモックアップを制作

する。
5 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
6 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
7 演習4（イラストレー

ション）
イラストレーションの演習を行う。

8 演習4（イラストレー
ション）

イラストレーションの演習を行う。

9 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
10 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
11 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を

行う
12 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を

行う
13 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、

評価を受ける。
14 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、

評価を受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回で、次回の授業までに制作してくるもの／調査してくること等を指示する。
情報教室PCでの制作も可能だが、自宅での制作のため
Adobe Creative Cloud学生ライセンスパックの契約を推奨する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。市販のグラフィックデザイン関連書籍、
および使用するソフトウェア
（Adobe Photoshop, Illustrator）の使用方法に関する
書籍やＷｅｂでの映像を参照する。
【参考書】
Youtubeに各種チュートリアルがあるので参照のこと。
特にAdobe公式チュートリアルを推奨する。
【成績評価の方法と基準】
授業への参加・平常点（2０％）
各課題の評価点合計（8０％）
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
作品のデータを保存するＵＳＢメモリ（８ＧＢ以上）を持参すること。
【その他の重要事項】
大学の情報教室PCにはAdobe系ソフトウェアがインストールされています。
しかし大学から貸与されるノートＰＣには同ソフトがインストールされてい
ません。
そのため、2023年度から「Adobe CC学生ライセンスパック」を導入し、大
学を通して安価で契約できるようにしています。個人で契約する「学生版」よ
りも安価で使用できるため、契約を推奨します。
【Outline (in English)】
In this lesson, we learn basic knowledge and expression skills of graphic
design necessary for visual information communication in various
expressive media such as printed materials, Web and digital media
through multiple exercises.
Students are expected to complete required assignments after each
class. A minimum of 4 hours of self-study per class is required.
The overall grade for the class will be determined based on the following
items.
Total grade points for each assignment (80%)
Attitude toward class participation (20%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

福祉工学

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

福祉工学

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

福祉工学

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学
習目標についての説明をすると共
に、ランドスケープデザインの授
業と演習の進め方や方法の説明を
行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とラン
ドスケープについて学ぶ。都市と
自然の関係や緑の歴史性とまちづ
くり、都市化の中での緑の保全や
公園・緑地計画や計画実現の制度
について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造
園の様式について概説し、ランド
スケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の
中のガーデン設計に関する概要と
その利用・美学・種類について説
明をして知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する分析として，敷地・環境・地
割りについて説明をして，知見を
高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する重要な要素の植栽・施設に関
して説明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の中
の主に平面図の全体的な設計手法
を説明て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の事
例から学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン
設計の中のパースの技法を説明を
行うと共に，造園材料の説明を行
い，知見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、
樹木を分類し、具体の樹木を通じ
特性を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面
構造、計画・設計・施工について
学ぶ。屋上緑化は近年、都市緑地
を創出する重要なアイテムであり、
そのランドスケープ技術は建築物
との関係や高所施工での特殊性も
あり、様々な技術の検討が必要で
あり、日本と海外（シンガポール
等）事例からも学ぶ。壁面・室内
緑化の緑化技術を事例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であ
り、樹木を理解するとともに樹種
の基礎知識、樹木医の仕事やラン
ドスケープデザインの中での樹木
の位置づけを学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住
宅（世界遺産）のランドスケープ
はブルーノタウトの作品であるが、
この設計思想と日本の事例との比
較を論文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン
設計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し
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【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。

【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学
習目標についての説明をすると共
に、ランドスケープデザインの授
業と演習の進め方や方法の説明を
行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とラン
ドスケープについて学ぶ。都市と
自然の関係や緑の歴史性とまちづ
くり、都市化の中での緑の保全や
公園・緑地計画や計画実現の制度
について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造
園の様式について概説し、ランド
スケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の
中のガーデン設計に関する概要と
その利用・美学・種類について説
明をして知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する分析として，敷地・環境・地
割りについて説明をして，知見を
高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する重要な要素の植栽・施設に関
して説明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の中
の主に平面図の全体的な設計手法
を説明て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の事
例から学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン
設計の中のパースの技法を説明を
行うと共に，造園材料の説明を行
い，知見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、
樹木を分類し、具体の樹木を通じ
特性を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面
構造、計画・設計・施工について
学ぶ。屋上緑化は近年、都市緑地
を創出する重要なアイテムであり、
そのランドスケープ技術は建築物
との関係や高所施工での特殊性も
あり、様々な技術の検討が必要で
あり、日本と海外（シンガポール
等）事例からも学ぶ。壁面・室内
緑化の緑化技術を事例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であ
り、樹木を理解するとともに樹種
の基礎知識、樹木医の仕事やラン
ドスケープデザインの中での樹木
の位置づけを学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住
宅（世界遺産）のランドスケープ
はブルーノタウトの作品であるが、
この設計思想と日本の事例との比
較を論文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン
設計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し

【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。

【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。
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【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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DES200NA（デザイン学 / Design science 200）

ランドスケープデザイン

小木曽　裕

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市及び地域の空間は長い年月を経て、それぞれの土地の持つ自然資源
や風土そして生態の状況の中で人の営みを経てできあがる。その空間は
原生林以外については、ある段階で人の手が加わり再構築されている。
都市空間の再構築は、その都市空間の規模にもよるが都市計画や土木的
な基盤、建築計画を始め様々な技術が総合化されて構築される。この再
構築の初期の段階で、ランドスケープの観点が組み込まれていることが
出来上がりの善し悪しを左右すると言っても過言でない。ランドスケー
プは「景観」と訳される事もあるが、日本語では造園を意味し、人と自然
の空間関係学である。地域固有の自然環境や生態環境、土地の基盤や歴
史、人の意識や関わり合い、建築、土木との関係性について総合的に計
画・設計等を行うことを指すことが肝要である。ランドスケープデザイ
ンは単なる形態のデザインではなく関係性をデザインすることを意味す
る。本講義では様々な具体的な先駆的事業・作品事例やランドスケープ
デザインに関する著書や論文等を通し、緑を中心としたこれからの社会
に活かせるランドスケープの本質を学ぶ。さらに，ランドスケープデザ
インの基礎的な住宅の庭づくりの実際を習得する目的で，ランドスケー
プの設計の手法からも学ぶ。

【到達目標】
本講義の到達目標は、ランドスケープデザインを様々な事業や作品事例
や論文等から多面的に学び、さらにランドスケープデザインの基礎的な
住宅の庭づくり設計手法を学び，都市空間のランドスケープの意義と関
係性を理解することである。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デ
ザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、
システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。

【授業の進め方と方法】
授業は対面で講義と演習を行う予定ですが，状況によりオンライン（オ
ンデマンド等）で行うこともあります。学習支援システムを使用し，講
義関連7回，演習関連7回で構成します。
なお，講義時においても図化の演習も必要に応じ実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ランドスケープデザイ

ン概論
ランドスケープデザイン概論：学
習目標についての説明をすると共
に、ランドスケープデザインの授
業と演習の進め方や方法の説明を
行う。

(2) 都市と自然 公園緑地の計画と都市環境とラン
ドスケープについて学ぶ。都市と
自然の関係や緑の歴史性とまちづ
くり、都市化の中での緑の保全や
公園・緑地計画や計画実現の制度
について学ぶ。

(3) 日本と世界の造園空
間・庭園様式

日本と世界で創出された庭園・造
園の様式について概説し、ランド
スケープデザインの知見を高める。

(4) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計①（利
用・美学・種類）

ランドスケープデザインの設計の
中のガーデン設計に関する概要と
その利用・美学・種類について説
明をして知見を高める。

(5) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計②（敷
地・環境・地割）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する分析として，敷地・環境・地
割りについて説明をして，知見を
高める。

(6) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計③（植
栽・施設）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計に関
する重要な要素の植栽・施設に関
して説明を行い，知見を高める。

(7) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計④（設
計手法から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の中
の主に平面図の全体的な設計手法
を説明て，知見を高める。

(8) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑤（設
計事例から）

ランドスケープデザインの設計の
中のハウジングガーデン設計の事
例から学び知見を高める。

(9) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑥
（パース・材料から）

ランドスケープデザインガーデン
設計の中のパースの技法を説明を
行うと共に，造園材料の説明を行
い，知見を高める

(10) 造園樹木の形状と特性 造園樹木の形状と特性について、
樹木を分類し、具体の樹木を通じ
特性を学ぶ。

(11) 屋上・壁面・室内緑化
の技術の本質

屋上緑化の歴史、効果効用、断面
構造、計画・設計・施工について
学ぶ。屋上緑化は近年、都市緑地
を創出する重要なアイテムであり、
そのランドスケープ技術は建築物
との関係や高所施工での特殊性も
あり、様々な技術の検討が必要で
あり、日本と海外（シンガポール
等）事例からも学ぶ。壁面・室内
緑化の緑化技術を事例からも学ぶ。

(12) 樹木の重要性と価値 ランドスケープの原点は樹木であ
り、樹木を理解するとともに樹種
の基礎知識、樹木医の仕事やラン
ドスケープデザインの中での樹木
の位置づけを学ぶ。

(13) ドイツ集合住宅世界遺
産

ベルリンにあるブリッツの集合住
宅（世界遺産）のランドスケープ
はブルーノタウトの作品であるが、
この設計思想と日本の事例との比
較を論文から学ぶ。

(14) ランドスケープデザイ
ンガーデン設計⑦（発
表・講評）

ランドスケープデザインガーデン
設計の作品の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
身近な公園、歴史的に有名な公園、近年話題になっている屋外空間のラ
ンドスケープ、集合住宅のや戸建て住宅のランドスケープ等を、授業で
学んだ視点で視察して感じたことを常に記録することを望む。また、日
本造園学会誌（作品選集）等を読まれることを勧めたい。本授業の準備
学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に無し

【参考書】
学習支援システムにアップした資料は講義前に必ず確認して講義を受け
ること。
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【成績評価の方法と基準】
講義に関するレポート（30％）、ランドスケープデザインガーデンプラ
ン（50％）,平常点（20％）による。欠席４回以上は原則として単位取
得を認めない。

【学生の意見等からの気づき】
学生からの授業アンケートを丁寧に受け止め、今期の授業に活かし、豊
富なランドスケープ技術や事例を講義・演習に取り入れる。

【その他の重要事項】
独立行政法人都市再生機構及びURリンケージの勤務経験がある教員が，
その経験を活かして，ランドスケープデザインの専門技術と実務を講義
する。また，登録ランドスケープ（RLA）の資格を取得している。

【Outline (in English)】
（Course outline） Cities regional spaces will expand years into the
future, influencing natural resources, climate and ecology. The
reconstruction of urban space results from the synthesis of various
technologies such as urban planning, civil engineering, building
planning, and the size of the urban space. Right or wrong, it is no
exaggeration to say that the landscape is incorporated at the initial
stage of this reconstruction. Landscape in Japanese sometimes
extends to mean landscaping, the spatial relationship between man
and nature. It is essential to comprehensively plan and design
according to the natural and ecological environment specific to
each area, along with the foundation and history of the land and
human will. Landscape design means designing relationships, not
merely forming designs. In this course, we will learn the essence
of landscapes utilized for future societies, using books and papers
related to various concrete pioneering projects / work examples and
landscape design. In addition, we will learn from landscape design
methods for the purpose of learning the basics of landscape design,
the practice of gardening a house.
・（Learning Objectives） goal of this lecture is to learn landscape
design from various businesses, works examples, papers, etc., and
also learn the basic landscape design method of the landscape
design, and the significance and relationship of landscape in urban
space.
・（Learning activities outside of classroom）
Always record what I visited and felt from the perspective I learned
in the class of familiar parks, historical parks, outdoor spaces that
have been talked about in recent years, landscape of apartment
housing and detached houses, etc. from the class. I want, in
addition, want. I would recommend that you read the Japanese
Landscaping Society (selection of works). Preparation and review
time for this class is standard for 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）According to reports on lectures (30 %),
landscape design garden plan (50 %), normal points (20 %). In
principle, units are not allowed for more than 4 times.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築フォーラム

下吹越　武人、赤松　佳珠子、小堀　哲夫、安積　伸、渡邉　竜一、山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈ア〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は毎年テーマを掲げた連続レクチャーを行う。デザイン工学部3学科の
特徴を活かして、領域横断的なテーマも組み込んだレクチャー構成とする。
毎回異なる講師を招いてデザインの最前線をレポートしてもらうことで、通
常の大学の授業ではえられにくい、リアルなデザインの現場を実感してもら
うことが目標である。
デザインという行為は何か？ デザインと社会の関係は？
ひとつのデザインを完成するためにはどのような努力の蓄積があるのか？
建築とプロダクトデザインの領域に境はあるのか？
建築でも土木でもない新しい分野とは？
アーバンデザインとは具体的にどういうものなのか？
今日コミュニティはどのような意味をもっているか？
こういったさまざまなテーマの講演に参加することは自らの視野を広げ、さ
らに重要なのは自分が共感できる分野にもめぐり合えるかもしれないという
ことだ。
【到達目標】
以下の能力を習得する。
1)さまざまな講師による講演内容を理解し簡潔に文章化する。
2)講演についての感想文、批評をレポートに書く。
3)講演についてその場で質問やコメントを行なう
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
デザインフォーラムは講演会形式の授業であること、年度毎に共通テーマが
あること、
学内および学外に公開される公開講座であるという特徴がある。第一線で活
躍している講演者のパワーを感じたという授業参加者の意見はよく耳にする
ところだが、14回の連続性が持ち味の通常の授業と1回性の講演の繰り返し
が特徴のデザインフォーラムとの違いを感じてほしい。従って、単に講演会
に出席するだけではこの授業に参加したことにはならない。講演記録の作成、
講演者への質問、講演会のレポート作成などを通じて講演会の参加を多次元
的に学ぶこと、すなわち講演内容を批評的に理解する方法を６-７回の講演に
参加することで徐々に身に着ける。初回のガイダンスでその年度の共通テー
マについての説明があるので必ず出席すること。なお、フォーラムの講演会
数が原則、隔週で６-７回となっているのは、フォーラムの翌週は講演記録お
よびレポート作成の自習時間とみなしているためである。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 建築フォーラム履修の基本事項およ

び本年度のテーマと講演者の説明を
行なう。

2 フォーラム１ 講演者および演題は基本テーマによ
り毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスター
で開示される。

3 レポート作成 (1) 講演記録メモおよび講演レポートの
作成。(1)

4 フォーラム２ 講演者および演題は基本テーマによ
り毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスター
で開示される。

5 レポート作成 (2) 講演記録メモおよび講演レポートの
作成。(2)

6 フォーラム３ 講演者および演題は基本テーマによ
り毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスター
で開示される。

7 レポート作成 (3) 講演記録メモおよび講演レポートの
作成。(3)

8 フォーラム４ 講演者および演題は基本テーマによ
り毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスター
で開示される。

9 レポート作成 (4) 講演記録メモおよび講演レポートの
作成。(4)

10 フォーラム５ 講演者および演題は基本テーマによ
り毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスター
で開示される。

11 レポート作成 (5) 講演記録メモおよび講演レポートの
作成。(5)

12 フォーラム６ 講演者および演題は基本テーマによ
り毎年異なる。
春学期末までに決定され、ポスター
で開示される。

13 レポート作成 (6) 講演記録メモおよび講演レポートの
作成。(6)

14 まとめ 本年度の建築フォーラムに参加した
学生と授業担当教員で本年度の基本
テーマや講演者について議論する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講演内容の理解を深めるために、事前に各回の講演者の作品や著作に目を通
しておくことを勧める。講演では様々な話題に展開するので、講演後のフォ
ローアップも必須である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
講師から指示がある。
【成績評価の方法と基準】
講演メモとレポート内容による。
フォーラムの最後に行われる質問タイムへの参加は評価に加点される。
６-７回のレポート（講演メモ＋講演レポート）を担当教員が読み評価を行な
うが、これが基本的な評価（90％）となる。質問タイムへの参加はTAが記録
し、授業参加評価（10％）として加点される。合計100点満点中60点以上を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
デザインフォーラム（旧：建築フォーラム）はオムニバス形式の講演会授業
だが、毎年明確な共通テーマを与えることで建築、都市、プロダクトに関わ
る局面をつまびらかにするように改善した。毎回、講演後に担当教員が交代
で講演者と対談することで学生の講演内容理解を補う方法も数年前から導入
したが、講演が分かりやすくなったと好評である。
【学生が準備すべき機器他】
聴講しながらその要旨をノートＰＣにメモするという方法も今日の会議では
一般的になってきた。そのような面での情報機器の習熟もこの授業が副次的
にめざすところである。
【その他の重要事項】
実務経験との関連：現役の建築家やデザイナーでもある複数の教員がデザイ
ンをとりまく諸問題の中から毎年共通テーマを選定し、そのテーマに従って
6-7名の講師を選定し招聘している。2021年度よりデザイン工学部3学科の教
員が共同して担当している。
【Outline (in English)】
In the field of design many kinds of practices exist. This design forum
each time invites different lecturers to report on the front-line of design,
aiming to share real experiences with students which are difficult to
obtain in normal university classes:
What is the act of design? What is the relationship between design and
society?
What kind of accumulation of effort is there to complete one design?
Is there a boundary between the realms of architecture and product
design?
Are there any new fields that fall outside of architecture or civil
engineering?
What exactly is urban design?
What are the implications for today’s community?
Participation in lectures featuring such a diversity of themes will, in
addition to contributing to their perspective of the field, importantly
provide opportunities for students to encounter areas that they strongly
relate to.
[Learning Objectives]
Acquire the ability to
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1) Understand the contents of lectures given by various lecturers and
concisely write them down.
2) Write a report on your impressions and criticisms of the lecture.
3) Questions and comments about the lecture on the spot
[Learning activities outside of classroom]
In order to deepen your understanding of the content of the lectures, it
is recommended that you read the works and writings of each lecturer
in advance. Since various topics will be covered in the lecture, follow-up
after the lecture is also essential.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
[Grading Criteria /Policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following
six reports: 90%、in class contribution: 10%
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の
気候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つ
の伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の
求め方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱
環境6要素を理解し、体感指標
PMV、SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理
解し、真太陽時と平均太陽時、太陽
位置の求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地
表面放射、実効放射を理解し、熱量
の求めら方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束
法による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解
し、必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理
解し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と
外断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求
め方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、
表面結露防止のための壁体熱性能の
求め方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、
吸音力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音
響の理論を理解し，その応用手法を
学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について
学ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の
省エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。
【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の
気候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つ
の伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の
求め方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱
環境6要素を理解し、体感指標
PMV、SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理
解し、真太陽時と平均太陽時、太陽
位置の求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地
表面放射、実効放射を理解し、熱量
の求めら方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束
法による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解
し、必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理
解し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と
外断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求
め方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、
表面結露防止のための壁体熱性能の
求め方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、
吸音力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音
響の理論を理解し，その応用手法を
学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について
学ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の
省エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。
【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

環境工学

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市をとりまく外界気象の特性を把握した上、快適な環境を創りだす
ための基礎理論と技術的手法について学習する。これにより持続可能な環境
を創りだすための基礎理論と技術的手法を習得する。　
【到達目標】
環境要素として，熱，空気，光，音の環境に関する基礎的な理論と応用力を身
につけることを到達目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科、システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」
に関連。
【授業の進め方と方法】
各回の授業はテーマが設定されており，基礎理論の解説（講義）と演習によ
り構成している。主体的に講義資料を理解し，演習を行い、提出する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と伝統

的民家
世界各地の気候特性と伝統的民家の
気候適応を理解する。

2回 伝熱の基礎 熱エネルギー・温度とその単位、3つ
の伝熱形態を理解し、顕熱と潜熱の
求め方を学ぶ。

3回 熱的快適条件 自律性体温調節のメカニズムと温熱
環境6要素を理解し、体感指標
PMV、SET*を学ぶ

4回 太陽の運行と太陽位置 地球の自転と公転のメカニズムを理
解し、真太陽時と平均太陽時、太陽
位置の求め方を学ぶ。

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、大気放射、地
表面放射、実効放射を理解し、熱量
の求めら方を学ぶ。

6回 光環境 目の構造と光の単位を理解し、光束
法による照明計画を学ぶ。

7回 空気環境 換気の原理と機械換気の手法を理解
し、必要換気量の求め方を学ぶ。

8回 熱貫流 壁体を通じた伝熱のメカニズムを理
解し、熱貫流率の求め方を学ぶ。

9回 住宅の熱性能 住宅全体としての熱性能、内断熱と
外断熱の
違いについて理解し、熱貫流率の求
め方を学ぶ。

10回 湿り空気と結露 湿り空気の状態値について理解し、
表面結露防止のための壁体熱性能の
求め方を学ぶ。

11回 音環境 音の物理的・心理的特性を理解し、
吸音力の求め方を学ぶ。

12回 音響 遮音・吸音・残響の理論と適切な音
響の理論を理解し，その応用手法を
学ぶ

13回 総合環境性能評価 総合環境性能評価の手法を理解し、
CASBEE、LEED等の指標について
学ぶ。

14回 現代住宅の課題 住宅のエネルギー使用特性、住宅の
省エネルギー基準を理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
まず，シラバスを見て該当するテキストの内容を予習しておくこと。時間内
で行う演習問題で分からなかったことは，十分に復習すること。環境に関連
する新聞記事などにも関心をもつこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学 [改訂４版]』，井上書院

【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習２０％，期末試験８０％で総合して評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
内容が豊富で難しいと感じるようだが，基礎理論は建築，都市の他に応用で
きると考えられる。
【Outline (in English)】
Students will learn the basic theory and technical methods for creating
a comfortable environment based on understanding the characteristics
of the external climate surrounding buildings and cities. Through this
course, students will be able to acquire the fundamental theories and
technical methods to create a sustainable environment regarding heat,
air, light, sound, and water.
Each lesson has a set theme and consists of lectures and exercises on
fundamental theories. Students are expected to understand the lecture
material proactively, perform the exercises, and submit them. First,
students must prepare for the relevant textbook’s contents by referring
to the syllabus. Students are expected to thoroughly review what they
need help understanding in the exercises to be performed during class
time. The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Evaluation will be made comprehensively by 20% for each exercise and
80% for the final examination.

— 351 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
また，技術英文作成に必要となる３
Ｃ（Correct：正確に書く，Clear：
明確に書く，Concise：簡潔に書く）
を理解する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶ
Ｏ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ
文ならびにbe動詞を使うＳＶＣ文の
組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文
ならびに簡潔で便利な動詞を使うＳ
ＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞
ならびに「～を可能にする」「～を許
可する」「～を引き起こす」等の便利
な動詞を使うＳＶＯ文の組み立てを
学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化
ならびに受け身文（受働態）の効果
的な使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前
置詞ならびに助動詞を使う英文表現
を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命
令形ならびに複数の語を関係づける
前置詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加え
る分詞・分詞構文，ならびに２つの
文の共通部分を関係づける関係代名
詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞
や文全体にニュアンスを加える副詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文
表現ならびに英文を読みやすくする
略語・句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）
を使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成に
おけるポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立
てや表現等に関する理解度の定着を
確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を子心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表
してもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
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【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
また，技術英文作成に必要となる３
Ｃ（Correct：正確に書く，Clear：
明確に書く，Concise：簡潔に書く）
を理解する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶ
Ｏ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ
文ならびにbe動詞を使うＳＶＣ文の
組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文
ならびに簡潔で便利な動詞を使うＳ
ＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞
ならびに「～を可能にする」「～を許
可する」「～を引き起こす」等の便利
な動詞を使うＳＶＯ文の組み立てを
学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化
ならびに受け身文（受働態）の効果
的な使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前
置詞ならびに助動詞を使う英文表現
を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命
令形ならびに複数の語を関係づける
前置詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加え
る分詞・分詞構文，ならびに２つの
文の共通部分を関係づける関係代名
詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞
や文全体にニュアンスを加える副詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文
表現ならびに英文を読みやすくする
略語・句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）
を使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成に
おけるポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立
てや表現等に関する理解度の定着を
確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
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【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を子心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表
してもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング X

大友　敬三

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
また，技術英文作成に必要となる３
Ｃ（Correct：正確に書く，Clear：
明確に書く，Concise：簡潔に書く）
を理解する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶ
Ｏ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ
文ならびにbe動詞を使うＳＶＣ文の
組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文
ならびに簡潔で便利な動詞を使うＳ
ＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞
ならびに「～を可能にする」「～を許
可する」「～を引き起こす」等の便利
な動詞を使うＳＶＯ文の組み立てを
学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化
ならびに受け身文（受働態）の効果
的な使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前
置詞ならびに助動詞を使う英文表現
を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命
令形ならびに複数の語を関係づける
前置詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加え
る分詞・分詞構文，ならびに２つの
文の共通部分を関係づける関係代名
詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞
や文全体にニュアンスを加える副詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文
表現ならびに英文を読みやすくする
略語・句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）
を使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成に
おけるポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立
てや表現等に関する理解度の定着を
確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
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・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を子心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表
してもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 90%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
また，技術英文作成に必要となる３
Ｃ（Correct：正確に書く，Clear：
明確に書く，Concise：簡潔に書く）
を理解する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶ
Ｏ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ
文ならびにbe動詞を使うＳＶＣ文の
組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文
ならびに簡潔で便利な動詞を使うＳ
ＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞
ならびに「～を可能にする」「～を許
可する」「～を引き起こす」等の便利
な動詞を使うＳＶＯ文の組み立てを
学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化
ならびに受け身文（受働態）の効果
的な使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前
置詞ならびに助動詞を使う英文表現
を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命
令形ならびに複数の語を関係づける
前置詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加え
る分詞・分詞構文，ならびに２つの
文の共通部分を関係づける関係代名
詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞
や文全体にニュアンスを加える副詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文
表現ならびに英文を読みやすくする
略語・句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）
を使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成に
おけるポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立
てや表現等に関する理解度の定着を
確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
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・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表し
てもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
また，技術英文作成に必要となる３
Ｃ（Correct：正確に書く，Clear：
明確に書く，Concise：簡潔に書く）
を理解する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶ
Ｏ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ
文ならびにbe動詞を使うＳＶＣ文の
組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文
ならびに簡潔で便利な動詞を使うＳ
ＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞
ならびに「～を可能にする」「～を許
可する」「～を引き起こす」等の便利
な動詞を使うＳＶＯ文の組み立てを
学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化
ならびに受け身文（受働態）の効果
的な使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前
置詞ならびに助動詞を使う英文表現
を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命
令形ならびに複数の語を関係づける
前置詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加え
る分詞・分詞構文，ならびに２つの
文の共通部分を関係づける関係代名
詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞
や文全体にニュアンスを加える副詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文
表現ならびに英文を読みやすくする
略語・句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）
を使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成に
おけるポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立
てや表現等に関する理解度の定着を
確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
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【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表し
てもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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LANe200NA（英語 / English language education 200）

テクニカルライティング Y

浅川　英理子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル化の進展に伴い，日本人にとっても英語による国際社会に向けた情
報発信スキル，特に「書く英語」の重要性が増している．本科目では，技術系
業務で必要となる技術英文作成技術（テクニカルライティング）修得に役立
つよう，技術英語の決まりごとや文法事項の分析，英作文演習を通じて，正
確・簡潔・明解な英文を書く基礎力を身につける．
【到達目標】
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．
④複数文を適切に組み立てできる．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP5」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」「DP5」、システムデザ
イン学科ディプロマポリシーのうち「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
・指定教科書に基づく解説については，パワーポイントスライドを使用する．
・指定教科書を使い，Stage１（基本的な英文の組み立て）⇒Stage２（英文
表現の幅の広げ方）⇒Stage３（長文・複数文の組み立て）の順で，正確，簡
潔，明確に英作するためのポイントを例文を交えて解説する．
・英作練習のため，授業中には学生に簡単な口頭発表を求める．
・毎回の授業では，技術英語の単語や英作に関する理解度の定着を図るための
小テストを課す．
・小テストについては，学習支援システムのテスト機能または課題機能を使う
予定とする．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス ・シラバスに基づき，授業計画，授業

運営方法，評価方法等を把握する．
また，技術英文作成に必要となる３
Ｃ（Correct：正確に書く，Clear：
明確に書く，Concise：簡潔に書く）
を理解する．
・実例演習（小テスト）

第2回 ＳＶＯ ・主語が動作や無生物の場合のＳＶ
Ｏ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第3回 ＳＶとＳＶＣ ・主語と動詞だけで構成されるＳＶ
文ならびにbe動詞を使うＳＶＣ文の
組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第4回 remain等のＳＶＣと
万能動詞

・簡潔で明確な動詞を使うＳＶＣ文
ならびに簡潔で便利な動詞を使うＳ
ＶＯ文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第5回 効果的・具体的な他動
詞，便利な他動詞

・ＳＶＯ文を作る上で効果的な動詞
ならびに「～を可能にする」「～を許
可する」「～を引き起こす」等の便利
な動詞を使うＳＶＯ文の組み立てを
学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第6回 時制と受け身 ・英語の時制を明確に表す動詞変化
ならびに受け身文（受働態）の効果
的な使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第7回 数・冠詞と助動詞 ・英語の細かいニュアンスを表す前
置詞ならびに助動詞を使う英文表現
を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第8回 命令形と前置詞 ・具体的な動作を表す動詞を使う命
令形ならびに複数の語を関係づける
前置詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第9回 分詞と関係代名詞 ・形容詞の役割，文全体に説明を加え
る分詞・分詞構文，ならびに２つの
文の共通部分を関係づける関係代名
詞を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第10回 to不定詞と副詞 ・未来志向の to不定詞ならびに動詞
や文全体にニュアンスを加える副詞
を使う英文表現を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第11回 比較と略語・句読点 ・形容詞や副詞の比較級を使う英文
表現ならびに英文を読みやすくする
略語・句読点の使い方を学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第12回 複文構造と文の接続 ・接続詞（等位接続詞，従属接続詞）
を使う複文の組み立てを学ぶ．
・実例演習（小テスト）

第13回 技術英文作成のポイント ・これまでに学んだ技術英語作成に
おけるポイントを振り返る．
・実例演習（小テスト）

第14回 まとめ ・期末試験により，技術英文の組み立
てや表現等に関する理解度の定着を
確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
第2回～第13回授業に共通して，以下の（準備学習），（復習）が必要となり
ます．
（準備学習）
・各回授業に対応する教科書のStageごとの「習得項目」の説明を読んで各回
で学ぶ英作のポイントを把握しておきましょう．
・各回授業に対応する教科書のStage ごとの「例文」を自分で英作してみま
しょう．
・「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語の意味を確認
しましょう．
（復習）
・各回の授業の実例演習（小テスト）で誤った点を教科書等で確認しましょう．
・各回の「習得項目」や「例文」で使われている単語のうち必須英単語暗記し
ましょう．
・授業で取り上げなかった「例文」について，自分で英作しましょう．
・例文について音声がダウンロードできる．これにより音声を再生して視聴し
たり，あるいは口に出して練習して例文を覚えましょう．ダウンロードのサ
イトは．研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各
種資料ダウンロード」のサイトから音声データがダウンロードできます．
（学習時間）
・毎回の授業に関する（準備学習）と（復習）に要する学習時間は，それぞれ
２時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
・中山裕木子著「技術英文の基本を学ぶ例文300」，2020年10月30日初版，
研究社，定価1,800円＋税
【参考書】
・参考書は特に指定しません．
・研究社ホームページ（http://www.kenkyusha.co.jp/）の「音声・各種資料
ダウンロード」にアクセスして指定教科書の300例文の音声をダウンロード
して，音声を聞いて口に出して発音する練習が英文作成技術の修得に効果的
です．
【成績評価の方法と基準】
・本授業における到達目標に対し，以下のように平常点と期末試験により到達
度を測定（点数化）し，100点満点として総合的に成績評価する（60点以上
が合格）．平常点と期末試験の配分は，それぞれ40点，60点とする．
（到達目標と評価の対応）
①技術英語に必須な単語を理解（和→英，英→和）できる．→　平常点5
点＋期末試験10点＝小計15点
②主語，動詞，必要な要素で構成する英文を組み立てできる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
③文法項目を理解して英文表現の幅を広げることができる．→　平常点15
点＋期末試験20点＝小計35点
④複数文を適切に組み立てできる．→平常点5点＋期末試験10点＝小計15点
・平常点には，小テストと発表等が含まれる．
・期末試験とは，テキストやノートを参照しない筆記試験を指す．
・４回以上欠席した場合は，単位取得不可（評価：D）とする．
【学生の意見等からの気づき】
・英作については，基本となる文法事項の役割や英文組立てのプロセス等に重
点を置いた説明を心がける．英作の練習について，学生から解答案を発表し
てもらう等，学生同士や学生と教員との間でコミュニケーションを図る．
【学生が準備すべき機器他】
・教材配布や小テスト等については，学習支援システムを使うので同システム
の操作に充分に慣れておくこと．
・授業中に学習支援システムを使うこともあるので，PC，タブレット，スマー
トフォン等の機器を携行することが望ましい．
・その他，授業に関わる連絡は学習支援システムを利用する．
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【その他の重要事項】
・Xクラス（B3014）を担当する教員（大友）は実務経験教員である．所属機
関で電力施設の耐震性評価に関する研究に従事してきた．研究成果を国際会
議で口頭発表，あるいは英文論文投稿する過程で技術英文作成の経験を積ん
できた．このような経験を講義に反映し，履修学生が実務で技術英語を活用
することを念頭においた講義にしたい．
・英文法の基礎事項（少なくとも，動詞の単・複数形変化、時制変化）につい
て復習しておくことが望ましい．
・質問等については，授業終了後に教室で，あるいは電子メイルで受付ける．
担当教員のメイルアドレス：keizo.ohtomo.td@hosei.ac.jp

【Outline (in English)】
【Course outline】
With growing globalization, worldwide communication skills in English
have become more important for most Japanese. This subject will
cultivate elementary skills for developing concise, clear and correct
English through analysis and exercises on practical technical English.
As a result, registered students will acquire the ability to handle writing
in English which may be required in their careers.
1) You will acquire technical terms in Japanese as well as English.
2) You will develop an English sentence including a subject, a verve, and
other terms.
3) You will digest crucial grammars to improve your technical expression
in English.
4) You will organize multiple English sentences with technical terms
and/or sentence structure for technical English.
【Learning activities outside of classroom】
You are required to tackle the following preparations and reviews
through the second to the thirteenth classes in the schedule.
< Preparation>
1) You should examine specified learning items in the textbook according
to the class schedule to identify crucial issues for technical English.
2) You should independently attempt to develop English sentences listed
as example sentences.
3) You should analyze technical terms specified in the learning items
and the example sentences.
< Review>
1) You should review your mistakes in the small test with reference to
the textbook.
2) You should memorize technical terms involved in example sentences
using word lists in the textbook.
3) You should independently practice English composition for untouched
example sentences in the class.
4) You can download audio files for example sentences employed in
the textbook from http://www.kenkyusha.co.jp/. This will help you to
practice phonetical reading and acquire the example sentences.
< Learning Hours>
1) You should consume generally about two hours for both preparations
and reviews.
【Grading Criteria /Policy】
The supervisor will evaluate your achievement for learning objectives
based on your mark in class participations (allocation: 40%) and scores
in final examination (allocation: 60%), completing your final scores in
the full score of 100%. You will earn the credit if you score equal to or
more than the score of 60%.
< Learning objectives and corresponding evaluations>
1) Acquisition of technical terms in Japanese as well as English: class
participation 5%+final examination 10%= total 15%
2) Development of an English sentence: class participation 15%+final
examination 20%=total 35%
3) Improvement of technical expression in English: class participation
15%+final examination 20%=total 35%
4) Organization of multiple English sentence: class participation
5%+final examination 10%=total 15%
# A mark in class participation includes small tests, responses, and
others.
# Final examination will be conducted without any references notes.
# You will fail to earn the credit if you miss the class more than three
times, your final evaluation being applied Grade D.
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PRI200NA（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

数理統計学

牧野　倫子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
不確実性を有する現象を分析するのに必要な統計学の基礎を学習し，データ
解析を行うことによって，現状の把握，推測，そして意思決定ができること
を目的とする。
【到達目標】
・統計学の基本を習得でき，主な確率分布およびその統計量の求め方を理解で
きる。
・標本データの分析手法を習得し，実際に主な統計量を求め，分析をすること
によって状況把握をすることができる。
・中心極限定理の内容を理解する。
・標本データの統計分析結果より母集団で想定される確率分布のパラメータの
推定手法（点推定、区間推定、仮説検定）を習得し，実際のデータに対して分
析を行うことによって意思決定を行うことができる。
　
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義と学習支援システムの併用で行う。
※事前にオンデマンド教材と資料で予習を行う。
※授業中は学習内容のポイントの説明と演習を行う。
※授業中と学習支援システム上で諸連絡，講義教材掲示，課題提出等を行う。
※授業中およびメールや✓シートの提出によって質問等を行う。
配布資料の内容について演習を交えながら解説し，課題を通じて内容を具体
的に把握する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業概論

データ分析（１）
・母集団と標本の関係やこれから学習
する内容の全体の位置を理解・する。
・データの種類とデータに対する統
計量の意味と求め方を理解する。

2 データ分析（２） 実際のデータに対して分析演習を行
い，理解する。

3 確率 集合と事象，確率と確率空間，確率
の基本性質，加法定理など，もとに
なる確率の基本を復習確認し，事象
の独立性及び従属性，ベイズの定理
について学習し，演習を行うことに
よって理解を深める。

4 確率変数と確率分布
（１）

離散確率変数の代表的な確率分布
（離散一様分布，二項分布，ポアソン
分布）について理解する。

5 確率変数と確率分布
（２）

連続確率変数の代表的な確率分布
（離散一様分布，指数分布，正規分
布）について理解する。

6 確率変数と確率分布
（３）

２変数確率変数について理解する。

7 テスト１，まとめと解説 第１～６回の講義内容に関するテス
トを実施する。

8 中心極限定理 多次元正規分布について学習し，中
心極限定理の内容を理解する。

9 点推定 確率分布のパラメータの点推定法で
あるモーメント法と最尤法について
学習し，データに対して適切な推定
量を求めることができる。

10 統計解析に必要な確率
分布

正規分布より誘導される分布（カイ2
乗分布，ｔ分布，F分布）について理
解する。

11 区間推定 確率分布のパラメータの信頼区間の
構成方法を理解する。

12 仮説検定 統計的仮説検定の考え方を理解する。
また、いくつかの有名な母数の検定
方法について学ぶ。

13 統計数値実験 中心極限定理の内容をExcelで乱数
を発生させる数値実験を行うことに
よって本講義の学習内容を確認する。

14 テスト２，まとめと解説 第８～１３回の講義内容に関するテ
ストを実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
★事前に公開した講義教材を読んで予習する。
★講義中に講義内容と確認演習を確認し，課題を行う。
★課題の解答を確認し，質問等があったら講義中あるいは✓シートにて連絡
する。
★実際のデータに対してエクセルを用いて解析をし，考察の仕方を学習する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
※学習支援システムに公開する教材を利用する。
【参考書】
・授業の内容を復習するのに使用するといいでしょう。お勧めの本は以下の通
りです。
★統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編　東京大学出版会　2004年）
★統計学演習（村上正康，安田正賓　共著　培風館　2010年）
★統計学基礎（統計検定３級・２級対応）　日本統計学会
★統計学の基礎　（栗栖　忠　他　裳華房　2017年）
【成績評価の方法と基準】
テスト１：４０パーセント
テスト２：４０パーセント。
課題・レポート課題：２０パーセント。
【学生の意見等からの気づき】
モチベーション維持に留意する。基礎事項をしっかりと習得し理解した上で，
具体的な例での対応方法を身につける。
【学生が準備すべき機器他】
パソコンにてエクセルの関数計算ができ，統計解析（基本統計量）が使用で
きる状態にしておくのが望ましい。
講義連絡および資料配布・課題提出・質問等のやり取りに学習支援システム
を利用する予定。オンデマンド教材の配布は，学習支援システムとGoogleド
ライブを使用する予定。
【その他の重要事項】
今まで学習した確率統計および，微分積分の教科書等の復習をしておくことが
望ましい。電力会社などと合同研究を行って，実際のデータ処理分析を行っ
た経験がある教員が，その経験を活かし必要な基礎事項を講義する。
【Outline (in English)】
In this course we will learn the basics of statistics in order to analyze
uncertain phenomena. The objectives are to be able to understand and
hypothesize about the present condition and perform decision-making.
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PRI200NA（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

数理統計学

牧野　倫子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
不確実性を有する現象を分析するのに必要な統計学の基礎を学習し，データ
解析を行うことによって，現状の把握，推測，そして意思決定ができること
を目的とする。
【到達目標】
・統計学の基本を習得でき，主な確率分布およびその統計量の求め方を理解で
きる。
・標本データの分析手法を習得し，実際に主な統計量を求め，分析をすること
によって状況把握をすることができる。
・中心極限定理の内容を理解する。
・標本データの統計分析結果より母集団で想定される確率分布のパラメータの
推定手法（点推定、区間推定、仮説検定）を習得し，実際のデータに対して分
析を行うことによって意思決定を行うことができる。
　
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義と学習支援システムの併用で行う。
※事前にオンデマンド教材と資料で予習を行う。
※授業中は学習内容のポイントの説明と演習を行う。
※授業中と学習支援システム上で諸連絡，講義教材掲示，課題提出等を行う。
※授業中およびメールや✓シートの提出によって質問等を行う。
配布資料の内容について演習を交えながら解説し，課題を通じて内容を具体
的に把握する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業概論

データ分析（１）
・母集団と標本の関係やこれから学習
する内容の全体の位置を理解・する。
・データの種類とデータに対する統
計量の意味と求め方を理解する。

2 データ分析（２） 実際のデータに対して分析演習を行
い，理解する。

3 確率 集合と事象，確率と確率空間，確率
の基本性質，加法定理など，もとに
なる確率の基本を復習確認し，事象
の独立性及び従属性，ベイズの定理
について学習し，演習を行うことに
よって理解を深める。

4 確率変数と確率分布
（１）

離散確率変数の代表的な確率分布
（離散一様分布，二項分布，ポアソン
分布）について理解する。

5 確率変数と確率分布
（２）

連続確率変数の代表的な確率分布
（離散一様分布，指数分布，正規分
布）について理解する。

6 確率変数と確率分布
（３）

２変数確率変数について理解する。

7 テスト１，まとめと解説 第１～６回の講義内容に関するテス
トを実施する。

8 中心極限定理 多次元正規分布について学習し，中
心極限定理の内容を理解する。

9 点推定 確率分布のパラメータの点推定法で
あるモーメント法と最尤法について
学習し，データに対して適切な推定
量を求めることができる。

10 統計解析に必要な確率
分布

正規分布より誘導される分布（カイ2
乗分布，ｔ分布，F分布）について理
解する。

11 区間推定 確率分布のパラメータの信頼区間の
構成方法を理解する。

12 仮説検定 統計的仮説検定の考え方を理解する。
また、いくつかの有名な母数の検定
方法について学ぶ。

13 統計数値実験 中心極限定理の内容をExcelで乱数
を発生させる数値実験を行うことに
よって本講義の学習内容を確認する。

14 テスト２，まとめと解説 第８～１３回の講義内容に関するテ
ストを実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
★事前に公開した講義教材を読んで予習する。
★講義中に講義内容と確認演習を確認し，課題を行う。
★課題の解答を確認し，質問等があったら講義中あるいは✓シートにて連絡
する。
★実際のデータに対してエクセルを用いて解析をし，考察の仕方を学習する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
※学習支援システムに公開する教材を利用する。
【参考書】
・授業の内容を復習するのに使用するといいでしょう。お勧めの本は以下の通
りです。
★統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編　東京大学出版会　2004年）
★統計学演習（村上正康，安田正賓　共著　培風館　2010年）
★統計学基礎（統計検定３級・２級対応）　日本統計学会
★統計学の基礎　（栗栖　忠　他　裳華房　2017年）
【成績評価の方法と基準】
テスト１：４０パーセント
テスト２：４０パーセント。
課題・レポート課題：２０パーセント。
【学生の意見等からの気づき】
モチベーション維持に留意する。基礎事項をしっかりと習得し理解した上で，
具体的な例での対応方法を身につける。
【学生が準備すべき機器他】
パソコンにてエクセルの関数計算ができ，統計解析（基本統計量）が使用で
きる状態にしておくのが望ましい。
講義連絡および資料配布・課題提出・質問等のやり取りに学習支援システム
を利用する予定。オンデマンド教材の配布は，学習支援システムとGoogleド
ライブを使用する予定。
【その他の重要事項】
今まで学習した確率統計および，微分積分の教科書等の復習をしておくことが
望ましい。電力会社などと合同研究を行って，実際のデータ処理分析を行っ
た経験がある教員が，その経験を活かし必要な基礎事項を講義する。
【Outline (in English)】
In this course we will learn the basics of statistics in order to analyze
uncertain phenomena. The objectives are to be able to understand and
hypothesize about the present condition and perform decision-making.
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DES300NA（デザイン学 / Design science 300）

タウンマネジメント

藤澤　浩子、土屋　愛自

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の１つであるタウンマネジメ
ントについて学ぶことをねらいとする。そのために、タウンマネジメントを
担うステークホルダー (NPO等)、全国で展開している様々なタウンマネジメ
ントの事例について理解を深めつつその課題やまちづくり手法を学ぶ。また、
演習を通じて具体的な政策立案方法についても取り組む。
【到達目標】
市民参加のまちづくりを実践するためのマネージメント手法を習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は実社会で活躍されている２名の講師を加えて進める．住民参加，NPO
活動及び行政の視点からのタウンマネージメントの手法や問題点を明らかにし，
住民参加によるまち育ての方向性を講義する。また、課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

タウンマネージメント
についての概略

タウンマネージメントの概念と必要
性について理解する。

2 まちの価値を高めるタウ
ンマネジメントについて

タウンマネジメントの発展経緯と基
本的な考え方や仕組みについて理解
する。

3 タウンマネジメントの
新たな潮流について

法的位置づけ（都市再生特別措置
法）、P-PFI等によるマネジメント制
度を理解する。

4 タウンマネジメントの
演習

タウンマネジメントについて、3つの
ケーススタディに取り組む。

5 タウンマネジメントの
管理形態について

指定管理者制度の変遷と課題等につ
いて理解する。

6 NPO法人によるタウン
マネジメント総括

NPO法人の活動のバリエーション、
最新動向及び諸課題、今後の展望

7 自治体の視点からのタ
ウンマネジメントの概
要について

都市の魅力アップと都市マネジメン
トについての解説

8 自治体の視点からのマネ
ジメント事例について

都市施設のマネジメント、都市イン
フラのマネジメント事例

9 タウンマネジメントの
先進的な取り組み

日本版BIDの概要、都市まるごとマ
ネジメント事例（富山市）

10 タウンマネジメントの
先進的な取り組みと課
題について

インフラとセットのマネジメント事
例（神戸市、船橋市、長岡市）の事例

11 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（拠点開発型）

タウンマネージメントを補完する国
の制度，拠点開発型タウンマネージ
メントの事例

12 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（官民連携型）

タウンマネージメントの官民連携事
例（横浜市・さいたま市）

13 提出課題の発表 発表の進め方
提出課題の発表

14 タウンマネジメント講
義の総括

タウンマネジメント講義の総括
提出課題の発表
課題の講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習
2. まち育てについて事例を把握しレポート作成
3. HPなどで事例検索
4. 演習課題をまとめる
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとに資料を配布する

【参考書】
・「まちの価値を高めるエリアマネジメント」小林重敬＋一般財団法人森記念
財団（学芸出版社）
・「都市づくり戦略とプロジェクトマネジメント」岸田比呂志・卯月盛夫（学
芸出版社）
・「縮小まちづくりー成功と失敗の分かれ目」米山秀隆（時事通信出版局）
・「エリアマネジメント・ケースメソッド」（官民連携による地域経営の教科書）
学芸出版社
【成績評価の方法と基準】
２つのテーマに関する提出レポート・発表により評価する．演習課題未提出
者は評価対象外となるので要注意
レポート 85％
演習課題　15％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から自治体の取り組むまちづくりについて実践的な講義を行う。（土屋）
NPO法成立以前から主にNPO支援分野で活動を続け、現在も複数のNPO
で役員を務めている経験を活かし、実践知と最新動向を踏まえた講義を行う。
（藤澤）
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study on the town
management, which is one of the policy for the creation of a sustainable
city. This course deals with basic concepts of various domestic town
management cases (including Nonprofit Organization as leaders), a
problem and town planning method. It also enhances actual way of
policy making through the course. Please refer to the schedule for
detailed information.
【Leaning Objectives】
To acquire management method of citizen participation for urban
development.
【Learning activities outside of classroom】
1. Review what was learned in the class.
2. Learning example of urban growing, and preparing report.
3. Browsing web page for further learning.
4. Complete exercises.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated by a report and 3 exercises.
Report 85%
Exercises 15%
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開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の１つであるタウンマネジメ
ントについて学ぶことをねらいとする。そのために、タウンマネジメントを
担うステークホルダー (NPO等)、全国で展開している様々なタウンマネジメ
ントの事例について理解を深めつつその課題やまちづくり手法を学ぶ。また、
演習を通じて具体的な政策立案方法についても取り組む。
【到達目標】
市民参加のまちづくりを実践するためのマネージメント手法を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は実社会で活躍されている２名の講師を加えて進める．住民参加，NPO
活動及び行政の視点からのタウンマネージメントの手法や問題点を明らかにし，
住民参加によるまち育ての方向性を講義する。また、課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

タウンマネージメント
についての概略

タウンマネージメントの概念と必要
性について理解する。

2 まちの価値を高めるタウ
ンマネジメントについて

タウンマネジメントの発展経緯と基
本的な考え方や仕組みについて理解
する。

3 タウンマネジメントの
新たな潮流について

法的位置づけ（都市再生特別措置
法）、P-PFI等によるマネジメント制
度を理解する。

4 タウンマネジメントの
演習

タウンマネジメントについて、3つの
ケーススタディに取り組む。

5 タウンマネジメントの
管理形態について

指定管理者制度の変遷と課題等につ
いて理解する。

6 NPO法人によるタウン
マネジメント総括

NPO法人の活動のバリエーション、
最新動向及び諸課題、今後の展望

7 自治体の視点からのタ
ウンマネジメントの概
要について

都市の魅力アップと都市マネジメン
トについての解説

8 自治体の視点からのマネ
ジメント事例について

都市施設のマネジメント、都市イン
フラのマネジメント事例

9 タウンマネジメントの
先進的な取り組み

日本版BIDの概要、都市まるごとマ
ネジメント事例（富山市）

10 タウンマネジメントの
先進的な取り組みと課
題について

インフラとセットのマネジメント事
例（神戸市、船橋市、長岡市）の事例

11 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（拠点開発型）

タウンマネージメントを補完する国
の制度，拠点開発型タウンマネージ
メントの事例

12 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（官民連携型）

タウンマネージメントの官民連携事
例（横浜市・さいたま市）

13 提出課題の発表 発表の進め方
提出課題の発表

14 タウンマネジメント講
義の総括

タウンマネジメント講義の総括
提出課題の発表
課題の講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習
2. まち育てについて事例を把握しレポート作成
3. HPなどで事例検索
4. 演習課題をまとめる

本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとに資料を配布する
【参考書】
・「まちの価値を高めるエリアマネジメント」小林重敬＋一般財団法人森記念
財団（学芸出版社）
・「都市づくり戦略とプロジェクトマネジメント」岸田比呂志・卯月盛夫（学
芸出版社）
・「縮小まちづくりー成功と失敗の分かれ目」米山秀隆（時事通信出版局）
・「エリアマネジメント・ケースメソッド」（官民連携による地域経営の教科書）
学芸出版社
【成績評価の方法と基準】
２つのテーマに関する提出レポート・発表により評価する．演習課題未提出
者は評価対象外となるので要注意
レポート 85％
演習課題　15％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から自治体の取り組むまちづくりについて実践的な講義を行う。（土屋）
NPO法成立以前から主にNPO支援分野で活動を続け、現在も複数のNPO
で役員を務めている経験を活かし、実践知と最新動向を踏まえた講義を行う。
（藤澤）
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study on the town
management, which is one of the policy for the creation of a sustainable
city. This course deals with basic concepts of various domestic town
management cases (including Nonprofit Organization as leaders), a
problem and town planning method. It also enhances actual way of
policy making through the course. Please refer to the schedule for
detailed information.
【Leaning Objectives】
To acquire management method of citizen participation for urban
development.
【Learning activities outside of classroom】
1. Review what was learned in the class.
2. Learning example of urban growing, and preparing report.
3. Browsing web page for further learning.
4. Complete exercises.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated by a report and 3 exercises.
Report 85%
Exercises 15%
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開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義は持続可能な都市を構築するための政策の１つであるタウンマネジメ
ントについて学ぶことをねらいとする。そのために、タウンマネジメントを
担うステークホルダー (NPO等)、全国で展開している様々なタウンマネジメ
ントの事例について理解を深めつつその課題やまちづくり手法を学ぶ。また、
演習を通じて具体的な政策立案方法についても取り組む。
【到達目標】
市民参加のまちづくりを実践するためのマネージメント手法を習得する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義は実社会で活躍されている２名の講師を加えて進める．住民参加，NPO
活動及び行政の視点からのタウンマネージメントの手法や問題点を明らかにし，
住民参加によるまち育ての方向性を講義する。また、課題等の提出・フィー
ドバックは「学習支援システム」を通じて行う予定です。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

タウンマネージメント
についての概略

タウンマネージメントの概念と必要
性について理解する。

2 まちの価値を高めるタウ
ンマネジメントについて

タウンマネジメントの発展経緯と基
本的な考え方や仕組みについて理解
する。

3 タウンマネジメントの
新たな潮流について

法的位置づけ（都市再生特別措置
法）、P-PFI等によるマネジメント制
度を理解する。

4 タウンマネジメントの
演習

タウンマネジメントについて、3つの
ケーススタディに取り組む。

5 タウンマネジメントの
管理形態について

指定管理者制度の変遷と課題等につ
いて理解する。

6 NPO法人によるタウン
マネジメント総括

NPO法人の活動のバリエーション、
最新動向及び諸課題、今後の展望

7 自治体の視点からのタ
ウンマネジメントの概
要について

都市の魅力アップと都市マネジメン
トについての解説

8 自治体の視点からのマネ
ジメント事例について

都市施設のマネジメント、都市イン
フラのマネジメント事例

9 タウンマネジメントの
先進的な取り組み

日本版BIDの概要、都市まるごとマ
ネジメント事例（富山市）

10 タウンマネジメントの
先進的な取り組みと課
題について

インフラとセットのマネジメント事
例（神戸市、船橋市、長岡市）の事例

11 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（拠点開発型）

タウンマネージメントを補完する国
の制度，拠点開発型タウンマネージ
メントの事例

12 プロジェクト対応型の
タウンマネジメント事
例（官民連携型）

タウンマネージメントの官民連携事
例（横浜市・さいたま市）

13 提出課題の発表 発表の進め方
提出課題の発表

14 タウンマネジメント講
義の総括

タウンマネジメント講義の総括
提出課題の発表
課題の講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 復習
2. まち育てについて事例を把握しレポート作成
3. HPなどで事例検索
4. 演習課題をまとめる
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　講義ごとに資料を配布する
【参考書】
・「まちの価値を高めるエリアマネジメント」小林重敬＋一般財団法人森記念
財団（学芸出版社）
・「都市づくり戦略とプロジェクトマネジメント」岸田比呂志・卯月盛夫（学
芸出版社）
・「縮小まちづくりー成功と失敗の分かれ目」米山秀隆（時事通信出版局）
・「エリアマネジメント・ケースメソッド」（官民連携による地域経営の教科書）
学芸出版社
【成績評価の方法と基準】
２つのテーマに関する提出レポート・発表により評価する．演習課題未提出
者は評価対象外となるので要注意
レポート 85％
演習課題　15％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【その他の重要事項】
現在、政令市（さいたま市）に勤務し、都市計画部門を所掌している。自身の
経験から自治体の取り組むまちづくりについて実践的な講義を行う。（土屋）
NPO法成立以前から主にNPO支援分野で活動を続け、現在も複数のNPO
で役員を務めている経験を活かし、実践知と最新動向を踏まえた講義を行う。
（藤澤）
【Outline (in English)】
【Course outline】 The aim of this course is to study on the town
management, which is one of the policy for the creation of a sustainable
city. This course deals with basic concepts of various domestic town
management cases (including Nonprofit Organization as leaders), a
problem and town planning method. It also enhances actual way of
policy making through the course. Please refer to the schedule for
detailed information.
【Leaning Objectives】
To acquire management method of citizen participation for urban
development.
【Learning activities outside of classroom】
1. Review what was learned in the class.
2. Learning example of urban growing, and preparing report.
3. Browsing web page for further learning.
4. Complete exercises.
This class needs 4hours of preparation and reviewing for each content.
【Grading Criteria/Policy】
To be evaluated by a report and 3 exercises.
Report 85%
Exercises 15%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

デザインスタジオ３

森　元気、赤松　佳珠子、坂野　由典、岩佐　明彦、津野　恵美子、相坂　研介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、図面・模型の製作を通じて、具体的な課題に取り組み、設計の
プロセスを体験的に学んでいく。
【到達目標】
・建築の基本的な構成要素を理解し，その操作で空間を形成する技術を身につ
ける
・プログラムと必要諸室の対応を理解する
・個人と集団から規定されるスケール感を身につける
・各種構造の特性を理解し適正に適用する．
・必要な建築設備を理解する
・周辺地域の多様性を理解し，調和する技術を身につける
・ダイアグラムでプログラムや関係諸室を表現する技術を身につける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
前半の課題では住空間を題材に床、壁、天井の基本構成について学ぶ。
後半はスタジオ形式とする。前半で学んだ手法を活かしながら、幼稚園を題
材にそれらの「場の集合」に関わるスタディを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第1課題「床、壁、天井

による構成」
(1)パビリオン

全体ガイダンス、テーマの主旨と作
品制作

2 第1課題「床、壁、天井
による構成」
(2)高低差を組み込んだ
パビリオン

グループでのエスキスに加え、選抜
者がスタディ模型を用いて構想の発
表を行う。

3 第1課題「床、壁、天井
による構成」
(3)住宅

選抜者が自案の発表を行い、これを
題材に講評を行う。
ここまでの課題を発展させる形で住
宅を構想する課題が出される。

4 第1課題「床、壁、天井
による構成」
(3)住宅

エスキース
　全体構想、スタディ模型
　平面、断面計画

5 第1課題の作品提出と
講評
第2課題「幼稚園」
の出題

全体講評会
選抜者が自案の発表を行い、これを
題材に講評を行う。
第2課題の出題と説明。
テーマのとらえ方について
敷地の検証

6 第2課題「幼稚園」 エスキース1
基本構想、空間イメージ、ヴォ
リュームスタディなど

7 第2課題「幼稚園」 エスキース2
配置計画、ゾーニング、動線計画など

8 第2課題「幼稚園」 エスキース3
平面計画、断面計画、構造計画など

9 第2課題「幼稚園」 中間発表
スケッチ、模型によるプレゼンテー
ション
提出物は指導教員の指示による。

10 第2課題「幼稚園」 エスキース4
立面計画、家具配置、外構計画など
の詳細検討

11 第2課題「幼稚園」 エスキース5
内観・外観のスタディ
最終チェックプレゼンテーションの
作成

12 第2課題「幼稚園」 スタジオレビュー
各スタジオで講評会を行う

13 第2課題「幼稚園」 作品提出、ファイナルレビュー
各スタジオの代表作品を持寄り合同
講評会を公開で行う

14 第2課題「幼稚園」 ポストレビュー
各スタジオの指導教員の指示による

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
雑誌などから事例や参考例を探すだけではなく、実際に建築を訪れてその空
間を体験することが重要である。また、頭の中だけで構想しても良い作品は
生まれない。スケッチやスタディ模型など手を動かして、アイデアを具体化
するプロセスを繰り返して行うことが望ましい。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に教科書は定めないが、必要な資料は適宜配布する。
【参考書】
「コンパクト建築設計資料集成」丸善
「コンパクト建築設計資料集成「住居」」丸善
「保育園・幼稚園・こども園の設計手法」学芸出版
「こどもとおとなの空間デザイン」産学社
「保育園・幼稚園１～３（建築設計資料）」建築思潮研究所
「住宅特集」、「新建築」、「GA HOUSE」などの各建築雑誌
ほか、授業時に適宜紹介
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。エ
スキースによる案の深化、発展度合いは重要な評価対象となる。
配分：第1課題40％、第2課題60％
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
後半はスタジオに分かれるが、進捗等でスタジオ毎で差が生じないように担
当教員間で密に連携をとっている。
【学生が準備すべき機器他】
提出時には提出物を IAEサーバー等に各自がアップするため、貸与パソコン
などが必要である。
【その他の重要事項】
・課題に関連した領域を扱う「建築計画１」（AB期木曜２限）を併せて履修す
ることが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・IAEにレポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違
える学生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
In this class, students will learn the process of designing by making
drawings and models, and tackling specific problems.
[Learning Objectives]
To understand the basic components of architecture and acquire the
skills to form a space by manipulating them.
To understand the correspondence between the program and necessary
rooms.
To acquire a sense of scale defined by the individual and the group.
Understand the characteristics of various structures and apply them
appropriately.
Understand the necessary building equipment.
Understand the diversity of the surrounding area and acquire skills to
harmonize with it.
To acquire skills to express programs and related rooms by using
diagrams.
[Learning activities outside of classroom]
It is important not only to look for examples and references from
magazines and other sources, but also to actually visit architectural
structures and experience their spaces. Also, good works cannot be
created if they are conceived only in the mind. It is advisable to repeat
the process of materializing ideas through sketches and study models.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Comprehensive evaluation will be made on the final presentation based
on the esquisse and interim presentation. The degree of depth and
development of the proposal based on the essay will be an important
evaluation target.
Distribution: 40% for the first assignment, 60% for the second
assignment
More than 4 unexcused absences will not be graded.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

デザインスタジオ４

下吹越　武人、榮家　志保、岩佐　明彦、福留　愛、池田　賢、青木　弘司

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、図面・模型の製作を通じて、具体的な課題に取り組み、設計の
プロセスを体験的に学んでいく。また、グループ課題を通して、チームワー
クにおけるコミュニケーション能力を培う。
【到達目標】
・抽象的な概念を空間化する能力を養う
・想定される行動場面に対して適正な空間を作り出す技術を身につける
・空間的アイデアを構法計画に還元して検討する
・環境負荷低減の観点から建築を検討する
・空間の特徴を定性的・定量的に評価する技術を身につける
・敷地周辺地域の特徴を抽出しレイヤー的に理解する
・グループワークを効果的・効率的に行う方法を身につける
・空間を表現・伝達する技術を身につける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
デザインスタジオ3に引続き、2つの設計課題を通じて、図面と模型による建
築設計を学ぶ。第1課題はグループリサーチを行い、第2課題は個人課題とす
る。毎週のエスキスから得られるフィードバックを積み重ねながら案を発展
させる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 第1課題出題

「現代建築ビジターセン
ター」

・全体ガイダンス
・課題説明、グループディスカッショ
ン

2 リサーチ中間報告
（クラス毎）

・各グループの進捗状況を発表
・グループ間でリサーチ内容の共有
化を図る

3 リサーチ発表
（全体）

・リサーチ結果の報告および空間デ
ザインの構想を発表

4 エスキース1 ・模型、図面によるスタディチェック
・空間構想、イメージをスケッチや模
型にまとめる
コンセプトスタディ
配置・平面、断面検討

5 エスキース2 ・デザインデベロップメント
・エスキースを図面にまとめる
・プレゼンテーション検討

6 ・合同講評会
・第2課題出題
「都市の文化拠点」

・選抜者が自案の発表を行い、これを
題材に共通の問題点などの講評を
行う
・第2課題出題と説明

7 企画のプレゼンテー
ション

・現地視察報告と提案及び企画シー
ト作成

8 エスキース1 ・構想案をつくる
・模型、スケッチによるスタディ
チェック

9 エスキース2 ・エスキースを図面にまとめる
・平面、断面、スタディ模型

10 第2課題中間提出 ・クラス発表および講評
11 エスキース3 ・中間発表の講評をフィードバック

し、案の更なる発展を試みる
・プレゼンテーションの検討

12 クラス内レビュー ・図面チェック
・クラス内発表

13 ファイナルレビュー ・第2課題の選抜作品の発表、講評
・各スタジオの代表作品を持寄り、講
評会を公開で行う

14 卒業設計演習（1月後半）・4年生の卒業設計に参加することで
卒業設計の意味や大きなプロジェク
トの制作進行に伴う問題点などを実
体験の中で理解する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
敷地に立ち、調査し考えを深める。
自らのスケッチブックの上でエスキースを重ねる─建築をまとめ上げる試行
錯誤の繰り返し─。
適切な視覚的表現方法を探る。
チーム内や友人とのディスカッションを重ね、提案の強度を高める。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。
【参考書】
建築設計資料集成（丸善），建築製図 (朝倉書店)，各種建築専門雑誌。
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。エ
スキースによる案の深化、発展度合いは重要な評価対象となる。
配分：第1課題30％、第2課題70％。
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
現在活躍している一級建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習
指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course students will experience the process of design while
developing their field of study, through the creation of diagrams
and models. In addition, during group classes students will gain
communication skills through teamwork.
[Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
・Cultivate the ability to spatialize abstract concepts
・Acquire techniques to create appropriate spaces for expected behav-
ioral situations
・Think about space ideas by going back to architectural plans
・Consider architecture from the perspective of reducing environmental
impact
・Learn how to qualitatively and quantitatively evaluate the character-
istics of space
・Extract the characteristics of the area around the site and understand
it hierarchically
・Learn how to do group work effectively and efficiently
・ Acquiring the ability to express and convey space
[Learning activities outside of classroom]
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than eight hours
for a class.
[Grading Criteria /Policy]
Comprehensive evaluation of final presentation work based on esquisse
and interim presentations. The degree of development of the design by
Esquisse are important evaluation targets.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
First assignment: 30%、Second assignment : 70%
Four or more unexcused absences will not be considered for grade.

— 370 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

デザインスタジオ５

下吹越　武人、山道　拓人、山田　紗子、御手洗　龍

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年AB期のデザインスタジオではA期とB期に分けて2つの課題に取り組む。
A期は集住について、B期は次世代型図書館に関連したテーマを元に4ユニッ
トからそれぞれ課題が出題され、スタジオワークにより少人数教育を行う（原
則として各ユニット15人以下）。計画分野のゼミナールを希望する学生は、履
修しておかねばならない科目である。
【到達目標】
・コンセプチュアルに考える方法を身につける
・都市の成り立ちからコンテクストを読み取る技術を身につける
・都市の一部として建築を構想する
・社会的問題群を認識し，建築的回答を構想する
・デジタルツールの基本操作を身につける
・空間の特性をエンジニアリング的着想から創造する
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポロシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業の概要＜1）デザインスタジオ5＋6の位置付け：「ポートフォリオの充
実・卒業設計に連なるもの」デザインスタジオ5＋6はデザインスタジオ1か
ら4で培われてきた建築設計の基本的な素養をさらに発展させるための科目で
ある。したがって、将来建築設計の分野をめざす学生諸君はもとより他分野
を志望する人も是非履修してほしい。（就職のための）ポートフォリオにいれ
ることができるのは学部卒の場合3年生の作品までなので,今年度のきみの努
力は（就職試験の選考過程で）君が社会からどう評価されるかにも決定的な
意味をもつだろう。4年生には卒業設計という大きな関門が控えているが、大
学3年でこの科目を履修せずに1年間のブランクをもつことは卒業設計という
必修科目の履修には好ましくないのはいうまでもないことである。
2）これまでのデザインスタジオの評価が芳しくないという君へ：これまでの
デザインスタジオで良い評価を受けていないからと言ってあきらめるのはま
だ早い。たった2年間の試みで建築設計への自分の能力を判定してしまうのは
早計である。異なった教師からは異なった評価を受ける場合もあるのだから、
ここでもう一度「設計」に挑戦してみることで将来への展望が開けるかもしれ
ない。ただし、自分の手を徹底的に動かさなくては優れた作品は生まれてこ
ないという設計の永遠の真理は常に存在する。怠け者は上達しない。ちょっ
とセンスがいいだけでは直ぐ行き詰まる。毎週のエスキスの積み重ねが案を
飛躍させる最良の策であることは言うまでもない。努力を惜しまない者しか
残れないというのもまた確かである。
３）それぞれのユニット・インスタラクターによって敷地や課題の詳細は異
なるから、自分が興味あるインストラクターについて自分の興味のある課題
にチャレンジする機会が与えられる（ユニット選択は抽選となる）。各インス
タラクターがそれぞれの課題の趣旨を説明するガイダンスには必ず出席する
こと。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、前半課題課

題説明、ユニット分け
・第１課題は「居住」をテーマとした
複数課題から選択して取り組む。
・事前調査のポイントやコンセプト
の作り方などについて指導する。

2 前半課題クラス別指導
（エスキース１）

・事例研究、敷地調査についての発表
と討議。敷地模型をグループで制作
する。
・各自がコンセプト、設計イメージを
発表し、指導を受ける。設計イメー
ジはビジュアルな表現で製作する。

3 前半課題クラス別指導
（エスキース２）

・イメージ模型を作成。敷地との関
係性を検討すると同時に、プログラ
ムの自律性についても確認する。
・建物規模、ゾーニング、断面構成、
動線計画の検討。

4 中間講評会 ・平面図、断面図、立面図という基本
図面を描いてみることで、コンセプ
トやイメージを具体化する。

5 前半課題クラス別指導
（エスキース３）

・中間講評会の指摘を踏まえたデザ
インの展開とその確認。
・設計図面の正確な描き方を学ぶ

6 前半課題クラス別指導
（エスキース４）　

・最終のエスキスチェックを行う。
プレゼンテーションを行うにあたっ
てのコンセプトの表現を検討。

7 全体講評会 ・優秀作品の発表を通じてこれを題材
に共通の問題点などの講評を受ける。

8 後半課題課題説明、ユ
ニット分け、関連特別講
義

・第1課題と同様に、複数の設計課題
の中から、それぞれの学生の希望で
ひとつのユニットを選択する。・関
連特別講義によって課題主旨の理解
を深める。

9 後半課題クラス別指導
（エスキース１）

・事例研究、敷地調査についての発表
と討議。敷地模型をグループで制作
する。
・各自がコンセプト、設計イメージを
発表し、指導を受ける。

10 後半課題クラス別指導
（エスキース２）

・イメージ模型を作成。敷地との関
係性を検討すると同時に、プログラ
ムの自律性についても確認する。
・建物規模、ゾーニング、断面構成、
動線計画、構造計画の検討。

11 中間講評会
Pinboard Review

・図面と模型を用いて設計中の建物
を説明することで、自分の設計アイ
デアに客観性をあたえる。
・Pinboardを用いて、学生主体の第
1課題講評会を行う。

12 後半課題クラス別指導
（エスキース３）

・中間講評時の講評を踏まえたデザ
インの展開とその確認。
・詳細図と基本図の違いなどを学ぶ。

13 後半課題クラス別指導
（エスキース４）

・最終のエスキスチェックを行う。
プレゼンテーションを行うにあたっ
てのコンセプトの表現を検討。

14 最終講評会 ・優秀作品の発表を通じて、これを題
材に共通の問題点などの講評を受け
る。他学年の設計担当教員からも講
評を受ける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本学では大学院スタジオ以外は個人専用のデスクのある「スタジオ」型では
なく授業時に製図室で作業を行なう方式をとっているので、自宅での図面制
作や模型制作は必須となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
建築設計資料集成（丸善），建築計画教科書、都市計画教科書（彰国社）。
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。毎
週それぞれのスタジオインストラクターのもとでどのように作品制作に取り
組んだかが評価の対象となる。
配分：第1課題50％、第2課題50％。
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
3年生からは図面のCAD提出も認められるので、CADやCGの自己学習が求
められる。
【その他の重要事項】
現在活躍している一級建築士が、自身の経験を活かし建築設計に関する実習
指導を行う。
【Outline (in English)】
The 3rd year A/B semester Design Studio course is separated into A
and B semesters. The theme of the A semester is “Collective housing
+ α”, while B is a centered around the theme “libraries of the future”,
following the subjects introduced in Unit 4. Studio work classes will
have a limited number of participants (as a rule no more than 15 per
unit). Students who wish to attend seminars for project-based subjects
must enroll in this course.
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[Learning Objectives]
By the end of the course, students should be able to do the followings:
・Learning how to think conceptually
・ Acquire the skill to read the context from the origin of the city
・Conceive architecture as part of the city
・Recognize social problems and conceive architectural solutions
・ Acquire basic operation of digital tools
・Creating spatial characteristics from engineering ideas
[Learning activities outside of classroom]
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than eight hours
for a class.
[Grading Criteria /Policy]
Comprehensive evaluation of final presentation work based on esquisse
and interim presentations. Each week, students will be evaluated on
how they worked on their work under the discussion with each studio
instructor.
Final grade will be calculated according to the following process First
assignment (50%), Second assignment (50%).
Four or more unexcused absences will not be considered for grade.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

デザインスタジオ６

赤松　佳珠子、渡邉　健介、仲　俊治、平井　政俊

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
3年CD期のデザインスタジオはデザインスタジオの最終段階と位置づけられ
る。そのため建築だけでなく建築と既存の都市、建築とランドスケープなど
のように建築と他分野との接点をもつような課題設定も含まれている。大き
く前半と後半に分けているが、１学期間を通じてひとつの設計テーマを継続
的に追求する。今年度は学校が周囲の地域の核となることを意図して、地域
の拠点としての学校をテーマとする。ただしこの課題では自己の母校をテー
マにするので個人ごとの問題解決が求められる。この学期ではスタディ模型
やスケッチ作成によりザイン・コンセプトを短時間で作り出す能力を育成す
るだけでなく、正確な図面を描く方法や詳細図についても学ぶ。学生は自分
の興味や関心に合ったクラスを希望選択することができる。クラス分けのあ
とではスタジオワークにより少人数教育を行う（各クラス15人以下）。計画分
野のゼミナールを希望する学生は、履修しておかねばならない科目である。
【到達目標】
・社会的問題群を認識し，建築的回答を構想する
・地域の物理的・社会的資源を理解する．
・既存建築の機能を変更しプログラムを再編する技術を身につける
・環境の質を定量化し形態にフィードバックする
・配置やファサードデザインで環境負荷を低減する技術を身につける
・設計意図を的確に表現する技術を身につける
・短期間でアイデアを形にまとめる技術を身につける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」「DP5」
に関連
【授業の進め方と方法】
●デザインスタジオ5＋6の位置付け：「ポートフォリオの充実・卒業設計に
連なるもの」デザインスタジオ5＋6はデザインスタジオ1から4で培われてき
た建築設計の基本的な素養をさらに発展させるための科目である。したがっ
て、将来建築設計の分野をめざす学生諸君はもとより他分野を志望する人も
是非履修してほしい。（就職のための）ポートフォリオにいれることができる
のは学部卒の場合3年生の作品までなので,今年度のきみの努力は（就職試験
の選考過程で）君が社会からどう評価されるかにも決定的な意味をもつだろ
う。4年生では卒業設計という大きな関門が控えているが、大学3年でこの科
目を履修せずに1年間のブランクをもつことは卒業設計という必修科目の履修
には好ましくないのはいうまでもないことである.
●これまでのデザインスタジオの評価が芳しくないという君へ：これまでの
デザインスタジオで良い評価を受けていないからと言ってあきらめるのはま
だ早い。たった2年間の試みで建築設計への自分の能力を判定してしまうのは
早計である。異なった教師からは異なった評価を受ける場合もあるのだから、
ここでもう一度「設計」に挑戦してみることで将来への展望が開けるかもしれ
ない。ただし、自分の手を徹底的に動かさなくては優れた作品は生まれてこ
ないという設計の永遠の真理は常に存在する。怠け者は上達しない。ちょっ
とセンスがいいだけでは直ぐ行き詰まる。努力を惜しまない者しか残れない
というのもまた確かである。
 
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、課題説明、

ミニレクチャー
・ガイダンス
・ミニレクチャー
・前半クラス分け

2 エスキス1 ・学校事例研究1
・敷地リサーチ及び分析

3 エスキス2 ・学校事例研究2
・敷地リサーチ及び分析

4 エスキス3 地域施設機能と学校の規模について
5 エスキス4 ・全体の配置計画

・新しい学校空間の可能性について
6 中間講評 ・中間講評

・後半スタジオクラス分け

7 エスキス5 ・中間講評からの気づき、フィード
バック
・設計スタディ1
＝設計内容を俯瞰する

8 エスキス6 ・設計スタディ2
＝設計内容をより詳細に検証

9 エスキス7 ・設計スタディ3
＝設計内容をより詳細に検証

10 エスキス8 ・設計スタディ4
・設計内容の確定

11 ・プレゼンテーションに
ついてのレクチャー
・エスキス9

プレゼンテーションにあたってのコ
ンセプトの表現法の研究。

12 スタジオ講評会 スタジオ内課題提出、発表、討論を
行なう。全員発表し講評を受ける。

13 最終講評会 クラスの代表者が自案の発表を行な
い、これを題材に共通の問題点など
の講評を受ける。他学年の設計担当
教員からも講評を受ける。なお、1月
後半には4年生の卒業設計に関与す
る卒業設計演習を行なう。

14 ポストレビュー 再提出者及びビハインド提出者の検
収・指導を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本学では大学院スタジオ以外は個人専用のデスクのある「スタジオ」型では
なく授業時に製図室で作業を行なう方式をとっているので、自宅での図面制
作や模型制作は必須となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
建築設計資料集成（丸善），建築計画教科書、都市計画教科書（彰国社）など。
【成績評価の方法と基準】
エスキース・中間発表を踏まえた最終発表の成果作品を総合的に評価する。毎
週それぞれのスタジオインストラクターのもとでどのように作品制作に取り
組んだかは重要な評価対象となる。
4回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
【学生の意見等からの気づき】
課題の前半と後半でスタジオ・インストラクターがチェンジすることで2名の
教員の異なる視点と異なる教員から共通の評価があることを体験的に学んで
ほしい。主観的評価と客観的評価が同居するのが建築デザインの特徴なので
ある。
【学生が準備すべき機器他】
3年生からは図面のCAD提出も認められるので、CADやCGの自己学習が求
められる。
【その他の重要事項】
DS6の作品は自分のポートフォリオにぜひ入れておきたい。卒業設計の前哨
戦として重要なステップである。
実務経験との関係：担当教員は現役の建築家であり、一級建築士でもあるの
で、デザイン力の鍛錬だけでなく、建築士としての視点からも指導を受ける
ことができる。
【Outline (in English)】
【Course outline】The design studio in the 3-year CD term is positioned
as the final stage of the design studio. Therefore, it includes not only
architecture, but also tasks that bring architecture into contact with
other fields, such as architecture and existing cities, architecture and
landscape, and so on. The course is divided into two parts, the first half
and the second half, and students continuously pursue a single design
theme throughout the semester.
This year’s theme is the school as a hub of the community, with
the intention of the school becoming the nucleus of the surrounding
community. However, since the theme of this project is our own alma
mater, we are required to solve problems on an individual basis. In this
semester, students will not only develop the ability to quickly create
a design concept by making study models and sketches, but will also
learn how to draw accurate plans and details. Students can choose the
class that best suits their interests. After class placement, students are
taught in small groups through studio work (no more than 15 students
per class). Students who wish to take a seminar in the planning field
must take this course.
【Learning Objectives】
・Recognize social problems and envision architectural answers.
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・Understand the physical and social resources of the community.
・To understand the physical and social resources of the community.
・Quantify the quality of the environment and provide feedback on form.
・To acquire skills to reduce environmental impact through layout and
façade design.
・To acquire skills to accurately express the design intent.
・Acquire skills to put ideas into shape in a short period of time
【Learning activities outside of classroom】
The University uses a "studio" system where students work in the
drafting room during class, rather than in a "studio" style with
individual desks, except for the graduate studio, so students are
required to make drawings and models at home.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
The final presentation of the work will be evaluated comprehensively,
based on the esquisse and midterm presentations. How students work
with their studio instructor each week is an important part of the
evaluation.
More than 4 unexcused absences will not be graded.
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

西洋建築史

稲益　祐太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は、西洋の建築や都市の歴史に関するものです。建築はそれぞれの
時代や地域における文化や社会のあり方を示しており、その発展・変容・多様
化の歴史的背景と変遷を理解することは、建築に対する多面的な見方を養う
ことに繋がります。そして、先人たちの歩んできた道（過去）を学ぶことは、
未来をつくることと言えます。
そこでこの授業では、時代を追って西洋建築の様式とその成立と変容の背景
を学びます。
【到達目標】
西洋建築の様式を理解し、建てられた時代や地域が見分けられるようになりま
す。また、その成立の背景についても理解することができるようになります。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は講義形式で行います。参考資料を配り、スライドで画像を投影しなが
ら説明していきます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 授業のねらい
2 古代ギリシア建築 西洋建築の原点、美の規範、オー

ダー、神殿、アクロポリスとアゴラ
3 古代ローマ建築 建設技術と材料の発達、建築空間の

洗練、豊かな市民生活、人間のため
の空間、凱旋門、バシリカ、劇場、
競技場、市場、浴場

4 古代地中海世界の都市 都市計画、広場、聖域、住宅、集合住
宅、インフラ、ポンペイとオスティア

5 初期キリスト教建築と
ビザンチン建築

バシリカ形式、モザイク、集中式プ
ラン、ドーム

6 イスラーム建築 モスク、ドーム、中庭建築、庭園、
幾何学的構成、迷宮都市の構造、バ
ザール、隊商宿

7 ロマネスク建築 修道院と巡礼路教会、ヴォールト天
井、空間構成

8 ゴシック建築 大聖堂の象徴性、構造の美学、垂直
性、ステンドグラス、光の演出

9 初期ルネサンス建築 フィレンツェ、ルネサンスの勃興と
その背景、ブルネレスキの活躍、ア
ルベルティ、パラッツォ、ヴィッラ、
祝祭・演劇、パトロンと建築家

10 盛期ルネサンス建築と
理想都市

万能の人、レオナルド・ダ・ヴィン
チ、ブラマンテ、古典主義の確立、
集中式プラン

11 マニエリスム建築 マニエリズム形式の組み替え・手法、
ヴィニョーラ、ジュリオ・ロマーノ、
パラーディオ、ミケランジェロ

12 バロック建築1 ローマ・バロック、バロックの背景、
永遠の都ローマの都市改造、舞台と
しての都市空間、ベルニーニとボッ
ロミーニ

13 バロック建築2 他都市のバロック、多様なバロック、
サヴォイア家トリノ、祝祭都市ヴェ
ネツィア、レッチェ・バロック、シ
チリア南東部、ナポリ

14 新古典主義・歴史主義 理論、プロジェクト、実践、リヴァ
イヴァル、

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。

【参考書】
日本建築学会編『西洋建築史図集　三訂版』彰国社､1983年､2750円【推薦
図書】
陣内秀信他『図説　西洋建築史』彰国社､2005年､3080円
吉田鋼市『西洋建築史』森北出版､2007年､2640円
ペヴスナー『ヨーロッパ建築序説』彰国社､1989年､5170円
コストフ『建築全史』住まいの図書館､1990年、24563円
【成績評価の方法と基準】
レポート課題（20％）、期末試験（80％）の合計で評価し、60点以上を合格
とします。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【Outline (in English)】
【Course outline】
In this course students will learn about historical European architecture
and cities. Architecture is an expression of the culture and society of
each period and region, and an understanding the historical background
and transitional flow of developments/changes/diversification allows one
to obtain a multifaceted point of view. Studying the (past) path travelled
by our forerunners is how we build our future.
【Learning Objectives】
The goals of this course are to A, B.
-A. Students be able to understand Western architectural styles and
identify the period and region in which they were built.
-B. Students will also be able to understand the background of the
formation of the style.
【Learning activities outside of classroom】
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
【Grading Criteria /Policy】
Final grade will be calculated according to the following process Mid-
term report (30%), term-end examination (70%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

日本建築史

高村　雅彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は原則対面で行います。様々な情報は逐一「Hoppii」を利用し、履
修者の大学メールアカウントに送信しますので確認するようにしてください。
以下に概要と目的を示します。
日本の建築の歴史を神社、寺院、廟、住宅、都市から理解し、それらが成立
した背景を重点に考える。テーマは、上記の内容を各回において詳細に解説
する。
【到達目標】
日本建築全般の基礎学力を身に着けることが到達目標となる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
「建築史は、建築の歴史を学ぶためのものではなく、建築を学ぶために存在し
ている」
本講では、日本の建築の歴史を見ながら、建築の歴史の大筋を把握するとと
もに、時代が超えても変わらない本質的なものが存在することを理解し、そ
の様々な歴史的要素がいかに現代に受け継がれているかを論じてみたい。毎
回、スライドを見ながら、視覚的に内容を把握し、次にその背景を捉えなお
し本質的な意味を探る方法をとる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 日本建築史序説

講義全体の流れを理解
する。

建築史の意義と目的、日本とアジア
の建築の関係、なぜ今建築史か？

2 日本建築の特質
日本建築の特徴を概観
し理解する。

「建物につくられた空間」と「空間に
つくられた建物」、羅列的、面的、洗
練とは？

3 古代の形式化
神社の特徴とその成立
背景を知る。

建築の誕生、神の社、神明、大社、
遷宮、形式の確立、意味の継承、聖
と俗、橋－柱－端－箸－梯。

4 外来文化の受容
仏教建築が求めた意味
を探る。

仏教建築、法隆寺、薬師寺、東大寺、
隋・唐の仏寺、雲中供養菩薩が語る
意味、重力からの解放。

5 和様・大仏様・禅宗様
寺院建築の様式に隠さ
れた意味を考える。

架構と空間、重源と陳和卿、組物、
伽藍配置の世界観、宋の建築技術、
構造美とは？

6 近世の霊廟と宗教建築
江戸時代の意味を宗教
建築から探る。

日光東照宮、善光寺、権現造り、生
産力の進展、ブルーノタウト、歌舞
伎座、仏壇、霊柩車、天海。

7 中間試験
どこまで理解できたか
を自分で知る。

ここまでの内容による中間試験。

8 日本の都市
都城と城下町

日本の都市の歴史を知る。藤原京か
ら平城京、平安京、そして城下町へ

9 風水都市・江戸と聖地・
日光
江戸時代の都市計画に隠
された風水を読み解く。

人がつくる風水、藤堂高虎、天海、
見立ての富士山、宮内庁の陰謀。

10 都市の聖地
―水系と地質から読む
都市の環境空間― 「地
質聖地論」の試み

見えない都市、新たな都市解読の方
法を探る、聖地の意味論、環境空間
を浮かび上がらせる

11 日本住宅の源流
日本の住宅のオリジナ
ルを見る。

寝殿造り、空間の建築、宮殿との関
係、中国建築との関係、対象から非
対称へ、日本的変容へ。

12 住空間の変容と茶室
現代に結びつく住宅建
築の歴史を知る。

書院造り、装置の建築、より自由で
日本的なるものへ、装飾と区画、現
代日本住宅への影響。

13 文化財建造物の保存と
修復
文化財保存の制度や実
情を理解する。

保存の意義、移築保存、選定－解
体－組立－再生へ。

14 総合質疑
日本建築の歴史とは何
だったのかを探る。

これまでの講義を総合的に考え、日
本の建築の歴史を再読する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 日本建築の歴史について興味を持つ。
2. 参考文献などから、日本建築を調べてみる。
3. 配布プリントの意味を再読する。
4. 配布プリントの意味を再読する。
5. 配布プリントの意味を再読する。
6. 配布プリントの意味を再読する。
7. これまでの配布プリントを再読する。
8. 配布プリントの意味を再読する。
9. 配布プリントの意味を再読する。
10. 配布プリントの意味を再読する。
11. 配布プリントの意味を再読する。
12. 配布プリントの意味を再読する。
13. 配布プリントの意味を再読する。
14. 講義の内容を総合的に考え直してみる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布。
【参考書】
太田博太郎『日本建築史序説』彰国社、日本建築学会『日本建築史図集』彰
国社。
【成績評価の方法と基準】
中間試験および期末記述試験の両方において60点以上を合格とする。
中間試験50％
期末試験50％
【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
毎回、教員はPCを使用するが、学生は用意する必要はない。
【Outline (in English)】
Course outline ：　 In this course students will consider Japan’s
architectural history from 　 the beginnings of its shrines, temples,
houses and cities. Topics will involve the detailed understanding of each
of these areas.
Learning Objectives ：　 The goals of this course are to learn basic
scholastic ability of the overall Japanese building.
Learning activities outside of classroom ：　 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy： ill be decided based on the following, to be
passed in the above 60 points of examinations to describe in the midterm
examination and term-end examination.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築計画１

岩佐　明彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　建築計画学とは建築設計おいて規範となる理論であり，人体寸法，動作特
性，知覚，心理，文化的文脈，コミュニケーション，作業効率，社会制度など
様々な決定根拠がその背景にある．
　本講は建築設計初学者を対象とし、身近な事例を手がかりに建築空間とそ
の決定原理の関係を理解するとともに、建築設計において適切に決定原理を
適用するための基礎を学ぶ。
【到達目標】
・設計事例からその空間の意図を読み取るとともに、そこで行われる活動を想
定する技術を身につける。
・建築空間を規定する原理や根拠を理解する。
・建築設計において適切に決定原理を適用するための基礎を身につける。
・設計根拠の導出を通して社会・文化と建築設計を接続して思考する視点を身
につける。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
・各回のテーマに従って解説と演習を行う。
・デザインスタジオと連携し、デザインスタジオで必要とされる知識や情報を
適宜提供する。
・講義内で演習を行う。
・講義の内容（順序）は変更になる可能性がある。
・「建築計画２」と併せて履修することが望ましい。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス／建築設計

と決定根拠
身近な場所に学ぶ空間の決定原理
DS3課題の補足解説

第2回 住む１／住戸・住宅 環境の中の距離・寸法
用途や動作で規定される空間

第3回 住む２／住宅＋α 図式化による空間の理解
第4回 働く１／オフィス・コ

ワーキングスペース
用途や動作で規定される空間
室と場面

第5回 働く２／オフィス・コ
ワーキングスペース

知的生産性と環境
ワーケーション

第6回 育てる１／幼稚園・保育
園・こども園

目的・制度・ユーザー・行為から考
える幼稚園
DS3課題の補足解説

第7回 育てる２／幼稚園・保育
園・こども園

子供環境を考える
DS3課題の事例解説

第8回 知る１／図書館 プログラムと建築
情報媒体の進化と建築の変化

第9回 知る２／図書館 蔵書の拡大と建築の変化
第10回 知る３／図書館 機能分化と平面計画
第11回 知る４／図書館 知の広場としての図書館

「本」の役割の変化
第12回 教える・学ぶ１／学校・

ラーニングセンター
学びと環境

第13回 教える・学ぶ２／学校・
ラーニングセンター

教育システムと建築

第14回 災害と建築／避難所 セーフティネットと建築
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介したキーワードおよび建物事例についての理解を深めるために、授
業後に各自で調べ、知識を整理・把握することが必要である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
「建築計画のリベラルアーツ―社会を読み解く12章」朝倉書店
【参考書】
建築計画教科書（彰国社）
コンパクト建築設計資料集成（丸善）
住宅特集、新建築、GA HOUSEなどの各建築雑誌

【成績評価の方法と基準】
・講義内の演習課題（５０％）
・レポート課題（５０％）
・レポートに関しては、インターネットの記事や他に提出されたレポートに甚
だしく類似した内容のものは評価外とする。
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
オンライン形式のため、PCの使用は必須である。
資料配布はpdfで行うが、一部資料はプリントアウトが必要である。
講義内の演習で色鉛筆（１２色程度）と細ペン（0.3～0.5mm）を使用するの
で準備すること。
【その他の重要事項】
・DS3に関連した項目を取り扱うため、DS3と併せて履修することが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・レポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違える学
生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
　Architectural planning is a normative theory of architectural design,
which is based on various decision-making principles such as human
dimensions, motion characteristics, perception, psychology, cultural
context, communication, work efficiency, and social systems.
　 This course is intended for beginning architectural designers to
understand the relationship between architectural space and its
decision-making principles using familiar examples, and to learn
the basics of applying decision-making principles appropriately in
architectural design.
[Learning Objectives]
To understand the intention of the space from design examples and to
acquire the skills to envision the activities that will take place in the
space.
To understand the principles and rationale that define architectural
space.
To acquire the basis for applying the principles of decision making
appropriately in architectural design.
To acquire the viewpoint to think about the connection between society
and culture and architectural design through the derivation of design
rationale.
[Learning activities outside of classroom]
In order to deepen your understanding of the keywords and building
examples introduced in class, it is necessary to organize and grasp your
knowledge by doing your own research after class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Exercises in the lecture (50%)
Report assignment (50%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築計画２

岩佐　明彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　建築計画学とは建築設計おいて規範となる理論であり、人体寸法、動作特
性、知覚、心理、文化的文脈、コミュニケーション、作業効率、社会制度など
様々な決定根拠がその背景にある。
　本講は「建築計画学１」で学んだ知識を更に発展させ、より広範な社会の
仕組みや制度と建築空間の関係を理解するとともに、建築設計を通して社会
に貢献していくための手法を学ぶ。
【到達目標】
・建築空間を規定する原理や根拠の理解を通して、建築と社会・文化とのつな
がりを学ぶ。
・空間の意図やそこで行われる活動を建築設計にフィードバックする技術を身
につける。
・社会の課題解決の手法としての建築設計の役割を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
・「建築計画１」が履修済みであることが望ましい。
・各回のテーマに従って解説と演習を行う。
・デザインスタジオと連携し、デザインスタジオで必要とされる知識や情報を
適宜提供する。
・講義内で演習を行う。
・講義の内容（順序）は変更になる可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 社会と建築は合せ鏡である

DS4課題解説
2 集う１／集合住宅・住宅

地
住宅供給と社会

3 集う２／集合住宅・住宅
地

住戸配置の計画
住戸のアクセス形式

4 集う３／集合住宅・住宅
地

住戸の平面計画
都市と集合住宅

5 鑑る１／美術館・博物館 美術館の歴史
DS4課題解説

6 鑑る２／美術館・博物館 美術館の計画（展示室）
7 鑑る３／美術館・博物館 第４世代の美術館
8 住の多様性１ コーポラティブ住宅

シェアハウス
9 住の多様性２ 暮らし方と住宅計画
10 住の多様性３ ポストコロナの建築計画
11 セーフティネット１／

応急仮設
応急仮設住宅
危機的環境移行を支える建築

12 セーフティネット２／
災害復興

復興公営住宅

13 セーフティネット３／
高齢社会

グループホーム
コレクティブハウス

14 演じる／劇場 演劇空間の計画
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介したキーワードおよび建物事例についての理解を深めるために、授
業後に各自で調べ、知識を整理・把握することが必要。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「建築計画のリベラルアーツ―社会を読み解く12章」朝倉書店
【参考書】
建築計画教科書（彰国社）
コンパクト建築設計資料集成（丸善）
住宅特集、新建築、GA HOUSEなどの各建築雑誌
建築と都市のパブリックスペース（鹿島出版会）
アクティビティを設計せよ（彰国社）

【成績評価の方法と基準】
・講義内の演習課題（５０％）
・レポート課題（５０％）
・レポートに関しては、インターネットの記事や他に提出されたレポートに甚
だしく類似した内容のものは評価外とする。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
オンライン形式のため、PCの使用は必須である。
資料配布はpdfで行うが、一部資料はプリントアウトが必要である。
講義内の演習で色鉛筆（１２色程度）と細ペン（0.3～0.5mm）を使用するの
で準備すること。
【その他の重要事項】
・DS4に関連した項目を取り扱うため、DS4と併せて履修することが望ましい。
・提出物に学籍番号・名前をきちんと記載すること。記載がない場合、評価不
能（未提出扱い）となるので注意すること。
・レポート等を提出する際に、アップロード先（提出フォルダ）を間違える学
生が散見されるので十分に注意すること。
【Outline (in English)】
[Course outline]
　Architectural planning is a normative theory of architectural design,
which is based on various determinants such as human dimensions,
behavioral characteristics, perception, psychology, cultural context,
communication, work efficiency, and social systems.
　 This course is designed to further develop the knowledge acquired
in "Architectural Planning 1" to understand the relationship between
architectural space and broader social systems and institutions, and to
learn methods to contribute to society through architectural design.
[Learning Objectives]
To understand the connection between architecture and society and
culture through an understanding of the principles and rationale that
define architectural space.
To acquire the skills to feed back the intention of space and the activities
that take place in it to architectural design.
To understand the role of architectural design as a method of solving
social problems.
[Learning activities outside of classroom]
In order to deepen your understanding of the keywords and building
examples introduced in class, it is necessary to organize and grasp the
knowledge by doing your own research after class.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Exercises in the lecture (50%)
Report assignment (50%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築材料

網野　禎昭

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
基本的な建築材料の工学的特質はもとより、様々な建築材料が開発されるに
至った歴史・社会的な背景、とくに各時代の資源事情などもあわせて解説する。
また、この授業では、構法スタジオ１の演習課題を進める上で理解すべきコ
ンクリート基礎や木造軸組構造、仕上工法についても講義する。
　
【到達目標】
建築材料に技術者として接するだけではなく、これまで諸文明が限りある資
源をもとに建設され、数多の問題を乗り越えた結果として現代があるという
事実を、現代文明の住人として捉える。実際の建物において建築材料がどの
ように使われているのか具体的に理解する。
Understanding the application of materials to buildings. Discussing the
historical natural resource depletions to understand the importance of
symbiosis between our civilization and natural resource application.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
主要建築材料の開発背景、加工製造方法、特性、そして、各材が応用された代
表的な建築物を紹介する。また、現代で多用される材料については、建築物
への応用上の留意点について重点的に解説する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリート１ 水硬性セメント・鉄筋コンクリート

の発明、コンクリートの種類と基本
特性

2 コンクリート２ 鉄筋コンクリートの施工と管理、基
礎工法

3 木材１ 森林と林産業、木材の基本特性
4 木材２ 木造軸組、木質材料、接合具
5 鋼・非鉄金属 製鉄のしくみ、鋼の基本特性、鋼の

加工、鋼の腐食、鋼の生産、非鉄金属
6 断熱 断熱の原理、気体・固体・液体の熱

伝導、各種断熱材、ガラスの断熱性
7 防水 防水材料、防水・防湿工法
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義で説明のあった建築材料の使われ方を、実際の建築物の観察により確認
しておくこと。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Observe real buildings to review the application of building materials
presented in the lecture. Preparation for the lecture and the review
requires two hours respectively.

【テキスト（教科書）】
特に使用しない。
【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）
【成績評価の方法と基準】
期末試験の結果（100%）
Evaluate the final exam result.

【学生の意見等からの気づき】
実際の材料サンプルの活用。
【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない。
【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた授業を行う
【Outline (in English)】
Starting with studies of fundamental engineering characteristics of
architectural materials, students will understand the history/social
background of various developed materials, particularly looking at
information on resources in each period.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

施工管理

三上　孝明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　施工管理とは、「工程管理」「安全管理」「品質管理」「原価管理」な
どの行為（四大任務）の総称である。将来どのポジションでキャリ
アを積むかに関わらず、建築業界に身を置く者にとって知っておく
べき各種工事とその流れに沿って、材料、構造等にも触れながら「施
工管理」と「建築施工」のポイントを解説する。
　施工管理業務従事者（主に現場監督）が建築生産の中でどのよう
に位置付けられ、その役割はどのようなものであるか概観すること
が出来る。また協業による「ものつくり」の視点を持つための知識
の習得を目的とする。また、一級建築士試験に対応できる知識習得
の目的も有する。

【到達目標】
　大きく二つの目標を持つ。
①施工管理の四大任務を理解し、管理におけるPDCAサイクルが概
観出来る。
②施工の流れを知り、各種工事の管理に必要な材料および構造知識
を持った施工管理知識を得ることが出来る。
なお、建築物をつくるという目的は一つだが、「建築生産」における
上流工程である「設計」と、下流工程となる「施工」では役割が異な
る。この異なる役割から手戻り等、非効率的な現場運営となること
が問題視さることがしばしばある。こうしたことの回避の為に、施
工図の重要性に触れて建築生産システムにおいて何が必要であるか
考察するきっかけを得ることが出来るようにする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
基本は対面授業に置くが、オンライン授業を第6講と第12講の2回
行う。
進め方の詳細は初回授業開始までにHoppiiの施工管理「お知らせ」
「授業内掲示板」でも説明する。
授業資料は事前、事後に配布する。テキストと授業シートに必ず目
を通して受講すること。
①事前配布資料
・テキスト　　：その日の講義テーマごとに公開（配布）する
・サブテキスト：基本的には講義毎に必要な場合の配布とするが固
定的なものではない。テーマを超えてコマに関係なく配布する場合
もある
＊授業シート　：その日の講義のアジェンダ/レジュメ
②授業時間内、もしくは授業日配布資料
＊カルテ（確認テスト）講義終了後に提出
③授業終了後配布資料
＊回答解説　講義終了後公開する・復習に利用する
1回の講義の流れは以下となる。
授業前＜テキスト、授業シートの受理、予習＞→授業 [PPTによる
授業]→授業後＜カルテへの回答と提出＞＜回答解説の受理、復習＞
■Hoppiiへの公開資料、課題は公開期限を定めているため、締め切
り後は開けなくなるので注意すること。なお、カルテ（小テスト）
（「教材」にも置くが、「課題」にて示し、そこで解答して提出となる）
はその講義の終了10分前に公開してその日の23時50分に非公開と
するため注意をすること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 施工計画・管理概説 　日本の建設産業の概要と現状

と今後について解説する。また、
施工管理の四大任務である「工
程管理」「安全管理」「品質管理」
「原価管理」のアウトラインを知
り、「請負」、「現場代理人」など
施工管理に関わる基本用語の意
味を理解する。なお「建築生産」
における生産設計（施工図）に
ついても触れる。
確認テスト１

2 品質管理（Ｑ） 　施工管理の四大任務（QCDS）
の一つである品質管理とは何か
を解説する。また、QC活動、
ISO9000に触れながら、施工の
品質管理の考え方とそのプロセ
ス管理を理解する。
確認テスト２

3 原価管理（Ｃ） 施工管理に必要な経営の知識、
原価管理の考えか方と手順並び
に施工とVE（Value
Engineering）の基礎知識を解
説する。また、施工管理にける
見積り、発注、請求、稟議、決
裁などの用語を知り、原価管理
のPDCAサイクルの大枠の流れ
と実行予算を中心とした管理の
概要を理解する。
確認テスト３

4 安全管理（Ｓ） 　施工管理の四大任務（QCDS）
の一つである安全管理と、労務
管理の概要を解説する。また、
管理における新しい課題である
環境問題についても解説する。
確認テスト４

5 工程管理（Ｄ） 　工程管理とは何か、ネット
ワーク工程表等の工程表種類と
基本的な用語を解説し、実務に
おける工程管理の考え方を理解
し、特に工事遅延が他の管理項
目に及ぼす影響について実例を
挙げて解説する。
確認テスト５

6 ネットワーク工程表
と施工管理の四大任
務のまとめ
中間試験

　第5講で行ったネットワーク
工程表作成演習の解説を行う。
また、全5回の講義内容の理解
度を確認するため、オンライン
で中間試験を行う。
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7 施工管理と施工計画
建築現場調査課題提
示

　着工前に必要な確認事項、準
備工事の内容について解説し、
工事期間、予算、安全等施工管
理全般に大きく影響する「施工
計画」の実例をもとに解説する。
確認テスト６
建築現場調査課題提示（本回～
次回にて）

8 仮設工事 　施工効率、建物品質、安全な
どに影響する仮設工事について、
たわみや座屈などの構造力学知
識の必要性に触れ、仮設工事の
概要を解説する。
確認テスト７

9 基礎・地下工事 　杭、地盤改良などの地業工事、
地下躯体工事のための土工事、
山留工事など基礎工事および地
下工事について解説する。
確認テスト８

10 鉄筋工事・型枠工事 　鉄筋コンクリート構造の躯体
工事における鉄筋工事について、
鉄筋種類、発注方法、製品検査
等、および組み方を実際の工事
の模様を動画で示し、解説する。
　鉄筋コンクリート構造の躯体
工事における型枠工事について、
一般的な型枠材料である型枠合
板の組み方とその手順、および
組み立てに必要な補助材料の種
類と取り扱いと施工上の注意点
を動画を交えて解説する。
確認テスト９

11 コンクリート工事の
概要、材料と品質お
よび品質管理

　鉄筋コンクリート工事におけ
るコンクリート工事について概
要とコンクリート材料の特徴と
品質について、またその品質管
理の方法を解説する。
確認テスト１０

12 コンクリート工事　
打設

　鉄筋が組まれ、型枠が組み上
げられたのち、品質管理された
コンクリートを打ち込むが、打
設の仕方の不備による不具合が
生じる場合がある。不具合を起
こさない打設方法について解説
する。
確認テスト１１

13 鉄骨工事　鉄骨造の
生産システムの特徴
と鋼材種類とその特
徴及び部材の接合

　鉄骨造の施工の特徴は部材を
組み上げる前の段階において建
設現場以外で各部材を制作して
現場に搬入される点にある。
ファブリケーターと呼ぶ生産業
者への発注方法と制作における
原寸チェック等その特徴を解説
する。また、ファブリケーター
によって制作された各部材の代
表的接合方法を解説する。
確認テスト１２

14 その他の工事の紹介
施工管理について考
える

　施工管理における他の工事に
ついてその種別を示す。
後半授業の重要ポイントについ
て見直しを行う。
確認テスト１３（受講確認シー
ト）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・予習は、授業開始前に配布する資料、特に授業シートにて講義を概
観すること。
・授業は事前配布資料を投影して解説していくので予習を活かすこと。

・カルテの問題は授業の重要ポイントを示してあり、各自が授業時
間外の復習に活用してもらうことを目的としている。各自の理解不
足を発見して、配布された資料を再度見直すことで復習になる。授
業毎に配布するので、その日のうちに再読して学習すること。
なお、カルテ（確認テスト）の提出は成績における平常点として扱う。
本授業の準備学習・復習時間は、各１時間を標準とする。　

【テキスト（教科書）】
市販の教科書は使用しない。以下の４点を配布する。
①その日の授業シート
② オリジナルテキスト（A4版WordテキストもしくはPPTプリン
トテキスト）
③確認テスト（指定時間内提出）
④確認テストの解答解説

【参考書】
以下資料を各自が適宜参考にすること。
①国土交通省「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」
WEB公開資料
https://www.mlit.go.jp/gobuild/kenchiku_hyoushi.html　
②構造用教材（日本建築学会）

【成績評価の方法と基準】
大きく二つの到達目標があるが、それぞれ独立したものではない。
煩雑さを避けるため目標を区分している。それぞれの理解度を試験
にて判断する。なお、履修判定には確認テストの点数は直接はカウ
ントしない。しかし、平常点として配点する。
①中間試験　施工管理の四大任務の理解
②期末試験　各種工事と施工プロセスの理解
③平常点　　授業参加度と理解度
試験成績　70％　 (中間試験＋期末試験)／２
平常点　　30％（出席率、課題提出率他）
＜成績評価＞　
□不合格　
　未受験・採点不可＝E　 0～59点＝D　
□合格　　
　60点～62点＝C-　63点～66点＝C　67点～69点＝C+
　70点～72点＝B-　73点～76点＝B　77点～79点＝B+
　80点～82点＝A-　83点～86点＝A　87点～89点＝A+
　90点～100点＝S

【学生の意見等からの気づき】
・履修判定基準に対する平常点の重要性の解説並びに中間・期末試
験との関連を授業毎に注意喚起して目標達成の一助とする。
・講義中の学生への質問（指名想定として）は（事前整理）精査して
行い、100分を有効に使うように過度の時間配分とならない様に注
意する。（効果的な質問の精査と整理を行う）

【学生が準備すべき機器他】
・PC等端末機器
講義資料は授業支援システム（Hoppii）にて公開する。各自情報端
末にて確認すること。

【その他の重要事項】
　設計事務所経営経験を有する一級建築士が、設計監理の経験から
建設業者との施工管理実務を通じて得た施工管理に必要な基本姿勢
と、現在所属する「生産設計企業」での社員教育、また施工会社に
おける安全大会等での講義経験を活かして「管理」のポイントを講
義する。また、建築士受験関連参考図書の執筆経験から建築士試験
受験要件を満たす最低限必要な知識を概説する。
　本科目は建築士試験受験認定に必要な「指定科目（建築生産カテ
ゴリ）」の一つである。カテゴリ内での選択が可能な科目ではあるが
受講可能な全学生が科目登録して全員が履修し単位を取得すること
が望ましい。充分な復習を行って中間テスト、期末テストに臨んで
いただきたい。
　

【Outline (in English)】
【Course outline】
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Construction management is a general term for actions (four
major tasks) such as "process control," "safety control," "quality
control," and "cost control." Regardless of the position in which
you will pursue your career in the future, those working in the
construction industry will need to know about "construction
management" and "architectural construction" by covering the
various types of construction work and its flow, touching on
materials, structures, etc. Explain the main points.
It is possible to get an overview of how construction
management workers (mainly site supervisors) are positioned
in construction production and what their roles are. The
aim is also to acquire knowledge to gain a perspective on
"manufacturing" through collaboration. It also has the purpose
of acquiring knowledge to prepare for the Class１ Architect
Examination.
【Learning activities outside of classroom】
Have two major goals.
① To understand the four major duties of implementation
management and to have an overview of the PDCA cycle in
management.
②　 Be able to know the construction flow and acquire
construction management knowledge with materials and
structural knowledge necessary for the management of various
construction works.
[Learning outside class hours]
The standard time for preparation and review is one hour each.
・For preparatory study, review the materials distributed before
the start of class, especially class sheets.
・For review, find your lack of understanding in the confirma-
tion test and review the distributed materials again.
【Grading Criteria /Policy】
There are two major goals, but they are not independent of
each other. The goals are segmented to avoid clutter. Each
level of understanding will be judged by examination. Please
note that confirmation test scores are not directly counted
in course registration. However, points will be allocated as
normal points.
①　 Intermediate exam Understand the four major duties of
construction management
②　 Final exam Understanding of various construction and
construction processes
③　Normal score　Class participation and understanding
Examination score： 70% (mid-term exam + final exam) / 2
Normal score：30%
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

木造建築の構法

網野　禎昭

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、多数の伝統建築や現代の先端事例を多角的に分析し、木造建
築の設計や開発に必要な知識を得ることを目的とする。
【到達目標】
日本、欧州の伝統構法のしくみを理解する。さらに、これら伝統構法の発展
形としての現代の諸構法や、さまざまな工業化木質材料を活用した構法につ
いても理解する。
Understanding traditional wooden building constructions in Japan
and in Europe. Understanding the evolution of constructions and
contemporary varieties including industrialized building systems.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
各回、実際の木造建築事例をとりあげ、これらを建築設計、構造設計、物理
設計、生産施工計画等の諸側面から総合的に分析する。標準的な構法よりも、
よりイノベイティヴな実例の解説に重きをおき、学生諸氏の創造力を刺激す
る考えである。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 民家１ 地域性と木造民家の形- 日本
2 民家２ 地域性と木造民家の形- 欧州
3 民家３ 地域性と木造民家の形- 欧州
4 歴史的木橋１ グルーベンマン、パラーディオの橋

他、産業革命以前の木橋
5 歴史的木橋２ グルーベンマン、パラーディオの橋

他、産業革命以前の木橋
6 現代の木橋１ 木造エンジニアによる木橋
7 現代の木橋２ 木造エンジニアによる木橋
8 現代の木橋３ 木造エンジニアによる木橋
9 塔 Gliwice, Pyramidenkogel,

Sauvabelin, Korkeasaariの各塔他
10 大型スパン建築１ 梁架構、方杖架構、アーチ、トラス、

張弦梁等、様々なフレーム・システ
ム　　

11 大型スパン建築２ 折板、吊屋根、シェル等、様々な面
構造システム

12 非戸建木造１ 木造集合住宅
13 非戸建木造２ 木造によるオフィス、学校建築など

の最新実例
14 木造研究 低質木材の活用

木質コンポジット材
非木材林産資源による建築

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
木造建築の挙動を実感するために、「壁－1グランプリ」の見学あるいは参加
を勧める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Observing “Kabe-1 grand prix” is recommended to understand the
behavior of wooden structures. Preparation for the lecture and the
review requires two hours respectively.

【テキスト（教科書）】
特に使用しない
【参考書】
Timber Construction Manual

【成績評価の方法と基準】
期末試験結果（100％）による
Evaluate the final exam result.

【学生の意見等からの気づき】
写真や図版などの映像資料の質の充実
教員による実作の詳細解説

【学生が準備すべき機器他】
特に使用しない
【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた授業を行う
【Outline (in English)】
This course aims to provide the knowledge required for the designing of
wooden structures, analyzing a range of diverse traditional and cutting-
edge modern construction examples.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

空間の構造デザイン

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造は建築に力学的安全性を与えると同時に、建築の造形とも大きく関わって
いる。また、建築構造を理解するには、解析・計算によるアプローチの他に、
構造を概念として把握する必要がある。この授業では、様々な構造システム
の発想と歴史的変遷、力学的メカニズム、造形上の問題、具体的実現例など
を解説し、建築空間における構造デザインの意味についての理解を促す。
【到達目標】
建築物の基本骨格となる様々な構造要素および構造システムの概念をスケッ
チや図式等を用いて具体的に記述・表現できる程度の、建築家としての基礎
的な素養を身につけることを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
テキスト「建築構造のしくみ」に従い、基本的には数式を一切使用すること
なく、さまざまな建築構造要素・システムについての基本概念を段階的に述
べ、それらを応用した構造デザイン例を紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 梁と柱（1） 梁の発生、梁のメカニズム、梁の種

類と諸形式
2 梁と柱（2） 梁と柱の構造、マグサ構造、ラーメ

ン構造
3 トラス（1）概説 トラスの原始的発想と現代的発想、

迫り持ちトラスと梁トラス
4 トラス（2）メカニズム 迫り持ちトラスのメカニズム、梁ト

ラスのメカニズム、ヒンジ、2次応
力、不静定トラス

5 トラス（3）諸形式 平行弦トラスと小屋組トラス、ハウ、
プラット、ワーレン、タウン、キン
グポスト、橋梁トラス

6 アーチ（1）概説 アーチの出現、組積アーチ、ヴォー
ルト、スラスト

7 アーチ（2）メカニズム、
諸形式

荷重支持のメカニズム、アーチの形
状と荷重、静定・不静定アーチ、
アーチの安定

8 ドーム（1）概説 アーチとドーム、パンテオン、組積
ドームの発展

9 ドーム（２）メカニズム 球殼、経線応力、緯線応力、古代ドー
ムと近代ドーム、テンションリング

10 シェル構造 曲面の分類、EPシェル、HPシェル、
シェルのメカニズム、膜応力、応力
撹乱

11 スペースフレーム スペースフレームの定義、大量生産、
骨組パターンの構成、ジオデシック
ドーム、B.フラー、均質立体骨組、
ジョイント

12 ケーブル構造 ケーブル構造の原理、1方向、2方
向、放射方向、吊りケーブル、押え
ケーブル、コンプレッションリング

13 膜構造 膜構造、空気膜構造の原理、エア
ドームとエアアーチ、サスペンショ
ン膜、骨組膜

14 タワーと超高層建築
耐震・免震・制振

タワーの変遷と構造システム，超高
層建築の変遷と構造システム、耐震、
免震、制振

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で紹介された模範的構造デザイン例の見学あるいは建築雑誌等からの資
料収集を行う。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
川口衞他：建築構造のしくみ　力の流れとかたち　第2版（建築の絵本），彰
国社
【参考書】
授業内で適宜指示をする。
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：40％（A～Dの4段階評価で,未提出はD評価）
定期試験：60％（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
なお，５回以上欠席したものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
模型を使用した説明の割合を増やす。
【その他の重要事項】
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
At the same time as lending mechanical stability, structure is strongly
related to a building’s form. In order to understand building
structure, in addition to approaches through analysis and calculation,
comprehending structure as a concept is important. This course
will develop understanding of the meaning of structural design in
construction space through elucidating the concepts and historical
transitions of various structural systems, mechanisms, problems related
to form and solutions of real world problems.
Learning Objectives:
The goal of this course is to provide students with the basic architectural
knowledge to the extent that they can describe and express the various
structural elements and structural system concepts that form the basic
framework of buildings using sketches, diagrams, etc.
Learning activities outside of classroom:
Students will observe exemplary structural design examples introduced
in class or collect materials from architectural journals.
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

鉄筋コンクリートのデザイン

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鉄筋コンクリート構造に関して，その特性および基本理論，構造設計手法，最
新の技術動向について学ぶ。
【到達目標】
基本的な専門用語，コンクリートおよび鉄筋の性質を整理した上で，鉄筋コ
ンクリート構造を含む各種コンクリート系構造の原理を理解すること，鉄筋
コンクリート部材の曲げおよびせん断挙動を把握すること，鉄筋コンクリー
ト部材の構造設計の基本的な考え方を修得すること，この3点を目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
鉄筋コンクリートは，現在極めて広範囲に使用されている建築主要材料であ
り，圧縮には強いが引張に弱いコンクリートを，引張に強い鉄筋で補強した
複合材料である。
この授業では，まず，鉄筋コンクリートの主要材料たりうる長所と注意すべ
き短所について整理する。その後，複合材料としての基本的な力学理論およ
び設計手法について解説していく。
理解の定着を図るために，演習課題や演習・復習授業を適宜実施する。
また，鉄筋コンクリート構造以外の各種コンクリート系構造についても解説
し，最新の技術動向について触れる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鉄筋コンクリート概論 授業ガイダンス

鉄筋コンクリートの原理と特徴
コンクリート系構造の基礎知識

2 コンクリートの性質 コンクリートの種類，
応力－ひずみ曲線，
強度，その他の性質

3 鉄筋の性質
鉄筋とコンクリートの
付着

鉄筋の種類，強度，
応力－ひずみ曲線
鉄筋とコンクリートの付着のしくみ

4 鉄筋コンクリートの力
学の基本概念

曲率と平面保持仮定
中心軸圧縮柱の応力計算
付着・定着と配筋の原則

5 梁部材の曲げ設計1
（ひび割れモーメント，
許容曲げモーメント）

無筋梁の曲げ挙動
単筋梁の曲げ挙動
複筋梁の曲げ挙動
釣合鉄筋比

6 梁部材の曲げ設計2
（終局曲げモーメント，
曲げ変形能力）

単筋梁，複筋梁の終局曲げモーメント
モーメント－曲率曲線

7 柱部材の曲げ設計1
（ひび割れモーメント，
許容曲げモーメント）

無筋柱の曲げ挙動
鉄筋コンクリート柱の設計基本式
N-M相関曲線

8 柱部材の曲げ設計2
（終局曲げモーメント，
曲げ変形能力）

終局曲げモーメント
Nu-Mu相関曲線
柱の変形能力に関わる要因

9 演習および復習 梁・柱部材の曲げ設計演習
専門用語の整理
ひび割れと配筋方法

10 鉄筋コンクリート部材
のせん断挙動

せん断破壊形式
せん断力の伝達メカニズム
せん断補強筋の役割

11 梁・柱部材のせん断設計 せん断補強設計の要点
梁・柱の許容せん断耐力
設計用せん断力

12 柱梁接合部のせん断設計 柱梁接合部の種類
接合部まわりの応力状態
柱梁仕口部の設計

13 スラブの設計
壁部材の設計

スラブの種類と力学
スラブの応力計算
たわみと振動障害
耐震壁の役割と力学
許容応力度設計
終局強度

14 各種コンクリート系構
造と最新の技術動向

コンクリート系構造の種類
プレストレストコンクリートの特徴
と原理
最新の技術動向

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書等による予習と授業後の復習，宿題の演習課題，これらに積極的に取
り組むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で印刷物を適宜配布するが，下記参考書のうち，自分に合ったものを
一冊購入することを勧める。
【参考書】
谷川恭雄他：鉄筋コンクリート構造　理論と設計，森北出版
市之瀬敏勝：鉄筋コンクリート構造，共立出版
福島正人他：鉄筋コンクリート構造，森北出版
西谷章：鉄筋コンクリート構造入門，鹿島出版会
日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説2010，丸善
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：40%（A～Dの4段階評価で，未提出はD評価）
定期試験：60%（試験の際，各自A4用紙1枚にまとめた直筆メモの持ち込み
を許可する）
なお，5回以上欠席したものは成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
板書を消すまでの時間をもう少し長くするとともに，学生が説明を十分聞け
るように時間配分を調節する。
【その他の重要事項】
この授業とともに「材料のデザイン」「構造計算プログラミング」「エンジニ
アリングスタジオ」を履修することでさらに理解が深まるので，その履修を
強く勧める。
また，建築士資格の取得を目指す学生は受講することを勧める。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will learn about reinforced concrete structure,
including their characteristics and fundamental theory, structural
planning process and recent technological developments.
Learning Objectives:
The objectives of this course are threefold: to understand the principles
of various concrete structures including reinforced concrete structures,
to grasp the flexural and shear behavior of reinforced concrete members,
and to master the basic concepts of structural design of reinforced
concrete members, after organizing basic terminology and the properties
of concrete and steel bars.
Learning activities outside of classroom:
Students are expected to prepare for the class by using reference
books, review after class, and actively work on homework exercises and
assignments.The standard preparation and review time for this class is
2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises and periodic
examinations. Students who are absent three times in a row or five
times or more in total will not be graded.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

鋼のデザイン

永井　佑季

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鋼構造は高層建築や大スパン構造には欠かせない構造法である。はじめに、鋼
構造の歴史、鋼材の力学的性質、種類および鋼材を組み立てて構成する鋼構
造物の特質と設計法、なかでも座屈の問題を詳細に述べる。つぎに、各論と
して引張材、圧縮材、曲げ材、曲げ・圧縮材、接合法等の現行設計上の考え方
および具体的な取り扱いについて述べる。
【到達目標】
日本建築学会鋼構造設計規準の理論的背景と設計法を理解し、簡単な鋼構造
の構造計算・設計に応用できる程度の基礎的技術力の養成
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
パワーポイントによる鋼構造の紹介、日本建築学会鋼構造設計規準の理論的
背景と設計法の理解のための講義を行う。また、授業内容に則した演習問題
を解く。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鋼構造の歴史、鋼材の力

学的性質
鋳鉄、錬鉄、鋼、鋼の長所と短所、
代表的鉄骨建築、
弾性限、弾性係数、降伏点、ひずみ
硬化、破断強度、降伏比

2 鋼材の種類 圧延鋼材、関連規格、鋼材の基準値、
降伏応力度、安全率

3 鋼構造の設計法 許容応力度設計法、終局強度設計法、
限界状態設計法

4 引張材の設計 有効断面、安全率、許容引張応力度、
応力度検定

5 圧縮材の設計（1）オイ
ラー座屈荷重の算出など

オイラーの座屈理論、弾性座屈、細
長比、材端支持条件と座屈長さ、有
効座屈長さ、座屈応力度

6 圧縮材の設計（2）許容
圧縮応力度の算出など

弾塑性座屈、限界細長比、許容圧縮
応力度、応力度検定

7 曲げ材（梁）の設計 梁の横座屈、許容曲げ応力度、応力
度検定

8 曲げ・圧縮材（柱）の設
計

軸力と曲げモーメントの組合せ、応
力度検定

9 部材接合法（1）ボルト
を用いた接合など

継ぎ手、仕口、ボルト接合、高力ボ
ルト接合、摩擦接合

10 部材接合法（2）溶接を
用いた接合など

溶接接合、アーク溶接、のど厚、溶
接継目の許容耐力

11 演習（ラーメンの設計） 柱・梁ラーメン部材の許容応力度設計
12 演習（ラーメンの設計）

に対する解説
演習問題の続き及び回答・解説

13 局部座屈と幅厚比制限 許容板座屈応力度、圧縮と曲げ、せ
ん断

14 鋼構造の耐震設計 靭性設計、塑性変形能力、終局耐力
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習課題の提出、本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
鋼構造設計規準抜粋資料等授業内で適宜配布。
【参考書】
「建築学テキスト鉄骨構造」井戸田秀樹、他著（学芸出版社）
【成績評価の方法と基準】
期末試験 (60%)、演習課題（20％）、平常点 (20%)

【学生の意見等からの気づき】
とくになし

【学生が準備すべき機器他】
電卓（関数電卓が望ましい）。授業中はスマートフォンの電卓機能を使用して
いただいて構いませんが、期末テストの時は、スマートフォンの使用は不可
とします。
【その他の重要事項】
【事前に必要な能力】構造力学の基本事項を習得していることが望ましい。
【Outline (in English)】
Steel structures are indispensable to skyscrapers and large-span
buildings. The start of the course will introduce details of steel structure
history, mechanical properties of steel materials, characteristics and
design methods of different types and structures used for assembly,
and issues with internal buckling. From there, the course will explore
special topics including tension, compression and bending members and
their joining methods, explaining modern considerations and handling
procedures.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建物の振動と耐震化

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年，震度６以上の地震が頻発し，その度に，建物の地震被害が確認されて
いる。一方で，地震被害を低減するための耐震技術や，損傷を制御する制振
構造，応答加速度を低減する免震構造の技術開発が加速しており，その有効
性が実証されている。
この授業では，地震動に対する建物の振動理論，および建築基準法に規定され
ている限界耐力計算の概要を学び，耐震，制振，免振構造の有効性を理解する。
【到達目標】
・調和外力や地震動に対する建物の動的なつり合い式を解き，基本的な振動特
性を理解する。
・地震動に対する建物の応答を推定する方法を学ぶ。
・耐震，制振，免振構造の理論とその有効性を学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・教材資料を配布し，内容を解説する。
・授業内で紹介する参考書など自習して理解を深めること。
・講義毎に演習課題を出題する。各自で演習問題に取り組み，解答を作成して
次回の講義前に提出すること。
・中間テストを２回実施して，理解度を確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

１質点の振動（１）
自由振動，減衰自由振動，定数係数
同次常微分方程式

2 １質点の振動（２） 調和外力に対する応答，定数係数非
同次常微分方程式

3 １質点の振動（３） ステップ外力に対する応答，任意外
力に対する応答

4 １質点の地震動に対す
る応答

応答スペクトル

5 減衰について 減衰によるエネルギー吸収，等価粘
性減衰定数

6 中間テスト① １質点の応答に関するテスト，及び
その解説

7 多質点の振動（１） 多質点の自由振動，連立微分方程式
の解法

8 多質点の振動（２） 固有値の算定，固有周期，固有ベク
トル，固有ベクトルの直交性

9 多質点の振動（３） 地震に対する応答，刺激係数，刺激
関数

10 多質点の振動（４） 地震地動に対する建物の最大応答値
の推定

11 中間テスト② 多質点の振動特性に関するテスト，
及びその解説

12 限界耐力計算（１） 等価線形化法
13 限界耐力計算（２） 有効質量，Sa-Sd曲線
14 限界耐力計算（３） 性能曲線，要求曲線
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義内板書を復習し，参考書を用いて自習に取り組む。
本授業の復習・自習時間は、各2時間が標準となる。
【テキスト（教科書）】
授業支援システムからのダウンロード資料
【参考書】
柴田明徳：最新耐震構造解析，森北出版
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
関数電卓
【Outline (in English)】
【Course outline】
In recent years, earthquakes with a seismic intensity of 6 or higher have
occurred frequently, and each time they occur, earthquake damage to
buildings has been confirmed. On the other hand, the development
of earthquake-resistant technologies to reduce earthquake damage,
vibration control structures to control damage, and seismic isolation
structures to reduce response acceleration has been accelerated, and
their effectiveness has been demonstrated.
In this course, students learn the vibration theory of buildings against
earthquake motion and the outline of the limit capacity calculation
method stipulated in the Building Standard Law, and understand
the effectiveness of seismic, vibration control, and seismic isolation
structures.
【Learning Objectives】
To solve the dynamic equation of equilibrium of buildings against
harmonic external forces and earthquake motion, and to understand
the basic vibration characteristics.
To understand the basic vibration characteristics of buildings by solving
the dynamic equation of equilibrium of buildings against harmonic
external forces and seismic motion.
Theory and effectiveness of seismic, vibration control, and vibration
isolation structures.
【Learning activities outside of classroom】
Exercise assignments will be presented on topics requiring focused
practice.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
A mid-term test will be given three times in the lecture, with 30% of the
first test, 30% of the second test, and 40% of the third test allocated for
grading.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建物の耐力

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年，震度６以上の地震が頻発しており，1995年兵庫県南部地震，2004年新
潟県中越地震，2011年東北地方太平洋沖地震，2016年熊本地震では，建築基
準法で定められた耐震規定の想定を超える震度７の揺れが観測されている。
このような巨大地震は，いずれ，どこでも起きる可能性があり，その過酷な地
震動に対して，設計者は，居住者の命を守り，さらに地震後も持続可能な生活
が送れるように，耐震性の高い建築物を設計する責任がある。この授業では，
建築基準法で規定している保有水平耐力計算の概要と，建物の耐力と変形性
能の計算方法を学び，耐震設計法の重要性とその基本的な考え方を理解する。
【到達目標】
建築基準法で規定している保有水平耐力計算法の概要，および建物の耐力と
変形性能の計算方法を理解する。
過去の地震被害を学び，耐震設計法の重要性を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
・各回の講義で演習例題を配布し，内容を解説する。
・各自で演習問題に取り組み，解答を作成して次回の講義前に提出すること。
・中間テストを２回実施して，理解度を確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 過去の地震被害 過去の地震被害の解説
2 耐震設計法 保有水平耐力計算，限界耐力計算，

時刻歴応答計算，地震層せん断力
3 鉄筋コンクリート造の

耐震設計
計算ルート，壁量計算，せん断設計

4 鉄骨造の耐震設計 計算ルート，保有耐力接合
5 木造の耐震設計 壁量計算，壁倍率，変形性能，偏心率
6 中間テスト① 耐震設計法，耐震算ルートについて

のテスト，及びその解説
7 鉄骨部材の耐力計算 降伏モーメント、塑性断面係数、全

塑性モーメント
8 鉄筋コンクリート部材

の耐力計算①
スケルトンカーブ，終局曲げ耐力

9 鉄筋コンクリート部材
の耐力計算②

終局せん断耐力

10 保有水平耐力計算 耐力と変形能力、保有水平耐力、必
要保有水平耐力

11 中間テスト② 保有水平耐力計算に関するテスト，
及びその解説

12 建物の耐力計算① 仮想仕事法による梁の崩壊荷重の計
算

13 建物の耐力計算② 仮想仕事法によるラーメンフレーム
の崩壊荷重の計算

14 建物の耐力計算③ 層崩壊と全体崩壊
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
重点的に演習の必要なテーマについて、演習課題を提示する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
授業内で適宜指示。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In recent years, earthquakes of seismic intensity 6 or higher have
occurred frequently. In the 1995 Hyogo-ken Nanbu Earthquake, the
2004 Niigata-ken Chuetsu Earthquake, the 2011 off the Pacific coast
of Tohoku Earthquake, and the 2016 Kumamoto Earthquake, tremors
of seismic intensity 7 were observed, which exceed the assumption of
the seismic resistance regulations stipulated in the Building Standards
Law.
Such huge earthquakes may occur anywhere in the future, and
designers have a responsibility to protect the lives of occupants against
such severe seismic motion and to make their lives sustainable even
after the earthquake. In this course, students learn how to calculate
the bearing capacity of buildings, the deformation performance of
earthquake-resistant members, and the calculation of the horizontal
bearing capacity stipulated in the Building Standard Law, and
understand the importance of earthquake-resistant design methods and
their basic concepts.
【Learning Objectives】
To understand the outline of the calculation method for the horizontal
bearing capacity stipulated in the Building Standard Law and
the calculation method for the bearing capacity and deformation
performance of buildings.
To understand the importance of seismic design methods by studying
damage caused by past earthquakes.
【Learning activities outside of classroom】
Exercise assignments will be presented on topics requiring focused
practice.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
A mid-term test will be given three times in the lecture, with 30% of the
first test, 30% of the second test, and 40% of the third test allocated for
grading.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築生理心理２

川久保　俊

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
物理事象と身体の係わり、身体と建築物、建築空間、建築環境との係わりを
深く理解する。特に、温熱環境、空気環境、音環境、光環境などの住環境が人
体生理心理に及ぼう影響について学習する。
【到達目標】
・環境物理要素（建築物、建築空間、建築環境）とそれらに対する人体反応を
明確に理解する
・建築士試験問題に関わる内容も多分に含まれることから、実務に役立つ知
識・情報を習得する
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
本講義では建築環境工学のうち、生理心理に係る事項を学習する。講義は
Powerpoint等で作成した資料を利用して進める。講義内容や課題に対する質
問はHoppiiの掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 導入 講義の設置目的、到達目標、概要の

紹介
2 データの取得、取扱い方

法
実測、実験、シミュレーション、質
問紙調査、サンプル数、バイアス、
欠損値の取扱い

3 データの分析方法の基礎 欠損値処理、単純集計、クロス集計、
各種回帰分析、主成分分析、因子分
析、検定

4 健康維持増進に資する
住環境（1）

健康維持増進の意義、ゼロ次予防、
一次予防、住環境要素との係り

5 健康維持増進に資する
住環境（2）

エビデンスに基づく健康阻害要因の
把握

6 健康維持増進住宅の設
計方法

住まいの健康診断、健康維持増進住
宅設計ガイドライン

7 人体寸法とモジュール 各種人体寸法、モジュール、モジュ
ラー・コーディネーション

8 生体電気とその計測・応
用

生体電気、EEG、ECG、EMG、セ
ンサーによる信号測定と建築環境へ
の応用

9 温熱・空気環境の基礎 環境側四要素と人体側二要素、各種
温熱快適性指標（SET*、PMVなど）
の原理

10 音・振動環境の基礎 人の聴覚の機構、音の原理、音の三
要素、音の生理的・心理的作用、騒
音・振動防止計画、快適音響空間

11 光・視環境の基礎 人の視覚の機構、色の原理、色の三
要素、色の生理的・心理的作用、効果
色、安全色、建築における色彩計画

12 対象と空間の知覚、印象
評価

心理学に基づく対象知覚と空間知覚、
奥行知覚、錯視現象、建築物におけ
る錯視利用の実例

13 快適空間設計 間取りの設計、廊下、寝室、ダイニ
ングキッチン、水廻りの

14 サステナブルデザイン 環境品質、環境負荷、環境効率、
CASBEE、持続可能な開発目標
（SDGs）

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に配布した資料にしっかりとノートをとっておき、帰宅後にその内容
を毎回復習してからその次の講義に臨むこと。講義の内容で特に重要な部分
については理解を深めるために適宜講義中に演習を課すので、当該部分につ
いては期末試験までにしっかりと理解し、前提条件等が変わっても対応でき
るような応用力を身につけておくこと。なお、本授業の準備学習・復習時間
は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。
【参考書】
「住環境-評価方法と理論」浅見泰司他（東京大学出版会）
「建築環境工学」加藤信介、土田義郎、大岡龍三（彰国社）
「生活環境学」岩田利枝他（井上書院）
「しくみがわかる建築環境工学: 基礎から計画・制御まで」上野佳奈
子、鍵直樹、白石靖幸、高口洋人、中野淳太、望月悦子。
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【学生が準備すべき機器他】
講義はプロジェクターにより関連情報を映写しながら進める予定。講義前半
では貸与パソコンを用いた演習も予定している。
【Outline (in English)】
Course outline: To deeply understand the relationship between physical
phenomena and the body, and between the body and buildings,
building spaces, and building environments. In particular, the effects
of living environments such as the thermal environment, the air
environment, the sound environment, and the light environment on
human physiological psychology are studied.
Learning Objectives: 1) To understand clearly the physical elements
of the environment (buildings, built spaces and the built environment)
and how the human body reacts to them, 2) To acquire knowledge and
information that is useful in practice, as it is often relevant to issues in
the architectural examinations.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築気候

中野　淳太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は建築計画・設計において、直感やひらめきなどの感性で生み出され
るデザインとは異なり、理論的に説明でき、定量的に取り扱われる工学的な
知識を習得することを目的とします。すなわち、冬の目射、夏の通風の利用、
また各のすきま風、夏の日射をいかに防いでより快適な室内環境を創るかな
ど、積極的に自然エネルギを利用、制御して省エネルギも考慮に入れた優れ
た建築計画をするための基礎知識を修得するための学問です。従って、本科
目で学ぶ分野は主として人聞と建築を取り巻く自然環境との聞係であり、具
体的な項目としては快適条件、日射、室内換気、建築伝熱、湿気・結露です。
これらの項目について、現実に則した具体的な数値を使って演習問題を解き
ながら捜業を進めます。
【到達目標】
１）環境工学で用いる用語とその単位を理解，習得する。
２）熱環境の基礎理論を理解し，実在建築や実際の現象への応用手法を習得
する。
３）必要換気量，自然換気（風力換気・温度差換気）の理論を理解し，実在建
築への応用手法を習得する。
４）湿り空気の性質を把握し，壁体の透湿理論・結露の原理を理解し，実在建
築への結露防止手法を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
１回の授業はテーマを明確にし，基礎理論の解説（講義）と演習により構成
している。予め，キストの該当部分を予習し，主体的に講義を受けて理解し，
限られた時間内で演習を行い，そのテーマを習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、気候と建築 環境のスケール、気候、クリモグラ

フ、建築物省エネ法
2回 伝熱理論の基礎 熱とエネルギー、単位、3つの伝熱形

態、顕熱と潜熱
3回 人の熱的快適条件 自立性体温調節のメカニズム、人体

の熱収支、温熱環境指標（PMV、
SET*）

4回 太陽エネルギーと太陽
位置

太陽エネルギーの特性、地球の自転
と公転、真太陽時と平均太陽時、太
陽位置

5回 日射と長波長放射 直達日射、天空日射、全天日射、大
気放射、地表面放射、実効放射

6回 建築伝熱と熱貫流 熱伝導率、熱コンダクタンス、総合
熱伝達、熱抵抗、熱貫流率

7回 相当外気温 日射吸収率、放射率、反射率、透過
率、相当外気温

8回 住宅の熱性能 外断熱と内断熱、熱損失係数、外皮
平均熱貫流率、自然室温

9回 湿り空気と結露 湿り空気、状態値、湿り空気線図、
表面結露、内部結露

10回 換気の原理と必要換気量 機械換気、汚染物質、振戦外気、第1
種～第3種換気、必要換気量

11回 自然換気の圧力差 静圧と動圧、外部風、風圧係数、煙
突効果

12回 圧力差と換気量 ベルヌーイの定理、総合実効面積、
換気量

13回 総合環境性能評価 地球環境問題、環境負荷、LEED、
CASBEE

14回 建築の省エネと省CO2
の動向

建築物省エネ法、改正省エネ基準、
一次エネルギー使用量、二酸化炭素
排出量

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予めキストの該当部分を予習すること。ならびに時間内のテキストを復習し，
テキスト内の類似演習を行うこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六ほか，『最新建築環境工学』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習を２０％，試験を８０％とし総合して評価する
【学生の意見等からの気づき】
・遅刻をしないこと。
・１回の授業で扱う内容は豊富であるので，情報を「写す」のではなく，自分
で主体的にノートをとる態度にすること。主体的な態度で臨むこと。
・授業内に行う演習は限られた時間内に集中して行い，指定された時間に提出
すること，遅れて提出は認められない。　
・演習やテキストの練習問題を自宅で解くなど，自宅学習（復習）を行うこと。
・毎回の演習，期末試験で正解が得られなかった箇所を十分復習し，不明な点
は積極的に質問すること。
【学生が準備すべき機器他】
関数機能の付いた計算機を持参すること。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge in
architectural planning and design that can be explained theoretically
and quantitatively. The main topics are the relationship between
climate and buildings, including comfort conditions, solar radiation,
ventilation, building heat transfer, and humidity. Students will work
on these topics by solving exercises.
Learning Objectives:(1) Understand and master the terms and units
used in environmental engineering. (2) Understand the basic theory
of required ventilation rate and natural ventilation. (3) To understand
the basic theory of thermal environment and its application to actual
phenomena. (4）To understand the properties of moist air and
condensation mechanisms and to master the methods of preventing
condensation.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 20%
of the exercises and 80% of the examinations.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

光・視環境

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築における光環境として日照・日射，採光・色彩を対象とし，光や色に対す
る理論を学習し，人間の視覚特性を理解しながら，建築デザインに生かす手
法を習得する。
【到達目標】
到達目標は下記の通り。
１）太陽位置を把握して，日影や日照時間，日射熱量，建築の日射受熱量など
の算定方法を習得する。
２）測光量と単位，採光・照明の基礎理論を理解し，照明計画などの応用手法
を習得する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
１回の授業はテーマを明確にし，基礎理論の解説（講義）と演習により構成
している。予め，テキストの該当部分を予習し，主体的に講義を受けて理解
し，限られた時間内で演習を行い，そのテーマを習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 ガイダンス、太陽位置算

定に必要な時刻表現
地方真太陽時，地方平均太陽時，中
央標準時均時差

2回 太陽位置の算定方法 太陽方位角，太陽高度，太陽赤緯　
3回 日影図 日影図，日影曲線，日影時間曲線
4回 日差し曲線 日差し曲線，日照図表　
5回 各平面への日影 水平面・鉛直面への影
6回 日射量 直達日射，天空日射，全天日射，日

射受熱量
7回 日除けの設計 庇、袖壁、ルーバー、ブリーズソレ

イユ
8回 光の物理表記と単位 光束，照度，光束発散度，光度，輝度
9回 点光源による照度・均等

拡散面の性質
入射の余弦定理，完全拡散面，反射，
吸収，透過，拡散　

10回 光束法 光束法を用いた照明計画
11回 マンセル表色系 色彩の基礎，マンセル表色系，オス

トワルト表色系，ＮＣＳ表色系　
12回 ＸＹＺ表色系 ＲＧＢ表色系，　ＸＹＺ表色系，xy

色度図　
13回 色彩調和理論 視覚心理，視認性・誘目性，色調，

色彩調和理論，色彩計画
14回 総復習 光環境・視環境の総復習
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内での演習問題の復習を十分行っておくこと。さらに，身近な例を学習
関連する新聞記事を読むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
田中俊六他著『最新建築環境工学』，井上書院
【参考書】
『理科年表』，丸善　
【成績評価の方法と基準】
毎回の演習点：２０％，期末試験点：８０％の割合で評価　
【学生の意見等からの気づき】
・太陽光は地球環境と密接に関係しているので，そのつもりで履修すること。
・光環境は，熱環境とも関連しているので，建築気候の熱環境の分野も復習す
ること。
・授業は遅刻をしないこと。学生証カードによる出欠は参照していない。
・日影図は，単純な幾何なのに従来から理解していない学生が多いので，注意
すること。
【学生が準備すべき機器他】
関数の付いた電卓は必ず持参すること。

【Outline (in English)】
This course focuses on sunlight, solar radiation, lighting, and color
as light environments in architecture. Students will learn theories of
light and color, understand human visual characteristics, and acquire
methods to apply them to architectural design.
Through this class, students will be able to:
(1) Understand the position of the sun and learn how to calculate
shading, hours of sunlight, solar heat capacity, and the amount of heat
received by buildings by solar radiation.
(2) To understand the basic theory of photometric quantities and units,
lighting, and illumination, and to master applied methods such as color
planning based on color psychology by understanding the color system.
The course comprises a lecture on fundamental theory and exercises
with a clear theme. Students are expected to prepare the relevant
part of the textbook in advance, attend and understand the lecture
independently, and master the theme by doing exercises within a limited
time. Students are expected to review the exercises in the class
sufficiently. The standard preparation and review time for this class
is 2 hours each.
Evaluation will be based on the following ratios: 20% for the exercises
in each class and 80% for the final examination.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

音・振動環境

星　和磨

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
外部からの騒音に悩まされない住宅、響きが良いコンサートホール、声が良
く通る教室等、建築物の設計に際して内部で実現される音環境への配慮は大
変重要である。音は、人々に快感から不快感まで幅広い感覚刺激を呼び起こ
す。従って、機能、用途毎に音質が的確に対応していなければならない。そ
のためには音とは何かという基本的理解が必要である。また、音の取り扱い
と振動の取り扱いに関しては類似する点も多いことから、講義の後半では振
動現象に関する基礎についても学ぶ。本講義では、音・振動環境に関する基
礎的な知識を習得し、その後空間形態、建築用途に対応する理想的設計要件
を学ぶことを目的とする。
【到達目標】
・音が物体の中を伝わる振動現象であるという物理現象を理解する。
・音、振動に関わる特徴的な単位、演算方法を習得する。
・吸音、遮音のための物性、構法などを基礎知識として理解する。
・建築設計の際に音・振動を考慮することが重要であることを認識する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
建築物の用途ごとに相応しい音環境を形成しなければならない。そこで本講
義では「音」の基本から学び、吸音、遮音の原理などを通して目的の空間用途
への適応手法を理解する。また、近代文明の発達に伴って増加した公害（騒
音、振動）などの評価法などを学ぶ。講義内容や課題に対する質問はHoppii
の掲示板等で回答する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 講義の設置目的、到達目標、概要の

紹介
2 音波の定義と成立 振動の物理、音の物理、音波、波の

表し方
3 音波のエネルギー的取

り扱いとdB尺度
音の強さ、音圧、dB尺度、エネル
ギー密度、音の種類、スペクトル、
ホワイトノイズ

4 dB尺度の運用 dBの合成、分解、対数の基礎、対数
公式の運用、レベルの合成・分解、
レベルの計算方法および演習

5 音の伝搬と距離減衰 空間における音の伝搬および減衰過
程

6 各種の音源からの距離
減衰

点音源、線音源、面音源から放射さ
れる音の減衰

7 音の回折・屈折 障壁による減衰、防音手法、障壁に
よる音の回折減衰、空気吸収による
音の減衰

8 音を知覚する構造（１） 聴覚器官としての耳の機構、特性、
外耳、中耳、内耳

9 音を知覚する構造（２） 音の三要素、ウェーバー・フェヒ
ナーの法則、等ラウドネス曲線、心
理音響効果

10 騒音 騒音の定義、種類、分類、測定方法、
等価騒音レベル

11 騒音防止計画 音源対策、配置計画、遮音計画、吸
音計画、吸音と遮音の違い

12 吸音の機構 吸音の特性、吸音率、吸音機構の種類
と特性、施工上の注意、多孔質の吸
音機構とその材料・構法、板状吸音
機構とその材料・構法。ヘルムホル
ツの共鳴吸音機構とその材料・構法

13 遮音の機構 透過損失、質量則、二重壁の意味、コ
インシデンス効果、パネルの遮音効果

14 振動現象 振動の発生と伝搬のメカニズム、代
表的な振動測定方法、振動加速度レ
ベル、振動レベル、レベル計、周波
数分析

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本講義は暗記内容、計算問題ともに多いので講義終了後に知識定着のために
各自帰宅後に内容を復習すること。建築士試験の問題として出題される内容
も多く取り扱うことから、ここで知識を体系的に定着させておくことが望ま
しい。なお、本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。独自に作成した講義資料を講義中に配布する。
【参考書】
「生活環境学」岩田利枝他（井上書院）
「建築の音環境設計」日本建築学会設計計画パンフレット4（彰国社）
「建築・環境音響学」前川純一著（共立出版）
「建築と環境の音響設計」前川純一訳（丸善）
「わかりやすい環境振動の知識」後藤剛史、濱本卓司（鹿島出版会）
【成績評価の方法と基準】
講義中に課す演習課題（50%）と講義終了時課す最終課題または試験（50%）
によって判断する予定。なお、試験未受験、課題未提出の者の成績評価は実
施しない。
【学生の意見等からの気づき】
毎年講義ノートを配布して欲しいという依頼が一定数あるが、過去に試験的
に講義ノートを配布した際に、授業中にメモを取る学生が減り、全体的に成
績が悪化したことがあったため、本講義では講義ノートは配布しないことと
する。自身で講義を聴講しながらノートテイクすること。
【学生が準備すべき機器他】
自らパソコンを準備し、講義中に流れる音が聞こえる静穏環境を事前に用意
してからオンライン講義を聴講すること。
【Outline (in English)】
Course outline: It is very important to consider the sound environment
that is realized in the design of buildings, such as houses that do
not suffer from external noise, concert halls with good sound, and
classrooms with a good voice. Sound evokes a wide range of sensory
stimuli, from pleasure to discomfort. Therefore, the sound quality must
accurately correspond to each function and application. This requires
a basic understanding of what sound is. In addition, since there are
many similarities in the handling of sound and vibration, students learn
the basics of vibration phenomena in the latter half of the lecture. The
purpose of this course is to acquire basic knowledge about sound and
vibration environments and then to learn ideal design requirements
corresponding to spatial form and architectural use.
Learning Objectives: 1) To understand the physical phenomenon that
sound is a vibrational phenomenon transmitted through an object, 2)
To understand the physics of sound and vibration, 3) To understand the
basic knowledge of physical properties and building methods for sound
absorption and sound insulation, 4) To understand the importance of
taking sound and vibration into account when designing buildings.
Learning activities outside of classroom: The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: Grades will be determined by a final exam at
the end of the lecture (50%) and exercises assigned during the lecture
(50%). Grades will not be given to students who have not taken the
examinations or submitted the assignments.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

デザインスタジオ７

栃澤　麻利、海法　圭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
DS７は学部設計教育の最終段階のものである。卒業設計に向けて
社会的問題群を認識しそれに対応する建築的回答としてのプログラ
ムを提案できる能力を身に着けることを目指している。さらに、本
学の建築教育において特色であり、また本学の強みである「物理的、
文化的コンテクストを尊重した設計方法」を理解することを目指し
ている。

【到達目標】
・社会的問題群を認識し，それに対応する建築的回答としてプログ
ラムを提案する
・都市の物理的コンテクスト、文化的コンテクストを理解し，建築的
に呼応する技術を身につける
・建築計画と都市計画をシームレスに思考できるトレーニングを行う
・設計意図を的確に表現する技術を身につける

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
・ガイダンス日程はHoppiiに掲示する。
・履修希望者はガイダンスを必ず受けること。
・対面を基本とするが新型コロナ感染状況に応じて臨機応変に対応
する。
・各自のリサーチ・エスキスの発表を基本とし、その内容に基づき、
議論・指導を行う。
・4年間の学生生活を通じて知見した現在の社会に対する疑問や問題
意識を、建築的テーマによって立ち向かうという精神をもつことを
期待している。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・グルー

プ分け
課題説明、レクチャー

2 エスキス1 テーマについての考察1
3 エスキス2 テーマについての考察2
4  エスキス3 敷地リサーチ1
5 エスキス4 敷地リサーチ2
6 中間講評 中間講評
7 エスキス5 基本計画1
8  エスキス6 基本計画2
9 エスキス7 設計1
10 エスキス8 設計2
11 エスキス9 設計3
12 エスキス10 設計4
13 クラス別講評 クラス別講評
14 最終講評 最終講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内に適宜指示する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内に適宜指示

【参考書】
授業内に適宜指示

【成績評価の方法と基準】
エスキスプロセスを踏まえた成果作品を総合的に評価する。毎週の
エスキスの時の提出物。中間講評での発表の内容。そして最終講評
に提出する成果物および発表の内容によって総合的に評価する。4
回以上の無断欠席は成績評価対象外とする。
評価配分は毎回のエスキスの提出物20％、中間講評評点30％、最
終講評評点50％

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
エスキスは進行によりpin-up clitique/desk clitique/open juryと
する
DS１～６をすべて履修していることが好ましい

【Outline (in English)】
【Course outline】
DS7 is the final stage of undergraduate design education.
The aim of DS7 is to acquire the ability to recognize social
problems and propose architectural programs to address them
in preparation for graduation design. In addition, the course
aims to help students understand "design methods that respect
physical and cultural contexts," which is a distinctive feature
of our architectural education and one of our strengths.
【Learning Objectives】
・Recognize social problems and propose programs as architec-
tural responses to them.
・To understand the physical and cultural context of the city
and to acquire the skills to respond architecturally.
・To train students to think seamlessly between architectural
planning and urban planning.
・To acquire the skills to accurately express the design intent.
【Learning activities outside of classroom】
Instructions will be given in class as appropriate.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Comprehensive evaluation of the resulting work based on the
Esquisse process. Submissions during the weekly Esquisse.
The content of the presentation at the mid-term review.
Students who are absent more than 4 times will not be graded.
Evaluation will be based on the following: 20% of the student’s
essay, 30% of the mid-term review grade, and 50% of the final
review grade.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

構造計算プログラミング

浜田　英明

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
表計算アプリケーションソフトを用いてプログラミングを行い，構造計算方
法およびプログラミング技術の修得を授業テーマとする。
【到達目標】
表計算アプリケーションソフトでのプログラミング演習を通して，1)鉄筋コ
ンクリート（RC）造の柱・梁部材の断面検定方法を理解すること，2)基本的
なプログラミング技術を修得すること，3)表計算アプリケーションソフトの
扱いに慣れ，論文作成等での応用力をつけること，これら3点を目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
これまでの授業で鉄骨造や鉄筋コンクリート造の構造計算について一通り学
習してきたことを，今度はコンピュータにプログラミングという形で学習さ
せて，構造計算させる方法について学ぶ。
コンピュータは大量のデータを瞬時に正確に処理してくれるが，正確にプロ
グラムを記述しなければ，正解を導いてはくれない。
「コンピュータに学習させる」ことを通して，鉄骨造や鉄筋コンクリート造の
構造計算に対する自分自身の理解の深化と復習を図る。
また，表計算アプリケーションソフトの扱いについて慣れ，論文作成等に応
用できるようになることも目指す。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 Excelマクロ (VBA)の基

本的な使い方
コンピュータ言語
アルゴリズム，プログラミング
Subプロシージャ，Functionプロ
シージャ
For Next文，If文

2 演習課題1 Subプロシージャ，Functionプロ
シージャを用いた例題の演習

3 ユーザーフォームの利用
と鋼材断面性能の算出

ユーザーフォーム
鋼材断面性能

4 演習課題2 ユーザーフォームを用いた鋼材断面
性能算出アプリケーションの作成演
習

5 RC梁の断面検定方法の
復習
（曲げに対する断面検定）

鉄筋，コンクリートの許容応力度
曲げに対する断面検定の復習

6 Excelによるグラフの
作図
演習課題3

グラフ作図演習
RC長方形梁の許容曲げモーメント算
出プログラムの作成

7 RC梁の断面検定方法の
復習
（せん断に対する断面検
定）

せん断に対する断面検定の復習

8 演習課題4 RC長方形梁の許容せん断力算出プロ
グラムの作成
長方形梁の断面検定シートの作成

9 RC柱の断面検定方法の
復習
（軸力と曲げ，せん断に
対する断面検定）

軸力と曲げに対する断面検定の復習
せん断に対する断面検定の復習

10 演習課題5 RC長方形柱の許容曲げモーメント算
出プログラムの作成
RC長方形柱の許容せん断力算出プロ
グラムの作成
長方形柱の断面検定シートの作成

11 人工知能による構造設計 最適化アルゴリズムによる構造設計
12 演習課題6 トラス断面の最適化

人間による構造設計
最適化アルゴリズムによる構造設計

13 コンピュータの発展と
人類

建築構造設計におけるコンピュータ
の利活用とその弊害
今後に向けて
まとめ，総括

14 小レポート 総括レポートを各自作成
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
参考書やノート等による予・復習や宿題の演習課題，これらに積極的に取り
組むこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で印刷物を適宜配布するが，Excel VBAに関する書物のうち自分に合っ
たものを一冊購入することを勧める。
【参考書】
日本建築学会：鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説2010，日本建築学会
（丸善）
日本建築学会：鋼構造設計規準－許容応力度設計法－，日本建築学会（丸善）
その他，「鋼のデザイン」および「鉄筋コンクリートのデザイン」の授業で使
用したテキストやノート
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
演習課題：100%（授業内で指示された演習課題に対する作成状況）
なお，5回以上欠席したものは評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
情報教室の機器
【その他の重要事項】
この授業は「鉄筋コンクリートのデザイン」と密接な関係があるため，先に
その履修をしておくことを勧める。
また，「鋼のデザイン」とも関係が深いため，同時に履修することを勧める。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
This course provides students with skills in structural calculations and
programming via an introduction to programming using spreadsheet
software.
Learning Objectives:
Through programming exercises using spreadsheet application soft-
ware, the objectives of this course are: 1) to understand the
cross-sectional verification method of reinforced concrete (RC) column
and beam members, 2) to master basic programming techniques, and 3)
to become familiar with the use of spreadsheet application software and
to develop application skills for writing papers, etc.
Learning activities outside of classroom:
Students are expected to prepare for and review the course using
reference books and notebooks, and to actively engage in the homework
exercises and assignments.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of exercises.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築の空間と形態

安藤　直見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
広大な場所性と長大な歴史性の中に存在する建築や都市は，多様な
形態をもっています。そして，その多様な形態が，建築や都市の空
間（イメージ）を現象させています。この授業では，その形態と空
間の特質について論じます。授業においては，図や写真の他，映画
等によって表現された建築や都市を提示し，形態の特徴について解
説します。

【到達目標】
建築の形態と空間の関係とその表現についての考え方を習得するこ
と到達目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
建築の空間と形態に関する文献と資料に加えて，映画に表現された
建築空間・都市空間の分析を通じて，建築空間・都市空間の特質を探
ります。映画と建築・都市には「空間を描く」という共通点があり
ます。一般的には，建築・都市がつくる空間は生活のための実体の
ある空間で，映画がつくる空間は仮想空間です。映画はフィクショ
ンですから，空間の意味を誇張し，歪曲し，再構築します。でも，だ
からこそ映画が建築・都市の空間の本質を表すことがあると思いま
す。時代劇は空間を〈再現〉し，現代劇は空間を〈引用・誇張〉し，
未来劇などは空間を〈変形・歪曲・再構築〉します。何がどのよう
に〈再現〉され，またなにがどのように〈誇張〉され〈歪曲〉され
るかは解釈に基づくことが多いのですが，本論では，客観的な分析
手法を交え，可能な限り，建築・都市の空間と映画表現としての空
間との関係を一般化する考察を試みます。
映画に関する考察は，古代エジプトから近代までの空間表現を歴史
の順に眺めていきます。各回の授業においては，たとえば，以下の
ような仮説を提示し，それを検証していきます。
1) 古代エジプトの建築は，〈量塊としての外形〉の表現が特徴的で
あり，大きさや重量感が建築のイメージを決定づけている。
2)古代ギリシャの建築では，要素の〈配列による構成〉が特徴的で
あり，列柱や立面構成などが建築のイメージを決定づけている。
3)古代のアジア（中国や日本）においても，〈量塊としての外形〉や
〈配列による構成〉とする建築の特質が見られる。
4)古代ローマからビザンチンの建築では，内部空間のあり方が意味
をもつようになり，〈円や球（ドーム）の造形〉が展開する。
5)厚い壁に囲まれた中世ロマネスクの空間には，その内部には劇的
な光が存在する例が多く，〈劇的な変化を内在する閉鎖空間〉が特徴
的である。
6)中世の都市における広場も，塔の存在を含む立面の高低や開口の
構成の多様性をもつ〈変化にあふれた空間〉である。
7)フライングバットレス，ポインテッドアーチ，リブヴォールトな
どが用いられた中世ゴシックの建築は，〈天空へ飛翔〉するような空
間（イメージ）を形成している。
8)ルネサンス以降の建築は，過去の参照を内包しながら，〈芸術〉と
して，多様な展開をしていく。
各回の授業では，各回のテーマ（仮説）についての考察を促し，hoppii
（学習支援システム）の掲示板を利用して討論を行ってもらいます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ●量塊としての建築 【古代エジプトの空間】ピラミッ

ド，カルナック神殿，アブシンベ
ル神殿，アレクサンドリアなど

2 量塊としての建築 (つ
づき)：

量塊（ヴォリューム）によって
構成された現代建築（大きいこ
とはただそれだけで意味をもつ
のだろうか？）

3 ●配列の美学／身体
の美学

【古代ギリシャの空間】パルテノ
ン神殿，エレクティオン，ヘ
ファイストス神殿，アゴラ，デ
ルフィ，オリンピア，エピダウ
ロスの劇場，リンドスのアクロ
ポリス，クノッソス宮殿，ペト
ラ，エフィソス

4 配列の美学・身体の
美学 (つづき)

映画における編集と建築の構成
（配列的形態）とのアナロジー

5 ●天球の建築 【古代ローマからビザンチンへ】
パンテオン，フォロロマーノ，
コロッセオ，水道橋，ポンペイ，
サンマルコ大聖堂，ハギアソ
フィア，イスタンブールの街並
み

6 天球の建築 (つづき) 外形から内部空間へ
7 ●古代アジアの建築 【日本と中国の古代建築】伊勢神

宮（神明造り），出雲大社（大社
造り），古墳，吉野ヶ里遺跡，咸
陽宮，始皇帝稜，兵馬庸

8 古代アジアの建築 (つ
づき)

日本と中国の量塊的建築

9 ●躍動する閉鎖空間 【ロマネスクの空間】サン・ミニ
アート・イル・モンテ聖堂，ル・
トロネ修道院などの南フランス
のロマネスク建築，ヴェネツィ
ア，フィレンツェなどの中世に
その骨格が形成された都市

10 躍動する閉鎖空間 (つ
づき)

厚い壁と小さな窓はどのように
空間を決定づけたかのだろう
か？

11 ●天空への飛翔 【ゴシックの空間】ノートルダム
大聖堂などのフランスのゴシッ
ク聖堂，ミラノ大聖堂などのイ
タリアおよびその他の地方のゴ
シック聖堂

12 天空への飛翔 (つづ
き)

ゴシックの様式と浮遊する森

13 ●複製としての芸術 【ルネサンスの芸術】サンタ・マ
リア・デッレ・グラツィエ教会，
サンピエトロ大聖堂，シス
ティーナ礼拝堂，サンタ・マリ
ア・ノヴェラ聖堂，サンタ・マ
リア・デル・フィオーレ大聖堂，
テンピエット，サン・ジョル
ジョ・マジョーレ聖堂，テアト
ロ・オリンピコ，ヴィラ・ロト
ンダなど

14 複製としての芸術 (つ
づき)

芸術の発見，ルネサンスから近
世へ (2)：
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
歴史や文化に関する予習を進めることが望ましい
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします

【テキスト（教科書）】
hoppii（学習支援システム）を通じて，必要なテキストを配布する

【参考書】
(1)安藤直見，映画に描かれた古代エジプトの建築　―建築の量塊的
イメージ―，図学研究第50巻3号, pp.11-19， 日本図学会， 2016
年9月
(2) 安藤直見，映画への旅̶古代エジプトへ（Kindle版）：https:
//www.amazon.co.jp/dp/B07QCKPVDY/
(3)安藤直見，映画に描かれた古代ギリシャ　－配列の美学ー，日本
図学会2014年度秋季大会学術講演論文集, pp.143-148
(4) 安藤直見，映画に描かれた古代ローマとビザンチン ー形象から
空間へー，日本図学会2015年度春季大会学術講演論文集, pp.19-24
(5)安藤直見，映画に描かれた中世ロマネスク　―躍動する閉鎖空間
―，日本図学会2015年度秋季大会学術講演論文集， pp.55-60
(6)安藤直見，映画に描かれた中世ゴシック　―天空への飛翔―，日
本図学会2016年度春季大会学術講演論文集, pp.45-50
(7)安藤直見，映画に描かれたルネサンス建築　―芸術としての複製
―，日本図学会2016年度秋季大会学術講演論文集, pp.19-24
(8) 安藤直見，映画に描かれた古代建築　―アジアにおける古代建
築の量塊的イメージ―，日本図学会2017年度秋季大会学術講演論文
集, pp.17-20

【成績評価の方法と基準】
50%：講義と討論（掲示板）への参加
50%：期末レポート

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
この講義には，パソコン（情報教室のパソコン，または，大学が貸
与するノートパソコン）を使用する演習を含みます

【Outline (in English)】
[Course outline]
Within the vast locations and long history, architecture and
cities are spanned in a variety of architectural forms. And
those forms express spatial images of architecture and cities.
This course will explore the characteristics of architectural
forms and spaces. In addition to drawings and photos,
expressions of architectural forms and spaces in movies are
observed to survey the spatial characteristics of architecture
and cities.
[Learning objectives]
This course aims to study the spatial characteristics of
architecture and cities.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

建築の空間と形態

安藤　直見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
広大な場所性と長大な歴史性の中に存在する建築や都市は，多様な
形態をもっています。そして，その多様な形態が，建築や都市の空
間（イメージ）を現象させています。この授業では，その形態と空
間の特質について論じます。授業においては，図や写真の他，映画
等によって表現された建築や都市を提示し，形態の特徴について解
説します。

【到達目標】
建築の形態と空間の関係とその表現についての考え方を習得するこ
と到達目標とします。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
に関連

【授業の進め方と方法】
建築の空間と形態に関する文献と資料に加えて，映画に表現された
建築空間・都市空間の分析を通じて，建築空間・都市空間の特質を探
ります。映画と建築・都市には「空間を描く」という共通点があり
ます。一般的には，建築・都市がつくる空間は生活のための実体の
ある空間で，映画がつくる空間は仮想空間です。映画はフィクショ
ンですから，空間の意味を誇張し，歪曲し，再構築します。でも，だ
からこそ映画が建築・都市の空間の本質を表すことがあると思いま
す。時代劇は空間を〈再現〉し，現代劇は空間を〈引用・誇張〉し，
未来劇などは空間を〈変形・歪曲・再構築〉します。何がどのよう
に〈再現〉され，またなにがどのように〈誇張〉され〈歪曲〉され
るかは解釈に基づくことが多いのですが，本論では，客観的な分析
手法を交え，可能な限り，建築・都市の空間と映画表現としての空
間との関係を一般化する考察を試みます。
映画に関する考察は，古代エジプトから近代までの空間表現を歴史
の順に眺めていきます。各回の授業においては，たとえば，以下の
ような仮説を提示し，それを検証していきます。
1) 古代エジプトの建築は，〈量塊としての外形〉の表現が特徴的で
あり，大きさや重量感が建築のイメージを決定づけている。
2)古代ギリシャの建築では，要素の〈配列による構成〉が特徴的で
あり，列柱や立面構成などが建築のイメージを決定づけている。
3)古代のアジア（中国や日本）においても，〈量塊としての外形〉や
〈配列による構成〉とする建築の特質が見られる。
4)古代ローマからビザンチンの建築では，内部空間のあり方が意味
をもつようになり，〈円や球（ドーム）の造形〉が展開する。
5)厚い壁に囲まれた中世ロマネスクの空間には，その内部には劇的
な光が存在する例が多く，〈劇的な変化を内在する閉鎖空間〉が特徴
的である。
6)中世の都市における広場も，塔の存在を含む立面の高低や開口の
構成の多様性をもつ〈変化にあふれた空間〉である。
7)フライングバットレス，ポインテッドアーチ，リブヴォールトな
どが用いられた中世ゴシックの建築は，〈天空へ飛翔〉するような空
間（イメージ）を形成している。
8)ルネサンス以降の建築は，過去の参照を内包しながら，〈芸術〉と
して，多様な展開をしていく。
各回の授業では，各回のテーマ（仮説）についての考察を促し，hoppii
（学習支援システム）の掲示板を利用して討論を行ってもらいます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ●量塊としての建築 【古代エジプトの空間】ピラミッ

ド，カルナック神殿，アブシンベ
ル神殿，アレクサンドリアなど

2 量塊としての建築 (つ
づき)：

量塊（ヴォリューム）によって
構成された現代建築（大きいこ
とはただそれだけで意味をもつ
のだろうか？）

3 ●配列の美学／身体
の美学

【古代ギリシャの空間】パルテノ
ン神殿，エレクティオン，ヘ
ファイストス神殿，アゴラ，デ
ルフィ，オリンピア，エピダウ
ロスの劇場，リンドスのアクロ
ポリス，クノッソス宮殿，ペト
ラ，エフィソス

4 配列の美学・身体の
美学 (つづき)

映画における編集と建築の構成
（配列的形態）とのアナロジー

5 ●天球の建築 【古代ローマからビザンチンへ】
パンテオン，フォロロマーノ，
コロッセオ，水道橋，ポンペイ，
サンマルコ大聖堂，ハギアソ
フィア，イスタンブールの街並
み

6 天球の建築 (つづき) 外形から内部空間へ
7 ●古代アジアの建築 【日本と中国の古代建築】伊勢神

宮（神明造り），出雲大社（大社
造り），古墳，吉野ヶ里遺跡，咸
陽宮，始皇帝稜，兵馬庸

8 古代アジアの建築 (つ
づき)

日本と中国の量塊的建築

9 ●躍動する閉鎖空間 【ロマネスクの空間】サン・ミニ
アート・イル・モンテ聖堂，ル・
トロネ修道院などの南フランス
のロマネスク建築，ヴェネツィ
ア，フィレンツェなどの中世に
その骨格が形成された都市

10 躍動する閉鎖空間 (つ
づき)

厚い壁と小さな窓はどのように
空間を決定づけたかのだろう
か？

11 ●天空への飛翔 【ゴシックの空間】ノートルダム
大聖堂などのフランスのゴシッ
ク聖堂，ミラノ大聖堂などのイ
タリアおよびその他の地方のゴ
シック聖堂

12 天空への飛翔 (つづ
き)

ゴシックの様式と浮遊する森
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13 ●複製としての芸術 【ルネサンスの芸術】サンタ・マ
リア・デッレ・グラツィエ教会，
サンピエトロ大聖堂，シス
ティーナ礼拝堂，サンタ・マリ
ア・ノヴェラ聖堂，サンタ・マ
リア・デル・フィオーレ大聖堂，
テンピエット，サン・ジョル
ジョ・マジョーレ聖堂，テアト
ロ・オリンピコ，ヴィラ・ロト
ンダなど

14 複製としての芸術 (つ
づき)

芸術の発見，ルネサンスから近
世へ (2)：

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
歴史や文化に関する予習を進めることが望ましい
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします

【テキスト（教科書）】
hoppii（学習支援システム）を通じて，必要なテキストを配布する

【参考書】
(1)安藤直見，映画に描かれた古代エジプトの建築　―建築の量塊的
イメージ―，図学研究第50巻3号, pp.11-19， 日本図学会， 2016
年9月
(2) 安藤直見，映画への旅̶古代エジプトへ（Kindle版）：https:
//www.amazon.co.jp/dp/B07QCKPVDY/
(3)安藤直見，映画に描かれた古代ギリシャ　－配列の美学ー，日本
図学会2014年度秋季大会学術講演論文集, pp.143-148
(4) 安藤直見，映画に描かれた古代ローマとビザンチン ー形象から
空間へー，日本図学会2015年度春季大会学術講演論文集, pp.19-24
(5)安藤直見，映画に描かれた中世ロマネスク　―躍動する閉鎖空間
―，日本図学会2015年度秋季大会学術講演論文集， pp.55-60
(6)安藤直見，映画に描かれた中世ゴシック　―天空への飛翔―，日
本図学会2016年度春季大会学術講演論文集, pp.45-50
(7)安藤直見，映画に描かれたルネサンス建築　―芸術としての複製
―，日本図学会2016年度秋季大会学術講演論文集, pp.19-24
(8) 安藤直見，映画に描かれた古代建築　―アジアにおける古代建
築の量塊的イメージ―，日本図学会2017年度秋季大会学術講演論文
集, pp.17-20

【成績評価の方法と基準】
50%：講義と討論（掲示板）への参加
50%：期末レポート

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
この講義には，パソコン（情報教室のパソコン，または，大学が貸
与するノートパソコン）を使用する演習を含みます

【Outline (in English)】
[Course outline]
Within the vast locations and long history, architecture and
cities are spanned in a variety of architectural forms. And
those forms express spatial images of architecture and cities.
This course will explore the characteristics of architectural
forms and spaces. In addition to drawings and photos,
expressions of architectural forms and spaces in movies are
observed to survey the spatial characteristics of architecture
and cities.
[Learning objectives]
This course aims to study the spatial characteristics of
architecture and cities.
[Learning activities outside of classroom]
Work on assignments
[Grading criteria/policy]
Grading is based on the evaluation of assignments (100%)
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

材料のデザイン

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築・都市構造物の構造デザインにおいて，構造耐力，耐久性，耐火
性能，環境性能，コストど，多様な要求性能を検証したうえで，最適
な材料を選択することが重要です。そのためには，それぞれの材料
毎に特性を理解し，それを活かして構造物を構築する工学的手法を
学ぶ必要があります。この授業では，「構造材料」に焦点を当てその
製造方法から加工方法，力学特性，その他各種性能について実例を
交えて解説します。現代の構造工学において特に重要な「鋼構造」，
「鉄筋コンクリート構造」，「木構造」のデザインを理解するための基
礎知識を修得することを目的とします。

【到達目標】
・構造材料の製造方法，加工方法を理解する。
・構造材料の応力度－ひずみ度関係など力学特性を理解する。
・構造材料の耐久性，耐火性能を理解する。
・構造材料それぞれの特徴を活かした工法の概要を理解する。
・構造材料ぞれぞれの塑性特性および破壊までのエネルギー吸収性
能を理解する。
・構造材料の特性を活かした構造デザインの実践例を知る。
・異なる構造材料のそれぞれの長所を組み合わせる設計法の概要を
学ぶ。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
・教材資料を授業支援システムにアップロードします。
・授業内で教材資料を解説します。
・授業内で紹介する参考書など自習して理解を深めること。
・中間テストを３回実施して，理解度を確認します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 授業ガイダンス

構造材料の種類
2 鋼材 1 金属材料の種類，鋼の製造法・

加工法
3 鋼材 2 鋼材の性質
4 鋼材 3 鋼材と構造物のデザイン
5 中間テスト① 鋼材に関するテスト

テストの解説
6 コンクリート材料1 セメントの種類，セメントの製

造法
7 コンクリート材料2 骨材の種類，コンクリートの種

類と性質
応力- ひずみ曲線

8 コンクリート材料3 コンクリートと構造物のデザイ
ン

9 中間テスト② コンクリートに関するテスト
テストの解説

10 木質材料1 木質材料の種類と性質

11 木質材料2 木質材料と製造法・加工法
12 木質材料3 木質材料と建物のデザイン
13 材料の選択と構造物

のデザイン
構造材料の特性比較と構造デザ
イン実例

14 中間テスト③ 木質材料に関するテスト
テストの解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業テキストの復習，および参考書等による自習に取り組むこと。
本授業の自習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業支援システムにテキストをアップロードします。

【参考書】
授業システムで適宜紹介します。

【成績評価の方法と基準】
講義内で中間テストを3回実施し，１回目 30%，２回目 30%，３回
目 40%の配分で成績評価を行う。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
この授業の後に「鉄筋コンクリートのデザイン」，「鋼のデザイン」，
「木造建築の構法」を履修することでさらに理解が深まるので，その
履修を強く勧める。
また，建築士資格の取得を目指す学生は受講することを勧める。

【Outline (in English)】
【Course outline】
In the structural design of architectural and urban structures,
it is important to select the most appropriate materials
after examining various performance requirements such as
structural strength, durability, fire resistance, environmental
performance, and cost. To achieve this, it is necessary
to understand the characteristics of each material and to
learn engineering methods to construct structures that take
advantage of these characteristics. In this course, we will focus
on "structural materials" and explain their manufacturing
methods, processing methods, mechanical properties, and
various other performances with actual examples. The
objective of this course is to acquire basic knowledge to
understand the design of steel, reinforced concrete, and
wood structures, which are particularly important in modern
structural engineering.
【Learning Objectives】
To understand the manufacturing and processing methods of
structural materials.
To understand the mechanical properties of structural materi-
als, such as stress-strain relationships.
To understand the durability and fire resistance of structural
materials.
To understand the outline of construction methods utilizing the
characteristics of each structural material.
To understand the plastic properties of structural materials
and their energy absorption performance up to fracture.
To understand the practical examples of structural design
utilizing the characteristics of structural materials.
To understand the design methods that combine the advan-
tages of different structural materials.
【Learning activities outside of classroom】
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Students are required to review the class textbook and to
engage in self-study using reference books, etc.
The standard self-study and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be
30% for the first test, 30% for the second test, and 40% for the
third test.
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ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築の地盤力学

吉丸　哲司

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地盤力学と建物基礎の設計法

【到達目標】
地盤の支持力を算定し，適切な基礎構造を選択し，これを設計する
技術を習得する。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
建物を支える地盤は建設材料の一つではあるが，他の材料のように
性能を規定して作られるものではない。従って，その所与の性質を
よく理解した上，その性質に則った計画や設計をしなければならな
い。ところが，その材料的性質が元来未解明な部分が多く，設計法
も経験的知識や経験則によってカバーしている面が多々ある。それ
ゆえ，必須の理論的基礎を十分理解した上で，設計法を理解するこ
とが大事である。本講では，先ず，地盤に関する力学的性質の基礎
を学んだ後，基礎設計の必須事項を計算例題から経験的に学ぶこと
に主眼を置く。
授業開始日について：学習支援システムから閲覧・ダウンロードで
きる資料の展開に応じて順次自習を開始して下さい。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地盤調査 基礎と地盤，地盤調査とその方

法
2 地盤の性質１ 地盤の物理的性質
3 地盤の性質２ 地盤の力学的性質
4 圧密 地盤の圧密変形
5 土圧１ 土圧の種類，主働土圧，受働土

圧，静止土圧，モールの応力円
6 土圧２ Coulombの土圧理論，Rankine

の土圧理論
7 地中応力１ Boussinesq解他
8 地中応力２ 接地圧
9 基礎の構造計画１ 基礎の種類，基礎構造の選定，

地盤の許容支持力
10 基礎の構造計画２ 沈下量の算定法
11 地耐力 地盤の許容支持力
12 直接基礎の設計１ 設計一般，接地圧の検討，水平

力に対する検討，
フーチングの断面設計

13 直接基礎の設計２ 設計例：独立基礎，布基礎
14 直接基礎の設計３ 設計例：べた基礎

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
前回までの講義板書内容を復習，実施された演習プリントの反復。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
林貞夫：建築基礎構造，共立出版．

【参考書】
配布資料：授業支援システムよりダウンロード

【成績評価の方法と基準】
中間試験，期末試験の合計平均点を評価基準（「履修の手引き」参照）
に基づいて成績評価する。期末試験に対する再試はない。追試は4
年次生に限り実施する。

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
【Course outline】In this course students will study geomechan-
ics and fundament design methodologies of buildings.
【learning Objectives】To acquire the skills to calculate the
bearing capacity of the ground, to select an appropriate
foundation structure, and to design it.
【learning activities outside of classroom】Review of the
previous lectures and repetition of the exercise handouts.
【Grading Criteris/Policies】The total average score of the
midterm and final examinations will be used as the basis for
grading. There will be no retest for the final exam.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

山道　拓人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。

— 406 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

下吹越　武人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

網野　禎昭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

赤松　佳珠子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。

— 418 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

須沢　栞

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究１（建築）

小堀　哲夫

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 テーマ発表 卒業論文のテーマを発表しディ

スカッションを行う
2 資料検索 (1) 図書館及びオンラインデータ

ベースの利用方法について指導
する

3 資料検索 (2) 自身のテーマと関係のある書籍
や論文の検索の方法について指
導する

4 研究企画の立案 テーマや仮説に対して、研究の
手法や理論枠組、先行研究につ
いて発表しディスカッションを
行う

5 論文の構成 (1) 論文の構成の仕方の基礎を指導
する

6 論文の構成 (2) 学術論文を通じて論文の構成の
仕方を学ぶ

7 フィールド調査の基
礎

論文作成時、人の話を聞いたり
資料提供を依頼する際のフィー
ルド調査の基礎につい
て指導する

8 研究の企画推進 立案した仮説の研究の状況を発
表しディスカッションを行う

9 先行研究のフォロー 先行研究の見つけ方、整理の仕
方について指導する

10 先行研究の整理 出来る範囲で先行研究を整理し
たものを示してもらい、指導を
行う

11 研究テーマ設定上の
悩みの解決

それぞれの学生が持っている研
究テーマ設定・推進上の悩みを
聞き、解決の方策を考える

12 論文の理論枠組の設
定

どのような枠組みで論文を書こ
うとしているか発表しディス
カッションを行う

13 論文の基本ルール 註の付け方や参考文献表の作り
方などについて一通り指導を行
う

14 研究企画の展望 研究作業について発表してもら
い、今後の展望について考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 卒業論文のテーマを考える
2. 実際に参考文献を探し、読んでおく
3. 実際に参考文献を探し、読んでおく
4. ディスカッションのための準備
5. 論文の構成を検討する
6. 学術論文を講読する。構成を検討する
7. フィールド調査、実験を行う
8. 発表及びディスカッションのための準備
9. 先行研究を見つける
10. 先行研究の整理
11. 実験やフィールド調査を行う
12. 実験やフィールド調査を行う
13. ディスカッションのための準備
14. 論文執筆のための作業
15. ディスカッションのための準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
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●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and research efforts.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

安藤　直見

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

下吹越　武人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

網野　禎昭

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.

— 433 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

赤松　佳珠子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

浜田　英明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

南後　由和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

高村　雅彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.

— 441 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1
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卒業研究２（建築）

中野　淳太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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卒業研究２（建築）

須沢　栞

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.

— 445 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業研究２（建築）

小堀　哲夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業論文
をまとめあげる。

【到達目標】
各自のテーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づ
き論を構成し、論文にまとめる。幅広い観点から問題を捉え、解を
自主的かつ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 研究進度の報告 卒業研究１で進めていた研究の

進捗を報告する
2 執筆・提出スケ

ジュールの組み方
論文の執筆進度の計画をする

3 研究を進めていく上
の悩みの解決

論文執筆にあたり、実験内容や
調査内容で疑問点に思っている
点を聞き、解決の方策を
考える

4 卒業設計に向けて 卒業研究のテーマをベースとし
て設計提案へと展開することで、
研究内容の客観性を深める

5 論文の基本ルール 文献リストの作り方や学会への
投稿の際の様々なルールなどに
ついて、一通り指導を行う

6 文献リストの作成 論文執筆に必要な参考文献、先
行研究のリスト化を行う

7 論文の目次 暫定的な論文の目次を作成して
みることで、研究テーマに関す
る認識を整理し深める

8 論文の一部を書いて
みる（１）

研究テーマを固めるために、梗
概の素案を書いてみる

9 論文の一部を書いて
みる（２）

自分の研究関心を理論的に明確
に整理して、論文のテーマと成
り得るように記述してみる

10 文章の推敲（１） 論理構成、論理的整合性、てに
をは、表現、言葉遣いなどにつ
いて指導する

11 文章の推敲（２） 学術的な文章として読みやすく、
また論理構成が明晰な文章にな
るよう指導する

12 プレゼンテーション
の基礎

プレゼンテーション作成の基礎
を学ぶ

13 プレゼンテーション
の実践

プレゼンテーションの練習を行
う

14 発表 学年全体の講評会において、こ
れまでの研究成果の発表を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 研究の成果を出来る限りまとめておく
2. 提出までのスケジュールを自分で組んでみる
3. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
4. 論文の執筆、実験、フィールド調査を進める
5. 卒業設計のテーマを考えておく
6. 論文の執筆、実験、フィールド調査、必要な参考文献の精読
7. 実際に文献リストを作成してみる
8. 研究テーマのトピックを整理しておく
9. 既存業績の載っている書籍や論文をまとめておく
10. 論文の執筆を進める
11. 教員から指摘のあった点について注意して執筆を進める
12. 教員からの指導を受け、論文の執筆を進める
13. プレゼンテーション用の資料を作る
14. プレゼンテーションの練習、またゼミで指摘された点の改善
15. 全体講評会を終えて、研究の内容の良い点と工夫できた点を把
握しておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書様式に従っていること。
（C）論文の形式（研究の目的、方法、結論または考察、参考文献）
を有すること。
（D）建築研究相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、テーマの理解度
（2）分析力、総合力
（3）成果の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
研究論文とは
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
●一般に，論文は複数の章・節・項から構成される。論文は「はじ
めに／目的／序」などの章から書き始め、最後に「まとめ／結論／
結び」などの章で終わる。
● 1章（はじめに／目的／序など）では、明確な問題／仮説の設定
を行い、なぜその問題／仮説を設定するのかについて、その理由や
動機や背景などについてを書く。また、関連する既往研究／先行研
究について述べる。
● 2章以降では、その問題／仮説に基づく答えを導く論述を展開す
る。問題／仮説に対する答えを求めていく過程は、何らかの調査・
実験・試作に基づくものでなければならない。調査・実験・試作の
概要と方法と結果を明記すること。個人として行ったものか、何ら
かの組織に参加して行ったものなのか、調査・実験・試作の対象、年
月、場所、方法も明示しなければならない。
●終章（まとめ／結論／結び）では、冒頭の問題／仮説に対応する
結論を明確に書く。
●本文の後ろに、注および参考文献のリストを付す。
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
以下，「Collaborative Institutional Training Initiative, eトレー
ニング・プログラム」より引用（抜粋）：
●科学論文は通常、仮説、実験・観察結果、理論、実験手法などか
ら構成されています。
●研究とは、過去から積み重ねられてきた知識・見解のうちで間違
えているものをより分けながら、さらに知識を蓄積していくプロセ
スです。
●研究の目標は、既存の知識の中に感じた疑問点を拾い上げ、それに
対して科学的な実験を行い、その結果を踏まえて新たな知見を得る、
というものです。卒業論文は、その内容が学術的であると共に、そ
の書式および構成が論文の形式に適合するものでなければならない。
以下，「盗用」という行為について，「Collaborative Institutional
Training Initiative, eトレーニング・プログラム」より引用（抜粋）
する：
●最もよくある形態は学生が１つないし複数の出典先から文章を写
して作成していながら、それが自分のオリジナルである、と装うも
のです。
●盗用は細かな違いからすれば、多様な形で起こり得るのです。例
えば、誰かの特徴的な表現を引用符でくくらずにそのまま自分のレ
ポートや論文に埋め込むやり方です。それが盗用とされるのは、出
典を参考文献として挙げたとしても、引用符でくくらずにその表現
が文章化されてしまうと、その文章については誰のオリジナルであ
るか不明になるからです。
●典型的な「盗用」のもう１つは、原本の文章中の単語をここかし
こ表面的にいじって、出典は記載するものの、出来上がった文章自
体は十分にオリジナルなものである、と読者に思い込ませる（また
著者本人もそう思い込む）類のものです。
●米国においては、学生が盗用を行った場合、科せられるペナルティー
は大変重く、その悪質さの程度によって「その科目の単位を与えな
い」から「退学」という処分がとられます。
●出典は最大限の明瞭さをもって示すべきもので、どの部分が著者
自身から出たもので、どの部分が他の資料からの引用なのかが読者
にとって完全に明確でなければなりません。
●著作に当たっては、アイデア、理論、およびデータに関して、著
者自身のものか、それともそれ以外の人物のものかを、明確に、一
点の不明瞭さも残さずに、区別するようにしなければなりません。
●もし、別の著者がこの中の段落を一言一句違わずそのまま使おう
とする場合は、それを引用符でくくるか、本文よりも一段下げるこ
と（インデント）をした上で、出典を記載しておくことが標準的な
やり方です。
●例えば、単位修了に当たって、まとめとなるレポートの宿題を与
えられた際に、いろいろな記事を抜き書きして組み立てたものを自
分のレポートとして提出した場合です。このレポートはあくまで他
人の作品であり、盗用に当たります。一般的に、これは不適切な執
筆方法で、他の著者の文章の引用の仕方に関する基本的な知識に欠
けるか、自分の言葉として言い換える能力に欠けると見なしてよい
ものです。

【Outline (in English)】
Course outline: Students compile a graduation thesis and
graduation project as the culmination of their four years of
study, with instructions from their supervisors.
Learning Objectives: Compose an argument based on their own
investigation, experiment, analysis and research on their own
theme and summarise it in a thesis.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation of the con-
tent of the submitted graduation thesis and the presentation of
the examination board.
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BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

山道　拓人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

下吹越　武人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

網野　禎昭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

赤松　佳珠子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

岩佐　明彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート等の提出により評価し
ます。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム等を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline: Understand the approach to study at
university while being exposed to a broad range of whole
architectural disciplines through hands-on seminars.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Learning Objectives: While the ultimate goal is to master
’integrated design’, which is the creation of new things while
focusing on the human aspect, learning the basic approach to
such design is the objective to be achieved in this course.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive judgment based on
self-learning outcomes and study efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100NB（デザイン学 / Design science 100）

基礎表現１

阿部　雅世

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３次元空間（立体）の構成および表現方法
【到達目標】
建築を学ぶ上で必要な３次元空間（立体）を構成する感覚を養う。そのため
には，対象とする環境や事物のスケッチやデッサン，写真撮影を行う。さま
ざまな対象である「モノ」に触れ，観察し，モノの本質と内在する美を見いだ
し，それらを描きとる。小さな目的空間とその環境の関係性を考える。さら
に，模型など立体によりさまざまな構成を行い，意味を見つけ出す。それを
第三者にどう伝えてゆくのか。表現して行く方法も学ぶ。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
私たちの日常生活にかかわる環境、見慣れた生活環境においては、特別な思い
入れも持たずに通り過ぎてしまうことが多い。しかし「モノ」や「空間」を創
造するものにとって、小さくとも何か光るものを造形言語として見出さねば
ならない。その「ことば」を見出すために、スケッチやデッサンなどさまざ
まな方法をもちいる。対象である風景、ものを描く。撮影する。エスキス模
型をつくってみる。小さなものから、モノによっては原寸まで。そのスケー
ルは、教員相談、指示によって変化する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1、2回 ガイダンス、造形デザイ

ン基礎講義１
　

課題説明、方法と手順、　課題に関
する造形デザイン基礎講義１、個人
或いはグループ分け

第3、4回 スタディ１ 各々の課題に合わせて個人、または
グループにて初期のスタディを行う。
あるものを観察したり、スケッチを
繰り返すことで対象を意識化する。

第5、6回 スタディ２ 造形言語としてのイメージの抽出。
第7、8回 スタディ３ 対象を理解し、デザインを発展させる

ために、思考のプロセスを描いたり、
スタディ模型やドローイングを行う。

第9、10回 スタディ４ スケッチやドローイング、模型によ
るスタディを繰り返したり、グルー
プによるディスカッションを行うこ
とで思考を深める。

第11、12回 スタディ５ 一つの造形に終始するのではなく、
考え付くかぎり多数の模型を作製し
てみる。

第13、14回 まとめ１ 中間発表へ向けて、スタディ内容を
模型やドローイングにまとめる。

第15、16回 中間発表 中間発表を行う。他者の考えを聞く
ことで自分たちの思考をより深める。

第17、18回 スタディ６ 対象とする環境には、つよく関わる
であろう歴史、都市、建築、ランド
スケープ、モノなどがある。その関
係性を考える。

第19、20回 プレゼンテーション 多くのコンセプト模型からもっとも
表現したい空間模型を制作する。

第21、22回 プレゼンテーション モノの大きさ、かたち、比例、材質な
どを考え、プレゼン模型を制作する。

第23、24回 プレゼンテーション 環境を考慮し、プレゼン模型の最終
段階を制作する。
プレゼンのシナリオを作成する。

第25、26回 講評会準備 講評会に向けた最終準備を行う
第27、28回 講評会 パワーポイント、模型、プレゼン

ボードなどにより作品発表、講評を
行う。　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
モノをつくりだすための素材を授業外で自ら探索する（素材体験）。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特に定めないが、プログラムにしたがって必要とおもわれる資料は、その都
度配布する。
【参考書】
『鉛筆デッサン入門』遊友出版。『鉛筆で描く』マール社。
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品（50%），授業への取り組み（50%）。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
PCによるプレゼンテーションボードの作成、液晶プロジェクターによる映像
表現。
【その他の重要事項】
※履修希望者が多数の場合は，抽選で選考する．詳細は４月初旬に実施する
ガイダンスで説明するので，履修希望者は必ず出席すること．
授業のみでなく、自らフィールドサーヴェイを行いモノをつくりだすための
素材にふれ使ってみる。それによって素材の物性や効果が変わることを知る。
より多くの素材や空間にふれることが大事である。
【Outline (in English)】
[Course outline]
Composition and representation of three-dimensional space (three-
dimensional objects)
[Learning Objectives]
The students will develop a sense of constructing three-dimensional
space (three-dimensional), which is necessary for studying architecture.
For this purpose, students will make sketches, drawings, and take
photographs of the target environment and objects. Students will
touch and observe various "objects," discover their essence and inherent
beauty, and draw them. Students will think about the relationship
between a small objective space and its environment. Furthermore, we
will find out the meaning of the objects by constructing models and other
three-dimensional objects. How will they communicate this to a third
party? How do we communicate it to a third party?
[Learning activities outside of classroom]
Students will search for materials outside of class to create things
(material experience).
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Submission of work for assignment (50%), class participation (50%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100NB（デザイン学 / Design science 100）

基礎表現２

栗原　良彰

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
３次元空間（立体）の構成および表現方法
【到達目標】
建築を学ぶ上で必要な３次元空間（立体）を構成する感覚を養う．そのため
には，対象とする環境や事物のスケッチやデッサン，写真撮影を行う．さま
ざまな対象である「モノ」に触れ，観察し，モノの本質と内在する美を見いだ
し，それらを描きとる．小さな目的空間とその環境の関係性を考える．さら
に，模型など立体によりさまざまな構成を行い，思いや考えを第三者にどう
伝えてゆくのかを学ぶ．また，作品を作り出して行く基礎的な過程を得る．
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
私たちの日常生活にかかわる環境，見慣れた生活環境においては，特別な思い
入れも持たずに通り過ぎてしまうことが多い．しかし「モノ」や「空間」を創
造するものにとって，小さくとも何か光るものを造形言語として見出さねば
ならない．その「ことば」を見出すために，スケッチやデッサンなどさまざ
まな方法をもちいる．対象である風景，ものを描く，撮影する，エスキス模
型をつくってみる．小さなものから，モノによっては原寸まで．そのスケー
ルは，教員相談，指示によって変化する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1、2回 ガイダンス、造形デザイ

ン基礎講義１
　

方法と手順，課題説明．
ワークショップ，グループ分け．

第3、4回 スタディ１ 各々の課題に合わせて個人，グルー
プにて初期のスタディを行う．ある
ものを観察したり，スケッチを繰り
返すことで対象を意識化する．

第5、6回 スタディ２ 造形言語としてのイメージの抽出．
グループによるディスカッションを
行う．

第7、8回 スタディ３ 対象を理解し，デザインを発展させる
ために，思考のプロセスを描いたり，
スタディ模型やドローイングを行う．

第9、10回 スタディ４ スケッチやドローイング，模型によ
るスタディを繰り返したり，グルー
プによるディスカッションを行うこ
とで思考を深める．

第11、12回 スタディ５ 一つの造形に終始するのではなく，
考え付くかぎり多数の模型を作製し
てみる．

第13、14回 まとめ 中間発表へ向けて，スタディ内容を
模型やドローイングにまとめる．

第15、16回 中間発表 中間発表を行う．他者の考えを聞く
ことで自分たちの思考をより深める．

第17、18回 リサーチ１ 対象とする環境には，つよく関わる
であろう歴史，都市，建築，ランド
スケープ，モノなどがある．その関
係性を考える．

第19、20回 リサーチ２ 多くのコンセプト模型からもっとも
表現したい空間模型をグループで
ディスカッションする．

第21、22回 リサーチ３ モノの大きさ，かたち，比例，材質な
どを考え，プレゼン模型を制作する．

第23、24回 講評会準備１ 環境を考慮し，プレゼンテーション
資料を制作する．
プレゼンのシナリオを作成する．

第25、26回 講評会準備２ 講評会に向けた作品制作の準備を行
う．

第27、28回 講評会 パワーポイント，模型，プレゼン
ボードなどにより作品発表，講評を
行う．　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
モノをつくりだすための素材を授業外で自ら探索する（素材体験）．
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特に定めないが，プログラムにしたがって必要とおもわれる資料は，その都
度配布する．
【参考書】
特に定めないが，プログラムにしたがって必要とおもわれる資料は，その都
度授業内で紹介する．
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品，授業への取り組み，演習内容による．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
デジタルカメラ（カメラ機能付き携帯電話等可）があることが望ましい。
【その他の重要事項】
※履修希望者が多数の場合は，抽選で選考する．詳細は４月初旬に実施する
ガイダンスで説明するので，履修希望者は必ず出席すること．
授業のみでなく，自らフィールドサーヴェイを行いモノをつくりだすための
素材にふれ使ってみる．それによって素材の物性や効果が変わることを知る．
より多くの素材や空間にふれることが大事である．
【Outline (in English)】
[Course outline]
Composition and representation of three-dimensional space (three-
dimensional objects)
[Learning Objectives]
The students will develop a sense of constructing three-dimensional
space (three-dimensional), which is necessary for studying architecture.
For this purpose, students will make sketches, drawings, and take
photographs of the target environment and objects. Students will
touch and observe various "objects," discover their essence and inherent
beauty, and draw them. Students will think about the relationship
between a small objective space and its environment. Furthermore, we
will find out the meaning of the objects by constructing models and other
three-dimensional objects. How will they communicate this to a third
party? How do we communicate it to a third party?
[Learning activities outside of classroom]
Students will search for materials outside of class to create things
(material experience).
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
[Grading Criteria/Policy]
Submission of work for assignment (50%), class participation (50%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

PRI100NB（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

コンピュータリテラシーX

福嶋　勝浩

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会においてコンピュータを用いて目的とする作業を行うための知識と
能力（コンピュータリテラシー）を持ち合わせておくことは必要不可欠であ
る。そこで本講義では、実際にコンピュータを操作しながら情報処理、分析
に係わる基礎的素養を養う。
【到達目標】
・コンピュータの基礎的操作方法を習得する
・画像、動画、数値情報等の様々なデータを処理する能力を養う
・コンピュータを用いたアナリシス、プレゼンテーション方法の基礎を身につ
ける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
コンピュータを用いた実践形式の講義を展開する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス コンピュータの基本操作
2 情報のやり取り 電子メール、to/cc/bcc
3 情報の検索収集 インターネット、WWW、検索エン

ジン、SNS
4 ドキュメンテーション 文書作成、ドキュメンテーションソ

フトの基本操作
5 情報の単純処理 表計算ソフト、データ集計
6 情報の高度処理 マクロ、プログラミング
7 情報の分析 グラフ作成、結果考察
8 ビジュアル表現（１） ビジュアル表現の構成要素（文字表

現、写真表現etc）
9 ビジュアル表現（２） 画像加工、画像処理、カラーリング、

レイアウト技法
10 ビジュアル表現（３） タイポグラフィー、DTP (デスク

トップパブリッシング)
11 プレゼンテーション

（１）
プレゼンテーションの基本的考え方、
プレゼンテーションソフトウェアの
基本操作

12 プレゼンテーション
（２）

効果的なプレゼンテーション手法、
ビジュアルプレゼンテーション

13 情報の発信 HTML、ホームページ作成
14 総復習と発展話題 グループ発表、ICT、IoT、ビッグ

データ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
コンピュータを操作する上でブラインドタッチができることが望ましい。ブ
ラインドタッチができない者は講義時の時間外に適宜練習すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
改訂新版　標準教科書　よくわかる情報リテラシー　岡本敏雄監修　技術評
論社
【成績評価の方法と基準】
演習（100%）の結果より判断する。毎回演習を行うので体調不良等のやむを
得ない場合以外の欠席や遅刻には十分に注意すること。欠席と遅刻の合計回
数が5回に達した場合は評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
直近の授業改善アンケートを踏まえ、次年度の授業内容へ反映します。
特に提出課題については基本から応用的な課題までの幅を持たせます。また、
前回の授業同様にコンピュータに触れ、基本的なＩＴ知識を身につけ、同時に
建築学科の学生に相応しいＩＴスキルを身につくよう授業を構成します。最
終授業のプレゼンテーションでは発表スキルの基本を磨けるようグループ・
ディスカッションをはじめ授業毎にブラッシュアップしていきます。

デジタルとアナログで各やるべきことの境界線を見極める力も養う。また個
人作業やグループワークでそれぞれの重要性についても経験する。
【学生が準備すべき機器他】
情報機器である貸与ノート型パソコンを常時準備のこと。マウス、USBメモ
リがあると望ましい。
【その他の重要事項】
授業の中盤には著名な建築物（都内）を見学（予定）し、実際に建築空間を体
験してもらいます。ここまで習得したITスキルを活用してドキュメントをつ
くる技術を習得します。最終授業では更にＩＴスキルを用いてプレゼンテー
ション（グループ）を行ってもらいます。具体的にはマイクロソフト・パワー
ポイント、ワードやエクセル、Adobe illustrator、Photoshopなどで制作し
た資料で発表を行います。これは他の科目授業で行われる発表時に必要な基
礎スキルとなります。その他、自主性を持って進めるグループ・ディスカッ
ションやブレイン・ストーミング（ＫＪ法）も実施します。この授業では単に
コンピュータリテラシーの技術を訓練する以上に建築学生としてのIT基礎を
授業を通じて習得します。
【Outline (in English)】
・ Learn the basic operation method of the computer
・Develop the ability to process various data such as images, videos and
numerical information
・ Acquire the basis of analysis and presentation methods using a
computer
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PRI100NB（情報学基礎 / Principles of informatics 100）

コンピュータリテラシーY

福嶋　勝浩

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代社会においてコンピュータを用いて目的とする作業を行うための知識と
能力（コンピュータリテラシー）を持ち合わせておくことは必要不可欠であ
る。そこで本講義では、実際にコンピュータを操作しながら情報処理、分析
に係わる基礎的素養を養う。
【到達目標】
・コンピュータの基礎的操作方法を習得する
・画像、動画、数値情報等の様々なデータを処理する能力を養う
・コンピュータを用いたアナリシス、プレゼンテーション方法の基礎を身につ
ける
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
コンピュータを用いた実践形式の講義を展開する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス コンピュータの基本操作
2 情報のやり取り 電子メール、to/cc/bcc
3 情報の検索収集 インターネット、WWW、検索エン

ジン、SNS
4 ドキュメンテーション 文書作成、ドキュメンテーションソ

フトの基本操作
5 情報の単純処理 表計算ソフト、データ集計
6 情報の高度処理 マクロ、プログラミング
7 情報の分析 グラフ作成、結果考察
8 ビジュアル表現（１） ビジュアル表現の構成要素（文字表

現、写真表現etc）
9 ビジュアル表現（２） 画像加工、画像処理、カラーリング、

レイアウト技法
10 ビジュアル表現（３） タイポグラフィー、DTP (デスク

トップパブリッシング)
11 プレゼンテーション

（１）
プレゼンテーションの基本的考え方、
プレゼンテーションソフトウェアの
基本操作

12 プレゼンテーション
（２）

効果的なプレゼンテーション手法、
ビジュアルプレゼンテーション

13 情報の発信 HTML、ホームページ作成
14 総復習と発展話題 グループ発表、ICT、IoT、ビッグ

データ
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
コンピュータを操作する上でブラインドタッチができることが望ましい。ブ
ラインドタッチができない者は講義時の時間外に適宜練習すること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。
【参考書】
改訂新版　標準教科書　よくわかる情報リテラシー　岡本敏雄監修　技術評
論社
【成績評価の方法と基準】
演習（100%）の結果より判断する。毎回演習を行うので体調不良等のやむを
得ない場合以外の欠席や遅刻には十分に注意すること。欠席と遅刻の合計回
数が5回に達した場合は評価しない。
【学生の意見等からの気づき】
直近の授業改善アンケートを踏まえ、次年度の授業内容へ反映します。
特に提出課題については基本から応用的な課題までの幅を持たせます。また、
前回の授業同様にコンピュータに触れ、基本的なＩＴ知識を身につけ、同時に
建築学科の学生に相応しいＩＴスキルを身につくよう授業を構成します。最
終授業のプレゼンテーションでは発表スキルの基本を磨けるようグループ・
ディスカッションをはじめ授業毎にブラッシュアップしていきます。

デジタルとアナログで各やるべきことの境界線を見極める力も養う。また個
人作業やグループワークでそれぞれの重要性についても経験する。
【学生が準備すべき機器他】
情報機器である貸与ノート型パソコンを常時準備のこと。マウス、USBメモ
リがあると望ましい。
【その他の重要事項】
授業の中盤には著名な建築物（都内）を見学（予定）し、実際に建築空間を体
験してもらいます。ここまで習得したITスキルを活用してドキュメントをつ
くる技術を習得します。最終授業では更にＩＴスキルを用いてプレゼンテー
ション（グループ）を行ってもらいます。具体的にはマイクロソフト・パワー
ポイント、ワードやエクセル、Adobe illustrator、Photoshopなどで制作し
た資料で発表を行います。これは他の科目授業で行われる発表時に必要な基
礎スキルとなります。その他、自主性を持って進めるグループ・ディスカッ
ションやブレイン・ストーミング（ＫＪ法）も実施します。この授業では単に
コンピュータリテラシーの技術を訓練する以上に建築学生としてのIT基礎を
授業を通じて習得します。
【Outline (in English)】
・ Learn the basic operation method of the computer
・Develop the ability to process various data such as images, videos and
numerical information
・ Acquire the basis of analysis and presentation methods using a
computer
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ADE200NB（建築学 / Architecture and building engineering 200）

設備入門

石川　裕司

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築設備は、生活に不可欠な「水・空気・電気」を自然環境と人工環境を加
減・融合し、適切な室内環境を創ることである。それと同時に居住性の良し
悪しから建物の評価を大きく左右する要素でもある。太古の昔から人は水辺
に居を構え集落を造り、時の経過、更に時代の変遷と共に、利便性・快適性を
追求し、人為的に室内環境の創造と調整を行ってきた。将来も技術の進歩に
つれてこれが継承されて行かなくてはならない。これらのことを、建築設備
の学習テーマとし授業を進める。
【到達目標】
＜授業の到達目標＞
建築設備の学習項目である、「①空気調和・換気設備、②給排水・衛生設備、
③電力・通信情報設備」のうち、適切な室内環境を創る「①空調・換気」と生
命の根源である「②の水（給排水）」と利便性の代表である「③の電気（あか
りと動力及び通信情報）」について学習する。将来を担う建築技術者としての
基礎知識を身につける。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
「本授業は、対面授業を基本として、実施を予定しています。」
変更等があった場合には、履修本登録期間までにデザイン工学部事務より、
Web掲示板でお知らせいたします。Web掲示板を随時ご確認ください」
＜授業の概要＞
授業は、前述の「授業の到達目標及びテーマ」と後述の「授業計画」の表に
沿って実施するものとする。但し授業の内容は、時代のニーズ並びに、技術
の進歩により変更する場合もある。
＜授業の方法＞
授業でデータ等を確認する必要上、テキストを使用するが、進め方として画
像や映像（PPT又はDVD等）を主に使用し、目からの情報を重視した方法を
とる。一方、授業の要所要所で、学生のレベル向上と、学生・教員相互による
授業内容理解度効果確認のための、時間内演習テストを実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 建築設備ガイダンス （建物に絶対必要）

・身近な物から考える建築設備
・水・排水
・電気
・空調・換気

2 建築設備 （設備て何）
・設備の歴史（必要から生まれた人工
的環境の創造。現在に受け継がれる
古人知恵）

3 給水設備・給湯設備 （安全な水・湯）
・水・湯の基礎的知識
・生活と水・湯
・給水・給湯計画法
・給水方式と系統
・水系汚染防止等

4 排水設備・
衛生器具設備

（どこに流れる）
・排水、通気方式と系統
・排水トラップ
・雨水
（きれいな排水）
・汚水処理

5 電気設備 （ビルの電気）
・電気の基礎知識

6 照明設備 （いろんな灯り）
・照明の基礎
・照明計画法
・ＬＥＤ、Ｈｆ蛍光灯
・明視照明と雰囲気照明
・システム天井照明
・照度計算

7 防災設備・消火設備 （火事だ）
・自動火災報知と避難（火の消し方）
・消火の原理
・消火方式

8 監視・制御 （室温一定）
・制御機器の種類
・中央監視設備の概要
・ＢＥＭＳについて

9 空気調和設備 （快適・不快）
・室内環境維持
・空気の性質
・空気の状態変化

10 熱負荷の種類 （室温と外気温）
・室内外条件
・負荷の種類
・熱負荷計算

11 空調方式・熱源方式 （室を冷やす、暖める）
・空調機器
（冷水・温水を作る）
・ビル用一般冷温熱源

12 空気搬送設備・水搬送設
備

（空気で快適）
・ダクト設備
（冷水・温水で快適）
・配管設備

13 換気・機械排煙と防煙 （空気は汚れる）
・空気清浄度保持のための換気計算法
（火災と避難）
・排煙方式と目的

14 エネルギー消費 （省エネ）
・省エネルギーと設備
・ビル消費エネルギーと地球温暖化
・省エネルギー計算法

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
準備学習
１．既存の建物の環境・設備をよく観察することから始まる。
２．家族を含めた学生諸氏の生活状態を自己観察する。
例えば、水の使用状況や使用する時間帯、照明の点灯・冷暖房の使用状態の
把握…。
３．学内や、常に利用したり、又は利用した学外諸施設（駅・ホテル・劇場・
店舗・病院…）の環境・設備関連項目の観察と、利用しているヒトの行動や
観察。
４．上記の気付き項目を、ランダムでも良いから、図や寸法を交え忘れずに
メモにしておく。
【テキスト（教科書）】
最新　建築設備工学　改訂２版（井上書院）　監修：田中俊六・著者：宇田
川光弘他4名。3520円
必要に応じプリントを配布。
【参考書】
『図説　やさしい建築設備』著者：伏見建、朴賛弼、2800円
『最新　建築環境工学』（井上書院）　監修：田中俊六・著者：田尻他 5名。
3000円
【成績評価の方法と基準】
成績評価に関して、
定期試験成績を最重点基準事項とする。
評価基準は、小テスト・レポートの出題回数により変動するが、、以下の各項
についてポイントの加減を行う。
①期末試験（60％）小テスト・レポート（30％）平常点（10％）により評価
する。
②平常点評価（授業態度・遅刻・早退）特別の事情がない限り、これは大きな
減点対象となる。
③時間内テストなどで不正行為があると認めた場合には、当然単位は与えな
い。定期試験同等と心得られたい。
④学生諸氏が、TAを含む教員との間に万一不信行為があった場合は、各種不
正行為を含め単位は与えない。
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【学生の意見等からの気づき】
授業中の、小テストやレポート課題を取り入れて、計算関係の理解度を深め
る。その他は、前年同様の授業の進め方、評価等の方法を踏襲する。但し、授
業内容は、システムでは省エネの重要性、機器類では、CGS(Co-Generation
System)、Hf蛍光灯、LED燈等、時代の流れ並びに、技術の進歩に沿って前
年とは大きく異なることもある。
【学生が準備すべき機器他】
テキスト（教科書）は、授業中は持参すること。又、必要に応じて計算問題を
行うに当たって電卓等を持参すること。
【その他の重要事項】
建築技術者としての基礎知識を身につけるため履修の推奨する。又、建築設備
の科目の対象とするものは、建築設計・工事監理等の業務に関する知識、能
力の養成に資するものである。
現役の建築設備設計者としての経験を持つ教員が、その経験を活かして講義
する。
【Outline (in English)】
Course outline
In this course, students will be introduced to "water, air, and electricity,"
which are essential to life.
The goal of this course is to acquire the basic knowledge as a building
facility engineer.
It begins with a careful observation of the environment and facilities of
the existing building.
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports : 30%、in class contribution:
10%
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ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

都市建築史スタジオ

高道　昌志、小堀　哲夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
歴史を通して、建築と都市の成り立ちを学ぶ。東京、エジプト、ギリシ
ア、イタリア、北欧、インド、スリランカ、バリ、メキシコ、ブラジル
などを都市や建築や建築家の作品を通して、建築を都市の構成要素とし
て捉え、建築と都市を解読する手法を学ぶ。

【到達目標】
議論や発表に積極的に取り組み、メンバーとコミュニケーションをうま
くとることが重要である。また、研究した内容が的確に表現されること
が到達目標となる。また具体的な街や建築を、観察と定着を通して、幅
広い発見を得ることを目標にする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP3」[DP5」
に関連。

【授業の進め方と方法】
本講では、前半（１～７回）に都市空間の解読手法を学び、後半（８～１
４回）で建築レベルでの都市組織の解読手法を学習する。授業は、担当
教員による講義と、その内容を踏まえた演習を行う。また、演習にはグ
ループを形成で行うものがある。演習では、古地図や図面を用いて、東
京などの実際のフィールドを対象として行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス この授業では何を学ぶのかを理解

する
2 都市の成立と都市構造 日本の都市の諸類型と、その成立

と構造の違いを学ぶ
3 都市組織とな何か 空間を都市組織として捉える手法

を学ぶ
4 演習１都市の文脈（コ

ンテクスト）を見る
都市組織（街区、街路、路地、敷
地、建物）に注目して、任意の都
市をプレゼンし、それについて議
論する

5 江戸東京の都市構造 江戸と東京の成立と、その都市構
造を学ぶ

6 神楽坂の空間構造 神楽坂地域の特徴を、都市組織か
ら理解する。

7 演習２　江戸と東京の
古地図（レイヤー）を
重ねる

異なる時代の地図を重ねる作業を
行うことで、都市組織の変化を捉
える

8 エジプト　ギリシア 講義　アレクサンドロスアレクサ
ンドリ、アテネ、デルファイ、デ
ロスを通して、都市と建築を学ぶ

9 イタリア 講義　ウィトルウィウス、ハドリ
アヌス、ダヴィンチ、パラーディ
オを通して、建築と都市を学ぶ

10 演習３ 東京の中の建築を実測し、表現、
考察する

11 インド　スリランカ、
バリ
チャンディガール

チャンディガール、コルビジュエ、
カーン、ドーシ、バワを通して、
建築と都市を学ぶ

12 デンマーク、スウェー
デン、オランダ、スイ
ス

アアルト、アスプルンド、ヤコブ
セン、ズントー他
演習　各グループで研究、議論と
発表

13 演習４ 都市の建築を実測し、建築と都市
を学ぶ

14 まとめ 各自、建築と都市をどう捉えたか
を表現しプレゼンする

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1.配布プリントの意味を再読する。
2.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
3.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
4.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
6.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
7.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
8.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
9.配布プリントの意味を再読する。文献を調べる。
10.模型・図面等の展示準備をする。
11.模型・図面等の展示準備をする。
12.模型・図面等の展示準備をする。
13.模型・図面等の展示準備をする。
14.模型・図面等の展示準備をする。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
『design of cities』エドマンド・N・ベイコン/渡辺定夫訳、ウィトルウィ
ウス建築書　森田慶一訳、建築論　レオン・バティスタ・アルベルティ
（著）相川浩（翻訳）権力の空間、空間の権力　山本理顕著　グリッド都
市-スペイン植民都市の機嫌、形成、変容、転生　布野修司（著）ムガル
都市̶イスラム都市の空間変容　布野修司（著）　また、各グループに
応じて、随時、ふさわしい参考書を指示する。

【成績評価の方法と基準】
議論等の平常点：50％
発表の内容：50％

【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
ゆっくり話すようにする。

【Outline (in English)】
[Outline]
The course will be offered until the 2019 academic year under the
old curriculum and will not be offered from the 2020 academic year
under the new curriculum. However, the first half of the Urban
Architectural History Studio class will be used as a replacement
course for students who have taken the course in previous years.
Students will learn about the origins of architecture and cities
through history. Students will learn how to decipher architecture
and cities by viewing architecture as a component of cities through
the works of cities, architecture, and architects in Tokyo, Egypt,
Greece, Italy, Scandinavia, India, Sri Lanka, Bali, Mexico, Brazil,
and other countries.
[Learning Objectives]
It is important to actively engage in discussions and presentations
and to communicate well with members of the group. In
addition, the achievement goal is to be able to accurately express
what you have researched. The goal is also to make a wide
range of discoveries about specific towns and architecture through
observation and establishment.
[Learning activities outside of classroom]
1. Re-read the meaning of the handout.
2. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
3. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
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4. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature. 6.
6. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature. 7.
7. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
8. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
9. Re-read the meaning of the handout. Examine the literature.
10. Prepare models, drawings, etc. for display.
11. Prepare models, drawings, etc. for display.
12. Prepare models, drawings, etc. for display.
13. Prepare models, drawings, etc. for display.
Prepare for exhibition of models and drawings.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
[Grading Criteria /Policy]
Ordinary points for discussion, field survey, etc.: 50%.
Content of deliverables: 50%.
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ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資

源管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源につ
いて

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開
発がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。

【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。
【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.
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ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 50%
（Ｂ）技術者倫理 50%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資

源管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源につ
いて

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開
発がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。

【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。
【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。
【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.

— 477 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ENV300NB（環境保全学 / Environmental conservation 300）

文明と資源

網野　禎昭

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、一般的な資源論の授業で扱う森林や水など有形の自然資源の
他、人材や入手可能な技術といった無形資源についてもフォーカスし、私た
ちの建築や暮らしの背景にある社会と資源の相互関係について考察します。
【到達目標】
単に物質消費の節約という観点からだけではなく、建築や社会の様々な側面
を持続可能性に関連付けて考える上での問題意識を養います。
The discussion focuses not only on the effective use of resources. We
develop problem awareness that associates various aspects of our society
with the sustainable development.

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
担当教員が研究・設計活動を通して得た知見をもとに、授業の各回ごとにト
ピックを設定し、研究発表形式で授業を進めます。トピックによっては、テー
マに関連した研究に携わっている学生や卒業生も発表に参加します。学生と
教員間でのディスカッションを重視するため、授業後半において問いかけの
時間を設けます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 森林資源と建築デザイン ヨーロッパにおける木造都市の展開
2 伝統社会の資源管理 パンから考えるスイス山岳地域の資

源管理
3 地域と時代と産業立地 ドイツにおける木材産業立地

日本における木材産業立地
4 ウィーン・グルンダー

ツァイトの集合住宅に
ついて

スケルトン・インフィルの起源につ
いて

5 戦艦大和について 戦時下における国家規模での技術開
発がもたらしたもの

6 繊維という資源 生地と仕立てについて
化学繊維の再利用について

7 地域の技術資源と建築 ぺーター・ツムトーアについて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各トピックについて、様々な情報媒体（インターネットや新聞等）を授業前に
調べて概要を知っておくことが授業理解に役に立つ。本授業の準備学習・復
習時間は、各2時間を標準とします。
Pre-research using the internet or the newspapers on the topic of each
lecture. Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
特にありません
【参考書】
特にありません
【成績評価の方法と基準】
筆記試験80%の他、平常点20%とします。履修人数によっては、筆記試験を
口頭試問に変えることがあります。平常点は、授業内での自主的な発言の有
無を評価しますので、積極的に授業参加してください。
Evaluate a written exam result (80%) and active remarks (20%). For
small class the written exam can be replaced by an oral exam.

【学生の意見等からの気づき】
授業内での議論は活発になってきました。
【学生が準備すべき機器他】
オンライン授業なので、各自ZOOMをセットアップして授業に臨むこと。
【その他の重要事項】
研究発表形式の授業であるため、テーマや内容を一部変更する可能性があり
ます。

【Outline (in English)】
This lecture focuses not only on the tangible natural resources like
woods and water but also on the intangible ones such as human
resources and available technologies to discuss the reciprocity between
our society and the resources behind the architecture and daily life. The
topic of each lecture reflects the up-to-date study results derived from
the research and design experiences of the lecture.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築デザイン論１

下吹越　武人、今村　創平

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近現代建築のデザイン潮流を建築家の思想や作品、近代都市計画や現代都市理
論を通して学びます。代表的な建築家や作品、論考を学ぶことに加えて、そ
の社会的背景、それらを支える都市理論について考察します。
【到達目標】
近代および現代はどのような時代であり、そこにいる私たちはどのような存
在であるのか。建築家は何を生み出し、私たちはどのようにして都市に住む
のか。
近現代の建築の多様な表現と思想を学び、現代都市の状況と課題を理解し、そ
れを自らの創作や思考の糧とすることを目標とします。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は毎回主題を掲げて講義を行います。前半は建築デザインとその理論に
ついて、後半は都市理論が主題となります。レポート課題について授業内で適
宜指示があり、授業内でフィードバックも行います。また、授業のなかで参考
図書を紹介しますので、興味のある学生は購入して学習することを勧めます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

法政建築について
授業内容の説明
大江宏の作品と「アーキテクト・マ
インドとは何か？」の読解を試みる

第2回 抽象と日常 篠原一男と坂本一成の作品と著作を
中心に住宅から建築を思考すること
の意義と可能性を探る

第3回 建築の公共性 山本理顕、伊東豊雄、槇文彦の作品
と著作から建築と社会の関係性につ
いて思考する

第4回 建築の自律性
［研究発表１］

磯崎新による実践を通して建築によ
る自律的、批評的な試みを横断する

第5回 風土の継承、場所性の
回復
［研究発表２］

批判的地域主義を学び、アルヴァ・
アアルトとアルヴァロ・シザの作品
を読み解く

第6回 ［研究発表３］ レポート発表をベースに現代建築の
展望をディスカッションする。

第7回 ［研究発表４］ レポート発表をベースに現代建築の
今日的課題をディスカッションする。

第8回 近代都市への変貌、近代
都市計画

近代初頭の都市改造：
ロンドン、交通の拡張、都市の膨張、
田園都市
パリ（オスマン）、バルセロナ（セル
ダ）　など

第9回 近代都市計画とその限界 ジードルング（ドイツ）
ル・コルビュジエ：輝く都市
CIAM近代都市計画
TEAM Xの批判、ポストモダニズム
による批判

第10回 丹下健三とメタボリズム 東京の変遷廃墟と瓦礫
明治の東京計画、関東大震災復興計
画、同潤会
丹下健三　広島、東京計画1960
メタボリズム

第11回 前衛的都市ヴィジョン、
都市の理論

アーキグラム、アーキズーム、シ
チュアシオノニスト
アレグザンダー「都市はツリーでは
ない」
コーリン・ロウ「コラージュシティ」

第12回 都市と文脈 アルド・ロッシ「都市の建築」
陣内秀信「東京の空間人類学」、イタ
リア都市研究
ヴェンチューリ＆スコットブラウン
「ラスベガス」

第13回 レム・コールハースと現
代都市

「デリリアス・ニューヨーク」/ニュー
ヨークの歴史
レム・コールハウスの現代都市批判
グローバルシティ

第14回 今日の都市空間の課題 都市空間におけるパブリック/コモン
商業空間と現代都市
情報都市

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のなかで参考図書の紹介を行うので、あなたが関心を持った本を熟読す
ることを勧めます。
本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
『現代都市理論講義』今村創平　オーム社
【参考書】
『住宅の空間原論』遠藤政樹＋小泉雅生＋佐藤光彦＋下吹越武人　彰国社
『住宅論』篠原一男　SD選書
『住宅に内在する言葉』坂本一成　
『『権力の空間／空間の権力』山本理顕　講談社
『風の変様体』伊藤豊雄　青土社
『漂うモダニズム』槇文彦　左右社
『建築の解体』磯崎新　鹿島出版会
『現代建築史』ケネス・フランプトン　TOTO出版
『錯乱のニューヨーク』レム・コールハース　筑摩書房
『都市のエージェントはだれなのか』北山恒　TOTO出版
『東京の空間人類学』陣内秀信ちくま学芸文庫
【成績評価の方法と基準】
前半部（1－7回）は2回のレポート (20%)と研究発表 (30%)により評価、後
半部（8－14回）は毎回のミニレポートにより評価 (50％）を行う。
【学生の意見等からの気づき】
デザインスタジオのエスキスに関連付けられるように、問題意識を持って受
講すること。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムを使用するため、情報機器を持参すること。
【その他の重要事項】
一級建築士として豊富な実務経験を有する教員が、知識・理論と実践の橋渡
しをする授業を行う。
【Outline (in English)】
This course will deal with subjects on representative modern and
contemporary architectures and architects, and modern urban planning
and contemporary urban theories.
[Learning Objectives]
What kind of era is the modern and the present age, and what kind of
existence are we in it? What do architects create and how do we live in
cities?
The goal is to learn the diverse expressions and ideas of modern
architecture, understand the situation and issues of modern cities, and
use them for your own creation and thinking.
[Learning activities outside of classroom]
Reference books will be introduced in class, so we recommend that you
carefully read the books that interest you.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
[Grading Criteria /Policy]
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
the first half (1-7 times); two reports(20%) and reserch puresentation
(30%)
the second half (8-14 times); short reports by each times (50%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築デザイン論２

赤松　佳珠子、山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築デザイン論1で修得した近現代建築や近代都市計画、現代都市理論をベー
スに、より具体的な事例を通して知識を深めます。授業を担当する教員が実
務を通して得た知見から、より実践的なアプローチ・思考能力を養う方法論
を学びます。
【到達目標】
少子高齢化、情報化社会に加えて新たな感染症が一瞬にして世界的流行となる
など、現代社会はめまぐるしい速度で変化しています。都市や地方に於けるコ
ミュニティの在り方や日常生活、働き方、学校に於ける学びなど多くの価値
観の変容が迫られている中、実践的な取り組みを学ぶことで、自らの設計手
法の幅を広げると共に、デザインに対する思考を深めることを目標とします。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
授業は毎回主題を掲げて講義を行います。前半は都市、地域と公共建築の実践
について、後半は市民活動や民間の実践が主題となります。レポート課題や簡
単な復習小試験など授業内で適宜指示があります。また、授業の中で参考図書
の紹介を行いますので、興味のある学生は購入して学習することを勧めます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス／設計とは 授業の紹介／

社会に於いて設計者が果たすべき役
割と建築の構想・企画から竣工するま
での流れに於ける設計者の位置づけ

2 地域と学校1 地域における学校の役割、地域に開
かれた学校について

3 地域と学校2 地域施設と複合化された、地域の拠
点となる学校建築について

4 コミュニティと公共空間 地域のコミュニティと公共空間を考
える

5 建築設計のプロセス 建築設計のプロセス
6 行政と公共建築 自治体に於ける公共建築の議論につ

いて
7 都市と建築 都市のコンテクストと建築の関係性

を考える
8 セルフビルド 「セルフビルド」を介した社会構築や

公共性について
9 パブリック 公共的空間」を支える建築と福祉に

繋がる実践について
10 ケア 「福祉」の系譜と、地域に開く福祉的

実践について
11 シェア 建築を地域に開く「シェアスペース」

と活動について
12 マネジメント 活動が持続するための「マネジメン

ト」について
13 ハウスメーカー 「商品化住宅」の歴史と建築家とのコ

ラボレーションについて
14 コラボレーション 設計者との「コラボレーション」や、

ソーシャル・テクトニクス・デザイ
ンについて

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業のなかで参考図書の紹介を行う。興味のある学生は購入して学習するこ
とを勧めます。
本授業の準備学習・復習時間は2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書の指定は特になし
【参考書】
『PUBLIC PRODUCE「公共的空間」をつくる7つの事例』
　　　　　　　　　　　　西田司、山道拓人他ユウブックス
『シェア空間の設計手法』猪熊純,成瀬友梨,山道拓人他　学芸出版

『クロノデザイン-空間価値から時間価値へ-』内藤廣編／彰国社
『学校建築ルネサンス』上野淳　鹿島出版会
『SHIBUYA』ハーバード大学院生が10年後の渋谷を考える　
　　　ハーバード大学デザイン大学院／太田佳代子　　CCCメディアハウス
『楽しい公共空間を作るレシピ』プロジェクトを成功に導く66の手法
　　平賀達也・山崎亮・泉山塁威・樋口トモユキ・西田司　編著　ユウブッ
クス
『都市理解のワークショップー商店街から都市を読む－』
　　九州大学大学院アーバンデザイン学コース編　　九州大学出版会
【成績評価の方法と基準】
レポート60%、授業の取り組み40％として採点する。
なお、はなはだしく類似した内容のレポート，授業に欠席したのに提出され
たレポート（授業欠席に関しては、病気などやむを得ない事情によるものと
教員が認めた場合のみ、別テーマのレポート提出で代替する場合もある。そ
の場合は診断書の提出などを求める場合がある）は単位取得不可となる．
【学生の意見等からの気づき】
デザインスタジオのエスキスに関連付けられるように、問題意識を持って受
講すること。
【学生が準備すべき機器他】
学習支援システムを使用するため、情報機器を持参すること。
【その他の重要事項】
一級建築士として実務経験を有する教員が、知識・理論と実践の橋渡しをす
る授業を行う。
【IAEサーバー／Hoppiiの活用】
課題の提出はＩＡＥサーバーもしくはHoppiiのいずれか（教員からの指示）
により行う。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students will deepen the perspective thorough the examples and case
studies based on the knowledge of modern architecture, city planning
and modern city theory in Architecture Design Theory-Ⅰ. From the
professor’s view which got various experiences, students can learn how
to develop the more practical approach and thinking ability.
【Learning Objectives】
Modern society is changing at a dizzying pace, with a declining
birthrate, an aging population, an information-oriented society, and new
infectious diseases becoming global pandemics in an instant. As we are
forced to change many values, such as the nature of communities in
urban and rural areas, daily life, work styles, and learning in schools,
our goal is to broaden our own design methods and deepen our thinking
about design by learning about practical approaches.
【Learning activities outside of classroom】
Reference books will be introduced in class. Interested students are
encouraged to purchase and study the books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours.
【Grading Criteria /Policy】
Grading will be 60% for the report and 40% for class work.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

都市建築史

高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業は原則、対面とします。お知らせ等は「Hoppii」で周知するので確
認するようにしてください。
なお、新カリ「都市建築史」と旧カリ「近現代建築史」は読替の授業であり、
授業内容も同じで、春学期開講期となります。
以下に概要と目的を記述します。
日本を含むアジアも近現代の都市と建築を対象に、それらがつくられた背景を
理解する。また、現代建築のデザインに見られる歴史の稀薄性について、ディ
ズニーランドなどを例に解読していく。テーマは、各回において、上記の内
容ごとに見ていく。
【到達目標】
こうした講義を通じて、見た目だけではない、都市や建築の本質を見ようと
する姿勢を身に付けることが到達目標となる。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
「建築史は、建築の歴史を学ぶためのものではなく、建築を学ぶために存在し
ている」
本講では、日本を含めたアジアに注目しながら、劇場、庭園、商業施設、遊園
地の成り立ちについて、比較の視点を持ちながら見ていきたい。また、失われ
た都市と建築の歴史を知るために、絵巻物に描かれた世界の解読も行う。さ
らに、現代の日本の都市と建築が、いかに歴史的なつながりの中で成立して
いるのか、近代都市や娯楽施設の歴史を通して考えていく。各回、スライド
を見ながら視覚的に把握し、その背景にある本質を解説する方法をとる。
授業は三つのステージからなり、古代から近世の世界観、宇宙観、自然観、近
代の建築と都市の象徴性、現代の排除の構造がテーマとなる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

この授業では何を学ぶ
のかを理解する。

近現代のアジアにおける都市と建築
の歴史をいかに考えるか？

2 アジアの劇場建築
近世以前の建築につい
て、劇場を考える。

能舞台、歌舞伎の演劇空間、世界の
演劇空間比較、演出効果、宇宙観

3 日本の能舞台
能舞台と劇場空間の歴
史を解読する。

中世から近世への都市変容、洛中洛
外図屏風、江戸図屏風、都市と自然

4 庭園文化の空間史
近世以前の建築につい
て、庭園を考える。

ゆがめられた空間、日中欧庭園比較
論、エロスと誕生、庭園の持つ意味、
宇宙観。

5 絵巻物から読む都市
世界Ⅰ
近世以前の都市につい
て、絵巻物から比較す
る。

幕末の「弘化勧進能図」を解読しな
がら、劇場に秘められた世界観を見
ていく。

6 絵巻物から読む都市
世界Ⅱ
近世以前の都市につい
て、絵巻物を読む。

『清明上河図』を読む、閉鎖型社会か
らの開放、中世都市の空間と人々の
暮らし

7 東京の古代地形と文化
的景観

神田明神から見えたもの、どこから
江戸城は見えたのか、地形を読み込
んで成立する江戸東京の聖地

8 疾走する城塞都市－香港
近代の都市とは建築の
本質とは何かを学ぶ。

植民都市としての香港、ネオバロッ
クとアールデコの対決、摩天楼対決、
田園と都市、近代の理想

9 享楽のアジア近代－新
世界
近代における民間側の都
市と建築の理念を学ぶ。

理想としての近代、欲望の象徴とし
ての塔、大阪新世界から浅草・上海
を経て北京へ！

10 山下啓次郎と明治の刑
務所
近代日本のアジアの関係
を刑務所を通して知る。

明治の建築世界、薩長と出身地、明
治に課せられた課題、文明国として
の日本の誇示、近代デザイン

11 東京－都市美の戦後
現代に結びつく戦後の
東京の都市美に課せら
れた役割を建築的に解
読する。

戦後復興に夢見た「都市美」、失われ
ゆく水辺空間、露店収容建築、水上
居住者、時計塔、街路照明

12 広がる虚像の世界
現代のデザイン論につ
いてディズニーを通し
て考える。

ディズニーランド、ラブホテル、マ
クドナルド、パチンコ、サティアン、
ビーナスフォート

13 講義再読
古代から近世

世界観、宇宙観、自然観。

14 講義再読
近代から現代

建築と都市の象徴性とは。排除の構
造。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 古代から近現代の都市と建築の歴史について興味を持つ。
2. 配布プリントの意味を再読する。
3. 配布プリントの意味を再読する。
4. 配布プリントの意味を再読する。
5. 配布プリントの意味を再読する。
6. 配布プリントの意味を再読する。
7. 配布プリントの意味を再読する。
8. これまでの配布プリントを再読する。
9. 配布プリントの意味を再読する。
10. 配布プリントの意味を再読する。
11. 配布プリントの意味を再読する。
12. 自分自身で都市と建築の歴史を再読する。
13. 自分自身で都市と建築の歴史を再読する。
14. 講義以外のテーマについて自分で解読してみる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回プリントを配布する。
【参考書】
高村雅彦編『アジアの都市住宅』（勉誠出版）、『「清明上河図」を読む』（勉誠
出版）
【成績評価の方法と基準】
期末記述試験60％。
【学生の意見等からの気づき】
板書を適宜おこなう。
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
教員は毎回PCを使用するが、学生は用意する必要はない。
【Outline (in English)】
Course outline ：　 In this course students will understand the
background behind Japan and Asia’s modern cities and architecture. In
addition, in regards to the sparse design history of modern architecture,
examples such as Disneyland will be examined. Topics will be assigned
according to each of these areas.
Learning Objectives：　The goals of this course are to learn the posture
that is going to watch a city and the essence of the building.
Learning activities outside of classroom ：　 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy ：　 Your overall grade in the class will be
decided based on the following, to be passed in the above 60 points of
examinations to describe in the term end.
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構法スタジオ１

永野　尚吾、溝部　公寛、飯塚　豊、鍋野　友哉、鈴木　理考、河野　泰治

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構法スタジオ１、構法スタジオ２では、設計演習を通して架構や各
部位の仕組みを実践的に理解し、詳細に図面化する能力を身につけ
ることを目標とする。

【到達目標】
木造軸組構造による小型の建築物を設計課題として、構法スタジオ
１では、空間計画と架構計画について習得する。エスキスでは描画
力を養うために図面は手描きとし、図面の内容を立体的に理解する
ために軸組模型の作成も行う。
By designing a small sized wooden building, the students
learn the living space planning and the structural planning in
parallel. To acquire the drawing skills, all plans and sketches
must be drawn by hand. Model construction is also required
for the three-dimensional understanding of construction.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各週ごとにテーマとして設定された設計上の問題に取り組み、これを
図化あるいは模型化し、そのチェックを受けることで設計を進める。
最終的に、基本図・骨組模型・構造図・詳細図などの提出を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題説明

基本構想１
設計課題の解説
基本的な空間構想に着手する

2 基本構想２ 基本的な空間構想を固める
3 架構設計１ 柱位置・主梁方向の検討
4 架構設計２ 屋根・床など平面架構の検討
5 架構設計３ 耐震壁・ブレースの検討
6 図面のまとめ 図面の最終チェックを受ける
7 最終講評 課題を提し講評を受ける

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各週チェック時の指摘事項に対しては、参考文献調査や自主的な実地
見学などを通し、これを十分理解し、課題の最終提出に備えること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Reference research and site visits are helpful to find the
solution for matters in question and complete the plans.
Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
必要に応じ資料を配布。

【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）

【成績評価の方法と基準】
最終提出物の評価（100％）による。正当な理由なく授業を4回以上
欠席すると単位認定の対象外となるので注意。

Evaluate the final submission. Unjustifiable absence more
than four times results in evaluation "E (failure)".

【学生の意見等からの気づき】
木材や接合部の実物サンプルを提示する。

【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた
授業を行う

【Outline (in English)】
This studio program on construction methods aims to provide
students with a practical understanding of types of methods
through planning exercises and the ability to create detailed
blueprints.
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構法スタジオ２

永野　尚吾、溝部　公寛、飯塚　豊、鍋野　友哉、鈴木　理考、河野　泰治

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構法スタジオ１、構法スタジオ２では、設計演習を通して架構や各
部位の仕組みを実践的に理解し、詳細に図面化する能力を身につけ
ることを目標とする。

【到達目標】
構法スタジオ１で設計した軸組構造に対して、構法スタジオ２では、
断熱や防水、通気、仕上げを設計し、建築物として完成させる。構
法スタジオ１と同様に、描画力を養うために手描き図面によりエス
キスを進めるが、提出図面に関してはＣＡＤソフトを利用し、実務
に即した作図方法を習得する。
Following Building Construction Studio 1, Building Construc-
tion Studio 2 requires the students to design the heat isolation,
water proof, ventilation and finishing to complete the building
design. As with BCS1, hand drawings are recommended.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
各週ごとにテーマとして設定された設計上の問題に取り組み、これ
を図化し、そのチェックを受けることで設計を進める。最終的に、各
種詳細図の提出を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 屋根・壁・床の断面

設計１
屋根・壁の一般断面の検討／
内・外装の検討

2 屋根・壁・床の断面
設計２

床の一般断面の検討／床・天井
仕上の検討

3 開口部の断面設計 開口部と外壁の取り合い
4 屋根・壁・床の取り

合い設計１
基礎・床・外壁の取り合い

5 屋根・壁・床の取り
合い設計２

屋根・外壁・庇の取り合い

6 図面のまとめ 図面の最終チェックを受ける
7 最終講評 課題を提し講評を受ける

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各週チェック時の指摘事項に対しては、参考文献調査や実地見学な
どを通し、これを十分理解し、課題の最終提出に備えること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
Reference research and site visits are helpful to find the
solution for matters in question and complete the plans.
Preparation for the lecture and the review requires two hours
respectively.

【テキスト（教科書）】
必要に応じ資料を配布。

【参考書】
「ぜんぶ絵でわかる1木造住宅」飯塚豊（エクスナレッジ）

【成績評価の方法と基準】
最終提出物の評価（100％）による。正当な理由なく授業を4回以上
欠席すると単位認定の対象外となるので注意。
Evaluate the final submission. Unjustifiable absence more
than four times results in evaluation "E (failure)".

【学生の意見等からの気づき】
可能な限り、実際の施工現場の見学や、縮尺の大きな部分模型製作
を取り入れる。

【その他の重要事項】
建築設計に携わる教員が実務経験から得た最新の知見を織り交ぜた
授業を行う

【Outline (in English)】
This studio program on construction methods aims to provide
students with a practical understanding of types of methods
through planning exercises and the ability to create detailed
blueprints.
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ビルディングワークショップ

浜田　英明

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造力学等の講義で修得した理論や知識の復習とそれらの実感を伴った理
解のための構造実験を行い，「形と力」の関係について学ぶ。また，技術者
（Professional Engineer）としての，エンジニアリングデザイン能力および
チームワーク能力，プレゼンテーション能力の向上を目指す。
【到達目標】
実験を通して，1)構造物に生じる応力や変形を捉える能力，2)チーム内で協
調して作業する能力，3)レポート等による論理的なプレゼンテーション能力，
これら3点を修得することを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
与えられた実験課題に対して，5～6人で構成されるチーム単位で構造模型を
作成し，その構造性能を競い合うコンテスト形式で授業を行う。実験課題は
第1・第2ラウンドの2つあり，それぞれのラウンドごとで順位に応じた点数
を付与し，最終的にその合計点で総合順位を決める。また，ラウンドごとに，
設計理念の説明や構造性能に関するレポート作成等によるプレゼンテーショ
ンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス エンジニアリングデザインとは

チーム分け
2 第1実験課題

（課題説明，設計製作作
業）

課題説明
構造模型設計
構造模型製作

3 第1実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーション準備
レポート準備

4 第1実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験，議論）

設計理念説明
載荷実験の実施
実験結果について議論
レポート作成

5 第2実験課題
（課題説明）

課題説明

6 第2実験課題
（設計作業）

構造作品の設計

7 第2実験課題
（製作作業）

試作作品の製作

8 第2実験課題
（試作作品実験）

試作作品の実験と考察

9 第2実験課題
（改良案の提示と議論）

改善案の検討と議論

10 第2実験課題
（改良案の設計作業）

改良作品の設計

11 第2実験課題
（改良案の製作作業）

改良作品の製作

12 第2実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーションの準備
レポート準備

13 第2実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験）

設計理念説明
載荷実験の実施

14 第2実験課題
（講評，レポート作成）

講評
議論
レポート作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 構造力学の復習
2.3.4. 断面の性質・曲げ座屈・局部座屈の復習，レポート整理
5.6.7.8. 断面の性質・横座屈・局部座屈の復習，レポート整理
9.10.11.12.13. トラスの力学の復習，レポート整理

14. レポート整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
日本建築学会：構造入門教材　ちからとかたち，日本建築学会（丸善）
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
実験演習結果：40%（実験の総合順位を加味する）
実験レポートの提出：60%（未提出のものは成績評価しない）
出席：5回以上欠席した者は成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特にありません
【学生が準備すべき機器他】
配布ノートパソコン
【その他の重要事項】
この授業は春学期の期末試験後に集中講義として行われる。
また，使用する教室の都合により，受講者数の制限を行う場合もある。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will review theory and concepts gained from
lectures in structural dynamics etc. and consolidate their practical
understanding through structural experiments, learning about the
relation between form and strength. In addition they will aim to
improve skills in engineering design, teamwork and presentations
as appropriate to beginning a path towards becoming professional
engineers.
Learning Objectives:
Through the experiments, students will acquire the following three
skills: 1) the ability to understand stress and deformation in structures,
2) the ability to work cooperatively in a team, and 3) the ability to make
logical presentations through reports and other means.
Learning activities outside of classroom:
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of laboratory exercises and
laboratory reports.

— 484 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

ビルディングワークショップ

宮田　雄二郎

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造力学等の講義で修得した理論や知識の復習とそれらの実感を伴った理
解のための構造実験を行い，「形と力」の関係について学ぶ。また，技術者
（Professional Engineer）としての，エンジニアリングデザイン能力および
チームワーク能力，プレゼンテーション能力の向上を目指す。
【到達目標】
実験を通して，1)構造物に生じる応力や変形を捉える能力，2)チーム内で協
調して作業する能力，3)レポート等による論理的なプレゼンテーション能力，
これら3点を修得することを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
与えられた実験課題に対して，5～6人で構成されるチーム単位で構造模型を
作成し，その構造性能を競い合うコンテスト形式で授業を行う。実験課題は
第1・第2ラウンドの2つあり，それぞれのラウンドごとで順位に応じた点数
を付与し，最終的にその合計点で総合順位を決める。また，ラウンドごとに，
設計理念の説明や構造性能に関するレポート作成等によるプレゼンテーショ
ンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス エンジニアリングデザインとは

チーム分け
2 第1実験課題

（課題説明，設計製作作
業）

課題説明
構造模型設計
構造模型製作

3 第1実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーション準備
レポート準備

4 第1実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験，議論）

設計理念説明
載荷実験の実施
実験結果について議論
レポート作成

5 第2実験課題
（課題説明）

課題説明

6 第2実験課題
（設計作業）

構造作品の設計

7 第2実験課題
（製作作業）

試作作品の製作

8 第2実験課題
（試作作品実験）

試作作品の実験と考察

9 第2実験課題
（改良案の提示と議論）

改善案の検討と議論

10 第2実験課題
（改良案の設計作業）

改良作品の設計

11 第2実験課題
（改良案の製作作業）

改良作品の製作

12 第2実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーションの準備
レポート準備

13 第2実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験）

設計理念説明
載荷実験の実施

14 第2実験課題
（講評，レポート作成）

講評
議論
レポート作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 構造力学の復習
2.3.4. 断面の性質・曲げ座屈・局部座屈の復習，レポート整理
5.6.7.8. 断面の性質・横座屈・局部座屈の復習，レポート整理
9.10.11.12.13. トラスの力学の復習，レポート整理

14. レポート整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
日本建築学会：構造入門教材　ちからとかたち，日本建築学会（丸善）
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
実験演習結果：40%（実験の総合順位を加味する）
実験レポートの提出：60%（未提出のものは成績評価しない）
出席：5回以上欠席した者は成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特にありません
【学生が準備すべき機器他】
配布ノートパソコン
【その他の重要事項】
この授業は春学期の期末試験後に集中講義として行われる。
また，使用する教室の都合により，受講者数の制限を行う場合もある。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will review theory and concepts gained from
lectures in structural dynamics etc. and consolidate their practical
understanding through structural experiments, learning about the
relation between form and strength. In addition they will aim to
improve skills in engineering design, teamwork and presentations
as appropriate to beginning a path towards becoming professional
engineers.
Learning Objectives:
Through the experiments, students will acquire the following three
skills: 1) the ability to understand stress and deformation in structures,
2) the ability to work cooperatively in a team, and 3) the ability to make
logical presentations through reports and other means.
Learning activities outside of classroom:
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of laboratory exercises and
laboratory reports.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

ビルディングワークショップ

中山　翔太

開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
構造力学等の講義で修得した理論や知識の復習とそれらの実感を伴った理
解のための構造実験を行い，「形と力」の関係について学ぶ。また，技術者
（Professional Engineer）としての，エンジニアリングデザイン能力および
チームワーク能力，プレゼンテーション能力の向上を目指す。
【到達目標】
実験を通して，1)構造物に生じる応力や変形を捉える能力，2)チーム内で協
調して作業する能力，3)レポート等による論理的なプレゼンテーション能力，
これら3点を修得することを目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
与えられた実験課題に対して，5～6人で構成されるチーム単位で構造模型を
作成し，その構造性能を競い合うコンテスト形式で授業を行う。実験課題は
第1・第2ラウンドの2つあり，それぞれのラウンドごとで順位に応じた点数
を付与し，最終的にその合計点で総合順位を決める。また，ラウンドごとに，
設計理念の説明や構造性能に関するレポート作成等によるプレゼンテーショ
ンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス エンジニアリングデザインとは

チーム分け
2 第1実験課題

（課題説明，設計製作作
業）

課題説明
構造模型設計
構造模型製作

3 第1実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーション準備
レポート準備

4 第1実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験，議論）

設計理念説明
載荷実験の実施
実験結果について議論
レポート作成

5 第2実験課題
（課題説明）

課題説明

6 第2実験課題
（設計作業）

構造作品の設計

7 第2実験課題
（製作作業）

試作作品の製作

8 第2実験課題
（試作作品実験）

試作作品の実験と考察

9 第2実験課題
（改良案の提示と議論）

改善案の検討と議論

10 第2実験課題
（改良案の設計作業）

改良作品の設計

11 第2実験課題
（改良案の製作作業）

改良作品の製作

12 第2実験課題
（製作作業，レポート作
成）

プレゼンテーションの準備
レポート準備

13 第2実験課題
（プレゼンテーション，
載荷実験）

設計理念説明
載荷実験の実施

14 第2実験課題
（講評，レポート作成）

講評
議論
レポート作成

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 構造力学の復習
2.3.4. 断面の性質・曲げ座屈・局部座屈の復習，レポート整理
5.6.7.8. 断面の性質・横座屈・局部座屈の復習，レポート整理
9.10.11.12.13. トラスの力学の復習，レポート整理

14. レポート整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に印刷物を適宜配布する。
【参考書】
日本建築学会：構造入門教材　ちからとかたち，日本建築学会（丸善）
【成績評価の方法と基準】
評価項目：配分（評価基準等）
実験演習結果：40%（実験の総合順位を加味する）
実験レポートの提出：60%（未提出のものは成績評価しない）
出席：5回以上欠席した者は成績評価しない
【学生の意見等からの気づき】
特にありません
【学生が準備すべき機器他】
配布ノートパソコン
【その他の重要事項】
この授業は春学期の期末試験後に集中講義として行われる。
また，使用する教室の都合により，受講者数の制限を行う場合もある。
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活かした講
義を行う。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course students will review theory and concepts gained from
lectures in structural dynamics etc. and consolidate their practical
understanding through structural experiments, learning about the
relation between form and strength. In addition they will aim to
improve skills in engineering design, teamwork and presentations
as appropriate to beginning a path towards becoming professional
engineers.
Learning Objectives:
Through the experiments, students will acquire the following three
skills: 1) the ability to understand stress and deformation in structures,
2) the ability to work cooperatively in a team, and 3) the ability to make
logical presentations through reports and other means.
Learning activities outside of classroom:
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading Criteria/Policy:
Grading will be based on the results of laboratory exercises and
laboratory reports.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE300NB（建築学 / Architecture and building engineering 300）

日本建築史実習

高村　雅彦

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
新カリ「日本建築史実習」と旧カリ「都市史」は読替の授業ですが、授業方法
が異なります。
「日本建築史実習」は現地視察が主な目的です。前後のミーティングや振り返
りも対面で行います。2年次の授業「日本建築史」の中間試験成績上位者のみ
が3年A期に履修することができます（約23名）。現地視察自体は2年次の春
休みに実施し、3年A期に振り返りを行って評価します。
以下に概要と目的を示します。
本講義では、現地で古建築を視察し、授業「日本建築史」で学んだ知識を実際
の建物を見て、理解を深めることを目的とします。
【到達目標】
古建築の部材、構法、意匠について、実見により理解を深め、知識を習得する
ことが到達目標とします。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
「日本建築史実習」では、まず履修者が担当する建物をミーティングによって
選定し、各自が資料を作成する。現地では、その資料を見ながら、担当者が
解説を行います。
なお、履修候補者の決定は2年生の12月、授業「日本建築史」中間試験終了
後に決定します。その後、現地視察は翌年の3月の春休み期間中とし、新年度
の3年生A期に振り返りを行って授業を終了します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

現地視察の進め方
資料作成に関して

日程、ルートの開示。
資料作成の担当を決める。

2 現地視察１ 金地院・南禅寺
3 現地視察２ 高山寺
4 現地視察３ 醍醐寺
5 現地視察４ 室生寺
6 現地視察５ 今西家
7 現地視察６ 音村家
8 現地視察７ 旧米谷家
9 現地視察８ 當麻寺
10 現地視察９ 法隆寺
11 現地視察１０ 唐招提寺
12 現地視察１１ 新薬師寺
13 現地視察１２ 十輪院
14 現地視察の振り返り 各自、現地視察の感想を報告する。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 担当の資料を作成する。
2. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
3. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
4. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
5. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
6. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
7. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
8. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
9. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
10. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
11. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
12. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
13. 担当の建築を解説する。他の学生はその内容を理解する。
14. 振り返りで発表する内容をまとめる。
準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
各担当者が作成した資料をまとめて1冊とし、それをテキストととする。
【参考書】
『日本建築史図集』彰国社

【成績評価の方法と基準】
作成した資料の内容50％
現地での解説50％
【学生の意見等からの気づき】
ゆっくり話すようにする。
【学生が準備すべき機器他】
カメラ、スケッチブックなど
【その他の重要事項】
なし。
【Outline (in English)】
Course outline：　 The aim of this course is to help students acquire
actually on seeing Japanese Old architecture of Kyoto and Nara.
We actually look at the building of the class "Japanese Historical
Architecture of 2 annual and understand them.
Learning Objectives ：　 The goals of this course are to learn basic
scholastic ability of the overall Japanese building.
Learning activities outside of classroom ：　 Before/after each class
meeting, students will be expected to spend two hours to understand
the course contents.
Grading Criteria /Policy ：　 Your overall grade in the class will be
decided based on the following, Contents of the document which you
made : 50%, Local commentaries: 50%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

エンジニアリングスタジオX

浜田　英明、富岡　庸平

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
要求される構造性能を満足する建築物を構想し，その性能を工学的
に検証する方法を学ぶ。

【到達目標】
構造計画立案のための基本的な工学原理を理解し応用するための能
力の涵養をめざすとともに，卒業研究および卒業制作に取り組むた
めの下地を形成することを目標とする。また，その過程で構造デザ
インの真髄の一端に触れることも目標とする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」
に関連

【授業の進め方と方法】
はじめに，設計事例を調査し，その拠り所となっている工学原理を整
理・研究し，簡単なモデル化によって性能検証する方法を学ぶ。そ
の後，実際に自らが演習を通して要求性能を満足する建築物を構想，
検証し，プレゼンテーションする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

現代の設計環境
構造デザイン
有限要素法

第2回 構造解析の方法（1） 構造解析モデリング
境界条件および荷重条件の設定

第3回 構造解析の方法（2） 構造解析と構造設計
第4回 構造解析の方法（3） 時刻歴応答解析
第5回 見学会 実建築物の見学
第6回 事例研究（1） 著名建築物の構造システムの把

握
第7回 事例研究（2） 著名建築物の構造システムの検

証
第8回 事例研究（3） 発表会
第9回 構造計画演習（1） 基本構想立案

エスキス
第10回 構造計画演習（2） 構造計画立案

仮定断面
第11回 構造計画演習（3） 性能検証

改善策の検討
第12回 構造計画演習（4） さらなる改善策の検討
第13回 構造計画演習（5） プレゼンテーションの準備
第14回 最終講評会 プレゼンテーション

講評
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
調査やモデル作成，発表会のための資料作成など授業時間外の自主
学習が非常に重要である。授業時間内では，これまでの作業進捗状
況の説明と疑問点の確認が主体である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。

【参考書】
授業内で適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
授業内発表（30%），期末レポート（設計図書）（40%），最終プレゼ
ンテーション（30%）

【学生の意見等からの気づき】
新規開講授業のため，現在のところなし。

【その他の重要事項】
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活
かした講義を行う。

【Outline (in English)】
Learning Objectives: Students will learn how to conceptualize
a building that satisfies the required structural performance
and how to evaluate its performance using engineering
methods.
Learning Objectives: The course aims to cultivate the ability
to understand and apply basic engineering principles for
structural planning, and to form the basis for students to
engage in graduation research and graduation projects. The
course also aims to expose students to the essence of structural
design in the process.
Learning activities outside of classroom: Independent study
outside of class time, such as research, modeling, and
preparation of materials for presentations, is very important.
In class time, the main focus is on explaining the progress of
the work to date and confirming any questions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria/Policy: Grading will be based on in-class
presentations, final reports (design documents) and final
presentations.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

エンジニアリングスタジオY

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
建築環境工学の基礎的知識を既に身に着けていることを前提としつ
つ、その知識を活かしながらサステナブル建築の構築方法に関する
方法論を実践形式で学ぶ。

【到達目標】
室内環境シミュレーション、屋外環境シミュレーション、エネルギー
シミュレーション、ライフサイクルアセスメントなどを実行できる
ような応用力を身に着ける。最終的に、シミュレーションの結果を
踏まえて初期設計案を改良しつつ、よりサステナブルな建物を提案
できるような技能を身に着ける。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」
に関連

【授業の進め方と方法】
実習（各種シミュレーションの実行）を通じた、実践形式の講義を
展開する。一人一人異なる課題に取り組むことになるため、環境工
学の基礎知識を十分に身に着けた状態で履修すること。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 イントロダクション 講義の概要説明
第2回 環境工学の復習 温熱環境、空気環境、光環境、

音環境など
第3回 中間課題発表 敷地選定、解析条件の提示など
第4回 室内環境シミュレー

ションの基礎
室内の数値流体解析（CFD）

第5回 室外環境シミュレー
ションの基礎

室外の数値流体解析（CFD）

第6回 エネルギーシミュ
レー
ション

ESツール、エネルギー消費量、
省エネ、創エネ

第7回 ライフサイクルアセ
スメント

ライフサイクル思考、建築物の
LCA指針

第8回 最終課題発表 敷地選定、解析条件の提示など
第9回 フィールドワーク 現地調査、ローカル環境の測定
第10回 環境シミュレー

ション
（1）

モデル作成

第11回 環境シミュレー
ション
（2）

条件設定

第12回 環境シミュレー
ション
（3）

解析実行、ポスト処理

第13回 総合性能評価 建築環境総合性能評価システム
（CASBEE）

第14回 ファイナルレビュー プレゼンテーション、講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。講義内
にシミュレーションが終わらない場合は、授業時間外に解析を回し
て最終発表に間に合わせること。

【テキスト（教科書）】
特に指定しない。講義中に適宜参考情報を提示する。

【参考書】
特に指定しない。講義中に適宜参考情報を提示する。

【成績評価の方法と基準】
レポート（100%）によって評価する。なお、課題未提出の者の成績
評価は実
施しない。

【学生の意見等からの気づき】
シミュレーションを回すための時間が足りない様子だったので、今
年度は課題提示を早期化する予定。

【Outline (in English)】
Course outline: Students will learn methodologies on how
to design sustainable buildings in a practical format, while
assuming that they already have a basic knowledge of
architectural environmental engineering.
Learning Objectives: Students will acquire the applied
skills to perform indoor environmental simulations, outdoor
environmental simulations, energy simulations, and life cycle
assessments. Finally, the students will acquire the skills to
propose a more sustainable building while improving the initial
design proposal based on the simulation results.
Learning activities outside of classroom: The standard
preparation and review time for this class is 2 hours each.
If the simulation cannot be completed during the lecture, the
analysis should be conducted outside of class time to make it in
time for the final presentation.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on the
report (100%). No grade will be given to students who have not
submitted their assignments.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

エンジニアリングスタジオZ

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
要求される構造性能を満足する建築物を構想し，その性能を工学的
に検証する方法を学ぶ。

【到達目標】
構造計画立案のための基本的な工学原理を理解し応用するための能
力の涵養をめざすとともに，卒業研究および卒業制作に取り組むた
めの下地を形成することを目標とする。また，その過程で構造デザ
インの真髄の一端に触れることも目標とする。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○ ○ ○ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」「DP5」
に関連

【授業の進め方と方法】
・構造設計および研究に取り組むためには，構造物に生じる応力と変
形を計算する能力が必要である。そこで，マトリクス解析法の基礎
を学び，解析プログラムを作成してフレームの応力変形解析を行う．
・構造設計する際，解析能力に加えて建築と構造の関係をよく理解し
て，最適な構造システムを提案する能力が重要である．そこで構造
設計事例調査してプレゼンテーションすることでその理解を深める
・自ら建築物を構想し，そのデザインを実現するための構造計画を
行う．架構計画を行って，適切な構造モデルを作成して応力変形解
析を行う．設計条件を満足する断面を選定し，その過程と結果をプ
レゼンテーションする。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

変位法によるマトリ
クス解析 (1)

要素剛性マトリクスの作成

第2回 変位法によるマトリ
クス解析（2）

構成方程式，釣合条件，適合条件

第3回 変位法によるマトリ
クス解析（3）

座標変換，全体剛性マトリクス
の作成

第4回 変位法によるマトリ
クス解析（4）

連立一次方程式の解法

第5回 変位法によるマトリ
クス解析（5）

プログラミング演習

第6回 変位法によるマトリ
クス解析（6）

フレーム解析演習

第7回 事例研究（1） 構造材料と構造デザイン
第8回 事例研究（2） 耐震設計と構造デザイン
第9回 建物見学 構造デザインを現地で確認する
第10回 構造設計演習（1） 構造計画
第11回 構造設計演習（2） 仮定断面，荷重条件
第12回 構造設計演習（3） 応力変形解析
第13回 構造設計演習（4） 断面計算
第14回 構造設計演習（5） プレゼンテーション

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
調査やモデル作成，発表会のための資料作成など授業時間外の自主
学習が非常に重要である。授業時間内では，これまでの作業進捗状
況の説明と疑問点の確認が主体である。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示する。

【参考書】
授業内で適宜指示する。

【成績評価の方法と基準】
授業内発表（30%），期末レポート（設計図書）（40%），最終プレゼ
ンテーション（30%）

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【その他の重要事項】
構造設計一級建築士である教員が，自身のこれまでの設計経験を活
かした講義を行う。

【Outline (in English)】
Learning Objectives: Students will learn how to conceptualize
a building that satisfies the required structural performance
and how to evaluate its performance using engineering
methods.
Learning Objectives: The course aims to cultivate the ability
to understand and apply basic engineering principles for
structural planning, and to form the basis for students to
engage in graduation research and graduation projects. The
course also aims to expose students to the essence of structural
design in the process.
Learning activities outside of classroom: Independent study
outside of class time, such as research, modeling, and
preparation of materials for presentations, is very important.
In class time, the main focus is on explaining the progress of
the work to date and confirming any questions.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria/Policy: Grading will be based on in-class
presentations, final reports (design documents) and final
presentations.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

宮田　雄二郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

山道　拓人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

安藤　直見

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

下吹越　武人

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

網野　禎昭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.

— 495 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

赤松　佳珠子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

浜田　英明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

高村　雅彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

岩佐　明彦

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

小堀　哲夫

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作１

中野　淳太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき論を
構成し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的かつ
継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 研究指導内容について確認する
2 設計のテーマについ

て
テーマ・コンセプトの発表をし、
ディスカッションを行う

3 参考事例の研究
（１）

テーマと関係のある設計事例に
ついて学ぶ

4 参考事例の研究
（２）

設計事例の長所・短所を考え、
自身の設計に必要なポイントを
考える

5 敷地の選定 敷地を選定し発表する
それに対しディスカッションを
行う

6 敷地調査（１） サイトサーベイの方法について
指導する

7 敷地調査（２） 敷地調査の結果を報告し、ディ
スカッションを行う

8 テーマ・コンセプト
の構想（１）

設計テーマの背景や必要性を明
確化させ、今回の設計に活かす
方策を考える

9 テーマ・コンセプト
の構想（２）

プログラムの設定、空間スキー
ムの検討

10 テーマ・コンセプト
の構想（３）

空間スキームの発展的展開、ス
タディ模型による検討

11 計画案のスタディ
（１）

平面・断面計画の要点を指導す
る

12 計画案のスタディ
（２）

平面・断面計画のスタディおよ
び模型による検討

13 計画案のスタディ
（３）

先週からブラッシュアップを
行った図面や模型によってエス
キースを行う

14 総括 これまでに進んだ設計案を発表
し、ディスカッションを行う。
また，今後の展望と夏休み中に
どんな作業を行うか確認する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 一年間のスケジュールを検討する
2. テーマ・コンセプトを検討する
3. 設計事例を調べておく
4. 設計事例について調べておく
5. 敷地を検討する
6. 敷地に行ってみる・実測を行う
7. ディスカッションの準備
8. 興味のあるプログラムの事例を調査する
9. 興味のあるプログラムの事例を調査する
10. 興味のあるプログラムの事例を調査する
11. 平面図・断面図を描いてみる
12. 図面を描き、模型を作ってみる
13. 図面を描き、模型を作ってみる
14. ディスカッションの準備
15. 夏休み中の作業の確認
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Comprehensive evaluation based on
self-study results and production efforts.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

山道　拓人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

安藤　直見

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

下吹越　武人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

網野　禎昭

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

赤松　佳珠子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

浜田　英明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

南後　由和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

高村　雅彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

岩佐　明彦

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

小堀　哲夫

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE400NB（建築学 / Architecture and building engineering 400）

卒業制作２

中野　淳太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
4年間の集大成として、指導教員からの指示を受けながら、卒業制
作をまとめあげ、提出し、合格することが到達目標となる。各自の
テーマは、指導教員との討議のうえで設定する。

【到達目標】
テーマに沿って、独自の調査、実験、分析、研究などに基づき提案
を構想し、制作を行う。幅広い観点から問題を捉え、解を自主的か
つ継続的に見出す力を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP3」
「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
概要と方法は、各指導教員からの指示に従う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 計画案の経過報告 夏休み中に進めたスタディの発

表をし、ディスカッションを行
う

2 計画案の決定事項の
まとめ

この時点で決定しているコンセ
プト・ダイアグラム・選定敷地
等についてのプレゼンテーショ
ンをまとめ、指導を行う

3 計画案の発展 (１) 計画案をさらに発展させるため
のスタディを行い、構造と意匠
の整合を図るよう指導する

4 計画案の発展 (２) 部分計画に関わる検討を行い指
導する

5 計画案の発展 (３) 詳細表現に関わる検討を行い指
導する

6 中間発表に向けて
（１）

中間発表に必要な素材を検討す
る

7 中間発表に向けて
（２）

各図面、模型について指導する

8 中間発表に向けて
（３）

中間発表に向けてプレゼンテー
ションの練習を行う

9 中間発表をうけて 発表時に指摘された箇所のブ
ラッシュアップを検討し指導す
る

10 図面指導（１） 卒業設計完成に向けて指導を行
う

11 図面指導（２） 必要図面の確認を行い、指導す
る

12 図面指導（３） 各図面、模型の表現方法につい
て指導を行う

13 プレゼンテーション
チェック

提出図面のプレゼンテーション
に対して指導を行う

14 総括 ポストレビューを行い、各作品
の長所や問題点などについて講
評する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
以下に卒業制作として設計を行うことをイメージした場合の学習の
進め方を示す。なお、設計以外の制作を行う場合は各指導教員と卒
業制作の進め方に関してディスカッションを十分に行うこと。
1. 提出までのスケジュールを検討する
2. ディスカッションの準備
3. プレゼンテーションの資料つくり
4. 計画案の構造と意匠の面からアプローチを考える
5. 図面・模型等の準備
6. 図面・模型等の準備
7. 図面・模型等の準備
8. 図面・模型等の準備
9. プレゼンテーションの準備
10. 図面や模型の作成
11. 提出予定の図面や模型の製作を進める
12. 提出予定の図面や模型の製作を進める
13. 提出予定の図面や模型の製作を進める
14. 提出予定の図面や模型の製作を進める
15. 作品のブラッシュアップやプレゼンテーションの練習をしておく
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【参考書】
各ゼミの担当教員から指示がある。

【成績評価の方法と基準】
以下の条件を満たしていること。
（A）定められた期限内に提出されたものであること。
（B）定められた図書形式に従っていること。（用紙サイズ：A1）
（C）建築設計の場合は，設計図（設計要旨、平面図、立面図、断面
図、透視図または模型写真など）の形式を有すること。その他の場
合も，設計図に準じた形式を有すること。
（D）卒業制作相当の努力を認めえるものであること。
（E）指導教員の指導を受けたものであること。
但し、あらかじめ指導教授が特別の判断を行った場合は上記（B）、
（C）の条件を変更できる。
以上の条件を満たしているものについて、以下の視点から、総合的
に評価する。
（1）独創性、問題意識、計画能力
（2）分析力、総合力、造形及び表現能力
（3）構造、環境面の把握
（4）努力の集積度

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【Outline (in English)】
Course outline: The goal is to compile a graduation project as
the culmination of the four years of study, with instructions
from the supervisor. Each student’s theme is set after
discussion with their supervisor.
Learning Objectives: Create original productions while
carrying out independent research, experimentation, analysis
and study in accordance with the theme. Develop the ability to
understand problems from a wide range of perspectives and to
find solutions independently and continuously.
Learning activities outside of classroom: Proceed in consul-
tation with the supervisors in charge of each seminar. The
standard preparation and review time for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy: Grade evaluation is performed
comprehensively on the content of the submitted graduation
project.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）SD

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その

組みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、

特徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、
太陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域によ
る太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の
到達経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量
の求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射
熱取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計す
る。

9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理
解する。

10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設
計する。

11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるの
に必要となる熱負荷の原理を理解す
る。

12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、
外皮熱性能の改善を図る。

13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。

【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。
【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）建築

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その

組みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、

特徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、
太陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域によ
る太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の
到達経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量
の求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射
熱取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計す
る。

9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理
解する。

10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設
計する。

11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるの
に必要となる熱負荷の原理を理解す
る。

12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、
外皮熱性能の改善を図る。

13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など
【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。

【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。
【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE200NA（建築学 / Architecture and building engineering 200）

サステナブルデザイン（２０２３年度以降入学生）都市

中野　淳太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈他〉〈優〉〈Ｓ〉〈ア〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然エネルギーを利用した建築原理や環境計画手法を習得しながら，サステ
ナブルデザインに関する知識を身につける。パッシブ手法を活用し、なるべ
く少ないエネルギーで快適に過ごせる住宅を計画する。
【到達目標】
１）自然エネルギーを利用し、環境に低負荷な手法の原理を理解する。
２）自然エネルギー利用の手法をどのように応用するかを習得する。
３）気象データを理解し、その特徴を実社会に応用する方法を習得する。
４）図表や計算を通じて、パッシブ手法を用いた環境計画を習得する。
これらを通して、様々な分野に応用できるサステイナブル（持続可能）な技
術の応用力を習得することを到達目標とする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
授業では、パッシブ手法の基礎に関する講義と計算や図表を用いた環境計画
を行う。Excelを用いた計算を行うため、パソコンを持参のこと。最終的に、
自分の計画したサステナブル住宅のプレゼンを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1回 気候特性とクリモグラフ 気候を形成する要素を理解し、その

組みあわせによる特性を理解する。
2回 気候特性の分析 気象データから気候特性を分析し、

特徴をまとめる。
3回 太陽エネルギーと太陽

位置
地球の自転と公転の原理を理解し、
太陽エネルギーの特性を理解する。

4回 太陽位置の計算 太陽位置を計算し、季節や地域によ
る太陽位置の違いを理解する。

5回 日射と実効放射 短波長放射（日射）と長波長放射の
到達経路と特性を理解する。

6回 日射量と実効放射量の
計算

方位に応じた日射量と長波長放射量
の求め方を理解する。

7回 建築外皮の熱性能 建築外皮を通じた熱貫流および日射
熱取得の原理を理解する。

8回 断熱性能の設計 指定された性能の外皮仕様を設計す
る。

9回 日除けの原理 開口部に対する日射遮蔽の原理を理
解する。

10回 日除けの設計 窓の方位と寸法に適した日除けを設
計する。

11回 冷房負荷と暖房負荷 冷房能力および暖房能力を求めるの
に必要となる熱負荷の原理を理解す
る。

12回 外皮性能と自然室温 外皮性能に応じた自然室温を計算し、
外皮熱性能の改善を図る。

13回 プレゼンテーション1 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

14回 プレゼンテーション2 自分の計画したサステイナブル住宅
について発表・講評をする。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の講義の理論を復習すること。また，シラバスを読んで次の講義の内容
を予習する。本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
原則として使用せず，必要に応じて講義に関するプリントを配布する
【参考書】
田中俊六他、『最新建築環境工学』、井上書院
猪岡達夫、『デザイナーのための建築環境計画　熱・日射・風』、丸善出版
など

【成績評価の方法と基準】
時限中に計算、設計等を行い，毎回提出する。毎回の演習（30～50%）とプ
レゼンテーション（50～70%）により、総合的に判断する。未提出課題が３
回を超えた者の評価は行わない。
【学生の意見等からの気づき】
演習は，今まで経験していない内容もあるが，想像力を発揮して課題に対し
積極的に取り組むこと。
【学生が準備すべき機器他】
事前の教員の指示に従い、Excelの使えるPC等、製図用具等を持参する。
【その他の重要事項】
講義を聴くだけでなく、各回の演習（環境計画）を通じた習得が重要である。
【Outline (in English)】
Course outline: This course aims to acquire engineering knowledge
of sustainable design while learning architectural principles and
environmental planning methods that utilize natural energy. Students
will plan a house that uses as little energy as possible while maitaining
comfort.
Learning Objectives:1) Understand the principles of methods that
utilize natural energy and have a low impact on the environment. (2)
Learn how to apply the methods of natural energy utilization. (3)
Understand weather data and learn how to apply its characteristics to
the building design. (4) Master environmental planning using passive
methods through charts and calculations.
Through these, the goal is to acquire the ability to apply sustainable
technology that can be applied to various fields.
Learning activities outside of classroom: Students are required to study
the relevant parts of the textbook in advance. In addition, students are
expected to review the textbook and perform similar exercises in the
textbook. The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a total of 30-
50% of the exercises and 50-70% of the final presentation.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

エンジニアリングデザインの基礎（２０２３年度以降入学生）ＳＤ

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線

分の長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】
Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】

Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

エンジニアリングデザインの基礎（２０２３年度以降入学生）建築

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線

分の長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】
In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】

Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】
Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NA（数学 / Mathematics 100）

エンジニアリングデザインの基礎（２０２３年度以降入学生）都市

宮田　雄二郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
技術工学を学び社会で実践していくためには、数学、物理学という自然科学
の知識が欠かせない。そのため、微分積分から常微分方程式まで基礎となる
数学を十分に演習し、今後工科系の数学を学ぶための基礎を修得する。
【到達目標】
演習問題を繰り返し解くことで、解法を十分に理解し知識として定着させる。
また工学における例題を学ぶことで、問題解決のための数学の有効性と必要
性を理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 80%
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の進め方　
・各回，講義内で演習問題を配布し，その解法についてポイントを解説します。
翌週まで，各自で演習問題に取り組んでください。次回の講義で解答を配布
して内容を解説します。
・中間テストを２回実施し，理解度を確認します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，微分 授業の進め方／１変数の微分，マク

ローリン展開，テイラー展開
第2回 積分（1） 積分公式と置換積分
第3回 積分（2） 部分積分、有理関数の積分　
第4回 積分（3） 三角関数、無理関数の積分
第5回 積分（4） 変数変換，面積の計算
第6回 中間テスト① １変数の微分と積分に関するテスト
第7回 偏微分 多変数関数の微分，テイラー展開
第8回 重積分（1） 累次積分
第9回 重積分（2） 変数変換　ヤコビアン　
第10回 重積分（2） 多変数関数の積分　面積，体積，線

分の長さ　演習問題
第11回 中間テスト② 多変数の微分と積分に関するテスト
第12回 常微分方程式 常微分方程式の解　演習問題
第13回 演算子法（1） 特解の計算　演習問題①
第14回 演算子法（2） 特解の計算　演習問題②
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回，講義内で演習問題を配布する。参考書等参照して演習問題に取り組む
こと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくにテキストは使用しない。演習問題を配布する。
【参考書】
特に指定しない。過去に使用してきたものがあれば活用すること。
【成績評価の方法と基準】
演習課題 20%中間試験 40%期末試験 40%配分で成績評価を行う。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
特になし。
【その他の重要事項】
特になし。
【Outline (in English)】
【Course outline】

In order to learn technical engineering and put it into practice in
society, knowledge of the natural sciences of mathematics and physics
is indispensable. Therefore, students will practice basic mathematics
from differential and integral calculus to ordinary differential equations
sufficiently to acquire the foundation for future study of mathematics in
engineering.
【Learning Objectives】
Through repeated solving of exercises, students will gain a thorough
understanding and knowledge of the solution methods. Students will
also understand the validity and necessity of mathematics for problem
solving by studying example problems in engineering.
【Learning activities outside of classroom】
Exercises will be distributed in each lecture. Students are expected to
work on the exercises by referring to reference books.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
【Grading Criteria /Policy】
There will be three tests in the lecture and the grading will be 30% for
the first test, 30% for the second test, and 40% for the third test.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）SD

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン

×工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザ

インとトランスディシプリナリ
ティ、人文社会科学のアプロー
チ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間の
なかのメディア、メディアのな
かの空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピク

トグラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケー

ル、地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャ

ル・メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・

身体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イ

ンテリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、ス

ペキュラティヴ・デザイン
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）建築

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン

×工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザ

インとトランスディシプリナリ
ティ、人文社会科学のアプロー
チ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間の
なかのメディア、メディアのな
かの空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピク

トグラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケー

ル、地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャ

ル・メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・

身体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イ

ンテリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、ス

ペキュラティヴ・デザイン

第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

デザイン工学概論（２0２３度以降入学生）都市

南後　由和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、建築・都市環境デザイン・システムデザインに関する
具体的なトピックを領域横断的に扱い、社会の変化によるデザイン
工学の変遷について多面的に学ぶ。デザインおよび工学の表層にと
らわれず、それらの背後にある諸問題を認識し、多角的に考察する
実践感覚を養う。

【到達目標】
・建築・都市環境デザイン・システムデザインをめぐる学際性への
知見を深める。
・建築・都市環境デザイン・システムデザインの経験の読み解きを通
じて、「作る」ことと「使う」ことの二項対立を超えた視座を培う。
・メディア環境や地球環境の変化によって、デザイン工学が視野に
入れるべき領域がどのように拡張しつつあるのかについての洞察力
を養う。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
各回のテーマに沿って、スライドを用いて講義をする。毎回、授業
内容に関するリアクションペーパーを「学習支援システム」で提出
することを課題とする。リアクションペーパーへのフィードバック
は、授業中もしくは学習支援システムで随時行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス 授業の概要・進め方、デザイン

×工学
第2回 学際性 建築・都市環境・システムデザ

インとトランスディシプリナリ
ティ、人文社会科学のアプロー
チ

第3回 観察と記述 考現学、デザイン・サーヴェイ、
エスノグラフィ

第4回 メディアと空間 メディアとしての空間、空間の
なかのメディア、メディアのな
かの空間

第5回 アーカイヴ 都市の記憶、MVの都市表象分析
第6回 情報デザイン インフォグラフィックス、ピク

トグラム、ダイアグラム
第7回 スケール 建築のスケール、地図のスケー

ル、地理学的想像力
第8回 ひとり空間 仕切り、モビリティ、ソーシャ

ル・メディア、接続と切断
第9回 群衆空間 巨大空間、コンテンツ、空間・

身体的熱狂
第10回 インフラ 土木、テクノスケープ、東京湾岸
第11回 商業空間 ショッピングモール、陳列、イ

ンテリア
第12回 システム 遊び、ゲーム、プラットフォーム
第13回 デザインの拡張 建築的思考、デザイン思考、ス

ペキュラティヴ・デザイン
第14回 総括 授業の振り返りとまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業中に紹介する参考文献を読んで、理解を深めることが求められる。
本授業の準備・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
・アンソニー・ダン, フィオー・レイビー, 『スペキュラティヴ・デ
ザイン――問題解決から、問題提起へ。』久保田晃弘監修・千葉敏生
訳, BNN新社.
・アンリ・ルフェーヴル, 2000, 『空間の生産』斎藤日出治訳, 青木
書店.
・明治大学神代研究室・法政大学宮脇ゼミナール, 2012,『復刻デザ
イン・サーヴェイ』彰国社.
・三浦展・藤村龍至・南後由和, 2016,『商業空間は何の夢を見たか
――1960~2010年代の都市と建築』平凡社.
・永原康史, 2016,『インフォグラフィクスの潮流――情報と図解の
近代史』誠文堂新光社.
・南後由和, 2018,『ひとり空間の都市論』筑摩書房.

【成績評価の方法と基準】
リアクション・ペーパー35％、期末レポート65％

【学生の意見等からの気づき】
特になし。

【学生が準備すべき機器他】
資料配布・リアクションペーパー・レポート提出などのために、「学
習支援システム」を利用する。

【その他の重要事項】
授業内容および順番は必要に応じて変更することがある。

【Outline (in English)】
This course addresses particular themes pertaining to archi-
tecture, urban environmental design, and systemic design in
a transdisciplinary fashion, enabling students to comprehend
the evolution of design engineering in response to societal
shifts from manifold viewpoints. Students are tasked with
cultivating a pragmatic discernment to discern the myriad
issues underlying design and engineering, and to evaluate
them from diverse perspectives, transcending superficial
constraints of design and engineering.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

PHY100ND（物理学 / Physics 100）

工科系力学基礎（２０２３年度以降入学生）

田中　豊

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザイン工学は単なるデザインではない。確かなテクノロジーに基づく、人
間性と自然環境にやさしいデザインである。デザインとしていかに美しくて
も工学的に脆弱ならば構成物としての体をなさない。アイデアを競う紙工作
の中にも工学的な感性が求められるのである。感性を培うにはまずその土台
として力学の基礎知識は不可欠である。構成物の基本理念、工学的物理学的
全体像を正確に把握し、その上に設計（デザイン）がくるのである。本講義
は講義・演習を通して工科系の力学とテクノロジーを本質的に理解するため
の基礎を提供する。そして未知の問題、課題にも適切に対処し得る能力を養
うことを目的とする。
【到達目標】
力学はあらゆる科学技術の基礎であり土台である。力学の基礎知識である「静
力学」と「動力学」の基礎を理解できることが重要である。講義では物体を質
点として理想化し、質点の物理的、数学的な扱いに慣れることを目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行い，物理学の基本的な「物の見方・考え方」につ
いて理解を深めるとともに具体的な問題に適用できる能力を培う．
受講者には十分な予習・復習をし、実際に手を動かして練習問題を解くこと
で，より理解を深めていく態度が求められる．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 物理量と単位 力学の考え方，単位系，単位の換算，

次元，数値的正確さ，有効数字
2 数学的準備 ベクトル，内積・外積，三角関数，

微分・積分
3 力学の考え方 力の種類と伝達，つり合いと安定，力

の三要素，静力学の基本法則，摩擦
4 力の表現 力の表し方，直角座標系の成分，力

の合成と分解
5 力のモーメント 力のモーメント（トルク），モーメン

トの大きさと向き，合モーメント，
偶力

6 図心と重心 質量，密度，重力，分布した力，重
心，図心

7 静力学のまとめ 前半の静力学のまとめと理解度確認
試験１

8 運動学の基礎 運動を表す量（位置，速度，加速
度），直線運動，平面運動，円運動

9 質点の運動と運動方程式 質点，力と運動，ニュートンの運動
の法則，運動方程式，落体の運動

10 剛体の運動 剛体，剛体の運動，軸まわりの運動，
慣性モーメント

11 剛体の運動と慣性モー
メント

物体の慣性モーメント，様々な剛体
の運動

12 運動量と力積 運動量，力積，運動量保存則，
13 仕事とエネルギー 仕事，仕事率，運動エネルギーと位

置エネルギー，エネルギー保存則
14 動力学のまとめ 後半の動力学のまとめと理解度確認

試験２
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習復習は必ず行うこと.
準備や復習に要する時間は，週2時間程度を目安とする．
また毎回の課題実施時間は，週2時間程度を目安とする．
【テキスト（教科書）】
専門基礎ライブラリー　工学系の力学　実例でわかる基礎からはじめる工業
力学，金原・監修，実教出版
【参考書】
戸田盛和「力学」岩波書店
原島鮮「力学」裳華房
【成績評価の方法と基準】
２回の理解度確認試験（70％）を主とし、講義時間中に実施する演習や課題
レポート（時間外学習）（30％）と授業に取り組む心構え等によって総合的に
判断する．

【学生の意見等からの気づき】
力学の基礎的な内容を可能なかぎりやさしく説明する。ただし、ここでいう
「基礎」はより高い構造物を組み上げるための「土台」であって「初歩」や「入
門」ではない。学生諸君には真摯な態度が求められる。
本講義は2019年度より新たに専任教員の担当により開講される授業である。
2021年度～2023年度は能力別クラス編成を採用した。
【学生が準備すべき機器他】
配布PCを持参・利用すること。
【その他の重要事項】
2023年度の新カリキュラムより，科目名称が「工科系の力学基礎」から「工
科系力学基礎」に変更となった．
【Outline (in English)】
Design engineering encompasses not only the aesthetic aspect of design
but also emphasizes the integration of proven technology tailored
for both humans and the environment. Regardless of how visually
appealing a design may be, if it is not underpinned by sound engineering
principles, the structure will not endure. Even when conceptualizing
ideas on paper, a keen sense of engineering is indispensable. To cultivate
such a sensibility, a solid grasp of basic mechanics is imperative.
Design proficiency hinges on a precise comprehension of fundamental
structural concepts and overarching principles in engineering physics.
Throughout this course, students will engage in lectures and
exercises geared towards establishing a foundational understanding of
engineering mechanics and technology. Additionally, support will be
extended to aid students in addressing unforeseen challenges and topics
that may arise.
Students will be expected to have completed the requirements after each
class meeting. Your study time will be more than two hours for a class.
Your overall grade in the class will be decided based on the following,
Term-end examination: 60%, Shor reports: 20%, in class contribution:
20%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

PHY100ND（物理学 / Physics 100）

エレクトロニクス基礎（２０２３年度以降入学生）

岩月　正見

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
いろいろなプロダクトをデザインする上でそのエレクトロニクス系の物理現
象とその理論背景を理解することは極めて重要である。本授業では、基本的
なエレクトロニクスを学ぶための数学的基礎とその応用について、さらには
その歴史的背景と現在の技術動向について解説する。
【到達目標】
到達目標は下記の５点である。
１．電気回路を学ぶ上で重要となる数学的基礎について、その歴史的背景と
とも理解する。
２．電気回路を解析する上で重要なフェーザ表示の意義とその応用について
理解する。
３．デジタル回路の仕組みを学ぶ上で重要となる数学的基礎と、その歴史的
背景とについて理解する。
４．デジタル回路を構成する上で重要な論理回路や順序回路などの原理を理
解し、PCやスマホの動作原理の大枠を理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を組み合わせて行い，エレクトロニクスの基本的な「物の見方・考
え方」について理解を深め、様々な事例や実際のデバイスに触れることで、身
近にあるシステムがいかなる原理で動作しているかを体感できるように授業
を進める。
受講者には十分な予習・復習をし、実際に手を動かして練習することでより
理解を深めていく態度が求められる．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 発電と送電 発送電の歴史と交流電力の意義につ

いて解説する。
2 数の歴史 ネイピア数誕生の歴史とその数学的

意味と意義について解説する。
3 指数関数 指数関数誕生の歴史とその数学的意

味と意義について解説する。
4 テイラー級数展開 テイラー級数展開の導出とその意義

について解説する。
5 オイラーの公式とオイ

ラーの等式
オイラーの公式の導出とその意義に
ついて解説する。さらに、アイラ―
の等式が「人類の至宝」と呼ばれる
所以を開設する。

6 直流回路 直流回路の解析において重要なオー
ムの法則とキルヒホッフの法則につ
いて解説し、解析例を示す。

7 電力と電力量 デバイスを設計する上で重要となる
電力と電力量について解説する。

8 交流回路 オイラーの公式に基づいた正弦波の
フェーザ表示について解説し、これ
を用いた交流回路の解析例を示す。

9 ２進数と論理回路 デジタル回路の仕組みを理解する上
で重要な２進数と論理回路について
解説する。

10 加算器と乗算器 ２進数表記と論理回路を組み合わせ
ることで加算器と乗算器を構成でき
ることを示す。

11 半導体とトランジスタ 半導体の原理とその意義について歴
史的背景とともに解説する。さらに
トランジスタの動作原理についても
解説する。

12 トランジスタによるス
イッチング回路の実装

単体のトランジスタと抵抗などを配
布して、デジタル回路の最小構成要素
となるスイッチング回路を実装する。

13 コンピュータの動作原理 スイッチング回路の組み合わせによ
りコンピュータが構成できることを
開設する。

14 まとめ 授業のまとめを行い、授業内で取り
上げることができなかった話題につ
いて述べる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習復習を必ず行うこと
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
数多くの電気系教科書や、機械系の教科書で各学生の好むもの学ぶことが望
ましい。
この授業の内容は普遍的なものであるので、どのような教科書にも掲載され
ている。
【参考書】
戸田盛和著「力学」岩波書店
原島鮮著　「力学」裳華房
今井功著　「流体力学」岩波書店
【成績評価の方法と基準】
学期末の定期試験は行わない。　各授業中に小テストを行いその結果で理解
度を判定する。
成績は小テストの得点、演習等によって総合的に判断する
【学生の意見等からの気づき】
学生の興味や嗜好は毎年変化し、その能力・資質も毎年変化する。一年遅れ
のアンケートはあまり参考にならない。説明の詳細度や講義速度については、
学生の意見や小試験の結果を見て調整する。授業中に遠慮無く意見を述べて
頂きたい。
【学生が準備すべき機器他】
必ず、配布されたノートパソコンを持参すること。
【Outline (in English)】
In designing various products, it is extremely important to understand
the physical phenomena of electronics and their theoretical background.
This class will explain the mathematical basis for studying basic
electronics and its applications, as well as its historical background and
current technological trends.
Students are required to prepare and review for the course.
Standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
No periodic examinations will be given at the end of the semester.　
Quizzes will be given during each class, and the results will be used to
determine the level of understanding.
Grades will be determined comprehensively based on quiz scores,
exercises, etc.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

デザイン思考基礎演習（２０２３度以降入学生）

安積　伸、三浦　秀彦、相川　真実、石橋　忠人

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザインというキーワードをここでは広義に「問題解決・新たな価
値の創造」と捉えます。
デザインとは、外観を設計する事だけではなく、社会や人間の問題
を解決し、魅力的な価値を創造するということであり、「デザイン思
考（デザインシンキング）」とは問題解決・価値創造のための基礎的
な思考法・手法といえます。
デザイン思考のプロセスをワークショップ形式で追いながら、問題
解決や価値創造の手法を実践的に学ぶことを目的とします。

【到達目標】
「デザイン思考（デザインシンキング）」は、製品やサービスの開発
手法として今日では多くの企業・開発者に影響を与えています。
デザイン思考に含まれる多くの重要なプロセスを理解し、説得力があ
り新鮮かつ魅力的な提案をする力を身につけることを目標とします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
デザイン思考のプロセスを追いながら、少人数のチームによるワー
クショップ形式で進めます。
参加学生には、積極的なディスカッションやプレゼンテーションへ
の参加が求められます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題説明

グループ分け
分析・情報整理ワー
クショップ

全体概要説明
アイスブレイク
分析
要素の解体・抽出
インサイトの共有

2 テーマ考案ワーク
ショップ

アイデア・テーマ考案
グループ再編
アイデア展開

3 フィールドワーク予
備調査ワークショッ
プ

観察対象の抽出・選択
場所と企画の設定

4 フィールドワーク
現地調査
インタビュー

現地調査観察（
情報共有・考察
インタビュー
フィールドワークの調査結果・
考察プレゼンテーション準備

5 フィールドワーク調
査発表
アイデア考案・プロ
トタイピング・ワー
クショップ

フィールドワーク調査結果考察
プレゼンテーション
タッチポイント整理
提案における重点事項の明確化
とアイデア発散
プロトタイプの設計と制作

6 プロトタイプ・レ
ビュー
プレゼンテーション
準備

プロトタイプ進捗確認
プレゼンテーションの概要と準
備内容の確認

7 最終プレゼンテー
ション
総評

最終案発表会
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内にまとまりきらない作業は、時間外で自主的に行っても
らいます。
各課題の終了後は、企画提案書を美しくまとめ、レポートとして提
出してもらいます。
自らの生活を注意深く観察すること。
日常の中で感じる不便な要素を常に記憶し、改善方法を考察する事。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
デザイン思考が世界を変える〔アップデート版〕(ティムブラウン
: 早川書房 )

【参考書】
心を動かすデザインの秘密 (荷方邦夫 : 実務教育出版 )
サービスデザインの教科書 (武山政直 : NTT出版 )

【成績評価の方法と基準】
授業参加度の平常点評価を４０点、最終プレゼンテーション内容を
５０点、提出レポートを１０点、とする。
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
１コマ欠席- 10点、遅刻- 5点。ただし、５コマ以上欠席した者は
Dとする。
病欠、忌引き、SSI大会、公式練習等は欠席対象から除外するが、当
該証明書を提出する事。

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
ラップトップPCを持参。
授業に必要なソフトウエアを各自のPCに入れておく。

【その他の重要事項】
プロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な
知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline】
This course provides a practical introduction to the fundamen-
tals of problem-solving and creation methods, following the
process of Design Thinking in the workshop.
【Learning Objectives】
The aim is to understand the many important processes
involved in Design Thinking and to acquire the ability to make
persuasive, fresh, and attractive proposals.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be asked to work independently outside of class
time on tasks that cannot be completed within class time.
After completing each assignment, you will be asked to submit
a beautifully written proposal as a report.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
【Grading Criteria /Policy】
Evaluation of class participation (40%), final presentation
(40%), submitted report (10%).
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MAN200ND（経営学 / Management 200）

アントレプレナーシップ（２0２３度以降入学生）

姜　理惠

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
2024年度開講の新科目である。アントレプレナーシップ（起業家精
神）の基礎理論を学んだのち、大学生に向けたアントレプレナーシッ
プ教育プログラム案をグループで作り、教育会社に向けてプレゼン
し、フィードバックをもらうことを通じて、知識の定着と理解を深
める。
ここでいうアントレプレナーシップ（起業家精神）とは、企業を自
分で起こすことに限定しない。イノベーションを産むすべての活動
に必要な精神を指す。これを学び、実践し、身につけることは、コ
ロナ禍を経て不確実化を増す現代社会に対応できるようになること
でもある。
いつか自分で会社を設立したい方、変化の速いスタートアップの世
界で働きたい方、企業の中から行動を起こしたい方など、その立場
を問わず歓迎する。この科目では機会を特定し、行動を起こすため
の方法を扱う。この科目は座学やディスカッション、プレゼンテー
ションだけにとどまらず、実際に自分が行動することを通して学ん
だり、チームと協力して深刻な問題を特定し、革新的なソリューショ
ンを開発することに挑戦する。
これを通して、科学としてのアントレプレナーシップに対する知識
を高めると同時に、マインドセットの成長を目指す。この科目を通
じて行動と内省を繰り返すことで、アントレプレナーシップが自分
のキャリア形成にどのように影響するか、強い確信を得ることを期
待する。

【到達目標】
社会に新しい価値をもたらすというアントレプレナーシップの本質
を、現在の自分自身に照らし合わせて理解することを目的とする。
「大学生向けの起業家精神教育プラン」を作ることで、自分ごととし
て、起業家精神を考えることができる。
それにより、今後のキャリアプランと併せて考えられるようになり、
さまざまな企業の新規事業や起業家の活動を、起業家精神の視点か
ら観察し、議論できるようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義、演習、実習、発表などを組み合わせて授業を進める。科目の
特性上、通常の科目よりも更に積極的な参加を求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション

　ビジネスゲーム1
授業の進め方　商才とは何か　
いかに意思決定を行うか

2 ビジネスゲーム2　
姜とゲームで対決す
る

ビジネスでのリスクをいかに取
るかをゲーム上で再現する

3 起業家の特性、天才
研究、創造性

起業家は天才か？ 後から起業家
になれるのか？ 創造性は先天的
か後天的か？

4 発想のプロセス　発
想の元となるアイデ
アの源泉、その育て
方

良い発想はどうやって生まれる
のか？ 　アイデアを取捨選択す
る方法

5 発想ワークショップ 良いアイデアを生み出すワーク
を実践してみる

6 起業家マインド
セット
何があっても折れな
い心　はがねのメン
タル

起業家の強いメンタルはいかに
して成立するか

7 起業家的になれない
人々　リスクが取れ
ない　安定を選ぶ心
理

創造性も、強いメンタルも持て
ない人々は、どうしたらいいの
か

8 起業家の弱点　 起業家の弱みを探る　それをい
かに克服するか理論と事例

9 起業家精神を教える、
学ぶ、教えながら自
分も育つ

姜研究室が実践している子ども
や女性に起業家精神やベン
チャーを教えている事例を紹介
　カリキュラムの構成を学ぶ

10 教育プログラムの開
発1

大学生に向けた起業家精神伸長
プログラムを開発する

11 教育プログラムの開
発2

大学生に向けた起業家精神伸長
プログラムを開発する

12 教育プログラムの発
表

開発したプログラムを研修会社
や大学教員などに発表　フィー
ドバック

13 起業家精神を学んだ
人々の成長　授業の
まとめ

起業家精神を学んだこども、女
性、学生の学びのプロセス、実
体験を整理

14 期末試験 持ち込み可

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前・事後の配布資料リーディング、課題などを授業内で指示。
本授業の準備学習・課題への対応時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
なし

【参考書】
Neck, H. M., Neck, C. P., & Murray, E. L. (2024). Entrepreneur-
ship: The practice and mindset. Sage publications.
洋書なので英語が得意な人はチャレンジしてみてください

【成績評価の方法と基準】
1.平常点（出席、コミットメント）　50%
2.期末テスト（持ち込み可、理解と思考を問う）　50%

【学生の意見等からの気づき】
フィードバックの機会を複数設け、授業の進め方や内容の参考にする。

【学生が準備すべき機器他】
ノートPC持参のこと
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【Outline (in English)】
In this course, you will develop an entrepreneurial mindset
through the creation of an entrepreneurial program for
undergraduate students. You will learn, practice, and acquire
entrepreneurial skills to create and discover solutions to an
increasingly complex and uncertain post-Corona society. You
will learn how to identify opportunities and take action,
whether you want to start your own business one day, work
in the fast-paced startup world, or work within a company.
This course is not limited to classroom lectures, discussions,
and presentations. It also includes learning by doing and the
challenge of working with a team to identify a serious problem
and develop an innovative solution. The goal is to increase the
knowledge of entrepreneurship as a science and at the same
time to grow in the mindset of entrepreneurship. Through
repeated action and reflection, you are expected to develop a
strong belief in how entrepreneurship can impact your career
development. Students will be expected to spend four hours
to understand the course content. Grade in the class will be
decided based on the following; Term-end examination: 50%,
in class contribution: 50%.
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図学設計基礎演習X（２０２３年度以降入学生）

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の
役割、図面の必要性と図面の基礎概
念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達す
る

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達
する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面
様式の理解。図面の整合性、中心線
の定義、図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点
の理解。アプリケーションの起動及
びファイルの保存、図形描画ツール
の理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの
理解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基
本操作、演習課題1：三角法による
幾何形体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基
本操作、演習課題2：三角法による
幾何形体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理
解。演習課題3：三角法による幾何
形体の作図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（断面図、寸法記入、（定義づけ）
整合性の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting.
（Learning activities outside of classroom）
Be sure to review your lessons.
Self-directed learning of basic CAD operations.
The standard time for preparation and review for this class is two hours
each.
(Grading Criteria /Policy）
Attendance (deduction method)
Active class participation and class attitude will be evaluated.
Assignment submission (100%)
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DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

図学設計基礎演習Y（２０２３年度以降入学生）

梶本　博司、石橋　忠人

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、ものづくりの基本となる立体と2次元図形との関係性を把握
し、プロダクトデザインや製品シミュレーションに必要な作図を学ぶ事が出
来る。また、製図におけるデジタル化の基礎が学べる。
【到達目標】
立体と図形を往来する能力を高め、「設計図面：三角法」の基本を習得するこ
とで、CADシステムによる基礎的な作図が出来ること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
この授業では、ものづくりの過程において重要な作図の基礎を学ぶことが出
来ます。プロダクトデザインは３次元の立体物を対象にデザイン（総合計画
設計）しますが、３次元形状を的確に把握する能力はデザインの開発過程で
必要不可欠です。その能力開発の基礎として、3次元人工物を正確に客観的、
計量的に表示し第三者に図示する方法として2次元での図学（Descriptive　
Geometry）を習得する必要があります。プロダクトデザインにおける「設計
図面」は自己の発案した形状を製造者に数的に伝達をするものです。また「設
計図面」は世界共通の図情報として扱かわれており、ＩＳＯ規格、国内での
ＪＩＳ規格に則って作図する必要があります。本授業では「三角法」と呼ば
れる作図技法をベースに作図を学びます。また、図面はＣＡＤ（ Computer
Aided Design）と呼ぶコンピュータ上での設計が主流であり、ＣＡＤでの作
図技術基礎も演習を通して学ぶ事が出来ます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、本授業の演

習目的、演習概要、演習
採点等内容。演習道具
の説明。

プロダクトデザインにおける図面の
役割、図面の必要性と図面の基礎概
念等

2 図学設計基礎1 平面から立体、立体から平面の往来
図形を通して立体を第三者に伝達す
る

3 図学設計基礎2 図形を通して立体を第三者に伝達
する
平面から立体、立体から平面の往来

4 三角法の基礎-1：基礎
概念、三角法の作図法

手描きによる幾何形体－演習1
三角法の作図法、基礎概念の理解。

5 三角法の基礎-2：三角
法の作図法
線種と図面記号、図面の
配置計画、投影図

手描きによる幾何形体－演習2：
線の種類、基本的な図面記号、図面
様式の理解。図面の整合性、中心線
の定義、図面配置計画の理解。

6 三角法の基礎-3：三角
法の作図法
寸法記入、断面図

手描きによる幾何形体－
演習3
寸法記入法、断面図

7 CADによる三角法作図
の基礎演習-1

CADによる作図のメリット、留意点
の理解。アプリケーションの起動及
びファイルの保存、図形描画ツール
の理解1。

8 CADによる三角法作図
の基礎演習-2

CADによる作図。図形描画ツールの
理解2。

9 CADによる三角法作図
の基礎演習-3

図形描画ツールの理解3、数値入力基
本操作、演習課題1：三角法による
幾何形体の作図。

10 CADによる三角法作図
の基礎演習-4

図形描画ツールの理解、数値入力基
本操作、演習課題2：三角法による
幾何形体の作図。

11 CADによる三角法作図
の基礎演習-5
 

図形の編集手順、印刷設定方法の理
解。演習課題3：三角法による幾何
形体の作図。

12 CADによる三角法作図
の応用演習-1

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（基本レイアウトの作成）

13 CADによる三角法作図
の応用演習-2

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（断面図、寸法記入、（定義づけ）
整合性の検証）

14 CADによる三角法作図
の応用演習-3
 

身近な立体物を計測し、三角法で作
図。（完成、及び講師による講評）。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業の復習を必ずすること。
CADの基本操作を自主的に学習しておく事。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内容は画像で表示し、学生各自がメモをとるように指導します。
【参考書】
「図面ってどない描くねん」
発行：日刊工業新聞、著者　山田　学
「JISにもとづく標準製図法」
発行：オーム社
【成績評価の方法と基準】
出席（減点法）
積極的な授業参加と授業態度を評価対象とします。
課題の提出（100％）
【学生の意見等からの気づき】
2次元と3次元を往来することの演習機会を増やします。
基礎の習得を徹底します。
【学生が準備すべき機器他】
第１回授業で指示します。
【その他の重要事項】
活躍中のプロダクトデザイナーが仕事の経験を活かした指導を行う。
【Outline (in English)】
In this course, you can understand the relationship between solids and
figures, which are the basis of manufacturing, and learn the drawing
necessary for product design and product simulation. You can also learn
the basics of digitization in drafting .
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

グラフィックデザイン演習 X（２０２３年度以降入学生）

大西　景太

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、印刷物メディアを中心とする表現媒体における適切で効果的な
視覚情報伝達に必要なグラフィックデザインの基礎知識と表現スキルを、複
数の演習課題を通して学習する。
【到達目標】
・グラフィックデザインの基礎知識を得る
・色彩、レイアウト、タイポグラフィやイラスト、写真など
グラフィックデザインの諸要素を活用して魅力的でわかりやすい情報伝達が
できるようになる
・Adobe Illustrator、Photoshopを使えるようになる
・完成度の高い作品を制作できるようになる
・大判出力を用いたプレゼンテーションパネルが制作できるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
・PCを用いた授業内の演習と、自宅で進める制作を交互に行う。
・演習と並行してグラフィックデザインの基礎知識の講義を受ける。
・作品のブラッシュアップを繰り返し完成度を高める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ・授業ガイダンス

・教員のデザイン活動紹
介

授業の進め方、授業課題、履修上の
注意点、成績評価等のガイダンスを
行う。
教員のデザイン活動を事例を通して
解説する。

2 ・演習1(ツールの学習)
・課題1（企画・制作）

Adobe Illustratorの基本操作方法を
学習する。
ロゴタイプの企画を考案する。

3 ・課題１の発表 課題１の発表、講評を行う。
4 ・演習2（ロゴの応用）

・課題2の説明
ロゴを活用してモックアップを制作
する。

5 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
6 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
7 演習4（イラストレー

ション）
イラストレーションの演習を行う。

8 演習4（イラストレー
ション）

イラストレーションの演習を行う。

9 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
10 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
11 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を

行う
個別相談

12 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を
行う
個別相談

13 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、
評価を受ける。

14 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、
評価を受ける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回で、次回の授業までに制作してくるもの／調査してくること等を指示する。
情報教室PCでの制作も可能だが、自宅での制作のため
Adobe Creative Cloud学生ライセンスパックの契約を推奨する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。市販のグラフィックデザイン関連書籍、
および使用するソフトウェア
（Adobe Photoshop, Illustrator）の使用方法に関する
書籍やＷｅｂでの映像を参照する。
【参考書】
Youtubeに各種チュートリアルがあるので参照のこと。
特にAdobe公式チュートリアルを推奨する。
【成績評価の方法と基準】
授業への参加・平常点（2０％）
各課題の評価点合計（8０％）

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
作品のデータを保存するＵＳＢメモリ（８ＧＢ以上）を持参すること。
【その他の重要事項】
大学の情報教室PCにはAdobe系ソフトウェアがインストールされています。
しかし大学から貸与されるノートＰＣには同ソフトがインストールされてい
ません。
そのため、2023年度から「Adobe CC学生ライセンスパック」を導入し、大
学を通して安価で契約できるようにしています。個人で契約する「学生版」よ
りも安価で使用できるため、契約を推奨します。
【Outline (in English)】
In this lesson, we learn basic knowledge and expression skills of graphic
design necessary for visual information communication in various
expressive media such as printed materials, Web and digital media
through multiple exercises.
Students are expected to complete required assignments after each
class. A minimum of 4 hours of self-study per class is required.
The overall grade for the class will be determined based on the following
items.
Total grade points for each assignment (80%)
Attitude toward class participation (20%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES100ND（デザイン学 / Design science 100）

グラフィックデザイン演習Y（２０２３年度以降入学生）

天宅　正、小山　麻子

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本授業では、印刷物メディアを中心とする表現媒体における適切で効果的な
視覚情報伝達に必要なグラフィックデザインの基礎知識と表現スキルを、複
数の演習課題を通して学習する。
【到達目標】
・グラフィックデザインの基礎知識を得る
・色彩、レイアウト、タイポグラフィやイラスト、写真など
グラフィックデザインの諸要素を活用して魅力的でわかりやすい情報伝達が
できるようになる
・Adobe Illustrator、Photoshopのスキルを獲得する
・完成度の高い作品を制作できるようになる
・大判出力を用いたプレゼンテーションパネルが制作できるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
・PCを用いた授業内の演習と、自宅で進める制作を交互に行う
・演習と並行してグラフィックデザインの基礎知識の講義を受ける
・作品のブラッシュアップを繰り返し完成度を高める
・作品を発表し講評を受ける
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ・授業ガイダンス

・教員のデザイン活動紹
介

授業の進め方、授業課題、履修上の
注意点、成績評価等のガイダンスを
行う。
教員のデザイン活動を事例を通して
解説する。

2 ・演習1(ツールの学習)
・課題1（企画・制作）

Adobe Illustratorの基本操作方法を
学習する。
ロゴタイプの企画を考案する。

3 ・課題１の発表 課題１の発表、講評を行う。
4 ・演習2（ロゴの応用） ロゴを活用してモックアップを制作

する。
5 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
6 演習3（画像加工） 画像加工の演習を行う。
7 演習4（イラストレー

ション）
イラストレーションの演習を行う。

8 演習4（イラストレー
ション）

イラストレーションの演習を行う。

9 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
10 演習5（レイアウト） レイアウトの演習を行う。
11 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を

行う
12 課題２の制作 プレゼンテーションパネルの制作を

行う
13 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、

評価を受ける。
14 課題２の発表 作品のプレゼンテーションを行い、

評価を受ける。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回で、次回の授業までに制作してくるもの／調査してくること等を指示する。
情報教室PCでの制作も可能だが、自宅での制作のため
Adobe Creative Cloud学生ライセンスパックの契約を推奨する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
特に指定しない。市販のグラフィックデザイン関連書籍、
および使用するソフトウェア
（Adobe Photoshop, Illustrator）の使用方法に関する
書籍やＷｅｂでの映像を参照する。
【参考書】
Youtubeに各種チュートリアルがあるので参照のこと。
特にAdobe公式チュートリアルを推奨する。
【成績評価の方法と基準】
授業への参加・平常点（2０％）
各課題の評価点合計（8０％）
【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
作品のデータを保存するＵＳＢメモリ（８ＧＢ以上）を持参すること。
【その他の重要事項】
大学の情報教室PCにはAdobe系ソフトウェアがインストールされています。
しかし大学から貸与されるノートＰＣには同ソフトがインストールされてい
ません。
そのため、2023年度から「Adobe CC学生ライセンスパック」を導入し、大
学を通して安価で契約できるようにしています。個人で契約する「学生版」よ
りも安価で使用できるため、契約を推奨します。
【Outline (in English)】
In this lesson, we learn basic knowledge and expression skills of graphic
design necessary for visual information communication in various
expressive media such as printed materials, Web and digital media
through multiple exercises.
Students are expected to complete required assignments after each
class. A minimum of 4 hours of self-study per class is required.
The overall grade for the class will be determined based on the following
items.
Total grade points for each assignment (80%)
Attitude toward class participation (20%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

プロダクトデザイン演習（２０２３年度以降入学生）

安積　伸、秋山　かおり、林　登志也

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　演習を通してプロダクトデザインの基礎となる考え方を学び、新鮮な視点
をもった企画の提案力、オリジナリティの高いデザインの創造力を養う。
　クリエイティブ・プロセスにおける試作と検証の重要性を学び、実践方法・
技術を習得する。
　
【到達目標】
　ものづくり、デザインに関わる基礎的かつ根本的な実践力、創造力を身に
つけることを目標とする。
　社会・文化のあらゆる側面に目を向け、理解し、真に快適なデザインとは
何かを考察しながら、独創性の高いデザインを追求する方法を学ぶ。
　造形・色彩・機能・人間工学・認知心理、といったプロダクトデザインに必
要な要素を実習を通して理解する。
　観察・実験・データ収集・分析、といった方法を通し、社会的視点をもった
デザインの提案方法を学ぶ。
　様々な素材・加工法での試作実験・検証を通し、根源的レベルからのデザイ
ン提案力、開発力を養成する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
　この授業は対面形式の実習です。
　「プロダクトデザイン1」の履修者は必ず「プロダクトデザイン2」も履修
しなければなりません。どちらか片方だけの履修はできません。
　「プロダクトデザイン1、２」の授業では、３～４人からなるグループワー
クと、個人制作の両方を行い、大きく５つの課題に取り組みます。それぞれ
に課題説明、初期案発表、開発中間報告、チュートリアル、最終発表、という
ステージで行います。
　また本授業では特に、アイデアを試作し、検証・発展させるプロセスが重
視されます。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1週 ガイダンス

色彩と木工①
全プロセスの俯瞰と把握　課題説明

2週 色彩と木工②
蝋燭と鋳造と香り①

最終発表
課題説明

3週 蝋燭と鋳造と香り②
金属とアップサイクリ
ング①

最終発表
課題説明

4週 金属とアップサイクリ
ング②
メッシュを用いたデザ
イン①

最終発表
課題説明

5週 メッシュを用いたデザ
イン②
食とデザインとブラン
ディング①

最終発表
課題説明

6週 食とデザインとブラン
ディング②

ワークショップ
チュートリアル

7週 食とデザインとブラン
ディング①
無意識の行動①

最終発表
課題説明

8週 無意識の行動②
社会実装実験①

調査考察課題の発表
プレゼンテーションを行う
課題説明
人間の無意識の行動に着目し、様々
な日常の問題を解決する。

9週 社会実装実験② 経過発表
チュートリアル
試作用いて発案の有効性を検証する。

10週 社会実装実験③
空間のデザインと人間
工学①

課題発表会
課題説明
家具を用いて新たな学習環境・教育
環境の提案を行う。

11週 空間のデザインと人間
工学②

見学会
学習環境・教育環境を形作る家具の
最新事例の見学を行う

12週 空間のデザインと人間
工学③

課題制作
チュートリアル
発案を具現化し、試作を用いた検証
を行う。

13週 空間のデザインと人間
工学④

経過発表
チュートリアル
課題制作
制作物の中間報告会を行う。検証と
結果、今後の課題を精査する。

14週 空間のデザインと人間
工学⑤

最終発表会
最終制作物の発表と講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行います。
各課題の最終プレゼンテーション以外にも、毎回授業のはじめに進捗状況を
まとめた発表をします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内で適宜指示。
【参考書】
「誰のためのデザイン？」増補・改訂版　D. A.ノーマン (著)　新曜社
「考えなしの行動?」ジェーン・フルトン・スーリ (著)　太田出版
「心を動かすデザインの秘密」荷方邦夫 (著)　実務教育出版
「プロダクトデザイン 101のアイデア」　スン・ジャン他 (著)　フィルムアー
ト社
【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
各課題の狙い、各プロセスで重要視する事柄を理解しやすく説明したい。
【学生が準備すべき機器他】
PC　必要なソフトウェアー（プレゼンテーション・CAD・グラフィック等）
を習熟しておいてください。
【その他の重要事項】
欧州・日本でプロダクトデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必
要な知識・経験・考え方に関する指導を行う。
履修生には、日常を細かく観察し、問題点、改善可能な点などを常に考察す
ることを期待する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
　Students learn the basic concepts of product design through exercises
and develop the ability to propose fresh ideas and create original
designs.
　Students learn the importance of prototyping and verification in the
creative process and acquire practical methods and techniques.
【Learning Objectives】
The aim is to acquire basic practical and creative skills in manufactur-
ing and design.
　Students learn how to pursue highly original design by looking at and
understanding all aspects of society and culture and considering what
truly comfortable design is.
　 Students gain an understanding of the elements necessary for
product design, such as form, color, function, ergonomics, and cognitive
psychology, through practical training.
　 Learn how to propose designs from a social perspective through
methods such as observation, experimentation, data collection, and
analysis.
　 Cultivate the ability to propose and develop designs from a
fundamental level through experiments and verification of prototypes
using various materials and processing methods.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately 3 hours,
however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

インダストリアルデザイン実習（２０２３年度以降入学生）

梶本　博司、宮沢　哲、谷口　武司、安積　伸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
インダストリアルデザイン (工業製品デザイン)の開発を実務に沿ったプロセ
スで体験します。
課題となる開発対象物がどの様に製造されているかを理解し、アイデアを反
映したデザインの考案とプロトタイプ制作を行います。
プロトタイプによる使用性や価値の検証、製品としての完成度を上げる方法
を学びます。
【到達目標】
インダストリアルデザインの実戦的な手法と知識を学びます。
コンセプトの立案やアイデアの展開方法、プロトタイプ制作を基にした価値
の検証方法を学びます。
また、工業的な製造プロセスを理解しながら、製品アイデアへと反映する方
法を学びます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
「DP3」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は、インダストリアルデザイン (工業製品デザイン)開発プロセスの
実践的実習を通して学習します。
開発対象物がどの様に製造されているかを理解しその特徴や制限を理解する
事、また現在の製品にはどのような工夫がありどの様なユーザーが使用して
いるか、等のデザインが反映するべき現実的な側面を反映したアイデアの考
案を行います。
またアイデアを展開しながら試作を繰り返す事で提案を強化し、最終的には
製品に近いプロトタイプへとブラッシュアップしていきます。
最終試作では使用性や器物としての価値を検証し、評価を行います。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 １演習教室、教室分け、

座席確認、主担当教員
この演習授業概要説明
課題説明
この授業での制作プロセスをよく理
解し積極的にデザインする準備を行
います。

2 ガイダンス
PD3第1課題
課題１「テープカッター
デザイン」説明
構造体の調査方法
制作プロセス概要

演習授業概要説明
課題１説明
この授業での制作プロセスの説明。
テープカッター基本構造体の調査方
法がわかる。

3 「テープカッターデザイ
ン」基本構造体調査まと
め

基本構造体調査をスッケチで表現で
きるようになる。

4 モックアップ（模型）制
作材料スチレンボード
について　モックアッ
プ（模型）制作道具の使
い方

スチレンボードモックアップ制作事
例でスチレンボードの使い方がわか
るようになる。
スチレンボードで構造制作、カット
方法説明。基本デザインアイディア
スケッチについてわかるようになる。
必要な道具の使い方がわか流ように
なる。

5 機構モデル制作（スチレ
ンボード）

機構モデルの制作

6 機構モデル制作
各自制作物評価

スチレンボードで制作したテープ
カッターの基本構造体を説明し評価
をもらい指摘されたところを直し完
成度を高めることができます。

7 課題１提出、プレゼン、
評価

課題１提出、デザインプレゼンの仕
方がわかるようになる。評価基準が
わかるようになる。

8 課題１プレゼン、評価
課題２：制作材料２、ス
タイロモックアップ説明

評価の後の課題２の説明。
課題2：フィレット、カット面によ
る造形変化：ジグの使用方法、基本
制作造形の説明

9 課題２用材料の準備
（スタイロの切り出：各
自で行う）

ヒートカッターの使用方法がわかる
ようになる。

10 モデル制作治具について
フィレットC面での造
形制作

ジグの説明。
ジグを使った制作デモ、フィレット
C面取り方デモを見ることで制作方
法がわかる。

11 課題２提出 プロトタイプ２の制作進捗を見なが
ら随時個別に具体的な製作手法を学
ぶことができる。

12 課題３：テープカッ
ターデザイン2

スチレンボードとスタイロとで
「テープカッター」プロトタイプの制
作　アイデアスケッチから始める。

13 課題３デザインモック
アップ制作
プレゼンテーション

デザインモックアップ制作
プレゼンテーション

14 課題３
プレゼンテーション,講
評

プレゼンテーション,講評からプロト
タイプ（モックアップ）の制作まで
の考え方がわかるようよになる。評
価基準よりモックアップの完成度で
重要なことがわかる。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
課題制作は宿題として授業時間外で行う事を基本とします。
本授業の準備 (制作)時間は、約３時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業支援システム「教材」にアップロードします。
【参考書】
「ものはどのようにつくられているのか？」
Chris Lefteri(著)　オライリージャパン
「プロダクトデザインのスタイリング入門」
ピーター・ダブズ (著)　ビー・エヌ・エヌ
【成績評価の方法と基準】
授業回数の1/3　 (5コマ)欠席および連続3日欠席の受講生は成績評価対象外
となります。15分以上の遅刻は2回で1回の欠席扱いとなります。(ただし正
当な理由がある場合は欠席・遅刻ともその限りではない。)
制作成果（70%）提出書類（15%）出席（15%）
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
積極的な授業参加と授業態度も評価対象とします。
【学生の意見等からの気づき】
制作プロセスの説明強化。制作プロセスチャート作成の方法論指導 強化し
ます。
洞察、観察レベルの指導強化。
【その他の重要事項】
欧州、日本でプロダクトデザイン実務経験のある教員が、その経験を生かし
てプロダクトデザイン全般の基礎知識・手法を指導する。
【Outline (in English)】
【Course outline】
Students will experience the way to develop industrial design through a
process that is consistent with actual practice.
Students understand how industrial product is manufactured, and
think an original design idea and create a prototype. Students will learn
how to evaluate usability and value of the design through prototypes
and improve the level of perfection as a product.
【Learning Objectives】
Through the experience of the course, students will learn the practical
skill and knowledge of industrial design stated as followings:
- The practical methods, skill and knowledge of industrial design.
- The way to develop from concepts ideas to prototyping, and evaluate
value with prototype.
- The knowledge of industrial manufacturing process and the way to
translate to product ideas.
【Learning activities outside of classroom】
Students are required to develop their work as homework outside of
class time.
The standard preparation time for this class is approximately three
hours, however it is depended on the commitment.
【Grading Criteria /Policy】
Presented Work (70%), Documents submitted (15%), attendance (15%)
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

メディアデザイン演習（２０２３年度以降入学生）

大西　景太

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
1年次グラフィックデザイン演習で得たスキルを基に、時間軸を有するメディ
ア（本、WEBページ、映像）のデザインを複数の演習を通して学ぶ。
【到達目標】
エディトリアルデザイン、モーショングラフィック、データビジュアライゼー
ション、Webページなど異なるメディア形式に対応したデザインスキルを得る。
さまざまなリサーチ手法を活用して伝えるべき価値を探求する。
ブラッシュアップを繰り返し、完成度の高い作品を制作する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
授業前半では、アナログメディアである冊子をデザインする。時間軸とペー
ジのフローを考慮し、情報を効果的に伝える演習を行う。企画、取材、編集、
レイアウトの力を養う。
授業後半では、プログラミング、モーショングラフィック、データビジュア
ライゼーションの手法を学習した上でWEBページをデザインする。インタラ
クションのあるデジタルメディアにおけるデザイン力を養う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 演習内容ガイダンス 授業の進め方、授業課題、履修上の

注意点、成績評価等のガイダンスを
行う。
教員のデザイン活動を事例を通して
解説する。

2 冊子-1 エディトリアルデザインの解説を行
う

3 冊子-2 エディトリアルデザインの制作を行
う。

4 冊子-3 エディトリアルデザインの制作を行
う。

5 冊子-4 エディトリアルデザインの制作を行
う。

6 冊子-5
発表、講評

エディトリアルデザイン課題の発表
と講評を行う

7 モーション-1 モーショングラフィックスについて
解説する
モーション系ソフトのスキルを学ぶ

8 モーション-2 モーション系ソフトのスキルを学ぶ
9 Web-1 Web表現について解説する
10 Web-2 Web課題の制作を行う
11 Web-3 Web課題の制作を行う
12 Web-4 Web課題の制作を行う
13 Web-5 Web課題の制作を行う
14 Web-6

発表、講評
Web課題の発表と講評を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
Adobe Indesign、After Effectsなどのソフトを使用するため、
「Adobe CC学生ライセンスパック」の継続利用を推奨します。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
適宜プリントを配布する。
【参考書】
特に指定しない。授業中に適宜指示する。
【成績評価の方法と基準】
課題提出作品評価（80％）
制作プロセス評価（20％）
課題未提出はD

【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
PC
USBメモリ
配布資料用クリアーファイル

【その他の重要事項】
エディトリアル、モーション、Webなどにおけるデザイン実務経験のある教
員が、その経験を生かして基礎知識・手法を指導する。
【Outline (in English)】
Based on the skills acquired in the first-year graphic design exercise,
students will learn to design media with a time axis (books, web pages,
videos) through multiple exercises.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

GEO300NB（地理学 / Geography 300）

地理空間分析基礎

桑原　直道、片谷　信治、土田　雅代、酒井　聡一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：建築：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
私たちの住む「まち」の特徴や「まち」が抱える課題を地理空間データを活用
して可視化し考察できる能力を身に着けます。そのために地理情報システム
（GIS）を用いて地理空間データを分析し、情報の関係性やパターン、傾向を
導き出す能力を養います。地理空間情報は、場所に関する「問い」に対する
答えを地図上にビジュアルに表現することができ、課題解決のツールとして
使われます。
【到達目標】
地理情報システム (GIS)は、「位置」をキーに様々な情報を可視化、分析、結
合、共有することができます。私たちの社会に取り巻くさまざまな現象をデー
タを重ね合わせて地図に表現し、私たちの住む「まち」を地理的・空間的に物
事を理解するフレームワーク (枠組み)やプロセスを学びます。
Geographic Information Systems (GIS) can visualize, analyze, combine,
and share various information with "location" as a key. Students
will learn the framework 　 and process of understanding things
geographically and spatially in the "city" where we live by overlaying
data on various phenomena surrounding our society and expressing
them on a map.

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義はPowerpoint等で作成した資料を利用して進めます。本講義で必ず習得
すべき事項等に関しては、ポイントをまとめた関連資料を授業中に適宜配布
します。
また、主題図作成はグループで1つのテーマを決め作成します。
Lectures will be given using Powerpoint and other materials. Related
materials summarizing key points on matters that must be mastered in
this lecture will be distributed in class as appropriate.
In addition, a group of students will decide on a theme and create a
thematic map.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ・ガイダンス

・地理情報システム
(GIS)とは

GISの基本知識を学ぶ。GISとは何
か、GISは私たちの生活の中でどの
ように活用されているかを学ぶ。ま
た実習で使用するソフトウエアのイ
ンストールを行う。

2 GIS基礎知識の深堀 クラウドGISを使って基本的なGIS
の操作を学ぶ。
・2D/3Dのデータの読み込み
・シンボルの設定
・背景図の変更、読み込み
・クラウド上のデータの重ね合わせ

3 ストーリーテリングに
よる情報の伝え方

クラウドGISによる地図を使用した
表現、情報の伝え方を学ぶ。

4 GIS基本操作① GISソフトを使って基本的な操作を
学ぶ
・データの追加
・レイヤーの表示/非表示
・データのエクスポート
・シンボルの変更

5 GIS基本操作② GISソフトを使ってデータの編集・
加工を学ぶ
・画像データの取り込み
・データ新規作成・データの編集・
加工
・属性の演算、加工など

6 地理空間データの取得① 授業１回目～５回目まで学習した内
容を復習をまじえながら、地理空間
データ（オープンデータ等）の集め
方、GISでの表示方法を学ぶ。

7 地理空間データの取得② 地理空間データ（オープンデータ等）
の座標系について学ぶ。
ダウンロードして取得したそれぞれ
の座標（地理座標系、測地基準系、
投影座標系、地図投影など）を、GIS
上で読み込み・加工する。

8 GISによる地域課題の
把握①　

地域の課題に対してGISソフトを使
い、現状を把握し主題図を作成する。

9 GISによる地域課題の
把握②

８回目授業で得られた情報を基に現
地調査アプリを使って現場の様子を
確認するアプリを作成する方法を学
ぶ。またダッシュボードで可視化す
る方法も合わせて学ぶ。

10 主題図作成グループ
ワーク①

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を
作成する

11 主題図作成グループ
ワーク②

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を
作成する

12 主題図作成グループ
ワーク③

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を
作成する

13 主題図作成グループ
ワーク④

これまで学んだ知識を基に
グループでテーマを考えて主題図を
作成する

14 主題図発表 グループで作成した主題図の発表、
各グループで出た主題図に関しての
質疑応答、意見交換等

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.

【テキスト（教科書）】
教科書は使用しません。授業毎に配布します。
No textbook will be used. Textbooks will be distributed in each class.

【参考書】
米国Esri社　Learn ArcGIS　レッスンギャラリー
https://learn.arcgis.com/ja/gallery/
e-learning
https://learn.arcgis.com/ja/gallery/

【成績評価の方法と基準】
・小テスト　20%
・レポート課題　40%
・主題図　40%
・Quiz 20%
・Report Assignment 40%
・Subject Maps 40%

【学生の意見等からの気づき】
GISソフトの操作が含まれます。最初は難しく感じるかもしれませんが、授
業時間だけではなく復習をすることで理解度が増します。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン（Windows)を用います。
ArcGIS ProおよびArcGIS Onlineのライセンスを利用します。
動作環境
ArcGIS Pro3.2
https://www.esrij.com/products/arcgis-desktop/environments/arcgis-
pro/
ArcGIS Onlineは、クラウドGISのため、インターネットに接続できるパソ
コン環境があれば動作します。
【Outline (in English)】
Course Outline: This course provides students with the ability to
visualize and examine the characteristics of the city in which we live and
the issues that the city faces by using geospatial data. For this purpose,
students will analyze geospatial data using geographic information
systems (GIS) and develop the ability to derive relationships, patterns,
and trends in the information.
Learning Objectives:Geographic Information Systems (GIS) can visual-
ize, analyze, combine, and share various information with "location" as
a key. Students will learn the framework and process of understanding
things geographically and spatially in the "city" where we live by
overlaying data on various phenomena surrounding our society and
expressing them on a map.
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Learning activities outside of classroom:The standard preparation and
review time for this class is 2 hours each. In particular, students are
encouraged to deepen their understanding before the next class if they
do not have a sufficient understanding of the subject matter at the end
of the class.
Grading Criteria /Policy: The evaluation will be based on a quiz (20%),
a report assignment (40%), and a subject maps (40%).
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BSP100NB（初年次教育、学部導入教育及びリテラシー教育 / Basic study practice 100）

スプリングセミナー

小堀　哲夫

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
体験型セミナーを通して幅広く建築全体の領域に触れながら、大学
における学びの姿勢を理解する。

【到達目標】
デザイン工学部は、より人間的側面を重視しながら新しいものを創
造する「総合デザイン」の習得を学習目標に掲げている。そのなか
で、建築学科は人、モノ、社会、自然を観察し、そこに潜む問題を
発見・認識することを考えることができる人材の養成を目指す。す
なわち、従来の技能に加えて、歴史を認識し、環境を考え、技術者
倫理をふまえながら、新しい「美」を実現することを目指すのであ
る。このような能力開発は、従来の座学的な教育課程では実現し難
い部分であった。そこで、この科目では実践的な実習により、その
基礎を把握するために全教員の指導の下に様々な体験型セミナーを
実施し、建築全体の枠組みの基礎を理解する。テーマは、各教員か
らそれぞれ提示される。こうした理解を進めながら、一部の学生は
数学や物理などの基礎学力のリメディアル教育に重点を置くことが
到達目標となる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎ ○

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
大学における学習方法が高校までのそれと大きく異なることを把握
し、学ぶことの重要性や楽しさを認識して、大学での学習生活をス
ムーズに始められるように支援する。そのため、専任教員が少人数
のセミナー形式で担当する。全体ガイダンスを経て、自分が所属す
るセミナーの各担当教員からの指示に従うこととなる。
授業の概要は、ガイダンス、作品発表、建築調査、街歩きなど、実際
のものを学ぶことが主な内容となる建築に触れる初めての経験を通
して、大学での学ぶ姿勢や都市と建築が持つ奥の深さを感じてみる。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス (1)

学科全体ガイダンス
各教員により，専門領域の紹介
をパワーポイントを用いて説明
する．

2 ガイダンス (2)
個別ガイダンス・履
修指導

各教員により，専門領域の作品，
論文，卒業論文，卒業設計の紹介

3 スプリングセミナー
(1)
学科全体

「アーキテクトマインド」につ
いて，
ＩＡＥサーバーとＣＡＲＥＳＳ
（履修支援システム）のガイダン
ス

4 スプリングセミナー
(2)
学科全体

ＲＦＣ，ＰｉｎＢｏａｒｄのガ
イダンス

5 スプリングセミナー
(3)
個別セミナー

セミナーの指導教員が課題を示
し，進め方について説明する。
*リメディアル教育：数学

6 スプリングセミナー
(4)
個別セミナー

課題に関連する資料を収集しセ
ミナー内で共有する。
*リメディアル教育：数学

7 スプリングセミナー
(5)
個別セミナー

課題に関して収集した資料を用
いてセミナー内でディスカッ
ションする。

8 ウォークラリー
上野～市谷，東京～
市谷，代官山～市谷，
銀座～市谷，巣鴨～
市谷，谷中～市谷，
表参道～市谷の各
コースにわかれ，建
物，町並みの調査を
おこなう．

5月最終土曜日に実施。その後、
レポートの作成。

9 スプリングセミナー
(6)
個別セミナー

ウォークラリーの振り返り及び
新しい気付きについてディス
カッションする。

10 スプリングセミナー
(7)
個別セミナー

課題に関するディスカッション
を元に、さらに資料を収集し知
見を深める。
*リメディアル教育：物理

11 スプリングセミナー
(8)
個別セミナー

グループに分かれて課題に取り
組む。
*リメディアル教育：物理

12 スプリングセミナー
(9)
個別セミナー

課題の中間成果を発表し，指導
教員よりアドバイスを受ける。

13 スプリングセミナー
(10)
個別セミナー

アドバイスを受けてより進化さ
せ，課題の成果をグループ毎で
発表する。

14 スプリングセミナー
総括

レポートの提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・書籍を読む（建築にとらわれなくてよい）
・建築雑誌・建築書籍を読む
・情報機器の操作に慣れる
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし

【参考書】
特になし

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組み：連続三回欠席・半期で四回欠席の者は成績評価
の対象外とします。
課題の提出：各指導教員が指示したレポート・ウォークラリーのレ
ポート提出により評価します。
その他：適宜、セミナーの教員から指示された課題に対して評価を
行います。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
各セミナーにおいて、適宜、PCや授業支援システム、IAEサーバー
を利用する。

【その他の重要事項】
【重要】必修科目です。履修登録を忘れないように！

【Outline (in English)】
Course outline:
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Through hands-on seminars touching on all areas in architec-
ture, students will understand the types of studies conducted
at university.
Learning Objectives:
The Department of Design Engineering has set as its learning
goal the acquisition of "comprehensive design" to create new
things while focusing more on the human aspect. In this
context, the Department of Architecture aims to nurture
individuals who can observe people, things, society, and nature,
and who can think about discovering and recognizing problems
latent in them. In other words, in addition to conventional
skills, the department aims to realize new "beauty" by
recognizing history, considering the environment, and taking
into account the ethics of engineers. This kind of skill
development has been difficult to achieve in the conventional
classroom curriculum. Therefore, in this course, various
hands-on seminars are conducted under the guidance of all
faculty members in order to grasp the basics through practical
training, and to understand the fundamentals of the overall
architectural framework. Themes are presented by each
faculty member. While advancing such understanding, the
achievement goal for some students will be to focus on remedial
education of basic academic skills such as mathematics and
physics.
Learning activities outside of classroom:
Read books (not necessarily architecture)
Read architectural magazines and books
Familiarize yourself with the operation of information equip-
ment.
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
Grading Criteria /Policy:
Students will be evaluated on their class work and submission
of assignments.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量実習X

今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
土木に於ける測量は、建設・施工面で重要視されている。その技術は、基本と
して地図を作成する過程を習得することにある。そのため本実習では地図を
作る工程の基本につき講義・実習を行う。
【到達目標】
距離、角度、高低差を計測する技術を習得し、さらに、平板測量の仕方を身に
着ける
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 30%
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
実際の測量機器を用いて計測方法を習得する．また，得られたデータによる
精度検証を行い，実務に利用できる能力を身につける．なお，測量は班別に
計測するため協力して成果を得られるチームワークを身につける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

測量の精度と工程を把
握し，選点図を作成する
ことにより測量の概要
を理解する

ガイダンス（測量の目的、方法、工
程、器機等について）現地踏査、選
点、埋設、点の記、選点図の作成

2 計画・準備
測量範囲、方法、精度、
工程の検討

多角点の設置

3 測角（1）
トランシットの使い方
をマスターする

経緯儀の構造、角測定の方法

4 測角（2）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算

5 測角（3）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算、精度の検証

6 距離測量
距離測定の方法と誤差
配分を理解する

スチールテープの特性、直接測距の
方法、距離の測定、誤差の配分

7 水準測量
レベルの使い方をマス
ターする

水準測量の方法、縦横断測量
水準測量の計算、誤差配分

8 多角測量
測角を行い，多角測量の
計算手法を理解する

方位角の取付け
多角測量の計算、制限、誤差配分
再測、展開、まとめ

9 平板測量（１）
平板測量の仕方を理解
する

器機の説明、取り扱い、方法
細部測量（平面・等高線、標高点）

10 平板測量（２） 校舎周辺の平板測量
11 レーザ測量（固定型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
12 レーザ測量（可搬型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
13 レーザ測量（合成） 複数機器による測量と計算
14 まとめ 不足している測量項目がないか検証

してある場合は補足の測量を実施
成果の取りまとめと発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
小田部和司著「測量学」、技報堂出版
【参考書】
講義の中で紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点，取組姿勢及び個人レポート及び班別成果により評価する。
取組姿勢・平常点（60％），個人実習（20％），班別成果（20％）
【学生の意見等からの気づき】
初めて機器に触れるため、丁重な説明を実施する。
【学生が準備すべき機器他】
計算には関数付電卓かPCを持参すること。
野外実習に適した服装をすること。
【その他の重要事項】
授業を4回以上欠席した場合は、単位取得を認めない (評価D）。
測量士資格を有し、本務地において現地測量の実務経験を有する教員が、測
量実習において、実務に即した計画段取りや、実作業として効率的な手順や
精度管理方法について、実演も含めて講義する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
Surveying in civil engineering is regarded as an important process for
construction. The basic technique involves mastering the process of
creating maps. Therefore, in this course, lectures and practice will be
given on the basics maps making process.
The goal is to learn techniques to measure distances, angles, and
elevation differences, and learn how to do flat-plate surveying.
Evaluation will be made on the basis of normal points, attitude and
individual reports, and group achievements.
Attitude and normal score (60%), individual practice (20%), group
achievement (20%)
Before each class meeting, students will be expected to have read the
relevant chapters from the text. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量実習Y

大山　容一、渡辺　一博

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
土木に於ける測量は、建設・施工面で重要視されている。その技術は、基本と
して地図を作成する過程を習得することにある。そのため本実習では地図を
作る工程の基本につき講義・実習を行う。
【到達目標】
距離、角度、高低差を計測する技術を習得し、さらに、平板測量の仕方を身に
着ける
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 30%
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
実際の測量機器を用いて計測方法を習得する．また，得られたデータによる
精度検証を行い，実務に利用できる能力を身につける．なお，測量は班別に
計測するため協力して成果を得られるチームワークを身につける。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス

測量の精度と工程を把
握し，選点図を作成する
ことにより測量の概要
を理解する

ガイダンス（測量の目的、方法、工
程、器機等について）現地踏査、選
点、埋設、点の記、選点図の作成

2 計画・準備
測量範囲、方法、精度、
工程の検討

多角点の設置

3 測角（1）
トランシットの使い方
をマスターする

経緯儀の構造、角測定の方法

4 測角（2）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算

5 測角（3）
実際に選点した閉トラ
バースの内角の測定

角度の測定、計算、精度の検証

6 距離測量
距離測定の方法と誤差
配分を理解する

スチールテープの特性、直接測距の
方法、距離の測定、誤差の配分

7 水準測量
レベルの使い方をマス
ターする

水準測量の方法、縦横断測量
水準測量の計算、誤差配分

8 多角測量
測角を行い，多角測量の
計算手法を理解する

方位角の取付け
多角測量の計算、制限、誤差配分
再測、展開、まとめ

9 平板測量（１）
平板測量の仕方を理解
する

器機の説明、取り扱い、方法
細部測量（平面・等高線、標高点）

10 平板測量（２） 校舎周辺の平板測量
11 レーザ測量（固定型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
12 レーザ測量（可搬型） 器機の説明、取扱い、測量、計算
13 レーザ測量（合成） 複数機器による測量と計算
14 まとめ 不足している測量項目がないか検証

してある場合は補足の測量を実施
成果の取りまとめと発表

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各1時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
小田部和司著「測量学」、技報堂出版
【参考書】
講義の中で紹介する
【成績評価の方法と基準】
平常点，取組姿勢及び個人レポート及び班別成果により評価する。
取組姿勢・平常点（60％），個人実習（20％），班別成果（20％）
【学生の意見等からの気づき】
初めて機器に触れるため、丁重な説明を実施する。
【学生が準備すべき機器他】
計算には関数付電卓かPCを持参すること。
野外実習に適した服装をすること。
【その他の重要事項】
授業を4回以上欠席した場合は、単位取得を認めない (評価D）。
測量士資格を有し、本務地において現地測量の実務経験を有する教員が、測
量実習において、実務に即した計画段取りや、実作業として効率的な手順や
精度管理方法について、実演も含めて講義する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
Surveying in civil engineering is regarded as an important process for
construction. The basic technique involves mastering the process of
creating maps. Therefore, in this course, lectures and practice will be
given on the basics maps making process.
The goal is to learn techniques to measure distances, angles, and
elevation differences, and learn how to do flat-plate surveying.
Evaluation will be made on the basis of normal points, attitude and
individual reports, and group achievements.
Attitude and normal score (60%), individual practice (20%), group
achievement (20%)
Before each class meeting, students will be expected to have read the
relevant chapters from the text. Your required study time is at least one
hour for each class meeting.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量学演習X

今井　龍一

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国土共通基盤GISデータベース等が構築されつつあり，環境分野・都市解析
などにも利用することが一般化されるようになってきた．そこで，空間情報
処理の基本である空間情報処理システムとリモートセンシングについて、そ
の現状を理解し、活用するための知識を得るべく講義・実習を行う。
【到達目標】
社会経済及び自然環境などの空間情報の分析手法を習得する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
利用できるデジタルデータの把握と有効な活用方法を把握する．位置情報と
のリンクにより地図表現手法を理解するとともに，ベクトルデータとスカラー
データによる分析手法の相違を理解する．最終的にGISとリモートセンシン
グ手法を理解し都市調査分析に役立てることができるようにする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、GISソフトウエ

アーの導入
空間分析についての概要を把握する

2 空間情報システム 測地系と座標系，数値地図・統計
GISプラザのデータ活用
デジタル化された地図データや統計
データの把握

3 社会・経済の空間分析
（1）

主題図作成（人口，自然環境など）
統計データと地図データによる主題
図の作成手法を理解する

4 社会・経済の空間分析
（2）

コンビニ分布図の作成と人口密度の
関連性の考察
コンビニと人口密度の関係から立地
特性を把握する

5 社会・経済の空間分析
（3）

地価分布図の作成
地価データを基により分かり易い表
現手法を把握する

6 土地利用データによる
空間分析

土地利用変化
土地利用の経年変化を把握し、どの
ような要因による変化かを考察でき
るようにする

7 環境データによる空間
分析（１）

水質調査マップ
現状の河川湖沼の水質を把握しマッ
プとして表現することを把握する

8 環境データによる空間
分析（２）

ヒートアイランドマップ
ヒートアイランド現象を把握する

9 リモートセンシングの
応用（１）

人工衛星画像の表示
リモートセンシングの概要説明と画
像表示

10 リモートセンシングの
応用（２）

植生指標の算定と市街地の変化
バンド間演算を理解し，植生指標を
算定する手法を把握する

11 リモートセンシングの
応用（3）

土地被覆分類
教師付分類手法を理解し，土地被覆
分類図の作成方法を把握する

12 リモートセンシングの
応用（4）

DTMと人工衛星の画像の重ね合わせ
による地形表現
地形解析などにより代替案の構築と
評価手法を把握する

13 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（1）

各自課題を設定し、必要なデータを
収集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課
題を抽出して新たな代替案を構築す
る手法を把握する

14 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（2）

各自課題を設定し、必要なデータを
収集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課
題を抽出して新たな代替案を構築す
る手法を把握する
課題演習発表とまとめ
プレゼンテーション能力を向上させ
る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習および復習
大学から貸与されPCにソフトをダウンロードして毎回のテーマに即した演習
を行うこと
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて使用教材をweb上で配信する
【参考書】
今木洋大・岡安俊治編著「QGIS入門第2版」古今書院，山口靖他「はじめて
のリモートセンシング　地球観測衛星ASTERで見る」古今書院，田中邦一他
「新版フォトショップによる衛星画像解析の基礎」古今書院
【成績評価の方法と基準】
各課題提出物（レポート）と最終課題により評価する．欠席4回以上の者に
は、単位の取得を認めない (評価D）。レポート課題（60％）最終課題（40％）
【学生の意見等からの気づき】
2016年度から使用ソフトを変更し、QGISですべて分析が可能とした。学生
には使い勝手が向上したと思われるので、引き続き継続したい
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
各回の演習に、文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DX
をけん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材（地図、人口動態や車
両交通の各種ビッグデータ）を活用する予定である。
【Outline (in English)】
The National Spatial Data Infrastructure (NSDI) GIS database is under
construction, becoming popular for use in fields including environmental
science, urban analysis etc. Therefore, the lectures and practical
training in this course will be centered on gaining the knowledge to
understand and utilize the current status of the spatial information
processing system and remote sensing which are the basis of spatial
information processing.
The goal is to learn how to analyze spatial information such as
socioeconomic and natural environment.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Short reports (60%), Final report (40%).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

測量学演習Y

望月　貫一郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
国土共通基盤GISデータベース等が構築されつつあり，環境分野・都市解析
などにも利用することが一般化されるようになってきた．そこで，空間情報
処理の基本である空間情報処理システムとリモートセンシングについて、そ
の現状を理解し、活用するための知識を得るべく講義・実習を行う。
【到達目標】
社会経済及び自然環境などの空間情報の分析手法を習得する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
利用できるデジタルデータの把握と有効な活用方法を把握する．位置情報と
のリンクにより地図表現手法を理解するとともに，ベクトルデータとスカラー
データによる分析手法の相違を理解する．最終的にGISとリモートセンシン
グ手法を理解し都市調査分析に役立てることができるようにする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 全体構成の説明、GISソフトウエ

アーの導入
空間分析についての概要を把握する

2 空間情報システム 測地系と座標系，数値地図・統計
GISプラザのデータ活用
デジタル化された地図データや統計
データの把握

3 社会・経済の空間分析
（1）

主題図作成（人口，自然環境など）
統計データと地図データによる主題
図の作成手法を理解する

4 社会・経済の空間分析
（2）

コンビニ分布図の作成と人口密度の
関連性の考察
コンビニと人口密度の関係から立地
特性を把握する

5 社会・経済の空間分析
（3）

地価分布図の作成
地価データを基により分かり易い表
現手法を把握する

6 土地利用データによる
空間分析

土地利用変化
土地利用の経年変化を把握し、どの
ような要因による変化かを考察でき
るようにする

7 環境データによる空間
分析（１）

水質調査マップ
現状の河川湖沼の水質を把握しマッ
プとして表現することを把握する

8 環境データによる空間
分析（２）

ヒートアイランドマップ
ヒートアイランド現象を把握する

9 リモートセンシングの
応用（１）

人工衛星画像の表示
リモートセンシングの概要説明と画
像表示

10 リモートセンシングの
応用（２）

植生指標の算定と市街地の変化
バンド間演算を理解し，植生指標を
算定する手法を把握する

11 リモートセンシングの
応用（3）

土地被覆分類
教師付分類手法を理解し，土地被覆
分類図の作成方法を把握する

12 リモートセンシングの
応用（4）

DTMと人工衛星の画像の重ね合わせ
による地形表現
地形解析などにより代替案の構築と
評価手法を把握する

13 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（1）

各自課題を設定し、必要なデータを
収集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課
題を抽出して新たな代替案を構築す
る手法を把握する

14 リモートセンシングと
GISによる計画対象案
の作成（2）

各自課題を設定し、必要なデータを
収集し、分析する
具体的な計画対象地域を選定し，課
題を抽出して新たな代替案を構築す
る手法を把握する
課題演習発表とまとめ
プレゼンテーション能力を向上させ
る

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習および復習
大学から貸与されPCにソフトをダウンロードして毎回のテーマに即した演習
を行うこと
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて使用教材をweb上で配信する
【参考書】
今木洋大・岡安俊治編著「QGIS入門第2版」古今書院，山口靖他「はじめて
のリモートセンシング　地球観測衛星ASTERで見る」古今書院，田中邦一他
「新版フォトショップによる衛星画像解析の基礎」古今書院
【成績評価の方法と基準】
各課題提出物（レポート）と最終課題により評価する．欠席4回以上の者に
は、単位の取得を認めない (評価D）。レポート課題（60％）最終課題（40％）
【学生の意見等からの気づき】
2016年度から使用ソフトを変更し、QGISですべて分析が可能とした。学生
には使い勝手が向上したと思われるので、引き続き継続したい
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
各回の演習に、文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DX
をけん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材（地図、人口動態や車
両交通の各種ビッグデータ）を活用する予定である。
【Outline (in English)】
The National Spatial Data Infrastructure (NSDI) GIS database is under
construction, becoming popular for use in fields including environmental
science, urban analysis etc. Therefore, the lectures and practical
training in this course will be centered on gaining the knowledge to
understand and utilize the current status of the spatial information
processing system and remote sensing which are the basis of spatial
information processing.
The goal is to learn how to analyze spatial information such as
socioeconomic and natural environment.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Short reports (60%), Final report (40%).
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.

— 543 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

水理学１及演習X

道奥　康治

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　河川・海洋・上下水道などに関連した水工学分野の学習に欠かす
ことの出来ない「水の流れの原理」を学ぶ基礎科目で，講義と平行
して問題演習を数多くこなし基礎知識の定着を目指すとともに，そ
れらの知識が水工学上の問題に対してどのように応用されるかを学
習する．いくつかの重要な公式や専門用語を単に覚えるだけではな
く，それらの意味するところを理解するとともに様々な水理現象に
関するイメージを掴むことで，水理学の面白さや巧妙さを実感して
欲しい．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：20％，D（専門基礎学力）：50％，
E（専門知識の活用・応用能力）：30％である．具体的には，①問
題演習を繰り返すことで，水工学分野の専門学習に耐えうる十分な
基礎知識と応用力を習得する（D，E），②技術者に必要な新たな専
門知識を独力で習得できるだけの基礎的素養を身に付ける（C），な
どが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　配付資料を用いた講義および問題演習を行う（授業開始前に配布
資料を学習支援システムからダウンロード，貸与ノートPC等で資
料を参照しながら受講）．授業の前半は，次元や単位系，水の密度と
比重など高校における学習内容の復習を含む物理の基礎について学
習するとともに，完全流体の力学やベルヌーイの定理などの水理学
の基礎的内容を理解・習得する．また，授業の後半は，管水路の流
れや開水路の流れなど実在流体の力学について学習し，水工学上の
応用例の理解や計算力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 水理学の基礎 次元と単位系，絶対単位系と工

学単位系，水の密度と比重，流
体の粘性と圧縮性

② 静水力学 (1) 静水圧の基礎，絶対圧とゲージ
圧，パスカルの原理，マノメータ

③ 静水力学 (2) 鉛直平面および傾斜平面に働く
静水圧，図心と断面二次モーメ
ント

④ 静水力学 (3) 曲面に働く静水圧，浮体の安定，
重心と浮心，アルキメデスの原
理

⑤ 完全流体の力学 (1) 流体運動の基礎，流線・流跡線
の方程式，ベルヌーイの定理，
連続の式，1次元解析法

⑥ 完全流体の力学 (2) ベルヌーイの定理の応用（ベン
チュリ管，ピトー管，オリフィ
ス，トリチェリの定理）

⑦ 完全流体の力学 (3)　
運動量の法則 (1)

ベルヌーイの定理の適用条件・
成立条件，運動量フラックス，
検査領域と運動量方程式

⑧ 運動量の法則 (2) 運動量の法則の応用（噴流が壁
面に及ぼす力，流れが曲がり管
に及ぼす力，跳水・段波）

⑨ 管水路の流れ (1) 層流と乱流，エネルギー損失を
考慮したベルヌーイの定理，摩
擦損失・形状損失水頭

⑩ 管水路の流れ (2) ダルシー・ワイズバッハの式と
摩擦損失係数，エネルギー線・
動水勾配線，サイフォン

⑪ 管水路の流れ (3)　　
開水路の流れ (1)

管水路の流れの応用（水車，ポ
ンプ），開水路におけるベルヌー
イの定理，常流と射流

⑫ 開水路の流れ (2) 比エネルギーと限界水深，等流
水深と限界勾配，マニングの流
速公式，漸変流の水面形

⑬ 開水路の流れ (3)　　
全体の補足説明

開水路の流れの応用（跳水，経
済断面），第1回から第13回まで
の補足説明

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括お
よび復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「水理学（土木・環境系コアテキストシリーズD-1）」，竹原幸生，
コロナ社．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．
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【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to teach scientific fundamentals of
water flow mechanisms necessary for solving engineering
problems in rivers, oceans, aquifers, waterworks, sewers and
more. The course is taught through a combination of lectures
and exercises so that students enrich their understanding of
basic hydraulics as well as learn how to apply the techniques
to engineering practices. Students are expected to deeply
understand the scientific meaning of hydraulic theory and
formulae and stretch their imagination on how hydrodynamics
is involved in various phenomena in nature. Through this style
of learning, students will gain valuable insight into the world
of hydraulics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on personal study notebooks
(20%), in-class exercises (20%), homework reports (30%), and
term-end examination (30%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

水理学１及演習Y

鈴木　善晴

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　河川・海洋・上下水道などに関連した水工学分野の学習に欠かす
ことの出来ない「水の流れの原理」を学ぶ基礎科目で，講義と平行
して問題演習を数多くこなし基礎知識の定着を目指すとともに，そ
れらの知識が水工学上の問題に対してどのように応用されるかを学
習する．いくつかの重要な公式や専門用語を単に覚えるだけではな
く，それらの意味するところを理解するとともに様々な水理現象に
関するイメージを掴むことで，水理学の面白さや巧妙さを実感して
欲しい．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：20％，D（専門基礎学力）：50％，
E（専門知識の活用・応用能力）：30％である．具体的には，①問
題演習を繰り返すことで，水工学分野の専門学習に耐えうる十分な
基礎知識と応用力を習得する（D，E），②技術者に必要な新たな専
門知識を独力で習得できるだけの基礎的素養を身に付ける（C），な
どが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．授業の前半は，次元や単位系，水の
密度と比重など高校における学習内容の復習を含む物理の基礎につ
いて学習するとともに，完全流体の力学やベルヌーイの定理などの
水理学の基礎的内容を理解・習得する．また，授業の後半は，管水
路の流れや開水路の流れなど実在流体の力学について学習し，水工
学上の応用例の理解や計算力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 水理学の基礎 次元と単位系，絶対単位系と工

学単位系，水の密度と比重，流
体の粘性と圧縮性

② 静水力学 (1) 静水圧の基礎，絶対圧とゲージ
圧，パスカルの原理，マノメータ

③ 静水力学 (2) 鉛直平面および傾斜平面に働く
静水圧，図心と断面二次モーメ
ント

④ 静水力学 (3) 曲面に働く静水圧，浮体の安定，
重心と浮心，アルキメデスの原
理

⑤ 完全流体の力学 (1) 流体運動の基礎，流線・流跡線
の方程式，ベルヌーイの定理，
連続の式，1次元解析法

⑥ 完全流体の力学 (2) ベルヌーイの定理の応用（ベン
チュリ管，ピトー管，オリフィ
ス，トリチェリの定理）

⑦ 完全流体の力学 (3)　
運動量の法則 (1)

ベルヌーイの定理の適用条件・
成立条件，運動量フラックス，
検査領域と運動量方程式

⑧ 運動量の法則 (2) 運動量の法則の応用（噴流が壁
面に及ぼす力，流れが曲がり管
に及ぼす力，跳水・段波）

⑨ 管水路の流れ (1) 層流と乱流，エネルギー損失を
考慮したベルヌーイの定理，摩
擦損失・形状損失水頭

⑩ 管水路の流れ (2) ダルシー・ワイズバッハの式と
摩擦損失係数，エネルギー線・
動水勾配線，サイフォン

⑪ 管水路の流れ (3)　　
開水路の流れ (1)

管水路の流れの応用（水車，ポ
ンプ），開水路におけるベルヌー
イの定理，常流と射流

⑫ 開水路の流れ (2) 比エネルギーと限界水深，等流
水深と限界勾配，マニングの流
速公式，漸変流の水面形

⑬ 開水路の流れ (3)　　
全体の補足説明

開水路の流れの応用（跳水，経
済断面），第1回から第13回まで
の補足説明

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括お
よび復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「水理学（土木・環境系コアテキストシリーズD-1）」，竹原幸生，
コロナ社．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to teach scientific fundamentals of
water flow mechanisms necessary for solving engineering
problems in rivers, oceans, aquifers, waterworks, sewers and
more. The course is taught through a combination of lectures
and exercises so that students enrich their understanding of
basic hydraulics as well as learn how to apply the techniques
to engineering practices. Students are expected to deeply
understand the scientific meaning of hydraulic theory and
formulae and stretch their imagination on how hydrodynamics
is involved in various phenomena in nature. Through this style
of learning, students will gain valuable insight into the world
of hydraulics. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on personal study notebooks
(20%), in-class exercises (20%), homework reports (30%), and
term-end examination (30%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

河川環境工学X

今井　素生

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
河川における洪水や物質輸送・生態系などの自然の営み，ならびに治水・利水
などの人為作用を全て包含するシステムが河川環境そのものであることを正
しく理解し，自然とヒトが背反・対立関係ではなく相互に共生し平衡関係に
あるべきことを学修する．国内外の河川流域における治水・利水・環境の問題
とその工学的解決策を事例とともに学び，多自然川づくりと河川の維持管理，
さらに持続可能な流域圏を構築するための知識体系を修得する．
【到達目標】
社会の営為と自然生態系が河川環境に及ぼす影響を正しく理解し，水害の防
止・軽減，水資源の適切かつ効率的な循環利用を実現するための河川システ
ムを考究する．これによって河川水系を基軸とする流域圏のあるべき姿を理
解し，地域の気候・風土と文化を活かした川づくり・まちづくりを進める上で
必要な基礎的素養を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4]に関連
【授業の進め方と方法】
河川流域の地理・地形・気候など自然特性，人類が河川流域で営んできた社会
経済活動と治水・利水の歴史，流域環境の変貌と水象変化を学ぶ．国内外の
河川における諸課題を動画などにより説明し，河川管理上の技術的課題を認
識する．河川管理に必要な河川調査方法，河川技術，水害や土砂災害をもた
らす仕組みとそれを予測し対策を講ずるための治水計画手法・河川整備方法・
水防技術などを学ぶ．河川の自然営力が河川地形や土砂収支，そして植生・動
物生態に及ぼす影響，河川流域における生態系サービスを講述する．流域の
水資源管理と利水の仕組み，河川空間の利用，水循環・再生に関する技術を
教授する．テーマ毎の演習を通して講義内容の理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 学習教育到達目標の確認．授業の進

め方，テキスト・参考書の紹介，自
然系と人工系の水循環

第2回 河川管理の概要，日本と
世界の河川

歴史治水，地質・気候区・地形と河
川流域，河川に関する用語，国内外
の河川比較（地形，流況，水文特性）

第3回 日本の河川の地形・地
理・水文特性

地理・地形・水文特性，河川の特性
量，河川管理の歩み

第4回 都市と河川 都市と水害，総合治水，利水と水循
環，河川環境の概要

第5回 河川調査 河川各部の名称，水理・水文諸量，
河川の観察，水文量（雨量・流量・
水位），水質，地形，河床材料

第6回 治水計画 (1) 水害の経年変化，治水手法の歴史的
変遷，基本方針と整備計画，超過洪
水，計画降雨，基本高水と計画高水

第7回 治水計画 (2) 治水基準点，河道計画の流れ，治水
施策各種，水防，減災管理

第8回 流出と土砂生産 流出解析の概要，土砂生産，土石流，
斜面崩壊，土砂資源

第9回 河道計画 河道計画の流れと留意事項，計画高
水位と対象区間の設定，法線形・縦
横断形の設定，粗度係数と摩擦速度，
疎通能力

第10回 多自然川づくり 基本思想，保全・回復，自然再生事
業，多自然川づくりの事例

第11回 流砂過程と河川地形 (1) 流れ－土砂輸送－地形の相互関係，
掃流砂，浮遊砂とウォッシュロード，
移動限界と掃流砂量

第12回 流砂過程と河川地形 (2) 小規模・中規模河床形態，河床波，
交互砂州・複列砂州の規定要因，大
規模河床形態，貯水池の堆砂

第13回 河川構造物 堤防，護岸，水制工，床止め・落差
工，排水機場，樋管・樋門・水門，閘
門，砂防ダム，地下河川，ダム，遊
水池・調整池

第14回 総括と学力確認 授業の総括，学力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を復習し，演習問題の結果を自己分析する．身近な河川を思い描き
ながら授業内容との対応関係を考察し河川環境工学の応用性・有用性を認識
する．
本授業の準備学習・復習時間は1回あたり各2時間（合計2時間）を標準とし
ます。
【テキスト（教科書）】
授業中に適宜資料を配付する．
【参考書】
竹林洋史：河川工学，土木・環境系コアテキストシリーズ，コロナ社．
高橋裕：新版　河川工学，東京大学出版会
芦田・江頭・中川：21世紀の河川学，京都大学学術出版会
吉川勝秀編著：河川堤防学，技報堂出版
福岡捷二著：洪水の水理と河道の設計法，森北出版
藤岡換太郞：川はどうしてできるのか，講談社
日本ダム工学会：ダムの科学，サイエンスアイ
【成績評価の方法と基準】
持続可能な社会と流域圏を築くために必要な河川環境の再生・維持管理技術
を修得するばかりではなく，河川整備・管理を通して技術者として社会に貢
献するための心構えを自律的に醸成する．
成績評価割合：レポート・小テスト（30%）と期末試験（70%）により総合評
価する．100点満点換算した上60点以上を合格とする．
平常点：欠席４回以上は単位取得を認めない(評価Ｄ)．遅刻回数に応じて減点
する場合がある．
【学生の意見等からの気づき】
演習によって授業内容の理解を促進すること，河川環境工学に関わる諸技術を
視覚的に理解できるようにプレゼンテーション素材を多用する．演習におい
ては教員と学生とのコミュニケーションを通して理解を深めるとともに，学
生間での自由な意見交換を奨励して相互学習効果を高める．
【学生が準備すべき機器他】
ほぼ毎回，演習を実施するので，必要に応じて関数電卓やPCを持参すること
（携帯電話の電卓機能を使用することは不可）.

【Outline (in English)】
(Course outline)
River systems consist of various events such as discharge fluctuations
during floods and droughts, sediment and mass transport through
catchments and channels, changes in river morphology, ecological
dynamics and services of fauna and flora etc. This course is designed
to study these complex mechanisms involved in river systems and
correctly understand how they should be regulated to allow harmony
between ecosystems and human activities. In addition to lectures on
fundamentals of ecodynamics, world-wide examples of river restoration
projects are presented in order to help students learn desirable ways of
creating sustainable river systems that are friendly to the ecosystem.
（Learning Objectives）
To correctly understand the impact of social activities and natural
ecosystems on the river environment, and to study river systems to
prevent and mitigate flood damage and realize appropriate and efficient
cyclical use of water resources. Through this, students will understand
the ideal river basin system based on the river system, and will acquire
the basic knowledge necessary to promote river restoration that make
use of the nature, climate and local culture.
（Learning activities outside of classroom）
Review the handouts and the results of the exercises. While
considering the relationship between the content learned and river
prototypes, students understand the applicability and usefulness of
river environmental engineering.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each (total 2 hours).
（Grading Criteria /Policy）
Percentage of grade evaluation: Comprehensive evaluation based on
report/mini test (30%) and final exam (70%). A score of 60 or higher
on a scale of 100 is considered a pass.
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Ordinary score: Students who are absent 4 or more times are not
allowed to acquire credits (Score D). Points may be deducted depending
on the number of times you are late.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

河川環境工学Y

道奥　康治

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
河川における洪水や物質輸送・生態系などの自然の営み，ならびに治水・利水
などの人為作用を全て包含するシステムが河川環境そのものであることを正
しく理解し，自然とヒトが背反・対立関係ではなく相互に共生し平衡関係に
あるべきことを学修する．国内外の河川流域における治水・利水・環境の問題
とその工学的解決策を事例とともに学び，多自然川づくりと河川の維持管理，
さらに持続可能な流域圏を構築するための知識体系を修得する．
【到達目標】
社会の営為と自然生態系が河川環境に及ぼす影響を正しく理解し，水害の防
止・軽減，水資源の適切かつ効率的な循環利用を実現するための河川システ
ムを考究する．これによって河川水系を基軸とする流域圏のあるべき姿を理
解し，地域の気候・風土と文化を活かした川づくり・まちづくりを進める上で
必要な基礎的素養を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4]に関連
【授業の進め方と方法】
河川流域の地理・地形・気候など自然特性，人類が河川流域で営んできた社会
経済活動と治水・利水の歴史，流域環境の変貌と水象変化を学ぶ．国内外の
河川における諸課題を動画などにより説明し，河川管理上の技術的課題を認
識する．河川管理に必要な河川調査方法，河川技術，水害や土砂災害をもた
らす仕組みとそれを予測し対策を講ずるための治水計画手法・河川整備方法・
水防技術などを学ぶ．河川の自然営力が河川地形や土砂収支，そして植生・動
物生態に及ぼす影響，河川流域における生態系サービスを講述する．流域の
水資源管理と利水の仕組み，河川空間の利用，水循環・再生に関する技術を
教授する．テーマ毎の演習を通して講義内容の理解を深める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション 学習教育到達目標の確認．授業の進

め方，テキスト・参考書の紹介，自
然系と人工系の水循環

第2回 河川管理の概要，日本と
世界の河川

歴史治水，地質・気候区・地形と河
川流域，河川に関する用語，国内外
の河川比較（地形，流況，水文特性）

第3回 日本の河川の地形・地
理・水文特性

地理・地形・水文特性，河川の特性
量，河川管理の歩み

第4回 都市と河川 都市と水害，総合治水，利水と水循
環，河川環境の概要

第5回 河川調査 河川各部の名称，水理・水文諸量，
河川の観察，水文量（雨量・流量・
水位），水質，地形，河床材料

第6回 治水計画 (1) 水害の経年変化，治水手法の歴史的
変遷，基本方針と整備計画，超過洪
水，計画降雨，基本高水と計画高水

第7回 治水計画 (2) 治水基準点，河道計画の流れ，治水
施策各種，水防，減災管理

第8回 流出と土砂生産 流出解析の概要，土砂生産，土石流，
斜面崩壊，土砂資源

第9回 河道計画 河道計画の流れと留意事項，計画高
水位と対象区間の設定，法線形・縦
横断形の設定，粗度係数と摩擦速度，
疎通能力

第10回 多自然川づくり 基本思想，保全・回復，自然再生事
業，多自然川づくりの事例

第11回 流砂過程と河川地形 (1) 流れ－土砂輸送－地形の相互関係，
掃流砂，浮遊砂とウォッシュロード，
移動限界と掃流砂量

第12回 流砂過程と河川地形 (2) 小規模・中規模河床形態，河床波，
交互砂州・複列砂州の規定要因，大
規模河床形態，貯水池の堆砂

第13回 河川構造物 堤防，護岸，水制工，床止め・落差
工，排水機場，樋管・樋門・水門，閘
門，砂防ダム，地下河川，ダム，遊
水池・調整池

第14回 総括と学力確認 授業の総括，学力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
配布資料を復習し，演習問題の結果を自己分析する．身近な河川を思い描き
ながら授業内容との対応関係を考察し河川環境工学の応用性・有用性を認識
する．
本授業の準備学習・復習時間は1回あたり各2時間（合計2時間）を標準とし
ます。
【テキスト（教科書）】
授業中に適宜資料を配付する．
【参考書】
竹林洋史：河川工学，土木・環境系コアテキストシリーズ，コロナ社．
高橋裕：新版　河川工学，東京大学出版会
芦田・江頭・中川：21世紀の河川学，京都大学学術出版会
吉川勝秀編著：河川堤防学，技報堂出版
福岡捷二著：洪水の水理と河道の設計法，森北出版
藤岡換太郞：川はどうしてできるのか，講談社
日本ダム工学会：ダムの科学，サイエンスアイ
【成績評価の方法と基準】
持続可能な社会と流域圏を築くために必要な河川環境の再生・維持管理技術
を修得するばかりではなく，河川整備・管理を通して技術者として社会に貢
献するための心構えを自律的に醸成する．
成績評価割合：レポート・小テスト（30%）と期末試験（70%）により総合評
価する．100点満点換算した上60点以上を合格とする．
平常点：欠席４回以上は単位取得を認めない(評価Ｄ)．遅刻回数に応じて減点
する場合がある．
【学生の意見等からの気づき】
演習によって授業内容の理解を促進すること，河川環境工学に関わる諸技術を
視覚的に理解できるようにプレゼンテーション素材を多用する．演習におい
ては教員と学生とのコミュニケーションを通して理解を深めるとともに，学
生間での自由な意見交換を奨励して相互学習効果を高める．
【学生が準備すべき機器他】
ほぼ毎回，演習を実施するので，必要に応じて関数電卓やPCを持参すること
（携帯電話の電卓機能を使用することは不可）.

【Outline (in English)】
(Course outline)
River systems consist of various events such as discharge fluctuations
during floods and droughts, sediment and mass transport through
catchments and channels, changes in river morphology, ecological
dynamics and services of fauna and flora etc. This course is designed
to study these complex mechanisms involved in river systems and
correctly understand how they should be regulated to allow harmony
between ecosystems and human activities. In addition to lectures on
fundamentals of ecodynamics, world-wide examples of river restoration
projects are presented in order to help students learn desirable ways of
creating sustainable river systems that are friendly to the ecosystem.
（Learning Objectives）
To correctly understand the impact of social activities and natural
ecosystems on the river environment, and to study river systems to
prevent and mitigate flood damage and realize appropriate and efficient
cyclical use of water resources. Through this, students will understand
the ideal river basin system based on the river system, and will acquire
the basic knowledge necessary to promote river restoration that make
use of the nature, climate and local culture.
（Learning activities outside of classroom）
Review the handouts and the results of the exercises. While
considering the relationship between the content learned and river
prototypes, students understand the applicability and usefulness of
river environmental engineering.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each (total 2 hours).
（Grading Criteria /Policy）
Percentage of grade evaluation: Comprehensive evaluation based on
report/mini test (30%) and final exam (70%). A score of 60 or higher
on a scale of 100 is considered a pass.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Ordinary score: Students who are absent 4 or more times are not
allowed to acquire credits (Score D). Points may be deducted depending
on the number of times you are late.

— 551 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

都市調査解析

今井　龍一

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
少子高齢化の先進諸国における都市空間の計画・設計・開発・経営に対する
ニーズはますます多様化、複雑化している。一方、都市空間そのものに加え
て、ヒト・モノ・コトの活動の実態を網羅的に常時観測できる技術も日進月歩
である。
本講義では、都市空間の計画・設計・開発・経営に必要な地図や統計データの
特性および分析手法を習得する。
【到達目標】
土木計画学に必要な各種統計データを分析する能力を習得する
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
都市空間や都市活動（ヒトモノコトの交通・流通）の統計データや分析に利
用する地図の特徴を理解し、それらを使った分析手法を習得する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 都市調査解析の概論 講義計画、概論
2 解析に利用する地図（基

本）
ICTを活用した国土管理、地図の基礎

3 解析に利用する地図（種
類）

地図の種類

4 解析に利用する地図（ジ
オメトリ）

ジオメトリ

5 解析に利用する地図
（NW）

ネットワーク

6 解析に利用する地図（ト
ポロジ）

トポロジ

7 統計（基本） 統計データの種類と所在
8 統計（応用） 統計データの活用
9 ビッグデータ（基本） ビッグデータの種類と所在
10 ビッグデータ（応用） ビッグデータの活用
11 解析手法（モデリング基

礎）
モデリングの基礎

12 解析手法（モデリング応
用）

モデリングの応用

13 解析手法（応用） 統計処理、人工知能等
14 総括と理解度の確認 授業全体の総括
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて講義資料を配信する
【参考書】
新田保次監修「図説わかる土木計画学」学芸出版，吉川和広編著「土木計画学
演習」森北出版，日本建築学会編「建築・都市計画のための調査・分析方法」
【成績評価の方法と基準】
演習課題・レポート・発表により評価する。ただし，授業を4回以上欠席した
場合は、単位取得を認めない (評価D）。
【学生の意見等からの気づき】
・基礎的な統計解析は習得しておくこと。
・GISやMicrosoft Excelの基礎は学んでおくこと。
【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートパソコンを持参すること。
【その他の重要事項】
同分野での豊富な実務経験を有する教員が講義する。

文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
This course allows students to learn theories for research, analysis,
planning, and evaluation related to urban and transportation planning,
as well as methods for implementing plans. Students will also learn
about existing maps and statistics, as well as analysis methods using
diverse urban data.
The goal is to acquire the ability to analyze various statistical data
necessary for civil engineering planning studies.
Assessments will be based on each report and the final report.
Students who are absent four or more times will not be allowed to
receive credit (grade D).
Term end examination :70%, Short reports : 30%
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

構造力学１及演習 X

内田　大介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　構造物の基本構造である「はり」、「トラス」と「柱」について、基本的な力
学特性を理解し、その設計への適用の基礎的考え方を理解する。静定はりの
各種支持条件時の反力の決定、種々の荷重の下での断面力の分布、断面内応
力分布、そして、たわみ曲線を決定できるようにする。影響線の概念と利用
法を学び移動荷重の下での構造物の扱いの基本を学ぶ。静定トラス構造の部
材力の解析法を理解する。柱の弾性座屈現象を理解するとともに、座屈荷重
が求められるようにする。
【到達目標】
基礎的な構造力学の概念を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
本科目は、1年次の基礎科目での知識を踏まえ、社会基盤構造物として基本と
なる「はり」を中心に取り上げて、静定構造物の範囲で、その断面力、内部応
力、変形などの力学的特性を理解するための考え方と解法を学ぶ。はりと並
ぶ基本的な構造である「トラス」と「柱」の基本的な扱いについても触れる。
講義に関連する演習問題を自ら解くことを通じて、学んだ知識の実際問題へ
の適応能力を養成する。
　授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行う。授業の基本的な順序として
まず、前半にその回の授業内容を説明し、後半には、その授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じての各自の理解を促す。演習課題のフィー
ドバックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。期末試験以外に、理解の確度
を高めるため授業内に中間試験を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 構造力学概論

(構造力学を学ぶための
動機付けを行う)

1年次に学んだ関連科目と実際の構
造物の設計への関係を解説
構造物の実例として、いろいろな橋
梁形式の紹介

2 構造物の支持条件と反力
断面力の概念
(構造物の種々の支持方
法の理解と発生する反力
の決定方法を理解する。
断面力の概念とその求
め方の基本を理解する)

はりのヒンジ、ローラー、固定支持
とその反力の種類、求め方
はりの種類
構造物の安定と不安定
断面力の概念と定義。

3 はりの断面力と分布（1）
(集中荷重を受ける場合
の断面力の理解)

単一、複数の集中荷重が作用する場
合の断面力分布を求める方法と、そ
の相互関係

4 はりの断面力と分布（2）
(分布荷重を受ける場合
の断面力の理解)

各種の分布荷重の下での断面力分布
荷重と断面力の関係

5 トラスの解法
(トラスの構造特性と不
静定次数の理解。節点
法と断面法によるトラ
スの解法の理解)

トラス構造の仮定と構造特性
静定構造と不静定構造
節点法と断面法によるトラス部材力
の決定方法

6 はりのたわみ（1）
（はりの曲げ変形と曲げ
モーメントの関係の理
解）

直接積分法によるたわみ曲線の決定

7 はりのたわみ（2）
(弾性荷重法によるたわ
みの決定方法の理解)

弾性荷重法によるたわみ曲線の決定

8 中間実力確認 1～7回までの学習内容の確認
9 力学的性質

（等方性と異方性，弾性
と塑性，応力とひずみの
理解）

等方性と異方性の材料，弾性と塑性
の意味，応力とひずみ，応力ーひず
み関係

10 はりに作用する応力 (1)
（曲げモーメントによる
応力の求め方の理解）

曲げモーメントが作用する梁の応力
の算定

11 はりに作用する応力 (2)
（せん断力による応力と
主応力の求め方の理解）

断面力の内、曲げに伴うせん断力に
よるせん断応力の求め方とその断面
内の分布、主応力

12 影響線（1）
（影響線の概念とその利
用方法の理解）

影響線の概念
はりの反力，断面力の影響線とその
求め方
影響線の利用方法

13 影響線（2）
（トラスの影響線の求め
方の理解）

間接荷重，トラスの影響線の求め方

14 柱の座屈
（座屈現象の理解、座屈
強度の求め方の理解）

オイラーの座屈荷重、拘束条件、有
効座屈長

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
前回授業内容、演習課題の復習
テキストの各章毎にある演習問題の解答
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
崎元達郎：構造力学（上）（森北出版）
必要に応じ、資料を配布
【参考書】
1年次の「物理1」で使用したテキスト
【成績評価の方法と基準】
各回の演習問題（10％）と中間・総合実力確認（90％）による。
８回までの講義の理解度に関する中間実力確認の結果と講義全体の理解度に
関する総合実力確認の結果を成績（90％）に反映する。
欠席4回以上は単位取得を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
影響線を理解しにくいようなので、講義の構成を変更した。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPPTを使用する。電卓使用。他の機器等は必要に応じて指示。
【Outline (in English)】
This course examines subjects related to beam, trusses and columns.
Students will learn principal structural design through related
mechanics in these subjects. Specifically, students will practice:
calculating reaction forces, internal forces in members, stresses, and
deflection of statically determinate beams with various types of loading
and support; application of influence line to calculate internal forces in
statically determinate beams under a moving load; analysis of statically
determinate trusses, and; calculating Euler’s buckling load.
・Learning Objectives
Explain the concept of basic structural mechanics.
・Learning activities outside of classroom
Review lessons. Standard study time is two hours for each class
meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Mid-term and Term-end examination: 90%，Each class exercises : 10%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

構造力学１及演習 Y

大住　圭太

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　構造物の基本構造である「はり」、「トラス」と「柱」について、基本的な力
学特性を理解し、その設計への適用の基礎的考え方を理解する。静定はりの
各種支持条件時の反力の決定、種々の荷重の下での断面力の分布、断面内応
力分布、そして、たわみ曲線を決定できるようにする。影響線の概念と利用
法を学び移動荷重の下での構造物の扱いの基本を学ぶ。静定トラス構造の部
材力の解析法を理解する。柱の弾性座屈現象を理解するとともに、座屈荷重
が求められるようにする。
【到達目標】
基礎的な構造力学の概念を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
本科目は、1年次の基礎科目での知識を踏まえ、社会基盤構造物として基本と
なる「はり」を中心に取り上げて、静定構造物の範囲で、その断面力、内部応
力、変形などの力学的特性を理解するための考え方と解法を学ぶ。はりと並
ぶ基本的な構造である「トラス」と「柱」の基本的な扱いについても触れる。
講義に関連する演習問題を自ら解くことを通じて、学んだ知識の実際問題へ
の適応能力を養成する。
　授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行う。授業の基本的な順序として
まず、前半にその回の授業内容を説明し、後半には、その授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じての各自の理解を促す。演習課題のフィー
ドバックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。期末試験以外に、理解の確度
を高めるため授業内に中間試験を実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 構造力学概論

(構造力学を学ぶための
動機付けを行う)

1年次に学んだ関連科目と実際の構
造物の設計への関係を解説
構造物の実例として、いろいろな橋
梁形式の紹介

2 構造物の支持条件と反力
断面力の概念
(構造物の種々の支持方
法の理解と発生する反力
の決定方法を理解する。
断面力の概念とその求
め方の基本を理解する)

はりのヒンジ、ローラー、固定支持
とその反力の種類、求め方
はりの種類
構造物の安定と不安定
断面力の概念と定義。

3 はりの断面力と分布（1）
(集中荷重を受ける場合
の断面力の理解)

単一、複数の集中荷重が作用する場
合の断面力分布を求める方法と、そ
の相互関係

4 はりの断面力と分布（2）
(分布荷重を受ける場合
の断面力の理解)

各種の分布荷重の下での断面力分布
荷重と断面力の関係

5 トラスの解法
(トラスの構造特性と不
静定次数の理解。節点
法と断面法によるトラ
スの解法の理解)

トラス構造の仮定と構造特性
静定構造と不静定構造
節点法と断面法によるトラス部材力
の決定方法

6 はりのたわみ（1）
（はりの曲げ変形と曲げ
モーメントの関係の理
解）

直接積分法によるたわみ曲線の決定

7 はりのたわみ（2）
(弾性荷重法によるたわ
みの決定方法の理解)

弾性荷重法によるたわみ曲線の決定

8 中間実力確認 1～7回までの学習内容の確認
9 力学的性質

（等方性と異方性，弾性
と塑性，応力とひずみの
理解）

等方性と異方性の材料，弾性と塑性
の意味，応力とひずみ，応力ーひず
み関係

10 はりに作用する応力 (1)
（曲げモーメントによる
応力の求め方の理解）

曲げモーメントが作用する梁の応力
の算定

11 はりに作用する応力 (2)
（せん断力による応力と
主応力の求め方の理解）

断面力の内、曲げに伴うせん断力に
よるせん断応力の求め方とその断面
内の分布、主応力

12 影響線（1）
（影響線の概念とその利
用方法の理解）

影響線の概念
はりの反力，断面力の影響線とその
求め方
影響線の利用方法

13 影響線（2）
（トラスの影響線の求め
方の理解）

間接荷重，トラスの影響線の求め方

14 柱の座屈
（座屈現象の理解、座屈
強度の求め方の理解）

オイラーの座屈荷重、拘束条件、有
効座屈長

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
前回授業内容、演習課題の復習
テキストの各章毎にある演習問題の解答
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
崎元達郎：構造力学（上）（森北出版）
必要に応じ、資料を配布
【参考書】
1年次の「物理1」で使用したテキスト
【成績評価の方法と基準】
各回の演習問題（10％）と中間・総合実力確認（90％）による。
８回までの講義の理解度に関する中間実力確認の結果と講義全体の理解度に
関する総合実力確認の結果を成績（90％）に反映する。
欠席4回以上は単位取得を認めない。
【学生の意見等からの気づき】
影響線を理解しにくいようなので、講義の構成を変更した。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPPTを使用する。電卓使用。他の機器等は必要に応じて指示。
【Outline (in English)】
This course examines subjects related to beam, trusses and columns.
Students will learn principal structural design through related
mechanics in these subjects. Specifically, students will practice:
calculating reaction forces, internal forces in members, stresses, and
deflection of statically determinate beams with various types of loading
and support; application of influence line to calculate internal forces in
statically determinate beams under a moving load; analysis of statically
determinate trusses, and; calculating Euler’s buckling load.
・Learning Objectives
Explain the concept of basic structural mechanics.
・Learning activities outside of classroom
Review lessons. Standard study time is two hours for each class
meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Mid-term and Term-end examination: 90%，Each class exercises : 10%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

構造力学２

小笠原　照夫

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，構造力学1及演習を引き継ぐ科目である．構造計算に必要な基本的
項目を理解し，実際の問題を解ける能力を身に付けることを目的とする．
【到達目標】
不静定構造の断面力図が思い浮かぶようになる．剛性マトリクス法による構
造解析の基本的な考え方が理解できる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
主な学習内容は，「連行荷重による断面力，応力とひずみの関係，仮想仕事の
原理とエネルギー法による弾性体の解析手法，マトリクス構造解析の考え方」
の４項目である．授業はプロジェクタを使用して行うことを基本とし，資料
配布も行う．また，理解を高めるために，授業のはじめに前回演習問題の解
説を，授業の途中では例題の解説を，授業のおわりに演習を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 連行荷重

連行荷重による断面力
が求められること．

構造力学（1）の復習，はりの影響線
の応用，連行荷重による断面力の求
め方・利用法

2 仮想仕事の原理（１）
仮想仕事の基本的な考
え方を理解すること．

剛体の仮想仕事の原理

3 仮想仕事の原理（２）
仮想仕事の原理を用い，
弾性体の変形量を算出
できること．

弾性体の仮想仕事の原理

4 仮想仕事の原理（３）
仮想仕事の原理を用い，
弾性体の変形量を算出
できること．

仮想仕事の原理を用いたはりとトラ
スの変形の算出

5 相反定理（１）
仮想仕事の原理を用い，
はりの影響線を描画で
きること．

相反作用の定理，Bettiの法則，
Maxwellの法則

6 相反定理（２）
仮想仕事の原理を用い，
はりの影響線を描画で
きること．

Müller-Breslauの原理

7 エネルギー法（１）
ひずみエネルギーの考
え方を理解すること．

ひずみエネルギーを用いた解法，
Castiglianoの第2定理

8 エネルギー法（２）
ひずみエネルギーを用
いた弾性体の解法を理
解すること．

最小仕事の定理，Castiglianoの第1
定理

9 余力法（１）
不静定はりの断面力図
を描画できること．

不静定構造，連続はり，静定分解法

10 余力法（２）
不静定はりの断面力図
を描画できること．

不静定構造，連続はり，余力法

11 剛性マトリクス（１）
剛性マトリクス法によ
る構造解析の考え方と
トラスの解法を理解す
ること．

剛性マトリクス，行列，軸方向力部
材の剛性マトリクス

12 剛性マトリクス（２）
剛性マトリクス法によ
るラーメンの解法を理
解すること．

有限要素法，軸方向力と曲げを受け
る棒要素の剛性マトリクス

13 応力とひずみ
構造材料の力学的性質と
2次元応力状態の主応力
について理解すること．
主応力とMohrの応力円
の関係を理解すること．

構造力学（1）の復習，弾性・塑性，等
方性・異方性、応力とひずみの関係，
Mohrの応力円と最大・最小主応力

14 構造力学２まとめ
講義の振り返り

影響線の応用，主応力，不静定構造
の各種解析手法のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 構造力学（1）の復習，テキスト [上]4,9章の復習，連行荷重の予習
2. テキスト [下]1章の予習
3. テキスト [下]2.1-2の予習
4. テキスト [下]2.3-4の予習
5. テキスト [下]3.1-3の予習
6. テキスト [下]3.4-5の予習
7. テキスト [下]4.1-3の予習
8. テキスト [下]4.4-6の予習
9. テキスト [下]5.1-3の予習
10. テキスト [下]5.4-5の予習
11. テキスト [下]6章の予習
12. テキスト [下]7章の予習　
13. テキスト [上]7.7と付録（もっと立ち入った応力の話）の予習
14. 講義の振り返り
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
崎元達郎：構造力学第2版（上）静定編
　　　　　構造力学第2版（下）不静定編　 (第2刷以降)
　　　　　　（森北出版）　
【参考書】
必要に応じて紹介する．
【成績評価の方法と基準】
レポート（配点30点）と期末試験（配点70点）による．欠席4回以上は単位
取得を認めない (評価D)．
【学生の意見等からの気づき】
講義内容を整理して，例題・演習の時間を増やす．
講義の順番，時間配分を見直す．
【その他の重要事項】
橋梁構造等に関する設計・施工の実務経験から，「理論と計算」を考慮した構
造力学を講義する．
【Outline (in English)】
The content of this course takes over from Structural Mechanics 1 and
Practice.
It aims to understand the basic aspects necessary for structural
calculation and to acquire the ability to solve actual problems.
Learning Objectives
By the end of the course, students should be able to do the followings:
－You will be able to imagine the sectional force diagram of the statically
indeterminate structure.
－Understand the basic concept of structural analysis by the stiffness
matrix method.
Learning activities outside of classroom
Before/after each class meeting, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 70%、Short reports : 30%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに卒業研究着手への準備
をする．卒業研究の実施状況や現場を視察し，研究の進め方や技術の実用・実
装を学ぶとともに，レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するため
の作文能力を養成する．
【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分けを行い，
少人数で行う．この科目の単位を取得しなければ卒業研究に着手できない．こ
の授業で取り上げる事項は各回の内容を参照されたい．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス 教員別ゼミナールのための班分け，

授業のガイダンス，資格試験等説明
(2) 教員別ゼミナール (1) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現

場視察，文献購読など．
　

(3) 教員別ゼミナール (2) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(4) 教員別ゼミナール (3) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(5) 教員別ゼミナール (4) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(6) 教員別ゼミナール (5) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．
　

(7) 教員別ゼミナール (6) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(8) 教員別ゼミナール (7) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(9) 教員別ゼミナール (8) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(10) 教員別ゼミナール (9) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(11) 教員別ゼミナール (10) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(12) 教員別ゼミナール (11) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (12) 卒業研究の内容説明・模擬体験，現
場視察，文献購読など．

(14) 卒業研究審査会 卒業研究審査会へ参加し，発表と審
査を傍聴する．数件の研究に関し内
容と自身が受けた印象・考えなどを
まとめたレポートを提出．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．
【成績評価の方法と基準】
テーマに関するレポートによる．欠席 4回以上は単位の取得を認めない（D
評価）．
なお，１年生春学期から３年生春学期までの達成度自己評価システム（全５
回分）の提出を本授業における単位認定の条件とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　インターネットへの接続が必要な場合には貸与ノートPCを持参する．
【その他の重要事項】
　土木構造物の計画，設計，建設（施工），調査・研究に携わった経験のある
教員が，専門的知識を解説するとともに卒業研究着手へ向けた指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn technical knowledge about their field
and prepare to commence their graduation theses. Specifically, students
learn how to write a thesis and visit a construction site to further their
studies and practical technique. In addition, students will practice
writing skills through reports.
The goal is to acquire research and analysis skills and communication
skills.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be allowed to
receive credit (D grade).
Submission of the self-evaluation system for achievement (for all five
sessions) is a condition for credit approval.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR300NC（キャリア教育 / Career education 300）

インターンシップ（都市）

山本　佳士、内田　大介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学科カリキュラムと密接に関連する研究開発、調査・分析、計画・設計、施工
管理等に関連する実業務を体験することにより、環境システムのデザイン、施
設のデザイン、都市プランニングの実務者に必要な基礎能力を身につける。
【到達目標】
役所や企業の活動内容を理解し、これまで修得してきた専門知識を踏まえ、実
習先の指導担当者と十分な意思疎通を図って業務を体験する。これらを通じ
て業務遂行能力を修得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
実習する事業所、業務形態と内容により異なるが、① 研究開発業務の手順・
手法・検証評価および報告書のとりまとめ、②現地調査と調査データの解析・
評価および報告書のとりまとめ、③ 計画の立案と事業主体や住民への説明、
④設計計算書・図面の作成と積算、⑤施工・安全・出来高管理等の実際業務
を官・民の事業所で体験学習する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 オリエンテーション

実習先の決定・実習にお
ける注意

実習先の希望聴取・実習先の説明・
実習先の決定・実習先での諸注意を
行う

2 実習先でのインターン
シップ (1)

派遣先企業での実習

3 実習先でのインターン
シップ (2)

派遣先企業での実習

4 実習先でのインターン
シップ (3)

派遣先企業での実習

5 実習先でのインターン
シップ (4)

派遣先企業での実習

6 実習先でのインターン
シップ (5)

派遣先企業での実習

7 実習先でのインターン
シップ (6)

派遣先企業での実習

8 実習先でのインターン
シップ (7)

派遣先企業での実習

9 実習先でのインターン
シップ (8)

派遣先企業での実習

10 実習先でのインターン
シップ (9)

派遣先企業での実習

11 実習先でのインターン
シップ (10)

派遣先企業での実習

12 実習先でのインターン
シップ (11)

派遣先企業での実習

13 実習先でのインターン
シップ (12)

派遣先企業での実習

14 結果の報告とレポート
の提出の提出

作成したレポートをもとに担当教員
に報告する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
学科ガイダンス（年度当初）およびインターンシップガイダンス（５月中旬）
を実施する。
学科が斡旋する企業等の割り当てについては５月下旬に調整を行うので必ず
上記ガイダンスに参加すること。併せて実習希望先の調査・履歴書などの準
備も行うこと。
実習期間中は業務日誌を作成すること。
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
なし
【参考書】
必要に応じて配布
【成績評価の方法と基準】
インターンシップの実施期間は原則として２週（実働10日間）以上とする。
レポートおよび実習先指導担当者による報告書により評価する。

【学生の意見等からの気づき】
インターンシップの目的は職業体験であり、社会人としての仕事への取り組
み方について実感を得るとともに、都市環境デザイン工学が担う幅広い職種
に対する理解を深めることが狙いである。将来の就職活動の際に幅広い視野
を得るため、特定の企業のみを考えることなく参加することが重要である。
【その他の重要事項】
都市環境デザイン分野における実務経験を持つ教員がその経験を活かして派
遣先のコーディネイトを行う。
実習にあたり、Word・Excel等の基本的な操作ができることが前提である。ま
たCAD等についても基本的な操作ができることが望ましい。
【Outline (in English)】
In this course, students will experience business, research and
development, survey/analysis, planning and design, and construction
management in civil and environmental engineering fields at companies
and government offices in order to acquire basic skills as practical
engineers.
Students will be expected to have completed the required assignments
before and after each internship meeting. Your study time will be more
than one hour for a class.
Grading is based on the internship report(100%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

コンクリート技術

溝渕　利明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンクリートの施工に際して遵守すべき技術的基本問題を扱い，さらに工法
上，施工環境上考慮しなければならない事項について身につける。また，土
木構造物の施工法及び施工技術に関して，実際にどのように適用されている
のか理解するために，主要な土木構造物におけるコンクリート技術，施工計
画等について概説し，施工法の基礎的事項を習得する。
【到達目標】
コンクリートの製造・運搬・打込み・締固め・養生の一連の施工手順の理解，
特殊コンクリートの施工法についての理解を本授業の到達目標とする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
コンクリート技術では、コンクリートの施工に関する基礎を学習する。また、
寒中・暑中などの環境条件の違いや水中コンクリート等の特殊コンクリート
についての概要について説明し、コンクリート工事における一般的な施工知
識を習得する。さらに、ダムなどを対象とした施工計画の基本についても学
習する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリートの施工技術 コンクリートの施工技術について概

説する
2 コンクリートの施工に

ついて
コンクリートの製造，運搬，打込み，
締固め，養生，仕上げについて概説
する（復習）

3 コンクリートをきれい
に仕上げる

コンクリートをきれいに仕上げるた
めの工夫，留意点

4 寒中コンクリート，暑中
コンクリート

寒中・暑中施工する条件，使用材料・
配合・打込み・養生，寒中・暑中施
工の留意点

5 マスコンクリート マスコンクリートの特性・施工、温
度応力・温度ひび割れおよびダムコ
ンクリートの施工

6 鉄筋の加工・組立 鉄筋の加工，組立て，継手の種類・
施工

7 流動化コンクリート，高
流動コンクリート

流動化コンクリート及び高流動コン
クリートの考え方，基本的な性質，
特徴，使用材料，配合，特性，施工
上の留意点，施工方法

8 高強度コンクリート 高強度コンクリートの考え方，基本
的な性質，特徴，使用材料，配合，
特性，施工上の留意点，施工方法

9 水中コンクリート 水中施工の配合・打込み，打継ぎ・
養生

10 海洋コンクリート 海洋コンクリートの考え方，基本的
な性質，特徴，使用材料，配合，特
性，施工上の留意点，施工方法

11 吹付けコンクリート・舗
装コンクリート

吹付けコンクリート・舗装コンク
リートの考え方，基本的な性質，特
徴，使用材料，配合，特性，施工上
の留意点，施工方法

12 ダムコンクリート（1） ダムの種類，構造，施工法などの基
本事項について概説する

13 ダムコンクリート（2） コンクリートダムの施工法（従来法
とRCD工法）について概説するとと
もに，新しい施工方法であるCSGに
ついて概説する

14 コンクリート製品につ
いて

コンクリート製品とは何かを概説す
るとともに，コンクリート製品の種
類，規格，製造方法，適用箇所など
について概説する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義した内容の整理
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
日本コンクリート工学会：コンクリート技術の要点
彰国社：施工がわかるイラスト土木入門
トコトンやさしい土木技術の本
トコトンやさしい土木施工の本
【参考書】
土木学会・コンクリート標準示方書［施工編］
杉山昇：最新土木施工法（鹿島出版会）
日本コンクリート工学会：コンクリート診断技術
モリナガ・ヨウ：モリナガ・ヨウの土木現場に行ってみた（アスペクト）
見学しよう工事現場シリーズ（ほるぷ出版）
コンクリート崩壊（PHP新書)
トコトンやさしいダムの本 (日刊工業新聞社)

【成績評価の方法と基準】
期末試験による。指定した回数以上の欠席者については期末試験の受験資格
がないものとする。
期末試験100%

【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
なし
【その他の重要事項】
なし
【Outline (in English)】
The main theme of this course is to understand basic technical subjects
observed when constructing concrete structures and issues to be
considered in terms of construction method and environment. Students
will acquire fundamental knowledge concerning concrete technology,
construction plans etc. for the main civil engineering structures in order
to understand how construction methods and technologies are applied in
the real world.
Learning Objectives
The goal of this class is to understand a series of construction procedures
of concrete production, transportation, placing, compaction, and curing,
and to understand construction methods for special concrete.
Learning activities outside of classroom
Organizing lecture content
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Final exam 100%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

水資源工学

三橋　さゆり

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
身近な存在である水を資源として捉え、様々な側面から課題解決に向け
た基礎知識を体得する。

【到達目標】
　資源は人間社会を維持発展させて行く上で不可欠な要素である。資源
の不足は様々な制約となり、また、枯渇すれば生活や産業が成立しえな
い状況に陥る。中でも、水資源は最も基本的な位置づけにあり、生命、生
活、産業に深く関わっている。現代社会において「湯水のように使う」と
いうような慣用句は、インフラ整備と表裏一体であり、都市の脆弱性も
内在していることを理解しておかなければならない。また、国際的な視
点や気候変動、水循環の側面から水資源を捉えると、食糧、エネルギー
とともに人類が直面する重大なテーマであることが認識できる。本授業
では、水資源問題を一市民として備えておくべき常識と、工学者として
社会に貢献していくために必要な基礎知識の両面から習得することを到
達目標とする。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
〔授業の進め方・授業計画の内容を適宜変更する可能性があるので，授業
開始前にメール配信される学習支援システムからのお知らせに注意する
こと〕
　講義全体の流れの中で、水資源の特性、現状、将来への課題を多面的
に捉え直感的に理解し、身に着けられるようにビジュアルなグラフ等を
工夫する。また、工学として社会で応用発展できるよう、実例や経験談
を多用し、実務的側面からバランス良く基礎知識を学べるような講義と
する。さらに、学生が社会に出て、将来様々な場面に遭遇し求められる
であろう「水との調和センス」を技術面、制度面から研鑽できるよう心
がける。なお、状況が許せば、治水・利水に関する現地学習も組み込む
予定（前年度は、国土交通省荒川下流河川事務所を訪問）。講義はパワー
ポイント・貸与パソコンを使用する。講義のレジメを毎回配布する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概論・ガイダンス 自己紹介、講義全体の流れ、学習

目標、社会と水資源、水の特性・
重要性

2 水循環 水循環の姿、賦存量、世界の水・
日本の水、水源涵養、水循環基本
計画

3 川に関する基礎知識 日本の河川の特徴、降雨と流出、
水位と流量、流況と利水、整備と
保全

4 水文資料の見方 水文観測、水文統計、流況・水質
5 水の態様 表流水と地下水、利用実態と課題、

多様な水源、地下水マネジメント

6 水資源の現状・政策 水資源・水利用の現状、水資源の
偏在、渇水と対応、水資源政策の
方向性

7 水利用の歴史 社会と水利用の変遷、水利用の歴
史・歴史的事業、江戸の水、近代
水道

8 首都圏の水 首都圏の水資源・水利用、水資源
開発施設、広域的な水利用ネット
ワーク

9 水需給と安全度・計画 水の需要と供給、渇水リスクの評
価、水資源開発基本計画

10 水資源の開発 ダムの基礎知識、ダムの建設・管
理、各種プロジェクト

11 水害と対策 頻発する水害と課題、治水対策の
歴史・変遷・方向性

12 水行政と河川管理 実際の河川を題材とした水行政と
河川管理

13 水資源の広報 水資源に関する広報、インフラブ
ランディング

14 まとめ 水資源キーワードの復習など

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
水に関して、各自興味のある分野の読書を勧める。
河川やダムに関するリアルタイムデータに直接アクセスして、水資源の
現況や防災を身近に感じることができるようにする。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて配布する。

【参考書】
「水循環白書」：内閣官房水循環政策本部事務局
「日本の水資源」：国土交通省水管理・国土保全局水資源部
「激甚化する水害」、「水害列島日本の挑戦」：気候変動による水害研究会

【成績評価の方法と基準】
平常点および期末試験により評価する。欠席4回以上は原則として単位
取得を認めない（評価Ｄ）。

【学生の意見等からの気づき】
講義内容が多岐にわたるので、単調な講義にならないよう、実例やキー
ワードを明示してインパクトのある講義にしたい。学生が興味を示す気
候変動や環境問題と水資源の関係、さらに広報についても解説する。

【Outline (in English)】
This course is designed to learn scientific fundamentals of water
resources engineering. The students are expected to acquire basic
knowledge for solving various issues related with water as familiar
resources in our life.
The objective of this class is to acquire both the common sense that
one should have as a citizen and the basic knowledge necessary to
contribute to society as an engineer.
Students are encouraged to read books on water-related topics of
their own interest. The standard preparation and review time for
this class is 2 hours each.
Evaluation will be based on the regular marks and the final
examination. In principle, no credit will be given for more than
4 absences.

— 567 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

上下水道システム

島田　裕康

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水の循環は、自然系の水循環と社会活動に必要不可欠な上下水道システム
による人工系の水循環が混在している。
　本講義では、都市の上下水道による水循環に焦点を当て、社会基盤を支え
るインフラの一つとして、上下水道システムにおける発展の歴史や求められ
る役割、システムの構成と機能、設計や施工方法及びシステムの運営・管理
等日本の実社会での取組み事例等をベースに学ぶ。
　また、持続可能な社会構築にむけてインフラの共通課題である、施設の老
朽化や耐震化問題を始めとした上下水道分野における課題と対応策について
も学ぶ。
　上下水道システムの全体像や構成技術、現在の課題及び対応策について理
解を深めることにより、卒業後上下水道分野の職場を希望する学生のみなら
ず、街づくりに携わる分野を希望する学生にとっても必要な基本能力の向上
を目的とする。
【到達目標】
上下水道システムの
・役割（社会生活の維持、水環境の保全、持続的社会にむけて）
・仕組み（上水道システム、下水道システム、運営・維持管理）
・課題（地球温暖化による影響、施設の老朽化、大規模災害リスクの増大、人
口減少の影響等）
・対応策（雨水流出制御（貯留、浸透）、官民連携、新技術の開発、街づくり
との一体整備等）
について学ぶ。特に上下水道技術分野における課題、今後の方向性を十分理
解するとともに、厳しい社会経済状況のなかで、市民としての「自助」活動の
あり方を理解するとともに、工学エンジニアとしての社会における技術者貢
献をめざして、上下水道技術分野の基本的な知識習得を目標とする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　授業はパワーポイントによる講義とし、毎回テキストを配布し進める。各
授業毎に授業内容の理解度を確認するためのミニテスト（確認テスト）を実
施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業全体概要の紹介と

世界・日本の水事情
この授業で何を学ぶのか・水が持つ
機能とは・人体と水・世界と日本で
の水を取り巻く環境・都市の水循環
とは

2 上水道の発展の歴史と
求められる役割

文明を支えた技術、国内外の事例・
水道普及の要因と現状・水道の役割
と法律

3 水道水ができるまで 水道の水源から蛇口まで・日本の浄
水処理・美味しい水とは

4 日本で水道水を直接飲
むことができるのは

水道の水質基準とは・水質検査と安
全管理の実態

5 将来も今のように水道
を利用することはでき
るのか？

水道事業とは・全国の水道料金は同
じなのか・水道事業の現状と課題・
水道事業民営化とは

6 地球温暖化による水道
への影響と離島での水
道事情

温暖化による今後の予測、節水対策、
雨水利用の現状と動向。離島におけ
る水道の現状

7 下水道の発展の歴史と
求められる役割

文明を支えた技術、国内外の事例・
下水道の役割とその変遷

8 下水道の水質基準と普
及状況を示す指標

BODとCODとは・基準の使われ
方・下水道の普及状況は・下水道類
似施設とは

9 下水道施設の計画から
施工まで

下水道の収集方法（分流・合流）
様々な下水管きょの種類・マンホー
ルの役割・下水道の施工方法

10 下水道の課題とは 河川や海の水質保全・下水道の老朽
化問題・下水道の地震対策

11 都市型水害とは 急増する集中豪雨の現状と対策・都
市化と都市の地理的特性・河川、下
水道でのハード対策とソフト対策

12 雨水の流出をコント
ロールする「貯留と浸
透」とは

貯留・浸透工法の仕組みと効果及び
街づくりと一体となった取組み

13 下水はどのように浄化
されるのか

浄化技術の変遷・重要な微生物の働
き・標準活性汚泥法・高度処理とは

14 試験・まとめ 第1回から第13回授業での重要なポ
イントの理解度を確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　市民生活を支える「上水道」「下水道」について自分の身近な水を学習する
ことから始める。
　例えば、「水道料金はいくら払っているのか？」「自宅の水道水は、どこの
浄水場から給水されているのか？ そもそも、その水源はどこなのか？」「使
用した水は、どのように処理されているのか？ また下水処理場は？ 処理水
の放流先は？」「自宅の屋根や敷地に降った雨水はどのように処理されている
のか？」など各自の生活の周りにある「水」を理解しておく。
　本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　指定するテキストはない。毎回テキスト及び関連資料を配布する。
【参考書】
　指定する参考書はない。上下水道の基礎知識を備えておくことが望ましい
ことから、インターネット等の情報を十分活用し、各授業での内容や社会で
の事例等を自ら確認すること。
【成績評価の方法と基準】
　授業の理解度を確認するため、授業毎に実施する小テスト（確認テスト）と
期末試験を実施する。
・両試験での評価は、小テスト40％期末テスト60％合計100％とする。
・小テストは授業に関連した内容（重要なポイント等）を確認するため実施し、
教員が授業毎に回収する。提出状況と記入内容により評価する。
・期末試験は、授業全体の理解度を記入内容から評価する。
　
　授業は連続授業（1日2時限で7日間全14回授業）となるが、全14回授業
のうち欠席4回以上は原則単位の取得を認めない（この場合評価はD）
【学生の意見等からの気づき】
　幅広いテーマの授業となることから、各テーマへの関心と理解を深めるため、
具体的な事例を取り入れ、本授業のテーマが机上での知識だけでなく、学生
自らの日常生活に密接に係るものであることを十分認識できる授業を目指す。
【その他の重要事項】
都市再生機構職員として、団地建替事業や市街地再開発事業に携わった経験
を持つ教員が、街づくりとの関係を含め上下水道全般について講義する。
【Outline (in English)】
（Course outline）
In this course, you will learn the history and role of the development
of water supplies and sewer systems, in addition to their composition,
function, design, construction, operation and management.
（Learning Objectives)
At the end of the course, students are expected to get an overview of the
water and sewer system, current issues and countermeasures.
（Learning activities outside of classroom）
Before each class meeting, students will be expected to understand the
things related to the water and sewer system that is close to you. your
required study time is at least four hour each class meeting.
（Grading Criteria /Policy）
Final grade will be calculated according to the short report in each
meeting (40%) and term-end examination (60%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

水理学２

道奥　康治

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
自然系の河川・地下水，人工系の上下水道など，水圏に発生する流れを科学
的に記述するための基礎学理を習得し，その応用例を学ぶ．水理学1及演習で
学んだ内容をさらに深く理解するとともに地下水理学・乱流解析・次元解析・
相似則を学ぶ．解析原理を理解するとともに各テーマに関する演習を通して
工学的諸問題への適用方法を学ぶ．
【到達目標】
陸水域の様々な流れに関する水理解析が，実際の河川・地下水管理にどのよ
うに適用され，工学的意義を有しているかを理解する．各種水工学的諸問題
の解決に必要な数理解析能力を育むことを目標とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
河川・地下水など陸水の流れを解析するために必要な基礎知識体系を講義す
る．水理学Ⅰ及演習で説明を割愛した水理学諸問題に用いる基礎方程式を誘
導して科学原理と工学的応用とのつながりを理解し，応用力を高める（地下
水理学を除き水理学Ⅰ及演習と同じテキストを用いる）．さらに，実際の技術
的課題と基礎学理との関係を理解できるように，実務上の事例を紹介すると
ともに演習を織り交ぜながら水理学の応用性・適用性を体感する．また，水
理学を構築した科学者・技術者の人物像を紹介し，今日の水理学体系に至る
までの経緯を知得する．基礎方程式によっては解析できないような複雑な水
理現象については，水理模型実験が有効であることを理解し，そのために必
要な相似則・次元解析を修得する．ほぼ全ての水理現象が乱流であることか
ら，乱流理論の基礎とこれを理解するための演習を実施する．演習は授業時
間内に終了してレポートを提出する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 静水力学の基礎 学習教育目標の確認．授業の進め方．

テキスト紹介．静水力学の基礎方程
式，平面・曲面に作用する水圧，圧力
の水平・鉛直成分，浮力の解析方法

2 静水力学の応用 ダム・浮体の安定性の解析，アルキ
メデスの原理，水中構造物の水圧解
析とそれらの演習

3 完全流体力学の基礎 連続方程式と速度ポテンシャル，運
動方程式とベルヌイの式の関係，完
全流体と実在流体．流体のエネル
ギー収支

4 完全流体力学の応用 流線と等速度ポテンシャル線とその
応用に関する演習，ベルヌイの式の
応用（ピトー管，ベンチュリー管）
とその演習

5 開水路水理学の基礎 開水路流の動力学，開水路流一次元
解析における連続方程式と運動方程
式・運動方程式とエネルギー保存式
の関係，水面形方程式，開水路の断
面諸元（径深，断面積，潤辺長），水
面形方程式の特異点条件と限界流，
ベス・ベランジェの定理，常流，射
流，平均流速公式，マニングの式，
セジーの式

6 開水路水理学の応用 開水路等流におけるH-Q関係，逐次
近似法による等流解析，断面諸元・
せん断力の解析とその演習

7 管路水理学の基礎 管路流と開水路流の比較，管路流の
エネルギー収支，摩擦損失係数，局
所損失エネルギーの解析方法，管路
流における流量の解析，エネルギー
線，動水勾配線

8 管路水理学の応用 管路水系におけるエネルギー損失，
流量の解析方法とその演習

9 地下水理学の基礎 地下水の現状と役割，地下水を取り
巻く諸問題（地盤沈下，地盤汚染），
ヘンリー・ダルシーの活動，ダル
シーの法則，地下水の存在形態（飽
和帯と不飽和帯，自由地下水と被圧
地下水），透水係数，定水位・変水位
透水試験，現場透水試験，実流速と
見かけ流速

10 地下水理学の応用 井戸理論（被圧・自由地下水），変水
位法による透水係数の求め方，
Thiemの方法，堤体の浸潤線，パイ
ピング，ドレーン工，河川堤防の破
堤事例，沿岸部の塩水くさび

11 次元解析・相似則の基礎 模型と実物，水理模型実験，レイ
リーの次元解析，バッキンガムのπ
定理と次元マトリックス，フルード・
レイノルズの相似則，ひずみ模型

12 次元解析・相似則の応用 流体中の構造物に作用する流体力解
析・粒子の沈降解析とそれらの演習

13 乱流理論の水理学への
応用

乱流研究の歴史，乱流の定義と概念，
自然界における乱流，レイノルズ応
力，プラントルの運動量輸送理論と
カルマン定数，対数流速分布，滑面
乱流，粗面乱流，粗滑遷移領域と壁
面摩擦係数，対数流速分布則，ブラ
ジウスの1/7乗則，円管乱流，開水路
乱流，乱流理論に関する演習

14 授業の総括と学力確認 水理学2の総括と学力確認
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習として水理学Ⅰ及演習の講義資料・演習・宿題などを復習する．テキスト
（水理学Ⅰ及演習と同一）と授業中の配布資料を復習し，演習問題の結果を自
己分析する．身近な水工施設と授業で学んだ水理学的課題との対応関係を意
識して，水理学の応用性・有用性を認識する．
本授業1回あたりの準備学習・復習時間はそれぞれ2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
水理学（土木・環境系コアテキストシリーズ），竹原幸生，コロナ社，2012年，
【参考書】
授業中に配付する資料，適宜紹介する参考書など
【成績評価の方法と基準】
静水力学，完全流体力学，開水路水理学，管路水理学，地下水理学，次元解
析・相似則，乱流理論の各水理解析手法への理解度，水理学が陸水域の様々
な流れや河川・地下水管理にどのように応用されてどのような工学的意義を
有しているかに関する理解度を評価する．
演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価する．100点満点に
換算した上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
演習では学生と教員とのコミュニケーションを重視して理解促進を図る．
【学生が準備すべき機器他】
ほぼ毎回，演習を実施するので，関数電卓（場合によってPC）を持参するこ
と（携帯電話の電卓機能を使用することは不可）.

【その他の重要事項】
水理学Ⅰ及演習（必修）と本授業をともに履修することによってはじめて他
大学で開講されている水理学系科目の履修水準に達することから，本授業の
履修を推奨する．
【Outline (in English)】
(Course outline)
This course is designed to teach the basis of hydrodynamics and
apply them to solve engineering problems found in rivers, aquifers,
waterworks and sewers. Extending the body of knowledge from
"Hydraulics I and Exercise", this course will cover advanced topics on
dimensional analysis, similarity law, static hydraulics, pipeline and
open channel hydraulics, groundwater dynamics and turbulence.
（Learning Objectives）
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Understand how hydraulic analysis of various flows in inland waters
is applied to actual river and groundwater management, and how it
has engineering significance. The goal is to develop the mathematical
analysis skills necessary to solve various hydraulic engineering
problems.
（Learning activities outside of classroom）
As preparation, review lecture materials, exercises, and homework for
Hydraulics I and exercises. Review the textbook (same as Hydraulics I
and Exercise), the materials handed out in class and the results of the
exercises. Understand the applicability and usefulness of hydraulics
by supposing hydraulic facilities and the hydraulic problems learned in
class. The standard time for preparation and review for each class is 2
hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Evaluate how much students understand hydrostatics, perfect fluid
dynamics, open channel hydraulics, pipe flow hydraulics, groundwater
hydraulics, dimensional analysis/similarity and turbulent flow theory.
Also evaluate if students correctly understand how the fundamental
hydraulics are applied to river and groundwater management and what
kind of engineering significance they have. Comprehensive evaluation
based on practice report (30%) and final exam (70%). After converting to
100 points, a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits (evaluation
D).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

有限要素法基礎

山本　佳士

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
有限要素法の基礎理論と解析のために必要な基礎知識を学ぶ．講義の前半で
は，コンピュータ技術および計算工学に関する内容を通して有限要素法の歴
史とその発展を学ぶ．さらに簡単なモデルによる有限要素法の概念を理解す
る．その後，はり要素やアイソパラメトリック要素などを取り上げて，有限
要素法の離散化と要素内の物理量の近似について理解を深める．最後に，は
り要素および2次元アイソパラメトリック要素を例にして，有限要素法プログ
ラムのアルゴリズムや解析計算の方法，結果の評価の仕方について習得する．
【到達目標】
・はり要素，およびソリッド要素（2次元）を用いた有限要素法の概念を理解
できる．
・特に，有限要素法に必要な数学・力学基礎理論を復習・整理できる．
・離散化手法と解の特性について学ぶことができる．
・解析プログラムの流れ，仕組みの理解を深めることができる．
・プログラムによる解析，モデル化の留意点，適用方法，解析のテクニック等
について学ぶことができる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は対面で実施する。講義および演習を基本とし、さらにレポート課題を
提出する方法とする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 有限要素法の概要 有限要素法の歴史、基本コンセプト、

固体力学・構造力学問題の基礎理論
の復習、有限要素法とマトリックス
構造解析

2 マトリックス構造解析 ばね・トラスのマトリックス構造解
析、要素、節点、自由度について、
要素剛性方程式、全体剛性方程式、
アッセンブリングについて

3 1次元弾性体の有限要素
法

1次元弾性体の応力・ひずみ、構成
式、つり合い式、仮想仕事式、形状
関数と離散化方程式

4 2次元弾性体の有限要素
法 (1)

2次元弾性体の応力・ひずみ、構成
式、つり合い式について

5 2次元弾性体の有限要素
法 (2)

2次元弾性体の仮想仕事式

6 2次元弾性体の有限要素
法 (3)

三角形要素を用いた離散化方程式

7 2次元アイソパラメト
リック要素 (1)

自然座標系と物理座標系、2次元アイ
ソパラメトリック要素の形状関数、B
マトリックスについて

8 2次元アイソパラメト
リック要素 (2)

数値積分と要素剛性方程式の作成、
構造要素の剛性方程式の座標変換、
全体剛性方程式の作成

9 はりの有限要素法 (1) はりの基礎理論の復習、はりの仮想
仕事式、形状関数、離散化方程式に
ついて

10 はりの有限要素法 (2) 部材座標系から全体座標系への座標
変換、全体剛性方程式、アッセンブ
リング

11 有限要素法のプログラ
ミング (1)

有限要素法のプログラム実装の解説、
要素剛性方程式および全体剛性方程
式の作成

12 有限要素法のプログラ
ミング (2)

有限要素法のプログラム実装の解説、
連立方程式の解法

13 有限要素法を用いた構
造解析 (1)

はり要素プログラムによる骨組構造
解析の実施、解析結果の検証

14 有限要素法を用いた構
造解析 (2)

2次元アイソパラメトリック要素プ
ログラムによる構造解析の実施、解
析結果の検証

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・教科書および講義ノートを用いた講義により習得をする．
・レポート・演習問題などの課題を通してより理解を深める．
・本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする．
【テキスト（教科書）】
例題で学ぶ有限要素解析，車谷麻緒，寺田賢二郎，森北出版
適宜講義ノートも配布する．
【参考書】
計算力学（第2版）有限要素法の基礎，竹内則雄，樫山和男，寺田賢二郎，森
北出版
【成績評価の方法と基準】
・成績評価は、レポート課題（60％）、学力確認課題（期末テストに準ずる課
題）（40％），とする．
・4回以上欠席した場合にはD評価とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
講義にはPPTを使用する．講義内容により受講生がパソコンを利用する．
【その他の重要事項】
土木分野のものづくりでは、設計・施工・維持管理において数値解析が重要に
なってきており、特に有限要素法は代表的ツールでありますので、多くの学
生の履修を期待します．
【Outline (in English)】
This course provides the basic theory of the finite element method and
the fundamental knowledge necessary for its analysis. In the first
half of the lecture, students learn the history and development of the
finite element method through computer technology and computational
engineering. Then, the concepts of the finite element method are
explained using simple models. After that, the lecture will focus
on the beam element and isoparametric elements to understand the
discretization of the finite element method and the approximation
of physical quantities in the elements. Finally, using the beam
element and two-dimensional isoparametric element as examples,
students learn algorithms of finite element method programs, analytical
computation methods, and how to evaluate the results.
The goal of this course is to provide students with an understanding
of the basic theory of finite element methods and the algorithms and
implementation methods of finite element programs. In addition,
students will understand how to validate and evaluate the accuracy of
solutions in order to correctly calculate structural analyses using the
finite element method.
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
Grading will be based on each exercise (60%) and a final report
(equivalent to a final exam) (40%).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

耐震工学

西山　誠治

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
将来、インフラストラクチュアの設計・建設・維持管理にかかわる技術者や都
市防災を推進する行政・技術関係者のための基本知識を養成するために、地
震の被害事例を踏まえて、(1)地震発生のメカニズムと日本における地震の特
性、(2)地震の影響による構造物の振動を解析する方法、(3)橋梁や基礎、地中
構造物、盛土などの各種構造物の耐震設計法および耐震補強方法、の3点につ
いて基本的な理解を図る。
【到達目標】
（１）地震の発生メカニズムと日本における地震の特性を理解し説明できる。
（２）構造物の振動と解析方法を理解し説明できる。
（３）橋梁や基礎、地中構造物、盛土等の構造特性に応じた耐震設計法・耐震
補強法を理解し説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、教科書に基づいて、配布する資料も参考にしつつ、パワーポイント・
動画も活用してビジュアルに進める。講義内容は、大きく3分されて、まず
(1)構造物に影響を及ぼす地震動の特性を理解し、次に (2)構造物の安全性を
検討するためのツールとなる振動解析法の基礎を学び、最終的に (1)と (2)を
踏まえて (3)橋梁や基礎、地中構造物、盛土などの各種構造物の特性に応じた
耐震設計法の理解を図るようにする。また耐震補強技術等についても理解を
深める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 はじめに

地震のメカニズム
【教科書１章】

授業計画の説明,地震被害の紹介、耐
震工学と振動工学／地球の内部構造、
プレートテクトニクス、断層と津波、
活断層（阪神淡路大震災の被害）環
太平洋地震帯、日本における大地震
と被害、東海地震・南海地震等予想
される巨大地震

2 地震の強さ
【教科書２章】

地震波の種類、地震波の性質、震源距
離・卓越周期・地盤との関係、長周期
地震動と被害、地震情報、地震の規
模（マグニチュード）、地震動の大き
さ（震度と震度階）、構造物への作用

3 地震による被害
【教科書３章】
振動工学の役割
【教科書４章】

直接被害と二次災害
振動工学の役割
耐震工学とは、なぜ振動で構造物は
壊れるのか？ 橋梁・基礎・地中構
造・盛土の被害、耐震技術・耐震構
造とは？

4 構造物の振動（１）
【教科書５～６章】

構造物を揺らしてみる（実験&動
画）、構造物の揺れ方の特徴とその理
解、簡単な振動系 [１自由度系]の振
動（固有振動数、共振、減衰）

5 構造物の振動（２）
【教科書６～７章】

振動のモデル化、振動方程式、振動
方程式を解く、簡単な振動系の振動
特性（減衰のない振動 (自由振動)、
減衰のある振動、共振曲線)

6 構造物の振動（３）
【教科書８章】

調和外力に対する振動（１自由度系
の定常振動）、起振機、地震計の原理、
強震計（加速度計、速度計、変位計）

7 構造物の振動（４）
【教科書９章】

不規則外力を受ける１自由度系の振
動、インパルス応答、ステップ外力、
不規則外力

8 ２自由度（多自由度）系
の自由振動
【教科書１０章】

２自由度系の振動、固有モード、２
自由度系の振動を解く、ＴＭＤとは

9 多自由度系の強制振動
（モーダルアナリシス）
【教科書１１章】

応答スペクトルの応用、モーダルア
ナリシス、２自由度系、多自由度系

10 逐次積分法による構造
物の応答解析
【教科書１２章】

Newmark’β法とは　１自由度系の
計算　多自由度系の計算　時間間隔
Δ tの取り方　非線形解析とは

11 構造物の耐震設計
（１）－橋梁・橋脚の耐
震設計法（Ｌ１）－【教
科書１３章】ほか

耐震設計の考え方、性能照査設計の
概念、２段階設計法 (レベル１・レベ
ル２地震動)、震度法による設計、応
答スペクトルの概念

12 構造物の耐震設計
（２）－橋梁・橋脚の耐
震設計法（Ｌ２）、基礎、
地中構造物、盛土の耐震
設計法－

非線形応答スペクトル、地震時保有
水平耐力と許容塑性率、時刻歴応答
解析による設計、直接時間積分法、
基礎の応答変位法、側方流動に対す
る設計法、地中構造物の設計法、盛
土の耐震設計法

13 さらに進んだ耐震技術、
耐震補強

耐震・免震・制震とは？、部材の壊
れ方（ＲＣ構造 [曲げ破壊、せん断破
壊]、鋼構造、土構造）、橋梁・基礎・
地中構造物・盛土の耐震補強技術

14 期末まとめ 授業内容全般に及ぶ内容の復習およ
び確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業は教科書をベースに進めるので、事前に授業該当部分を予習しておく。
教科書では、地震に係わる第１～第３章は簡単に触れられており、また、基
礎、地中構造物および盛土等の耐震設計法に関しては触れられていない。そ
のため、図書やｗｅｂにより自分自身で情報を収集し、理解を深めることを
推奨する。
また、振動解析では自分自身で式の展開や計算をフォローして理解を確実な
ものにするのがよい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
耐震工学入門、平井一男、水田洋司、森北出版 (￥2970)

【参考書】
１．実務に役立つ耐震設計入門、土木学会、(￥3672)
２．続・実務に役立つ耐震設計入門（実践編）、土木学会、(￥4212)
３．地震学 [第３版]、宇津徳治、共立出版、2001（￥5616）
４．地震調査研究推進本部「日本の地震活動」　http://www.hp1039.jishin.
go.jp/eqchr/eqchrfrm.htm
５．ウエッブテキスト2000版「強震動の基礎」
http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/gk/publication/index.html

【成績評価の方法と基準】
中間レポート [40%]と期末試験 [60%]により成績を評価する。レポート課題
の範囲は、[専門基礎学力]として、地震の発生メカニズムや地震の特性などの
基礎項目の理解度や振動解析の基礎力、ならびに [専門知識の活用・応用能力]
として、各種構造物の耐震設計、耐震補強などに係わる事項の理解力を評価
する。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
後日記載する
【Outline (in English)】
(Course outline)
Study the basics of seismic engineering. It is especially important for
structural design and disaster prevention.
(Learning Objectives)
In this course, we will learn three basic themes.
(1) Mechanisms and characteristics of earthquakes in Japan
(2) Vibration analysis method
(3) Seismic design method and earthquake resistant reinforcement
method (bridge, foundation, underground structure, embankment, etc.)
(Learning activities outside of classroom)
Textbooks are used in class. Prepare the relevant parts in advance.
(Grading Criteria /Policy)
Grades will be evaluated based on midterm reports [60%] and final
exams [40%].
Students who are absent 4 or more times will not receive credits
(Evaluation D)
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ADE300NC（建築学 / Architecture and building engineering 300）

建築法規（都市）

飯田　直彦

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この講義では建築物の単体規定及び集団規定さらにこれらのファミリーとも
いえる耐震防火改修、バリアフリー、省エネ、リサイクル、景観・みどり・屋
外広告物、宅地防災などの基準や手続きからなる多様多彩な建築関連法令の
概要や目的をその社会的背景や計画的あるいは工学的な意味や意図とあわせ
て学ぶ。君の都市デザインや建築設計をより合理的かつ実行可能なものにす
る上で必要な基本的な姿勢や考え方を培っていく。
【到達目標】
１．建築関連法令の読み方と解釈力を習得できる
２．建築関連法令の内容と趣旨を説明できる力を習得できる
３．法令の本旨を織り込んだプランニングやデザインをする力を習得できる
４．建築士試験受験の基礎を習得できる
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
　一般に長文で複雑な建築法規の理解には、これを節や句に分解して条文の構
造を把握した上で、その条文の時代における、社会経済的な背景を知り、か
つ各種工学や都市計画や行政法学などの理論で補うことが欠かせない。
　そこで、講義の第1回から第8回にかけては建築基準法に定める単体規定及
び集団規定ほかをそれらの要点、背景そして目的を、テキスト（教科書）や
授業資料を用いて、その実例を示し、例題を解きながら、学ぶ。次に第9回か
ら第14回にかけてはこれらを応用あるいは展開する職業専門家に着目して、
これからの建築関係法令を展望する。なお、これら学んだ法規を、他者に図
解などして平易に説明でき、かつ、君らしいデザインの姿勢や方針をスケッ
チやイメージや文章を通じて表明できるよう、君は後述する計２回の課題レ
ポートを作成・改良する。以上の進め方と方法の具体詳細については講義や
Hoppiiにおいて紹介する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 まちやいえでみかける

建築法規
・建築物の特徴からみた建築法規の
存在意義。
・まちやいえでみかける建築法規の
一例。
・この講義全体の編成とねらい。
・最低の水準を示す基準vs推奨する
水準を示す基準 (indexとcriteria)。

2 室内環境に関する建築
法規（建築基準法単体規
定１）

室内環境(採光、換気、熱、音など）や
屋内移動安全に関する建築関連法規。
・法令条文の構成や語法
・ビル衛生法との関連性。

3 構造安全に関する建築
法規（建築基準法単体規
定２）

・質量vs力。
・構造躯体に加わる外力と生じる反
力そして部材断面や骨組みを流れる
応力度。
・建築物を構成する部材の特性。
・骨組みや地盤に生じるおける力の
エネルギーの伝達
・構造方法規定と構造計算規定の工
学的意味。

4 防火避難に関する建築
法規（建築基準法単体規
定３）

・火災時の火熱煙ガス等拡大と在館
者の行動特性とに応じた防火避難規
定（特殊建築物，建築物の構造や階
数など）。
・消防活動を支える防火避難規定（消
防法を含む）。
・性能設計された建築物での行為制限
・建築火災と市街地火災 (集団規定と
の相補）。

5 建築物と各種インフラ・
公共公益サービスとを関
係づける建築法規（都市
計画関連法規との連携）

道路，上下水道，河川，公園，電気
ガス，廃棄物処理などと建築物との
関わり。
・敷地分割を制限する理由
・開発許可制度と建築確認制度との
連係
・建築物にとって必要な公共財の整
備経営。

6 建築物と敷地と接する道
路に関する建築法規（建
築基準法集団規定１）

・敷地の定義と接道義務規定。
・多様な道路（位置指定道路、２項道
路、３項道路、都市計画道路、私道、
敷地内通路など）。
・道路幅員に応じた沿線建築物の用
途や規模などの制限

7 建築物の用途や高さ等
に関する建築法規（建築
基準法集団規定２）

・用途地域ほかにおける用途や高さ
等を制限する理由（相性悪い用途と
補いあう用途、影響力ある用途と影
響受けやすい用途、その建築用途が
必要とする公共公益サービス種類、
高さや壁面後退等による相隣調整）。
・相隣調整する他の法規（営業開設許
可制や他の環境公害法令）との相補。
・用途純化志向vs異種用途共生志向。

8 建築物群の密度に関す
る建築法規（建築基準法
集団規定３）

・容積率制限・建蔽率制限・最低敷地
面積制限などの趣旨
・一敷地一建築物原則と一団地認定。
・地域特性に応じた地区計画制度。

9 住まいをめぐる市民と専
門家に関する建築法規
（住宅・宅地関係法ほか）

・すまいとライフステージ (含む住宅
金融や税制）。
・区分所有という仕組みと意思決定
（専用部分と共用部分）。
・性能表示制度、瑕疵担保責任、宅地
建物取引制度。

10 着工前、工事中及び使用
中の手続きに関する建
築法規（建築基準法総則
手続き規定ほか）

・建築確認・検査という仕組み。
・指定材料や型式適合判定という仕
組み。
・工程や品質の管理と工事監理。
・維持保全や定期報告制度。
・不服申し立てと裁決。

11 設計や施工や維持保全
や改修などを担う職業
専門家に関する建築法
規（建築士法ほか）

・資格登録制と業務請負契約。
・違反建築物対策
・監督処分や罰則
・継続的職能開発制度 (CPD制度）
・基準の原則と特例。
・つくる責任とつかう責任。

12 人口減少・少子高齢社会
における良質な建築ス
トックづくり（その１：
再生）

・既存不適格建築物とは何か？
・バリアフリー法・耐震改修促進法・
建築物省エネ法・建設物リサイクル
法ほか
・義務付ける基準と推奨する基準
・仕様書風の記述をする基準vs性能
を規定する記述をする基準。

13 人口減少・少子高齢社会
における良質な空間づ
くり（その２：アメニ
ティ）

・景観法、緑・屋外広告物関連法ほか
・パブリックスペースを活用しよう
とする法規
・空き家の再生と空き地の活用など
・すまう・働く・学ぶ・憩う・癒す・
育む・動く・集う空間づくり。

14 人口減少・少子高齢社会
における良質な地域社
会づくり（その３：各種
災害）

・浸水被害や土砂災害などへの宅地
防災、
（各種災害のおそれある区域における
重要な建築物とは？）
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【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
予習ではテキスト（教科書）の該当する文章や図表を一読する。復習では該
当する条文をインターネットや法令集で再確認するほか、建築法規の実際を
まちやいえでみつける。関係する建築法規の条文を法令集などから見つけ出
し、図表化しながら理解する。このうち、面白い、気になる、将来の自分に役
立つ等と感じた建築法規を後述するノートにメモすることで、課題レポート
の題材の一候補とする。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
五條渉　有田智一　石崎和志　萩原一郎　監修；First Stageシリーズ　建築
法規概論四訂版、実教出版、2023年10月、2,500円+税。このほか関連する
法令や、過去や最近、改訂された歴史や法令、諸外国での法令などを適宜、紹
介する。
【参考書】
建築基準法、建築基準法施行令などは、法令集のほか、法令データ提供シス
テム　電子政府の総合窓口ーeGovをたどると、また、都道府県や市区町村の
定める建築基準条例、建築基準条例施行規則などはその都道府県や市区町村
のホームページの例規集やGIS都市計画情報システムやハザードマップをた
どって閲覧する。このほか、都市計画やまちづくりのネット上の記事は豊富
で、まちでみかける道路、建築物、屋外広告物、地形、水、緑などのほか、事
故や災害を伝える新聞記事、郷土資料館や博物館などに展示された写真や模
型などから関係する建築法規に気づき、その理解を深める。
【成績評価の方法と基準】
２回の課題レポート（100%）。
課題レポートでは、自分が今後の都市デザインあるいは建築設計に特に役立
つと考えた建築法規についてその読み手を後輩または将来の自分を想定して
作成し、上記の到達目標への自分の到達点を確認する。第１回分はその企画
書、第２回分は完成版とし、その建築法規は第１回と第２回とで変更しても
いいし、第２回分では、関連させるべきではないかとあらたに気付いた建築
法規を増補してもいい。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
建築物が他の講義で学ぶ道路・上下水道・公園・河川などインフラと結びつい
ていることに気付く、との声をきいた。建築法規（都市）を君が学ぶ都市プ
ランニング・施設デザインあるいは環境システムにも役立てて欲しいことか
ら、他の講義、演習、実験などをしっかりと学んで欲しい。
【学生が準備すべき機器他】
お知らせや教材を”学習支援システム”（法政ポータルサイト:Hoppii）を通じ
て入手し、テキスト（教科書）とともに身近において欲しい。また、ノートを
一冊、用意して、テキスト（教科書）や教材にある建築法規の要点や図表（な
いしは教科書該当頁）を添えたメモ風に書き込み、受講やレポート作成に備
えて欲しい。
【その他の重要事項】
国・県・市の都市・建築指導行政に携わり、そして建築構造技術者からなる団
体での役員としての勤務経験を有する教員が建築法規の立法、執行及び遵守
における考え方や姿勢を講義する。
【Outline (in English)】
1)　General
In this course, we will learn about various legal rules and procedures
for the regulation of buildings such as building, zoning, aesthetic, sign
and green codes and so on. This course aims to provide you with key
concepts to make your plan or design works reasonable and practical.
2) Objectives
The goal of this course are to A, B, C and D for your career development;
-A: to find related development/building codes to interpret correctly;
-B: to illustrate your design works to get consent for your clients or
stakeholders;
-C: to skill up your design in harmony with the code;
-D: to lay the basis for your Kenchikushi-Exams.
3) Activities besides class room
Before/after each class meeting, you wlll be expected to do more than
two hours activities such as;
-A: to find out your worthy-deserving code in the textbook or other
reference materials on the "Hoppii and in the Hosei Library;
-B: to refer to such-deserving code through the Internet or on related
references;
-C: to take notes actual cases for such worthy-code in your house or
neighborhood;
-D: to prepare for your Interim/Final Report.
4) Grading Criteria
Grading will be done with both Interim(draft)　Report (50%) and Final
Report (50%) on your worthy explaining code.
See you again in ”Hoppii”in detail.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

水文気象学

鈴木　善晴

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水災害から人々の暮らしを守るための防災・減災対策を構築する
ため，あるいは，大気・海洋汚染をはじめとする環境問題の解決策
を探るためには，大気，降水，河川，海洋等に関連した物理現象をよ
く理解し，それらを解析・予測・評価するための工学的・数学的手
法を習得することが不可欠である．本授業では，水や熱の移動・循
環に伴う大気現象を主な対象とする水文気象学の分野について，基
礎的な知識の習得を目指すとともに，その工学上の役割や具体的な
応用事例について学習する．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育到達目標（JABEE）」にお
ける割合は，D（専門基礎学力）：70％，E（専門知識の活用・応用
能力）：30％である．具体的には，①様々な気象現象に対する具体
的なイメージを身に付けるとともに，より高度な専門学習に耐えう
る十分な基礎知識を習得する（D），②水工学分野の技術者として問
題解決に必要な知識や技術を適切に選び取ることができる応用力・
思考力を身に付ける（E），などが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．大気の鉛直構造と大規模な流れ，大
気の熱力学と鉛直安定度，降水過程（雨・雲の生成），大気における
放射・熱収支，メソスケールの現象と台風，気候変動と地球環境問
題，気象災害と観測・数値予報を主要なテーマとし，それらに関す
る基礎的な学習と問題演習を行う．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1.5コマ（前週
の復習およびフィードバックを含む），確認テストとその採点・訂正
に0.5コマ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内
容に関する解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各
自で「学習ノート」の作成を開始する．次に，学習内容への理解を
深めるため，授業の終盤に「確認テスト」に取り組む．第１～２回
と第１１～１２回の授業時にDVD鑑賞を行う予定（感想レポートを
作成・提出）．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 大気の鉛直構造と大

気循環 (1)
大気の化学組成，エーロゾル，
大気の鉛直構造，オゾン層，熱
輸送
　

② 大気の鉛直構造と大
気循環 (2)

ハドレー循環，フェレル循環，
コリオリ力，豪雨災害に関する
DVD鑑賞

③ 大気の熱力学と鉛直
安定度 (1)

気体の状態方程式，静力学（静
力学）平衡，高気圧・低気圧
　

④ 大気の熱力学と鉛直
安定度 (2)

水の相変化，水蒸気圧，熱力学
の第一法則，大気の安定度
　

⑤ 降水過程（雨・雲の
生成）(1)

雲粒および氷晶の生成，暖かい
雨の成長過程，終端落下速度
　

⑥ 降水過程（雨・雲の
生成）(2)

冷たい雨の成長過程，雲および
霧の種類と特徴，前線と気団
　

⑦ 大気における放射・
熱収支 (1)

太陽放射と太陽定数，黒体放射
とその物理法則，放射平衡
　

⑧ 大気における放射・
熱収支 (2)

放射収支，大気による放射の散
乱，放射の吸収と温室効果
　

⑨ メソスケールの現象
と台風 (1)

大気運動のスケール，ベナール
型対流，積乱雲の成長過程
　

⑩ メソスケールの現象
と台風 (2)

メソ対流系および局地風の種類
と特徴，台風の構造と特徴
　

⑪ 気候変動と地球環境
問題 (1)

過去の気候変化と地球温暖化，
エルニーニョ現象，ヒートアイ
ランド現象

⑫ 気候変動と地球環境
問題 (2)

大気浮遊物質と越境汚染，酸性
雨，地球温暖化に関するDVD鑑
賞

⑬ 気象災害と観測・数
値予報 (1)

気象災害の分類と特徴，防災気
象情報，地上気象観測，アメダス
　

⑭ 気象災害と観測・数
値予報 (2)

気象レーダ・気象衛星観測，数値
予報の概要，全球・メソモデル
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じてインターネット検索等も活用しながら各自の「学習
ノート」を作成し，次回授業前日までに学習支援システムへ提出す
る．また，各回の学習内容に関する「確認テスト」に取り組み，採
点・訂正前後の答案を学習支援システムへ提出するとともに，授業
中の解説・補足説明やフィードバックも参考にして，各自で学習内
容全般の復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標
準とする．

【テキスト（教科書）】
　必要に応じて授業の際にプリントを配付する．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノート30％，確認テスト20％，レポート課題20％，期末試
験30％として，その合計点により評価を行う．合計点が60点以上
70点未満はC（C-，C+を含む），70点以上80点未満はB（B-，B+
を含む），80点以上90点未満はA（A-，A+を含む），90点以上はS
として評価する．
　ただし，全14コマの講義のうち欠席回数が4コマを超えた場合，
あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認めない（評価Dま
たはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの扱いとする．
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【学生の意見等からの気づき】
　特になし．

【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．また，確認テストや期末試験の際に「関数電卓」が
必要となる場合があるので各自で持参すること（持参し忘れた場合
も貸与はしない）．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
In order to create measures for disaster prevention and
mitigation that are necessary to protect civic lives from
water-related disasters, it is essential to deeply understand
phenomena relating with atmosphere, precipitation, river,
ocean and so on and also to learn engineering techniques
and mathematical methods for analysis, prediction and
evaluation of such phenomena. This course is designed to
acquire fundamental knowledge of hydrometeorology, that is
mainly relating with atmospheric phenomena caused by the
transfer and circulation of water and heat, and also to learn
some application examples. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on personal
study notebooks (30%), in-class exercises (20%), homework
reports (20%), and term-end examination (30%).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

海洋環境工学

東　博紀、越川　海

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
海洋に関する基礎的な知識から最新の科学的知見まで幅広に学習するととも
に、工学・環境学の技術者に必要な基礎理論と数理モデルを習得する。
【到達目標】
①沿岸・内湾～全球スケールにおける海の流動や循環、海洋の生態系など、海
岸工学・海洋学に関する基礎知識を幅広く習得する。
②津波・高潮、富栄養化、気候変動など、海にまつわる災害・環境問題を理解
する。
③海洋環境の保全・改善に向けた日本と世界の取組みを理解する。
④波の基礎理論および赤潮・貧酸素水塊の数理モデルを習得する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
配付資料を用いた講義・問題演習を行う。第1～10回および第13・14回では、
奇数回目において海洋学の基礎や海の災害・環境問題について総合的理解を
深め、偶数回目で前講義内容に関わる基礎理論の解説・問題演習を行う。第
11・12回では、海の環境保全・改善に関する日本と世界の取組みについて学
習する。リアクションペーパーの配布・提出を毎回行い、次の授業のはじめに
寄せられたコメント・質問を取り上げ、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、海の構造と

観測
海の深さ・海底地形、海の色、水温・
塩分・海水密度の鉛直構造、海の流
れと種類、潮汐の発生メカニズム、
海洋観測

2 波の基礎理論1(演習) 長波と深水波、微小振幅波理論の解
説と問題演習

3 海にまつわる災害～津
波と高潮～

津波・高潮の発生メカニズム、災害事
例、災害に伴って発生する環境問題

4 波の基礎理論2(演習) 微小振幅波理論 (第2回の続き)、分散
関係式、津波の伝播速度・到達時間
の解説と問題演習

5 沿岸・内湾の富栄養化問
題1

海洋生態系の基礎、生命の起源、水
生生物の種類と食物網、海洋の一次
生産、赤潮の発生メカニズム

6 生態系の数理解析1(演
習)

Excelを用いた赤潮・貧酸素水塊の
予測モデルの構築 (その1)

7 沿岸・内湾の富栄養化問
題2

干潟の種類、底生生物の種類、二枚
貝 (アサリ)の生活史、貧酸素水塊の
発生メカニズム、底生生物の水質浄
化作用

8 生態系の数理解析2(演
習)

Excelを用いた赤潮・貧酸素水塊の
予測モデルの構築 (その2)

9 わが国の沿岸環境の現
状と保全

環境基本法、水質汚濁防止法、排水
基準、環境基準、総量規制制度、生
活排水対策

10 生態系の数理解析3(演
習)

Excelを用いた赤潮・貧酸素水塊の
予測モデルの構築 (その3)

11 海洋環境保全のための
国際的取組み

海洋汚染防止に関する国際条約とわ
が国の取り組み

12 海洋資源開発と環境保全 海底鉱物資源の基礎知識、海底鉱物
資源開発の現状、海底鉱物資源開発
による環境影響

13 地球規模の大気・海洋循
環と温暖化の影響

水の状態変化、地球の水・熱循環、
地球規模の大気循環、海洋の風成循
環と熱塩循環、気候変動・地球温暖
化の影響

14 海洋循環の基礎理論 (演
習)

コリオリ力、地衡流の解説・問題演習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で使用したスライド資料、配布資料、問題演習 (全てエチュードにアップ
する)を復習する。第2・4・14回の問題演習では水理学が、第6・8・10回で
はExcelの表計算が基礎になるため、関連科目を復習してから授業に臨む。第
6・8・10回で構築した赤潮・貧酸素水塊予測モデルを用いたレポート課題に
取組む。本授業の準備・復習時間は2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
授業の際に資料や演習ファイルを配布する。
【参考書】
海洋学 (Paul R. Pinet著、東京大学大気海洋研究所監訳、東海大学出版会)、
海岸工学 (木村、森北出版)、沿岸の海洋物理学 (宇野木、東海大学出版会)

【成績評価の方法と基準】
波 (第1～4回)と海洋循環 (第13・14回)の基礎理論に関する単元課題30％、
授業(第5～10回)で作成する赤潮・貧酸素水塊のExcelモデルを用いたレポー
ト70％を標準的な配点として、その合計点で評価する。なお、4回を超える
欠席は単位取得を認めない (評価DまたはE)。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の授業では、毎回出席票(リアクションペーパー)を配付・回収し、授業
で分からなかったところや授業の改善要望などを自由形式で記述してもらい、
学生の理解度の把握や意見の収集に努めた。寄せられた質問については次回
の講義で補足説明を行うなど、授業にフィードバックさせた。引き続き、今年
度も可能な限り学生からの質問や要望を集め、分かりやすい授業に努めたい。
【学生が準備すべき機器他】
●毎回ノートパソコンを持参すること（特に、第6・8・10回は演習でExcel
を使用するため必須）。忘れても貸し出しはしない。
●レポート課題の提出には学習支援システムを利用する。
【その他の重要事項】
現役の研究者が、海洋学と環境保全に関する基礎理論から最新の科学的知見
までを幅広に紹介・解説するとともに、人間活動が海域環境に及ぼす影響を
予測する数値シミュレーションモデルについて指導する。
【Outline (in English)】
This course deals with the oceanography for civil and environmental
engineering. The goals of this course are to understand basic knowledge
of oceanography, especially mathematical physical theories, numerical
modelling for coastal biogeochemical cycles, and national/international
environmental management. Before/after each class meeting, students
will be expected to spend two hours to understand the course content.
Your overall grade in the class will be decided based on term-end report
(70%) and short reports (30%).
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

流域水文学

鈴木　善晴

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水災害から人々の暮らしを守るための防災・減災対策を構築する
ため，あるいは，大気・海洋汚染をはじめとする環境問題の解決策
を探るためには，大気，降水，河川，海洋等に関連した物理現象をよ
く理解し，それらを解析・予測・評価するための工学的・数学的手
法を習得することが不可欠である．本授業では，河川，水資源，上
下水道等に関わる水工学の基盤分野として，流域水文学に関する基
礎的な知識・技術の習得を目指すとともに，具体的な応用事例につ
いて学習する．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育到達目標（JABEE）」に
おける割合は，D（専門基礎学力）：20％，E（専門知識の活用・
応用能力）：60％，F（総合デザイン能力）：20％である．具体的
には，①様々な水文現象に対する具体的なイメージを身に付けると
ともに，より高度な専門学習に耐えうる十分な基礎知識を習得する
（D），②水工学分野の技術者として問題解決に必要な知識や技術を
適切に選び取ることができる応用力・思考力を身に付ける（E，F），
などが本授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．水循環と水文過程（水文学の定義と
体系），流域平均雨量の把握（点から面への展開），水文統計・水工
計画（確率水文量の推定），流域水収支と流出成分（有効雨量と流出
成分の分離），流出モデルと流出解析（流出モデルの分類と特徴）を
主要なテーマとし，それらに関する演習課題への取り組みを通じて
理解を深める．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識の学習に1コマ（前週の復習
およびフィードバックを含む），演習問題への取り組みに1コマ程度
の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関する解説
を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学習ノー
ト」の作成を開始する．次に，学習内容への理解を深めるため，授
業の後半は各回の主要テーマに関する「演習問題」に取り組み，ヒ
ントや補足説明を聴きながら各自で答案を作成する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 水循環と水文過程 (1) 水文学の定義と体系，地球上の

水循環，様々な水文過程
　

② 水循環と水文過程 (2) 第1回の講義内容に関する問題
演習
　

③ 流域平均雨量の把握
(1)

水循環系の状況変化，流域平均
雨量（点から面への展開）
　

④ 流域平均雨量の把握
(2)

第3回の講義内容に関する問題
演習
　

⑤ 水文統計・水工計画
(1)

確率水文量の推定，確率分布，
超過・非超過確率，再現期間
　

⑥ 水文統計・水工計画
(2)

第5回の講義内容に関する問題
演習
　

⑦ 流域水収支と流出成
分 (1)

流出と蒸発散，有効雨量・損失雨
量，有効雨量と流出成分の分離
　

⑧ 流域水収支と流出成
分 (2)

第7回の講義内容に関する問題
演習
　

⑨ 流出モデルと流出解
析 (1)

流出モデルの分類と特徴，単位
図法（ユニットハイドログラフ）
　

⑩ 流出モデルと流出解
析 (2)

第9回の講義内容に関する問題
演習
　

⑪ 流出モデルと流出解
析 (3)

合理式によるピーク流量の推算，
タンクモデルと貯留関数法
　

⑫ 流出モデルと流出解
析 (4)

第11回の講義内容に関する問題
演習
　

⑬ 総括・復習 (1) 第1回から第12回までの総括お
よび復習として期末試験を実施
　

⑭ 総括・復習 (2) 第13回の期末試験に関する補足
説明
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　必要に応じてインターネット検索等も活用しながら各自の「学習
ノート」を作成し，次回授業前日までに学習支援システムへ提出す
る．また，次回授業時の補足説明やフィードバックも参考にして，
各自で演習問題および学習内容全般の復習を行う．本授業の準備学
習・復習時間は各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　必要に応じて授業の際にプリントを配付する．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容30％，演習問題への取り組み40％，期末試験
30％の配点とし，その合計点により評価を行う．合計点が60点以上
70点未満はC（C-，C+を含む），70点以上80点未満はB（B-，B+
を含む），80点以上90点未満はA（A-，A+を含む），90点以上はS
として評価する．
　ただし，全14コマの講義のうち欠席回数が4コマを超えた場合，
あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認めない（評価Dま
たはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．また，演習問題への取り組みや期末試験の際に「関
数電卓」が必要となる場合があるので持参すること（持参し忘れた
場合も貸与はしない）．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
In order to create measures for disaster prevention and
mitigation that are necessary to protect civic lives from
water-related disasters, it is essential to deeply understand
phenomena relating with atmosphere, precipitation, river,
ocean and so on and also to learn engineering techniques and
mathematical methods for analysis, prediction and evaluation
of such phenomena. This course is designed to acquire
fundamental knowledge of watershed hydrology, that is a
foundation of water engineering relating with river, water
resources, water supply and sewerage, and also to learn
some application examples. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on personal
study notebooks (30%), in-class exercises (40%), and term-end
examination (30%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

溝渕　利明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録：80％，卒業研究1報告書：20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
Learning Objectives
The Learning Objectives is to acquire the ability to identify problems,
the ability to solve problems, and the ability to communicate through the
execution of graduation research and to understand the issues, clarify
the background, support the issues with indicators, predict the future
of the problems and issues, etc., using objective explanatory materials,
and have the ability to explain them at a level that anyone can easily
understand.
Learning activities outside of classroom
It is to proceed with graduation research in the laboratory.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Comprehensive evaluation will be made based on the status of research
efforts and Graduation Research 1 Report.
Graduation research 1 implementation record: 80% Graduation
research 1 report: 20%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

今井　龍一

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Attitude to study on a daily basis:80%，Graduation Research 1
Report:20%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

内田　大介

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Attitude to study on a daily basis:80%，Graduation Research 1
Report:20%，
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

高見　公雄

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
時間調整上必要な場合にリモート方式を採り入れる場合がある。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Attitude to study on a daily basis:80%，Graduation Research 1
Report:20%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

鈴木　善晴

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水工学の分野の中から各自が選択した研究テーマに関するの基礎
的な知識や，コンピュータやプログラミング等に関する基本的なス
キルを習得するとともに，各自の研究テーマに関する具体的な研究
課題に取り組むことで，卒業論文の執筆に必要な知識やスキルのレ
ベルアップを目指す．

【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読す
ることで関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題へ
の取り組みを通じてコンピュータやプログラミング等に関する基本
的なスキルを習得する．さらには，各自の研究テーマにおける具体
的な問題・課題への認識および理解を深め，卒業論文の執筆へ向け
た研究計画を自ら立案・実行することができるように各自のレベル
アップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業における学習目
標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　水工学の分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り
組む．既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習
得等を通じて各自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，
研究室全体の進捗報告や担当教員との個別ミーティングを交えなが
ら独自に調査・解析を進め，最終成果としての卒業論文の執筆を目
指す．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍

や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
担当教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータや
プログラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な
研究課題への取り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が
必要である．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．

【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．

【成績評価の方法と基準】
　研究への取り組み状況・実施記録（80％），卒業研究１報告書（20％）
により総合的に評価を行う．ただし，研究従事時間が90時間未満の
場合には不合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

【学生が準備すべき機器他】
　特になし

【その他の重要事項】
　特になし

【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an
engineer / researcher and to improve the ability to organize and
solve problems based on the specialized knowledge acquired
by the third year. The course format is different from
other subjects, and each student conducts research on issues
according to the specialized field of the academic advisor. The
results will be submitted as a graduation thesis and will be
examined. In the process, cultivate the ability to compile and
publish treatises. Before/after each activity in the lab, students
will be expected to spend hour hours to study about research
technique and knowledge. Grading will be decided based on
the quality of the students’ performance in the lab (80%), and
research report (20%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

福島　秀哉、荻原　知子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室での作業やフィールドにおける調査等によって、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
Outline: The purpose of this course is to improve the qualifications as
an engineer / researcher and to improve the ability to organize and solve
problems based on the specialized knowledge acquired by the third year.
The course format is different from other subjects, and each student
conducts research on issues according to the specialized field of the
academic advisor. The results will be submitted as a graduation thesis
and will be examined. In the process, cultivate the ability to compile
and publish treatises.
Objectives: To acquire the ability to find, solve, and communicate
problems through the execution of graduation research.
To understand the issues, clarify the background, corroborate with
indicators, and predict the future of the issues through logical
explanations using objective materials.
Learning activities outside of classroom: Research will be conducted
through work in the laboratory and surveys in the field.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours.
Grading Criteria /Policy: The students will be evaluated comprehen-
sively on the basis of their research efforts and graduation research
report.
Graduation Research Record: 80%, Graduation Research Report: 20%.
However, students who have spent less than 90 hours on research will
fail.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

山本　佳士

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録：80％，卒業研究1報告書：20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
Learning Objectives
The Learning Objectives is to acquire the ability to identify problems,
the ability to solve problems, and the ability to communicate through the
execution of graduation research and to understand the issues, clarify
the background, support the issues with indicators, predict the future
of the problems and issues, etc., using objective explanatory materials,
and have the ability to explain them at a level that anyone can easily
understand. Learning activities outside of classroom It is to proceed
with graduation research in the laboratory.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Comprehensive evaluation will be made based on the status of research
efforts and Graduation Research 1 Report. Graduation research 1
implementation record: 80% Graduation research 1 report: 20%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

酒井　久和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる
14 研究の実施 研究成果をまとめる
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。

【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録： 80％，卒業研究1報告書： 20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The goal of this course is to prepare students for engineering or science
careers. Problem-solving skills will be developed using the technical
knowledge obtained in their three years of university study. The form
of classes differs from other subjects. Students will conduct research
on each subject related to their supervisor’s field of study. The results
of this study will be completed and defended in their senior thesis.
Students will cultivate their writing and presentation skills through
work in this course.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
The students will be evaluated comprehensively on the basis of their
research efforts and the Graduation Research 1 Report as follows;
Graduate Research 1 Implementation Record: 80%, Graduate Research
1 Report: 20%, provided that students who have spent less than 90
hours on research will fail.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究１（都市）

道奥　康治

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，3年次までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者として
の資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とした
ものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野に
応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身に
つける。
課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・課
題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に理
解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
対面形式を基本として，状況に応じてオンラインを含めながら授業を実施す
る．授業計画の変更がある場合にはその都度，関係学生に周知する．
各テーマについて、受講生一人一人が文献調査、解析、統計分析等を通して
研究を行う。
定例会における発表および指導教員との個別面談により、研究の進め方やそ
の進捗状況について確認する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 課題の設定 卒業研究とは何か、そして研究室が

担う学問領域はどういうものかの理
解を深める。

2 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

問題について多面的に考察するとと
もに、関連すると思われる先行論文
を読み込み、都市計画的な論理思考
を理解する。

3 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

4 研究テーマの理解
関連・先行論文の読解

関連・先行論文を読み込むことで、
自己の研究テーマを絞りこんでいく。

5 研究テーマの理解
基礎的課題の実施

研究テーマを仮に決め、その分野に
関する情報収集を図る。

6 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

7 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

8 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

9 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

10 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

11 研究の実施 研究テーマに沿った客観情報、各種
統計資料等を収集、整理、分析する。

12 研究の実施 これまでの研究内容を概観し、研究
テーマの再確認を行う。

13 研究の実施 研究成果をまとめる。
14 研究の実施 研究成果をまとめる。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
研究室にて、卒業研究を進める。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
必要に応じて紹介する。
【参考書】
必要に応じて紹介する。
【成績評価の方法と基準】
下記の評価基準を基本としながら成績評価の方法と基準を随時調整する．具
体的には研究室ゼミなどを通して別途示す．
研究への取り組み状況，卒業研究１報告書により総合的に評価する．
卒業研究1実施記録：80％，卒業研究1報告書：20％
ただし，研究従事時間が90時間未満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
なし
【その他の重要事項】
豊富な教育研究指導経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
(Course outline)
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the third year. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
（Learning Objectives）
Acquire the ability to identify problems, the ability to solve problems,
and the ability to communicate through the performance of graduation
research. Understand engineering issues and background, predict the
problems and issues in future, etc..
（Learning activities outside of classroom）
Carry out graduation research in the laboratory and at home. The
standard time for preparation and review for this class is 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）
Based on the following evaluation criteria, the method and criteria for
grade evaluation will be adjusted as needed. Specifics will be shown
separately through laboratory seminars. Comprehensive evaluation
will be made based on the status of research efforts and graduation
research 1 report. Graduation Research 1 implementation record: 80%,
Graduation Research 1 report: 20%. However, applicants who have
engaged in research for less than 90 hours will be disqualified.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

溝渕　利明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学

術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
The Learning Objectives is to acquire basic knowledge, including related
fields, by carefully reading reference materials such as books and
academic papers related to individual research themes. And, students
acquire basic skills related to computers and programming through
working on exercises. In addition, students will deepen their awareness
and understanding of specific problems and issues in their research
themes and improve their level (problem-solving ability) so that they
can formulate and implement their own research plan for writing their
graduation thesis.
Learning activities outside of classroom
A wide range of continuous learning outside of class is required, such
as acquiring basic knowledge related to individual research themes,
acquiring basic skills related to computers and programming, and
working on specific research issues.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Intermediate Presentation, Graduation Research 2 Applicants who pass
the Intermediate review of the Intermediate report will be evaluated
based on their research efforts and final review (graduation thesis,
research summary, research presentation).
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The evaluation will be based on the status of research efforts,
graduation thesis (50%), research summary (25%), and research
presentation (25%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

今井　龍一

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学

術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけん引する高
度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定である。
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
Students who have passed the mid-term examination of the mid-term
report will be evaluated on the basis of their commitment to the research
and the final examination (graduation thesis, research outline, and
research presentation).
The evaluation will be based on the status of research efforts and
a weighting of 50% for the graduation research paper, 25% for the
research outline, and 25% for the research presentation.
Students who work less than 180 hours on research will fail the
examination.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

内田　大介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学

術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
・Learning Objectives
Acquire the ability to find, solve, and communicate problems through
the performance of graduation research.
・Learning activities outside of classroom
Conduct graduation research in the laboratory. Standard study time is
2 hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Graduation thesis and Attitude to study on a daily basis:50%, Summary
of research:25%, research presentation:25%

— 593 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

高見　公雄

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本科目は，4年前期までに得られた専門知識を基礎とし，技術者・研究者とし
ての資質の向上,問題を整理して解決するための能力をみがくことを目的とし
たものである。他の科目とは履修形態が異なり，各学生は指導教員の専門分野
に応じた課題についての研究を行う。その成果は卒業論文として提出し，審査
を受けることになる。その過程で，論文をまとめ，かつ発表する能力を培う。
【到達目標】
　卒業研究の遂行を通して、問題を見つける力、解決する力、伝える力を身
につける。
　課題を理解し、背景の解明、課題とされる事項の指標による裏付け、問題・
課題の将来予測などについて、客観的な説明資料を用いて、誰でもが平易に
理解できるレベルでの説明力を求める。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 研究テーマの理解と多

面的検証
AB期までに確定した研究テーマにつ
いて，中間まとめを踏まえ一層多角
的観点からの確認を行う

② 論文の構成展望 様々に収集した研究テーマに即した
情報を整理し，論文構成にどのよう
に活用していくかの展望を整理する
　

③ 研究の実施、深度化 (1) とりまとめに向け，深度化を図る項
目を抽出し，一層の情報収集または
分析を進める
　

④ 研究の実施、深度化 (2) とりまとめに向け，深度化を図る項
目を抽出し，一層の情報収集または
分析を進める

⑤ 研究の実施、深度化 (3) とりまとめに向け，深度化を図る項
目を抽出し，一層の情報収集または
分析を進める
　

⑥ 研究の実施、深度化 (4) とりまとめに向け，深度化を図る項
目を抽出し，一層の情報収集または
分析を進める

⑦ 研究の実施、深度化 (5) とりまとめに向け，深度化を図る項
目を抽出し，一層の情報収集または
分析を進める
　

⑧ 研究の実施、深度化 (6) とりまとめに向け，深度化を図る項
目を抽出し，一層の情報収集または
分析を進める
　

⑨ 論文構成の再点検 (1) これまでの情報収集，分析を踏まえ
想定していた論文の構成を再点検し，
必要な修正を行う
　

⑩ 論文構成の再点検 (2) これまでの情報収集，分析を踏まえ
想定していた論文の構成を再点検し，
必要な修正を行う
　

⑪ 取りまとめへの取り組
み (1)

取りまとめへの取り組み着手，指導
教員とのディスカッション
　
　

⑫ 取りまとめへの取り組
み (2)

取りまとめの深度化，指導教員との
ディスカッション
　

⑬ 取りまとめへの取り組
み (3)

取りまとめの深度化，指導教員との
ディスカッション
　
　

⑭ 取りまとめへの取り組
み (4)

取りまとめの深度化，指導教員との
ディスカッション．プレゼンテー
ションの観点からの点検と修正
　
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
最低限の学習時間は規定されているものの，効率的により深く意義ある成果
を得ることを目標に，授業時間という概念よりも，研究に向かう時間管理が
重要となる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
豊富な実務経験を有する専任教員が，専門内容の研究指導を行う．
【Outline (in English)】
The purpose of this course is to improve the qualifications as an engineer
/ researcher and to improve the ability to organize and solve problems
based on the specialized knowledge acquired by the previous term. The
course format is different from other subjects, and each student conducts
research on issues according to the specialized field of the academic
advisor. The results will be submitted as a graduation thesis and will
be examined. In the process, cultivate the ability to compile and publish
treatises.
Students who have passed the mid-term examination of the mid-term
report will be evaluated on the basis of their commitment to the research
and the final examination (graduation thesis, research outline, and
research presentation).
The evaluation will be based on the status of research efforts and
a weighting of 50% for the graduation research paper, 25% for the
research outline, and 25% for the research presentation.
Students who work less than 180 hours on research will fail the
examination.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

鈴木　善晴

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　水工学の分野の中から各自が選択した研究テーマに関するの基礎
的な知識や，コンピュータやプログラミング等に関する基本的なス
キルを習得するとともに，各自の研究テーマに関する具体的な研究
課題に取り組むことで，卒業論文の執筆に必要な知識やスキルのレ
ベルアップを目指す．

【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読す
ることで関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題へ
の取り組みを通じてコンピュータやプログラミング等に関する基本
的なスキルを習得する．さらには，各自の研究テーマにおける具体
的な問題・課題への認識および理解を深め，卒業論文の執筆へ向け
た研究計画を自ら立案・実行することができるように各自のレベル
アップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業における学習目
標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　水工学の分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り
組む．既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習
得等を通じて各自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，
研究室全体の進捗報告や担当教員との個別ミーティングを交えなが
ら独自に調査・解析を進め，最終成果としての卒業論文の執筆を目
指す．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍

や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍
や学術論文等の精読，既往研究
のレビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング
等に関する課題演習，各種分析
手法に関する基礎学習・課題
演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的
な研究課題に関する調査・解析，
指導教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータや
プログラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な
研究課題への取り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が
必要である．本授業の準備学習・復習時間は各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．

【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
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【成績評価の方法と基準】
　中間発表・卒業研究2中間報告書に基づいた中間審査を経て，研究
への取り組み状況および最終審査（卒業研究論文，論文概要，研究
発表）により総合的に評価を行う．各評価項目の比率は，研究への
取り組み状況と卒業研究論文50％，論文概要25％，研究発表25％
とする．ただし，研究従事時間が180時間未満の場合には不合格と
する．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
　特になし

【その他の重要事項】
　特になし

【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme
selected from the specialized field and basic skills related to
computers, programming, etc., and by tackling specific issues
related to each research theme, the student improves the
level of knowledge and skills necessary for writing graduation
thesis. Before/after each activity in the lab, students will
be expected to spend hour hours to study about research
technique and knowledge. Grading will be decided based on
the quality of the students’ performance in the lab including
the thesis (50%), research abstract (25%), and research
presentation (25%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

福井　恒明、荻原　知子

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学

術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、4時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
Outline:
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
Objectives:
To acquire basic knowledge of related fields by reading books, academic
papers, and other reference materials related to their own research
themes. In addition, students will acquire basic skills related to
computers and programming by working on exercises. Furthermore,
the learning goal of this class is to deepen students’ understanding of
specific problems and issues in their research themes and to improve
their problem-solving skills so that they can formulate and implement
their own research plans for writing their graduation theses.
Learning activities outside of classroom:
　 A wide range of continuous learning outside of class time is
required, including acquisition of basic knowledge of each student’s
research theme, acquisition of basic skills related to computers and
programming, etc., and work on specific research problems.
The standard preparation and review time for this class is 4 hours.
Grading Criteria /Policy:
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Students who have passed the interim review of their interim
presentation and interim graduation research report will be evaluated
based on their research efforts and the final review (graduation research
paper, research outline, and research presentation). The evaluation will
be based on the weighting of the student’s research efforts, graduation
research thesis (50%), research outline (25%), and research presentation
(25%). However, students who have spent less than 180 hours on
research will fail the examination.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

山本　佳士

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学

術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
The Learning Objectives is to acquire basic knowledge, including related
fields, by carefully reading reference materials such as books and
academic papers related to individual research themes. And, students
acquire basic skills related to computers and programming through
working on exercises. In addition, students will deepen their awareness
and understanding of specific problems and issues in their research
themes and improve their level (problem-solving ability) so that they
can formulate and implement their own research plan for writing their
graduation thesis.
Learning activities outside of classroom
A wide range of continuous learning outside of class is required, such
as acquiring basic knowledge related to individual research themes,
acquiring basic skills related to computers and programming, and
working on specific research issues.
The standard time for preparation and review for this class is 2 hours
each.
Grading Criteria /Policy
Intermediate Presentation, Graduation Research 2 Applicants who pass
the Intermediate review of the Intermediate report will be evaluated
based on their research efforts and final review (graduation thesis,
research summary, research presentation).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

酒井　久和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学

術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する計画，設計，製作，施工に関わる豊富な業務経験を有する
専任教員が，研究指導を行う．
【Outline (in English)】
In this course, students will acquire basic knowledge about the topic of
their thesis as well as basic computer and programming skills. Tasked
with concrete topics, students will obtain the higher-level skills and
knowledge necessary for writing their thesis.
The students will be evaluated comprehensively as follows;
Presentation: 25%, Abstract: 25%, Thesis: 50%, provided that students
who have spent less than 180 hours on research will fail.
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CST400NC（土木工学 / Civil engineering 400）

卒業研究２（都市）

道奥　康治

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　専門分野の中から各自が選択した研究テーマに関する基礎的な知識や，コ
ンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得するとともに，
各自の研究テーマに関する具体的な研究課題に取り組むことで，卒業論文の
執筆に必要な知識やスキルのレベルアップを目指す．
【到達目標】
　各自の研究テーマに関する書籍や学術論文等の参考文献を精読することで
関連分野も含めた基礎知識を習得する．また，演習課題への取り組みを通じ
てコンピュータやプログラミング等に関する基本的なスキルを習得する．さ
らには，各自の研究テーマにおける具体的な問題・課題への認識および理解
を深め，卒業論文の執筆へ向けた研究計画を自ら立案・実行することができ
るように各自のレベルアップ（問題解決能力の向上）を図ることが本授業に
おける学習目標となる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力 15%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 15%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP3」
「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
　研究室の専攻分野に関する個別の研究テーマを設定し問題解決に取り組む．
既往研究のレビューや数値モデルの理解，各種分析手法の習得等を通じて各
自の基礎的・専門的スキルの向上を図るとともに，指導教員とのディスカッ
ションを交えながら独自に調査・解析を進め，学会でのプレゼンや学術論文
執筆による成果発表にも積極的に取り組みながら最終成果としての卒業論文
の執筆を目指す．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 基礎知識の習得 (1) 各自の研究テーマに関する書籍や学

術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

② 基礎知識の習得 (2) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

③ 基礎知識の習得 (3) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

④ 基礎知識の習得 (4) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑤ 基礎知識の習得 (5) 各自の研究テーマに関する書籍や学
術論文等の精読，既往研究のレ
ビュー，数値モデルの理解
　

⑥ 基本スキルの習得 (1) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑦ 基本スキルの習得 (2) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑧ 基本スキルの習得 (3) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑨ 基本スキルの習得 (4) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑩ 基本スキルの習得 (5) コンピュータやプログラミング等に
関する課題演習，各種分析手法に関
する基礎学習・課題演習
　

⑪ 課題への取り組み (1) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑫ 課題への取り組み (2) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑬ 課題への取り組み (3) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

⑭ 課題への取り組み (4) 研究プランの立案・検討，具体的な
研究課題に関する調査・解析，指導
教員とのディスカッション
　

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　各自の研究テーマに関するの基礎的な知識の習得，コンピュータやプログ
ラミング等に関する基本的なスキルの習得，および具体的な研究課題への取
り組みなど，授業時間外における幅広い継続学習が必要である．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【参考書】
　研究テーマに応じて担当教員より適宜指示する．
【成績評価の方法と基準】
　中間発表，卒業研究2中間報告書に対する中間審査を合格した者に対して，
研究への取り組み状況，最終審査（卒業研究論文，研究概要，研究発表）に
より評価する．評価は研究への取り組み状況と卒業研究論文50%，研究概要
25%，研究発表25%の重み付けとする．ただし，研究従事時間が180時間未
満の場合には不合格とする．
【学生の意見等からの気づき】
　特になし
【学生が準備すべき機器他】
　特になし
【その他の重要事項】
土木分野に関する豊富な教育研究指導経験を有する専任教員が，研究指導を
行う．
【Outline (in English)】
(Course outline)
By acquiring basic knowledge about the research theme selected from
the specialized field and basic skills related to computers, programming,
etc., and by tackling specific issues related to each research theme, the
student improves the level of knowledge and skills necessary for writing
graduation thesis.
（Learning Objectives）
Acquire basic knowledge in the assigned theme by reading literatures
related to individual research themes. Students develop basic skills
related to computers and programming through working on exercises.
In addition, students deepen their understanding of specific issues in
their research themes, and improve their problem-solving ability so that
they can formulate and implement their own research plan for writing
their graduation thesis.
（Learning activities outside of classroom）
A wide range of continuous learning outside of class is required, such
as acquiring basic knowledge related to individual research themes,
acquiring basic skills related to computers and programming, and
working on specific research issues. The standard time for preparation
and review for this class is 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）
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Interim Presentation, Graduation Research 2 Applicants who pass the
interim review of the interim report will be evaluated based on their
research efforts and final review (graduation thesis, research summary,
research presentation). The evaluation will be based on the status of
research efforts, graduation thesis (50%), research summary (25%), and
research presentation (25%). However, applicants who have engaged in
research for less than 180 hours will be disqualified.
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MAT100NC（数学 / Mathematics 100）

数学１及演習X

鈴木　善晴

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業では「微分・積分」および「線形代数」に関する講義およ
び問題演習を行う．はじめに高校における学習内容の復習を中心と
した問題演習を行うことで，初等関数の微分・積分について基礎概
念の理解と計算力の強化を図る．また，それを土台として，多変数
関数の微分・積分や微分方程式の解法などの発展的内容についてさ
らに問題演習を繰り返すことで，専門科目の学習に必要な数学的基
礎力や応用力の習得を目指す．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：60％，D（専門基礎学力）：40％
である．具体的には，①微分・積分の基礎知識を習得するだけでな
く，それらの意味するところや工学における役割を理解することが
できる（C），②問題演習を繰り返すことで，専門分野への応用にも
耐えうる十分な数学的基礎力・応用力を習得する（D），などが本授
業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．授業の前半は，高校における学習内
容の復習を中心とした問題演習を行うことで初等関数の微分・積分
について基礎概念の理解と計算力の強化を図る．また，授業の後半
は，多変数関数の微分・積分などの発展的内容について学習すると
ともに線形代数の基礎（前編）を学ぶことで，専門科目の学習に必
要な数学的基礎力・応用力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 微分・積分の基礎 数列の極限，関数の定義と性質，

三角関数と対数関数，逆三角関
数，双曲線関数

② 1変数関数の微分法
(1)

微分係数と導関数，様々な関数
の微分公式，合成関数・逆関数
の導関数，高階導関数

③ 1変数関数の微分法
(2)

平均値の定理，関数の増減と極
値，曲線の凹凸と変曲点，関数
の極限とロピタルの定理

④ 1変数関数の微分法
(3)

ニュートン法と近似計算，テイ
ラー展開・マクローリン展開

⑤ 1変数関数の積分法
(1)

置換積分法と部分積分法，有理
関数・無理関数の不定積分

⑥ 1変数関数の積分法
(2)

定積分の定義と性質，面積と体
積，曲線の長さ，広義積分

⑦ 多変数関数の微分法
(1)

2変数関数の基礎，偏導関数の
定義と意味，高階偏導関数，接
平面と全微分

⑧ 多変数関数の微分法
(2)

陰関数の微分，2変数関数の展
開，2変数関数の極値，ラグラン
ジュの未定乗数法

⑨ 多変数関数の積分法 重積分の定義と面積要素，累次
積分と重積分の計算，重積分の
変数変換とヤコビアン

⑩ 微分方程式の基礎 (1) 微分方程式の意味と役割，微分
方程式の解と初期条件，解曲線
群，変数分離形

⑪ 微分方程式の基礎 (2) 1階線形微分方程式，定数変化
法，2階線形微分方程式，固有方
程式とロンスキアン

⑫ 線形代数 (1)行列と
行列式の基礎

行列の定義と基本演算則，行列
式の定義と計算方法，行列式の
性質と余因子展開

⑬ 線形代数 (2)連立1次
方程式の解法

余因子行列の定義と逆行列の計
算方法，連立1次方程式の解法
とクラメルの公式

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括お
よび復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「微分積分学」，加藤末広・勝野恵子・谷口哲也，コロナ社．
○「初めて学ぶ線形代数」，宮崎直・勝野恵子・酒井祐貴子，培風館．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to learn differential and integral
calculus as well as linear algebra through a combination of lec-
tures and exercises. By reviewing elementary calculus taught
in high school, students are expected to deeply understand
fundamentals of calculus and enrich their calculation ability. It
is also aimed in this course to acquire basic and applied skills
in mathematics that are necessary for the study of specialized
subjects through advanced exercises of multivariable calculus
and differential equation. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on personal
study notebooks (20%), in-class exercises (20%), homework
reports (30%), and term-end examination (30%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NC（数学 / Mathematics 100）

数学１及演習Y

野村　次郎

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業では「微分・積分」および「線形代数」に関する講義およ
び問題演習を行う．はじめに高校における学習内容の復習を中心と
した問題演習を行うことで，初等関数の微分・積分について基礎概
念の理解と計算力の強化を図る．また，それを土台として，多変数
関数の微分・積分や微分方程式の解法などの発展的内容についてさ
らに問題演習を繰り返すことで，専門科目の学習に必要な数学的基
礎力や応用力の習得を目指す．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：60％，D（専門基礎学力）：40％
である．具体的には，①微分・積分の基礎知識を習得するだけでな
く，それらの意味するところや工学における役割を理解することが
できる（C），②問題演習を繰り返すことで，専門分野への応用にも
耐えうる十分な数学的基礎力・応用力を習得する（D），などが本授
業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．授業の前半は，高校における学習内
容の復習を中心とした問題演習を行うことで初等関数の微分・積分
について基礎概念の理解と計算力の強化を図る．また，授業の後半
は，多変数関数の微分・積分などの発展的内容について学習すると
ともに線形代数の基礎（前編）を学ぶことで，専門科目の学習に必
要な数学的基礎力・応用力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 微分・積分の基礎 数列の極限，関数の定義と性質，

三角関数と対数関数，逆三角関
数，双曲線関数

② 1変数関数の微分法
(1)

微分係数と導関数，様々な関数
の微分公式，合成関数・逆関数
の導関数，高階導関数

③ 1変数関数の微分法
(2)

平均値の定理，関数の増減と極
値，曲線の凹凸と変曲点，関数
の極限とロピタルの定理

④ 1変数関数の微分法
(3)

ニュートン法と近似計算，テイ
ラー展開・マクローリン展開

⑤ 1変数関数の積分法
(1)

置換積分法と部分積分法，有理
関数・無理関数の不定積分

⑥ 1変数関数の積分法
(2)

定積分の定義と性質，面積と体
積，曲線の長さ，広義積分

⑦ 多変数関数の微分法
(1)

2変数関数の基礎，偏導関数の
定義と意味，高階偏導関数，接
平面と全微分

⑧ 多変数関数の微分法
(2)

陰関数の微分，2変数関数の展
開，2変数関数の極値，ラグラン
ジュの未定乗数法

⑨ 多変数関数の積分法 重積分の定義と面積要素，累次
積分と重積分の計算，重積分の
変数変換とヤコビアン

⑩ 微分方程式の基礎 (1) 微分方程式の意味と役割，微分
方程式の解と初期条件，解曲線
群，変数分離形

⑪ 微分方程式の基礎 (2) 1階線形微分方程式，定数変化
法，2階線形微分方程式，固有方
程式とロンスキアン

⑫ 線形代数 (1)行列と
行列式の基礎

行列の定義と基本演算則，行列
式の定義と計算方法，行列式の
性質と余因子展開

⑬ 線形代数 (2)連立1次
方程式の解法

余因子行列の定義と逆行列の計
算方法，連立1次方程式の解法
とクラメルの公式

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括お
よび復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「微分積分学」，加藤末広・勝野恵子・谷口哲也，コロナ社．
○「初めて学ぶ線形代数」，宮崎直・勝野恵子・酒井祐貴子，培風館．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to learn differential and integral
calculus as well as linear algebra through a combination of lec-
tures and exercises. By reviewing elementary calculus taught
in high school, students are expected to deeply understand
fundamentals of calculus and enrich their calculation ability. It
is also aimed in this course to acquire basic and applied skills
in mathematics that are necessary for the study of specialized
subjects through advanced exercises of multivariable calculus
and differential equation. Before/after each class meeting,
students will be expected to spend four hours to understand
the course content. Grading will be decided based on personal
study notebooks (20%), in-class exercises (20%), homework
reports (30%), and term-end examination (30%).

— 606 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAT100NC（数学 / Mathematics 100）

数学２及演習X

野村　次郎

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業では「ベクトル解析」および「線形代数」に関する講義お
よび問題演習を行い，専門科目を学習するうえで有用となる多少高
度な数学的知識の習得を目指す．また，工学分野の初歩的・基礎的
なテーマに関する問題演習を通して，専門分野における数学的知識
の重要性を理解するとともに，ガウスの発散定理などの発展的内容
についてさらに問題演習を繰り返すことで，数学的理解力や論理的
思考力を身につけて欲しい．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：60％，D（専門基礎学力）：40％
である．具体的には，①ベクトル解析の基礎知識を習得するだけで
なく，それらの意味するところや工学における役割を理解すること
ができる（C），②問題演習を繰り返すことで，専門分野への応用に
も耐えうる十分な数学的基礎力・応用力を習得する（D），などが本
授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．授業の前半は，高校における学習内
容の復習を含む線形代数の基礎（後編）について学習するとともに，
ベクトルの内積・外積やベクトルの微分などの基礎的内容を理解・
習得する．また授業の後半は，ベクトルの線積分・面積分やガウス
の発散定理などの発展的内容について学習し，専門科目の学習に必
要な数学的応用力や計算力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 線形代数 (3)掃き出

し法と行列の階数
行基本変形と掃き出し法，行列
の階数（ランク）と解の自由度

② 線形代数 (4)固有値
と固有ベクトル

ベクトルの1次独立と1次従属，
行列の固有値と固有ベクトル

③ ベクトルの基本法則
と内積の計算法則

ベクトルの定義と基本法則，直
線と平面の方程式，内積の定義
と計算法則

④ 外積の定義・計算法
則と3重積

外積の定義と計算法則，スカ
ラー3重積とベクトル3重積

⑤ ベクトル関数の常微
分・偏微分

ベクトル関数の常微分・偏微分，
空間曲線と接線ベクトル，速度
と加速度

⑥ 曲線運動とフレネ・
セレの公式

弧長と単位接線ベクトル，曲
率・捩率とフレネ・セレの公式

⑦ 曲面のベクトル方程
式，ベクトル関数の
積分

曲面のベクトル方程式，ベクト
ル関数の不定積分・定積分，変
数変換とヤコビアン

⑧ スカラー場の勾配と
ベクトル場の発散

スカラー場とベクトル場，スカ
ラー場の勾配，方向微分係数，
ベクトル場の発散

⑨ スカラー・ポテン
シャルと保存力場

ベクトル場の回転，スカラー・
ポテンシャルと保存力場，微分
演算子に関する基本公式

⑩ スカラー場およびベ
クトル場の線積分

スカラー場・ベクトル場の線積
分とスカラー・ポテンシャル

⑪ スカラー場およびベ
クトル場の面積分

スカラー場・ベクトル場の面積
分，面積要素・面積要素ベクト
ルと正射影

⑫ ガウスの発散定理
（体積積分と面積分の
関係）

スカラー場・ベクトル場の体積
積分，ガウスの発散定理（体積
積分と面積分の関係）

⑬ ストークスの定理
（面積分と線積分の関
係）

平面におけるグリーンの定理，
ストークスの定理（面積分と線
積分の関係）

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括お
よび復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「Advancedベクトル解析」，立花俊一・勝野恵子・山口誠一・成
田清正・田川正賢，共立出版．
○「初めて学ぶ線形代数」，宮崎直・勝野恵子・酒井祐貴子，培風館．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to learn vector calculus and linear
algebra through a combination of lectures and exercises.
The students are expected to learn advanced knowledge in
mathematics that is necessary for the study of specialized
subjects and also to understand its importance in specialized
fields. It is also aimed in this course to acquire applied
skills in mathematics and also to strengthen calculation ability,
through advanced exercises of Gauss’s divergence theorem
and so on. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on personal study notebooks
(20%), in-class exercises (20%), homework reports (30%), and
term-end examination (30%).
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MAT100NC（数学 / Mathematics 100）

数学２及演習Y

鈴木　善晴

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　本授業では「ベクトル解析」および「線形代数」に関する講義お
よび問題演習を行い，専門科目を学習するうえで有用となる多少高
度な数学的知識の習得を目指す．また，工学分野の初歩的・基礎的
なテーマに関する問題演習を通して，専門分野における数学的知識
の重要性を理解するとともに，ガウスの発散定理などの発展的内容
についてさらに問題演習を繰り返すことで，数学的理解力や論理的
思考力を身につけて欲しい．

【到達目標】
　都市環境デザイン工学科の「学習・教育目標（JABEE）」におけ
る割合は，C（工学基礎学力）：60％，D（専門基礎学力）：40％
である．具体的には，①ベクトル解析の基礎知識を習得するだけで
なく，それらの意味するところや工学における役割を理解すること
ができる（C），②問題演習を繰り返すことで，専門分野への応用に
も耐えうる十分な数学的基礎力・応用力を習得する（D），などが本
授業における到達目標となる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　本授業では「学習支援システム」による資料配信・課題提出，お
よび「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）で資料を参照
しながらの受講を基本とする．授業の前半は，高校における学習内
容の復習を含む線形代数の基礎（後編）について学習するとともに，
ベクトルの内積・外積やベクトルの微分などの基礎的内容を理解・
習得する．また授業の後半は，ベクトルの線積分・面積分やガウス
の発散定理などの発展的内容について学習し，専門科目の学習に必
要な数学的応用力や計算力の習得を目指す．
　2コマの授業時間のうち，基礎知識と例題の学習に1コマ（前週の
復習およびフィードバックを含む），問題演習とその自己採点に1コ
マ程度の時間配分で授業を実施する．初めに各回の学習内容に関す
る解説を聴きながら配布資料の要点を理解したうえで，各自で「学
習ノート」の作成を開始する．次に「演習問題」についてヒントや
例題を参照しながら各自で解答，その後，解答例を参照しながら自
己採点および解答訂正を行う．
　授業時間外の学習課題として各回の学習内容に関する「宿題レポー
ト」を課すとともに，授業全体の総括・復習として第14回に期末試
験を実施する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
① 線形代数 (3)掃き出

し法と行列の階数
行基本変形と掃き出し法，行列
の階数（ランク）と解の自由度

② 線形代数 (4)固有値
と固有ベクトル

ベクトルの1次独立と1次従属，
行列の固有値と固有ベクトル

③ ベクトルの基本法則
と内積の計算法則

ベクトルの定義と基本法則，直
線と平面の方程式，内積の定義
と計算法則

④ 外積の定義・計算法
則と3重積

外積の定義と計算法則，スカ
ラー3重積とベクトル3重積

⑤ ベクトル関数の常微
分・偏微分

ベクトル関数の常微分・偏微分，
空間曲線と接線ベクトル，速度
と加速度

⑥ 曲線運動とフレネ・
セレの公式

弧長と単位接線ベクトル，曲
率・捩率とフレネ・セレの公式

⑦ 曲面のベクトル方程
式，ベクトル関数の
積分

曲面のベクトル方程式，ベクト
ル関数の不定積分・定積分，変
数変換とヤコビアン

⑧ スカラー場の勾配と
ベクトル場の発散

スカラー場とベクトル場，スカ
ラー場の勾配，方向微分係数，
ベクトル場の発散

⑨ スカラー・ポテン
シャルと保存力場

ベクトル場の回転，スカラー・
ポテンシャルと保存力場，微分
演算子に関する基本公式

⑩ スカラー場およびベ
クトル場の線積分

スカラー場・ベクトル場の線積
分とスカラー・ポテンシャル

⑪ スカラー場およびベ
クトル場の面積分

スカラー場・ベクトル場の面積
分，面積要素・面積要素ベクト
ルと正射影

⑫ ガウスの発散定理
（体積積分と面積分の
関係）

スカラー場・ベクトル場の体積
積分，ガウスの発散定理（体積
積分と面積分の関係）

⑬ ストークスの定理
（面積分と線積分の関
係）

平面におけるグリーンの定理，
ストークスの定理（面積分と線
積分の関係）

⑭ 総括・復習 第1回から第13回までの総括お
よび復習として期末試験を実施

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　「学習ノート」の作成と並行して「宿題レポート」に取り組み，各
回の学習内容に対する理解向上に努める．また，次回授業時に配布
される宿題レポートの解答例を参照し，自己採点・解答訂正を行い
ながら各自で復習を行う．本授業の準備学習・復習時間は各2時間
を標準とする．

【テキスト（教科書）】
　下記テキストを購入したうえで毎回の授業時に必ず持参すること
（期末試験時も持ち込み可）．
○「Advancedベクトル解析」，立花俊一・勝野恵子・山口誠一・成
田清正・田川正賢，共立出版．
○「初めて学ぶ線形代数」，宮崎直・勝野恵子・酒井祐貴子，培風館．

【参考書】
　必要に応じて授業の際に参考文献を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　学習ノートの内容20％，演習問題への取り組み20％，宿題レポー
トへの取り組み30％，期末試験30％の配点とし，その合計点によ
り評価を行う．合計点が60点以上70点未満はC（C-，C+を含む），
70点以上80点未満はB（B-，B+を含む），80点以上90点未満はA
（A-，A+を含む），90点以上はSとして評価する．
　ただし，全28コマ（各回2コマ）の講義のうち欠席回数が6コマ
を超えた場合，あるいは期末試験を欠席した場合は単位取得を認め
ない（評価DまたはEとする）．また，遅刻2回ごとに欠席1コマの
扱いとする．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし
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【学生が準備すべき機器他】
　配布資料（PDFファイル）をPC等で参照しながら受講する必要
があるため，「貸与ノートPC」（あるいはそれに代わる機材）を必ず
持参すること．授業時間内に演習問題や期末試験の答案を撮影する
ための「カメラ機能付き機材（スマートフォン等）」も併せて持参す
る．また，演習問題や期末試験の際に「関数電卓」が必要となる場
合があるので各自で準備しておくこと．

【その他の重要事項】
　交通機関の遅延による遅刻，学生証の持参忘れやタッチ忘れにつ
いては，それぞれ原則1回のみ配慮する（2回目以降の申し出は特別
な事情がない限り無効とし，遅刻または欠席扱い）．

【Outline (in English)】
This course is designed to learn vector calculus and linear
algebra through a combination of lectures and exercises.
The students are expected to learn advanced knowledge in
mathematics that is necessary for the study of specialized
subjects and also to understand its importance in specialized
fields. It is also aimed in this course to acquire applied
skills in mathematics and also to strengthen calculation ability,
through advanced exercises of Gauss’s divergence theorem
and so on. Before/after each class meeting, students will be
expected to spend four hours to understand the course content.
Grading will be decided based on personal study notebooks
(20%), in-class exercises (20%), homework reports (30%), and
term-end examination (30%).
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PHY100NC（物理学 / Physics 100）

物理１及演習X

平尾　賢生

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
力の釣り合い、質点・剛体の力学・運動、運動エネルギーなど、力学の基礎的
な知識を身に付け、工学基礎学力を養う。
【到達目標】
デザイン工学の習得に必要な力学の基礎学力を身につける。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
本科目では物理のうちの力学を学習する。力学は構造物などのデザインや製
作のために不可欠な基礎となる。授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行
う。授業の基本的な順序としてまず、前半にその回の授業内容を説明し、後
半には、その授業内容に関係する演習課題を課し、解答作業を通じての各自
の理解を促す。演習課題のフィードバックは必要に応じて次の回の冒頭に行
う。最終回に実施する総合実力確認以外に、理解の確度を高めるため授業内
に中間実力確認を実施する他、PCで解を求め、図示する演習も実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、物理量のと

らえ方
物理量、単位の理解
位置と運動（1）
基礎的な微分・積分の理
解

本科目の学習内容、学習に当たって
の心構えを説明する。力学における
物理量の表し方、測定値の取り扱い．
一次元の運動を表すために必要な微
分・積分の基礎

2 位置と運動（2）
ベクトル、変位、速度の
理解

運動を表すために必要なベクトルの
基礎、2次元・3次元の運動

3 力の釣り合い
力の合成とモーメント
の理解

力というベクトル、平行四辺形の法
則、力とモーメントの釣り合い

4 質点の運動と力学（1）
慣性の法則、運動の法
則、作用反作用の理解
万有引力、摩擦力、ばね
による力の理解

質点とニュートンの運動に関する3
つの法則
いろいろな力

5 質点の運動と力学（2）
加速度運動の理解

落下運動、放物運動、円運動と中心
力、ばねの運動、振り子の運動

6 質点の運動と力学（3）
回転座標系における運動

回転座標系、遠心力、コリオリ力

7 中間実力確認 1～6回までの学習内容の確認
8 運動とエネルギー（1）

運動量の意味と求め方
の理解

運動量と力積、運動量の保存

9 運動とエネルギー（2）
仕事と運動エネルギー
の意味と求め方の理解

仕事と運動エネルギー
力と位置エネルギーの関係、保存力
と非保存力

10 運動とエネルギー（3）
力学的エネルギー保存
則の理解

運動エネルギーと位置エネルギーの
関係、力学的エネルギーの保存

11 PC演習 MS　EXCELを使用した物理量の
計算と図示

12 剛体の運動（1）
剛体と作用する力とそ
の釣り合いの理解

剛体の定義、力の3要素、剛体の重心

13 剛体の運動（2）
剛体の運動の理解

重心の運動、回転運動、慣性モーメ
ント、運動エネルギー

14 総合実力確認 講義全体の学習内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書を用いた予習と講義資料と演習問題の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
金原監修：基礎物理1（実教出版)

【参考書】
必要に応じて、講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
毎回実施する演習（配点20点），PCを使った演習 (配点10点），中間及び総合
実力確認（配点70点）による。欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D)

【学生の意見等からの気づき】
高校で物理未履修の学生がいるため例題や演習の解説を丁寧にするとともに，
2020年度から取り入れた少しレベルと高めた内容についても講義資料を充実
させる．
【その他の重要事項】
通常授業では関数電卓とA4判レポート用紙が必要。
PC演習の際には貸与ノートPC（エクセルとワードが使えるノートパソコン）
を持参すること．
【Outline (in English)】
The aim of this course is to acquire a basic knowledge of dynamics such
as equilibrium of forces, mechanics and motion of particles and rigid
bodies, kinetic energy etc.
・Learning Objectives
Acquire the basics of mechanics necessary for design engineering.
・Learning activities outside of classroom
Prepare with a textbook and review lessons. Standard study time is two
hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Mid-term and Term-end examination: 70%，PC exercises：10%，Each
class exercises : 20%
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PHY100NC（物理学 / Physics 100）

物理１及演習Y

山本　佳士

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
力の釣り合い、質点・剛体の力学・運動、運動エネルギーなど、力学の基礎的
な知識を身に付け、工学基礎学力を養う。
【到達目標】
デザイン工学の習得に必要な力学の基礎学力を身につける。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
本科目では物理のうちの力学を学習する。力学は構造物などのデザインや製
作のために不可欠な基礎となる。授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行
う。授業の基本的な順序としてまず、前半にその回の授業内容を説明し、後
半には、その授業内容に関係する演習課題を課し、解答作業を通じての各自
の理解を促す。演習課題のフィードバックは必要に応じて次の回の冒頭に行
う。最終回に実施する総合実力確認以外に、理解の確度を高めるため授業内
に中間実力確認を実施する他、PCで解を求め、図示する演習も実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、物理量のと

らえ方
物理量、単位の理解
位置と運動（1）
基礎的な微分・積分の理
解

本科目の学習内容、学習に当たって
の心構えを説明する。力学における
物理量の表し方、測定値の取り扱い．
一次元の運動を表すために必要な微
分・積分の基礎

2 位置と運動（2）
ベクトル、変位、速度の
理解

運動を表すために必要なベクトルの
基礎、2次元・3次元の運動

3 力の釣り合い
力の合成とモーメント
の理解

力というベクトル、平行四辺形の法
則、力とモーメントの釣り合い

4 質点の運動と力学（1）
慣性の法則、運動の法
則、作用反作用の理解
万有引力、摩擦力、ばね
による力の理解

質点とニュートンの運動に関する3
つの法則
いろいろな力

5 質点の運動と力学（2）
加速度運動の理解

落下運動、放物運動、円運動と中心
力、ばねの運動、振り子の運動

6 質点の運動と力学（3）
回転座標系における運動

回転座標系、遠心力、コリオリ力

7 中間実力確認 1～6回までの学習内容の確認
8 運動とエネルギー（1）

運動量の意味と求め方
の理解

運動量と力積、運動量の保存

9 運動とエネルギー（2）
仕事と運動エネルギー
の意味と求め方の理解

仕事と運動エネルギー
力と位置エネルギーの関係、保存力
と非保存力

10 運動とエネルギー（3）
力学的エネルギー保存
則の理解

運動エネルギーと位置エネルギーの
関係、力学的エネルギーの保存

11 PC演習 MS　EXCELを使用した物理量の
計算と図示

12 剛体の運動（1）
剛体と作用する力とそ
の釣り合いの理解

剛体の定義、力の3要素、剛体の重心

13 剛体の運動（2）
剛体の運動の理解

重心の運動、回転運動、慣性モーメ
ント、運動エネルギー

14 総合実力確認 講義全体の学習内容の確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
教科書を用いた予習と講義資料と演習問題の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
金原監修：基礎物理1（実教出版)

【参考書】
必要に応じて、講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
毎回実施する演習（配点20点），PCを使った演習 (配点10点），中間及び総合
実力確認（配点70点）による。欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D)

【学生の意見等からの気づき】
高校で物理未履修の学生がいるため例題や演習の解説を丁寧にするとともに，
2020年度から取り入れた少しレベルと高めた内容についても講義資料を充実
させる．
【その他の重要事項】
通常授業では関数電卓とA4判レポート用紙が必要。
PC演習の際には貸与ノートPC（エクセルとワードが使えるノートパソコン）
を持参すること．
【Outline (in English)】
The aim of this course is to acquire a basic knowledge of dynamics such
as equilibrium of forces, mechanics and motion of particles and rigid
bodies, kinetic energy etc.
・Learning Objectives
Acquire the basics of mechanics necessary for design engineering.
・Learning activities outside of classroom
Prepare with a textbook and review lessons. Standard study time is two
hours for each class meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Mid-term and Term-end examination: 70%，PC exercises：10%，Each
class exercises : 20%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

生態学概論

山田　由美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学は「生物と環境との関係」を主に扱う学問である。両者は一体の
システム、つまり生態系として捉えられるが、その動的な働きを巧く管
理することが今後の人の生活にとっても重要だという考え方が世界的な
潮流になっている。しかしそれが何故なのか？ どう活用すればよいの
か？ その本質的な問いに答え、今後の研究や実践に活かしていくには基
礎生態学、保全生態学の知識が必要となる。本講義は、そのための基礎
知識の習得を目指すものである。

【到達目標】
生態学の基礎的な知識を習得する。また、その応用として人間社会と自
然環境とのかかわり、持続可能な社会の形成のために必要とされる自然
環境に関する知識や視点を学び、都市環境デザイン工学分野に関する課
題解決に資する思考方法を身につける。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
基礎的な知識を獲得するための講義を中心に進めるが、一方的に聞くだ
けにならないよう計算や図の作成、意見の書き出しなどをする簡単な教
材を利用して進める。
各回授業時には上記の実習結果やリアクションペーパーの提出を求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

生態学の基礎概念
生態学のあゆみ、種・群集・生態
系、ハビタットとニッチ

2 自然選択による進化 適応の自然史、自然選択と適応進
化

3 生活史戦略 生活史におけるトレードオフ、生
活史戦略のシンドローム

4 生物間相互作用 共生関係、被食適応、拮抗的生物
間相互作用

5 人類の歩みと持続可能
性

人類史と地球環境、現代につなが
る人間活動と地球環境

6 保全生態学と生物多様
性

生物多様性の概念、生物多様性と
生態系サービス、絶滅リスクと多
様性

7 外来種問題 生物学的侵入、侵略的外来種の生
態系への影響、外来種対策

8 人の暮らしとともにあ
る自然

里山や草原の利用と生物多様性、
多様性と中程度攪乱説

9 自然再生と生態系管理 自然再生の歴史と考え方、自然再
生事業の実践例

10 生態系の動態と気候変
動

気候変動と生物多様性、適応策の
考え方、緩和策と生態系、炭素循環

11 グリーンインフラスト
ラクチャ

大規模攪乱と災害リスク、生態系
を活用した防災・減災

12 都市生態系と都市グ
リーンインフラ

都市における緑地の機能、人の暮
らしの中にある自然

13 ディスカッション グループディスカッション（受講
人数等により具体的な方法は開講
後に検討します）

14 プレゼンテーション グループディスカッションの内容
のプレゼンと質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習時間は1時間を標準とする。
その他、小テスト、レポート作成のための学習が必要となる。

【テキスト（教科書）】
鷲谷いづみ. (2016). 生態学-基礎から保全へ.（税込 3,025円）　をベー
スに講義を進める。手元にあれば予習・復習しやすいが、必ずしも購入
する必要はない。（必要箇所は資料配布する）

【参考書】
鷲谷いづみ. (2017).大学1年生のなっとく!生態学（税込 2,420円）

【成績評価の方法と基準】
平常点30％　小テスト30％、期末レポート40％
上記3項目の合計点で評価し、60点以上を合格とする。
平常点：授業後の提出物、ディスカッションの発表、発言など、授業へ
の参加度で評価する。
小テスト：学期の半ばに理解度を確認するテストの点数で評価する。
期末レポート：内容・形式の面から評価する。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
・授業資料の提供や参考書の紹介を随時行う

【学生が準備すべき機器他】
鉛筆やペンなど、紙に書けるもの（紙に書いてみる学習も交えるため）。
ノートパソコンがあった方が便利（授業中にもHoppiiの資料取得や提出
ができるため）。

【Outline (in English)】
Course outline:
Ecology is a study that focuses on the relationship between
organisms and the environment. The two are considered as
an integrated system, or ecosystem, and the idea that the
management of their dynamic functioning is important for our
sustainable human life has become a global trend. But why is this
so? How should it be applied? Knowledge of fundamental ecology
and conservation ecology is necessary to answer these essential
questions and for your future research and practice. This lecture
aims to provide students with the fundamental knowledge for this
purpose.
Learning Objectives:
In this course, students will acquire knowledges of fundamental
ecology and conservation ecology and apply it to infrastructure
development, urban planning, disaster prevention and mitigation
measures, etc.
Learning activities outside of classroom: No
Your required study time: at least one hour for each class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on
Mid-term examination: 30%, Term-end report: 40%, and in class
contribution: 30%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

バイオ・ケミカルエンジニアリング

山田　由美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学は「生物と環境との関係」を主に扱う学問である。両者は一体の
システム、つまり生態系として捉えられるが、その動的な働きを巧く管
理することが今後の人の生活にとっても重要だという考え方が世界的な
潮流になっている。しかしそれが何故なのか？ どう活用すればよいの
か？ その本質的な問いに答え、今後の研究や実践に活かしていくには基
礎生態学、保全生態学の知識が必要となる。本講義は、そのための基礎
知識の習得を目指すものである。

【到達目標】
生態学の基礎的な知識を習得する。また、その応用として人間社会と自
然環境とのかかわり、持続可能な社会の形成のために必要とされる自然
環境に関する知識や視点を学び、都市環境デザイン工学分野に関する課
題解決に資する思考方法を身につける。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
基礎的な知識を獲得するための講義を中心に進めるが、一方的に聞くだ
けにならないよう計算や図の作成、意見の書き出しなどをする簡単な教
材を利用して進める。
各回授業時には上記の実習結果やリアクションペーパーの提出を求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

生態学の基礎概念
生態学のあゆみ、種・群集・生態
系、ハビタットとニッチ

2 自然選択による進化 適応の自然史、自然選択と適応進
化

3 生活史戦略 生活史におけるトレードオフ、生
活史戦略のシンドローム

4 生物間相互作用 共生関係、被食適応、拮抗的生物
間相互作用

5 人類の歩みと持続可能
性

人類史と地球環境、現代につなが
る人間活動と地球環境

6 保全生態学と生物多様
性

生物多様性の概念、生物多様性と
生態系サービス、絶滅リスクと多
様性

7 外来種問題 生物学的侵入、侵略的外来種の生
態系への影響、外来種対策

8 人の暮らしとともにあ
る自然

里山や草原の利用と生物多様性、
多様性と中程度攪乱説

9 自然再生と生態系管理 自然再生の歴史と考え方、自然再
生事業の実践例

10 生態系の動態と気候変
動

気候変動と生物多様性、適応策の
考え方、緩和策と生態系、炭素循環

11 グリーンインフラスト
ラクチャ

大規模攪乱と災害リスク、生態系
を活用した防災・減災

12 都市生態系と都市グ
リーンインフラ

都市における緑地の機能、人の暮
らしの中にある自然

13 ディスカッション グループディスカッション（受講
人数等により具体的な方法は開講
後に検討します）

14 プレゼンテーション グループディスカッションの内容
のプレゼンと質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習時間は1時間を標準とする。
その他、小テスト、レポート作成のための学習が必要となる。

【テキスト（教科書）】
鷲谷いづみ. (2016). 生態学-基礎から保全へ.（税込 3,025円）　をベー
スに講義を進める。手元にあれば予習・復習しやすいが、必ずしも購入
する必要はない。（必要箇所は資料配布する）

【参考書】
鷲谷いづみ. (2017).大学1年生のなっとく!生態学（税込 2,420円）

【成績評価の方法と基準】
平常点30％　小テスト30％、期末レポート40％
上記3項目の合計点で評価し、60点以上を合格とする。
平常点：授業後の提出物、ディスカッションの発表、発言など、授業へ
の参加度で評価する。
小テスト：学期の半ばに理解度を確認するテストの点数で評価する。
期末レポート：内容・形式の面から評価する。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
・授業資料の提供や参考書の紹介を随時行う

【学生が準備すべき機器他】
鉛筆やペンなど、紙に書けるもの（紙に書いてみる学習も交えるため）。
ノートパソコンがあった方が便利（授業中にもHoppiiの資料取得や提出
ができるため）。

【Outline (in English)】
Course outline:
Ecology is a study that focuses on the relationship between
organisms and the environment. The two are considered as
an integrated system, or ecosystem, and the idea that the
management of their dynamic functioning is important for our
sustainable human life has become a global trend. But why is this
so? How should it be applied? Knowledge of fundamental ecology
and conservation ecology is necessary to answer these essential
questions and for your future research and practice. This lecture
aims to provide students with the fundamental knowledge for this
purpose.
Learning Objectives:
In this course, students will acquire knowledges of fundamental
ecology and conservation ecology and apply it to infrastructure
development, urban planning, disaster prevention and mitigation
measures, etc.
Learning activities outside of classroom: No
Your required study time: at least one hour for each class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on
Mid-term examination: 30%, Term-end report: 40%, and in class
contribution: 30%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

バイオ・ケミカルエンジニアリング（２０１９～２０２２年度入学生）

山田　由美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学は「生物と環境との関係」を主に扱う学問である。両者は一体の
システム、つまり生態系として捉えられるが、その動的な働きを巧く管
理することが今後の人の生活にとっても重要だという考え方が世界的な
潮流になっている。しかしそれが何故なのか？ どう活用すればよいの
か？ その本質的な問いに答え、今後の研究や実践に活かしていくには基
礎生態学、保全生態学の知識が必要となる。本講義は、そのための基礎
知識の習得を目指すものである。

【到達目標】
生態学の基礎的な知識を習得する。また、その応用として人間社会と自
然環境とのかかわり、持続可能な社会の形成のために必要とされる自然
環境に関する知識や視点を学び、都市環境デザイン工学分野に関する課
題解決に資する思考方法を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
基礎的な知識を獲得するための講義を中心に進めるが、一方的に聞くだ
けにならないよう計算や図の作成、意見の書き出しなどをする簡単な教
材を利用して進める。
各回授業時には上記の実習結果やリアクションペーパーの提出を求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

生態学の基礎概念
生態学のあゆみ、種・群集・生態
系、ハビタットとニッチ

2 自然選択による進化 適応の自然史、自然選択と適応進
化

3 生活史戦略 生活史におけるトレードオフ、生
活史戦略のシンドローム

4 生物間相互作用 共生関係、被食適応、拮抗的生物
間相互作用

5 人類の歩みと持続可能
性

人類史と地球環境、現代につなが
る人間活動と地球環境

6 保全生態学と生物多様
性

生物多様性の概念、生物多様性と
生態系サービス、絶滅リスクと多
様性

7 外来種問題 生物学的侵入、侵略的外来種の生
態系への影響、外来種対策

8 人の暮らしとともにあ
る自然

里山や草原の利用と生物多様性、
多様性と中程度攪乱説

9 自然再生と生態系管理 自然再生の歴史と考え方、自然再
生事業の実践例

10 生態系の動態と気候変
動

気候変動と生物多様性、適応策の
考え方、緩和策と生態系、炭素循環

11 グリーンインフラスト
ラクチャ

大規模攪乱と災害リスク、生態系
を活用した防災・減災

12 都市生態系と都市グ
リーンインフラ

都市における緑地の機能、人の暮
らしの中にある自然

13 ディスカッション グループディスカッション（受講
人数等により具体的な方法は開講
後に検討します）

14 プレゼンテーション グループディスカッションの内容
のプレゼンと質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習時間は1時間を標準とする。
その他、小テスト、レポート作成のための学習が必要となる。

【テキスト（教科書）】
鷲谷いづみ. (2016). 生態学-基礎から保全へ.（税込 3,025円）　をベー
スに講義を進める。手元にあれば予習・復習しやすいが、必ずしも購入
する必要はない。（必要箇所は資料配布する）

【参考書】
鷲谷いづみ. (2017).大学1年生のなっとく!生態学（税込 2,420円）

【成績評価の方法と基準】
平常点30％　小テスト30％、期末レポート40％
上記3項目の合計点で評価し、60点以上を合格とする。
平常点：授業後の提出物、ディスカッションの発表、発言など、授業へ
の参加度で評価する。
小テスト：学期の半ばに理解度を確認するテストの点数で評価する。
期末レポート：内容・形式の面から評価する。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
・授業資料の提供や参考書の紹介を随時行う

【学生が準備すべき機器他】
鉛筆やペンなど、紙に書けるもの（紙に書いてみる学習も交えるため）。
ノートパソコンがあった方が便利（授業中にもHoppiiの資料取得や提出
ができるため）。

【Outline (in English)】
Course outline:
Ecology is a study that focuses on the relationship between
organisms and the environment. The two are considered as
an integrated system, or ecosystem, and the idea that the
management of their dynamic functioning is important for our
sustainable human life has become a global trend. But why is this
so? How should it be applied? Knowledge of fundamental ecology
and conservation ecology is necessary to answer these essential
questions and for your future research and practice. This lecture
aims to provide students with the fundamental knowledge for this
purpose.
Learning Objectives:
In this course, students will acquire knowledges of fundamental
ecology and conservation ecology and apply it to infrastructure
development, urban planning, disaster prevention and mitigation
measures, etc.
Learning activities outside of classroom: No
Your required study time: at least one hour for each class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on
Mid-term examination: 30%, Term-end report: 40%, and in class
contribution: 30%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

生態学概論（２０２３年度以降入学生）ＳＤ

山田　由美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学は「生物と環境との関係」を主に扱う学問である。両者は一体の
システム、つまり生態系として捉えられるが、その動的な働きを巧く管
理することが今後の人の生活にとっても重要だという考え方が世界的な
潮流になっている。しかしそれが何故なのか？ どう活用すればよいの
か？ その本質的な問いに答え、今後の研究や実践に活かしていくには基
礎生態学、保全生態学の知識が必要となる。本講義は、そのための基礎
知識の習得を目指すものである。

【到達目標】
生態学の基礎的な知識を習得する。また、その応用として人間社会と自
然環境とのかかわり、持続可能な社会の形成のために必要とされる自然
環境に関する知識や視点を学び、都市環境デザイン工学分野に関する課
題解決に資する思考方法を身につける。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
基礎的な知識を獲得するための講義を中心に進めるが、一方的に聞くだ
けにならないよう計算や図の作成、意見の書き出しなどをする簡単な教
材を利用して進める。
各回授業時には上記の実習結果やリアクションペーパーの提出を求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

生態学の基礎概念
生態学のあゆみ、種・群集・生態
系、ハビタットとニッチ

2 自然選択による進化 適応の自然史、自然選択と適応進
化

3 生活史戦略 生活史におけるトレードオフ、生
活史戦略のシンドローム

4 生物間相互作用 共生関係、被食適応、拮抗的生物
間相互作用

5 人類の歩みと持続可能
性

人類史と地球環境、現代につなが
る人間活動と地球環境

6 保全生態学と生物多様
性

生物多様性の概念、生物多様性と
生態系サービス、絶滅リスクと多
様性

7 外来種問題 生物学的侵入、侵略的外来種の生
態系への影響、外来種対策

8 人の暮らしとともにあ
る自然

里山や草原の利用と生物多様性、
多様性と中程度攪乱説

9 自然再生と生態系管理 自然再生の歴史と考え方、自然再
生事業の実践例

10 生態系の動態と気候変
動

気候変動と生物多様性、適応策の
考え方、緩和策と生態系、炭素循環

11 グリーンインフラスト
ラクチャ

大規模攪乱と災害リスク、生態系
を活用した防災・減災

12 都市生態系と都市グ
リーンインフラ

都市における緑地の機能、人の暮
らしの中にある自然

13 ディスカッション グループディスカッション（受講
人数等により具体的な方法は開講
後に検討します）

14 プレゼンテーション グループディスカッションの内容
のプレゼンと質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習時間は1時間を標準とする。
その他、小テスト、レポート作成のための学習が必要となる。

【テキスト（教科書）】
鷲谷いづみ. (2016). 生態学-基礎から保全へ.（税込 3,025円）　をベー
スに講義を進める。手元にあれば予習・復習しやすいが、必ずしも購入
する必要はない。（必要箇所は資料配布する）

【参考書】
鷲谷いづみ. (2017).大学1年生のなっとく!生態学（税込 2,420円）

【成績評価の方法と基準】
平常点30％　小テスト30％、期末レポート40％
上記3項目の合計点で評価し、60点以上を合格とする。
平常点：授業後の提出物、ディスカッションの発表、発言など、授業へ
の参加度で評価する。
小テスト：学期の半ばに理解度を確認するテストの点数で評価する。
期末レポート：内容・形式の面から評価する。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
・授業資料の提供や参考書の紹介を随時行う

【学生が準備すべき機器他】
鉛筆やペンなど、紙に書けるもの（紙に書いてみる学習も交えるため）。
ノートパソコンがあった方が便利（授業中にもHoppiiの資料取得や提出
ができるため）。

【Outline (in English)】
Course outline:
Ecology is a study that focuses on the relationship between
organisms and the environment. The two are considered as
an integrated system, or ecosystem, and the idea that the
management of their dynamic functioning is important for our
sustainable human life has become a global trend. But why is this
so? How should it be applied? Knowledge of fundamental ecology
and conservation ecology is necessary to answer these essential
questions and for your future research and practice. This lecture
aims to provide students with the fundamental knowledge for this
purpose.
Learning Objectives:
In this course, students will acquire knowledges of fundamental
ecology and conservation ecology and apply it to infrastructure
development, urban planning, disaster prevention and mitigation
measures, etc.
Learning activities outside of classroom: No
Your required study time: at least one hour for each class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on
Mid-term examination: 30%, Term-end report: 40%, and in class
contribution: 30%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST100NC（土木工学 / Civil engineering 100）

生態学概論（２０２３年度以降入学生）建築

山田　由美

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
生態学は「生物と環境との関係」を主に扱う学問である。両者は一体の
システム、つまり生態系として捉えられるが、その動的な働きを巧く管
理することが今後の人の生活にとっても重要だという考え方が世界的な
潮流になっている。しかしそれが何故なのか？ どう活用すればよいの
か？ その本質的な問いに答え、今後の研究や実践に活かしていくには基
礎生態学、保全生態学の知識が必要となる。本講義は、そのための基礎
知識の習得を目指すものである。

【到達目標】
生態学の基礎的な知識を習得する。また、その応用として人間社会と自
然環境とのかかわり、持続可能な社会の形成のために必要とされる自然
環境に関する知識や視点を学び、都市環境デザイン工学分野に関する課
題解決に資する思考方法を身につける。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連

【授業の進め方と方法】
基礎的な知識を獲得するための講義を中心に進めるが、一方的に聞くだ
けにならないよう計算や図の作成、意見の書き出しなどをする簡単な教
材を利用して進める。
各回授業時には上記の実習結果やリアクションペーパーの提出を求める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション、

生態学の基礎概念
生態学のあゆみ、種・群集・生態
系、ハビタットとニッチ

2 自然選択による進化 適応の自然史、自然選択と適応進
化

3 生活史戦略 生活史におけるトレードオフ、生
活史戦略のシンドローム

4 生物間相互作用 共生関係、被食適応、拮抗的生物
間相互作用

5 人類の歩みと持続可能
性

人類史と地球環境、現代につなが
る人間活動と地球環境

6 保全生態学と生物多様
性

生物多様性の概念、生物多様性と
生態系サービス、絶滅リスクと多
様性

7 外来種問題 生物学的侵入、侵略的外来種の生
態系への影響、外来種対策

8 人の暮らしとともにあ
る自然

里山や草原の利用と生物多様性、
多様性と中程度攪乱説

9 自然再生と生態系管理 自然再生の歴史と考え方、自然再
生事業の実践例

10 生態系の動態と気候変
動

気候変動と生物多様性、適応策の
考え方、緩和策と生態系、炭素循環

11 グリーンインフラスト
ラクチャ

大規模攪乱と災害リスク、生態系
を活用した防災・減災

12 都市生態系と都市グ
リーンインフラ

都市における緑地の機能、人の暮
らしの中にある自然

13 ディスカッション グループディスカッション（受講
人数等により具体的な方法は開講
後に検討します）

14 プレゼンテーション グループディスカッションの内容
のプレゼンと質疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の復習時間は1時間を標準とする。
その他、小テスト、レポート作成のための学習が必要となる。

【テキスト（教科書）】
鷲谷いづみ. (2016). 生態学-基礎から保全へ.（税込 3,025円）　をベー
スに講義を進める。手元にあれば予習・復習しやすいが、必ずしも購入
する必要はない。（必要箇所は資料配布する）

【参考書】
鷲谷いづみ. (2017).大学1年生のなっとく!生態学（税込 2,420円）

【成績評価の方法と基準】
平常点30％　小テスト30％、期末レポート40％
上記3項目の合計点で評価し、60点以上を合格とする。
平常点：授業後の提出物、ディスカッションの発表、発言など、授業へ
の参加度で評価する。
小テスト：学期の半ばに理解度を確認するテストの点数で評価する。
期末レポート：内容・形式の面から評価する。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
・授業資料の提供や参考書の紹介を随時行う

【学生が準備すべき機器他】
鉛筆やペンなど、紙に書けるもの（紙に書いてみる学習も交えるため）。
ノートパソコンがあった方が便利（授業中にもHoppiiの資料取得や提出
ができるため）。

【Outline (in English)】
Course outline:
Ecology is a study that focuses on the relationship between
organisms and the environment. The two are considered as
an integrated system, or ecosystem, and the idea that the
management of their dynamic functioning is important for our
sustainable human life has become a global trend. But why is this
so? How should it be applied? Knowledge of fundamental ecology
and conservation ecology is necessary to answer these essential
questions and for your future research and practice. This lecture
aims to provide students with the fundamental knowledge for this
purpose.
Learning Objectives:
In this course, students will acquire knowledges of fundamental
ecology and conservation ecology and apply it to infrastructure
development, urban planning, disaster prevention and mitigation
measures, etc.
Learning activities outside of classroom: No
Your required study time: at least one hour for each class.
Grading Criteria /Policies:
Your overall grade in the class will be decided based on
Mid-term examination: 30%, Term-end report: 40%, and in class
contribution: 30%.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CAR200NC（キャリア教育 / Career education 200）

基礎ゼミナール

溝渕　利明、高見　公雄、鈴木　善晴、酒井　久和、道奥　康治、今井　龍一、山本　佳士、内田　大介、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　教員別ゼミナールによる専門的知識の蓄積とともに専門科目着手
への準備をする．学習の進め方や技術の実用・実装を学ぶとともに，
レポートの作成を通して自分の考えを文章表現するための作文能力
を養成する．キャリアデザインセミナーによる技術者の役割を学び
キャリアパスを考える．卒業生など社会で活躍する技術者や建設業
界職員から提供される体験談や建設業界の情報に基づいて自らの進
路を考える．ディベート形式の討論によりプレゼンテーション能力
やコミュニケーション能力を養成する．

【到達目標】
　調査・分析能力とコミュニケーション能力を身につける．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 40%
（Ｂ）技術者倫理 20%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
　教員別ゼミナールについては，学生の希望を考慮したグループ分
けを行い，少人数で行う．キャリアデザイン・ディベートについて
は全体で行う．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
(1) ガイダンス

研究室紹介（都市プ
ランニング系）

教員別ゼミナールのための班分
け，授業のガイダンス，教員ご
との当授業の進め方の説明
都市プランニング系の研究室の
取り組み説明

(2) 研究室紹介（施設デ
ザイン系）

施設デザイン系の研究室の取り
組み説明

(3) 研究室紹介（環境シ
ステム系）

環境システム系の研究室の取り
組み説明

(4) キャリアデザインセ
ミナー (国家公務員)

国土交通省の支援を得て国家公
務員の詳細な内容を説明する。

(5) キャリアデザインセ
ミナー (地方公務員)

地方公共団体の支援を得て地方
公務員の詳細な内容を説明する。

(6) キャリアデザインセ
ミナー (技術士)

技術士会等の支援を得て技術士
の詳細な内容を説明する。

(7) キャリアデザインセ
ミナー (建設コンサル
タント)

建設コンサルタンツ協会等の支
援を得て建設コンサルタントの
詳細な内容を説明する。

(8) キャリアデザインセ
ミナー (ゼネコン、橋
梁メーカ)

日本建設業連合会や日本橋梁建
設協会の支援を得てゼネコンや
橋梁メーカの詳細な内容を説明
する。

(9) キャリアデザインセ
ミナー (測量調査)

日本測量調査技術協会等の支援
を得て建設コンサルタントの詳
細な内容を説明する。

(10) キャリアデザインセ
ミナー (土木デザイ
ン)

エンジニアアーキテクト協会等
の支援を得て建設コンサルタン
トの詳細な内容を説明する。

(11) キャリアデザインセ
ミナー (大学院)

大学院生の支援を得て大学院生
活の詳細な内容を説明する。

(12) 教員別ゼミナール
（都市プランニング
系）

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(13) 教員別ゼミナール (施
設デザイン系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

(14) 教員別ゼミナール (環
境システム系)

卒業研究の内容説明・模擬体験，
現場視察，文献購読など．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　シラバス内容の事前確認．配布資料の復習．レポートの作成．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
　特になし

【参考書】
　参照すべき書籍などを講義中に随時，紹介する．

【成績評価の方法と基準】
　テーマに関するレポートによる．欠席4回以上は単位の取得を認
めない（D評価）．

【学生の意見等からの気づき】
　特になし

【学生が準備すべき機器他】
貸与ノートPCを持参する．

【その他の重要事項】
土木分野における計画，設計，製作，施工等に係る実務経験を有す
る専任教員が，専門知識について解説する．
また，現役技術者を招いた講演会を複数回開催し，最新の技術動向
を解説いただく．
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
In this seminar, students will learn the technical knowledge
of their field, and prepare for working on their graduation
theses. Specifically, students observe a state of implementation
of measures to write thesis and join a tour of construction
site in order to learn how to proceed with their studies, how
to use practical technique. In addition, students will train
their composition ability by writing reports. From a seminar of
career design, students will study the role of engineer and then
consider their career paths. Students will consider their course
to take the career to pursue after graduation by using the
experience stories instructed by the graduate, engineer, or staff
in civil engineering industry who plays an active part in society.
Furthermore, a debate will be held in this class to develop
presentation skills and communication skills. Through this
debate, students will analyze, examine, arrange the points at
issue of recent social problems and they collect their thoughts
on each problem. These experiments can bring up student’
communication ability.
The goal is to acquire research and analysis skills and
communication skills.
Grades will be based on reports on the theme.
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Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

社会基盤概論

今井　龍一、山本　佳士

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業の目的は，都市環境デザイン工学の技術によって現代の文
明社会を支えているインフラストラクチャーについて，その機能や
仕組み，施設の概要を理解することである.

【到達目標】
代表的なインフラストラクチャーの種類や仕組みについて理解する。
それぞれのインフラストラクチャーを構成する施設について理解
する。
それぞれのインフラストラクチャーの代表的な事例を知る。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
インフラストラクチャーの種類ごとにその内容を講義にて説明する。
見学会を実施して具体的な施設を見学する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクショ

ン・道路1
授業の概要と進め方，道路ネッ
トワークと幾何構造，道路整備
の仕組みと事業

2 道路２ 構造物各論，土工・構造物・ト
ンネル

3 橋梁 下部構造，上部構造，施工
4 河川１ 治水・利水・親水
5 河川２ 流域管理と水害防止
6 上下水道・水の供給 水道や用水供給の仕組み，排水

浄化
7 通信・エネルギー 通信網の仕組み，エネルギー供

給の仕組みと施設
8 港湾・空港 物流の概要，物流網を支える仕

組みと施設
9 鉄道と自動車交通 鉄道網を支える施設，バス・自

動車交通の仕組み
10 都市計画事業 土地区画整理事業や市街地再開

発事業の仕組みと成果
11 防災インフラ 海岸防災や土砂災害の考え方と

施設
12 見学会（１） 道路または河川事業
13 見学会（２） 道路または河川事業
14 まとめ 全体の振り返り

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業後に講義内容を復習し，指示されたレポートを作成する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
その都度紹介する。

【成績評価の方法と基準】
数回実施するレポートによって評価する（100%）。
欠席4回以上は単位取得を認めない（評価D）。

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【その他の重要事項】
見学会については授業時間外（土日を含む）に実施する可能性がある。
詳しくは初回授業時に説明する。
文部科学省「デジタルと専門分野の掛け合わせによる産業DXをけ
ん引する高度専門人材育成事業」で導入した教材を活用する予定で
ある。

【Outline (in English)】
The aim of this course is to understand the functions,
mechanisms and outline of facilities related to infrastructure,
which supports modern society through the technologies of civil
and environmental engineering.
By the end of the course, students should be able to do the
followings:
1. Understand the types and mechanisms of typical
infrastructures.
2. To understand the facilities that make up an infrastructure.
3. To know the typical examples of infrastructure.
Grades will be based on reports on the theme.
Students who are absent more than four times will not be
allowed to receive credit (D grade).
Before/after each class meeting, students will be expected to
spend four hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

コンクリート工学及演習 X

溝渕　利明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンクリートに使用される材料の基本的な特性を把握するとともに，
その歴史的な背景についても学ぶこと及びそれらの材料を組み合わ
せたコンクリートのフレッシュ性状，硬化後の性状，耐久性などの
諸物性の基本的な事項を学ぶとともに，施工上あるいは構造物の設
計上必要な諸物性を付与させるための配合設計についてその基本概
念を身につけることを本授業のテーマとする。

【到達目標】
コンリート構造物の建設に使用される主要材料の歴史的背景を学ぶ
とともに，それらの材料の物理的・化学的・力学的諸特性について，
使用上熟知しておくべき基礎的事項を身につける。さらに，これら
諸材料の材料設計に関する基本的な考え方を修得するとともに，コ
ンクリートのフレッシュ・硬化特性の把握，耐久性，劣化現象の把
握，コンクリートの配合設計手法の取得を本授業の到達目標とする。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
コンクリート構造物を建設する際の主な構成材料は、コンクリート
と鋼材である。本科目では、コンクリートや鋼材がどのようなもの
か、どのような素材で作られているか、用途はどうかなどについて
講義するとともに演習課題を出してその理解度を確認する。また、
現場においてコンクリート材料がどのように用いられているかにつ
いて講義するとともにその理解度の確認を行う。さらに、現代の土
木構造物の大半を占める鉄筋コンクリート構造物の主要構成要素で
あるコンクリートの基本的な性質（フレッシュコンクリート、硬化
コンクリート）及びコンクリートの耐久性，その照査法に関する基
礎的な知識を習得していくとともに、コンクリートの材料設計であ
る配合設計の最も基本的な示方配合の算定について講義するととも
に，演習問題を通してその理解度を確認する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリート分野か

ら観た土木史および
セメント・コンク
リートの歴史

古代から近世までの建設・コン
クリート分野の視点から観た土
木史について概説する。また，
古代コンクリートから現在使わ
れているセメント・コンクリー
トの歴史について概説する。

2 コンクリート材料
（セメントの基本特
性）

コンクリート材料であるセメン
トの種類，化学成分，水和反応
などの基本的な特性について概
説する。

3 コンクリート材料
（骨材の基本特性）

骨材の種類，基本的な物理特性
等を概説する。また，軽量骨材
やスラグ骨材など各種骨材の特
性などを説明する。

4 コンクリート材料
（混和材料）

混和材料である化学混和剤の種
類，特徴，用途などを概説する。
また，混和材の種類，特徴，用
途などを概説する。

5 鋼材（基本特性） 鋼材の基本的な特性，鉄筋の種
別，性質などを概説する。

6 建設に用いるその他
の材料

建設に用いる木材，石材，新材
料について概説する。

7 コンクリートの性質
（フレッシュコンク
リート）

フレッシュコンクリートの基本
的な特性について概説する。

8 コンクリートの性質
（硬化コンクリート）

硬化コンクリートのうち，力学
的特性について概説する。

9 コンクリートの性質
（硬化コンクリート，
その他の特性）

硬化コンクリートのうち，その
他の特性について概説する。

10 コンクリートの性質
（フレッシュ，硬化コ
ンクリートの特性）

フレッシュコンクリート及び硬
化コンクリートの特性について
の演習問題を行う。

11 建設に用いる材料お
よびコンクリートの
性質に関する復習

これまで学んできた建設に用い
る材料およびコンクリートの性
質について，重要なポイントに
ついて説明するとともに，復習
を行う。

12 建設材料およびコン
クリートの性質に関
する総合演習

建設材料及びフレッシュコンク
リート，硬化コンクリートに関
する総合演習を行う。

13 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの耐久性について
概説するとともに，コンクリー
トの劣化原因である塩害及び中
性化について概説する。

14 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの劣化原因である
塩害及び中性化について概説す
るとともに，それらについての
演習問題を行う。

15 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因である
アルカリ骨材反応，化学的浸食，
凍害，その他の劣化について概
説する。

16 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因である
アルカリ骨材反応，化学的浸食，
凍害，その他の劣化について概
説するとともに，それらについ
て演習問題を行う。

17 コンクリートの耐
久性
（ひび割れの診断と補
修）

コンクリートのひび割れ発生原
因について概説するとともに，
それらの補修方法，抑制方法に
ついて概説及び演習問題を行う。

18 コンクリート構造物
の耐久性照査

コンクリート構造物の耐久設計，
耐久性照査について概説すると
ともに，その照査方法に関する
演習問題を実際の事例を交えな
がら行う。

19 コンクリートの配合
設計
（基本事項）

コンクリートの配合設計の基本
事項について概説する。
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20 コンクリートの配合
設計
（配合設計の手順）

コンクリートの配合設計の手順
を概説するとともに，演習問題
を行う。

21 コンクリートの配合
設計の演習

コンクリートの配合設計の演習
問題を行う。

22 コンクリートの配合
設計演習（事例を基
にした材料設計）

実構造物での事例に基づいて，
材料設計（材料選定，耐久設計，
配合設計）についての演習問題
を行う。

23 コンクリートの製造
技術及びコンクリー
トの品質管理・検査
技術

コンクリートの製造方法，練混
ぜ技術，レディーミクストコン
クリートの業務，役割，製造品
目，製造方法について，
品質管理とは何か，品質管理と
検査との違い

24 コンクリートの運搬
技術

運搬の種類，ポンプ圧送の方法，
技術的な課題，ポンプ車につい
て

25 コンクリートの施工
方法

コンクリートの打込み，締固め，
養生，仕上げについて

26 コンクリート構造物
の仮設

仮設の考え方，仮設資材，仮設
の種類，材料の選定，設計 (荷
重)，取外し時期および特殊型枠

27 鉄筋の加工・組立 鉄筋の加工，組立て，継手の種
類・施工

28 コンクリートの施工
に関する総合演習

施工の考え方などについて，こ
れまでの内容についての復習，
演習問題を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前にテキストの該当する箇所を熟読しておく
講義内容の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
コンクリート技術の要点；日本コンクリート工学会

【参考書】
コンクリート診断技術；日本コンクリート工学会
コンクリート崩壊;PHP新書 (電子書籍)
トコトンやさしい土木技術の本
トコトンやさしい土木施工の本
施工がわかるイラスト土木入門

【成績評価の方法と基準】
演習問題，中間・期末試験による。指定した回数以上の欠席者につ
いては期末試験の受験資格がないものとする。
演習問題 (20%),中間試験 (40%),期末試験 (40%)

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【Outline (in English)】
The main theme of this lecture is to learn about the historical
background on basic properties of materials used for concrete
and to acquire the basic concept of design of mix proportion
considering various properties required for construction or
design of the concrete structures. Additionally, students learn
the basic knowledge of various properties such as properties of
fresh concrete, properties of hardened concrete and durability
of concrete after mixing these materials.
Learning Objectives
The learning goal is to learn the historical background of the
main materials used in the construction of concrete structures,
as well as the basic knowledge of the physical, chemical, and
mechanical properties of these materials for use. Furthermore,
in addition to learning the basic concepts of material design
for these materials, the goal of this course is to understand
the freshness and hardening characteristics of concrete, to
understand durability and deterioration phenomena, and to
acquire the techniques on concrete mix design.
Learning activities outside of classroom

Peruse the relevant parts of the text beforehand
Review of lecture content
The standard time for preparation and review for this class is
2 hours each.
Grading Criteria /Policy
Exercises (30%), midterm exam (30%), final exam (40%)
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

コンクリート工学及演習 Y

伊藤　誠

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
コンクリートに使用される材料の基本的な特性を把握するとともに，
その歴史的な背景についても学ぶこと及びそれらの材料を組み合わ
せたコンクリートのフレッシュ性状，硬化後の性状，耐久性などの
諸物性の基本的な事項を学ぶとともに，施工上あるいは構造物の設
計上必要な諸物性を付与させるための配合設計についてその基本概
念を身につけることを本授業のテーマとする。

【到達目標】
コンリート構造物の建設に使用される主要材料の歴史的背景を学ぶ
とともに，それらの材料の物理的・化学的・力学的諸特性について，
使用上熟知しておくべき基礎的事項を身につける。さらに，これら
諸材料の材料設計に関する基本的な考え方を修得するとともに，コ
ンクリートのフレッシュ・硬化特性の把握，耐久性，劣化現象の把
握，コンクリートの配合設計手法の取得を本授業の到達目標とする。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
コンクリート構造物を建設する際の主な構成材料は、コンクリート
と鋼材である。本科目では、コンクリートや鋼材がどのようなもの
か、どのような素材で作られているか、用途はどうかなどについて
講義するとともに演習課題を出してその理解度を確認する。また、
現場においてコンクリート材料がどのように用いられているかにつ
いて講義するとともにその理解度の確認を行う。さらに、現代の土
木構造物の大半を占める鉄筋コンクリート構造物の主要構成要素で
あるコンクリートの基本的な性質（フレッシュコンクリート、硬化
コンクリート）及びコンクリートの耐久性，その照査法に関する基
礎的な知識を習得していくとともに、コンクリートの材料設計であ
る配合設計の最も基本的な示方配合の算定について講義するととも
に，演習問題を通してその理解度を確認する。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 コンクリート分野か

ら観た土木史および
セメント・コンク
リートの歴史

古代から近世までの建設・コン
クリート分野の視点から観た土
木史について概説する。また，
古代コンクリートから現在使わ
れているセメント・コンクリー
トの歴史について概説する。

2 コンクリート材料
（セメントの基本特
性）

コンクリート材料であるセメン
トの種類，化学成分，水和反応
などの基本的な特性について概
説する。

3 コンクリート材料
（骨材の基本特性）

骨材の種類，基本的な物理特性
等を概説する。また，軽量骨材
やスラグ骨材など各種骨材の特
性などを説明する。

4 コンクリート材料
（混和材料）

混和材料である化学混和剤の種
類，特徴，用途などを概説する。
また，混和材の種類，特徴，用
途などを概説する。

5 鋼材（基本特性） 鋼材の基本的な特性，鉄筋の種
別，性質などを概説する。

6 建設に用いるその他
の材料

建設に用いる木材，石材，新材
料について概説する。

7 コンクリートの性質
（フレッシュコンク
リート）

フレッシュコンクリートの基本
的な特性について概説する。

8 コンクリートの性質
（硬化コンクリート）

硬化コンクリートのうち，力学
的特性について概説する。

9 コンクリートの性質
（硬化コンクリート，
その他の特性）

硬化コンクリートのうち，その
他の特性について概説する。

10 コンクリートの性質
（フレッシュ，硬化コ
ンクリートの特性）

フレッシュコンクリート及び硬
化コンクリートの特性について
の演習問題を行う。

11 建設に用いる材料お
よびコンクリートの
性質に関する復習

これまで学んできた建設に用い
る材料およびコンクリートの性
質について，重要なポイントに
ついて説明するとともに，復習
を行う。

12 建設材料およびコン
クリートの性質に関
する総合演習

建設材料及びフレッシュコンク
リート，硬化コンクリートに関
する総合演習を行う。

13 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの耐久性について
概説するとともに，コンクリー
トの劣化原因である塩害及び中
性化について概説する。

14 コンクリートの耐
久性
（耐久性の概要，塩
害，中性化）

コンクリートの劣化原因である
塩害及び中性化について概説す
るとともに，それらについての
演習問題を行う。

15 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因である
アルカリ骨材反応，化学的浸食，
凍害，その他の劣化について概
説する。

16 コンクリートの耐
久性
（アルカリ骨材反応，
化学的浸食，凍害，
その他の劣化）

コンクリートの劣化原因である
アルカリ骨材反応，化学的浸食，
凍害，その他の劣化について概
説するとともに，それらについ
て演習問題を行う。

17 コンクリートの耐
久性
（ひび割れの診断と補
修）

コンクリートのひび割れ発生原
因について概説するとともに，
それらの補修方法，抑制方法に
ついて概説及び演習問題を行う。

18 コンクリート構造物
の耐久性照査

コンクリート構造物の耐久設計，
耐久性照査について概説すると
ともに，その照査方法に関する
演習問題を実際の事例を交えな
がら行う。

19 コンクリートの配合
設計
（基本事項）

コンクリートの配合設計の基本
事項について概説する。
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20 コンクリートの配合
設計
（配合設計の手順）

コンクリートの配合設計の手順
を概説するとともに，演習問題
を行う。

21 コンクリートの配合
設計の演習

コンクリートの配合設計の演習
問題を行う。

22 コンクリートの配合
設計演習（事例を基
にした材料設計）

実構造物での事例に基づいて，
材料設計（材料選定，耐久設計，
配合設計）についての演習問題
を行う。

23 コンクリートの製造
技術及びコンクリー
トの品質管理・検査
技術

コンクリートの製造方法，練混
ぜ技術，レディーミクストコン
クリートの業務，役割，製造品
目，製造方法について，
品質管理とは何か，品質管理と
検査との違い

24 コンクリートの運搬
技術

運搬の種類，ポンプ圧送の方法，
技術的な課題，ポンプ車につい
て

25 コンクリートの施工
方法

コンクリートの打込み，締固め，
養生，仕上げについて

26 コンクリート構造物
の仮設

仮設の考え方，仮設資材，仮設
の種類，材料の選定，設計 (荷
重)，取外し時期および特殊型枠

27 鉄筋の加工・組立 鉄筋の加工，組立て，継手の種
類・施工

28 コンクリートの施工
に関する総合演習

施工の考え方などについて，こ
れまでの内容についての復習，
演習問題を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前にテキストの該当する箇所を熟読しておく
講義内容の復習
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
コンクリート技術の要点；日本コンクリート工学会

【参考書】
コンクリート診断技術；日本コンクリート工学会
コンクリート崩壊;PHP新書 (電子書籍)
トコトンやさしい土木技術の本
トコトンやさしい土木施工の本
施工がわかるイラスト土木入門

【成績評価の方法と基準】
演習問題，中間・期末試験による。指定した回数以上の欠席者につ
いては期末試験の受験資格がないものとする。
演習問題 (20%),中間試験 (40%),期末試験 (40%)

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
なし

【Outline (in English)】
The main theme of this lecture is to learn about the historical
background on basic properties of materials used for concrete
and to acquire the basic concept of design of mix proportion
considering various properties required for construction or
design of the concrete structures. Additionally, students learn
the basic knowledge of various properties such as properties of
fresh concrete, properties of hardened concrete and durability
of concrete after mixing these materials.
Learning Objectives
The learning goal is to learn the historical background of the
main materials used in the construction of concrete structures,
as well as the basic knowledge of the physical, chemical, and
mechanical properties of these materials for use. Furthermore,
in addition to learning the basic concepts of material design
for these materials, the goal of this course is to understand
the freshness and hardening characteristics of concrete, to
understand durability and deterioration phenomena, and to
acquire the techniques on concrete mix design.
Learning activities outside of classroom

Peruse the relevant parts of the text beforehand
Review of lecture content
The standard time for preparation and review for this class is
2 hours each.
Grading Criteria /Policy
Exercises (30%), midterm exam (30%), final exam (40%)
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

鋼構造学及演習Ｘ

内田　大介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁を例として鋼構造の設計法の基本を学ぶことにより、主として専門知識
の活用・応用能力を身に付ける。
【到達目標】
鋼材の性質、破壊、接合方法、接合部の強度の基礎的事項を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
橋梁などの鋼構造物を設計する際に必要となる鋼材およびその接合部の破壊
形式と強度についての知識を身に付ける。本科目を履修する前に構造力学及
演習Ⅰを履修しておくことが望ましい。実際の設計については3年次配当科目
の「鋼構造デザイン実習」において学ぶ。
　授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行う。授業の基本的な順序として
まず、前半にその回の授業内容を説明し、後半には、その授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じての各自の理解を促す。演習課題のフィー
ドバックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鋼構造概論 鋼材の製造法，冶金的性質，機械的

性質
鋼材の破壊形式 (延性破壊，脆性破
壊，疲労破壊)
鋼橋の腐食と防食方法
鋼橋の概要　

2 合成桁の応力度 設計の基本的な考え方
合成桁，合成桁の応力度の算出

3 引張を受ける部材の力学
圧縮を受ける部材の力
学（1）

引張部材の設計，応力集中
長柱のオイラー座屈
不完全さのある柱の座屈 (偏心荷重，
元たわみ)　

4 圧縮を受ける部材の力
学（2）

非弾性座屈，溶接組立柱の座屈，平
板の座屈

5 曲げを受ける部材の力
学（1）

全塑性モーメント，横ねじれ座屈

6 曲げを受ける部材の力
学（2）

曲げに伴う梁のせん断応力
薄肉構造のせん断応力(せん断流理論)
せん断耐力，ウェブの座屈，ウェブ
の設計，せん断遅れ

7 鋼橋の製作 橋ができるまで（鋼橋製作工場の見
学）

8 溶接継手とその設計（1） 溶接の種類，溶接継手の種類，溶接
入熱，溶接変形，溶接残留応力，溶
接きず

9 溶接継手とその設計（2） 溶接継手の強度，溶接記号
10 溶接継手とその設計（3） 疲労とは，疲労強度に影響を与える

因子，鋼橋の疲労設計
11 高力ボルト接合とその

設計（1）
高力ボルトの種類
高力ボルト摩擦接合継手のメカニ
ズム
すべり耐力
ボルトの締め付け方法

12 高力ボルト接合とその
設計（2）

高力ボルト摩擦接合継手の設計
支圧接合継手，引張接合継手

13 鋼橋の点検と維持管理 実橋の点検，非破壊検査
14 総合実力確認 総合実力確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1～14回：講義の復讐
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
舘石和雄著：鋼構造学，コロナ社
【参考書】
必要に応じて、講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
配点は各回の演習問題を30点、総合実力確認を70点とする。4回以上欠席し
た場合にはD評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
橋梁製作会社の工場見学が好評だったので継続する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPPTを使用する。関数電卓使用。他の機器等は必要に応じて指示。
【その他の重要事項】
鋼橋の設計・施工・維持管理に関する研究開発に携わった教員が、実務経験を
織り交ぜながら講義する。教材、演習問題と試験の解答はHoppiiに掲載する。
【Outline (in English)】
Using the case of steel bridges as an example, students will acquire basic
knowledge of steel structure design methods.
・Learning Objectives
Explain the basics of steel properties, fracture, joining method, and
strength of joints.
・Learning activities outside of classroom
Review lessons. Standard study time is two hours for each class
meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 70%， Each class exercises :30%
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

鋼構造学及演習Ｙ

平山　繁幸

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁を例として鋼構造の設計法の基本を学ぶことにより、主として専門知識
の活用・応用能力を身に付ける。
【到達目標】
鋼材の性質、破壊、接合方法、接合部の強度の基礎的事項を説明できる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
橋梁などの鋼構造物を設計する際に必要となる鋼材およびその接合部の破壊
形式と強度についての知識を身に付ける。本科目を履修する前に構造力学及
演習Ⅰを履修しておくことが望ましい。実際の設計については3年次配当科目
の「鋼構造デザイン実習」において学ぶ。
　授業は教科書、配布資料、PPTを用いて行う。授業の基本的な順序として
まず、前半にその回の授業内容を説明し、後半には、その授業内容に関係する
演習課題を課し、解答作業を通じての各自の理解を促す。演習課題のフィー
ドバックは必要に応じて次の回の冒頭に行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 鋼構造概論 鋼材の製造法，冶金的性質，機械的

性質
鋼材の破壊形式 (延性破壊，脆性破
壊，疲労破壊)
鋼橋の腐食と防食方法
鋼橋の概要　

2 合成桁の応力度 設計の基本的な考え方
合成桁，合成桁の応力度の算出

3 引張を受ける部材の力学
圧縮を受ける部材の力
学（1）

引張部材の設計，応力集中
長柱のオイラー座屈
不完全さのある柱の座屈 (偏心荷重，
元たわみ)　

4 圧縮を受ける部材の力
学（2）

非弾性座屈，溶接組立柱の座屈，平
板の座屈

5 曲げを受ける部材の力
学（1）

全塑性モーメント，横ねじれ座屈

6 曲げを受ける部材の力
学（2）

曲げに伴う梁のせん断応力
薄肉構造のせん断応力(せん断流理論)
せん断耐力，ウェブの座屈，ウェブ
の設計，せん断遅れ

7 鋼橋の製作 橋ができるまで（鋼橋製作工場の見
学）

8 溶接継手とその設計（1） 溶接の種類，溶接継手の種類，溶接
入熱，溶接変形，溶接残留応力，溶
接きず

9 溶接継手とその設計（2） 溶接継手の強度，溶接記号
10 溶接継手とその設計（3） 疲労とは，疲労強度に影響を与える

因子，鋼橋の疲労設計
11 高力ボルト接合とその

設計（1）
高力ボルトの種類
高力ボルト摩擦接合継手のメカニ
ズム
すべり耐力
ボルトの締め付け方法

12 高力ボルト接合とその
設計（2）

高力ボルト摩擦接合継手の設計
支圧接合継手，引張接合継手

13 鋼橋の点検と維持管理 実橋の点検，非破壊検査
14 総合実力確認 総合実力確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1～14回：講義の復讐
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
舘石和雄著：鋼構造学，コロナ社
【参考書】
必要に応じて、講義中に紹介する。
【成績評価の方法と基準】
配点は各回の演習問題を30点、総合実力確認を70点とする。4回以上欠席し
た場合にはD評価とする。
【学生の意見等からの気づき】
橋梁製作会社の工場見学が好評だったので継続する。
【学生が準備すべき機器他】
授業にはPPTを使用する。関数電卓使用。他の機器等は必要に応じて指示。
【その他の重要事項】
鋼橋の設計・施工・維持管理に関する研究開発に携わった教員が、実務経験を
織り交ぜながら講義する。教材、演習問題と試験の解答はHoppiiに掲載する。
【Outline (in English)】
Using the case of steel bridges as an example, students will acquire basic
knowledge of steel structure design methods.
・Learning Objectives
Explain the basics of steel properties, fracture, joining method, and
strength of joints.
・Learning activities outside of classroom
Review lessons. Standard study time is two hours for each class
meeting.
・Grading Criteria
Your overall grade in the class will be decided based on the following.
Term-end examination: 70%， Each class exercises :30%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

ＲＣ構造学及演習　Ｘ

山本　佳士

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鉄筋コンクリート（RC）は、社会インフラに広く用いられている。都市施設
をデザインする技術者は，設計法の基本を理解するとともに，鉄筋コンクリー
トに使用する材料の性質、各種の外力が作用した場合のRC部材の挙動など基
礎的な事項を理解しておく必要がある。RC構造デザインではこれらについて
修得することを目標とし，RC構造の設計論，材料の力学的性質，曲げモーメ
ント，軸力，せん断力に対する梁部材あるいは柱部材の挙動と設計法につい
て，計算演習も取り入れて学ぶ。
【到達目標】
鉄筋コンクリートに使用する材料とその性質，各種の外力が作用した場合の
鉄筋コンクリートの挙動について基礎的な事項を把握すると共に設計方法の
基本を修得することを目標とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
講義の後にミニテストを実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・鉄筋コンク

リートの概要
材料力学の復習

ガイダンス・鉄筋コンクリートとは
どのようなものか・鉄筋コンクリー
トの原理・成立性・特長・歴史・主
要構造物の説明
および材料力学の復習【ミニテスト】

2 設計方法の概要 設計の目的・設計方法の変遷・限界
状態設計法と許容応力度法の説明
【ミニテスト】

3 曲げを受ける部材（1） 曲げモーメントを受ける部材の変形
挙動・曲げ部材の弾性解析の説明，
長方形断面の曲げ応力度の算出【ミ
ニテスト】

4 曲げを受ける部材（2） T型断面の曲げ応力算出，曲げひび
割れとひび割れ制御の説明【ミニテ
スト】

5 曲げを受ける部材（3） 曲げ耐力の説明【ミニテスト】
6 前半の総合演習 前半の総合演習
7 中間実力確認 演習および解説
8 特別講義 エクセルを用いた計算演習
9 せん断力を受けるはり

部材（1）
せん断力を受けるはり部材の応力の
分布、ひびわれ発生の状況、破壊の
種類と対策の説明【ミニテスト】

10 せん断力を受けるはり
部材（2）

せん断力を受ける部材の耐荷機構，
コンクリートとせん断補強鉄筋が分
担する終局耐力計算方法の説明【ミ
ニテスト】

11 曲げと軸方向力を受け
る部材（1）

軸力をうける部材の弾性解析と断面
耐力の説明，横拘束筋の役割【ミニ
テスト】

12 曲げと軸方向力を受け
る部材（2）

曲げと軸力をうける部材の弾性解析
と断面耐力の説明，Ｍ－Ｎ相関図の
説明【ミニテスト】

13 一般構造細目・配筋方法 かぶり・あき・定着・継ぎ手・最小
鉄筋量・配筋等の構造細目の説明、
各種構造物への配筋方法および全体
のまとめ【ミニテスト】

14 後半の総合演習 後半の総合演習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に指示する．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします.

【テキスト（教科書）】
基礎から学ぶ鉄筋コンクリート工学 [第2版]（朝倉書店）
【参考書】
鉄筋コンクリートの解析と設計　限界状態設計法と性能設計法　吉川弘道著
　丸善書店
【成績評価の方法と基準】
ミニテスト10点・エクセル演習10点・中間実力確認40点・期末試験40点
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
毎回の講義と試験には，関数電卓を持参すること。
特別講義（エクセルを用いた計算演習）では，ノートPCを持参すること．
講義２時限に行う演習では，レポート用紙に回答してpdfで提出するので，A
４判のレポート用紙（またはノート）を用意するのがよい．
講義にはPOWERPOINTを使用する．
【Outline (in English)】
Reinforced concrete (RC) is widely used for social infrastructure.
Engineers, who design urban facilities, need to understand fundamental
matters such as the nature of materials used for reinforced concrete and
the behavior of RC members under various loads. This course aims to
comprehend these issues. Students will learn about the design theory of
RC structures and the mechanical properties of the materials, followed
by the behavior and design method of RC beam or column members in
relation to bending moment, shear and axial force through calculation
exercises.
The goals of this course is to understand the materials used in reinforced
concrete, their properties, and the behavior of reinforced concrete when
subjected to various external forces, as well as to master the basics of
design methods.
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
Grading is based on a mini-test (10%), exercises (10%), mid-term exam
(40%), and final exam (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

ＲＣ構造学及演習　Ｙ

山野辺　慎一

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
鉄筋コンクリート（RC）は、社会インフラに広く用いられている。都市施設
をデザインする技術者は，設計法の基本を理解するとともに，鉄筋コンクリー
トに使用する材料の性質、各種の外力が作用した場合のRC部材の挙動など基
礎的な事項を理解しておく必要がある。RC構造デザインではこれらについて
修得することを目標とし，RC構造の設計論，材料の力学的性質，曲げモーメ
ント，軸力，せん断力に対する梁部材あるいは柱部材の挙動と設計法につい
て，計算演習も取り入れて学ぶ。
【到達目標】
鉄筋コンクリートに使用する材料とその性質，各種の外力が作用した場合の
鉄筋コンクリートの挙動について基礎的な事項を把握すると共に設計方法の
基本を修得することを目標とする．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
講義の後にミニテストを実施する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・鉄筋コンク

リートの概要
材料力学の復習

ガイダンス・鉄筋コンクリートとは
どのようなものか・鉄筋コンクリー
トの原理・成立性・特長・歴史・主
要構造物の説明
および材料力学の復習【ミニテスト】

2 設計方法の概要 設計の目的・設計方法の変遷・限界
状態設計法と許容応力度法の説明
【ミニテスト】

3 曲げを受ける部材（1） 曲げモーメントを受ける部材の変形
挙動・曲げ部材の弾性解析の説明，
長方形断面の曲げ応力度の算出【ミ
ニテスト】

4 曲げを受ける部材（2） T型断面の曲げ応力算出，曲げひび
割れとひび割れ制御の説明【ミニテ
スト】

5 曲げを受ける部材（3） 曲げ耐力の説明【ミニテスト】
6 特別講義 エクセルを用いた計算演習
7 前半の総合演習 前半の総合演習
8 中間実力確認 演習および解説
9 せん断力を受けるはり

部材（1）
せん断力を受けるはり部材の応力の
分布、ひびわれ発生の状況、破壊の
種類と対策の説明【ミニテスト】

10 せん断力を受けるはり
部材（2）

せん断力を受ける部材の耐荷機構，
コンクリートとせん断補強鉄筋が分
担する終局耐力計算方法の説明【ミ
ニテスト】

11 曲げと軸方向力を受け
る部材（1）

軸力をうける部材の弾性解析と断面
耐力の説明，横拘束筋の役割【ミニ
テスト】

12 曲げと軸方向力を受け
る部材（2）

曲げと軸力をうける部材の弾性解析
と断面耐力の説明，Ｍ－Ｎ相関図の
説明【ミニテスト】

13 一般構造細目・配筋方法 かぶり・あき・定着・継ぎ手・最小
鉄筋量・配筋等の構造細目の説明、
各種構造物への配筋方法および全体
のまとめ【ミニテスト】

14 後半の総合演習 後半の総合演習

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義中に指示する．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします.

【テキスト（教科書）】
基礎から学ぶ鉄筋コンクリート工学 [第2版]（朝倉書店）
【参考書】
鉄筋コンクリートの解析と設計　限界状態設計法と性能設計法　吉川弘道著
　丸善書店
【成績評価の方法と基準】
ミニテスト10点・エクセル演習10点・中間実力確認40点・期末試験40点
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
毎回の講義と試験には，関数電卓を持参すること。
特別講義（エクセルを用いた計算演習）では，ノートPCを持参すること．
講義２時限に行う演習では，レポート用紙に回答してpdfで提出するので，A
４判のレポート用紙（またはノート）を用意するのがよい．
講義にはPOWERPOINTを使用する．
【Outline (in English)】
Reinforced concrete (RC) is widely used for social infrastructure.
Engineers, who design urban facilities, need to understand fundamental
matters such as the nature of materials used for reinforced concrete and
the behavior of RC members under various loads. This course aims to
comprehend these issues. Students will learn about the design theory of
RC structures and the mechanical properties of the materials, followed
by the behavior and design method of RC beam or column members in
relation to bending moment, shear and axial force through calculation
exercises.
The goals of this course is to understand the materials used in reinforced
concrete, their properties, and the behavior of reinforced concrete when
subjected to various external forces, as well as to master the basics of
design methods.
The standard preparation and review time for this course is 2 hours
each.
Grading is based on a mini-test (10%), exercises (10%), mid-term exam
(40%), and final exam (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

地盤環境工学

酒井　久和

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地盤に関わる環境問題，自然現象や建設事業に伴う地盤災害を理解する．特
に，斜面の安定性や地盤中の地下水の流れ,擁壁の安定性について演習を交え
て知識を定着させる．
【到達目標】
「地盤力学及演習」の発展として，斜面の安定性，地盤中の地下水の流れ，擁
壁の安定性に関して知識を深めるとともに，国内外での地盤・地下水環境に
関する問題点ならびに建設事業において発生する地盤災害・環境問題等に関
する基礎知識を修得する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 10%
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
授業の概要
①斜面の安定性，地盤中の浸潤面をもつ地下水の流れ，擁壁の安定性につい
て講義及び演習を行う．
②自然の地形，建設工事による災害を含む周辺環境への影響についての講義
を行う．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，地形と地盤

特性
建設の観点からの地形と想定される
問題点の解説

2 地盤災害（斜面）・斜面
の安定

斜面災害の事例紹介，斜面の安定性
の考え方の解説

3 斜面の安定計算（半無限
地盤）

斜面の安定計算（半無限地盤）の解
説，演習

4 斜面の安定計算（円弧す
べり）

斜面の安定計算（円弧すべり）の解説

5 斜面の安定計算（円弧す
べり）

斜面の安定計算（円弧すべり）の解
説，演習

6 地盤中の地下水の流れ 地盤中の地下水の流れについて，基
本事項の復習，解説

7 中間まとめ
第1回～第6回の理解度
の確認

1～6回の授業内容全般に及ぶ理解度
の確認および質疑応答

8 浸潤面をもつ地下水の
流れ（準一様流）

浸潤面をもつ地下水の流れ（準一様
流）の解説，演習

9 浸潤面をもつ地下水の
流れ（揚水）

浸潤面をもつ地下水の流れ（揚水）
の解説，演習

10 地下の活用－トンネル
の掘削工法と地下構造
物の災害事例－

地下構造物の活用事例，建設方法の
理解．災害事例の解説

11 地盤災害－掘削工事－ 掘削工事に伴う地盤災害について解
説

12 土圧の復習・擁壁の安定 土圧計算の復習，擁壁の安定性検討
方法について解説，演習．

13 擁壁の安定・国土交通白
書

擁壁の安定性の演習問題の解説．国
土交通白書記載の地盤環境問題につ
いて解説・演習課題の作成．

14 期末まとめ 第8回～第13回の理解度の確認と質
疑応答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各授業回で学んだ内容をそのつどしっかり復習して下さい．
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
石原研而：土質力学，丸善

【参考書】
国土交通白書
【成績評価の方法と基準】
試験70％＋レポート30％＝100％
欠席4回以上は単位取得を認めない (評価D).

【学生の意見等からの気づき】
授業内容の重点化によって評価は向上した．また，後半の講義において学生
が興味を持てるよう演習を伴う計算を組み込んだ．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geological & Environmental Engineering
Program are to acquire fundamental knowledge about environmental
and geological issues and geotechnical problems caused by natural
disasters and construction activities.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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DES100NC（デザイン学 / Design science 100）

デザインスタジオ

高見　公雄、袴田　喜夫、金城　正紀、佐多　祐一、福井　恒明

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
デザインスタジオは都市環境デザイン工学科における実技系の基礎的授業とし
て重要な位置を占める。当授業は複数の課題から構成され、基礎造形に係る演
習、図面制作技術の習得、そして模型製作の技法、これらを統合した造形表現
など。これらにより、都市環境デザイン工学に係る計画づくりの初歩を学ぶ。
【到達目標】
基礎造形に関しては、紙、布などの加工を通じて、重力が働く世界における
材料の特性を学ぶ。図面を用いた作業により作図検討の基礎を学ぶ。後半で
は都市、建築模型製作の基礎的な技術、観点を学ぶ。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
第一課題は紙の造形であり、個人課題として重力に耐えうる紙の構築物を制
作する。第二課題は土木構築物が備えるべき美しさを念頭に素材特性と重力
それぞれに向かい合い、造形物を制作する。第三・第四課題は個人課題とし
て、手書き図面による図面作成技術、小空間設計を学ぶ。第五課題、第六課
題は模型製作の基礎を学ぶ。
新型感染症対策を講じつつ、必要な範囲で対面型授業を実施予定である。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス、基礎造形課

題
全体の進め方や狙いを説明する。造
形物の美しさ、合理性、工夫などを
狙いとして、紙を使った構築物を制
作する。
課題説明、グループ分け。

2 立体造形 (基礎検討) グループごとに設定したテーマの立
体造形物への展開について検討し、
エスキスを受ける。

3 立体造形 (試作) 立体造形物の制作。試行錯誤をへて、
意図した造形物の姿を捉えていく。

4 立体造形発表、講評 立体造形物を完成させ、発表し、講
評を受ける。

5 住宅のトレース 高名な住宅の平面、立面、断面図を
手書きによりトレースする。

6 人の入る空間 人の入る小空間を設計する。
その基本的な構想をたてスタディす
る。

7 人の入る空間、講評 スタディした内容に則した成果図面
を制作し、講評を受ける。

8 模型製作の基礎 模型製作の材料や用具の使い方につ
いて学ぶ

9 広場空間の模型製作
（１）

実在の広場空間模型を作成する。図
面や写真で空間の把握を行う。

10 広場空間の模型製作
（２）

実在の広場空間模型を作成する。空
間を表現し添景の作成を行う。

11 広場空間の模型製作
（３）

作成した模型について講評をうける。
模型の写真を撮影し、提出シートを
作成する。

12 街路空間の観察と模型
製作（１)

現地調査に基づき、ベースとなる地
形部分を作成する。

13 街路空間の観察と模型
（２）

現地調査に基づき、街路沿いの建物
を作成する。

14 街路空間の観察と模型
製作（３）

模型の写真を撮影し、提出シート作
成する。模型の講評を受ける。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
シラバス内容の事前確認
配布資料の復習
レポートの作成
演習課題の制作
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて配布する。
【参考書】
講義において適宜指示するともに補充資料を配布する。
【成績評価の方法と基準】
各演習課題により評価する。4回以上の欠席または演習課題の未提出はD評価
となる。
【学生の意見等からの気づき】
なし
【学生が準備すべき機器他】
前半は直定規、三角定規、三角スケール、製図用筆記具、色鉛筆など製図器
具、カッターなどが必要となる。学科で紹介する製図用品セットを購入すれ
ば、秋学期の図学及演習を含め対応可能である。後半は模型制作のための工
作用器具が必要であるが、これも製図用品セットで概ね対応可能である。そ
の他、模型制作のための材料が必要になる場合がある。
【その他の重要事項】
計画・設計演習の基礎演習は順を追って構成されているため、授業を休むと
それを取り返すのが難しい。極力出席すること。
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員、また現在実務家として最前線で活動している教員が、現場状況を
含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
This is the first practical subject in the Department of Civil and
Environmental Engineering program to study skills.
Each exercise will be evaluated. Four or more absences or
non-submission of exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

CAD実習

金城　正紀

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
CADなどのデジタルツールを活用し、合理的な設計手法と多様な表
現方法を学ぶ。我が国におけるCADのハウツー本に関しては、建
築デザイン (主に住宅設計)に対応したものが多く、都市デザインを
学ぶためのものは見たらない。そこで本授業では、プロダクト・建
築・都市といった異なるスケールのデジタルデザイン演習を通して、
都市空間の幅広いデジタル表現を学ぶ。また、VR・AR(通称XR)な
どを活用した最先端のプレゼンテーションも学ぶ。本授業は、これ
から急速に普及する「DX(デジタルトランスフォーメーション)」や
「デジタルツイン」活用のための導入であり、多彩なデジタルツール
に関心を持ってもらう演習授業でもある。

【到達目標】
短期間で2Dのデザインビジョンを描き、3Dシミュレーションを経
て、2Dへフィードバックし、修正できるスキルを身につける。加え
て、3D点群やBIM/CIMなどの3Dデータを横断的に活用できる。他
のデザイン系演習授業やシミュレーション研究の分野において、こ
れらのスキルを応用できる。
使用PCソフト: VectorWorks, CloudCompare, AutoCAD, FormIt,
Blender, Unity, Unreal Engine
使 用 ス マ ー ト フ ォ ン ア プ リ: RealityComposer(iOS),
ARViewer(Android)

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連

【授業の進め方と方法】
課題はすべて授業時間の前に出題し、提出方法やオンデマンド映像
の格納場所が記載された「学習の手引き」に沿って各々の課題を進
める。オンデマンド映像で予習・復習を行い、個々のペースで課題
を進め、授業は補足解説とエスキースの時間に充てる。課題の進捗
を見ながら提出期限を設け、エスキースの過程も評価する。授業時
間とは別に、オフィスアワー (オンライン)も検討している。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 CAD/DX概論 【予習】CAD基本操作を学ぶ

【授業】パッケージ展開図の作図
補足。DX概論を通して拡張子
の種類・役割・互換性を学ぶ。
【課題】パッケージ展開図の復
習、市谷田町キャンパス計画3D
モデルエスキース

2 CAD/DX概論 【予習】CAD基本操作を学ぶ
【授業】パッケージ展開図の作図
補足。DX概論を通して拡張子
の種類・役割・互換性を学ぶ。
【課題】パッケージ展開図の復
習、市谷田町キャンパス計画3D
モデルエスキース

3 街区設計/建築設計 【予習】街区設計の基礎【授業】
街区設計の補足。操作の応用と
デザイン手法を学ぶ。
【課題】街区設計のブラッシュ
アップと建築設計の基礎

4 街区設計/建築設計 【予習】街区設計の基礎【授業】
街区設計の補足。操作の応用と
デザイン手法を学ぶ。
【課題】街区設計のブラッシュ
アップと建築設計の基礎

5 3D基礎/都市の断面
図

【予習】椅子の3Dデザイン【授
業】魅力的な断面図の描き方を
学ぶ。3D点群を活用して空間の
スケール感を確認する。
【課題】建築と街区の3D化

6 3D基礎/都市の断面
図

【予習】椅子の3Dデザイン【授
業】魅力的な断面図の描き方を
学ぶ。3D点群を活用して空間の
スケール感を確認する。
【課題】建築と街区の3D化

7 都市空間の3DとXR
活用

【予習】都市の断面図【授業】
3Dの互換性とXRへの出力方
法、3Dソフト「Blender」の基
本操作を学ぶ。
【課題】都市空間のデザイン演
習課題 (指定敷地あり)

8 都市空間の3DとXR
活用

【予習】都市の断面図【授業】
3Dの互換性とXRへの出力方
法、3Dソフト「Blender」の基
本操作を学ぶ。
【課題】都市空間のデザイン演
習課題 (指定敷地あり)

9 演習課題のエスキー
ス/GIS活用

【予習】演習課題の3D作成

【授業】演習課題のエスキース、
3D点群とGISを活用したデザイ
ン演習【課題】演習課題3Dのブ
ラッシュアップと2D図面作成

10 演習課題のエスキー
ス/GIS活用

【予習】演習課題の3D作成

【授業】演習課題のエスキース、
3D点群とGISを活用したデザイ
ン演習【課題】演習課題3Dのブ
ラッシュアップと2D図面作成

11 演習課題のエスキー
ス/XR活用

【予習】演習課題の2D図面作成
【授業】演習課題のエスキース
【課題】プレゼンテーションボー
ドの作成

12 演習課題のエスキー
ス/XR活用

【予習】演習課題の2D図面作成
【授業】演習課題のエスキース
【課題】プレゼンテーションボー
ドの作成

13 プレゼンテーション
と講評会

【授業】できるだけ受講者全員の
講評を行う。
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14 プレゼンテーション
と講評会

【授業】できるだけ受講者全員の
講評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
オンデマンド映像での予習・復習が可能である。クラウドストレー
ジ等を活用して、制作過程の作品を共有しながらエスキースを行う。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
オリジナル教材と学習の手引きを配布する。

【参考書】
Aiprah『VECTORWORKSパーフェクトバイブル 2023/2022対応
』翔泳社
一般社団法人Civilユーザ会 『土木技術者のためのRevit入門 』日
経BP
芳賀百合『これからCIMをはじめる人のためのAutoCAD Civil 3D
入門』エクスナレッジ
(以上の購入は不必要)

【成績評価の方法と基準】
中間提出物（30％）、最終成果物（70％）。欠席4回以上は単位取得
を認めない (評価Ｄ)。

【学生の意見等からの気づき】
個々のペースでスキルアップできる演習授業であるという意見が多
く、今年度においてもオンデマンド映像を活用した学習を行う。授
業時間以外におけるエスキースが行えるように、Googleドライブな
どのオンラインストレージの活用を拡充させる予定である。

【学生が準備すべき機器他】
ノートPCとマウス、スマートフォン(XR用)を準備すること。特に
マウスが無い場合は作業が進まない。授業時間以外では、オンデマ
ンド映像を閲覧しながら作業を進めるため、ノートPCとは別のPC
やデュアルモニター、iPadなどのタブレットを用意すると学習がス
ムーズに進む。

【その他の重要事項】
海賊版ソフト等の違法利用や、借用データのコピー提出は認めない。
教員のほうでこれらの違反をチェックできる機能を備えている。ま
たGoogleドライブに格納されているオンデマンド映像の閲覧は、法
政大学アカウント以外からのアクセスは認めない。映像に関しては
閲覧制限を設けているため、初回授業において教員のほうから閲覧
承認を行う。

【Outline (in English)】
【Course outline】
In this class, students will learn the basics of drafting, how to
read drawings, and how to draft using CAD software.
【Learning Objectives】
In this class, we will use CAD software to draw 2D and 3D
simulations. It also utilizes 3D data such as 3D point cloud
and BIM/CIM. The goal is to apply these skills in the field of
design exercises and simulation studies.
【Learning activities outside of classroom】
It is possible to prepare and review lessons with on-demand
video. The standard time for preparation and review for this
class is 2 hours each.
【Grading Criteria/Policy】
Grading will be 30% for mid-term submissions and 70% for
final submissions. If you are absent 4 or more times, you will
not be granted credit (D grade).
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

プロジェクトスタジオ（都市）

高見　公雄、袴田　喜夫、椿　真吾、福井　恒明

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：必修
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市プランニング系の演習科目で唯一の必修科目である。都市整備に係わる
法令や基礎知識を活かし、エンジニアリング・デザインの観点から具体的な
地区を捉え、条件に応じた課題に応えていくことで都市プランニングの考え
方と技法を学ぶ。
【到達目標】
与えられた場所の特性を現地調査や各種計画や地図等、また歴史的経緯から
読みとくことができるようになる。その場において解決すべき課題を自ら設
定することができ、これについて合理的な解決案の提案とその表現ができる。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 30%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は図面上での作業、図面・模型の制作、それらのプレゼンテーションか
らなる。エスキスは手書きを主に教員と議論を行い、個人課題の成果品フィ
ニッシュは模型並びにデジタルツールを用いた図と説明からなるプレゼンテー
ション・シートとする。図面と模型の制作に関しては、その作業量から授業
時間外での対応が必要になる。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 概要説明、第１課題出

題、模型と設計の基礎知
識

第１課題の趣旨と条件を説明する。
この課題を考える上で留意すべき点
を説明する。

2 第１課題エスキス（１） 現地調査に基づく設計の基本方針を
検討する。

3 第１課題エスキス（２） 設計方針を具体化する。
4 第１課題エスキス（３） 発表に向けて図面や模型の製作方針

を検討する。
5 第１課題講評、第２課題

出題
第１課題について図面と模型で発表
する。第２課題の趣旨と条件を説明
する。

6 第２課題現地分析発表 第２課題の対象地について文献調査
や現地調査の結果を発表する。

7 第２課題参考事例発表 第２課題の検討にあたり参考となる
国内外の事例を調査し、発表する。

8 都市開発事業と建築設
計に関する知識、第２課
題エスキス（１）

都市開発事業や建築設計の実例を理
解し、自らの設計に活かす。設計対象
とする敷地と設計テーマを選定する。

9 第２課題エスキス（２） 選定した敷地の設計方針を検討する。
10 第２課題エスキス（３） 設計方針に基づいて具体的な計画を

検討する。
11 第２課題エスキス（４） 設計方針に基づき、計画内容の改善

について指導を受ける。
12 第２課題エスキス（５） 発表に向けて図面や模型の製作方針

について指導を受ける。
13 個人課題提出、講評会 個人課題である図面、模型を完成さ

せ提出する。講評を始める。
14 講評会・その２ 講評をつづけ、総評を行う。
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
私たちが暮らす都市空間がどのようにできているか興味を持ち、町を見る。道
路の幅員、橋の高さ、建物の大きさなどを寸法として考えてみる。好きな場
所、嫌いな場所の要因を考える。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要な資料を配布する。

【参考書】
アーバンデザインの現代的展望（渡辺定夫、鹿島出版会）
日本の都市環境デザイン85-95、日本の美しいまちなみ事例（都市づくりパブ
リックデザインセンター）
コンパクト建築設計資料集成 [都市再生]（日本建築学会編、丸善）
世界のSSD100-都市持続再生のツボ（東京大学cSUR-SSD研究会、彰国社）
　など
【成績評価の方法と基準】
中間提出物、エスキス対応（30％）、最終成果物（70％）
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)

【学生の意見等からの気づき】
最終提出物のイメージを意識して作業するよう指導する。
【学生が準備すべき機器他】
図面の仕上げにおいて、貸与ＰＣを用いてＣＡＤまたはドロー系ソフトによ
り作図する必要がある。
三角定規、三角スケール、色鉛筆などの製図機器が必要となる（１年次のデ
ザインスタジオ用に購入したものがあれば可。）模型制作にあたっては、カッ
ターなどの道具の他、模型材料を自ら調達する必要がある。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた専任教員、またわが国の第一線で建築、都市整備の実務に就いている兼
任教員が、都市デザインの現場状況を含めて講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
As the only compulsory course in this program, students will locate
problems in their target field and make suggestions for improvements
using plan views, sectional views and models.
Each exercise will be evaluated. Four or more absences or
non-submission of exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

街づくりとデザイン

渡邉　竜一

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈ア〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市化の時代に進められた都市基盤施設の充実と宅地供給といった市街地整
備の図式が変化していく中、街づくりの課題や方法は多様化している。この
授業では土木だけでなく、建築、ランドスケープ、メディア、映像、アートな
ど他分野含めたの外部講師をゲストに招きながら、授業を進めます。
【到達目標】
現代における街づくりは、ハードの整備だけでなく、柔軟な発想とコミュニ
ケーション能力が求められる。豊かな環境を発想し、多くの人と共有してい
くプロセスの一端から、自ら課題を見つけ出し、考える力を身につける。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義は、対面とします。シラバスとは異なる授業計画とします。詳細はHoppii
に掲示します。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 ガイダンス 街づくりと呼ばれる分野の概観と当

授業で扱う内容、その方向性などに
ついて講義する。

2 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

3 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

4 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

5 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

6 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

7 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

8 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

9 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

10 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

11 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

12 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

13 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

14 ゲストレクチャー ゲストレクチャーおよびディスカッ
ション・対話を通じてデザインの先
端を学ぶ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
進捗に合わせ必要に応じて紹介する。
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
出席（70％）、授業態度・意欲（30%）で評価。
欠席2回以上または提出物未提出は単位取得を認めない (評価D)。
【学生の意見等からの気づき】
特になし。
【学生が準備すべき機器他】
なし
【その他の重要事項】
なし。
【Outline (in English)】
In this course, we explore the man-made environment from diverse
disciplinary backgrounds and points of view, engaging in intense design
communication, extensive research of the present environment, and
studies of urban history and theory.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

景観とデザイン

福井　恒明

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
現代のシビルエンジニアには，どのような専門分野であっても，技術によっ
て創出される構造物や空間，風景の質に対する知識と責任が求められる．本
授業では，これに対応できる素養を修得するために景観工学の基礎知識，景
観デザインに関する事例や考え方を学ぶ．
【到達目標】
１）景観に関する基礎的知識を修得し，計画・設計の前提となる基本的考察
ができるようになる．
２）１）をもとに景観に関する調査を行い，その結果について他者と共有で
きる論理構成と表現ができるようになる．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」に関連
【授業の進め方と方法】
講義形式を中心に授業を進める．一部にグループワークによる実習的作業を
含む．
グループワークに基づく授業内発表を行う（13,14回目）．その結果について
レポート提出を求める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス・景観の捉え

方
景観工学の誕生／ルーツと展開／景
観とは／景観把握モデル／３つのア
プローチ

2 景観の捉え方 （グループワーク）景観に関する言葉
を使った例文作成と用法の確認

3 視覚的アプローチ（１）
人間の視知覚特性

視知覚特性と「よい眺め」／景観
ディスプレイ論／図と地

4 視覚的アプローチ（２）（グループワーク）視距離の見え方に
ついて，顔の認識限界を調べてみる

5 視覚的アプローチ（３）
身体感覚的アプローチ
（１）

色彩／ヒューマンスケール

6 身体感覚的アプローチ
（２）

（グループワーク）ヒューマンスケー
ルの実測，歩幅の確認と歩測

7 身体感覚的アプローチ
（３）
意味的アプローチ（１）

仮想行動／「閉じる・開く」と「見
る・見られる」／シークエンス／イ
メージと景観／イメージの構造

8 意味的アプローチ（２）（グループワーク）アフォーダンスの
理解，ポジティブスペース・ネガ
ティブスペースの採集

9 意味的アプローチ（３） 名付けと描写／伝統的景観／原風景
と生活景

10 意味的アプローチ（４）（グループワーク）身の回りのデザイ
ンボキャブラリーを考える，歴史的
景観とテーマパークの違い

11 現地見学（11-12回連
続）

まちなみの成り立ちを理解する

12 現地見学（11-12回連
続）

まちなみの成り立ちを理解する

13 グループディスカッ
ション

景観に関する課題についてグループ
ディスカッションを行う

14 グループディスカッ
ションの発表と講評

グループディスカッションの結果に
ついての発表とそれに対する講評を
行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
基本的にテキスト（教科書）に沿って授業を進めるため，該当箇所について
予習・復習を行う．授業後半にグループディスカッションを行うため，これ
に関する事前準備や事後のレポート作成（個人）がある．

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
「景観とデザイン」内山久雄監修・佐々木葉著，オーム社，2015，2500円＋税
【参考書】
「景観用語事典増補改訂第二版」篠原修編，彰国社，2021，3600円＋税
その他必要に応じて紹介する
【成績評価の方法と基準】
各回のグループワーク評価40%，グループディスカッションの評価20%，個
人レポート40％とする。
欠席4回以上は単位取得を認めない（評価D）。
【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません
【学生が準備すべき機器他】
貸与パソコン等によりインターネットに接続して作業できる環境が必要である．
【その他の重要事項】
景観計画・景観デザインについての実務経験を持つ教員が、その経験を活か
して、都市環境デザインにおける景観の考え方を実際のプロジェクトにおけ
る適用を踏まえて講義する。
【Outline (in English)】
Course outline
This lecture introduces a framework of knowledge about the quality
of landscapes created by civil engineering technologies and presents
specific examples.
Learning objectives:
At the end of the course, students are expected to acquire basic
knowledge of landscape engineering and examples and ideas on
landscape.
Learning activities outside classroom:
Students will be expected to read the relevant chapter from the text to
prepare for a group discussion. Your study time will be more than two
hours for a class.
Grading criteria / policies:
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Results of each group work 40%, Result of group discussion: 20%、Term-
end report: 40%
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

ジオテクニカルデザイン

酒井　久和

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地盤調査，地盤災害，基礎，地盤改良，地盤掘削について学習するとともに，
様々な構造物の設計演習を通じて総合的デザイン能力を高め，設計の考え方
を習得する．
【到達目標】
①インフラ建設時の調査法，設計法，地盤災害について理解する．
②建設工事に必要な地盤調査法や建設時の地盤災害を理解し，ボーリング柱
状図から事前に問題点を抽出する力を養成する．
③浅い基礎，深い基礎の設計方法と構造物の支持力機構を理解する．
④地盤改良や掘削の方法について理解する．
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
「地盤環境工学」の発展として，インフラ建設時の調査法，設計法，地盤災害
について講義を行う．前半では，建設時の地盤災害，浅い基礎の設計方法，液
状化のメカニズムについて学び，後半は，深い基礎の設計方法，地盤改良や
掘削の方法について学習する．構造物設計上の要点を把握した状態でボーリ
ング柱状図を読むことで事前に問題点を抽出する力を養成する．
授業は学年暦通り実施する．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 ガイダンス，地盤調査法 サウンディング，サンプリングによ

る地盤構造の把握
2 建設時の地盤災害 ボイリングの現象，検討方法，対策法
3 建設時の地盤災害 ヒービング，盤膨れの現象，検討方

法，対策法
4 浅い基礎の概説 浅い基礎の種類と施工法
5 浅い基礎の設計法 浅い基礎の支持力の考え方
6 浅い基礎の設計演習 浅い基礎の設計演習と解説
7 液状化現象 メカニズム，液状化対策と液状化判定
8 深い基礎の概説 支持力機構，基礎に要求される性能，

杭の工法，材質，形状による分類
9 深い基礎の概説 工法の特徴と施工法の概要
10 深い基礎の検討 検討方法，鉛直支持力の計算法の概説
11 深い基礎の設計法 鉛直支持力，負の摩擦力の計算演習
12 地盤改良・掘削方法 地盤改良工法の概説，適用例．各種

掘削工法の概説，特徴．
13 地盤特性値の解釈調査

と留意点
設計地盤定数の求め方と留意点，
ボーリング柱状図の読み方

14 期末まとめ 第1回～13回の理解の確認と質疑応
答

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1. 今回授業内容の復習
2. 同　上
3. 同　上
4. 同　上
5. 同　上
6. 同　上
7. 同　上
8. 同　上
9. 同　上
10. 同　上
11. 同　上
12. 同　上
13. 同　上
14. 同　上

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
なし．
プリントを適宜配布する
【参考書】
地盤工学会：地盤調査法
日本道路協会：杭基礎設計便覧（平成18年度）
吉見吉昭，福武毅芳：地盤液状化の物理と評価・対策技術，技報堂出版
日本道路協会：道路土工構造物技術基準・同解説
【成績評価の方法と基準】
定期試験70％，レポート30％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
初回講義の際にこれまでの成績評価状況を説明し，受講意欲のない学生に対
しては，早めに履修を諦めさることができたところ，学生の授業評価が低い
ものがなくなり，興味のある学生の受講環境を高めることができた．
【学生が準備すべき機器他】
関数電卓,PC

【その他の重要事項】
建設会社の設計部で実務を担当した教員が設計経験を活かして講義を行う．
【Outline (in English)】
The main objectives of the Geological Environmental Engineering 2
Program are the following:
1) Graduates will acquire fundamental knowledge on geotechnology:
ground survey, ground disaster, foundation, ground improvement and
excavation methods.
2) Graduates will enhance their ability of general design by design
practices of several types of infrastructure.
This class’s standard preparation and review time is about 2 hours,
respectively.
Grade evaluation: Periodic examination 70% + Report 30% = 100%,
provided that no credit will be given for more than four absences; grade
D.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

環境マネジメント

弘末　文紀

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
２０世紀以降の科学技術の飛躍的な発展は、地球環境の破壊と人口爆発を生
じさせ、もはや人類はもちろん様々な生物の生存にとって危機的状態をもた
らしている。地球環境の改善と保全は、今世紀に人類が解決しなければなら
ない緊急で最優先の課題である。我が国においても特定の産業活動が環境汚
染を引き起こした過去の公害問題とは異なり、通常の事業および生活活動に
起因する環境への負荷が増大しているため、自主的な環境への負荷の低減が
求められている。
本授業では，上記課題を解決するための一手段として「環境マネジメント」に
着目し、企業および市民が遵守すべき環境法規、さらに社会的な責任を意識
して自主的、能動的に環境保全のための行動を計画・実行・評価する手順（環
境マネジメントシステム）およびその行動に必要な技術を学ぶ。本授業の内
容は、社会人（民間企業、公務員ほか）の基礎知識として是非とも覚えておく
べきこと、そしてシビルエンジニアの基盤技術として知っておくべきことで
あり、将来の業務の様々な局面で役立つものである。
【到達目標】
環境マネジメントの活動は、環境基本法の基本理念のもとに成り立つものであ
ることから、我が国における環境にかかわる近代から現代の出来事と関連する
法規制の歴史を概観することで環境基本法の成立に至る過程とその理念を理
解する。そして、環境マネジメントの活動手順である「環境マネジメントシ
ステム」の構成を理解するともに、個別の環境（大気汚染、水質汚濁、土壌汚
染、騒音、振動、廃棄物処理等）関連法の概要および規制基準等について学ぶ
とともに、建設産業において規制基準を満足するための対処技術を事例に基づ
き習得する。さらに、企業活動を行うために必須の倫理観と企業責任（コン
プライアンス，インテグリティ，CSR，SDGｓ，ESG）など、今、世の中で
求められている環境経営の考え方についても概説するのでこれらを理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 60%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業はオリジナルのパワーポイントを用いて講義形式で実施する。
資料は講義当日までに授業支援システムにアップロードされるので、ここか
ら各自ダウンロード出来る。
講義（1回～12回）の終了前に小課題を出すので、基本的に講義終了までに提出
する（受け付けは当日いっぱいまで。解答は次回講義開始時に確認する）。13
回目目は小課題なし。14回目は把握度確認となるため解答合わせは行わない。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 環境マネジメントと環

境基本法
環境マネジメントの対象である環境
問題の歴史と環境政策の推移及び基
本理念の誕生
小課題①

2 環境マネジメントシス
テム

システムの概要とその効果
小課題②

3 水質環境の保全（その
１）

水質汚濁と公害，有害化学物質によ
る生物への影響，発生源と環境基準
小課題③

4 水質環境の保全（その
２）

水質汚濁の事例と対策および効果
小課題④

5 大気環境の保全（その
１）

大気汚染物質の法的規制と技術的
対応
小課題⑤

6 大気環境の保全（その
２）

今日的な大気汚染問題（ヒートアイ
ランド，温室効果ガスなど）
小課題⑥

7 土壌環境の保全（その
１）

土壌汚染物質と土壌汚染対策法
小課題⑦

8 土壌環境の保全（その
２）

汚染土壌の浄化技術とその実例
小課題⑧

9 廃棄物とリサイクル（そ
の１）

廃棄物処理法とリサイクル法
小課題⑨

10 廃棄物とリサイクル（そ
の２）

一般廃棄物と産業廃棄物の現況と処
理・処分および不法投棄問題
小課題⑩

11 環境経営
SDGｓおよびESG投資
と建設業界

CSRと持続的成長および環境活動
小課題⑪

12 騒音と振動および悪臭
とその対策

騒音と振動および悪臭の規制と防止
対策
小課題⑫

13 最新の環境関連政策の
動向と豊洲新市場土壌
汚染問題とその対策か
ら考えること

第六次環境基本計画（2024～2030
年）の注目分野および豊洲市場土壌
汚染問題とその対策

14 2023年度講義の把握度
確認

１～１３回の講義内容における重要
事項の把握度を記述式にて確認

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前配信するテキスト（パワーポイント）等と参考書による予習および講義
の復習をし、特に重要な事項については講義時に指摘するので、これらにつ
いて把握する。
小課題は当日の講義内容から出題するので講義資料および関連情報を検索す
ることで基本的に時間内に回答することが可能と考える。さらに、最終講義
の把握度確認の課題は、各講義にて特に重要と指摘した項目から出題するの
で復習していれば十分対応可能。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。
【テキスト（教科書）】
独自のパワーポイント資料を使用（同pdfファイルを授業支援システムにて配
信する）。
【参考書】
事前予習のための参考書は特に必要としないが、より深い理解を得たい場合、
環境マネジメントシステムに関する資料は、
「図解即戦力 ISO 14001の規格と審査がこれ1冊でしっかりわかる教科書」福
西義晴，技術評論社，2019.11.20
「一番やさしい・一番くわしい最新版図解でわかる ISO14001のすべて」大
浜庄司，日本実業出版社，2017.8.31
などがある。
環境法および建設関連法規に関する資料は、
「図解 環境 ISO対応 まるごとわかる環境法」見目善弘，産業環境管理協会，
2017.12.1
「建設工事の環境法令集」（社）日本建設業団体連合会監修，（株）富士グロー
バルネットワーク発行（なお、最新版は2024年6月頃発行予定）
などがある。
【成績評価の方法と基準】
評価点は100点満点で評価し，90点以上S，87点以上A+，83点以上A，80
点以上A-，77点以上B+，73点以上B，70点以上B-，67点以上C+，63点以
上C，60点以上C-，59点以下または欠席４回以上Dとする．
評価点＝把握度確認の成績64%＋小課題12回分の成績36 %
各小課題は、期限内提出して正解であれば3点、不正解は2点。期限遅れで提
出した場合は正解で2点、不正解は1点。よって、全小課題を期限内提出して
全問正解であれば36点の持ち点となる。
把握度確認は100点満点で採点し、その成績の0.64掛けが持ち点となり、上
記の小課題持ち点と合わせて評価点とする。
【学生の意見等からの気づき】
昨年度も全講義を対面にて実施した。小課題および課題確認の結果で判断す
ると学生諸君の理解は十分なされていたと思う。
ちなみに、２年前の講義からレポート課題を無くしているが、小課題におい
て様々な考え方を提示した回答を得ているので今年度もユニークな回答を期
待する。
【学生が準備すべき機器他】
講義は教室のプロジェクターを使用するため情報機器を持参する必要はあり
ません。ただし、講義内容をより具体に把握するため、特にシステム・法規・
基準などをPCでリアルタイムに検索することは有効であるのでPCの持込を
推奨します。
【その他の重要事項】
ゼネコンの技術研究開発部門で、技術者として地下水解析からはじまり土壌汚
染、水質汚濁、廃棄物処理、災害瓦礫、除染などを対象とした環境関連技術の
開発と実施に３０年以上携わるとともに、管理者として品質管理および環境管
理を推進した者が、その経験を活かして環境関連の法規と技術、さらには環境
を考慮した企業経営の在り方を総括した環境マネジメントについて講義する。
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【Outline (in English)】
The rapid development of science and technology since the 20th
century has resulted in the destruction of the global environment and
a population explosion, and has brought about a state of crisis for
the survival of various living organisms, not to mention the human
race. The improvement and conservation of the global environment
is an urgent and top-priority issue that mankind must resolve in this
century. In Japan, unlike past pollution problems in which specific
industrial activities caused environmental pollution, the burden on the
environment caused by ordinary business and daily life activities is
increasing, and voluntary reduction of the burden on the environment
is required.
In this course, we focus on "environmental management" as a means
to solve the above issues, and learn about environmental laws and
regulations that companies and citizens should comply with, as well
as procedures (environmental management systems) and technologies
necessary for voluntary and active planning, execution, and evaluation
of actions for environmental conservation with an awareness of social
responsibility. The contents of this course are things that working
people (private companies, civil servants, etc.) should learn as basic
knowledge, and things that civil engineers should know as fundamental
technologies, which will be useful in various aspects of their work in the
future.
Since environmental management activities are based on the basic
principles of the Basic Environmental Law, this course provides an
overview of the history of modern and contemporary environmental
events and related laws and regulations in Japan in order to understand
the process leading to the enactment of the Basic Environmental
Law and its principles. The course will also provide an overview of
the individual environmental laws (air pollution, water pollution, soil
contamination, noise, vibration, waste disposal, etc.), their regulatory
standards, and techniques to meet the regulatory standards in the
construction industry based on case studies. In addition, students will
learn techniques to meet the regulatory standards in the construction
industry based on case studies. In addition, students will also learn
about the concept of environmental management, such as ethics and
corporate responsibility (compliance, integrity, CSR, SDGs, and ESG),
which are essential for conducting corporate activities and are now in
demand in the world.
Students are expected to prepare for and review the lecture using the
textbook (PowerPoint presentation) and reference books provided in
advance, and to grasp particularly important issues as they will be
pointed out during the lecture.
The quiz will be based on the content of the day’s lecture, so students
should be able to answer the quiz in time by searching for lecture
materials and related information. In addition, the final assignment
to check the level of understanding is based on the items pointed out
as particularly important in each lecture, so it can be answered if the
student has reviewed the material.
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
Grading is based on a 100-point scale: 90 or higher S, 87 or higher A+,
83 or higher A, 80 or higher A-, 77 or higher B+, 73 or higher B, 70 or
higher B-, 67 or higher C+, 63 or higher C, 60 or higher C-, 59 or lower
or 4-times or more absences D.
Evaluation points = 64% of the grade for checking the grasp level + 36%
of the grade for the 12 quizzes
Each quiz is worth 3 points if it is submitted on time and correct, and 2
points for incorrect. If submitted late, 2 points will be given for a correct
answer and 1 point for an incorrect answer. Therefore, if all the quizzes
are submitted on time and all the questions are answered correctly, 36
points will be carried.
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CST300NC（土木工学 / Civil engineering 300）

水圏環境システム

道奥　康治

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球の水で構成される領域を水圏という．水圏の大部分は海洋であ
るが，人間との関わりが密な陸水域（河川，湖沼，貯水池）と沿岸
域を対象として，流れ・水質・底質・生態系の変化の仕組みを学び，
水環境を形成する水圏の科学を学ぶ．

【到達目標】
水質構成のメカニズムを学んだ後に，湖沼・ダム貯水池，河川といっ
た圏域ごとに，流れ・水質・生態系・人間活動との関連性を多面的
な視点から考究し，必須の基礎知識・技術，技術者としての環境倫
理感などを修得することを目標とする．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 50%
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
水辺空間の再生など身近な生活環境における技術の役割を学習する
にとどまらず，地球温暖化とその影響・対策などグローバルな問題
も含め，大気の水・物質循環，気候変動，異常気象などについて近
年の研究成果も踏まえて講義する．内容の理解を深めて水質解析方
法を修得するためにテーマ毎に演習問題を課し，学生間，学生－教
員間での意見交換を通して演習問題を解く.

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 水圏環境の変遷と講

義概要
学習教育目標の確認．授業の進
め方．テキスト紹介．産業革命
によって二酸化炭素排出量が急
増し温暖化が加速していること，
窒素の固定技術によって窒素循
環が劇的に変化したことが，水
圏への環境負荷の増加要因に
なっていることを解説する．水
圏環境に関わる主な出来事の国
内外史，足尾銅山鉱毒事件，公
害，環境法体系の整備，化学汚
染と有機汚濁，富栄養化と有機
汚濁における水質障害の事例

2 水質指標 水質指標の分類（水の物性，濁
り，有機物，栄養塩），水の物性
に関する水質指標：水温，電気
伝導度，塩分，pH，濁りに関す
る指標：透明度，透視度，濁度，
色相・色度，有機物に関する指
標：溶存酸素濃度，酸化還元電
位，BOD,COD

3 水質環境基準と水質
素過程

水質環境基準（河川，湖沼・貯
水池，海域），光・熱環境，制御
関数と制限因子，吸脱着・溶出，
水－大気境界面における気体交
換，易・難溶解性気体，凝集・
沈殿（沈降），好気性・嫌気性分
解と溶存酸素に関する制御関数，
食物連鎖と生物濃縮

4 光合成と有機物生産 光合成を律する諸要因と有機物
増殖速度のモデル化，クロロ
フィルa濃度の周日変化に関す
る演習，補償深度に関する演習

5 河川の自浄作用 Streeter-Phelpsの式，物理的・
化学的・生物的自浄作用，好気
的微生物と再曝気と真の自浄作
用，河川の自浄作用に関する演
習：開水路等流諸元と再曝気係
数・溶存酸素垂下曲線の解

6 湖沼・貯水池の水質
水理

湖沼・貯水池の水理学的特性（河
川との比較），水温成層の構造と
形成要因，水温成層の季節変化，
成層特性による水域の分類，貯
水池の流れ・乱れの駆動力

7 湖沼・貯水池におけ
る富栄養化

冷水害，濁水害，富栄養化と水
質障害，自然と人為起因の富栄
養化の違い，富栄養湖と貧栄養
湖の比較，流域対策と池内対策，
富栄養化の律速（制御）要因，
琵琶湖条例

8 富栄養化の判定 富栄養化の判定指標
（Vollenweiderのモデル），富栄
養化度の判定に関する演習

9 成層湖におけるカビ
臭発生・貧酸素深層
水の湧昇の判定

吹送流によるカビ臭の発生機構，
成層・風速条件と深層水の湧昇，
これらの演習

10 河川の物理環境 河川法，河川における物理的・
化学的・生物学的環境因子，河
川の環境機能，河川環境の空間・
時間スケール，河川の物理環境
：流況，セグメント，瀬と淵

11 土砂収支・河川地形，
植生水理

土砂収支と河川地形・生物環境，
総合的土砂管理，河川の樹林
化・陸地化

12 河川の生態系，流域
文化

自然の攪乱・更新，縦断・横断
方向の連続性，河川地形の多様
性，植生の縦横断方向分布，付
着藻類，魚類，底生動物と水質，
河川文化

13 気候変動と水圏環境，
授業の総括

地球環境変化が水圏の流れや水
質に及ぼす影響，持続可能社会
を形成するために必要な水圏管
理と環境倫理，水圏環境学の総
括

14 授業の総括など 授業の総括と総合的な学力確認

— 655 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業内容の予習・復習が演習課題を解き明かすために必要となり，
授業内容が如何にして水圏環境の管理技術と連動しているかを演習
によって理解する．演習には水理学や数値解析の概念が含まれてお
り，水理学1及演習や水理学2など関連科目を復習すること．授業
で紹介する時節ごとの水圏環境問題についても独自に関連資料など
を調査し水圏環境学への興味を向上させること．授業の進行状況に
応じて宿題を課す．
本授業1回あたりの準備学習・復習時間は各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
水圏の環境，有田正光他：東京電機大学出版局，1998年

【参考書】
授業中に資料を配付する他，課題に応じて参考書を紹介する．

【成績評価の方法と基準】
水質の形成機構を理解していること，社会の営為活動が湖沼・ダム
貯水池・河川など陸水域における水質・生態系に及ぼす影響を理解
していること，水圏管理に必要な技術を修得していること，技術者
として備えるべき環境技術倫理・多面的視点を備えていること，な
どの項目に関して成績を総合的に評価する．
①欠席4回以上は単位取得を認めない（評価D）．
②平常点30点（演習レポートなど）と期末試験70点により評価す
る．100点満点換算した上60点以上を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
授業中に提示するスライドの内容を簡潔にまとめた資料のみを配付
し，学生のノート筆記を促進する．スライドについては授業終了後
にエチュードへアップし，復習や定期試験に向けた学習を支援する．
遠隔授業の場合には通信不良に備えてスライド動画を学習支援シス
テムにアップロードし，オンデマンドとライブ講義を併用すること
が望ましい．

【学生が準備すべき機器他】
講義にはPPTやDVDを適宜使用する．2回に1回程度，理解を促進
するために演習を使った授業をするため，関数電卓や貸与PCを持
参すること．

【Outline (in English)】
(Course outline)
The hydrosphere means the mass of water on the earth. The
ocean is the major water mass on our planet, but most social
activities take place in the river catchment rather than in the
ocean. Engineering issues found in and around inland waters
such as rivers, reservoirs and lakes are highlighted in order
to learn how to measure and analyze quantity and quality of
water, sediment and fauna and flora in inland waters.
（Learning Objectives）
Learning the fundamental mechanism of water quality
balance, students will study the relationship among flow fields,
water quality, ecosystems, and human activities in water
systems such as lakes, dam reservoirs, and rivers channels.
The goal is additionally to acquire environmental ethics as an
engineer.
（Learning activities outside of classroom）
Through the exercises, students will understand how the
class is involved in the technology for managing the aquatic
environment. Since the lecture is given relating to the
concept of hydraulics and numerical analysis, so review related
subjects such as hydraulics 1 and seminars and hydraulics 2 is
required. The objective of the class is to increase interest in
aquatic environmental studies by independently researching
related materials for the aquatic environmental problems
introduced in class. Assign homework according to the progress
of the class. The standard time for preparation and review for
each class is 2 hours each.
（Grading Criteria /Policy）

Comprehensive evaluation of performance is made on items
such as the ability to be an engineer, the environmental
technology ethics that an engineer should have, and the ability
to have a multifaceted perspective. (1) Students who are
absent 4 or more times will not receive credits (evaluation D).
(2) Evaluation will be based on a regular score of 30 points
(exercise reports, etc.) and a final exam score of 70 points. A
score of 60 or higher on a scale of 100 is considered a pass.
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

減災工学

藤村　和也、吉見　雅行、室野　剛隆、矢部　正明、永野　正千、橋本　翼、渡邉　佑輔、丸山　喜久、門屋　博行、神宮　正
一、白波瀬　卓哉、児子　真也、田中　孝幸
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模の気候変化とともに，日本では人口減少・高齢化，国土の
二極化など社会構造の変容が著しい．ハザードへの暴露率が世界有
数の高さにあるわが国において，人々の生命を守り災害による社会
システムの損失を最小化するためには，災害リスク評価に基づく減
災施策を的確に進めることが喫緊の課題である．地震災害，土砂災
害，風水害など自然災害の実態を理解し，国内外で取り組まれる減
災の事例と先端技術を学ぶ．

【到達目標】
多様な減災戦略に供する工学体系の学修を通し，技術者として安全・
安心で持続可能な国土を形成するために必要な科学知識や素養を修
得する．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 10%
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 20%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力 30%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
国内外における自然災害の事例と地球環境や社会の変化にともなう
災害特質の経年的推移を理解し，災害の発生機構や社会システムに
及ぼす影響などを学ぶ．自然災害規模がハザード，暴露率，脆弱性
の関数であり，暴露率と脆弱性の最小化が減災工学の目的であるこ
とを理解する．前半では地震外力をハザードとする場合の社会イン
フラへのダメージと様々な技術分野で開発された減災施策を講述す
る．後半では，気象外力をハザードとする風水害・沿岸災害・土砂
災害の国内外事例と減災施策を紹介し，減災を進める上での課題と
様々な技術・政策の減災効果について学ぶ．いずれの種類のハザー
ドに関しても，環境と防災の一体化，生態系サービスを利用した防
災・減災の重要性を学ぶ．授業の最終段階では減災を実質化する上
で必要な事前・事後復興施策，BCP，地域社会のあり方など，減災
の社会工学的アプローチを学修する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地震 地震の発生メカニズム：断層・

地震
2 地震 地震によるライフライン（ガス，

水道）の被害と復旧
3 地震 地震によるライフライン（電力）

の被害と復旧
4 地震 地震による道路インフラの被害

と復旧
5 地震 地震による道路インフラの被害

と復旧
6 地震 地震による鉄道インフラの被害

と復旧

7 地震< -防災・減災計
画

地震に対する減災施策：リスク
管理，地震保険
< -総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

8 防災・減災 総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

9 避難計画 水害からの避難について～近年
の水災害と水防行政～

10 気候変動と水害 気候変動への対応と流域治水
11 治水事業 荒川における河川整備について
12 防災・環境 治水と環境が調和した多自然川

づくり
13 土砂災害 土砂災害対策について
14 内水害 下水道による都市浸水対策につ

いて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自学自習に努めること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配付

【参考書】
授業中に適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
自然災害の発生メカニズム，社会インフラの被災と減災，気候変動
が自然災害に及ぼす影響，防災・減災と環境施策の一体性，持続可
能な国土に求められる社会の条件と技術者の使命，などに関する理
解度を演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価す
る（遠隔授業の場合には期末試験の代わりに各自が作成した学習メ
モなどを通して学力確認をする場合がある）．100点満点に換算した
上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
該当なし．

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
地盤力学及演習（必修），地盤環境工学（必修），水理学Ⅰ及演習（必
修），河川環境工学（必修），ならびに水文気象学，流域水文学，水
理学2を履修していることが望ましい．

【Outline (in English)】
(Course outline)
Along with global climate change, the social structure of Japan
is undergoing remarkable changes such as population decline
and aging. Japan is one of the countries in the world that
are exposed to most severe natural hazards. Therefore, it
is an urgent task to properly implement disaster mitigation
measures based on disaster risk assessment in order to protect
people’s lives and minimize the loss of social systems due to
disasters. The objective of this program is to understand
science of natural disasters such as earthquake disasters,
sediment-related disasters, and storms and floods, and to learn
about disaster mitigation examples and advanced technologies.
（Learning Objectives）
Through the study of engineering systems that contribute to
various disaster mitigation strategies, students will acquire
the scientific knowledge and skills necessary to develop a safe,
secure, and sustainable land as an engineer.
（Learning activities outside of classroom）
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Continuously keep on one’s self study. The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.（Grading
Criteria /Policy）
Score is given by evaluating how much students understand
mechanism of occurrence of natural disasters, damage and
mitigation of social infrastructure, impact of climate change on
natural disasters, integration of disaster prevention/mitigation
and environmental measures, social conditions required for
sustainable national land and the mission of engineers, etc.
Comprehensive evaluation is made based on the exercise report
(30%) and the final exam (70%). After converting to 100 points,
a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits
(evaluation D).
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CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

減災工学（２0２３度以降入学生）（２０２５年度開講）建築

藤村　和也、吉見　雅行、室野　剛隆、矢部　正明、永野　正千、橋本　翼、渡邉　佑輔、丸山　喜久、門屋　博行、神宮　正
一、白波瀬　卓哉、児子　真也、田中　孝幸
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模の気候変化とともに，日本では人口減少・高齢化，国土の
二極化など社会構造の変容が著しい．ハザードへの暴露率が世界有
数の高さにあるわが国において，人々の生命を守り災害による社会
システムの損失を最小化するためには，災害リスク評価に基づく減
災施策を的確に進めることが喫緊の課題である．地震災害，土砂災
害，風水害など自然災害の実態を理解し，国内外で取り組まれる減
災の事例と先端技術を学ぶ．

【到達目標】
多様な減災戦略に供する工学体系の学修を通し，技術者として安全・
安心で持続可能な国土を形成するために必要な科学知識や素養を修
得する．

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
国内外における自然災害の事例と地球環境や社会の変化にともなう
災害特質の経年的推移を理解し，災害の発生機構や社会システムに
及ぼす影響などを学ぶ．自然災害規模がハザード，暴露率，脆弱性
の関数であり，暴露率と脆弱性の最小化が減災工学の目的であるこ
とを理解する．前半では地震外力をハザードとする場合の社会イン
フラへのダメージと様々な技術分野で開発された減災施策を講述す
る．後半では，気象外力をハザードとする風水害・沿岸災害・土砂
災害の国内外事例と減災施策を紹介し，減災を進める上での課題と
様々な技術・政策の減災効果について学ぶ．いずれの種類のハザー
ドに関しても，環境と防災の一体化，生態系サービスを利用した防
災・減災の重要性を学ぶ．授業の最終段階では減災を実質化する上
で必要な事前・事後復興施策，BCP，地域社会のあり方など，減災
の社会工学的アプローチを学修する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地震 地震の発生メカニズム：断層・

地震
2 地震 地震によるライフライン（ガス，

水道）の被害と復旧
3 地震 地震によるライフライン（電力）

の被害と復旧
4 地震 地震による道路インフラの被害

と復旧
5 地震 地震による道路インフラの被害

と復旧
6 地震 地震による鉄道インフラの被害

と復旧
7 地震< -防災・減災計

画
地震に対する減災施策：リスク
管理，地震保険
< -総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

8 防災・減災 総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

9 避難計画 水害からの避難について～近年
の水災害と水防行政～

10 気候変動と水害 気候変動への対応と流域治水
11 治水事業 荒川における河川整備について
12 防災・環境 治水と環境が調和した多自然川

づくり
13 土砂災害 土砂災害対策について
14 内水害 下水道による都市浸水対策につ

いて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自学自習に努めること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配付

【参考書】
授業中に適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
自然災害の発生メカニズム，社会インフラの被災と減災，気候変動
が自然災害に及ぼす影響，防災・減災と環境施策の一体性，持続可
能な国土に求められる社会の条件と技術者の使命，などに関する理
解度を演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価す
る（遠隔授業の場合には期末試験の代わりに各自が作成した学習メ
モなどを通して学力確認をする場合がある）．100点満点に換算した
上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
該当なし．

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
地盤力学及演習（必修），地盤環境工学（必修），水理学Ⅰ及演習（必
修），河川環境工学（必修），ならびに水文気象学，流域水文学，水
理学2を履修していることが望ましい．

【Outline (in English)】
(Course outline)
Along with global climate change, the social structure of Japan
is undergoing remarkable changes such as population decline
and aging. Japan is one of the countries in the world that
are exposed to most severe natural hazards. Therefore, it
is an urgent task to properly implement disaster mitigation
measures based on disaster risk assessment in order to protect
people’s lives and minimize the loss of social systems due to
disasters. The objective of this program is to understand
science of natural disasters such as earthquake disasters,
sediment-related disasters, and storms and floods, and to learn
about disaster mitigation examples and advanced technologies.
（Learning Objectives）
Through the study of engineering systems that contribute to
various disaster mitigation strategies, students will acquire
the scientific knowledge and skills necessary to develop a safe,
secure, and sustainable land as an engineer.
（Learning activities outside of classroom）
Continuously keep on one’s self study. The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.（Grading
Criteria /Policy）
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Score is given by evaluating how much students understand
mechanism of occurrence of natural disasters, damage and
mitigation of social infrastructure, impact of climate change on
natural disasters, integration of disaster prevention/mitigation
and environmental measures, social conditions required for
sustainable national land and the mission of engineers, etc.
Comprehensive evaluation is made based on the exercise report
(30%) and the final exam (70%). After converting to 100 points,
a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits
(evaluation D).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST300NA（土木工学 / Civil engineering 300）

減災工学（２0２３度以降入学生）（２０２５年度開講）ＳＤ

藤村　和也、吉見　雅行、室野　剛隆、矢部　正明、永野　正千、橋本　翼、渡邉　佑輔、丸山　喜久、門屋　博行、神宮　正
一、白波瀬　卓哉、児子　真也、田中　孝幸
開講時期：年間授業/Yearly ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉〈未〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
地球規模の気候変化とともに，日本では人口減少・高齢化，国土の
二極化など社会構造の変容が著しい．ハザードへの暴露率が世界有
数の高さにあるわが国において，人々の生命を守り災害による社会
システムの損失を最小化するためには，災害リスク評価に基づく減
災施策を的確に進めることが喫緊の課題である．地震災害，土砂災
害，風水害など自然災害の実態を理解し，国内外で取り組まれる減
災の事例と先端技術を学ぶ．

【到達目標】
多様な減災戦略に供する工学体系の学修を通し，技術者として安全・
安心で持続可能な国土を形成するために必要な科学知識や素養を修
得する．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、
「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
国内外における自然災害の事例と地球環境や社会の変化にともなう
災害特質の経年的推移を理解し，災害の発生機構や社会システムに
及ぼす影響などを学ぶ．自然災害規模がハザード，暴露率，脆弱性
の関数であり，暴露率と脆弱性の最小化が減災工学の目的であるこ
とを理解する．前半では地震外力をハザードとする場合の社会イン
フラへのダメージと様々な技術分野で開発された減災施策を講述す
る．後半では，気象外力をハザードとする風水害・沿岸災害・土砂
災害の国内外事例と減災施策を紹介し，減災を進める上での課題と
様々な技術・政策の減災効果について学ぶ．いずれの種類のハザー
ドに関しても，環境と防災の一体化，生態系サービスを利用した防
災・減災の重要性を学ぶ．授業の最終段階では減災を実質化する上
で必要な事前・事後復興施策，BCP，地域社会のあり方など，減災
の社会工学的アプローチを学修する．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 地震 地震の発生メカニズム：断層・

地震
2 地震 地震によるライフライン（ガス，

水道）の被害と復旧
3 地震 地震によるライフライン（電力）

の被害と復旧
4 地震 地震による道路インフラの被害

と復旧
5 地震 地震による道路インフラの被害

と復旧
6 地震 地震による鉄道インフラの被害

と復旧
7 地震< -防災・減災計

画
地震に対する減災施策：リスク
管理，地震保険
< -総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

8 防災・減災 総力戦で挑む防災・減災プロ
ジェクトについて

9 避難計画 水害からの避難について～近年
の水災害と水防行政～

10 気候変動と水害 気候変動への対応と流域治水
11 治水事業 荒川における河川整備について

12 防災・環境 治水と環境が調和した多自然川
づくり

13 土砂災害 土砂災害対策について
14 内水害 下水道による都市浸水対策につ

いて
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
自学自習に努めること。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配付

【参考書】
授業中に適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
自然災害の発生メカニズム，社会インフラの被災と減災，気候変動
が自然災害に及ぼす影響，防災・減災と環境施策の一体性，持続可
能な国土に求められる社会の条件と技術者の使命，などに関する理
解度を演習レポート（30%）と期末試験（70%）により総合評価す
る（遠隔授業の場合には期末試験の代わりに各自が作成した学習メ
モなどを通して学力確認をする場合がある）．100点満点に換算した
上，60点以上を合格とする．欠席４回以上の場合には単位取得を認
めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
該当なし．

【学生が準備すべき機器他】
なし

【その他の重要事項】
地盤力学及演習（必修），地盤環境工学（必修），水理学Ⅰ及演習（必
修），河川環境工学（必修），ならびに水文気象学，流域水文学，水
理学2を履修していることが望ましい．

【Outline (in English)】
(Course outline)
Along with global climate change, the social structure of Japan
is undergoing remarkable changes such as population decline
and aging. Japan is one of the countries in the world that
are exposed to most severe natural hazards. Therefore, it
is an urgent task to properly implement disaster mitigation
measures based on disaster risk assessment in order to protect
people’s lives and minimize the loss of social systems due to
disasters. The objective of this program is to understand
science of natural disasters such as earthquake disasters,
sediment-related disasters, and storms and floods, and to learn
about disaster mitigation examples and advanced technologies.
（Learning Objectives）
Through the study of engineering systems that contribute to
various disaster mitigation strategies, students will acquire
the scientific knowledge and skills necessary to develop a safe,
secure, and sustainable land as an engineer.
（Learning activities outside of classroom）
Continuously keep on one’s self study. The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.（Grading
Criteria /Policy）
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

Score is given by evaluating how much students understand
mechanism of occurrence of natural disasters, damage and
mitigation of social infrastructure, impact of climate change on
natural disasters, integration of disaster prevention/mitigation
and environmental measures, social conditions required for
sustainable national land and the mission of engineers, etc.
Comprehensive evaluation is made based on the exercise report
(30%) and the final exam (70%). After converting to 100 points,
a score of 60 or higher is considered a pass. Students who are
absent 4 or more times will not be allowed to acquire credits
(evaluation D).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

風土と建築（都市）

高見　公雄、金城　正紀、桂　有生

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市は人が集まって暮らす器であり，様々な理由によって現在の市街地が形成
されてきている。この授業では都市・建築が現状の様相を呈するに至った背
景としての風土に着目し，それを理解する。この場合風土とは，気候・地味・
地勢などいわゆる気候風土を軸とした条件と，一方で人間の文化の形成など
に影響を及ぼす精神的な環境といった側面の二面性がある。現実にはこの二
面は複雑に複層化して作用しているものであるが，ここでは分かりやすくす
るために，主として前者からのアプローチを取る都市・建築の見方と，同様
に後者からのアプローチをとる都市形成・建築活動といった観点からこの課
題を説いていき，今後の都市のあり方を学ぶ学生が知っておくべき風土の理
解を進める。
【到達目標】
和辻が言う風土の考え方の基本を理解する。山本が言う素材と造形の関係性
を理解する。そして，都市・建築と風土の関係性についての基本や枠組みを
理解する。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 30%
（Ｂ）技術者倫理 30%
（Ｃ）工学基礎学力 20%
（Ｄ）専門基礎学力
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力 20%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
この授業は，①都市と風土に関する古典的な基礎知識を習得と，②わが国が持
つ気候風土を背景とする都市・建築形成の特徴並びに，③わが国の社会変化
による都市形成・建築活動の変容などをそれぞれ専門の教員の講義，課題に
基づく自主研究により進める。基本的には講義と課題レポートの形式を取る。
講師の勤務地との関係から、一部リモート方式で授業をする可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 都市・建築を学ぶ際の風

土，素材，造形への視点
和辻哲郎による「風土」，山本学治に
よる「素材と造形の歴史」の内容を
紹介しつつ，都市・建築を学ぶ際の
風土，素材，造形に関する基本概念
を知る

2 気候，地勢等と都市・建
築の形成・１

集落の形成，建築様式の生成などと
気候，地味，地勢などとの関係性に
関わる基本論を学ぶ

3 気候，地勢等と都市・建
築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，気候
風土と建築，集落形成の過程等に関
わる事例を学習する（その１）

4 気候，地勢等と都市・建
築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，気候
風土と建築，集落形成の過程等に関
わる事例を学習する（その２）

5 気候，地勢等と都市・建
築の形成・４

わが国と海外との気候風土の違いに
着目した建築・集落等を学ぶ際の視
点を整理する

6 気候，地勢等と都市・建
築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研
究材料，視点を整理し，調査・研究
を行う

7 気候，地勢等と都市・建
築の形成・まとめ

気候，地勢等と都市・建築の形成に関
わる学習を踏まえた成果をまとめる

8 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・１

都市形成，建築活動を社会変化・地域
文化などとの関係性を踏まえ，わが
国の都市形成の過程の基本論を学ぶ

9 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，社会
変化・地域文化などとの関係性に関
わる事例を学習する（その１）

10 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，社会
変化・地域文化などとの関係性に関
わる事例を学習する（その２）

11 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・４

わが国と海外と社会変化・地域文化
などの違いに着目した都市形成・建
築活動を学ぶ際の視点を整理する

12 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研
究材料，視点を整理し，調査・研究
を行う

13 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・６

社会変化・地域文化と都市形成・建
築活動に関わる学習を踏まえた成果
をまとめる

14 都市・建築を学ぶ際の風
土に関する理解

以上の学習を取りまとめ，都市・建
築を学ぶ際に理解しておくべき風土
に関する事項を理解する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
提起された課題に対する調査，フィールドワークなどが授業外に必要となる
ことがある。本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて教員より配布する。
【参考書】
【復刻版】和辻哲郎の「風土―人間学的観察」 (響林社文庫) Kindle版
素材と造形の歴史 (1966年) (SD選書〈9〉)山本学治 (著)

【成績評価の方法と基準】
授業内のレポートにより評価（100％）する。欠席４回以上は単位取得を認め
ない (評価Ｄ)

【学生の意見等からの気づき】
予想を超え、深い意識で風土を捉えており、さらに深度化できる可能性がある。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員、また現在実社会の最前線で活動している教員が、現場状況を含め
て講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
The climate has two aspects: a condition based on a so-called climate,
and a mental environment that affects the formation of human culture.
Here you will learn city and architecture from both approaches.
Evaluate by each report. Four or more absences or non-submission of
exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

ADE100NA（建築学 / Architecture and building engineering 100）

風土と建築（都市）

高見　公雄、金城　正紀、桂　有生

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
備考（履修条件等）：都市：建築士
その他属性：〈実〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
都市は人が集まって暮らす器であり，様々な理由によって現在の市街地が形成
されてきている。この授業では都市・建築が現状の様相を呈するに至った背
景としての風土に着目し，それを理解する。この場合風土とは，気候・地味・
地勢などいわゆる気候風土を軸とした条件と，一方で人間の文化の形成など
に影響を及ぼす精神的な環境といった側面の二面性がある。現実にはこの二
面は複雑に複層化して作用しているものであるが，ここでは分かりやすくす
るために，主として前者からのアプローチを取る都市・建築の見方と，同様
に後者からのアプローチをとる都市形成・建築活動といった観点からこの課
題を説いていき，今後の都市のあり方を学ぶ学生が知っておくべき風土の理
解を進める。
【到達目標】
和辻が言う風土の考え方の基本を理解する。山本が言う素材と造形の関係性
を理解する。そして，都市・建築と風土の関係性についての基本や枠組みを
理解する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」
「DP4」
【授業の進め方と方法】
この授業は，①都市と風土に関する古典的な基礎知識を習得と，②わが国が持
つ気候風土を背景とする都市・建築形成の特徴並びに，③わが国の社会変化
による都市形成・建築活動の変容などをそれぞれ専門の教員の講義，課題に
基づく自主研究により進める。基本的には講義と課題レポートの形式を取る。
講師の勤務地との関係から、一部リモート方式で授業をする可能性がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 都市・建築を学ぶ際の風

土，素材，造形への視点
和辻哲郎による「風土」，山本学治に
よる「素材と造形の歴史」の内容を
紹介しつつ，都市・建築を学ぶ際の
風土，素材，造形に関する基本概念
を知る

2 気候，地勢等と都市・建
築の形成・１

集落の形成，建築様式の生成などと
気候，地味，地勢などとの関係性に
関わる基本論を学ぶ

3 気候，地勢等と都市・建
築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，気候
風土と建築，集落形成の過程等に関
わる事例を学習する（その１）

4 気候，地勢等と都市・建
築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，気候
風土と建築，集落形成の過程等に関
わる事例を学習する（その２）

5 気候，地勢等と都市・建
築の形成・４

わが国と海外との気候風土の違いに
着目した建築・集落等を学ぶ際の視
点を整理する

6 気候，地勢等と都市・建
築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研
究材料，視点を整理し，調査・研究
を行う

7 気候，地勢等と都市・建
築の形成・まとめ

気候，地勢等と都市・建築の形成に関
わる学習を踏まえた成果をまとめる

8 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・１

都市形成，建築活動を社会変化・地域
文化などとの関係性を踏まえ，わが
国の都市形成の過程の基本論を学ぶ

9 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・２

わが国の特徴的な地域を捉え，社会
変化・地域文化などとの関係性に関
わる事例を学習する（その１）

10 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・３

わが国の特徴的な地域を捉え，社会
変化・地域文化などとの関係性に関
わる事例を学習する（その２）

11 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・４

わが国と海外と社会変化・地域文化
などの違いに着目した都市形成・建
築活動を学ぶ際の視点を整理する

12 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・５

前回までの視点に基づき，自らの研
究材料，視点を整理し，調査・研究
を行う

13 社会変化，地域文化と都
市・建築の形成・６

社会変化・地域文化と都市形成・建
築活動に関わる学習を踏まえた成果
をまとめる

14 都市・建築を学ぶ際の風
土に関する理解

以上の学習を取りまとめ，都市・建
築を学ぶ際に理解しておくべき風土
に関する事項を理解する

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
提起された課題に対する調査，フィールドワークなどが授業外に必要となる
ことがある。本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
必要に応じて教員より配布する。
【参考書】
【復刻版】和辻哲郎の「風土―人間学的観察」 (響林社文庫) Kindle版
素材と造形の歴史 (1966年) (SD選書〈9〉)山本学治 (著)

【成績評価の方法と基準】
授業内のレポートにより評価（100％）する。欠席４回以上は単位取得を認め
ない (評価Ｄ)

【学生の意見等からの気づき】
予想を超え、深い意識で風土を捉えており、さらに深度化できる可能性がある。
【その他の重要事項】
都市計画コンサルタントとして都市デザインや都市政策立案の実務に就いて
いた教員、また現在実社会の最前線で活動している教員が、現場状況を含め
て講義し、指導を行う。
【Outline (in English)】
The climate has two aspects: a condition based on a so-called climate,
and a mental environment that affects the formation of human culture.
Here you will learn city and architecture from both approaches.
Evaluate by each report. Four or more absences or non-submission of
exercises will result in a D grade.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

橋のデザイン実習

末松　慎介、松井　哲平

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁構造の基礎知識を確認した上で、既存橋梁の模型製作から橋梁の成り立
ちを構造的・造形的に理解する。さらに模型を用いた構造デザインを実践す
ることで、橋のデザインの思考作業を体験する。
【到達目標】
橋梁において構造を成立させている力の流れをイメージできるようになるこ
と。グループ作業を通じ、工程と品質に留意しながらひとつの物をつくりあ
げるプロセスを理解すること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、講義による橋梁景観等に関する「基礎知識の習得」と「美しい事例の
紹介」、更には演習による「デザイン作業とプレゼンテーションの実践」を通
して、将来的に自分の考えを公共土木施設に反映し得る、高度な技術者に成
長するための基礎体験を履修するものである。
なお、演習手法はスタディ模型（発泡樹脂材料や紙による模型）の製作を中
心とする。短時間でのデザイン検討作業（模型製作）であるため、授業時間
以外に作業を行うことがある。
本授業における「基礎知識」は、「鋼構造学及演習」で学んだことの復習であ
り、既存橋梁の模型製作では、「鋼構造デザイン実習」において設計した歩道
橋を模型にすることで、橋梁技術者としてデザイン、設計の一連の経験を積
むことができる。（鋼構造デザイン実習未履修者は、別途既存歩道橋の模型製
作を行う。）
授業実施期間に見学できる橋梁建設現場がある場合には、授業計画および課
題を一部変更して見学会を実施する場合がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義：橋の基本知識、歴

史、橋のデザイン
橋の歴史、橋の構造形式と特徴、シ
ビックデザインの概念、橋のデザイ
ンの考え方

2 講義：橋梁の設計手法１
演習：出題と課題意図
の説明

課題説明と模型の作り方の基本
橋梁図面の構成と内容

3 講義：橋梁の詳細設計
図面
演習：図面読解１

橋梁図面の構成と内容
課題の橋梁図面の読解

4 講義：橋梁の設計手法２
演習：図面読解２

特殊橋梁の設計手法
必要部材の把握、確認

5 講義：橋梁の施工１
演習：模型製作

橋梁の施工方法の紹介
部材の作成

6 講義：橋梁の施工２
演習：模型製作

橋梁の施工、架設
部材の組み立て

7 デザイン課題1　講評 製作した模型に関する発表・講評
8 デザイン課題2

出題と課題意図の説明
課題説明と模型の製作条件

9 講義：橋梁のデザイン
事例１
演習：模型方針検討

グループディスカッションによる設
計方針検討

10 講義：橋梁のデザイン
事例２
演習：試作模型製作

橋梁デザインの紹介（海外事例など）
第1回載荷試験用模型製作

11 デザイン課題2
第1回載荷試験

載荷試験と発表
破壊状況の確認

12 改善方針検討 載荷試験結果に基づく改善方針の検
討

13 改善模型製作 第2回載荷試験用模型製作
14 デザイン課題2

第2回載荷試験、講評
載荷試験と発表
改善成果の確認と講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1・2　履修登録
3・4　図面読解，必要な模型製作道具および材料購入
5・6　模型の完成
7・8　設計方針の検討
9・10　第1回載荷試験模型の完成
11・12　第2回載荷試験模型の完成
13・14　報告書作成準備

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
資料は授業中に適宜配付する。
【参考書】
・景観デザイン規範事例集（道路・橋梁・街路・公園編）（国土交通省国土技術政策
総合研究所、pdf版http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika/ks/tnn0433.html）
・景観用語事典　増補改訂第二版（彰国社）
・美しい橋のデザインマニュアル（土木学会構造工学委員会橋の景観とその形
態および色彩に関する研究小委員会）
【成績評価の方法と基準】
第１課題（グループもしくは個人課題／配点50点）と第２課題（グループも
しくは個人課題／配点50点）による。発表時やエスキス時の積極性や良好な
デザインには個人に対して加点を行う。なお、各課題の中間・最終発表時欠
席者には単位取得を認めない（評価D）。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
課題にかける時間が足りないとの声がある。過重にならないよう課題内にお
けるサポートなど対策を行う。
【学生が準備すべき機器他】
成果品としてA3判のパネルを作成する。その際、貸与パソコンを用いた作業
が必要となる。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn about bridge design and understand
how the designing process is a creative art of discovering structural
form. They will learn about basic static bridge structure and the
arrangement of structural elements through designing and building a
model of a bridge.
At the end of the course, students are expected to design bridge
structures with structural conceptual ideas.
After each class meeting, students will be expected to have completed
the required model and design reports.
Grading will be decided based on the reports and the presentations
about 1st theme (50%) and 2nd theme (50%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

OTR300ND（その他 / Others 300）

インターンシップ（ＳＤ）

土屋　雅人、田中　豊、西岡　靖之

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
就業体験を通して「働くことの意義」を学ぶとともに、実際の仕事で必要と
なる知識・能力がどのようなものであるかを知る。また、自分の就きたい仕
事について考える。
夏休みまたは冬休みに就業体験を行うために、後期科目（C・D期）設定であ
るが、6月に事前学習を行い1月末に最終発表を行う。
【到達目標】
就業体験を通して「働くことの意義」を学ぶとともに、実際の仕事で必要と
なる知識・能力がどのようなものであるかを知る。また、自分の就きたい仕
事について考える。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」
「DP2」「DP3」「DP4」「DP5」に関連
【授業の進め方と方法】
この科目は、春学期の事前学習、夏期（冬期）休業中の企業研修、後期の事後
学習からなる。授業（研修）内容およびスケジュールについては未定の部分
があるので、確定次第掲示をする。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業の導入 インターンシップの授業の特徴、履

修方法について解説する。
2 働くことの意義 仕事とは何か、仕事の役割、意義に

ついて解説する。
3 インターンシップにつ

いて
インターンシップと就職について、
解説する。

4 ビジネスマナーについ
て（その１）

社会人、企業人として必要となる。
ビジネスマナーについて、実習を含
めて行う。

5 ビジネスマナーについ
て（その２）

社会人、企業人として必要となる。
ビジネスマナーについて、実習を含
めて行う。

6 企業でのインターン（そ
の１）

派遣先企業での実習

7 企業でのインターン（そ
の２）

派遣先企業での実習

8 企業でのインターン（そ
の３）

派遣先企業での実習

9 企業でのインターン（そ
の４）

派遣先企業での実習

10 企業でのインターン（そ
の５）

派遣先企業での実習

11 企業でのインターン（そ
の６）

派遣先企業での実習

12 企業でのインターン（そ
の７）

派遣先企業での実習

13 企業でのインターン（そ
の８）

派遣先企業での実習

14 インターン結果の報告会 インターンシップの仕事内容、感想、
得たものについて発表するとともに
議論を通して仕事についての知識を
深める。
最終レポートのまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
［事前学習1］働くことの意義、労働の対価
［事前学習2］ビジネスマナー
［事前学習3］必要となる専門知識・技能　
［事後学習1］学んだことと不足している能力　
［事後学習2］成果報告プレゼンテーション　
［事後学習3］講評と最終リポート
本授業の準備学習・復習時間は、合わせて1時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
とくに指定しない。
【参考書】
とくに指定しない。

【成績評価の方法と基準】
事前学習中の評価（２０％）企業研修中の評価（４０％）、事後学習における
プレゼンテーション（２０％）、最終リポート（２０％）で総合判定し、A;（９
０点以上）,A（８０点以上）,B（７０点以上）,C（６０点以上）を合格とする。
尚、インターンシップに出掛ける前に、大学に届出なかった場合は、成績評
価の対象としない。
【学生の意見等からの気づき】
学生の意見及び派遣先企業の意見を参考にして事前事後学習の内容を調整する。
【その他の重要事項】
インターンシップに行く前に、必ず大学に届け出て、保険に加入するととも、
インターンシップ先へ持参する「成績評価書」を受け取ること。
実習方法（対面かオンライン）については実習受け入れ企業の指示に従う．
【Outline (in English)】
Internship is a very important experience prior to graduation, as
students have needs to know what kind of jobs will suit them. This
course provides a path to enter an internship position and the minimal
knowledge and skills required as interns.
Students will be expected to have completed the required assignments
before and after each internship meeting. Your study time will be more
than one hour for a class.
Final grade will be calculated according to the following process, Pre-
report before internship (20%), Mid-term internship (40%), term-end
report and presentation (40%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

メカトロニクス

伊藤　文臣

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
メカトロニクスとは，機械工学(メカニズム)と電気電子工学(エレクトロ
ニクス)の合成語であり，これらの学問の融合により，高い柔軟性と信頼
性を有する機器を作る技術やその技術により作製された機器を指す．メ
カトロニクスを修学するにあたり，機械工学，電気電子工学に加え，ソ
フトウェアによる制御やシステム全体の設計，運用などの幅広い知識が
要求される．そこで，本授業では，メカトロニクスの各位要素技術に関
する概念を理解し，学問分野全体の基礎的な知識を身に着けることを目
的とする．

【到達目標】
授業終了時点において，以下に列挙する事項に関する理解を目標とする．
１）メカトロニクスシステムの構成と各要素．
２）アクチュエータとセンサの原理，種類，用途．
３）機械要素の原理，種類，用途．
４）電気電子回路部品の原理，種類，用途．
５）コンピュータ上での信号処理と計算．
６）制御工学の基礎．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」
に関連

【授業の進め方と方法】
本授業は，対面式・オンラインのどちらかで実施する．
【対面式の場合】授業はスライドを使ったプレゼンテーション，板書およ
び口述によって進められる．授業の内容が理解できているかを確認する
ため，各回で小テストの実施もしくは課題の出題がある．
【オンラインの場合】授業はオンラインツールを用いてプレゼンテーショ
ン（スライド）によって進められる．授業内容の理解度の確認のため，各
回で課題が出される．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 メカトロニクスの概要 メカトロニクスの基本概念とその

意義を，実例を交えながら解説し，
メカトロニクスを支える基本技術
とその体系について解説する．

第2回 メカトロニクスで必要
となる数学・物理

メカトロニクスにおける各要素の
理解に必要となる数学や物理（力
学・電磁気学）について解説する．

第3回 アクチュエータの概要 メカトロニクスシステムにおける
アクチュエータの概要と分類を解
説する．

第4回 アクチュエータの原理 電磁アクチュエータ，空気圧アク
チュエータを代表として，これら
アクチュエータの基本的な動作原
理について解説する．

第5回 センサの概要 メカトロニクスシステムにおける
センサの概要と分類を解説する．

第6回 センサの原理 複数の代表的なセンサについて，
基本的な計測原理を解説する．

第7回 アナログ電子回路―受
動素子

アナログ電子回路を設計する上で
必要となる知識・技術を解説する．
主に受動素子を用いた直流および
交流回路を対象とする．

第8回 アナログ電子回路―能
動素子

能動素子を用いた，特定の機能を
持った回路について解説する．各
種能動素子がどのような原理で機
能を発現しているかを含めて解説
する．

第9回 デジタル回路とコン
ピュータ

デジタル回路とコンピュータの基
本的な構成と仕組みについて解説
する．また，デジタル信号の通信
方法を説明する．

第10回 アナログ信号とデジタ
ル信号の相互変換

センサ・アクチュエータで使われ
るアナログ信号と，コンピュータ
が扱うデジタル信号がどのように
変換されるかについて解説する．

第11回 機構の基礎 機構を構成する機械部品について，
その種類と仕組み，用途について
説明する．

第12回 機械の設計 機械部品の組み合わせにより，機
械的なシステムを構築する手法に
ついて解説する．

第13回 制御工学の基礎 制御の基本概念，フィードバック
制御の意味，古典制御理論と現代
制御理論の違いと特徴を説明する．

第14回 システム設計と開発の
事例
まとめ

各種メカトロニクスシステムの応
用事例・最先端の研究例などを紹
介する．また総まとめとして，学
習範囲の要点を再確認する．

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
高校レベルの物理学（特に，力学，電磁気学分野）を復習して初回授業
に臨むとより深い理解が可能となる．
本授業では，予習・復習にそれぞれ2時間が必要である．

【テキスト（教科書）】
使用しない．

【参考書】
・渋谷恒司「メカトロニクスの基礎」森北出版
・初澤毅「メカトロニクス入門」培風館
・見崎正行／小峯龍男「よくわかるメカトロニクス」東京電機大学出版局
・百目鬼英雄,坪井和男「小形モータ入門」オーム社

【成績評価の方法と基準】
平常点および授業中の小テストもしくは課題の評価を４０％，期末試験
もしくは最終課題の評価を６０％として総合評価点を算出して評価する．
総合評価点を１００点満点とし，６０点以上を合格とする．

【学生の意見等からの気づき】
講義の進行（板書等）が早いために理解が追いつけなくなることが無い
よう，説明などの時間を多く取るとともに，講義外の時間でも質問を受
け付けることができるようにする．

【学生が準備すべき機器他】
筆記具とノート
パソコン

【その他の重要事項】
メカトロニクスに関する研究に従事している教員が，実際にメカトロニ
クスシステムを構築するために必要な技術を紹介しながら講義を進める．

【Outline (in English)】
【Course outline】
Mechatronics, a term synthesized from mechanics and electronics,
signifies the technology employed in the creation of devices
distinguished by their exceptional flexibility and reliability,
realized through the integration of these fields. It requires
expertise in both the techniques for producing such devices and
the resulting products. Proficiency in mechatronics demands
a comprehensive knowledge spectrum, encompassing mechanics,
electronics, and an in-depth understanding of software-oriented
control, comprehensive system design, and functional principles.
As a result, this course is structured to enhance understanding of
the basic concepts that underpin each component technology within
mechatronics and to nurture an elementary comprehension of the
wider academic discipline.
【Learning Objectives】
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By the end of the class, students should understand the following
topics:
A) The components and elements of mechatronic systems.
B) Principles, types, and applications of actuators and sensors.
C) Principles, types, and applications of mechanical elements.
D) Principles, types, and applications of electrical and electronic
circuit components.
E) Signal processing and computation on computers.
F) Fundamentals of control engineering.
【Learning activities outside of classroom】
Students are encouraged to review high school level physics,
particularly in mechanics and electromagnetism, before the first
class to facilitate a deeper understanding. It is necessary to
dedicate 2 hours for both preparation and review per class.
【Grading Criteria /Policy】
The overall evaluation will be calculated as follows: 40% for regular
assessment points and short exams or assignments during the
class, and 60% for the final exam or the last assignment. The total
evaluation score will be out of 100 points, with a passing grade set
at 60 points or above.
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ELC300ND（電気電子工学 / Electrical and electronic engineering 300）

システム工学

森　健一郎

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
　システム工学は、システムを成功裏に実現するための複数の分野
にまたがるアプローチおよび手段である。1つのシステムは様々な
要素と要素間の関係によって構成され、異なる工学分野の集合体と
いえる。現代では、情報通信、生産、流通、電力、ガス、水道、航
空、宇宙、鉄道、金融、会社組織などの大規模システムなしでは、私
達は到底生きていくことができない。
　これらのシステムを実際に設計・構築するためには、要求定義に始
まり、ハードウエア設計、ソフトウエア設計、構築、検証などのステッ
プを踏んでいき、ようやくシステム運用の段階となる。いくつものス
テップをシステマチックに進めていくためには、そのシステムのモデ
ルを作成し、科学的手法を活用できる高度な能力が求められる。学
術・産業界の両方で求められているのは、日本のSociety5.0,ドイツ
の Industrie4.0, Digital Transformation, Digital Twins, Cyber
Physical SystemsなどのSystem of Systemsを、一から設計し構
築できる柔軟な能力である。これからの社会的要求に応え、それら
の課題の解決のために、システム工学の習得は必須のアイテムと言
えよう。
　本授業では、システムを設計構築するための手順を理解し、いく
つかの手法を体験することで、実社会においてシステム工学を活用
するための基本を習得することを目的とする。

【到達目標】
A．システムを設計、構築、実施・検証するための基礎的な手法を理
解している。
B．ダイナミックシステムや確率システムの数理モデルが説明できる。
C．図やモデリングの手法を使って、システムの構造、機能、性能な
どを把握できる。
D．実社会で使われるシステム構築のための基本的な考え方ができ
るようになる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP1」、「DP2」に関連。

【授業の進め方と方法】
　主に講義形式で実施するが、授業時間内に演習も行う。システム
工学の理論は、数学や物理学を応用・展開することが多い。そこで、
理解を深めるため、できるだけ具体的なシステム事例を紹介する。
基礎的な手法については、演習課題を与え、簡易な実際のモデル化
を体験する。演習課題を通じて、理論と実際の両面からシステムの
本質をつかみ、システムを考える力を養うことができる。
　システム工学では、問題を発見し、課題を設定し解決するスキル
が重要である。しかし、問題に対する「正解」がないこともある。具
体的な境界条件や制約条件を明らかにして、代替案を考え出し「最
適解」を求めていくような基本的な演習を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 システム工学とは何

か
複雑な人工システムを最適に設
計し、構築するためには、問題
を発見、課題を設定し、解決す
るプロセスが必要となる。それ
らのプロセスは、イノベーショ
ンの基本となる。なぜ、システ
ムの視点や考え方が重要なのか
を理解しよう。

2 システムの計画と評
価

システム設計・構築を行うため
の手順、ライフサイクルマネジ
メントについて概要を理解する。
プロジェクト計画とシステムの
評価の各手法について学ぶ。
< 課題演習 (1)>

3 システムの要求定義 利害関係者の要求からシステム
要求を作成し、システムの機能
を分析する。システム要求では、
システムが提供すべき機能と、
システムが備えるべき性能、コ
ストなどを定めることを事例で
理解する。

4 システムアーキテク
チャの構築

システムの機能・構造の考え方
を学ぶ。目的に応じて、システ
ムの図的な表現によってモデル
を作成する。挙動については、
状態遷移図を作成することによ
り理解を深める。
< 課題演習 (2)>

5 システムの安定性 システムを安定にする制御の基
本となる考え方がフィードバッ
ク制御である。システム制御を
表現するためにブロック線図と
システムの伝達関数を導入し、
フィードバック制御によるシス
テムの安定性を解析する。

6 システム制御のモデ
リング

フィードバック制御器の1つと
してPIDコントローラのモデル
を学ぶ。実際の倒立振子装置の
システム制御をモデリングして
みる。
< 課題演習 (3)>

7 システムの安全性 システムの安全性の概念の１つ
であるフェールセーフについて
理解し、これを論理的・物理的
なシーケンス制御システムとし
て設計・実装する。

8 システムの最適化 システム設計・構築において、
プロジェクトリーダーは、常に
問題解決を迫られる。その合理
的な意思決定を支援するのが数
理最適化である。その手法とし
て連続最適化と離散最適化の計
算モデルの初歩を学ぶ。
< 課題演習 (4)>

9 確率システム 様々な事象に対して、確率的な
ルールを定義することでモデリ
ングする手法を学ぶ。正規分布、
ポアソン分布、指数分布など各
種分布の特徴や確率過程の基本
について理解する。

10 統計的データ解析 Internet of Thingsによるデー
タ解析では、統計解析モデルが
使われる。相関関係と因果関係
の違いなどの基本的な考え方を
学ぶ。機械学習による異常検知
のモデルを事例で理解する。
< 課題演習 (5)>
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11 システムの信頼性 信頼度や故障率を確率モデルで
表現し、評価することを学ぶ。
部品やサブシステムの構成によ
り、信頼性を向上させる方法を
理解する。

12 信頼性解析 システムの故障の原因やその影
響を、システマチックに追及す
る方法として、FMEA、FTA、
およびリスク分析の手法を理解
する。
< 課題演習 (6)>

13 ネットワークの性質 ネットワークとは、ノードとリ
ンクによって構成されるシステ
ムのモデルである。大規模な
ネットワークの特徴量を抽出す
ることで、システム全体に現れ
る性質が把握できる。

14 ネットワークの構造 ネットワークの局所的な性質に
着目し、構造がどのように構成
されているかを学ぶ。ネット
ワークの様々なモデルについて
概観し、実社会のネットワーク
がどのような特徴を持つかにつ
いて理解する。
< 課題演習 (7)>

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
　授業の中でいくつかの課題演習が出されるので、自分の手で書き、
自分の頭で考えることで、簡単なモデルを設計したり計算してみる
こと。授業時間内では完成しないので、提出期日までの宿題とする。
（次週の授業開始時に提出。期日厳守。）
　将来、皆さんが社会人となったときに、手と頭を使って考えたこ
とは、簡単に思い出すことができるので、とても役立つ。提出され
た課題レポートは講師が採点評価し、フィードバックを行うことで
学習をさらに深めることができる。本授業の準備学習・復習時間は、
各2時間を標準とする。

【テキスト（教科書）】
　教科書は使わない。授業に必要な資料は配布する。

【参考書】
木村英紀著「現代システム科学概論」(2021年)東京大学出版会
橋本、石井、小林、大山共著「Scilabで学ぶシステム制御の基礎」
(2007年）オーム社
室津、大場、米澤、藤井、小木曽共著「システム工学　第２版」（2006
年）森北出版
大橋、鳥海、白山共著「システム理論Ⅱ」（2016年）丸善出版

【成績評価の方法と基準】
１．授業に対する意欲・態度などの平常点を重視する。平常点は、授
業への取組み姿勢や質問票の提出を反映する。
２．どのくらい理解できたのか、課題演習の得点を総合評価する。
（期末試験は無し）
３．決められた提出日までに課題を提出すること。
４．成績評価は100点満点とし、平常点と課題演習の得点は各50％
の配点とする。

【学生の意見等からの気づき】
　モデリングのために数式を使うこともあるが、丁寧に、かつ、で
きるだけ学生にとってわかりやすいように講義をすすめていく。

【学生が準備すべき機器他】
１．パソコンでExcelやシミュレーションソフトを使うので、授業
に持参すること。
２．講義に使用するプレゼンテーション資料は、授業支援システム
からダウンロードすること。
３．課題演習は、授業支援システムからダウンロードすること。

【その他の重要事項】
　メーカーの研究開発・商品開発部門に、38年を超える勤務経験の
ある教員が、実社会での多数のシステム設計および開発プロジェク
ト遂行の経験に基づき、システム工学の基礎を講義する。

【Outline (in English)】
Systems engineering is a multi-disciplinary approach towards
the successful creation of systems. A system consists of various
related elements and combines different engineering fields. In
modern society, we cannot survive without large-scale systems
such as information communication, production, distribution,
electricity, gas, water supply, aviation, space, railroad, finance,
corporate organization, etc.
In order to actually design and construct these systems, we
start with the requirement definition and follow the stages of
hardware design, software design, construction, verification,
etc. before finally arriving at system operation. In order to
systematically advance through multiple stages, it is necessary
to have advanced abilities at developing a model of the system
and utilizing scientific methods. Both academia and industry
need flexible capabilities to design and build a system of
systems such as Society5.0 in Japan, Industrie4.0 in Germany,
Digital Transformation, Digital Twins and Cyber Physical
Systems from scratch. Now, it can be said that the acquisition
of system engineering is an indispensable item in order to meet
the social demands of the future and solve those problems.
In this course, we aim to understand the procedure for
designing and constructing the systems, and learn basic
techniques to utilize systems engineering in the real world by
practicing various methods.
The goals of this course are to A,B,C and D:
- A. Students understand the basic methods for designing,
building, implementing and validating systems.
- B. Students can explain mathematical models of dynamic
systems and stochastic systems.
- C. Students can use diagrams and modeling techniques to
understand the structure, function and performance of the
system.
- D. Students will be able to develop basic ideas for building
systems used in the real world.
Final grade will be calculated according to the following
process: Assignments or short reports ( 50% ) and in class
contribution ( 50% ).

— 670 —



デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MTL300ND（材料工学 / Material engineering 300）

素材と機能

堀井　辰衛

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
日常生活において視界に入るモノ、実際に身体に触れあうモノを構
成する材料として高分子材料は多くの割合を占め、我々の生活と切
り離せない素材の一つです。広い視点で見れば私たちの身体を構成
するタンパク質や、植物を構成する多糖類も高分子ですし、繊維や
飲料水ボトルに使われるポリエチレンテレフタレート（PET）や蓋
などのパッキンに使われるゴムも高分子です。たんぱく質や多糖か
ら成る高分子は天然高分子の一種であり、PETやゴム（天然ゴムを
除く）は合成高分子の一種です。このように、一口に「高分子」と
言っても様々な種類があり、それぞれに個性があります。
本講義では、高分子材料の分類と基礎的な物性について概説します。
次に、様々な高分子材料（主に合成高分子）の、「実際に身の回りに
使われている（実用例）」側面と、「工夫次第で使えるかもしれない
（研究例）」側面について解説する予定です。

【到達目標】
素材を活用するための基礎となる工学的な知識を身につけます。ど
のような高分子材料が存在し、どのような物性を持ち、どのように
利用されているのかを理解できるようにします。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
基本的に座学で高分子材料に関する知識を深めていただきたいと考
えています。
基本的にオンラインはなく、現地での講義となります。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 高分子と社会との繋

がり・高分子の分類
と構造

高分子の簡単な歴史をひも解き、
高分子の基本的な分類や構造に
ついて説明します。

2 高分子の物性 熱的、力学的な性質について説
明します。

3 汎用プラスチック ガス管、水道管、ポリタンクな
ど身の回りで頻繁に用いられて
いる汎用プラスチックについて
紹介し、それぞれの特徴につい
て説明します。

4 エンジニアリングプ
ラスチック

自動車や家電など、より高い耐
久性、耐熱性が求められる用途
に用いられる高分子について紹
介し、それぞれの特徴について
説明します。

5 電気を流す高分子
（その１）

導電性高分子とは何か？ そのメ
カニズムについて実応用例を踏
まえて説明します。

6 電気を流す高分子
（その２）

導電性高分子の先端技術・研究
について紹介します。

7 光学技術に貢献する
高分子（その１）

液晶ディスプレーや光学レンズ
などに用いられる高分子につい
て紹介します。

8 光学技術に貢献する
高分子（その２）

感光性高分子の種類や用途、研
究例について紹介します。

9 高分子ゲル（その１）高分子ゲルの特徴と、その実応
用例について説明します。

10 高分子ゲル（その２）高分子ゲルの先端技術・研究例
について紹介します。

11 生化学・医療へ貢献
する高分子（その１）

生体適合性を有する高分子材料
について、実応用例と共に説明
します。

12 生化学・医療へ貢献
する高分子（その２）

生体適合性を有する高分子材料
について、研究例について説明
します。

13 環境にやさしい高分
子・関連技術（その
１）

生分解性高分子など、環境保全
に貢献しうる高分子やそれらに
かかわる技術について，２週に
分けて説明します。

14 環境にやさしい高分
子・関連技術（その
２）

生分解性高分子など、環境保全
に貢献しうる高分子やそれらに
かかわる技術について，２週目
について説明します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業後に課題を出すので、翌週の授業開始時間前までにPDFで提出
していただく予定です。

【テキスト（教科書）】
教科書は基本的には授業用のスライドを用います。

【参考書】
松浦和夫，尾崎邦弘，「高分子材料が一番わかる」，技術評論社，２
０１１.
井上和人，清水秀信，岡部勝，「基礎からわかる高分子材料」，森北
出版株式会社，2015.
東信行，松本章一，西野孝，「高分子科学合成から物性まで」，講談
社，2016.

【成績評価の方法と基準】
1.授業参加への貢献度　80%
2.各講義での課題　20%

【学生の意見等からの気づき】
より、身の回りにある製品を例にとり、有機化学や物理学の履修経
験がなくても理解できるように心がけたいと思います。

【学生が準備すべき機器他】
現在のところ予定していません。

【その他の重要事項】
担当講師は、導電性高分子インクの合成と高導電化に関する内容で
学位を取得後、電気化学、人工筋肉（ポリマーアクチュエータ、アシ
ストウェア開発）、フレキシブルセンサなどの分野で研究を進めてま
いりました。そのため、高分子材料の基礎に偏った内容となります。

【Outline (in English)】
Among the materials used in various ways when handling
products and services, we will learn about smart materials,
which change their properties in response to external physical
stimuli. Students will also learn how to use the physical
properties of materials in combination with microcomputers
and how to design interactions using these materials.
Students will acquire the basics to present products and
services attractively using materials as a designer through
practical training.
The goals of this course are to acquire basic engineering knowl-
edge for utilizing materials, learn tools for understanding the
functions of materials, learn the basics of interaction using
physical properties, and learn the basics of prototyping and
presentation skill.
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Before/after each class meeting, students will be expected to
spend two hours to understand the course contents.
Final grade will be calculated according to the following
process, Mid-term reports (20%), term-end report (80%).
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MAN200ND（経営学 / Management 200）

コストマネジメント

北山　一真

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
企業において、コストは重要な存在です。しかし、多くの人はコストに対して
苦手意識があり、専門分野のため自分には関係ないと思い、思考停止に陥っ
ています。
本講義では、難しい専門用語や専門的な計算手法の習得ではなく、いかにコ
ストを活用し良い製品開発を行うか、よいマネジメントを行うかについて学
びます。
様々な企業改革を担当している現役コンサルタントの立場から、「理論」だけ
でなく、実際の企業での活用方法や悩みを交えた「現実」の両側面を解説し、
社会で活かすことができる実践的な学びができます。
また、コストを理解することは、ものづくりプロセスやテクノロジーについ
て理解することにもなり、「現場 ×経営」「プロセス ×テクノロジー」「デー
タ ×マネジメント」の総合的な理解を深めることにも繋がります。
・人はなぜコストを嫌うのか？
・コストは、イノベーションを阻害するのか？
・なぜ理論どおりに活用できないのか？
・専門家の難しい言葉に言いくるめられないために必要最低限な知識とは？
製造業、IT、コンサル、起業家など、どのような立場になったとしても必要
なコストの知識を、理論と現実の両方の側面から総合的に習得することを目
的とします
【到達目標】
< 基礎知識>
・コストの基本用語・基礎理論を説明できる
・コストを理解する前提となる、ものづくりプロセスとテクノロジーについて
説明できる
・コスト分析に必要な基礎的な統計理論を説明できる
< 応用技能>
・コストの視点で企業を分析し、基本的な課題抽出と対応仮説を整理すること
ができる
・コストマネジメント手法と、ビジネス実務における阻害要因を説明できる
・コストに対して苦手意識を持たず、コストについて自ら調べることができ、
コストの専門家と最低限の会話ができるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
学生はビジネス実務の経験はないですが、コストを意識しイメージできるこ
とは身近に存在します。それらを例題にしながら、講義で得た知識の定着を
促し、今後社会に出た際に、知識や問題解決能力を活かすことができるよう
に進めます。
授業は、各回テーマを決め、講義とグループディスカッションで構成します。
毎回簡単な課題を出し、学生の理解度を確認します。
< 講義構成>
全14回の講義の構成は、以下の3部で構成されます。
①基礎：ものづくりとコストの概要（第1回～5回）
コストとは何か？ものづくりのプロセスは？どんなコストが発生しているか？
演習やグループ討議通じて、基礎的な部分の学習を進めます。
また、ものづくり企業の IT/テクノロジーの実態や、ものづくりDXについて
も学びます
②基本：コストマネジメントの基本（第6回～9回）
原価計算の基本的な知識を学びます。また、ケーススタディを通じて、コス
トマネジメントの基本的な考え方や活用方法について理解を深めます。
③実践：コストマネジメントの実践（第11回～14回）
人はなぜコストを嫌うのか？
なぜ理論どおりに実務では活用されていないのか？
コストの活用として重要な、「予算」と「原価企画」について、ケーススタディ
を通じて、コスト活用方法とその難しさと学びます
（補足）「コストと財務分析」（第10回）
補足講義として、コストから少し大きな概念となりますが、Appleのキャッ
シュフロー戦略などを例題にし、関連する「財務分析」の基礎的な部分も学
びます。
< キーワード解説>
実務ではほとんど使わないが、知っておいたほうが良い理論も学び、概念だ
けは理解できるようにします。
・品質原価計算
・環境コストマネジメント
・ライフサイクル・コスティング
・MFCA
・ABC/ABM
・埋没費用/機会原価
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 基礎1：

コストの基礎
本講義の目的やコストを学ぶ意味意
義を確認します。またコストにおけ
る全般的な基礎知識を理解します
・コストはなぜ嫌われるのか
・コストは、イノベーションを阻害す
るのか
・コストはなぜ重要か
・コストは組織の行動を変えてしまう
・専門家以外でも、身につけるべきコ
ストの知識とは

2 基礎2：
ものづくりの形態
(企画量産型のバリュー
チェーン)

コストを理解することは、ものづく
り企業活動（バリューチェーン）を
理解する必要があります。
スマホや自動車のような一般消費者
向け商品を提供する企業（BtoC、
MTS、企画量産型企業）を例にと
り、ものづくりの活動の全体を理解
します
< グループワーク>
・マーケティング・企画～開発～
生産準備～調達・製造～検査～
販売・出荷などのバリューチェーン
を考える
・開発プロセスの特徴を考える
・生産プロセスの特徴を考える
< キーワード解説１>
・品質原価計算

3 基礎3：
ものづくりの形態
(個別受注型のバリュー
チェーン)

バリューチェーン解説の2回目は、一
般消費者には馴染みのない、半導体
製造装置や造船などの企業（BtoB、
ETO、個別受注企業）を例にとりも
のづくりの活動の全体を理解します。
個別受注企業は一般には馴染みがな
いですが、世の中の多くはこの個別
受注企業となります。
< グループワーク>
・引合・見積～仕様確定～設計～
調達・製造～検査～立会～出荷～
据付～試運転などのバリューチェー
ンを考える
・設計プロセスの特徴を考える
・生産プロセスの特徴を考える
< キーワード解説２>
・環境コストマネジメント

4 基礎4：
バリューチェーンとコ
スト

第２回、第３回で学んだバリュー
チェーンに対して、どのようなコス
トが発生するかを理解します。
< グループワーク>
・各プロセスで発生するコストを考
える
・企画量産型と個別受注型で、コスト
発生の違いを考える
< キーワード解説3>
・ライフサイクル・コスティング

5 基礎5：
ものづくりとDX
（テクノロジーを知る）

ものづくりで使われている ITを理解
します。ITの理解は、問題点の把握
や今後の生産性の向上を考える上で
必要な知識です。
ものづくり企業における一般的なシ
ステムの基礎を理解します。
・ものづくりとDX
・CRM-PLM-ERP
・CAD/BOM/PDM
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6 実践1：
原価計算の基本

コストを考える上で、「原価計算」の
方法の理解が必要です。ただし、詳
細な計算は、専門家 (経理部や原価管
理部など)に任せればよいです。
そのため、基本的な用語の理解と、
ざっくりとどんな計算をしているの
かの概念の理解が重要となります。
用語と概念を知っておけば、問題点
の把握と専門家とある程度会話をす
ることができます。
< グループワーク>
・総合原価計算を理解する（家電のよ
うな大量生産品）
・等級別総合原価計算を理解する（食
品のような大量生産品）
・個別原価計算を理解する（造船・大
型構造物の一品生産）
< キーワード解説4>
・MFCA

7 実践2：
コストマネジメント
(原価維持・改善)

コストを用いて組織やプロジェクト
をマネジメントしていく必要性を理
解します。
企画量産型は、生産前のマネジメン
ト (原価企画)と、生産後のマネジメ
ント (原価維持/改善)の２つに分けら
れます。それらの特徴やマネジメン
トの概要を理解します
< グループワーク>
・コストマネジメントの３つの基本
プロセスを考える
・生産後のコストマネジメント (原価
維持/改善活動)を考える
< キーワード解説5>
・ABC/ABM

8 実践3：
コストマネジメント
(原価企画)

前回に続き、コストマネジメントの
理解を深めます。
< グループワーク>
・生産前のコストマネジメント (原価
企画活動)を考える
< キーワード解説6>
・埋没費用/機会原価

9 実践4：
ライフサイクルコスト
(期間損益とプロダクト
損益)

コストも、開発・生産など製品だけ
で考える時代ではなく、ライフサイ
クルでのトータルコストを考える時
代になっています。
製品出荷後の保守・サービスで儲け
る時代において、ライフサイクルコ
ストを理解します
・ライフサイクルコスト
・固定費マネジメント
< グループワーク>
・身近な家庭用プリンタを例にとり、
ライフサイクルコストを考える

10 補足：
コストと財務分析
(企業のコスト構造)

補足的な講義として、コストが最終
的にどのような財務に影響するの
か？ コストが最終的にどのような企
業収益や財務に影響を及ぼすか企業
全体の視点を持てるように理解を深
めます。
・なぜ黒字倒産が起きるのか？
・債務超過とは？
・安全性・収益性とは？
< グループワーク>
Appleのキャッシュフロー戦略を参
考にした財務分析を行う

11 応用1：
予算と採算判断

予算は、それを達成できるか/できな
いかで、自分の評価に直結するため、
非常に重要な仕事の１つとなります。
予算の算出方法、納得性の高い予算
のあり方などについて理解します。
・期間別の予算と、製品開発段階で考
える予算
・予算の計算ロジックからくる歪み
・予算と標準原価
・CVP分析と直接原価計算
・製品別予算と開発の意思決定
< グループワーク>
トヨタ自動車の予算 (目標原価割付)
を参考にした、平等感をもった予算
のあり方を考える

12 応用2：
原価企画
（概要とプロセス）

製品開発段階で、コストをコント
ロールする手法として重要な「原価
企画」について触れます。実際にも
のを作る前にコストを計算の難しさ
や、製品競争力を高めるために必要
な手法を理解します。
・原価企画のプロセスと運用の難しさ
・原価企画に必要なデータや手法
・原価企画と採算判断
< グループワーク>
新商品開発を題材にし、原価企画の
プロセスを考える

13 応用3：
原価企画
（コストテーブル）

原価企画の中でも重要なデータの１
つである「コストテーブル」につい
て解説します。重回帰分析などを用
いたコストテーブルの作成方法や活
用方法を理解します。
・コストテーブルとは何か？
・重回帰分析を用いたコストテーブ
ルの概要
< グループワーク>
重回帰分析に基づいたコストテーブ
ルを考える

14 応用4：
開発におけるコストマ
ネジメントと意思決定

これまで学習した「予算」「原価企
画」「コストテーブル」「標準原価」
「CVP」「ライフサイクルコスト」な
どの内容を加味しながら、開発にお
けるコストマネジメントの全体を理
解する
< グループワーク>
新商品開発を題材にし、コストシ
ミュレーション・コストマネジメン
ト・意思決定のを考える

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
基礎的な部分から学習を進めるため、コストに関しての予備知識は不要です。
講義が、「基礎→基本→実践」と、学習内容が積み重なっていきます。復習
は必ず行ってください。（グループワークにおいて調査や講義内容を宿題とし
て課します）
また、次の授業につながる簡単な復習課題を出します。
準備学習 (復習課題)は、2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
毎回の講義資料を授業支援システムを通じて事前配布します
【参考書】
必要に応じて参考図書を指定します
【成績評価の方法と基準】
授業への積極的な参加（宿題・授業課題含む）40％
グループワーク課題 20％
中間テスト 20％
最終テスト 20％
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
講義テキストのダウンロードや、レポート作成など行いますので、パソコン
を持参してください。
【Outline (in English)】
Cost management is important for businesses. In this lecture, you will
learn how to use costs effectively for good product development. You can
learn basic terminology and basic theory about cost. You will also learn
various cost management methods such as target-costing and lifecycle
cost management.
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be more than two hours
for a class.
Final grade will be calculated according to the following process in-class
contribution.(40％)，Group Work Reports(20％)、Mid-term examination
(20%), and final examinations(20％).
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MEC300NA（機械工学 / Mechanical engineering 300）

品質マネジメント

池庄司　雅臣

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方

を紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について

述べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述
べる。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実
験の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすく
する損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用
方法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比
で評価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、
コストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に
代表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考
え方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方

を紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について

述べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述
べる。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実
験の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすく
する損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用
方法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比
で評価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、
コストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に
代表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考
え方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
科学は自然界の現象を解釈し、物理法則として定式化することを目指してい
る。一方、技術は、自然界にないもの、人間が欲するものを設計し、作り出す
ことを目指す。技術においては、科学の成果を利用するが、必ずしも理想的
には実現できないのが現実である。技術にとっての品質はどれだけ理想に近
いかを表現し、その完成度を表す。この授業の中では、品質評価をベースに
理想に近いものを実現する方法論を、共通技術として学ぶ。この共通技術は、
世界的にはTaguchi Methodsとして知られており、国内では「品質工学」と
呼ばれている。
一般に、品質は技術品質と商品品質に分けられる。商品品質には、機能その
もの、製品の色、形状、デザインなどがある。これらは、使用者の用途・嗜好
に左右されることが多く、その良否に客観的に評価することは難しい。一方、
技術品質とは、「システムが、技術的に望ましくない項目によって社会に与え
る損失」で表現される。損失の中には、機能のばらつき（機能性）による損失
や弊害項目による損失が含まれるが、技術品質の評価には客観性があり、技
術の対象とすることができる。技術品質を評価する場合、理想からのばらつ
き及び使用状況の中での製品の機能のばらつきとしてSN比で評価することが
できる。SN比を手がかりに、製品を設計し、生産するプロセスを最適化する
方法が品質工学の方法である。これを正しく理解することにより、最適なシ
ステムを設計し、運用していく共通技術を獲得することができる。
【到達目標】
技術の基本である機能と機能性の考え方を知り、自分自身の技術に関しての
適用を考えられるようにする。
特に、製品の使用者のいろいろな条件の中で、製品がきちんと機能すること
を定量化したロバストネスの指標であるSN比の考え方と計算方法、効率的な
実験の進め方を習得し、製品や技術を設計するに当たって検討すべき事項を
学ぶ。
本講義は「品質工学」をベースとしているが、異なるスタンスである「品質管
理」についても触れることで、品質マネジメントの総合的な理解を得ること
を目標とする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連。
【授業の進め方と方法】
品質工学の考え方と方法を、講義、事例研究、演習を通して学ぶ。
品質工学を進めるのに必要な、実験計画法、分散分析の計算法など簡単な統
計計算法を織り込みながら、授業を進める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション 講義全体の流れ、品質工学の考え方

を紹介する。
2 品質とは：機能と機能性 品質の考え方、設計においてロバスト

ネス評価が重要であることを述べる。
3 分散分析入門 SN比の前段として分散分析について

述べる。
4 SN比の導入：理想関数

からのばらつき
ロバストネスの評価方法について述
べる。

5 直交表入門 多くの因子を取り上げた効率的な実
験の方法を述べる。

6 損失関数 社会的損失を定量化し、使いやすく
する損失関数の考え方を知る。

7 オンライン品質工学：
プロセスの運用

損失関数を用いた、システムの運用
方法を考える。

8 計測技術におけるSN比
と評価

実験で重要な測定の信頼性をSN比
で評価する。

9 実験による設計技術の
開発（１）

いろいろな分野の評価の事例を学ぶ。

10 実験による設計技術の
開発（２）

応用事例を知る。

11 許容差設計 ばらつきの低減化の成果をもとに、
コストと品質のバランスを取る。

12 品質管理の考え方（１） 品質管理の考え方や、QC７つ道具に
代表される手法について説明する。

13 品質管理の考え方（２） 管理図やその背景にある統計的な考
え方について説明する。

14 本講義のまとめ まとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
演習、計算、レポートなどの宿題あり。
課題については次回講義のレジュメで詳細な解説を付けるので、その内容に
ついては十分に復習されたい。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
教科書は使用しない。
（毎回配布するレジュメに基づいて授業を進める）
【参考書】
1）矢野宏：品質工学概論、日本規格協会、2009
2）田口玄一、横山巽子：ベーシック品質工学へのとびら、日本規格協会、2007
3）田口伸：タグチメソッド入門、日本規格協会、2016
4）矢野耕也、水谷淳之介、山本桂一郎：初学者のための品質工学、コロナ社、
2013

【成績評価の方法と基準】
授業への取り組みや理解度、および演習レポートをもとに評価する。
（平常点：40%、演習レポート：60%）
【学生の意見等からの気づき】
なるべく平易な解説を心がけます。解らない事は適宜質問して下さい。
【その他の重要事項】
データ分析の豊富な業務経験を持つ教員が、品質マネジメントで必要となる
データの扱い方や分析手法、統計的な考え方について講義する。
【Outline (in English)】
The goal of science is to interpret natural phenomena, representing
physical principles via formulae. On the other hand, the goal of
technology is to design things which don’t exist in the natural world
that are desirable to humans and produce them. While technology
uses the results of science, in the real world it is not always possible
to succeed in creating ideal applications for them. Quality is an
expression of how close technology comes to the ideal, and representing
its scale of completion. In this course we will learn common methods for
determining how technologies can be produced at close to ideal levels
through the use of quality indicators as a base. These methods are
known throughout the world as the Taguchi Methods, and in Japan as
"quality engineering".
In general, quality can be divided into technological quality and product
quality. Product quality includes function, color, shape, design etc.
On the other hand, technological quality is a representation of the
negative effects of undesirable technological flaws of a system on society.
While the negative effects include those from overfunctionality, abusive
practice etc., objective aspects of quality evaluation also exist, linking it
the application of technology. When measuring technological quality, the
signal to noise ratio of how it diverges from the ideal in both principle
and practice can be calculated. Using this hint is one of the methods
of quality engineering to design products and optimize the processes of
production. By properly understanding these principles, it is possible to
form common technologies for optimal system design and management.
【Learning activities outside of classroom】
Students will be expected to have completed the required assignments
after each class meeting. Your study time will be approximately two
hours per class. Please refer to the course materials for information on
assignment contents and how to solve them.
【Grading Criteria /Policy】
The final grade will be determined by the degree of commitment to the
class (40%) and the assignment report (60%).
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SSS300ND（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 300）

プロジェクトマネジメント（ＳＤ）

村上　季史、永田　義昭

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
システムデザイン学科では「新しい価値を備えたシステムを創造しデザインす
る工学」を学びます。「創造」には、共通のゴールに向かって、複数の人間が
協力し合って未知の分野に挑戦する行為が必要です。これが「プロジェクト」
です。この授業では、そうしたプロジェクトの計画立案と遂行・コントロー
ルについて、また繰返し行われる日常業務の進め方との違いについて、演習
を交えて理解していきます。
【到達目標】
プロジェクト・マネジメントの基本概念と、コミュニケーション・ファシリ
テーションなどの基本スキル、ならびにActivity List・WBS・CPM・EVM
などの技法について初歩を理解し、自分なりにプロジェクトを組み立てリー
ドしていける能力を身につけます。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連。
【授業の進め方と方法】
この授業は全部で14回で構成します。
第1回－第2回　プロジェクト・マネジメントの概要について解説します
第3回－第6回プロジェクトを遂行するヒューマンスキルを学びます
第7回－第13回　プロジェクト計画の立案方法と実行・監視・コントロール
の仕方を理解します
第14回　グループ課題の発表と相互評価を行います
なお、授業には演習を取り入れます。また、授業と並行してグループを組み、
課題「プロジェクト計画演習」を7週間かけて進める宿題の形とします。
授業を通して、クラスメイトと協力しながら、プロジェクト・マネジメント
の手法を身につけ、演習とグループ課題で実践に結びつけて、本当に「使え
る」スキルとして身につけてもらいたいと期待しています。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 イントロダクション (プ

ロジェクトとは何か)
この授業の目標と全体のプロセスを
理解します
・プロジェクトとは何か
・プロジェクトの進め方の全体像

2 ゴール・目的・目標 プロジェクトのゴール設定と「プロ
ジェクトCHARTER」を学びます
・プロジェクトの成功と失敗
・ゴール、目的、目標の違い
・演習　プロジェクトCHARTERを
つくる

3 リーダーシップとマネ
ジメント

リーダーシップとマネジメントの違
い、また、プロジェクトマネー
ジャーについて学びます。
・リーダーシップとマネジメント
・プロジェクトマネージャーに求め
られるもの

4 コミュニケーション 日常生活の中でも実践できる、コ
ミュニケーション力を上げるための
ポイントを学びます。
・プロジェクト遂行上のコミュニ
ケーション
・コミュニケーションの目的とは？
・コミュニケーション力の高い人
とは？
・コミュニケーション上手になるた
めには？
・演習

5 ファシリテーション ファシリテーションは話す力、聴く
力、論理的思考力などのヒューマン
スキルの総合技術であり、チームの
成果を最大限引き出すことができま
す。グループ演習を通じてファシリ
テーションを活用した議論、意思決
定を体験します。
・ファシリテーションとは
・演習

6 モチベーション 他者と協働し、意欲を持って動いて
もらうための動機づけについて理解
します。
・動機づけ理論
・人は何で動くか

7 スコープ・WBS プロジェクト・マネジメントの基礎
であるスコープとWBS作成について
学びます。
・スコープとは何か
・WBSの作成手順
・演習　Activity ListとWBSをつく
る

8 組織と要員 複数の人間が協力し合うために必要
な組織のデザインを学びます。
・企業の組織とは
・プロジェクト組織の分類
・チームと役割

9 スケジュールプラニング プロジェクトの納期を守るためのタ
イム・マネジメントの基礎を学び
ます。
・ロジックネットワークスケジュー
ルの基礎
・演習　納期短縮アイデアを考えよう

10 リスク プロジェクト・マネジメントにとっ
て最も難しい課題であるリスクにつ
いて考えます。
・リスクとは何か
・リスクへの対応戦略

11 コスト 予算を守るためのコスト計画とコン
トロールについて学びます。
・予算とはそもそも何か
・人のコスト
・見積の方法
・演習　入札ゲーム

12 品質 顧客のニーズや期待に応える商品・
サービスを提供するために、品質とい
う観点で重要なポイントを学びます。
・品質とは
・品質目標を実現するための３つの
ポイント

13 進捗管理とアクション プロジェクトの進捗管理と必要なア
クションについて、実践的なテク
ニックを学びます
・プロジェクトの進捗管理
・EVM
・変更管理

14 グループ課題発表 「プロジェクト計画演習」課題のグ
ループ発表
・動画・パワーポイントによる課題の
グループ発表会
・各グループによる相互評価

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
復習に重点を置いてください。個人課題は1時間程度要する内容を基準とし
ます。
また、グループで取り組む「プロジェクト計画演習」の際に時間外の準備が
必要となります。
なお、それ以外にも、研究でもサークル活動でも、あるいはバイトでもかまい
ませんから、人と共同して何かを達成する経験をなるべく積んでおくことを
お勧めします。これは本授業のみならず、卒業後にも必ず役に立つことです。
【テキスト（教科書）】
指定の教科書はありませんが、講義資料はPDFで授業支援システムに事前に
アップします。
【参考書】
(1)「世界を動かすプロジェクトマネジメントの教科書」佐藤知一・著 (技術評
論社)
若手エンジニアを主人公に、プロジェクトマネジメントの基本を解説してい
ます。
(2)「改訂3版 P2Mプログラム&プロジェクトマネジメント標準ガイドブック」
　日本プロジェクトマネジメント協会・著 (日本能率協会マネジメントセン
ター)
日本の団体が中心となり、プロジェクトとプログラムのマネジメントについ
て解説した書です。
(3)「プロジェクトマネジメント知識体系ガイド第6版」Project Management
Institute著 (PMI東京支部)
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現在最も世界的に影響力のある標準体系の解説書です。PMP（Project
Management Professional）資格受験のための必須の教科書です。
【成績評価の方法と基準】
(1)授業課題と演習 (60%)
授業の課題提出や教室内・オンラインでのグループ演習を行います。プロジェ
クト・マネジメントは演習なしで理解することはほとんと不可能です。講義
と演習への積極的な参加を成績評価の対象とします。
また、講義に関する質問やコメントを記したリアクションペーパーの提出も
講義への貢献として成績評価の対象とします。
(2)グループ課題の発表 (40%)
この授業で学んだことをもとに、グループを作成し、各グループでプロジェク
ト構想を作り、その内容と遂行計画について発表してもらいます。実現可能
性それ自体は問いませんが、実行手順についてはできるだけ具体的にイメー
ジして作成してください。
「プロジェクト成果物の構想説明」、「プロジェクト計画書作成」、「プレゼンテー
ション」に合計40点を配点します。グループ課題は受講生全員が相互に採点
する方式で評価します。
【学生の意見等からの気づき】
講義への積極的な参加と講義内容への質問・意見により、理解を深め、「考え
る力」を成長させることを目標にしています。授業内容をきっかけに、自分
の意見を持つようにしてください。
授業の初めに、前回の授業で受講生から提出されたリアクションペーパーの
質問や意見を取り上げ、フィードバックします。
【学生が準備すべき機器他】
講義資料はPDFの形で授業支援システムに事前にアップします。閲覧可能な
機器を授業に持ってきてください。
【その他の重要事項】
種々のプラント建設プロジェクトを経験したエンジニアが、基本知識の説明
と自身の経験に基づいた解説や演習を行います。
【Outline (in English)】
In this systems design course, students will learn the engineering
involved in creating and designing new innovative systems. Creating
involves challenging undiscovered areas by tackling common problems
and collaborating with people. Students will understand how to plan,
execute, and control such projects as well as how they differ from
real-world duties through classes and exercises.
Students are expected to review the class afterward and to spend
approximately one hour to complete the assignments of each class.
Additionally, students are required to work as a group on the "Project
Planning Assignment" outside of classroom.
The final grade will be determined as follows:
(1) Assignments for each class: 60%,
(2) The content of the "Project Planning Assignment": 40% (assessed by
peers).
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DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

ブランディングデザイン（２０２３年度以降入学生）

金田　遼平、吉見　奈々

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ブランディングのデザインに必要な様々な要素をグループワークの演習
によって実践的に学びます。
提供するモノ、サービスの価値を的確に捉え深く掘り下げる力、想定す
るユーザーや顧客を理解する力、得られた情報から伝えるべき内容を精
査する力、新たな魅力を構築し最も効果的な方法で提示する力、そして
総合的に人の心を動かすデザインを創出する力を養います。

【到達目標】
ブランド・プロデュースのための一連のデザインプロセスを通じ、今日
デザイナーやアートディレクターに求められるブランディングデザイン
の能力獲得を目指します。
また構築的なクリエイティブ・プロセスを通じ、デザイン思考の方法論
も同時に学びます。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの
能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示さ
れた学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP1」、
「DP2」、「DP3」に関連。

【授業の進め方と方法】
デザインシンキングのプロセスを基本としながら、少人数のチームによ
るワークショップ形式で進めます。
参加学生には、積極的なディスカッションやプレゼンテーションへの参
加が求められます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 全体ガイダンス

第1テーマ
情報収集・情報整理・
発案に関するスキル習
得ワークショップ

全体概要説明
情報収集・情報整理・発案プロセ
スに関する有用なスキルをワーク
ショップ形式で習得する。

2 第2テーマ　課題説明
グループ分け
ワークショップ

課題概要説明
アイスブレイク
分析
要素の解体・抽出
インサイトの共有

3 第2テーマ
ワークショップ

企画テーマ設定
アイデア展開
プロトタイプ・プレゼンテーショ
ン制作

4 第2テーマ
最終プレゼンテーショ
ン

第2テーマ　最終案発表会
まとめ

5 第3テーマ　課題説明
グループ分け
定性調査予備調査
ワークショップ

課題概要説明
顧客の検討・選択
視察調査（個人）
観察まとめ
企画の検討

6 第3テーマ
フィールドワーク
現地調査
インタビュー

定性調査セッション（グループ）
情報共有・準備
インタビュー
定性調査結果・考察
プロトタイプ・最終プレゼンテー
ション準備

7 第3テーマ
最終プレゼンテー
ション
総評

第3テーマ　最終案発表会
まとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業時間内にまとまりきらない作業は、時間外で自主的に行ってもらい
ます。
各課題の終了後は、企画提案書を美しくまとめ、レポートとして提出し
てもらいます。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
博報堂デザインのブランディング（永井一史：誠文堂新光社）
事例で学ぶブランディング（ランドーアソシエイツ：ビー・エヌ・エヌ
新社）
デザイン思考が世界を変える〔アップデート版〕( ティムブラウン : 早
川書房 )

【成績評価の方法と基準】
授業参加度の平常点評価を４０点、最終プレゼンテーション内容を５０
点、提出レポートを１０点、とする。
総合点が９０点以上をSとし、
89～87点をA+、86～83点をA、82～80点をA-
79～77点をB+、76～73点をB、72～70点をB-
69～67点をC+、66～63点をC、62～60点をC-
60点未満をDとする。
１コマ欠席- 10点、遅刻- 5点。ただし、５コマ以上欠席した者はDと
する。
病欠、忌引き、SSI大会、公式練習等は欠席対象から除外するが、当該
証明書を提出する事。

【学生の意見等からの気づき】
進行・制作に関する要求があれば、随時考慮してゆきます。

【学生が準備すべき機器他】
授業に必要なソフトウエアを各自のPCに入れておく。

【その他の重要事項】
ブランディングデザイナーとしての経験を有する教員が、実務で必要な
知識・経験・考え方に関する指導を行う。

【Outline (in English)】
Students learn the various methods required for branding design
in a practical way through group work workshop.
The course cultivates the ability to accurately target and deeply
understand the value of the products and services, to understand
the intended users and customers, to scrutinize the content to be
conveyed from the information obtained, to build new appeal and
present it in the most effective way, and to create designs that move
people’s hearts in a comprehensive manner.
・Grading criteria
The normal score for class participation is 40 points, the content of
the final presentation is 50 points, and the report is 10 points.
If the total score is 90 points or more, it will be graded S.
A+ for 89-87 points, A for 86-83 points, A- for 82-80 points.
B+ for 79-77 points, B for 76-73 points, B- for 72-70 points
C+ for 69-67 points, C for 66-63 points, C- for 62-60 points.
A score of less than 60 points is considered D.
10 points for being absent for 1 period, 5 points for being late.
However, those who are absent for 5 or more periods will be graded
D.
Sick leave, bereavement, SSI tournaments, official practice, etc. are
excluded from absence, but proof of the same must be submitted.
・Learning activities outside of classroom
If the work cannot be completed during class hours, students will
be asked to do it independently outside of class hours.
After completing each assignment, students will be asked to
compile a project proposal and submit it as a report.
Your study time for preparation and review will be more than
2hours for a class.
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MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

エンジニアリングCAD演習X（２０２３年度以降入学生）

黒田　克史

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ものづくり現場において必須のツールとなっている 3 次元 CAD の基本操作
を学ぶことで、物体の形状把握や表現法を習得する。
【到達目標】
1: 3次元 CADの基本操作を通じて、デジタルエンジニアリングにおける用
語や手法を理解できること。
2:自分のイメージを3次元データで具現化できること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
3 次元 CAD(SolidWorks)を用いて、課題を作図しながらモデリング手法 を
学ぶ。
※※※※※※※※
チュートリアル・課題は、大学の情報教室の PCで取り組むことを推奨する。
自宅で学習するには、貸与 PCで VPN接続を行うことで SOLIDWORKSを
使用することが可能である。その場合、貸与 PCの SOLIDWORKSを最新
版へバージョンアップすること、貸与 PC でSOLIDWORKSが起動する こ
とを確認すること、VPN接続の環境を整えること、の3点を行う必要がある。
(不具合がある場合はソフトウェアステーションに問い合わせ・対応してもら
うこと)
※貸与 PC以外の PCに、SOLIDWORKSをインストールすることは不可
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス イントロダクション、VPN接続方法

の確認。
SOLIDWORKSの立ち上げの確認。

第2回 基本操作① スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第3回 基本操作② スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第4回 基本操作③ スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第5回 課題１ 基本操作を用いた形態のモデリング
第6回 基本操作④ アセンブリ・レンダリングにおける

基本操作チュートリアルを各自実施
第7回 課題２ 課題の説明・時計のモデリング・ア

センブリ
第8回 課題２ 時計のモデリング・アセンブリ
第9回 総合演習　オーブントー

スターをデザインする-1
課題の説明、設計要件、機構の理解

第10回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-2

企画・構想

第11回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-3

企画・構想に基づく形状・機構の検討

第12回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-4

形状・機構のモデリング・アセンブリ

第13回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-5

形状・機構のモデリング・アセンブ
リ・レンダリング

第14回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-6

課題提出・講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
情報教室の PC で SOLIDWORKS で復習することが可能。また、貸与ノー
ト PCで作業することが可能。(学外での作業は VPN接続が必須)
本授業の準備学習・復習時間は、各 2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
使用しません
【参考書】
はじめての３ＤＣＡＤＳＯＬＩＤＷＯＲＫＳ入門
出版社：電気書院
ISBN：978-4-485-30093-0

【成績評価の方法と基準】
出席状況、授業内の演習、課題の提出状況や完成度により総合的に判断する。
実習科目のため、3つの課題の提出物が必ず必要となる。1つでも課題が未提
出の場合は D判定となる。

【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
貸与 PC内の SOLIDWORKSが動作するか授業前に確認すること。またバー
ジョンを最新にアップデートすること。不明点や問題がある場合はソフトウェ
アステーションに問い合わせて問題を解決すること。
【その他の重要事項】
N/A

【Outline (in English)】
-Course outline
In this course students will learn how to use 3D CAD software tools
which are indispensible for production, along with the skills to measure
objects and represent them. By learning about the usage of 3D data
along with examples, students will learn about the current state of
advanced industries.
-Learning Objectives
By learning the basic operations of 3D CAD, which is an indispensable
tool in manufacturing sites, students will learn how to grasp the shape
of objects and express them.
-Learning activities outside of classroom
Students can review in SOLIDWORKS on a PC in the information
classroom. It is also possible to work on a loaned laptop. (VPN
connection is required for off-campus work)
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
-Grading Criteria /Policy
Attendance, in-class exercises, and the submission status and quality
of assignments will be comprehensively evaluated. Since this is a
practical subject, submission of all three assignments is mandatory. If
any assignment is not submitted, it will result in a grade of D.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MEC200ND（機械工学 / Mechanical engineering 200）

エンジニアリングCAD演習Y（２０２３年度以降入学生）

駒井　悠亮

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
ものづくり現場において必須のツールとなっている3次元CADの基本操作を
学ぶことで、物体の形状把握や表現法を習得する。
【到達目標】
１：3次元CADの基本操作を通じて、デジタルエンジニアリングにおける用
語や手法を理解できること。
２：自分のイメージを３次元データで具現化できること。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
3次元CAD（SolidWorks）を用いて、課題を作図しながらモデリング手法を
学ぶ。
※※※※※※※※
チュートリアル・課題は、大学の情報教室のPCで取り組むことを推奨する。
自宅で学習するには、貸与PCでVPN接続を行うことでSOLIDWORKSを使
用することが可能である。その場合、貸与PCのSOLIDWORKSを最新版へ
バージョンアップすること、貸与PCでSOLIDWORKSが起動することを確
認すること、VPN接続の環境を整えること、の３点を行う必要がある。（不
具合がある場合はソフトウェアステーションに問い合わせ・対応してもらう
こと）
※貸与PC以外のPCに、SOLIDWORKSをインストールすることは不可
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス イントロダクション、VPN接続方法

の確認。
SOLIDWORKSの立ち上げの確認。

第2回 基本操作① スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第3回 基本操作② スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第4回 基本操作③ スケッチ・フィーチャーにおける基
本操作チュートリアルを各自実施

第5回 課題１ 基本操作を用いた形態のモデリング
第6回 基本操作④ アセンブリ・レンダリングにおける

基本操作チュートリアルを各自実施
第7回 課題２ 課題の説明・時計のモデリング・ア

センブリ
第8回 課題２ 時計のモデリング・アセンブリ
第9回 総合演習　オーブントー

スターをデザインする-1
課題の説明、設計要件、機構の理解

第10回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-2

企画・構想

第11回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-3

企画・構想に基づく形状・機構の検討

第12回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-4

形状・機構のモデリング・アセンブリ

第13回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-5

形状・機構のモデリング・アセンブ
リ・レンダリング

第14回 総合演習　オーブントー
スターをデザインする-6

課題提出・講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
情報教室のPCでSOLIDWORKSで復習することが可能。また、貸与ノート
PCで作業することが可能。（学外での作業はVPN接続が必須）
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
使用しません
【参考書】
はじめての３ＤＣＡＤＳＯＬＩＤＷＯＲＫＳ入門
出版社：電気書院
ISBN：978-4-485-30093-0

【成績評価の方法と基準】
出席状況、授業内の演習、課題の提出状況や完成度により総合的に判断する。
実習科目のため、３つの課題の提出物が必ず必要となる。１つでも課題が未
提出の場合はD判定となる。

【学生の意見等からの気づき】
N/A

【学生が準備すべき機器他】
貸与PC内のSOLIDWORKSが動作するか授業前に確認すること。またバー
ジョンを最新にアップデートすること。不明点や問題がある場合はソフトウェ
アステーションに問い合わせて問題を解決すること。
【その他の重要事項】
N/A

【Outline (in English)】
-Course outline
In this course students will learn how to use 3D CAD software tools
which are indispensible for production, along with the skills to measure
objects and represent them. By learning about the usage of 3D data
along with examples, students will learn about the current state of
advanced industries.
-Learning Objectives
By learning the basic operations of 3D CAD, which is an indispensable
tool in manufacturing sites, students will learn how to grasp the shape
of objects and express them.
-Learning activities outside of classroom
Students can review in SOLIDWORKS on a PC in the information
classroom. It is also possible to work on a loaned laptop. (VPN
connection is required for off-campus work)
The standard preparation and review time for this class is 2 hours each.
-Grading Criteria /Policy
Attendance, in-class exercises, and the submission status and quality
of assignments will be comprehensively evaluated. Since this is a
practical subject, submission of all three assignments is mandatory. If
any assignment is not submitted, it will result in a grade of D.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

COT200ND（計算基盤 / Computing technologies 200）

コンテンツプログラミング演習X（２０２３年度以降入学生）

佐藤　由子

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、インタラクションデザインを主体としたプログラミング基礎につ
いて学ぶ。Webの主要プログラミング言語であるJavaScriptおよびHTML5
を利用してインタラクションプログラミング技術やオブジェクト指向プログ
ラミングを学んでいく。
【到達目標】
演習を通じて「JavaScript言語の構文」や「オブジェクト指向プログラミン
グ」、「統合開発環境（IDE）」といったプログラミング言語の基礎的な技術、
また「インタラクションデザイン」や「メディアアート」を表現するために必
要な実現方法や設計方法を取得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各回の授業では、前半にその日のテーマを示し、演習にあたって理解する必
要があるプログラミング知識を学び、実現したい処理をロジックとして組み
立てる。後半は、実際にロジックを基にプログラムを制作する。与えられた
演習課題のプログラムを実装しデバッグ作業をすることで習熟度を高める。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 JavaScript入門・開発

環境のインストール
開発のためのVisual Studio Codeの
環境設定、プログラムのデバッグ環
境の整備を行う

2 HTMLプログラミング
①

HTML文書の構造を学び、簡単な
HTMLプログラムを作成する

3 HTMLプログラミング
②

HTMLによる表の作成と画像の表示
を行う。また、CSSを使ったHTML
プログラミングを学ぶ

4 簡単な図形の描画 HTMLのcanvas要素にJavaScript
を使って簡単な図形を描画する

5 JavaScriptプログラミ
ング①

JavaScriptの文法の基本を学習し、
条件文と繰り返し処理について簡単
なプログラムを作成する

6 タイマーとイベント タイマーとイベント処理について学
び、簡単なJavaScriptプログラムを
作成する

7 JavaScriptプログラミ
ング②

DOMの概念と配列の基本的な使い
方を学習し、プログラムでの利用方
法を学ぶ

8 DOMと配列を使ったプ
ログラム

イベント処理、DOM、配列を使った
プログラムとして、もぐらたたき
ゲームを作成する

9 オブジェクト指向プロ
グラミング

JavaScriptにおけるインスタンスの
生成と関数定義を実際にコーディン
グする

10 アニメーション アニメーションの原理について学び、
JavaScriptを用いた簡単なアニメー
ションを作成する

11 マップゲームの作成 マップゲームの作成を例として、イ
ンタラクティブなプログラムを作成
するための基本的な考え方、プログ
ラム作成手順を学習する

12 作品プログラム制作 ゲームやメディアアート作品を作る
にあたり、構想や設計を考える。ま
た、検討した設計を基に必要なロ
ジックや素材を用意する

13 制作作品のプレゼン
テーションとデモンス
トレーション

これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンテーションする

14 作品の評価と総合討論 これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンテーションする
各自の作品について意見交換を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ノートPCの基本操作（ファイルとフォルダの管理操作、Zipファイルの作成・
解凍、PowerPointによる発表資料作成）を習得しておくこと。

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする。授業時に与えられた
演習課題についてプログラムを作成していくが、時間内で終了しない場合、指
定期日までに提出することとなる。
【テキスト（教科書）】
初回授業時にテキストを配布する。また、毎授業後に資料を配布する（学習
支援システムよりダウンロード）。
【参考書】
特に指定しない
【成績評価の方法と基準】
オリジナルのアイデアを盛り込んだメディアアート作品をプログラミングで
きることを達成目標とする。
成績評価は平常点（出席、講義内演習等での取り組み態度）（30％）、各授業
時の演習課題提出（30％）、最終作品と発表（40％）を基準として、総合的に
判断し評価する。
最終作品についてはプレゼンテーション形式の発表を実施する。
【学生の意見等からの気づき】
前年度の提出課題を精査し、また授業改善アンケートの回答を確認し、本年
度の授業に活かすことに努めている。
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC（貸与PCもしくはWindowsパソコン使用を推奨）。各自のノート
PCにVisual Studio Codeをインストールして演習を行う。毎授業時にはノー
トPCを持参すること。資料配布、課題の提出などに学習支援システムを利用
する。
【その他の重要事項】
新型コロナ感染症等の対策として講義をオンライン（Zoom）で実施する可能
性がある。
その場合でも受講できるよう安定したインターネット環境を各自で確保する
こと。
【Outline (in English)】
【授業の概要と目的（何を学ぶか）/ Outline and objectives】
In this course, we will cover interactive programming using HTML5 and
JavaScript. We will learn the JavaScript programming language and
interactive programming techniques through creating games.
【到達目標 / Goal】
By the end of the course, students should be able to do the followings:
・Learn basic programming language skills such as "JavaScript language
syntax", "object-oriented programming", and "integrated development
environment (IDE)"
・Programming of media art works incorporating original ideas
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）/ Work to be done outside of
class(preparation, etc.)】
・Students will expected to have learned the basics of how to use their
laptops.
・Before / after each class meeting, students will be expected to spend
four hours to understand the course content.
【成績評価の方法と基準 / Grading criteria】
Final grade will be calculated according to the following process in-class
contribution (30%), Submission of the required assignment for each
class (30%), term-end work and presentation (40%).
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COT200ND（計算基盤 / Computing technologies 200）

コンテンツプログラミング演習Y（２０２３年度以降入学生）

馬場　祐人

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
本講義では、インタラクションデザインを主体としたプログラミング基礎につ
いて学ぶ。Webの主要プログラミング言語であるJavaScriptおよびHTML5
を利用してインタラクションプログラミング技術やオブジェクト指向プログ
ラミングを学んでいく。
【到達目標】
演習を通じて「JavaScript言語の構文」や「オブジェクト指向プログラミン
グ」,「統合開発環境(IDE)」といったプログラミング言語の基礎的な技術、ま
た「インタラクションデザイン」や「メディアアート」を表現するために必要
な実現方法や設計方法を演習を通して習得する。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各回の授業では、前半にその日のテーマを示し、演習に当たって理解する必
要があるプログラミング知識を学び、実現したい処理をロジックとして組み
立てる。後半は、実際にロジックをもとにプログラムを制作する。与えられ
た演習課題のプログラムを実装しデバッグ作業をすることで習熟度を高める．
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 JavaScript入門・開発

環境のインストール
開発のためのVisual Studio Codeの
環境設定，プログラムのデバック環
境の整備を行う．

2 HTMLプログラミング
①

HTML文書の構造を学び，簡単な
HTMLプログラムを作成する

3 HTMLプログラミング
②

HTMLによる表の作成と画像の表示
をお行う．また，CSSを使った
HTMLプログラミングを学ぶ

4 簡単な図形の描画 HTMLのcanvas要素にJavaScript
を使って簡単な図形の描画を行う．

5 JavaScriptプログラミ
ング①

JavaScriptの文法の基本を学習し，
条件文と繰り返し処理について簡単
なプログラムを作成する

6 タイマーとイベント タイマーとイベント処理について学
び，簡単なJavaScriptプログラムの
作成を行う

7 JavaScriptプログラミ
ング②

DOMの概念と配列の基本的な使い
方を学習し，プログラムでの利用方
法を学ぶ

8 DOMと配列を使ったプ
ログラム

イベント処理，DOM，配列を使った
プログラムとして，モグラ叩きゲー
ムを作成する

9 オブジェクト指向プロ
グラミング

JavaScriptにおけるインスタンスの
生成と関数定義を実際にコーディン
グする

10 アニメーション アニメーションの原理について学ぶ，
JavaScriptを使って簡単なアニメー
ションを作成する

11 マップゲームの作成 マップゲームの作成を例として，イ
タラクティブなプログラムを作成す
るための基本的な考え方，プログラ
ム作成手順を学習する

12 作品プログラム制作 ゲームやメディアアート作品を作る
に当たって構想，設計を考える。ま
た検討した設計を元に必要なロジッ
クや素材を用意する

13 制作作品のプレゼン
テーションとデモンス
トレーション

これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンテーションする

14 作品の評価と総合討論 これまでの学習をベースに各自の最
終作品をプレゼンする．作品につい
て意見交換を行う

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
ノートPCの基本操作を習得しておくこと．
(基本操作とはファイルとフォルダの管理操作, Zipファイルの作成・展開,
PowerPoint等による発表スライド資料作成)

本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とする．授業時に与えられた
演習課題についてプログラムを作成するが，時間内で終了しない場合，指定
期日までに独習し提出することとなる．
【テキスト（教科書）】
初回授業時にテキストを配布．また，毎授業ごとに資料を配布（授業支援シ
ステムよりダウンロード）．
【参考書】
特に指定しない
【成績評価の方法と基準】
オリジナルのアイディアを盛り込んだメディアアート作品をプログラムでき
ることを達成目標とする．
成績評価は、平常点 (出席，講義内演習等での貢献・取り組み態度)(30%), 各
授業ごとの演習課題提出(30%)，最終作品と発表(40%)を基準として，総合的
に判断し評価する．
最終作品についてはプレゼンテーション形式の発表を実施する．
【学生の意見等からの気づき】
前年度の提出課題を精査し、また授業改善アンケートの回答を確認し、本年
度の授業に活かすことに努めている．
【学生が準備すべき機器他】
ノートPC (貸与PCもしくはWindowsパソコン使用を推奨)．各自のノート
PCに，Visual Studio Codeをインストールして演習を行なう．毎授業ごと，
ノートPCを持参すること．資料配布，課題の提出などに，授業支援システム
を利用する．
【その他の重要事項】
急遽、講義をオンライン (Zoom)で実施する可能性がある．その場合受講のた
めの安定したインターネット環境を各自で確保すること．
【Outline (in English)】
In this course, we will cover interactive programming using HTML 5
and JavaScript. We will learn the JavaScript programming language
and interactive programming techniques through creating games.
Assessment will be made as follows: In-class contributions 30%,
in-class-hours practices 30%, final presentation 40%.
Before/after each class-hours, students will be expected to spend two
hours to understand the course content.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）SD

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト

J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）都市

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 5%
（Ｂ）技術者倫理 5%
（Ｃ）工学基礎学力 30%
（Ｄ）専門基礎学力 5%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 25%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 10%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法

13 グループワーク発表会
（前半）

1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉
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サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
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【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MTL200NA（材料工学 / Material engineering 200）

マテリアルサイエンス概論（２０２３年度以降入学生）建築

伊崎　健晴

開講時期：秋学期前半/Fall(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈実〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
産業活動や日常生活において、私たちは多くの素材に囲まれている。この100
年で工業材料は長足の進歩を遂げてきている。何千年もの歴史のある銅や鉄
も、要求事項に合わせて常に進化し続けている一方、それらと比較して歴史
の浅いチタンやプラスチックも、社会の要求や地球環境への配慮から、あら
たな挑戦が必要になってきている。プロジェクトに使用する材料や、今後の
社会活動に必要と考えられる基礎的な材料について、歴史や、原料調達、リ
サイクルを含めて解説する。3学科共通であることと、学生間の科学教育経験
の差異が大きいので、広く浅く概観して、興味を持つことを主眼とする。
【到達目標】
身の回りにある材料を広く紹介してその特徴を学ぶ。
適材適所（right Material for the right place.）の材料選定、設計（強度・デ
ザイン）が出来るようになるための材料の基礎知識を幅広く学び、情報を調
査する力を身に着け、ものつくりを考えるスタート地点に立てるようにする。
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

○ ◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
身近にある製品に使用される一般的な材料をその物性、特徴や加工方法、原
産地、リサイクルを含めて個々に述べていく。
　企業における研究開発はどのようなものか、書籍の教科書ではなく、主に
学会誌や雑誌の文献を使用して、幅広い分野の材料や先端材料を自分で興味
を持って調べてゆくにはどのようにすればよいかを体感する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 マテリアルサイエンス

とは？
金属・非金属材料の材料科学から材
料デザインまで、複数の分野を橋渡
しする学際的科学
授業の進め方、グループワークの方
法を説明

2 工業材料の基礎 材料力学や分析・評価技術、加工技
術など、興味あることを自分で調べ
て視野を広げよう。

3 鋼・鋳鉄、合金 金属材料の強み、弱み、状態図と変態
4 金属材料の製造と加工、

防食
製造方法と加工方法、防食に関して
学ぶ

5 軽金属とその合金類、貴
金属類

アルミニウム、マグネシウム、チタ
ン、銅などについて学ぶ

6 セメント・コンクリート 歴史的背景から材料構成、硬化のメ
カニズム

7 木材 木材の組織構造から力学特性、居住
特性

8 モビリティーに使われ
るマテリアル

二輪車を題材に完成車・エンジンに
使用されている材料とその製造方法
の事例をゲストスピーカーより説明
を受ける。

9 高分子材料（汎用高分
子、汎用エンプラ、生分
解性プラスチック）

今、環境問題とも言われるプラスチッ
クだが、有用な特性がたくさんある。

10 高分子材料（ゴム） ゴム・エラストマーなど柔らかいもの
11 高分子成形加工法 押出成形、射出成成形から３Dプリ

ンターまで
12 複合材料 ガラス繊維や炭素繊維で強化された

複合材料、その用途と成形加工法
13 グループワーク発表会

（前半）
1グループあたり６～７名で１０グ
ループに分けてグループ討議、討議
結果の発表（前半）

14 グループワーク発表会
（後半）

後半のグループ発表
最終レポート提出

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
毎回の授業前にWEBを確認すること。授業後にノートを作成してテーマごと
に加筆していく。最新の情報、参考図書の概要など自分の言葉でまとめて今
後の社会活動に生かしていく。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
テキスト
J-Stageに掲載されている雑誌（金属表面技術、コンクリート工学、日本ゴム
協会誌、材料、プラスチック成形加工学会誌、日本複合材料学会誌など）の文
献を講義に使用する。第１回目の講義にて講義に使用する資料のリンクを掲
載するので、各自ダウンロードして準備してください。
【参考書】
WEB掲載資料内に記入。
【成績評価の方法と基準】
第1回目の講義で課題の内容を説明します。
１．プレゼンテーション（発表）
１３，１４回目の授業でグループワークの内容の発表を行います。全員に発
表する機会があります。発表の内容、表現力を評価します。　　50％
２．レポート　　　50％　
　グループワークの課題で、個人で調べた内容、調査結果をレポートにまと
め、第14回目の講義終了までに提出してください。
【学生の意見等からの気づき】
専門や学年の相違による基礎知識の差異や、化学や物理の基礎がないと理解
しづらいとのアンケート回答あり。材料を広く概観することが目的の授業な
ので、多くの学生に基礎知識の理解が可能となることを念頭に授業を進める。
【学生が準備すべき機器他】
パソコン
【その他の重要事項】
担当講師は化学メーカーに在籍中。高分子材料、複合材料の評価、材料開発、
成形加工プロセス開発の経験を活かし、材料科学全般について講義をする。
企業の最前線で製品開発を行ってきたエンジニアをゲストスピーカーとして
お招きして、「モビリティーに使われるマテリアル」の講演を聞く。
【Outline (in English)】
Industrial materials have made great strides in the last 100 years. The
demand to the function of the product has been developed in a long time,
and becomes complicated. This course will introduce basic examples and
we discuss issues in this field.
(Learning activities outside of classroom) The standard time for
preparation and review for this class is 2 hours each.
(Grading Criteria /Policy)
1. Presentation 50%
Group work presentation will be held in the 13th and 14th classes,
Everyone will have the opportunity to make a presentation. The content
of the presentation and the ability to express oneself will be evaluated.
2. Report 50%　
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）建築

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）SD

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

BME200NA（人間医工学 / Biomedical engineering 200）

医療福祉工学（２０２３年度以降入学生）都市

川瀬　利弘

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉〈カ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
医療福祉の分野で、機械工学や電子工学、情報工学がどのように応用されて
いるのかを学ぶ。それによりこの分野の発展には工学技術とヒトの理解が必
要不可欠であることを理解する。
【到達目標】
1．福祉工学の基本理念を理解する
2．様々な技術の基本原理と最新の状況を理解する
3．生理学や神経科学の大まかな理解に基づき、福祉機器や医療機器について
考えられるようになる
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」、都市環境デザイ
ン工学科ディプロマポリシーのうち「DP1」「DP2」「DP3」「DP4」、システ
ムデザイン学科ディプロマポリシーのうち「DP4」に関連。
【授業の進め方と方法】
福祉工学を学ぶ上で必要となる基本的な生理学や神経科学、それに基づいた
生体計測や、関連する信号処理技術、治療工学、生活支援工学などを、最近の
研究成果を踏まえつつわかりやすく講義する。
毎回授業支援システムより資料を配付し、講義の最後にその回のポイントに
ついて小テストを行う。授業の初めに、前回の授業で提出された回答をもと
に、全体に対してフィードバックを行う。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
1 福祉工学概論 ヒトの感覚・運動機能を機械で補助・

代行する分野としての福祉工学につ
いて、歴史と現状を概説する。

2 生体計測1：概論 福祉工学に関連する生体計測につい
て、得られる信号の種類や特徴、基
本的な取り扱い方を講義する。

3 生体計測2：生体の電気
的現象

ヒトの感覚・運動機能を支えている
神経や筋肉の電気的現象について講
義する。

4 生体計測3：電気的計測 生体から電気的な信号を取り出すた
めの電極のしくみや、これを用いた
脳波計や筋電計などを、実際の計測
の様子を示しつつ解説する。

5 生活支援工学1：義肢・
装具

義肢・装具について、基本的なもの
から、筋電義手など工学的技術を用
いたものまで解説する。

6 生活支援工学2：リハビ
リテーション・ロボティ
クス

リハビリテーション訓練や運動支援
のためのロボット技術について講義
する。

7 生活支援工学3：人工感
覚

五感の障害を取り除くための人工感
覚技術について講義する。

8 生活支援工学4：ブレイ
ン-マシン・インタ
フェース

脳波などの生体信号計測を用いたイ
ンタフェース技術について講義する。
生体信号によるインタフェース技術
のデモも行う。

9 治療工学1：医療用ロ
ボット

手術支援ロボットなど、医療現場で
使われるロボットについて解説する。

10 治療工学2：医療画像 障害や疾患に関する生体内部の情報
を得るための医用画像技術について
講義する。

11 治療工学3：医療のため
の情報技術

人工知能などの情報技術による、診
断や医療ロボットの高度化について
講義する。

12 治療工学4：医療のため
のメカトロニクス

医療用ロボットに必要となる機械工
学などの技術について講義する。

13 福祉工学と感性 障害を抱える当事者の主観的な感覚
と福祉工学の関わりについて講義す
る。

14 福祉・医療機器のこれか
ら

福祉・医療機器の現状をまとめ、残
されている課題と、その解決に向け
て行われている研究や活動を紹介す
る。義手に関する身体錯覚実験のデ
モも行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
期末のレポート課題では、文献などの調査をした結果と自分の考えを文章と
してまとめる。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
授業内に資料を配布するため不要
【参考書】
『福祉工学の挑戦 : 身体機能を支援する科学とビジネス』（中公新書）
『生まれながらのサイボーグ：心・テクノロジー・知能の未来』（春秋社）
『メカ屋のための脳科学入門 : 脳をリバースエンジニアリングする』（日刊工
業新聞社）
『医用工学の基礎』（東京電機大学出版局）
『目の見えない人は世界をどう見ているのか』（光文社新書）
【成績評価の方法と基準】
評価方法：毎回の講義中における小テスト(50%)、および期末のレポート課題
(50%)で評価する
評価基準：本科目において設定した達成目標を60%以上達成している学生を
合格とする。
【学生の意見等からの気づき】
毎回の小テストの結果や前年度の授業改善アンケート結果を参考に、よりわ
かりやすい説明とするなど、授業内容の改善に努める。
基本的にオンラインだが、アンケートを踏まえ2023年度からは一部対面とし、
対面講義のときに生体信号による機器制御や錯覚のデモンストレーションを
行っている。
【学生が準備すべき機器他】
授業支援システムに講義資料をアップロードし、授業中は貸与パソコンでダ
ウンロード・閲覧できるようにする。
【Outline (in English)】
Course outline:
In the context of health welfare, students will learn about the roles
which mechanical/electrical engineering and software engineering play.
Through this, they will understand how engineering technology and
understanding of human are essential factors in the development of the
field.
Learning objectives:
By the end of the course, students should be able to do the followings:
- To understand the basic principles of welfare engineering
- To understand the basic principles and the latest status of various
technologies in this field
- To think about welfare and medical instruments based on a general
understanding of physiology and neuroscience.
Learning activities outside of classroom:
For the report at the end of the term, students will survey a specific area
of welfare engineering and summarize their thoughts about the area.
Before/after each class meeting, students will be expected to spend four
hours to understand the course content.
Grading criteria/policy:
Grading will be decided based on quizzes in each lecture (50%) and
report at the end of the term (50%).
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

DES200ND（デザイン学 / Design science 200）

コンテンツデザイン演習（２０２３年度以降入学生）

稲舩　仁哉、山田　陽介

開講時期：春学期前半/Spring(1st half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
近年、あらゆるサービスは複雑・多様化しており、UI/UXの重要性
が高まっている。
本講座では、UI/UXを考える上での観点を増やし、実際にUIをデ
ザインする上での基礎的な考え方と可視化するスキルを習得する。
題材として私たちが普段から何気なく利用しているアプリケーショ
ンやwebサービスを、情報構造と画面表現の観点から観察,分析する。

【到達目標】
UIをデザインする上での基礎的な考え方を習得すること。
デザインを可視化するためのFigmaの基礎的な操作を習得すること。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、
「DP2」に関連

【授業の進め方と方法】
本講座では、講義と演習を中心に３つのステップで授業を進めていく。
１．身近なアプリを題材に構造,表現の調査
　製作者の意図を考えながら、UX設計への理解を深める
２．題材としたアプリをFigmaで模写
　Figmaの基本操作の習得と、より細部のデザインに気づく
３．模写を元に更なるデザインの分析
　更に踏み込んだデザインの効果に気づく

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：オンライン/online
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス

UI調査ガイダンス
UI基本原則

授業説明 (授業の進め方、成績評
価方法、授業の狙いなど)。UI
の基本的な考え方を学ぶ。

第2回 UI調査１ 既存アプリのUIを観察し気づき
を得る。

第3回 UI調査２
UI調査中間講評

既存アプリのUIを観察し気づき
を共有。

第4回 UI調査３ 既存アプリのUIについて、更に
調査を進める。

第5回 UI調査講評 UI調査の講評を行う。
第6回 ツールレクチャー UIデザインを行うツールである

Figmaの基本操作を学ぶ。
第7回 UI模写１ Figmaを体験する。
第8回 UI模写２ Figmaを使用したUI模写を通

して、情報構造と画面表現の関
係性を学ぶ。

第9回 UX分析１ UI模写を元にUXの観点からア
プリを分析し、より深い気付き
を得る。

第10回 UX分析２ UI模写を元にUXの観点からア
プリを分析し、より深い気付き
を得る。

第11回 UI改善１ UX分析から、より良い体験価
値を生む、改善案を考える。

第12回 UI改善２
まとめ

UX分析から、より良い体験価
値を生む、改善案を考える。

第13回 コンテンツデザイン
演習講評

これまでの観察・分析・改善を
通して得たコトなどについて講
評を行う。

第14回 コンテンツデザイン
演習講評
まとめ

これまでの観察・分析・改善を
通して得たコトなどについて講
評を行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
必要なソフトウェア (Figma)への登録を行い各自貸与パソコンで利
用可能な状態にし、各自で課題制作できるようにしておくこと。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
指定しない

【参考書】
特に指定しないが、普段自分達が利用しているアプリケーションや
webサービスがそのまま参考となる。
新しいサービスやゲームを積極的に利用し、どのような考えでデザ
インが行われているのか考察することを推奨する。

【成績評価の方法と基準】
各課題の提出物、プレゼンテーションでの伝える力、および講義演
習への取り組み態度から総合的に判断して評価する。

【学生の意見等からの気づき】
授業改善アンケートの回答を確認し、授業に活かすことに努める。

【学生が準備すべき機器他】
情報教室のパソコンを使用する。
また、課題作業や予習・復習のために各自の貸与パソコンで、Figma
（無料版でも可）を利用可能な状態にしておくこと。

【その他の重要事項】
特になし

【Outline (in English)】
In recent years, all services have become more complex and
diverse, and UI/UX has become increasingly important.
In this course, students will increase their perspectives on
UI/UX and learn basic concepts and visualization skills for
actually designing UI.
We will observe and analyze the applications and web services
that we use in our daily life from the viewpoint of information
architecture and interface design.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

HUI200ND（人間情報学 / Human informatics 200）

Webアプリプログラミング演習（２０２３年度以降入学生）

馬場　祐人

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択必修
その他属性：〈優〉〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
SNSやニュースアプリ,スマホゲームなどWeb上で提供されるサービスやソフ
トウェアをWebアプリと呼ぶ．常時インターネットにつながった環境が当た
り前となった今,PCやスマホといったクライアントと,サーバとでデータを通
信して,様々な情報を随時やり取りすることが可能である．本授業では、Web
アプリの開発に必要なフロントエンドとバックエンドの技術を習得してWeb
アプリを開発する方法を実際に制作しながら学ぶ．
【到達目標】
本授業では,Webアプリ開発環境「Node.js」を用いて,Webアプリケーション
の開発手法を学ぶ．Webアプリ開発に必要なフロントエンド,バックエンドの
技術、具体的にはJavaScript,HTML,CSS,SQLを習得して，実際にプログラ
ミングしながら設計手法を理解する．各自のアイディアに基づいてオリジナ
ルのWebアプリを制作する．
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部システムデザイン学科ディプロマポリシーのうち、「DP2」に
関連
【授業の進め方と方法】
各自ノートPCを持参し,講義の中で,実際にプログラミングをしながら,Web
アプリ開発を理解し,様々な機能を実装できるようにする．理解度を把握する
ため,演習作品を提出し,最終成果物として披露してもらう。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 Webアプリとは Webアプリとは何か。どのように構

成されているかを学ぶ
第2回 開発環境 (Node.js)の準

備
Webアプリ開発環境 (Node.js)をイ
ンストールする

第3回 フロントエンドとバッ
クエンド

フロントエンドとバックエンドの違
い，それぞれの役割について学ぶ

第4回 簡単なWebアプリの開
発

単純なWebアプリを制作する

第5回 バックエンド開発 バックエンドのシステム開発につい
て学ぶ

第6回 データベースの構成 バックエンドで用いるデータベース
を構築する

第7回 フロントエンド開発 フロントエンドに必要なUIデザイン
について学ぶ

第8回 クライアント側の設計 Webアプリの基本となる登録アプリ
のフロントエンドを設計する

第9回 WebアプリのUI制作 フロントエンドとなるUIを
HTML,CSS,JavaScriptで制作する

第10回 サーバ側の設計 Webアプリの基本となる登録アプリ
のバックエンドを設計する

第11回 Webアプリのデータ
ベース設計

Webアプリのバックエンドで情報を
記録するデータベースを設計する

第12回 Webアプリのセキュリ
ティ

Webアプリを作るにあたって考慮す
べきセキュリティの基礎対策につい
て学ぶ

第13回 Webアプリのテスト 制作したWebアプリをテストする
第14回 最終作品発表 これまで学んだことの集大成として

最終作品を発表する
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義てはJavaScript,HTML,CSSそれぞれのプログラミングの基礎を理解し
ておくこと．
本授業の準備学習・復習時間は，各1時間を標準とします．
【テキスト（教科書）】
特に使用しない
【参考書】
特になし
【成績評価の方法と基準】
成績評価は、平常点 (出席，講義内演習等での貢献・取り組み態度)(30%), 各
授業ごとの演習課題提出(30%)，最終作品と発表(40%)を基準として，総合的
に判断し評価する．
最終作品についてはプレゼンテーション形式の発表を実施する．発表は試験
に相当する．
【学生の意見等からの気づき】
本年度新規科目につきアンケートを実施していません

【学生が準備すべき機器他】
ノートPC (貸与PCもしくはWindowsパソコン使用を推奨)．各自のノート
PCに，ソフトウェアをインストールして演習を行なう．資料配布，課題の提
出などに，授業支援システムを利用する．
【その他の重要事項】
本講義は春学期開講の「プログラミング演習」の応用的な内容となる．受講
に当たっては「プログラミング演習」の受講を推奨する．
【Outline (in English)】
Services and software provided on the Web, such as SNS, news
apps, and smartphone games, are called web applications. Web
applications communicate various information and constantly exchange
data between clients such as PCs and smartphones and servers. In
this class, you will learn how to develop web applications by acquiring
the front-end and back-end technologies necessary for developing web
applications.
Assessment will be made as follows: In-class contributions 30%,
in-class-hours practices 30%, final presentation 40%.
Before/after each class-hours, students will be expected to spend an hour
to understand the course content.
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PRI200NA（情報学基礎 / Principles of informatics 200）

数理統計学（２０２３年度以降入学生）

牧野　倫子

開講時期：春学期授業/Spring ｜ 選択・必修の別：必修
その他属性：〈優〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
不確実性を有する現象を分析するのに必要な統計学の基礎を学習し，データ
解析を行うことによって，現状の把握，推測，そして意思決定ができること
を目的とする。
【到達目標】
・統計学の基本を習得でき，主な確率分布およびその統計量の求め方を理解で
きる。
・標本データの分析手法を習得し，実際に主な統計量を求め，分析をすること
によって状況把握をすることができる。
・中心極限定理の内容を理解する。
・標本データの統計分析結果より母集団で想定される確率分布のパラメータの
推定手法（点推定、区間推定、仮説検定）を習得し，実際のデータに対して分
析を行うことによって意思決定を行うことができる。
　
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 40%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部建築学科ディプロマポリシーのうち「DP2」「DP4」、都市環
境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち「DP4」、システムデザイン学科
ディプロマポリシーのうち「DP2」に関連
【授業の進め方と方法】
講義と学習支援システムの併用で行う。
※事前にオンデマンド教材と資料で予習を行う。
※授業中は学習内容のポイントの説明と演習を行う。
※授業中と学習支援システム上で諸連絡，講義教材掲示，課題提出等を行う。
※授業中およびメールや✓シートの提出によって質問等を行う。
配布資料の内容について演習を交えながら解説し，課題を通じて内容を具体
的に把握する。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 授業概論

データ分析（１）
・母集団と標本の関係やこれから学
習する内容の全体の位置を理解する。
・データの種類とデータに対する統
計量の意味と求め方を理解する。

2 データ分析（２） 実際のデータに対して分析演習を行
い，理解する。

3 確率 集合と事象，確率と確率空間，確率
の基本性質，加法定理など，もとに
なる確率の基本を復習確認し，事象
の独立性及び従属性，ベイズの定理
について学習し，演習を行うことに
よって理解を深める。

4 確率変数と確率分布
（１）

離散確率変数の代表的な確率分布
（離散一様分布，二項分布，ポアソン
分布）について理解する。

5 確率変数と確率分布
（２）

連続確率変数の代表的な確率分布
（離散一様分布，指数分布，正規分
布）について理解する。

6 確率変数と確率分布
（３）

２変数確率変数について理解する。

7 テスト１，まとめと解説 第１～６回の講義内容に関するテス
トを実施する。

8 中心極限定理 多次元正規分布について学習し，中
心極限定理の内容を理解する。

9 点推定 確率分布のパラメータの点推定法で
あるモーメント法と最尤法について
学習し，データに対して適切な推定
量を求めることができる。

10 統計解析に必要な確率
分布

正規分布より誘導される分布（カイ2
乗分布，ｔ分布，F分布）について理
解する。

11 区間推定 確率分布のパラメータの信頼区間の
構成方法を理解する。

12 仮説検定 統計的仮説検定の考え方を理解する。
また、いくつかの有名な母数の検定
方法について学ぶ。

13 統計数値実験 中心極限定理の内容をExcelで乱数
を発生させる数値実験を行うことに
よって本講義の学習内容を確認する。

14 テスト２，まとめと解説 第８～１３回の講義内容に関するテ
ストを実施する。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
★事前に公開した講義教材を読んで予習する。
★講義中に講義内容と確認演習を確認し，課題を行う。
★課題の解答を確認し，質問等があったら講義中あるいは✓シートにて連絡
する。
★実際のデータに対してエクセルを用いて解析をし，考察の仕方を学習する。
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
※学習支援システムに公開する教材を利用する。
【参考書】
・授業の内容を復習するのに使用するといいでしょう。お勧めの本は以下の通
りです。
★統計学入門（東京大学教養学部統計学教室編　東京大学出版会　2004年）
★統計学演習（村上正康，安田正賓　共著　培風館　2010年）
★統計学基礎（統計検定３級・２級対応）　日本統計学会
★統計学の基礎　（栗栖　忠　他　裳華房　2017年）
【成績評価の方法と基準】
テスト１：４０パーセント
テスト２：４０パーセント。
課題・レポート課題：２０パーセント。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
モチベーション維持に留意する。基礎事項をしっかりと習得し理解した上で，
具体的な例での対応方法を身につける。
【学生が準備すべき機器他】
パソコンにてエクセルの関数計算ができ，統計解析（基本統計量）が使用で
きる状態にしておくのが望ましい。
講義連絡および資料配布・課題提出・質問等のやり取りに学習支援システム
を利用する予定。オンデマンド教材の配布は，学習支援システムとGoogleド
ライブを使用する予定。
【その他の重要事項】
今まで学習した確率統計および，微分積分の教科書等の復習をしておくことが
望ましい。電力会社などと合同研究を行って，実際のデータ処理分析を行っ
た経験がある教員が，その経験を活かし必要な基礎事項を講義する。
【Outline (in English)】
Course outline:
In this course we will learn the basics of statistics in order to analyze
uncertain phenomena. The objectives are to be able to understand and
hypothesize about the present condition and perform decision-making.
Learning Objectives:
At the end of the course, students are expected to A and B.
Learning activities outside of classroom:
Before and after each class meeting, students will be expected to spend
two hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Mid-term examination:40%、Term-end examination: 40%、Short reports
and in class contribution: 20%.
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

公共経営戦略（２0２３度以降入学生）

平石　和昭、由利　昌平、竹末　直樹、白戸　智、松永　久

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会インフラに関する様々な政策やその進め方を実例を踏まえなが
ら学習し、公共経営戦略の目的やねらいを理解する。

【到達目標】
社会インフラの政策と進め方に関する基礎的事項を理解し、その内
容を外部に向けて自身の言葉で説明することができる。

【修得できる能力】
総合デザ
イン力

文化性 倫理観 建築の公理 芸術性 教養力 表現力

◎

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義、グループ学習、レポートの作成を通じて、理解を深める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション ・公共政策とは？

・講師陣の自己紹介・経験談
・生徒との意見交換

第2回 インフラストラク
チャー計画全般
（新幹線を例にとって
インフラ計画全般を
解説します）

・インフラストラクチャー計画
のアウトライン
・社会課題特定とインフラスト
ラクチャー整備
・需要予測・経済評価・財務評価
・事業スキーム・財源の調達
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第3回 インフラストラク
チャー事業の構想
（どうやってインフラ
の構想はうまれるの
か、一番大事なとこ
ろです）

・インフラストラクチャー構想
の動機
・構想実現の推進
・構想の挫折
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第4回 インフラストラク
チャー事業の管理運
営と活用
（これからはインフラ
の運営・維持管理の
時代です）

・インフラストラクチャー施設
の維持管理
・維持更新投資
・インフラストラクチャー事業
の運営
・更新と除却
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第5回 インフラストラク
チャー事業の海外
展開
（インフラによる海外
への貢献について解
説します）

・途上国への開発援助
・海外インフラストラクチャー
ビジネス
・課題解決先進国・日本として
の貢献
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第6回 公共事業評価 ・公共事業評価の現状
・費用便益分析の基礎

第7回 国土計画の形成 ・国土計画とは？
・国土計画の歴史と変遷
・現代の国土計画

第8回 スマートシティ ・スマートシティの考え方
・スマートシティの事例
・スマートシティの実装

第9回 海外プロジェクト ・海外プロジェクトの種類
・事例紹介

第10回 集客事業 ・集客事業における行政の関わ
り方
・具体的な事例（遊園地・テー
マパーク、動物園・水族館、ス
キー場等）
・集客事業の来場者予測、経済
波及効果算出（簡易な方法）

第11回 公共施設マネジメン
ト

・公共施設のマネジメント計画
・公共施設の統合・再配置計画

第12回 ライフサイクルコス
ト算定

・ライフサイクルコスト算定目的
・ライフサイクルコストの算定
方法
（グループ学習①）

第13回 ライフサイクルコス
ト算定

・ライフサイクルコスト算定目的
・ライフサイクルコストの算定
方法
（グループ学習②）

第14回 i-Construction、イ
ンフラDX、アセッ
トマネジメント

・建設分野へのICT、DX導入
政策
・インフラ老朽化対策、国際規格
（講義＆事例紹介）
・国際規格への対応

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
最終レポートの作成、講義への出席・発言など積極的な参加を求める。

【テキスト（教科書）】
無し

【参考書】
無し

【成績評価の方法と基準】
最終レポート：80％、講義への積極的参加度：20％
※最終レポートは、設定した課題から2題を選択し、A4版1枚程度
の資料作成を求める。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
特になし。講義にPPTを使用。適宜資料を配布する。

【その他の重要事項】
社会インフラの政策と実務に経験豊富な講師陣が担当。双方向のコ
ミュニケーションを重視した講義を行う。

【Outline (in English)】
This course introduces various policies related to social
infrastructure development and management to understand
objectives and aims of public management strategies.
Grade evaluation: Reports 80% + Activities 20% = 100%.
Active participation is required, including preparation of a final
report and attendance and speaking at lectures.
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MAN100NA（経営学 / Management 100）

公共経営戦略（２0２３度以降入学生）

平石　和昭、由利　昌平、竹末　直樹、白戸　智、松永　久

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会インフラに関する様々な政策やその進め方を実例を踏まえなが
ら学習し、公共経営戦略の目的やねらいを理解する。

【到達目標】
社会インフラの政策と進め方に関する基礎的事項を理解し、その内
容を外部に向けて自身の言葉で説明することができる。

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重 10%
（Ｂ）技術者倫理 10%
（Ｃ）工学基礎学力 10%
（Ｄ）専門基礎学力 10%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 10%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力 20%
（Ｈ）継続的学習能力 10%
（Ｉ）業務遂行能力 10%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義、グループ学習、レポートの作成を通じて、理解を深める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション ・公共政策とは？

・講師陣の自己紹介・経験談
・生徒との意見交換

第2回 インフラストラク
チャー計画全般
（新幹線を例にとって
インフラ計画全般を
解説します）

・インフラストラクチャー計画
のアウトライン
・社会課題特定とインフラスト
ラクチャー整備
・需要予測・経済評価・財務評価
・事業スキーム・財源の調達
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第3回 インフラストラク
チャー事業の構想
（どうやってインフラ
の構想はうまれるの
か、一番大事なとこ
ろです）

・インフラストラクチャー構想
の動機
・構想実現の推進
・構想の挫折
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第4回 インフラストラク
チャー事業の管理運
営と活用
（これからはインフラ
の運営・維持管理の
時代です）

・インフラストラクチャー施設
の維持管理
・維持更新投資
・インフラストラクチャー事業
の運営
・更新と除却
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第5回 インフラストラク
チャー事業の海外
展開
（インフラによる海外
への貢献について解
説します）

・途上国への開発援助
・海外インフラストラクチャー
ビジネス
・課題解決先進国・日本として
の貢献
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第6回 公共事業評価 ・公共事業評価の現状
・費用便益分析の基礎

第7回 国土計画の形成 ・国土計画とは？
・国土計画の歴史と変遷
・現代の国土計画

第8回 スマートシティ ・スマートシティの考え方
・スマートシティの事例
・スマートシティの実装

第9回 海外プロジェクト ・海外プロジェクトの種類
・事例紹介

第10回 集客事業 ・集客事業における行政の関わ
り方
・具体的な事例（遊園地・テー
マパーク、動物園・水族館、ス
キー場等）
・集客事業の来場者予測、経済
波及効果算出（簡易な方法）

第11回 公共施設マネジメン
ト

・公共施設のマネジメント計画
・公共施設の統合・再配置計画

第12回 ライフサイクルコス
ト算定

・ライフサイクルコスト算定目的
・ライフサイクルコストの算定
方法
（グループ学習①）

第13回 ライフサイクルコス
ト算定

・ライフサイクルコスト算定目的
・ライフサイクルコストの算定
方法
（グループ学習②）

第14回 i-Construction、イ
ンフラDX、アセッ
トマネジメント

・建設分野へのICT、DX導入
政策
・インフラ老朽化対策、国際規格
（講義＆事例紹介）
・国際規格への対応

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
最終レポートの作成、講義への出席・発言など積極的な参加を求める。

【テキスト（教科書）】
無し

【参考書】
無し

【成績評価の方法と基準】
最終レポート：80％、講義への積極的参加度：20％
※最終レポートは、設定した課題から2題を選択し、A4版1枚程度
の資料作成を求める。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
特になし。講義にPPTを使用。適宜資料を配布する。

【その他の重要事項】
社会インフラの政策と実務に経験豊富な講師陣が担当。双方向のコ
ミュニケーションを重視した講義を行う。
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【Outline (in English)】
This course introduces various policies related to social
infrastructure development and management to understand
objectives and aims of public management strategies.
Grade evaluation: Reports 80% + Activities 20% = 100%.
Active participation is required, including preparation of a final
report and attendance and speaking at lectures.
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デザイン工学部　発行日：2024/5/1

MAN100NA（経営学 / Management 100）

公共経営戦略（２0２３度以降入学生）

平石　和昭、由利　昌平、竹末　直樹、白戸　智、松永　久

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈他〉〈実〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
社会インフラに関する様々な政策やその進め方を実例を踏まえなが
ら学習し、公共経営戦略の目的やねらいを理解する。

【到達目標】
社会インフラの政策と進め方に関する基礎的事項を理解し、その内
容を外部に向けて自身の言葉で説明することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
講義、グループ学習、レポートの作成を通じて、理解を深める。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：
回 テーマ 内容
第1回 オリエンテーション ・公共政策とは？

・講師陣の自己紹介・経験談
・生徒との意見交換

第2回 インフラストラク
チャー計画全般
（新幹線を例にとって
インフラ計画全般を
解説します）

・インフラストラクチャー計画
のアウトライン
・社会課題特定とインフラスト
ラクチャー整備
・需要予測・経済評価・財務評価
・事業スキーム・財源の調達
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第3回 インフラストラク
チャー事業の構想
（どうやってインフラ
の構想はうまれるの
か、一番大事なとこ
ろです）

・インフラストラクチャー構想
の動機
・構想実現の推進
・構想の挫折
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第4回 インフラストラク
チャー事業の管理運
営と活用
（これからはインフラ
の運営・維持管理の
時代です）

・インフラストラクチャー施設
の維持管理
・維持更新投資
・インフラストラクチャー事業
の運営
・更新と除却
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第5回 インフラストラク
チャー事業の海外
展開
（インフラによる海外
への貢献について解
説します）

・途上国への開発援助
・海外インフラストラクチャー
ビジネス
・課題解決先進国・日本として
の貢献
（講義＆グループディスカッショ
ン）

第6回 公共事業評価 ・公共事業評価の現状
・費用便益分析の基礎

第7回 国土計画の形成 ・国土計画とは？
・国土計画の歴史と変遷
・現代の国土計画

第8回 スマートシティ ・スマートシティの考え方
・スマートシティの事例
・スマートシティの実装

第9回 海外プロジェクト ・海外プロジェクトの種類
・事例紹介

第10回 集客事業 ・集客事業における行政の関わ
り方
・具体的な事例（遊園地・テー
マパーク、動物園・水族館、ス
キー場等）
・集客事業の来場者予測、経済
波及効果算出（簡易な方法）

第11回 公共施設マネジメン
ト

・公共施設のマネジメント計画
・公共施設の統合・再配置計画

第12回 ライフサイクルコス
ト算定

・ライフサイクルコスト算定目的
・ライフサイクルコストの算定
方法
（グループ学習①）

第13回 ライフサイクルコス
ト算定

・ライフサイクルコスト算定目的
・ライフサイクルコストの算定
方法
（グループ学習②）

第14回 i-Construction、イ
ンフラDX、アセッ
トマネジメント

・建設分野へのICT、DX導入
政策
・インフラ老朽化対策、国際規格
（講義＆事例紹介）
・国際規格への対応

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
最終レポートの作成、講義への出席・発言など積極的な参加を求める。

【テキスト（教科書）】
無し

【参考書】
無し

【成績評価の方法と基準】
最終レポート：80％、講義への積極的参加度：20％
※最終レポートは、設定した課題から2題を選択し、A4版1枚程度
の資料作成を求める。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
特になし

【学生が準備すべき機器他】
特になし。講義にPPTを使用。適宜資料を配布する。

【その他の重要事項】
社会インフラの政策と実務に経験豊富な講師陣が担当。双方向のコ
ミュニケーションを重視した講義を行う。

【Outline (in English)】
This course introduces various policies related to social
infrastructure development and management to understand
objectives and aims of public management strategies.
Grade evaluation: Reports 80% + Activities 20% = 100%.
Active participation is required, including preparation of a final
report and attendance and speaking at lectures.
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MAT100NC（数学 / Mathematics 100）

多変量解析（２０２３年度以降入学生）

牧野　倫子

開講時期：秋学期後半/Fall(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
多変量解析について、基礎的な考え方を理解する。線形回帰、重回帰分析、主
成分分析などについて、実践的な運用力を身につけることを目的とした演習
を行う。
【到達目標】
本科目では、理工系のさまざまな分野において必要性の高い、基礎的な確率・
統計手法の習得をめざす。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力 60%
（Ｄ）専門基礎学力 40%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力
【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
講義と演習を交互に行い、理論の数学的な厳密性よりも実践的な運用力を身
に着けるように説明する。しかし、線形代数と微積分の知識がないと理論を
理解することは、かなり困難であり、AB期とCD期の内容が該当する講義は
出来るだけ受講すること。演習では、ノートパソコン（または関数電卓）を
使用する。遅刻、私語は厳禁である。疑問点を持ち越さないように、積極的
に質問すること。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 確率・統計学の基礎 分散・不偏分散、標準偏差などの基本

統計量の意味と扱い方、推定、検定
2 第1回の演習 与えられたデータを用い、平均、分

散、標準偏差、相関係数等を求める。
さらに推定、検定を行う。

3 重回帰分析 説明変数と目的変数、線形独立の仮
定、最小自乗法、偏差積和、偏回帰
係数

4 第3回の演習 与えられたデータを用い、平均、分
散、共分散、偏差積和等を求める。

5 重回帰式の有意性の検定 回帰変動と残差変動、F分布による
有意性の検定、重相関係数

6 第5回の演習 与えられたデータを用いて、重回帰
式、重相関係数、偏相関係数を求め
る。

7 主成分分析（１） 分散最大条件と未定乗数法、固有値
と固有ベクトル

8 第7回の演習 与えられたデータおよび標準化した
データの主成分を求める。

9 主成分分析（２） 累積寄与率と因子負荷量
10 第9回の演習 与えられたデータの主成分、累積寄

与率、因子負荷量等を求める。
11 数量化理論Ⅰ類とクラ

スター分析
量的データと質的データ、アイテム
とカテゴリー、ユ－クリッド距離、
マハラノビス距離、最短距離法、重
心法、デンドログラム

12 第11回の演習 与えられたデータをアイテム、カテ
ゴリを基にダミー変数を用いて数量
化し、カテゴリーウエイト等を求め
る。また与えられたデータをユーク
リッド距離を用い最短距離法で分析
を行う。

13 総合演習（１） 重回帰分析に関する総合演習
14 総合演習（２） 主成分分析に関する総合演習
【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
事前に配布する資料を用いて予習および復習を欠かさず行うこと。演習の前
にはエクセルまたは電卓でその回の例題を、自分で計算して確認をする。本
授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
講義資料を配布する。教科書は指定しないが、下記の参考書を購入しておく
ことが望ましい。
【参考書】
宮崎直・勝野恵子・酒井祐貴子（共著）初めて学ぶ線形代数、培風館。
永田靖・棟近雅彦（共著）：多変量解析法入門、サイエンス社。
河口至商（著）：多変量解析入門Ⅰ、Ⅱ、森北出版。
【成績評価の方法と基準】
練習レポート等の平常点40%と、期末試験60%の成績を総合して評価する。
欠席4回以上は単位の取得を認めない（評価D）。
成績評価： 90点以上をS、89～87点をＡ＋、86～83点をＡ、82～80点を
Ａ－、79～77点をＢ＋、76～73点をＢ、72～70点をＢ－、69～67点をＣ＋、
66～63点をＣ、62～60点をＣ－、60点未満をＤとする｡
【学生の意見等からの気づき】
特になし
【学生が準備すべき機器他】
演習ではExcelを使用する。
【Outline (in English)】
Course outline:
This is a course on multivariate analysis, with subjects on linear
regression, multiple regression analysis, principal component analysis
and more. Students will learn analysis methods through practice and
training for use in practical situations.
Learning Objectives:
At the end of the course, students are expected to A and B.
Learning activities outside of classroom:
Before and after each class meeting, students will be expected to spend
two hours to understand the course content.
Grading Criteria /Policies
Your overall grade in the class will be decided based on the following
Term-end examination: 60%、Short reports and in class contribution:
40%.
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SSS200NC（社会・安全システム科学 / Social/Safety system science 200）

オペレーションズリサーチ（２0２３度以降入学生）

高須賀将秀

開講時期：春学期後半/Spring(2nd half) ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
オペレーションズリサーチ（Operations Research, OR）とは，「実
社会における問題解決や意思決定を支援するための数理的・科学的
な方法論や技法」を対象とする研究分野である．ORの幾つかの代
表的テーマについて基礎知識・技能を学ぶ．

【到達目標】
1．連続最適化、組み合わせ位最適化を理解している．
2．ネットワーク最適化を理解している．
3．2024年物流問題を理解している．
4．シミュレーション・整数計画問題を理解している．
5．待ち行列を理解している．
6．不確実性下での意思決定を理解している．
7．ゲーム理論を理解している．
8．実社会における最適化問題をいくつか答えることができる．
9．Microsoft Excelのソルバー機能（Excelソルバー）を用いて最
適化問題を解くことができる．

【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 70%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 30%
（Ｆ）総合デザイン能力
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】

【授業の進め方と方法】
具体的なテーマとして，「数理最適化」「グラフ・ネットワーク」「シ
ミュレーション」「待ち行列」「不確実性下での意思決定」「ゲーム
理論」を取り上げ，これらの基礎知識と代表的な手法について説明
する．
理解度確認のための演習（テーマによってはノートパソコンを使用）
や小テストを適宜授業時間内に行う．また，授業外に行うべき課題
を各テーマごとに課す．課題の回収や小テストの実施には学習支援
システムを用いる．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第1回 ガイダンス，オペ

レーションズリサー
チとは

・授業の進め方，評価について
・オペレーションズ・リサーチ
とは
・実社会の活用シーン

第2回 最適化問題 ・最適化問題
・連続最適化と組合せ最適化
・代表的な最適化問題とアルゴ
リズム

第3回 連続最適化 ・連続最適化問題
・線形計画問題
・標準形への変形
・線形計画ソルバーと利用法
・単体法とその実装

第4回 組合せ最適化 ・組合せ最適化
・連続最適化と組合せ最適化の
違い
・組合せ最適化におけるソル
バーの利用法
・ナップサック問題

第5回 ネットワーク最適化
とは1

・グラフの定義
・最短路問題
・最大流問題
・最小費用流問題

第6回 ネットワーク最適化
とは2

・木の定義
・全域木
・最小木問題
・ダイクストラ法

第7回 物流2024年問題 ・配送計画問題
・ピンパッキング問題
・デポ配置問題

第8回 シミュレーション・
整数計画問題

・マルコフ過程/マルコフ連鎖
・モンテカルロ法

第9回 待ち行列理論1 ・待ち行列理論
・リトルの公式
・ポワソン過程と指数分布

第10回 待ち行列理論2 ・出生死滅過程
・M/M/∞モデル

第11回 不確実性下での意思
決定（ディシジョン
ツリー・効用）

・投資決定問題
・マクシミン原理/マクシマック
ス原理/ミニマックス後悔原理
・ラプラスの原理
・期待値原理/期待値・分散原理
・最尤未来原理/要求水準原理

第12回 不確実性下での意思
決定（ディシジョン
ツリー・効用）

・多段階の意思決定問題
・効用関数
・期待効用最大化の原理

第13回 ゲーム理論 ・囚人のジレンマ
・ナッシュ均衡

第14回 授業内容のまとめ ・振り返り
・応用事例

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
・事前学習（基礎知識の習得）
・授業内容の復習
・演習課題の実施と提出
本授業の準備学習・復習時間は，各2時間を標準とする．

【テキスト（教科書）】
指定しない．資料を配布する．

【参考書】
授業において適宜紹介する．

【成績評価の方法と基準】
科目認定条件
※出席率について80%以上であること．
※定められた提出物が80%以上提出されていること．
科目評価方法
演習課題　60％
最終課題　40％
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．

【学生の意見等からの気づき】
なし

【学生が準備すべき機器他】
・edu2020貸与ノートパソコン：演習・小テスト等に利用する．毎
回持参すること．
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・学習支援システム：お知らせの配信・資料やスライドの配布・課
題の提示や回収・授業内小テスト等に利用する．

【Outline (in English)】
[Course outline]
This course provides basic knowledge and skills on some of
the major themes of operations research (OR). Learn the basic
knowledge and skills of several representative topics of OR.
[Learning Objectives]
1. Understand simultaneous and combinatorial optimization.
2. Understand network optimization.
3. Understand the logistics problem in 2024.
4. Understand simulation and integer programming problems.
5. Understand queueing.
6. Understand decision making under uncertainty.
7. Understand game theory.
8. Can answer some real-world optimization problems.
9. Be able to solve optimization problems using Microsoft
Excel’s solver function (Excel Solver).
[Learning activities outside of classroom]
・Preliminary study (acquisition of basic knowledge)
・Review of class contents
・Exercises and submission of exercises
The standard preparation and review time for this class is 2
hours each.
[Grading Criteria /Policy]
Course Approval Conditions
・Attendance rate must be 80% or more.
・Submission of the required materials must be more than 80%.
Course Evaluation Method
・Exercise assignment 60%
・Final assignment 40%
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CST200NC（土木工学 / Civil engineering 200）

橋のデザイン（２０２３年度以降入学生）

末松　慎介

開講時期：秋学期授業/Fall ｜ 選択・必修の別：選択
その他属性：〈Ｓ〉

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
橋梁構造の基礎知識を確認した上で、既存橋梁の模型製作から橋梁の成り立
ちを構造的・造形的に理解する。さらに模型を用いた構造デザインを実践す
ることで、橋のデザインの思考作業を体験する。
【到達目標】
橋梁において構造を成立させている力の流れをイメージできるようになるこ
と。グループ作業を通じ、工程と品質に留意しながらひとつの物をつくりあ
げるプロセスを理解すること。
【修得できる能力】
（Ａ）歴史・文化・自然の理解・尊重
（Ｂ）技術者倫理
（Ｃ）工学基礎学力
（Ｄ）専門基礎学力 50%
（Ｅ）専門知識の活用・応用能力 20%
（Ｆ）総合デザイン能力 10%
（Ｇ）コミュニケーション能力
（Ｈ）継続的学習能力
（Ｉ）業務遂行能力 20%

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示されたどの能力
を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針に明示された学習
成果との関連）】
デザイン工学部都市環境デザイン工学科ディプロマポリシーのうち、「DP4」
に関連
【授業の進め方と方法】
授業は、講義による橋梁景観等に関する「基礎知識の習得」と「美しい事例の
紹介」、更には演習による「デザイン作業とプレゼンテーションの実践」を通
して、将来的に自分の考えを公共土木施設に反映し得る、高度な技術者に成
長するための基礎体験を履修するものである。
なお、演習手法はスタディ模型（発泡樹脂材料や紙による模型）の製作を中
心とする。短時間でのデザイン検討作業（模型製作）であるため、授業時間
以外に作業を行うことがある。
本授業における「基礎知識」は、「鋼構造学及演習」で学んだことの復習であ
り、既存橋梁の模型製作では、「鋼構造デザイン実習」において設計した歩道
橋を模型にすることで、橋梁技術者としてデザイン、設計の一連の経験を積
むことができる。（鋼構造デザイン実習未履修者は、別途既存歩道橋の模型製
作を行う。）
授業実施期間に見学できる橋梁建設現場がある場合には、授業計画および課
題を一部変更して見学会を実施する場合がある。
【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
1 講義：橋の基本知識、歴

史、橋のデザイン
橋の歴史、橋の構造形式と特徴、シ
ビックデザインの概念、橋のデザイ
ンの考え方

2 講義：橋梁の設計手法１
演習：出題と課題意図
の説明

課題説明と模型の作り方の基本
橋梁図面の構成と内容

3 講義：橋梁の詳細設計
図面
演習：図面読解１

橋梁図面の構成と内容
課題の橋梁図面の読解

4 講義：橋梁の設計手法２
演習：図面読解２

特殊橋梁の設計手法
必要部材の把握、確認

5 講義：橋梁の施工１
演習：模型製作

橋梁の施工方法の紹介
部材の作成

6 講義：橋梁の施工２
演習：模型製作

橋梁の施工、架設
部材の組み立て

7 デザイン課題1　講評 製作した模型に関する発表・講評
8 デザイン課題2

出題と課題意図の説明
課題説明と模型の製作条件

9 講義：橋梁のデザイン
事例１
演習：模型方針検討

グループディスカッションによる設
計方針検討

10 講義：橋梁のデザイン
事例２
演習：試作模型製作

橋梁デザインの紹介（海外事例など）
第1回載荷試験用模型製作

11 デザイン課題2
第1回載荷試験

載荷試験と発表
破壊状況の確認

12 改善方針検討 載荷試験結果に基づく改善方針の検
討

13 改善模型製作 第2回載荷試験用模型製作

14 デザイン課題2
第2回載荷試験、講評

載荷試験と発表
改善成果の確認と講評

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
1・2　履修登録
3・4　図面読解，必要な模型製作道具および材料購入
5・6　模型の完成
7・8　設計方針の検討
9・10　第1回載荷試験模型の完成
11・12　第2回載荷試験模型の完成
13・14　報告書作成準備
本授業の準備学習・復習時間は、各2時間を標準とします。
【テキスト（教科書）】
特になし。
資料は授業中に適宜配付する。
【参考書】
・景観デザイン規範事例集（道路・橋梁・街路・公園編）（国土交通省国土技術政策
総合研究所、pdf版http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika/ks/tnn0433.html）
・景観用語事典　増補改訂第二版（彰国社）
・美しい橋のデザインマニュアル（土木学会構造工学委員会橋の景観とその形
態および色彩に関する研究小委員会）
【成績評価の方法と基準】
第１課題（グループもしくは個人課題／配点50点）と第２課題（グループも
しくは個人課題／配点50点）による。発表時やエスキス時の積極性や良好な
デザインには個人に対して加点を行う。なお、各課題の中間・最終発表時欠
席者には単位取得を認めない（評価D）。
欠席４回以上は単位取得を認めない (評価Ｄ)．
【学生の意見等からの気づき】
課題にかける時間が足りないとの声がある。過重にならないよう課題内にお
けるサポートなど対策を行う。
【学生が準備すべき機器他】
成果品としてA3判のパネルを作成する。その際、貸与パソコンを用いた作業
が必要となる。
【Outline (in English)】
In this course, students will learn about bridge design and understand
how the designing process is a creative art of discovering structural
form. They will learn about basic static bridge structure and the
arrangement of structural elements through designing and building a
model of a bridge.
At the end of the course, students are expected to design bridge
structures with structural conceptual ideas.
After each class meeting, students will be expected to have completed
the required model and design reports.
Grading will be decided based on the reports and the presentations
about 1st theme (50%) and 2nd theme (50%).
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